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1101000 こころの科学 吉澤　英里 前期
1304001 数学入門（1年生） 横山　哲也 前期
1304002 数学入門（再） 横山　哲也 前期
2101001 情報基礎演習Ⅰ（M-1） 由水　伸 前期
2101002 情報基礎演習Ⅰ（M-2） 由水　伸 前期
2101003 情報基礎演習Ⅰ（M-3） 由水　伸 前期
2101004 情報基礎演習Ⅰ（S-1） 近澤　潤 前期
2101005 情報基礎演習Ⅰ（S-2） 近澤　潤 前期
2101006 情報基礎演習Ⅰ（D-1） 近澤　潤 前期
2101007 情報基礎演習Ⅰ（D-2） 近澤　潤 前期
2101008 情報基礎演習Ⅰ（A-1） 近澤　潤 前期
2101009 情報基礎演習Ⅰ（A-2） 近澤　潤 前期
3101101 基礎英語Ⅰ（M-1） 信濃　吉彦 前期
3101102 基礎英語Ⅰ（M-2） 岡島　徳昭 前期
3101103 基礎英語Ⅰ（M-3） 石田　暁子 前期
3101104 基礎英語Ⅰ（M-4） 井坂　肇 前期
3101105 基礎英語Ⅰ（SDA-1） 西崎　毅 前期
3101106 基礎英語Ⅰ（SDA-2） 宮嶋　達也 前期
3101107 基礎英語Ⅰ（SDA-3） 横田　肇 前期
3101110 基礎英語Ⅰ（遠隔留学生用） 岡島　徳昭 前期
3101111 基礎英語Ⅰ（SDA-6） 井坂　肇 前期
3201101 ﾄﾞｲﾂ語入門Ⅰ（M） 河田　一郎 前期
3201102 ﾄﾞｲﾂ語入門Ⅰ（S・D・A） 河田　一郎 前期
4101001 ｽﾎﾟｰﾂ総合（M-A1） 中川　純二 前期
4101002 ｽﾎﾟｰﾂ総合（M-B2） 石井　祐治 前期
4101003 ｽﾎﾟｰﾂ総合（M-C3） 佐藤　和裕 前期
4101004 ｽﾎﾟｰﾂ総合（S-A1） 三嶋　康嗣 前期
4101005 ｽﾎﾟｰﾂ総合（D-A1） 三嶋　康嗣 前期
4101006 ｽﾎﾟｰﾂ総合（A-1） 小山　尋明 前期
4101044 ｽﾎﾟｰﾂ総合（S-B1） 三嶋　康嗣 前期
4101090 ｽﾎﾟｰﾂ総合(遠隔留学生用） 佐藤　和裕 前期
5301001 基本製図（A） 安藤　淳一 前期
5301002 基本製図（B） 安藤　淳一 前期
5401000 経営学総論 信濃　吉彦 前期
6200501 ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ演習（M） 河野　善文 前期
6200502 ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ演習（S） 渡部　斎 前期
6200503 ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ演習（D） 北嶋　洋一 前期
6200504 ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ演習（A） 伊藤　裕康 前期
6209101 ｷｬﾘｱ支援演習Ⅰ（M） 遠藤　均 前期
6209102 ｷｬﾘｱ支援演習Ⅰ（S） 横田　肇 前期
6209103 ｷｬﾘｱ支援演習Ⅰ（D） 北嶋　洋一 前期
6209104 ｷｬﾘｱ支援演習Ⅰ（A） 横山　哲也 前期
7210001 専門演習ⅠＡ 由水　伸 前期
7210002 専門演習ⅠＡ 信濃　吉彦 前期
7210003 専門演習ⅠＡ 河野　善文 前期
7210004 専門演習ⅠＡ 遠藤　均 前期
7210005 専門演習ⅠＡ 鈴木　重政 前期
7210006 専門演習ⅠＡ 岡島　徳昭 前期
7210007 専門演習ⅠＡ 伴　秀実 前期
7210008 専門演習ⅠＡ 青山　浩之 前期
7210009 専門演習ⅠＡ 石山　玄幸 前期
7210010 専門演習ⅠＡ 天野　雅斗 前期
7210011 専門演習ⅠＡ 石井　祐治 前期
7210012 専門演習ⅠＡ 篠原　諒介 前期
7210062 専門演習ⅠＡ 小早川　俊哉 前期
7210063 専門演習ⅠＡ 上原　正希 前期
7210064 専門演習ⅠＡ 藤根　収 前期
7210065 専門演習ⅠＡ 松下　守邦 前期
7210066 専門演習ⅠＡ 杉本　大輔 前期
7210067 専門演習ⅠＡ 櫻井　美帆子 前期
7210068 専門演習ⅠＡ 大島　康雄 前期
7210069 専門演習ⅠＡ 吉江　幸子 前期
7210070 専門演習ⅠＡ 西野　克俊 前期
7210071 専門演習ⅠＡ 畠山　明子 前期
7210072 専門演習ⅠＡ 佐々木　智城 前期
7210073 専門演習ⅠA 吉澤　英里 前期
7210074 専門演習ⅠA 堀川　厚志 前期
7210075 専門演習ⅠA 宮﨑　剛司 前期
7383061 専門研究ⅠA 林　春生 前期
7383062 専門研究ⅠA 上坂　恒章 前期
7383063 専門研究ⅠA 中島　義博 前期
7383064 専門研究ⅠA 安田　祐造 前期
7383065 専門研究ⅠA 北嶋　洋一 前期
7383066 専門研究ⅠA 梅田　力 前期
7383067 専門研究ⅠA 松岡　龍介 前期
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7383068 専門研究ⅠA 三上　いずみ 前期
7510000 建築設計演習Ⅲ 君　興治 前期
7623061 建築研究Ⅰ 安藤　淳一 前期
7623062 建築研究Ⅰ 伊藤　裕康 前期
7623063 建築研究Ⅰ 佐藤　善太郎 前期
7623064 建築研究Ⅰ 佐々木　哲之 前期
7623065 建築研究Ⅰ 横山　哲也 前期
7623066 建築研究Ⅰ 長森　正 前期
7623067 建築研究Ⅰ 小笠原　健 前期
7623068 建築研究Ⅰ 君　興治 前期
7623069 建築研究Ⅰ 向井　正伸 前期
7623070 建築研究Ⅰ 小山　尋明 前期
7708000 ﾋﾞｼﾞﾈｽ創造論 阿部　裕樹 前期
9101100 教職論 荒木　広式 前期
1103000 哲学入門（再） 遠藤　均 前期
1103100 人間と哲学 遠藤　均 前期
6101061 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA 竹内　美帆 前期
6101062 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA 後藤　啓倫 前期
6101063 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA 戸佐　晃一 前期
6101064 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA 米野　宏 前期
6101065 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA 佐藤　和裕 前期
6101066 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA  前期
6101067 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA 中川　純二 前期
6101068 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA 三嶋　康嗣 前期
6101069 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA 井坂　肇 前期
6101070 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA 近澤　潤 前期
6101071 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA 田畑　圭悟 前期
6101072 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA 篠原　諒介 前期
6101073 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA 渡部　斎 前期
6101074 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA 杉本　大輔 前期
6101075 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA 横田　肇 前期
6101076 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA 櫻井　美帆子 前期
6101077 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA 湯浅　頼佳 前期
6101078 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA 尾西　則昭 前期
6101079 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA 西崎　毅 前期
6101080 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA 堀川　厚志 前期
6101081 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA 小山　尋明 前期
6101082 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA 宮嶋　達也 前期
6101083 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA 横山　哲也 前期
6101084 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA 長森　正 前期
6101085 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA 向井　正伸 前期
6101086 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA 髙橋　真弥 前期
6101087 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA 千葉　聡美 前期
6101088 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA 野村　拓也 前期
6101091 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA（再） 河田　一郎 前期
6101092 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA 山本　一彦 前期
7056000 肢体不自由者の心理・生理・病理 坂上　俊樹 前期
7503000 建築設計演習Ⅰ 佐藤　善太郎 前期
1102000 倫理学入門 遠藤　均 前期
3103101 英語入門Ⅰ（M） 石田　暁子 前期
3103102 英語入門Ⅰ（S） 横田　肇 前期
3103103 英語入門Ⅰ（D・A） 宮嶋　達也 前期
3203101 中国語入門Ⅰ（2年） 孫　暢 前期
3203102 中国語入門Ⅰ（3年） 孫　暢 前期
5203001 平面構成Ⅰ（A) 中島　義博 前期
5203002 平面構成Ⅰ（B） 中島　義博 前期
7096000 自然地理学Ⅰ 鈴木　正章 前期
7116000 精神保健福祉援助演習Ⅰ 西野　克俊 前期
7212001 専門演習ⅡＡ 由水　伸 前期
7212002 専門演習ⅡＡ 信濃　吉彦 前期
7212003 専門演習ⅡＡ 河野　善文 前期
7212004 専門演習ⅡＡ 遠藤　均 前期
7212005 専門演習ⅡＡ 鈴木　重政 前期
7212006 専門演習ⅡＡ 岡島　徳昭 前期
7212007 専門演習ⅡＡ 伴　秀実 前期
7212008 専門演習ⅡＡ 青山　浩之 前期
7212009 専門演習ⅡＡ 石山　玄幸 前期
7212010 専門演習ⅡＡ 天野　雅斗 前期
7212011 専門演習ⅡＡ 石井　祐治 前期
7212012 専門演習ⅡＡ 篠原　諒介 前期
7212062 専門演習ⅡＡ 小早川　俊哉 前期
7212063 専門演習ⅡＡ 上原　正希 前期
7212064 専門演習ⅡＡ 藤根　収 前期
7212065 専門演習ⅡＡ 松下　守邦 前期
7212066 専門演習ⅡＡ 杉本　大輔 前期
7212067 専門演習ⅡＡ 櫻井　美帆子 前期
7212068 専門演習ⅡＡ 大島　康雄 前期
7212069 専門演習ⅡＡ 吉江　幸子 前期
7212070 専門演習ⅡＡ 西野　克俊 前期
7212071 専門演習ⅡＡ 畠山　明子 前期
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7212072 専門演習ⅡＡ 佐々木　智城 前期
7387061 専門研究ⅡＡ 林　春生 前期
7387062 専門研究ⅡＡ 上坂　恒章 前期
7387063 専門研究ⅡＡ 中島　義博 前期
7387064 専門研究ⅡＡ 安田　祐造 前期
7387065 専門研究ⅡＡ 北嶋　洋一 前期
7387066 専門研究ⅡＡ 梅田　力 前期
7387067 専門研究ⅡＡ 松岡　龍介 前期
7387068 専門研究ⅡＡ 三上　いずみ 前期
7585000 空間計画論 安藤　淳一 前期
7625061 建築研究Ⅲ 安藤　淳一 前期
7625062 建築研究Ⅲ 伊藤　裕康 前期
7625063 建築研究Ⅲ 佐藤　善太郎 前期
7625064 建築研究Ⅲ 佐々木　哲之 前期
7625065 建築研究Ⅲ 横山　哲也 前期
7625066 建築研究Ⅲ 長森　正 前期
7625067 建築研究Ⅲ 小笠原　健 前期
7625068 建築研究Ⅲ 君　興治 前期
7625069 建築研究Ⅲ 向井　正伸 前期
7625070 建築研究Ⅲ 小山　尋明 前期
7718000 ｽﾎﾟｰﾂ心理学 佐藤　和裕 前期
1201001 法学入門（M） 青山　浩之 前期
1201002 法学入門（S） 大倉　司 前期
1201003 法学入門（D・A） 青山　浩之 前期
5207101 ﾃﾞｯｻﾝⅢ 西田　陽二 前期
5207102 ﾃﾞｯｻﾝⅢ（B） 西田　陽二 前期
6103062 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA 河田　一郎 前期
6103063 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA 戸佐　晃一 前期
6103064 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA 米野　宏 前期
6103065 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA 佐藤　和裕 前期
6103066 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA  前期
6103067 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA 中川　純二 前期
6103068 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA 三嶋　康嗣 前期
6103069 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA 井坂　肇 前期
6103070 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA 近澤　潤 前期
6103071 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA 田畑　圭悟 前期
6103072 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA 篠原　諒介 前期
6103074 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA 杉本　大輔 前期
6103075 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA 横田　肇 前期
6103076 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA 櫻井　美帆子 前期
6103077 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA 湯浅　頼佳 前期
6103078 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA 尾西　則昭 前期
6103079 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA 西崎　毅 前期
6103080 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA 堀川　厚志 前期
6103081 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA 小山　尋明 前期
6103082 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA 宮嶋　達也 前期
6103083 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA 横山　哲也 前期
6103085 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA 向井　正伸 前期
6103086 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA 佐藤　恵利 前期
6103093 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA（再） 渡部　斎 前期
6203001 ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ（M） 山本　一彦 前期
6203002 ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ（S・D・A） 山本　一彦 前期
7118000 精神保健福祉援助演習Ⅱ 大島　康雄 前期
7121000 社会心理学 松下　守邦 前期
7389091 専門研究ⅡB（9月期卒用） 林　春生 前期
7389092 専門研究ⅡB（9月期卒用） 上坂　恒章 前期
7389093 専門研究ⅡB（9月期卒用） 北嶋　洋一 前期
7389094 専門研究ⅡB（9月期卒用） 三上　いずみ 前期
7702000 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ論 伴　秀実 前期
7726001 基礎統計演習(M） 河野　善文 前期
7726002 基礎統計演習(S） 杉本　大輔 前期
7726003 基礎統計演習(D） 伊藤　裕康 前期
7726004 基礎統計演習(A） 伊藤　裕康 前期
1206100 日本国憲法（M） 青山　浩之 前期
3401000 日本語Ⅰ（留学生） 髙橋　真弥 前期
7214091 卒業論文（9月期卒） 由水　伸 前期
7214092 卒業論文（9月期卒） 信濃　吉彦 前期
7214093 卒業論文（9月期卒） 河野　善文 前期
7214094 卒業論文（9月期卒） 遠藤　均 前期
7214095 卒業論文（9月期卒） 鈴木　重政 前期
7214096 卒業論文（9月期卒） 岡島　徳昭 前期
7214097 卒業論文（9月期卒） 石井　祐治 前期
7214098 卒業論文（9月期卒） 青山　浩之 前期
7214099 卒業論文（9月期卒） 石山　玄幸 前期
7390091 卒業制作・研究（9月期卒用） 林　春生 前期
7390092 卒業制作・研究（9月期卒用） 上坂　恒章 前期
7390093 卒業制作・研究（9月期卒用） 北嶋　洋一 前期
7390094 卒業制作・研究（9月期卒用） 三上　いずみ 前期
7390098 卒業制作・研究（9月期卒用） 三上　いずみ 前期
7603000 建築設備Ⅱ 君　興治 前期
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7723000 商法 青山　浩之 前期
7120000 精神保健福祉援助実習指導Ⅰ 西野　克俊 前期
7331000 ﾋﾞｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ 田中　靖之 前期
7516000 建築計画Ⅰ 安藤　淳一 前期
7575000 建築構造力学Ⅲ 小笠原　健 前期
1204000 政治学入門 後藤　啓倫 前期
3403000 日本語Ⅲ（留学生） 佐藤　恵利 前期
7064000 相談援助演習Ⅰ（再） 杉本　大輔 前期
7706000 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論 山本　一彦 前期
5406001 ｽﾎﾟｰﾂﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論 信濃　吉彦 前期
5406002 ｽﾎﾟｰﾂﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論（SP) 信濃　吉彦 前期
7302000 立体構成Ⅰ（A） 梅田　力 前期
7336000 ｲﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝⅠ 森迫　暁夫 前期
7520100 建築材料実験 長森　正 前期
7752000 ｽﾎﾟｰﾂとﾍﾙｽｹｱ 佐藤　和裕 前期
5201000 美術学概論Ⅰ 竹内　美帆 前期
5208000 西洋美術史Ⅰ 竹内　美帆 前期
5407001 ｽﾎﾟｰﾂ経営管理論 信濃　吉彦 前期
5407002 ｽﾎﾟｰﾂ経営管理論（SP) 信濃　吉彦 前期
7572000 北国の建築と住まい 安藤　淳一 前期
7719000 ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ科学Ⅰ 篠原　諒介 前期
5206001 ﾃﾞｯｻﾝⅠ（A) 西田　陽二 前期
5206002 ﾃﾞｯｻﾝⅠ（B） 西田　陽二 前期
5306100 建築環境Ⅰ 佐々木　哲之 前期
7067000 相談援助実習指導Ⅰ（再） 小早川　俊哉 前期
7337100 ｲﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝⅢ 佐藤　正人 前期
7531100 図学（建築図学を含む） 長森　正 前期
9117100 道徳教育の指導法 遠藤　均 前期
1208000 日本事情（留学生） 佐藤　恵利 前期
5109000 人体の構造と機能及び疾病(再） 宮﨑　剛司 前期
5311000 建築設備Ⅰ 君　興治 前期
7305000 ﾃﾞｻﾞｲﾝ概論Ⅰ（D） 赤木　良子 前期
7535000 ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾂｰﾙⅠ 佐藤　善太郎 前期
7722000 原価計算論 鈴木　重政 前期
7786001 ｽﾎﾟｰﾂ文化論 細川　光法 前期
7786002 ｽﾎﾟｰﾂ文化論（SP) 細川　光法 前期
1205000 日本の歴史 及川　琢英 前期
5307000 建築構造力学Ⅰ 長森　正 前期
5309000 建築法規Ⅰ 佐藤　善太郎 前期
7055000 特別支援教育総論 堀川　厚志 前期
7106000 相談援助実習指導Ⅲ 杉本　大輔 前期
7331100 ｷｬﾗｸﾀｰﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ 三上　いずみ 前期
7727000 ﾐｸﾛ経済学 河野　善文 前期
7787001 ｽﾎﾟｰﾂﾋﾞｼﾞﾈｽ論 鈴木　重政 前期
7787002 ｽﾎﾟｰﾂﾋﾞｼﾞﾈｽ論（SP) 鈴木　重政 前期
5111000 高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅰ（再） 櫻井　美帆子 前期
7143002 人文地理学Ⅰ（S) 渡部　斎 前期
7305101 基礎ﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ（A） 林　春生 前期
7305102 基礎ﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ（B） 林　春生 前期
5112000 高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅱ(再） 櫻井　美帆子 前期
7144002 人文地理学Ⅱ（S) 渡部　斎 前期
7353000 映像表現Ⅰ 北嶋　洋一 前期
7593001 職業指導（M） 伴　秀実 前期
7604000 建築積算 佐々木　哲之 前期
5113000 保健医療ｻｰﾋﾞｽ 宮﨑　剛司 前期
7052001 生涯学習概論Ⅰ（M） 藤根　収 前期
7052002 生涯学習概論Ⅰ（S・D・A） 藤根　収 前期
7052003 生涯学習概論Ⅰ（M）（再） 藤根　収 前期
7052004 生涯学習概論Ⅰ（S）（再） 藤根　収 前期
7145000 知的障害教育Ⅱ 藤根　収 前期
7320000 図学Ⅰ 赤木　良子 前期
7580000 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造 長森　正 前期
7586000 建築法規Ⅲ 佐藤　善太郎 前期
3401100 上級日本語Ⅰ（留学生） 竜野　征一郎 前期
5114000 障害者に対する支援と障害者自立支援制度 畠山　明子 前期
5303100 建築材料 小笠原　健 前期
7146000 病弱教育 千葉　聡美 前期
7175000 精神疾患とその治療Ⅰ 伊東　隆雄 前期
7324000 絵画Ⅰ 西田　陽二 前期
7355000 ｺﾝﾃﾝﾂﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ 上坂　恒章 前期
5312000 建築施工 小笠原　健 前期
7062000 視覚障害教育総論 木村　浩紀 前期
7186001 日本文化史（M） 及川　琢英 前期
7186002 日本文化史（S） 及川　琢英 前期
7325000 洋画Ⅰ 安田　祐造 前期
7744000 経営分析論 石山　玄幸 前期
9126000 保健体育科教育法Ⅰ 髙井　雅一 前期
3401300 上級日本語Ⅲ（留学生） 竜野　征一郎 前期
7079000 精神保健の課題と支援Ⅰ（再） 佐々木　智城 前期
7158000 発達障害等教育総論 堀川　厚志 前期
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7541000 建築表現Ⅰ 安藤　淳一 前期
7721001 経営情報論 野村　拓也 前期
7721002 経営情報論(SP) 野村　拓也 前期
7037000 発達心理学Ⅰ 佐々木　智城 前期
5118000 就労支援ｻｰﾋﾞｽ 畠山　明子 前期
7305500 ｲﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝ基礎Ⅰ 佐藤　正人 前期
7525001 都市計画（3年） 安藤　淳一 前期
7525002 都市計画（4年） 安藤　淳一 前期
7566000 建築表現Ⅲ 安藤　淳一 前期
9102001 教育原理（M・D・A） 西崎　毅 前期
9102002 教育原理（S） 西崎　毅 前期
9107000 社会科・地理歴史科教育法Ⅰ 渡部　斎 前期
5119000 更生保護制度 大倉　司 前期
7044000 精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅰ（再） 西野　克俊 前期
7342000 ﾃｷｽﾀｲﾙﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ（開講せず？？） 三上　いずみ 前期
7754000 国際経営論 岡島　徳昭 前期
9137000 特別な教育的ﾆｰｽﾞの理解とその支援 藤根　収 前期
7597000 建築表現Ⅴ 安藤　淳一 前期
9110000 社会科・公民科教育法Ⅰ 松下　守邦 前期
7102000 肢体不自由教育Ⅱ 千葉　聡美 前期
7124000 精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅲ 西野　克俊 前期
7733400 観光ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論 五ノ井　壽一 前期
9121001 教育方法論（M） 藤根　収 前期
9121002 教育方法論（S) 藤根　収 前期
9121003 教育方法論（D・A) 藤根　収 前期
7127000 精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅳ 西野　克俊 前期
7361000 技法・材料研究Ⅰ 安田　祐造 前期
7367001 漫画Ⅲ（2年） 鴨　修平 前期
7367002 漫画Ⅲ（3年） 鴨　修平 前期
7556000 応用物理（再） 伊藤　裕康 前期
7364001 彫刻Ⅰ（2年） 梅田　力 前期
7364002 彫刻Ⅰ（3年） 梅田　力 前期
7712001 日本経済史（M） 小林　大州介 前期
7712002 日本経済史（S） 小林　大州介 前期
7731000 ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ論（再） 石山　玄幸 前期
7041000 保育原理 吉江　幸子 前期
7077000 精神保健福祉に関する制度とｻｰﾋﾞｽⅡ（再） 大島　康雄 前期
7348000 日本画Ⅰ 岡　惠子 前期
7732001 国際政治論（M） 後藤　啓倫 前期
7732002 国際政治論（S） 後藤　啓倫 前期
7809000 ﾋﾞｼﾞﾈｽ倫理 遠藤　均 前期
7004300 社会福祉の原理と政策Ⅰ 小早川　俊哉 前期
7043000 保育者論 吉江　幸子 前期
7341000 ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝⅡ（A） 安藤　淳一 前期
7366001 工芸実習Ⅲ（島田） 島田　晶夫 前期
7366002 工芸実習Ⅲ（中島知） 中島　知之 前期
7366003 工芸実習Ⅲ（楠本） 楠本　祐弘 前期
7733200 まちづくり論 松本　懿 前期
7004400 社会福祉の原理と政策Ⅱ 小早川　俊哉 前期
7330000 漫画Ⅰ 三上　いずみ 前期
7746000 ｺｰﾎﾟﾚｲﾄﾌｧｲﾅﾝｽ論 鈴木　重政 前期
5205001 色彩環境論（D） 北嶋　洋一 前期
5205002 色彩環境論（A） 北嶋　洋一 前期
7371000 造形論Ⅰ 松岡　龍介 前期
7560000 ﾃﾞｻﾞｲﾝ概論（A） 赤木　良子 前期
5103100 社会保障Ⅰ 大倉　司 前期
7542000 ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑⅠ 伊藤　裕康 前期
7812000 ｱｸﾞﾘﾋﾞｼﾞﾈｽ論 石山　玄幸 前期
5104100 社会保障Ⅱ 大倉　司 前期
7733500 ﾎﾃﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論 五ノ井　壽一 前期
7775100 ﾋﾞｼﾞﾈｽ英語 石田　暁子 前期
7569000 ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑⅢ 長森　正 前期
7750000 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ論 由水　伸 前期
7379000 彫刻Ⅲ 国松　明日香 前期
7735000 情報ｼｽﾃﾑ論 由水　伸 前期
9127001 教育相談（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞを含む）（M・D・A） 佐々木　智城 前期
9127002 教育相談（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞを含む）（S) 佐々木　智城 前期
5114100 障害者福祉 畠山　明子 前期
7137000 障害児保育Ⅰ 坂上　俊樹 前期
7598000 ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑⅤ 君　興治 前期
7023100 精神保健福祉の原理Ⅰ 西野　克俊 前期
7782200 地域情報論 猪尾　紀幸 前期
7024100 精神保健福祉の原理Ⅱ 西野　克俊 前期
7612000 ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑⅦ 佐藤　善太郎 前期
7765001 産業心理学（M） 吉澤　英里 前期
7765002 産業心理学（S） 吉澤　英里 前期
5111100 高齢者福祉 櫻井　美帆子 前期
7764001 ｺﾐｭﾆﾃｨ心理学（M） 吉澤　英里 前期
7764002 ｺﾐｭﾆﾃｨ心理学（S） 吉澤　英里 前期
9105000 教育課程論 西崎　毅 前期
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9109000 工業科教育法Ⅰ 横山　哲也 前期
7555000 CAD演習Ⅱ 向井　正伸 前期
7751100 障がい者ｽﾎﾟｰﾂⅠ 米野　宏 前期
9111000 美術科教育法Ⅰ 竹内　美帆 前期
5106100 心理学と心理的支援 吉澤　英里 前期
7344000 版表現Ⅰ 森迫　暁夫 前期
7761000 産業社会論 山本　一彦 前期
7763100 ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ 石山　玄幸 前期
9115000 工芸科教育法Ⅰ 梅田　真紀 前期
7373000 東洋・日本美術史Ⅰ 苫名　真 前期
7557500 建築士のための基礎数学 横山　哲也 前期
5109100 医学概論 宮﨑　剛司 前期
7152001 ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ論（M） 佐々木　智城 前期
7318300 WEBﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ 近澤　潤 前期
7521100 施工管理技士演習Ⅱ 小笠原　健 前期
7125000 心理学実験法 吉澤　英里 前期
7305300 ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ 上坂　恒章 前期
7319400 WEBﾃﾞｻﾞｲﾝⅢ 山腰　雅樹 前期
5101101 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの基盤と専門職（M） 飯浜　浩幸 前期
5101102 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの基盤と専門職（S） 飯浜　浩幸 前期
5117000 福祉ｻｰﾋﾞｽの組織と経営 大島　康雄 前期
7074200 心理学基礎実験Ⅱ 吉澤　英里 前期
7714001 中小企業論 石山　玄幸 前期
7714002 中小企業論（SP) 石山　玄幸 前期
7318100 ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ 北嶋　洋一 前期
7786100 ｽﾎﾟｰﾂ原理 髙井　雅一 前期
7188001 日本政治史（M） 後藤　啓倫 前期
7188002 日本政治史（S） 後藤　啓倫 前期
7797000 生理学 黒川　泰任 前期
7318200 ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ 林　春生 前期
7799000 衛生学及び公衆衛生学 宮﨑　剛司 前期
7733300 体育史 尾西　則昭 前期
7322200 ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾝⅢ 林　春生 前期
7792000 学校保健 天野　雅斗 前期
7778000 経営学特講Ⅰ 河野　善文 前期
7800100 器械運動 廣田　修平 前期
7789100 体つくり運動 廣田　修平 前期
7521200 建築士演習Ⅰ 佐藤　善太郎 前期
7521300 建築士演習Ⅱ 佐藤　善太郎 前期
7319600 ｱﾆﾒｰｼｮﾝⅠ 梅田　真紀 前期
7762001 北海道産業史（M） 石山　玄幸 前期
7762002 北海道産業史（S） 石山　玄幸 前期
7795201 陸上競技 戸佐　晃一 前期
7319800 CG技法研究Ⅰ 北嶋　洋一 前期
7767000 外国書講読 岡島　徳昭 前期
7795100 球技Ⅰ（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ） 天野　雅斗 前期
7322600 ｴﾃﾞｨﾄﾘｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ 梅田　真紀 前期
7796100 球技Ⅱ（ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ） 天野　雅斗 前期
7802101 球技Ⅳ（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）（2年） 米野　宏 前期
7802102 球技Ⅳ（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）（3年） 米野　宏 前期
7805000 精神保健Ⅰ 佐々木　智城 前期
7804100 球技Ⅵ（ｻｯｶｰ） 木島　敦 前期
7768000 人的資源管理論 髙見　啓一 前期
7282000 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｸ演習 上原　正希 前期
7283000 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｸ実習指導 上原　正希 前期
7279000 社会的養護Ⅰ 杉本　大輔 前期
7132000 子どもの食と栄養 湯浅　頼佳 前期
7309000 工芸実習Ⅰ（オムニバス） 梅田　力 前期
7481000 子どもの保健 宮﨑　剛司 前期
7298000 子育て支援 杉本　大輔 前期
7483000 保育内容演習Ⅰ（健康） 宮﨑　剛司 前期
7485000 保育内容演習Ⅲ（環境） 佐藤　慶知 前期
7486000 保育内容演習Ⅳ（言葉） 吉江　幸子 前期
7014001 相談援助の理論と方法Ⅲ（M） 大島　康雄 前期
7014002 相談援助の理論と方法Ⅲ（S） 大島　康雄 前期
7487000 保育内容演習Ⅴ（表現） 吉江　幸子 前期
7299000 保育実践演習 吉江　幸子 前期
7020001 地域福祉の理論と方法Ⅰ（M） 上原　正希 前期
7020002 地域福祉の理論と方法Ⅰ（S） 上原　正希 前期
7288000 身体表現 尾西　則昭 前期
5116001 福祉行財政と福祉計画（M） 小早川　俊哉 前期
5116002 福祉行財政と福祉計画（S） 小早川　俊哉 前期
7290000 音楽表現Ⅱ 小黒　万里子 前期
7294000 乳児保育Ⅰ 吉江　幸子 前期
7008100 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの理論と方法（専門）Ⅰ 櫻井　美帆子 前期
7009100 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの理論と方法（専門）Ⅱ 櫻井　美帆子 前期
7013100 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ演習（専門）Ⅰ 杉本　大輔 前期
7022100 現代の精神保健の課題と支援Ⅱ 佐々木　智城 前期
7195000 社会福祉特講Ⅰ 上原　正希 前期
3101108 基礎英語Ⅰ（S・D・Aー４） 岡島　徳昭 前期
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6101090 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA 大島　康雄 前期
6103084 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA 長森　正 前期
6103089 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA 大島　康雄 前期
7212013 専門演習ⅡA 髙見　啓一 前期
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授業で扱った専門知識につ
いて、最低限の理解ができ
ていなかった。

1－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
心理学は、心とは何かという問いに対して科学的な手法を用いて明らかにすることを試みる学問領域である。研究例を手がかりとしながら、どのようなことが明ら
かになっているのかを知り、自他の心の理解を深めることを目指す。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（２）に対応する。
経営学科のＤＰ（２）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）に対応する。

到達目標
人の行動の解釈の多様性を理解し、その中から自分なりの解を示すことができる。さらに、そうした解を学術レポートの様式に準じた形で文章表現できる。

授業全体の内容と概要
心理学が成立した過程を学び、その中でどのような研究がなされてきたのかを理解する。さらに、研究の結果としてどのようなことがわかっているのか、あるいは
わかっていないのかを、自分の経験や体験と照らし合わせながら考えていく。これらの学びを通して、こころの多様性や自他への理解を深めることを目指す。
「SDG3．すべての人に健康と福祉を」の関連授業

授業の方法
パワーポイント、板書、 映像等を使用しながら講義形式で行う。毎回の最後に、質疑応答を求める。受け取った質問やコメント、要望については、次回に全体へフ
ィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
「読む、考える、書く」ことを重視する。関連図書を読み、理解を深めること。特に、学術レポートの執筆が不慣れな者は、レポート執筆前に「レポートの書き方
」などの文献を一読することを強く勧める。
提出物の締め切りは厳守すること。締め切りを超過したレポートも受理するが、それへの評価は相当低くなることを覚悟すること。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

基礎知識の理解

解とその根拠の提示

アカデミック・ライティン
グ

授業で扱った専門知識につ
いて、非常に理解ができた
。

授業で扱った専門知識につ
いて、よく理解ができた。

授業で扱った専門知識につ
いて、やや理解ができた。

授業で扱った専門知識につ
いて、最低限の理解ができ
た。

問いに対して、自分なりの
解とその根拠を非常に示せ
た。

問いに対して、自分なりの
解とその根拠をかなり示せ
た。

問いに対して、自分なりの
解とその根拠をやや示せた
。

問いに対して、自分なりの
解を示せた。

問いに対して、自分なりの
解を示せなかった。

学術レポートのルールを非
常に理解し、レポートを執
筆できた。

学術レポートのルールをよ
く理解し、レポートを執筆
できた。

学術レポートのルールをや
や理解し、レポートを執筆
できた。

学術レポートの最低限のル
ールを理解し、レポートを
執筆できた。

学術レポートのルールに沿
って、レポートが執筆でき
なかった。

科目名称 こころの科学

共通教育科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

PSG021016（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ １００％ ０％ ０％ ０％ ０％

オフィスアワー 研究室在室時（オンライン授業中や会議中は除く）は常時対応可。授業時間や会議時間は研究室前の掲示を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

2－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバス及び授業改善アンケート結果反映の説明
～オリエンテーション～心とは何か 関連図書を事前に読んでおくこと。（９０分）

2 心理学の歴史について 指定したキーワードを事前に調べておくこと。
（９０分）

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定したキーワードを事前に調べておくこと。
（９０分）3 心を支える脳のメカニズム（神経細胞の構造と働き

）
授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定したキーワードを事前に調べておくこと。
（９０分）感覚と知覚①（視覚系の構造と働き）4

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定したキーワードを事前に調べておくこと。
（９０分）感覚と知覚②（視覚の不思議）5

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定したキーワードを事前に調べておくこと。
（９０分）感覚と知覚③（聴覚系の構造と働き）6

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定したキーワードを事前に調べておくこと。
（９０分）感覚と知覚④（日常世界の事物の認知）7

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定したキーワードを事前に調べておくこと。
（９０分）記憶のメカニズム①（短期記憶、長期記憶）8

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定したキーワードを事前に調べておくこと。
（９０分）記憶のメカニズム②（日常世界における記憶）9

10 言語①（文の理解） 指定したキーワードを事前に調べておくこと。
（９０分）

授業の内容をノートにまとめて復習すること。（90
分）

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定したキーワードを事前に調べておくこと。
（９０分）言語②（イメージ）11

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定したキーワードを事前に調べておくこと。
（９０分）思考①（問題解決）12

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定したキーワードを事前に調べておくこと。
（９０分）思考②（創造的思考）13

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定したキーワードを事前に調べておくこと。
（９０分）情動（情動とは何か）14

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定したキーワードを事前に調べておくこと。
（９０分）人間と社会①（社会的認知）15

振り返りを行うこと（９０分）。今までの授業内容を復習しておくこと。（９０分）これまでの振り返りと授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

科目名称 こころの科学

共通教育科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

PSG021016（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



数学の基礎知識が修得でき
なかった。

3－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
学生が教養力を身につけるために，「自然と環境」を幅広く学ぶための科目で、 大学で必要となる数学の基礎知識をしっかり身に付け、次に、高校の数学から大学
の数学への橋渡しができる力を身につける。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）に対応する。

到達目標
様々な分野で活躍する人材に求められる課題探求能力のうちの，基本的な数学知識の修得と思考能力の向上を図ることができる。さらに，それらのことを通して，
数学において重要なのは，答えではなく，計算過程（思考過程の説明）であることを理解し，習慣づけることができる。

授業全体の内容と概要
数理・データサイエンス教育の関連授業科目。
数の計算から始まり，分数・因数分解・平方根・無理式・一次方程式・連立方程式・二次方程式・高次方程式・一次関数・二次関数・三角関数・集合・順列と組み
合わせ・確率などについて，豊富な練習問題をこなすことによって，数学を解くことの実感と意味をつかむ。

授業の方法
最近は，学生が積極的に参加する形での授業が要望されている。そこで，本講義では，教科書に沿って板書により授業を進める中で，学生自らが習熟度の向上を実
現させるために，積極的に質問や要望を述べることが求められる。また、学生が課題を提出した後に板書にて解説を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・課題等の提出方法については授業中に支持するので，授業を欠席することのないよう留意すること。
・講義に対して積極的に取り組むこと。
・解らないところは積極的に質問すること。
・授業で求めている以上の習熟度の向上を望む場合には，申し出ること。適切に対応します。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

基礎知識の修得

思考能力の向上

計算過程（思考過程の説明
）の習慣化

数学の基礎知識が完全に修
得できた。

数学の基礎知識が修得でき
た。

数学の基礎知識がほぼ修得
できた。

数学の基礎知識が大体修得
できた。

数学の思考能力が完全に向
上した。

数学の思考能力が向上した
。

数学の思考能力がほぼ向上
した。

数学の思考能力が大体向上
した。

数学の思考能力が向上しな
かった。

授業中に不明な点を全て解
決し思考過程の習慣化がで
きた。

授業中に不明な点を質問等
で全て解決し思考過程の習
慣化ができた。

授業中に不明な点を質問等
で解決し思考過程の習慣化
ができた。

授業中に不明な点を解決し
思考過程の習慣化が大体で
きた。

思考過程の習慣化ができな
かった。

科目名称 数学入門（1年生）

共通教育科目科目分類区分

横山　哲也（建築学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

MAT071046（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）横山　哲也 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
成績は，１1回以上の出席、レポート課題の提出と定期試験の結果を総合し絶対評価及び相対評価を併用して判定する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ４０％ ０％ ０％ １０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

4－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス。シラバスの説明、授業改善アンケート
結果反映の説明及び基礎学力試験 基礎学力試験のための準備をする（９０分）

2 整数と計算 数の分類・性質と四則計算の基本を理解する（９０
分） 教科書の問題を再度解く（９０分）

教科書の問題を丁寧に解く練習をする（９０分）3 分数・小数・繁分数 教科書の問題を再度解く（９０分）

教科書の問題を再度解く（９０分）展開と因数分解における公式を覚え，教科書の問題
を丁寧に解く（９０分）展開・因数分解4

教科書の問題を再度解く（９０分）平方根の性質と計算方法を理解し，教科書の問題を
丁寧に解く（９０分）平方根5

教科書の問題を再度解く（９０分）教科書の問題を丁寧に解く（９０分）分数式・無理式の計算6

教科書の問題を再度解く（９０分）一次方程式の解き方とその利用について理解する
（９０分）一次方程式7

教科書の問題を再度解く（９０分）連立方程式の解き方とその利用について理解する
（９０分）連立方程式8

教科書の問題を再度解く（９０分）二次方程式と高次方程式の解き方およびその利用に
ついて理解する（９０分）二次方程式・高次方程式9

10 一次関数とグラフ
一次関数の性質を理解し，教科書の問題を丁寧に解
く
（９０分）

教科書の問題を再度解く（９０分）

教科書の問題を再度解く（９０分）
二次関数の性質を理解し，教科書の問題を丁寧に解
く
（９０分）

二次関数11

教科書の問題を再度解く（９０分）
三角関数の性質を理解し，教科書の問題を丁寧に解
く
（９０分）

三角関数12

教科書の問題を再度解く（９０分）集合の性質を理解し，教科書の問題を丁寧に解く
（９０分）集合13

教科書の問題を再度解く（９０分）順列と組み合わせの違いを理解し，教科書の問題を
丁寧に解く（９０分）順列と組み合わせ14

教科書の問題を再度解く（９０分）確率の意味を理解し，教科書の問題を丁寧に解く
（９０分）確率及び授業改善アンケートの実施15

総理解（９０分）全内容の再確認及び理解を行う。（９０分）６０分の試験終了後、残りの３０分で解説を行いま
す。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

基礎学力試験問題を再度解く（９０分）

科目名称 数学入門（1年生）

共通教育科目科目分類区分

横山　哲也（建築学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

MAT071046（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）横山　哲也 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 石村　園子 共立出版

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『大学新入生のための数学入門（増補版）』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



数学の基礎知識が修得でき
なかった。

5－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
学生が教養力を身につけるために，「自然と環境」を幅広く学ぶための科目で、 大学で必要となる数学の基礎知識をしっかり身に付け、次に、高校の数学から大学
の数学への橋渡しができる力を身につける。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）に対応する。

到達目標
様々な分野で活躍する人材に求められる課題探求能力のうちの，基本的な数学知識の修得と思考能力の向上を図ることができる。さらに，それらのことを通して，
数学において重要なのは，答えではなく，計算過程（思考過程の説明）であることを理解し，習慣づけることができる。

授業全体の内容と概要
数理・データサイエンス教育の関連授業科目。
数の計算から始まり，分数・因数分解・平方根・無理式・一次方程式・連立方程式・二次方程式・高次方程式・一次関数・二次関数・三角関数・集合・順列と組み
合わせ・確率などについて，豊富な練習問題をこなすことによって，数学を解くことの実感と意味をつかむ。

授業の方法
最近は，学生が積極的に参加する形での授業が要望されている。そこで，本講義では，教科書に沿って板書により授業を進める中で，学生自らが習熟度の向上を実
現させるために，積極的に質問や要望を述べることが求められる。また、学生が課題を提出した後に板書にて解説を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・課題等の提出方法については授業中に支持するので，授業を欠席することのないよう留意すること。
・講義に対して積極的に取り組むこと。
・解らないところは積極的に質問すること。
・授業で求めている以上の習熟度の向上を望む場合には，申し出ること。適切に対応します。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

基礎知識の修得

思考能力の向上

計算過程（思考過程の説明
）の習慣化

数学の基礎知識が完全に修
得できた。

数学の基礎知識が修得でき
た。

数学の基礎知識がほぼ修得
できた。

数学の基礎知識が大体修得
できた。

数学の思考能力が完全に向
上した。

数学の思考能力が向上した
。

数学の思考能力がほぼ向上
した。

数学の思考能力が大体向上
した。

数学の思考能力が向上しな
かった。

授業中に不明な点を全て解
決し思考過程の習慣化がで
きた。

授業中に不明な点を質問等
で全て解決し思考過程の習
慣化ができた。

授業中に不明な点を質問等
で解決し思考過程の習慣化
ができた。

授業中に不明な点を解決し
思考過程の習慣化が大体で
きた。

思考過程の習慣化ができな
かった。

科目名称 数学入門（再）

共通教育科目科目分類区分

横山　哲也（建築学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

MAT071046（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・2年～４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）横山　哲也 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
成績は，１1回以上の出席、レポート課題の提出と定期試験の結果を総合し絶対評価及び相対評価を併用して判定する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ４０％ ０％ ０％ １０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

6－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス。シラバスの説明、授業改善アンケート
結果反映の説明及び基礎学力試験 基礎学力試験のための準備をする（９０分）

2 整数と計算 数の分類・性質と四則計算の基本を理解する（９０
分） 教科書の問題を再度解く（９０分）

教科書の問題を丁寧に解く練習をする（９０分）3 分数・小数・繁分数 教科書の問題を再度解く（９０分）

教科書の問題を再度解く（９０分）展開と因数分解における公式を覚え，教科書の問題
を丁寧に解く（９０分）展開・因数分解4

教科書の問題を再度解く（９０分）平方根の性質と計算方法を理解し，教科書の問題を
丁寧に解く（９０分）平方根5

教科書の問題を再度解く（９０分）教科書の問題を丁寧に解く（９０分）分数式・無理式の計算6

教科書の問題を再度解く（９０分）一次方程式の解き方とその利用について理解する
（９０分）一次方程式7

教科書の問題を再度解く（９０分）連立方程式の解き方とその利用について理解する
（９０分）連立方程式8

教科書の問題を再度解く（９０分）二次方程式と高次方程式の解き方およびその利用に
ついて理解する（９０分）二次方程式・高次方程式9

10 一次関数とグラフ
一次関数の性質を理解し，教科書の問題を丁寧に解
く
（９０分）

教科書の問題を再度解く（９０分）

教科書の問題を再度解く（９０分）
二次関数の性質を理解し，教科書の問題を丁寧に解
く
（９０分）

二次関数11

教科書の問題を再度解く（９０分）
三角関数の性質を理解し，教科書の問題を丁寧に解
く
（９０分）

三角関数12

教科書の問題を再度解く（９０分）集合の性質を理解し，教科書の問題を丁寧に解く
（９０分）集合13

教科書の問題を再度解く（９０分）順列と組み合わせの違いを理解し，教科書の問題を
丁寧に解く（９０分）順列と組み合わせ14

教科書の問題を再度解く（９０分）確率の意味を理解し，教科書の問題を丁寧に解く
（９０分）確率、授業改善アンケートの実施15

総理解（９０分）全内容の再確認及び理解を行う。（９０分）６０分の試験終了後、残りの３０分で解説を行いま
す。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

基礎学力試験問題を再度解く（９０分）

科目名称 数学入門（再）

共通教育科目科目分類区分

横山　哲也（建築学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

MAT071046（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・2年～４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）横山　哲也 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 石村　園子 共立出版

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『大学新入生のための数学入門（増補版）』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



デジタル化されたデータの
取り扱いをコンピュータで
扱うことができなかった。

7－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
・コンピュータや情報処理技術に関する基礎知識・技術を習得し、今後の生活においてICTを利活用するための基礎的素養を身につける。
・インターネットの基本を理解し、セキュリティやマナーに配慮した利用法を学ぶ。
・コンピュータを使ったデータ処理（文書処理・表計算）について理解を深め、自分が意図した通りにデータを加工し、適切なかたちで表現する技能を習得する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
・コンピュータに関する基礎知識を習得し、簡単な操作を行うことができる。
・コンピュータを使って、データを適切に加工・分析・考察した上で、定型文書やレポートを作成することができる。
・コンピュータを使って、データを適切に加工・分析・考察した上で、表計算等を行うことができる。

授業全体の内容と概要
前半は、コンピュータの構成や仕組み、基本的な操作を理解・習得を目指す。
後半は、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｏｆｆｉｃｅ　Ｗｏｒｄ及びＥｘｃｅｌを使って、文書処理（定型文書やレポートの作成等）・表計算等のデータ処理・分析に関す
る実技演習を行う。

本科目は、情報リテラシー教育の関連授業科目である。

本科目は、以下のＳＤＧｓ関連授業科目である。
・「ＳＤＧ４．質の高い教育をみんなに」
・「ＳＤＧ９．産業と技術革新の基盤をつくろう」

授業の方法
解説・演習時は、教員によりプロジェクター及び大型モニターに教材（スライド資料等）または教員のパソコン画面を提示しながら行う。なお、Ｗｏｒｄ・
Ｅｘｃｅｌの演習時は、習熟度を測定するため、課題の提出を複数回求めるので必ず提出すること（評価の対象とする）。また、知識・技術の定着及び共有を図る
ため、Ｗｏｒｄ課題・Ｅｘｃｅｌ課題各１回ずつグループワークにて取り組むこととする。グループ編成は、それまでの習熟度合いを踏まえて担当教員より指示す
る。
本科目では、出欠確認、教材・資料等の配布、課題の提示・回収・採点（フィードバック）は全てＴｅａｍｓにて行う。

コンピュータの操作技量に関して個人差が大きいため、次の学習支援を実施する。
・授業時間外において質問等があれば、Ｔｅａｍｓチャットにて受け付ける。
・提示した教材は、全てＴｅａｍｓにて公開・配信する。
・習熟度に応じて、個別指導（補講）を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

〇 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・演習時は、大学に備え付けのコンピュータを使用するが、自己所有のノートパソコン（Ｗｉｎｄｏｗｓ／Ｍａｃ）を使用してもよい。
・自己所有のノートパソコンを使用する場合は、Ｗｏｒｄ及びＥｘｃｅｌのインストールが必要である（大学から無償提供あり）。
・課題は、自分で考え作成したものを提出することとし、第三者が作成した著作物等の盗用（剽窃）が認められた場合は、提出を無効とする。

資格指定科目
教職課程（全教科）必須科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

情報が持つ特性や表現方法
への理解

コンピュータを使った文書
処理

コンピュータを使った表計
算

グループワークにおける主
体的な取り組み

情報の特性や効果的な表現
方法を理解し、テキスト、
画像、動画、音声等のデジ
タルデータの効果的な活用
方法や工夫について説明で
きた。

情報の特性や表現方法を理
解し、テキスト、画像、動
画、音声等のデジタルデー
タの重要なポイントを明確
にして説明できた。

情報の特性や表現方法を理
解し、テキスト、画像、動
画、音声等のデジタルデー
タを活用できた。

情報とは何かを説明でき、
テキスト、画像、動画、音
声等のデジタルデータを利
用できた。

問題、課題の特性や主張点
を明確にして、その作成目
的に対応する�理を構成し
て文章や図表を配置し、論
点が明確で説得力のある文
書を、Wordで作成すること
ができた。

問題、課題の特性や主張点
を明確にして、その作成目
的に対応する論理を構成し
て文章や図表を配置し、形
式的に美しい文書を、Word
で作成することができた。

問題、課題の特性を理解し
、論理を構成して文章や図
表を配置し、形式を整えた
文書を、Wordで作成するこ
とができた。

文章や図表を配置した、定
型的な文書を、Wordで正確
に作成することができた。

文章や図表を配置した、提
携的な文書を、Wordで作成
することができなかった。

Excelを使って、データを
適切且つより詳細に加工・
分析・考察を行うことがで
き、結果を正しく表現し、
自らの考えを交えて説明で
きた。

Excelを使って、データを
適切且つより詳細に加工・
分析・考察を行うことがで
き、結果を正しく表現でき
た。

Excelを使って、データを
適切に加工・分析・考察を
行うことができ、結果を正
しく表現できた。

Excelを使って、データを
適切に加工・分析・考察を
行うことができ、結果を表
現できた。

Excelを使って、データを
適切に加工・分析・考察を
行うことができず、結果を
正しく表現できなかった。

グループワークにおいて、
主体的に情報共有を行い、
グループの成果に大きく貢
献できた。

グループワークにおいて、
主体的に情報共有を行うこ
とができた。

グループワークにおいて、
他の学生と情報共有を行う
ことができた。

グループワークにおいて、
他の学生と取り組むことが
できた。

グループワークにおいて、
他の学生と取り組むことが
できなかった。

科目名称 情報基礎演習Ⅰ（M-

共通教育科目科目分類区分

由水　伸（経営学科・教授）・近澤　潤
（経営学科・専任講師）・野村　拓也

授業担当者（所
属・職名）

SOF061042（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在
１号館２階（由水）・１号館２
階（近澤）・１号館４階（野

単位数 1 (単位認定責任者： ）由水　伸 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

企業での情報システム開発の経験を持つ教員が、その実務経験を活かして実社会で必要な知
識を交えて講義を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
・単位認定に必要となる最低出席回数は、１２回以上とする。
・遅刻及び早退は２０分までを限度とし、それ以上の場合は欠席とみなす。
・課題提出期限を過ぎて提出した場合は、当該課題の採点結果から２０％減点する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ － ４０％ － １０％ －

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

8－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバス・授業改善アンケート結果反映の説明、PC
の基本操作、キーボードと文字入力、ファイルの保
存・編集、PC構成要素

シラバスを読む（４５分）

2 情報セキュリティ、情報モラル 情報セキュリティについて調べる（４５分） メモやノートを整理する（４５分）

Ｗｏｒｄの基本操作について調べる（４５分）3 Wordの基本操作・書式設定（基本編） メモやノートを整理する（４５分）

メモやノートを整理する（４５分）Ｗｏｒｄの書式設定について調べる（４５分）Wordの書式設定（応用編・発展編）4

操作方法を復習する（４５分）Ｗｏｒｄの書式設定について復習する（４５分）Wordによる文書作成演習①（基本的な書式設定）5

操作方法を復習する（４５分）Ｗｏｒｄの段組み・段落の設定について復習する
（４５分）Wordによる文書作成演習②（段組み・段落の設定）6

操作方法を復習する（４５分）Ｗｏｒｄの図形・画像挿入について復習する（４５
分）Wordによる文書作成演習③（図形・画像の挿入）7

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌの基本操作について調べる（４５分）Excelの基本操作・見やすい表の作成8

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌの関数について調べる（４５分）Excelの計算と関数（SUM関数）9

10
Excelの高度な関数
（AVERAGE/MAX/MIN/COUNT/COUNTA/IF/VLOOKUP関数
）

Ｅｘｃｅｌの関数について調べる（４５分） メモやノートを整理する（４５分）

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌのグラフについて調べる（４５分）Excelのグラフ作成11

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌのデータベース機能について調べる
（４５分）Excelのデータベース、その他の機能12

操作方法を復習する（４５分）Ｅｘｃｅｌの計算方法について復習する（４５分）Excelによる表計算演習①（作表・簡単な計算）13

操作方法を復習する（４５分）Ｅｘｃｅｌの関数について復習する（４５分）Excelによる表計算演習②（関数）14

操作方法を復習する（４５分）Ｅｘｃｅｌのグラフ作成について復習する（４５分
）Excelによる表計算演習③（関数・グラフの作成）15

試験で回答できなかった・自信がない項目について
復習する（４５分）

全課題を復習し、操作方法をもう一度確認する
（４５分）定期試験、授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

メモやノートを整理する（４５分）

科目名称 情報基礎演習Ⅰ（M-

共通教育科目科目分類区分

由水　伸（経営学科・教授）・近澤　潤
（経営学科・専任講師）・野村　拓也

授業担当者（所
属・職名）

SOF061042（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在
１号館２階（由水）・１号館２
階（近澤）・１号館４階（野

単位数 1 (単位認定責任者： ）由水　伸 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

企業での情報システム開発の経験を持つ教員が、その実務経験を活かして実社会で必要な知
識を交えて講義を行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 矢野 文彦 オーム社 9784274224447

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『情報リテラシー教科書 Windows 10/Office
2019対応版』

２０１９

2

3

4

5



デジタル化されたデータの
取り扱いをコンピュータで
扱うことができなかった。

9－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
・コンピュータや情報処理技術に関する基礎知識・技術を習得し、今後の生活においてICTを利活用するための基礎的素養を身につける。
・インターネットの基本を理解し、セキュリティやマナーに配慮した利用法を学ぶ。
・コンピュータを使ったデータ処理（文書処理・表計算）について理解を深め、自分が意図した通りにデータを加工し、適切なかたちで表現する技能を習得する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
・コンピュータに関する基礎知識を習得し、簡単な操作を行うことができる。
・コンピュータを使って、データを適切に加工・分析・考察した上で、定型文書やレポートを作成することができる。
・コンピュータを使って、データを適切に加工・分析・考察した上で、表計算等を行うことができる。

授業全体の内容と概要
前半は、コンピュータの構成や仕組み、基本的な操作を理解・習得を目指す。
後半は、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｏｆｆｉｃｅ　Ｗｏｒｄ及びＥｘｃｅｌを使って、文書処理（定型文書やレポートの作成等）・表計算等のデータ処理・分析に関す
る実技演習を行う。

本科目は、情報リテラシー教育の関連授業科目である。

本科目は、以下のＳＤＧｓ関連授業科目である。
・「ＳＤＧ４．質の高い教育をみんなに」
・「ＳＤＧ９．産業と技術革新の基盤をつくろう」

授業の方法
解説・演習時は、教員によりプロジェクター及び大型モニターに教材（スライド資料等）または教員のパソコン画面を提示しながら行う。なお、Ｗｏｒｄ・
Ｅｘｃｅｌの演習時は、習熟度を測定するため、課題の提出を複数回求めるので必ず提出すること（評価の対象とする）。また、知識・技術の定着及び共有を図る
ため、Ｗｏｒｄ課題・Ｅｘｃｅｌ課題各１回ずつグループワークにて取り組むこととする。グループ編成は、それまでの習熟度合いを踏まえて担当教員より指示す
る。
本科目では、出欠確認、教材・資料等の配布、課題の提示・回収・採点（フィードバック）は全てＴｅａｍｓにて行う。

コンピュータの操作技量に関して個人差が大きいため、次の学習支援を実施する。
・授業時間外において質問等があれば、Ｔｅａｍｓチャットにて受け付ける。
・提示した教材は、全てＴｅａｍｓにて公開・配信する。
・習熟度に応じて、個別指導（補講）を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

〇 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・演習時は、大学に備え付けのコンピュータを使用するが、自己所有のノートパソコン（Ｗｉｎｄｏｗｓ／Ｍａｃ）を使用してもよい。
・自己所有のノートパソコンを使用する場合は、Ｗｏｒｄ及びＥｘｃｅｌのインストールが必要である（大学から無償提供あり）。
・課題は、自分で考え作成したものを提出することとし、第三者が作成した著作物等の盗用（剽窃）が認められた場合は、提出を無効とする。

資格指定科目
教職課程（全教科）必須科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

情報が持つ特性や表現方法
への理解

コンピュータを使った文書
処理

コンピュータを使った表計
算

グループワークにおける主
体的な取り組み

情報の特性や効果的な表現
方法を理解し、テキスト、
画像、動画、音声等のデジ
タルデータの効果的な活用
方法や工夫について説明で
きた。

情報の特性や表現方法を理
解し、テキスト、画像、動
画、音声等のデジタルデー
タの重要なポイントを明確
にして説明できた。

情報の特性や表現方法を理
解し、テキスト、画像、動
画、音声等のデジタルデー
タを活用できた。

情報とは何かを説明でき、
テキスト、画像、動画、音
声等のデジタルデータを利
用できた。

問題、課題の特性や主張点
を明確にして、その作成目
的に対応する�理を構成し
て文章や図表を配置し、論
点が明確で説得力のある文
書を、Wordで作成すること
ができた。

問題、課題の特性や主張点
を明確にして、その作成目
的に対応する論理を構成し
て文章や図表を配置し、形
式的に美しい文書を、Word
で作成することができた。

問題、課題の特性を理解し
、論理を構成して文章や図
表を配置し、形式を整えた
文書を、Wordで作成するこ
とができた。

文章や図表を配置した、定
型的な文書を、Wordで正確
に作成することができた。

文章や図表を配置した、提
携的な文書を、Wordで作成
することができなかった。

Excelを使って、データを
適切且つより詳細に加工・
分析・考察を行うことがで
き、結果を正しく表現し、
自らの考えを交えて説明で
きた。

Excelを使って、データを
適切且つより詳細に加工・
分析・考察を行うことがで
き、結果を正しく表現でき
た。

Excelを使って、データを
適切に加工・分析・考察を
行うことができ、結果を正
しく表現できた。

Excelを使って、データを
適切に加工・分析・考察を
行うことができ、結果を表
現できた。

Excelを使って、データを
適切に加工・分析・考察を
行うことができず、結果を
正しく表現できなかった。

グループワークにおいて、
主体的に情報共有を行い、
グループの成果に大きく貢
献できた。

グループワークにおいて、
主体的に情報共有を行うこ
とができた。

グループワークにおいて、
他の学生と情報共有を行う
ことができた。

グループワークにおいて、
他の学生と取り組むことが
できた。

グループワークにおいて、
他の学生と取り組むことが
できなかった。

科目名称 情報基礎演習Ⅰ（M-

共通教育科目科目分類区分

由水　伸（経営学科・教授）・近澤　潤
（経営学科・専任講師）・野村　拓也

授業担当者（所
属・職名）

SOF061042（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在
１号館２階（由水）・１号館２
階（近澤）・１号館４階（野

単位数 1 (単位認定責任者： ）由水　伸 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

企業での情報システム開発の経験を持つ教員が、その実務経験を活かして実社会で必要な知
識を交えて講義を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
・単位認定に必要となる最低出席回数は、１２回以上とする。
・遅刻及び早退は２０分までを限度とし、それ以上の場合は欠席とみなす。
・課題提出期限を過ぎて提出した場合は、当該課題の採点結果から２０％減点する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ － ４０％ － １０％ －

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバス・授業改善アンケート結果反映の説明、PC
の基本操作、キーボードと文字入力、ファイルの保
存・編集、PC構成要素

シラバスを読む（４５分）

2 情報セキュリティ、情報モラル 情報セキュリティについて調べる（４５分） メモやノートを整理する（４５分）

Ｗｏｒｄの基本操作について調べる（４５分）3 Wordの基本操作・書式設定（基本編） メモやノートを整理する（４５分）

メモやノートを整理する（４５分）Ｗｏｒｄの書式設定について調べる（４５分）Wordの書式設定（応用編・発展編）4

操作方法を復習する（４５分）Ｗｏｒｄの書式設定について復習する（４５分）Wordによる文書作成演習①（基本的な書式設定）5

操作方法を復習する（４５分）Ｗｏｒｄの段組み・段落の設定について復習する
（４５分）Wordによる文書作成演習②（段組み・段落の設定）6

操作方法を復習する（４５分）Ｗｏｒｄの図形・画像挿入について復習する（４５
分）Wordによる文書作成演習③（図形・画像の挿入）7

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌの基本操作について調べる（４５分）Excelの基本操作・見やすい表の作成8

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌの関数について調べる（４５分）Excelの計算と関数（SUM関数）9

10
Excelの高度な関数
（AVERAGE/MAX/MIN/COUNT/COUNTA/IF/VLOOKUP関数
）

Ｅｘｃｅｌの関数について調べる（４５分） メモやノートを整理する（４５分）

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌのグラフについて調べる（４５分）Excelのグラフ作成11

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌのデータベース機能について調べる
（４５分）Excelのデータベース、その他の機能12

操作方法を復習する（４５分）Ｅｘｃｅｌの計算方法について復習する（４５分）Excelによる表計算演習①（作表・簡単な計算）13

操作方法を復習する（４５分）Ｅｘｃｅｌの関数について復習する（４５分）Excelによる表計算演習②（関数）14

操作方法を復習する（４５分）Ｅｘｃｅｌのグラフ作成について復習する（４５分
）Excelによる表計算演習③（関数・グラフの作成）15

試験で回答できなかった・自信がない項目について
復習する（４５分）

全課題を復習し、操作方法をもう一度確認する
（４５分）定期試験、授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

メモやノートを整理する（４５分）

科目名称 情報基礎演習Ⅰ（M-

共通教育科目科目分類区分

由水　伸（経営学科・教授）・近澤　潤
（経営学科・専任講師）・野村　拓也

授業担当者（所
属・職名）

SOF061042（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在
１号館２階（由水）・１号館２
階（近澤）・１号館４階（野

単位数 1 (単位認定責任者： ）由水　伸 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

企業での情報システム開発の経験を持つ教員が、その実務経験を活かして実社会で必要な知
識を交えて講義を行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 矢野 文彦 オーム社 9784274224447

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『情報リテラシー教科書 Windows 10/Office
2019対応版』

２０１９

2

3

4

5



デジタル化されたデータの
取り扱いをコンピュータで
扱うことができなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
・コンピュータや情報処理技術に関する基礎知識・技術を習得し、今後の生活においてICTを利活用するための基礎的素養を身につける。
・インターネットの基本を理解し、セキュリティやマナーに配慮した利用法を学ぶ。
・コンピュータを使ったデータ処理（文書処理・表計算）について理解を深め、自分が意図した通りにデータを加工し、適切なかたちで表現する技能を習得する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
・コンピュータに関する基礎知識を習得し、簡単な操作を行うことができる。
・コンピュータを使って、データを適切に加工・分析・考察した上で、定型文書やレポートを作成することができる。
・コンピュータを使って、データを適切に加工・分析・考察した上で、表計算等を行うことができる。

授業全体の内容と概要
前半は、コンピュータの構成や仕組み、基本的な操作を理解・習得を目指す。
後半は、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｏｆｆｉｃｅ　Ｗｏｒｄ及びＥｘｃｅｌを使って、文書処理（定型文書やレポートの作成等）・表計算等のデータ処理・分析に関す
る実技演習を行う。

本科目は、情報リテラシー教育の関連授業科目である。

本科目は、以下のＳＤＧｓ関連授業科目である。
・「ＳＤＧ４．質の高い教育をみんなに」
・「ＳＤＧ９．産業と技術革新の基盤をつくろう」

授業の方法
解説・演習時は、教員によりプロジェクター及び大型モニターに教材（スライド資料等）または教員のパソコン画面を提示しながら行う。なお、Ｗｏｒｄ・
Ｅｘｃｅｌの演習時は、習熟度を測定するため、課題の提出を複数回求めるので必ず提出すること（評価の対象とする）。また、知識・技術の定着及び共有を図る
ため、Ｗｏｒｄ課題・Ｅｘｃｅｌ課題各１回ずつグループワークにて取り組むこととする。グループ編成は、それまでの習熟度合いを踏まえて担当教員より指示す
る。
本科目では、出欠確認、教材・資料等の配布、課題の提示・回収・採点（フィードバック）は全てＴｅａｍｓにて行う。

コンピュータの操作技量に関して個人差が大きいため、次の学習支援を実施する。
・授業時間外において質問等があれば、Ｔｅａｍｓチャットにて受け付ける。
・提示した教材は、全てＴｅａｍｓにて公開・配信する。
・習熟度に応じて、個別指導（補講）を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

〇 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・演習時は、大学に備え付けのコンピュータを使用するが、自己所有のノートパソコン（Ｗｉｎｄｏｗｓ／Ｍａｃ）を使用してもよい。
・自己所有のノートパソコンを使用する場合は、Ｗｏｒｄ及びＥｘｃｅｌのインストールが必要である（大学から無償提供あり）。
・課題は、自分で考え作成したものを提出することとし、第三者が作成した著作物等の盗用（剽窃）が認められた場合は、提出を無効とする。

資格指定科目
教職課程（全教科）必須科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

情報が持つ特性や表現方法
への理解

コンピュータを使った文書
処理

コンピュータを使った表計
算

グループワークにおける主
体的な取り組み

情報の特性や効果的な表現
方法を理解し、テキスト、
画像、動画、音声等のデジ
タルデータの効果的な活用
方法や工夫について説明で
きた。

情報の特性や表現方法を理
解し、テキスト、画像、動
画、音声等のデジタルデー
タの重要なポイントを明確
にして説明できた。

情報の特性や表現方法を理
解し、テキスト、画像、動
画、音声等のデジタルデー
タを活用できた。

情報とは何かを説明でき、
テキスト、画像、動画、音
声等のデジタルデータを利
用できた。

問題、課題の特性や主張点
を明確にして、その作成目
的に対応する�理を構成し
て文章や図表を配置し、論
点が明確で説得力のある文
書を、Wordで作成すること
ができた。

問題、課題の特性や主張点
を明確にして、その作成目
的に対応する論理を構成し
て文章や図表を配置し、形
式的に美しい文書を、Word
で作成することができた。

問題、課題の特性を理解し
、論理を構成して文章や図
表を配置し、形式を整えた
文書を、Wordで作成するこ
とができた。

文章や図表を配置した、定
型的な文書を、Wordで正確
に作成することができた。

文章や図表を配置した、提
携的な文書を、Wordで作成
することができなかった。

Excelを使って、データを
適切且つより詳細に加工・
分析・考察を行うことがで
き、結果を正しく表現し、
自らの考えを交えて説明で
きた。

Excelを使って、データを
適切且つより詳細に加工・
分析・考察を行うことがで
き、結果を正しく表現でき
た。

Excelを使って、データを
適切に加工・分析・考察を
行うことができ、結果を正
しく表現できた。

Excelを使って、データを
適切に加工・分析・考察を
行うことができ、結果を表
現できた。

Excelを使って、データを
適切に加工・分析・考察を
行うことができず、結果を
正しく表現できなかった。

グループワークにおいて、
主体的に情報共有を行い、
グループの成果に大きく貢
献できた。

グループワークにおいて、
主体的に情報共有を行うこ
とができた。

グループワークにおいて、
他の学生と情報共有を行う
ことができた。

グループワークにおいて、
他の学生と取り組むことが
できた。

グループワークにおいて、
他の学生と取り組むことが
できなかった。

科目名称 情報基礎演習Ⅰ（M-

共通教育科目科目分類区分

由水　伸（経営学科・教授）・近澤　潤
（経営学科・専任講師）・野村　拓也

授業担当者（所
属・職名）

SOF061042（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在
１号館２階（由水）・１号館２
階（近澤）・１号館４階（野

単位数 1 (単位認定責任者： ）由水　伸 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

企業での情報システム開発の経験を持つ教員が、その実務経験を活かして実社会で必要な知
識を交えて講義を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
・単位認定に必要となる最低出席回数は、１２回以上とする。
・遅刻及び早退は２０分までを限度とし、それ以上の場合は欠席とみなす。
・課題提出期限を過ぎて提出した場合は、当該課題の採点結果から２０％減点する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ － ４０％ － １０％ －

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバス・授業改善アンケート結果反映の説明、PC
の基本操作、キーボードと文字入力、ファイルの保
存・編集、PC構成要素

シラバスを読む（４５分）

2 情報セキュリティ、情報モラル 情報セキュリティについて調べる（４５分） メモやノートを整理する（４５分）

Ｗｏｒｄの基本操作について調べる（４５分）3 Wordの基本操作・書式設定（基本編） メモやノートを整理する（４５分）

メモやノートを整理する（４５分）Ｗｏｒｄの書式設定について調べる（４５分）Wordの書式設定（応用編・発展編）4

操作方法を復習する（４５分）Ｗｏｒｄの書式設定について復習する（４５分）Wordによる文書作成演習①（基本的な書式設定）5

操作方法を復習する（４５分）Ｗｏｒｄの段組み・段落の設定について復習する
（４５分）Wordによる文書作成演習②（段組み・段落の設定）6

操作方法を復習する（４５分）Ｗｏｒｄの図形・画像挿入について復習する（４５
分）Wordによる文書作成演習③（図形・画像の挿入）7

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌの基本操作について調べる（４５分）Excelの基本操作・見やすい表の作成8

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌの関数について調べる（４５分）Excelの計算と関数（SUM関数）9

10
Excelの高度な関数
（AVERAGE/MAX/MIN/COUNT/COUNTA/IF/VLOOKUP関数
）

Ｅｘｃｅｌの関数について調べる（４５分） メモやノートを整理する（４５分）

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌのグラフについて調べる（４５分）Excelのグラフ作成11

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌのデータベース機能について調べる
（４５分）Excelのデータベース、その他の機能12

操作方法を復習する（４５分）Ｅｘｃｅｌの計算方法について復習する（４５分）Excelによる表計算演習①（作表・簡単な計算）13

操作方法を復習する（４５分）Ｅｘｃｅｌの関数について復習する（４５分）Excelによる表計算演習②（関数）14

操作方法を復習する（４５分）Ｅｘｃｅｌのグラフ作成について復習する（４５分
）Excelによる表計算演習③（関数・グラフの作成）15

試験で回答できなかった・自信がない項目について
復習する（４５分）

全課題を復習し、操作方法をもう一度確認する
（４５分）定期試験、授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

メモやノートを整理する（４５分）

科目名称 情報基礎演習Ⅰ（M-

共通教育科目科目分類区分

由水　伸（経営学科・教授）・近澤　潤
（経営学科・専任講師）・野村　拓也

授業担当者（所
属・職名）

SOF061042（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在
１号館２階（由水）・１号館２
階（近澤）・１号館４階（野

単位数 1 (単位認定責任者： ）由水　伸 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

企業での情報システム開発の経験を持つ教員が、その実務経験を活かして実社会で必要な知
識を交えて講義を行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 矢野 文彦 オーム社 9784274224447

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『情報リテラシー教科書 Windows 10/Office
2019対応版』

２０１９

2

3

4

5



デジタル化されたデータの
取り扱いをコンピュータで
扱うことができなかった。

13－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
・コンピュータや情報処理技術に関する基礎知識・技術を習得し、今後の生活においてICTを利活用するための基礎的素養を身につける。
・インターネットの基本を理解し、セキュリティやマナーに配慮した利用法を学ぶ。
・コンピュータを使ったデータ処理（文書処理・表計算）について理解を深め、自分が意図した通りにデータを加工し、適切なかたちで表現する技能を習得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
・コンピュータに関する基礎知識を習得し、簡単な操作を行うことができる。
・コンピュータを使って、データを適切に加工・分析・考察した上で、定型文書やレポートを作成することができる。
・コンピュータを使って、データを適切に加工・分析・考察した上で、表計算等を行うことができる。

授業全体の内容と概要
前半は、コンピュータの構成や仕組み、基本的な操作を理解・習得を目指す。
後半は、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｏｆｆｉｃｅ　Ｗｏｒｄ及びＥｘｃｅｌを使って、文書処理（定型文書やレポートの作成等）・表計算等のデータ処理・分析に関す
る実技演習を行う。

本科目は、情報リテラシー教育の関連授業科目である。

本科目は、以下のＳＤＧｓ関連授業科目である。
・「ＳＤＧ４．質の高い教育をみんなに」
・「ＳＤＧ９．産業と技術革新の基盤をつくろう」

授業の方法
解説・演習時は、教員によりプロジェクター及び大型モニターに教材（スライド資料等）または教員のパソコン画面を提示しながら行う。なお、Ｗｏｒｄ・
Ｅｘｃｅｌの演習時は、習熟度を測定するため、課題の提出を複数回求めるので必ず提出すること（評価の対象とする）。また、知識・技術の定着及び共有を図る
ため、Ｗｏｒｄ課題・Ｅｘｃｅｌ課題各１回ずつグループワークにて取り組むこととする。グループ編成は、それまでの習熟度合いを踏まえて担当教員より指示す
る。
本科目では、出欠確認、教材・資料等の配布、課題の提示・回収・採点（フィードバック）は全てＴｅａｍｓにて行う。

コンピュータの操作技量に関して個人差が大きいため、次の学習支援を実施する。
・授業時間外において質問等があれば、Ｔｅａｍｓチャットにて受け付ける。
・提示した教材は、全てＴｅａｍｓにて公開・配信する。
・習熟度に応じて、個別指導（補講）を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

〇 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・演習時は、大学に備え付けのコンピュータを使用するが、自己所有のノートパソコン（Ｗｉｎｄｏｗｓ／Ｍａｃ）を使用してもよい。
・自己所有のノートパソコンを使用する場合は、Ｗｏｒｄ及びＥｘｃｅｌのインストールが必要である（大学から無償提供あり）。
・課題は、自分で考え作成したものを提出することとし、第三者が作成した著作物等の盗用（剽窃）が認められた場合は、提出を無効とする。

資格指定科目
教職課程（全教科）必須科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

情報が持つ特性や表現方法
への理解

コンピュータを使った文書
処理

コンピュータを使った表計
算

グループワークにおける主
体的な取り組み

情報の特性や効果的な表現
方法を理解し、テキスト、
画像、動画、音声等のデジ
タルデータの効果的な活用
方法や工夫について説明で
きた。

情報の特性や表現方法を理
解し、テキスト、画像、動
画、音声等のデジタルデー
タの重要なポイントを明確
にして説明できた。

情報の特性や表現方法を理
解し、テキスト、画像、動
画、音声等のデジタルデー
タを活用できた。

情報とは何かを説明でき、
テキスト、画像、動画、音
声等のデジタルデータを利
用できた。

問題、課題の特性や主張点
を明確にして、その作成目
的に対応する�理を構成し
て文章や図表を配置し、論
点が明確で説得力のある文
書を、Wordで作成すること
ができた。

問題、課題の特性や主張点
を明確にして、その作成目
的に対応する論理を構成し
て文章や図表を配置し、形
式的に美しい文書を、Word
で作成することができた。

問題、課題の特性を理解し
、論理を構成して文章や図
表を配置し、形式を整えた
文書を、Wordで作成するこ
とができた。

文章や図表を配置した、定
型的な文書を、Wordで正確
に作成することができた。

文章や図表を配置した、提
携的な文書を、Wordで作成
することができなかった。

Excelを使って、データを
適切且つより詳細に加工・
分析・考察を行うことがで
き、結果を正しく表現し、
自らの考えを交えて説明で
きた。

Excelを使って、データを
適切且つより詳細に加工・
分析・考察を行うことがで
き、結果を正しく表現でき
た。

Excelを使って、データを
適切に加工・分析・考察を
行うことができ、結果を正
しく表現できた。

Excelを使って、データを
適切に加工・分析・考察を
行うことができ、結果を表
現できた。

Excelを使って、データを
適切に加工・分析・考察を
行うことができず、結果を
正しく表現できなかった。

グループワークにおいて、
主体的に情報共有を行い、
グループの成果に大きく貢
献できた。

グループワークにおいて、
主体的に情報共有を行うこ
とができた。

グループワークにおいて、
他の学生と情報共有を行う
ことができた。

グループワークにおいて、
他の学生と取り組むことが
できた。

グループワークにおいて、
他の学生と取り組むことが
できなかった。

科目名称 情報基礎演習Ⅰ（S-

共通教育科目科目分類区分

由水　伸（経営学科・教授）・近澤　潤
（経営学科・専任講師）・野村　拓也

授業担当者（所
属・職名）

SOF061042（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在
１号館２階（由水）・１号館２
階（近澤）・１号館４階（野

単位数 1 (単位認定責任者： ）近澤　潤 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

民間企業での実務経験を活かし、実社会で必要なコンピュータ操作技術について、実際の事
例を交えて解説・教授する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
・単位認定に必要となる最低出席回数は、１２回以上とする。
・遅刻及び早退は２０分までを限度とし、それ以上の場合は欠席とみなす。
・課題提出期限を過ぎて提出した場合は、当該課題の採点結果から２０％減点する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ － ４０％ － １０％ －

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

14－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバス・授業改善アンケート結果反映の説明、PC
の基本操作、キーボードと文字入力、ファイルの保
存・編集、PC構成要素

シラバスを読む（４５分）

2 情報セキュリティ、情報モラル 情報セキュリティについて調べる（４５分） メモやノートを整理する（４５分）

Ｗｏｒｄの基本操作について調べる（４５分）3 Wordの基本操作・書式設定（基本編） メモやノートを整理する（４５分）

メモやノートを整理する（４５分）Ｗｏｒｄの書式設定について調べる（４５分）Wordの書式設定（応用編・発展編）4

操作方法を復習する（４５分）Ｗｏｒｄの書式設定について復習する（４５分）Wordによる文書作成演習①（基本的な書式設定）5

操作方法を復習する（４５分）Ｗｏｒｄの段組み・段落の設定について復習する
（４５分）Wordによる文書作成演習②（段組み・段落の設定）6

操作方法を復習する（４５分）Ｗｏｒｄの図形・画像挿入について復習する（４５
分）Wordによる文書作成演習③（図形・画像の挿入）7

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌの基本操作について調べる（４５分）Excelの基本操作・見やすい表の作成8

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌの関数について調べる（４５分）Excelの計算と関数（SUM関数）9

10
Excelの高度な関数
（AVERAGE/MAX/MIN/COUNT/COUNTA/IF/VLOOKUP関数
）

Ｅｘｃｅｌの関数について調べる（４５分） メモやノートを整理する（４５分）

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌのグラフについて調べる（４５分）Excelのグラフ作成11

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌのデータベース機能について調べる
（４５分）Excelのデータベース、その他の機能12

操作方法を復習する（４５分）Ｅｘｃｅｌの計算方法について復習する（４５分）Excelによる表計算演習①（作表・簡単な計算）13

操作方法を復習する（４５分）Ｅｘｃｅｌの関数について復習する（４５分）Excelによる表計算演習②（関数）14

操作方法を復習する（４５分）Ｅｘｃｅｌのグラフ作成について復習する（４５分
）Excelによる表計算演習③（関数・グラフの作成）15

試験で回答できなかった・自信がない項目について
復習する（４５分）

全課題を復習し、操作方法をもう一度確認する
（４５分）定期試験、授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

メモやノートを整理する（４５分）

科目名称 情報基礎演習Ⅰ（S-

共通教育科目科目分類区分

由水　伸（経営学科・教授）・近澤　潤
（経営学科・専任講師）・野村　拓也

授業担当者（所
属・職名）

SOF061042（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在
１号館２階（由水）・１号館２
階（近澤）・１号館４階（野

単位数 1 (単位認定責任者： ）近澤　潤 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

民間企業での実務経験を活かし、実社会で必要なコンピュータ操作技術について、実際の事
例を交えて解説・教授する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 矢野 文彦 オーム社 9784274224447

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『情報リテラシー教科書 Windows 10/Office
2019対応版』

２０１９

2

3

4

5



デジタル化されたデータの
取り扱いをコンピュータで
扱うことができなかった。

15－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
・コンピュータや情報処理技術に関する基礎知識・技術を習得し、今後の生活においてICTを利活用するための基礎的素養を身につける。
・インターネットの基本を理解し、セキュリティやマナーに配慮した利用法を学ぶ。
・コンピュータを使ったデータ処理（文書処理・表計算）について理解を深め、自分が意図した通りにデータを加工し、適切なかたちで表現する技能を習得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
・コンピュータに関する基礎知識を習得し、簡単な操作を行うことができる。
・コンピュータを使って、データを適切に加工・分析・考察した上で、定型文書やレポートを作成することができる。
・コンピュータを使って、データを適切に加工・分析・考察した上で、表計算等を行うことができる。

授業全体の内容と概要
前半は、コンピュータの構成や仕組み、基本的な操作を理解・習得を目指す。
後半は、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｏｆｆｉｃｅ　Ｗｏｒｄ及びＥｘｃｅｌを使って、文書処理（定型文書やレポートの作成等）・表計算等のデータ処理・分析に関す
る実技演習を行う。

本科目は、情報リテラシー教育の関連授業科目である。

本科目は、以下のＳＤＧｓ関連授業科目である。
・「ＳＤＧ４．質の高い教育をみんなに」
・「ＳＤＧ９．産業と技術革新の基盤をつくろう」

授業の方法
解説・演習時は、教員によりプロジェクター及び大型モニターに教材（スライド資料等）または教員のパソコン画面を提示しながら行う。なお、Ｗｏｒｄ・
Ｅｘｃｅｌの演習時は、習熟度を測定するため、課題の提出を複数回求めるので必ず提出すること（評価の対象とする）。また、知識・技術の定着及び共有を図る
ため、Ｗｏｒｄ課題・Ｅｘｃｅｌ課題各１回ずつグループワークにて取り組むこととする。グループ編成は、それまでの習熟度合いを踏まえて担当教員より指示す
る。
本科目では、出欠確認、教材・資料等の配布、課題の提示・回収・採点（フィードバック）は全てＴｅａｍｓにて行う。

コンピュータの操作技量に関して個人差が大きいため、次の学習支援を実施する。
・授業時間外において質問等があれば、Ｔｅａｍｓチャットにて受け付ける。
・提示した教材は、全てＴｅａｍｓにて公開・配信する。
・習熟度に応じて、個別指導（補講）を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

〇 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・演習時は、大学に備え付けのコンピュータを使用するが、自己所有のノートパソコン（Ｗｉｎｄｏｗｓ／Ｍａｃ）を使用してもよい。
・自己所有のノートパソコンを使用する場合は、Ｗｏｒｄ及びＥｘｃｅｌのインストールが必要である（大学から無償提供あり）。
・課題は、自分で考え作成したものを提出することとし、第三者が作成した著作物等の盗用（剽窃）が認められた場合は、提出を無効とする。

資格指定科目
教職課程（全教科）必須科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

情報が持つ特性や表現方法
への理解

コンピュータを使った文書
処理

コンピュータを使った表計
算

グループワークにおける主
体的な取り組み

情報の特性や効果的な表現
方法を理解し、テキスト、
画像、動画、音声等のデジ
タルデータの効果的な活用
方法や工夫について説明で
きた。

情報の特性や表現方法を理
解し、テキスト、画像、動
画、音声等のデジタルデー
タの重要なポイントを明確
にして説明できた。

情報の特性や表現方法を理
解し、テキスト、画像、動
画、音声等のデジタルデー
タを活用できた。

情報とは何かを説明でき、
テキスト、画像、動画、音
声等のデジタルデータを利
用できた。

問題、課題の特性や主張点
を明確にして、その作成目
的に対応する�理を構成し
て文章や図表を配置し、論
点が明確で説得力のある文
書を、Wordで作成すること
ができた。

問題、課題の特性や主張点
を明確にして、その作成目
的に対応する論理を構成し
て文章や図表を配置し、形
式的に美しい文書を、Word
で作成することができた。

問題、課題の特性を理解し
、論理を構成して文章や図
表を配置し、形式を整えた
文書を、Wordで作成するこ
とができた。

文章や図表を配置した、定
型的な文書を、Wordで正確
に作成することができた。

文章や図表を配置した、提
携的な文書を、Wordで作成
することができなかった。

Excelを使って、データを
適切且つより詳細に加工・
分析・考察を行うことがで
き、結果を正しく表現し、
自らの考えを交えて説明で
きた。

Excelを使って、データを
適切且つより詳細に加工・
分析・考察を行うことがで
き、結果を正しく表現でき
た。

Excelを使って、データを
適切に加工・分析・考察を
行うことができ、結果を正
しく表現できた。

Excelを使って、データを
適切に加工・分析・考察を
行うことができ、結果を表
現できた。

Excelを使って、データを
適切に加工・分析・考察を
行うことができず、結果を
正しく表現できなかった。

グループワークにおいて、
主体的に情報共有を行い、
グループの成果に大きく貢
献できた。

グループワークにおいて、
主体的に情報共有を行うこ
とができた。

グループワークにおいて、
他の学生と情報共有を行う
ことができた。

グループワークにおいて、
他の学生と取り組むことが
できた。

グループワークにおいて、
他の学生と取り組むことが
できなかった。

科目名称 情報基礎演習Ⅰ（S-

共通教育科目科目分類区分

由水　伸（経営学科・教授）・近澤　潤
（経営学科・専任講師）・野村　拓也

授業担当者（所
属・職名）

SOF061042（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在
１号館２階（由水）・１号館２
階（近澤）・１号館４階（野

単位数 1 (単位認定責任者： ）近澤　潤 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

民間企業での実務経験を活かし、実社会で必要なコンピュータ操作技術について、実際の事
例を交えて解説・教授する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
・単位認定に必要となる最低出席回数は、１２回以上とする。
・遅刻及び早退は２０分までを限度とし、それ以上の場合は欠席とみなす。
・課題提出期限を過ぎて提出した場合は、当該課題の採点結果から２０％減点する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ － ４０％ － １０％ －

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

16－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバス・授業改善アンケート結果反映の説明、PC
の基本操作、キーボードと文字入力、ファイルの保
存・編集、PC構成要素

シラバスを読む（４５分）

2 情報セキュリティ、情報モラル 情報セキュリティについて調べる（４５分） メモやノートを整理する（４５分）

Ｗｏｒｄの基本操作について調べる（４５分）3 Wordの基本操作・書式設定（基本編） メモやノートを整理する（４５分）

メモやノートを整理する（４５分）Ｗｏｒｄの書式設定について調べる（４５分）Wordの書式設定（応用編・発展編）4

操作方法を復習する（４５分）Ｗｏｒｄの書式設定について復習する（４５分）Wordによる文書作成演習①（基本的な書式設定）5

操作方法を復習する（４５分）Ｗｏｒｄの段組み・段落の設定について復習する
（４５分）Wordによる文書作成演習②（段組み・段落の設定）6

操作方法を復習する（４５分）Ｗｏｒｄの図形・画像挿入について復習する（４５
分）Wordによる文書作成演習③（図形・画像の挿入）7

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌの基本操作について調べる（４５分）Excelの基本操作・見やすい表の作成8

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌの関数について調べる（４５分）Excelの計算と関数（SUM関数）9

10
Excelの高度な関数
（AVERAGE/MAX/MIN/COUNT/COUNTA/IF/VLOOKUP関数
）

Ｅｘｃｅｌの関数について調べる（４５分） メモやノートを整理する（４５分）

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌのグラフについて調べる（４５分）Excelのグラフ作成11

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌのデータベース機能について調べる
（４５分）Excelのデータベース、その他の機能12

操作方法を復習する（４５分）Ｅｘｃｅｌの計算方法について復習する（４５分）Excelによる表計算演習①（作表・簡単な計算）13

操作方法を復習する（４５分）Ｅｘｃｅｌの関数について復習する（４５分）Excelによる表計算演習②（関数）14

操作方法を復習する（４５分）Ｅｘｃｅｌのグラフ作成について復習する（４５分
）Excelによる表計算演習③（関数・グラフの作成）15

試験で回答できなかった・自信がない項目について
復習する（４５分）

全課題を復習し、操作方法をもう一度確認する
（４５分）定期試験、授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

メモやノートを整理する（４５分）

科目名称 情報基礎演習Ⅰ（S-

共通教育科目科目分類区分

由水　伸（経営学科・教授）・近澤　潤
（経営学科・専任講師）・野村　拓也

授業担当者（所
属・職名）

SOF061042（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在
１号館２階（由水）・１号館２
階（近澤）・１号館４階（野

単位数 1 (単位認定責任者： ）近澤　潤 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

民間企業での実務経験を活かし、実社会で必要なコンピュータ操作技術について、実際の事
例を交えて解説・教授する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 矢野 文彦 オーム社 9784274224447

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『情報リテラシー教科書 Windows 10/Office
2019対応版』

２０１９

2

3

4

5



デジタル化されたデータの
取り扱いをコンピュータで
扱うことができなかった。

17－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
・コンピュータや情報処理技術に関する基礎知識・技術を習得し、今後の生活においてICTを利活用するための基礎的素養を身につける。
・インターネットの基本を理解し、セキュリティやマナーに配慮した利用法を学ぶ。
・コンピュータを使ったデータ処理（文書処理・表計算）について理解を深め、自分が意図した通りにデータを加工し、適切なかたちで表現する技能を習得する。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
・コンピュータに関する基礎知識を習得し、簡単な操作を行うことができる。
・コンピュータを使って、データを適切に加工・分析・考察した上で、定型文書やレポートを作成することができる。
・コンピュータを使って、データを適切に加工・分析・考察した上で、表計算等を行うことができる。

授業全体の内容と概要
前半は、コンピュータの構成や仕組み、基本的な操作を理解・習得を目指す。
後半は、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｏｆｆｉｃｅ　Ｗｏｒｄ及びＥｘｃｅｌを使って、文書処理（定型文書やレポートの作成等）・表計算等のデータ処理・分析に関す
る実技演習を行う。

本科目は、情報リテラシー教育の関連授業科目である。

本科目は、以下のＳＤＧｓ関連授業科目である。
・「ＳＤＧ４．質の高い教育をみんなに」
・「ＳＤＧ９．産業と技術革新の基盤をつくろう」

授業の方法
解説・演習時は、教員によりプロジェクター及び大型モニターに教材（スライド資料等）または教員のパソコン画面を提示しながら行う。なお、Ｗｏｒｄ・
Ｅｘｃｅｌの演習時は、習熟度を測定するため、課題の提出を複数回求めるので必ず提出すること（評価の対象とする）。また、知識・技術の定着及び共有を図る
ため、Ｗｏｒｄ課題・Ｅｘｃｅｌ課題各１回ずつグループワークにて取り組むこととする。グループ編成は、それまでの習熟度合いを踏まえて担当教員より指示す
る。
本科目では、出欠確認、教材・資料等の配布、課題の提示・回収・採点（フィードバック）は全てＴｅａｍｓにて行う。

コンピュータの操作技量に関して個人差が大きいため、次の学習支援を実施する。
・授業時間外において質問等があれば、Ｔｅａｍｓチャットにて受け付ける。
・提示した教材は、全てＴｅａｍｓにて公開・配信する。
・習熟度に応じて、個別指導（補講）を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

〇 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・演習時は、大学に備え付けのコンピュータを使用するが、自己所有のノートパソコン（Ｗｉｎｄｏｗｓ／Ｍａｃ）を使用してもよい。
・自己所有のノートパソコンを使用する場合は、Ｗｏｒｄ及びＥｘｃｅｌのインストールが必要である（大学から無償提供あり）。
・課題は、自分で考え作成したものを提出することとし、第三者が作成した著作物等の盗用（剽窃）が認められた場合は、提出を無効とする。

資格指定科目
教職課程（全教科）必須科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

情報が持つ特性や表現方法
への理解

コンピュータを使った文書
処理

コンピュータを使った表計
算

グループワークにおける主
体的な取り組み

情報の特性や効果的な表現
方法を理解し、テキスト、
画像、動画、音声等のデジ
タルデータの効果的な活用
方法や工夫について説明で
きた。

情報の特性や表現方法を理
解し、テキスト、画像、動
画、音声等のデジタルデー
タの重要なポイントを明確
にして説明できた。

情報の特性や表現方法を理
解し、テキスト、画像、動
画、音声等のデジタルデー
タを活用できた。

情報とは何かを説明でき、
テキスト、画像、動画、音
声等のデジタルデータを利
用できた。

問題、課題の特性や主張点
を明確にして、その作成目
的に対応する�理を構成し
て文章や図表を配置し、論
点が明確で説得力のある文
書を、Wordで作成すること
ができた。

問題、課題の特性や主張点
を明確にして、その作成目
的に対応する論理を構成し
て文章や図表を配置し、形
式的に美しい文書を、Word
で作成することができた。

問題、課題の特性を理解し
、論理を構成して文章や図
表を配置し、形式を整えた
文書を、Wordで作成するこ
とができた。

文章や図表を配置した、定
型的な文書を、Wordで正確
に作成することができた。

文章や図表を配置した、提
携的な文書を、Wordで作成
することができなかった。

Excelを使って、データを
適切且つより詳細に加工・
分析・考察を行うことがで
き、結果を正しく表現し、
自らの考えを交えて説明で
きた。

Excelを使って、データを
適切且つより詳細に加工・
分析・考察を行うことがで
き、結果を正しく表現でき
た。

Excelを使って、データを
適切に加工・分析・考察を
行うことができ、結果を正
しく表現できた。

Excelを使って、データを
適切に加工・分析・考察を
行うことができ、結果を表
現できた。

Excelを使って、データを
適切に加工・分析・考察を
行うことができず、結果を
正しく表現できなかった。

グループワークにおいて、
主体的に情報共有を行い、
グループの成果に大きく貢
献できた。

グループワークにおいて、
主体的に情報共有を行うこ
とができた。

グループワークにおいて、
他の学生と情報共有を行う
ことができた。

グループワークにおいて、
他の学生と取り組むことが
できた。

グループワークにおいて、
他の学生と取り組むことが
できなかった。

科目名称 情報基礎演習Ⅰ（D-

共通教育科目科目分類区分

由水　伸（経営学科・教授）・近澤　潤
（経営学科・専任講師）・野村　拓也

授業担当者（所
属・職名）

SOF061042（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在
１号館２階（由水）・１号館２
階（近澤）・１号館４階（野

単位数 1 (単位認定責任者： ）近澤　潤 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

民間企業での実務経験を活かし、実社会で必要なコンピュータ操作技術について、実際の事
例を交えて解説・教授する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
・単位認定に必要となる最低出席回数は、１２回以上とする。
・遅刻及び早退は２０分までを限度とし、それ以上の場合は欠席とみなす。
・課題提出期限を過ぎて提出した場合は、当該課題の採点結果から２０％減点する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ － ４０％ － １０％ －

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

18－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバス・授業改善アンケート結果反映の説明、PC
の基本操作、キーボードと文字入力、ファイルの保
存・編集、PC構成要素

シラバスを読む（４５分）

2 情報セキュリティ、情報モラル 情報セキュリティについて調べる（４５分） メモやノートを整理する（４５分）

Ｗｏｒｄの基本操作について調べる（４５分）3 Wordの基本操作・書式設定（基本編） メモやノートを整理する（４５分）

メモやノートを整理する（４５分）Ｗｏｒｄの書式設定について調べる（４５分）Wordの書式設定（応用編・発展編）4

操作方法を復習する（４５分）Ｗｏｒｄの書式設定について復習する（４５分）Wordによる文書作成演習①（基本的な書式設定）5

操作方法を復習する（４５分）Ｗｏｒｄの段組み・段落の設定について復習する
（４５分）Wordによる文書作成演習②（段組み・段落の設定）6

操作方法を復習する（４５分）Ｗｏｒｄの図形・画像挿入について復習する（４５
分）Wordによる文書作成演習③（図形・画像の挿入）7

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌの基本操作について調べる（４５分）Excelの基本操作・見やすい表の作成8

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌの関数について調べる（４５分）Excelの計算と関数（SUM関数）9

10
Excelの高度な関数
（AVERAGE/MAX/MIN/COUNT/COUNTA/IF/VLOOKUP関数
）

Ｅｘｃｅｌの関数について調べる（４５分） メモやノートを整理する（４５分）

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌのグラフについて調べる（４５分）Excelのグラフ作成11

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌのデータベース機能について調べる
（４５分）Excelのデータベース、その他の機能12

操作方法を復習する（４５分）Ｅｘｃｅｌの計算方法について復習する（４５分）Excelによる表計算演習①（作表・簡単な計算）13

操作方法を復習する（４５分）Ｅｘｃｅｌの関数について復習する（４５分）Excelによる表計算演習②（関数）14

操作方法を復習する（４５分）Ｅｘｃｅｌのグラフ作成について復習する（４５分
）Excelによる表計算演習③（関数・グラフの作成）15

試験で回答できなかった・自信がない項目について
復習する（４５分）

全課題を復習し、操作方法をもう一度確認する
（４５分）定期試験、授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

メモやノートを整理する（４５分）

科目名称 情報基礎演習Ⅰ（D-

共通教育科目科目分類区分

由水　伸（経営学科・教授）・近澤　潤
（経営学科・専任講師）・野村　拓也

授業担当者（所
属・職名）

SOF061042（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在
１号館２階（由水）・１号館２
階（近澤）・１号館４階（野

単位数 1 (単位認定責任者： ）近澤　潤 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

民間企業での実務経験を活かし、実社会で必要なコンピュータ操作技術について、実際の事
例を交えて解説・教授する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 矢野 文彦 オーム社 9784274224447

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『情報リテラシー教科書 Windows 10/Office
2019対応版』

２０１９

2

3

4

5



デジタル化されたデータの
取り扱いをコンピュータで
扱うことができなかった。

19－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
・コンピュータや情報処理技術に関する基礎知識・技術を習得し、今後の生活においてICTを利活用するための基礎的素養を身につける。
・インターネットの基本を理解し、セキュリティやマナーに配慮した利用法を学ぶ。
・コンピュータを使ったデータ処理（文書処理・表計算）について理解を深め、自分が意図した通りにデータを加工し、適切なかたちで表現する技能を習得する。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
・コンピュータに関する基礎知識を習得し、簡単な操作を行うことができる。
・コンピュータを使って、データを適切に加工・分析・考察した上で、定型文書やレポートを作成することができる。
・コンピュータを使って、データを適切に加工・分析・考察した上で、表計算等を行うことができる。

授業全体の内容と概要
前半は、コンピュータの構成や仕組み、基本的な操作を理解・習得を目指す。
後半は、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｏｆｆｉｃｅ　Ｗｏｒｄ及びＥｘｃｅｌを使って、文書処理（定型文書やレポートの作成等）・表計算等のデータ処理・分析に関す
る実技演習を行う。

本科目は、情報リテラシー教育の関連授業科目である。

本科目は、以下のＳＤＧｓ関連授業科目である。
・「ＳＤＧ４．質の高い教育をみんなに」
・「ＳＤＧ９．産業と技術革新の基盤をつくろう」

授業の方法
解説・演習時は、教員によりプロジェクター及び大型モニターに教材（スライド資料等）または教員のパソコン画面を提示しながら行う。なお、Ｗｏｒｄ・
Ｅｘｃｅｌの演習時は、習熟度を測定するため、課題の提出を複数回求めるので必ず提出すること（評価の対象とする）。また、知識・技術の定着及び共有を図る
ため、Ｗｏｒｄ課題・Ｅｘｃｅｌ課題各１回ずつグループワークにて取り組むこととする。グループ編成は、それまでの習熟度合いを踏まえて担当教員より指示す
る。
本科目では、出欠確認、教材・資料等の配布、課題の提示・回収・採点（フィードバック）は全てＴｅａｍｓにて行う。

コンピュータの操作技量に関して個人差が大きいため、次の学習支援を実施する。
・授業時間外において質問等があれば、Ｔｅａｍｓチャットにて受け付ける。
・提示した教材は、全てＴｅａｍｓにて公開・配信する。
・習熟度に応じて、個別指導（補講）を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

〇 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・演習時は、大学に備え付けのコンピュータを使用するが、自己所有のノートパソコン（Ｗｉｎｄｏｗｓ／Ｍａｃ）を使用してもよい。
・自己所有のノートパソコンを使用する場合は、Ｗｏｒｄ及びＥｘｃｅｌのインストールが必要である（大学から無償提供あり）。
・課題は、自分で考え作成したものを提出することとし、第三者が作成した著作物等の盗用（剽窃）が認められた場合は、提出を無効とする。

資格指定科目
教職課程（全教科）必須科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

情報が持つ特性や表現方法
への理解

コンピュータを使った文書
処理

コンピュータを使った表計
算

グループワークにおける主
体的な取り組み

情報の特性や効果的な表現
方法を理解し、テキスト、
画像、動画、音声等のデジ
タルデータの効果的な活用
方法や工夫について説明で
きた。

情報の特性や表現方法を理
解し、テキスト、画像、動
画、音声等のデジタルデー
タの重要なポイントを明確
にして説明できた。

情報の特性や表現方法を理
解し、テキスト、画像、動
画、音声等のデジタルデー
タを活用できた。

情報とは何かを説明でき、
テキスト、画像、動画、音
声等のデジタルデータを利
用できた。

問題、課題の特性や主張点
を明確にして、その作成目
的に対応する�理を構成し
て文章や図表を配置し、論
点が明確で説得力のある文
書を、Wordで作成すること
ができた。

問題、課題の特性や主張点
を明確にして、その作成目
的に対応する論理を構成し
て文章や図表を配置し、形
式的に美しい文書を、Word
で作成することができた。

問題、課題の特性を理解し
、論理を構成して文章や図
表を配置し、形式を整えた
文書を、Wordで作成するこ
とができた。

文章や図表を配置した、定
型的な文書を、Wordで正確
に作成することができた。

文章や図表を配置した、提
携的な文書を、Wordで作成
することができなかった。

Excelを使って、データを
適切且つより詳細に加工・
分析・考察を行うことがで
き、結果を正しく表現し、
自らの考えを交えて説明で
きた。

Excelを使って、データを
適切且つより詳細に加工・
分析・考察を行うことがで
き、結果を正しく表現でき
た。

Excelを使って、データを
適切に加工・分析・考察を
行うことができ、結果を正
しく表現できた。

Excelを使って、データを
適切に加工・分析・考察を
行うことができ、結果を表
現できた。

Excelを使って、データを
適切に加工・分析・考察を
行うことができず、結果を
正しく表現できなかった。

グループワークにおいて、
主体的に情報共有を行い、
グループの成果に大きく貢
献できた。

グループワークにおいて、
主体的に情報共有を行うこ
とができた。

グループワークにおいて、
他の学生と情報共有を行う
ことができた。

グループワークにおいて、
他の学生と取り組むことが
できた。

グループワークにおいて、
他の学生と取り組むことが
できなかった。

科目名称 情報基礎演習Ⅰ（D-

共通教育科目科目分類区分

由水　伸（経営学科・教授）・近澤　潤
（経営学科・専任講師）・野村　拓也

授業担当者（所
属・職名）

SOF061042（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在
１号館２階（由水）・１号館２
階（近澤）・１号館４階（野

単位数 1 (単位認定責任者： ）近澤　潤 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

民間企業での実務経験を活かし、実社会で必要なコンピュータ操作技術について、実際の事
例を交えて解説・教授する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
・単位認定に必要となる最低出席回数は、１２回以上とする。
・遅刻及び早退は２０分までを限度とし、それ以上の場合は欠席とみなす。
・課題提出期限を過ぎて提出した場合は、当該課題の採点結果から２０％減点する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ － ４０％ － １０％ －

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

20－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバス・授業改善アンケート結果反映の説明、PC
の基本操作、キーボードと文字入力、ファイルの保
存・編集、PC構成要素

シラバスを読む（４５分）

2 情報セキュリティ、情報モラル 情報セキュリティについて調べる（４５分） メモやノートを整理する（４５分）

Ｗｏｒｄの基本操作について調べる（４５分）3 Wordの基本操作・書式設定（基本編） メモやノートを整理する（４５分）

メモやノートを整理する（４５分）Ｗｏｒｄの書式設定について調べる（４５分）Wordの書式設定（応用編・発展編）4

操作方法を復習する（４５分）Ｗｏｒｄの書式設定について復習する（４５分）Wordによる文書作成演習①（基本的な書式設定）5

操作方法を復習する（４５分）Ｗｏｒｄの段組み・段落の設定について復習する
（４５分）Wordによる文書作成演習②（段組み・段落の設定）6

操作方法を復習する（４５分）Ｗｏｒｄの図形・画像挿入について復習する（４５
分）Wordによる文書作成演習③（図形・画像の挿入）7

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌの基本操作について調べる（４５分）Excelの基本操作・見やすい表の作成8

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌの関数について調べる（４５分）Excelの計算と関数（SUM関数）9

10
Excelの高度な関数
（AVERAGE/MAX/MIN/COUNT/COUNTA/IF/VLOOKUP関数
）

Ｅｘｃｅｌの関数について調べる（４５分） メモやノートを整理する（４５分）

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌのグラフについて調べる（４５分）Excelのグラフ作成11

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌのデータベース機能について調べる
（４５分）Excelのデータベース、その他の機能12

操作方法を復習する（４５分）Ｅｘｃｅｌの計算方法について復習する（４５分）Excelによる表計算演習①（作表・簡単な計算）13

操作方法を復習する（４５分）Ｅｘｃｅｌの関数について復習する（４５分）Excelによる表計算演習②（関数）14

操作方法を復習する（４５分）Ｅｘｃｅｌのグラフ作成について復習する（４５分
）Excelによる表計算演習③（関数・グラフの作成）15

試験で回答できなかった・自信がない項目について
復習する（４５分）

全課題を復習し、操作方法をもう一度確認する
（４５分）定期試験、授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

メモやノートを整理する（４５分）

科目名称 情報基礎演習Ⅰ（D-

共通教育科目科目分類区分

由水　伸（経営学科・教授）・近澤　潤
（経営学科・専任講師）・野村　拓也

授業担当者（所
属・職名）

SOF061042（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在
１号館２階（由水）・１号館２
階（近澤）・１号館４階（野

単位数 1 (単位認定責任者： ）近澤　潤 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

民間企業での実務経験を活かし、実社会で必要なコンピュータ操作技術について、実際の事
例を交えて解説・教授する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 矢野 文彦 オーム社 9784274224447

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『情報リテラシー教科書 Windows 10/Office
2019対応版』

２０１９

2

3

4

5



デジタル化されたデータの
取り扱いをコンピュータで
扱うことができなかった。

21－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
・コンピュータや情報処理技術に関する基礎知識・技術を習得し、今後の生活においてICTを利活用するための基礎的素養を身につける。
・インターネットの基本を理解し、セキュリティやマナーに配慮した利用法を学ぶ。
・コンピュータを使ったデータ処理（文書処理・表計算）について理解を深め、自分が意図した通りにデータを加工し、適切なかたちで表現する技能を習得する。

授業の位置づけ
建築学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
・コンピュータに関する基礎知識を習得し、簡単な操作を行うことができる。
・コンピュータを使って、データを適切に加工・分析・考察した上で、定型文書やレポートを作成することができる。
・コンピュータを使って、データを適切に加工・分析・考察した上で、表計算等を行うことができる。

授業全体の内容と概要
前半は、コンピュータの構成や仕組み、基本的な操作を理解・習得を目指す。
後半は、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｏｆｆｉｃｅ　Ｗｏｒｄ及びＥｘｃｅｌを使って、文書処理（定型文書やレポートの作成等）・表計算等のデータ処理・分析に関す
る実技演習を行う。

本科目は、情報リテラシー教育の関連授業科目である。

本科目は、以下のＳＤＧｓ関連授業科目である。
・「ＳＤＧ４．質の高い教育をみんなに」
・「ＳＤＧ９．産業と技術革新の基盤をつくろう」

授業の方法
解説・演習時は、教員によりプロジェクター及び大型モニターに教材（スライド資料等）または教員のパソコン画面を提示しながら行う。なお、Ｗｏｒｄ・
Ｅｘｃｅｌの演習時は、習熟度を測定するため、課題の提出を複数回求めるので必ず提出すること（評価の対象とする）。また、知識・技術の定着及び共有を図る
ため、Ｗｏｒｄ課題・Ｅｘｃｅｌ課題各１回ずつグループワークにて取り組むこととする。グループ編成は、それまでの習熟度合いを踏まえて担当教員より指示す
る。
本科目では、出欠確認、教材・資料等の配布、課題の提示・回収・採点（フィードバック）は全てＴｅａｍｓにて行う。

コンピュータの操作技量に関して個人差が大きいため、次の学習支援を実施する。
・授業時間外において質問等があれば、Ｔｅａｍｓチャットにて受け付ける。
・提示した教材は、全てＴｅａｍｓにて公開・配信する。
・習熟度に応じて、個別指導（補講）を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

〇 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・演習時は、大学に備え付けのコンピュータを使用するが、自己所有のノートパソコン（Ｗｉｎｄｏｗｓ／Ｍａｃ）を使用してもよい。
・自己所有のノートパソコンを使用する場合は、Ｗｏｒｄ及びＥｘｃｅｌのインストールが必要である（大学から無償提供あり）。
・課題は、自分で考え作成したものを提出することとし、第三者が作成した著作物等の盗用（剽窃）が認められた場合は、提出を無効とする。

資格指定科目
教職課程（全教科）必須科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

情報が持つ特性や表現方法
への理解

コンピュータを使った文書
処理

コンピュータを使った表計
算

グループワークにおける主
体的な取り組み

情報の特性や効果的な表現
方法を理解し、テキスト、
画像、動画、音声等のデジ
タルデータの効果的な活用
方法や工夫について説明で
きた。

情報の特性や表現方法を理
解し、テキスト、画像、動
画、音声等のデジタルデー
タの重要なポイントを明確
にして説明できた。

情報の特性や表現方法を理
解し、テキスト、画像、動
画、音声等のデジタルデー
タを活用できた。

情報とは何かを説明でき、
テキスト、画像、動画、音
声等のデジタルデータを利
用できた。

問題、課題の特性や主張点
を明確にして、その作成目
的に対応する�理を構成し
て文章や図表を配置し、論
点が明確で説得力のある文
書を、Wordで作成すること
ができた。

問題、課題の特性や主張点
を明確にして、その作成目
的に対応する論理を構成し
て文章や図表を配置し、形
式的に美しい文書を、Word
で作成することができた。

問題、課題の特性を理解し
、論理を構成して文章や図
表を配置し、形式を整えた
文書を、Wordで作成するこ
とができた。

文章や図表を配置した、定
型的な文書を、Wordで正確
に作成することができた。

文章や図表を配置した、提
携的な文書を、Wordで作成
することができなかった。

Excelを使って、データを
適切且つより詳細に加工・
分析・考察を行うことがで
き、結果を正しく表現し、
自らの考えを交えて説明で
きた。

Excelを使って、データを
適切且つより詳細に加工・
分析・考察を行うことがで
き、結果を正しく表現でき
た。

Excelを使って、データを
適切に加工・分析・考察を
行うことができ、結果を正
しく表現できた。

Excelを使って、データを
適切に加工・分析・考察を
行うことができ、結果を表
現できた。

Excelを使って、データを
適切に加工・分析・考察を
行うことができず、結果を
正しく表現できなかった。

グループワークにおいて、
主体的に情報共有を行い、
グループの成果に大きく貢
献できた。

グループワークにおいて、
主体的に情報共有を行うこ
とができた。

グループワークにおいて、
他の学生と情報共有を行う
ことができた。

グループワークにおいて、
他の学生と取り組むことが
できた。

グループワークにおいて、
他の学生と取り組むことが
できなかった。

科目名称 情報基礎演習Ⅰ（A-

共通教育科目科目分類区分

由水　伸（経営学科・教授）・近澤　潤
（経営学科・専任講師）・野村　拓也

授業担当者（所
属・職名）

SOF061042（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在
１号館２階（由水）・１号館２
階（近澤）・１号館４階（野

単位数 1 (単位認定責任者： ）近澤　潤 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

民間企業での実務経験を活かし、実社会で必要なコンピュータ操作技術について、実際の事
例を交えて解説・教授する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
・単位認定に必要となる最低出席回数は、１２回以上とする。
・遅刻及び早退は２０分までを限度とし、それ以上の場合は欠席とみなす。
・課題提出期限を過ぎて提出した場合は、当該課題の採点結果から２０％減点する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ － ４０％ － １０％ －

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

22－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバス・授業改善アンケート結果反映の説明、PC
の基本操作、キーボードと文字入力、ファイルの保
存・編集、PC構成要素

シラバスを読む（４５分）

2 情報セキュリティ、情報モラル 情報セキュリティについて調べる（４５分） メモやノートを整理する（４５分）

Ｗｏｒｄの基本操作について調べる（４５分）3 Wordの基本操作・書式設定（基本編） メモやノートを整理する（４５分）

メモやノートを整理する（４５分）Ｗｏｒｄの書式設定について調べる（４５分）Wordの書式設定（応用編・発展編）4

操作方法を復習する（４５分）Ｗｏｒｄの書式設定について復習する（４５分）Wordによる文書作成演習①（基本的な書式設定）5

操作方法を復習する（４５分）Ｗｏｒｄの段組み・段落の設定について復習する
（４５分）Wordによる文書作成演習②（段組み・段落の設定）6

操作方法を復習する（４５分）Ｗｏｒｄの図形・画像挿入について復習する（４５
分）Wordによる文書作成演習③（図形・画像の挿入）7

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌの基本操作について調べる（４５分）Excelの基本操作・見やすい表の作成8

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌの関数について調べる（４５分）Excelの計算と関数（SUM関数）9

10
Excelの高度な関数
（AVERAGE/MAX/MIN/COUNT/COUNTA/IF/VLOOKUP関数
）

Ｅｘｃｅｌの関数について調べる（４５分） メモやノートを整理する（４５分）

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌのグラフについて調べる（４５分）Excelのグラフ作成11

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌのデータベース機能について調べる
（４５分）Excelのデータベース、その他の機能12

操作方法を復習する（４５分）Ｅｘｃｅｌの計算方法について復習する（４５分）Excelによる表計算演習①（作表・簡単な計算）13

操作方法を復習する（４５分）Ｅｘｃｅｌの関数について復習する（４５分）Excelによる表計算演習②（関数）14

操作方法を復習する（４５分）Ｅｘｃｅｌのグラフ作成について復習する（４５分
）Excelによる表計算演習③（関数・グラフの作成）15

試験で回答できなかった・自信がない項目について
復習する（４５分）

全課題を復習し、操作方法をもう一度確認する
（４５分）定期試験、授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

メモやノートを整理する（４５分）

科目名称 情報基礎演習Ⅰ（A-

共通教育科目科目分類区分

由水　伸（経営学科・教授）・近澤　潤
（経営学科・専任講師）・野村　拓也

授業担当者（所
属・職名）

SOF061042（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在
１号館２階（由水）・１号館２
階（近澤）・１号館４階（野

単位数 1 (単位認定責任者： ）近澤　潤 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

民間企業での実務経験を活かし、実社会で必要なコンピュータ操作技術について、実際の事
例を交えて解説・教授する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 矢野 文彦 オーム社 9784274224447

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『情報リテラシー教科書 Windows 10/Office
2019対応版』

２０１９

2

3

4

5



デジタル化されたデータの
取り扱いをコンピュータで
扱うことができなかった。

23－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
・コンピュータや情報処理技術に関する基礎知識・技術を習得し、今後の生活においてICTを利活用するための基礎的素養を身につける。
・インターネットの基本を理解し、セキュリティやマナーに配慮した利用法を学ぶ。
・コンピュータを使ったデータ処理（文書処理・表計算）について理解を深め、自分が意図した通りにデータを加工し、適切なかたちで表現する技能を習得する。

授業の位置づけ
建築学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
・コンピュータに関する基礎知識を習得し、簡単な操作を行うことができる。
・コンピュータを使って、データを適切に加工・分析・考察した上で、定型文書やレポートを作成することができる。
・コンピュータを使って、データを適切に加工・分析・考察した上で、表計算等を行うことができる。

授業全体の内容と概要
前半は、コンピュータの構成や仕組み、基本的な操作を理解・習得を目指す。
後半は、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｏｆｆｉｃｅ　Ｗｏｒｄ及びＥｘｃｅｌを使って、文書処理（定型文書やレポートの作成等）・表計算等のデータ処理・分析に関す
る実技演習を行う。

本科目は、情報リテラシー教育の関連授業科目である。

本科目は、以下のＳＤＧｓ関連授業科目である。
・「ＳＤＧ４．質の高い教育をみんなに」
・「ＳＤＧ９．産業と技術革新の基盤をつくろう」

授業の方法
解説・演習時は、教員によりプロジェクター及び大型モニターに教材（スライド資料等）または教員のパソコン画面を提示しながら行う。なお、Ｗｏｒｄ・
Ｅｘｃｅｌの演習時は、習熟度を測定するため、課題の提出を複数回求めるので必ず提出すること（評価の対象とする）。また、知識・技術の定着及び共有を図る
ため、Ｗｏｒｄ課題・Ｅｘｃｅｌ課題各１回ずつグループワークにて取り組むこととする。グループ編成は、それまでの習熟度合いを踏まえて担当教員より指示す
る。
本科目では、出欠確認、教材・資料等の配布、課題の提示・回収・採点（フィードバック）は全てＴｅａｍｓにて行う。

コンピュータの操作技量に関して個人差が大きいため、次の学習支援を実施する。
・授業時間外において質問等があれば、Ｔｅａｍｓチャットにて受け付ける。
・提示した教材は、全てＴｅａｍｓにて公開・配信する。
・習熟度に応じて、個別指導（補講）を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

〇 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・演習時は、大学に備え付けのコンピュータを使用するが、自己所有のノートパソコン（Ｗｉｎｄｏｗｓ／Ｍａｃ）を使用してもよい。
・自己所有のノートパソコンを使用する場合は、Ｗｏｒｄ及びＥｘｃｅｌのインストールが必要である（大学から無償提供あり）。
・課題は、自分で考え作成したものを提出することとし、第三者が作成した著作物等の盗用（剽窃）が認められた場合は、提出を無効とする。

資格指定科目
教職課程（全教科）必須科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

情報が持つ特性や表現方法
への理解

コンピュータを使った文書
処理

コンピュータを使った表計
算

グループワークにおける主
体的な取り組み

情報の特性や効果的な表現
方法を理解し、テキスト、
画像、動画、音声等のデジ
タルデータの効果的な活用
方法や工夫について説明で
きた。

情報の特性や表現方法を理
解し、テキスト、画像、動
画、音声等のデジタルデー
タの重要なポイントを明確
にして説明できた。

情報の特性や表現方法を理
解し、テキスト、画像、動
画、音声等のデジタルデー
タを活用できた。

情報とは何かを説明でき、
テキスト、画像、動画、音
声等のデジタルデータを利
用できた。

問題、課題の特性や主張点
を明確にして、その作成目
的に対応する�理を構成し
て文章や図表を配置し、論
点が明確で説得力のある文
書を、Wordで作成すること
ができた。

問題、課題の特性や主張点
を明確にして、その作成目
的に対応する論理を構成し
て文章や図表を配置し、形
式的に美しい文書を、Word
で作成することができた。

問題、課題の特性を理解し
、論理を構成して文章や図
表を配置し、形式を整えた
文書を、Wordで作成するこ
とができた。

文章や図表を配置した、定
型的な文書を、Wordで正確
に作成することができた。

文章や図表を配置した、提
携的な文書を、Wordで作成
することができなかった。

Excelを使って、データを
適切且つより詳細に加工・
分析・考察を行うことがで
き、結果を正しく表現し、
自らの考えを交えて説明で
きた。

Excelを使って、データを
適切且つより詳細に加工・
分析・考察を行うことがで
き、結果を正しく表現でき
た。

Excelを使って、データを
適切に加工・分析・考察を
行うことができ、結果を正
しく表現できた。

Excelを使って、データを
適切に加工・分析・考察を
行うことができ、結果を表
現できた。

Excelを使って、データを
適切に加工・分析・考察を
行うことができず、結果を
正しく表現できなかった。

グループワークにおいて、
主体的に情報共有を行い、
グループの成果に大きく貢
献できた。

グループワークにおいて、
主体的に情報共有を行うこ
とができた。

グループワークにおいて、
他の学生と情報共有を行う
ことができた。

グループワークにおいて、
他の学生と取り組むことが
できた。

グループワークにおいて、
他の学生と取り組むことが
できなかった。

科目名称 情報基礎演習Ⅰ（A-

共通教育科目科目分類区分

由水　伸（経営学科・教授）・近澤　潤
（経営学科・専任講師）・野村　拓也

授業担当者（所
属・職名）

SOF061042（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在
１号館２階（由水）・１号館２
階（近澤）・１号館４階（野

単位数 1 (単位認定責任者： ）近澤　潤 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

民間企業での実務経験を活かし、実社会で必要なコンピュータ操作技術について、実際の事
例を交えて解説・教授する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
・単位認定に必要となる最低出席回数は、１２回以上とする。
・遅刻及び早退は２０分までを限度とし、それ以上の場合は欠席とみなす。
・課題提出期限を過ぎて提出した場合は、当該課題の採点結果から２０％減点する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ － ４０％ － １０％ －

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

24－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバス・授業改善アンケート結果反映の説明、PC
の基本操作、キーボードと文字入力、ファイルの保
存・編集、PC構成要素

シラバスを読む（４５分）

2 情報セキュリティ、情報モラル 情報セキュリティについて調べる（４５分） メモやノートを整理する（４５分）

Ｗｏｒｄの基本操作について調べる（４５分）3 Wordの基本操作・書式設定（基本編） メモやノートを整理する（４５分）

メモやノートを整理する（４５分）Ｗｏｒｄの書式設定について調べる（４５分）Wordの書式設定（応用編・発展編）4

操作方法を復習する（４５分）Ｗｏｒｄの書式設定について復習する（４５分）Wordによる文書作成演習①（基本的な書式設定）5

操作方法を復習する（４５分）Ｗｏｒｄの段組み・段落の設定について復習する
（４５分）Wordによる文書作成演習②（段組み・段落の設定）6

操作方法を復習する（４５分）Ｗｏｒｄの図形・画像挿入について復習する（４５
分）Wordによる文書作成演習③（図形・画像の挿入）7

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌの基本操作について調べる（４５分）Excelの基本操作・見やすい表の作成8

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌの関数について調べる（４５分）Excelの計算と関数（SUM関数）9

10
Excelの高度な関数
（AVERAGE/MAX/MIN/COUNT/COUNTA/IF/VLOOKUP関数
）

Ｅｘｃｅｌの関数について調べる（４５分） メモやノートを整理する（４５分）

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌのグラフについて調べる（４５分）Excelのグラフ作成11

メモやノートを整理する（４５分）Ｅｘｃｅｌのデータベース機能について調べる
（４５分）Excelのデータベース、その他の機能12

操作方法を復習する（４５分）Ｅｘｃｅｌの計算方法について復習する（４５分）Excelによる表計算演習①（作表・簡単な計算）13

操作方法を復習する（４５分）Ｅｘｃｅｌの関数について復習する（４５分）Excelによる表計算演習②（関数）14

操作方法を復習する（４５分）Ｅｘｃｅｌのグラフ作成について復習する（４５分
）Excelによる表計算演習③（関数・グラフの作成）15

試験で回答できなかった・自信がない項目について
復習する（４５分）

全課題を復習し、操作方法をもう一度確認する
（４５分）定期試験、授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

メモやノートを整理する（４５分）

科目名称 情報基礎演習Ⅰ（A-

共通教育科目科目分類区分

由水　伸（経営学科・教授）・近澤　潤
（経営学科・専任講師）・野村　拓也

授業担当者（所
属・職名）

SOF061042（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在
１号館２階（由水）・１号館２
階（近澤）・１号館４階（野

単位数 1 (単位認定責任者： ）近澤　潤 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

民間企業での実務経験を活かし、実社会で必要なコンピュータ操作技術について、実際の事
例を交えて解説・教授する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 矢野 文彦 オーム社 9784274224447

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『情報リテラシー教科書 Windows 10/Office
2019対応版』

２０１９

2

3

4

5



定期試験で６０点をクリア
することができなかった。

25－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
国際化が高度に進行した現代において、国際共通言語としての英語の基礎を構造的に理解することを目指す。具体的には翻訳アプリが身近にない状態でも基本的な
コミュニケーションを行うことができる土台（基礎的文法理解）の構築を目指す。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）、（４）に対応する。

到達目標
「辞書さえあれば英語は大丈夫！」といった自信を持つことができる。

授業全体の内容と概要
品詞（特に動詞と名詞）を中心とした言語構造（５文型）と様々な場面における基礎表現を身につける。

授業の方法
講義形式で授業を行い教科書やハンドアウトを利用し英語の構造について学習しながら指定アプリを活用して単語数や日常表現を増やす活動を行う。
指定翻訳アプリ：VoiceTra
＜VoiceTra（ボイストラ）はＮＩＣＴ（エヌアイシーティー：国立研究開発法人情報通信研究機構）が、言葉の壁の克服を目指して開発したスマートフォン用の無
料多言語音声翻訳アプリです。＞

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

　〇 ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

　〇 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
平常点を重視する。平常点とは出席・授業参加度・授業記録のことを指す。遅刻は２０分までとし２回の遅刻を以って欠席１回とする。特別な理由のない２０分以
上の遅刻は欠席扱いとする。また中間試験の代わりに英語に関するレポートを実施し採用する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性

定期試験で９０点以上の得
点を挙げた。

定期試験で８０点以上の得
点を挙げた。

定期試験で７０点以上の得
点を挙げた。

定期試験で６０点以上の得
点を挙げた。

積極的に課題に取り組み、
実際の場面で必要となる語
彙・表現に取り組み、十分
なコミュニケーション能力
を獲得するための土台がほ
ぼ完成をみた。

与えられた課題に取り組み
、自分が出会う場面を想定
しコミュニケーションをと
る土台が出来つつあった。

与えられた課題に取り組み
、日々の生活で使用頻度の
高い語彙を調べだし辞書を
有効に活用してコミュニケ
ーションの土台つくりの努
力が見られた。

与えられた課題に取り組み
、語彙力をつける努力は認
められるがなかなか定着し
ていない。

課題への取り組みが不十分
で、語彙力の進歩が見られ
ず、翻訳アプリがないと何
もできない。

自分のみならず周囲の学生
も巻き込みながら課題解決
に取り組み、余った時間を
さらなる語彙力・表現力の
充実に振り分けていた。

授業中の質問が多く、学習
方法や調査結果などの相談
も常であり国際言語習得に
関して前向きで、努力が見
られた。

積極性は乏しいものの、不
明点を質問するなど前向き
な姿勢がうかがわれた。

何とか課題はこなすものの
、不明点を質問したりする
ことはなく、ノートも板書
の範囲を超えない。

自分から進んで国際言語を
身につけようとする姿勢が
見られない。

科目名称 基礎英語Ⅰ（M-1）

共通教育科目科目分類区分

信濃　吉彦（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

ENL041029（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館６階

単位数 2 (単位認定責任者： ）信濃　吉彦 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
講義による授業形態を採る。教科書・ノート・筆記具を持ってこない学生は欠席とする。また、教科書のない学生は評価の対象としない。１２回以上の出席を基準
とし１０回の出席を確保できないものは再履修とする。
平常点にはノートチェックと授業参加度を含む。前向きな課題の提出には，加点する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ １０％ １０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前のケージボードまたは連絡用ホワイトボードにて確認すること。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。特に、1回目の授業（科目オリエンテーション）終了後
に必ず研究室を訪問し相談すること。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

26－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション：シラバスの説明
英語の構造に関する基本的な考え方
授業改善アンケート結果に関する説明　　　　　　

専用のノートを準備する（９０分）

2 英語と日本語の違い＆英語の基本文型① テキストの指定範囲を読む（９０分） ノートの作成。課題・宿題（９０分）

テキストの指定範囲を読む（９０分）3 英語の基本文型② ノートの作成。課題・宿題（９０分）

ノートの作成。課題・宿題（９０分）テキストの指定範囲を読む（９０分）英語の基本文型③4

ノートの作成。課題・宿題（９０分）テキストの指定範囲を読む（９０分）英語の動詞とその使い方①5

ノートの作成。課題・宿題（９０分）テキストの指定範囲を読む（９０分）英語の動詞とその使い方②6

ノートの作成。課題・宿題（９０分）テキストの指定範囲を読む（９０分）品詞に関するイメージ①7

ノートの作成。課題・宿題（９０分）テキストの指定範囲を読む（９０分）品詞に関するイメージ②8

ノートの作成。課題・宿題（９０分）テキストの指定範囲を読む（９０分）英文の構造を理解する①9

10 英文の構造を理解する② テキストの指定範囲を読む（９０分） ノートの作成。課題・宿題（９０分）

ノートの作成。課題・宿題（９０分）テキストの指定範囲を読む（９０分）英文の構造を理解する③11

ノートの作成。課題・宿題（９０分）テキストの指定範囲を読む（９０分）時制①12

ノートの作成。課題・宿題（９０分）テキストの指定範囲を読む（９０分）時制②13

ノートの作成。課題・宿題（９０分）テキストの指定範囲を読む（９０分）不定詞・動名詞・分詞のイメージ①14

期末試験に備える(９０分)テキストの指定範囲を読む（９０分）
不定詞・動名詞・分詞のイメージ②
テストリビュー
授業改善アンケートの実施　

15

授業内容の振り返り（９０分）試験準備（１５０分）試験（６０分）及び授業総評（３０分）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

自分の弱点確認
（９０分）

科目名称 基礎英語Ⅰ（M-1）

共通教育科目科目分類区分

信濃　吉彦（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

ENL041029（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館６階

単位数 2 (単位認定責任者： ）信濃　吉彦 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 関　正生 株式会社KADOKAWA 978-4-04-602288-2

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『カラー改訂版　世界一わかりやすい英文法の授
業』

２０２１

2

3

4

5

1 澤井　康佑　著 株式会社　開　拓
　社

978-4-7589-1530-4

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『『よくわかる英語の基本』基本文型・文と文の
結びつき』

２０１５

2

3

4

5



定期試験・中間試験で６割
以下。文法・語彙に誤りが
多く理解に問題があった。

27－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
文法、読解、作文などの演習をとおし英語の運用能力を向上させるとともに、異文化理解を深め、総合的なコミュニケーション能力を身につける。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（2）（4）に対応する。

到達目標
基礎的文法や構文を復習し、英文読解、作文力を身につけ、同時に英語によるコミュニケーション能力を高める。

授業全体の内容と概要
英文を読み読解力、語彙力を培う。文法、構文の復習を通し、英語運用能力の向上を図る。

授業の方法
板書、CDを用い、「聞く」「書く」「話す」「読む」の４技能向上を目指し、学生参加型授業を展開する。中間テスト、定期試験に対する答え合わせ等のフィード
バックを実施する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

○ ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
出席重視、テキスト・辞書持参

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能 (発音・語彙・
文法・読解等）

思考力・判断力・表現力

参加型授業への取り組み姿
勢

定期試験・中間試験で９割
以上、文法・語彙に誤りが
なく正確に理解していた。

定期試験・中間試験で８割
以上、文法・語彙に誤りが
ほとんどなく大体理解でき
た。

定期試験・中間試験で７割
以上、文法・語彙に若干誤
りがあるが理解していた。

定期試験・中間試験で６割
以上、文法・語彙に誤りが
あり理解できない部分があ
った。

表現方法が適切であり誤り
がほとんどなかった。

表現方法はほぼ適切で、小
さな誤りが若干ある程度だ
った。

誤りがあるが、表現方法に
おいて誤解を生じるほどの
大きな誤りはなかった。

表現方法に誤りがあり、自
分の意思を伝えることに支
障をきたす点があった。

表現方法に誤りが目立ち、
自分の意思が伝わらなかっ
た。

大いに意欲・関心・興味を
持って授業に参加していた
。クラスでの発表も多く積
極的だった。

意欲･関心・興味を持って
授業に参加していた。クラ
スでの発表に努め積極的だ
った。

ある程度意欲・関心・興味
を持って授業に参加してい
た。やや積極的だった。

あまり意欲･関心・興味が
感じられなかった。無難に
授業を消化していた。やや
積極性に欠けていた。

全く意欲･関心･興味が感じ
られなかった。遅刻・欠席
が目立った。積極性に欠け
ていた。

科目名称 基礎英語Ⅰ（M-2）

共通教育科目科目分類区分

岡島　徳昭（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

ENL041029（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）岡島　徳昭 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
成績評価には１０回以上の出席が必要。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

４０％ ０％ ０％ ４０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

28－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
授業の進め方，採点に関すること，その他授業に関
する
ガイダンス。(シラバスの説明)　Practice Test

シラバスを読むこと。
（９０分）

2 Lesson １ 　  語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習　E-mail

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)3 Lesson １ 　  語句空所補充

　　　　　 　読解の基礎練習　E-mail
授業中に学んだことを復習。
(９０分)

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

Lesson ２     語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習 A Large Family4

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

Lesson ２     語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習 A Large Family5

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

Lesson ３     語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習　Robots that
Appear

6

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

Lesson ３    語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習　Robots that
Appear

7

試験の復習。
(９０分)

試験の準備学習。
(９０分)中間テスト8

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

Lesson ４    語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習　Lighthouse　Homes9

10 Lesson ４     語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習　Lighthouse　Homes

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

Lesson ５    語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習　E-mail11

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

Lesson ５     語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習　E-mail12

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

Lesson ６     語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習　Virtual Reality13

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

Lesson ６     語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習　Virtual Reality14

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)全体復習  Simulation Test (P７４-５)15

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

総合評価　定期試験６０分、解説３０分
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

科目名称 基礎英語Ⅰ（M-2）

共通教育科目科目分類区分

岡島　徳昭（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

ENL041029（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）岡島　徳昭 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 坂部俊行，岡島徳昭　他 南雲堂 978-4-523-17676-3

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『「英検準２級　合格への道」』 ２０１１

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



基本的な事項が身について
いない。

29－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
英文法の基本を理解し、練習問題による練習を通して発音と共に身につける。自ら英語で発信できるようになる。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）に対応する。

到達目標
８身近な英語の語彙を覚え、文法の基礎を理解する。英文を読むことができる。

授業全体の内容と概要
英文法の解説、練習問題、リーディングの構成で、簡単な事柄からより高度な内容へと段階的に学んでいく。

授業の方法
講義形式で、最重要事項を板書することによって注意を促し、じっくりと確実に反復学習を進める。発音練習にも力を入れる。各自の理解度を知るため、授業では
毎回できるだけ多くの学生を指名し、解答を聞く。テキストのリーディングパートについては必ず予習で翻訳してくることを課題とする。学生は授業で自分の訳に
間違いがないかどうかを確認し、最後にまとめたものを教員が最終チェックして返却する。これも評価の対象となる。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

○ その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
教科書を必ず用意すること。同じ名称のクラスが複数あるので、自分のクラスを間違えないよう、確認の上、履修登録すること。教科書も異なるので購入時に注意
は必要。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

英文法の理解度

練習問題や発音練習の参加
度

課題（英文和訳）への取り
組み

授業の範囲を超え、関連事
項への興味があった。また
、自分から発信する意欲が
見られる。

授業内容をほぼ理解してい
る。

基本的な文法事項の理解は
できていたが、より複雑な
事項になると不安がある。

基本的な事項のみ理解でき
ている。

積極的に参加し、授業の進
行に貢献していた。

説明をよく聞き、発音練習
や練習問題にも真剣に取り
組んだ。ミスを指摘された
際、自分で訂正することが
でき、向上が認められた。

発音練習や練習問題に真剣
に取り組んだ。

自分の力で問題を解くこと
をあきらめてしまっていた
が、解答を聞いた後に理解
しようとする努力がみられ
た。

授業中の活動に集中できな
かった。

予め語や語句の意味を調べ
、英文の訳を試みた。疑問
点を自覚した上で授業に臨
み、解決することができた
。

予習にきめ細かさはないが
、ほぼ満足な訳ができた。

毎回予習をせず、復習によ
って　挽回を図ることもあ
った。

復習だけのことが多く、課
題は提出したが、期限を守
ることができなかった。

課題を提出しなかった。

科目名称 基礎英語Ⅰ（M-3）

共通教育科目科目分類区分

石田　暁子（非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

ENL041029（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）石田　暁子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

４０％ ０％ ３０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

30－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
授業改善アンケート結果反映の説明
シラバスの説明
be動詞の種類・意味・否定文・疑問文

テキストp.2～5予習(９０分）

2 Reading Practice 英文の日本語訳テキストp.6 予習(９０分）
授業内容復習
(９０分）

テキストp.8～11
予習(９０分）3 一般動詞の種類・語形変化・否定文・疑問文 授業内容復習

(９０分）

授業内容復習
(９０分）

テキストp.12 予習
(９０分）Reading Practice 英文の日本語訳4

授業内容復習
(９０分）

テキストp.14～16
予習(９０分）疑問詞を用いた疑問文の作り方5

授業内容復習
(９０分）

テキストp.17予習
 (９０分）Reading Practice 英文の日本語訳6

授業内容復習
(９０分）

テキストp.19～21
予習(９０分）進行形の基本・否定文・疑問文7

授業内容復習
(９０分）

テキストp.22　予習
(９０分）Reading Practice 英文の日本語訳8

授業内容復習
(９０分）

テキストp.24～26
予習(９０分）未来形の表現・否定文・疑問文9

10 Reading Practice 英文の日本語訳テキストp.27 予習(９０分）
授業内容復習
(９０分）

授業内容復習
(９０分）

テキストp.29～34
予習(９０分）完了形の種類・基本・用法・否定文・疑問文11

授業内容復習
(９０分）

テキストp.35 予習
(９０分）Reading Practice 英文の日本語訳12

授業内容復習
(９０分）

テキストp.36～39
予習(９０分）基本的な前置詞と代名詞の格変化13

授業内容復習
(９０分）

テキストp.40 予習
(９０分）Reading Practice 英文の日本語訳14

期末試験準備
(９０分）

期末試験準備
(９０分）総復習・要点整理15

期末試験内容復習
(９０分）

期末試験準備
(９０分）

授業改善アンケートの実施
期末試験（６０分）・解説（３０分）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業内容復習
(９０分）

科目名称 基礎英語Ⅰ（M-3）

共通教育科目科目分類区分

石田　暁子（非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

ENL041029（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）石田　暁子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 高橋　哲徳　他 朝日出版社 978-4-255-15597-5

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『英文法の基礎理解』 ２０１７

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『英和辞典』

2

3

4

5



定期試験で５０点をクリア
することができなかった。

31－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
英文法の基本を理解し、練習問題による練習を通して英語の運用・使い方の基礎を身につける。自ら英語で発信できるようになる。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）（２）（４）に対応する。

到達目標
身近な英語の語彙・イディオムを習得し、英文法の基礎を理解できる。また、平素な英文の読解ができ、簡単な英文の作成ができるようになる。

授業全体の内容と概要
所定のテキストに基づき、文法事項の解説を加えながら、各項目の練習問題を解き文法事項の定着を図る。
「SDG４．質の高い教育をみんなに」の関連科目。世界市民としての意識、さまざまな文化があることなどを理解できる教育をすすめる。

授業の方法
講義形式で授業を行い、教科書やパワーポイントを使用しながら、じっくりと確実に反復学習を進める。英文の暗記によって英語で発信するする力の向上を狙う。
文法事項の定着を図るため、講義中に演習課題を行い双方向システムを活用する。さらにはMicrosoft　Formsの小テストから学生全体の理解度を把握し、指導する
。学生の不明点・質問は、チャット形式などの支援システムで迅速に回答する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・１５分以上の遅刻は欠席とみなす
・遅刻２回で欠席１回とする
・授業には必ずテキストを持参すること。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

定期試験

英文法の理解度

授業に対する取り組み

定期試験で９０点以上の得
点を上げた。

定期試験で７５点以上の得
点を上げた。

定期試験で６０点以上の得
点を上げた。

定期試験で５０点以上の得
点を上げた。

基礎的な英文をしっかりと
書くことができた。

基礎的な英文をほぼ正確に
書くことができた。

基礎的な短い英文を大体書
けた。

指示によって、基礎的な短
い英文を書けた。

指示によって、基礎的な短
い英文を書くことができな
かった。

与えられた課題に積極的に
取り組んだ。積極性や協同
性に関しては期待されるレ
ベルを大きく超えることが
できた。

与えられた課題に積極的に
取り組んだ。積極性や協同
性に関しては期待されるレ
ベルを十分に達成すること
ができた。

与えられた課題に積極的に
取り組んだ。積極性や協同
性に関しては期待されるレ
ベルを達成することができ
た。

与えられた課題に積極的に
取り組んだ。積極性や協同
性に関しては最低限容認で
きるレベルにとどまった。

与えられた課題に取り組ま
なかった。積極性や協働性
に関して期待される最低限
のレベルに到達することが
できなかった。

科目名称 基礎英語Ⅰ（M-4）

共通教育科目科目分類区分

井坂　肇（経営学科・助教）授業担当者（所
属・職名）

ENL041029（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）井坂　肇 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ０％ ０％ ３０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
参考資料の配布方法や事前提供などについて配慮する。講義中の録音・録画・撮影は事前相談を経て、個人利用に限り許可する場合がある。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明
Chapter１　主語・動詞・基本文型１

Chapter１の予習
(９０分）

2 Chapter１　主語・動詞・基本文型２ Chapter１の予習
(９０分）

授業内容復習
(９０分）

Chapter２の予習
(９０分）3 Chapter２　時を表す表現１ 授業内容復習

(９０分）

授業内容復習
(９０分）

Chapter２の予習
(９０分）Chapter２　時を表す表現２4

授業内容復習
(９０分）

Chapter３の予習
(９０分）Chapter３　助動詞１5

授業内容復習
(９０分）

Chapter３の予習
 (９０分）Chapter３　助動詞２6

授業内容復習
(９０分）

Chapter４の予習
予習(９０分）Chapter４　受動態7

授業内容復習
(９０分）Chapter１～４の予習(９０分）Chapter１～４の復習8

授業内容復習
(９０分）

Chapter５の予習
(９０分）Chapter５　不定詞１9

10 Chapter５　不定詞２ Chapter５の予習
(９０分）

授業内容復習
(９０分）

授業内容復習
(９０分）

Chapter６の予習
(９０分）Chapter６　動名詞11

授業内容復習
(９０分）

Chapter７の予習
(９０分）Chapter７　分詞12

授業内容復習
(９０分）

Chapter８の予習
(９０分）Chapter８　比較１13

授業内容復習
(９０分）

Chapter８の予習
(９０分）Chapter８　比較２14

期末試験準備
(９０分）Chapter５～８の予習(９０分）

Chapter５～８の復習
総復習・要点整理
授業改善アンケートの実施

15

期末試験内容復習
(９０分）

期末試験準備
(９０分）期末試験（６０分）・解説（３０分）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業内容復習
(９０分）

科目名称 基礎英語Ⅰ（M-4）

共通教育科目科目分類区分

井坂　肇（経営学科・助教）授業担当者（所
属・職名）

ENL041029（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）井坂　肇 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 大西　泰斗　他 桐原書店 9784342205224

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『総合英語　FACTBOOK　これからの英文法』 ２０１７

2

3

4

5

1 大西　泰斗　他 桐原書店 9784342205279

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『総合英語 FACTBOOK 例文完全マスター』 ２０１９

2 大西　泰斗　他 桐原書店 9784342205323『英語表現 WORD SENSE』 ２０１８

3

4

5



定期試験で得点が６割に満
たなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
英語の統語構造を理解するとともに、実際のコミュニケーションにおいて活用できる技能を身に付ける。
目的や場面、状況などに応じて情報や考えなどを理解し、表現し、伝えあうことができる力を身に付ける。
主体的に英語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を身に付ける。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
英語の5つの文型についてその概要を理解できる。
修飾語・句・節についてその概要を理解できる。
英語で簡単な説明を行うことができる。英語を読んだり聞いたりしてその概要を理解することができる。

授業全体の内容と概要
英語がどのような構造で成立しているのか、その法則性はどのようになっているのかについて理解し、相手が発する英語を理解したり、自分の考えを英語で表現し
たりすることができる能力を育成するために必要な事項を説明するとともに、知識や技能の定着のための演習を行う。英語の四技能をバランスよく育成するため、
リスニングの演習や発表活動等を行う。学修集団の英語への興味・関心・習熟度等により、シラバスに記載した学修内容を再構成する場合がある。「SDG.4 質の高
い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
授業は原則として英語で行うほか、毎回リスニング演習を行う。一方的な講義とならないよう、学生による発表やグループ活動を行う。学生の理解に資するよう、
プリントや教材提示装置を活用して説明を行う。学修内容の確実な定着を図るため、毎時間質問の時間を設定する。課題や発表に対しては口頭及びコメントにて評
価のフィードバックを行う。要望については口頭及びメール等で対応する。Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、質問、小テスト、教材配布等を
行う。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

○ グループワーク

○ ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
〇講義の前後に行う学修課題を課すので真剣に取り組むこと。
○プリント類は、ファイル等に綴って適切に管理し、学修に役立てること。
○欠席した場合は、Microsoft Teams上に格納したファイルを活用しプリント等を入手すること。
○講義中の私語・居眠り等は厳に慎むこと。
○講義中のスマートフォンの使用は英単語の検索など英語学習に関わるものに限定する。
○講義開始のチャイム後、教員入室以降の入室は、すべて「遅刻」の扱いとする。
○講義開始時間までに用便を済ませておくこと。
○３０分以上の「遅刻」は、「欠席」扱いとする。
○受講姿勢及び課題の実施状況はすべて点数化・集積し、評価に活用する。
○Ｓ評価は全体の10％、Ｓ評価とＡ評価を合わせて40％以内となっている。
○授業規律に関して、注意にもかかわらず、改善されない場合には、履修を認定しないことがある。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力等

主体性・協働性

定期試験で９割以上の得点
を上げた。

定期試験ﾃﾞ８割以上の得点
を上げた。

定期試験で７割以上の得点
を上げた。

定期試験で６割以上の得点
を上げた。

与えられた課題に積極的に
取り組んだ。英語を使用し
たコミュニケーションに関
しては求められるレベルを
大きく超えることができた
。

与えられた課題に取り組ん
だ。英語を使用したコミュ
ニケーションに関して期待
されるレベルを十分に達成
することができた。

与えられた課題に取り組ん
だ。英語を使用したコミュ
ニケーションに関して期待
されるレベルを達成するこ
とができた。

与えられた課題に取り組ん
だ。英語を使用したコミュ
ニケーションに関しては最
低限容認できるレベルにと
どまった。

与えられた課題に取り組ま
なかった。英語を使用した
コミュニケーションに関し
て期待される最低限のレベ
ルに到達することができな
かった。

与えられた課題に積極的に
取り組んだ。積極性や協働
性に関しては期待されるレ
ベルを大きく超えることが
できた。

与えられた課題に取り組ん
だ。積極性や協働性に関し
て期待されるレベルを十分
に達成することができた。

与えられた課題に取り組ん
だ。積極性や協働性に関し
て期待されるレベルを達成
することができた。

与えられた課題に取り組ん
だ。積極性や協働性に関し
ては最低限容認できるレベ
ルにとどまった。

与えられた課題に取り組ま
なかった。積極性や協働性
に関して期待される最低限
のレベルに到達することが
できなかった。

科目名称 基礎英語Ⅰ（SDA-1）

共通教育科目科目分類区分

西崎　毅（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

ENL041029（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年、デザイン学科・１年、建対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館６階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西崎　毅 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

高等学校の英語科教員、英語教育改革に係る指導行政担当者としての経験及び国際交流に関
する実務経験を活用し、英語の基礎事項を講義する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要な最低出席回数は11回。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ０％ ０％ ４０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション（シラバスの説明を含む）
文の構造（動詞と５文型）
授業改善アンケート結果反映の説明

英語についての自己の課題を考えておくこと。
（９０分）

2 文型（S＋V）、文型（S＋V+C）、文型（S+V+O）
リスニング演習

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）3 文型と修飾語句（形容詞、副詞）

リスニング演習
本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（９０分）

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）

文型（S+V+O+O）、文型（S+V+O+C）
リスニング演習4

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）

５文型の総復習
リスニング演習5

本時に課された
事後課題を行い次時に提出すること。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）

文の要素と名詞相当語・句・節
リスニング演習①6

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）

文の要素と名詞相当語・句・節
リスニング演習②7

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）

文の要素と名詞相当語・句・節
リスニング演習・英語による発表①8

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）

文の要素と形容詞相当語・句・節
リスニング演習・英語による発表②9

10 文の要素と形容詞相当語・句・節
リスニング演習・英語による発表③

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（９０分）

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）

文の要素と形容詞相当語・句・節
リスニング演習・英語による発表④11

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）

文の要素と副詞相当語・句・節
リスニング演習・英語による発表⑤12

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）

文の要素と副詞相当語・句・節
リスニング演習・英語による発表⑥13

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）

文の要素と副詞相当語・句・節
リスニング演習・英語による発表⑦14

前回までの学修内容を復習すること。（９０分）前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）

文の構造の総復習
リスニング演習・英語による発表⑧
授業改善アンケートの実施

15

試験結果を参考に自らの学修姿勢を評価する。
（９０分）前回までの学修内容を復習すること、（９０分）60分の試験終了後，残りの30分で解説を行う。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（９０分）

科目名称 基礎英語Ⅰ（SDA-1）

共通教育科目科目分類区分

西崎　毅（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

ENL041029（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年、デザイン学科・１年、建対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館６階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西崎　毅 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

高等学校の英語科教員、英語教育改革に係る指導行政担当者としての経験及び国際交流に関
する実務経験を活用し、英語の基礎事項を講義する。

基本情報

開講時期

1 登美　博之 / Bill Benfield成美堂 9784791900701

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『英文法から学ぶ基本英語Polish Up Your
English』

2015

2 『リスニング教材は別途購入案内する。』

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



授業内容を理解していない
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
グローバル化に対応し、多様な人と協働するための表現力やコミュニケーション力を学ぶための英語科目であり、講義と演習（ペアワークとグループワーク）を通
じて英語コミュニケーションを学ぶ。文法ベースで初級から徐々に積み上げることで、最終的にはコミュニケーションに生かせる力を身につける。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（２）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）に対応する。

到達目標
文法やリスニングを中心にやさしい英語で書かれた文での練習を通じて、英文がどのような構成要素から成り立っているのかを明確に把握する。英会話に最低限必
要な語彙力、文法力を身につけて、スピーキング、ライティングなどのアウトプットへの発展を意識する。英語で5分間またはそれ以上、身近なトピックや関心事に
ついて、自分の考えや意見を詳しく述べることができる。

授業全体の内容と概要
既存の英語知識を活用させ，スピーキング能力およびスキルを身につけることに焦点を当てるが、４技能を結びつけて総合的に英語力を向上させる授業を行う。
最低限必要な語彙力や文法力を身につけながら、テキスト中の表現を利用し、様々なコミュニケーションの構造（挨拶、スモール・トーク、質問する、意見を述べ
る）を理解し，表現することを目標とする。

授業の方法
授業では英語によるコミュニケーションへ接続するための運用能力を身に着けることを目的とする。テキストの練習問題を解き、疑問点などは個々に対応、或いは
クラス全体への解答を解説し学生へのフィードバックを行う。授業中の発表、ペアやグループワーク、ロールプレイでの活動を取り入れ、コミュニケーション能力
向上のために、積極的かつ協力的に行う。テキストの音声ファイルを無料でストーミング・ダウンロードし自習用音声として活用する。「
ＮＡＵ’ＵＮ－ＤＯ（ｈｔｔｐ://nanun-do.com)提供

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
15分以上の遅刻は欠席とみなします。遅刻２回で欠席1回とします。授業には必ずテキスト、辞書を持参すること。テキストを忘れ、授業前に申し出ない場合は欠席
扱いとする。授業計画に基づき、事前に各回の授業範囲のリスニングと意味調べをしておくこと。授業を休んだ場合は，次の授業までに、休んだ回の授業内容を担
当教員又はクラスメートに確認し、課題など必要な情報を入手してください。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

授業の理解度

英語表現能力(スピーキン
グ）

授業の積極的参加

事前・事後学修

リスニング技能

授業内容を超えた学修が認
められる

授業内容を十分に理解して
いる

授業内容を理解している 授業内容の理解に不足があ
る

優れた創造的表現を行うこ
とができる

文献等を参考としながら、
創造的表現を行うことがで
きる

自在に定型的表現を行うこ
とができる

与えられた条件を満たした
最低限度の表現を行うこと
ができる

与えられた条件を満たした
最低限度の表現を行うこと
ができない

授業全体の流れを理解し、
質問・問題提起により授業
展開に貢献する

授業全体の流れを理解し、
発問に対して積極的に応じ
る

発問に対して、指名されれ
ば正しく応じることができ
る

授業に集中して理解しよう
とする態度が見られる

授業に集中できず、授業放
棄の態度が見られる

自ら進んで学修範囲を超え
て調べている

学修範囲を十分に調べて、
授業内容を他人に説明でき
る

学修範囲の理解に曖昧な点
がある

指示された範囲の事前・事
後学修はするが、理解が不
十分である

指示された範囲の事前・事
後学修をほとんどせず理解
が不十分である。

授業内て取り扱った単語・
表現の習得が不十分であり
、リスニング技能の運用に
不正確さが目立つ。

授業内で取り扱った単語・
表現を完璧に習得し、リス
ニング技能を問題なく正確
に運用できる

授業内で取り扱った単語・
表現の大部分を習得し、リ
スニング技能を正確に運用
できる。

授業内で取り扱った単語・
表現の大部分を習得し、リ
スニング技能をほぼ正確に
運用できる。

授業内で取り扱った単語・
表現を部分的に習得してい
るが、リスニング技能の運
用に不適切な部分が見受け
られる。

科目名称 基礎英語Ⅰ（SDA-2）

共通教育科目科目分類区分

宮嶋　達也（デザイン学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

ENL041029（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年、デザイン学科・１年、建対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）宮嶋　達也 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定の必要となる最低出席回数は10回以上とする。授業の参加姿勢も評価の対象になります。授業活動に積極的に参加することで、授業外での学習成果を実感
できます。予習と復習は授業の内容を理解し、学習効果を上げるために必要です。積極的に授業に参加するようにしてください。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ０％ 0％ ２０％ ２０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション　英語で自己紹介文作成
シラバスの説明/授業改善アンケート結果反映の説
明

シラバスを参照しながらテキスト内容を理解する。
（90分）

2 Grammar 5sentence patternsⅠ(5文型）次回の授業範囲を予習し,単語の意味を調べておく
こと。（90分）

授業で説明を受けたポイントをもう一度復習する。
　（90分）

次回の授業範囲を予習し,単語の意味を調べておく
こと。（90分）3 Grammar 5sentence patternsⅡ(5文型） 授業で説明を受けたポイントをもう一度復習する。

　（90分）

授業で説明を受けたポイントをもう一度復習する。
　（90分）

次回の授業範囲を予習し,単語の意味を調べておく
こと。（90分）Unit 1 Speaking About Yourself4

授業で説明を受けたポイントをもう一度復習する。
　（90分）

次回の授業範囲を予習し,単語の意味を調べておく
こと。（90分）Unit 2 What Do You Do?5

授業で説明を受けたポイントをもう一度復習する。
　（90分）

次回の授業範囲を予習し,単語の意味を調べておく
こと。（90分）Unit 3 What Does He Look Like?6

授業で説明を受けたポイントをもう一度復習する。
　（90分）

次回の授業範囲を予習し,単語の意味を調べておく
こと。（90分）Review Units 1-37

授業で説明を受けたポイントをもう一度復習する。
　（90分）

次回の授業範囲を予習し,単語の意味を調べておく
こと。（90分）Unit 4 Where Are You From?8

授業で説明を受けたポイントをもう一度復習する。
　（90分）

次回の授業範囲を予習し,単語の意味を調べておく
こと。（90分）

Grammar Gerunds and InfinitivesⅠ(動名詞＆不定
詞）9

10 Grammar Gerunds and InfinitivesⅡ(動名詞＆不定
詞）

次回の授業範囲を予習し,単語の意味を調べておく
こと。（90分）

授業で説明を受けたポイントをもう一度復習する。
　（90分）

授業で説明を受けたポイントをもう一度復習する。
　（90分）

次回の授業範囲を予習し,単語の意味を調べておく
こと。（90分）中間テスト11

授業で説明を受けたポイントをもう一度復習する。
　（90分）

次回の授業範囲を予習し,単語の意味を調べておく
こと。（90分）Unit 5 Likes and Dislikes12

授業で説明を受けたポイントをもう一度復習する。
　（90分）

次回の授業範囲を予習し,単語の意味を調べておく
こと。（90分）Unit6 What’s She Like?13

授業で説明を受けたポイントをもう一度復習する。
　（90分）

次回の授業範囲を予習し,単語の意味を調べておく
こと。（90分）Review Units 4-614

授業で説明を受けたポイントをもう一度復習する。
　（90分）

次回の授業範囲を予習し,単語の意味を調べておく
こと。（90分）Review１15

授業で説明を受けた解説を復習。（90分）試験範囲の復習。（90分）Final Exam.  試験終了後，授業改善アンケートの
実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業各回のテーマを理解しておくこと。（90分）

科目名称 基礎英語Ⅰ（SDA-2）

共通教育科目科目分類区分

宮嶋　達也（デザイン学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

ENL041029（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年、デザイン学科・１年、建対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）宮嶋　達也 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 Peter Vincent 南雲堂 9784523179092

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『Speaking of People』 2020

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



英文法の必要最小限の基礎
的な理解ができなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
学生が英語の基本的な文法・語法を習得し、英語の運用・使い方の基礎を身につける。合わせて、グローバル化の中でのコミュニケーションの基礎を学ぶ。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP（２）に対応する。
デザイン学科のDP（２）に対応する。　　
建築学科のDP（２）に対応する。

到達目標
学生が英語の基本的な語彙・イディオムの習得、英文法・運用の基礎の理解と習得ができている。また、平易な英文の読解ができ、簡単な英文の作成ができるよう
になる。さらに、平易な英会話ができるようになる。

授業全体の内容と概要
毎回、所定のテキストに基づき、英文法の各項目の練習問題を解き、合わせて、関連する読解、作文、会話の練習問題を解く。同時に、必要最小限の説明を加えて
いく。

授業の方法
毎回、所定のテキストに即し、パワーポイントと板書等により各項目の全体的な説明（一斉）を行う。その後、個人・グループワークによる練習問題の解答を行う
。解答の終了後にグループごと、個人ごとに課題の提出を求める。授業の最後にその回と前回の課題へのフィードバック（コメント）と課外学習（宿題）について
の指示を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
欠席、遅刻をしないように留意する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

英文法の基礎力

英文読解の能力

英作文の能力

英文法の基礎的な理解が完
全にでき、十分な応用力が
ついた。

英文法の基礎的な理解がほ
ぼできており、いくらか応
用できる力がついた。

英文法の基礎的な理解が大
体できた。

英文法の必要最小限の基礎
的な理解ができた。

テキスト内の英文が正確・
完全に読解でき、十分に応
用することができた。

テキストの英文がほぼ理解
でき、いくらか応用できた
。

テキストの英文の基礎的な
部分が大体理解できた。

指示によって、テキストの
英文の基礎的な部分が大体
理解できた。

指示によって、テキストの
英文の基礎的な部分の理解
ができなかった。

基礎的な英文を正確にしっ
かりと書くことができた。

基礎的な英文をほぼ正確に
書くことができた。

基礎的な短い英文を大体書
けた。

指示によって、基礎的な短
い英文を書けた。

指示によって、基礎的な短
い英文を書くことができな
かった。

科目名称 基礎英語Ⅰ（SDA-3）

共通教育科目科目分類区分

横田　肇（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

ENL041029（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・1年、デザイン学科・1年、建築対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 2号館7階

単位数 2 (単位認定責任者： ）横田　肇 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

　　　６０％ 　　　　０％ 　　　　０％ 　　　２０％ 　　　２０％ 　　　　０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
事情に応じ、口頭、スライド、板書、資料による説明に配慮する。写真、録画・録音を認める。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

38－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 授業改善アンケート結果反映の説明、シラバスの説
明、ガイダンス。 シラバスを読んでおく。（９０分）

2 英文法と英語の運用について（１）発音の基礎、単
語の成り立ち、アルファベットの基礎 アルファベットの基礎について調べる（９０分） アルファベットの基礎について調べる（９０分）

教科書Unit１説明文の予習（９０分）3 英文法と英語の運用について（２）be動詞の使い方 授業内容の復習（９０分）

Unit１練習問題の復習（９０分）Unit１練習問題の予習（９０分）英文法と英語の運用について（３）be動詞の使い方4

Unit１練習問題の復習（９０分）Unit１練習問題の予習（９０分）英文法と英語の運用について（４）be動詞の使い方5

Unit２説明文の復習（９０分）Unit２説明文の予習（９０分）英文法と英語の運用について（５）一般動詞の使い
方6

Unit２練習問題の復習（９０分）Unit２練習問題の予習（９０分）英文法と英語の運用について（６）一般動詞の使い
方7

Unit２練習問題の復習（９０分）Unit２練習問題の予習（９０分）英文法と英語の運用について（７）一般動詞の使い
方8

Unit２練習問題の復習（９０分）Unit２練習問題の予習（９０分）英文法と英語の運用について（８）一般動詞の使い
方9

10 英文法と英語の運用について（９）動詞の使い方の
注意すべき点 Unit１・２全体の確認（９０分） Unit１・２全体の確認（９０分）

Unit１・２全体の確認（９０分）Unit１・２全体の確認(９０分）英文法と英語の運用について（１０）動詞の使い方
の注意すべき点11

Unit１・２全体の確認（９０分）Unit１・２全体の確認（９０分）英文法と英語の運用について（１１）英文の構造の
注意すべき点12

配布資料の復習（９０分）j配布資料の予習（９０分）英文法と英語の運用について（１２）英文の構造の
注意すべき点13

配布資料の復習（９０分）配布資料の予習（９０分）英文法と英語の運用について（１３）英文の構造の
注意すべき点14

配布資料の復習（９０分）配布資料の予習（９０分）総復習（既習事項の復習）15

Unit１・２全体、配布資料の確認（９０分）Unit１・２全体、配布資料の確認（９０分）定期試験。６０分の試験終了後、３０分で解説を行
う。授業改善アンケートの実施。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

アルファベットの基礎について調べる。（９０分）

科目名称 基礎英語Ⅰ（SDA-3）

共通教育科目科目分類区分

横田　肇（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

ENL041029（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・1年、デザイン学科・1年、建築対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 2号館7階

単位数 2 (単位認定責任者： ）横田　肇 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 K.Saito 南雲堂 978-4-523-17831-6

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『Simply Grammar 改訂版』 ２０１７

2

3

4

5

1 適宜指示

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



定期試験・中間試験で６割
以下。文法・語彙に誤りが
多く理解に問題があった。

39－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
文法、読解、作文などの演習をとおし英語の運用能力を向上させるとともに、異文化理解を深め、総合的なコミュニケーション能力を身につける。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（2）（4）に対応する。

到達目標
基礎的文法や構文を復習し、英文読解、作文力を身につけ、同時に英語によるコミュニケーション能力を高める。

授業全体の内容と概要
英文を読み読解力、語彙力を培う。文法、構文の復習を通し、英語運用能力の向上を図る。

授業の方法
板書、CDを用い、「聞く」「書く」「話す」「読む」の４技能向上を目指し、学生参加型授業を展開する。中間テスト、定期試験に対する答え合わせ等のフィード
バックを実施する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

○ ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
出席重視、テキスト・辞書持参

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能 (発音・語彙・
文法・読解等）

思考力・判断力・表現力

参加型授業への取り組み姿
勢

定期試験・中間試験で９割
以上、文法・語彙に誤りが
なく正確に理解していた。

定期試験・中間試験で８割
以上、文法・語彙に誤りが
ほとんどなく大体理解でき
た。

定期試験・中間試験で７割
以上、文法・語彙に若干誤
りがあるが理解していた。

定期試験・中間試験で６割
以上、文法・語彙に誤りが
あり理解できない部分があ
った。

表現方法が適切であり誤り
がほとんどなかった。

表現方法はほぼ適切で、小
さな誤りが若干ある程度だ
った。

誤りがあるが、表現方法に
おいて誤解を生じるほどの
大きな誤りはなかった。

表現方法に誤りがあり、自
分の意思を伝えることに支
障をきたす点があった。

表現方法に誤りが目立ち、
自分の意思が伝わらなかっ
た。

大いに意欲・関心・興味を
持って授業に参加していた
。クラスでの発表も多く積
極的だった。

意欲･関心・興味を持って
授業に参加していた。クラ
スでの発表に努め積極的だ
った。

ある程度意欲・関心・興味
を持って授業に参加してい
た。やや積極的だった。

あまり意欲･関心・興味が
感じられなかった。無難に
授業を消化していた。やや
積極性に欠けていた。

全く意欲･関心･興味が感じ
られなかった。遅刻・欠席
が目立った。積極性に欠け
ていた。

科目名称 基礎英語Ⅰ（遠隔留学

共通教育科目科目分類区分

岡島　徳昭（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

ENL041029（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）岡島　徳昭 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
成績評価には１０回以上の出席が必要。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

４０％ ０％ ０％ ４０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

40－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
授業の進め方，採点に関すること，その他授業に関
する
ガイダンス。(シラバスの説明)　Practice Test

シラバスを読むこと。
（９０分）

2 Lesson １ 　  語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習　E-mail

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)3 Lesson １ 　  語句空所補充

　　　　　 　読解の基礎練習　E-mail
授業中に学んだことを復習。
(９０分)

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

Lesson ２     語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習 A Large Family4

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

Lesson ２     語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習 A Large Family5

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

Lesson ３     語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習　Robots that
Appear

6

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

Lesson ３    語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習　Robots that
Appear

7

試験の復習。
(９０分)

試験の準備学習。
(９０分)中間テスト8

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

Lesson ４    語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習　Lighthouse　Homes9

10 Lesson ４     語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習　Lighthouse　Homes

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

Lesson ５    語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習　E-mail11

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

Lesson ５     語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習　E-mail12

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

Lesson ６     語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習　Virtual Reality13

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

Lesson ６     語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習　Virtual Reality14

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)全体復習  Simulation Test (P７４-５)15

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

総合評価　定期試験６０分、解説３０分
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

科目名称 基礎英語Ⅰ（遠隔留学

共通教育科目科目分類区分

岡島　徳昭（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

ENL041029（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）岡島　徳昭 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 坂部俊行，岡島徳昭　他 南雲堂 978-4-523-17676-3

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『「英検準２級　合格への道」』 ２０１１

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



定期試験で５０点をクリア
することができなかった。

41－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
英文法の基本を理解し、練習問題による練習を通して英語の運用・使い方の基礎を身につける。自ら英語で発信できるようになる。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
デザイン学科のDP（２）（４）に対応する。
建築学科のDP（２）（４）に対応する。

到達目標
身近な英語の語彙・イディオムを習得し、英文法の基礎を理解できる。また、平素な英文の読解ができ、簡単な英文の作成ができるようになる。

授業全体の内容と概要
所定のテキストに基づき、文法事項の解説を加えながら、各項目の練習問題を解き文法事項の定着を図る。
「SDG４．質の高い教育をみんなに」の関連科目。世界市民としての意識、さまざまな文化があることなどを理解できる教育をすすめる。

授業の方法
講義形式で授業を行い、教科書やパワーポイントを使用しながら、じっくりと確実に反復学習を進める。英文の暗記によって英語で発信するする力の向上を狙う。
文法事項の定着を図るため、講義中に演習課題を行い双方向システムを活用する。さらにはMicrosoft　Formsの小テストから学生全体の理解度を把握し、指導する
。学生の不明点・質問は、チャット形式などの支援システムで迅速に回答する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・１５分以上の遅刻は欠席とみなす
・遅刻２回で欠席１回とする
・授業には必ずテキストを持参すること。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

定期試験

英文法の理解度

授業に対する取り組み

定期試験で９０点以上の得
点を上げた。

定期試験で７５点以上の得
点を上げた。

定期試験で６０点以上の得
点を上げた。

定期試験で５０点以上の得
点を上げた。

基礎的な英文をしっかりと
書くことができた。

基礎的な英文をほぼ正確に
書くことができた。

基礎的な短い英文を大体書
けた。

指示によって、基礎的な短
い英文を書けた。

指示によって、基礎的な短
い英文を書くことができな
かった。

与えられた課題に積極的に
取り組んだ。積極性や協同
性に関しては期待されるレ
ベルを大きく超えることが
できた。

与えられた課題に積極的に
取り組んだ。積極性や協同
性に関しては期待されるレ
ベルを十分に達成すること
ができた。

与えられた課題に積極的に
取り組んだ。積極性や協同
性に関しては期待されるレ
ベルを達成することができ
た。

与えられた課題に積極的に
取り組んだ。積極性や協同
性に関しては最低限容認で
きるレベルにとどまった。

与えられた課題に取り組ま
なかった。積極性や協働性
に関して期待される最低限
のレベルに到達することが
できなかった。

科目名称 基礎英語Ⅰ（SDA-6）

共通教育科目科目分類区分

井坂　肇（経営学科・助教）授業担当者（所
属・職名）

ENL041029（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年、デザイン学科・１年、建対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）井坂　肇 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ０％ ０％ ３０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
参考資料の配布方法や事前提供などについて配慮する。講義中の録音・録画・撮影は事前相談を経て、個人利用に限り許可する場合がある。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

42－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明
Chapter１　主語・動詞・基本文型１

Chapter１の予習
(９０分）

2 Chapter１　主語・動詞・基本文型２ Chapter１の予習
(９０分）

授業内容復習
(９０分）

Chapter２の予習
(９０分）3 Chapter２　時を表す表現１ 授業内容復習

(９０分）

授業内容復習
(９０分）

Chapter２の予習
(９０分）Chapter２　時を表す表現２4

授業内容復習
(９０分）

Chapter３の予習
(９０分）Chapter３　助動詞１5

授業内容復習
(９０分）

Chapter３の予習
 (９０分）Chapter３　助動詞２6

授業内容復習
(９０分）

Chapter４の予習
予習(９０分）Chapter４　受動態7

授業内容復習
(９０分）Chapter１～４の予習(９０分）Chapter１～４の復習8

授業内容復習
(９０分）

Chapter５の予習
(９０分）Chapter５　不定詞１9

10 Chapter５　不定詞２ Chapter５の予習
(９０分）

授業内容復習
(９０分）

授業内容復習
(９０分）

Chapter６の予習
(９０分）Chapter６　動名詞11

授業内容復習
(９０分）

Chapter７の予習
(９０分）Chapter７　分詞12

授業内容復習
(９０分）

Chapter８の予習
(９０分）Chapter８　比較１13

授業内容復習
(９０分）

Chapter８の予習
(９０分）Chapter８　比較２14

期末試験準備
(９０分）Chapter５～８の予習(９０分）

Chapter５～８の復習
総復習・要点整理
授業改善アンケートの実施

15

期末試験内容復習
(９０分）

期末試験準備
(９０分）期末試験（６０分）・解説（３０分）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業内容復習
(９０分）

科目名称 基礎英語Ⅰ（SDA-6）

共通教育科目科目分類区分

井坂　肇（経営学科・助教）授業担当者（所
属・職名）

ENL041029（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年、デザイン学科・１年、建対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）井坂　肇 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 大西　泰斗　他 桐原書店 9784342205224

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『総合英語　FACTBOOK　これからの英文法』 ２０１７

2

3

4

5

1 大西　泰斗　他 桐原書店 9784342205279

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『総合英語 FACTBOOK 例文完全マスター』 ２０１９

2 大西　泰斗　他 桐原書店 9784342205323『英語表現 WORD SENSE』 ２０１８

3

4

5



学修した知識を修得できな
かった。

43－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
ドイツ語の初級文法と簡単な会話をマスターする。グローバル化に対応するため、コミュニケーションの一手段としてドイツ語を学び、自らの世界を広げることを
目標とする。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）に対応する。

到達目標
ドイツ語検定試験５級合格のための基礎を固める。ドイツ語圏への観光・、留学をした際に困らない程度の日常会話を身につける。

授業全体の内容と概要
授業ではドイツ語初級文法を基礎から指導を行う。一年後には辞書を使えば、簡単な文章を理解できるようになることを目標とする。ドイツに関連することで、学
生が興味を持ちそうなこと、また教養として知っていてほしいことについて紹介および解説を行う。

授業の方法
授業では板書をしながら、ドイツ語の文法・文化を紹介する。ドイツのＤＶＤ等も見て講義形式で行う。
また、適宜確認テストを実施し、フィードバックとして解説を丁寧に行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
新しいことばかりなので、とにかく授業に参加すること。ドイツ語検定試験受験希望者には特別講義を行なう。再試験の評価は内容の理解度を重視する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

ドイツ語の初級文法につい
て説明及び語形変化等の活
用をすることができる。

基礎的な文法を用いて、平
易なドイツ語の文章を書き
翻訳をすることができる。

ドイツ語の基本的な語彙を
修得し、発音が正確にでき
る。

学修した知識を確実に修得
し、求められるレベルを大
きく超えた。

学修した知識を確実に修得
した。

学修した知識をほぼ修得し
た。　

学修した知識を修得したが
、最低限容認できるレベル
にとどまった。　

与えられた課題に積極的に
取り組み、求められるレベ
ルを大きく超えた。　

与えられた課題に取り組み
、求められるレベルを達成
した。　

与えられた課題に取り組み
、求められるレベルをほぼ
達成した。　

与えられた課題に取り組ん
だが、最低限容認できるレ
ベルにとどまった。

与えられた課題に真面目に
取り組まなかった。　

学修した知識を確実に修得
し、求められるレベルを大
きく超えた。　

学修した知識を確実に修得
した。

学修した知識をほぼ修得し
た。　

学修した知識を修得したが
、最低限容認できるレベル
にとどまった。　

学修した知識を修得できな
かった。

科目名称 ﾄﾞｲﾂ語入門Ⅰ（M）

共通教育科目科目分類区分

河田　一郎（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

GER051034（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択必修

研究室等所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）河田　一郎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

大学入試センターの問題作成委員としての経験を活かして、ドイツ語教育にかかわる指導を
行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ０％ ０％ ４０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

44－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ［ガイダンス］　授業の進め方・シラバスの説明。
授業改善アンケート結果反映の説明。 シラバスの内容を確認すること。（９０分）　

2 ［ドイツ語の発音について］　発音問題の基本的な
発音、ドイツ語特有な発音について学習する。 前回の授業内容を確認すること。（９０分）　　 授業の内容を復習しておくこと。（９０分）　　

前回の授業内容を確認すること。（９０分）　3 ［ドイツ語の動詞について］　動詞の変化について
学び、人称変化させることができる。 授業の内容を復習しておくこと。（９０分）　　

授業の内容を復習しておくこと。（９０分）　　前回の授業内容を確認すること。（９０分）　［不規則変化動詞について］　不規則変化動詞の変
化について学び、人称変化させることができる。4

授業の内容を復習しておくこと。（９０分）　　前回の授業内容を確認すること。（９０分）［seinとhabenについて］　seinとhabenについて学
び、格変化させることができる。5

授業の内容を復習しておくこと。（９０分）　　前回の授業内容を確認すること。（９０分）　［名詞と冠詞について］　名詞と冠詞について学び
、格変化させることができる。6

授業の内容を復習しておくこと。（９０分）　　前回の授業内容を確認すること。（９０分）　［名詞の複数形について］　ドイツ語の名詞の複数
形について学び、格変化させることができる。7

授業の内容を復習しておくこと。（９０分）　　前回の授業内容を確認すること。（９０分）　［人称代名詞について］　人称代名詞の変化につい
て学び、人称変化させることができる。8

授業の内容を復習しておくこと。（９０分）　　前回の授業内容を確認すること。（９０分）　
［定冠詞類について］　ドイツ語の定冠詞類とはど
のような変化をするのかを学び、変化させることが
できる。

9

10
［不定冠詞類について］　ドイツ語の不定冠詞類と
はどのような変化をするのかを学び、変化させるこ
とができる。

前回の授業内容を確認すること。（９０分）　 授業の内容を復習しておくこと。（９０分）　　

授業の内容を復習しておくこと。（９０分）　　前回の授業内容を確認すること。（９０分）　［前置詞について］　ドイツ語の前置詞について学
び、英語との違いを理解する。11

授業の内容を復習しておくこと。（９０分）　　　前回の授業内容を確認すること。（９０分）　
［３・４格支配の前置詞について］　３・４格支配
の前置詞について学び、３格と４格の違いを理解す
る。

12

授業の内容を復習しておくこと。（９０分）　　前回の授業内容を確認すること。（９０分）　［接続詞について］　ドイツ語の接続詞の特徴を学
び、文章を書き換えることができる。13

授業の内容を復習しておくこと。（９０分）　　前回の授業内容を確認すること。（９０分）　［ヒアリング練習］　ヒアリングに関するポイント
を学ぶ。14

授業の内容を復習しておくこと。（９０分）　前回の授業内容を確認すること。（９０分）　［前期学修内容の復習］前期で学んだ文法項目をチ
ェックする。15

試験および解説を受けて講義全体を復習すること。
（９０分）　試験に向け全体を復習すること。（９０分）

［定期試験および解説］　６０分の試験終了後、残
りの30分で解説を行う。授業改善アンケートの実施
。

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業の内容を復習しておくこと。（９０分）　

科目名称 ﾄﾞｲﾂ語入門Ⅰ（M）

共通教育科目科目分類区分

河田　一郎（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

GER051034（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択必修

研究室等所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）河田　一郎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

大学入試センターの問題作成委員としての経験を活かして、ドイツ語教育にかかわる指導を
行う。

基本情報

開講時期

1 渡辺・黒瀬ほか 三修社 9784384123012

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『気分はドイツ(改訂版）』 ２０２１

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



学修した知識を修得できな
かった。

45－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
ドイツ語の初級文法と簡単な会話をマスターする。グローバル化に対応するため、コミュニケーションの一手段としてドイツ語を学び、自らの世界を広げることを
目標とする。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（２）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）に対応する。

到達目標
ドイツ語検定試験５級合格のための基礎を固める。ドイツ語圏への観光、留学をした際に困らない程度の日常会話を身につける。

授業全体の内容と概要
授業ではドイツ語初級文法を基礎から指導を行う。一年後には辞書を使えば、簡単な文章を理解できるようになることを目標とする。ドイツに関連することで、学
生が興味を持ちそうなこと、また教養として知っていてほしいことについて紹介および解説を行う。

授業の方法
授業では板書をしながら、ドイツ語の文法・文化を紹介する。ドイツのＤＶＤ等も見て講義形式で行う。
また、適宜確認テストを実施し、フィードバックとして解説を丁寧に行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
新しいことばかりなので、とにかく授業に参加すること。ドイツ語検定試験受験希望者には特別講義を行なう。再試験の評価は内容の理解度を重視する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

ドイツ語の初級文法につい
て説明及び語形変化等の活
用をすることができる。

基礎的な文法を用いて、平
易なドイツ語の文章を書き
翻訳をすることができる。

ドイツ語の基本的な語彙を
修得し、発音が正確にでき
る。

学修した知識を確実に修得
し、求められるレベルを大
きく超えた。

学修した知識を確実に修得
した。

学修した知識をほぼ修得し
た。　

学修した知識を修得したが
、最低限容認できるレベル
にとどまった。　

与えられた課題に積極的に
取り組み、求められるレベ
ルを大きく超えた。　

与えられた課題に取り組み
、求められるレベルを達成
した。　

与えられた課題に取り組み
、求められるレベルをほぼ
達成した。　

与えられた課題に取り組ん
だが、最低限容認できるレ
ベルにとどまった。

与えられた課題に真面目に
取り組まなかった。　

学修した知識を確実に修得
し、求められるレベルを大
きく超えた。　

学修した知識を確実に修得
した。

学修した知識をほぼ修得し
た。　

学修した知識を修得したが
、最低限容認できるレベル
にとどまった。　

学修した知識を修得できな
かった。

科目名称 ﾄﾞｲﾂ語入門Ⅰ

共通教育科目科目分類区分

河田　一郎（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

GER051034（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年、デザイン学科・３年、建対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）河田　一郎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

大学入試センターの問題作成委員としての経験を活かして、ドイツ語教育にかかわる指導を
行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ０％ ０％ ４０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ［ガイダンス］　授業の進め方・シラバスの説明。
授業改善アンケート結果反映の説明。 シラバスの内容を確認すること。（９０分）　

2 ［ドイツ語の発音について］　発音問題の基本的な
発音、ドイツ語特有な発音について学習する。 前回の授業内容を確認すること。（９０分）　　 授業の内容を復習しておくこと。（９０分）　　

前回の授業内容を確認すること。（９０分）　3 ［ドイツ語の動詞について］　動詞の変化について
学び、人称変化させることができる。 授業の内容を復習しておくこと。（９０分）　　

授業の内容を復習しておくこと。（９０分）　　前回の授業内容を確認すること。（９０分）　［不規則変化動詞について］　不規則変化動詞の変
化について学び、人称変化させることができる。4

授業の内容を復習しておくこと。（９０分）　　前回の授業内容を確認すること。（９０分）［seinとhabenについて］　seinとhabenについて学
び、格変化させることができる。5

授業の内容を復習しておくこと。（９０分）　　前回の授業内容を確認すること。（９０分）　［名詞と冠詞について］　名詞と冠詞について学び
、格変化させることができる。6

授業の内容を復習しておくこと。（９０分）　　前回の授業内容を確認すること。（９０分）　［名詞の複数形について］　ドイツ語の名詞の複数
形について学び、格変化させることができる。7

授業の内容を復習しておくこと。（９０分）　　前回の授業内容を確認すること。（９０分）　［人称代名詞について］　人称代名詞の変化につい
て学び、人称変化させることができる。8

授業の内容を復習しておくこと。（９０分）　　前回の授業内容を確認すること。（９０分）　
［定冠詞類について］　ドイツ語の定冠詞類とはど
のような変化をするのかを学び、変化させることが
できる。

9

10
［不定冠詞類について］　ドイツ語の不定冠詞類と
はどのような変化をするのかを学び、変化させるこ
とができる。

前回の授業内容を確認すること。（９０分）　 授業の内容を復習しておくこと。（９０分）　　

授業の内容を復習しておくこと。（９０分）　　前回の授業内容を確認すること。（９０分）　［前置詞について］　ドイツ語の前置詞について学
び、英語との違いを理解する。11

授業の内容を復習しておくこと。（９０分）　　　前回の授業内容を確認すること。（９０分）　
［３・４格支配の前置詞について］　３・４格支配
の前置詞について学び、３格と４格の違いを理解す
る。

12

授業の内容を復習しておくこと。（９０分）　　前回の授業内容を確認すること。（９０分）　［接続詞について］　ドイツ語の接続詞の特徴を学
び、文章を書き換えることができる。13

授業の内容を復習しておくこと。（９０分）　　前回の授業内容を確認すること。（９０分）　［ヒアリング練習］　ヒアリングに関するポイント
を学ぶ。14

授業の内容を復習しておくこと。（９０分）　前回の授業内容を確認すること。（９０分）　［前期学修内容の復習］前期で学んだ文法項目をチ
ェックする。15

試験および解説を受けて講義全体を復習すること。
（９０分）　試験に向け全体を復習すること。（９０分）

［定期試験および解説］　６０分の試験終了後、残
りの30分で解説を行う。授業改善アンケートの実施
。

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業の内容を復習しておくこと。（９０分）　

科目名称 ﾄﾞｲﾂ語入門Ⅰ

共通教育科目科目分類区分

河田　一郎（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

GER051034（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年、デザイン学科・３年、建対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）河田　一郎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

大学入試センターの問題作成委員としての経験を活かして、ドイツ語教育にかかわる指導を
行う。

基本情報

開講時期

1 渡辺・黒瀬ほか 三修社 9784384123012

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『気分はドイツ(改訂版）』 ２０２１

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



行動の仕方を守らず役割を
果たさなく意欲も全くなく
安全に注意を払うことがで
きなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
生涯を健康で有意義に過ごすため、健康と体力を保持増進するとともに、身体活動を通して社会性や協調性を養い、高齢化社会を迎えた現在、将来に向け健康で豊
かな生活を営んでいくための生涯スポーツの基礎を養い必要な知識を身に着ける。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（４）（５）に対応する。　

到達目標
地域や職域に於けるスポ－ツ・レクリェーション活動を実践し、競技の特性やル-ルを学び理解することができる。

授業全体の内容と概要
各種目の基本技術の習得及びルールを学び、ゲーム中心に授業を進める。

授業の方法
授業形態は実技であり、各種目の特性を考慮し基本的な動作やルールを理解させ怪我に注意を払いながらゲーム運営ができるように配慮していく。また授業の中で
種目ごとに理解されているか確認の実技試験を実施する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
ジャ－ジ、屋内運動靴を必ず用意する。アクセサリー（時計、指輪、ピアス等）は全て外す。携帯電話の電源は必ず切る。貴重品・多額の現金は持参しない。爪・
髪の毛等は清潔にその他注意事項の詳細は授業ガイダンスで指示する。
＊健康上の理由で医師から運動を停止されている者は、申し出の上指示を受けること。

資格指定科目
教職課程（全教科）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

関心・意欲・態度・判断

各運動技能

知識・理解（ルール、審判
、運営の仕方）

その他

自ら進んで行動や役割を果
たすことが出来、とても意
欲的に取り組み、且つ安全
に細心の注意を払うことが
できた。

積極的に行動や役割を果た
すことができ、意欲的に取
り組み、安全に注意を払う
ことができた。

行動の仕方を守り役割を果
たすことができ、普通に取
り組み安全に注意を払うこ
とができた。

行動の仕方を守らず役割を
果たしていないときがあっ
たが安全に注意を払うこと
ができた。

各種の運動技能に優れ充分
にできた。

各種の運動技能が７割程度
できた。

各種の運動技能が５割程度
できた。

各種の運動技能が３割程度
できた。

各種の運動技能が全くでき
なかった。

ルールを完全にマスター審
判やゲーム運営の仕方につ
いて状況や場面に応じて理
解することができた。

ルールをある程度マスター
し審判やゲーム運営の仕方
について応用的に理解する
ことができた。

ルールを最低限マスターし
審判やゲーム運営の仕方に
ついて理解することができ
た。

ルールを最低限マスターし
審判やゲーム運営の仕方に
ついて部分的に理解するこ
とができた。

ルールを全くマスターして
おらず審判やゲーム運営の
仕方について理解ができな
かった。

各学部、学科や男女差、年
齢差によって評価を考慮し
ていく。

各学部、学科や男女差、年
齢差によって評価を考慮し
ていく。

各学部、学科や男女差、年
齢差によって評価を考慮し
ていく。

各学部、学科や男女差、年
齢差によって評価を考慮し
ていく。

各学部、学科や男女差、年
齢差によって評価を考慮し
ていく。

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂ総合（M-A1）

共通教育科目科目分類区分

中川　純二（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

HSS031027（科目ナンバリング： ）

前期

前期対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 1号館2階

単位数 1 (単位認定責任者： ）中川　純二 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして、高齢化社会を迎えた現在、将
来に向けて健康で豊かな生活を営んでいくための生涯スポ－ツの基礎を指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、11回以上。
男女差、年齢差によって評価を考慮していく。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

0% 0% 0％ 40％ 50% 10％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス（シラバスの説明）
授業改善アンケート結果反映の説明 事前にシラバスを読んで確認しておく（４５分）

2 体力測定 健康に留意し体調を整えておく（４５分） 身体のケアーを怠らない（４５分）

健康に留意し体調を整えておく（４５分）3 体力測定 身体のケアーを怠らない（４５分）

次回の授業の為にルールを理解しておく（４５分）種目の特性について理解しておく（４５分）
ボ－ルゲーム/ネット型（卓球、バトミントン、バ
レーボール、ミニバレー）基本動作と審判法、ゲー
ム運営

4

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボ－ルゲーム/ネット型（卓球、バトミントン、バ
レーボール、ミニバレー）ゲーム5

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボ－ルゲーム/ネット型（卓球、バトミントン、バ
レーボール、ミニバレー）ゲーム6

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボ－ルゲーム/ネット型（卓球、バトミントン、バ
レーボール、ミニバレー）ゲーム7

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボ－ルゲーム/ネット型（卓球、バトミントン、バ
レーボール、ミニバレー）ゲーム8

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボ－ルゲーム/ネット型（卓球、バトミントン、バ
レーボール、ミニバレー）ゲーム9

10
ボールゲーム/ゴール型（バスケットボール、フッ
トサル、アルティメット）基本動作と審判法、ゲー
ム運営

種目の特性について理解しておく（４５分） 次回の授業の為にルールを理解しておく（４５分）

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム/ゴール型（バスケットボール、フッ
トサル、アルティメット）ゲーム11

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム/ゴール型（バスケットボール、フッ
トサル、アルティメット）ゲーム12

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム/ゴール型（バスケットボール、フッ
トサル、アルティメット）ゲーム13

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム/ゴール型（バスケットボール、フッ
トサル、アルティメット）ゲーム14

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム/ゴール型（バスケットボール、フッ
トサル、アルティメット）ゲーム15

生涯スポーツとしての基礎を理解する（４５分）種目の特性やルールについて理解しておく（４５分
）

まとめ
授業改善アンケ-トの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ガイダンスの内容を理解しておく（４５分）

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂ総合（M-A1）

共通教育科目科目分類区分

中川　純二（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

HSS031027（科目ナンバリング： ）

前期

前期対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 1号館2階

単位数 1 (単位認定責任者： ）中川　純二 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして、高齢化社会を迎えた現在、将
来に向けて健康で豊かな生活を営んでいくための生涯スポ－ツの基礎を指導する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 文部科学省 大修館書店 4469365603

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『「アクティブスポ－ツ総合版」』 2019

2

3

4

5



行動の仕方を守らず役割を
果たさなく意欲も全くなく
安全に注意を払うことがで
きなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
生涯を健康で有意義に過ごすため，健康と体力を保持増進するとともに，身体活動を通して社会性や協調性を養い，高齢化社会を迎えた現在，将来に向け健康で豊
かな生活を営んでいくための生涯スポーツの基礎を養い必要な知識を身につける。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（4）（5）に対応する。

到達目標
地域や職域に於けるスポーツ・レクリェーション活動を実践し，競技の特性やルールを学び理解することができる。

授業全体の内容と概要
各種目の基本技術の習得及びルールを学び，ゲーム中心に授業を進める。

授業の方法
授業形態は実技であり、各種目の特性を考慮し基礎的な動作やルールを理解させ怪我に注意を払いながらゲーム運営ができるように配慮していく。また授業の中で
種目ごとに理解されているか確認の実技試験を実施する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
ジャージ・屋内運動靴を必ず用意する。アクセサリー（時計，指輪，ピアス等）は全て外す。携電電話の電源は必ず切る。貴重品・多額の現金は持参しない。爪・
髪の毛等は清潔にその他注意事項の詳細は授業ガイダンスで指示する。
※健康上の理由で医師から運動を停止されている者は，申し出の上指示を受けること。

資格指定科目
教職課程（全教科）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

関心・意欲・態度・判断

各運動技能

知識・理解（ルール、審判
、運営の仕方）

その他

自ら進んで行動や役割を果
たすことができ、とても意
欲的に取り組み、且つ安全
に細心の注意を払うことが
できた。

積極的に行動や役割を果た
すことができ、意欲的に取
り組み、安全に注意を払う
ことができた。

行動の仕方を守り役割を果
たすことができ、普通に取
り組み安全に注意を払うこ
とができた。

行動の仕方を守らず役割を
果たしていないときがあっ
たが安全に注意を払うこと
ができた。

各種目の運動技能に優れ充
分にできた。

各種目の運動技能が７割程
度できた。

各種目の運動技能が５割程
度できた。

各種目の運動技能が３割程
度できた。

各種目の運動技能が全くで
きなかった。

ルールを完全にマスターし
審判やゲーム運営の仕方に
ついて状況や場面に応じて
理解することができた。

ルールをある程度マスター
し審判やゲーム運営の仕方
について応用的に理解する
ことができた。

ルールを最低限マスターし
審判やゲーム運営の仕方に
ついて理解することができ
た。

ルールを最低限マスターし
審判やゲーム運営の仕方に
ついて部分的に理解するこ
とができた。

ルールを全くマスターして
おらず審判やゲーム運営の
仕方について理解ができな
かった。

各学部、学科や男女差、年
齢差によって評価を考慮し
ていく。

各学部、学科や男女差、年
齢差によって評価を考慮し
ていく。

各学部、学科や男女差、年
齢差によって評価を考慮し
ていく。

各学部、学科や男女差、年
齢差によって評価を考慮し
ていく。

各学部、学科や男女差、年
齢差によって評価を考慮し
ていく。

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂ総合（M-B2）

共通教育科目科目分類区分

石井　祐治（経営学科・特任講師）授業担当者（所
属・職名）

HSS031027（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）石井　祐治 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして、高齢化社会を迎えた現在、将
来に向け健康で豊かな生活を営んでいくための生涯スポーツの基礎を指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１１回以上。
男女差、年齢差によって評価を考慮していく。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ４０％ ５０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス（シラバスの説明）
授業改善アンケート結果反映の説明 事前にシラバスを読んで確認しておく（４５分）

2 体力測定 健康に留意し体調を整えておく（４５分） 身体のケアーを怠らない（４５分）

健康に留意し体調を整えておく（４５分）3 体力測定 身体のケアーを怠らない（４５分）

次回の授業の為にルールを理解しておく（４５分）種目の特性について理解しておく（４５分）
ボールゲーム／ネット型（卓球、バドミントン、バ
レーボール、ミニバレー）基礎動作と審判法，ゲー
ム運営

4

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ネット型（卓球、バトミントン、バ
レーボール、ミニバレー）ゲーム5

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ネット型（卓球、バトミントン、バ
レーボール、ミニバレー）ゲーム6

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ネット型（卓球、バトミントン、バ
レーボール、ミニバレー）ゲーム7

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ネット型（卓球、バトミントン、バ
レーボール、ミニバレー）ゲーム8

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ネット型（卓球、バトミントン、バ
レーボール、ミニバレー）ゲーム9

10
ボールゲーム／ゴール型（バスケツトボール、フッ
トサル、アルティメット）基礎動作と審判法，ゲー
ム運営

種目の特性について理解しておく（４５分） 次回の授業の為にルールを理解しておく（４５分）

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ゴール型（バスケツトボール、フッ
トサル、アルティメット）ゲーム11

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ゴール型（バスケツトボール、フッ
トサル、アルティメット）ゲーム12

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ゴール型（バスケツトボール、フッ
トサル、アルティメット）ゲーム13

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ゴール型（バスケツトボール、フッ
トサル、アルティメット）ゲーム14

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）
ボールゲーム／ゴール型（バスケツトボール、フッ
トサル、アルティメット）ゲーム
授業改善アンケートの実施

15

生涯スポーツとしての基礎を理解する（４５分）種目の特性やルールについて理解しておく（４５分
）まとめ(授業改善アンケートの実施)16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ガイダンスの内容を理解しておく（４５分）

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂ総合（M-B2）

共通教育科目科目分類区分

石井　祐治（経営学科・特任講師）授業担当者（所
属・職名）

HSS031027（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）石井　祐治 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして、高齢化社会を迎えた現在、将
来に向け健康で豊かな生活を営んでいくための生涯スポーツの基礎を指導する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 文部科学省 大修館書店 4469365603

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『アクティブスポーツ総合版』 2019

2

3

4

5



行動の仕方を守らず役割を
果たさなく意欲も全くなく
安全に注意を払うことがで
きなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
生涯を健康で有意義に過ごすため，健康と体力を保持増進するとともに，身体活動を通して社会性や協調性を養い，高齢化社会を迎えた現在，将来に向け健康で豊
かな生活を営んでいくための生涯スポーツの基礎を養い必要な知識を身につける。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（４）（５）に対応する。

到達目標
地域や職域に於けるスポーツ・レクリェーション活動を実践し，競技の特性やルールを学び理解することができる。

授業全体の内容と概要
各種目の基本技術の習得及びルールを学び，ゲーム中心に授業を進める。

授業の方法
授業形態は実技であり、各種目の特性を考慮し基礎的な動作やルールを理解させ怪我に注意を払いながらゲーム運営ができるように配慮していく。また授業の中で
種目ごとに理解されているか確認の実技試験を実施する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
ジャージ・屋内運動靴を必ず用意する。アクセサリー（時計，指輪，ピアス等）は全て外す。携電電話の電源は必ず切る。貴重品・多額の現金は持参しない。爪・
髪の毛等は清潔にその他注意事項の詳細は授業ガイダンスで指示する。
※健康上の理由で医師から運動を停止されている者は，申し出の上指示を受けること。

資格指定科目
教職課程（全教科）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

関心・意欲・態度・判断

各運動技能

知識・理解（ルール、審判
、運営の仕方）

その他

自ら進んで行動や役割を果
たすことができ、とても意
欲的に取り組み、且つ安全
に細心の注意を払うことが
できた。

積極的に行動や役割を果た
すことができ、意欲的に取
り組み、安全に注意を払う
ことができた。

行動の仕方を守り役割を果
たすことができ、普通に取
り組み安全に注意を払うこ
とができた。

行動の仕方を守らず役割を
果たしていないときがあっ
たが安全に注意を払うこと
ができた。

各種目の運動技能に優れ充
分にできた。

各種目の運動技能が７割程
度できた。

各種目の運動技能が５割程
度できた。

各種目の運動技能が３割程
度できた。

各種目の運動技能が全くで
きなかった。

ルールを完全にマスターし
審判やゲーム運営の仕方に
ついて状況や場面に応じて
理解することができた。

ルールをある程度マスター
し審判やゲーム運営の仕方
について応用的に理解する
ことができた。

ルールを最低限マスターし
審判やゲーム運営の仕方に
ついて理解することができ
た。

ルールを最低限マスターし
審判やゲーム運営の仕方に
ついて部分的に理解するこ
とができた。

ルールを全くマスターして
おらず審判やゲーム運営の
仕方について理解ができな
かった。

各学部、学科や男女差、年
齢差によって評価を考慮し
ていく。

各学部、学科や男女差、年
齢差によって評価を考慮し
ていく。

各学部、学科や男女差、年
齢差によって評価を考慮し
ていく。

各学部、学科や男女差、年
齢差によって評価を考慮し
ていく。

各学部、学科や男女差、年
齢差によって評価を考慮し
ていく。

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂ総合（M-C3）

共通教育科目科目分類区分

佐藤　和裕（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

HSS031027（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）佐藤　和裕 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして、高齢化社会を迎えた現在、将
来に向け健康で豊かな生活を営んでいくための生涯スポーツの基礎を指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１１回以上。
男女差、年齢差によって評価を考慮していく。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ４０％ ５０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス（シラバスの説明）
授業改善アンケート結果反映の説明 事前にシラバスを読んで確認しておく（４５分）

2 体力測定 健康に留意し体調を整えておく（４５分） 身体のケアーを怠らない（４５分）

健康に留意し体調を整えておく（４５分）3 体力測定 身体のケアーを怠らない（４５分）

次回の授業の為にルールを理解しておく（４５分）種目の特性について理解しておく（４５分）
ボールゲーム／ネット型（卓球、バドミントン、バ
レーボール、ミニバレー）基礎動作と審判法，ゲー
ム運営

4

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ネット型（卓球、バトミントン、バ
レーボール、ミニバレー）ゲーム5

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ネット型（卓球、バトミントン、バ
レーボール、ミニバレー）ゲーム6

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ネット型（卓球、バトミントン、バ
レーボール、ミニバレー）ゲーム7

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ネット型（卓球、バトミントン、バ
レーボール、ミニバレー）ゲーム8

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ネット型（卓球、バトミントン、バ
レーボール、ミニバレー）ゲーム9

10
ボールゲーム／ゴール型（バスケツトボール、フッ
トサル、アルティメット）基礎動作と審判法，ゲー
ム運営

種目の特性について理解しておく（４５分） 次回の授業の為にルールを理解しておく（４５分）

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ゴール型（バスケツトボール、フッ
トサル、アルティメット）ゲーム11

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ゴール型（バスケツトボール、フッ
トサル、アルティメット）ゲーム12

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ゴール型（バスケツトボール、フッ
トサル、アルティメット）ゲーム13

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ゴール型（バスケツトボール、フッ
トサル、アルティメット）ゲーム14

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）
ボールゲーム／ゴール型（バスケツトボール、フッ
トサル、アルティメット）ゲーム
授業改善アンケートの実施

15

生涯スポーツとしての基礎を理解する（４５分）種目の特性やルールについて理解しておく（４５分
）まとめ(授業改善アンケートの実施)16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ガイダンスの内容を理解しておく（４５分）

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂ総合（M-C3）

共通教育科目科目分類区分

佐藤　和裕（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

HSS031027（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）佐藤　和裕 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして、高齢化社会を迎えた現在、将
来に向け健康で豊かな生活を営んでいくための生涯スポーツの基礎を指導する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 文部科学省 大修館書店 4469365603

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『アクティブスポーツ総合版』 2019

2

3

4

5



行動の仕方を守らず役割を
はたさなく意欲も全くなく
，安全に注意を配っていな
かった。

53－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
生涯を健康で有意義に過ごすため，健康と体力を保持増進するとともに，身体活動をとおして社会性や協調性を養い，高齢化社会を迎えた現在，将来に向け健康で
豊かな生活を営んでいくための生涯スポーツの基礎を学ぶ。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDＰ（４）（５）に対応する。

到達目標
地域や職域に於けるスポーツ・レクリエーション活動を実践し，競技の特性やルールを学び理解することができる。

授業全体の内容と概要
各種目の基本技術を考慮し基礎的な動作やルールを学び、ゲーム中心に授業を進める。

授業の方法
各種目の特性を考慮し基礎的な動作やルールを理解させ怪我に注意を払いながらゲーム運営ができるように配慮していく。また授業の中で種目ごとに理解されてい
るのか確認の実技試験を実施する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
１ジャージ・屋内運動靴を必ず用意する。
２アクセサリー（時計，指輪，ピアス等）は全て外す。
３携帯電話の電源は必ず切る。
４貴重品・多額の現金は持参しない。
５爪・髪の毛等は清潔にその他注意事項の詳細は授業ガイダンスで支持する。
＊健康上の理由で医師から運動を停止されている者は，申し出の上指示を受けること。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

スポーツに関する関心・意
欲・態度・判断

各運動技能

知識・理解（ルール，審判
，運営の仕方）

自ら進んで行動や役割を果
すことができ，とても意欲
的に取り組み，且つ安全に
細心の注意を払うことがで
きた。

積極的に行動や役割を果た
すことができ，意欲的に取
り組み，安全に注意を払う
ことができた。

行動の仕方を守り役割をお
おむね果すことができ，普
通に取り組み安全に注意を
払っていた。

行動の仕方を守り役割を果
すことができ，普通に取り
組み安全に注意を払ってい
た。

各種目の運動技能に優れ充
分にできた。

各種目の運動技能が7割程
度できた。

各種目の運動技能が5割程
度できた。

各種目の運動技能が3割程
度できた。

各種目の運動技能が全くで
きなくやる気がなかった。

ルールを完全にマスターし
審判やゲーム運営のしかた
について状況や場面に応じ
て理解することができた。

ルールをおおむねマスター
し審判やゲーム運営のしか
たについて応用的に理解す
ることができた。

ルールを一定的マスターし
審判やゲーム運営のしかた
について理解することがで
きた。

ルールを一定的マスターし
審判やゲーム運営のしかた
について理解することがで
きた。

ルールを全くマスターして
おらず審判やゲーム運営の
しかたについて理解できて
いなかった。

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂ総合（S-A1）

共通教育科目科目分類区分

三嶋　康嗣（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

HSS031027（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）三嶋　康嗣 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして，生涯スポーツの基礎を指導す
る。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１１回以上。
男女差、年齢差によって評価を考慮していく。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ４０％ ５０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

54－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
ガイダンス
授業改善アンケート結果反映の説明

事前にシラバスを読んで認識しておく（４５分）

2 体力測定① 健康に留意し体調を整えておく（４５分） 身体のケアーを怠らない（４５分）

健康に留意し体調を整えておく（４５分）3 体力測定② 身体のケアーを怠らない（４５分）

次回の授業の為にルールを理解しておく（４５分）種目の特性について理解しておく（４５分）
ボールゲーム／ネット型（卓球，バドミントン，バ
レーボール，ミニバレー）基礎動作と審判法，ゲー
ム運営

4

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ネット型（卓球，バドミントン，バ
レーボール，ミニバレー）ゲーム5

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ネット型（卓球，バドミントン，バ
レーボール，ミニバレー）ゲーム6

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ネット型（卓球，バドミントン，バ
レーボール，ミニバレー）ゲーム7

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ネット型（卓球，バドミントン，バ
レーボール，ミニバレー）ゲーム8

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ネット型（卓球，バドミントン，バ
レーボール，ミニバレー）9

10
ボールゲーム／ゴール型（バスケットボール，フッ
トサル，アルティメット）基礎動作と審判法，ゲー
ム運営

種目の特性について理解しておく（４５分） 次回の授業の為にルールを理解しておく（４５分）

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ゴール型（バスケットボール，フッ
トサル，アルティメット）ゲーム11

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ゴール型（バスケットボール，フッ
トサル，アルティメット）ゲーム12

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ゴール型（バスケットボール，フッ
トサル，アルティメット）ゲーム13

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ゴール型（バスケットボール，フッ
トサル，アルティメット）ゲーム14

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）
ボールゲーム／ゴール型（バスケットボール，フッ
トサル，アルティメット）ゲーム
授業改善アンケートの実施

15

生涯スポーツとしての基礎を理解する（４５分）種目の特性やルールについて理解しておく（４５分
）まとめ16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ガイダンスの内容を理解しておく（４５分）

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂ総合（S-A1）

共通教育科目科目分類区分

三嶋　康嗣（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

HSS031027（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）三嶋　康嗣 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして，生涯スポーツの基礎を指導す
る。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 大修館書店編集部 大修館書店 97844693603

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『アクティブスポーツ総合版』 ２０１９

2

3

4

5



行動の仕方を守らず役割を
果たさなく意欲も全くなく
，安全に注意を配っていな
かった。

55－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
生涯を健康で有意義に過ごすため、健康と体力を保持増進するとともに、身体活動を通して社会性や協調性を養い、高齢化社会を迎えた現在、将来に向け健康で豊
かな生活を営んでいくための生涯スポーツの基礎を養い必要な知識を身につける。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
地域や職域におけるスポーツ・レクリェーション活動に実践できるよう、競技の特性やルールを学び理解できる。

授業全体の内容と概要
各種目の基本技術の習得及びルールを学び、ゲーム中心に授業を進める。

授業の方法
種目の特性を考慮し基礎的な動作やルールを理解させ怪我に注意を払いながらゲーム運営ができるように配慮していく。また授業の中で種目ごとに理解されている
か確認の実技試験を実施する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
１　ジャージ・屋内運動靴を必ず用意する。２　アクセサリー（時計、指輪、ピアス等）は全て外す。３　携電電話の電源は必ず切る。４　貴重品・多額の現金は
持参しない。５　爪・髪の毛等は清潔にその他注意事項の詳細は授業ガイダンスで指示する。
※健康上の理由で医師から運動を停止されている者は、申し出の上指示を受けること。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

関心・意欲・態度・判断

各運動技能

知識・理解(ルール，審判
，運営の仕方)

自ら進んで行動や役割を果
たすことができ，とても意
欲的に取り組み，かつ安全
に細心の注意を払うことが
できた。

積極的に行動や役割を果た
すことができ，意欲的に取
り組み，安全に注意を払う
ことができた。

行動の仕方を守り役割を果
たすことができ，普通に取
り組み安全に注意を払って
いた。

行動の仕方を守らず役割を
果たそうとしない時があり
，意欲もない時があり安全
に注意を配っていなかった
。

各種目の運動技能に優れ充
分にできていた。

各種目の運動技能が７割程
度できた。

各種目の運動技能が５割程
度できた。

各種目の運動技能が３割程
度できた。

各種目の運動技能が全くで
きなくやる気がなかった。

ルールを完全にマスターし
審判やゲーム運営の仕方に
ついて状況や場面に応じて
理解することができた。

ルールをある程度マスター
し審判やゲーム運営の仕方
について応用的に理解する
ことができた。

ルールを最低限マスターし
審判やゲーム運営の仕方に
ついて理解することができ
た。

ルールほとんどにマスター
しておらず審判やゲーム運
営の仕方について部分的な
理解に留まっていた。

ルールをまったくマスター
しておらず審判やゲーム運
営の仕方について理解でき
ていなかった。

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂ総合（D-A1）

共通教育科目科目分類区分

三嶋　康嗣（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

HSS031027（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）三嶋　康嗣 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かし、高齢化社会を迎えた現在、将来
に向け健康で豊かな生活を営んでいくための生涯スポーツの基礎を指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ４０％ ５０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス(シラバス説明)。
授業改善アンケート結果反映の説明 事前にシラバスを読んで確認しておく（４５分）

2 体力測定 健康に留意し体調を整えておく（４５分） 身体のケアーを怠らない
（４５分）

健康に留意し体調を整えておく（４５分）3 体力測定 身体のケアーを怠らない
（４５分）

次回の授業の為にルールを理解しておく（４５分）種目の特性について理解しておく（４５分）
ボールゲーム/ネット型(卓球・バドミントン・バレ
ーボール・ミニバレー)基礎動作と審判法，ゲーム
運営

4

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム/ネット型(卓球・バドミントン・バレ
ーボール・ミニバレー)5

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム/ネット型(卓球・バドミントン・バレ
ーボール・ミニバレー)6

ゲーム運営について理解しておく（４５5分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム/ネット型(卓球・バドミントン・バレ
ーボール・ミニバレー)7

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）
ボールゲーム/ネット型(卓球・バドミントン・バレ
ーボール・ミニバレー)基礎動作と審判法，ゲーム
運営

8

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム/ネット型(卓球・バドミントン・バレ
ーボール・ミニバレー)9

10
ボールゲーム/ゴール型(バスケットボール・フット
サル・アルティメット)基礎動作と審判法，ゲーム
運営

種目の特性について理解しておく（４５分） 次回の授業の為にルールを理解しておく（４５分）

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム/ゴール型(バスケットボール・フット
サル・アルティメット)11

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム/ゴール型(バスケットボール・フット
サル・アルティメット)12

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム/ゴール型(バスケットボール・フット
サル・アルティメット)13

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム/ゴール型(バスケットボール・フット
サル・アルティメット)14

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）
ボールゲーム/ゴール型(バスケットボール・フット
サル・アルティメット)
授業改善アンケートの実施

15

生涯スポーツとしての基礎を理解する（４５分）種目の特性やルールについて理解しておく（４５分
）まとめ。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ガイダンスの内容を理解しておく（45４５分）

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂ総合（D-A1）

共通教育科目科目分類区分

三嶋　康嗣（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

HSS031027（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）三嶋　康嗣 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かし、高齢化社会を迎えた現在、将来
に向け健康で豊かな生活を営んでいくための生涯スポーツの基礎を指導する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



行動の仕方を守らず役割を
果たさなく意欲も全くなく
，安全に注意を配っていな
かった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
生涯を健康で有意義に過ごすため、健康と体力を保持増進するとともに、身体活動を通して社会性や協調性を養い、高齢化社会を迎えた現在、将来に向け健康で豊
かな生活を営んでいくための生涯スポーツの基礎を養い必要な知識を身につける。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（４）に対応する。

到達目標
地域や職域におけるスポーツ・レクリェーション活動に実践できるよう、競技の特性やルールを学び理解できる。

授業全体の内容と概要
各種目の基本技術の習得及びルールを学び、ゲーム中心に授業を進める。

授業の方法
種目の特性を考慮し基礎的な動作やルールを理解させ怪我に注意を払いながらゲーム運営ができるように配慮していく。また授業の中で種目ごとに理解されている
か確認の実技試験を実施する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
1　ジャージ・屋内運動靴を必ず用意する。2　アクセサリー（時計、指輪、ピアス等）は全て外す。3　携電電話の電源は必ず切る。4　貴重品・多額の現金は持参
しない。5　爪・髪の毛等は清潔にその他注意事項の詳細は授業ガイダンスで指示する。
※健康上の理由で医師から運動を停止されている者は、申し出の上指示を受けること。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

関心・意欲・態度・判断

各運動技能

知識・理解(ルール，審判
，運営の仕方)

自ら進んで行動や役割を果
たすことができ，とても意
欲的に取り組み，かつ安全
に細心の注意を払うことが
できた。

積極的に行動や役割を果た
すことができ，意欲的に取
り組み，安全に注意を払う
ことができた。

行動の仕方を守り役割を果
たすことができ，普通に取
り組み安全に注意を払って
いた。

行動の仕方を守らず役割を
果たそうとしない時があり
，意欲もない時があり安全
に注意を配っていなかった
。

各種目の運動技能に優れ充
分にできていた。

各種目の運動技能が７割程
度できた。

各種目の運動技能が５割程
度できた。

各種目の運動技能が３割程
度できた。

各種目の運動技能が全くで
きなくやる気がなかった。

ルールを完全にマスターし
審判やゲーム運営の仕方に
ついて状況や場面に応じて
理解することができた。

ルールをある程度マスター
し審判やゲーム運営の仕方
について応用的に理解する
ことができた。

ルールを最低限マスターし
審判やゲーム運営の仕方に
ついて理解することができ
た。

ルールほとんどにマスター
しておらず審判やゲーム運
営の仕方について部分的な
理解に留まっていた。

ルールをまったくマスター
しておらず審判やゲーム運
営の仕方について理解でき
ていなかった。

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂ総合（A-1）

共通教育科目科目分類区分

小山　尋明（建築学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

HSS031027（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館４階

単位数 1 (単位認定責任者： ）小山　尋明 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして、高齢化社会を迎えた現在、将
来に向け健康で豊かな生活を営んでいくための生涯スポーツの基礎を指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ４０％ ５０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 授業改善アンケート結果反映の説明
ガイダンス(シラバス説明) 事前にシラバスを読んで確認しておく（45分）

2 体力測定 健康に留意し体調を整えておく（45分） 身体のケアーを怠らない
（45分）

健康に留意し体調を整えておく（45分）3 体力測定 身体のケアーを怠らない
（45分）

次回の授業の為にルールを理解しておく（45分）種目の特性について理解しておく（45分）
ボールゲーム/ネット型(卓球・バドミントン・バレ
ーボール・ミニバレー)基礎動作と審判法，ゲーム
運営

4

ゲーム運営について理解しておく（45分）ゲーム運営について確認しておく（45分）ボールゲーム/ネット型(卓球・バドミントン・バレ
ーボール・ミニバレー)5

ゲーム運営について理解しておく（45分）ゲーム運営について確認しておく（45分）ボールゲーム/ネット型(卓球・バドミントン・バレ
ーボール・ミニバレー)6

ゲーム運営について理解しておく（45分）ゲーム運営について確認しておく（45分）ボールゲーム/ネット型(卓球・バドミントン・バレ
ーボール・ミニバレー)7

ゲーム運営について理解しておく（45分）ゲーム運営について確認しておく（45分）
ボールゲーム/ネット型(卓球・バドミントン・バレ
ーボール・ミニバレー)基礎動作と審判法，ゲーム
運営

8

ゲーム運営について理解しておく（45分）ゲーム運営について確認しておく（45分）ボールゲーム/ネット型(卓球・バドミントン・バレ
ーボール・ミニバレー)9

10
ボールゲーム/ゴール型(バスケットボール・フット
サル・アルティメット)基礎動作と審判法，ゲーム
運営

種目の特性について理解しておく（45分） 次回の授業の為にルールを理解しておく（45分）

ゲーム運営について理解しておく（45分）ゲーム運営について確認しておく（45分）ボールゲーム/ゴール型(バスケットボール・フット
サル・アルティメット)11

ゲーム運営について理解しておく（45分）ゲーム運営について確認しておく（45分）ボールゲーム/ゴール型(バスケットボール・フット
サル・アルティメット)12

ゲーム運営について理解しておく（45分）ゲーム運営について確認しておく（45分）ボールゲーム/ゴール型(バスケットボール・フット
サル・アルティメット)13

ゲーム運営について理解しておく（45分）ゲーム運営について確認しておく（45分）ボールゲーム/ゴール型(バスケットボール・フット
サル・アルティメット)14

ゲーム運営について理解しておく（45分）ゲーム運営について確認しておく（45分）ボールゲーム/ゴール型(バスケットボール・フット
サル・アルティメット)15

生涯スポーツとしての基礎を理解する（45分）種目の特性やルールについて理解しておく（45分）まとめ
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ガイダンスの内容を理解しておく（45分）

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂ総合（A-1）

共通教育科目科目分類区分

小山　尋明（建築学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

HSS031027（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館４階

単位数 1 (単位認定責任者： ）小山　尋明 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして、高齢化社会を迎えた現在、将
来に向け健康で豊かな生活を営んでいくための生涯スポーツの基礎を指導する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



行動の仕方を守らず役割を
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
生涯を健康で有意義に過ごすため，健康と体力を保持増進するとともに，身体活動をとおして社会性や協調性を養い，高齢化社会を迎えた現在，将来に向け健康で
豊かな生活を営んでいくための生涯スポーツの基礎を学ぶ。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（４）（５）に対応する。

到達目標
地域や職域に於けるスポーツ・レクリエーション活動を実践し，競技の特性やルールを学び理解することができる。

授業全体の内容と概要
各種目の基本技術を考慮し基礎的な動作やルールを学び、ゲーム中心に授業を進める。

授業の方法
各種目の特性を考慮し基礎的な動作やルールを理解させ怪我に注意を払いながらゲーム運営ができるように配慮していく。また授業の中で種目ごとに理解されてい
るのか確認の実技試験を実施する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
１ジャージ・屋内運動靴を必ず用意する。
２アクセサリー（時計，指輪，ピアス等）は全て外す。
３携帯電話の電源は必ず切る。
４貴重品・多額の現金は持参しない。
５爪・髪の毛等は清潔にその他注意事項の詳細は授業ガイダンスで支持する。
＊健康上の理由で医師から運動を停止されている者は，申し出の上指示を受けること。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

スポーツに関する関心・意
欲・態度・判断

各運動技能

知識・理解（ルール，審判
，運営の仕方）

自ら進んで行動や役割を果
すことができ，とても意欲
的に取り組み，且つ安全に
細心の注意を払うことがで
きた。

積極的に行動や役割を果た
すことができ，意欲的に取
り組み，安全に注意を払う
ことができた。

行動の仕方を守り役割をお
おむね果すことができ，普
通に取り組み安全に注意を
払っていた。

行動の仕方を守り役割を果
すことができ，普通に取り
組み安全に注意を払ってい
た。

各種目の運動技能に優れ充
分にできた。

各種目の運動技能が7割程
度できた。

各種目の運動技能が5割程
度できた。

各種目の運動技能が3割程
度できた。

各種目の運動技能が全くで
きなくやる気がなかった。

ルールを完全にマスターし
審判やゲーム運営のしかた
について状況や場面に応じ
て理解することができた。

ルールをおおむねマスター
し審判やゲーム運営のしか
たについて応用的に理解す
ることができた。

ルールを一定的マスターし
審判やゲーム運営のしかた
について理解することがで
きた。

ルールを一定的マスターし
審判やゲーム運営のしかた
について理解することがで
きた。

ルールを全くマスターして
おらず審判やゲーム運営の
しかたについて理解できて
いなかった。

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂ総合（S-B1）

共通教育科目科目分類区分

三嶋　康嗣（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

HSS031027（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）三嶋　康嗣 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして，生涯スポーツの基礎を指導す
る。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１１回以上。
男女差、年齢差によって評価を考慮していく。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ４０％ ５０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
ガイダンス
授業改善アンケート結果反映の説明

事前にシラバスを読んで認識しておく（４５分）

2 体力測定① 健康に留意し体調を整えておく（４５分） 身体のケアーを怠らない（４５分）

健康に留意し体調を整えておく（４５分）3 体力測定② 身体のケアーを怠らない（４５分）

次回の授業の為にルールを理解しておく（４５分）種目の特性について理解しておく（４５分）
ボールゲーム／ネット型（卓球，バドミントン，バ
レーボール，ミニバレー）基礎動作と審判法，ゲー
ム運営

4

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ネット型（卓球，バドミントン，バ
レーボール，ミニバレー）ゲーム5

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ネット型（卓球，バドミントン，バ
レーボール，ミニバレー）ゲーム6

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ネット型（卓球，バドミントン，バ
レーボール，ミニバレー）ゲーム7

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ネット型（卓球，バドミントン，バ
レーボール，ミニバレー）ゲーム8

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ネット型（卓球，バドミントン，バ
レーボール，ミニバレー）9

10
ボールゲーム／ゴール型（バスケットボール，フッ
トサル，アルティメット）基礎動作と審判法，ゲー
ム運営

種目の特性について理解しておく（４５分） 次回の授業の為にルールを理解しておく（４５分）

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ゴール型（バスケットボール，フッ
トサル，アルティメット）ゲーム11

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ゴール型（バスケットボール，フッ
トサル，アルティメット）ゲーム12

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ゴール型（バスケットボール，フッ
トサル，アルティメット）ゲーム13

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）ボールゲーム／ゴール型（バスケットボール，フッ
トサル，アルティメット）ゲーム14

ゲーム運営について理解しておく（４５分）ゲーム運営について確認しておく（４５分）
ボールゲーム／ゴール型（バスケットボール，フッ
トサル，アルティメット）ゲーム
授業改善アンケートの実施

15

生涯スポーツとしての基礎を理解する（４５分）種目の特性やルールについて理解しておく（４５分
）まとめ16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ガイダンスの内容を理解しておく（４５分）

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂ総合（S-B1）

共通教育科目科目分類区分

三嶋　康嗣（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

HSS031027（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）三嶋　康嗣 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして，生涯スポーツの基礎を指導す
る。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 大修館書店編集部 大修館書店 97844693603

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『アクティブスポーツ総合版』 ２０１９

2

3

4

5
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂ総合(遠隔留学生

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

HSS031027（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂ総合(遠隔留学生

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

HSS031027（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



道具を準備できない，使い
こなすことができなかった
。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
実技形式の授業であり，建築製図に必要な道具とその使い方，手書きによる製図法の基本から木造建築の基図面作成の手順や表現内容を理解する。

授業の位置づけ
建築学科のＤＰ（１）に対応する。

到達目標
図面作成の基礎的能力，木造建築の基本図面の理解と作図方法ならびに期限内課題提出のための基本的自己管理能力を習得する。

授業全体の内容と概要
課題内容は，毎回授業時間内に完成できる程度のものとしている。ただし時間内に完成できない場合は，演習室で引き続き作業を進めるか自宅での作業とし，次回
授業開始時までに完成させること。
「SDGs11．住み続けられるまちづくりを」の関連授業

授業の方法
建築製図の基礎能力を身につけるためのカリキュラムであるため，毎回課題のテーマがありその内容に従って授業が進められる。課題内容は配布資料と、当日板書
した情報をもとに詳細な説明をおこなう。作成した図面については，提出ごとにチェックをし，不備・誤りの部分についての指摘をおこない，手直し後に再提出す
る。なお，指導教員がSAの学生とともに，一人ひとりの理解度や進捗状況を確認しながら授業を進める。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
実技科目であることと，建築製図能力養成の最も根幹となる授業であるため，欠席せず毎回課題の説明を聞き期限内に課題提出ができるよう努めなければならない
。

資格指定科目
「建築士試験受験資格科目」必修科目，教職課程（工業）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

製図道具を自己で事前に準
備し，それを十分に使いこ
なせる。

木造建築を理解した上で正
確な図面を作成する。

製図課題をスケジュールに
則り提出期限内に作成・完
成する。

道具をすべて事前に準備し
，正確に使いこなすことが
できた。

道具をすべて準備し，十分
に使いこなすことができた
。

道具をすべて準備し，使い
こなすことができた。

道具をすべて準備し，おお
むね使いこなすことができ
た。

すべての点で正確な図面作
成ができ，自分で誤りを見
つけることができた。

すべての点で正確な図面作
成ができた。

正確な図面を作成できた。 おおむね図面は作成できた
。

理解不足のため，図面を作
成することができなかった
。

すべての課題を余裕をもっ
て期限前に作成完成するこ
とができた。

すべての課題を期限内に作
成完成することができた。

ほとんどの課題を期限内に
作成完成できた。

おおむね期限内に課題を作
成完成できた。

すべての課題が期限内に作
成完成することができなか
った。

科目名称 基本製図（A）

専門科目科目分類区分

安藤　淳一（建築学科・教授） 　向井正
伸（建築学科・助教）

授業担当者（所
属・職名）

APT311001（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館３階　２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）安藤　淳一 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
原則毎回出席すること（最低出席回数１０回以上），積極的に基礎技術習得に取り組むこと。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ８０％ ０％ ０％ ２０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス　シラバスの説明，授業改善アンケート
結果反映の説明，授業の進め方，授業スケジュール
の解説

シラバスの事前確認（90分）

2 ガイダンス（製図道具及び製図台の解説） シラバスの確認（90分） 際の注意事項と製図道具の確認（90分）

教科書の確認（90分）3 線の練習１－１　実線・破線の種類 課題内容と作業内容の再確認（90分）

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）線の練習１－２　実線・破線の描き分け4

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）線の練習２－１　線の太さと強さの意味5

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）線の練習２－２　線の太さと強さの描き分け6

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）建築記号１－１（文字・数字の表記方法）7

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）建築記号１－２（階段の表現）8

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）建築記号２－１（壁・開口部の表現）9

10 建築記号２－２（平面図の表現） 教科書の確認（90分） 課題内容と作業内容の再確認（90分）

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）木造住宅模写１－１（配置図）11

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）木造住宅模写１－２（配置図）12

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）木造住宅模写２－１（平面図）13

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）木造住宅模写２－２（平面図）14

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）木造住宅模写３－１（断面図）15

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）木造住宅模写３－２（断面図）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 木造住宅模写４－１（立面図） 教科書の確認（90分） 課題内容と作業内容の再確認（90分）

18 木造住宅模写４－２（立面図） 教科書の確認（90分） 課題内容と作業内容の再確認（90分）

教科書の確認（90分）19 木造住宅模写５－１（１階平面図　柱の割り付け） 課題内容と作業内容の再確認（90分）

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）木造住宅模写５－２（１階平面図　詳細表現）20

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）木造住宅模写５－３（１階平面図　外構の表現）21

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）木造住宅模写６－１（２階平面図　柱の割り付け）22

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）木造住宅模写６－２（２階平面図　詳細表現）23

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）木造住宅模写７－１（エスキース図面の解説）24

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）木造住宅模写７－２（柱の割付の考え方）25

26 木造住宅模写７－３（建具の表記） 教科書の確認（90分） 課題内容と作業内容の再確認（90分）

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）木造住宅模写７－４（設備の表記）27

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）木造住宅模写７－５（家具の表記）28

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）木造住宅模写７－６（外構の表記）29

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）木造住宅模写７－７（図面の確認）30

建築図面の理解の再確認（90分）制作課題の提出状況の確認（90分）講評会１（提出課題の講評と解説）31

建築図面の理解の再確認と振返り
（90分）制作課題の提出状況の確認（90分）講評会２（提出課題の講評と解説）

授業アンケートの実施32

授業を受ける際の注意事項と製図道具の確認（90分
）

科目名称 基本製図（A）

専門科目科目分類区分

安藤　淳一（建築学科・教授） 　向井正
伸（建築学科・助教）

授業担当者（所
属・職名）

APT311001（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館３階　２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）安藤　淳一 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 日本建築学会 丸善 なし4621076884

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『コンパクト設計資料集成〈住居〉』 2006

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『適宜配布』

2

3

4

5



道具を準備できない，使い
こなすことができなかった
。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
実技形式の授業であり，建築製図に必要な道具とその使い方，手書きによる製図法の基本から木造建築の基図面作成の手順や表現内容を理解する。

授業の位置づけ
建築学科のＤＰ（１）に対応する。

到達目標
図面作成の基礎的能力，木造建築の基本図面の理解と作図方法ならびに期限内課題提出のための基本的自己管理能力を習得する。

授業全体の内容と概要
課題内容は，毎回授業時間内に完成できる程度のものとしている。ただし時間内に完成できない場合は，演習室で引き続き作業を進めるか自宅での作業とし，次回
授業開始時までに完成させること。
「SDGs11．住み続けられるまちづくりを」の関連授業

授業の方法
建築製図の基礎能力を身につけるためのカリキュラムであるため，毎回課題のテーマがありその内容に従って授業が進められる。課題内容は配布資料と、当日板書
した情報をもとに詳細な説明をおこなう。作成した図面については，提出ごとにチェックをし，不備・誤りの部分についての指摘をおこない，手直し後に再提出す
る。なお，指導教員がSAの学生とともに，一人ひとりの理解度や進捗状況を確認しながら授業を進める。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
実技科目であることと，建築製図能力養成の最も根幹となる授業であるため，欠席せず毎回課題の説明を聞き期限内に課題提出ができるよう努めなければならない
。

資格指定科目
「建築士試験受験資格科目」必修科目，教職課程（工業）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

製図道具を自己で事前に準
備し，それを十分に使いこ
なせる。

木造建築を理解した上で正
確な図面を作成する。

製図課題をスケジュールに
則り提出期限内に作成・完
成する。

道具をすべて事前に準備し
，正確に使いこなすことが
できた。

道具をすべて準備し，十分
に使いこなすことができた
。

道具をすべて準備し，使い
こなすことができた。

道具をすべて準備し，おお
むね使いこなすことができ
た。

すべての点で正確な図面作
成ができ，自分で誤りを見
つけることができた。

すべての点で正確な図面作
成ができた。

正確な図面を作成できた。 おおむね図面は作成できた
。

理解不足のため，図面を作
成することができなかった
。

すべての課題を余裕をもっ
て期限前に作成完成するこ
とができた。

すべての課題を期限内に作
成完成することができた。

ほとんどの課題を期限内に
作成完成できた。

おおむね期限内に課題を作
成完成できた。

すべての課題が期限内に作
成完成することができなか
った。

科目名称 基本製図（B）

専門科目科目分類区分

安藤　淳一（建築学科・教授）　向井正
伸（建築学科・助教）

授業担当者（所
属・職名）

APT311001（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）安藤　淳一 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
原則毎回出席すること（最低出席回数１０回以上），積極的に基礎技術習得に取り組むこと。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ８０％ ０％ ０％ ２０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス　シラバスの説明，授業改善アンケート
結果反映の説明，授業の進め方，授業スケジュール
の解説

シラバスの事前確認（90分）

2 ガイダンス（製図道具及び製図台の解説） シラバスの確認（90分） 際の注意事項と製図道具の確認（90分）

教科書の確認（90分）3 線の練習１－１　実線・破線の種類 課題内容と作業内容の再確認（90分）

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）線の練習１－２　実線・破線の描き分け4

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）線の練習２－１　線の太さと強さの意味5

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）線の練習２－２　線の太さと強さの描き分け6

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）建築記号１－１（文字・数字の表記方法）7

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）建築記号１－２（階段の表現）8

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）建築記号２－１（壁・開口部の表現）9

10 建築記号２－２（平面図の表現） 教科書の確認（90分） 課題内容と作業内容の再確認（90分）

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）木造住宅模写１－１（配置図）11

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）木造住宅模写１－２（配置図）12

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）木造住宅模写２－１（平面図）13

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）木造住宅模写２－２（平面図）14

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）木造住宅模写３－１（断面図）15

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）木造住宅模写３－２（断面図）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 木造住宅模写４－１（立面図） 教科書の確認（90分） 課題内容と作業内容の再確認（90分）

18 木造住宅模写４－２（立面図） 教科書の確認（90分） 課題内容と作業内容の再確認（90分）

教科書の確認（90分）19 木造住宅模写５－１（１階平面図　柱の割り付け） 課題内容と作業内容の再確認（90分）

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）木造住宅模写５－２（１階平面図　詳細表現）20

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）木造住宅模写５－３（１階平面図　外構の表現）21

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）木造住宅模写６－１（２階平面図　柱の割り付け）22

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）木造住宅模写６－２（２階平面図　詳細表現）23

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）木造住宅模写７－１（エスキース図面の解説）24

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）木造住宅模写７－２（柱の割付の考え方）25

26 木造住宅模写７－３（建具の表記） 教科書の確認（90分） 課題内容と作業内容の再確認（90分）

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）木造住宅模写７－４（設備の表記）27

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）木造住宅模写７－５（家具の表記）28

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）木造住宅模写７－６（外構の表記）29

課題内容と作業内容の再確認（90分）教科書の確認（90分）木造住宅模写７－７（図面の確認）30

建築図面の理解の再確認（90分）制作課題の提出状況の確認（90分）講評会１（提出課題の講評と解説）31

建築図面の理解の再確認と振返り
（90分）制作課題の提出状況の確認（90分）講評会２（提出課題の講評と解説）

授業アンケートの実施32

授業を受ける際の注意事項と製図道具の確認（90分
）

科目名称 基本製図（B）

専門科目科目分類区分

安藤　淳一（建築学科・教授）　向井正
伸（建築学科・助教）

授業担当者（所
属・職名）

APT311001（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）安藤　淳一 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 日本建築学会 丸善 なし4621076884

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『コンパクト設計資料集成〈住居〉』 2006

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『適宜配布』

2

3

4

5



定期試験で６０点をクリア
することができなかった。
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評価項目

概要

履修目標
経営学の全体的な流れを中心に、本学科の各分野で必要となる基礎的な内容を理解し、伝統的な理論から現在一般化している理論等を身につける。

授業の位置づけ
経営学科ＤＰの（１）、（３）、（４）に対応する。

到達目標
実社会で必要となる考え方（意思決定等）に必要とされる基本的な理論・事柄を身につけることができる。

授業全体の内容と概要
板書された内容や配布物の要点はもちろんのこと、専門用語とその定義、重要人物名とその功績等は必ずノート（または専用データベース）にまとめることを日々
のルーティンとする。積極的な質問や相談は大いに歓迎する。また、興味を持った内容についてはどんどん掘り下げて自分のものとしていくことを励行する。

授業の方法
講義形式で授業を行い、教科書やハンドアウトを利用し経営学の全体的な内容を俯瞰的に学習する。ノートの作り方や課題、予習復習の内容やり方についてはその
都度授業中に指示を出す。座席は全席指定としスマホの使用は支持があるとき以外はこれを認めない。板書の写真撮影は認めるが次回の授業までに必ずノートに転
記すること。課題や不明点に関してはネットや経営学辞典等で調べたものを必ずノートに筆記保存すること。与えられた課題については個別対応は行わず、授業内
でディスカッション形式で確認を行うものとする。日々の連絡等にはMSチームズを有効的に活用すること。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

　〇 ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

　〇 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
出席および授業参加度を重視する。出席とは，テキスト・ノート・筆記用具の３点セットを持参することを意味する。授業参加度とは，発言や質問等の積極性を意
味し私語・居眠り・スマホゲーム・LINE等の授業妨害行為およびテキストを持参しない学生・手ぶらで着席している学生に関しては欠席扱いとする。中間試験は実
施しない。課題提出を複数回行う。ノート提出を１回課し，最終評価の対象とする。

資格指定科目
教職課程（商業）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性

定期試験で９０点以上の得
点を挙げた。

定期試験で８０点以上の得
点を挙げた。

定期試験で７０点以上の得
点を挙げた。

定期試験で６０点以上の得
点を挙げた。

積極的に授業や課題に取り
組み、意思決定において必
要となる理論の運用を学び
、経営学における実践力を
獲得するための努力をして
いる。

授業や課題に取り組み、マ
ネジメントの真髄や各種理
論への理解が深まりつつあ
る。

授業や課題に取り組み、意
思決定に至る考え方や各種
理論の理解に対する努力が
見られる。

授業や課題に取り組み、経
営バランスを理解するため
の努力は認められるがなか
なか定着していない。

学習活動への取り組みが不
十分で、意思決定につなが
る過程とバランシングへの
理解に対する進歩が見られ
ず、自分なりのデータベー
スができていない。

自分のみならず周囲の学生
も巻き込みながら課題解決
に取り組み、余った時間を
さらなる定義や理論の研究
・理解に振り分けている。

授業中の質問が多く、学習
方法や調査結果などの相談
も常であり経営学における
専門用語や理論の習得に関
して前向きで、努力が窺え
る。

積極性は乏しいものの、不
明点を質問するなど前向き
な姿勢がうかがわれる。

何とか課題はこなすものの
、不明点を質問したりする
ことはなく、ノートも板書
の範囲を超えない。

自分から進んでマネジメン
ト力を身につけようとする
姿勢およびデータベース化
に対する努力が見受けられ
ない。

科目名称 経営学総論

専門科目科目分類区分

信濃　吉彦（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

MAN411001，MAN511001（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館６階

単位数 2 (単位認定責任者： ）信濃　吉彦 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は、試験実施回を含めて１１回以上とする。遅刻は２０分までとし２回の遅刻を１回の欠席として扱う。予習復習を心がけ，知らな
い事柄は調べて書き残す癖をつけること。ノート提出は平常点の最大７５％に換算する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ２０％ ０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

68－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション：シラバスの説明　　　　　　
　　授業評価アンケートの結果に対する説明　　　
　　企業論　　　　　　　　　　　　　　　　　　

専用のノートを準備する（９０分）

2 経営学の重鎮① テキストの指定範囲を読み込む（９０分） ノートをまとめ過不足を　補い予習に備える（９０
分）

テキストの指定範囲を読み込む（９０分）3 経営学の重鎮② ノートをまとめ過不足を　補い予習に備える（９０
分）

ノートをまとめ過不足を　補い予習に備える（９０
分）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）経営学の重鎮③4

ノートをまとめ過不足を　補い予習に備える（９０
分）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）経営組織5

ノートをまとめ過不足を　補い予習に備える（９０
分）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）人的資源管理6

ノートをまとめ過不足を　補い予習に備える（９０
分）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）モチベーション論7

ノートをまとめ過不足を　補い予習に備える（９０
分）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）リーダーシップ論8

ノートをまとめ過不足を　補い予習に備える（９０
分）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）経営戦略①9

10 経営戦略② テキストの指定範囲を読み込む（９０分） ノートをまとめ過不足を　補い予習に備える（９０
分）

ノートをまとめ過不足を　補い予習に備える（９０
分）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）種々の分析手法①11

ノートをまとめ過不足を　補い予習に備える（９０
分）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）種々の分析手法②12

ノートをまとめ過不足を　補い予習に備える（９０
分）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）種々の分析手法③13

ノートをまとめ過不足を　補い予習に備える（９０
分）ノート提出に備える（９０分）種々の分析手法④14

試験に備える（９０分）ノート提出に備える（９０分）
テストリビュー＆ノートチェック　　　　　　　　
　　　　企業の社会的責任　　　　　　　　　　　
　　　　　　　授業評価アンケートの実施

15

本科目の総復習（９０分）試験に備える（１５０分）試験（６０分）及び総括（３０分）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノートをまとめ過不足を　補い予習に備える（９０
分）

科目名称 経営学総論

専門科目科目分類区分

信濃　吉彦（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

MAN411001，MAN511001（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館６階

単位数 2 (単位認定責任者： ）信濃　吉彦 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 前田　卓雄　他 株式会社　同友館 978-4-496-05551-5

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『初学者のための経営学概論』 2021

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



レポートで60点をクリアす
ることができなかった。

69－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
大学生活における基本中の基本、日々の学習の仕方について学ぶ。

授業の位置づけ
経営学部DPの（２）、(4)に対応する科目である。

到達目標
日々の学習において未来につながるエビデンスやデータベースを構築し、知的根幹を築いてもらう。

授業全体の内容と概要
授業内容は、日々のノートテイキング、授業のポイント作成、調べ方講座、各種文型等の読み方・書き方、レポートに関してなど「聞く」「調べる」「読む」「書
く」「まとめる」を学習し自分のものとしてもらう。特にレポートの書き方を通して客観表現の重要性を理解し大学生としての自覚を持ってもらう。

授業の方法
3名の教員が担当分野に関してオムニバス形式で授業を進める。本科目は出席を重視する。欠席可能回数は三回までとし、これを超えた場合は単位認定の対象としな
い。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

〇 フィールドワーク

〇 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
13回以上の出席を以ってグレーディングの対象とする。不合格になった学生は1年生に間に必ず再履修すること。原則2年次以降の再履修を認めない。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性

レポートで90点以上の得点
を挙げた。

レポートで80点以上の得点
を挙げた。

レポートで70点以上の得点
を挙げた。

レポートで60点以上の得点
を挙げた。

積極的に授業・レポートに
取り組み、必要となる理論
・情報を学び、本学経営学
部学生としての実力を　確
立するための努力をしてい
る。

授業・レポートに取り組み
、必要となる理論・情報を
学び、本学経営学部学生と
しての理解が深まりつつあ
る。

授業・レポートに取り組み
、必要となる理論・情報を
学び、本学経営学部学生と
しての　努力が見られる。

授業・レポートに取り組み
、必要となる理論・情報を
学び、本学経営学部学生と
しての努力は認められるが
なかなか定着していない。

日々の授業・レポートへの
取り組みが不十分で、必要
となる理論・情報を学び、
本学経営学部学生としての
進歩が見られず、前向きな
成長が見受けられない。

自己の目標をしっかりと設
定し、データベース化への
取り組みが確認できた。　

質問が多く、学習方法や調
査結果などの相談も常であ
り学習への取り組みが前向
きで、努力が窺える。　

積極性は乏しいものの、不
明点を質問するなど前向き
な姿勢がうかがわれる。　

何とか日々の学習はこなす
ものの、不明点を質問した
りすることはなく、知識の
獲得が必要最小限度を超え
ない。データベースも脆弱
である。　

自分から進んで実力を身に
つけようとする姿勢および
データベース化に対する前
向きな姿勢が見受けられな
い。　

科目名称 ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ演習（M）

共通教育科目科目分類区分

信濃（経営学科・教授）・河野（経営学
科・教授）・青山（経営学科・教授）

授業担当者（所
属・職名）

BAS001001（科目ナンバリング： ）

前期

1年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 2号館6階・1号館2階・1号館4階

単位数 1 (単位認定責任者： ）信濃　吉彦 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
最低13回の出席を必要とする。各授業で必ず重要ポイントを提出してもらう。また、レポート提出を1回課し評価の対象とする。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

％ 40％ ％ ％ 60％ ％

オフィスアワー 各教員の研究室前掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 本学経営学部生としての心構えと探求心に関して解
説。授業改善アンケート結果反映の説明。 シラバスの確認（４５分）

2 担当教員による授業① 予習課題（４５分） 振り返り課題（４５分）

予習課題（４５分）3 担当教員による授業② 振り返り課題（４５分）

振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業③4

振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業④5

振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑤6

振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑥7

振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑦8

振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑧9

10 レポートの重要性とキャン漢文に関する説明 予習課題（４５分） 振り返り課題（４５分）

振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑨11

振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑩12

振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑪13

振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑫14

振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑬15

科目振り返り（４５分）予習課題（４５分）授業総括と今後に関する指授業　　　　　　　　　
　改善アンケートの実施導16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

振り返り課題（４５分）

科目名称 ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ演習（M）

共通教育科目科目分類区分

信濃（経営学科・教授）・河野（経営学
科・教授）・青山（経営学科・教授）

授業担当者（所
属・職名）

BAS001001（科目ナンバリング： ）

前期

1年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 2号館6階・1号館2階・1号館4階

単位数 1 (単位認定責任者： ）信濃　吉彦 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



大学生として、知識・技能
の修得には著しい欠落があ
り、理解ができなかった。

71－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
　本科目は、学生生活をスタートするための「基礎演習」であり、社会福祉学科教育課程における「大学での学び方」を把握することが授業の目的となる。学生と
しての身分は、高校までの生徒から学生へ変わり、高校までの学びは、教科書、正解の用意される学びが主であったが、大学の学びは、知識の理解、覚えることの
ほかに、自らが｢学術の方法｣を使い、疑問を明らかにすることに取り組むことになる。この授業を通して、大学での学び、学問するために必要になる、学修経験を
習慣化するスキルを獲得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。

到達目標
　①主体的学修をおこなうこと、②大学で「学問をする」ことを到達基準とする。自ら進んで学修し、事実と意見をわけて思考することや、学問対象について専門
用語を使い考察し、客観的な意思決定ができること、よりよい意見を提示しあう建設的批判ができることが実践目標である。

授業全体の内容と概要
「SDG4．質の高い教育をみんなに」の関連科目。

大学で学ぶための学術倫理（研究倫理とコンプライアンス）と、対人援助を行う職業倫理（社会福祉士、精神保健福祉士、保育士、特別支援学校教諭等の各種倫理
綱領）を理解する。大学の学び方の基本となる、キャンパスライフ（履修・学修、講義・演習、成績評価、GPA・CAP、ノート作成）、スタディスキルズ（学術レポ
ートの読解、作成）、アカデミックライティング（社会福祉学の文献利用、資料作成）などを学修する。

授業の方法
　授業は、講義形式によるテキスト解説にもとづきWorkshopが設定される。各授業では、大学生として求められるスキルについて、テキスト各章のWork のActivity
にあるトレーニング・シート等を提出する。Activityでは、ゼミ教員への聞き取り作業、図書情報館での調べ学習など、能動的な学修（アクティブ・ラーニング）
活動に参加する。最終授業では、本演習のまとめを教員がおこなったあとに、自己評価レポートを各学生は提出する。レポート等について教員コメントなどのフィ
ードバックをうける機会がある。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
　授業では、クラスメイトと一緒に作業したり、議論をおこなうことがある。ほかの人の発言や教員の指示に耳を傾け、学修成果を共有できるよう努めること。授
業は学生のみなさんと担当教員による協同学習であるので、積極的に協力、学修活動に貢献すること。遅刻、欠席の際の対応ルール（公欠届の提出、配布資料の受
取、提出課題の補填など、授業時間外に必要になるフォローアップ）、授業中の私語、入退室、スマホ操作、水分補給等のマナーについて、初回授業にて確認する
こと。学生、社会人として行動力を向上すること。大学から交付される学生メールアドレスを使い、マイクロソフト社Teams科目チャネル、Formsを学修利用するこ
と。パソコンスキル（レポート作成、準備学修の確認、教員への授業外連絡など、ビジネスマナー）を高めていくためには、学生はノートPC利用が推奨される。コ
ンプライアンスにもとづき、授業のなかで提供する資料、配信データ等は「授業中の学習者に限り配布、送信される」（著作権法第35条の運用指針）ので、授業時
間内の情報収集に留意すること。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

修得した知識を使い、収集
した情報を分析し、理解す
ることができる、情報分析
力としての知識・技能

収集した情報を分析して課
題を発見し、客観的立場か
ら成果を論理的に表現する
ことができる、思考力・判
断力・表現力

大学の学修環境を創造する
メンバーとして自覚し、自
分の意見と異なる意見を統
合させながら学修経験を高
めていこうとする、関心・
意欲・態度

大学生として、知識・技能
を模範的に修得しており、
これまでの学修とつなげて
類似点や相違点を考え、深
く理解できた。

大学生として、知識・技能
を積極的に修得しようとし
ており、おおむね理解でき
た。

大学生として、修得する知
識・技能について基本的な
理解ができた。

大学生として、知識・技能
の修得に欠ける部分はある
が、理解できた。

大学生として、客観的に状
況を把握、思考ができた。
自己表現は共感的であり、
特定の課題についてオリジ
ナルの提案をすることがで
きた。

大学生として、おおむね状
況を理解しながら思考がで
きた。自己表現を一人称で
説明したり、積極的に表現
することができた。

大学生として、基本的な思
考と自己表現ができた。

大学生として、改善の余地
があるが、基本的な思考や
自己表現ができた。

大学生として、思考や表現
をすることができなかった
。

大学生として役割と責任を
自覚して、積極的、協同的
に行動することができた。

大学生として役割を、おお
むね理解して、自ら行動す
ることができた。

大学生としての自分の役割
を、基本的な行動をするこ
とができた。

大学生として自分の役割を
、改善の余地はあるが、行
動することができた。

大学生として自分の役割を
、自ら理解して行動するこ
とができなかった。

科目名称 ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ演習（S）

共通教育科目科目分類区分

渡部　斎（社会福祉学科・教授）、松下
　守邦（社会福祉学科・教授）

授業担当者（所
属・職名）

BAS001001（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）渡部　斎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
　単位認定のためには、授業第１回から第１５回までに計１０回以上の出席が必要になる。この基準は、評価に必要となる基準であるが、評価の十分条件にはなら
ない。授業終了まで継続して学修をすすめる。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２０％ ２０％ ０％ ３０％ ３０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照。Teamsチーム（本科目）には、履修学生と授業者の履修相談について説明案内、連絡ツールを掲載する。授
業者２名のスケジュール、連絡方法を個別に確認する。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。高校教育までの支援をふまえ、本人とメニュー調整を
おこないながら科目サポートを進めるので、授業開始前に授業者へ相談してほしい。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション、シラバスの説明
前年度本科目、授業改善アンケート結果反映の説明 シラバスの内容をよく読んでおく。（４５分）

2 キャンパスライフ①（大学の学び、授業履修、定期
試験、成績評価、ノートテイキング）

授業前に、テキストと配布資料の学習範囲について
予習する。（４５分） 今回のWork　Activity課題を復習する。（４５分）

授業前に，テキストの学習範囲のWorkshopをよく読
んでおく。（４５分）3 キャンパスライフ②（各種届出、資格免許、仕事、

ＧＰＡ・ＣＡＰ） 今回のWork　Activity課題を復習する。（４５分）

ＣＬ①－③の中で理解の進まない問題を整理する。
（４５分）

これまで学習内容３回分のWorkshopを熟読する。
（４５分）

キャンパスライフ③（研究室、オフィスアワー、事
務手続き、学術倫理、コンプライアンス、職業倫理
）

4

今回のWork　Activity課題を復習する。（４５分）授業前に、テキストの学習範囲のWorkshopをよく読
んでおく。（４５分）

スタディスキルズ①（文献読解、文章構成、資料の
読み取り）5

今回のWork　Activity課題を復習する。（４５分）授業前に、テキストの学習範囲のWorkshopをよく読
んでおく。（４５分）

スタディスキルズ②（文献読解、表・図・グラフ等
の情報処理）6

今回のWork　Activity課題を復習する。（４５分）授業前に、テキストの学習範囲のWorkshopをよく読
んでおく。（４５分）

スタディスキルズ③（学術レポート、レジュメ・視
覚資料の作成）7

今回のWork　Activity課題を復習する。（４５分）授業前に、テキストの学習範囲のWorkshopをよく読
んでおく。（４５分）スタディスキルズ④（学術レポート、文体・表記）8

ＳＳ①－⑤の中で理解の進まない問題を確認する。
（４５分）

これまで学習内容５回分のWorkshopを熟読する。
（４５分）

スタディスキルズ⑤（学術レポート、客観性、事実
と意見・考察）9

10 アカデミックライティング①（スキャミング、スキ
ミング、クリティカルリーディング）

授業前に、テキストの学習範囲のWorkshopをよく読
んでおく。（４５分） 今回のWork　Activity課題を復習する。（４５分）

今回のWork　Activity課題を復習する。（４５分）授業前に、テキストの学習範囲のWorkshopをよく読
んでおく。（４５分）

アカデミックライティング②（社会福祉学系辞典・
学術雑誌）11

今回のWork　Activity課題を復習する。（４５分）授業前に、テキストの学習範囲のWorkshopをよく読
んでおく。（４５分）

アカデミックライティング③（図書情報館、学術デ
ータベース）12

今回のWork　Activity課題を復習する。（４５分）授業前に、テキストの学習範囲のWorkshopをよく読
んでおく。（４５分）

アカデミックライティング④（参考文献、引用表記
、研究倫理、盗用・剽窃、ほう助、ねつ造、調査情
報管理）

13

ＡＷ①－⑤の中で理解の進まない問題を次の授業ま
でに確認する。（４５分）

これまで学習内容５回分のWorkshopを熟読する。
（４５分）

アカデミックライティング⑤（社会福祉学、基礎的
論文の読解）14

学修スキルは卒業まで高めていく必要があります。
テキストと資料は適宜、活用する。（４５分）

授業前に、テキストの学習範囲のWorkshopをよく読
んでおく。（４５分）

学生の自己学修評価（大学生活１クォーター８週の
授業・準備学修を経て、学修ふり返りシート記入提
出）

15

本科目の振り返りをする。（４５分）本科目のまとめの準備をする。（４５分）本科目のまとめ（授業総括と学修の教員講評）
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

今回、学習をしたシラバス、学生便覧、テキストに
ついて復習する。（４５分）

科目名称 ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ演習（S）

共通教育科目科目分類区分

渡部　斎（社会福祉学科・教授）、松下
　守邦（社会福祉学科・教授）

授業担当者（所
属・職名）

BAS001001（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）渡部　斎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 吉原恵子/冨江英俊 実教出版 9784407340617

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『スタディスキルズ・トレーニング改訂版-大学
で学ぶための２５のスキル-』

２０１７

2 星槎道都大学学務部編『星槎道都大学　学生便覧　２０２２年度版』 ２０２２

3

4

5

1 日本社会福祉士会

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『社会福祉士の倫理綱領』 ２０２０

2 日本精神保健福祉
士協会

『精神保健福祉士の倫理綱領』 ２０１８

3 全国保育士会『全国保育士会倫理綱領』 ２００３

4 北海道教育委員会『教職員の服務規律の保持について』 ２０２１

5 日本学術振興会『科学の健全な発展のために－誠実な科学者の心
得－』

２０１５



デザインやアートを学ぶ上
での基本的な常識を理解で
きなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
美術学部デザイン学科で学ぶ４年間のための基本的な常識を身につけ、心構えを養うと共に自らの将来を考えて取り組むべき志向を明確にする。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（１）、（２）、（５）に対応する。

到達目標
美術分野の社会における立ち位置を認識し、自らの志向と照らし合わせることで適性を測る。そして、「各分野の学びにおいて自身が成長するに必要な要素は何か
？」「今後どのように学ばなければならないのか？」を考え、創作活動の動機を確固たるものにすることができる。

授業全体の内容と概要
アートとデザインの違いを認識させるための課題制作により、其々における情報の視覚化手段を伝える。その後、視覚表現活動の前段階となる「制作の動機」と「
企画立案」の重要さを認識させ、曖昧な姿勢による創作に陥ることなく、意欲的で有意義な作品制作を行うことができるようになるための指導を行う。

授業の方法
各課題の導入においては題材の内容に関連したPowerPointを作成し講義形式で行う。
それを踏まえて、与えられた課題の題材を各自で調査し、要点を整理。その後に実技として制作を行う。
制作に於いては手描き画材を主体としたアナログ作業となる。
質問には随時対応する。
完成作品は各自プレゼンテーションを行った後に提出。
その後、学生全員へ回覧させることによって自分以外の様々な考えや手段を認識させ、意見を持たせる。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

〇 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
課題制作のための用紙は配布。必要な画材は学生各自で準備する。
提出期限は各課題授業の最終日から１週間以内とする。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能　「デザインと
アートの分野的な違いや特
性を正しく理解している」

思考力・判断力・表現力　
「デザインとアートの分野
的な違いや特性を踏まえて
課題の制作に取り組むこと
ができる」

主体性・多様性・協働性　
「デザインとアートの分野
的な違いや特性を明確に主
張してプレゼンテーション
が行える」

デザインやアートを学ぶ上
での基本的な常識を理解し
、意識して対応できるレベ
ルで身につけることができ
た。

デザインやアートを学ぶ上
での基本的な常識を理解し
、指示があれば対応できる
レベルで身につけることが
できた。

デザインやアートを学ぶ上
での基本的な常識をある程
度理解したが、その対応に
関しては曖昧さを残してい
る。

デザインやアートを学ぶ上
での基本的な常識の理解が
曖昧で、適切に対応できな
い場合もある。

デザインやアートを学ぶ上
での基本的な常識に準じた
姿勢で、全ての制作に望む
ことができた。

デザインやアートを学ぶ上
での基本的な常識に準じた
姿勢で、８０％以上の制作
に望むことができた。

デザインやアートを学ぶ上
での基本的な常識に準じた
姿勢で、７０％以上の制作
に望むことができた。

デザインやアートを学ぶ上
での基本的な常識に準じた
姿勢で６０％以上の制作に
望むことができた。

デザインやアートを学ぶ上
での基本的な常識に準じた
姿勢で６０％未満の制作に
しか望むことができなかっ
た。

分野の異なる課題に対して
、其々の主題を理解し適切
に対応し、充実したプレゼ
ンテーションが行えた。

分野の異なる課題に対して
、其々の主題を理解して対
応し、評価できるレベルで
のプレゼンテーションを行
うことができた。

分野の異なる課題に対して
、其々の主題をある程度理
解することができていたが
、求められるレベルのプレ
ゼンテーションには至らな
かった。

分野の異なる課題に対して
、其々の主題を理解しきれ
ておらず、プレゼンテーシ
ョンが不完全だった。

分野の異なる課題に対して
、其々の主題を理解するこ
とができず、プレゼンテー
ションが行えなかった。

科目名称 ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ演習（D）

共通教育科目科目分類区分

北嶋　洋一（デザイン学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS001001（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館５階

単位数 1 (単位認定責任者： ）北嶋　洋一 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２０％ ６０％ ０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
講義中の録音･録画･撮影は事前相談を経て、個人利用に限り許可する場合がある。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス～シラバスの説明
「志向調査レポート」 授業全体のシラバスの流れを確認（４５分）

2
プレゼンテーション「自己紹介用フリップの作成①
」
　・構想～ラフスケッチ

資料収集などの事前準備（４５分） ラフスケッチなど課題の継続作業（４５分）

ラフ案の決定と仕様画材の準備（４５分）3
プレゼンテーション「自己紹介用フリップの作成②
」
　・A4画用紙にて作成

完成に向けての継続作業（４５分）

課題を次授業開始時までに完成提出する（４５分）完成提出のための作業進度確認（４５分）
プレゼンテーション「自己紹介用フリップの作成③
」
　・完成～提出

4

鑑賞作品の再確認と同種の分野研究（４５分）アートとデザインについて、現状での認識の整理
（４５分）

「アートとデザイン」
　・作品鑑賞5

ラフスケッチなど課題の継続作業（４５分）資料収集などの事前準備（４５分）
プレゼンテーション
「影響を受けた作家を紹介するプリップ作成①」
　・構想～ラフスケッチ

6

完成に向けての継続作業（４５分）ラフ案の決定と仕様画材の準備（４５分）
プレゼンテーション
「影響を受けた作家を紹介するプリップ作成②」
　・A4画用紙にて作成

7

課題を次授業開始時までに完成提出する。（４５分
）完成に向けての継続作業（４５分）

プレゼンテーション
「影響を受けた作家を紹介するプリップ作成③」
　・完成～提出

8

鑑賞作品の再確認と同種の分野研究（４５分）具象と抽象の言葉の意味を理解し、表現に対する現
状認識の整理（４５分）

「具象表現と抽象表現」
　・視覚情報伝達の手段と過程を知る作品鑑賞と比
較

9

10
プレゼンテーション
「視覚による情報伝達ツールの作成①」
　・構想～ラフスケッチ

資料収集などの事前準備（４５分） ラフスケッチなど課題の継続作業（４５分）

完成に向けての継続作業（４５分）ラフ案の決定と仕様画材の準備（４５分）
プレゼンテーション
「視覚による情報伝達ツールの作成②」
　・A4画用紙にて作成

11

課題を次授業開始時までに完成提出する（４５分）完成提出のための作業進度確認（４５分）
プレゼンテーション
「視覚による情報伝達ツールの作成③」
　・完成～提出

12

ラフスケッチなど課題の継続作業（４５分）これまでに作成したフリップの修正点を確認（４５
分）

「フローチャートによる情報伝達①」
　・情報の整理と順列化13

完成に向けての継続作業（４５分）資料収集などの事前準備（４５分）「フローチャートによる情報伝達②」
　・情報の取捨選択と簡略化14

課題を次授業開始時までに完成提出する（４５分）完成提出のための作業進度確認（４５分）「フローチャートによる情報伝達③」
　・情報の視覚化15

今後の創作活動のため全授業内容の復習（４５分）全課題の整理と
授業内容の再確認（４５分）

「講評」視覚伝達情報の実用について
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

志向調査レポートの作成を次授業開始時までに終え
る（４５分）

科目名称 ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ演習（D）

共通教育科目科目分類区分

北嶋　洋一（デザイン学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS001001（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館５階

単位数 1 (単位認定責任者： ）北嶋　洋一 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



授業で学んだ知識について
理解できなかった。

75－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
学生は大学卒業後、「自分で考え、調べ、自分の意見を表現する力」を社会から求められる。自分のアイディアを思いつきで終わらせず、大学レベルの知識・教養
を活用して、より多くの人が理解しやすい「ことば」に変えて論理的に表現する力を身につける。

授業の位置づけ
建築学科のＤＰ（１）（４）に対応する。

到達目標
授業で学んだ知識を理解できており、自らの考えを論理的に表現(レポート、議論など)することができる。

授業全体の内容と概要
建築学科教員がオムニバス形式で授業を担当する。授業では、大学生活の概観、研究倫理およびコンプライアンス、授業理解のためのスキル、実験や調査を進める
スキル、考えをまとめるスキル、考えたことを表現するスキル、レポート作成のスキルなどについて身につける。人に伝えるための授業のため、予習・復習時間を
利用して教員と時間外に積極的なコミュニケーションを心がけてほしい。

授業の方法
各教員によって異なり、板書・パワーポイント・視聴覚メディア等による多種の授業形態により展開する。場合によってはグループによるフィールドワークも行い
、プレゼンテーションの作成と発表も行う。提出課題や発表に対しては講評を行い、フィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

○ フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・授業中は口頭説明にも注意を向けノートを取ること。授業で発表した内容、授業で活動した内容も含めて評価の対象となる。
・課題(レポートを含む)は、プリントや参考文献、ノートを熟読しながら作成すること。
・提出物は、必ず期限までに提出すること。また、インターネットや文献からのコピーや書き写したものは採点の対象としない(０点とする)。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

建築に関わる知識の修得

プレゼンテーション能力の
育成

主体性を持ったグループワ
ーク活動

授業で学んだ知識や内容に
ついて、ノートに分かりや
すくまとめることができた
ほか、他人に簡潔に説明す
ることができた。

授業で学んだ知識や内容に
ついて、他人に説明するこ
とができた。

授業で学んだ知識や内容に
ついて、ノートにまとめる
ことができた。

授業で学んだ知識について
理解できた。

パワーポイント等のプレゼ
ンテーションツールを用い
て自分の考えを論理的かつ
簡潔に表現することができ
、画面のスライドを用いて
分かりやすく説明できた。

パワーポイント等のプレゼ
ンテーションツールを使っ
て自分の考えを論理的に表
現することができた。

パワーポイント等のプレゼ
ンテーションツールを使い
こなすことができた。

レポートや議論において、
自分の考えを論理的に表現
できた。

レポートや議論において、
自分の考えを論理的に表現
できなかった。

グループワークにおいて、
行動計画の立案や実際の学
習活動を積極的に行い、グ
ループ全体の行動に主体的
に関わることができた。

自分の分担する役割を十分
に果たすだけでなく、他の
メンバーとサポートし合う
ことができた。

グループのメンバー同士と
円滑にコミュニケーション
をとることができた。

自分の分担する役割を果た
すことができた。

自分の分担する役割を果た
すことができなかった。

科目名称 ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ演習（A）

共通教育科目科目分類区分

安藤　淳一（建築学科・教授）、伊藤　
裕康（建築学科・教授）、小笠原　健

授業担当者（所
属・職名）

BAS001001（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）伊藤　裕康 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上であるが、毎回の授業内で行う演習評価点（授業成果）が単位認定（成績評価）の過半を占めるので、授業欠席や
課題未提出は不合格に直結することになる。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ４０％ ３０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 各研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

76－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明／大学の学びとは／研究倫理および
コンプライアンスについて

入学時に配布された履修関係の資料と学生便覧の熟
読（４５分）

2 建築の学びについて１　建築学生の大学生活の送り
方 指定した事項を調査する（４５分） 授業内容をまとめる（４５分）

指定した事項を調査する（４５分）3 建築の学びについて２　世界各地の建築物紹介 授業内容をまとめる（４５分）

授業内容をまとめる（４５分）指定した事項を調査する（４５分）建築士資格取得に向けて4

授業内容をまとめる（４５分）指定した事項を調査する（４５分）実験・実習の進め方１　実験の意義と方法、手順5

授業内容をまとめる（４５分）指定した事項を調査する（４５分）実験・実習の進め方２　実験報告書作成6

授業内容をまとめる（４５分）指定した事項を調査する（４５分）都市を豊かにする建築空間7

授業内容をまとめる（４５分）指定した事項を調査する（４５分）建築の基礎知識と技能１　建築用語の理解8

授業内容をまとめる（４５分）指定した事項を調査する（４５分）建築の基礎知識と技能２　間取りを考える9

10 プレゼンテーション練習　出身地の紹介 指定した事項を調査する（４５分） 授業内容をまとめる（４５分）

授業内容をまとめる（４５分）指定した事項を調査する（４５分）まちウォッチング１　まちの景観デザインについて11

授業内容をまとめる（４５分）指定した事項を調査する（４５分）まちウォッチング２　北広島駅周辺を実際に見てみ
よう12

授業内容をまとめる（４５分）指定した事項を調査する（４５分）グループワーク１　撮影した景観写真の整理と発表
準備13

授業内容をまとめる（４５分）指定した事項を調査する（４５分）グループワーク２　景観調査結果の発表14

授業内容をまとめる（４５分）指定した事項を調査する（４５分）建築を学ぶ先にある進路について15

授業内容をまとめる（４５分）指定した事項を調査する（４５分）前期の学びのふりかえりと確認16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業内容をまとめる（４５分）

科目名称 ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ演習（A）

共通教育科目科目分類区分

安藤　淳一（建築学科・教授）、伊藤　
裕康（建築学科・教授）、小笠原　健

授業担当者（所
属・職名）

BAS001001（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）伊藤　裕康 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『適時、資料配付』

2

3

4

5



検定試験合格レベルに達し
ようと努めていなかった。

77－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
①インターンシップの事前学習として、ビジネスに必要な基本スキルを習得する。
②自らの職業観や勤労観といった概念の形成を前提に、ビジネスの常識および基礎的なコミュニケーション、情報の活用など、将来、職業人として適応するために
身に付けておくべき知識を習得する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）、（４）、（５）に対応する。

到達目標
ビジネス能力検定（B検）ジョブパス３級相当の知識を身につけ,インターンシップや就職活動の際に生かすことができる

授業全体の内容と概要
この科目は実社会で活躍するための基礎から応用までの「キャリア形成」を学ぶための科目である。「２０２０年版　ビジネス能力検定　ジョブパス３級　公式テ
キスト」に沿って、期待される社会人・職業人を目指して、キャリアと仕事へのアプローチ、仕事の基本となる８つの意識、コミュニケーションとビジネスマナー
の基本、指示の受け方と報告・連絡・相談、話し方と聞き方のポイント、来客応対と訪問の基本マナー、ビジネス文書の基本、電話応対などについて説明していく
。発言を重視し、平常点を付与する。「SDG４．経済成長も経済成長も」の関連授業

授業の方法
「２０２２年版　ビジネス能力検定ジョブパス　３級公式テキスト」に基づき、講義、対話、ディベート、グループワークなどを行う。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
講義中はスマホ等の電源を必ずOFFにし、机の上に置かないこと。置いている場合は、講義終了まで預かる。授業に関係のない私語禁止。座席を指定することもあり
うる。遅刻は一回につき一点減点。居眠り厳禁。レポートの採点基準は、「どれだけ講義の内容を理解し、自分のものにしているか」ということ。自分自身との対
話を通し、自分のことばで語ることが重要。講義で扱っていない内容や自分の考えばかりを書いても合格点に達することはできない。コピペは１００％単位認定さ
れない。最後に、全体的感想や自分の意見をつけ加えるとよりよい。レポートは、原稿用紙換算５枚以上(２千字以上)。文字数を明記する。書式は問わない。
公欠や特別な事由で欠席した場合、課題を提出しなければ、授業回数に反映されないことに留意。最終レポートの提出期限は、第１３回の講義当日。一日遅れるご
とに１点減点となる。学務課に成績票を提出した後は受領できない。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

検定試験

定期試験

ディベートやグループワー
クなど

検定試験合格レベルに十分
達し、合格した。

検定試験合格レベルに達し
、合格した。

検定試験合格レベルにそれ
なりに達し、合格しなかっ
た。

検定試験合格レベルに達し
ようと努めた。

９０点以上 ８０点以上 ７０点以上 ６０点以上 ６０点未満

ディベートやグループワー
クなどにおいて、中心的役
割を演じた。

ディベートやグループワー
クなどにおいて、積極的に
発表した。

ディベートやグループワー
クなどにおいて、それなり
に発表した。

ディベートやグループワー
クなどにおいて、発表しよ
うと努めた。

ディベートやグループワー
クなどにおいて消極的で，
ほとんど発表していなかっ
た。

科目名称 ｷｬﾘｱ支援演習Ⅰ（M）

共通教育科目科目分類区分

遠藤　均（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SOE081053（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）遠藤　均 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
ビジネス能力検定3級を受験すること。
単位認定に必要となる最低出席回数は、１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

３０％ ０％ ０％ ３０％ ８％ ３２％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

78－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス、シラバスの説明
期待される社会人・職業人を目指して
授業改善アンケート結果反映の説明

シラバスをよく読む（９０分）

2 ビジネスとコミュニケーションの基本：キャリアと
仕事へのアプローチ 第１回の復習と第２回の予習（９０分） 第２回の復習（９０分）

第２回の復習と第３回の予習（９０分）3 ビジネスとコミュニケーションの基本：仕事の基本
となる８つの意識 第３回の復習（９０分）

第４回の復習（９０分）第３回の復習と第４回の予習（９０分）ビジネスとコミュニケーションの基本：コミュニケ
ーションとビジネスマナーの基本4

第５回の復習（９０分）第４回の復習と第５回の予習（９０分）ビジネスとコミュニケーションの基本：指示の受け
方と報告、連絡・相談5

第６回の復習（９０分）第５回の復習と第６回の予習（９０分）ビジネスとコミュニケーションの基本：話し方と聞
き方のポイント6

第７回の復習（９０分）第６回の復習と第７回の予習（９０分）ビジネスとコミュニケーションの基本：来客応対と
訪問の基本マナー7

第８回の復習（９０分）第７回の復習と第８回の予習（９０分）ビジネスとコミュニケーションの基本：会社関係で
のつき合い8

第９回の復習（９０分）第８回の復習と第９回の予習（９０分）仕事の実践とビジネスツール：仕事への取り組み方9

10 仕事の実践とビジネスツール：ビジネス文書の基本 第９回の復習と第１０回の予習（９０分） 第１０回の復習（９０分）

第１１回の復習（９０分）第１０回の復習と第１１回の予習（９０分）仕事の実践とビジネスツール：電話応対11

第１２回の復習（９０分）第１１回の復習と第１２回の予習（９０分）仕事の実践とビジネスツール：統計・データの読み
方・まとめ方12

第１３回の復習（９０分）第１２回の復習と第１３回の予習（９０分）仕事の実践とビジネスツール：情報収集とメデイア
の活用13

第１４回の復習（９０分）第１３回の復習と第１４回の予習（９０分）仕事の実践とビジネスツール：会社を取り巻く環境
と経済の基本14

第１５回の復習（９０分）第１４回の復習と第１５回の予習（９０分）ビジネス用語の基本15

第１６回の復習（９０分）第１５回の復習と第１６回の予習（９０分）
全学生のビジネス能力検定3級の受験をめざすため
、定期試験として実施する。あわせて、小テストも
行う。

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

第１回の復習（９０分）

科目名称 ｷｬﾘｱ支援演習Ⅰ（M）

共通教育科目科目分類区分

遠藤　均（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SOE081053（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）遠藤　均 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 長谷川 隆 日本能率協会 987-4-8207-49165

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『ビジネス能力検定ジョブパス３級公式テキスト
』

２０１９

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



テキストの内容があまり理
解されておらず、説明でき
なかった。

79－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
学生が、インターンシップ・キャリア形成の事前学習として、ビジネスに必要な基本スキルを習得する。自らの職業観や勤労観といった概念の形成を前提に、学生
がビジネス常識および、基礎的なコミュニケーション、情報の利活用など、将来、職業人として適応するために身につけておくべき知識を習得する。
学生が、実社会で活躍するための基礎となる「キャリア形成」を学ぶための科目である。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（２）に対応する。

到達目標
受講者がビジネス能力検定（Ｂ検）ジョブパス3級に合格する実力を身に付けている。テキストの内容がひととおり理解できている。情報収集、コミュニケーション
能力の基礎が身に付ついており、応用できる。

授業全体の内容と概要
毎回、①テキストに基づく講義（テキストの内容、関連事項の説明）、②関連する事項についての演習、を行い、適宜、③グループワーク、④プレゼンテーション
を取り入れる。

授業の方法
①講義では、毎回、パワーポイントと板書を併用しつつ、テキストの該当箇所を説明していく。②演習では、所定の問題を解いてもらい、その後に解説を加える。
③・④については、特定の日を設け、所定の課題について、グループを編成し、グループ毎にプレゼンテーションを行う。毎回、授業の最後にミニッツペーパーを
書いてもらい、回収し、次の授業の冒頭でふりかえりを行う。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
遅刻しないように留意し、理由のある欠席は申し出ること。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

テキスト（説明）の理解度

情報収集能力・スキル

コミュニケーション能力・
スキル

テキストの内容が完全に理
解され、自分で説明ができ
、十分応用する力があった
。

テキストの内容がほぼ理解
され、説明ができ、ある程
度
応用できた。

テキストの内容がおおよそ
理解され、説明でき、ある
程度応用できた。

テキストの内容が、おおよ
そわかり、説明可能で、多
少応用できた。

多面的、正確に情報が収集
でき、自分で編集、整理が
的確にでき、正確に表現、
発信できた。

正確に情報が収集でき、的
確に整理ができ、正確に発
信できた。

正確に情報が収集でき、的
確に整理ができた。

情報収集、整理の基本が身
に付いていた。

情報収集、整理の基本が身
に付いていなかった。

積極的、的確な会話と議論
ができ、的確な提案・主張
ができた。

的確な会話と議論ができ、
的確な提案ができた。

的確な会話ができ、的確な
提示ができた。

会話の基本が身に付いてい
た。

会話の基本が身に付いてい
なかった。

科目名称 ｷｬﾘｱ支援演習Ⅰ（S）

共通教育科目科目分類区分

横田　肇（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SOE081053（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）横田　肇 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。
ビジネス能力検定（B検定）を受験しないものには単位認定できない。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ０％ １０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
状況に応じ、板書、スライド、口頭、資料による説明に配慮する。写真、録画・録音を認める。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

80－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 j授業改善アンケート結果反映の説明、シラバスの
説明、ガイダンス、キャリアと仕事へのアプローチ シラバスを読む（９０分）

2 仕事の基本となる８つの意識、コミュニケーション
とビジネスマナーの基本 第１編第２、３章の予習をする(９０分） 第１編第２，３章の復習をする（９０分）

第４，５章の予習をする（９０分）3 指示の受け方と報告、連絡・相談、話し方と聞き方
のポイント 第４、５章の復習をする(９０分）

第６章の復習をする (９０分）第６章の予習 をする(９０分）来客対応と訪問の基本マナー、小テスト（１）[最
終回に解説しフィードバックします]4

第７章の復習をする (９０分）第７章の予習をする (９０分）会社関係でのつきあい5

第２編第１章の復習をする（９０分）第２編第１章の予習をする(９０分）仕事への取り組み方6

第２章の復習をする(９０分）第２章の予習をする(９０分）ビジネス文章の基本7

第３章の復習をする(９０分）第３章の予習をする(９０分）電話対応8

第４章の復習をする(９０分）第４章の予習をする(９０分）統計・データの読み方・まとめ方、小テスト
（２）[最終回に解説しフィードバックします]9

10 情報収集とメディアの活用 第５章の予習をする(９０分） 第５章の復習をする(９０分）

第６章の復習をする(９０分）第６章の予習をする（９０分）会社を取り巻く環境と経済の基本、まとめと確認11

授業中に指示（９０分）授業中に指示（９０分）グループ学習とプレゼンテーション12

授業中に指示（９０分）授業中に指示（９０分）グループ学習とプレゼンテーション13

授業中に指示（９０分）授業中に指示（９０分）グループ学習とプレゼンテーション14

テキスト全体の復習をする（９０分）テキスト全体の確認をする（９０分）テキストの補足、まとめ。15

授業中に指示（９０分）授業中に指示（９０分）定期試験　[６０分の試験終了後、残りの３０分で
解説を行います]　授業改善アンケートの実施。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

第１編第１章の復習をする(９０分）

科目名称 ｷｬﾘｱ支援演習Ⅰ（S）

共通教育科目科目分類区分

横田　肇（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SOE081053（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）横田　肇 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 日本能率協会マネジメントセン
ター

日本能率協会マネ
ジメントセンター

978-4-8207-2855-9

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『２０２2年版B検ビジネス能力検定ジョブパス３
級公式テキスト』

２０2１

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



ビジネス能力検定３級に不
合格。
中間テストと定期試験を平
均した正答率が50％以下で
ある

81－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
社会人の常識を身につけ学び、さらには卒業年度に始まる就職活動に必要な心構えを早期に身につける。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（１）、（２）に対応する。

到達目標
ビジネス能力検定（Ｂ検）ジョブパス３級相当の知識を身につけ、インターンシップや就職活動の際に生かすことができる。
さらに、自ら率先し、周囲の状況に流されることなく就職活動に臨む姿勢を形作ることができる。

授業全体の内容と概要
ビジネス能力検定ジョブパス３級公式テキストを基にして、働くことの必然性を学び、社会人になることについての興味を引き出す。あらゆる業種において共通す
る一般常識を伝える講義内容とする。

授業の方法
教科書（ビジネス能力検定ジョブパス３級公式テキスト）の各章を順に追って解説し、その中で最も重視すべき点と、業種においての実例も上げながら、一般常識
に加えて実践的な知識を伝えながら授業を進行する。
調査学習として就職活動や業界に対する取材を適時行わせ、それらについての質問は随時対応する。
授業で用いた教材は全てTeamsのファイル又はクラウドストレージへアップロードし、学生が任意で閲覧できる資料として蓄積する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

〇 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
２０２１年度版ビジネス能力検定ジョブパス３級公式テキストの購入と、蛍光マーカーなどチェック用の筆記用具は毎授業時、必ず用意しておくこと。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能　「ビジネス能
力検定３級相当の知識を身
につけている」

思考力・判断力・表現力　
「社会人に必要とされる一
般常識を基にして、就職活
動に望むことができる応用
力を身につけている」

主体性・多様性・協働性　
「就職活動を前提とし、デ
ザイン学科の特性に合わせ
た各種課題に対し、適切に
対応することができる」

ビジネス能力検定３級に合
格。
中間テストと定期試験を平
均した正答率が90％以上で
ある。

ビジネス能力検定３級に合
格。
中間テストと定期試験を平
均した正答率が80％以上で
ある。

ビジネス能力検定３級に合
格。
中間テストと定期試験を平
均した正答率が70％以上で
ある

ビジネス能力検定３級に不
合格。
中間テストと定期試験を平
均した正答率が50％以上で
ある

社会人に必要な一般常識を
理解し、就職活動に於いて
は模範的な実践ができるレ
ベルに到達した。

社会人に必要な一般常識を
理解し、就職活動に於いて
は実践できるレベルに到達
した。

社会人に必要な一般常識は
理解しているが、就職活動
に於いて実践できるレベル
には未だ到達していない。

社会人に必要な一般常識の
理解が不十分であり、実践
できるレベルには到達して
いない。

社会人に必要な一般常識を
理解できておらず、就職活
動が行える段階にない。

与えられた種々の課題に対
し、臨機応変に適切に対応
しており、取り組みも積極
的であった。

与えられた種々の課題に対
し、適切に対応するよう努
力しており、取り組みも積
極的であった。

与えられた種々の課題に対
し、取り組みは積極的であ
ったが、適切に対応しきれ
ていなかった。

与えられた種々の課題に対
し、適切に対応しきれてお
らず、取り組みも積極的で
はなかった。

与えられた種々の課題に対
し、取り組むことができな
かった。

科目名称 ｷｬﾘｱ支援演習Ⅰ（D）

共通教育科目科目分類区分

北嶋　洋一（デザイン学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SOE081053（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館５階

単位数 1 (単位認定責任者： ）北嶋　洋一 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上
ビジネス能力検定3級を受験すること（既に取得済みの者を除く）

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

４０％ ０％ ０％ ４０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
講義中の録音･録画･撮影は事前相談を経て、個人利用に限り許可する場合がある。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

82－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス～シラバスの説明 シラバスを一読しておくこと（４５分）

2 第1編　第1章 キャリアと仕事へのアプローチ 当該範囲の確認（４５分） 当該範囲におけるチェック項目の確認（４５分）

当該範囲の確認（４５分）3 第1編　第2章 仕事の基本となる8つの意識 当該範囲におけるチェック項目の確認（４５分）

当該範囲におけるチェック項目の確認（４５分）当該範囲の確認（４５分）第1編　第3章
コミュニケーションとビジネスマナーの基本4

当該範囲におけるチェック項目の確認（４５分）当該範囲の確認（４５分）第1編　第4章 指示の受け方と報告、連絡、相談5

当該範囲におけるチェック項目の確認（４５分）当該範囲の確認（４５分）第1編　第5章 話し方と聞き方のポイント6

当該範囲におけるチェック項目の確認（４５分）当該範囲の確認（４５分）第1編　第6章 来客応対と訪問の基本マナー7

当該範囲におけるチェック項目の確認（４５分）当該範囲の確認（４５分）第1編　第7章 会社関係でのつき合い8

当該範囲及び第1編におけるチェック項目の確認
（４５分）第1編の全内容についてテキストを再読（４５分）中間テスト「第1編」9

10 第2編　第1章 仕事への取り組み方 当該範囲の確認（４５分） 当該範囲におけるチェック項目の確認（４５分）

当該範囲におけるチェック項目の確認（４５分）当該範囲の確認（４５分）第2編　第2章 ビジネス文書の基本11

当該範囲におけるチェック項目の確認（４５分）当該範囲の確認（４５分）第2編　第3章 電話応対12

当該範囲におけるチェック項目の確認（４５分）当該範囲の確認（４５分）第2編　第4章 統計・データの読み方・まとめ方13

当該範囲におけるチェック項目の確認（４５分）当該範囲の確認（４５分）
第2編
第5章 情報収集とメディアの活用
第6章 会社を取り巻く環境と経済の基本

14

定期試験に向けての学習（４５分）全範囲の確認（４５分）テキスト全編全章の復習
授業改善アンケートの実施15

試験結果の確認と誤答カ所の訂正（４５分）全範囲についてテキストを再読（４５分）定期試験（ビジネス能力検定3級受験）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

デザイン学科の主要な就職活動分野を研究（４５分
）

科目名称 ｷｬﾘｱ支援演習Ⅰ（D）

共通教育科目科目分類区分

北嶋　洋一（デザイン学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SOE081053（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館５階

単位数 1 (単位認定責任者： ）北嶋　洋一 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 一般財団法人職業教育・キャリ
ア教育財団

日本能率協会マネ
ジメントセンター

978-4820729679

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『2022年版 ビジネス能力検定ジョブパス3級公式
テキスト』

2021

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



課題の内容を理解した提出
物（レポート）にならなか
った。

83－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
学生が教養力を身に付けるために「キャリア形成」を幅広く学ぶための科目である。
インターンシップの事前学習として、ビジネスに必要な基本スキルを習得する。
自らの職業観や勤労観といった概念の形成を前提にビジネス常識および、基礎的なコミュニケーション、
情報の利活用など、将来、職業人として適応するために身につけておくべき知識を習得する。

授業の位置づけ
建築学科のＤＰ（２）に対応する。

到達目標
ビジネス能力検定（Ｂ検）ジョブパス３級相当の知識を身につけ、インターンシップや就職活動の際に生かすことができる。

授業全体の内容と概要
すべての人々が共生する社会で必要となる教養を身につけるために次のことを行う。①講義、②演習、③グループワーク、④プレゼンテーション、最終的にはジョ
ブパス３級取得を達成する。

授業の方法
授業は、板書及び配布物資料で実施し、グループワークにてグループ発表、レポート提出（全２回）も行う。また、学生が考える時間を取った後課題は解説する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

① 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業時間の半分以上の遅刻は欠席とみなします。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

ビジネス能力の向上

ジョブパス３級合格力の修
得

キャリア形成の修得

課題の内容を正確に理解し
、丁寧な提出物（レポート
）になった。また、ジョブ
パス３級試験に合格した場
合は１０点加点する。

課題の内容を正確に理解し
た提出物（レポート）にな
った。また、ジョブパス３
級試験に合格した場合は
１０点加点する。

課題の内容を理解し、丁寧
な提出物（レポート）にな
った。また、ジョブパス３
級試験に合格した場合は
１０点加点する。

課題の内容を理解した提出
物（レポート）になった。
また、ジョブパス３級試験
に合格した場合は１０点加
点する。

授業で修得してきた内容に
関心を持ち、意欲的に問題
の解決に努めた。さらに、
自分で問題も作成した。

授業で修得してきた内容に
関心を持ち、意欲的に問題
の解決に努めた。

授業で修得してきた内容に
関心を持ち、問題の解決に
努めた。

授業で修得してきた内容に
関心を持ち、問題の解決に
努めようとした。

問題の解決力を授業で修得
できなかった。

自己分析及びその長所・短
所が学校生活及び社会にど
んな影響を与えるか完璧に
言えた。

自己分析及びその長所・短
所が学校生活及び社会にど
んな影響を与えるか言えた
。

自己分析及びその長所・短
所が学校生活及び社会にど
んな影響を与えるかほぼ言
えた。

自己分析及びその長所・短
所が学校生活及び社会にど
んな影響を与えるか大体言
えた。

自己分析及び長所・短所が
学校生活及び社会にどんな
影響を与えるか言えなかっ
た。

科目名称 ｷｬﾘｱ支援演習Ⅰ（A）

共通教育科目科目分類区分

横山　哲也（建築学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SOE081053（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）横山　哲也 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
１1回以上の出席及びビジネス能力検定３級受験することが単位認定の必須事項となる。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

８０％ ０％ ０％ ０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

84－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション、シラバスの説明及び授業改善
アンケート結果反映の説明
キャリアと仕事へのアプローチ

教科書の学習内容の箇所を事前に読んでおくこと
（45分）

2 仕事の基本となる８つの意識 教科書の学習内容の箇所を事前に読んでおくこと
（45分） 今日の授業の再確認（45分）

教科書の学習内容の箇所を事前に読んでおくこと
（45分）3 コミュニケーションとビジネスマナーの基本 今日の授業の再確認（45分）

今日の授業の再確認（45分）教科書の学習内容の箇所を事前に読んでおくこと
（45分）指示の受け方と報告、連絡・相談4

今日の授業の再確認（45分）教科書の学習内容の箇所を事前に読んでおくこと
（45分）話し方と聞き方のポイント5

今日の授業の再確認（45分）教科書の学習内容の箇所を事前に読んでおくこと
（45分）来客対応と訪問の基本マナー6

今日の授業の再確認（45分）教科書の学習内容の箇所を事前に読んでおくこと
（45分）会社関係でのつき合い7

今日の授業の再確認（45分）教科書の学習内容の箇所を事前に読んでおくこと
（45分）仕事への取り組み方①8

今日の授業の再確認（45分）教科書の学習内容の箇所を事前に読んでおくこと
（45分）仕事への取り組み方②9

10 ビジネス文章の基本① 教科書の学習内容の箇所を事前に読んでおくこと
（45分） 今日の授業の再確認（45分）

今日の授業の再確認（45分）教科書の学習内容の箇所を事前に読んでおくこと
（45分）ビジネス文章の基本②11

今日の授業の再確認（45分）教科書の学習内容の箇所を事前に読んでおくこと
（45分）電話対応12

今日の授業の再確認（45分）教科書の学習内容の箇所を事前に読んでおくこと
（45分）統計・データの読み方・まとめ方13

今日の授業の再確認（45分）教科書の学習内容の箇所を事前に読んでおくこと
（45分）情報収集とメディアの活用14

今日の授業の再確認（45分）教科書の学習内容の箇所を事前に読んでおくこと
（45分）

会社を取り巻く環境と経済の基本及び授業改善アン
ケートの実施15

総理解(45分)総復習(45分)全学生の受験をめざすため16回目の授業にて定期試
験として実施する16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

今日の授業の再確認（45分）

科目名称 ｷｬﾘｱ支援演習Ⅰ（A）

共通教育科目科目分類区分

横山　哲也（建築学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SOE081053（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）横山　哲也 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 日本能率協会マネ
ジメントセンター

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『2022年版ビジネス能力検定ジョブパス　3級公
式テキスト』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『適宜指示』

2

3

4

5
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 専門演習ⅠＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

86－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅠＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



知識・技能を得るための最
低限の活動が見られなかっ
た。

87－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
担当各教員の専門領域を通して、経営学部生として主体的な学ぶ姿勢、学問的（客観的・論理的）な思考・研究方法の基礎を磨く。そして，それを基礎として、自
ら課題設定を行い、学問的に問題解決する力をつけ、就職活動や卒業論文へ活かし専門的な知識領域を磨く。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ全てに対応する。

到達目標
多岐にわたる経営学の分野を理解し、各自が修める専門テーマを明確にする。また、そのために必要な知識と考え方を修得するよう努力する。

授業全体の内容と概要
それぞれのゼミナール担当教員が提示している「専門テーマ」に沿った形で演習が進められる。最終的な成果を形にすることを目指して、研究を着実に進めること
が一層求められる。

授業の方法
各教員の指導方針の下に行われるので，講義，ゼミナール、実験、制作、見学、調査等、さまざまな授業形態がとられる。したがって、大学生として真摯に学ぶ姿
勢と自覚が求められる。与えられたテーマに沿ってプレゼンテーションを行う・テーマ別にディスカッションやディベートを行う・グループに分かれて討議や調査
を行うなど、実社会において使える技能に磨きをかけることを目的とした様々な活動を行うこととなる。

アクティブラーニングの実施方法

　〇 プレゼンテーション

模擬授業

　〇 ディスカッション

　〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

　〇 フィールドワーク

　〇 調査学習

双方向授業

　〇 ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
各担当教員が授業時にアナウンスするので、その指示に従うこと。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性

知識・技能を得るために十
分積極的に活動した。

知識・技能を得るための活
動は、やや積極性を欠くも
のの十分な姿勢を見せた。

知識・技能を得るための通
常の活動は、ある程度こな
すことができた。

知識・技能を得るための最
低限の活動を行った。

積極的にゼミに取り組み、
経営学部生として実社会で
対応し得る様々なスキルを
学び、経営学部において学
んだ内容を以って社会に貢
献するための努力をした。

各回のゼミに真摯に取り組
み、経営学部生として十分
な実践力の獲得へ向けた理
解を深めることができた。

各回のゼミに取り組み、考
え方や問題解決に対する努
力が見られた。

ゼミにまじめに取り組み、
経営学部生としての日常活
動を実社会につなげるため
の努力は認められるがなか
なか定着していない。

ゼミへの取り組みが不十分
で、本学経営学部生として
の知識の獲得に対する前向
きな姿勢が見られなかった
。

自分のみならず周囲の学生
も巻き込みながら授業に取
り組み、余った時間をさら
なる研究・理解に振り分け
本学経営学部生としての自
覚のもと、日本における社
会人たる資質が出来上がっ
た。

授業中の質問が多く、与え
られた問題解決への相談も
常であり経営学部生として
の活動を実社会で生かすこ
とに関して前向きで、努力
が窺える。

積極性は乏しいものの、不
明点を質問するなど前向き
な姿勢がうかがわれる。

何とか授業はこなすものの
、不明点を質問したりする
ことはなく、日々の活動も
受動的な範囲を超えなかっ
た。

自分から進んで経営学部生
としての内容を身につけよ
うとする姿勢が見られなか
った。

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

信濃　吉彦（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館６階

単位数 1 (単位認定責任者： ）信濃　吉彦 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
授業１６回のうち１３回以上の出席がなければ成績評価の対象としない。最終評価は各教員が判断し決定する。出席および日々の活動はすべて平常点扱いとしゼミ
担任が判断する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ １００％ ０％

オフィスアワー 各教員の研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

88－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション：シラバスの説明　　　　　　
　　　　　　　　　授業改善アンケート結果反映の 所属研究室選択資料の確認（４５分）

2 担当教員による授業① 予習課題（４５分） 授業振返り課題（４５分）

予習課題（４５分）3 担当教員による授業② 授業振返り課題（４５分）

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業③4

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業④5

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑤6

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑥7

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑦8

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑧9

10 担当教員による授業⑨ 予習課題（４５分） 授業振返り課題（４５分）

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑩11

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑪12

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑫13

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑬14

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑭　　　　　　　　　　　　　
　　　　　授業改善アンケートの実施15

全体振り返り（４５分）授業振り返り作成（４５分）担当教員による授業⑮およびまとめと評価について16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認（４５分）

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

信濃　吉彦（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館６階

単位数 1 (単位認定責任者： ）信濃　吉彦 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



日常生活の疑問に経済学的
な観点を適用できなかった
。

89－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
日常のさまざまな疑問を経済学的観点からとらえるための知識を身につける。また、経済学の基礎知識を活用して、日常の問題を経済学的に考察する能力を身につ
ける。さらには、演習内での議論を通して、人と協働して課題解決にあたるコミュニケーション能力を身につける。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰの（１）（３）（４）に対応する。

到達目標
日常のさまざまな事象を経済学的観点でとらえる取組みができる。
課題の解決にむけて経済学の考え方の活用に取りくめる。
経済学の考えにもとづいたコミュニケーションに取りくめる。

授業全体の内容と概要
まず経済学の重要な概念を学ぶ。学んだことを知識としてただ理解するだけでなく、経済学の考えの日常生活の事象への応用について、グループワークをおりまぜ
て演習する。演習では、日常のさまざまな不思議・疑問から出発して、具体的な問題・課題を見出し、その解決にむけて経済学の考え方の活用を議論する。

授業の方法
各回の計画にそって、まず経済学の重要概念からテーマを選んで解説する。次に、その学んだ考え方を、日常生活の身近な疑問や不思議にあてはめて考察すること
を演習する。演習では、個人的考察にくわえてグループ討議による考察も行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
グループワークやディスカッションを基本とした少人数に授業であるため、受講人数を10人から12人程度までに制限する。ただし、具体的な人数は、当該年度の対
象学年の学生数等を考慮して年度ごとに決める。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

疑問への経済学的観点の適
用

問題の経済学的考察

経済学的な議論の実践

日常生活の疑問に経済学的
観点を適用して経済学的問
題としてとらえることがで
きた。

日常生活の疑問に経済学的
観点を適用して経済学的問
題としてある程度とらえる
ことができた。

日常生活の疑問に経済学的
観点をある程度適用できた
。

日常生活の疑問への経済学
的観点の適用に取り組めた
。

日常生活の問題の経済学的
解答を導くことができた。

日常生活の問いを経済学的
に考察できた。

日常生活の問いについてあ
る程度経済学的に考察でき
た。

日常生活の問いに関する経
済学的考察に取りくめた。

日常生活の問いに関する経
済学的考察ができなかった
。

経済学的思考にもとづいて
意見をまとめることができ
た。

経済学的思考にもとづいて
討議できた。

経済学的思考にもとづいて
ある程度討議できた。

経済学的思考にもとづいた
討議に取りくめた。

経済学的思考にもとづいた
討議ができなかった。

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

河野　善文（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）河野　善文 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１２回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ １０％ ０％ ９０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

90－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション
シラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明

シラバスを読む（４５分）

2 経済的厚生について 前回の演習で指示した内容について調べる（４５分
） 演習内容をノートにまとめる（４５分）

前回の演習で指示した内容について調べる（４５分
）3 経済的厚生に関する事例演習(1) 集団討論 演習内容をノートにまとめる（４５分）

演習内容をノートにまとめる（４５分）前回の演習で指示した内容について調べる（４５分
）経済的厚生に関する事例演習(2) 個別演習4

演習内容をノートにまとめる（４５分）前回の演習で指示した内容について調べる（４５分
）経済的厚生に関する発表とまとめ5

演習内容をノートにまとめる（４５分）前回の演習で指示した内容について調べる（４５分
）経済学的費用について6

演習内容をノートにまとめる（４５分）前回の演習で指示した内容について調べる（４５分
）経済学的費用の事例演習(1) 集団討論7

演習内容をノートにまとめる（４５分）前回の演習で指示した内容について調べる（４５分
）経済学的費用の事例演習(2) 個別演習8

演習内容をノートにまとめる（４５分）前回の演習で指示した内容について調べる（４５分
）経済学的費用に関するまとめ・発表9

10 合理性の問題について 前回の演習で指示した内容について調べる（４５分
） 演習内容をノートにまとめる（４５分）

演習内容をノートにまとめる（４５分）前回の演習で指示した内容について調べる（４５分
）合理性の問題の事例演習(1) 集団討論11

演習内容をノートにまとめる（４５分）前回の演習で指示した内容について調べる（４５分
）合理性の問題の事例演習(2) 個別演習12

演習内容をノートにまとめる（４５分）前回の演習で指示した内容について調べる（４５分
）合理性の問題に関するまとめ・発表13

演習内容をノートにまとめる（４５分）これまでの演習について振り返る（４５分）前期演習のまとめ14

半期の学生生活について振り返りをまとめる（４５
分）半期の学生生活について振り返る（４５分）前期学生生活の振り返り15

演習ノートの整理（４５分）これまでの演習課題等を再確認・整理してたりない
ものを補う（４５分）

補講・課題等
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

シラバス等の確認とまとめ（４５分）

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

河野　善文（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）河野　善文 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 専門演習ⅠＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅠＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 専門演習ⅠＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

94－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅠＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



知識・技能を得るための最
低限の活動が見られなかっ
た。

95－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
国際言語としての英語理解を基本とし様々な国際関係の時事問題を通して、経営学部生として主体的な学ぶ姿勢、学問的（客観的・論理的）な思考・研究方法の基
礎を磨く。さらにそれらを発展させ、自ら課題設定を行い、学問的に問題解決する力を身につけ、就職活動や卒業論文へ活かし専門的な知識領域を磨く。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ全てに対応する。

到達目標
多岐にわたる経営学の分野を理解し、各自が修める専門テーマを明確にする。また、そのために必要な知識と考え方を修得するよう努力する。

授業全体の内容と概要
「異文化コミュニケーション」の学びに沿った形で演習が進められる。最終的な成果を形にすることを目指して、研究を着実に進めることが一層求められる。

授業の方法
講義，ゼミナール、実験、制作、見学、調査等、さまざまな授業形態をとる。したがって、大学生として真摯に学ぶ姿勢と自覚が求められる。与えられたテーマに
沿ってプレゼンテーションを行う・テーマ別にディスカッションやディベートを行う・グループに分かれて討議や調査を行うなど、実社会において使える技能に磨
きをかけることを目的とした様々な活動を行うこととなる。

アクティブラーニングの実施方法

　〇 プレゼンテーション

模擬授業

　〇 ディスカッション

　〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

　〇 フィールドワーク

　〇 調査学習

双方向授業

　 ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
10名を上限とする。各回授業時にアナウンスするので、その指示に従うこと。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性

知識・技能を得るために十
分積極的に活動した。

知識・技能を得るための活
動は、やや積極性を欠くも
のの十分な姿勢を見せた。

知識・技能を得るための通
常の活動は、ある程度こな
すことができた。

知識・技能を得るための最
低限の活動を行った。

積極的にゼミに取り組み、
経営学部生として実社会で
対応し得る様々なスキルを
学び、経営学部において学
んだ内容を以って社会に貢
献するための努力をした。

各回のゼミに真摯に取り組
み、経営学部生として十分
な実践力の獲得へ向けた理
解を深めることができた。

各回のゼミに取り組み、考
え方や問題解決に対する努
力が見られた。

ゼミにまじめに取り組み、
経営学部生としての日常活
動を実社会につなげるため
の努力は認められるがなか
なか定着していない。

ゼミへの取り組みが不十分
で、本学経営学部生として
の知識の獲得に対する前向
きな姿勢が見られなかった
。

自分のみならず周囲の学生
も巻き込みながら授業に取
り組み、余った時間をさら
なる研究・理解に振り分け
本学経営学部生としての自
覚のもと、日本における社
会人たる資質が出来上がっ
た。

授業中の質問が多く、与え
られた問題解決への相談も
常であり経営学部生として
の活動を実社会で生かすこ
とに関して前向きで、努力
が窺える。

積極性は乏しいものの、不
明点を質問するなど前向き
な姿勢がうかがわれる。

何とか授業はこなすものの
、不明点を質問したりする
ことはなく、日々の活動も
受動的な範囲を超えなかっ
た。

自分から進んで経営学部生
としての内容を身につけよ
うとする姿勢が見られなか
った。

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

岡島 徳昭（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 1 (単位認定責任者： ）岡島　徳昭 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
授業１６回のうち１３回以上の出席がなければ成績評価の対象としない。最終評価はすべての活動を通して加味し決定する。出席および日々の活動はすべて平常点
扱いとしゼミ担任が判断する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ １００％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション：シラバスの説明　　　　　　
　　　　　　　　　授業改善アンケート結果反映の 所属研究室選択資料の確認（４５分）

2 授業① 予習課題（４５分） 授業振返り課題（４５分）

予習課題（４５分）3 授業② 授業振返り課題（４５分）

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）授業③4

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）授業④5

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）授業⑤6

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）授業⑥7

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）授業⑦8

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）授業⑧9

10 授業⑨ 予習課題（４５分） 授業振返り課題（４５分）

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）授業⑩11

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）授業⑪12

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）授業⑫13

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）授業⑬14

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）授業⑭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　授業改善アンケートの実施15

全体振り返り（４５分）授業振り返り作成（４５分）担当教員による授業⑮およびまとめと評価について16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認（４５分）

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

岡島 徳昭（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 1 (単位認定責任者： ）岡島　徳昭 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



97－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 専門演習ⅠＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅠＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



知識・技能を得るための最
低限の活動が見られなかっ
た。

99－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
企業を巡る法律関係を規定する会社法およびその関連法規について、基本となる知識を修得する。法的なものの考え方を身につけ、ビジネスマンとして理解してお
くべき基本的法律知識を習得すること目的とする。さらにビジネス活動で生じる法的問題の発見能力とコンプライアンス能力を修得することを目的とする。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）（２）（３）（４）に対応する。

到達目標
会社を巡る法律関係を規定する会社法およびその関連法規について、基本となる知識を修得することにより、条文を理解し、適用・解釈できる。法的な側面から会
社とは何かを考えることができる。

授業全体の内容と概要
企業を巡る法律関係を規定する会社法およびその関連法規について、基本となる知識を修得する。

「SDG 4.質の高い教育をみんなに」の関連科目。
「SDG 8.働きがいも経済成長も」の関連科目。
「SDG 10.人や国の不平等をなくそう」の関連科目。

授業の方法
専門演習を進める上で、「商法」「会社法」（講義）を受講することが前提条件になります。
専門演習は基本的に講義・発表（報告者はあらかじめ決めて順次報告）・討論する方法をとります。
※確認テストなどはプリント配布で実施のほか、Microsoft Formsの小テストから学生全体の理解度を把握し、指導する

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

〇 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・演習科目なので、積極的な出席が必要
・私語などの迷惑行為は厳禁
・講義中スマホの操作は厳禁

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性

事例を理解し、法律の条文
を適用できる

課題に対し、問題可決がで
きる

知識・技能を得るために十
分積極的に活動した。

知識・技能を得るための活
動は、やや積極性を欠くも
のの十分な姿勢を見せた。

知識・技能を得るための通
常の活動は、ある程度こな
すことができた。

知識・技能を得るための最
低限の活動を行った。

積極的に授業に取り組み、
実社会で対応し得る様々な
スキルを学び、社会に貢献
するための努力をしている
。

各回の授業に真摯に取り組
み、十分な実践力の獲得へ
向けた理解が深まりつつあ
る。

各回の授業に取り組み、考
え方や問題解決に対する努
力が見られる。

授業にまじめに取り組み、
日常活動を実社会につなげ
るための努力は認められる
がなかなか定着していない
。

授業への取り組みが不十分
で、知識の獲得に対する前
向きな姿勢が見られない。

自分のみならず周囲の学生
も巻き込みながら授業に取
り組み、余った時間をさら
なる研究・理解に振り分け
、主体的に活動を行ってい
る。

授業中の質問が多く、与え
られた問題解決への相談も
常であり、活動を実社会で
生かすことに関して前向き
で、努力が窺える。

積極性は乏しいものの、不
明点を質問するなど前向き
な姿勢がうかがわれる。

何とか授業はこなすものの
、不明点を質問したりする
ことはなく、日々の活動も
受動的である。

自分から進んで経営学部生
としての内容を身につけよ
うとする姿勢が見られない
。

事例を理解し、法律の条文
を適用し、さらに自分の意
見を述べる

事例を理解し、法律の条文
を適用し、自分なりの説明
できる

事例を理解し、法律の条文
を適用できる

事例を理解し、法律の条文
を理解できる

事例を読み取れず、法律の
条文を理解できない

解答が論点にズレがあり、
テーマに対して十分ではな
い

解答が的確で、過不足なく
網羅して答えている

解答は答えているが、一部
に解答と関係ないことを答
えている

解答が一通り答えているが
、改善すべき点がある

解答を部分的には答えてい
るが、的確ではない

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

青山　浩之（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館４階

単位数 1 (単位認定責任者： ）青山　浩之 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１２回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ３０％ ０％ ７０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
・参考資料の配布方法や事前提供などについて配慮する。
・講義中の録音・録画・撮影などについて配慮する。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション
個別面談・履修登録チェッ
ク授業改善アンケート結果反映の説明

授業への参加の心構えを考える。（４５分）

2 個別面談・履修登録チェック
アセスメントテスト 指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）授業の振り返りを行う。（４５分）

指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）3 株式会社（１）－設立・株式
キャリアデザイン（１） 授業の振り返りを行う。（４５分）

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）株式会社（２）－設立・株式
キャリアデザイン（２）4

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）株式会社の機関設計（１）
キャリアデザイン（３）5

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）株式会社の機関設計（２）
キャリアデザイン（４）6

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）株式会社の機関設計（３）
キャリアデザイン（５）7

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）株式会社の機関設計（４）事例研究
キャリアデザイン（６）8

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）株式会社の機関設計（５）事例研究
キャリアデザイン（７）9

10 株式会社の機関設計（６）事例研究
キャリアデザイン（８） 指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）授業の振り返りを行う。（４５分）

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）株式会社の経営体制－骨格と役割（１）株主総会
キャリアデザイン（９）11

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）
株式会社の経営体制－骨格と役割（２）株主総会・
取締役・取締役会
キャリアデザイン（１０）

12

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）
株式会社の経営体制－骨格と役割（３）取締役・取
締役会
キャリアデザイン（１１）

13

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）
株式会社の経営体制－骨格と役割（４）取締役・取
締役会
キャリアデザイン（１２）

14

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）株式会社の経営体制－骨格と役割（５）事例研究
キャリアデザイン（１３）15

前期全体の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）
株式会社の経営体制－骨格と役割（６）事例研究
個別面談・履修指導
授業改善アンケートの実施

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業の振り返りを行う。（４５分）

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

青山　浩之（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館４階

単位数 1 (単位認定責任者： ）青山　浩之 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



知識・技能を得るための最
低限の活動が見られなかっ
た。

101－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
担当各教員の専門領域を通して、経営学部生として主体的な学ぶ姿勢、学問的（客観的・論理的）な思考・研究方法の基礎を磨く。そして，それを基礎として、自
ら課題設定を行い、学問的に問題解決する力をつけ、就職活動や卒業論文へ活かし専門的な知識領域を磨く。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ全てに対応する。

到達目標
多岐にわたる経営学の分野を理解し、各自が修める専門テーマを明確にする。また、そのために必要な知識と考え方を修得するよう努力する。

授業全体の内容と概要
それぞれのゼミナール担当教員が提示している「専門テーマ」に沿った形で演習が進められる。最終的な成果を形にすることを目指して、研究を着実に進めること
が一層求められる。

授業の方法
各教員の指導方針の下に行われるので，講義，ゼミナール、実験、制作、見学、調査等、さまざまな授業形態がとられる。したがって、大学生として真摯に学ぶ姿
勢と自覚が求められる。与えられたテーマに沿ってプレゼンテーションを行う・テーマ別にディスカッションやディベートを行う・グループに分かれて討議や調査
を行うなど、実社会において使える技能に磨きをかけることを目的とした様々な活動を行うこととなる。

アクティブラーニングの実施方法

　〇 プレゼンテーション

模擬授業

　〇 ディスカッション

　〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

　〇 フィールドワーク

　〇 調査学習

双方向授業

　〇 ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
各担当教員が授業時にアナウンスするので、その指示に従うこと。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性

知識・技能を得るために十
分積極的に活動した。

知識・技能を得るための活
動は、やや積極性を欠くも
のの十分な姿勢を見せた。

知識・技能を得るための通
常の活動は、ある程度こな
すことができた。

知識・技能を得るための最
低限の活動を行った。

積極的にゼミに取り組み、
経営学部生として実社会で
対応し得る様々なスキルを
学び、経営学部において学
んだ内容を以って社会に貢
献するための努力をした。

各回のゼミに真摯に取り組
み、経営学部生として十分
な実践力の獲得へ向けた理
解を深めることができた。

各回のゼミに取り組み、考
え方や問題解決に対する努
力が見られた。

ゼミにまじめに取り組み、
経営学部生としての日常活
動を実社会につなげるため
の努力は認められるがなか
なか定着していない。

ゼミへの取り組みが不十分
で、本学経営学部生として
の知識の獲得に対する前向
きな姿勢が見られなかった
。

自分のみならず周囲の学生
も巻き込みながら授業に取
り組み、余った時間をさら
なる研究・理解に振り分け
本学経営学部生としての自
覚のもと、日本における社
会人たる資質が出来上がっ
た。

授業中の質問が多く、与え
られた問題解決への相談も
常であり経営学部生として
の活動を実社会で生かすこ
とに関して前向きで、努力
が窺える。

積極性は乏しいものの、不
明点を質問するなど前向き
な姿勢がうかがわれる。

何とか授業はこなすものの
、不明点を質問したりする
ことはなく、日々の活動も
受動的な範囲を超えなかっ
た。

自分から進んで経営学部生
としての内容を身につけよ
うとする姿勢が見られなか
った。

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

石山　玄幸（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）石山　玄幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
授業１６回のうち１３回以上の出席がなければ成績評価の対象としない。最終評価は各教員が判断し決定する。出席および日々の活動はすべて平常点扱いとしゼミ
担任が判断する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ １００％ ０％

オフィスアワー 各教員の研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション：シラバスの説明　　　　　　
　　　　　　　　　授業改善アンケート結果反映の 所属研究室選択資料の確認（４５分）

2 担当教員による授業① 予習課題（４５分） 授業振返り課題（４５分）

予習課題（４５分）3 担当教員による授業② 授業振返り課題（４５分）

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業③4

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業④5

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑤6

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑥7

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑦8

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑧9

10 担当教員による授業⑨ 予習課題（４５分） 授業振返り課題（４５分）

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑩11

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑪12

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑫13

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑬14

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑭　　　　　　　　　　　　　
　　　　　授業改善アンケートの実施15

全体振り返り（４５分）授業振り返り作成（４５分）担当教員による授業⑮およびまとめと評価について16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認（４５分）

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

石山　玄幸（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）石山　玄幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



知識・技能を得るための最
低限の活動が見られなかっ
た。
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評価項目

概要

履修目標
担当各教員の専門領域を通して、経営学部生として主体的な学ぶ姿勢、学問的（客観的・論理的）な思考・研究方法の基礎を磨く。そして，それを基礎として、自
ら課題設定を行い、学問的に問題解決する力をつけ、就職活動や卒業論文へ活かし専門的な知識領域を磨く。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ全てに対応する。

到達目標
多岐にわたる経営学の分野を理解し、各自が修める専門テーマを明確にする。また、そのために必要な知識と考え方を修得するよう努力する。

授業全体の内容と概要
それぞれのゼミナール担当教員が提示している「専門テーマ」に沿った形で演習が進められる。最終的な成果を形にすることを目指して、研究を着実に進めること
が一層求められる。

授業の方法
各教員の指導方針の下に行われるので，講義，ゼミナール、実験、制作、見学、調査等、さまざまな授業形態がとられる。したがって、大学生として真摯に学ぶ姿
勢と自覚が求められる。与えられたテーマに沿ってプレゼンテーションを行う・テーマ別にディスカッションやディベートを行う・グループに分かれて討議や調査
を行うなど、実社会において使える技能に磨きをかけることを目的とした様々な活動を行うこととなる。

アクティブラーニングの実施方法

　〇 プレゼンテーション

模擬授業

　〇 ディスカッション

　〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

　〇 フィールドワーク

　〇 調査学習

双方向授業

　〇 ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
各担当教員が授業時にアナウンスするので、その指示に従うこと。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性

知識・技能を得るために十
分積極的に活動した。

知識・技能を得るための活
動は、やや積極性を欠くも
のの十分な姿勢を見せた。

知識・技能を得るための通
常の活動は、ある程度こな
すことができた。

知識・技能を得るための最
低限の活動を行った。

積極的にゼミに取り組み、
経営学部生として実社会で
対応し得る様々なスキルを
学び、経営学部において学
んだ内容を以って社会に貢
献するための努力をした。

各回のゼミに真摯に取り組
み、経営学部生として十分
な実践力の獲得へ向けた理
解を深めることができた。

各回のゼミに取り組み、考
え方や問題解決に対する努
力が見られた。

ゼミにまじめに取り組み、
経営学部生としての日常活
動を実社会につなげるため
の努力は認められるがなか
なか定着していない。

ゼミへの取り組みが不十分
で、本学経営学部生として
の知識の獲得に対する前向
きな姿勢が見られなかった
。

自分のみならず周囲の学生
も巻き込みながら授業に取
り組み、余った時間をさら
なる研究・理解に振り分け
本学経営学部生としての自
覚のもと、日本における社
会人たる資質が出来上がっ
た。

授業中の質問が多く、与え
られた問題解決への相談も
常であり経営学部生として
の活動を実社会で生かすこ
とに関して前向きで、努力
が窺える。

積極性は乏しいものの、不
明点を質問するなど前向き
な姿勢がうかがわれる。

何とか授業はこなすものの
、不明点を質問したりする
ことはなく、日々の活動も
受動的な範囲を超えなかっ
た。

自分から進んで経営学部生
としての内容を身につけよ
うとする姿勢が見られなか
った。

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

天野　雅斗（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 2号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）天野　雅斗 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
授業１６回のうち１３回以上の出席がなければ成績評価の対象としない。最終評価は各教員が判断し決定する。出席および日々の活動はすべて平常点扱いとしゼミ
担任が判断する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ １００％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション：シラバスの説明 所属研究室選択資料の確認（４５分）

2 担当教員による授業① 予習課題（４５分） 授業振返り課題（４５分）

予習課題（４５分）3 担当教員による授業② 授業振返り課題（４５分）

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業③4

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業④5

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑤6

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑥7

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑦8

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑧9

10 担当教員による授業⑨ 予習課題（４５分） 授業振返り課題（４５分）

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑩11

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑪12

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑫13

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑬14

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑭15

全体振り返り（４５分）授業振り返り作成（４５分）担当教員による授業⑮およびまとめと評価について16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認（４５分）

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

天野　雅斗（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 2号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）天野　雅斗 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



全く理解できていない
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評価項目

概要

履修目標
・自分自身で行っているトレーニングの効果を実験などを踏まえて検証する。
・トレーニング内容の改善および実践。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（4）（5）に対応する。

到達目標
データ分析、パワーポイント、ワードでのまとめ方を覚える。
統計処理まで行い、より詳しい分析方法やデータ処理を身につける。

授業全体の内容と概要
主にデータ収集。テーマを各自で決めて、その実験などに必要な被検者などはゼミ内でまかなう。データ収集と平行して、論文の書き方などの指導を行う。
　・トレーニング
　・各部活における新たな指導法
　・ゲーム分析
　・簡単な動作分析　など

授業の方法
自分が行いたいテーマを決め、スケジュールを組みトレーニングの実践。
トレーニング経過を発表し，意見交換を行う。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

○ フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
状態に応じてトレーニング内容を変更するなど、日程調整などもあるため継続することが大事となってくる。トレーニング結果をもとに試合など評価する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

論文の内容を理解したか

データ分析やパワーポイン
トの操作を理解したか

発表の際の工夫は行われて
いたか

十分に理解した 理解した おおむね理解した 理解できていないカ所があ
る

十分に理解した 理解した おおむね理解した 理解できていないカ所があ
る

全く理解できていない

十分に行われた 行われた おおむね行われた 行われていないカ所がある 全く行われていない

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

石井　祐治（経営学科・特任講師）授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）石井　祐治 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２５％ ２５％ ０％ ５０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス
シラバスの説明及び授業改善アンケート結果反映の
説明

ガイダンス
（45分）

2 各テーマの論文検索① 論文読解
（45分） 学習内容の復習（45分）

論文読解
（45分）3 各テーマの論文検索② 学習内容の復習（45分）

学習内容の復習（45分）論文読解
（45分）各テーマの論文検索③4

学習内容の復習（45分）論文読解
（45分）各テーマの論文検索④5

学習内容の復習（45分）論文読解
（45分）論文発表①6

学習内容の復習（45分）論文読解
（45分）論文発表②7

学習内容の復習（45分）論文読解
（45分）論文発表③8

学習内容の復習（45分）論文読解
（45分）論文発表④9

10 トレーニング実践① 論文読解
（45分） 学習内容の復習（45分）

学習内容の復習（45分）論文読解
（45分）トレーニング実践②11

学習内容の復習（45分）論文読解
（45分）トレーニング実践③12

学習内容の復習（45分）論文読解
（45分）トレーニング実践④13

学習内容の復習（45分）論文読解
（45分）トレーニング実践⑤14

学習内容の復習（45分）論文読解
（45分）トレーニング実践⑥15

学習内容の復習（45分）パワーポイントでの作成
（45分）

まとめ・発表
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

学習内容の復習（45分）

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

石井　祐治（経営学科・特任講師）授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）石井　祐治 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



全く理解できていない
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評価項目

概要

履修目標
・自分自身で行っているトレーニングの効果を実験などを踏まえて検証する。
・新たな指導法を確立する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）、（４）、（５）に対応する。

到達目標
データ分析、パワーポイント、ワードでのまとめ方を覚える。
統計処理まで行い、より詳しい分析方法やデータ処理を身につける。

授業全体の内容と概要
主にデータ収集。テーマを各自で決めて、その実験などに必要な被検者などはゼミ内でまかなう。データ収集と平行して、論文の書き方などの指導を行う。
　・トレーニング
　・各部活における新たな指導法
　・ゲーム分析
　・簡単な動作分析　など

授業の方法
自分が行いたいテーマを決め、スケジュールを組み、測定を行う。
途中経過をパワーポイントで発表し，意見交換を行う。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

○ フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
データをとるなどの細かい作業もあり、日程調整などもあるため継続することが大事となってくる。データをもとに発表などから評価する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

論文の内容を理解したか

データ分析やパワーポイン
トの操作を理解したか

発表の際の工夫は行われて
いたか

十分に理解した 理解した おおむね理解した 理解できていないカ所があ
る

十分に理解した 理解した おおむね理解した 理解できていないカ所があ
る

全く理解できていない

十分に行われた 行われた おおむね行われた 行われていないカ所がある 全く行われていない

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

篠原　諒介（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）篠原　諒介 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２５％ ２５％ ０％ ５０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス
シラバスの説明及び授業改善アンケート結果反映の
説明

2 各テーマの論文検索① 論文読解 学習内容の復習（９０分）

論文読解3 各テーマの論文検索② 学習内容の復習（９０分）

学習内容の復習（９０分）論文読解各テーマの論文検索③4

学習内容の復習（９０分）論文読解各テーマの論文検索④5

学習内容の復習（９０分）論文読解論文発表①6

学習内容の復習（９０分）論文読解論文発表②7

学習内容の復習（９０分）論文読解論文発表③8

学習内容の復習（９０分）論文読解論文発表④9

10 プレ測定① 論文読解 学習内容の復習（９０分）

学習内容の復習（９０分）論文読解プレ測定②11

学習内容の復習（９０分）論文読解プレ測定③12

学習内容の復習（９０分）論文読解プレ測定④13

学習内容の復習（９０分）論文読解プレ測定⑤14

学習内容の復習（９０分）論文読解プレ測定⑥15

学習内容の復習（９０分）パワーポイントでの作成まとめ・発表
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

学習内容の復習（９０分）

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

篠原　諒介（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）篠原　諒介 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



左記の内容が何一つできて
いない。
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評価項目

概要

履修目標
専門演習担当各教員の専門分野を中心に、社会福祉学をはじめとする社会科学の方法論を、文献研究、フィールドワーク、ディスカッションなどの教授方法を使用
し獲得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（２）（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
・自分の方向性を見つけ、自ら学び考えて解決できる能力を身につける。
・個々の学生がそれぞれの「勉学のテーマ」の糸口をつかんでいる。
・上記研究テーマを構築するために必要な文献・資料・データを活用するスキルを身につける。
・研究テーマに沿った論文執筆に必要なスキルを身につける。
・自分の研究テーマをプレゼン形式で発表するスキルと学友の発表を傾聴し、的確な質問をするスキルを身につける。

授業全体の内容と概要
それぞれのゼミナール担当教員が提示する「専門テーマ」に沿った形で進められる。
「SDG4. 質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
各教員の指導方針のもとに行われるので、講義・ゼミナール・実験・製作・見学・調査等様々は授業形態がとられる。したがって、大学生として真摯に学ぶ姿勢と
自覚が求められる。
質問は随時対応し、レポートの場合はコメント等によりフィードバックを行う。
Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、質問、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

◯ 模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

◯ ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

◯ フィールドワーク

◯ 調査学習

◯ 双方向授業

◯ ＰＢＬ

◯ 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
オリエンテーション時に配布される担当教員のゼミナール紹介を熟読の上、自分の所属を決定すること。「専門演習ⅠＡ」に所属した教員が後期の「専門演習ⅠＢ
」を担当する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

担当教員が提示した課題に
ついての情報獲得ツールを
駆使できる

論文・レポート執筆のため
のスキルを獲得する。

自分の研究テーマを明確に
発表でき、他者の研究を尊
重できる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示でき、まとめ
ることができ、さらに、自
分の学習課題として昇華で
きる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示でき、まとめ
ることができる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示できる。

提示された課題についてネ
ット検索を行い、資料を具
体的に検索できる。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
、そこから、さらに研究課
題を発見でき、それを論文
に構成できるスキルを獲得
する。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
、そこから、さらに研究課
題を発見できる。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
る。

具体的なレポート路執筆で
きる。

左記の内容が何一つできて
いない。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
、それについてディスカッ
ションができ、且つ、他者
の意見と研究を尊重しなが
ら、双方向の向上ができる
ような議論ができる。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
、それについてディスカッ
ションができる。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
る。

自分の研究テーマを明確に
説明できる。

左記の内容が何一つできて
いない。

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研修室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％

オフィスアワー 各教員の研究室前の掲示ボード等を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
担当教員によるガイダンス 所属研究室選択資料の確認（４５分）

2 担当教員による授業１ 予習課題（４５分） 配布資料の確認（４５分）

予習課題（４５分）3 担当教員による授業２ 配布資料の確認（４５分）

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業３4

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業４5

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業５6

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業６7

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業７8

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業８9

10 担当教員による授業９ 予習課題（４５分） 配布資料の確認（４５分）

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１０11

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１１12

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１２13

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１３14

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１４15

全体振り返り（４５分）予習課題（４５分）総括16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認（４５分）

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研修室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5
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評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 専門演習ⅠＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅠＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



左記の内容が何一つできて
いない。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
専門演習担当各教員の専門分野を中心に、社会福祉学をはじめとする社会科学の方法論を、文献研究、フィールドワーク、ディスカッションなどの教授方法を使用
し獲得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）(２）（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
・自分の方向性を見つけ、自ら学び考えて解決できる能力を身につける。
・個々の学生がそれぞれの「勉学のテーマ」の糸口をつかんでいる。
・上記研究テーマを構築するために必要な文献・資料・データを活用するスキルを身につける。
・研究テーマに沿った論文執筆に必要なスキルを身につける。
・自分の研究テーマをプレゼン形式で発表するスキルと学友の発表を傾聴し、的確な質問をするスキルを身につける。

授業全体の内容と概要
それぞれのゼミナール担当教員が提示する「専門テーマ」に沿った形で進められる。
「SDG4. 質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
各教員の指導方針のもとに行われるので、講義・ゼミナール・実験・製作・見学・調査等様々は授業形態がとられる。したがって、大学生として真摯に学ぶ姿勢と
自覚が求められる。
質問は随時対応し、レポートの場合はコメント等によりフィードバックを行う。
Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、質問、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

◯ 模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

◯ ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

◯ フィールドワーク

◯ 調査学習

◯ 双方向授業

◯ ＰＢＬ

◯ 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
オリエンテーション時に配布される担当教員のゼミナール紹介を熟読の上、自分の所属を決定すること。「専門演習ⅠＡ」に所属した教員が後期の「専門演習ⅠＢ
」を担当する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

担当教員が提示した課題に
ついての情報獲得ツールを
駆使できる

論文・レポート執筆のため
のスキルを獲得する。

自分の研究テーマを明確に
発表でき、他者の研究を尊
重できる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示でき、まとめ
ることができ、さらに、自
分の学習課題として昇華で
きる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示でき、まとめ
ることができる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示できる。

提示された課題についてネ
ット検索を行い、資料を具
体的に検索できる。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
、そこから、さらに研究課
題を発見でき、それを論文
に構成できるスキルを獲得
する。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
、そこから、さらに研究課
題を発見できる。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
る。

具体的なレポート路執筆で
きる。

左記の内容が何一つできて
いない。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
、それについてディスカッ
ションができ、且つ、他者
の意見と研究を尊重しなが
ら、双方向の向上ができる
ような議論ができる。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
、それについてディスカッ
ションができる。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
る。

自分の研究テーマを明確に
説明できる。

左記の内容が何一つできて
いない。

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研修室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％

オフィスアワー 各教員の研究室前の掲示ボード等を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

114－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
担当教員によるガイダンス 所属研究室選択資料の確認（４５分）

2 担当教員による授業１ 予習課題（４５分） 配布資料の確認（４５分）

予習課題（４５分）3 担当教員による授業２ 配布資料の確認（４５分）

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業３4

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業４5

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業５6

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業６7

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業７8

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業８9

10 担当教員による授業９ 予習課題（４５分） 配布資料の確認（４５分）

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１０11

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１１12

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１２13

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１３14

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１４15

全体振り返り（４５分）予習課題（４５分）総括16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認（４５分）

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研修室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



インターネット情報の信頼
確認の理解が十分ではない
。まとめサイト、
Wikipediaなど、「いきな
り検索」の情報収集にとど
まっている。

115－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
卒論準備（アカデミック･シンキング）の基礎理解をおこなう。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
卒論執筆準備のため、学術レポート作成の基礎を理解する。
学術作法にもとづいて、社会科学の疑問をあきらかにする方法を習得する。

授業全体の内容と概要
専門演習ⅠABでは、アカデミック・シンキングを学修する。
「SDG4．質の高い教育をみんなに」の関連科目。
次の①から④について段階的理解をすすめる。
①学術論文のスタイルを確認する。
（書く作業のなかで思考を深める、先行研究理解、引用など、学術研究ルールを学ぶ）
②大学教員や研究者が執筆した学術論文を自分の関心にあわせて
図書情報館レファレンスサービスをうけ取寄せる。
③学術論文、文献を読み、要旨をまとめる。
社会的事象について、複数文献を精読し、視点、考察方法の違い等を報告する。
④学術論文、文献の読解作業をふまえ、先行研究の批評的思考をおこなう。
（定義を確認する、比較する、相違点や類似点をみつける ）

授業の方法
社会福祉学科Teams「２０２２年度　専門演習Ⅰ履修方法」（２０２２年１月１７日開示）には、「専門ゼミテーマ、内容一覧」（PDF）がある。アカデミック・シ
ンキングのための文献講読は、ゼミメンバー確定後、演習にて選書、決定する。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

模擬授業

◯ ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業科目Teamsを利用する。履修学生はチームメンバーになり、以下のコースパケット利用が可能になる。
コースパケットは、履修学生に必要と思われる教材資料をまとめたものである。
準備学習に必要となる教材（論文コピー、報告書など）
課題（練習問題、レポートの指示と執筆のための参考資料）
授業のなかでは扱いきれなかった、関連文献、補足情報
授業者への相談質問のための案内

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

関心のある主題について、
信頼性のある情報を整理し
、論点を抽出する。

学術論文スタイルを理解し
て、学術レポートを作成す
る。

ゼミメンバーとして、学術
環境を創造していく役割を
自覚し、自分と異なる意見
を統合させて、学修経験を
高めていこうとする、関心
･意欲･態度

信頼性の高い情報を網羅し
て調べており、多様な見解
を整理している。専攻とそ
れに関連する領域の先行研
究を統合させて、問題背景
を的確に説明している。

信頼性を保ちながら情報を
調べており、見解を適切に
整理している。専攻領域の
代表的な先行研究をふまえ
ながら、問題背景を説明し
ている。

信頼性のある情報を調べ、
いくつかの見解を整理して
いる。自らの専攻について
、いくつかの先行研究を確
認し、問題背景を設定して
いる。

インターネット情報の信頼
性を理解して文献収集して
いる。大学、研究機関など
の資料を収集するが、自ら
の専攻と先行研究に関する
絞込みは十分ではない。

主題、内容、方法はキーワ
ード、学術概念による適切
な筋立の構成である。学術
論文の引用が明確に示され
ている。

キーワード、学術概念をも
とにして適切な論点を見出
している。引用形式は適切
であり、その解釈は文脈を
ふまえている。

キーワード、学術概念を用
いており、論理的説明の基
本はおこなわれている。文
献リストの作成、本文の注
、引用形式は適切である。

学術概念に利用、引用、参
照文献リストの作成が試み
られているが、本文と文献
の照合は十分ではなく、改
善の余地がある。

文章は個人的経験、感想も
とづく「素朴理論」である
。引用、参照文献のリスト
が示されていない。

ゼミメンバーとして、役割
と責任を自覚して、積極的
、協同的に行動することが
できた。

ゼミメンバーとしての役割
は、おおむね理解しており
、他のメンバーに配慮する
行動をおこうことができた
。

ゼミメンバーとしての役割
は、基本的な行動について
おこなうことができた。

ゼミメンバーとして自分の
役割は、改善の余地はある
が、行動することができた
。

ゼミメンバーとして自分の
役割を理解すること、主体
的な行動はできなかった。

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科･教授授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 1号館2階

単位数 1 (単位認定責任者： ）松下　守邦 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数10回以上をクリアすること。これは、必要とされる量的基準であるけれども、十分条件ではない。学修は最後まで継続しベスト
を尽くすことを期待する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ７０％ ０％ ０％ ３０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照。Teamsチーム（演習科目）には、履修学生と授業者の履修相談について説明案内、連絡ツールを掲載する。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
高校教育までにうけた支援をふまえ、本人とメニュー調整をおこないながら、科目サポートを進める。



授業計画
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明、演習ガイダンス シラバス、科目Teamsの確認（４５分）

2 アカデミック･シンキング基礎1（学術文献の種類）テキスト資料の読解（４５分） テキスト、資料の整理（４５分）

テキスト資料の読解（４５分）3 アカデミック･シンキング基礎２（調べ学習、自由
研究、学術研究） テキスト、資料の整理（４５分）

テキスト、資料の整理（４５分）テキスト資料の読解（４５分）アカデミック･シンキング基礎３（研究不正；捏造
、剽窃、ほう助、自己剽窃）4

テキスト、資料の整理（４５分）テキスト資料の読解（４５分）アカデミック･シンキング基礎４（学術倫理；ハラ
スメント、研究協力者への配慮）5

テキスト、資料の整理（４５分）テキスト資料の読解（４５分）アカデミック･シンキング基礎５6

テキスト、資料の整理（４５分）テキスト資料の読解（４５分）アカデミック･シンキング基礎６7

テキスト、資料の整理（４５分）テキスト資料の読解（４５分）アカデミック･シンキング基礎７8

テキスト、資料の整理（４５分）テキスト資料の読解（４５分）アカデミック･シンキング基礎８9

10 文献講読（文献の選書、報告割当、レジュメ作成、
準備学習） テキスト資料の読解（４５分） テキスト、資料の整理（４５分）

テキスト文献精読（４５分）テキスト資料の読解（４５分）文献講読１（分担報告）11

テキスト文献精読（４５分）テキスト資料の読解（４５分）文献講読２（分担報告）12

テキスト文献精読（４５分）テキスト資料の読解（４５分）文献講読３（分担報告）13

テキスト文献精読（４５分）テキスト資料の読解（４５分）文献講読４（分担報告）14

テキスト文献精読（４５分）テキスト資料の読解（４５分）文献講読５（分担報告）15

次学期への課題設定（４５分）テキスト資料の読解（４５分）まとめ16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

スケジュールと準備学習の整理（４５分）

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科･教授授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 1号館2階

単位数 1 (単位認定責任者： ）松下　守邦 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 『思考を鍛えるレポート・論文
作成法 第3版』　

慶応義塾大学出版
会

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『井下千以子』 2019

2 『コピペと言われないレポート
の書き方教室』　

新曜社『山口裕之』 2013

3

4

5



左記の内容が何一つできて
いない。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
専門演習担当各教員の専門分野を中心に、社会福祉学をはじめとする社会科学の方法論を、文献研究、フィールドワーク、ディスカッションなどの教授方法を使用
し獲得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（２）（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
・自分の方向性を見つけ、自ら学び考えて解決できる能力を身につける。
・個々の学生がそれぞれの「勉学のテーマ」の糸口をつかんでいる。
・上記研究テーマを構築するために必要な文献・資料・データを活用するスキルを身につける。
・研究テーマに沿った論文執筆に必要なスキルを身につける。
・自分の研究テーマをプレゼン形式で発表するスキルと学友の発表を傾聴し、的確な質問をするスキルを身につける。

授業全体の内容と概要
それぞれのゼミナール担当教員が提示する「専門テーマ」に沿った形で進められる。
「SDG4. 質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
各教員の指導方針のもとに行われるので、講義・ゼミナール・実験・製作・見学・調査等様々は授業形態がとられる。したがって、大学生として真摯に学ぶ姿勢と
自覚が求められる。
質問は随時対応し、レポートの場合はコメント等によりフィードバックを行う。
Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、質問、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

◯ 模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

◯ ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

◯ フィールドワーク

◯ 調査学習

◯ 双方向授業

◯ ＰＢＬ

◯ 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
オリエンテーション時に配布される担当教員のゼミナール紹介を熟読の上、自分の所属を決定すること。「専門演習ⅠＡ」に所属した教員が後期の「専門演習ⅠＢ
」を担当する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

担当教員が提示した課題に
ついての情報獲得ツールを
駆使できる

論文・レポート執筆のため
のスキルを獲得する。

自分の研究テーマを明確に
発表でき、他者の研究を尊
重できる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示でき、まとめ
ることができ、さらに、自
分の学習課題として昇華で
きる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示でき、まとめ
ることができる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示できる。

提示された課題についてネ
ット検索を行い、資料を具
体的に検索できる。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
、そこから、さらに研究課
題を発見でき、それを論文
に構成できるスキルを獲得
する。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
、そこから、さらに研究課
題を発見できる。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
る。

具体的なレポート路執筆で
きる。

左記の内容が何一つできて
いない。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
、それについてディスカッ
ションができ、且つ、他者
の意見と研究を尊重しなが
ら、双方向の向上ができる
ような議論ができる。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
、それについてディスカッ
ションができる。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
る。

自分の研究テーマを明確に
説明できる。

左記の内容が何一つできて
いない。

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研修室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％

オフィスアワー 各教員の研究室前の掲示ボード等を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
担当教員によるガイダンス 所属研究室選択資料の確認（４５分）

2 担当教員による授業１ 予習課題（４５分） 配布資料の確認（４５分）

予習課題（４５分）3 担当教員による授業２ 配布資料の確認（４５分）

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業３4

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業４5

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業５6

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業６7

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業７8

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業８9

10 担当教員による授業９ 予習課題（４５分） 配布資料の確認（４５分）

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１０11

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１１12

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１２13

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１３14

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１４15

全体振り返り（４５分）予習課題（４５分）総括16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認（４５分）

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研修室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 専門演習ⅠＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅠＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



左記の内容が何一つできて
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
卒業論文執筆を通じて、社会福祉学研究に必要なスキルを習得する。具体的には、社会福祉に関係する様々な事象のうち、自分が関心を持つ事象を探究するための
スキル（問題発見・分析能力の養成・情報文献収集・調査等）を身に付ける。また、ゼミナールごとにキャリア支援教育が組まれており、身に着けたスキルを将来
に生かす方法を探求する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP（１）（２）（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
ソーシャルスキル、グループ方式による作業方法、データの収集や分析・解釈、プレゼン能力の向上、論文作成など、一連の方法を身に付けることが基本となるが
、さらに、下記のことについて達成できるようにする。
・各自の関心に基づく社会福祉関連の研究テーマを見つけることができる。
・関連資料の収集・整理を共同作業で行うことができる。
・研究報告及び研究成果のまとめを行うことができる。

授業全体の内容と概要
それぞれのゼミナール担当教員が学生に提示する「専門テーマ」に沿った形で進められる。
「SDG4. 質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
各教員の指導方針のもとに行われるので、講義・ゼミナール・実験・製作・見学・調査など、様々な授業形態がとられる。資料等の提示については、板書、資料配
布、プレゼンテーションソフトウェア等により行われる。課題等に関するフィードバックはコメントにてフィードバックされる。
Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、質問、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

◯ 模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

◯ ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

◯ フィールドワーク

◯ 調査学習

◯ 双方向授業

◯ ＰＢＬ

◯ 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
各担当教員の指示に従い、主体的・積極的な参加に務めること。
大学生として真摯に学ぶ姿勢と自覚が求められる。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

卒業論文執筆のテーマをが
明確になっている。

研究テーマに関するディス
カッションができる。

自分の研究テーマについて
プレゼンテーションができ
る。

卒業論文執筆のテーマが明
確になっており、そのテー
マに至るまでの文献・ネッ
ト検索のプロセスを説明で
きる。

卒業論文執筆のテーマが明
確になっており、そのテー
マの今後の執筆予定を説明
できる。

卒業論文執筆のテーマに沿
って章立てができており、
執筆を開始している。

卒業論文執筆のテーマが明
確になっている。

ディスカッションにおいて
、自分の執筆テーマの意義
と展望、現在の進捗状況を
報告でき、尚且つ、他者の
発表に的確な助言ができる
。

ディスカッションにおいて
、自分の執筆テーマの意義
と展望、現在の進捗状況を
報告できる。

ディスカッションにおいて
、自分の執筆テーマの意義
と展望を報告できる。

ディスカッションにおいて
、自分の研究テーマを報告
できる。

左記の内容が何一つできて
いない。

自分の研究テーマについて
のプレゼンにおいて、明確
な参考資料を提示でき、報
告でき、且つ、周囲を納得
させることができ、さらに
、他者のプレゼンに対して
的確な助言ができる。

自分の研究テーマについて
のプレゼンにおいて、明確
な参考資料を提示でき、報
告でき、且つ、周囲を納得
させることができる。

自分の研究テーマについて
のプレゼンにおいて、明確
な参考資料を提示でき、報
告できる

自分の研究テーマのプレゼ
ンテーションが一応できる
。

左記の内容が何一つできて
いない。

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位取得の最低出席条件１０回以上をクリアすること。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％

オフィスアワー 各教員の研究室前のボードなどを参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 担当教員によるガイダンス（シラバスの説明を含む
） 所属研究室選択資料の確認（４５分）

2 担当教員による授業２ 予習課題（４５分） 授業振り返り課題（４５分）

予習課題（４５分）3 担当教員による授業３ 授業振り返り課題（４５分）

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１4

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業４5

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業５6

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業６7

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業７8

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業８9

10 担当教員による授業９ 予習課題（４５分） 授業振り返り課題（４５分）

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１０11

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１１12

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１２13

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１３14

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１４15

全体振り返り（４５分）予習課題（４５分）総括16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認（４５分）

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



左記の内容が何一つできて
いない。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
専門演習担当各教員の専門分野を中心に、社会福祉学をはじめとする社会科学の方法論を、文献研究、フィールドワーク、ディスカッションなどの教授方法を使用
し獲得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（２）（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
・自分の方向性を見つけ、自ら学び考えて解決できる能力を身につける。
・個々の学生がそれぞれの「勉学のテーマ」の糸口をつかんでいる。
・上記研究テーマを構築するために必要な文献・資料・データを活用するスキルを身につける。
・研究テーマに沿った論文執筆に必要なスキルを身につける。
・自分の研究テーマをプレゼン形式で発表するスキルと学友の発表を傾聴し、的確な質問をするスキルを身につける。

授業全体の内容と概要
それぞれのゼミナール担当教員が提示する「専門テーマ」に沿った形で進められる。
「SDG4. 質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
各教員の指導方針のもとに行われるので、講義・ゼミナール・実験・製作・見学・調査等様々は授業形態がとられる。したがって、大学生として真摯に学ぶ姿勢と
自覚が求められる。
質問は随時対応し、レポートの場合はコメント等によりフィードバックを行う。
Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、質問、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

◯ 模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

◯ ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

◯ フィールドワーク

◯ 調査学習

◯ 双方向授業

◯ ＰＢＬ

◯ 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
オリエンテーション時に配布される担当教員のゼミナール紹介を熟読の上、自分の所属を決定すること。「専門演習ⅠＡ」に所属した教員が後期の「専門演習ⅠＢ
」を担当する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

担当教員が提示した課題に
ついての情報獲得ツールを
駆使できる

論文・レポート執筆のため
のスキルを獲得する。

自分の研究テーマを明確に
発表でき、他者の研究を尊
重できる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示でき、まとめ
ることができ、さらに、自
分の学習課題として昇華で
きる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示でき、まとめ
ることができる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示できる。

提示された課題についてネ
ット検索を行い、資料を具
体的に検索できる。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
、そこから、さらに研究課
題を発見でき、それを論文
に構成できるスキルを獲得
する。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
、そこから、さらに研究課
題を発見できる。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
る。

具体的なレポート路執筆で
きる。

左記の内容が何一つできて
いない。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
、それについてディスカッ
ションができ、且つ、他者
の意見と研究を尊重しなが
ら、双方向の向上ができる
ような議論ができる。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
、それについてディスカッ
ションができる。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
る。

自分の研究テーマを明確に
説明できる。

左記の内容が何一つできて
いない。

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研修室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％

オフィスアワー 各教員の研究室前の掲示ボード等を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
担当教員によるガイダンス 所属研究室選択資料の確認（４５分）

2 担当教員による授業１ 予習課題（４５分） 配布資料の確認（４５分）

予習課題（４５分）3 担当教員による授業２ 配布資料の確認（４５分）

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業３4

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業４5

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業５6

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業６7

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業７8

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業８9

10 担当教員による授業９ 予習課題（４５分） 配布資料の確認（４５分）

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１０11

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１１12

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１２13

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１３14

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１４15

全体振り返り（４５分）予習課題（４５分）総括16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認（４５分）

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研修室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



左記の内容が何一つできて
いない。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
専門演習担当各教員の専門分野を中心に、社会福祉学をはじめとする社会科学の方法論を、文献研究、フィールドワーク、ディスカッションなどの教授方法を使用
し獲得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。

到達目標
・自分の方向性を見つけ、自ら学び考えて解決できる能力を身につける。
・個々の学生がそれぞれの「勉学のテーマ」の糸口をつかんでいる。
・上記研究テーマを構築するために必要な文献・資料・データを活用するスキルを身につける。
・研究テーマに沿った論文執筆に必要なスキルを身につける。
・自分の研究テーマをプレゼン形式で発表するスキルと学友の発表を傾聴し、的確な質問をするスキルを身につける。

授業全体の内容と概要
それぞれのゼミナール担当教員が提示する「専門テーマ」に沿った形で進められる。
「SDG4. 質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
各教員の指導方針のもとに行われるので、講義・ゼミナール・実験・製作・見学・調査等様々は授業形態がとられる。したがって、大学生として真摯に学ぶ姿勢と
自覚が求められる。
質問は随時対応し、レポートの場合はコメント等によりフィードバックを行う。
Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、質問、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

◯ 模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

◯ ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

◯ フィールドワーク

◯ 調査学習

◯ 双方向授業

◯ ＰＢＬ

◯ 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
オリエンテーション時に配布される担当教員のゼミナール紹介を熟読の上、自分の所属を決定すること。「専門演習ⅠＡ」に所属した教員が後期の「専門演習ⅠＢ
」を担当する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

担当教員が提示した課題に
ついての情報獲得ツールを
駆使できる

論文・レポート執筆のため
のスキルを獲得する。

自分の研究テーマを明確に
発表でき、他者の研究を尊
重できる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示でき、まとめ
ることができ、さらに、自
分の学習課題として昇華で
きる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示でき、まとめ
ることができる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示できる。

提示された課題についてネ
ット検索を行い、資料を具
体的に検索できる。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
、そこから、さらに研究課
題を発見でき、それを論文
に構成できるスキルを獲得
する。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
、そこから、さらに研究課
題を発見できる。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
る。

具体的なレポート路執筆で
きる。

左記の内容が何一つできて
いない。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
、それについてディスカッ
ションができ、且つ、他者
の意見と研究を尊重しなが
ら、双方向の向上ができる
ような議論ができる。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
、それについてディスカッ
ションができる。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
る。

自分の研究テーマを明確に
説明できる。

左記の内容が何一つできて
いない。

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研修室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％

オフィスアワー 各教員の研究室前の掲示ボード等を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

126－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
担当教員によるガイダンス 所属研究室選択資料の確認（４５分）

2 担当教員による授業１ 予習課題（４５分） 配布資料の確認（４５分）

予習課題（４５分）3 担当教員による授業２ 配布資料の確認（４５分）

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業３4

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業４5

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業５6

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業６7

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業７8

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業８9

10 担当教員による授業９ 予習課題（４５分） 配布資料の確認（４５分）

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１０11

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１１12

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１２13

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１３14

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１４15

全体振り返り（４５分）予習課題（４５分）総括16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認（４５分）

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研修室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



左記の内容が何一つできて
いない。

127－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
専門演習担当各教員の専門分野を中心に、社会福祉学をはじめとする社会科学の方法論を、文献研究、フィールドワーク、ディスカッションなどの教授方法を使用
し獲得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（２）（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
・自分の方向性を見つけ、自ら学び考えて解決できる能力を身につける。
・個々の学生がそれぞれの「勉学のテーマ」の糸口をつかんでいる。
・上記研究テーマを構築するために必要な文献・資料・データを活用するスキルを身につける。
・研究テーマに沿った論文執筆に必要なスキルを身につける。
・自分の研究テーマをプレゼン形式で発表するスキルと学友の発表を傾聴し、的確な質問をするスキルを身につける。

授業全体の内容と概要
それぞれのゼミナール担当教員が提示する「専門テーマ」に沿った形で進められる。
「SDG4. 質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
各教員の指導方針のもとに行われるので、講義・ゼミナール・実験・製作・見学・調査等様々は授業形態がとられる。したがって、大学生として真摯に学ぶ姿勢と
自覚が求められる。
質問は随時対応し、レポートの場合はコメント等によりフィードバックを行う。
Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、質問、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

◯ 模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

◯ ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

◯ フィールドワーク

◯ 調査学習

◯ 双方向授業

◯ ＰＢＬ

◯ 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
オリエンテーション時に配布される担当教員のゼミナール紹介を熟読の上、自分の所属を決定すること。「専門演習ⅠＡ」に所属した教員が後期の「専門演習ⅠＢ
」を担当する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

担当教員が提示した課題に
ついての情報獲得ツールを
駆使できる

論文・レポート執筆のため
のスキルを獲得する。

自分の研究テーマを明確に
発表でき、他者の研究を尊
重できる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示でき、まとめ
ることができ、さらに、自
分の学習課題として昇華で
きる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示でき、まとめ
ることができる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示できる。

提示された課題についてネ
ット検索を行い、資料を具
体的に検索できる。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
、そこから、さらに研究課
題を発見でき、それを論文
に構成できるスキルを獲得
する。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
、そこから、さらに研究課
題を発見できる。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
る。

具体的なレポート路執筆で
きる。

左記の内容が何一つできて
いない。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
、それについてディスカッ
ションができ、且つ、他者
の意見と研究を尊重しなが
ら、双方向の向上ができる
ような議論ができる。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
、それについてディスカッ
ションができる。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
る。

自分の研究テーマを明確に
説明できる。

左記の内容が何一つできて
いない。

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研修室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％

オフィスアワー 各教員の研究室前の掲示ボード等を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
担当教員によるガイダンス 所属研究室選択資料の確認（４５分）

2 担当教員による授業１ 予習課題（４５分） 配布資料の確認（４５分）

予習課題（４５分）3 担当教員による授業２ 配布資料の確認（４５分）

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業３4

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業４5

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業５6

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業６7

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業７8

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業８9

10 担当教員による授業９ 予習課題（４５分） 配布資料の確認（４５分）

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１０11

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１１12

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１２13

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１３14

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１４15

全体振り返り（４５分）予習課題（４５分）総括16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認（４５分）

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研修室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



左記の内容が何一つできて
いない。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
専門演習担当各教員の専門分野を中心に、社会福祉学をはじめとする社会科学の方法論を、文献研究、フィールドワーク、ディスカッションなどの教授方法を使用
し獲得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（２）（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
・自分の方向性を見つけ、自ら学び考えて解決できる能力を身につける。
・個々の学生がそれぞれの「勉学のテーマ」の糸口をつかんでいる。
・上記研究テーマを構築するために必要な文献・資料・データを活用するスキルを身につける。
・研究テーマに沿った論文執筆に必要なスキルを身につける。
・自分の研究テーマをプレゼン形式で発表するスキルと学友の発表を傾聴し、的確な質問をするスキルを身につける。

授業全体の内容と概要
それぞれのゼミナール担当教員が提示する「専門テーマ」に沿った形で進められる。
「SDG4. 質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
各教員の指導方針のもとに行われるので、講義・ゼミナール・実験・製作・見学・調査等様々は授業形態がとられる。したがって、大学生として真摯に学ぶ姿勢と
自覚が求められる。
質問は随時対応し、レポートの場合はコメント等によりフィードバックを行う。
Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、質問、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

◯ 模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

◯ ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

◯ フィールドワーク

◯ 調査学習

◯ 双方向授業

◯ ＰＢＬ

◯ 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
オリエンテーション時に配布される担当教員のゼミナール紹介を熟読の上、自分の所属を決定すること。「専門演習ⅠＡ」に所属した教員が後期の「専門演習ⅠＢ
」を担当する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

担当教員が提示した課題に
ついての情報獲得ツールを
駆使できる

論文・レポート執筆のため
のスキルを獲得する。

自分の研究テーマを明確に
発表でき、他者の研究を尊
重できる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示でき、まとめ
ることができ、さらに、自
分の学習課題として昇華で
きる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示でき、まとめ
ることができる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示できる。

提示された課題についてネ
ット検索を行い、資料を具
体的に検索できる。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
、そこから、さらに研究課
題を発見でき、それを論文
に構成できるスキルを獲得
する。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
、そこから、さらに研究課
題を発見できる。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
る。

具体的なレポート路執筆で
きる。

左記の内容が何一つできて
いない。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
、それについてディスカッ
ションができ、且つ、他者
の意見と研究を尊重しなが
ら、双方向の向上ができる
ような議論ができる。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
、それについてディスカッ
ションができる。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
る。

自分の研究テーマを明確に
説明できる。

左記の内容が何一つできて
いない。

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研修室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％

オフィスアワー 各教員の研究室前の掲示ボード等を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

130－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
担当教員によるガイダンス 所属研究室選択資料の確認（４５分）

2 担当教員による授業１ 予習課題（４５分） 配布資料の確認（４５分）

予習課題（４５分）3 担当教員による授業２ 配布資料の確認（４５分）

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業３4

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業４5

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業５6

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業６7

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業７8

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業８9

10 担当教員による授業９ 予習課題（４５分） 配布資料の確認（４５分）

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１０11

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１１12

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１２13

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１３14

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１４15

全体振り返り（４５分）予習課題（４５分）総括16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認（４５分）

科目名称 専門演習ⅠＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研修室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



左記の内容が何一つできて
いない。

131－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
心理学の視点から、社会福祉学をはじめとする社会科学の方法論を、文献研究、調査、実験、ディスカッションなどの教授方法を使用し獲得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（２）（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
・自分の方向性を見つけ、自ら学び考えて解決できる能力を身につける。
・個々の学生がそれぞれの「勉学のテーマ」の糸口をつかんでいる。
・上記研究テーマを構築するために必要な文献・資料・データを活用するスキルを身につける。
・研究テーマに沿った論文執筆に必要なスキルを身につける。
・自分の研究テーマをプレゼン形式で発表するスキルと学友の発表を傾聴し、的確な質問をするスキルを身につける。

授業全体の内容と概要
それぞれのゼミナール担当教員が提示する「専門テーマ」に沿った形で進められる。
「SDG4. 質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
各教員の指導方針のもとに行われるので、講義・ゼミナール・実験・製作・見学・調査等様々は授業形態がとられる。したがって、大学生として真摯に学ぶ姿勢と
自覚が求められる。
質問は随時対応し、レポートの場合はコメント等によりフィードバックを行う。
Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、質問、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

◯ 模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

◯ ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

◯ フィールドワーク

◯ 調査学習

◯ 双方向授業

◯ ＰＢＬ

◯ 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
オリエンテーション時に配布される担当教員のゼミナール紹介を熟読の上、自分の所属を決定すること。「専門演習ⅠＡ」に所属した教員が後期の「専門演習ⅠＢ
」を担当する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

担当教員が提示した課題に
ついての情報獲得ツールを
駆使できる

論文・レポート執筆のため
のスキルを獲得する。

自分の研究テーマを明確に
発表でき、他者の研究を尊
重できる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示でき、まとめ
ることができ、さらに、自
分の学習課題として昇華で
きる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示でき、まとめ
ることができる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示できる。

提示された課題についてネ
ット検索を行い、資料を具
体的に検索できる。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
、そこから、さらに研究課
題を発見でき、それを論文
に構成できるスキルを獲得
する。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
、そこから、さらに研究課
題を発見できる。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
る。

具体的なレポート路執筆で
きる。

左記の内容が何一つできて
いない。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
、それについてディスカッ
ションができ、且つ、他者
の意見と研究を尊重しなが
ら、双方向の向上ができる
ような議論ができる。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
、それについてディスカッ
ションができる。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
る。

自分の研究テーマを明確に
説明できる。

左記の内容が何一つできて
いない。

科目名称 専門演習ⅠA

専門科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 1 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボードを参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

132－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
担当教員によるガイダンス 所属研究室選択資料の確認（４５分）

2 担当教員による授業１ 予習課題（４５分） 配布資料の確認（４５分）

予習課題（４５分）3 担当教員による授業２ 配布資料の確認（４５分）

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業３4

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業４5

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業５6

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業６7

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業７8

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業８9

10 担当教員による授業９ 予習課題（４５分） 配布資料の確認（４５分）

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１０11

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１１12

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１２13

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１３14

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１４15

全体振り返り（４５分）予習課題（４５分）総括16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認（４５分）

科目名称 専門演習ⅠA

専門科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 1 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



左記の内容が何一つできて
いない。
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評価項目

概要

履修目標
専門演習担当各教員の専門分野を中心に、社会福祉学をはじめとする社会科学の方法論を、文献研究、フィールドワーク、ディスカッションなどの教授方法を使用
し獲得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（２）と（４）と（５）に対応する。

到達目標
自分の方向性を見つけ、自ら学び考えて解決できる能力を身につける。
個々の研究テーマをもち、研究方法に関するノウハウを理解する。
上記研究テーマを構築するために必要な文献・資料・データを活用するスキルを身につける。
研究テーマに沿った論文執筆に必要なスキルを身につける。
自分の研究テーマをプレゼン形式で発表するスキルと学友の発表を傾聴し、的確な質問をするスキルを身につける。

授業全体の内容と概要
特別支援教育、障害のある子に対する教育に関連する内容や今日的な課題について、各自が関心をもち追求したい内容の焦点化を図るとともに、調査研究や文献研
究の方法、情報の整理やまとめ方について検討し整理する。
「SDG4. 質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
プレゼンテーション資料等によるテーマの焦点化、調査方法、文献研究の方法について説明する。
フレームワーク等の試行により関心事、文献研究・調査研究内容を焦点化し整理し、随時グループワークを実施する。
全体発表を通して、調査研究等の成果報告、全体への情報共有を行う。
質問には随時対応し、各自の調査・収集・整理した内容については、コメント等によりフィードバックを行う。
Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、質問、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

◯ フィールドワーク

◯ 調査学習

◯ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
オリエンテーション時に配布される担当教員のゼミナール紹介を熟読の上、自分の所属を決定すること。
「専門演習ⅠＡ」に所属した教員が後期の「専門演習ⅠＢ」を担当する。
教員になることを目指し、特別支援教育、障害のある子に対する教育に関連する内容や今日的な課題について、各自が関心をもっている者とする。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

担当教員が提示した課題に
ついての情報獲得ツールを
駆使できる

論文・レポート執筆のため
のスキルを獲得する。

自分の研究テーマを明確に
発表でき、他者の研究を尊
重できる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示でき、まとめ
ることができ、さらに、自
分の学習課題として昇華で
きる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示でき、まとめ
ることができる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示できる。

提示された課題についてネ
ット検索を行い、資料を具
体的に検索できる。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
、そこから、さらに研究課
題を発見でき、それを論文
に構成できるスキルを獲得
する。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
、そこから、さらに研究課
題を発見できる。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
る。

具体的なレポート路執筆で
きる。

左記の内容が何一つできて
いない。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
、それについてディスカッ
ションができ、且つ、他者
の意見と研究を尊重しなが
ら、双方向の向上ができる
ような議論ができる。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
、それについてディスカッ
ションができる。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
る。

自分の研究テーマを明確に
説明できる。

左記の内容が何一つできて
いない。

科目名称 専門演習ⅠA

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研修室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％

オフィスアワー 各教員の研究室前の掲示ボード等を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
（活動の目的、方法、年間の活動計画等）

所属研究室選択資料の確認
（４５分）

2 特別支援教育、障害のある子に対する教育の今日的
課題等の確認１

予習課題
（４５分）

配布資料の確認
（４５分）

予習課題
（４５分）3

特別支援教育、障害のある子に対する教育の今日的
課題等の確認２
関連する各自の関心事、課題等の提起

配布資料の確認
（４５分）

配布資料の確認
（４５分）

予習課題
（４５分）

特別支援教育、障害のある子に対する教育に関連す
る各自の関心事、課題等の提起と確認１4

配布資料の確認
（４５分）

予習課題
（４５分）

特別支援教育、障害のある子に対する教育に関連す
る各自の関心事、課題等の提起と確認２5

配布資料の確認
（４５分）

予習課題
（４５分）

特別支援教育、障害のある子に対する教育に関連す
る各自の関心事、課題等の確認と全体共有6

配布資料の確認
（４５分）

予習課題
（４５分）

特別支援教育、障害のある子に対する教育に関連す
る各自の関心事、課題等の焦点化7

振り返りの確認
（４５分）

前半の振り返り
（４５分）

全体発表会（中間報告）
（各自の関心事、課題等の検討状況、経過、その後
の方針）

8

配布資料の確認
（４５分）

予習課題
（４５分）

その後の推進方法の説明
特別支援教育、障害のある子に対する教育に関連す
る各自の関心事、課題等の焦点化

9

10
特別支援教育、障害のある子に対する教育に関連す
る各自の関心事、課題等の焦点化
各自の追究する内容等（概要）の設定と説明

予習課題
（４５分）

配布資料の確認
（４５分）

配布資料の確認
（４５分）

予習課題
（４５分）各自の追究する内容等（概要）の設定と説明11

配布資料の確認
（４５分）

予習課題
（４５分）

各自の追究する内容等（概要）の設定と説明
一般的な調査研究、文献研究の方法等の説明12

配布資料の確認
（４５分）

予習課題
（４５分）

一般的な調査研究、文献研究の方法等の説明
各自の追究する内容等に基づく文献研究、調査研究
等の計画（時期、内容、方法）の立案

13

配布資料の確認
（４５分）

予習課題
（４５分）

各自の追究する内容等に基づく文献研究、調査研究
等の計画（時期、内容、方法）の立案
全体発表資料の作成

14

全体の振り返りと次年度方針の確認
（４５分）

全体の振り返り
（４５分）

全体発表会１　（各自の追究する内容等に基づく文
献研究、調査研究等の計画発表、全体の振り返りと
その後の取組方針）

15

全体の振り返りと次年度方針の確認
（４５分）

全体の振り返り
（４５分）

全体発表会２　（各自の追究する内容等に基づく文
献研究、調査研究等の計画発表、全体の振り返りと
その後の取組方針）

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認
（４５分）

科目名称 専門演習ⅠA

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研修室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 独立行政法人国立特別支援教育
総合研究所

ジアース教育新社 978-4-86371-548-6

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『特別支援教育の基礎・基本2020』 2020

2

3

4

5



左記の内容が何一つできて
いない。
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評価項目

概要

履修目標
専門演習担当各教員の専門分野を中心に、社会福祉学をはじめとする社会科学の方法論を、文献研究、フィールドワーク、ディスカッションなどの教授方法を使用
し獲得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）と（２）と（3）と（４）と（５）に対応する。

到達目標
・自分の方向性を見つけ、自ら学び考えて解決できる能力を身につける。
・個々の学生がそれぞれの「勉学のテーマ」の糸口をつかんでいる。
・上記研究テーマを構築するために必要な文献・資料・データを活用するスキルを身につける。
・研究テーマに沿った論文執筆に必要なスキルを身につける。
・自分の研究テーマをプレゼン形式で発表するスキルと学友の発表を傾聴し、的確な質問をするスキルを身につける。

授業全体の内容と概要
それぞれのゼミナール担当教員が提示する「専門テーマ」に沿った形で進められる。
「SDG4. 質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
各教員の指導方針のもとに行われるので、講義・ゼミナール・実験・製作・見学・調査等様々は授業形態がとられる。したがって、大学生として真摯に学ぶ姿勢と
自覚が求められる。
質問は随時対応し、レポートの場合はコメント等によりフィードバックを行う。
Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、質問、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

◯ 模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

◯ ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

◯ フィールドワーク

◯ 調査学習

◯ 双方向授業

◯ ＰＢＬ

◯ 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
オリエンテーション時に配布される担当教員のゼミナール紹介を熟読の上、自分の所属を決定すること。「専門演習ⅠＡ」に所属した教員が後期の「専門演習ⅠＢ
」を担当する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

担当教員が提示した課題に
ついての情報獲得ツールを
駆使できる

論文・レポート執筆のため
のスキルを獲得する。

自分の研究テーマを明確に
発表でき、他者の研究を尊
重できる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示でき、まとめ
ることができ、さらに、自
分の学習課題として昇華で
きる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示でき、まとめ
ることができる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示できる。

提示された課題についてネ
ット検索を行い、資料を具
体的に検索できる。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
、そこから、さらに研究課
題を発見でき、それを論文
に構成できるスキルを獲得
する。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
、そこから、さらに研究課
題を発見できる。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
る。

具体的なレポート路執筆で
きる。

左記の内容が何一つできて
いない。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
、それについてディスカッ
ションができ、且つ、他者
の意見と研究を尊重しなが
ら、双方向の向上ができる
ような議論ができる。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
、それについてディスカッ
ションができる。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
る。

自分の研究テーマを明確に
説明できる。

左記の内容が何一つできて
いない。

科目名称 専門演習ⅠA

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研修室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％

オフィスアワー 各教員の研究室前の掲示ボード等を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

136－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
担当教員によるガイダンス 所属研究室選択資料の確認（４５分）

2 担当教員による授業１ 予習課題（４５分） 配布資料の確認（４５分）

予習課題（４５分）3 担当教員による授業２ 配布資料の確認（４５分）

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業３4

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業４5

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業５6

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業６7

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業７8

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業８9

10 担当教員による授業９ 予習課題（４５分） 配布資料の確認（４５分）

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１０11

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１１12

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１２13

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１３14

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１４15

全体振り返り（４５分）予習課題（４５分）総括16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認（４５分）

科目名称 専門演習ⅠA

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM133145，SEM433086，SEM533093（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研修室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



基本的な知識を理解してい
なかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
各学生が専門領域を深め、自らの研究テーマを確かなものにする。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（１）（２）に対応する。

到達目標
学生が各ゼミナールでの研究の足がかりを見つけることができる。

授業全体の内容と概要
各ゼミナール担当教員の提示する「専門テーマ」に沿って進められる。

授業の方法
各教員の指導方針の下に行われるので，講義，ゼミナール，作品制作，コンクール等への応募，見学，鑑賞等，さまざまな授業形態がとられる。したがって，大学
生として真摯に学ぶ姿勢と自覚が求められる。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
この演習が来年度の卒業制作・研究に繋がることがほとんどなので,各自興味・関心のあるテーマを見つけ，担当教員と相談しながら研究を進めること。他の専門演
習科目と同様，様々な点から非常に重要な科目なので欠席をせず，継続的に努力することが望まれる。授業だけではなく，空き時間などを利用し，継続的に自学自
修を行ない，各々にとっての課題を探し，その深化に努めること。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

各専門分野のおける基本的
知識の修得

各専門分野における基本的
な技能、技術の修得

各専門分野における知識、
技能を活かした作品の制作
・研究

自ら率先し知識を修得し、
十分理解していた。

基本的な知識を理解してい
た。

基本的な知識を概ね、理解
していた。

基本的な知識を最低限理解
していた。

自ら率先し技能、技術を修
得し、十分理解していた。

基本的な技能、技術を理解
していた。

基本的な技能、技術を概ね
理解していた。

基本的な技能、技術が最低
限あった。

基本的な技能、技術を修得
していなかった。

自ら率先し作品制作・研究
に取り組み、学んだ知識、
技能を十分活かしていた。

修得した知識、技術により
作品制作・、研究に取り組
むことができていた。

修得した知識、技術により
作品制作・研究に、概ね取
り組むことができていた。

作品制作・研究にに最低取
り組んでいた。

作品制作・研究にに取り組
むことができていなかった
。

科目名称 専門研究ⅠA

専門科目科目分類区分

デザイン学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM233088（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 デザイン学科各教員各研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）デザイン学科各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
出席１０回以上の出席がなければ成績評価の対象としない。
評価基準は各教員が判断し決定する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ７０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 専任講師：研究室前の掲示板参照。　非常勤講師：事前連絡後に調整し、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 担当教員によるシラバスの説明 所属研究室選択資料の確認
（45分）

2 担当教員による授業　1 予習課題　（45分） 授業振返り課題　（45分

予習課題　（45分）3 担当教員による授業　2 授業振返り課題　（45分

授業振返り課題　（45分予習課題　（45分）担当教員による授業　34

授業振返り課題　（45分予習課題　（45分）担当教員による授業　45

授業振返り課題　（45分予習課題　（45分）担当教員による授業　56

授業振返り課題　（45分予習課題　（45分）担当教員による授業　67

授業振返り課題　（45分予習課題　（45分）担当教員による授業　78

授業振返り課題　（45分予習課題　（45分）担当教員による授業　89

10 担当教員による授業　9 予習課題　（45分） 授業振返り課題　（45分

授業振返り課題　（45分予習課題　（45分）担当教員による授業　1011

授業振返り課題　（45分予習課題　（45分）担当教員による授業　1112

授業振返り課題　（45分予習課題　（45分）担当教員による授業　1213

授業振返り課題　（45分予習課題　（45分）担当教員による授業　1314

全体振り返り　（45分）授業振り返り作成　（45分）総括15

講評内容をまとめ自己評価を行う（45分）提出課題の内容を再確認（45分）講評、授業改善アンケート16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認　（45分）

科目名称 専門研究ⅠA

専門科目科目分類区分

デザイン学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM233088（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 デザイン学科各教員各研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）デザイン学科各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『各教員による。』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『各教員による。』

2

3

4

5
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評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 専門研究ⅠA

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM233088（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門研究ⅠA

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM233088（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5
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評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 専門研究ⅠA

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM233088（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門研究ⅠA

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM233088（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5
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評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 専門研究ⅠA

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM233088（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門研究ⅠA

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM233088（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



145－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 専門研究ⅠA

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM233088（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門研究ⅠA

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM233088（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 専門研究ⅠA

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM233088（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門研究ⅠA

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM233088（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 専門研究ⅠA

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM233088（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門研究ⅠA

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM233088（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 専門研究ⅠA

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM233088（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門研究ⅠA

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM233088（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



各種図面を作図することが
できなかった。

153－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
課題として、公共の小規模建築の計画・設計・作図を行う。土地、地域、利用者、建物の規模、をもとに、利用の目的やそれに合わせた動線計画を行う。本科目で
は、課題に合わせた平面計画をし、それを正しく作図し、プレゼンテーションする手法を学ぶ。

授業の位置づけ
建築学科のDP（２）（３）に対応する。

到達目標
小規模建築の主要条件、付帯条件を満たし、建築関係法規に則った計画に、設計者の考え方設計主旨を盛り込み、その内容をわかりやすく表現する建築計画とプレ
ゼンテーションができる。

授業全体の内容と概要
RC壁式構造で低層集合住宅の計画とコンセプトを段階的に指導することで、設計者の意図をダイヤグラム、パースもしくは模型を使い、伝わるような表現方法を修
得する。提出後は、作品の発表会を行い、他の作品から多様な考えと自分の作品を比較し、学ぶ機会を設ける。
「SDG１２　つくる責任　つかう責任」
「SDG１１　住み続けられるまちづくりを」
狭い視野での設計だけでなく町や地域を念頭においた設計を指導する。

授業の方法
授業では，板書やICT（チームスを使用しながら、図面をオンライン上その場で液晶ペンタブレットで添削し、毎事業ごとに保存することで、授業の課題経過をデジ
タル的にの残し、振り返りの自習を実現する。）をしながら詳細図をもとに構造の考え方を説明し、双方向授業で実施する。
また、授業中毎回、進行状況と中間指導を行い添削する。プレゼンテーションに対しては授業内で講評しフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

〇 調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
課題を構築するために、授業には必ず出席し、成果の提示と中間指導を受けなければならない。また、課題の説明等主要な説明は授業の最初に行われるため遅刻は
厳禁とする。時間割上の授業時間内だけで図面を完成させることはむずかしいと思われるので、時間外、および自宅での製図が不可欠である。

資格指定科目
「建築士試験受験資格課程」選択科目，教職課程（工業）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

小規模建築において、主要
条件、付帯条件に則った計
画ができていたか。

建築関係法規に則った計画
ができていたか。

設計主旨に合った建築計画
が出来ていたか。

初めてこの作品を見た人が
理解しやすいプレゼンテー
ションで表現されていたか
。

各種図面が適した計画であ
り、正しく作図することが
できていた。

各種図面の計画ができ、正
しく作図することができて
いた。

各種図面を正しく作図する
ことができていた。

各種図面を作図することが
できていた。

各種図面が適した計画であ
り、正しく作図することが
できていた。

各種図面の計画ができ、正
しく作図することができて
いた。

各種図面を正しく作図する
ことができていた。

各種図面を作図することが
できていた。

各種図面を作図することが
できなかった。

各種図面が適した計画であ
り、正しく作図することが
できていた。

各種図面の計画ができ、正
しく作図することができて
いた。

各種図面を正しく作図する
ことができていた。

各種図面を作図することが
できていた。

各種図面を作図することが
できなかった。

各種図面が適したデザイン
であり、正しく表現するこ
とができていた。

各種図面のデザインができ
、正しく表現することがで
きていた。

各種図面を正しく表現する
ことができていた。

各種図面を表現することが
できていた。

各種図面を表現することが
できなかった。

科目名称 建築設計演習Ⅲ

専門科目科目分類区分

君　興治（建築学科・特任講師） 向井　
正伸（建築学科・助教）

授業担当者（所
属・職名）

APT323021（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）君　興治 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

建築事務所所長としての経験から、設計者が考えた思考やアイディアが、見る人に伝わり、
理解してもらえるような表現方法と工夫を、図面に反映させる。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、12回以上。提出課題と受講態度との総合判定

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ７０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整し研究室もしくはオンラインで対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明　授業の進め方
授業改善アンケート結果反映の説明

シラバスを読んでおくこと
（90分）

2 即日課題１　低層集合住宅計画　木構造 即日課題用低層集合住宅について考えをまとめる
（90分）

即日課題の改善点をまとめ赤ペンで描き込む（90分
）

即日課題用低層集合住宅について考えをまとめる
（90分）3 即日課題２　低層集合住宅計画　RCラーメン構造 即日課題の改善点をまとめ赤ペンで描き込む（90分

）

即日課題の改善点をまとめ赤ペンで描き込む（90分
）

即日課題用低層集合住宅について考えをまとめる
（90分）即日課題３　低層集合住宅計画　RC壁式構造4

即日課題の改善点をまとめ赤ペンで描き込む（90分
）

即日課題用低層集合住宅について考えをまとめる
（90分）即日課題４　低層集合住宅計画　Sラーメン構造5

設計課題で確定した内容をCAD等でデータとして保
存する。（90分）

課題について自分の考えを書面でまとめ提出する
（90分）

設計課題　低層集合住宅計画　RC壁式構造
（課題説明、集合住宅の解説）6

設計課題で確定した内容をCAD等でデータとして保
存する。（90分）

課題について自分の考えを書面でまとめ提出する
（90分）

設計課題　低層集合住宅計画　RC壁式構造
（課題説明、集合住宅の解説）7

設計課題で確定した内容をCAD等でデータとして保
存する。（90分）

課題について自分の考えを書面でまとめ提出する
（90分）

中間指導②　コンセプトと全体計画
　（エスキスチェック）8

設計課題で確定した内容をCAD等でデータとして保
存する。（90分）

課題について自分の考えを書面でまとめ提出する
（90分）

中間指導③　全体計画とランドスケープ
　（エスキスチェック）9

10 中間指導④　ランドスケープと平面計画
　（エスキスチェック）

課題について自分の考えを書面でまとめ提出する
（90分）

設計課題で確定した内容をCAD等でデータとして保
存する。（90分）

設計課題で確定した内容をCAD等でデータとして保
存する。（90分）

課題について自分の考えを書面でまとめ提出する
（90分）

中間指導⑤　平面計画と断面構成
　（エスキスチェック）11

設計課題で確定した内容をCAD等でデータとして保
存する。（90分）

課題について自分の考えを書面でまとめ提出する
（90分）

中間指導⑥　平面計画と断面構成
　（ダイアグラムについて）12

設計課題で確定した内容をCAD等でデータとして保
存する。（90分）

課題について自分の考えを書面でまとめ提出する
（90分）

　中間指導⑦　模型とプレゼンテーション
　（模型の造り方　レイアウトチェック）13

設計課題で確定した内容をCAD等でデータとして保
存する。（90分）

課題について自分の考えを書面でまとめ提出する
（90分）

中間指導⑧　プレゼンテーション
　（レイアウトチェック）14

他の学生の発表内容をまとめる（90分）提出課題の準備をしておくこと（90分）課題提出・講評会15

作品の調整、ポートフォリオに使用できるようにプ
レゼンを行う（90分）

講評会の内容からさらにどのようにプレゼンするか
考えておくこと（90分）

最終指導　プレゼンテーションの指導
解説し、フィードバック
授業改善アンケートの実施

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

プリントを読んで理解しておくこと（90分）

科目名称 建築設計演習Ⅲ

専門科目科目分類区分

君　興治（建築学科・特任講師） 向井　
正伸（建築学科・助教）

授業担当者（所
属・職名）

APT323021（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）君　興治 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

建築事務所所長としての経験から、設計者が考えた思考やアイディアが、見る人に伝わり、
理解してもらえるような表現方法と工夫を、図面に反映させる。

基本情報

開講時期

1 村田誠四郎 丸善株式会社 9784621075098

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『「コンパクト建築設計資料集成　第３版」　日
本建築学会編』

2005

2

3

4

5

1 中山　繁信 オーム社 9784274218828

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『矩計図で徹底的に学ぶ住宅設計「RC編」』 2016

2

3

4

5



研究テーマを見つけ出すこ
とができなかった。
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評価項目

概要

履修目標
「建築研究Ⅰ」は，建築学修得の集大成，および卒業後の進路に大きく関わる４年次の「卒業研究」につながる科目として位置付けられ，各自が興味･関心のあるテ
ーマについてより専門的な学習を行う。したがって，「卒業研究」を意識したプログラムの下に，研究テーマの選択，既往研究や事例の検索，文献･資料収集の手順
等を身に付け，研究･調査･実験に着手できる環境を整えると共に，論考･提案できる能力を修得する。

授業の位置づけ
建築学科のDP（３）（５）に対応する。

到達目標
多岐にわたる建築学の分野を理解し，各自が進めるべく研究テーマを明確にすることができること，そのための基礎的な知識と考え方を修得することができる。

授業全体の内容と概要
各ゼミナール担当教員の提示する「専門テーマ」に沿って進められる。

授業の方法
各教員の指導方針の下に行われるので，講義，ゼミナール，実験，作品制作，見学，観察･実測調査等，さまざまな授業形態がとられる。したがって，時間割上はも
ちろんこと，その他の時間（夏季休暇等を含む）にもプログラムが組まれるので，各自の時間調整や大学生として真摯に学ぶ姿勢と自覚が求められる。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

○ フィールドワーク

○ 調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
各教員が示すテーマや着手条件を理解した上で担当教員を選択することになるが，担当教員が決定しなければ受講，ならびに単位修得ができないので，必ず担当教
員を決定すること。また，各教員により演習内容，指導方針等が異なるので，別に配付される「建築学科学習ガイダンス」の記載内容を熟読･理解した上で決定する
こと。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

研究テーマを見つけ出すた
め，建築学から興味・関心
のある分野に関する内容を
理解する。

研究テーマ探求のための資
料収集と整理をする。

研究テーマを決定する過程
でのディスカッションとプ
レゼンテーションをする。

研究テーマを積極的に見つ
け出すことができた。

研究テーマを見つけ出すこ
とができた。

研究テーマをほぼ自力で見
つけ出すことができた。

研究テーマをおおむね自力
で見つけ出すことができた
。

資料を積極的に収集するこ
とができた。

資料を自力で収集すること
ができた。

資料をほぼ自力で収集する
ことができた。

資料をおおかた自力で収集
することができた。

資料を収集することができ
なかった。

研究テーマについて積極的
にディスカッションできた
。

研究テーマについてディス
カッションできた。

研究テーマについてほぼデ
ィスカッションできた。

研究テーマについておおむ
ねディスカッションできた
。

研究テーマについてのディ
スカッションができなかっ
た。

科目名称 建築研究Ⅰ

専門科目科目分類区分

建築学科指導教員授業担当者（所
属・職名）

SEM333084（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・３年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 指導教員研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）指導教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
授業１５回のうち出席１０回以上の出席がなければ成績評価の対象としない。評価基準は各教員が判断し決定する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 担当教員によるガイダンス　シラバスの説明 所属研究室選択資料とシラバスの確認
（45分）

2 担当教員による授業　１ 予習課題　（45分） 授業振返り課題　（45分）

予習課題　（45分）3 担当教員による授業　２ 授業振返り課題　（45分）

授業振返り課題　（45分）予習課題　（45分）担当教員による授業　３4

授業振返り課題　（45分）予習課題　（45分）担当教員による授業　４5

授業振返り課題　（45分）予習課題　（45分）担当教員による授業　５6

授業振返り課題　（45分）予習課題　（45分）担当教員による授業　６7

授業振返り課題　（45分）予習課題　（45分）担当教員による授業　７8

授業振返り課題　（45分）予習課題　（45分）担当教員による授業　８9

10 担当教員による授業　９ 予習課題　（45分） 授業振返り課題　（45分）

授業振返り課題　（45分）予習課題　（45分）担当教員による授業　１０11

授業振返り課題　（45分）予習課題　（45分）担当教員による授業　１１12

授業振返り課題　（45分）予習課題　（45分）担当教員による授業　１２13

授業振返り課題　（45分）予習課題　（45分）担当教員による授業　１３14

授業振返り課題　（45分）予習課題　（45分）担当教員による授業　１４15

全体振返り　（45分）授業振返り作成　（45分）総括16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認　（45分）

科目名称 建築研究Ⅰ

専門科目科目分類区分

建築学科指導教員授業担当者（所
属・職名）

SEM333084（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・３年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 指導教員研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）指導教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『適宜配布』

2

3

4

5
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評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 建築研究Ⅰ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM333084（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 建築研究Ⅰ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM333084（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



159－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 建築研究Ⅰ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM333084（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

160－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 建築研究Ⅰ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM333084（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



161－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 建築研究Ⅰ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM333084（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

162－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 建築研究Ⅰ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM333084（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



163－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 建築研究Ⅰ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM333084（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

164－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 建築研究Ⅰ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM333084（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



165－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 建築研究Ⅰ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM333084（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

166－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 建築研究Ⅰ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM333084（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



167－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 建築研究Ⅰ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM333084（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 建築研究Ⅰ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM333084（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



169－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 建築研究Ⅰ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM333084（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

170－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 建築研究Ⅰ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM333084（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



171－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 建築研究Ⅰ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM333084（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

172－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 建築研究Ⅰ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM333084（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



173－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 建築研究Ⅰ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM333084（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

174－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 建築研究Ⅰ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM333084（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



アントレプレナーシップに
ついて全く理解していなか
った。

175－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
本講義では社会にとっての起業・創業の意義,並びにアントレプレナーシップ（起業家精神）について理解する。起業して成功することは簡単ではないが、アイディ
アとビジネスモデルがあり、それを適切にマネジメントすることで、飛躍的に成長できる可能性があることを理解する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）（２）に対応する。

到達目標
授業を通して「起業・創業の面白さ」を感じ取るとともに，アントレプレナーシップとはどのようなことかをイメージし,合わせて実際の事業化にあたって必要な経
営スキル等の要素について理解する。

授業全体の内容と概要
アントレプレナーシップ（起業家精神）とは何かということを起業・創業で成功した事例を紹介することで理解する。また，スタートアップから企業が成長する段
階で超えなければいけないハードル，資金調達，チームづくり，リスクマネジメント，知的財産の管理等の理論を学ぶことで起業・創業に必要な知識を習得する。
また，起業時のビジネスプランのつくり方にも触れていきたい。

授業の方法
授業はパワーポイント及び配布物資料で実施し，資料にて説明をして基礎理論を習得したあと，事例を動画で視聴することで，より具体的な理解を深めることがで
きるようにする。レポートを課すことで本授業のなかで感じたこと，考えたことを改めて認識する機会とし，気づきを得てもらいたい。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
本講座は出席および授業参加度を重視する。出席とは，ノート・筆記用具を持参し講義に臨むことを意味する。授業参加度とは，発言や質問等の積極性を意味し私
語・居眠り等の授業妨害行為に関しては欠席扱いとする。レポート提出を1回課し，試験と合わせて最終評価の対象とする。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

アントレプレナーシップの
意義についての理解

事業化に必要な経営スキル
の理解

事業計画策定に必要な知識
の習得

アントレプレナーシップの
社会的意義を様々な側面か
ら説明できた。

アントレプレナーシップと
は何か、そして成功するた
めに必要な要素について説
明できた。

アントレプレナーシップと
は何かを説明できた。

アントレプレナーシップと
は何かを理解していた。

事業化に必要な経営スキル
についてのあるべき姿をイ
メージできた。

事業化に必要な経営スキル
について、完全に説明する
ことができた。

事業化に必要な経営スキル
について、完全に理解して
いた。

事業化に必要な経営スキル
について、部分的に理解し
ていた。

事業化に必要な経営スキル
について全く理解していな
かった。

事業計画策定の様々な局面
においての有効性を具体的
に理解し、策定手順につい
て完全に説明することがで
きた。

事業計画の意義について理
解し、策定手順について完
全に説明することができた
。

事業計画の意義について理
解し、策定手順について完
全に理解していた。

事業計画の意義について理
解し、策定手順について部
分的に理解していた。

事業計画策定について全く
理解していなかった。

科目名称 ﾋﾞｼﾞﾈｽ創造論

専門科目科目分類区分

阿部 裕樹（経営学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

MAN422015，MAN522017（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階 非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）阿部 裕樹 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

現役の経営コンサルタントとしての実務経験を活かし，起業・創業において，ビジネスに成
功するための事業計画の策定方法について実例を挙げて解説する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

70％ 20％ 0％ 0％ 10％ 0％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

176－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明　本授業における概要とガイダンス
授業改善アンケート結果反映の説明

資料等を活用し，学習内容に関連する事項について
事前に調べておくこと。（60分）

2 アントレプレナーシップとは 資料等を活用し，学習内容に関連する事項について
事前に調べておくこと。（60分）

今回の内容を復習し講義のポイントと専門用語につ
いて完全に理解しておくこと。（30分）

資料等を活用し，学習内容に関連する事項について
事前に調べておくこと。（60分）3 新しいビジネスの創造 今回の内容を復習し講義のポイントと専門用語につ

いて完全に理解しておくこと。（30分）

今回の内容を復習し講義のポイントと専門用語につ
いて完全に理解しておくこと。（30分）

資料等を活用し，学習内容に関連する事項について
事前に調べておくこと。（60分）企業の役割と社会的責任4

今回の内容を復習し講義のポイントと専門用語につ
いて完全に理解しておくこと。（30分）

資料等を活用し，学習内容に関連する事項について
事前に調べておくこと。（60分）マーケティングと販路開拓5

今回の内容を復習し講義のポイントと専門用語につ
いて完全に理解しておくこと。（30分）

資料等を活用し，学習内容に関連する事項について
事前に調べておくこと。（60分）組織づくりと人材育成6

今回の内容を復習し講義のポイントと専門用語につ
いて完全に理解しておくこと。（30分）

資料等を活用し，学習内容に関連する事項について
事前に調べておくこと。（60分）資金の調達について7

今回の内容を復習し講義のポイントと専門用語につ
いて完全に理解しておくこと。（30分）

資料等を活用し，学習内容に関連する事項について
事前に調べておくこと。（60分）お金の流れを管理する8

今回の内容を復習し講義のポイントと専門用語につ
いて完全に理解しておくこと。（30分）

資料等を活用し，学習内容に関連する事項について
事前に調べておくこと。（60分）スタートアップから企業成長段階へ9

10 ソーシャルビジネスの起業 資料等を活用し，学習内容に関連する事項について
事前に調べておくこと。（60分）

今回の内容を復習し講義のポイントと専門用語につ
いて完全に理解しておくこと。（30分）

今回の内容を復習し講義のポイントと専門用語につ
いて完全に理解しておくこと。（30分）

資料等を活用し，学習内容に関連する事項について
事前に調べておくこと。（60分）知的財産とベンチャー11

今回の内容を復習し講義のポイントと専門用語につ
いて完全に理解しておくこと。（30分）

資料等を活用し，学習内容に関連する事項について
事前に調べておくこと。（60分）起業のリスクマネジメント12

今回の内容を復習し講義のポイントと専門用語につ
いて完全に理解しておくこと。（30分）

資料等を活用し，学習内容に関連する事項について
事前に調べておくこと。（60分）ビジネスプランのつくり方13

今回の内容を復習し講義のポイントと専門用語につ
いて完全に理解しておくこと。（30分）

資料等を活用し，学習内容に関連する事項について
事前に調べておくこと。（60分）ビジネスモデルについて14

今回の内容を復習し講義のポイントと専門用語につ
いて完全に理解しておくこと。（30分）

これまでの授業を振り返り総まとめの復習を行う。
（90分）本授業におけるまとめ15

試験の出題テーマを振り返り、理解が不足していた
箇所を完全に理解しておくこと。（30分）

「本授業におけるまとめ」を活かして試験対策(90
分）

60分の試験終了後，残りの30分で解説
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

今回の内容を復習し講義のポイントと専門用語につ
いて完全に理解しておくこと。（30分）

科目名称 ﾋﾞｼﾞﾈｽ創造論

専門科目科目分類区分

阿部 裕樹（経営学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

MAN422015，MAN522017（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階 非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）阿部 裕樹 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

現役の経営コンサルタントとしての実務経験を活かし，起業・創業において，ビジネスに成
功するための事業計画の策定方法について実例を挙げて解説する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



教職の意義並びに教師の責
務に係る基礎的な知識・技
能を習得し、その内容を説
明できなかった。

177－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営への対応を含む。）について理解する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（４）に対応する。　
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）（４）に対応する。　

到達目標
教師の役割や責務について、歴史・関係法規・保護者等の視点から考察し、教師の使命と責任並びに求められる教師像を理解し説明するとともに、テーマに即して
、限られた時間内でレポートを記述できる。

授業全体の内容と概要
毎回設定するテーマに関して、理論的・体系的に講義するとともに、そのテーマに関する「思考・執筆・発表」の過程をとおして、主体的に学ぶ活動を実施する。
「SDG４．質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
授業は、パワーポイント及び配布物資料で実施し、資料にて説明した後、グループワークにてグループ発表、レポート提出（１５回）を行う。なお、 レポートは評
価及びコメントを記入し、フィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
教職科目であることから、遅刻や欠席をしないように努めること。

資格指定科目
教職課程（全教科）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教職の意義・関連法規と求
められる教師像

授業テーマに関するレポー
トの説明

授業への参加態度・姿勢

教職の意義並びに教師の責
務に係る知識・技能を積極
的に習得し、その内容を的
確に説明できた。

教職の意義並びに教師の責
務に係る知識・技能を習得
し、その内容を説明できた
。

教職の意義並びに教師の責
務に係る基礎的な知識・技
能を習得し、その内容を説
明できた。

教職の意義並びに教師の責
務に係る基礎的な知識・技
能を習得し、その内容をほ
ぼ説明できた。

テーマに基づき、的確な思
考力・判断力のもと、論理
的な内容で、時間内に記述
できた。

テーマに基づき、思考力・
判断力を活かした内容で、
時間内に記述できた。

テーマに基づき、資料を参
考にして、思考力・判断力
のもと、時間内に記述でき
た。

テーマに基づき、資料を参
考にして、自分なりの考え
で、ほぼ 時間内に記述で
きた。

テーマに基づき、資料を参
考にして、自分なりの考え
で、時間内に記述できなか
った。

授業に主体的・積極的に参
加することができた。

授業に積極的に参加するこ
とができた。

授業に関心を持って参加す
ることができた。

授業にほぼ関心を持って参
加することができた。

授業に関心を持って参加す
ることができなかった。

科目名称 教職論

自由科目科目分類区分

荒木　広式（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

EDU141150，EDU241093，EDU341089，E
DU441091，EDU541098（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 課程必修

研究室等所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）荒木　広式 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場や教育行政の経験のある教員がその経験を活かして、学校教育における今日的な課
題への対応を指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０ 回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ３０％ ０％ ０％ ０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明
 なぜ教師を目指すのか

授業範囲を予習し、関連する資料の収集に努めるこ
と。（９０分）

2 教職の意義 次回授業範囲を予習し、専門用語の意味を理解して
おくこと。（９０分）

講義資料、授業レポートをファイル化し、復習して
おくこと。（９０分）

次回授業範囲を予習し、専門用語の意味を理解して
おくこと。（９０分）3 教職観と理想の教師像 講義資料、授業レポートをファイル化し、復習して

おくこと。（９０分）

講義資料、授業レポートをファイル化し、復習して
おくこと。（９０分）

次回授業範囲を予習し、専門用語の意味を理解して
おくこと。（９０分）教師と教員養成の歴史4

講義資料、授業レポートをファイル化し、復習して
おくこと。（９０分）

次回授業範囲を予習し、専門用語の意味を理解して
おくこと。（９０分）教員の任用と服務（１）5

講義資料、授業レポートをファイル化し、復習して
おくこと。（９０分）

次回授業範囲を予習し、専門用語の意味を理解して
おくこと。（９０分）教員の任用と服務（２）6

講義資料、授業レポートをファイル化し、復習して
おくこと。（９０分）

次回授業範囲を予習し、専門用語の意味を理解して
おくこと。（９０分）教師の役割と仕事（１）7

講義資料、授業レポートをファイル化し、復習して
おくこと。（９０分）

次回授業範囲を予習し、専門用語の意味を理解して
おくこと。（９０分）教師の役割と仕事（２）8

講義資料、授業レポートをファイル化し、復習して
おくこと。（９０分）

次回授業範囲を予習し、専門用語の意味を理解して
おくこと。（９０分）管理職・主任の役割9

10 教師の職場環境 次回授業範囲を予習し、専門用語の意味を理解して
おくこと。（９０分）

講義資料、授業レポートをファイル化し、復習して
おくこと。（９０分）

講義資料、授業レポートをファイル化し、復習して
おくこと。（９０分）

次回授業範囲を予習し、専門用語の意味を理解して
おくこと。（９０分）教師の資質向上と研修11

講義資料、授業レポートをファイル化し、復習して
おくこと。（９０分）

次回授業範囲を予習し、関連する資料の収集に努め
ること。（９０分）教育実習の意義と心得12

講義資料、授業レポートをファイル化し、復習して
おくこと。（９０分）

次回授業範囲を予習し、関連する資料の収集に努め
ること。（９０分）教職への進路選択と教員採用選考13

講義資料、授業レポートをファイル化し、復習して
おくこと。（９０分）

次回授業範囲を予習し、関連する資料の収集に努め
ること。（９０分）面接・模擬授業にどう臨むか14

講義資料、授業レポートをファイル化し、復習して
おくこと。（９０分）

次回授業範囲を予習し、関連する資料の収集に努め
ること。（９０分）

親と教師の人間関係, まとめ
授業改善アンケートの実施15

試験の結果を見直す。（９０分）講義資料等で講義内容を整理する。（９０分 )定期試験（６０分の試験終了後,残りの３０分で解
説を行う。）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

講義資料、授業レポートをファイル化し、復習して
おくこと。（９０分）

科目名称 教職論

自由科目科目分類区分

荒木　広式（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

EDU141150，EDU241093，EDU341089，E
DU441091，EDU541098（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 課程必修

研究室等所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）荒木　広式 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場や教育行政の経験のある教員がその経験を活かして、学校教育における今日的な課
題への対応を指導する。

基本情報

開講時期

1 佐藤晴雄 学陽書房 978-4313611429

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『教職概論』 ２０１８

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



講義の内容を理解しておら
ず、みずからの人生観や生
き方に役立てていなかった
。

179－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
過去の哲学や具体例を踏まえながら，間接体験（感動）や創造的思索を通して，自他の心の支えとなりうるような確固とした価値観や人生観を形成することができ
る。また，AIの時代に必要なあらたな哲学を探究する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）、（４）、（５）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）、（４）、（５）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）、（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）、（３）、（４）に対応する。

到達目標
①目標や夢を実現するための人生観を涵養する。
②自分自身の確固とした価値観や人生観を構築する。

授業全体の内容と概要
過去の哲学や教師自身の考えを紹介するとともに，質疑応答やディベートなどを通して，学生自身がみずからの価値観や人生観を形成していく。そのためには，学
生自身がみずから主体的に考え，積極的に授業に参加し、発言することが不可欠である。

授業の方法
講義。対話発表，ディベート，などによるアクティブラーニング。適宜，平常点を付与する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
講義中はスマホ等の電源を必ずOFFにし、机の上に置かないこと。置いている場合は、講義終了まで預かる。授業に関係のない私語禁止。座席を指定することもあり
うる。遅刻は一回につき一点減点。居眠り厳禁。レポートの採点基準は，「どれだけ講義の内容を理解し，自分のものにしているか」ということ。自分自身との対
話を通し，自分のことばで語ることが重要。講義で扱っていない内容や自分の考えばかりを書いても合格点に達することはできない。コピペは１００％単位認定さ
れない。最後に、全体的感想や自分の意見をつけ加えるとよりよい。レポートは、原稿用紙換算５枚以上(２千字以上)。文字数を明記する。書式は問わない。
公欠や特別な事由で欠席した場合、課題を提出しなければ、授業回数に反映されないことに留意。最終レポートの提出期限は、第１３回の講義当日。一日遅れるご
とに１点減点となる。学務課に成績票を提出した後は受領できない。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

レポート

発表

ディベートとグループワー
ク

講義の内容を十分に理解し
、みずからの人生観や生き
方に十分役立てた。

講義の内容をかなり理解し
、みずからの人生観や生き
方にかなり役立てた。

講義の内容を理解し、みず
からの人生観や生き方に役
立てた。

講義の内容をほぼ理解し、
みずからの人生観や生き方
にほぼ役立てた。

１０回以上発表した。 ７回以上発表した。 ５回以上発表した。 ３回以上発表した。 ０～２回しか発表していな
かった。

デーべーとグループワーク
で活発に発言した。

デーべーとグループワーク
でかなり発言した。

デーべーとグループワーク
でそれなりに発言した。

デーべーとグループワーク
であまり発言していなかっ
た。

デーべーとグループワーク
で発言していななかった。

科目名称 哲学入門（再）

共通教育科目科目分類区分

遠藤　均（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

PHE011003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）遠藤　均 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ４２％ ０％ ０％ １０％ ４８％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス，シラバスの説明
授業改善アンケート結果を反映の説明
夢をかなえ目標を達成する考え方　１　序論

シラバスを読む（９０分）

2 夢をかなえ目標を達成する考え方　２
目標力，目標の優先順位 第１回講義の復習と第２回講義の予習（９０分） 第２回講義の復習（９０分）

第２回講義の復習と第３回講義の予習（９０分）3 夢をかなえ目標を達成する考え方　３　
動機が肝心，三つの動機づけ理論 第３回講義の復習（９０分）

第４回講義の復習（９０分）第３回講義の復習と第４回講義の予習（９０分）
夢をかなえ目標を達成する考え方　４　
二重構造の目標をもつ，人生という名の山頂を目ざ
す

4

第５回講義の復習（９０分）第４回講義の復習と第５回講義の予習（９０分）
夢をかなえ目標を達成する考え方　５　
自信は夢や目標達成の必要条件，
可能性を大きく左右するマインドセット

5

第６回講義の復習（９０分）第５回講義の復習と第６回講義の予習（９０分）
夢をかなえ目標を達成する考え方　６
可能性に対する無条件の信頼，不安力，
心の暗雲をふりはらう

6

第７回講義の復習（９０分）第６回講義の復習と第７回講義の予習（９０分）
夢をかなえ目標を達成する考え方　７
勇気は夢を実現させるための要件，
プラトーという名の高い壁

7

第８回講義の復習（９０分）第７回講義の復習と第８回講義の予習（９０分）
夢をかなえ目標を達成する考え方　８
なぜ山に登るのか
苦しみはそれ自身のうちに救いをもっている

8

第９回講義の復習（９０分）第８回講義の復習と第９回講義の予習（９０分）
夢をかなえ目標を達成する考え方　９
愛は苦しみを喜びに変える，気分コントロール，挫
折の条件

9

10
夢をかなえ目標を達成する考え方　１０
痛みや悔しさを飛躍のバネにする，結果かプロセス
か

第９回講義の復習と第１０回講義の予習（９０分）第１０回講義の復習（９０分）

第１１回講義の復習（９０分）第１０回講義の復習と第11回講義の予習（９０分）
夢をかなえ目標を達成する考え方　１１
人生はすべてプロセス，
｢勝つことよりも大事なことがある｣

11

第１２回講義の復習（９０分）第１１回講義の復習と第１２回講義の予習（９０分
）

夢をかなえ目標を達成する考え方　１２
人生を輝かせるために，
｢満足した豚｣と｢不満足な人間｣

12

第１３回講義の復習（９０分）第１２回講義の復習と第13回講義の予習（９０分）
夢をかなえ目標を達成する考え方　１３　
初心忘るべからず，
｢楽なことはよいことだ｣という価値観の落とし穴

13

第１４回講義の復習（９０分）第１３回講義の復習と第14回講義の予習（９０分）
夢をかなえ目標を達成する考え方　１４
今に生きる，大舞台で輝くために，サボるわけ，進
歩のヒント

14

第１５回講義の復習（９０分）第１４回講義の復習と第１５回講義の予習（９０分
）

夢をかなえ目標を達成する考え方　１５
コツはひとつ，楽しくやること，
｢やるべきこと｣から｢やりたいこと｣へ

15

第１６回講義の復習（９０分）第１５回講義の復習と第１６回講義の予習（９０分
）

課題(レポート)に対するフィードバック
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

第１回講義の復習（９０分）

科目名称 哲学入門（再）

共通教育科目科目分類区分

遠藤　均（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

PHE011003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）遠藤　均 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



講義の内容を理解しておら
ず、みずからの人生観や生
き方に役立てていなかった
。

181－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
過去の哲学や具体例を踏まえながら，間接体験（感動）や創造的思索を通して，自他の心の支えとなりうるような確固とした価値観や人生観を形成することができ
る。また，AIの時代に必要なあらたな哲学を探究する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）、（４）、（５）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）、（４）、（５）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）、（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）、（３）、（４）に対応する。

到達目標
①目標や夢を実現するための人生観を涵養する。
②自分自身の確固とした価値観や人生観を構築する。

授業全体の内容と概要
過去の哲学や教師自身の考えを紹介するとともに，質疑応答やディベートなどを通して，学生自身がみずからの価値観や人生観を形成していく。そのためには，学
生自身がみずから主体的に考え，積極的に授業に参加し、発言することが不可欠である。

授業の方法
講義。対話発表，ディベート，などによるアクティブラーニング。適宜，平常点を付与する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
講義中はスマホ等の電源を必ずOFFにし、机の上に置かないこと。置いている場合は、講義終了まで預かる。授業に関係のない私語禁止。座席を指定することもあり
うる。遅刻は一回につき一点減点。居眠り厳禁。レポートの採点基準は，「どれだけ講義の内容を理解し，自分のものにしているか」ということ。自分自身との対
話を通し，自分のことばで語ることが重要。講義で扱っていない内容や自分の考えばかりを書いても合格点に達することはできない。コピペは１００％単位認定さ
れない。最後に、全体的感想や自分の意見をつけ加えるとよりよい。レポートは、原稿用紙換算５枚以上(２千字以上)。文字数を明記する。書式は問わない。
公欠や特別な事由で欠席した場合、課題を提出しなければ、授業回数に反映されないことに留意。最終レポートの提出期限は、第１３回の講義当日。一日遅れるご
とに１点減点となる。学務課に成績票を提出した後は受領できない。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

レポート

発表

ディベートとグループワー
ク

講義の内容を十分に理解し
、みずからの人生観や生き
方に十分役立てた。

講義の内容をかなり理解し
、みずからの人生観や生き
方にかなり役立てた。

講義の内容を理解し、みず
からの人生観や生き方に役
立てた。

講義の内容をほぼ理解し、
みずからの人生観や生き方
にほぼ役立てた。

１０回以上発表した。 ７回以上発表した。 ５回以上発表した。 ３回以上発表した。 ０～２回しか発表していな
かった。

デーべーとグループワーク
で活発に発言した。

デーべーとグループワーク
でかなり発言した。

デーべーとグループワーク
でそれなりに発言した。

デーべーとグループワーク
であまり発言していなかっ
た。

デーべーとグループワーク
で発言していななかった。

科目名称 人間と哲学

共通教育科目科目分類区分

遠藤　均（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

PHE021017（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）遠藤　均 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ４２％ ０％ ０％ １０％ ４８％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

182－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス，シラバスの説明
授業改善アンケート結果を反映の説明
夢をかなえ目標を達成する考え方　１　序論

シラバスを読む（９０分）

2 夢をかなえ目標を達成する考え方　２
目標力，目標の優先順位 第１回講義の復習と第２回講義の予習（９０分） 第２回講義の復習（９０分）

第２回講義の復習と第３回講義の予習（９０分）3 夢をかなえ目標を達成する考え方　３　
動機が肝心，三つの動機づけ理論 第３回講義の復習（９０分）

第４回講義の復習（９０分）第３回講義の復習と第４回講義の予習（９０分）
夢をかなえ目標を達成する考え方　４　
二重構造の目標をもつ，人生という名の山頂を目ざ
す

4

第５回講義の復習（９０分）第４回講義の復習と第５回講義の予習（９０分）
夢をかなえ目標を達成する考え方　５　
自信は夢や目標達成の必要条件，
可能性を大きく左右するマインドセット

5

第６回講義の復習（９０分）第５回講義の復習と第６回講義の予習（９０分）
夢をかなえ目標を達成する考え方　６
可能性に対する無条件の信頼，不安力，
心の暗雲をふりはらう

6

第７回講義の復習（９０分）第６回講義の復習と第７回講義の予習（９０分）
夢をかなえ目標を達成する考え方　７
勇気は夢を実現させるための要件，
プラトーという名の高い壁

7

第８回講義の復習（９０分）第７回講義の復習と第８回講義の予習（９０分）
夢をかなえ目標を達成する考え方　８
なぜ山に登るのか
苦しみはそれ自身のうちに救いをもっている

8

第９回講義の復習（９０分）第８回講義の復習と第９回講義の予習（９０分）
夢をかなえ目標を達成する考え方　９
愛は苦しみを喜びに変える，気分コントロール，挫
折の条件

9

10
夢をかなえ目標を達成する考え方　１０
痛みや悔しさを飛躍のバネにする，結果かプロセス
か

第９回講義の復習と第１０回講義の予習（９０分）第１０回講義の復習（９０分）

第１１回講義の復習（９０分）第１０回講義の復習と第11回講義の予習（９０分）
夢をかなえ目標を達成する考え方　１１
人生はすべてプロセス，
｢勝つことよりも大事なことがある｣

11

第１２回講義の復習（９０分）第１１回講義の復習と第１２回講義の予習（９０分
）

夢をかなえ目標を達成する考え方　１２
人生を輝かせるために，
｢満足した豚｣と｢不満足な人間｣

12

第１３回講義の復習（９０分）第１２回講義の復習と第13回講義の予習（９０分）
夢をかなえ目標を達成する考え方　１３　
初心忘るべからず，
｢楽なことはよいことだ｣という価値観の落とし穴

13

第１４回講義の復習（９０分）第１３回講義の復習と第14回講義の予習（９０分）
夢をかなえ目標を達成する考え方　１４
今に生きる，大舞台で輝くために，サボるわけ，進
歩のヒント

14

第１５回講義の復習（９０分）第１４回講義の復習と第１５回講義の予習（９０分
）

夢をかなえ目標を達成する考え方　１５
コツはひとつ，楽しくやること，
｢やるべきこと｣から｢やりたいこと｣へ

15

第１６回講義の復習（９０分）第１５回講義の復習と第１６回講義の予習（９０分
）

課題(レポート)に対するフィードバック
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

第１回講義の復習（９０分）

科目名称 人間と哲学

共通教育科目科目分類区分

遠藤　均（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

PHE021017（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）遠藤　均 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



授業内で使われた用語や概
念の理解が不十分だった。

183－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
マンガの表現の特性や、マンガをめぐる様々な現象、歴史を考えることを通して、大学での学修に必要な基礎的な知識や表現技術・方法を実践的な演習によって学
ぶ。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰの (1) (2) (4)に対応する。
社会福祉学科のＤＰの (1) (2) (3) (4)に対応する。
デザイン学科のＤＰの (1) (2) (5) に対応する。
建築学科のＤＰの (1) (3) (5) に対応する。

到達目標
マンガの表現の特性や、専門用語などの知識を身に着け理解する。
文献や資料を考察するための基礎能力を身につける。
ディスカッションや発表などを通じて、大学で学ぶための基礎的な学力（プレゼンテーション能力、コミュニケーション能力など）を身につける。

授業全体の内容と概要
マンガを中心としたトピックについての講義やグループワーク、ディスカッションを行い、作品の読解の仕方、文献調査の方法や発表資料のつくり方などを学ぶ。
後半では、各自でマンガについて調査分析を行い、発表・ディスカッションを行う。

授業の方法
授業ではパワーポイントや配布資料のほか、DVDなどの視聴覚メディアなどを用い、講義形式だけでなく、グループワークやディスカッション、プレゼンテーション
などを行う。質問があれば、授業内やメール等で随時対応する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

〇 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
自ら行う資料調査では、図書館などの機関を積極的に利用すること。個人発表では、自ら行った調査について短い時間でプレゼンテーションを行う。授業内でグル
ープワークやディスカッションなどを行うので、積極的に参加すること。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

授業内容の理解

文献や資料の調査・活用

表現力（プレゼンテーショ
ン能力とコミュニケーショ
ン能力）

授業で得た用語や概念の理
解を通して、社会や文化に
対する深い洞察力をもって
自分独自のテーマを考察で
きた。

授業で得た用語や概念の理
解を通して、自分独自のテ
ーマを考察できた。

授業で得た用語や概念の理
解を通して、授業で示され
た範囲のテーマを考察でき
た。

授業で得た用語や概念が理
解できた。

授業で取り上げた資料を越
えて、独自性のある調査が
できた。

授業で取り上げた資料を越
えて、必要な調査ができた
。

授業で取り上げた資料を理
解し活用できた。

授業で取り上げた資料を理
解できた。

授業で取り上げた資料の理
解・活用が不十分だった。

授業で学んだことを超えて
、自分の視点について他者
に伝わりやすく述べ、他者
と積極的にコミュニケーシ
ョンをとることができた。

授業で学んだことを生かし
て、自分の視点について述
べ、積極的にコミュニケー
ションをとることができた
。

授業で学んだことを生かし
て、自分の意見を述べるこ
とができた。

促されれば自分の意見や考
えを述べることができた。

授業内で自分の意見を述べ
られなかった。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

竹内　美帆（デザイン学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学年・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 1 (単位認定責任者： ）竹内　美帆 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上とする。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ４０％ ３０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

184－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明　オリエンテーション　自己紹介な
ど シラバスを読んでおく（45分）

2 学内施設・システムの活用方法（１）図書館の活用
方法

事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく（45分） 配布プリントを読み、授業内容を復習する（45分）

事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく（45分）3 学内施設・システムの活用方法（２）文献調査の方

法 配布プリントを読み、授業内容を復習する（45分）

配布プリントを読み、授業内容を復習する（45分）事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく（45分）

現代文化としてのマンガ　グローバル化する日本マ
ンガについて考える4

配布プリントを読み、授業内容を復習する（45分）事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく（45分）

日本マンガの特徴について考える(1)メディア　雑
誌文化5

配布プリントを読み、授業内容を復習する（45分）事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく（45分）日本マンガの特徴について考える(２)ジャンル6

配布プリントを読み、授業内容を復習する（45分）事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく（45分）

日本マンガの特徴について考える(３)表現　コマ／
線／キャラ7

配布プリントを読み、授業内容を復習する（45分）事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく（45分）

マンガ表現の特性について考える　マンガとアニメ
ーションの比較8

配布プリントを読み、授業内容を復習する（45分）事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく（45分）

読解の仕方、調査・発表資料のつくり方などに関す
る講義（１）（萩尾望都「半神」を題材にして）9

10
読解の仕方、調査・発表資料のつくり方などに関す
る講義（２）（藤子・Ｆ・不二雄「ミノタウロスの
皿」を題材にして）

事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく（45分） 配布プリントを読み、授業内容を復習する（45分）

個人発表の振り返りをする（45分）個人発表の準備をする（45分）個人発表（１）11

個人発表の振り返りをする（45分）個人発表の準備をする（45分）個人発表（２）12

個人発表の振り返りをする（45分）個人発表の準備をする（45分）個人発表（３）13

レポートを作成する（45分）レポート作成の準備をする（45分）レポートの書き方について14

授業内容を復習する（45分）これまでの授業を振り返り、疑問点等を挙げておく
（45分）まとめ15

授業内容を復習する（45分）これまでの授業を振り返り、疑問点等を挙げておく
（45分）期末レポートの解説　フィードバック16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布プリントを読み、授業内容を復習する（45分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

竹内　美帆（デザイン学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学年・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 1 (単位認定責任者： ）竹内　美帆 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



プレゼンテーション等にお
いて、一応、問題の核心を
理解し、まとめたり発表し
たりできなかった。

185－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
大学での学習の基礎になる、文献の読み方、発表の仕方、議論の仕方、レポートの書き方等の技能を修得する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（３）（４） に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）（３）（４） に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）（３）（４） に対応する。
建築学科のＤＰ（２）（３）（４） に対応する。

到達目標
自主的に学び、情報収集・分析し、課題解決のための方策を考える能力を身につける。
自分で調べ構想したことを、レジュメやパワーポイントを使用して効果的に発表できる。
学習の基礎となる読解力や要約力、文章構成力や論理的思考力を身につける。

授業全体の内容と概要
講義の受け方・レポート作成方法といった学習のためのスキル、自発的に問題を発見し解決する力といった、大学生としてふさわしい能力や姿勢を修得するために
、このゼミナールでは、学生自身によるテキストの読解、内容の報告、参加者による討論、レポートの作成を行います。

授業の方法
授業は次のように進める。
①報告者はテキストの内容要約と議論すべきポイントに関するプレゼンテーションを行う。　
②司会役の進行の下、報告者のプレゼン内容について参加者全員で討論をする。
③担当教員による講評を行う。
④レポート作成に向けた準備を進める。
輪読するテキストは、社会福祉と政治・行政に関する文献のなかから受講生と相談の上で決める。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

○ 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
毎回出席することが前提となるが、やむを得ず欠席する場合には、担当教員に必ず連絡すること。
自主的な参加が求められるので、テキストは必ず事前に読んでおくこと。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

自分で調べ構想したことを
、レジュメやパワーポイン
トを使用して効果的に発表
できる。

学習の基礎となる読解力や
要約力、文章構成力や論理
的思考力を身につける。　

自主的に学び、情報収集・
分析し、課題解決のための
方策を考える能力を身につ
ける。

プレゼンテーション等にお
いて、問題の核心をよく理
解し、的確にまとめたり発
表したりできた。

プレゼンテーション等にお
いて、問題の核心をよく理
解し、概ね的確にまとめた
り発表したりできた。

プレゼンテーション等にお
いて、問題の核心を大体理
解し、まとめたり発表した
りできた。

プレゼンテーション等にお
いて、一応、問題の核心を
理解し、まとめたり発表し
たりできた。

独創的な着眼点で設定され
たテーマに基づいてレポー
トが作成された。

工夫を凝らして設定された
テーマに基づいてレポート
が作成された。

テーマ設定ができたレポー
トが作成された。

テーマ設定が概ねできたレ
ポートが作成された。

レポートの提出がなされな
かった。

積極的に討論に参加し、リ
ーダシップを発揮できた。

他者に協力しながら積極的
に討論に参加することがで
きた。

積極的に討論に参加するこ
とができた。

討論に参加することができ
た。

討論に参加することができ
なかった。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

後藤　啓倫（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 未定

単位数 1 (単位認定責任者： ）後藤　啓倫 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ５０％ ０％ ０％ ５０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

186－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明、自己紹介、テキストの決定 シラバスを読む。
（４５分）

2 テキストの内容報告と討論（１） テキストの熟読（４５分） 議論内容の整理（４５分）

テキストの熟読（４５分）3 テキストの内容報告と討論（２） 議論内容の整理（４５分）

議論内容の整理（４５分）テキストの熟読（４５分）テキストの内容報告と討論（３）4

議論内容の整理（４５分）テキストの熟読（４５分）テキストの内容報告と討論（４）5

議論内容の整理（４５分）テキストの熟読（４５分）テキストの内容報告と討論（５）6

議論内容の整理（４５分）テキストの熟読（４５分）テキストの内容報告と討論（６）7

議論内容の整理（４５分）テキストの熟読（４５分）テキストの内容報告と討論（７）8

議論内容の整理（４５分）テキストの熟読（４５分）テキストの内容報告と討論（８）9

10 テキストの内容報告と討論（９） テキストの熟読（４５分） 議論内容の整理（４５分）

議論内容の整理（４５分）テキストの熟読（４５分）テキストの内容報告と討論（１０）11

議論内容の整理（４５分）テキストの熟読（４５分）テキストの内容報告と討論（１１）12

議論内容の整理（４５分）関連資料の収集（４５分）レポートの進捗状況の報告（1）13

議論内容の整理（４５分）関連資料の収集（４５分）レポートの進捗状況の報告（２）14

レポート（課題）の
準備（４５分）レポート（課題）の準備（４５分）レポート作成（１）15

レポート（課題）の仕上げ（４５分）レポート（課題）の準備（４５分）レポート作成（２）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

議論内容の整理（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

後藤　啓倫（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 未定

単位数 1 (単位認定責任者： ）後藤　啓倫 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 なし。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 適宜指示する。

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



トレーニングの原理、原則
を理解していない

187－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
本授業では、体力・形態測定を実施することで自己の体力を把握し足りない体力の強化に向けて、様々なトレーニング方法の基本的な理論と実践方法について学習
する。また、生涯にわたって運動習慣を継続することで高齢になっても健康で長寿であることを目的とする。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）（３）（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）（３）（４）に対応する。

到達目標
各自、無理のない体力目標を設定し、様々なトレーニング方法の基本を理解し実践できることを目標とする。
生涯を通じて定期的に運動する習慣を養う。

授業全体の内容と概要
体力測定、形態測定により自分の体の状態を知る。
様々な種類のトレーニングに関する基本理論を学び、正しいトレーニングの方法を学習する。

授業の方法
体育館、ウエイトトレーニング場を中心に授業を行う。授業の中で基本的なトレーニングをグループワークで実践することで、互いが課題の発見や指摘をし合い、
ディスカッションを通して正しい技術を習得できるように進めていく。レポートなどの解説のフィードバックを実施する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
競技経験があり体力があること。遅刻は２回につき１回欠席とする。運動着、飲料水、上靴、タオルの用意。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

トレーニングの理解

トレーニングの種類

基本トレーニングの実践

トレーニングの原理、原則
を良く理解している

トレーニングの原理、原則
をほぼ理解している

トレーニングの原理、原則
をある程度理解している

トレーニングの原理、原則
を理解している

トレーニングの種類を良く
理解している

トレーニングの種類をほぼ
理解している

トレーニングの種類をある
程度理解している

トレーニングの種類を理解
している

トレーニングの種類を理解
していない

基本トレーニングの実践が
良くできている

基本トレーニングの実践が
ほぼできている

基本トレーニングの実践が
ある程度できている

基本トレーニングの実践が
できている

基本トレーニングの実践が
できない

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

戸佐　晃一（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）戸佐　晃一 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１３回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

％ 30％ 30％ ％ 40％ ％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボードを参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

188－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス
シラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明

事前にシラバスを読んで確認しておく（４５分）

2 トレーニングの理解Ⅰ トレーニングの原理・原則を確認しておく（４５分
）

トレーニングの原理・原則を理解しておく（４５分
）

トレーニングの原理・原則を確認しておく（４５分
）3 トレーニングの理解Ⅱ トレーニングの原理・原則を理解しておく（４５分

）

トレーニングの原理・原則を理解しておく（４５分
）

トレーニングの原理・原則を確認しておく（４５分
）トレーニングの理解Ⅲ4

トレーニングの原理・原則を理解しておく（４５分
）

トレーニングの原理・原則を確認しておく（４５分
）トレーニングの理解Ⅳ5

トレーニングの原理・原則を理解しておく（４５分
）

トレーニングの原理・原則を確認しておく
（４５分）トレーニングの理解Ⅴ6

体力測定の結果を理解しておく（４５分）体力測定種目の確認をしておく（４５分）体力測定7

形態測定の結果を理解しておく（４５分）形態測定種目の確認をしておく（４５分）形態測定8

トレーニングの種類を理解しておく（４５分）トレーニングの種類を確認しておく（４５分）トレーニングの種類Ⅰ9

10 トレーニングの種類Ⅱ トレーニングの種類を確認しておく（４５分） トレーニングの種類を理解しておく（４５分）

トレーニングの種類を理解しておく（４５分）トレーニングの種類を確認しておく（４５分）トレーニングの種類Ⅲ11

トレーニングの実践を理解しておく（４５分）実践するトレーニングを確認しておく（４５分）基本トレーニングの実践Ⅰ12

トレーニングの実践を理解しておく（４５分）実践するトレーニングを確認しておく（４５分）本トレーニングの実践Ⅱ13

トレーニングの実践を理解しておく（４５分）実践するトレーニングを確認しておく（４５分）基本トレーニングの実践Ⅲ14

学習内容を復習し理解しておく（４５分）基本的なトレーニングを確認しておく（４５分）まとめ
授業改善アンケート結果反映の説明15

学習内容を復習し理解しておく（４５分）授業内容を振り返り確認しておく（４５分）フィードバック16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ガイダンス内容を理解しておく（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

戸佐　晃一（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）戸佐　晃一 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



仲間とコミュニケーション
を図ることがとても苦手で
あった。

189－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
大学での勉強を進めるにあたり、必要となる文章読解力のほか、コミュニケーション能力、ディスカッション能力、プレゼンテーション能力の向上をはかる。

授業の位置づけ
経営学科の（2）（4）（5）に対応する。
社会福祉学科の（2）（4）（5）に対応する。
デザイン学科の（2）（4）に対応する。
建築学科の（2）（4）に対応する。

到達目標
自分でテーマを設定し、文章にまとめることができる。
グループ内でのコミュニケーションを図ることができ、リーダーシップを発揮できる。
テーマに基づきプレゼンテーションをすることができる。

授業全体の内容と概要
授業の前半は、小論文・レポートを作成し発表する。また、発表に対して討議したり、ディスカッションを行う。
後半は、特定のテーマでプレゼンテーションを行い、質疑応答やディスカッションも行う。
人前で話すための準備をし、解り易く、興味深い内容を考える。

授業の方法
小論文、レポートの書き方については、板書または資料にて説明する。提出されたレポートについては、添削及び内容の評価とともにフィードバックする。
グループディスカッションやプレゼンテーションの題材として、新聞やインターネットによるニュース等を提供しながら実施する。プレゼンテーションの方法につ
いては、授業のなかで学びとともに説明する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
２０分以上の遅刻は、欠席扱いとする。
対話する機会が多いので、積極的な発言や能動的な授業態度で臨むこと。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

コミュニケーション能力

ディスカッション能力

プレゼンテーション能力

仲間とのコミュニケーショ
ンを図る方法がとても巧み
におこなえた。 　

仲間とコミュニケーション
を図ることが比較的巧みに
できた。　

仲間とコミュニケーション
を図ることが普通にできた
。　

仲間とコミュニケーション
を図ることが上手ではない
が努力した。

討議の中で、対話を巧みに
でき、リーダーシップも取
れた。　

討議の中で、対話を巧みに
でき、リーダーシップもま
ずまず取れた。　

討議の中で、対話を巧みに
できたが、リーダーシップ
をとるまではいかなかった
。 　

討議の中で、対話をするこ
とが普通にできた。 　

討議の中で、対話をするこ
とが苦手で、ほとんど受け
身でおわった。   　

パワーポイント等を巧みに
使い、解り易く、興味深い
内容でプレゼンテーション
を行った。　

パワーポイント等を使い、
比較的解り易く、興味深い
内容でプレゼンテーション
を行った。 　

パワーポイント等を使い、
解り易くプレゼンテーショ
ンを行った。  　

パワーポイント等を使い、
プレゼンテーションを行っ
たが、多少伝わらなかった
。  　

プレゼンテーションの準備
がほとんどできていなかっ
た。  　

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

米野　宏（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・1年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 1 (単位認定責任者： ）米野　宏 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

教育機関における体育・健康・スポーツ関係の授業経験を活かし、学生の教養の基礎を指導
する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１３回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ １０％ １０％ ０％ ７０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

190－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス（シラバスの説明） 事前にシラバスを読んで確認する。（４５分）

2 レポートの作成
（スポーツと私） シラバスを読んで確認と準備をする。（４５分） ノートに記載された内容を復習する。（４５分）

シラバスを読んで確認と準備をする。（４５分）3 発表と意見交換　１ ノートに記載された内容を復習する。（４５分）

ノートに記載された内容を復習する。（４５分）シラバスを読んで確認と準備をする。（４５分）発表と意見交換　２4

ノートに記載された内容を復習する。（４５分）シラバスを読んで確認と準備をする。（４５分）発表と意見交換　３5

ノートに記載された内容を復習する。（４５分）シラバスを読んで確認と準備をする。（４５分）ニュースポーツを考える（屋外競技）6

ノートに記載された内容を復習する。（４５分）シラバスを読んで確認と準備をする。（４５分）ニュースポーツを考える（屋内競技）7

ノートに記載された内容を復習する。（４５分）シラバスを読んで確認と準備をする。（４５分）プレゼンテーションの準備　１　
（グループに分かれて）　　8

ノートに記載された内容を復習する。（４５分）シラバスを読んで確認と準備をする。（４５分）プレゼンテーションの準備　２　
（グループに分かれて）9

10 プレゼンテーション　（屋外競技）　１ シラバスを読んで確認と準備をする。（４５分） ノートに記載された内容を復習する。（４５分）

ノートに記載された内容を復習する。（４５分）シラバスを読んで確認と準備をする。（４５分）プレゼンテーション　（屋外競技）　２11

ノートに記載された内容を復習する。（４５分）シラバスを読んで確認と準備をする。（４５分）プレゼンテーション　（屋外競技）　３12

ノートに記載された内容を復習する。（４５分）シラバスを読んで確認と準備をする。（４５分）プレゼンテーション　（屋内競技）　１13

ノートに記載された内容を復習する。（４５分）シラバスを読んで確認と準備をする。（４５分）プレゼンテーション　（屋内競技）　２14

ノートに記載された内容を復習する。（４５分）シラバスを読んで確認と準備をする。（４５分）プレゼンテーション　（屋内競技）　３15

評価等の内容を確認を確認する。（４５分）ノートに記載された内容を再度確認する。（４５分
）ふりかえり16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

注意事項を確認する。（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

米野　宏（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・1年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 1 (単位認定責任者： ）米野　宏 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

教育機関における体育・健康・スポーツ関係の授業経験を活かし、学生の教養の基礎を指導
する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



行動の仕方を守らず役割を
果たさなく意欲もまったく
なく、安全に注意を払うこ
とができなかった。

191－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
競技スポーツ及び，健康のための基礎的トレーニングを学び，個人に必要なトレーニングを自ら実践出来るようにする。また，学生と教員双方の人間関係を構築し
コミュニケーション能力を高め，併せて快適な学生生活及び基本的な生活習慣を身につける。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
競技及び個人の特性を理解し，自らの競技スポーツや健康に一層深い関心を持って，安全にトレーニングすることができる。

授業全体の内容と概要
競技スポーツ又は，健康のために必要な基礎的トレーニングを実践し，自らの競技力向上と健康の保持増進のために必要なトレーニングを見つけ出し実践する。

授業の方法
授業は配布資料で実施し、トレーニングなどのＤＶＤも活用しながら講義形式で行う。授業によってはグループワークで思考・考察・発表を行い学習していく。レ
ポートにはコメントにてフィードバックする。さらに、実技に関しては基礎的なトレーニングの特性を理解し学習したことを実際に怪我に注意を払いながら実施し
ていく。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
ラグビー部に所属の学生を対象とする。基本的にジャージや屋内運動靴を必ず用意する。注意事項の詳細はガイダンスで指示する。
※健康上の理由で医師から運動を停止されている者は、申し出の上指示を受けること。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

関心・意欲・態度

知識・理解

計画・実行

自ら進んで行動や役割を果
たすことができ、とても意
欲的に取り組み、且つ安全
に細心の注意を払うことが
できた。

積極的に行動や役割を果た
すことができ、意欲的に取
り組み、安全に注意を払う
ことができた。

行動の仕方を守り役割を果
たすことができ、普通に取
り組み安全に注意を払うこ
とができた。

行動の仕方を守らず役割を
果たしていないときがあっ
たが、安全に注意を払うこ
とができた。

トレーニングの基礎的知識
を持ち、それぞれの領域が
持つ見方について説明する
ことができ、実践的に活用
できた。

トレーニングの基礎的知識
を持ち、多様な領域からの
見解を深く理解できていて
、適切に活用できた。

トレーニングの基礎的知識
の見解を一定程度理解でき
ていて、活用できた。

トレーニングの基礎的知識
の見解をあまり深く理解は
できていないが、活用でき
た。

トレーニングの基礎的知識
の見解をまったく理解でき
ていなく、その獲得、修得
に取り組むことができなか
った。

達成目標を設定し、創造的
思考を持って最善の計画を
立て、その計画に沿って実
行できた。

達成目標を設定した計画を
立てることができ、計画に
沿って７割程度できた。

達成目標を設定し、計画を
立てて５割程度できた。

達成目標が曖昧ではあった
が、計画を立てて３割程度
できた。

計画を立てることができな
く、達成目標もなく、まっ
たくできなかった。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

佐藤　和裕（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）佐藤　和裕 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして、将来に向け健康で豊かな生活
を営んでいくための基礎を指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１３回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ３０％ ０％ ０％ ５０％ ２０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

192－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス（シラバスの説明）
授業改善アンケート結果反映の説明 事前にシラバスを読んで確認しておく（４５分）

2 基礎トレーニングの理解と習得 基礎トレーニングについて確認しておく（４５分）基礎トレーニングを理解しておく（４５分）

基礎トレーニングについて確認しておく（４５分）3 基礎トレーニングの理解と習得 基礎トレーニングを理解しておく（４５分）

基礎トレーニングを理解しておく（４５分）基礎トレーニングについて確認しておく（４５分）基礎トレーニングの理解と習得4

基礎トレーニングを理解しておく（４５分）基礎トレーニングについて確認しておく（４５分）基礎トレーニングの理解と習得5

基礎トレーニングを理解しておく（４５分）基礎トレーニングについて確認しておく（４５分）基礎トレーニングの理解と習得6

基礎トレーニングを理解しておく（４５分）基礎トレーニングについて確認しておく（４５分）基礎トレーニングの理解と習得7

基礎トレーニングを理解しておく（４５分）基礎トレーニングについて確認しておく（４５分）基礎トレーニングの理解と習得8

身体のケアーを怠らない（４５分）健康に留意し体調を整えておく（４５分）基礎トレーニングの実践9

10 基礎トレーニングの実践 健康に留意し体調を整えておく（４５分） 身体のケアーを怠らない（４５分）

身体のケアーを怠らない（４５分）健康に留意し体調を整えておく（４５分）基礎トレーニングの実践11

身体のケアーを怠らない（４５分）健康に留意し体調を整えておく（４５分）基礎トレーニングの実践12

身体のケアーを怠らない（４５分）健康に留意し体調を整えておく（４５分）基礎トレーニングの実践13

身体のケアーを怠らない（４５分）健康に留意し体調を整えておく（４５分）基礎トレーニングの実践14

身体のケアーを怠らない（４５分）健康に留意し体調を整えておく（４５分）基礎トレーニングの実践
授業改善アンケートの実施15

生涯スポーツとしての基礎を理解する（４５分）生涯スポーツとしての特性を理解しておく（４５分
）まとめ(授業改善アンケートの実施)16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ガイダンスの内容を理解しておく（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

佐藤　和裕（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）佐藤　和裕 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして、将来に向け健康で豊かな生活
を営んでいくための基礎を指導する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



知識・技能を得るための最
低限の活動が見られなかっ
た。

193－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
「経営学」を本格的に勉強したい学生を対象に、理論と実践を融合させ、経営学のエッセンシャルを身に付ける。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）（２）に対応する。

到達目標
基礎的な経営学のフレームワーク理論と実践を理解する。

授業全体の内容と概要
経営学のフレームワーク理論と実践を理解してもらう。

授業の方法
各回の授業の中で、テーマに沿った議論を行い、きちんとした理論の展開を口頭でも文章でもできるように訓練することを旨とする。ディスカッションで得た内容
を忘れないようにデータベース化し、フィードバックに関しては個々に行ったり全体に対して行うなど毎回趣向を凝らす。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

〇 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
参考文献として「日経ビジネス」を利用する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性

知識・技能を得るために十
分積極的に活動した。

知識・技能を得るための活
動は、やや積極性を欠くも
のの十分な姿勢を見せた。

知識・技能を得るための通
常の活動は、ある程度こな
すことができた。

知識・技能を得るための最
低限の活動を行った。

積極的に授業に取り組み、
経営学部生として実社会で
対応し得る様々なスキルを
学び、経営学部において学
んだ内容を以って社会に貢
献するための努力をしてい
た。

各回の授業に真摯に取り組
み、経営学部生として十分
な実践力の獲得へ向けた理
解が深まりつつあった。

各回の授業に取り組み、考
え方や問題解決に対する努
力が見られた。

授業にまじめに取り組み、
経営学部生としての日常活
動を実社会につなげるため
の努力は認められるがなか
なか定着していなかった。

授業への取り組みが不十分
で、本学経営学部生として
の知識の獲得に対する前向
きな姿勢が見られなかった
。

自分のみならず周囲の学生
も巻き込みながら授業に取
り組み、余った時間をさら
なる研究・理解に振り分け
本学経営学部生としての自
覚が出来上がっていた。

授業中の質問が多く、与え
られた問題解決への相談も
常であり経営学部生として
の活動を実社会で生かすこ
とに関して前向きで、努力
が窺えた。

積極性は乏しいものの、不
明点を質問するなど前向き
な姿勢が窺えた。

何とか授業はこなすものの
、不明点を質問したりする
ことはなく、日々の活動も
受動的であった。

自分から進んで経営学部生
としての内容を身につけよ
うとする姿勢が見られなか
った。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

伴　秀実（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 1 (単位認定責任者： ）伴　秀実 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

企業における様々な経験を活かして、学生が身に着けるべき内容を解説する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１３回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ５０％ ５０％ ０％ ０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

194－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション　シラバスの解説
授業改善アンケート結果反映の説明 授業への参加の心構えを考える。（４５分）

2 経営学のフレームワーク（基本） 指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）授業の振り返りを行う。（４５分）

指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）3 経営学のフレームワーク（リーダーシップ①） 授業の振り返りを行う。（４５分）

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）経営学のフレームワーク（リーダーシップ②）4

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）経営学のフレームワーク（マネージメント①）5

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）経営学のフレームワーク（マネージメント②）6

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）経営学のフレームワーク（マネージメント③）7

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）経営学のフレームワーク（レポート課題）8

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）経営学のフレームワーク（競争戦略①）9

10 経営学のフレームワーク（競争戦略②） 指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）授業の振り返りを行う。（４５分）

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）経営学のフレームワーク（マーケティング①）11

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）経営学のフレームワーク（マーケティング②）12

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）経営学のフレームワーク（レポート課題）13

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）課題プレゼン①14

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）課題プレゼン②15

前期全体の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）前期ゼミ活動総括
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業振り返りを行い弱点を改善するため知らないタ
ームを調べ理解する。（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

伴　秀実（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 1 (単位認定責任者： ）伴　秀実 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

企業における様々な経験を活かして、学生が身に着けるべき内容を解説する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 日経BP

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『日経ビジネス』

2

3

4

5



行動の仕方を守らず役割も
果たせず、意欲もまったく
ない状態で、安全に配慮が
できなかった。

195－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
余暇時間の増大や高齢化が進む中で、自分自身の人生をより豊かで充実したものにするために、スポーツは非常に重要な役割を果たすと考えられる。本授業では、
トレーニングの理論と実践を通し、生涯にわたって定期的に体を動かす習慣を養うことを目的とする。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
栄養、運動、休養に関する基礎的知識を身につける。
自らの体力・目標に応じたトレーニングプログラムを組み立てる。
生涯を通じて定期的に運動する習慣を養う。

授業全体の内容と概要
体力測定、形態測定により自分の体の状態を知る。
正しいトレーニング理論を学び、体を動かす重要性、楽しさを学ぶ。

授業の方法
授業はトレーニングの実技が中心となるが、トレーニング方法についてグループで研究を行い、各自に適しているトレーニング方法を継続的に実践できるよう実施
していく。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
柔道部に所属の学生を対象とする。体育館・ウエイトトレーニング場を中心に授業を行うので、ジャージ・屋内用トレーニングシューズを用意すること。
怪我や健康上の理由がある者は、事前に申し出ること。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

関心・意欲・態度

知識・理解

計画・実行

自ら進んで行動や役割を果
たすことができ、何事にも
意欲的に取り組み、かつ安
全に細心の注意を払うこと
ができた。

積極的に行動や役割を果た
すことができ、意欲的に取
り組み、安全に注意を払う
ことができた。

行動の仕方を守り、役割を
果たすことができ、指示通
り取り組み安全に注意を払
っていた。

行動の仕方を守らず役割を
果たそうとしない時があり
、意欲もなく安全に注意を
払っていなかった。

トレーニングの基礎知識を
十分持ち、それぞれの領域
においても十分理解し、実
践的に活用できた。

トレーニングの基礎知識を
持ち、各領域においても深
く理解し、適切に活用でき
た。

トレーニングの基礎知識を
ある程度理解し、活用する
ことができた。

トレーニングの基礎知識が
少なく、活用することがで
きなかった。

トレーニングの基礎知識が
全くなく、取り組みが全く
みられなかった。

達成目標を設定することが
でき、達成目標以上のトレ
ーニングを実施することが
できた。

達成目標を設定し、達成目
標が達成できるよう努力す
ることができた。

達成目標を設定し、５割程
度達成することができた。

達成目標の設定が明確でな
く３割程度しか達成するこ
とができなかった。

達成目標を設定出来ず、な
んとなくトレーニングを行
っていなかった。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

中川　純二（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）中川　純二 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして、将来に向け健康で豊かな生活
を営んでいくための基礎を指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１１回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ １０％ ０％ ０％ ６０％ ３０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

196－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション（シラバスの説明） 事前にシラバスを読んで確認をしておく（４５分）

2 施設及び用具の使用方法・形態測定 用具の使用方法を確認しておく（４５分） 今日の内容を理解する（４５分）

体力測定の方法を確認しておく（４５分）3 体力測定 体力測定の方法を理解しておく（４５分）

体力測定の方法を理解しておく（４５分）体力測定の方法を確認しておく（４５分）体力測定4

トレーニングの基本原則を理解しておく（４５分）トレーニングの基本原則を確認しておく（４５分）トレーニングの基本原則5

最大挙上重量測定の方法を確認しておく（４５分）最大挙上重量測定の方法を確認しておく（４５分）最大挙上重量測定１6

最大挙上重量測定の方法を理解しておく（４５分）最大挙上重量測定の方法を確認しておく（４５分）最大挙上重量測定２7

トレーニングプログラムの組み方を理解しておく
（４５分）

トレーニングプログラムの組み方を確認しておく
（４５分）

トレーニングプログラムの組み方及び各自の能力に
合わせたトレーニング１8

トレーニングプログラムの組み方を理解しておく
（４５分）

トレーニングプログラムの組み方を確認しておく
（４５分）

トレーニングプログラムの組み方及び各自の能力に
合わせたトレーニング２9

10 トレーニングプログラムの組み方及び各自の能力に
合わせたトレーニング３

トレーニングプログラムの組み方を確認しておく
（４５分）

トレーニングプログラムの組み方を理解しておく
（４５分）

各自の能力に合わせたプログラムを実践できるよう
考えること（４５分）

各自の能力に合わせたプログラムを研究すること
（４５分）

トレーニングプログラムの組み方及び各自の能力に
合わせたトレーニング４11

各自の能力に合わせたプログラムを実践できるよう
考えること（４５分）

各自の能力に合わせたプログラムを研究すること
（４５分）

トレーニングプログラムの組み方及び各自の能力に
合わせたトレーニング５12

バランスボール・自重・徒手抵抗の方法を理解して
おく（４５分）

バランスボール・自重・徒手抵抗の方法を確認して
おく（４５分）

バランスボール・自重・徒手抵抗（パートナー）な
どを用いたトレーニング１13

バランスボール・自重・徒手抵抗の方法を理解して
おく（４５分）

バランスボール・自重・徒手抵抗の方法を確認して
おく（４５分）

バランスボール・自重・徒手抵抗（パートナー）な
どを用いたトレーニング２14

最大挙上重量測定の方法を理解しておく（４５分）最大挙上重量測定の方法を確認しておく（４５分）最大挙上重量測定３15

生涯トレーニングの特性を理解する（４５分）生涯トレーニングの特性を理解しておく（４５分）まとめ16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ガイダンスの内容を理解しておく（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

中川　純二（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）中川　純二 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして、将来に向け健康で豊かな生活
を営んでいくための基礎を指導する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



行動の仕方を守らず役割を
果さなく意欲もまったくな
く，安全に注意を払ってい
なかった。

197－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
現代社会における健康の位置づけを考え，運動が生涯にわたりそれへどう寄与するかを学ぶ。
からだの構造の基礎的知識を身につけることによって，合理的にパフォーマンスの向上をはかる。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
骨・筋を中心にからだの構造に関する基礎知識を身につけることができる。
トレーニングの目的を理解することができる。

授業全体の内容と概要
目的に応じた運動の特性，楽しさを学ぶ。

授業の方法
骨・筋を中心にからだの構造に関する基礎知識を身につけ，トレーニングルームにてトレーニングを実技実践しながらその目的を理解していく。トレーニングの経
過を観察記録し，各自記録結果をパワーポイント等にまとめ，グループワーク等で思考・考察，意見交換，討論，発表等一連の活動を行い学習する。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
研究室，体育館，トレーニング場で授業を行う。
からだを動かすのに適した服装とする。（ジャージ等）

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

関心・意欲・態度

知識・理解

計画・実行

自ら進んで行動や役割を果
すことができ，とても意欲
的に取り組み，且つ安全に
細心の注意を払うことがで
きた。

積極的に行動や役割を果す
ことができ，意欲的に取り
組み，安全に注意を払うこ
とができた。

行動の仕方を守り役割を果
すことができ，普通に取り
組み安全に注意を払ってい
た。

行動の仕方を守らず役割を
果そうとしないときがあり
，意欲もなく安全に注意を
配っていなかった。

からだの構造を理解し，運
動との結びつきに及んでい
た。

からだの構造を理解してい
た。

からだの構造を概ね理解し
ていた。

からだの構造をある程度理
解していた。

からだの構造を理解してい
なかった。

計画を立てることができた
。その計画に沿って実行で
き，達成目標がほぼ全てク
リアされていた。

計画を立てることができた
。達成目標は７割程度であ
った。

計画を立てることができた
。達成目標は５割程度であ
った。

計画を立てることができた
。達成目標は３割程度であ
った。

計画を立てることができな
い。達成目標が設定されて
いないため行動がみられな
かった。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

三嶋　康嗣（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）三嶋　康嗣 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験のある教員がその経験を活かして，目的に応じた運動の特性，楽
しさを学ぶ。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数，１３回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ３０％ ０％ ０％ ０％ ７０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

198－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション（シラバスの説明） 事前にシラバスを読んで確認しておく（４５分）

2 からだの構造（総論） からだの構造について調べておく（４５分） からだの構造について理解しておく（４５分）

からだの構造（骨・上肢）について調べておく
（４５分）3 からだの構造（骨・上肢） からだの構造（骨・上肢）について理解しておく

（４５分）

からだの構造（骨・頭部及び体幹）について理解し
ておく（４５分）

からだの構造（骨・頭部及び体幹）について調べて
おく（４５分）からだの構造（骨・頭部及び体幹）4

からだの構造（骨・下肢）について理解しておく
（４５分）

からだの構造（骨・下肢）について調べておく
（４５分）からだの構造（骨・下肢）5

からだの構造（筋・上肢）について理解しておく
（４５分）

からだの構造（筋・上肢）について調べておく
（４５分）からだの構造（筋・上肢）6

からだの構造（筋・頭部及び体幹）について理解し
ておく（４５分）

からだの構造（筋・頭部及び体幹）について調べて
おく（４５分）からだの構造（筋・頭部及び体幹）7

からだの構造（筋・下肢）について理解しておく
（４５分）

からだの構造（筋・下肢）について調べておく
（４５分）からだの構造（筋・下肢）8

からだの構造（まとめ）について理解しておく
（４５分）

からだの構造（まとめ）について調べておく（４５
分）からだの構造（まとめ）9

10 トレーニング実技（ウエイトトレーニング・上肢） 体調を整（４５分）えておく トレーニング後の変化を観察しておく（４５分）

トレーニング後の変化を観察しておく（４５分）体調を整え（４５分）ておくトレーニング実技（ウエイトトレーニング・頭部及
び体幹）11

トレーニング後の変化を観察しておく（４５分）体調を整（４５分）えておくトレーニング実技（ウエイトトレーニング・下肢）12

トレーニング後の変化を観察しておく（４５分）体調を整え（４５分）ておくトレーニング実技（ウエイトトレーニング・上肢）13

トレーニング後の変化を観察しておく（４５分）体調を整え（４５分）ておくトレーニング実技（ウエイトトレーニング・頭部及
び体幹）14

トレーニング後の変化を観察しておく（４５分）体調を整（４５分）えておくトレーニング実技（ウエイトトレーニング・下肢）15

トレーニングの効果を確（４５分）認しておくトレーニングの実施内容と効果をまとめておく
（４５分）まとめ16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

オリエンテーションの内容を理解しておく（４５分
）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

三嶋　康嗣（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）三嶋　康嗣 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験のある教員がその経験を活かして，目的に応じた運動の特性，楽
しさを学ぶ。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



トレーニング理論を説明で
きない。

199－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
トレーニング理論を理解し、実践する。

授業の位置づけ
経営学科のＤP（２）（４）（５）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
デザイン学科のDP（２）（４）に対応する。
建築学科のDP（２）（４）に対応する。

到達目標
トレーニング理論について理解できる。
課題解決のために他者と討議することができる。
トレーニングを実践することができる。

授業全体の内容と概要
試合で最高のパフォーマンスを発揮するために、科学的なエビデンスに基づいた情報を理解する。トレーニング計画を立て実行しパフォーマンスの向上を確認する
。

授業の方法
講義はパワーポイント及び配布物資料で実施し、資料にて説明した後、グループワークにてトレーニングを行う。既存のトレーニング方法について考察し、他者と
共有する機会を設ける。
学生の不明点・質問は、チャット形式などの支援システムで迅速に回答する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
硬式野球部優先

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

トレーニング理論の理解

他者との討議

トレーニングの実践

トレーニング理論を説明で
きると共に、トレーニング
を構成する様々な要素につ
いて調べ、まとめている。
また様々なケースにおいて
採用されたトレーニングの
方法について意見を持てて
いる。

トレーニング理論を説明で
きると共に、トレーニング
を構成する様々な要素につ
いて調べ、まとめている。

トレーニング理論を説トレ
ーニングを構成する様々な
要素について調べている。

トレーニング理論を説明で
きる。

他者と討議しながら解決の
ための具体策を提示的ると
共に、意見を集約してまと
めることができる。さらに
は新たな課題を自ら発見し
、他者との討議の場を生み
出すことができる。

他者と討議しながら解決の
ための具体策を提示的ると
共に、意見を集約してまと
めることができる。

他者と討議しながら解決の
ための具体策を提示できる
。

他者と討議できる。 他者と討議できない。

トレーニングを実践し、成
果と原因を把握し、改善の
ための新たな計画を立てれ
ている。さらには周りに対
してアドバイスができる。

トレーニングを実践し、成
果と原因を把握でき、改善
のための新たな計画を立て
れている。

トレーニングを実践し、成
果と原因を把握できている
。

トレーニングを実践してい
る。

トレーニングを実践してい
ない。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

井坂　肇（経営学科・助教）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 1 (単位認定責任者： ）井坂　肇 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１３回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ４０％ ０％ ６０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

200－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明
目標設定シートの記入

事前にシラバスを読んで確認しておく（４５分）

2 下半身のトレーニング① 学習内容に関連する事柄について調べておく（４５
分） 学習内容について振り返りまとめておく（４５分）

学習内容に関連する事柄について調べておく（４５
分）3 下半身のトレーニング� 学習内容について振り返りまとめておく（４５分）

学習内容について振り返りまとめておく（４５分）学習内容に関連する事柄について調べておく（４５
分）上半身のトレーニング①4

学習内容について振り返りまとめておく（４５分）学習内容に関連する事柄について調べておく（４５
分）上半身のトレーニング�5

学習内容について振り返りまとめておく（４５分）学習内容に関連する事柄について調べておく（４５
分）体幹のトレーニング①6

学習内容について振り返りまとめておく（４５分）学習内容に関連する事柄について調べておく（４５
分）体幹のトレーニング�7

学習内容について振り返りまとめておく（４５分）学習内容に関連する事柄について調べておく（４５
分）前半の復習、目標設定シートの記入8

学習内容について振り返りまとめておく（４５分）学習内容に関連する事柄について調べておく（４５
分）上半身のモビリティ、障害予防①9

10 上半身のモビリティ、障害予防� 学習内容に関連する事柄について調べておく（４５
分） 学習内容について振り返りまとめておく（４５分）

学習内容について振り返りまとめておく（４５分）学習内容に関連する事柄について調べておく（４５
分）下半身のモビリティ、障害予防①11

学習内容について振り返りまとめておく（４５分）学習内容に関連する事柄について調べておく（４５
分）下半身のモビリティ、障害予防�12

学習内容について振り返りまとめておく（４５分）学習内容に関連する事柄について調べておく（４５
分）投球動作についての理解①13

学習内容について振り返りまとめておく（４５分）学習内容に関連する事柄について調べておく（４５
分）投球動作についての理解�14

学習内容について振り返りまとめておく（４５分）学習内容に関連する事柄について調べておく（４５
分）投球動作についての理解�15

学習内容について振り返りまとめておく（４５分）講義全体を振り返り質問事項をまとめておく（４５
分）

後半の復習、目標設定シートの記入
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

シラバスの内容を理解しておく（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

井坂　肇（経営学科・助教）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 1 (単位認定責任者： ）井坂　肇 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



ほぼ全ての行動について主
体的に取り組むことができ
なかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
グループワークを基本とした様々な演習課題や事例研究、学内外のプロジェクト活動を通して「前に踏み出す力」（主体性・働きかけ力・実行力）・「考え抜く力
」（課題発見力・計画力・創造力）・「チームで働く力」（発信力・傾聴力・柔軟性・情況把握力・規律性・ストレスコントロール力）を修得する。

授業の位置づけ
・経営学科のＤＰ（３）（４）（５）に対応する。
・社会福祉学科のＤＰ（３）（４）（５）に対応する。
・デザイン学科のＤＰ（３）（４）（５）に対応する。
・建築学科のＤＰ（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
・失敗を恐れず、自分にとって困難な場面においても打開することを諦めずに、最後まで前向きに取り組むことができる。
・物事を多角的に分析し、発見した課題に対してどのように解決するかを考え抜くことができる。
・グループの一員であることの自覚を踏まえ、多様な価値観を持つ人たちの意見を拒絶せず、柔軟な視点で物事を把握、適切な意見の発信を行うことで、グループ
メンバーとの良好な関係性を構築できる。

授業全体の内容と概要
グループワークを基本とし、様々な演習課題や事例研究、学内外のプロジェクト活動を通して「チームで働く意義」「チームで働く難しさ」「円滑なコミュニケー
ションの重要性」について体感してもらう。グループワークの成果物として「レポート」・「プレゼンテーション」・「デザイン制作物（ポスター・チラシ・
Ｗｅｂサイトデザイン・ムービー）」などのいずれかを、グループ単位で制作・発表する。

本科目は、以下のＳＤＧｓ目標の関連授業である。
・「ＳＤＧｓ　８．働きがいも経済成長も」
・「ＳＤＧｓ　９．産業と技術革新の基盤をつくろう」
・「ＳＤＧｓ１６．平和と公正をすべての人に」
・「ＳＤＧｓ１７．パートナーシップで目標を達成しよう」
※その他、プロジェクト活動のテーマによって、追加されることがある。

授業の方法
グループで取り組む演習課題や事例研究、学内外のプロジェクト活動開始時点では、その目的や最終目標、背景などについて資料等を提示しながら説明する。その
後は、各グループでディスカッション等を行いながら、企画・計画の立案、目標設定、予算作成、調査、制作、発表、自己評価、改善、発表といったＰＤＣＡサイ
クルを軸とする一連の工程を行う。都度アドバイスやフィードバックを行い、各グループが円滑に進むようサポートする。

ゼミナール活動において円滑なコミュニケーションを図れるよう、次の学修支援を実施する。
・授業時間外において質問及び相談があれば、Ｔｅａｍｓチャットまたは音声通話にて受け付ける。
・提示した教材は、全てＴｅａｍｓにて公開・配信する。
・グループワークにおいて、適切かつ円滑なコミュニケーションが図れるよう、適宜介入しサポートする。
・本科目内で最低１回は個人面談を行い、取り組み状況について確認する。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

○ フィールドワーク

○ 調査学習

○ 双方向授業

○ ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・所属学科の制限は設けない。
・課題制作（デザイン制作）を行う場合は、全学科対応できるよう考慮した内容とする。
・評価については、チームでの取り組みの姿勢や態度を重視する。
・取り組んだ結果、「失敗した」としても減点しない。あくまでも、取り組みの「プロセス（過程）」を評価対象とするので、失敗を恐れず積極的に挑戦すること
。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

前に踏み出す力

考え抜く力

チームで働く力

成果物の完成度と関与（学
習意欲）

一定の行動について、主体
的に取り組み、周囲に働き
かけて巻き込むことができ
、目的を持って行動するこ
とができた。

一定の行動について、主体
的に取り組み、周囲に働き
かけて巻き込むことができ
た。

一定の行動について、主体
的に取り組み、少ないなが
らも周囲に働きかけて巻き
込むことができた。

一定の行動について主体的
に取り組むことができた。

課題を発見し、見出した解
決策の実行に向けた具体的
なプロセスを考えることが
でき、その解決策が効果的
で新たな価値を創造するこ
とができた。

課題を発見し、見出した解
決策の実行に向けた具体的
なプロセスを考えることが
できた。

課題を発見し、解決策を見
出すことができた。

課題を発見することができ
た。

課題を発見することができ
なかった。

他の学生の意見をしっかり
と傾聴でき、お互いの立場
や考え方を尊重して意見集
約ができ、反対意見に対し
ても柔軟に対応することが
できた。

他の学生の意見をしっかり
と傾聴でき、お互いの立場
や考え方を尊重して、意見
集約することができた。

他の学生の意見をしっかり
と傾聴することができた。

他の学生の意見を最低限傾
聴することができた。

他の学生の意見を傾聴する
ことができなかった。

成果物（レポート・プレゼ
ンテーション・デザイン制
作）を、チームの一員とし
て十分に関与し、主体的に
行動し、完成させることが
できた。

成果物（レポート・プレゼ
ンテーション・デザイン制
作）を、チームの一員とし
て十分に関与し、完成させ
ることができた。

成果物（レポート・プレゼ
ンテーション・デザイン制
作）を、チームの一員とし
てある程度関与し、完成さ
せることができた。

成果物（レポート・プレゼ
ンテーション・デザイン制
作）を、チームの一員とし
て最低限関与し、完成させ
ることができた。

成果物（レポート・プレゼ
ンテーション・デザイン制
作）を、チームの一員とし
て関与せず、完成させるこ
とができなかった。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

近澤　潤（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）近澤　潤 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

民間企業での実務経験を活かし、現実感のある実体験や事例を紹介することで、社会人とし
て必要なスキルの重要性を訴求し、その習得を促す。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
・単位認定に必要となる最低出席回数は、１２回以上とする。
・遅刻及び早退は２０分までを限度とし、それ以上の場合は欠席とみなす。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

－ － ３０％ － ７０％ －

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
［オリエンテーション］
シラバスの説明、授業改善アンケート結果反映の説
明を行う。

シラバスを確認する（４５分）

2
［ビギナーズセミナーⅠ①］
大学生としての心構え、大学における単位制と学修
の考え方について説明する。

学生便覧を読む（４５分） 不明な点をまとめ、調べる（４５分）

学生便覧を読む（４５分）3
［ビギナーズセミナーⅠ②］
大学生としての心構え、大学における単位制と学修
の考え方について説明する。

不明な点をまとめ、調べる（４５分）

授業内容をまとめる（４５分）グループディスカッションのコツについて調べる
（４５分）

［コンセンサスゲーム・ディスカッション基礎］
グループディスカッションへの取り組み方について
解説する。

4

グループディスカッションの反省点を整理する
（４５分）前回の授業内容を確認する（４５分）［コンセンサスゲーム・演習課題①］

グループディスカッションの練習を行う。5

グループディスカッションの反省点を整理する
（４５分）

前回のグループディスカッションの反省点を確認す
る（４５分）

［コンセンサスゲーム・演習課題②］
グループディスカッションの練習を行う。6

授業内容をまとめる（４５分）プレゼンテーションのコツについて調べる（４５分
）

［コンセンサスゲーム・プレゼンテーション基礎］
プレゼンテーションの目的や構成などについて解説
する。

7

プレゼンテーションの反省点をまとめる（４５分）前回の授業内容を確認する（４５分）
［コンセンサスゲーム・事例研究①］
提示された企業活動の事例について、グループごと
に調査・分析を行い、プレゼンテーションを行う。

8

プレゼンテーションの反省点をまとめる（４５分）前回のプレゼンテーションの反省点を確認する
（４５分）

［コンセンサスゲーム・事例研究②］
提示された企業活動の事例について、グループごと
に調査・分析を行い、プレゼンテーションを行う。

9

10
［総合演習①］
提示された内容について、グループごとに取り組む
。

これまでの授業内容を確認する（４５分） 提示された内容について調べる（４５分）

ここまでの授業内容を整理する（４５分）前回までの授業内容を確認する（４５分）
［総合演習②］
提示された内容について、グループごとに取り組む
。

11

ここまでの授業内容を整理する（４５分）前回までの授業内容を確認する（４５分）
［総合演習③］
提示された内容について、グループごとに取り組む
。

12

ここまでの授業内容を整理する（４５分）前回までの授業内容を確認する（４５分）
［総合演習④］
提示された内容について、グループごとに取り組む
。

13

ここまでの授業内容を整理する（４５分）前回までの授業内容を確認する（４５分）
［総合演習⑤］
提示された内容について、グループごとに取り組む
。

14

フィードバックの内容を整理する（４５分）前回までの授業内容を確認する（４５分）
［総合演習⑥（成果発表会）］
提示された内容について、グループごとに取り組ん
だ内容について、プレゼンテーションを行う。

15

フィードバックの内容を整理する（４５分）前回までの授業内容を確認する（４５分）［まとめ・総評］
授業改善アンケートを実施する。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

履修登録結果を確認する（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

近澤　潤（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）近澤　潤 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

民間企業での実務経験を活かし、現実感のある実体験や事例を紹介することで、社会人とし
て必要なスキルの重要性を訴求し、その習得を促す。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 芝本 秀徳 ディスカヴァー・
トゥエンティワン

9784799323489

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『図解とマンガでわかるプロジェクトを成功させ
る技術』

２０１８

2

3

4

5



行動の仕方を守らず役割を
果たさなく意欲もまったく
なく、安全に注意を配って
いない。

203－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
競技スポーツ及び，健康のための基礎的トレーニングを学び，個人に必要なトレーニングを自ら実践出来るようにする。また，学生と教員双方の人間関係を構築し
コミュニケーション能力を高め，併せて快適な学生生活及び基本的な生活習慣を身につける。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（４）（５）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（４）（５）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（４）に対応する。
建築学科ＤＰ（４）に対応する。

到達目標
競技及び個人の特性を理解し，自らの競技スポーツや健康に一層深い関心を持って，安全にトレーニングすることができる。

授業全体の内容と概要
競技スポーツ又は，健康のために必要な基礎的トレーニングを実践し，自らの競技力向上と健康の保持増進のために必要なトレーニングを見つけ出し実践する

授業の方法
業は配布資料で実施し、トレーニングなどのＤＶＤも活用しながら講義形式で行う。授業によってはグループワークで思考・考察・発表を行い学習していく。レ
ポートにはコメントにてフィードバックする。さらに、実技に関しては基礎的なトレーニングの特性を理解し学習したことを実際に怪我に注意を払いながら実施し
ていく。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
上部に所属の学生を対象とする。基本的にジャージや屋内運動靴を必ず用意する。注意事項の詳細はガイダンスで指示する。
※健康上の理由で医師から運動を停止されている者は、申し出

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

自ら進んで行動や役割を果
たすことができ、とても意
欲的に取り組み、且つ安全
に細心の注意を払うことが
できる。

積極的に行動や役割を果た
すことができ、意欲的に取
り組み、安全に注意を払う
ことができる。

行動の仕方を守り役割を果
たすことができ、普通に取
り組み安全に注意を払って
いる。

行動の仕方を守らず役割を
果たそうとしないときがあ
り、意欲もなく安全に注意
を配っていない。

トレーニングの基礎的知識
を持ち、それぞれの領域が
持つ見方について説明する
ことができ、実践的に活用
できる

トレーニングの基礎的知識
を持ち、多様な領域からの
見解を深く理解できていて
、適切に活用できる。

トレーニングの基礎的知識
の見解を一定程度理解でき
ていて、活用できる。

トレーニングの基礎的知識
の見解をあまり深く理解で
きていなく、活用できるレ
ベルにない。

トレーニングの基礎的知識
の見解をまったく理解でき
ていなく、その獲得、修得
に取り組んでいない。

達成目標を設定し、創造的
思考を持って最善の計画を
立て、その計画に沿って実
行できる。

達成目標を設定した計画を
立てることができ、計画に
沿って７割程度できる。

達成目標を設定し、計画を
立てて５割程度できる。

計画を立てることができる
が、達成目標が曖昧であり
３割程度しかできない。

計画を立てることができな
く、達成目標もなく、まっ
たくできい

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

田畑　圭悟　（経営学科・助教）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 1号館　2階　

単位数 1 (単位認定責任者： ）田畑圭悟 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、11回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

0％ 30％ 0％ ０％ 50％ 20％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
陸上競技部員のコミュニケーションをとり、単位取得等の修学サポートをする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

204－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス（シラバスの説明） 事前にシラバスを読んで確認しておく（４５分）

2 基礎トレーニングの理解　1 基礎トレーニングについて確認しておく（４５分）基礎トレーニングを理解しておく（４５分）

基礎トレーニングについて確認しておく（４５分）3 基礎トレーニングの理解　2 基礎トレーニングを理解しておく（４５分）

基礎トレーニングを理解しておく（４５分）基礎トレーニングについて確認しておく（４５分）基礎トレーニングの理解　34

基礎トレーニングを理解しておく（４５分）基礎トレーニングについて確認しておく（４５分）基礎トレーニングの理解　45

基礎トレーニングを理解しておく（４５分）基礎トレーニングについて確認しておく（４５分）基礎トレーニングの理解　56

基礎トレーニングを理解しておく（４５分）基礎トレーニングについて確認しておく（４５分）基礎トレーニングの理解　67

基礎トレーニングを理解しておく（４５分）健康に留意し体調を整えておく（４５分）基礎トレーニングの習得　18

身体のケアーを怠らない（４５分）健康に留意し体調を整えておく（４５分）基礎トレーニングの習得　29

10 基礎トレーニングの習得　3 健康に留意し体調を整えておく（４５分） 身体のケアーを怠らない（４５分）

身体のケアーを怠らない（４５分）健康に留意し体調を整えておく（４５分）基礎トレーニングの習得　411

身体のケアーを怠らない（４５分）健康に留意し体調を整えておく（４５分）基礎トレーニングの習得　512

身体のケアーを怠らない（４５分）健康に留意し体調を整えておく（４５分）基礎トレーニングの習得　613

身体のケアーを怠らない（４５分）健康に留意し体調を整えておく（４５分）基礎トレーニングの習得　714

身体のケアーを怠らない（４５分）健康に留意し体調を整えておく（４５分）基礎トレーニングの習得　815

生涯スポーツとしての基礎を理解する（４５分）生涯スポーツとしての特性を理解しておく（４５分
）まとめ16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ガイダンスの内容を理解しておく（４５分

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

田畑　圭悟　（経営学科・助教）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 1号館　2階　

単位数 1 (単位認定責任者： ）田畑圭悟 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『月刊陸上競技』

2 『月刊陸上競技マガジン』

3

4

5



学修に真面目に取り組まな
かった

205－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
国際的に活躍するエリートアスリートとともに働く世界の著名なスポーツ科学者達のリカバリーに関する最新の科学的データを理解する．

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）、（４）、（５）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（４）、（５）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（４）に対応する。

到達目標
「パフォーマンスを向上させたい」，「オーバーリーチングや怪我を予防したい」と考えているすべてのアスリートやコーチを目指している学生のために，科学的
なエビデンスに基づいた情報，また，エリートスポーツに携わるコーチやスポーツ科学者が，成功へと導いた競技現場でのリカバリーの応用例を実践する．

授業全体の内容と概要
すべてのアスリートやコーチを目指している学生がトレーニングや試合などの競技活動におけるオーバーロードや怪我のリスクを低下させ，最終的にはそれぞれの
パフォーマンスを改善するリカバリープロセスを学ぶ．

授業の方法
授業はパワーポイントを使用し、ＤＶＤの視聴、レポートなどの講義形式で実施する．

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

○ フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
２０分以上の遅刻は欠席とみなします。遅刻３回で１回の欠席とみなします。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性・多様性・協働性

学修した知識・技能を確実
に修得するとともに、それ
らに関連した知識・技能に
ついても獲得した

学修ひた知識・技能を確実
に修得した

学修した知識・技能のすべ
てを修得することはできな
かった

学修した知識・技能を修得
したが最低限容認できるレ
ベルにとどまった

与えられた課題に積極的に
取り組んだ。課題に対する
理解力やプレゼンテーショ
ンの能力に関しては求めら
れるレベルを大きく超えた

与えられた課題に取り組ん
だ。課題に対する理解力や
プレゼンテーションの能力
に関しては、求められるレ
ベルを達成した

与えられた課題に取り組ん
だ。課題に対する理解力や
プレゼンテーションの能力
に関しては、求められるレ
ベルには達しなかった

与えられた課題に取り組ん
だ。課題に対する理解力や
プレゼンテーションの能力
に関しては最低限容認でき
るレベルにとどまった

与えられた課題に真面目に
取り組まなかった

与えられた課題に積極的に
取り組んだ。積極性や協働
性に関しては求められるレ
ベルを大きく超えた

与えられた課題に取り組ん
だ。積極性や協働性に関し
ては、求められるレベルを
達成した

与えられた課題に取り組ん
だ。積極性や協働性に関し
ては、求められるレベルに
は達しなかった

与えられた課題に取り組ん
だ。積極性や協働性に関し
ては最低限容認できるレベ
ルにとどまった

与えられた課題に真面目に
取り組まなかった

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

篠原　諒介（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）篠原　諒介 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１３回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２０％ ３０％ ０％ ５０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

206－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス
シラバスの説明及び授業改善アンケート結果反映の
説明

測定準備及び論文の読み込み（４５分）

2 リカバリーの理解と修得
スクリーニングとアセスメントの概要① 測定準備及び論文の読み込み（４５分） 本時の学習内容をまとめて提出する（４５分）

測定準備及び論文の読み込み（４５分）3 リカバリーの理解と修得
スクリーニングとアセスメントの概要② 本時の学習内容をまとめて提出する（４５分）

本時の学習内容をまとめて提出する（４５分）測定準備及び論文の読み込み（４５分）リカバリーの理解と修得
スクリーニングとアセスメントの概要③4

本時の学習内容をまとめて提出する（４５分）測定準備及び論文の読み込み（４５分）リカバリーの理解と修得
解剖学的科学と機能の科学①5

本時の学習内容をまとめて提出する（４５分）測定準備及び論文の読み込み（４５分）リカバリーの理解と修得
解剖学的科学と機能の科学②6

本時の学習内容をまとめて提出する（４５分）測定準備及び論文の読み込み（４５分）リカバリーの理解と修得
解剖学的科学と機能の科学③7

本時の学習内容をまとめて提出する（４５分）測定準備及び論文の読み込み（４５分）リカバリーの確認8

本時の学習内容をまとめて提出する（４５分）測定準備及び論文の読み込み（４５分）リカバリーの実践①
スクリーニングとアセスメント9

10 リカバリーの実践②
スクリーニングとアセスメント 測定準備及び論文の読み込み（４５分） 本時の学習内容をまとめて提出する（４５分）

本時の学習内容をまとめて提出する（４５分）測定準備及び論文の読み込み（４５分）リカバリーの実践③
スクリーニングとアセスメント11

本時の学習内容をまとめて提出する（４５分）測定準備及び論文の読み込み（４５分）リカバリーの実践④
スクリーニングとアセスメント12

本時の学習内容をまとめて提出する（４５分）測定準備及び論文の読み込み（４５分）リカバリーの実践⑤
筋機能－動作と感覚13

本時の学習内容をまとめて提出する（４５分）測定準備及び論文の読み込み（４５分）リカバリーの実践⑥
筋機能－動作と感覚14

本時の学習内容をまとめて提出する（４５分）測定準備及び論文の読み込み（４５分）リカバリーの実践⑦
筋機能－動作と感覚15

本時の学習内容をまとめて提出する（４５分）測定準備及び論文の読み込み（４５分）まとめ
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

本時の学習内容をまとめて提出する（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

篠原　諒介（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）篠原　諒介 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



207－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

208－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



左記の内容が何一つできな
かった。

209－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
本基礎ゼミナールでは社会科学に関する専門書を全員で音読し、現代社会における処々の課題を歴史的・グローバルに鳥瞰し、現代社会の諸問題を解析するための
基本的視座を獲得する。基礎ゼミナールⅠＡでは「憲法」をテーマにし、その歴史的意義と現代日本における諸課題を検討する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（２）（３）（４）（５）に対応する。
経営学科のDP（１）（２）（３）（４）（５）に対応する。
デザイン学科のDP（１）（２）（３）（４）（５）に対応する。
建築学科のDP「（１）（２）（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
・社会科学に対する興味を喚起し、自発的に文献を読み込む技術を習得できる。
・現代社会が抱える諸課題について、各媒体を検索する技術を習得できる。
・社会科学全体に共通する諸課題を検討することによって、２年時以降の社会福祉学の学習の基盤となる視座を構築できる。

授業全体の内容と概要
小室直樹著『日本人のための憲法原論』（集英社インターナショナル）を主要参考文献とし（各講義ごとに購読パートを教員がコピーする）、その他『ＮＥＷＳ　
ＷＥＥＫ』等の記事を適宜配布し、国際社会を視野に入れたグローバルな社会分析ができる。

授業の方法
・各講義ごとに教員が資料を配布し、個々に音読してもらい、内容を解説・議論する。
・講義プリントは講義の前の週に配布するので熟読しておくこと。
・学生からの要望には可能な限り答えるが、教育上不適切と思える要望には応じない。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

◯ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
主体的・積極的な参加を望む。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

「憲法」に関する参考文献
・資料の内容を理解する

中世の欧米社会史から近世
日本社会史までの外観を理
解する

憲法が効果的に機能するた
めの要因を理解する。

ディスカッションの中で、
その日のゼミの内容につい
て的確に説明でき、且つ、
自分の意見を述べることが
できた。

ディスカッションの中で、
その日のゼミの内容につい
て明確に説明できた。

高校のテキストの政治・憲
法についての基本的知識を
習得できた。

高校のテキストの「世界史
」の基本的知識を習得でき
た。

ディスカッションの中で、
その日のゼミの内容につい
て的確に説明でき、且つ、
自分の意見を述べることが
できた。

ディスカッションの中で、
その日のゼミの内容につい
て明確に説明できた。

高校のテキストの「社会史
」「近世日本史」の基本的
知識を習得できた。

高校のテキストの「世界史
」の基本的知識を習得でき
た。

左記の内容が何一つできな
かった。

ディスカッションの中で、
その日のゼミの内容につい
て的確に説明でき、且つ、
自分の意見を述べることが
できた。

ディスカッションの中で、
その日のゼミの内容につい
て明確に説明できた。

日本国憲法と大日本帝国憲
法の違いと各々の課題を理
解できた。

高校のテキスト「日本の政
治」の基本的知識を習得で
きた。

左記の内容が何一つできて
なかった。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

杉本　大輔（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）杉本　大輔 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要な出席日数１０回以上をクリアすること。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ３０％ ７０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照すること

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

210－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明 高校のテキストの読み直し（４５分）

2 日本国憲法は生きているか 前回資料の読み込み（４５分） 配布資料の読み込み（４５分）

前回資料の読み込み（４５分）3 誰のために憲法はあるか 配布資料の読み込み（４５分）

配布資料の読み込み（４５分）前回資料の読み込み（４５分）全ては議会から始まった4

配布資料の読み込み（４５分）前回資料の読み込み（４５分）民主主義は神様が作った5

配布資料の読み込み（４５分）前回資料の読み込み（４５分）かくして議会は誕生したーイギリス憲法小史6

配布資料の読み込み（４５分）前回資料の読み込み（４５分）民主主義と資本主義は双子だった7

配布資料の読み込み（４５分）前回資料の読み込み（４５分）初めに契約ありき8

配布資料の読み込み（４５分）前回資料の読み込み（４５分）「民主主義のルール」とは9

10 憲法の敵は何か 前回資料の読み込み（４５分） 配布資料の読み込み（４５分）

配布資料の読み込み（４５分）前回資料の読み込み（４５分）平和主義者が戦争を作る11

配布資料の読み込み（４５分）前回資料の読み込み（４５分）２０世紀を変えたヒトラーとケインズ12

配布資料の読み込み（４５分）前回資料の読み込み（４５分）天皇教の原理13

配布資料の読み込み（４５分）前回資料の読み込み（４５分）田中角栄の遺産14

配布資料の読み込み（４５分）前回資料の読み込み（４５分）憲法は甦るか15

配布資料の読み込み（４５分）前回資料の読み込み（４５分）総括16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の読み込み（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

杉本　大輔（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）杉本　大輔 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



指示による情報収集と整理
ができなかった。

211－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
学生が世界と日本の歴史と文化について、基礎的な知識と考え方を身につける。初歩的なプレゼンテーション、文章作成の技術を身につける。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）に対応する。

到達目標
受講者において、初歩的なプレゼンテーションとコミュニケーションの技術が身についていること。基礎的な文章作成ができること。
受講者において、北海道を中心に世界と日本の歴史と文化についての基礎的な知識が習得され、説明できること。

授業全体の内容と概要
毎回、受講者が北海道を中心に日本内外の歴史と文化に関する事項の調査・学習を行い、その結果を発表する。合わせて、毎回、討論を実施し、教員よりのコメン
トとアドバイスを加える。レポートとプレゼンテーションの基礎の学習も折り込む。
　

授業の方法
１）毎回、発表者を決め、短いプレゼンテーションを行なう。　
２）１）に対する質疑応答を行なう。　
３）出席者全員で討論をする。　
４）教員の講評によるフィードバック。
１）～４）を毎時間くり返す。合わせて、適宜、レポート作成の練習を行なう。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

○ 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
欠席、遅刻はしないように留意する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

調査・情報収集能力

コミュニケーション能力　
　　

好奇心・態度

多様で正確な調査・情報収
集ができ、的確に編集と
整理ができた。

正確な情報収集ができ、的
確な整理ができた。

情報収集と整理の基礎が身
に付いていた。

指示によって情報収集と整
理が遂行できた。

積極的な議論と明確な主張
・提案ができ、しっかりと
した情報発信ができた。

的確な議論と提案ができ、
情報発信がある程度できた
。

議論と提案、情報発信の基
礎が身に付いていた。

指示によって議論と情報ｊ
発信が遂行できた。

指示による議論と情報発信
ができなかった。

文化を理解し、知ろうとす
る意欲と好奇心に富み、発
展的な学習が遂行できた。

文化に関する好奇心があり
、自発的な学習ができた。

文化に関する知識を意欲的
に学んでいた。

指示する内容の学習を遂行
することができた。

指示する内容の学習を遂行
できなかった。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

横田　肇（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）横田　肇 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ５０％ ０％ ０％ ０％ ５０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
事情に応じ、口頭、スライド、板書、資料による説明に配慮する。写真、録画・録音を認める。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 授業改善アンケート結果反映の説明、シラバスの説
明、ガイダンス、諸注意。

シラバスを読む。
（４５分）

2 歴史と文化一般に関する講義 歴史と文化の基礎事項の予習（４５分） 歴史と文化の基礎事項の復習（４５分）

北海道史の基礎事項の予習（４５分）3 北海道の歴史と文化に関する講義 北海道史の基礎事項の復習（４５分）

北海道史の基礎事項の復習（４５分）北海道史の基礎事項、プレゼンの予習（４５分）北海道の歴史と文化に関する調査と発表（１）4

北海道史の基礎事項の復習（４５分）北海道史の基礎事項、プレゼンの予習（４５分）北海道の歴史と文化に関する調査と発表（２）5

北海道史の基礎事項の復習（４５分）北海道史の基礎事項、プレゼンの予習
（４５分）北海道の歴史と文化に関する調査と発表（３）6

北海道史の基礎事項の復習（４５分）北海道史の基礎事項、プレゼンの予習（４５分）北海道の歴史と文化に関する調査と発表（４）7

北海道史の基礎事項の復習（４５分）北海道史の基礎事項、プレゼンの予習（４５分）北海道の歴史と文化に関する調査と発表（５）8

北海道史の基礎事項の復習（４５分）北海道史の基礎事項、プレゼンの予習
（４５分）北海道の歴史と文化に関する調査と発表（６）9

10 北海道の歴史と文化に関する調査と発表（７） 北海道史の基礎事項、プレゼンの予習（４５分） 北海道史の基礎事項の復習（４５分）

北海道史の基礎事項の復習（４５分）北海道史の基礎事項、プレゼンの予習
（４５分）北海道の歴史と文化に関する調査と発表（８）11

北海道史の基礎事項の復習（４５分）北海道史の基礎事項、プレゼンの予習（４５分）北海道の歴史と文化に関する調査と発表（９）12

北海道史の基礎事項の復習（４５分）北海道史の基礎事項、プレゼンの予習
（４５分）北海道の歴史と文化に関する調査と発表（１０）13

北海道史の基礎事項の復習（４５分）北海道史の基礎事項、プレゼンの予習（４５分）北海道の歴史と文化に関する調査と発表（１１）14

レポート（課題）の
準備（４５分）レポート（課題）の準備（４５分）レポート作成（１）15

レポート（課題）の仕上げ（４５分）レポート（課題）の準備（４５分）レポート作成（２）、授業改善アンケートの実施。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

歴史と文化の基礎事項の復習（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

横田　肇（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）横田　肇 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 なし。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 適宜指示する。

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



助言があってもできなかっ
た。
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評価項目

概要

履修目標
社会福祉に対する視野を広げるとともに、福祉従事者としての基本的な態度を涵養する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する科目。
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する科目。
デザイン学科のＤＰ（２）（４）」に対応する科目。
建築学科のＤＰ（２）（４）に対応する科目。

到達目標
職業の一つとして社会福祉を捉えたうえで、チームワークについて理解できる。

授業全体の内容と概要
様々な福祉実戦の場を知るとともに、そこで求められる社会福祉の知識や技術の概要について学ぶ。
「SDG３．すべての人に健康と福祉を」の関連授業

授業の方法
①基本は、テーマの内容についてグループで議論をした内容をまとめ、代表者が発表をする展開とする。
②一部、講義形式で展開をする。講義の際には随時質問を行うので答えること。
③２回以降は授業毎に記録を提出する。記録物はコメントを添えて返却する。
④授業に関する資料を毎回配布する。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
３０分以上の遅刻は欠席とする。
出席を重視するので、欠席や遅刻をする際には事前に連絡をすること。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

クラスのメンバーと協調で
きる。

第三者が理解できる記録を
作成できる。

社会福祉の視点を持つこと
ができる。

リーダーシップを発揮し、
他者へのサポートができた
。

他者を尊重するとともに、
自分の役割を責任を持ち果
たせた。

助言があればできた。 助言があれば一部できた。

記録をもとに考察ができた
。

５W１Hに沿って記述できた
。

助言があればできた。 助言があれば一部できた。 助言があってもできなかっ
た。

他の職業と比較し、福祉の
仕事の独自性を述べること
ができた。

福祉の仕事の独自性を述べ
ることができた。

助言があればできた。 助言があれば一部できた。 助言があってもできなかっ
た。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

櫻井　美帆子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館４階

単位数 1 (単位認定責任者： ）櫻井　美帆子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

現場の実務経験から得た事例等を用いて、福祉に対する理解を深めていく。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
１０回以上の出席があること。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ５０％ ０％ ０％ ５０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
アイスブレーキング

自己紹介を行うので、内容を整理しておく(４５分
）。

2 記録の書き方 次回の内容について、書籍やインターネットで調べ
る。（４５分）

記録のポイントを配布資料トノートで確認する。
（４５分）

次回の内容の発表内容を整理する。（４５分）3 福祉の仕事のイメージ クラスのメンバーの意見と自身の意見を比較し考察
する。（４５分）

クラスのメンバーの意見と自身の意見を比較し考察
する。（４５分）次回の内容の発表内容を整理する。（４５分）福祉の仕事を目指す理由①4

クラスのメンバーの意見と自身の意見を比較し考察
する。（４５分）次回の内容の発表内容を整理する。（４５分）福祉の仕事を目指す理由②5

役割分担した内容について調べて整理する。（４５
分）

次回の内容について、書籍やインターネットで調べ
る。（４５分）福祉の職場①6

役割分担した内容について調べて整理する。（４５
分）

次回の内容について、書籍やインターネットで調べ
る。（４５分）福祉の職場②7

クラスのメンバーの意見と自身の意見を比較し考察
する。（４５分）

１回から７回の内容を振り返り、疑問点や議論した
い点を整理する。（４５分）中間まとめ8

役割分担した内容について調べて整理する。（４５
分）

次回の内容について、書籍やインターネットで調べ
る。（４５分）福祉に関する資格①9

10 福祉に関する資格② 次回の内容について、書籍やインターネットで調べ
る。（４５分）

役割分担した内容について調べて整理する。（４５
分）

クラスのメンバーの意見と自身の意見を比較し考察
する。（４５分）

福祉従事者が著した書籍を図書館で借りる。（４５
分）福祉従事者の手記から福祉の仕事を考える。①11

クラスのメンバーの意見と自身の意見を比較し考察
する。（４５分）福祉従事者が著した書籍を読む。（４５分）福祉従事者の手記から福祉の仕事を考える。②12

クラスのメンバーの意見と自身の意見を比較し考察
する。（４５分）

福祉サービス利用者が著した書籍を図書館で借りる
。（４５分）

福祉サービス利用者の手記から福祉の仕事を考える
。①13

クラスのメンバーの意見と自身の意見を比較し考察
する。（４５分）

福祉サービス利用者が著した書籍を読む。（４５分
）

福祉サービス利用者の手記から福祉の仕事を考える
。②14

クラスのメンバーの意見と自身の意見を比較し考察
する。（４５分）発表内容を整理する。（４５分）福祉従事者に求められる資質を考える。15

全体を振り返り、今後の課題を考察する。（４５分
）

1５回までの授業内容を振り返り、疑問点や議論し
たい点を整理する。（４５分）

まとめ
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

アイスブレーキングの効果を考察する。(４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

櫻井　美帆子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館４階

単位数 1 (単位認定責任者： ）櫻井　美帆子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

現場の実務経験から得た事例等を用いて、福祉に対する理解を深めていく。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『使用しない』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『使用しない』

2

3

4

5



ゼミ内でのプレゼンテーシ
ョンに耳を傾けることは出
来るが質問できなかった。
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評価項目

概要

履修目標
「食生活の重要性を考える」というテーマを基に、学生と教員双方の人間関係を築き、「課題探求能力」養成を軸とした学習活動やその意義を理解する。提示され
たテーマの他様々な事柄への好奇心・探求心・向学心を刺激しながら学習能力が高まり、また、「学びの方法」を修得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科の ＤＰ（２）、（5）に対応する。
経営学科の ＤＰ（２）、（5）に対応する。
デザイン学科の ＤＰ（２）、（5）に対応する。
建築学科の ＤＰ（２）、（5）に対応する。

到達目標
上記の授業内容や目的・ねらいを理解し、自分に必要な課題探求の道筋を明らかにする事ができる。

授業全体の内容と概要
人間は食べることのみによって栄養を取り入れ、様々な活動を可能としている。乳幼児から高齢者まで各々の目的や問題の違いはあれ、それぞれ生活リズムの確立
や健康、QOL、疾病防止などを目的として望ましい食生活をする事が必要となる。学生それぞれが自分自身の食生活だけでなく職業的（保育士、社会福祉士、スポー
ツトレーナー、教員等）に必要な問題意識を持ち知識を身につけることを目標とする。
「ＳＤＧ３．すべての人に健康と福祉を」の関連科目。

授業の方法
食生活や栄養に関する問題の中からそれぞれが研究テーマを見つけ、プレゼンテーションやディスカッション、グループワーク、フィールドワーク、実習等を実施
する。また必要に応じて教員がテーマに関した講義も行い、カレントトピックスについても解説する。質疑応答には随時対応する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

〇 フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
出席を重視する。欠席をする場合は必ず事前に連絡をすること。出席数を満たしていてもゼミの運営を乱す行為があった場合は評価をしない場合がある。また同じ
くゼミの運営に支障を来たす行為があった場合は途中でゼミ異動を宣告する場合がある。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解(協調性，傾聴
力)

知識・理解(興味，関心)

汎用的機能(トークスキル
，表現力)

態度・志向性(リーダーシ
ップ，態度)

態度・志向性(意欲)

ゼミ内でのプレゼンテーシ
ョンに積極的に耳を傾け，
タイミングよく質問するこ
とができた。

ゼミ内でのプレゼンテーシ
ョンに耳を傾け，タイミン
グよく質問することができ
た。

ゼミ内でのプレゼンテーシ
ョンに耳を傾け質問するこ
とができた。

ゼミ内でのプレゼンテーシ
ョンに耳を傾け何回か質問
することができなかった。

新聞、ニュース、トピック
ス等に関心を持ち積極的に
食生活や栄養についてのテ
ーマを発見することができ
た。

新聞、ニュース、トピック
ス等に関心を持ち食生活や
栄養についてのテーマを概
ね発見することができた。

新聞、ニュース、トピック
ス等に関心を持ち食生活や
栄養についてのテーマを発
見することができた。

新聞、ニュース、トピック
ス等に関心を持つ努力をし
ながら食生活や栄養につい
てのテーマを発見すること
ができた。

新聞、ニュース、トピック
ス等に関心を持ち食生活や
栄養についてのテーマを発
見することができなかった
。

ゼミ内でのプレゼンテーシ
ョンにおいて聞き手が理解
しやすいよう資料を十分揃
えわかりやすく発表するこ
とができた。

ゼミ内でのプレゼンテーシ
ョンにおいて聞き手が理解
しやすいようわかりやすく
発表することができた。

ゼミ内でのプレゼンテーシ
ョンにおいて聞き手が理解
しやすいよう概ねわかりや
すく発表することができた
。

ゼミ内でのプレゼンテーシ
ョンにおいて聞き手が理解
しやすいよう発表すること
ができた。

ゼミ内でのプレゼンテーシ
ョンにおいて聞き手が理解
しやすいよう発表すること
ができなかった。

ゼミ内での自分の役割を十
分に認識し，積極的にゼミ
運営に関わることができた
。

ゼミ内での自分の役割を十
分に認識し，ゼミ運営に関
わることができた。

ゼミ内での自分の役割を認
識し，ゼミ運営に関わるこ
とができた。

ゼミ内での自分の役割を認
識し，ゼミ運営に多少関わ
ることができた。

ゼミ内での自分の役割を認
識できなかった。

評価前提条件を満たす事が
できなかった。(出席
９～０回)

休まずゼミに出席できた。
(出席１６回)

概ねゼミに出席できたる。
(出席１５～１４回)

休みがちではあるが出席で
きた。(出席１３～１２回)

欠席が目立つが出席できた
。(出席１１～１０回)

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

湯浅　頼佳（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 1 (単位認定責任者： ）湯浅　頼佳　 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
出席状況（３分の２以上）。ゼミ内での活動(プレゼンテーションやディスカッション、グループワーク、フィールドワーク、実習等)とゼミ内での役割の認識と行
動により総合評価する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２０％ ０％ ０％ ３０％ ５０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション及びシラバスの説明 ゼミ初回に必要な事項について考える。(４５分)

2 「食生活の重要性を考えるⅠＡ」① 新聞、ニュース、トピックス等に目を向け食生活や
栄養についてのテーマを発見する。(４５分) 本日のゼミ内容について振り返りを行う。(４５分)

新聞、ニュース、トピックス等に目を向け食生活や
栄養についてのテーマを発見する。(４５分)3 「食生活の重要性を考えるⅠＡ」② 本日のゼミ内容について振り返りを行う。(４５分)

本日のゼミ内容について振り返りを行う。(４５分)新聞、ニュース、トピックス等に目を向け食生活や
栄養についてのテーマを発見する。(４５分)「食生活の重要性を考えるⅠＡ」③4

本日のゼミ内容について振り返りを行う。(４５分)新聞、ニュース、トピックス等に目を向け食生活や
栄養についてのテーマを発見する。(４５分)「食生活の重要性を考えるⅠＡ」④5

本日のゼミ内容について振り返りを行う。(４５分)新聞、ニュース、トピックス等に目を向け食生活や
栄養についてのテーマを発見する。(４５分)「食生活の重要性を考えるⅠＡ」⑤6

本日のゼミ内容について振り返りを行う。(４５分)新聞、ニュース、トピックス等に目を向け食生活や
栄養についてのテーマを発見する。(４５分)「食生活の重要性を考えるⅠＡ」⑥7

本日のゼミ内容について振り返りを行う。(４５分)新聞、ニュース、トピックス等に目を向け食生活や
栄養についてのテーマを発見する。(４５分)「食生活の重要性を考えるⅠＡ」⑦8

本日のゼミ内容について振り返りを行う。(４５分)新聞、ニュース、トピックス等に目を向け食生活や
栄養についてのテーマを発見する。(４５分)「食生活の重要性を考えるⅠＡ」⑧9

10 「食生活の重要性を考えるⅠＡ」⑨ 新聞、ニュース、トピックス等に目を向け食生活や
栄養についてのテーマを発見する。(４５分) 本日のゼミ内容について振り返りを行う。(４５分)

本日のゼミ内容について振り返りを行う。(４５分)新聞、ニュース、トピックス等に目を向け食生活や
栄養についてのテーマを発見する。(４５分)「食生活の重要性を考えるⅠＡ」⑩11

本日のゼミ内容について振り返りを行う。(４５分)新聞、ニュース、トピックス等に目を向け食生活や
栄養についてのテーマを発見する。(４５分)「食生活の重要性を考えるⅠＡ」⑪12

本日のゼミ内容について振り返りを行う。(４５分)新聞、ニュース、トピックス等に目を向け食生活や
栄養についてのテーマを発見する。(４５分)「食生活の重要性を考えるⅠＡ」⑫13

本日のゼミ内容について振り返りを行う。(４５分)新聞、ニュース、トピックス等に目を向け食生活や
栄養についてのテーマを発見する。(４５分)「食生活の重要性を考えるⅠＡ」⑬14

本日のゼミ内容について振り返りを行う。(４５分)新聞、ニュース、トピックス等に目を向け食生活や
栄養についてのテーマを発見する。(４５分)「食生活の重要性を考えるⅠＡ」⑭15

まとめの振り返りを行う。(４５分)まとめの準備を行う。(４５分)まとめ16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

シラバスについて確認する。ゼミ内での自分の役割
について考える(４５分)

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

湯浅　頼佳（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 1 (単位認定責任者： ）湯浅　頼佳　 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



健康についての基礎的な知
識を理解できなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
生活多様な側面から人間の生活と健康を理解し、より健康な生活を創りだして行くための必要な知識を身につける。

授業の位置づけ
経営学科のDP(１)(２)(４)に対応する。
社会福祉学科のDP(１)(２)(４)(５)に対応する。
デザイン学科kDP(１)(２)(４)に対応する。
建築学科のDP(１)(２)(４)に対応する。

到達目標
家族、個人という様々なレベルにおける健康的な生活について理解し、知識を身につけ、健康について一層関心を持つことができる。

授業全体の内容と概要
生活の多様な側面に焦点を当て、個人、家族、地域社会という様々なレベルにおける人間の健康的な生活について詳しく解説する。

授業の方法
資料を通読し、その内容にかかわった説明や質疑応答及びディスカッションを行います。板書や教材提示装置を活用します。健康に関するキーワードについての調
べ学修及びその発表を行います。課題や発表等に対応するフィードバックや要望等への対応は、小人数集団の利点を生かし、口頭で行います。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

〇 模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

〇 調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
積極的に取り組むことを期待しています。
２０分以上の遅刻は欠席とみなします。
受講者数は１０～１２名程度

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体的に取り組む態度

健康についての基礎的な知
識を深く理解できた。

健康についての基礎的な知
識をおおむね理解できた。

健康についての基礎的な知
識を比較的理解できた。

健康についての基礎的な知
識を多少理解できた。

健康の基本を踏まえた健康
内容の展開について十分に
考察できた。

健康の基本を踏まえた健康
内容の展開につておおむね
考察できた。

健康の基本を踏まえた健康
内容の展開について比較的
考察。

健康の基本を踏まえた健康
内容の展開につて多少考察
できた。

健康の基本を踏まえた健康
内容の展開につて考察でき
なかった。

健康の多様な展開について
理解したことをわかりやす
く説明できた。

健康の多様な展開について
理解したことをおおむねわ
かりやすく説明できた。

健康の多様な展開について
理解したことを比較的わか
りやすく説明できた。

健康の多様な展開について
理解したことを多少わかり
やすく説明できた。

健康の多様な展開について
理解したことをわかりやす
く説明できなかった。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

尾西則昭(社会福祉学科・特任教授)授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）尾西　則昭 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数１3回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

0％ 0％ 80％ 0％ 20％ 0％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス　「シラバス説明」
「授業改善アンケート結果反映の説明」 事前にシラバスを読んで確認にする。(４５分)

2 人間の生活と健康の調査① シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(４５分)

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(４５分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(４５分)3 人間の生活と健康の調査② ノートに記載された内容を復習し、理解する。

(４５分)

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(４５分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(４５分)人間の生活と健康の調査③4

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(４５分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(４５分)人間の生活と健康の調査④5

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(４５分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(４５分)人間の生活と健康の調査⑤6

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(４５分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(４５分)人間の生活と健康の調査⑥7

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(４５分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(４５分)調査発表8

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(４５分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(４５分)健康プログラム①9

10 健康プログラム② シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(４５分)

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(４５分)

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(４５分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(４５分)健康プログラム③11

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(４５分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(４５分)健康プログラム④12

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(４５分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(４５分)健康プログラム⑤13

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(４５分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(４５分)健康プログラム⑥14

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(４５分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(４５分)

調査発表
「授業改善アンケート実施」15

解説の内容を確認する。(４５分)ノートに記載された内容を再復習し、理解する。
(４５分)まとめ16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(４５分)

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

尾西則昭(社会福祉学科・特任教授)授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）尾西　則昭 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『資料配布』

2

3

4

5



学修に真面目に取り組まず
、期待される最低限度の基
準に到達することができな
かった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
教員になるために必要な知識・技能、思考力・判断力・表現力等の能力及び意欲を身に付ける。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
教育制度や内容についてその概要を理解することができる。
教育の諸問題についてその概要を理解することができる。
教員になるために必要な事項についてその概要を理解することができる。

授業全体の内容と概要
各回の授業テーマについて考える。
教育にかかわる法令、中央教育審議会答申、学習指導要領などの通読
教育に関する基本的事項についての調べ学修
教員として求められる一般教養及び教職教養の学修
学校視察やボランティア活動等への参加
漢字検定等への参加
「ＳＤＧ４．質の高い教育をみんなに」の関連科目

授業の方法
教育にかかわる法令、中央教育審議会答申、学習指導要領などを通読し、その内容にかかわって説明や質疑応答及びディスカッションを行います。板書や教材提示
装置を活用する。教育に関するキーワードについての調べ学修及びその発表を行う。
教員として求められる一般教養及び教職教養について演習を行う。課題や発表等に対する評価のフィードバックや要望等への対応は口頭で行う。
Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、質問、小テスト、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

○ 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
○教職課程を履修し、大学卒業後に必ず教職に就く強い希望と意思を持った学生を対象とする。
○サブメジャープログラムの「教育採用試験対策プログラム」の履修を条件とする。
○漢字検定取得に真剣に取り組むこと。
○各自、ノートを用意すること。（ルースリーフは不可）
○プリント類はフラットファイルに格納し、毎回授業に持参すること。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力等

主体性・多様性・協働性

学修した知識・技能を確実
に修得するとともに、それ
らに関連した知識・技能に
ついても習得することがで
きた。

学修した知識・技能を十分
に修得することができた。

学修した知識・技能を修得
することができた。

学修した知識・技能を修得
したが、最低限容認できる
レベルにとどまった。

与えられた課題に積極的に
取り組んだ。課題に対する
理解力やプレゼンテーショ
ンの能力に関して期待され
るるレベルを大きく超える
ことができた。

与えられた課題に取り組ん
だ。課題に対する理解力や
プレゼンテーションの能力
に関して期待されるレベル
を十分に達成することがで
きた。

与えられた課題に取り組ん
だ。課題に対する理解力や
プレゼンテーションの能力
に関して期待されるレベル
を達成することができた。

与えられた課題に取り組ん
だ。課題に対する理解力や
プレゼンテーションの能力
に関して最低限容認できる
レベルにとどまった。

与えられた課題に真面目に
取り組まず、期待される最
低限度の基準に到達するこ
とができなかった。

与えられた課題に積極的に
取り組んだ。積極性や協働
性に関して期待されるレベ
ルを大きく超えることがで
きた。

与えられた課題に取り組ん
だ。積極性や協働性に関し
て期待されるレベルを十分
に達成することができた。

与えられた課題に取り組ん
だ。積極性や協働性に関し
て期待されるレベルを達成
することができた。

与えられた課題に取り組ん
だ。積極性や協働性に関し
て最低限容認できるレベル
にとどまった。

与えられた課題に真面目に
取り組まず、期待される最
低限度の基準に到達するこ
とができなかった。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

西崎　毅（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館６階

単位数 1 (単位認定責任者： ）西崎　毅 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

高等学校教員及び教育行政職員としての経験を活かして教職に関連する指導を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１１回。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ２０％ ０％ ８０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション（シラバスの説明含む）
自己紹介（教員になるための抱負を含む） 教職志望の理由をまとめること。（４５分）

2
○教員になるために必要なことを考える①個人の考
えのまとめ
ディスカッション

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（４５分）

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）3

○教員になるために必要なことを考える②意見交流
ディスカッション
学修計画の作成

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（４５分）

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（４５分）

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○教員という仕事について考える①体験から考える
ディスカッション
一般教養及び教職教養の演習

4

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（４５分）

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○教員という仕事について考える②意見交流
ディスカッション
一般教養及び教職教養の演習

5

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（４５分）

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○教員に求められる資質能力について考える①各自
の考えのまとめ
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション

6

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（４５分）

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○教員に求められる資質能力について考える②意見
交流
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション

7

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（４５分）

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○子供たちを取り巻く状況を知る①各自の考えのま
とめ
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション

8

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（４５分）

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○子供たちを取り巻く状況を知る②意見交流
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション
一般教養及び教職教養の演習

9

10
○子どもたちに身に付けさせるべき資質・能力につ
いて考える①各自の考えのまとめ
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（４５分）

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（４５分）

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○子どもたちに身に付けさせるべき資質・能力につ
いて考える②意見交流
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション

11

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（４５分）

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○子どもたちに身に付けさせるべき資質・能力につ
いて考える③意見の整理
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション

12

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（４５分）

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○学習指導要領について考える①学習指導要領とは
何か
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション

13

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（４５分）

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○学習指導要領について考える②学習指導要領の歴
史
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション

14

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（４５分）

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○学習指導要領について考える②現在の学習指導要
領
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション

15

1年間の学修を振り返り、自己評価を行うこと。
（４５分）

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）前期の学修の総括及び反省16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

西崎　毅（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館６階

単位数 1 (単位認定責任者： ）西崎　毅 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

高等学校教員及び教育行政職員としての経験を活かして教職に関連する指導を行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『別途購入案内する。』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『別途購入案内する。』

2

3

4

5
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



積極的に行動し，意欲的に
取り組み，安全に細心の注
意を払うことができなかっ
た。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
競技スポーツの基礎的トレーニングを理解し、必要なトレーニングを自ら実践できるよう知識を身につける。

授業の位置づけ
営学科のＤＰ（４）（５）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（４）（５）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（４）に対応する。

到達目標
競技及び個人の特性を理解し、安全にトレーニングできる。

授業全体の内容と概要
競技スポーツに必要な基礎的トレーニングを実践し、自らの競技力向上のために必要なトレーニングを見つけ出し実践する。

授業の方法
プリントなど資料にて説明したのち，トレーニング室及び体育館などで実際にトレーニング(フィジカルとメンタル)をする。なお、次回の授業において前回の反省
と確認を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
男子バスケットボール部に所属の学生を対象とする。注意事項等の詳細についてはガイダンスにて説明する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

関心・意欲・態度・判断

競技及び個人の特性を理解
し，安全にトレーニングで
きる

知識・理解

積極的に行動し，意欲的に
取り組み，安全に細心の注
意を払うことができた。

積極的に行動し，意欲的に
取り組み，安全に細心の注
意を払うことが７割程度で
きた。

積極的に行動し，意欲的に
取り組み，安全に細心の注
意を払うことが5割程度で
きた。

積極的に行動し，意欲的に
取り組み，安全に細心の注
意を払うことが3割程度で
きた。

目標設定の原理，原則，種
類とその方法を理解し安全
にトレーニングができた。

目標設定の原理，原則，種
類とその方法を理解し安全
にトレーニングが７割程度
できた。

目標設定の原理，原則，種
類とその方法を理解し安全
にトレーニングが5割程度
できた。

目標設定の原理，原則，種
類とその方法を理解し安全
にトレーニングが3割程度
できた。

目標設定の原理，原則，種
類とその方法を理解し安全
にトレーニングができなか
った。

フィジカルとメンタルトレ
ーニングの知識・理解があ
り，正しく活用ができた。

フィジカルとメンタルトレ
ーニングの知識・理解があ
り，正しく活用が７割程度
できた。

フィジカルとメンタルトレ
ーニングの知識・理解があ
り，正しく活用が5割程度
できた。

フィジカルとメンタルトレ
ーニングの知識・理解があ
り，正しく活用が3割程度
できた。

フィジカルとメンタルトレ
ーニングの知識・理解があ
り，正しく活用ができなか
った。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

小山　尋明（建築学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館４階

単位数 1 (単位認定責任者： ）小山　尋明 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ６０％ ４０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス(シラバス説明)。 事前にシラバスを読んで確認しておく(４５分)

2 トレーニング実践　１
(フィジカルとメンタル) トレーニングの基礎と原則を確認しておく(４５分)トレーニングの基礎と原則を理解しておく(４５分)

トレーニングの基礎と原則を確認しておく(４５分)3 トレーニング実践　２
(フィジカルとメンタル) トレーニングの基礎と原則を理解しておく(４５分)

トレーニングの基礎と原則を理解しておく(４５分)トレーニングの基礎と原則を確認しておく(４５分)トレーニング実践　３
(フィジカルとメンタル)4

トレーニングの基礎と原則を理解しておく(４５分)トレーニングの基礎と原則を確認しておく(４５分)トレーニング実践　４
(フィジカルとメンタル)5

トレーニングの基礎と原則を理解しておく(４５分)トレーニングの基礎と原則を確認しておく(４５分)トレーニング実践　５
(フィジカルとメンタル)6

トレーニングの基礎と原則を理解しておく(４５分)トレーニングの基礎と原則を確認しておく(４５分)トレーニング実践　６
(フィジカルとメンタル)7

トレーニングの基礎と原則を理解しておく(４５分)トレーニングの基礎と原則を確認しておく(４５分)トレーニング実践　７
(フィジカルとメンタル)8

トレーニングの基礎と原則を理解しておく(４５分)トレーニングの基礎と原則を確認しておく(４５分)トレーニング実践　８
(フィジカルとメンタル)9

10 トレーニング実践　９
(フィジカルとメンタル) トレーニングの基礎と原則を確認しておく(４５分)トレーニングの基礎と原則を理解しておく(４５分)

トレーニングの基礎と原則を理解しておく(４５分)トレーニングの基礎と原則を確認しておく(４５分)トレーニング実践　１０
(フィジカルとメンタル)11

トレーニングの基礎と原則を理解しておく(４５分)トレーニングの基礎と原則を確認しておく(４５分)トレーニング実践　１１
(フィジカルとメンタル)12

トレーニングの基礎と原則を理解しておく(４５分)トレーニングの基礎と原則を確認しておく(４５分)トレーニング実践　１２
(フィジカルとメンタル)13

トレーニングの基礎と原則を理解しておく(４５分)トレーニングの基礎と原則を確認しておく(４５分)トレーニング実践　１３
(フィジカルとメンタル)14

トレーニングの基礎と原則を理解しておく(４５分)トレーニングの基礎と原則を確認しておく(４５分)トレーニング実践　１４
(フィジカルとメンタル)15

専門用語の意味を理解しておくこと(４５分)内容を確認し理解を深めておくこと(４５分)振り返りと確認16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ガイダンスの内容を理解しておく
(４５分)

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

小山　尋明（建築学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館４階

単位数 1 (単位認定責任者： ）小山　尋明 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



アイデアを出せなかった。
他人の意見を殆ど理解でき
なかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
デザインを通し自由な発想でプランニングからデザイン制作まで地域で必要とされることをゼミ活動で、できる限り一貫して実践することを目標とする。自らデザ
インした形を地域社会の中に残し貢献する。地域との取り組みに自分の創作意欲を搔き立てながらどんなことができるのか、地域イベントやワークショップなどに
企画参加し、自ら学び、考え、そして楽しく活動する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ (2)、(5)に対応する。
福祉学科のＤＰ(2)、(4)に対応する。
デザイン学科のＤＰ (2)、(3)、(4)に対応する。
建築学科のＤＰ(2)、(4)に対応する。

到達目標
（1）制作活動を通して何を学ぶのか、各自の問題意識を明確にすることができる。
（2）適切なコミュニケーションを取りながら、他者との関わりをもつことができる。
（3）活動経験を振り返り、今後進めていく上での自己の課題を設定することができる。

授業全体の内容と概要
授業では、グループワーク、ディスカッション、プレゼンテーション等のアクティビティを多く取り入れる。各自が問題意識を持ち、考察結果などをグループ全体
で共有しながら、目標達成に向けて活動をする。地域との取り組みに自分の好きなデザインを交えながら、どんなことができるのか考え楽しく活動する

授業の方法
グループワークを中心にした活動が多いため、一人ひとりが自主性を持ち、他人任せになるようなことがないように、常に問題意識を持ち、議論しながら問題解決
し、積極的に活動に励む。授業では、グループワーク、ディスカッション、プレゼンテーション等のアクティビティを多く取り入れる。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

〇 ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
受講定員20名
受講条件
本ゼミを希望する学生は必ず活動内容の説明を聞きに選択志望する前に研究室へ来ること。
受講に関して以下の心構えがある学生を条件といたします。
①社会に役立って達成感を得たり、自分に自信をつけたい人
②やる気があり、最後まで活動をやり通す気力を持ち合わせている人
③協力し合いながら目標に向かい活動を成功させる意気込みがある人

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

積極性、社会理解

課題解決能力と創造性

コミュニケーション能力と
行動力

積極的にアイデアを出し、
採用された。他人の発言を
聴き、十分な理解に努め、
積極的に意見した。

積極的にアイデアを出した
。他人の発言を聴き、十分
な理解に努めた意見した。

それなりにアイデアを出し
た。他人の発言を聞き、あ
る程度意見した。

アイデアを殆ど出せなかっ
た。他人の意見をあまり理
解できなかった。

仕事を的確に発見し、進め
方を共有しあいながら適切
に検討し、実行できた。

仕事を進んで発見し、進め
方を適切に検討し、実行で
きた。

仕事を発見し、進め方を検
討し、ある程度実行できた
。

仕事をあまり発見できず、
依頼されたことだけ実行で
きた。

仕事を発見できず、依頼さ
れたことも、ほとんど実行
できなかった。

他者をリードする態度で積
極的に活動に取 り組み、
高い コミュニケーション
能力と行動力があった。

自主的・協働的に活動に取
り組み、コミュニケーショ
ン能力や行動力があった。

自らの考えでアクションを
起すことはあまりないが必
要なコミュニケーション能
力や行動力はあった。

自らの考えでアクションを
起すことはなく最低限度の
コミュニケーション能力や
行動力はあった。

自らの考えでアクションを
起すことができない。最低
限度のコミュニケーション
能力や行動力もほとんどな
かった。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

宮嶋　達也（デザイン学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館４階

単位数 1 (単位認定責任者： ）宮嶋　達也 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は, １０回以上とする。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ５０％ ０％ ２０％ ３０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション　シラバスの説明 演習の準備　シラバスの熟読（45分）

2 Planning1 事前に作業しておくなどの準備（45分） 演習内容を確認して理解を深める（45分）

事前に作業しておくなどの準備（45分）3 Planning2 演習内容を確認して理解を深める（45分）

演習内容を確認して理解を深める（45分）事前に作業しておくなどの準備（45分）Planning34

演習内容を確認して理解を深める（45分）事前に作業しておくなどの準備（45分）Research activities    15

演習内容を確認して理解を深める（45分）事前に作業しておくなどの準備（45分）Research activities    26

演習内容を確認して理解を深める（45分）事前に作業しておくなどの準備をすること（45分）Research activities    37

演習内容を確認して理解を深める（45分）事前に作業しておくなどの準備（45分）Creative activities    18

演習内容を確認して理解を深める（45分）事前に作業しておくなどの準備をすること（45分）Creative activities    29

10 Creative activities    3事前に作業しておくなどの準備（45分） 演習内容を確認して理解を深める（45分）

演習内容を確認して理解を深める（45分）事前に作業しておくなどの準備（45分）Creative activities    411

演習内容を確認して理解を深める（45分）事前に作業しておくなどの準備（45分）Creative activities    512

演習内容を確認して理解を深める（45分）事前に作業しておくなどの準備（45分）presentation①13

演習内容を確認して理解を深める（45分）事前に作業しておくなどの準備をすること（45分）presentation②14

演習内容を確認して理解を深める（45分）事前に作業しておくなどの準備（45分）レポート・前期活動のまとめ15

演習内容を確認して理解を深める（45分）事前に作業しておくなどの準備（45分）前期活動における総括と振り返り16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

演習内容を確認して理解を深める（45分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

宮嶋　達也（デザイン学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館４階

単位数 1 (単位認定責任者： ）宮嶋　達也 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



数学及びＳＰＩに必要な基
礎知識及び計算過程（思考
過程）が７０％も理解でき
なかった。

227－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
学生が大学で必要となる数学の基礎知識及び２年のゼミナールで行うＳＰＩに必要な知識及び思考過程をしっかり身につける。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）に対応する。

到達目標
大学で必要となる数学の基礎知識及び２年のゼミナールで行うＳＰＩに必要な知識及び思考過程を修得できる。

授業全体の内容と概要
数から始まり数の計算及び式の計算等を練習問題を計算することによって、数学の問題を解く実感及びＳＰＩに必要な数学の知識をつかませる。

授業の方法
授業は、板書で実施し、板書にて説明しながら、演習を行う。課題は学生が提出後、解説を行う。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
ゼミナールの内容を十分に理解するために予習・復習を怠らず、また講義や演習に対して積極的に取り組むこと。
レポート等の提出方法についてはゼミナール時間中に指示するので、ゼミナールを欠席することのないよう留意すること。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

数学及びＳＰＩに必要な基
礎知識の修得

計算過程において必要な記
述内容の修得

思考過程のプレゼンテーシ
ョン

数学及びＳＰＩに必要な基
礎知識及び計算過程（思考
過程）が１００％理解でき
た。

数学及びＳＰＩに必要な基
礎知識及び計算過程（思考
過程）が９０％理解できた
。

数学及びＳＰＩに必要な基
礎知識及び計算過程（思考
過程）が８０％理解できた
。

数学及びＳＰＩに必要な基
礎知識及び計算過程（思考
過程）が７０％理解できた
。

演習問題は計算過程を
１００％記述したレポート
になった。

演習問題は計算過程を
９０％記述したレポートに
なった。

演習問題は計算過程を
８０％記述したレポートに
なった。

演習問題は計算過程を
７０％記述したレポートに
なった。

演習問題は計算過程を
７０％も記述したレポート
にならなかった。

筋道の立った思考過程がプ
レゼンテ－ションを通して
明確に出来た。また、質問
にも正確に対応した。

筋道の立った思考過程がプ
レゼンテ－ションを通して
明確に出来た。

筋道の立った思考過程がプ
レゼンテ－ションを通して
出来た。

一部筋道の立った思考過程
がプレゼンテ－ションを通
して出来た。

筋道の立った思考過程のプ
レゼンテ－ションが出来な
かった。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

横山　哲也（建築学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）横山　哲也 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１1回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ５０％ ０％ ０％ ３０％ ２０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

228－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス及びシラバスの説明 シラバスを読んでおくこと（45分）

2 数 学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（45分）今日のゼミナールの再確認（45分）

学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（45分）3 整数 今日のゼミナールの再確認（45分）

今日のゼミナールの再確認（45分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（45分）分数4

今日のゼミナールの再確認（45分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（45分）小数5

今日のゼミナールの再確認（45分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（45分）展開（１）6

今日のゼミナールの再確認（45分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（45分）展開（２）7

今日のゼミナールの再確認（45分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（45分）因数分解（１）8

今日のゼミナールの再確認（45分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（45分）因数分解（２）9

10 因数分解（３） 学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（45分）今日のゼミナールの再確認（45分）

今日のゼミナールの再確認（45分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（45分）平方根（１）11

今日のゼミナールの再確認（45分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（45分）平方根（２）12

今日のゼミナールの再確認（45分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（45分）複素数13

今日のゼミナールの再確認（45分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（45分）分数式（１）14

今日のゼミナールの再確認（45分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（45分）分数式（２）15

総理解（45分）総復習（45分）まとめ及び要点のフィードバック16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

今日のゼミナールの再確認（45分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

横山　哲也（建築学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）横山　哲也 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



単位・面積・体積及び数式
に関する内容が理解できな
かった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
建築にはいろいろな分野で数学が深く関わっており、建築の専門的な内容に入る前に、基本的な数学の知識の確認が必要になります。建築に関連する数学の基礎知
識を確認し、建築分野にどのように関係するのかを理解する。

授業の位置づけ
経営学科のDP（１）、（２）、に対応する。
社会福祉学科のDPDP（１）、（２）に対応する。
デザイン学科のDPDP（１）、（２）に対応する。
建築学科のDPDP（１）、（２）に対応する。

到達目標
数学を学習しながら建築の基礎知識を身につけることができ、専門的な内容にスムーズに入ることができる。

授業全体の内容と概要
建築に関係する面積・三角関数・ベクトル・力などについて学習、演習問題を解きながら理解する。

授業の方法
授業は板書やプロジェクターを利用して講義形式で行う。また、練習問題を時間内に実施し、フィードバックとして回答の解説を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
配布資料により授業を進めるので，休まず出席すること。適宜、演習問題を課す。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

単位・面積・体積及び数式
に関する基礎知識

三角関数・ベクトルに関す
る基礎知識

演習問題の理解

単位・面積・体積及び数式
などの関する内容がほぼ理
解でき、他の人に説明でき
た。

単位・面積・体積及び数式
に関する内容が80％理解で
きた。

単位・面積・体積及び数式
に関する内容が70％理解で
きた。

単位・面積・体積及び数式
に関する内容が60％理解で
きた。

三角関数・ベクトルに関す
る内容がほぼ理解でき、他
の人に説明できた。

三角関数・ベクトルに関す
る内容が80％理解できた。

三角関数・ベクトルに関す
る内容が70％理解できた。

三角関数・ベクトルに関す
る内容が60％理解できた。

三角関数・ベクトルに関す
る内容が理解でなかった。

演習問題がほぼ解答できた
。

演習問題の80％を解答でき
た。

演習問題の70％を解答でき
た。

演習問題の60％を解答でき
た。

演習問題の解答ができなか
った。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

長森　正（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 アトリエ棟１階

単位数 1 (単位認定責任者： ）長森　正 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は10回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ５０％ ０％ ０％ ５０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス及びシラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明 シラバスを確認する（45 分）

2 ウォーミングアップ（1）自己紹介 配布資料を予習する（45分） 配布資料を確認し復習する（45分）

配布資料を予習する（45分）3 ウォーミングアップ（2）大学とは？ 配布資料を確認し復習する（45分）

配布資料を確認し復習する（45分）配布資料を予習する（45分）ウォーミングアップ（3）キャリアとは？4

配布資料を確認し復習する（45分）配布資料を予習する（45分）単位・大きさの基礎知識
　①量・長さ・広さ5

配布資料を確認し復習する（45分）配布資料を予習する（45分）②割合・平均値・単位6

配布資料を確認し復習する（45分）配布資料を予習する（45分）③演習問題（1）7

配布資料を確認し復習する（45分）配布資料を予習する（45分）④面積と体積、不等式と大小、比と比例式8

配布資料を確認し復習する（45分）配布資料を予習する（45分）⑤基本的な数式9

10 ⑥練習問題（2） 配布資料を予習する（45分） 配布資料を確認し復習する（45分）

配布資料を確認し復習する（45分）配布資料を予習する（45分）⑦三角関数（1）11

配布資料を確認し復習する（45分）配布資料を予習する（45分）⑧三角関数（2）12

配布資料を確認し復習する（45分）配布資料を予習する（45分）⑨練習問題（3）13

配布資料を確認し復習する（45分）配布資料を予習する（45分）⑩ベクトル14

配布資料を確認し復習する（45分）配布資料を予習する（45分）⑪練習問題（4）15

総復習及び配布資料の整理（45分）総復習（45分）まとめ及び要点のフィードバック
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ガイダンス及びシラバスの理解（45分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

長森　正（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 アトリエ棟１階

単位数 1 (単位認定責任者： ）長森　正 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 今村仁美・大谷Ⅰ翔 学芸出版社

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『図説やさしい建築数学』

2 吉原恵子他 実教出版『スタディスキルズ・トレーニング』

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



授業内容を理解しなかった
。

231－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
都市や建築を構想することは、行政や都市計画家、建築家だけの仕事ではない。住民や地域に係る皆が、より良い暮らしを考え実践した積み重ねが都市を形づくる
。ゼミでは、より良い未来を提案するための基礎を身につけることを目標とする。※ゼミでは都市や建築を空間的な問題として扱う。

授業の位置づけ
「経営学科」のDP(2)(4)に対応する。
「社会福祉学科」のDP(2)(4)に対応する。
「デザイン学科」のDP(2)(4)に対応する。
「建築学科」のDP(1)(2)(3)(4)(5)に対応する。

到達目標
都市や建築の変遷やその社会的背景を理解し、都市や建築について自分なりの意見をもつことができる。

授業全体の内容と概要
前半では都市や建築が時代とともにどのように変化し今に至ったかを学ぶ。特に現代都市や建築の骨格とも言える機能主義に至るまでの過程を学び、都市や建築が
抱える課題を理解する。適宜中間テスト又はレポートを実施し、理解度を確認する。後半では主に北広島市及び近隣都市を中心に都市や建築について調査分析を行
い、都市空間をアップデートする提案を構想し、表現・発表を行う。　
□SDGs3.すべての人に健康と福祉を　□SDGs11.住み続けられるまちづくりを　□SDGs12.つくる責任　つかう責任

授業の方法
前半ではパワーポイントを用いた講義を行う。資料として適宜プリントを配布する。重要だと思われるキーワードは必ずメモし、示された図式等はノートにスケッ
チをすることが望まれる。参考となる書籍・建築等を授業中に適宜紹介する。後半では各自調査分析等を行う。パソコンを使う場合がある。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

○ フィールドワーク

○ 調査学習

○ 双方向授業

○ ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
能動的な学習姿勢を望む。授業中に引用された建築、書籍に積極的に触れること。20分以上の遅刻は欠席とする。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

理解度

調査・課題解決能力

表現力

授業内容を越えた自主的な
学習を行なった。

授業内容を理解し、自主的
な学習を行なった。

授業内容をほぼ理解し、自
主的な学習を行なった。

授業内容をほぼ理解し、自
分なりの意見をもつことが
できた。

独自の視点で調査し、独創
且つ具体的手法で課題を解
くことができた。

独自の視点で調査し、独創
的な手法で課題を解くこと
ができた。

独力で調査し、課題を解く
ことができた。

アドバイスをもとに、調査
・課題を解くことができた
。

アドバイスがあっても自発
的に課題を解くことができ
なかった。

構想したものを、独創性の
ある手法で表現し、考えを
第三者に共感させることが
できた。

構想したものを、独創性の
ある手法で表現し、考えを
第三者に理解させることが
できた。

構想したものを、独自の工
夫で表現することができた
。

構想したものを表現するこ
とができた。

構想したものを表現できな
かった。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

向井　正伸（建築学科・助教）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 2号館7階

単位数 1 (単位認定責任者： ）向井　正伸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

計画設計等の実務経験を活かし、課題解決法や様々な事例を紹介する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は, 11回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

0％ 20％ 40％ 20％ 10％ 10％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス
シラバス及び授業改善アンケート結果反映の説明 シラバスを事前に把握する（45分）

2 さまざまな都市・建築空間 参考書籍等を用いて予習する。（45分） 講義内容を復習。紹介した書籍・建築事例等につい
て調べる。（45分）

参考書籍等を用いて予習する。（45分）3 建築都市の歴史1（古代） 講義内容を復習。紹介した書籍・建築事例等につい
て調べる。（45分）

講義内容を復習。紹介した書籍・建築について調べ
る。（45分）参考書籍等を用いて予習する。（45分）建築都市の歴史2（古代・中世）4

講義内容を復習。紹介した書籍・建築事例等につい
て調べる。（45分）参考書籍等を用いて予習する。（45分）建築都市の歴史3（近世）5

講義内容を復習。紹介した書籍・建築事例等につい
て調べる。（45分）参考書籍等を用いて予習する。（45分）建築都市の歴史4（近代　パリ大改造）6

講義内容を復習。紹介した書籍・建築事例等につい
て調べる。（45分）参考書籍等を用いて予習する。（45分）建築都市の歴史4（近代　田園都市）7

講義内容を復習。紹介した書籍・建築事例等につい
て調べる。（45分）参考書籍等を用いて予習する。（45分）建築都市の歴史5（近代　モダニズム）8

講義内容を復習。紹介した書籍・建築事例等につい
て調べる。（45分）参考書籍等を用いて予習する。（45分）建築都市の歴史6（現代）9

10 現代のまちを考える 参考書籍等を用いて予習する。（45分） 講義内容を復習。紹介した書籍・建築事例等につい
て調べる。（45分）

講エスキスを反映する。（45分）対象を事前に調べる。（45分）グループワーク　説明11

エスキスを反映する。（45分）対象を事前に調べる。（45分）グループワーク　調査12

エスキスを反映する。（45分）対象を事前に調べる。（45分）グループワーク　作業13

エスキスを反映する。（45分）対象を事前に調べる。（45分）グループワーク　作業14

発表を自己評価すること。（45分）プレゼンテーションをまとめる（45分）グループワーク　発表15

学習を振り返り、自己評価を行うこと。（45分）今までの授業を振り返る。（45分）まとめ・ディスカッション
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

紹介した書籍・建築事例等について調べる。（45分
）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

向井　正伸（建築学科・助教）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 2号館7階

単位数 1 (単位認定責任者： ）向井　正伸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

計画設計等の実務経験を活かし、課題解決法や様々な事例を紹介する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



学修に真面目に取り組まな
かった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
日本語でのレポートやレジュメの書き方、ＰＰＴの作成、授業内発表など、学生が大学生活を送るうえで必要なスキルを身につける。また、授業内容は日本に関す
ることに限らず日本国外の文化・歴史も例にあげ、幅広いジャンルで学ぶ。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
レポート等の課題を通して文章作成の基礎を習得し、授業内の発表を通して説明や質疑応答といったプレゼンテーション能力を身につける。

授業全体の内容と概要
担当教員が様々なテーマのもと、各発表形式（レポート、レジュメ、ＰＰＴ）を使用して講義を行う。それを参考に、学生自身が指定されたテーマに沿って情報収
集し、発表を行う。授業内容は時事問題やエンタメ、サブカル、日本や日本以外の国の文化比較など、様々なジャンルに渡る。

授業の方法
教科書の購入はなく、授業内で使用する教材は担当教員が準備する。基本的には教員による各テーマに合わせた講義後、翌週から学生の発表を行うものとし、学生
には情報収集や課題作成の時間をしっかり与える。受講人数にもよるが、１回の授業で３人程度発表し、担当教員や学生からの質疑応答の時間を取る。なお、授業
内容は学生の興味に合わせて柔軟に対応するものとし、学生から要望があった場合には応えるようにする。レポートなどの課題提出時には日本語のチェックも行い
、修正したものを学生にフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
遅刻、欠席をしないこと。３０分の遅刻は欠席とみなす。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力等

主体性・多様性・協働性

学修した知識・技能を確実
に修得するとともに、それ
らに関連した知識・技能に
ついても獲得した。

学修した知識・技能を確実
に修得した。

学修した知識・技能のすべ
てを修得することはできな
かった。

学修した知識・技能を修得
したが最低限容認できるレ
ベルにとどまった。

与えられた課題に積極的に
取り組んだ。課題に対する
理解力やプレゼンテーショ
ンの能力に関しては求めら
れるレベルを大きく超えた
。

与えられた課題に取り組ん
だ。課題に対する理解力や
プレゼンテーションの能力
に関しては、求められるレ
ベルを達成した。

与えられた課題に取り組ん
だ。課題に対する理解力や
プレゼンテーションの能力
に関しては、求められるレ
ベルには達しなかった。

与えられた課題に取り組ん
だ。課題に対する理解力や
プレゼンテーションの能力
に関しては最低限容認でき
るレベルにとどまった。

与えられた課題に真面目に
取り組まなかった。

与えられた課題に積極的に
取り組んだ。積極性や協働
性に関しては求められるレ
ベルを大きく超えた。

与えられた課題に取り組ん
だ。積極性や協働性に関し
ては、求められるレベルを
達成した。

与えられた課題に取り組ん
だ。積極性や協働性に関し
ては、求められるレベルに
は達しなかった。

与えられた課題に取り組ん
だ。積極性や協働性に関し
ては最低限容認できるレベ
ルにとどまった。

与えられた課題に真面目に
取り組まなかった。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

髙橋　真弥（国際交流センター・センタ
ー員）

授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 1 (単位認定責任者： ）髙橋　真弥 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
全授業回数１６回のうち、単位認定に必要となる最低出席回数は１３回以上とする。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ４０％ ４０％ ０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、国際交流センターで対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション（シラバス、授業、評価の説明
）、自己紹介・授業改善アンケート結果反映の説明 シラバスを読む・自己紹介の練習（４５分）

2
教員による講義
日本の時事問題をレジュメ形式で紹介、レジュメの
書き方を指導

資料の確認（４５分） 授業内容復習（４５分）

事前にレジュメを作成し、発表の準備を行う（４５
分）3

学生による発表・質疑応答①
レジュメを作成し、自分で選んだニュース（国内外
に限らない）を紹介

授業内容復習（４５分）

授業内容復習（４５分）事前にレジュメを作成し、発表の準備を行う（４５
分）

学生による発表・質疑応答②
レジュメを作成し、自分で選んだニュース（国内外
に限らない）を紹介

4

授業内容復習（４５分）事前にレジュメを作成し、発表の準備を行う（４５
分）

学生による発表・質疑応答③
レジュメを作成し、自分で選んだニュース（国内外
に限らない）を紹介

5

授業内容復習（４５分）資料の確認（４５分）教員による講義
旅行をテーマにＰＰＴを使用したプレゼンの指導6

授業内容復習（４５分）事前にPPTを作成し、発表の準備を行う（４５分）学生による発表・質疑応答①
ＰＰＴを作成し、発表7

授業内容復習（４５分）事前にPPTを作成し、発表の準備を行う（４５分）学生による発表・質疑応答②
ＰＰＴを作成し、発表8

授業内容復習（４５分）事前にPPTを作成し、発表の準備を行う（４５分）学生による発表・質疑応答③
ＰＰＴを作成し、発表9

10
教員による講義
テーマを決め、実際に書いたレポートを参考に、レ
ポートの書き方を指導

資料の確認（４５分） 授業内容復習（４５分）

授業内容復習（４５分）事前にレポートを作成し、発表の準備を行う（４５
分）

学生による発表・質疑応答①
レポートを作成し、発表11

授業内容復習（４５分）事前にレポートを作成し、発表の準備を行う（４５
分）

学生による発表・質疑応答②
レポートを作成し、発表12

授業内容復習（４５分）事前にレポートを作成し、発表の準備を行う（４５
分）

学生による発表・質疑応答③
レポートを作成し、発表13

授業内容復習（４５分）資料の確認（４５分）教員による講義（時事問題、文化紹介、文化比較等
）14

授業内容復習（４５分）資料の確認（４５分）教員による講義（時事問題、文化紹介、文化比較等
）・授業改善アンケートの実施15

授業内容復習（４５分）最終レポート提出の準備（４５分）前期学習範囲の総括および反省・最終レポートの提
出16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業内容復習（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

髙橋　真弥（国際交流センター・センタ
ー員）

授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 1 (単位認定責任者： ）髙橋　真弥 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



学修に真面目に取り組まず
、期待される最低限度の基
準に到達することができな
かった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
教員になるために必要な知識・技能、思考力・判断力・表現力等の能力及び意欲を身に付ける。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
教育制度や内容についてその概要を理解することができる。
教育の諸問題についてその概要を理解することができる。
教員になるために必要な事項についてその概要を理解することができる。

授業全体の内容と概要
各回の授業テーマについて考える。
教育にかかわる法令、中央教育審議会答申、学習指導要領などの通読
教育に関する基本的事項についての調べ学修
教員として求められる一般教養及び教職教養の学修
学校視察やボランティア活動等への参加
漢字検定等への参加
「ＳＤＧ４．質の高い教育をみんなに」の関連科目

授業の方法
教育にかかわる法令、中央教育審議会答申、学習指導要領などを通読し、その内容にかかわって説明や質疑応答及びディスカッションを行います。板書や教材提示
装置を活用する。教育に関するキーワードについての調べ学修及びその発表を行う。
教員として求められる一般教養及び教職教養について演習を行う。課題や発表等に対する評価のフィードバックや要望等への対応は口頭で行う。
Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、質問、小テスト、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

○ 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
○教職課程を履修し、大学卒業後に必ず教職に就く強い希望と意思を持った学生を対象とする。
○サブメジャープログラムの「教育採用試験対策プログラム」の履修を条件とする。
○漢字検定取得に真剣に取り組むこと。
○各自、ノートを用意すること。（ルースリーフは不可）
○プリント類はフラットファイルに格納し、毎回授業に持参すること。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力等

主体性・多様性・協働性

学修した知識・技能を確実
に修得するとともに、それ
らに関連した知識・技能に
ついても習得することがで
きた。

学修した知識・技能を十分
に修得することができた。

学修した知識・技能を修得
することができた。

学修した知識・技能を修得
したが、最低限容認できる
レベルにとどまった。

与えられた課題に積極的に
取り組んだ。課題に対する
理解力やプレゼンテーショ
ンの能力に関して期待され
るるレベルを大きく超える
ことができた。

与えられた課題に取り組ん
だ。課題に対する理解力や
プレゼンテーションの能力
に関して期待されるレベル
を十分に達成することがで
きた。

与えられた課題に取り組ん
だ。課題に対する理解力や
プレゼンテーションの能力
に関して期待されるレベル
を達成することができた。

与えられた課題に取り組ん
だ。課題に対する理解力や
プレゼンテーションの能力
に関して最低限容認できる
レベルにとどまった。

与えられた課題に真面目に
取り組まず、期待される最
低限度の基準に到達するこ
とができなかった。

与えられた課題に積極的に
取り組んだ。積極性や協働
性に関して期待されるレベ
ルを大きく超えることがで
きた。

与えられた課題に取り組ん
だ。積極性や協働性に関し
て期待されるレベルを十分
に達成することができた。

与えられた課題に取り組ん
だ。積極性や協働性に関し
て期待されるレベルを達成
することができた。

与えられた課題に取り組ん
だ。積極性や協働性に関し
て最低限容認できるレベル
にとどまった。

与えられた課題に真面目に
取り組まず、期待される最
低限度の基準に到達するこ
とができなかった。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

千葉　聡美（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）千葉　聡美 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場や教育行政職員としての経験を活かして教職に関連する指導を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１１回。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ２０％ ０％ ８０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション（シラバスの説明含む）
自己紹介（教員になるための抱負を含む） 教職志望の理由をまとめること。（４５分）

2
○教員になるために必要なことを考える①個人の考
えのまとめ
ディスカッション

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（４５分）

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）3

○教員になるために必要なことを考える②意見交流
ディスカッション
学修計画の作成

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（４５分）

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（４５分）

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○教員という仕事について考える①体験から考える
ディスカッション
一般教養及び教職教養の演習

4

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（４５分）

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○教員という仕事について考える②意見交流
ディスカッション
一般教養及び教職教養の演習

5

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（４５分）

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○教員に求められる資質能力について考える①各自
の考えのまとめ
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション

6

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（４５分）

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○教員に求められる資質能力について考える②意見
交流
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション

7

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（４５分）

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○子供たちを取り巻く状況を知る①各自の考えのま
とめ
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション

8

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（４５分）

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○子供たちを取り巻く状況を知る②意見交流
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション
一般教養及び教職教養の演習

9

10
○子どもたちに身に付けさせるべき資質・能力につ
いて考える①各自の考えのまとめ
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（４５分）

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（４５分）

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○子どもたちに身に付けさせるべき資質・能力につ
いて考える②意見交流
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション

11

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（４５分）

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○子どもたちに身に付けさせるべき資質・能力につ
いて考える③意見の整理
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション

12

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（４５分）

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○学習指導要領について考える①学習指導要領とは
何か
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション

13

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（４５分）

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○学習指導要領について考える②学習指導要領の歴
史
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション

14

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（４５分）

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○学習指導要領について考える②現在の学習指導要
領
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション

15

1年間の学修を振り返り、自己評価を行うこと。
（４５分）

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）前期の学修の総括及び反省16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

千葉　聡美（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）千葉　聡美 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場や教育行政職員としての経験を活かして教職に関連する指導を行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『別途購入案内する。』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『別途購入案内する。』

2

3

4

5



４つのP・STPが何を意味す
るのかを説明できなかった
。
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評価項目

概要

履修目標
・ヒット商品やマーケティングの成功／失敗事例の分析を通じて、マーケティングの基本的な考え方を理解する。
・分析内容の発表や質疑応答を通じてコミュニケーション能力を高める。

授業の位置づけ
経営学科のDP（１）（３）（４）に対応する。
社会福祉学科のDP（２）（４）に対応する。
デザイン学科のDP（２）（４）に対応する。
建築学科のDP（２）（４）に対応する。

到達目標
・マーケティングの基本的な考え方（４つのP・STP）を理解し、他者に説明することができる。
・４つのP・STPにもとづき、現実のマーケティングの事例を分析することができる。
・自身の意見やアイデアを他者にわかりやすく伝えるための工夫ができる。

授業全体の内容と概要
　実際の製品やサービスの事例を題材にしながら、企業が自社の製品やサービスを売るためにどのような工夫をしているのかを考え、マーケティングの感覚を養う
。授業ではまず発表担当者がマーケティングの事例分析をし、パワーポイントでプレゼンテーションをする。その発表内容に対して、他の履修者が質問をしたり、
ディスカッションをしたりする。最後に、教員が解説やまとめを行う。

授業の方法
　講義は基本対面で実施する。
　初回の授業で週毎の担当者を決め、担当者は決められた回までに発表資料を作成し、当日パワーポイントでプレゼンテーションをしてもらう。
　担当者以外はプレゼンテーションの内容に対して質問をしたり意見を述べる。
なお、プレゼンテーションの具体的な内容やテーマについては初回の授業で詳しく説明し、各回でも補足する。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
所属学科の制限は設けない。社会福祉学科、デザイン学科、建築学科に所属する学生であっても、自身の所属する学科での学びや就職先でマーケティングの知識を
活かしたいと思う学生は大いに歓迎する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

マーケティングに対する基
本的な理解

プレゼンテーション能力

質問をする能力

４つのP・STPのフレームワ
ークにもとづく分析や事例
の発見に加えて、独自の優
れた視点でマーケティング
現象を説明することができ
た。

自身で現実のマーケティン
グの事例を見つけ、４つの
P・STPのフレームワークに
当てはめて説明することが
できた。

与えられた現実のマーケテ
ィングの事例を４つのP・
STPのフレームワークに当
てはめて説明することがで
きた。

４つのP・STPが何を意味す
るのかを最低限説明できた
。

聞き手の理解を促す工夫が
でき、発表内容が理解しや
すく、他の履修生にアドバ
イスすることができた。

聞き手の理解を促す工夫が
でき、発表内容が理解しや
すいものであった。

聞き手の理解を促すための
努力をしていた。

自身の担当回までに資料を
作成し発表をすることがで
きた。

自身の担当回で発表をする
ことができなかった。

多くの質問が履修者の学習
内容の理解や新たな発見を
促であり、講義全体に大き
く貢献した。

毎回の質問に加え、質問内
容に他の履修者の理解を促
すことがあった。

ほとんど毎回発表に対して
質問をした。

授業期間中質問の回数が5
回以上の質問をした。

授業期間中質問の回数が5
回未満であった。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

野村　拓也（経営学科・助教）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 学生便覧参照

単位数 1 (単位認定責任者： ）野村　拓也 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
・自身が担当する回で発表をすることが前提となる。発表担当の回に欠席したり資料を準備してこなかった場合単位は認められない。
・単位認定に必要となる最低出席回数は11回以上である。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

0％ 0％ 40％ 0％ 60％ 0％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照のこと。

修学サポート（合理的配慮）
・事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
・講義中の録音･録画･撮影は事前相談を経て、個人利用に限り許可する場合がある。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション
本科目についての説明、自己紹介、発表担当回の取
り決めをする。

シラバスを事前に読んでおく（４５分）

2 プレゼンテーション①
作成した自己紹介資料を用いて発表する。 発表の練習をする（４５分） 発表内容や資料の改善すべき点を整理する（４５分

）

発表の練習をする（４５分）3 プレゼンテーション②
作成した自己紹介資料を用いて発表する。

発表内容や資料の改善すべき点を整理する（４５分
）

発表内容や資料の改善すべき点を整理する（４５分
）発表の練習をする（４５分）プレゼンテーション③

作成した自己紹介資料を用いて発表する。4

発表内容や資料の改善すべき点を整理する（４５分
）発表の練習をする（４５分）

プレゼンテーション④
作成した自己紹介資料を用いて発表する。
発表の練習をする。発表内容や資料の改善点を整理

5

マーケティングの基礎知識について、学んだことを
整理する（４５分）

マーケティングの基本的な用語を調べてくる（４５
分）

マーケティングの基礎
マーケティングとは何か。４つのPとは何か。STPと
は何かを解説する。

6

発表内容や資料の改善すべき点を整理する（４５分
）発表の練習をする（４５分）ケーススタディI ①

基本的なマーケティングの事例を分析する。7

発表内容や資料の改善すべき点を整理する（４５分
）発表の練習をする（４５分）ケーススタディI ②

基本的なマーケティングの事例を分析する。8

発表内容や資料の改善すべき点を整理する（４５分
）発表の練習をする（４５分）ケーススタディI ③

基本的なマーケティングの事例を分析する。9

10 ケーススタディI ④
基本的なマーケティングの事例を分析する。 発表の練習をする（４５分） 発表内容や資料の改善すべき点を整理する（４５分

）

ゲストの講演に対するコメントを書く（４５分）ゲストに対する質問を考えてくる（４５分）
ゲストスピーカー
マーケティングに携わる実務家を招き、マーケティ
ングのプロの考えに触れる。

11

発表内容や資料の改善すべき点を整理する（４５分
）発表の練習をする（４５分）ケーススタディⅡ①

応用的なマーケティングの事例を分析する。12

発表内容や資料の改善すべき点を整理する（４５分
）発表の練習をする（４５分）ケーススタディⅡ②

応用的なマーケティングの事例を分析する。13

発表内容や資料の改善すべき点を整理する（４５分
）発表の練習をする（４５分）ケーススタディⅡ③

応用的なマーケティングの事例を分析する。14

発表内容や資料の改善すべき点を整理する（４５分
）発表の練習をする（４５分）ケーススタディⅡ④

応用的なマーケティングの事例を分析する。15

コメントシートを記入する（４５分）前期の学習内容を振り返る（４５分）
全体の振り返りとまとめ
前期を振り返り、学習内容を整理する。
最後に、授業改善アンケートの実施。

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

自己紹介資料を作成する（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

野村　拓也（経営学科・助教）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 学生便覧参照

単位数 1 (単位認定責任者： ）野村　拓也 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 沼上 幹 有斐閣アルマ 4641123551

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『わかりやすいマーケティング戦略』 2008

2

3

4

5



学修した知識を修得できな
かった。
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評価項目

概要

履修目標
各自の興味のあるものをテーマに選び、、自由に発想を展開し、レポートにまとめる。
就職活動を見据え、常に社会に目を向ける習慣を身につける。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。

到達目標
社会のさまざまな出来事に対して、自分なりの意見を述べることができる。

授業全体の内容と概要
就職面談を想定し、話題のニュースについて、ディスカッションを行う。各自のテーマが決まった時点で、少しずつテーマについて調べ、ゼミ終了時にレポートを
提出してもらう。

授業の方法
授業では各自のテーマにかかわる資料を配布し、板書をしながら講義形式で行う。
また、適宜確認テストを実施し、フィードバックとして解説を丁寧に行う。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

グループワーク

〇 ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

〇 調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
基礎ゼミナールIA再履修者。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性・多様性・協働性

学修した知識・技能を確実
に修得し、求められるレベ
ルを大きく超えた。

学修した知識・技能を確実
に修得した。

学修した知識・技能をほぼ
修得した。

学修した知識・技能を修得
したが、最低限容認できる
レベルにとどまった。

与えられた課題に積極的に
取り組み、求められるレベ
ルを大きく超えた。　

与えられた課題に取り組み
、求められるレベルを達成
した。　

与えられた課題に取り組み
、求められるレベルをほぼ
達成した。

与えられた課題に取り組ん
だが、最低限容認できるレ
ベルにとどまった。　

与えられた課題に真面目に
取り組まなかった。　

与えられた課題には積極的
に取り組んだ。理解力やプ
レゼンテーション能力は求
められるレベルを大きく超
えた。　

与えられた課題に取り組ん
だ。理解力やプレゼンテー
ション能力は求められるレ
ベルを達成した。　

与えられた課題に取り組み
、求められるレベルをほぼ
達成した。

与えられた課題に取り組ん
だが、最低限容認できるレ
ベルにとどまった。　

与えられた課題に真面目に
取り組まなかった。　

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA（再）

共通教育科目科目分類区分

河田　一郎（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年（再履修）対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館８階

単位数 1 (単位認定責任者： ）河田　一郎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は、１３回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２０％ ０％ ０％ ８０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

240－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ［ガイダンス］　授業の進め方・シラバスの説明。
授業改善アンケート結果反映の説明。 シラバスの内容を確認すること。（４５分）

2
その週の気になったニュースについて発表を行う。
漢字検定受験準備（レベルチェック６級）。各自の
テーマについて調べたことを発表する。

前回の授業内容を確認すること。（４５分） 授業の内容を復習しておくこと。（４５分）

前回の授業内容を確認すること。（４５分）　3
その週の気になったニュースについて発表を行う。
漢字検定受験準備（レベルチェック５級）。各自の
テーマについて調べたことを発表する。

授業の内容を復習しておくこと。（４５分）

授業の内容を復習しておくこと。（４５分）前回の授業内容を確認すること。（４５分）　
その週の気になったニュースについて発表を行う。
漢字検定受験準備（レベルチェック４級）。各自の
テーマについて調べたことを発表する。

4

授業の内容を復習しておくこと。（４５分）前回の授業内容を確認すること。（４５分）　
その週の気になったニュースについて発表を行う。
漢字検定受験準備（レベルチェック３級）。各自の
テーマについて調べたことを発表する。

5

授業の内容を復習しておくこと。（４５分）前回の授業内容を確認すること。（４５分）　
その週の気になったニュースについて発表を行う。
漢字検定受験準備（レベルチェック準２級）。各自
のテーマについて調べたことを発表する。

6

授業の内容を復習しておくこと。（４５分）前回の授業内容を確認すること。（４５分）　
その週の気になったニュースについて発表を行う。
漢字検定受験準備（レベルチェック２級）。各自の
テーマについて調べたことを発表する。

7

授業の内容を復習しておくこと。（４５分）前回の授業内容を確認すること。（４５分）　
その週の気になったニュースについて発表を行う。
漢字検定受験準備（レベルチェック準１級）。各自
のテーマについて調べたことを発表する。

8

授業の内容を復習しておくこと。（４５分）前回の授業内容を確認すること。（４５分）　
その週の気になったニュースについて発表を行う。
漢字検定受験準備（レベルチェック１級）。各自の
テーマについて調べたことを発表する。

9

10
その週の気になったニュースについて発表を行う。
漢字検定受験準備（各自に合わせたレベルの問題）
。各自のテーマについて調べたことを発表す

前回の授業内容を確認すること。（４５分）　 授業の内容を復習しておくこと。（４５分）

授業の内容を復習しておくこと。（４５分）前回の授業内容を確認すること。（４５分）　
その週の気になったニュースについて発表を行う。
漢字検定受験準備（各自に合わせたレベルの問題）
。各自のテーマについて調べたことを発表す

11

授業の内容を復習しておくこと。（４５分）前回の授業内容を確認すること。（４５分）　　
その週の気になったニュースについて発表を行う。
漢字検定受験準備（各自に合わせたレベルの問題）
。各自のテーマについて調べたことを発表す

12

授業の内容を復習しておくこと。（４５分）前回の授業内容を確認すること。（４５分）　
その週の気になったニュースについて発表を行う。
漢字検定受験準備（各自に合わせたレベルの問題）
。各自のテーマについて調べたことを発表す

13

授業の内容を復習しておくこと。（４５分）前回の授業内容を確認すること。（４５分）　　
その週の気になったニュースについて発表を行う。
漢字検定受験準備（各自に合わせたレベルの問題）
。各自のテーマについて調べたことを発表す

14

授業の内容を復習しておくこと。（４５分）前回の授業内容を確認すること。（４５分）　
その週の気になったニュースについて発表を行う。
漢字検定受験準備（各自に合わせたレベルの問題）
。各自のテーマについて調べたことを発表す

15

授業の内容を復習しておくこと。（４５分）前回の授業内容を確認すること。（４５分）　
レポートの内容についてのプレゼンテーションを行
う。
授業改善アンケートの実施。

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業の内容を復習しておくこと。（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA（再）

共通教育科目科目分類区分

河田　一郎（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS001003（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年（再履修）対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館８階

単位数 1 (単位認定責任者： ）河田　一郎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



学修した知識を修得できな
かった。

241－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
現代社会での大学生生活の意義や「青年期」の意味、そして「自分が何者なのか」を考えていく「アイデンティティー形成」の重要性を、広い視点での「キャリア
形成」としてとらえて、理解を目指す。

授業の位置づけ
経営学科のDP（２）（４）（５）に対応する。
社会福祉学科のDP（２）（４）（５）に対応する。
デザイン学科のDP（２）（４）（５）に対応する。
建築学科のDP（２）（４）（５）に対応する。

到達目標
学生生活や青年期問題、またアイデンティティー形成について、単に知識を習得するだけでなく、自らの問題としてそれらを考える姿勢をもつ。

授業全体の内容と概要
まず、受講者が何を目指して大学生活を送ろうとしているのか考えることを促し、学生生活が青年期の一時期、さらに、アイデンティティー形成を求められる中で
営まれるものであることを考察する。

授業の方法
授業は対話形式と板書筆記を併用して行ない、必要な場合には資料を配布する。テーマによっては小文を提出してもらい、概要を発表する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

〇 ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
さまざまなテーマについて自らが考える「主体的・能動的」な姿勢での参加が必要である。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識

思考力・判断力等

テーマへの分析力・主体性

学修した知識を確実に修得
し、求められる水準を大き
く超えた。

学修した知識を確実に修得
した。

学修した知識をほぼ修得し
た。

学修した知識を修得したが
、最低限容認できる水準に
とどまった。

ゼミナール・テーマに積極
的に取り組み、求められる
水準を大きく超えて考察で
きていた。

ゼミナール・テーマに積極
的に取り組み、求められる
水準で考察できていた。

ゼミナール・テーマに取り
組み、広く一般的な水準の
考察に達していた。

ゼミナール・テーマに取り
組んだが、考察が最低限の
水準に留まっていた

ゼミナール・テーマへの取
り組みが不充分で、内容が
理解されていなかった。

ゼミナール・テーマについ
て、現代社会の中の自己の
問題として充分に主体的な
分析ができていた。

左記事項について、主体的
分析が概ねできていた。

左記事項について、広く一
般的水準の分析には達して
いた。

左記事項について分析が最
低限の水準に留まっていた
。

分析が最低限の水準に届か
ず、ゼミナール・テーマが
理解されていなかった。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

山本一彦（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・1年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 2号館８F

単位数 1 (単位認定責任者： ）山本一彦 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は12回。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２０％ ０％ ０％ ８０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針および規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

242－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ※科目ガイダンス
　　　ゼミナール内容等シラバスの説明 シラバスの事前確認（45分）

2 Ⅰ．大学生活への導き
　　　　１．大学での学びの留意点 学生便覧の確認（45分） 不明点などの確認（45分）

自分の目的を明確にする（45分）3 Ⅰ．（続き）
　　　　２．4年間で何を目指すのか？ 目的の再確認（45分）

ゼミ内容の復習（45分）児童期・成人期とは異なる青年期のイメージ化（45
分）

Ⅱ．大学生活と青年期
　　　　１．青年期とは何だろう？4

ゼミ内容の復習（45分）前回のゼミ内容の確認（45分）Ⅱ．（続き）
　　　　１．（続き）5

ゼミ内容の復習（45分）前回のゼミ内容の確認（45分）Ⅱ．（続き）
　　　　１．（続き）6

ゼミ内容の復習（45分）前回のゼミ内容の確認（45分）Ⅱ．（続き）
　　　　１．（続き）7

ゼミ内容の復習（45分）前回のゼミ内容の確認（45分）Ⅱ．（続き）
　　　　２．現代青年期の問題点8

ゼミ内容の復習（45分）前回のゼミ内容の確認(45分）Ⅱ．（続き）
　　　　２．（続き）9

10 Ⅲ．青年期とアイデンティティー形成 前回のゼミ内容の確認（45分） ゼミ内容の復習（45分）

ゼミ内容の復習（45分）前回のゼミ内容の確認（45分）Ⅲ．（続き）11

ゼミ内容の復習（45分）前回のゼミ内容の確認（45分）Ⅲ．（続き）12

ゼミ内容の復習（45分）前回のゼミ内容の確認（45分）Ⅲ．（続き）13

ゼミ内容の復習（45分）前回のゼミ内容の確認（45分）Ⅲ．（続き）14

振り返り内容の再確認（45分）前期すべての学生生活の振り返り（45分）Ⅳ．1年次前期学生生活の振り返り15

総まとめの再確認（45分）15回分の内容の振り返り（45分）※総まとめ16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ガイダンス内容および履修登録結果確認（45分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

山本一彦（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・1年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 2号館８F

単位数 1 (単位認定責任者： ）山本一彦 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



肢体不自由児者の心理・生
理・病理について、理解が
できなかった。

243－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
共生社会創造のための授業として肢体不自由教育を効果的に行うために必要な心理や病理・行動特性等の基本的な知識を理解して、指導上の配慮事項等の基礎知識
を得る。

授業の位置づけ
社会福祉学科ＤＰ（２）（４）（５）に対応する。

到達目標
肢体不自由児の心理や行動特性、指導上の配慮事項等について具体的に述べることができる。

授業全体の内容と概要
「一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育」の基本的理念を押さえ、肢体不自由児の身体的・心理的な特性を事例や視覚教材を活用しながら構成する。「
ＳＤＧ４．質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
授業は、パワーポイント及び配布資料で実施し、パワーポイントにて説明した後、配付資料の記述部分に書き込んだり、質疑応答の時間を設けて基礎知識の定着を
図る。また、DVD を視聴し具体的な実践場面を確認し、レポートにまとめ知識の進化を図る。なお、グループワーク発表、レポートにはコメントにてフィードバッ
クする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
肢体不自由児の身体的、心理的な特性に応じた指導を行うにはどうしたらよいのかを考えながら、必要な知識を積極的に学ぶ姿勢で臨むこと。また、実践事例のDVD
教材視聴直後に事例に基づくレポート提出を求めるので、授業を欠席することのないよう留意すること。

資格指定科目
教職課程（特別支援）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

肢体不自由児者の心理・生
理・病理の理解

肢体不自由児者の心理整理
・病理についての思考・判
断・表現

授業への参加態度・姿勢

肢体不自由児者の心理・生
理・病理の理解について、
学修した知識・技能を基盤
に、更に学修を深めること
ができた。

肢体不自由児者の心理・生
理・病理について、必要な
知識・技能を理解すること
ができた。

肢体不自由児者の心理・生
理・病理について、一定程
度の理解ができた。

肢体不自由児者の心理・生
理・病理について、一部理
解することができた。

肢体不自由児者の心理・生
理・病理について、積極的
に思考・判断し、自ら表現
を工夫して活動することが
できた。

肢体不自由児者の心理・生
理・病理について思考・判
断し、自ら表現することが
できた。

肢体不自由児者の心理・生
理・病理について、思考活
動に取組み、表現しようと
することができた。

肢体不自由児者の心理・生
理・病理について、思考で
きた。

肢体不自由児者の心理・生
理・病理にかかわる、思考
・判断・表現についての必
要な取組ができなかった。

授業にとても積極的に参加
することができた。

授業に積極的に参加するこ
とができた。

授業に関心をもって参加す
ることができた。

授業へいくらか関心をもっ
て参加できた。

授業への積極的な参加がで
きなかった。

科目名称 肢体不自由者の心理・

専門科目科目分類区分

坂上　俊樹（社会福祉学科・非常勤教員
）

授業担当者（所
属・職名）

SNE122105（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 課程必修

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）坂上　俊樹 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験有り 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験を活かして、今日的な教育課題（肢体不自由者の心理・生理・病
理）について指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ２０％ ０％ ０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 　
　事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション
～授業改善アンケート結果反映の説明とシラバスの
説明、肢体不自由者の心理・生理・病理の概要

シラバスを確認しておくこと （９０分）

2 肢体不自由者の概念と疾患 指定した教科書の「特別支援教育の対象」を事前に
読んでおくこと（９０ 分） 配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）

指定した教科書の「肢体不自由とは」を事前に読ん
でおくこと 　（９０分）3 脳性まひの起因と症状（１） 配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）指定した教科書の「脳性まひ」を事前に読んでおく
こと（９０分）脳性まひの起因と症状（２）4

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）指定した教科書の「二分脊椎」を事前に読んでおく
こと（９０ 分）二分脊椎の起因と症状5

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）
指定した教科書の「筋ジストロフィー」を事前に読
んでおくこと
(９０分）

筋ジストロフィーの起因と症状6

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）「ペルテス病」について事前に調べておくこと　
（９０ 分）ペルテス病の起因と症状7

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）指定した教科書の「医学的側面から見た肢体不自由
」を事前に読んでおくこと（９０ 分）肢体不自由の特性を呈するその他の障害8

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）配布した資料に基づき事前に調べること（９０分）重症心身障害9

10 障害に対する医療的対応 指定した教科書の「医学的側面からの把握」を事前
に読んでおくこと（９０ 分） 配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）

ＤＶＤ視聴時に取ったメモに基づき整理しておくこ
と（９０分）

事前に配布したＤＶＤの資料を読んでおくこと
（９０ 分）ＤＶＤの視聴及びレポート作成11

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）指定した教科書の「幼児児童生徒への対応」を事前
に読んでおくこと （９０分）生涯学習と医療・社会福祉12

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）
指定した教科書の「心理学的・教育学的側面からみ
た肢不自由」を事前に読んでおくこと　 （９０分
）

肢体不自由者の心理的特性13

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）指定した教科書の「肢体不自由とは」を事前に読ん
でおくこと （９０分）肢体不自由者の療育上特に留意すべき事項14

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）配布した資料に基づき「バリアフリー」について調
べておくこと （９０分）

「授業改善アンケート」の実施
バリアフリーとまとめ15

試験の結果を見直す（９０ 分)指定した教科書や講義内容について整理しておくこ
と(９０ 分)

定期試験(60 分の試験終了後、残りの30 分で解説
する。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配付資料に基づいて、年間の授業内容の見通しを立
てる（９０ 分）

科目名称 肢体不自由者の心理・

専門科目科目分類区分

坂上　俊樹（社会福祉学科・非常勤教員
）

授業担当者（所
属・職名）

SNE122105（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 課程必修

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）坂上　俊樹 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験有り 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験を活かして、今日的な教育課題（肢体不自由者の心理・生理・病
理）について指導する。

基本情報

開講時期

1 国立特別支援教育総合研究所 ジアーズ教育新社 978-4-86371-548-6

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『特別支援教育の基礎・基本2020』 2020年

2 0

3

4

5

1 篠田達明 金芳堂 978-4-7653-1628-6

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『『肢体不自由児の医療・療育・教育 改訂3 版
』』

2015 年

2

3

4

5



多角的な視点から住宅の機
能、空間を検討する創造的
に構築することができなか
った。

245－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
店舗併用住宅の設計では，業務空間と居住空間およびその結合部の平面計画が基本となる。店舗部分の計画はその業種・職種によって多岐にわたり，その規模や家
族構成，そして設定された計画地の地域状況によってそのパターンは無限の広がりを見せる。本講で，店舗併用住宅（兼用住宅）という1つのジャンルともいえる課
題パターンに対するアプローチの手法をプランニング・エスキスからひもとき，計画内容を的確に図面表現する能力を身につける。

授業の位置づけ
建築学科のDP（１）、（２）に対応する。

到達目標
木造の設計図面の描写や技法が製図規約に従って表現され，それぞれの建築を創造・設計する意図が正しく，明確に伝えることができる。

授業全体の内容と概要
設計における基本計画，配置計画，規模計画，動線計画をふまえ，設計条件を満足するようにエスキスから設計図を完成させる。「SDG11．住み続けられるまちづく
りを」の関連授業

授業の方法
授業は授業初めに板書と配布資料により解説をおこない、エスキス・作図については基本的に個別にチェックをしていく。最後の講評会は全員による発表会形式で
行う。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
毎回，中間指導やエスキス作成があるので，製図道具は必ず携帯すること。また，課題制作のためには，自宅に製図版，製図道具を備えておくことが不可欠である
。

資格指定科目
「建築士試験受験資格科目」必修科目，教職課程（工業）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

多角的な視点から住宅の機
能、空間を検討する創造力
が習得できたか。

木造住宅を設計するにあた
り、各図面を正しく描画す
ることができるか。

明確なプレゼンテーション
と説明によって自身の計画
内容を他者に伝えることが
できるか。

多角的な視点から住宅の機
能、空間を検討する創造的
に構築することができた。

多角的な視点から住宅の機
能、空間を検討する創造的
に構築することがほぼでき
た。

多角的な視点から住宅の機
能、空間を検討する創造的
に構築することがある程度
以上できた。

多角的な視点から住宅の機
能、空間を検討する創造的
に構築することがある程度
できた。

木造住宅の平・立・断面図
を正確に描くことができた
。

木造住宅の平・立・断面図
を正確に描くことがほぼで
きた。

木造住宅の平・立・断面図
を正確に描くことがある程
度以上できた。

木造住宅の平・立・断面図
を正確に描くことがある程
度できた。

木造住宅の平・立・断面図
を正確に描くことができな
かった。

明快で美しいプレゼンテー
ションと説明により、計画
内容を相手に的確に伝える
ことができた。

明快で美しいプレゼンテー
ションと説明により、計画
内容を相手に的確に伝える
ことがほぼできた。

明快で美しいプレゼンテー
ションと説明により、計画
内容を相手に的確に伝える
ことがある程度以上できた
。

明快で美しいプレゼンテー
ションと説明により、計画
内容を相手に的確に伝える
ことがある程度できた。

明快で美しいプレゼンテー
ションと説明により、計画
内容を相手に的確に伝える
ことができなかった。

科目名称 建築設計演習Ⅰ

専門科目科目分類区分

佐藤　善太郎（建築学科・教授）・向井
　正伸（建築学科・助教）・矢部かおり

授業担当者（所
属・職名）

APT312003（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館６階

単位数 1 (単位認定責任者： ）佐藤　善太郎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

向井・矢部　実
務経験あり

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

設計事務所等における勤務経験を活かして、実践的な指導を展開する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
原則毎回出席すること(単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上)

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ８０％ ０％ ０％ ２０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
講義中の録音･録画･撮影は事前相談を経て、個人利用に限り許可する場合がある。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明。ガイダンス　授業の進め方と課題
提出までのスケジュール
授業改善アンケート結果反映の説明

オリエンテーション時に配布された資料の熟読(90
分)

2 店舗併用住宅の設計　課題解説（設計条件等） ガイダンス時に配布された資料の熟読(90分) 自宅間取りをフリーハンドで作図(90分)

指定した資料を事前に熟読する(90分)3 配置計画・ゾーニング 授業終了時に提示の課題を処理する(90分)

授業終了時に提示の課題を処理する(90分)指定した資料を事前に熟読する(90分)規模計画・平面計画4

授業終了時に提示の課題を処理する(90分)指定した資料を事前に熟読する(90分)平面計画　　　　エスキスチェック１5

授業終了時に提示の課題を処理する(90分)指定した資料を事前に熟読する(90分)断面・立面計画　エスキスチェック２6

授業終了時に提示の課題を処理する(90分)指定した資料を事前に熟読する(90分)矩計計画　　　　エスキスチェック３7

授業終了時に提示の課題を処理する(90分)指定した資料を事前に熟読する(90分)最終指導　　　　エスキスチェック４8

授業の作図の継続(90分)作図準備をする(90分)平面図作図9

10 立面図作図 作図準備をする(90分) 授業の作図の継続(90分)

授業の作図の継続(90分)作図準備をする(90分)断面図作図11

授業の作図の継続(90分)作図準備をする(90分)矩計図作図12

授業の作図の継続(90分)作図準備をする(90分)矩計図作図13

授業の作図の継続(90分)作図準備をする(90分)面積表・仕上げ表14

感想レポート提出(90分)プレゼンテーション準備(90分)提出・プレゼンテーション・講評会
授業改善アンケートの実施15

感想レポート提出(90分)プレゼンテーション準備(90分)提出・プレゼンテーション・講評会（予備）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

自宅の間取りの調査(90分)

科目名称 建築設計演習Ⅰ

専門科目科目分類区分

佐藤　善太郎（建築学科・教授）・向井
　正伸（建築学科・助教）・矢部かおり

授業担当者（所
属・職名）

APT312003（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館６階

単位数 1 (単位認定責任者： ）佐藤　善太郎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

向井・矢部　実
務経験あり

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

設計事務所等における勤務経験を活かして、実践的な指導を展開する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『適宜配布』

2

3

4

5



講義内容を理解せず、自分
自身の人生観や生き方に役
立てていなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
教養力を身に付けるために「人間と文化」を幅広く学ぶための科目である。過去の倫理や具体例を踏まえながら，間接体験（感動）や創造的思索を通して，自他の
心の支えとなりうるような確固とした価値観や人生観を形成するとともに，これからの時代に必要な新たな倫理思想を探究する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）、（４）、（５）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）、（４）、（５）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）、（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）、（３）、（４）に対応する。

到達目標
人生をみずから創造していくための基礎となる価値観や人生観を構築することができる。

授業全体の内容と概要
過去の倫理思想や教師自身の考えを紹介しながら，学生自身が主体的にみずからの価値観や人生観を形成していく。そのためには、学生自身がみずから主体的に考
え、かつ積極的に授業に参加することが欠かせない。

授業の方法
講義。対話、発表、ディベートなどによるアクティブラーニングを重視し、適宜、平常点を付与する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
講義中はスマホ等の電源を必ずOFFにし、机の上に置かないこと。置いている場合は、講義終了まで預かる。授業に関係のない私語禁止。座席を指定することもあり
うる。遅刻は一回につき一点減点。居眠り厳禁。レポートの採点基準は，「どれだけ講義の内容を理解し，自分のものにしているか」ということ。自分自身との対
話を通し，自分のことばで語ることが重要。講義で扱っていない内容や自分の考えばかりを書いても合格点に達することはできない。コピペは１００％単位認定さ
れない。最後に、全体的感想や自分の意見をつけ加えるとよりよい。レポートは、原稿用紙換算５枚以上(２千字以上)。文字数を明記する。書式は問わない。
公欠や特別な事由で欠席した場合、課題を提出しなければ、授業回数に反映されないことに留意。最終レポートの提出期限は、第１３回の講義当日。一日遅れるご
とに１点減点となる。学務課に成績票を提出した後は受領できない。

資格指定科目
教職課程（社会・公民）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

レポート

発言

ディベート、グループワー
ク。

講義内容を深く理解し、自
分自身の人生観や生き方に
大いに役立てた。

講義内容をかなり理解し、
自分自身の人生観や生き方
にかなり役立てた。

講義内容を理解し、自分自
身の人生観や生き方に役立
てた。

講義内容をほぼ理解し、自
分自身の人生観や生き方に
それなりに役立てた。

１０回以上発言した。 ７回以上発言した。 ５回以上発言した。 ３回以上発言した。 ほとんど発言しなかった。

ディベートやグループワー
クにおいて、自分の意見を
大いに発表した。

ディベートやグループワー
クにおいて、自分の意見を
かなり発表した。

ディベートやグループワー
クにおいて、自分の意見を
発表した。

ディベートやグループワー
クにおいて、自分の意見を
まれにしか発表しなかった
。

ディベートやグループワー
クにおいて、自分の意見を
まったく発表しなかった。

科目名称 倫理学入門

共通教育科目科目分類区分

遠藤　均（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

PHE011002（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）遠藤　均 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１１回。
レポート，出席，平常点，講義後の感想文，発表等により採点する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ４２％ ０％ ０％ １０％ ４８％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス、シラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明
逆境の幸福論　１　幸福とはなにか　①

シラバスをよく読んでおくこと。（９０分）

2 逆境の幸福論　２　幸福とはなにか　②　
事実と価値、事実と幸福Ⅱ 第１回講義の復習と第２回講義の予習（９０分） 第２回講義の復習（９０分）

第２回講義の復習と第３回講義の予習（９０分）3 逆境の幸福論　３　幸福とはなにか　③　
中村久子の生き方を通して幸福を考える 第３回講義の復習（９０分）

第４回講義の復習（９０分）第３回講義の復習と第４回講義の予習（９０分）
逆境の幸福論　４　幸福とはなにか　④
苦しみを喜びに変えるためにⅠ　
マイナス感情の意味と価値

4

第５回講義の復習（９０分）第４回講義の復習と第５回講義の予習（９０分）
逆境の幸福論　５　幸福とはなにか　⑤
苦しみを喜びに変えるためにⅡ　
マイナス感情の意味と価値

5

第６回講義の復習（９０分）第５回講義の復習と第６回講義の予習（９０分）
逆境の幸福論　６　幸福とはなにか　⑥
苦しみを喜びに変えるためにⅢ　
精神的エネルギーの善用法

6

第７回講義の復習（９０分）第６回講義の復習と第７回講義の予習（９０分）
逆境の幸福論　７　幸福とはなにか　⑦　
苦しみを喜びに変えるためにⅣ　
精神的エネルギーの善用法

7

第８回講義の復習（９０分）第７回講義の復習と第８回講義の予習（９０分）
逆境の幸福論　８　幸福とはなにか　⑧　
苦しみを喜びに変えるためにⅤ　
ゆらぎ理論から幸福を考える

8

第９回講義の復習（９０分）第８回講義の復習と第９回講義の予習（９０分）
逆境の幸福論　９　幸福とはなにか　⑨　
マリオネットから人生の主人公へⅠ　
外的価値と内的価値

9

10
逆境の幸福論　１０　幸福とはなにか　⑩　
マリオネットから人生の主人公へⅡ　
価値観の他律性と自律性

第９回講義の復習と第１０回講義の予習（９０分）第１０回講義の復習（９０分）

第１１回講義の復習（９０分）第１０回講義の復習と第１１回講義の予習（９０分
）

逆境の幸福論　１１　幸福とはなにか　⑪　
運命と幸福Ⅰ11

第１２回講義の復習（９０分）第１１回講義の復習と第１２回講義の予習（９０分
）

逆境の幸福論　１２　幸福とはなにか　⑫
運命と幸福Ⅱ12

第１３回講義の復習（９０分）第１２回講義の復習と第１３回講義の予習（９０分
）

逆境の幸福論　１３　幸福とはなにか　⑬　
宿命と幸福13

第１４回講義の復習（９０分）第１３回講義の復習と第１４回講義の予習（９０分
）

逆境の幸福論　１４　幸福とはなにか　⑭　
事実の超越14

第１５回講義の復習（９０分）第１４回講義の復習と第１５回講義の予習（９０分
）

逆境の幸福論　１５　幸福とはなにか　⑮　
価値の超越15

第１６回講義の復習（９０分）第１５回講義の復習と第１６回講義の予習（９０分
）

課題(レポート)に対するフィードバック
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

第１回講義の復習（９０分）

科目名称 倫理学入門

共通教育科目科目分類区分

遠藤　均（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

PHE011002（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）遠藤　均 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



基本的な事項が身について
いない。
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評価項目

概要

履修目標
英文法の基本を身に付けし、ビジネスでも使われるものを含め、理解できる語彙を増やす。音声変化に慣れることにより、リスニングの能力をつける。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）に対応する。

到達目標
今後の英語学習の土台となるよう、語彙、文法、発音面での英語の基本を身につける。

授業全体の内容と概要
各ユニットはリーディング、グラマー、リスニングの３つのセクションで構成されている。ビジネスに関する内容を取り上げているため、「ビジネス英語」への橋
渡しにもなっている。

授業の方法
講義形式で、最重要事項は板書によって注意を促し、じっくりと確実に反復学習を進める。発音練習にも力を入れる。各自の理解度を知るため、授業では毎回でき
るだけ多くの学生を指名し、解答を聞く。テキストのリーディングパートについては、必ず予習で翻訳してくることを課題とする。学生は授業で自分の訳に間違い
がないかどうかを確認し、最後にまとめたものを教員が最終チェックして返却する。これも評価の対象となる。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

○ その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
教科書を必ず用意し、予習をしてくること。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

授業内容（語彙・文法・音
声変化等）の理解度

練習問題や発音練習の参加
度

課題（英文翻訳）への取り
組み

授業の範囲を超え、関連事
項への興味があった。また
、自分から発信する意欲が
見られる。

授業内容をほぼ理解してい
る。

基本的な語彙や文法事項の
理解はできているが、長文
の理解にやや不安がある。
音声変化を理解し、発音で
きる。

基本的な事項のみ理解でき
ている。音声変化について
は、注意をすると訂正でき
る。

積極的に参加し、授業の進
行に貢献していた。

説明をよく聞き、発音練習
や練習問題にも真剣に取り
組んだ。ミスを指摘された
際、自分で訂正することが
でき、意欲が認められた。

発音練習や練習問題に真剣
に取り組んだ。

自分の力で問題を解くこと
をあきらめてしまっていた
が、解答を聞いた後に理解
しようとする努力がみられ
た。

授業中の活動に集中できな
かった。

予め語や語句の意味を調べ
、場面にふさわしい英文の
訳ができる。疑問点を自覚
した上で授業に臨み、解決
することができた。

予習にきめ細かさはないが
、ほぼ満足な訳ができた。

毎回予習をせず、復習によ
って　挽回を図ることもあ
った。

復習だけのことが多く、課
題は提出したが、期限を守
ることができなかった。

課題を提出しなかった。

科目名称 英語入門Ⅰ（M）

共通教育科目科目分類区分

石田　暁子（非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

ENL042031（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）石田　暁子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

４０％ ０％ ３０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
授業改善アンケート結果反映の説明
シラバスの説明
be 動詞の変化・役割

テキストp.9～12
予習(９０分）

2 つながる音 テキストp.13～14
予習(９０分）

授業内容復習
(９０分）

テキストp.15～18
予習(９０分）3 be 動詞　否定・疑問文 授業内容復習

(９０分）

授業内容復習
(９０分）

テキストp.19～20
予習(９０分）聞こえなくなる[t]の音4

授業内容復習
（９０分）

テキストp.21～24
予習（９０分）一般動詞現在形5

授業内容復習
（９０分）

テキストp.25～26
予習 （９０分）聞こえなくなる[k]の音6

授業内容復習
（９０分）

テキストp.27～30
予習（９０分）一般動詞　否定・疑問文7

授業内容復習
（９０分）

テキストp.31～32
予習（９０分）聞こえなくなる[d]の音8

授業内容復習
（９０分）

テキストp.33～36
予習（９０分）３人称単数現在9

10 つながる音 テキストp.37～38
 予習（９０分）

授業内容復習
（９０分）

授業内容復習
（９０分）

テキストp39～4２
予習（９０分）３人称単数現在　否定・疑問文11

授業内容復習
（９０分）

テキストp.43～44
予習（９０分）[sh]や[s]の音12

授業内容復習
（９０分）

テキストp.45～48
予習（９０分）代名詞13

授業内容復習
（９０分）

テキストp.49～50
予習（９０分）主語＋be動詞の短縮形の音14

期末試験準備
（９０分）

期末試験準備
（９０分）総復習・要点整理15

期末試験内容復習
（９０分）

期末試験準備
（９０分）

授業改善アンケートの実施
期末試験(６０分）・解説(３０分）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業内容復習
(９０分）

科目名称 英語入門Ⅰ（M）

共通教育科目科目分類区分

石田　暁子（非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

ENL042031（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）石田　暁子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 津村　修志　他 金星堂 978-4-7647-4037-2

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『Good Choice!新入社員ショウタと学ぶ大学基礎
英語』

２０１７

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『英和辞典』

2

3

4

5



英文法の初歩が理解されて
おらず、テキストの問題が
全く解けなかった。
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評価項目

概要

履修目標
学生が英文法、読解、作文、会話の基礎的な知識と運用方法を身に付ける。合わせて、平易な英文の読解と作文の能力を身に付ける。なお、この科目はグローバル
化に対応するための一助として「外国語」を学ぶための科目である。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ(２)に対応する。

到達目標
受講者において、英文法、読解、作文、会話の基礎的な知識と運用能力の習得ができていること。
特に、基礎的な英文法の知識が身に付いていること、基礎的な英文の読解力が身に付いていること。

授業全体の内容と概要
毎回、基礎的な英文法、読解、作文、会話の練習問題を解いてもらう。合わせて、適宜、必要最小限の補足説明を行なう。授業の最後にその回の内容についてのま
とめと質問への回答（フィードバック）を行う。

授業の方法
毎回、所定のテキストに沿って、１）その回の説明を行ない、、２）英文法、読解、作文、会話の練習問題を解いてもらい、３）その後に解答と説明を行なう。必
要に応じて、補足教材（コピー）を配布、使用する。
解答と説明は、適宜、口頭と板書、パワーポイントを使って行う。
授業の最後にまとめと質問の時間（フィードバック）を設ける。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

○ グループワーク

○ ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
欠席と遅刻をしないように留意する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
　　　英文法の基礎的事項
の理解

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
　　　　英文読解・作文の
理解

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　英会話の能
力

テキストの説明が完全に理
解されており、テキストの
問題がほぼ完全に解けた。

テキストの説明がほぼ理解
されており、テキストの問
題がほぼ解けた。

テキストの説明の主要な部
分が理解されており、テキ
ストの問題が大体解けた。

英文法の初歩がほぼ理解さ
れており、
テキストの問題の基本的な
部分が解けた。
解ける。

テキストの英文が完全に読
解でき、基本的な英文がし
っかり書けた。

テキストの英文がほぼ読解
でき、基本的な英文が大体
書けた。

テキストの英文が大体読解
でき、簡単な英文が書けた
。

テキストの英文の主要な部
分が理解でき、単純な英文
が書けた。

テキストの英文が全く理解
できず、単純な英文が書け
なかった。

テキストの英会話文が完全
に理解でき、応用的な展開
がしっかりできた。

テキストの英会話文がほぼ
理解でき、応用ができた。

テキストの英会話文が大体
理解でき、若干応用ができ
た。

テキストの英会話文の主要
な部分が
理解できた。

テキストの英会話文が全く
理解できなかった。

科目名称 英語入門Ⅰ（S）

共通教育科目科目分類区分

横田　肇（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

ENL042031（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）横田　肇 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ０％ ０％ ４０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
事情に応じ、口頭、スライド、板書、資料による説明に配慮する。写真、録画・録音を認める。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 授業改善アンケート結果反映の説明、シラバスの説
明、ガイダンス。 シラバスを読む。

2 Unit1：be動詞の使い方（１） Unit1の予習（90分） Unit1の復習（９０分）

Unit1の予習（９０分）3 Unit1：be動詞の使い方（２） Unit1の復習（９０分）

Unit2の復習（９０分）Unit2の予習（９０分）Unit2: 一般動詞現在形の使い方（１）4

Unit2の復習（９０分）Unit2の予習（９０分）Unit2: 一般動詞現在形の使い方（２）5

Unit3の復習（９０分）Unit3の予習（９０分）Unit3：過去形の使い方（１）6

Unit3の復習（９０分）Unit3の予習（９０分）Unit3：過去形の使い方（２）7

Unit4の復習（９０分）Unit4の予習（９０分）Unit4：現在進行形の使い方（１）8

Unit4の復習（９０分）Unit4の予習（９０分）Unit4：現在進行形の使い方（２）9

10 Unit5:未来形の使い方（１） Unit5の予習（９０分） Unit5の復習（９０分）

Unit5の復習（９０分）Unit5の予習（９０分）Unit5:未来形の使い方（２）11

Unit6の復習（９０分）Unit6の予習（９０分）Unit6:助動詞の使い方（１）12

Unit6の復習（９０分）Unit6の予習（９０分）Unit6:助動詞の使い方（２）13

Unit6の復習（９０分）Unit6の予習（９０分）Unit6:助動詞の使い方（３）14

Unit1から６を通読する。（９０分）Unit1から６を通読する。（９０分）既習事項のまとめ15

Unit1から６を通読する。（９０分）Unit1から６を通読する。（９０分）６０分の試験終了後、残りの３０分で解説を行う。
授業改善アンケートの実施。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

Unit1の予習（９０分）

科目名称 英語入門Ⅰ（S）

共通教育科目科目分類区分

横田　肇（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

ENL042031（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）横田　肇 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 Y.Aiko、他 朝日出版社 978-4-255-15547-0

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『Englishi Once More!』 ２０１８

2

3

4

5

1 適宜指示。

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



授業内容を理解していない
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評価項目

概要

履修目標
グローバル化に対応し、多様な人と協働するための表現力やコミュニケーション力を学ぶための英語科目であり、講義と演習（ペアワークとグループワーク）を通
じて英語コミュニケーションを学ぶ。文法ベースで初級から徐々に積み上げることで、最終的にはコミュニケーションに生かせる力を身につける。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（２）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）に対応する。

到達目標
文法やリスニングを中心にやさしい英語で書かれた文での練習を通じて、英文がどのような構成要素から成り立っているのかを明確に把握する。英会話に最低限必
要な語彙力、文法力を身につけて、スピーキング、ライティングなどのアウトプットへの発展を意識する。英語で5分間またはそれ以上、身近なトピックや関心事に
ついて、自分の考えや意見を詳しく述べることができる。

授業全体の内容と概要
既存の英語知識を活用させ，スピーキング能力およびスキルを身につけることに焦点を当てるが、４技能を結びつけて総合的に英語力を向上させる授業を行う。
最低限必要な語彙力や文法力を身につけながら、テキスト中の表現を利用し、様々なコミュニケーションの構造（挨拶、スモール・トーク、質問する、意見を述べ
る）を理解し，表現することを目標とする。

授業の方法
授業では英語によるコミュニケーションへ接続するための運用能力を身に着けることを目的とする。テキストの練習問題を解き、疑問点などは個々に対応、或いは
クラス全体への解答を解説し学生へのフィードバックを行う。授業中の発表、ペアやグループワーク、ロールプレイでの活動を取り入れ、コミュニケーション能力
向上のために、積極的かつ協力的に行う。テキストの音声ファイルを無料でストーミング・ダウンロードし自習用音声として活用する。「
ＮＡＵ’ＵＮ－ＤＯ（ｈｔｔｐ://nanun-do.com)提供

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
15分以上の遅刻は欠席とみなします。遅刻２回で欠席1回とします。授業には必ずテキスト、辞書を持参すること。テキストを忘れ、授業前に申し出ない場合は欠席
扱いとする。授業計画に基づき、事前に各回の授業範囲のリスニングと意味調べをしておくこと。授業を休んだ場合は，次の授業までに、休んだ回の授業内容を担
当教員又はクラスメートに確認し、課題など必要な情報を入手してください。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

授業の理解度

英語表現能力(スピーキン
グ）

授業の積極的参加

事前・事後学修

リスニング技能

授業内容を超えた学修が認
められる

授業内容を十分に理解して
いる

授業内容を理解している 授業内容の理解に不足があ
る

優れた創造的表現を行うこ
とができる

文献等を参考としながら、
創造的表現を行うことがで
きる

自在に定型的表現を行うこ
とができる

与えられた条件を満たした
最低限度の表現を行うこと
ができる

与えられた条件を満たした
最低限度の表現を行うこと
ができない

授業全体の流れを理解し、
質問・問題提起により授業
展開に貢献する

授業全体の流れを理解し、
発問に対して積極的に応じ
る

発問に対して、指名されれ
ば正しく応じることができ
る

授業に集中して理解しよう
とする態度が見られる

授業に集中できず、授業放
棄の態度が見られる

自ら進んで学修範囲を超え
て調べている

学修範囲を十分に調べて、
授業内容を他人に説明でき
る

学修範囲の理解に曖昧な点
がある

指示された範囲の事前・事
後学修はするが、理解が不
十分である

指示された範囲の事前・事
後学修をほとんどせず理解
が不十分である。

授業内て取り扱った単語・
表現の習得が不十分であり
、リスニング技能の運用に
不正確さが目立つ。

授業内で取り扱った単語・
表現を完璧に習得し、リス
ニング技能を問題なく正確
に運用できる

授業内で取り扱った単語・
表現の大部分を習得し、リ
スニング技能を正確に運用
できる。

授業内で取り扱った単語・
表現の大部分を習得し、リ
スニング技能をほぼ正確に
運用できる。

授業内で取り扱った単語・
表現を部分的に習得してい
るが、リスニング技能の運
用に不適切な部分が見受け
られる。

科目名称 英語入門Ⅰ（D・A）

共通教育科目科目分類区分

宮嶋　達也（デザイン学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

ENL042031（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・２年、建築学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）宮嶋　達也 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定の必要となる最低出席回数は10回以上とする。授業の参加姿勢も評価の対象になります。授業活動に積極的に参加することで、授業外での学習成果を実感
できます。予習と復習は授業の内容を理解し、学習効果を上げるために必要です。積極的に授業に参加するようにしてください。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ０％ 0％ ２０％ ２０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

254－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション　英語で自己紹介文作成
シラバスの説明/授業改善アンケート結果反映の説
明

シラバスを参照しながらテキスト内容を理解する。
（90分）

2 Grammar 5sentence patternsⅠ(5文型）次回の授業範囲を予習し,単語の意味を調べておく
こと。（90分）

授業で説明を受けたポイントをもう一度復習する。
　（90分）

次回の授業範囲を予習し,単語の意味を調べておく
こと。（90分）3 Grammar 5sentence patternsⅡ(5文型） 授業で説明を受けたポイントをもう一度復習する。

　（90分）

授業で説明を受けたポイントをもう一度復習する。
　（90分）

次回の授業範囲を予習し,単語の意味を調べておく
こと。（90分）Unit 1 Speaking About Yourself4

授業で説明を受けたポイントをもう一度復習する。
　（90分）

次回の授業範囲を予習し,単語の意味を調べておく
こと。（90分）Unit 2 What Do You Do?5

授業で説明を受けたポイントをもう一度復習する。
　（90分）

次回の授業範囲を予習し,単語の意味を調べておく
こと。（90分）Unit 3 What Does He Look Like?6

授業で説明を受けたポイントをもう一度復習する。
　（90分）

次回の授業範囲を予習し,単語の意味を調べておく
こと。（90分）Review Units 1-37

授業で説明を受けたポイントをもう一度復習する。
　（90分）

次回の授業範囲を予習し,単語の意味を調べておく
こと。（90分）Unit 4 Where Are You From?8

授業で説明を受けたポイントをもう一度復習する。
　（90分）

次回の授業範囲を予習し,単語の意味を調べておく
こと。（90分）

Grammar Gerunds and InfinitivesⅠ(動名詞＆不定
詞）9

10 Grammar Gerunds and InfinitivesⅡ(動名詞＆不定
詞２）

次回の授業範囲を予習し,単語の意味を調べておく
こと。（90分）

授業で説明を受けたポイントをもう一度復習する。
　（90分）

授業で説明を受けたポイントをもう一度復習する。
　（90分）

次回の授業範囲を予習し,単語の意味を調べておく
こと。（90分）中間テスト11

授業で説明を受けたポイントをもう一度復習する。
　（90分）

次回の授業範囲を予習し,単語の意味を調べておく
こと。（90分）Unit 5 Likes and Dislikes12

授業で説明を受けたポイントをもう一度復習する。
　（90分）

次回の授業範囲を予習し,単語の意味を調べておく
こと。（90分）Unit6 What’s She Like?13

授業で説明を受けたポイントをもう一度復習する。
　（90分）

次回の授業範囲を予習し,単語の意味を調べておく
こと。（90分）Review Units 4-614

授業で説明を受けたポイントをもう一度復習する。
　（90分）

次回の授業範囲を予習し,単語の意味を調べておく
こと。（90分）Review１15

授業で説明を受けた解説を復習。（90分）試験範囲の復習。（90分）Final Exam.  試験終了後，授業改善アンケートの
実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業各回のテーマを理解しておくこと。（90分）

科目名称 英語入門Ⅰ（D・A）

共通教育科目科目分類区分

宮嶋　達也（デザイン学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

ENL042031（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・２年、建築学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）宮嶋　達也 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 Peter Vincent 南雲堂 9784523179092

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『Speaking of People』 2020

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



定期試験で６割未満、理解
を妨げる語彙・文法の誤り
があった。

255－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
中国人と簡単な会話を交わすことが出来るようになる。中検準4級程度のレベルに到達する。
（中国語検定試験（「中検」）は，主に日本語を母語とする中国語学習者を対象とします。「中検」と「HSK」は同じ中国語の検定試験ですが性格を異にする試験で
す。
「中検」は，中国語読解及び聴解能力のほか翻訳能力を問うものです。
「HSK」は，中国語による設問に中国語で答えることを求め，中国語の運用能力のみを問うものであり翻訳能力は問われておりません。
したがって，中検は日本の企業での活躍を目指す方，HSKは中国の大学本科への留学や中国企業で活躍を目指す方に適していると言えるでしょう。）

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
中国語の発音・文法とあいさつ・簡単な会話をマスターする。中国語を通して、中国人の礼節・習慣なども理解できる。

授業全体の内容と概要
初めて中国語を学習する学生のために、日常会話と文法を結び付けて学習することで、コミュニケーション能力を身につけられるようにする。

授業の方法
板書により、「発音」・「挨拶」・「基本文」・「会話文」・「入れ替え練習と応用」・「新出単語」・「文法」・「練習」と段階的に講義形式で授業を進める。
中国語の学習を通して、中国の文化や歴史なども理解しやすいように講義する。また、復習を重視し、適宜簡単な確認テストを実施する。課題に対して解説を加え
てフィードバックをする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

グループワーク

〇 ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
通算GPAが2.0未満の学生は履修できません。
発音が特に難しいので、必ず授業に参加し、正確な発音と聴力を身につけるように努力し、ピンインと簡体字を覚え書けるようにしなければならない。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能（発音・文字語
彙・文法・読解等）

思考力・判断力・表現力（
聴解・会話・プレゼン等）

主体性・多様性・協働性

定期試験で９割以上、語彙
・文法の誤りがなく正確に
理解していた。

定期試験で８割以上、語彙
・文法の誤りがほとんどな
く大体理解していた。

定期試験で７割以上、語彙
・文法の誤りが若干あるが
問題なく理解していた。

定期試験で６割以上、語彙
・文法の誤りが若干あって
理解できていない部分があ
った。

表現方法が適切であり、誤
りがなかった。

表現方法が適切であり、誤
りがほとんどなかった。

表現方法が適切であり、誤
りが少しあった。

表現方法に誤りがあり、自
分の意見を伝えるのに支障
をきたす点があった。

表現方法に誤りが目立ち、
自分の意見が伝わらなかっ
た。

与えられた課題に積極的に
取り組み、多様な表現や協
働性に関してレベル以上に
達した。

与えられた課題に取り組み
、多様な表現や協働性に関
して一定のレベルに達した
。

与えられた課題に取り組ん
だが、多様な表現や協働性
に関して求められるレベル
に達しなかった。

与えられた課題に取り組ん
だが、多様な表現や協働性
に関して最低限容認できる
レベルにとどまった。

与えられた課題に取り組ま
なかった。

科目名称 中国語入門Ⅰ（2年）

共通教育科目科目分類区分

孫　暢（経営学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

CHI051036（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階　非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）孫　暢 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ １０％ １０％ 0％ ２０％ ％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 講義ガイダンス：中国語について（シラバスの説明
） シラバスの内容確認（９０分）

2
第１課
発声：「拼音字母とは」、「拼音字母の構成および
数」、「４つの声調の特徴」

前回の授業内容確認（９０分） 授業の内容確認・練習問題（９０分）

前回の授業内容確認（９０分）3
第２課　
発声：「声母表とその発音」、「韻母表とその発音
」

授業の内容確認・練習問題（９０分）

授業の内容確認・練習問題（９０分）前回の授業内容確認（９０分）第３課　
発声：「中国語と日本語の音節対照表」4

授業の内容確認・練習問題（９０分）前回の授業内容確認（９０分）
第４課　
あいさつ「你好（こんにちは）」、情景会話「你叫
什么名字（あなたの名前は何とおっしゃいます

5

授業の内容確認・練習問題（９０分）前回の授業内容確認（９０分）
第５課　
「�（どうぞ）」の使い方、情景会話「早安（おは
ようございます）」

6

授業の内容確認・練習問題（９０分）前回の授業内容確認（９０分）復習一　会話・発音・声調の聞き取り練習7

授業の内容確認・練習問題（９０分）前回の授業内容確認（９０分）
第６課
謝る「�不起（すみません）」、情景会話「你几�
了（あなたは何歳ですか？）」、中国の単位

8

授業の内容確認・練習問題（９０分）前回の授業内容確認（９０分）
第７課　
そり舌音「zh, ch, sh」の復習、副詞「也（も）」
・「都」の意味と使い方、情景会話「你忙�？（お

9

10
第８課　
声母「r」の復習、軽声について、「�（あなたの
尊敬語）」の使い方

前回の授業内容確認（９０分） 授業の内容確認・練習問題（９０分）

授業の内容確認・練習問題（９０分）前回の授業内容確認（９０分）
第９課
語気助詞「�」の使い方、情景会話「你干什么�
？（あなたは何をしていますか）」

11

授業の内容確認・練習問題（９０分）前回の授業内容確認（９０分）
第１０課　
家庭構成の中国語説明方、情景会話「你有�物�
？（ペットを飼っていますか？）」

12

授業の内容確認・練習問題（９０分）前回の授業内容確認（９０分）復習二　会話の聞き取り練習と短文の読み方練習13

授業の内容確認・練習問題（９０分）前回の授業内容確認（９０分）総復習Ⅰ　発音の復習と中国語で自己紹介をして、
質問に答える14

授業の内容確認・練習問題（９０分）前回の授業内容確認（９０分）総復習Ⅱ　会話・読み方の復習と中国語で自分の家
族のことを話す15

試験内容の復習をする（９０分）定期試験の準備をする（９０分）定期試験、解説（６０分+３０分）
授業改善アンケート実施。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業の内容確認（９０分）

科目名称 中国語入門Ⅰ（2年）

共通教育科目科目分類区分

孫　暢（経営学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

CHI051036（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階　非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）孫　暢 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 趙玲華 ベレ出版 978-4860642471

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『本気で学ぶ中国語』 2009

2

3

4

5

1 南雲大悟 ナツメ社 978-4816364679

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『基礎からレッスンはじめての中国語』 2018

2

3

4

5



定期試験で６割未満、理解
を妨げる語彙・文法の誤り
があった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
中国人と簡単な会話を交わすことが出来るようになる。中検準4級程度のレベルに到達する。
（中国語検定試験（「中検」）は，主に日本語を母語とする中国語学習者を対象とします。「中検」と「HSK」は同じ中国語の検定試験ですが性格を異にする試験で
す。
「中検」は，中国語読解及び聴解能力のほか翻訳能力を問うものです。
「HSK」は，中国語による設問に中国語で答えることを求め，中国語の運用能力のみを問うものであり翻訳能力は問われておりません。
したがって，中検は日本の企業での活躍を目指す方，HSKは中国の大学本科への留学や中国企業で活躍を目指す方に適していると言えるでしょう。）

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
中国語の発音・文法とあいさつ・簡単な会話をマスターする。中国語を通して、中国人の礼節・習慣なども理解できる。

授業全体の内容と概要
初めて中国語を学習する学生のために、ピンインから日常会話と文法を結び付けて学習することで、コミュニケーション能力を身につけられるようにする。

授業の方法
板書により、「発音」・「挨拶」・「基本文」・「会話文」・「入れ替え練習と応用」・「新出単語」・「文法」・「練習」と段階的に講義形式で授業を進める。
中国語の学習を通して、中国の文化や歴史なども理解しやすいように講義する。また、復習を重視し、適宜簡単な確認テストを実施する。課題に対して解説を加え
てフィードバックをする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

グループワーク

〇 ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
通算GPAが2.0未満の学生は履修できません。
発音が特に難しいので、必ず授業に参加し、正確な発音と聴力を身につけるように努力し、ピンインと簡体字を覚え書けるようにしなければならない。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能（発音・文字語
彙・文法・読解等）

思考力・判断力・表現力（
聴解・会話・プレゼン等）

主体性・多様性・協働性

定期試験で９割以上、語彙
・文法の誤りがなく正確に
理解していた。

定期試験で８割以上、語彙
・文法の誤りがほとんどな
く大体理解していた。

定期試験で７割以上、語彙
・文法の誤りが若干あるが
問題なく理解していた。

定期試験で６割以上、語彙
・文法の誤りが若干あって
理解できていない部分があ
った。

表現方法が適切であり、誤
りがなかった。

表現方法が適切であり、誤
りがほとんどなかった。

表現方法が適切であり、誤
りが少しあった。

表現方法に誤りがあり、自
分の意見を伝えるのに支障
をきたす点があった。

表現方法に誤りが目立ち、
自分の意見が伝わらなかっ
た。

与えられた課題に積極的に
取り組み、多様な表現や協
働性に関してレベル以上に
達した。

与えられた課題に取り組み
、多様な表現や協働性に関
して一定のレベルに達した
。

与えられた課題に取り組ん
だが、多様な表現や協働性
に関して求められるレベル
に達しなかった。

与えられた課題に取り組ん
だが、多様な表現や協働性
に関して最低限容認できる
レベルにとどまった。

与えられた課題に取り組ま
なかった。

科目名称 中国語入門Ⅰ（3年）

共通教育科目科目分類区分

孫　暢（経営学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

CHI051036（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階　非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）孫　暢 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ １０％ １０％ 0％ ２０％ ％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室で対応

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 講義ガイダンス：中国語について（シラバスの説明
） シラバスの内容確認（９０分）

2
第１課
発声：「拼音字母とは」、「拼音字母の構成および
数」、「４つの声調の特徴」

前回の授業内容確認（９０分） 授業の内容確認・練習問題（９０分）

前回の授業内容確認（９０分）3
第２課　
発声：「声母表とその発音」、「韻母表とその発音
」

授業の内容確認・練習問題（９０分）

授業の内容確認・練習問題（９０分）前回の授業内容確認（９０分）第３課　
発声：「中国語と日本語の音節対照表」4

授業の内容確認・練習問題（９０分）前回の授業内容確認（９０分）
第４課　
あいさつ「你好（こんにちは）」、情景会話「你叫
什么名字（あなたの名前は何とおっしゃいます

5

授業の内容確認・練習問題（９０分）前回の授業内容確認（９０分）
第５課　
「�（どうぞ）」の使い方、情景会話「早安（おは
ようございます）」

6

授業の内容確認・練習問題（９０分）前回の授業内容確認（９０分）復習一　会話・発音・声調の聞き取り練習7

授業の内容確認・練習問題（９０分）前回の授業内容確認（９０分）
第６課
謝る「�不起（すみません）」、情景会話「你几�
了（あなたは何歳ですか？）」、中国の単位

8

授業の内容確認・練習問題（９０分）前回の授業内容確認（９０分）
第７課　
そり舌音「zh, ch, sh」の復習、副詞「也（も）」
・「都」の意味と使い方、情景会話「你忙�？（お

9

10
第８課　
声母「r」の復習、軽声について、「�（あなたの
尊敬語）」の使い方

前回の授業内容確認（９０分） 授業の内容確認・練習問題（９０分）

授業の内容確認・練習問題（９０分）前回の授業内容確認（９０分）
第９課
語気助詞「�」の使い方、情景会話「你干什么�
？（あなたは何をしていますか）」

11

授業の内容確認・練習問題（９０分）前回の授業内容確認（９０分）
第１０課　
家庭構成の中国語説明方、情景会話「你有�物�
？（ペットを飼っていますか？）」

12

授業の内容確認・練習問題（９０分）前回の授業内容確認（９０分）復習二　会話の聞き取り練習と短文の読み方練習13

授業の内容確認・練習問題（９０分）前回の授業内容確認（９０分）総復習Ⅰ　発音の復習と中国語で自己紹介をして、
質問に答える14

授業の内容確認・練習問題（９０分）前回の授業内容確認（９０分）総復習Ⅱ　会話・読み方の復習と中国語で自分の家
族のことを話す15

試験内容の復習をする（９０分）定期試験の準備をする（９０分）定期試験、解説（６０分+３０分）
授業改善アンケートを実施する16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業の内容確認（９０分）

科目名称 中国語入門Ⅰ（3年）

共通教育科目科目分類区分

孫　暢（経営学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

CHI051036（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階　非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）孫　暢 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 趙玲華 ベレ出版 978-4860642471

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『本気で学ぶ中国語』 2009

2

3

4

5

1 南雲大悟 ナツメ社 978-4816364679

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『基礎からレッスンはじめての中国語』 2018

2

3

4

5
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
デザインのための自由な発想と方法、効果的な作業の基礎を身につける。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ　(1) (2) (4) に対応する。

到達目標
目的のための発想ができる。
発想を制作に結びつける感覚を修得する。
デザインのための基礎的な造形ができる。

授業全体の内容と概要
いくつかの課題を通して、構想する、デッサンをする、カッティングする、構成する、配色する、着彩するといった基礎的な作業の確認と補強をする。

授業の方法
板書，作例を通して課題説明をし、各自の構想による制作の中で基礎的な作業ができているか確認をする実技科目である。課題ごとに作品発表と講評会を設ける。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
課題提出と出席を重視する。卒展・各ゼミ展等の学内展・美術館の企画展・ギャラリーの個展・グループ展等の一般の展覧会等，折にふれて街に出て美術に触れる
。イベントごとにレポート出題。

資格指定科目
教職課程（美術・工芸）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

目的のための発想ができる
。

発想を制作に結びつけるこ
とができる。

デザインのための基礎的な
造形ができる。

目的のための斬新かつ個性
的な発想ができる。

目的のための優れた発想が
できる。

目的のための発想ができる
。

目的が何かをわかっている
。

発想を効果的に制作に結び
つけ優れた計画をたてられ
る。

発想を効果的に制作に結び
つけられる。

発想を制作に結びつけられ
る。

発想がある。 発想がない。

デザインのための優れた造
形ができる。

デザインのための優れた造
形がややできる。

デザインのための基礎的な
造形ができる。

デザインのための基礎的な
造形ができないが導入とし
ての造形感覚がある。

デザインのための基礎的な
造形ができず造形感覚も無
い。

科目名称 平面構成Ⅰ（A)

専門科目科目分類区分

中島　義博（デザイン学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

AEA211003（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 アトリエ棟２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）中島　義博 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
２０回以上の出席と全課題作の完成、提出を求める。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ７０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明をする
オリエンテーション、学科、授業、用具について
授業アンケート結果反映の説明

シラバスを読んでおくこと（４５分）

2 セルフプロモーションポスター　課題説明 学習内容に必要な事前準備を行うこと（４５分） 指定された課題制作を行うこと（４５分）

学習内容に必要な事前準備を行うこと（４５分）3 構想、アイデアスケッチ 指定された課題制作を行うこと（４５分）

指定された課題制作を行うこと（４５分）学習内容に必要な事前準備を行うこと（４５分）構想、アイデアスケッチ4

指定された課題制作を行うこと（４５分）学習内容に必要な事前準備を行うこと（４５分）ポスター制作5

指定された課題制作を行うこと（４５分）学習内容に必要な事前準備を行うこと（４５分）ポスター制作6

指定された課題制作を行うこと（４５分）学習内容に必要な事前準備を行うこと（４５分）中間発表7

指定された課題制作を行うこと（４５分）学習内容に必要な事前準備を行うこと（４５分）ポスター制作8

指定された課題制作を行うこと（４５分）学習内容に必要な事前準備を行うこと（４５分）ポスター制作9

10 発表、講評 学習内容に必要な事前準備を行うこと（４５分） 指定された課題制作を行うこと（４５分）

指定された課題制作を行うこと（４５分）学習内容に必要な事前準備を行うこと（４５分）コラージュと描画による構成課題説明11

指定された課題制作を行うこと（４５分）学習内容に必要な事前準備を行うこと（４５分）資料整理、構想12

指定された課題制作を行うこと（４５分）学習内容に必要な事前準備を行うこと（４５分）資料整理、構想13

指定された課題制作を行うこと（４５分）学習内容に必要な事前準備を行うこと（４５分）構成、描画着彩14

指定された課題制作を行うこと（４５分）学習内容に必要な事前準備を行うこと（４５分）構成、描画着彩15

指定された課題制作を行うこと（４５分）学習内容に必要な事前準備を行うこと（４５分）構成、描画着彩16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 仕上げ、修正 学習内容に必要な事前準備を行うこと（４５分） 指定された課題制作を行うこと（４５分）

18 発表、講評 学習内容に必要な事前準備を行うこと（４５分） 指定された課題制作を行うこと（４５分）

学習内容に必要な事前準備を行うこと（４５分）19 シンメトリー入門、スタンピングによる単位形の構
成 指定された課題制作を行うこと（４５分）

指定された課題制作を行うこと（４５分）学習内容に必要な事前準備を行うこと（４５分）構想、アイデアスケッチ20

指定された課題制作を行うこと（４５分）学習内容に必要な事前準備を行うこと（４５分）転写、スタンプ作整21

指定された課題制作を行うこと（４５分）学習内容に必要な事前準備を行うこと（４５分）スタンピング　埋め尽し　10パターン22

指定された課題制作を行うこと（４５分）学習内容に必要な事前準備を行うこと（４５分）スタンピング　埋め尽し　10パターン23

指定された課題制作を行うこと（４５分）学習内容に必要な事前準備を行うこと（４５分）スタンピング　飛地利用　10パターン24

指定された課題制作を行うこと（４５分）学習内容に必要な事前準備を行うこと（４５分）スタンピング　飛地利用　10パターン25

26 発表、講評 学習内容に必要な事前準備を行うこと（４５分） 指定された課題制作を行うこと（４５分）

指定された課題制作を行うこと（４５分）学習内容に必要な事前準備を行うこと（４５分）美術館巡り　ヴィジュアルレポート　課題説明27

指定された課題制作を行うこと（４５分）学習内容に必要な事前準備を行うこと（４５分）北海道の美術館、ギャラリーガイド28

指定された課題制作を行うこと（４５分）学習内容に必要な事前準備を行うこと（４５分）発表29

解説・フィードバックを受けて講義全体の理解を深
めること（４５分）

講義全体を通して質問事項をまとめておくこと
（４５分）講評30

解説・フィードバックを受けて講義全体の理解を深
めること（４５分）

講義全体を通して質問事項をまとめておくこと
（４５分）総括31

解説・フィードバックを受けて講義全体の理解を深
めること（４５分）

講義全体を通して質問事項をまとめておくこと
（４５分）

課題に対する解説・フィードバック
授業改善アンケート実施32

オリエンテーションの内容をふり返る事
（４５分）

科目名称 平面構成Ⅰ（A)

専門科目科目分類区分

中島　義博（デザイン学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

AEA211003（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 アトリエ棟２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）中島　義博 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



全く使いこなせていなかっ
た。
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評価項目

概要

履修目標
デザインにおいて、基礎的な造形力である、2次元上における造形すなわち平面における造形力を手作業を通して養う。

授業の位置づけ
デザイン学科のDP (1) (2) (5)　に対応する。

到達目標
手作業を通して道具や材料の使い方に慣れる。
抽象的な思考について基礎的な理解ができる。
スピーディーに、かつ丁寧に作業を行いかたちにすることができる。

授業全体の内容と概要
課題を通して、デザインの基礎となる描画、着彩、配置、カッティング等々の基礎的な作業を行いながら手作業での平面作品を制作する。
これらの作業を通して発想力、構成力、想像力を養い、抽象的な事象についての基礎的な理解を促す。

授業の方法
各課題作品のテーマや補助的な知識について適宜講義し、制作を進めて行く。
制作には、アクリルガッシュ、筆、パレット、芯の柔らかい鉛筆、定規、コンパス等の筆記具、カッターナイフ、スケッチブックまたはクロッキー帳などの画材・
道具を用いる。
課題は毎回１つのペースで行うので、スピード感を持って、手早くかつ、丁寧に、完成させる。
なお、全体の課題の進行程度によって、課題数の増減等、内容の調整・変更を行うことがある。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
制作には、アクリルガッシュ、筆、パレット、芯の柔らかい鉛筆、定規、コンパス等の筆記具、カッターナイフ、スケッチブックまたはクロッキー帳を必要とする
。
最初の授業では、アクリルガッシュによる着彩を予定しているので、着彩の道具、鉛筆などの筆記具、上記のノートを持参のこと。
課題に用いる道具や材料等は、上記の他にも必要になる場合があるので、授業の中で指示します。毎回各自忘れず用意すること。

資格指定科目
教職課程（美術・工芸）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

手作業を通して道具や材料
の使い方に慣れている。

抽象的な思考について基礎
的な理解ができる。

スピーディに、かつ丁寧に
、作業を行いかたちにでき
る。

十分に使いこなしていた。 概ね使いこなしていた。 不十分ではあるが使えてい
た。

最低限使えていた。

十分に理解していた。 概ね理解していた。 不十分ではあるが、理解し
ている部分があった。

あまり理解できていなかっ
た。

全く理解できていなかった
。

十分出来ていた。 概ね出来ていた。 不十分ではあるが、出来て
いた。

最低限出来ていた。 全く出来ていなかった。

科目名称 平面構成Ⅰ（B）

専門科目科目分類区分

赤木　良子授業担当者（所
属・職名）

AEA211003（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）赤木　良子 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

建築意匠設計経験あり。一級建築士。建築設計では平面の計画が全体の根幹となり、意匠設
計では、配置、色彩等の平面構成が応用されて成るものであるため、平面構成は建築設計の
基礎的な部分であるとも言える。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
１０回以上の出席と全課題作の完成・提出を必須とする。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ８０％ ０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明・授業改善アンケート結果反映の説
明
課題１　色の働き・色彩演習（色相環）

シラバスを読んでおくこと（90分）

2 課題２　形態構成１（点・線・面・半立体：レリー
フ等） 課題の制作（９０分） 課題の制作（９０分）

課題の制作（９０分）3 課題３　形態構成２（点・線・面・半立体：レリー
フ等） 課題の制作（９０分）

課題の制作（９０分）課題の制作（９０分）課題４　形態構成３（点・線・面・半立体：レリー
フ等）4

課題の制作（９０分）課題の制作（９０分）課題１～４の振り返り・講評
課題５　コンポジション１5

課題の制作（９０分）課題の制作（９０分）課題６　コンポジション２6

課題の制作（９０分）課題の制作（９０分）課題７　コンポジション３7

課題の制作（９０分）課題の制作（９０分）課題５～７の振り返り・講評
課題８　平面上の立体表現１8

課題の制作（９０分）課題の制作（９０分）課題９　平面上の立体表現２9

10 課題１０　平面上の立体表現３ 課題の制作（９０分） 課題の制作（９０分）

課題の制作（９０分）課題の制作（９０分）課題８～１０の振り返り・講評
課題１１　素材・テクスチュア１11

課題の制作（９０分）課題の制作（９０分）課題１２　素材・テクスチュア２12

課題の制作（９０分）課題の制作（９０分）課題１３　素材・テクスチュア３13

課題の制作（９０分）課題の制作（９０分）課題１１～１３の振り返り・講評
課題１４　総合課題14

課題の制作（９０分）課題の制作（９０分）プレゼンテーション15

振り返り（９０分）課題の制作（９０分）総評
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

課題の制作（９０分）

科目名称 平面構成Ⅰ（B）

専門科目科目分類区分

赤木　良子授業担当者（所
属・職名）

AEA211003（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）赤木　良子 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

建築意匠設計経験あり。一級建築士。建築設計では平面の計画が全体の根幹となり、意匠設
計では、配置、色彩等の平面構成が応用されて成るものであるため、平面構成は建築設計の
基礎的な部分であるとも言える。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 朝倉直巳 朝倉直巳 ISBN4-89737-034-5

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『芸術・デザインの平面構成』 1984

2

3

4

5



地形図の等高線のコンター
ワークから谷線や尾根線を
記入できなかった。　
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評価項目

概要

履修目標
自然地理学の地理学における位置とその対象が地球の地表面の岩石圏・水圏・大気圏である。本講義では、地形学を中心に自然地理学の理解を深める。また、地表
面を把握するためのツールとしての地形図を使った作業を通して地表空間の地形の理解、すなわち地表面の凹凸がどのような成因で形成されるのか、その結果とし
てどのような地形が形成されるのかを理解することができる。　

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（３）（５）に対応する。

到達目標
地表空間にはどのよう地形が観られるのか、国土地理院発行の1：25,000の地形図の等高線から地形が判読できるようになる。また、その地形がどのような営力でで
きているのか理解できるようになる。　

授業全体の内容と概要
自然地理学の地理学における位置、その系譜を講述し、地形図の作業を通して地表空間を理解する。また，地形の形成要因からどの結果としてどのような地形がつ
くられるのかを講述する。　

授業の方法
①授業の具体的な形態：講義形式、②進行方法：おもにパワーポイントと板書、③使用する教材：配布資料及びビデオ、④課題に対する説明：地図作業を課題とし
て予定しているので、赤色と青色の色鉛筆の用意、⑤要望への対応等：集中講義期間中随時対応します。　

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

○ 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①受講者数の制限：なし、②受講条件：なし、③履修上必要な知識・学力等：本学の学生であれば全て可、④遅刻・欠席等のルール等：クラブ等でやむ負えなく欠
席する場合には、届けを出して承認を得ること、⑤受講の心構え：受講を集中講義であるため、日毎に出される課題を復習として着実に取組むこと。　

資格指定科目
教職課程(社会・地理歴史)必須科目　

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

地形図の作業（谷・尾根線
及び断面図の作成）を通し
て地表空間に展開する地形
の理解　

現在の地表空間に広がる地
形がどのような営力で形成
されてきたのか、その理解
　

人々の生活や生産活動の基
盤になる地表空間にはどの
ような地形が分布し、それ
らの地形の形成過程や形成
要因の理解　

地形図の等高線のコンター
ワークから谷線や尾根線を
正確に記入ができ、地形断
面図することができた。さ
らに、等高線から地形が読
み取ることができた。　

地形図の等高線のコンター
ワークから谷線や尾根線を
正確に記入ができ、地形断
面図することができた。　

地形図の等高線のコンター
ワークから谷線や尾根線を
正確に記入できた。　

地形図の等高線のコンター
ワークから谷線や尾根線を
記入できた。　

地形を形成する営力につい
て説明でき、さらにそれら
の営力がどのような地形を
形成するのか説明できた。
なおかつそれぞれ地形が地
表空閑において理解でき、
地図上で読図できた。

地形を形成する営力につい
て説明でき、さらにそれら
の営力がどのような地形を
形成するのか説明できた。
なおかつそれぞれ地形が地
表空閑において理解できた
。　

地形を形成する営力につい
て説明でき、さらにそれら
の営力がどのような地形を
形成するのか説明できた。
　

地形を形成する営力につい
て説明できた。　

地形の形成する営力につい
て説明できなかった。　

人々の生活や生産活動の基
盤になっている地表空間が
どのような地形や地盤でで
きているのか、それらの地
形の空間的配置、形成過程
及び形成要因を説明できた
。　

人々の生活や生産活動の基
盤になっている地表空間が
どのような地形や地盤でで
きているのか、それらの地
形の空間的配置及び形成過
程を説明できた。　

人々の生活や生産活動の基
盤になっている地表空間が
どのような地形や地盤でで
きているのか、さらにそれ
らの地形の空間的配置が説
明できた。　　

人々の生活や生産活動の基
盤になっている地表空間が
どのような地形や地盤でで
きているのかを説明できた
。　

人々の生活や生産活動の基
盤になっている地表空間が
どのような地形や地盤でで
きているのかを説明できな
かった。　

科目名称 自然地理学Ⅰ

専門科目科目分類区分

鈴木　正章（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

GGR122127，（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階　　非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）鈴木　正章 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１０回以上とする。　

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ １５％ １５％ ４０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明、講義内容と授業計画のガイダンス
授業改善アンケート結果反映の説明 本授業のシラバスの熟読しておくこと。（９０分）

　

2 地理学とその方法 地理学の系譜についてインターネットなどで調べて
おくこと。（９０分） 地理学と地図の歴史をまとめる。（９０分）

身の回りにどのような地図があるのか調べてみる。
　　　　　　3 地形図の理解Ⅰ（道具としての地図の種類と用途　 地理調査に使用する地図にどのようなものがあるの

かまとめる。（９０ 分）

地形図に盛り込まれている等高線からどのような地
形を読み取れるか習熟すること。（９０分）

国土地理院発行の地形図に盛り込まれている情報に
どのようなものがあらかじめ確認しておくこと。
（９０分）

地形図の理解Ⅱ（等高線から地形を読む）4

地形図の等高線や高低差を表わす地図記号を読み断
面図や谷尾根線が描けるよう練習しておくこと。
（９０ 分）　

地形図に含まれる高さ（標高）を表す地図記号を探
しておくこと。（９０分）　地形図の理解Ⅲ（谷尾根線や地形断面図の書き方）

　
5

地形形成営力にはどのようなものがあるのか整理し
ておくこと。（９０分）地形形成営力について調べておくこと。（９０分）地形を形成する営力Ⅰ6

マスムーブメントにはどのようなものがあるのか整
理しておくこと。（９０分）

マスムーブメントについて調べておくこと。（９０
分）地形を形成する営力Ⅱ7

河成作用について整理をしてまとめておくこと。
（９０分）河成作用について調べておくこと。（９０分）地形を形成する営力Ⅲ8

浸食輪廻のプロセスについて整理しておくこと。
（９０分）浸食輪廻とは何か調べておくこと。（９０分）地形を形成する営力IV

（第１回テスト）9

10 氷河地形　 氷河の作用について調べておくこと。（９０分） 氷河の作用について調べておくこと。（９０分）

浸食平野についてまとめておくこと。（９０分）浸食平野のことについて調べておくこと。（９０分
）平野の地形Ⅰ（構造平野・ケスタ地形）11

浸食平野と堆積平野の違について整理しておくこと
。（９０分）

堆積平野のことについて調べておくこと。（９０分
）平野の地形Ⅱ（丘陵・台地）12

河川が作る地形についてまとめておくこと。（９０
分）

河川が形成する平野の地形について調べておくこと
。（９０分）平野の地形Ⅲ（扇状地・氾濫原平野）13

河口付近や海岸付近で観られる地形について調べて
おくこと。（９０分）

海岸線で観られる平野の地形について調べておくこ
と。
（９０分）

平野の地形Ⅳ（三角州・海岸地形）14

沖積平野の形成と過去の海面変化の関係について調
べておくこと。（９０分）

氷河性海面変動と河岸段丘について調べて置くこと
（９０分）沖積平野の形成過程15

これまで授業のまとめをして整理しておくこと。
（９０分）これまで授業のまとめをしてくこと。（９０分）

まとめ及び講評
（第２回テスト）
授業改善アンケートの実施

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

地理学とはどのような学問なのかインターネットで
調べてまとめる。（９０分）　

科目名称 自然地理学Ⅰ

専門科目科目分類区分

鈴木　正章（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

GGR122127，（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階　　非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）鈴木　正章 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『配布資料』

2

3

4

5



相談援助にかかる基礎的な
知識及び技術を理解するこ
とができなかった。
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評価項目

概要

履修目標
①相談援助に係る基礎的な知識や技術を基に、精神保健福祉相談援助の展開を体系的に理解する。
②個人及び集団的な実技指導を通して、総合的かつ包括的な相談援助を理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（２）（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
①精神保健福祉士に必要な専門知識・技術・実践能力が身につける。
②精神保健福祉士としての援助技術を概念化し、理論化し、体系立てて理解する。

授業全体の内容と概要
①精神保健福祉士としての援助としての知識と技術について学びます。
②精神保健相談援助のコミュニケーション技術などについて学びます。

授業の方法
①授業形態はグループ学習形式及び演習形式で行う。
②テキスト及び配布資料を使用し、ポイントとなるべき箇所は説明、板書を行う。
③質問等に対しては都度口頭にて説明を行い、必要に応じて資料を配布する。
④ロールプレイ等に関しては、フィードバックを行う。
⑤Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、質問を受け付け、適宜教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①教科書は必ず持参すること。
②やむを得ず遅刻または欠席する場合は、原則として事前に連絡をすること。
③相談援助演習Ⅰ・Ⅱの履修及び単位取得済みでなければ本科目の履修はできません。

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

思考力・考察力

主体性・情意

相談援助にかかる基礎的な
知識及び技術を深く理解で
きた。

相談援助にかかる基礎的な
知識及び技術をおおむね理
解できた。

相談援助にかかる基礎的な
知識及び技術を理解できた
。

相談援助にかかる基礎的な
知識及び技術を多少理解で
きた。

相談援助技術の基本を踏ま
え、相談援助の展開につい
て十分に考察できた。

相談援助技術の基本を踏ま
え、相談援助の展開につい
ておおむねに考察できた。

相談援助技術の基本を踏ま
え、相談援助の展開につい
て考察できた。

相談援助技術の基本を踏ま
え、相談援助の展開につい
て多少考察できた。

相談援助技術の基本を踏ま
え、相談援助の展開につい
て考察することができなか
った。

精神保健福祉相談援助技術
の展開について理解したこ
とを適切に説明できた。

精神保健福祉相談援助技術
の展開について理解したこ
とをおおむね説明できた。

精神保健福祉相談援助技術
の展開について理解したこ
とを説明できた。

精神保健福祉相談援助技術
の展開について理解したこ
とを多少説明できた。

精神保健福祉相談援助技術
の展開について理解したこ
とを説明することができな
かった。

科目名称 精神保健福祉援助演習

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）、
西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）

授業担当者（所
属・職名）

SWS122044（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健福祉士として相談援助を行っていた教員が現場で求められる役割や基礎的な知識、
技術、倫理など演習を通じて展開していきます。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
①単位認定に必要な最低出席回数は１０回以上。
②グループワークにおいて、発言などを３回以上は行い、参加姿勢を見せる。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ５０％ ０％ ５０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明及び精神保健福祉援助演習Ⅰの学び
についてのガイダンス 教科書を事前に読んでおくこと（９０分）

2 自己理解と他者理解 教科書を事前に読んでおくこと（９０分） 教科書及び板書の復習（９０分）

教科書を事前に読んでおくこと（９０分）3 精神保健福祉相談援助の価値と倫理 教科書及び板書の復習（９０分）

教科書及び板書の復習（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）利用者の理解4

教科書及び板書の復習（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）援助関係の理解5

コミュニケーション技術の振り返り（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）コミュニケーション技術6

コミュニケーション技術の振り返り（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）コミュニケーション技術7

面接技術の振り返り（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）面接技術8

面接技術の振り返り（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）面接技術9

10 スーパービジョンとコンサルテーション 教科書を事前に読んでおくこと（９０分） 教科書及び板書の復習（９０分）

教科書及び板書の復習（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）記録の技術11

教科書及び板書の復習（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）観察法12

教科書及び板書の復習（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）マッピング技法13

教科書及び板書の復習（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）チームアプローチの理解14

教科書及び板書の復習（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）チームアプローチの理解15

総合的な振り返り（９０分）各１５回分の振り返り（９０分）精神保健福祉援助演習Ⅰのまとめ、ロールプレイ等
のフィードバック16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

教科書及び板書の復習（９０分）

科目名称 精神保健福祉援助演習

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）、
西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）

授業担当者（所
属・職名）

SWS122044（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健福祉士として相談援助を行っていた教員が現場で求められる役割や基礎的な知識、
技術、倫理など演習を通じて展開していきます。

基本情報

開講時期

1 日本精神保健福祉士養成校協会 中央法規出版 9784805853139

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『精神保健福祉援助演習（基礎・専門）』 2016

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5
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評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



知識・技能を得るための最
低限の活動が見られなかっ
た。
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評価項目

概要

履修目標
担当各教員の専門領域を通して、経営学部生として主体的な学ぶ姿勢，学問的（客観的・論理的）な思考・研究方法の基礎を磨く。そして，それを基礎として、自
ら課題設定を行い、学問的に問題解決する力をつけ、就職活動や卒業論文へ活かし専門的な知識領域を磨く。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ全てに対応する。

到達目標
多岐にわたる経営学の分野を理解し、各自が修める専門テーマを明確にする。また、そのために必要な知識と考え方を修得するよう努力する。

授業全体の内容と概要
それぞれのゼミナール担当教員が提示している「専門テーマ」に沿った形で演習が進められる。最終的な成果を形にすることを目指して、研究を着実に進めること
が一層求められる。

授業の方法
各教員の指導方針の下に行われるので、講義、ゼミナール、実験、制作、見学、調査等、さまざまな授業形態がとられる。したがって、大学生として真摯に学ぶ姿
勢と自覚が求められる。与えられたテーマに沿ってプレゼンテーションを行う・テーマ別にディスカッションやディベートを行う・グループに分かれて討議や調査
を行うなど、実社会において使える技能に磨きをかけることを目的とした様々な活動を行うこととなる。

アクティブラーニングの実施方法

　〇 プレゼンテーション

模擬授業

　〇 ディスカッション

　〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

　〇 フィールドワーク

　〇 調査学習

双方向授業

　〇 ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
各担当教員が授業時にアナウンスするので、その指示に従うこと。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性

知識・技能を得るために十
分積極的に活動した。

知識・技能を得るための活
動は、やや積極性を欠くも
のの十分な姿勢を見せた。

知識・技能を得るための通
常の活動は、ある程度こな
すことができた。

知識・技能を得るための最
低限の活動を行った。

積極的にゼミに取り組み、
経営学部生として実社会で
対応し得る様々なスキルを
学び、経営学部において学
んだ内容を以って社会に貢
献するための努力を行って
いた。

各回のゼミに真摯に取り組
み、経営学部生として十分
な実践力の獲得へ向けた理
解の深まりがみられた。

各回のゼミに取り組み、考
え方や問題解決に対する努
力が見られた。

ゼミにまじめに取り組み、
経営学部生としての日常活
動を実社会につなげるため
の努力は認められるがなか
なか定着しなかった。

ゼミへの取り組みが不十分
で、本学経営学部生として
の知識の獲得に対する前向
きな姿勢が見られなかった
。

自分のみならず周囲の学生
も巻き込みながら授業に取
り組み、余った時間をさら
なる研究・理解に振り分け
本学経営学部生としての自
覚が出来上がっている。

授業中の質問が多く、与え
られた問題解決への相談も
常であり経営学部生として
の活動を実社会で生かすこ
とに関して前向きで、努力
が窺える。

積極性は乏しいものの、不
明点を質問するなど前向き
な姿勢がうかがわれる。

何とか授業はこなすものの
、不明点を質問したりする
ことはなく、日々の活動も
受動的である。

自分から進んで経営学部生
としての内容を身につけよ
うとする姿勢が見られない
。

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

経営学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
授業１６回のうち１３回以上の出席がなければ成績評価の対象としない。最終評価は各教員が判断し決定する。出席および日々の活動はすべて平常点扱いとしゼミ
担任が判断する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ １００％ ０％

オフィスアワー 各教員の研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション：シラバスの説明　　　　　　
　　　　授業改善アンケート結果反映の説明 所属研究室選択資料の確認（４５分）

2 担当教員による授業① 予習課題（４５分） 授業振返り課題（４５分）

予習課題（４５分）3 担当教員による授業② 授業振返り課題（４５分）

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業③4

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業④5

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑤6

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑥7

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑦8

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑧9

10 担当教員による授業⑨ 予習課題（４５分） 授業振返り課題（４５分）

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑩11

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑪12

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑫13

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑬14

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑭　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　授業改善アンケートの実施15

全体振り返り（４５分）授業振り返り作成（４５分）担当教員による授業⑮およびまとめと評価について16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認（４５分）

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

経営学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



課題解決にむけて経済学の
考え方を活用できなかった
。
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評価項目

概要

履修目標
専門演習Ⅰを通じて身につけた経済学的思考・研究方法や学問姿勢をもとにして、学生が主体的に課題を設定し、それを学問的に考察・解決する能力を身につける
。また、その考察の結果をレポート等の形でまとめる能力を身につける。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰの（１）（３）（４）に対応する。

到達目標
課題の解決にむけて経済学の考え方の活用に取りくめる。
課題解決にむけて他者と経済学的討議ができる。
課題解決のための考察の結果をレポート等の文書としてまとめる演習に取りくめる。

授業全体の内容と概要
日常生活の不思議・疑問から導かれる問題・課題の解決に経済学の視点・概念を活用して取り組む。その上で、その成果をレポート・論文としてまとめる過程につ
いて学び、実際にレポート・論文を作成する演習をおこなう。

授業の方法
専門演習Iでの演習をもとに、身近な生活のなかから不思議・疑問を自ら探索し、そこから経済学的な問題・課題を教員と対話しながら抽出する。また、そのテーマ
について、経済学の視点・概念の活用や他者とのディスカッションを通じて考察する。その上で、その考察成果をレポート・論文としてまとめる過程を演習する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
グループワークやディスカッションを基本とした少人数に授業であるため、受講人数を10人から12人程度までに制限する。ただし、具体的な人数は、当該年度の対
象学年の学生数等を考慮して年度ごとに決める。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

経済学的考察による課題解
決への取組み

考察での他者の意見の活用

考察結果のまとめと報告

課題の解決案に経済学の考
え方を具体的に活用できた
。

課題の解決案に経済学の考
え方を活用できた。

課題の解決案に経済学の考
え方をある程度活用できた
。

課題解決にむけて経済学の
考え方の活用に取りくめた
。

課題に関する積極的な討議
や詳細の資料解釈を行い、
考察に活用できた。

課題に関する討議や資料の
解釈を行い、自分なりに考
察できた。

課題に関する討議や資料の
解釈をある程度行い、考察
の参考にできた。

課題に関する討議や資料の
解釈をある程度行い、ある
程度考察の参考にできた。

課題に関する討議や資料を
考察の参考にできなかった
。

考察の結果を論理的に展開
して文書にまとめることが
できた。

考察の結果を整理して文書
として自分なりにまとめる
ことができた。

考察の結果を整理して文書
としてある程度自分なりに
まとめることができた。

考察の結果をある程度文書
としてまとめることができ
た。

考察結果を文書にまとめる
ことができなかった。

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

河野　善文（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）河野　善文 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１２回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ １０％ ０％ ９０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

272－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション
シラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明

シラバスを読む（４５分）

2 課題（テーマ）の探索１ 前回の演習で指示した内容について調べる（４５分
） 演習内容をノートにまとめる（４５分）

前回の演習で指示した内容について調べる（４５分
）3 課題（テーマ）の探索２ 演習内容をノートにまとめる（４５分）

演習内容をノートにまとめる（４５分）前回の演習で指示した内容について調べる（４５分
）課題（テーマ）の探索３4

演習内容をノートにまとめる（４５分）前回の演習で指示した内容について調べる（４５分
）問題と仮説をたてる１5

演習内容をノートにまとめる（４５分）前回の演習で指示した内容について調べる（４５分
）問題と仮説をたてる２6

演習内容をノートにまとめる（４５分）前回の演習で指示した内容について調べる（４５分
）問題と仮説をたてる３7

演習内容をノートにまとめる（４５分）前回の演習で指示した内容について調べる（４５分
）資料の収集と分析１8

演習内容をノートにまとめる（４５分）前回の演習で指示した内容について調べる（４５分
）資料の収集と分析２9

10 資料の収集と分析３ 前回の演習で指示した内容について調べる（４５分
） 演習内容をノートにまとめる（４５分）

演習内容をノートにまとめる（４５分）前回の演習で指示した内容について調べる（４５分
）考察と仮説の見直し１11

演習内容をノートにまとめる（４５分）前回の演習で指示した内容について調べる（４５分
）考察と仮説の見直し２12

演習内容をノートにまとめる（４５分）前回の演習で指示した内容について調べる（４５分
）考察と仮説の見直し３13

演習内容をノートにまとめる（４５分）前回の演習で指示した内容について調べる（４５分
）前期演習のまとめ14

演習内容をノートにまとめる（４５分）半期の学生生活について振り返る（４５分）前期学生生活の振り返り15

演習ノートの整理（４５分）これまでの演習課題等を再確認（４５分）課題提出・補講
授業アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

シラバス等の確認とまとめ（４５分）

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

河野　善文（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）河野　善文 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5
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評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）
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回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5
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評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）
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各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



知識・技能を得るための最
低限の活動が見られなかっ
た。
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評価項目

概要

履修目標
国際言語としての英語理解を基本とし様々な国際関係の時事問題を通して、経営学部生として主体的な学ぶ姿勢、学問的（客観的・論理的）な思考・研究方法の基
礎を磨く。さらにそれらを発展させ、自ら課題設定を行い、学問的に問題解決する力を身につけ、就職活動や卒業論文へ活かし専門的な知識領域を磨く。基本的に
専門演習Ⅰの内容をさらに発展させる。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ全てに対応する。

到達目標
多岐にわたる経営学の分野を理解し、各自が修める専門テーマを明確にする。また、そのために必要な知識と考え方を修得するよう努力する。

授業全体の内容と概要
「異文化コミュニケーション」の学びに沿った形で演習が進められる。最終的な成果を形にすることを目指して、研究を着実に進めることが一層求められる。

授業の方法
講義，ゼミナール、実験、制作、見学、調査等、さまざまな授業形態をとる。したがって、大学生として真摯に学ぶ姿勢と自覚が求められる。与えられたテーマに
沿ってプレゼンテーションを行う・テーマ別にディスカッションやディベートを行う・グループに分かれて討議や調査を行うなど、実社会において使える技能に磨
きをかけることを目的とした様々な活動を行うこととなる。

アクティブラーニングの実施方法

　〇 プレゼンテーション

模擬授業

　〇 ディスカッション

　〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

　〇 フィールドワーク

　〇 調査学習

双方向授業

　 ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
10名を上限とする。各回授業時にアナウンスするので、その指示に従うこと。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性

知識・技能を得るために十
分積極的に活動した。

知識・技能を得るための活
動は、やや積極性を欠くも
のの十分な姿勢を見せた。

知識・技能を得るための通
常の活動は、ある程度こな
すことができた。

知識・技能を得るための最
低限の活動を行った。

積極的にゼミに取り組み、
経営学部生として実社会で
対応し得る様々なスキルを
学び、経営学部において学
んだ内容を以って社会に貢
献するための努力をした。

各回のゼミに真摯に取り組
み、経営学部生として十分
な実践力の獲得へ向けた理
解を深めることができた。

各回のゼミに取り組み、考
え方や問題解決に対する努
力が見られた。

ゼミにまじめに取り組み、
経営学部生としての日常活
動を実社会につなげるため
の努力は認められるがなか
なか定着していない。

ゼミへの取り組みが不十分
で、本学経営学部生として
の知識の獲得に対する前向
きな姿勢が見られなかった
。

自分のみならず周囲の学生
も巻き込みながら授業に取
り組み、余った時間をさら
なる研究・理解に振り分け
本学経営学部生としての自
覚のもと、日本における社
会人たる資質が出来上がっ
た。

授業中の質問が多く、与え
られた問題解決への相談も
常であり経営学部生として
の活動を実社会で生かすこ
とに関して前向きで、努力
が窺える。

積極性は乏しいものの、不
明点を質問するなど前向き
な姿勢がうかがわれる。

何とか授業はこなすものの
、不明点を質問したりする
ことはなく、日々の活動も
受動的な範囲を超えなかっ
た。

自分から進んで経営学部生
としての内容を身につけよ
うとする姿勢が見られなか
った。

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

岡島 徳昭（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 1 (単位認定責任者： ）岡島　徳昭 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
授業１６回のうち１３回以上の出席がなければ成績評価の対象としない。最終評価はすべての活動を通して加味し決定する。出席および日々の活動はすべて平常点
扱いとしゼミ担任が判断する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ １００％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション：シラバスの説明　　　　　　
　　　　　　　　　授業改善アンケート結果反映の 所属研究室選択資料の確認（４５分）

2 授業① 予習課題（４５分） 授業振返り課題（４５分）

予習課題（４５分）3 授業② 授業振返り課題（４５分）

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）授業③4

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）授業④5

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）授業⑤6

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）授業⑥7

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）授業⑦8

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）授業⑧9

10 授業⑨ 予習課題（４５分） 授業振返り課題（４５分）

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）授業⑩11

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）授業⑪12

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）授業⑫13

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）授業⑬14

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）授業⑭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　授業改善アンケートの実施15

全体振り返り（４５分）授業振り返り作成（４５分）授業⑮およびまとめと評価について16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認（４５分）

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

岡島 徳昭（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 1 (単位認定責任者： ）岡島　徳昭 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



知識・技能を得るための最
低限の活動が見られなかっ
た。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
企業を巡る法律関係を規定する会社法およびその関連法規について、基本となる知識を修得する。法的なものの考え方を身につけ、ビジネスマンとして理解してお
くべき基本的法律知識を習得すること目的とする。さらにビジネス活動で生じる法的問題の発見能力とコンプライアンス能力を修得することを目的とする。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）（２）（３）（４）に対応する。

到達目標
会社を巡る法律関係を規定する会社法およびその関連法規について、基本となる知識を修得することにより、条文を理解し、適用・解釈できる。法的な側面から会
社とは何かを考えることができる。

授業全体の内容と概要
企業を巡る法律関係を規定する会社法およびその関連法規について、基本となる知識を修得する。

「SDG 4.質の高い教育をみんなに」の関連科目。
「SDG 8.働きがいも経済成長も」の関連科目。
「SDG 10.人や国の不平等をなくそう」の関連科目。

授業の方法
専門演習を進める上で、「商法」「会社法」（講義）を受講することが前提条件になります。
専門演習は基本的に講義・発表（報告者はあらかじめ決めて順次報告）・討論する方法をとります。
※確認テストなどはプリント配布で実施のほか、Microsoft Formsの小テストから学生全体の理解度を把握し、指導する

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

〇 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・演習科目なので、積極的な出席が必要
・私語などの迷惑行為は厳禁
・講義中スマホの操作は厳禁

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性

事例を理解し、法律の条文
を適用できる

課題に対し、問題可決がで
きる

知識・技能を得るために十
分積極的に活動した。

知識・技能を得るための活
動は、やや積極性を欠くも
のの十分な姿勢を見せた。

知識・技能を得るための通
常の活動は、ある程度こな
すことができた。

知識・技能を得るための最
低限の活動を行った。

積極的に授業に取り組み、
実社会で対応し得る様々な
スキルを学び、社会に貢献
するための努力をしている
。

各回の授業に真摯に取り組
み、十分な実践力の獲得へ
向けた理解が深まりつつあ
る。

各回の授業に取り組み、考
え方や問題解決に対する努
力が見られる。

授業にまじめに取り組み、
日常活動を実社会につなげ
るための努力は認められる
がなかなか定着していない
。

授業への取り組みが不十分
で、知識の獲得に対する前
向きな姿勢が見られない。

自分のみならず周囲の学生
も巻き込みながら授業に取
り組み、余った時間をさら
なる研究・理解に振り分け
、主体的に活動を行ってい
る。

授業中の質問が多く、与え
られた問題解決への相談も
常であり、活動を実社会で
生かすことに関して前向き
で、努力が窺える。

積極性は乏しいものの、不
明点を質問するなど前向き
な姿勢がうかがわれる。

何とか授業はこなすものの
、不明点を質問したりする
ことはなく、日々の活動も
受動的である。

自分から進んで経営学部生
としての内容を身につけよ
うとする姿勢が見られない
。

事例を理解し、法律の条文
を適用し、さらに自分の意
見を述べる

事例を理解し、法律の条文
を適用し、自分なりの説明
できる

事例を理解し、法律の条文
を適用できる

事例を理解し、法律の条文
を理解できる

事例を読み取れず、法律の
条文を理解できない

解答が論点にズレがあり、
テーマに対して十分ではな
い

解答が的確で、過不足なく
網羅して答えている

解答は答えているが、一部
に解答と関係ないことを答
えている

解答が一通り答えているが
、改善すべき点がある

解答を部分的には答えてい
るが、的確ではない

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

青山　浩之（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館４階

単位数 1 (単位認定責任者： ）青山　浩之 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１２回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ３０％ ０％ ７０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
・参考資料の配布方法や事前提供などについて配慮する。
・講義中の録音・録画・撮影などについて配慮する。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

282－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション
個別面談・履修登録チェック
授業改善アンケート結果反映の説明

授業への参加の心構えを考える。（４５分）

2 個別面談・履修登録チェック
アセスメントテスト 指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）授業の振り返りを行う。（４５分）

指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）3 株式会社の機関設計（１）
卒業論文テーマ作成（１） 授業の振り返りを行う。（４５分）

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）株式会社の機関設計（２）
卒業論文テーマ作成（２）4

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）株式会社の機関設計（３）
卒業論文テーマ作成（３）5

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）株式会社の経営体制－骨格と役割（１）株主総会
卒業論文テーマ作成（４）6

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）
株式会社の経営体制－骨格と役割（２）取締役・取
締役会
卒業論文テーマ作成（５）

7

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）
株式会社の経営体制－骨格と役割（３）取締役・取
締役会
卒業論文調べ学習（１）

8

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）株式会社の経営体制－責任（１）役員
卒業論文調べ学習（２）9

10 株式会社の経営体制－責任（２）役員
卒業論文調べ学習（３） 指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）授業の振り返りを行う。（４５分）

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）株式会社の経営体制－責任（３）役員
卒業論文調べ学習（４）11

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）株式会社の経営体制－責任（４）役員
卒業論文調べ学習（５）12

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）
株式会社の経営体制－骨格と役割（５）指名委員会
等・監査等委員会・執行役
卒業論文概要発表会（１）

13

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）
株式会社の経営体制－骨格と役割（６）監査役・監
査役会
卒業論文概要発表会（２）

14

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）
株式会社の経営体制－骨格と役割（７）会計参与・
会計監査人
卒業論文概要発表会（３）

15

前期全体の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）個別面談・履修登録チェック
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業の振り返りを行う。（４５分）

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

青山　浩之（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館４階

単位数 1 (単位認定責任者： ）青山　浩之 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



知識・技能を得るための最
低限の活動が見られなかっ
た。

283－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
担当各教員の専門領域を通して、経営学部生として主体的な学ぶ姿勢，学問的（客観的・論理的）な思考・研究方法の基礎を磨く。そして，それを基礎として、自
ら課題設定を行い、学問的に問題解決する力をつけ、就職活動や卒業論文へ活かし専門的な知識領域を磨く。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ全てに対応する。

到達目標
多岐にわたる経営学の分野を理解し、各自が修める専門テーマを明確にする。また、そのために必要な知識と考え方を修得するよう努力する。

授業全体の内容と概要
それぞれのゼミナール担当教員が提示している「専門テーマ」に沿った形で演習が進められる。最終的な成果を形にすることを目指して、研究を着実に進めること
が一層求められる。

授業の方法
各教員の指導方針の下に行われるので、講義、ゼミナール、実験、制作、見学、調査等、さまざまな授業形態がとられる。したがって、大学生として真摯に学ぶ姿
勢と自覚が求められる。与えられたテーマに沿ってプレゼンテーションを行う・テーマ別にディスカッションやディベートを行う・グループに分かれて討議や調査
を行うなど、実社会において使える技能に磨きをかけることを目的とした様々な活動を行うこととなる。

アクティブラーニングの実施方法

　〇 プレゼンテーション

模擬授業

　〇 ディスカッション

　〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

　〇 フィールドワーク

　〇 調査学習

双方向授業

　〇 ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
各担当教員が授業時にアナウンスするので、その指示に従うこと。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性

知識・技能を得るために十
分積極的に活動した。

知識・技能を得るための活
動は、やや積極性を欠くも
のの十分な姿勢を見せた。

知識・技能を得るための通
常の活動は、ある程度こな
すことができた。

知識・技能を得るための最
低限の活動を行った。

積極的にゼミに取り組み、
経営学部生として実社会で
対応し得る様々なスキルを
学び、経営学部において学
んだ内容を以って社会に貢
献するための努力を行って
いた。

各回のゼミに真摯に取り組
み、経営学部生として十分
な実践力の獲得へ向けた理
解の深まりがみられた。

各回のゼミに取り組み、考
え方や問題解決に対する努
力が見られた。

ゼミにまじめに取り組み、
経営学部生としての日常活
動を実社会につなげるため
の努力は認められるがなか
なか定着しなかった。

ゼミへの取り組みが不十分
で、本学経営学部生として
の知識の獲得に対する前向
きな姿勢が見られなかった
。

自分のみならず周囲の学生
も巻き込みながら授業に取
り組み、余った時間をさら
なる研究・理解に振り分け
本学経営学部生としての自
覚が出来上がっている。

授業中の質問が多く、与え
られた問題解決への相談も
常であり経営学部生として
の活動を実社会で生かすこ
とに関して前向きで、努力
が窺える。

積極性は乏しいものの、不
明点を質問するなど前向き
な姿勢がうかがわれる。

何とか授業はこなすものの
、不明点を質問したりする
ことはなく、日々の活動も
受動的である。

自分から進んで経営学部生
としての内容を身につけよ
うとする姿勢が見られない
。

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

石山　玄幸（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）石山　玄幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
授業１６回のうち１３回以上の出席がなければ成績評価の対象としない。最終評価は各教員が判断し決定する。出席および日々の活動はすべて平常点扱いとしゼミ
担任が判断する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ １００％ ０％

オフィスアワー 各教員の研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション：シラバスの説明　　　　　　
　　　　授業改善アンケート結果反映の説明 所属研究室選択資料の確認（４５分）

2 担当教員による授業① 予習課題（４５分） 授業振返り課題（４５分）

予習課題（４５分）3 担当教員による授業② 授業振返り課題（４５分）

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業③4

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業④5

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑤6

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑥7

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑦8

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑧9

10 担当教員による授業⑨ 予習課題（４５分） 授業振返り課題（４５分）

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑩11

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑪12

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑫13

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑬14

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑭　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　授業改善アンケートの実施15

全体振り返り（４５分）授業振り返り作成（４５分）担当教員による授業⑮およびまとめと評価について16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認（４５分）

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

石山　玄幸（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）石山　玄幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



知識・技能を得るための最
低限の活動が見られなかっ
た。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
担当各教員の専門領域を通して、経営学部生として主体的な学ぶ姿勢，学問的（客観的・論理的）な思考・研究方法の基礎を磨く。そして，それを基礎として、自
ら課題設定を行い、学問的に問題解決する力をつけ、就職活動や卒業論文へ活かし専門的な知識領域を磨く。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ全てに対応する。

到達目標
多岐にわたる経営学の分野を理解し、各自が修める専門テーマを明確にする。また、そのために必要な知識と考え方を修得するよう努力する。

授業全体の内容と概要
それぞれのゼミナール担当教員が提示している「専門テーマ」に沿った形で演習が進められる。最終的な成果を形にすることを目指して、研究を着実に進めること
が一層求められる。

授業の方法
各教員の指導方針の下に行われるので、講義、ゼミナール、実験、制作、見学、調査等、さまざまな授業形態がとられる。したがって、大学生として真摯に学ぶ姿
勢と自覚が求められる。与えられたテーマに沿ってプレゼンテーションを行う・テーマ別にディスカッションやディベートを行う・グループに分かれて討議や調査
を行うなど、実社会において使える技能に磨きをかけることを目的とした様々な活動を行うこととなる。

アクティブラーニングの実施方法

　〇 プレゼンテーション

模擬授業

　〇 ディスカッション

　〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

　〇 フィールドワーク

　〇 調査学習

双方向授業

　〇 ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
各担当教員が授業時にアナウンスするので、その指示に従うこと。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性

知識・技能を得るために十
分積極的に活動した。

知識・技能を得るための活
動は、やや積極性を欠くも
のの十分な姿勢を見せた。

知識・技能を得るための通
常の活動は、ある程度こな
すことができた。

知識・技能を得るための最
低限の活動を行った。

積極的にゼミに取り組み、
経営学部生として実社会で
対応し得る様々なスキルを
学び、経営学部において学
んだ内容を以って社会に貢
献するための努力を行って
いた。

各回のゼミに真摯に取り組
み、経営学部生として十分
な実践力の獲得へ向けた理
解の深まりがみられた。

各回のゼミに取り組み、考
え方や問題解決に対する努
力が見られた。

ゼミにまじめに取り組み、
経営学部生としての日常活
動を実社会につなげるため
の努力は認められるがなか
なか定着しなかった。

ゼミへの取り組みが不十分
で、本学経営学部生として
の知識の獲得に対する前向
きな姿勢が見られなかった
。

自分のみならず周囲の学生
も巻き込みながら授業に取
り組み、余った時間をさら
なる研究・理解に振り分け
本学経営学部生としての自
覚が出来上がっている。

授業中の質問が多く、与え
られた問題解決への相談も
常であり経営学部生として
の活動を実社会で生かすこ
とに関して前向きで、努力
が窺える。

積極性は乏しいものの、不
明点を質問するなど前向き
な姿勢がうかがわれる。

何とか授業はこなすものの
、不明点を質問したりする
ことはなく、日々の活動も
受動的である。

自分から進んで経営学部生
としての内容を身につけよ
うとする姿勢が見られない
。

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

天野　雅斗（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）天野　雅斗 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
授業１６回のうち１３回以上の出席がなければ成績評価の対象としない。最終評価は各教員が判断し決定する。出席および日々の活動はすべて平常点扱いとしゼミ
担任が判断する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ １００％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

286－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション：シラバスの説明 所属研究室選択資料の確認（４５分）

2 担当教員による授業① 予習課題（４５分） 授業振返り課題（４５分）

予習課題（４５分）3 担当教員による授業② 授業振返り課題（４５分）

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業③4

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業④5

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑤6

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑥7

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑦8

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑧9

10 担当教員による授業⑨ 予習課題（４５分） 授業振返り課題（４５分）

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑩11

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑪12

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑫13

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑬14

授業振返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業⑭15

全体振り返り（４５分）授業振り返り作成（４５分）担当教員による授業⑮およびまとめと評価について16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認（４５分）

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

天野　雅斗（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）天野　雅斗 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



全く理解できていない

287－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
・自分自身で行っているトレーニングの効果を実験などを踏まえて検証する。
・新たな指導法を確立する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（4）（5）に対応する。

到達目標
トレーニング内容を分析してワード・エクセル等で処理する。
トレーニング内容を検証してデータ処理を身につける。

授業全体の内容と概要
主にデータ収集。テーマを各自で決めて，その実験などに必要な被検者などはゼミ内でまかなう。データ収集と平行して，論文の書き方などの指導を行う。
　・トレーニング
　・トレーニング内容の検証
　・レース内容の分析
　・簡単な動作分析　など

授業の方法
自分が行いたいテーマを決め，トレーニングを組み実践する。
各自のトレーニング経過をゼミで発表し，意見交換を行い今後のレースに向けて検証していく。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

○ フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
各自の状態によってトレーニング内容を変更して，日程調整しながらトレーニングを継続することが大事となってくる。トレーニング・レースなどから評価する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

論文の内容を理解したか

データ分析やパワーポイン
トの操作を理解したか

発表の際の工夫は行われて
いたか

十分に理解した 理解した おおむね理解した 理解できていないカ所があ
る

十分に理解した 理解した おおむね理解した 理解できていないカ所があ
る

全く理解できていない

十分に行われた 行われた おおむね行われた 行われていないカ所がある 全く行われていない

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

石井　祐治（経営学科・特任講師）授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）石井　祐治 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２５％ ２５％ ０％ ５０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

288－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス
シラバスの説明及び授業改善アンケート結果反映の
説明

ガイダンス
（45分）

2 各テーマの論文検索① 論文読解
（45分） 学習内容の復習（45分）

論文読解
（45分）3 各テーマの論文検索② 学習内容の復習（45分）

学習内容の復習（45分）論文読解
（45分）各テーマの論文検索③4

学習内容の復習（45分）論文読解
（45分）各テーマの論文検索④5

学習内容の復習（45分）論文読解
（45分）論文発表①6

学習内容の復習（45分）論文読解
（45分）論文発表②7

学習内容の復習（45分）論文読解
（45分）論文発表③8

学習内容の復習（45分）論文読解
（45分）論文発表④9

10 トレーニング① 論文読解
（45分） 学習内容の復習（45分）

学習内容の復習（45分）論文読解
（45分）トレーニング②11

学習内容の復習（45分）論文読解
（45分）トレーニング③12

学習内容の復習（45分）論文読解
（45分）トレーニング④13

学習内容の復習（45分）論文読解
（45分）トレーニング⑤14

学習内容の復習（45分）論文読解
（45分）トレーニング⑥15

学習内容の復習（45分）パワーポイントでの作成
（45分）

まとめ・発表
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

学習内容の説明（45分）

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

石井　祐治（経営学科・特任講師）授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）石井　祐治 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



全く理解できていない

289－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
・自分自身で行っているトレーニングの効果を実験などを踏まえて検証する．
・新たな指導法を確立する．

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）、（４）、（５）に対応する。

到達目標
データ分析，パワーポイント，ワードでのまとめ方を覚える．
統計処理まで行い，より詳しい分析方法やデータ処理を身につける．

授業全体の内容と概要
主にデータ収集。テーマを各自で決めて，その実験などに必要な被検者などはゼミ内でまかなう。データ収集と平行して，論文の書き方などの指導を行う。
　・トレーニング
　・各部活における新たな指導法
　・ゲーム分析
　・簡単な動作分析　など

授業の方法
自分が行いたいテーマを決め，スケジュールを組み，測定を行う．
途中経過をパワーポイントで発表し，意見交換を行う．

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

○ フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
データをとるなどの細かい作業もあり，日程調整などもあるため継続することが大事となってくる。データをもとに発表などから評価する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

論文の内容を理解したか

データ分析やパワーポイン
トの操作を理解したか

発表の際の工夫は行われて
いたか

十分に理解した 理解した おおむね理解した 理解できていないカ所があ
る

十分に理解した 理解した おおむね理解した 理解できていないカ所があ
る

全く理解できていない

十分に行われた 行われた おおむね行われた 行われていないカ所がある 全く行われていない

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

篠原　諒介（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）篠原　諒介 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２５％ ２５％ ０％ ５０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

290－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス
シラバスの説明及び授業改善アンケート結果反映の
説明

2 各テーマの論文検索 論文読解 学習内容の復習（９０分）

論文読解3 論文発表 学習内容の復習（９０分）

学習内容の復習（９０分）論文読解プレ測定4

学習内容の復習（９０分）論文読解プレ測定5

学習内容の復習（９０分）論文読解プレ測定6

学習内容の復習（９０分）論文読解プレ測定7

学習内容の復習（９０分）論文読解プレ測定8

学習内容の復習（９０分）論文読解プレ測定9

10 プレ測定 論文読解 学習内容の復習（９０分）

学習内容の復習（９０分）論文読解プレ測定11

学習内容の復習（９０分）論文読解プレ測定12

学習内容の復習（９０分）論文読解プレ測定13

学習内容の復習（９０分）論文読解プレ測定14

学習内容の復習（９０分）論文読解プレ測定15

学習内容の復習（９０分）パワーポイントでの作成まとめ・発表
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

学習内容の復習（９０分）

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

篠原　諒介（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）篠原　諒介 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



左記の内容が何一つできて
いない。

291－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
卒業論文執筆を通じて、社会福祉学研究に必要なスキルを習得する。具体的には、社会福祉に関係する様々な事象のうち、自分が関心を持つ事象を探究するための
スキル（問題発見・分析能力の養成・情報文献収集・調査等）を身に付ける。また、ゼミナールごとにキャリア支援教育が組まれており、身に着けたスキルを将来
に生かす方法を探求する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（２）（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
ソーシャルスキル、グループ方式による作業方法、データの収集や分析・解釈、プレゼン能力の向上、論文作成など、一連の方法を身に付けることが基本となるが
、さらに、下記のことについて達成できるようにする。
・各自の関心に基づく社会福祉関連の研究テーマを見つけることができる。
・関連資料の収集・整理を共同作業で行うことができる。
・研究報告及び研究成果のまとめを行うことができる。

授業全体の内容と概要
それぞれのゼミナール担当教員が学生に提示する「専門テーマ」に沿った形で進められる。
「SDG4. 質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
各教員の指導方針のもとに行われるので、講義・ゼミナール・実験・製作・見学・調査など、様々な授業形態がとられる。資料等の提示については、板書、資料配
布、プレゼンテーションソフトウェア等により行われる。課題等に関するフィードバックはコメントにてフィードバックされる。
Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、質問、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

◯ 模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

◯ ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

◯ フィールドワーク

◯ 調査学習

◯ 双方向授業

◯ ＰＢＬ

◯ 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
各担当教員の指示に従い、主体的・積極的な参加に務めること。
大学生として真摯に学ぶ姿勢と自覚が求められる。
後期の「専門演習ⅡＢ」も、この演習の担当教員が継続して担当する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

卒業論文執筆のテーマをが
明確になっている。

研究テーマに関するディス
カッションができる。

自分の研究テーマについて
プレゼンテーションができ
る。

卒業論文執筆のテーマが明
確になっており、そのテー
マに至るまでの文献・ネッ
ト検索のプロセスを説明で
きる。

卒業論文執筆のテーマが明
確になっており、そのテー
マの今後の執筆予定を説明
できる。

卒業論文執筆のテーマに沿
って章立てができており、
執筆を開始している。

卒業論文執筆のテーマが明
確になっている。

ディスカッションにおいて
、自分の執筆テーマの意義
と展望、現在の進捗状況を
報告でき、尚且つ、他者の
発表に的確な助言ができる
。

ディスカッションにおいて
、自分の執筆テーマの意義
と展望、現在の進捗状況を
報告できる。

ディスカッションにおいて
、自分の執筆テーマの意義
と展望を報告できる。

ディスカッションにおいて
、自分の研究テーマを報告
できる。

左記の内容が何一つできて
いない。

自分の研究テーマについて
のプレゼンにおいて、明確
な参考資料を提示でき、報
告でき、且つ、周囲を納得
させることができ、さらに
、他者のプレゼンに対して
的確な助言ができる。

自分の研究テーマについて
のプレゼンにおいて、明確
な参考資料を提示でき、報
告でき、且つ、周囲を納得
させることができる。

自分の研究テーマについて
のプレゼンにおいて、明確
な参考資料を提示でき、報
告できる

自分の研究テーマのプレゼ
ンテーションが一応できる
。

左記の内容が何一つできて
いない。

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位取得の最低出席条件１０回以上をクリアすること。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％

オフィスアワー 各教員の研究室前のボードなどを参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 担当教員によるガイダンス（シラバスの説明を含む
） 所属研究室選択資料の確認（４５分）

2 担当教員による授業２ 予習課題（４５分） 授業振り返り課題（４５分）

予習課題（４５分）3 担当教員による授業３ 授業振り返り課題（４５分）

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１4

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業４5

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業５6

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業６7

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業７8

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業８9

10 担当教員による授業９ 予習課題（４５分） 授業振り返り課題（４５分）

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１０11

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１１12

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１２13

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１３14

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１４15

全体振り返り（４５分）予習課題（４５分）総括16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認（４５分）

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



左記の内容が何一つできて
いない。
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評価項目

概要

履修目標
卒業論文執筆を通じて、社会福祉学研究に必要なスキルを習得する。具体的には、社会福祉に関係する様々な事象のうち、自分が関心を持つ事象を探究するための
スキル（問題発見・分析能力の養成・情報文献収集・調査等）を身に付ける。また、ゼミナールごとにキャリア支援教育が組まれており、身に着けたスキルを将来
に生かす方法を探求する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（２）（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
ソーシャルスキル、グループ方式による作業方法、データの収集や分析・解釈、プレゼン能力の向上、論文作成など、一連の方法を身に付けることが基本となるが
、さらに、下記のことについて達成できるようにする。
・各自の関心に基づく社会福祉関連の研究テーマを見つけることができる。
・関連資料の収集・整理を共同作業で行うことができる。
・研究報告及び研究成果のまとめを行うことができる。

授業全体の内容と概要
それぞれのゼミナール担当教員が学生に提示する「専門テーマ」に沿った形で進められる。
「SDG4. 質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
各教員の指導方針のもとに行われるので、講義・ゼミナール・実験・製作・見学・調査など、様々な授業形態がとられる。資料等の提示については、板書、資料配
布、プレゼンテーションソフトウェア等により行われる。課題等に関するフィードバックはコメントにてフィードバックされる。
Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、質問、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

◯ 模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

◯ ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

◯ フィールドワーク

◯ 調査学習

◯ 双方向授業

◯ ＰＢＬ

◯ 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
各担当教員の指示に従い、主体的・積極的な参加に務めること。
大学生として真摯に学ぶ姿勢と自覚が求められる。
後期の「専門演習ⅡＢ」も、この演習の担当教員が継続して担当する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

卒業論文執筆のテーマをが
明確になっている。

研究テーマに関するディス
カッションができる。

自分の研究テーマについて
プレゼンテーションができ
る。

卒業論文執筆のテーマが明
確になっており、そのテー
マに至るまでの文献・ネッ
ト検索のプロセスを説明で
きる。

卒業論文執筆のテーマが明
確になっており、そのテー
マの今後の執筆予定を説明
できる。

卒業論文執筆のテーマに沿
って章立てができており、
執筆を開始している。

卒業論文執筆のテーマが明
確になっている。

ディスカッションにおいて
、自分の執筆テーマの意義
と展望、現在の進捗状況を
報告でき、尚且つ、他者の
発表に的確な助言ができる
。

ディスカッションにおいて
、自分の執筆テーマの意義
と展望、現在の進捗状況を
報告できる。

ディスカッションにおいて
、自分の執筆テーマの意義
と展望を報告できる。

ディスカッションにおいて
、自分の研究テーマを報告
できる。

左記の内容が何一つできて
いない。

自分の研究テーマについて
のプレゼンにおいて、明確
な参考資料を提示でき、報
告でき、且つ、周囲を納得
させることができ、さらに
、他者のプレゼンに対して
的確な助言ができる。

自分の研究テーマについて
のプレゼンにおいて、明確
な参考資料を提示でき、報
告でき、且つ、周囲を納得
させることができる。

自分の研究テーマについて
のプレゼンにおいて、明確
な参考資料を提示でき、報
告できる

自分の研究テーマのプレゼ
ンテーションが一応できる
。

左記の内容が何一つできて
いない。

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位取得の最低出席条件１０回以上をクリアすること。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％

オフィスアワー 各教員の研究室前のボードなどを参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

296－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 担当教員によるガイダンス（シラバスの説明を含む
） 所属研究室選択資料の確認（４５分）

2 担当教員による授業２ 予習課題（４５分） 授業振り返り課題（４５分）

予習課題（４５分）3 担当教員による授業３ 授業振り返り課題（４５分）

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１4

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業４5

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業５6

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業６7

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業７8

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業８9

10 担当教員による授業９ 予習課題（４５分） 授業振り返り課題（４５分）

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１０11

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１１12

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１２13

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１３14

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１４15

全体振り返り（４５分）予習課題（４５分）総括16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認（４５分）

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



297－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



左記の内容が何一つできて
いない。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
卒業論文執筆を通じて、社会福祉学研究に必要なスキルを習得する。具体的には、社会福祉に関係する様々な事象のうち、自分が関心を持つ事象を探究するための
スキル（問題発見・分析能力の養成・情報文献収集・調査等）を身に付ける。また、ゼミナールごとにキャリア支援教育が組まれており、身に着けたスキルを将来
に生かす方法を探求する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（２）（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
ソーシャルスキル、グループ方式による作業方法、データの収集や分析・解釈、プレゼン能力の向上、論文作成など、一連の方法を身に付けることが基本となるが
、さらに、下記のことについて達成できるようにする。
・各自の関心に基づく社会福祉関連の研究テーマを見つけることができる。
・関連資料の収集・整理を共同作業で行うことができる。
・研究報告及び研究成果のまとめを行うことができる。

授業全体の内容と概要
それぞれのゼミナール担当教員が学生に提示する「専門テーマ」に沿った形で進められる。
「SDG4. 質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
各教員の指導方針のもとに行われるので、講義・ゼミナール・実験・製作・見学・調査など、様々な授業形態がとられる。資料等の提示については、板書、資料配
布、プレゼンテーションソフトウェア等により行われる。課題等に関するフィードバックはコメントにてフィードバックされる。
Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、質問、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

◯ 模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

◯ ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

◯ フィールドワーク

◯ 調査学習

◯ 双方向授業

◯ ＰＢＬ

◯ 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
各担当教員の指示に従い、主体的・積極的な参加に務めること。
大学生として真摯に学ぶ姿勢と自覚が求められる。
後期の「専門演習ⅡＢ」も、この演習の担当教員が継続して担当する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

卒業論文執筆のテーマをが
明確になっている。

研究テーマに関するディス
カッションができる。

自分の研究テーマについて
プレゼンテーションができ
る。

卒業論文執筆のテーマが明
確になっており、そのテー
マに至るまでの文献・ネッ
ト検索のプロセスを説明で
きる。

卒業論文執筆のテーマが明
確になっており、そのテー
マの今後の執筆予定を説明
できる。

卒業論文執筆のテーマに沿
って章立てができており、
執筆を開始している。

卒業論文執筆のテーマが明
確になっている。

ディスカッションにおいて
、自分の執筆テーマの意義
と展望、現在の進捗状況を
報告でき、尚且つ、他者の
発表に的確な助言ができる
。

ディスカッションにおいて
、自分の執筆テーマの意義
と展望、現在の進捗状況を
報告できる。

ディスカッションにおいて
、自分の執筆テーマの意義
と展望を報告できる。

ディスカッションにおいて
、自分の研究テーマを報告
できる。

左記の内容が何一つできて
いない。

自分の研究テーマについて
のプレゼンにおいて、明確
な参考資料を提示でき、報
告でき、且つ、周囲を納得
させることができ、さらに
、他者のプレゼンに対して
的確な助言ができる。

自分の研究テーマについて
のプレゼンにおいて、明確
な参考資料を提示でき、報
告でき、且つ、周囲を納得
させることができる。

自分の研究テーマについて
のプレゼンにおいて、明確
な参考資料を提示でき、報
告できる

自分の研究テーマのプレゼ
ンテーションが一応できる
。

左記の内容が何一つできて
いない。

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位取得の最低出席条件１０回以上をクリアすること。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％

オフィスアワー 各教員の研究室前のボードなどを参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 担当教員によるガイダンス（シラバスの説明を含む
） 所属研究室選択資料の確認（４５分）

2 担当教員による授業２ 予習課題（４５分） 授業振り返り課題（４５分）

予習課題（４５分）3 担当教員による授業３ 授業振り返り課題（４５分）

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１4

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業４5

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業５6

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業６7

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業７8

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業８9

10 担当教員による授業９ 予習課題（４５分） 授業振り返り課題（４５分）

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１０11

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１１12

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１２13

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１３14

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１４15

全体振り返り（４５分）予習課題（４５分）総括16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認（４５分）

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



301－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

302－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



左記の内容が何一つできて
いない。

303－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
卒業論文執筆を通じて、社会福祉学研究に必要なスキルを習得する。具体的には、社会福祉に関係する様々な事象のうち、自分が関心を持つ事象を探究するための
スキル（問題発見・分析能力の養成・情報文献収集・調査等）を身に付ける。また、ゼミナールごとにキャリア支援教育が組まれており、身に着けたスキルを将来
に生かす方法を探求する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP（１）（２）（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
ソーシャルスキル、グループ方式による作業方法、データの収集や分析・解釈、プレゼン能力の向上、論文作成など、一連の方法を身に付けることが基本となるが
、さらに、下記のことについて達成できるようにする。
・各自の関心に基づく社会福祉関連の研究テーマを見つけることができる。
・関連資料の収集・整理を共同作業で行うことができる。
・研究報告及び研究成果のまとめを行うことができる。

授業全体の内容と概要
それぞれのゼミナール担当教員が学生に提示する「専門テーマ」に沿った形で進められる。
「SDG4. 質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
各教員の指導方針のもとに行われるので、講義・ゼミナール・実験・製作・見学・調査など、様々な授業形態がとられる。資料等の提示については、板書、資料配
布、プレゼンテーションソフトウェア等により行われる。課題等に関するフィードバックはコメントにてフィードバックされる。
Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、質問、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

◯ 模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

◯ ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

◯ フィールドワーク

◯ 調査学習

◯ 双方向授業

◯ ＰＢＬ

◯ 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
各担当教員の指示に従い、主体的・積極的な参加に務めること。
大学生として真摯に学ぶ姿勢と自覚が求められる。
後期の「専門演習ⅡＢ」も、この演習の担当教員が継続して担当する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

卒業論文執筆のテーマをが
明確になっている。

研究テーマに関するディス
カッションができる。

自分の研究テーマについて
プレゼンテーションができ
る。

卒業論文執筆のテーマが明
確になっており、そのテー
マに至るまでの文献・ネッ
ト検索のプロセスを説明で
きる。

卒業論文執筆のテーマが明
確になっており、そのテー
マの今後の執筆予定を説明
できる。

卒業論文執筆のテーマに沿
って章立てができており、
執筆を開始している。

卒業論文執筆のテーマが明
確になっている。

ディスカッションにおいて
、自分の執筆テーマの意義
と展望、現在の進捗状況を
報告でき、尚且つ、他者の
発表に的確な助言ができる
。

ディスカッションにおいて
、自分の執筆テーマの意義
と展望、現在の進捗状況を
報告できる。

ディスカッションにおいて
、自分の執筆テーマの意義
と展望を報告できる。

ディスカッションにおいて
、自分の研究テーマを報告
できる。

左記の内容が何一つできて
いない。

自分の研究テーマについて
のプレゼンにおいて、明確
な参考資料を提示でき、報
告でき、且つ、周囲を納得
させることができ、さらに
、他者のプレゼンに対して
的確な助言ができる。

自分の研究テーマについて
のプレゼンにおいて、明確
な参考資料を提示でき、報
告でき、且つ、周囲を納得
させることができる。

自分の研究テーマについて
のプレゼンにおいて、明確
な参考資料を提示でき、報
告できる

自分の研究テーマのプレゼ
ンテーションが一応できる
。

左記の内容が何一つできて
いない。

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位取得の最低出席条件１０回以上をクリアすること。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％

オフィスアワー 各教員の研究室前のボードなどを参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

304－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 担当教員によるガイダンス（シラバスの説明を含む
） 所属研究室選択資料の確認（４５分）

2 担当教員による授業２ 予習課題（４５分） 授業振り返り課題（４５分）

予習課題（４５分）3 担当教員による授業３ 授業振り返り課題（４５分）

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１4

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業４5

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業５6

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業６7

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業７8

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業８9

10 担当教員による授業９ 予習課題（４５分） 授業振り返り課題（４５分）

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１０11

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１１12

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１２13

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１３14

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１４15

全体振り返り（４５分）予習課題（４５分）総括16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認（４５分）

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



左記の内容が何一つできて
いない。

305－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
卒業論文執筆を通じて、社会福祉学研究に必要なスキルを習得する。具体的には、社会福祉に関係する様々な事象のうち、自分が関心を持つ事象を探究するための
スキル（問題発見・分析能力の養成・情報文献収集・調査等）を身に付ける。また、ゼミナールごとにキャリア支援教育が組まれており、身に着けたスキルを将来
に生かす方法を探求する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ「１）（２）（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
ソーシャルスキル、グループ方式による作業方法、データの収集や分析・解釈、プレゼン能力の向上、論文作成など、一連の方法を身に付けることが基本となるが
、さらに、下記のことについて達成できるようにする。
・各自の関心に基づく社会福祉関連の研究テーマを見つけることができる。
・関連資料の収集・整理を共同作業で行うことができる。
・研究報告及び研究成果のまとめを行うことができる。

授業全体の内容と概要
それぞれのゼミナール担当教員が学生に提示する「専門テーマ」に沿った形で進められる。
「SDG4. 質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
各教員の指導方針のもとに行われるので、講義・ゼミナール・実験・製作・見学・調査など、様々な授業形態がとられる。資料等の提示については、板書、資料配
布、プレゼンテーションソフトウェア等により行われる。課題等に関するフィードバックはコメントにてフィードバックされる。
Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、質問、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

◯ 模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

◯ ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

◯ フィールドワーク

◯ 調査学習

◯ 双方向授業

◯ ＰＢＬ

◯ 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
各担当教員の指示に従い、主体的・積極的な参加に務めること。
大学生として真摯に学ぶ姿勢と自覚が求められる。
後期の「専門演習ⅡＢ」も、この演習の担当教員が継続して担当する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

卒業論文執筆のテーマをが
明確になっている。

研究テーマに関するディス
カッションができる。

自分の研究テーマについて
プレゼンテーションができ
る。

卒業論文執筆のテーマが明
確になっており、そのテー
マに至るまでの文献・ネッ
ト検索のプロセスを説明で
きる。

卒業論文執筆のテーマが明
確になっており、そのテー
マの今後の執筆予定を説明
できる。

卒業論文執筆のテーマに沿
って章立てができており、
執筆を開始している。

卒業論文執筆のテーマが明
確になっている。

ディスカッションにおいて
、自分の執筆テーマの意義
と展望、現在の進捗状況を
報告でき、尚且つ、他者の
発表に的確な助言ができる
。

ディスカッションにおいて
、自分の執筆テーマの意義
と展望、現在の進捗状況を
報告できる。

ディスカッションにおいて
、自分の執筆テーマの意義
と展望を報告できる。

ディスカッションにおいて
、自分の研究テーマを報告
できる。

左記の内容が何一つできて
いない。

自分の研究テーマについて
のプレゼンにおいて、明確
な参考資料を提示でき、報
告でき、且つ、周囲を納得
させることができ、さらに
、他者のプレゼンに対して
的確な助言ができる。

自分の研究テーマについて
のプレゼンにおいて、明確
な参考資料を提示でき、報
告でき、且つ、周囲を納得
させることができる。

自分の研究テーマについて
のプレゼンにおいて、明確
な参考資料を提示でき、報
告できる

自分の研究テーマのプレゼ
ンテーションが一応できる
。

左記の内容が何一つできて
いない。

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位取得の最低出席条件１０回以上をクリアすること。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％

オフィスアワー 各教員の研究室前のボードなどを参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

306－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 担当教員によるガイダンス（シラバスの説明を含む
） 所属研究室選択資料の確認（４５分）

2 担当教員による授業２ 予習課題（４５分） 授業振り返り課題（４５分）

予習課題（４５分）3 担当教員による授業３ 授業振り返り課題（４５分）

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１4

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業４5

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業５6

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業６7

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業７8

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業８9

10 担当教員による授業９ 予習課題（４５分） 授業振り返り課題（４５分）

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１０11

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１１12

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１２13

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１３14

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１４15

全体振り返り（４５分）予習課題（４５分）総括16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認（４５分）

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



左記の内容が何一つできて
いない。

307－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
専門演習担当各教員の専門分野を中心に、社会福祉学をはじめとする社会科学の方法論を、文献研究、フィールドワーク、ディスカッションなどの教授方法を使用
し獲得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。

到達目標
・自分の方向性を見つけ、自ら学び考えて解決できる能力を身につける。
・個々の学生がそれぞれの「勉学のテーマ」の糸口をつかんでいる。
・上記研究テーマを構築するために必要な文献・資料・データを活用するスキルを身につける。
・研究テーマに沿った論文執筆に必要なスキルを身につける。
・自分の研究テーマをプレゼン形式で発表するスキルと学友の発表を傾聴し、的確な質問をするスキルを身につける。

授業全体の内容と概要
それぞれのゼミナール担当教員が提示する「専門テーマ」に沿った形で進められる。
「SDG4. 質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
各教員の指導方針のもとに行われるので、講義・ゼミナール・実験・製作・見学・調査等様々は授業形態がとられる。したがって、大学生として真摯に学ぶ姿勢と
自覚が求められる。
質問は随時対応し、レポートの場合はコメント等によりフィードバックを行う。
Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、質問、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

◯ 模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

◯ ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

◯ フィールドワーク

◯ 調査学習

◯ 双方向授業

◯ ＰＢＬ

◯ 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
オリエンテーション時に配布される担当教員のゼミナール紹介を熟読の上、自分の所属を決定すること。「専門演習ⅠＡ」に所属した教員が後期の「専門演習ⅠＢ
」を担当する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

担当教員が提示した課題に
ついての情報獲得ツールを
駆使できる

論文・レポート執筆のため
のスキルを獲得する。

自分の研究テーマを明確に
発表でき、他者の研究を尊
重できる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示でき、まとめ
ることができ、さらに、自
分の学習課題として昇華で
きる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示でき、まとめ
ることができる。

ネット、文献検索などのツ
ールを使いこなし、提示さ
れた課題についての資料を
具体的に提示できる。

提示された課題についてネ
ット検索を行い、資料を具
体的に検索できる。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
、そこから、さらに研究課
題を発見でき、それを論文
に構成できるスキルを獲得
する。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
、そこから、さらに研究課
題を発見できる。

論文・レポート執筆のスキ
ルを獲得し、その方法に沿
って、レポートを執筆でき
る。

具体的なレポート路執筆で
きる。

左記の内容が何一つできて
いない。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
、それについてディスカッ
ションができ、且つ、他者
の意見と研究を尊重しなが
ら、双方向の向上ができる
ような議論ができる。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
、それについてディスカッ
ションができる。

自分の研究テーマについて
、プレゼンを行い、他の学
生に納得させることができ
る。

自分の研究テーマを明確に
説明できる。

左記の内容が何一つできて
いない。

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研修室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％

オフィスアワー 各教員の研究室前の掲示ボード等を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
担当教員によるガイダンス 所属研究室選択資料の確認（４５分）

2 担当教員による授業１ 予習課題（４５分） 配布資料の確認（４５分）

予習課題（４５分）3 担当教員による授業２ 配布資料の確認（４５分）

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業３4

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業４5

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業５6

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業６7

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業７8

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業８9

10 担当教員による授業９ 予習課題（４５分） 配布資料の確認（４５分）

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１０11

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１１12

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１２13

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１３14

配布資料の確認（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１４15

全体振り返り（４５分）予習課題（４５分）総括16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認（４５分）

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研修室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



左記の内容が何一つできて
いない。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
卒業論文執筆を通じて、社会福祉学研究に必要なスキルを習得する。具体的には、社会福祉に関係する様々な事象のうち、自分が関心を持つ事象を探究するための
スキル（問題発見・分析能力の養成・情報文献収集・調査等）を身に付ける。また、ゼミナールごとにキャリア支援教育が組まれており、身に着けたスキルを将来
に生かす方法を探求する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤP（１）（２）（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
ソーシャルスキル、グループ方式による作業方法、データの収集や分析・解釈、プレゼン能力の向上、論文作成など、一連の方法を身に付けることが基本となるが
、さらに、下記のことについて達成できるようにする。
・各自の関心に基づく社会福祉関連の研究テーマを見つけることができる。
・関連資料の収集・整理を共同作業で行うことができる。
・研究報告及び研究成果のまとめを行うことができる。

授業全体の内容と概要
それぞれのゼミナール担当教員が学生に提示する「専門テーマ」に沿った形で進められる。
「SDG4. 質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
各教員の指導方針のもとに行われるので、講義・ゼミナール・実験・製作・見学・調査など、様々な授業形態がとられる。資料等の提示については、板書、資料配
布、プレゼンテーションソフトウェア等により行われる。課題等に関するフィードバックはコメントにてフィードバックされる。
Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、質問、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

◯ 模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

◯ ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

◯ フィールドワーク

◯ 調査学習

◯ 双方向授業

◯ ＰＢＬ

◯ 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
各担当教員の指示に従い、主体的・積極的な参加に務めること。
大学生として真摯に学ぶ姿勢と自覚が求められる。
後期の「専門演習ⅡＢ」も、この演習の担当教員が継続して担当する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

卒業論文執筆のテーマが明
確になっている。

研究テーマに関するディス
カッションができる。

自分の研究テーマについて
プレゼンテーションができ
る。

卒業論文執筆のテーマが明
確になっており、そのテー
マに至るまでの文献・ネッ
ト検索のプロセスを説明で
きる。

卒業論文執筆のテーマが明
確になっており、そのテー
マの今後の執筆予定を説明
できる。

卒業論文執筆のテーマに沿
って章立てができており、
執筆を開始している。

卒業論文執筆のテーマが明
確になっている。

ディスカッションにおいて
、自分の執筆テーマの意義
と展望、現在の進捗状況を
報告でき、尚且つ、他者の
発表に的確な助言ができる
。

ディスカッションにおいて
、自分の執筆テーマの意義
と展望、現在の進捗状況を
報告できる。

ディスカッションにおいて
、自分の執筆テーマの意義
と展望を報告できる。

ディスカッションにおいて
、自分の研究テーマを報告
できる。

左記の内容が何一つできて
いない。

自分の研究テーマについて
のプレゼンにおいて、明確
な参考資料を提示でき、報
告でき、且つ、周囲を納得
させることができ、さらに
、他者のプレゼンに対して
的確な助言ができる。

自分の研究テーマについて
のプレゼンにおいて、明確
な参考資料を提示でき、報
告でき、且つ、周囲を納得
させることができる。

自分の研究テーマについて
のプレゼンにおいて、明確
な参考資料を提示でき、報
告できる

自分の研究テーマのプレゼ
ンテーションが一応できる
。

左記の内容が何一つできて
いない。

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位取得の最低出席条件１０回以上をクリアすること。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％

オフィスアワー 各教員の研究室前のボードなどを参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

310－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 担当教員によるガイダンス（シラバスの説明を含む
） 所属研究室選択資料の確認（４５分）

2 担当教員による授業１ 予習課題（４５分） 授業振り返り課題（４５分）

予習課題（４５分）3 担当教員による授業２ 授業振り返り課題（４５分）

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業３4

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業４5

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業５6

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業６7

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業７8

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業８9

10 担当教員による授業９ 予習課題（４５分） 授業振り返り課題（４５分）

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１０11

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１１12

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１２13

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１３14

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１４15

全体振り返り（４５分）予習課題（４５分）総括16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認（４５分）

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



左記の内容が何一つできて
いない。

311－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
卒業論文執筆を通じて、社会福祉学研究に必要なスキルを習得する。具体的には、社会福祉に関係する様々な事象のうち、自分が関心を持つ事象を探究するための
スキル（問題発見・分析能力の養成・情報文献収集・調査等）を身に付ける。また、ゼミナールごとにキャリア支援教育が組まれており、身に着けたスキルを将来
に生かす方法を探求する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（２）（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
ソーシャルスキル、グループ方式による作業方法、データの収集や分析・解釈、プレゼン能力の向上、論文作成など、一連の方法を身に付けることが基本となるが
、さらに、下記のことについて達成できるようにする。
・各自の関心に基づく社会福祉関連の研究テーマを見つけることができる。
・関連資料の収集・整理を共同作業で行うことができる。
・研究報告及び研究成果のまとめを行うことができる。

授業全体の内容と概要
それぞれのゼミナール担当教員が学生に提示する「専門テーマ」に沿った形で進められる。
「SDG4. 質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
各教員の指導方針のもとに行われるので、講義・ゼミナール・実験・製作・見学・調査など、様々な授業形態がとられる。資料等の提示については、板書、資料配
布、プレゼンテーションソフトウェア等により行われる。課題等に関するフィードバックはコメントにてフィードバックされる。
Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、質問、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

◯ 模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

◯ ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

◯ フィールドワーク

◯ 調査学習

◯ 双方向授業

◯ ＰＢＬ

◯ 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
各担当教員の指示に従い、主体的・積極的な参加に務めること。
大学生として真摯に学ぶ姿勢と自覚が求められる。
後期の「専門演習ⅡＢ」も、この演習の担当教員が継続して担当する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

卒業論文執筆のテーマをが
明確になっている。

研究テーマに関するディス
カッションができる。

自分の研究テーマについて
プレゼンテーションができ
る。

卒業論文執筆のテーマが明
確になっており、そのテー
マに至るまでの文献・ネッ
ト検索のプロセスを説明で
きる。

卒業論文執筆のテーマが明
確になっており、そのテー
マの今後の執筆予定を説明
できる。

卒業論文執筆のテーマに沿
って章立てができており、
執筆を開始している。

卒業論文執筆のテーマが明
確になっている。

ディスカッションにおいて
、自分の執筆テーマの意義
と展望、現在の進捗状況を
報告でき、尚且つ、他者の
発表に的確な助言ができる
。

ディスカッションにおいて
、自分の執筆テーマの意義
と展望、現在の進捗状況を
報告できる。

ディスカッションにおいて
、自分の執筆テーマの意義
と展望を報告できる。

ディスカッションにおいて
、自分の研究テーマを報告
できる。

左記の内容が何一つできて
いない。

自分の研究テーマについて
のプレゼンにおいて、明確
な参考資料を提示でき、報
告でき、且つ、周囲を納得
させることができ、さらに
、他者のプレゼンに対して
的確な助言ができる。

自分の研究テーマについて
のプレゼンにおいて、明確
な参考資料を提示でき、報
告でき、且つ、周囲を納得
させることができる。

自分の研究テーマについて
のプレゼンにおいて、明確
な参考資料を提示でき、報
告できる

自分の研究テーマのプレゼ
ンテーションが一応できる
。

左記の内容が何一つできて
いない。

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位取得の最低出席条件１０回以上をクリアすること。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％

オフィスアワー 各教員の研究室前のボードなどを参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

312－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 担当教員によるガイダンス（シラバスの説明を含む
） 所属研究室選択資料の確認（４５分）

2 担当教員による授業２ 予習課題（４５分） 授業振り返り課題（４５分）

予習課題（４５分）3 担当教員による授業３ 授業振り返り課題（４５分）

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１4

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業４5

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業５6

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業６7

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業７8

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業８9

10 担当教員による授業９ 予習課題（４５分） 授業振り返り課題（４５分）

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１０11

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１１12

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１２13

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１３14

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業１４15

全体振り返り（４５分）予習課題（４５分）総括16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認（４５分）

科目名称 専門演習ⅡＡ

専門科目科目分類区分

社会福祉学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM134147，SEM434088，SEM534095（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



基本的な知識を理解してい
なかった。

313－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
学生が専門研究ⅠA,ⅠBで習得した技を発展させ，卒業制作に取り組める力を身につけることを目的とし、
単に技術的なものだけでなく，制作意図や適切な表現方法を見出すべく研究を重ねること。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（１）（２）に対応する。

到達目標
学生が技術的にも内容的にも自信を持って卒業制作に取り組める力を身につけることができる。

授業全体の内容と概要
卒業制作につなげるエスキース，技術的実験，試作，習作など制作を主体に展開し，各ゼミナール担当教員の提示する「専門テーマ」に沿って進められる。

授業の方法
各教員の指導方針の下に行われるので，講義，ゼミナール，作品制作，コンクール等への応募，見学，鑑賞等，さまざまな授業形態がとられる。したがって，大学
生として真摯に学ぶ姿勢と自覚が求められる。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
四年間の学びの集大成である卒業制作につなげる非常に重要な科目となるため，欠席をせず，継続的に努力することが望まれる。また，授業だけではなく，空き時
間などを利用し，継続的に自学自修を行ない，各々にとっての課題を探し，その深化に努めることが最も肝要。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

各専門分野のおいて修得し
た知識を深める

各専門分野における身につ
いた技能、技術を深める

各専門分野における知識、
技能を活かし、作品の制作
・研究を深める

自ら率先し知識を修得し、
十分深めることができてい
た。

修得した知識を深めること
ができていた。

修得した知識を概ね、深め
ることができていた。

基本的な知識を最低限理解
していた。

自ら率先し技能、技術を修
得し、十分深めることがで
きていた。

身についた技能、技術を深
めることができていた。

身についた技能、技術を概
ね深めることができていた
。

基本的な技能、技術を最低
限修得していた。

基本的な技能、技術を修得
していなかった。

自ら率先し作品制作・研究
に取り組み、学んだ知識、
技能を十分活かしていた。

修得した知識、技術により
作品制作・研究に取り組む
ことができていた。

修得した知識、技術により
作品制作・研究に、概ね取
り組むことができていた。

作品制作・研究にに最低限
取り組むことができた。

作品制作・研究にに取り組
むことができていなかった
。

科目名称 専門研究ⅡＡ

専門科目科目分類区分

デザイン学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM234090（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 デザイン学科各教員研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）デザイン学科各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
出席１０回以上の出席がなければ成績評価の対象としない。
評価基準は各教員が判断し決定する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ７０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 専任講師：研究室前の掲示板参照　　　　非常勤講師：事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

314－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 担当教員によるガイダンス
シラバスの説明

シラバスを読んでおくこと。所属研究室選択資料の
確認
（45分）

2 担当教員による授業　1 予習課題　（45分） 授業振返り課題　（45分）

予習課題　（45分）3 担当教員による授業　2 授業振返り課題　（45分）

授業振返り課題　（45分）予習課題　（45分）担当教員による授業　34

授業振返り課題　（45分）予習課題　（45分）担当教員による授業　45

授業振返り課題　（45分）予習課題　（45分）担当教員による授業　56

授業振返り課題　（45分）予習課題　（45分）担当教員による授業　67

授業振返り課題　（45分）予習課題　（45分）担当教員による授業　78

授業振返り課題　（45分）予習課題　（45分）担当教員による授業　89

10 担当教員による授業　9 予習課題　（45分） 授業振返り課題　（45分）

授業振返り課題　（45分）予習課題　（45分）担当教員による授業　1011

授業振返り課題　（45分）予習課題　（45分）担当教員による授業　1112

授業振返り課題　（45分）予習課題　（45分）担当教員による授業　1213

授業振返り課題　（45分）予習課題　（45分）担当教員による授業　1314

全体振り返り　（45分）授業振り返り作成　（45分）総括15

講評内容をまとめ自己評価を行う（45分）提出課題の内容を再確認（45分）講評、授業改善アンケート実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認　（45分）

科目名称 専門研究ⅡＡ

専門科目科目分類区分

デザイン学科各教員授業担当者（所
属・職名）

SEM234090（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 デザイン学科各教員研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）デザイン学科各教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『各教員による。』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『各教員による。』

2

3

4

5



315－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 専門研究ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM234090（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門研究ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM234090（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 専門研究ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM234090（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門研究ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM234090（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



319－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 専門研究ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM234090（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

320－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門研究ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM234090（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



321－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 専門研究ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM234090（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門研究ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM234090（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 専門研究ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM234090（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門研究ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM234090（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



325－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 専門研究ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM234090（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

326－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門研究ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM234090（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



327－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 専門研究ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM234090（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

328－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門研究ⅡＡ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM234090（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



空間要素の特徴を理解する
ことができなかった。

329－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
建築は，「ひとと建築をとりまく環境について多面的に学ぶ」ものであり，さまざまな空間要素によって構成されている。空間要素がもつ本来の役割とはどのよう
なものであるか，さらに空間要素が建築の中でどのように用いられているかを，各要素が特徴的に用いられている建築のモチーフに理解し，それを建築設計へと繋
げられる能力を修得する。

授業の位置づけ
建築学科のDP（１）（３）に対応する。

到達目標
空間要素の基本的はたらきを理解し，用いられ方によって空間にどのような効果・影響を与えたかを理解する。具体的な事例との関連性を分析することで，自己の
設計活動に援用できることを目的とする。

授業全体の内容と概要
空間要素の基本的な役割や実例の紹介を，図や写真を多用し解説する。授業後半には，各空間要素に関わる問題点・疑問点を提起し，これに対し具体事例をもとに
各自の考え方を次回までにレポートにまとめる。

授業の方法
授業ではテキストのほかに，毎回配布する資料（テキストの内容を補完）を用いて授業を進める。授業出席を重視するため，原則として授業資料と事前学習・授業
後レポート用紙は授業開始時にのみ配布する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業開始時に配布する着席票に氏名を記入した後に回収するので，遅刻者は欠席扱いとなる。また，着席票をもとに意見発表を求め，受講態度もチェックされるの
で留意すること。

資格指定科目
「建築士試験受験資格科目」選択科目,教職課程（工業）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

建築を構成する空間要素と
は何を指すのか，その空間
要素により創り出される建
築の特徴にはどのようなも
のがあるのかを実例をもと
に知り理解する。

建築士試験科目の「空間計
画論」に対応する建築計画
全般（住宅空間計画，都市
空間計画等含む）にわたる
基礎知識を修得する。

建築のさまざまな空間言語
を知り，その特徴が建築空
間にどのように反映され，
それによりどのような空間
特性として表れているか，
どのような役割があるのか
を個々に理解する。

空間要素の特徴を理解でき
，建築計画においてその考
え方を援用することができ
た。

空間要素の特徴を理解でき
，事例となる建築における
役割を理解することができ
た。

空間要素の特徴を
理解できた。

空間要素の特徴をおおむね
理解できた。

基礎知識を習得し，さらに
建築士試験問題に取り組む
ことができた。

基礎知識を習得し，さらに
建築士試験内容を理解する
ことができた。

基礎知識を修得することが
できた。

基礎知識をおおむね修得す
ることができた。

基礎知識を修得することが
できなかった。

建築のさまざまな空間言語
を積極的に理解し，建築の
空間特性との関係，建築空
間での役割を実例とともに
理解することができた。

建築の空間言語の基本的考
え方を理解することができ
た。

建築の空間言語に対する興
味を持つことができた。

建築の空間言語に対する興
味をおおむね持つことがで
きた。

建築の空間言語に対する興
味を持つことができなかっ
た。

科目名称 空間計画論

専門科目科目分類区分

安藤　淳一（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

APT324023（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）安藤　淳一 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は, １０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ７０％ １５％ ０％ ０％ １５％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

330－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス（授業計画の説明），シラバスの説明，
授業改善アンケート結果反映の説明 シラバスの確認（90分）

2 床 事前学習レポート（90分） 授業後レポート（90分）

事前学習レポート（90分）3 柱 授業後レポート（90分）

授業後レポート（90分）事前学習レポート（90分）壁4

授業後レポート（90分）事前学習レポート（90分）窓5

授業後レポート（90分）事前学習レポート（90分）屋根6

授業後レポート（90分）事前学習レポート（90分）ピロティ7

授業後レポート（90分）事前学習レポート（90分）アトリウム8

授業後レポート（90分）事前学習レポート（90分）ヴォイド9

10 軸線 事前学習レポート（90分） 授業後レポート（90分）

授業後レポート（90分）事前学習レポート（90分）ヴォリューム11

授業後レポート（90分）事前学習レポート（90分）立体格子12

振返り資料（90分）資料確認（90分）近代建築空間解説１13

振返り資料（90分）資料確認（90分）近代建築空間解説２14

振返り資料（90分）資料確認（90分）近代建築空間解説３15

提出レポート見直し（90分）教科書確認（90分）総括（レポート提出状況と解説，評価）
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

教科書確認（90分）

科目名称 空間計画論

専門科目科目分類区分

安藤　淳一（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

APT324023（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）安藤　淳一 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 ヴィジュアル版建築入門編集委
員会

彰国社

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『ヴィジュアル版建築入門５　建築の言語』

2

3

4

5

1 瀬尾文彰 彰国社

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『２０世紀建築の空間　空間計画学入門』

2

3

4

5



全体計画を立案することが
できなかった。

331－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
「建築研究Ⅲ」は，建築学修得の集大成である卒業研究を完成させるための科目として位置付けられる。卒業研究に取組む学生自身が，研究方法を選択し，興味･関
心のある建築学の内容から専門テーマを決定し，研究を完成させるための研究計画を策定し計画に従って卒業研究をすすめる。

授業の位置づけ
建築学科のDP（３）（５）に対応する。

到達目標
多岐にわたる建築学の分野のなかから，各自が進めるべく研究テーマを各自が決定し，研究計画を立案し，それに則り研究を進められる力を修得できることとする
ことができる。

授業全体の内容と概要
各ゼミナール担当教員の提示する「専門テーマ」に沿って進められる。

授業の方法
各教員の指導方針の下に行われるので，講義，ゼミナール，実験，作品制作，見学，観察･実測調査等，さまざまな授業形態がとられる。したがって，時間割上はも
ちろんこと，その他の時間（夏季休暇等を含む）にもプログラムが組まれるので，各自の時間調整や大学生として真摯に学ぶ姿勢と自覚が求められる。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

○ フィールドワーク

○ 調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
各教員が示すテーマや着手条件を理解した上で担当教員を選択することになるが，担当教員が決定しなければ受講，ならびに単位修得ができないので，必ず担当教
員を決定すること。また，各教員により演習内容，指導方針等が異なるので，別に配付される「建築学科学習ガイダンス」の記載内容を熟読･理解した上で決定する
こと。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

研究を遂行するための全体
計画が立案する。

研究を実行するためのスケ
ジュール調整する。

研究の進捗状況の確認と修
正のため指導教員との研究
打ち合わせする。

全体計画を立案し修正する
ことができた。

全体計画を立案することが
できた。

全体計画をおおむね立案す
ることができた。

全体計画をほぼ立案するこ
とができた。

研究スケジュールを調整・
修正しながら作成できた。

研究スケジュールを作成で
きた。

研究スケジュールをおおむ
ね作成できた。

研究スケジュールをほぼ作
成できた。

研究スケジュールを作成で
きなかった。

指導教員との研究打ち合わ
せが計画的にできた。

指導教員との研究打ち合わ
せができた。

指導教員との研究打ち合わ
せがおおむねできた。

指導教員との研究打ち合わ
せがほぼできた。

指導教員との打ち合わせが
できなかった。

科目名称 建築研究Ⅲ

専門科目科目分類区分

建築学科指導教員授業担当者（所
属・職名）

SEM334086（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・４年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 指導教員研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）指導教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
授業１５回のうち出席１０回以上の出席がなければ成績評価の対象としない。評価基準は各教員が判断し決定する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

332－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 担当教員によるガイダンス　シラバスの説明 所属研究室選択資料とシラバスの確認
（45分）

2 担当教員による授業　１ 予習課題　（45分） 授業振返り課題　（45分）

予習課題　（45分）3 担当教員による授業　２ 授業振返り課題　（45分）

授業振返り課題　（45分）予習課題　（45分）担当教員による授業　３4

授業振返り課題　（45分）予習課題　（45分）担当教員による授業　４5

授業振返り課題　（45分）予習課題　（45分）担当教員による授業　５6

授業振返り課題　（45分）予習課題　（45分）担当教員による授業　６7

授業振返り課題　（45分）予習課題　（45分）担当教員による授業　７8

授業振返り課題　（45分）予習課題　（45分）担当教員による授業　８9

10 担当教員による授業　９ 予習課題　（45分） 授業振返り課題　（45分）

授業振返り課題　（45分）予習課題　（45分）担当教員による授業　１０11

授業振返り課題　（45分）予習課題　（45分）担当教員による授業　１１12

授業振返り課題　（45分）予習課題　（45分）担当教員による授業　１２13

授業振返り課題　（45分）予習課題　（45分）担当教員による授業　１３14

授業振返り課題　（45分）予習課題　（45分）担当教員による授業　１４15

全体振返り　（45分）授業振返り作成　（45分）総括16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認　（45分）

科目名称 建築研究Ⅲ

専門科目科目分類区分

建築学科指導教員授業担当者（所
属・職名）

SEM334086（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・４年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 指導教員研究室

単位数 1 (単位認定責任者： ）指導教員 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『適宜配布』

2

3

4

5



333－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 建築研究Ⅲ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM334086（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 建築研究Ⅲ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM334086（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 建築研究Ⅲ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM334086（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 建築研究Ⅲ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM334086（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 建築研究Ⅲ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM334086（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 建築研究Ⅲ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM334086（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5
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評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 建築研究Ⅲ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM334086（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 建築研究Ⅲ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM334086（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5
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評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 建築研究Ⅲ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM334086（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

342－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 建築研究Ⅲ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM334086（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



343－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 建築研究Ⅲ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM334086（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

344－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 建築研究Ⅲ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM334086（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



345－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 建築研究Ⅲ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM334086（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

346－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 建築研究Ⅲ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM334086（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



347－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 建築研究Ⅲ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM334086（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

348－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 建築研究Ⅲ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM334086（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



349－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 建築研究Ⅲ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM334086（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

350－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 建築研究Ⅲ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM334086（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



準備学習、事後学習がなく
、板書や課題提出ができな
かった。

351－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
スポーツの実践や指導に関わる様々な問題を心理学の側面からとらえることを目的とする。また、競技者や指導者がスポーツを実践する上で必要となる心理学的諸
理論を知り、各自の問題解決の一助として活用していくための視点を養う。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。

到達目標
スポーツを見つめる科学的な視点を養う。スポーツにおける心理学の基礎理論を理解する。スポーツにおける心理学の実践的応用について理解する。

授業全体の内容と概要
スポーツに対する科学としての心理学的視点（認知モデルの紹介）。スポーツにおける人間の行動特徴（モチベーション、行動の個人差）。スポーツにおける人間
の行動マネジメント（メンタルトレーニング）スポーツにおける関係としての個人と集団（個人者集団と指導者集団との関係）。スポーツにおける心理学の活用事
例（事例から自分自身への適用）。

授業の方法
授業はパワーポイント及び配布物資料で実施しスポーツ心理学の事例を紹介しメンタルトレーニングの実践などのＤＶＤも活用しながら講義形式で行う。また、授
業の終わりに確認の小テストを実施し、フィードバックとして回収後、回答の解説を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
ノートやプリントは毎回必ず持参すること。授業中は口頭説明にも注意を向けノートやプリント等にメモしながらノート作成を行うこと。口頭で説明したことにも
重要な事柄が含まれる。

資格指定科目
教職課程（保健体育）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

授業に対する積極性

スポーツ心理学についての
基礎知識と領域理解

スポーツ心理学の知識に基
づいた多様な思考力・判断
力

準備学習、事後学習はもと
より積極的に授業に参加す
るなど、他の学生の模範と
なる授業態度であり、板書
や課題提出ができた。

準備学習、事後学習がなさ
れ理解を深めるために受講
し板書や課題提出ができた
。

準備学習、事後学習がなさ
れ普通に受講し、板書や課
題提出ができた。

準備学習、事後学習がなさ
れてはいないが、板書や課
題提出ができた。

幅広い領域について基礎的
な知識を持ち、それぞれの
領域について理解し説明で
きた。

多様な領域からの見解を深
く理解できた。

多様な領域からの見解を一
定程度理解できた。

多様な領域からの見解をあ
る程度理解できた。

多様な領域からの見解をま
ったく理解ができなかった
。

幅広い分野の知識・理解を
もとにして、問題に対して
多角的な思考力・判断力を
行うことができた。

多様な思考力・判断力が身
についた。

多様な思考力・判断力が一
定程度身についた。

多様な思考力・判断力があ
る程度身についた。

多様な思考力・判断力がま
ったく身につけることがで
きなかった。

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂ心理学

専門科目科目分類区分

佐藤　和裕（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SPS422063，SPS522053（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐藤　和裕 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして、スポーツ心理学についての基
礎的な科学的知識を深め指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は、１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ １０％ ５０％ ３０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス（シラバスの説明）
授業改善アンケート結果反映の説明 事前にシラバスを読んで確認しておく（９０分）

2 スポーツと心（スポーツにおけるこころの問題） シラバスを参考に、参考文献を読み確認しておく
（９０分）

資料はノートに貼り付け、授業内容を理解しておく
（９０分）

シラバスを参考に、参考文献を読み確認しておく
（９０分）3 スポーツと心（スポーツにおける個人差と集団の理

解）
資料はノートに貼り付け、授業内容を理解しておく
（９０分）

資料はノートに貼り付け、授業内容を理解しておく
（９０分）

シラバスを参考に、参考文献を読み確認しておく
（９０分）スポーツと心（チームビルディング）4

資料はノートに貼り付け、授業内容を理解しておく
（９０分）

シラバスを参考に、参考文献を読み確認しておく
（９０分）スポーツにおける動機づけ（動機づけ概念の理解）5

資料はノートに貼り付け、授業内容を理解しておく
（９０分）

シラバスを参考に、参考文献を読み確認しておく
（９０分）スポーツにおける動機づけ（適切な動機づけ水準）6

資料はノートに貼り付け、授業内容を理解しておく
（９０分）

シラバスを参考に、参考文献を読み確認しておく
（９０分）コーチングの心理（コーチングの手法）7

資料はノートに貼り付け、授業内容を理解しておく
（９０分）

シラバスを参考に、参考文献を読み確認しておく
（９０分）コーチングの心理（コーチング評価）8

資料はノートに貼り付け、授業内容を理解しておく
（９０分）

シラバスを参考に、参考文献を読み確認しておく
（９０分）メンタルマネジメント（メンタルトレーニング）9

10 メンタルマネジメント（あがりの対処法） シラバスを参考に、参考文献を読み確認しておく
（９０分）

資料はノートに貼り付け、授業内容を理解しておく
（９０分）

資料はノートに貼り付け、授業内容を理解しておく
（９０分）

シラバスを参考に、参考文献を読み確認しておく
（９０分）メンタルマネジメント（プレッシャーの対処法）11

資料はノートに貼り付け、授業内容を理解しておく
（９０分）

シラバスを参考に、参考文献を読み確認しておく
（９０分）メンタルマネジメント（スランプの対処法）12

資料はノートに貼り付け、授業内容を理解しておく
（９０分）

シラバスを参考に、参考文献を読み確認しておく
（９０分）指導者のメンタルマネジメント（リーダーシップ）13

資料はノートに貼り付け、授業内容を理解しておく
（９０分）

シラバスを参考に、参考文献を読み確認しておく
（９０分）

指導者のメンタルマネジメント（感情コントロール
）14

資料はノートに貼り付け、授業内容を理解しておく
（９０分）

シラバスを参考に、参考文献を読み確認しておく
（９０分）

指導者のメンタルマネジメント（指導者の自己管理
）15

資料はノートに貼り付け、授業内容を理解しておく
（９０分）

ノート・プリントで講義内容を確認しておく（９０
分）まとめ(授業改善アンケートの実施)16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ガイダンスの内容を理解しておく（９０分）

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂ心理学

専門科目科目分類区分

佐藤　和裕（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SPS422063，SPS522053（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐藤　和裕 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして、スポーツ心理学についての基
礎的な科学的知識を深め指導する。

基本情報

開講時期

1 日本体育協会 日本体育協会

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『日本体育協会公認スポーツ指導者養成テキスト
　共通科目Ⅱ』

２００５

2 日本体育協会 日本体育協会『日本体育協会公認スポーツ指導者養成テキスト
　共通科目Ⅲ』

２００５

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



法律の条文を読み取れない
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
法律は，市民生活や経済活動を送るうえで欠かせないものである。法的な問題が生じたとき、迅速かつ的確に対応できるよう，条文を理解し，適用・解釈できるよ
うに学ぶ。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）（２）（３）に対応する。

到達目標
法律に対して感じるむずかしさや抵抗感を取り除き，法律の基本知識を修得する。法律の基本知識を修得することにより，条文を理解し，適用・解釈できる。

授業全体の内容と概要
法律の基本となる知識を修得することを目的とし，条文を理解し，適用・解釈できるようになることを目標とする。さらには，法的な問題が生じたとき，迅速かつ
的確に対応できる人材を育成することを目標とする。法の基本となる知識を修得し，実例に即し講義を行う。具体的には，日本において法律の基礎となる六つの法
典，憲法，民法，商法，刑法，民事訴訟法，刑事訴訟法について，条文をベースに解説する。
「SDG 10.人や国の不平等をなくそう」の関連科目。

授業の方法
授業は，資料をパワーポイントで投影し，資料（第３回から第１４回の計１２回）を配布して実施する（調査学習含む）。授業の進行は，前回の復習から始まり，
本日の講義の内容を講義形式で解説を行う。
①確認テストは，講義の理解を深めるために3回（前年実績）実施する。②ビデオ視聴は，課題解決力を養うために２回（オンライン授業の場合は実施しない）実施
する。①②についてのフィードバックは，講義内で解説を行う。
※補講は原則２回を限度として実施する（公欠などの学生に対しては，補講を出席することによって単位認定基準を満たす場合のみ実施する）。
※確認テストなどはプリント配布で実施のほか、Microsoft Formsの小テストから学生全体の理解度を把握し、指導する

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

〇 調査学習

双方向授業

〇 ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・私語などの迷惑行為は厳禁。
・講義中スマホの操作は厳禁，マナーモードで受講してください。
・六法を持参することを推奨。
・確認テストやビデオ視聴を実施するので遅刻は慎むこと。開始後，プリント配布はしません。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

法律の条文を読み取り，理
解できる

事例を理解し，法律の条文
を適用できる

課題に対し，問題解決がで
きる

法律の条文を読み取り，理
解でき，さらに自分の意見
を述べる

法律の条文を読み取り，理
解でき，自分なりの説明で
きる

法律の条文を読み取り，理
解できる

法律の条文を読み取れる

事例を理解し，法律の条文
を適用し，さらに自分の意
見を述べる

事例を理解し，法律の条文
を適用し，自分なりの説明
できる

事例を理解し，法律の条文
を適用できる

事例を理解し，法律の条文
を理解できる

事例を読み取れず，法律の
条文を理解できない

解答が的確で，過不足なく
網羅して答えている

一部に解答と関係ないこと
を答えているが，解答は答
えている

改善すべき点があるが，解
答は一通り答えている

的確ではないが，解答を部
分的には答えている

解答が論点にズレがあり，
テーマに対して十分ではな
い

科目名称 法学入門（M）

共通教育科目科目分類区分

青山　浩之（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

LAW021019（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）青山　浩之 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１０回以上。
※課題の提出等の定期試験以外の割合が単位認定基準の４割を占めるので，１２回以上の出席を推奨。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ０％ ０％ ４０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
・参考資料の配布方法や事前提供などについて配慮する。
・講義中の録音・録画・撮影などについて配慮する。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明
ガイダンス　法とは何か

シラバスの確認（９０分）

2
シラバスの説明
ガイダンス　法とは何か－法と道徳，法の目的・種
類

シラバスの確認
法とは何かを考える調べ学習（９０分） 復習（９０分）

法と裁判についての調べ学習（９０分）3 法の適用と解釈－法と裁判
　確認テスト１（前年実績） 配布資料の復習（９０分），確認テストの復習

配布資料の復習（９０分）基本的人権についての調べ学習（９０分）日本国憲法の基本原理－基本的人権4

配布資料の復習（９０分）権力分立二についての調べ学習（９０分）日本国憲法の基本原理－権力分立5

配布資料の復習（９０分）国民主権と国会についての調べ学習（９０分）日本国憲法の基本原理－国民主権と国会6

配布資料の復習（９０分），確認テストの復習民法と基本原理についての調べ学習（９０分）民法－全体像と基本原理
　確認テスト２（前年実績）7

配布資料の復習（９０分）契約についての調べ学習（９０分）民法－契約8

配布資料の復習（９０分）権利主体と法律行為についての調べ学習（９０分）民法－権利主体と法律行為9

10 民法－物権
民事訴訟法－全体像と目的 物権と民事訴訟法についての調べ学習（９０分） 配布資料の復習（９０分）

配布資料の復習（９０分）会社法と株式会社のしくみについての調べ学習
（９０分）会社法－全体像と株式会社のしくみ11

配布資料の復習（９０分）法益保護機能と自由保障機能，罪刑法定主義につい
ての調べ学習（９０分）刑法－法益保護機能と自由保障機能，罪刑法定主義12

配布資料の復習（９０分），確認テストの復習犯罪が成立するためのプロセス，行為無価値論と結
果無価値論についての調べ学習（９０分）

刑法－犯罪が成立するためのプロセス，行為無価値
論と結果無価値論
　確認テスト３（前年実績）

13

配布資料の復習（９０分）犯罪の構成要件，犯罪の保護法益と刑事訴訟法につ
いての調べ学習（９０分）

刑法－犯罪の構成要件，犯罪の保護法益
刑事訴訟法－全体像と目的14

試験範囲の確認，第３回から第１４回まで復習
（９０分）第３回から第１４回まで復習（９０分）。

まとめ
定期試験の説明
授業改善アンケートの実施

15

復習（９０分）試験範囲の確認，第３回から第１４回まで復習
（９０分）

定期試験（６０分）
定期試験の解説，採点方法の説明
授業改善アンケートの実施

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

復習（９０分）

科目名称 法学入門（M）

共通教育科目科目分類区分

青山　浩之（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

LAW021019（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）青山　浩之 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 宍戸常寿・石川博康 有斐閣 9784641126183

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『法学入門』 2021年

2 佐伯仁志・大村敦志／編集代表 有斐閣 9784641009226『ポケット六法　令和４年版』 2021年

3 尾崎哲夫 自由国民社 9784426118730『条文ガイド六法 憲法 第２版』 2016年

4 江藤祥平・大塚智見・遠藤聡太
・粟谷しのぶ・辰野嘉則・田原

有斐閣 9784641126312『大学生活と法学』 2020年

5



「法とは何か」を考える視
点を理解できなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
憲法，民法，労働法などわれわれが日常生活や経済活動を送るうえで関係する主な法律について，その基本的な考え方や具体的な知識を事例や判例を交えながら理
解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（３）（５）に対応する。

到達目標
①「法とは何か」について考える視点を理解できる。
②日本国憲法の基本原理など国民として知っておくべき基本的事項を説明できる。
③日常生活，社会生活を送るうえで必要となる身近な法律を知るために「六法」を使いこなすことができる。

授業全体の内容と概要
憲法，民法を中心に，われ生活に生活に関係するさまざまな法について，具体的事例を挙げながら概説する。
「SDG5．ジェンダー平等を実現しよう」，「SDG10..人や国の不平等をなくそう」の関連授業科目

授業の方法
授業は，板書及び配付資料を活用しながら講義形式で行う。また判例や立法動向を取り上げディスカッションを交えつつ理解を深める。適宜，授業内容についての
レポート提出を求める。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
毎回，必ず教科書・六法・配布資料を携行すること。

資格指定科目
教職課程（社会・公民）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

思考・判断

関心・意欲

日常生活に関係する主な法
律についての知識を具体的
事例に応用できた。

日常生活に関係する主な法
律についての知識をほぼ理
解できた。

「法とは何か」を考える視
点を十分理解できた。

「法とは何か」を考える視
点を理解できた。

日常生活に関わる諸法律と
憲法との関係を判例を踏ま
えながら積極的に学修する
ことができた。

日常生活に関わる諸法律に
ついて憲法との関係を考え
ながら判断することができ
た。

日常生活に関わる諸法律と
憲法との関係について考え
ることができた。

日本国憲法の基本原理の意
味について考える姿勢を示
した。

日本国憲法の基本原理の意
味について考える姿勢を示
せなかった。

授業内容を越えて日常生活
と法の関係について「六法
」を使いこなすことができ
た。

授業内容に則して日常生活
と法の関係について「六法
」を使いこなすことができ
た。

日常生活と法の関係ににつ
いて「六法」を参照しなが
ら関心を広げた。

授業で取り上げた法律につ
いて「六法」で条文を確認
することができた。

授業中に「六法」を使いな
がら理解を深めるという意
欲に乏しかった。

科目名称 法学入門（S）

共通教育科目科目分類区分

大倉　司（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

LAW021019（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 1号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大倉　司 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け，本学の基本方針及び規程等に基づき，学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明
法とは何か①－われわれの生活と法との関わり

教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）

2 法とは何か②－法と道徳，法の目的・種類 教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分） 授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）

教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）3 法とは何か③－法の適用と解釈，裁判の基準 授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）日本国憲法の基本原理①－国民主権，基本的人権4

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）日本国憲法の基本原理②－権力分立5

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）財産関係と法①－権利能力・行為能力，物権・債権6

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）財産関係と法②－契約7

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）財産関係と法③－損害賠償8

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）家族関係と法①－婚姻，親子，親権，後見・保佐・

補助9

10 家族関係と法②－扶養，相続 教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分） 授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）労働関係と法11

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）企業活動と法12

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）犯罪と法13

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）紛争解決と法14

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）社会福祉と法

授業改善アンケートの実施15

試験内容をふまえ授業全体を振り返る(９０分)全授業を振り返り試験に向けた準備（９０分）試験（６０分の試験終了後、３０分で解説をする）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）

科目名称 法学入門（S）

共通教育科目科目分類区分

大倉　司（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

LAW021019（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 1号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大倉　司 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 池田真朗ほか 有斐閣 978-4-641-22163-5

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『法の世界へ[第８版]』 ２０２０

2 佐伯仁志ほか編 有斐閣 978-4-641-00922-6『ポケット六法[令和４年版]』 ２０２１

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



法律の条文を読み取れない
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
法律は，市民生活や経済活動を送るうえで欠かせないものである。法的な問題が生じたとき、迅速かつ的確に対応できるよう，条文を理解し，適用・解釈できるよ
うに学ぶ。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（２）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）に対応する。

到達目標
法律に対して感じるむずかしさや抵抗感を取り除き，法律の基本知識を修得する。法律の基本知識を修得することにより，条文を理解し，適用・解釈できる。

授業全体の内容と概要
法律の基本となる知識を修得することを目的とし，条文を理解し，適用・解釈できるようになることを目標とする。さらには，法的な問題が生じたとき，迅速かつ
的確に対応できる人材を育成することを目標とする。法の基本となる知識を修得し，実例に即し講義を行う。具体的には，日本において法律の基礎となる六つの法
典，憲法，民法，商法，刑法，民事訴訟法，刑事訴訟法について，条文をベースに解説する。
「SDG 10.人や国の不平等をなくそう」の関連科目。

授業の方法
授業は，資料をパワーポイントで投影し，資料（第３回から第１４回の計１２回）を配布して実施する（調査学習含む）。授業の進行は，前回の復習から始まり，
本日の講義の内容を講義形式で解説を行う。
①確認テストは，講義の理解を深めるために3回（前年実績）実施する。②ビデオ視聴は，課題解決力を養うために２回（オンライン授業の場合は実施しない）実施
する。①②についてのフィードバックは，講義内で解説を行う。
※補講は原則２回を限度として実施する（公欠などの学生に対しては，補講を出席することによって単位認定基準を満たす場合のみ実施する）。
※確認テストなどはプリント配布で実施のほか、Microsoft Formsの小テストから学生全体の理解度を把握し、指導する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

〇 調査学習

双方向授業

〇 ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・私語などの迷惑行為は厳禁。
・講義中スマホの操作は厳禁，マナーモードで受講してください。
・六法を持参することを推奨。
・確認テストやビデオ視聴を実施するので遅刻は慎むこと。開始後，プリント配布はしません。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

法律の条文を読み取り，理
解できる

事例を理解し，法律の条文
を適用できる

課題に対し，問題解決がで
きる

法律の条文を読み取り，理
解でき，さらに自分の意見
を述べる

法律の条文を読み取り，理
解でき，自分なりの説明で
きる

法律の条文を読み取り，理
解できる

法律の条文を読み取れる

事例を理解し，法律の条文
を適用し，さらに自分の意
見を述べる

事例を理解し，法律の条文
を適用し，自分なりの説明
できる

事例を理解し，法律の条文
を適用できる

事例を理解し，法律の条文
を理解できる

事例を読み取れず，法律の
条文を理解できない

解答が的確で，過不足なく
網羅して答えている

一部に解答と関係ないこと
を答えているが，解答は答
えている

改善すべき点があるが，解
答は一通り答えている

的確ではないが，解答を部
分的には答えている

解答が論点にズレがあり，
テーマに対して十分ではな
い

科目名称 法学入門（D・A）

共通教育科目科目分類区分

青山　浩之（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

LAW021019（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年　建築学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）青山　浩之 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１０回以上。
※課題の提出等の定期試験以外の割合が単位認定基準の４割を占めるので，１２回以上の出席を推奨。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ０％ ０％ ４０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
・参考資料の配布方法や事前提供などについて配慮する。
・講義中の録音・録画・撮影などについて配慮する。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明
ガイダンス　法とは何か

シラバスの確認（９０分）

2
シラバスの説明
ガイダンス　法とは何か－法と道徳，法の目的・種
類

シラバスの確認
法とは何かを考える調べ学習（９０分） 復習（９０分）

法と裁判についての調べ学習（９０分）3 法の適用と解釈－法と裁判
　確認テスト１（前年実績） 配布資料の復習（９０分），確認テストの復習

配布資料の復習（９０分）基本的人権についての調べ学習（９０分）日本国憲法の基本原理－基本的人権4

配布資料の復習（９０分）権力分立二についての調べ学習（９０分）日本国憲法の基本原理－権力分立5

配布資料の復習（９０分）国民主権と国会についての調べ学習（９０分）日本国憲法の基本原理－国民主権と国会6

配布資料の復習（９０分），確認テストの復習民法と基本原理についての調べ学習（９０分）民法－全体像と基本原理
　確認テスト２（前年実績）7

配布資料の復習（９０分）契約についての調べ学習（９０分）民法－契約8

配布資料の復習（９０分）権利主体と法律行為についての調べ学習（９０分）民法－権利主体と法律行為9

10 民法－物権
民事訴訟法－全体像と目的 物権と民事訴訟法についての調べ学習（９０分） 配布資料の復習（９０分）

配布資料の復習（９０分）会社法と株式会社のしくみについての調べ学習
（９０分）会社法－全体像と株式会社のしくみ11

配布資料の復習（９０分）法益保護機能と自由保障機能，罪刑法定主義につい
ての調べ学習（９０分）刑法－法益保護機能と自由保障機能，罪刑法定主義12

配布資料の復習（９０分），確認テストの復習犯罪が成立するためのプロセス，行為無価値論と結
果無価値論についての調べ学習（９０分）

刑法－犯罪が成立するためのプロセス，行為無価値
論と結果無価値論
　確認テスト３（前年実績）

13

配布資料の復習（９０分）犯罪の構成要件，犯罪の保護法益と刑事訴訟法につ
いての調べ学習（９０分）

刑法－犯罪の構成要件，犯罪の保護法益
刑事訴訟法－全体像と目的14

試験範囲の確認，第３回から第１４回まで復習
（９０分）第３回から第１４回まで復習（９０分）。

まとめ
定期試験の説明
授業改善アンケートの実施

15

復習（９０分）試験範囲の確認，第３回から第１４回まで復習
（９０分）

定期試験（６０分）
定期試験の解説，採点方法の説明
授業改善アンケートの実施

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

復習（９０分）

科目名称 法学入門（D・A）

共通教育科目科目分類区分

青山　浩之（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

LAW021019（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年　建築学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）青山　浩之 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 宍戸常寿・石川博康 有斐閣 9784641126183

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『法学入門』 ２０２１年

2 佐伯仁志，大村敦志／編集代表 有斐閣 9784641009226『ポケット六法　令和４年版』 ２０２０年

3 尾崎哲夫 自由国民社 9784426118730『条文ガイド六法 憲法 第２版』 ２０１６年

4 江藤祥平・大塚智見・遠藤聡太
・粟谷しのぶ・辰野嘉則・田原

有斐閣 9784641126312『大学生活と法学』 ２０２２年

5



左右により過ぎや、極端に
大きい、小さい等

359－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
デザイナーとして，アーティストとして，美術の教員として「デッサン」が全ての基礎基本であることを充分に認識させ，単に技能や知識の向上にとどまらず，美
術を愛好し積極的に，学生がそれぞれの専門分野に活かそうとする態度を養うこと。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（１）　（２）に対応する。

到達目標
モティーフのかたちを客観的に把握できるようにすること。素描の楽しさや重要性について理解できる。
卒業後の社会での生活を想定した専門性に関する意識の高揚と実践的態度を養成する。

授業全体の内容と概要
デッサンの材料・用具・その要素としてのプロポーション・明暗・質感・空間表現などについての実習。

授業の方法
プレゼンテーションは板書にて行う。授業形態は実技を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
知性と感性を充分に発揮し，根気強くたゆまなく努力すること。
作品の質・課題に取り組む姿勢・鑑賞力などを重視する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

適正な構図、形のバランス
（比例）が正しく捉えられ
ることを基準とする

光の方向や陰影の濃淡等が
分かりやすく表現できてい
るかを基準とする

陰影法を正しく理解できて
いるかを基準とする

バランスよく配置や大きさ
が捉えられていた

ほぼバランスよく配置され
ていた

大きさ等が大体捉えられて
いた

左右上下にバランスよく配
置されていた

自然な光の流れが表現出来
ていた

ほぼ光の方向が表現出来て
いた

明るい、暗いの描き分けが
出来ていた

明暗で表現しているた 輪郭線等で囲って色を付け
ていた

陰と投影を正しく理解し描
き分けられている。質感の
表現も出来ていた

陰で立体表現が出来ていた 光の流れで立体表現をして
いた

色の濃淡で表現していた 輪郭の中に単色の調子を塗
り込んでいた

科目名称 ﾃﾞｯｻﾝⅢ

専門科目科目分類区分

西田　陽二（デザイン学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

AEA222008（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・２年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西田　陽二 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

画家として活動経験を有する教員が，その経験を活かし実践に即してデッサンについて教授
する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，２０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ８０％ ０％ ０％ ２０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

360－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーションー　シラバスの説明
デッサンのための用具野説明，授業の流れと目的な
どについて。　

シラバスを読んでおくこと
（45分）

2 石膏像（胸像）のデッサン　① 作品集等の書籍・資料を参考に構想を練っておくこ
と（45分）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

作品集等の書籍・資料を参考に構想を練っておくこ
と（45分）3 石膏像（胸像）のデッサン　② 作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分

）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

作品集等の書籍・資料を参考に構想を練っておくこ
と（45分）石膏像（胸像）のデッサン　③4

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

作品集等の書籍・資料を参考に構想を練っておくこ
と（45分）石膏像（胸像）のデッサン　④5

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

作品集等の書籍・資料を参考に構想を練っておくこ
と（45分）石膏像（胸像）のデッサン　⑤作品画像保存6

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

作品集等の書籍・資料を参考に構想を練っておくこ
と（45分）石膏像（胸像）のデッサン　①7

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

作品集等の書籍・資料を参考に構想を練っておくこ
と（45分）石膏像（胸像）のデッサン　②8

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

作品集等の書籍・資料を参考に構想を練っておくこ
と（45分）石膏像（胸像）のデッサン　③9

10 石膏像（胸像）のデッサン　④ 作品集等の書籍・資料を参考に構想を練っておくこ
と（45分）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

作品集等の書籍・資料を参考に構想を練っておくこ
と（45分）石膏像（胸像）のデッサン　⑤11

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

作品集等の書籍・資料を参考に構想を練っておくこ
と（45分）石膏像（胸像）のデッサン　⑥作品画像保存12

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

作品集等の書籍・資料を参考に構想を練っておくこ
と（45分）石膏像（胸像）のデッサン　①13

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

作品集等の書籍・資料を参考に構想を練っておくこ
と（45分）石膏像（胸像）のデッサン　②14

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

作品集等の書籍・資料を参考に構想を練っておくこ
と（45分）石膏像（胸像）のデッサン　③15

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

作品集等の書籍・資料を参考に構想を練っておくこ
と（45分）石膏像（胸像）のデッサン　④16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 石膏像（胸像）のデッサン　⑤ 作品集等の書籍・資料を参考に構想を練っておくこ
と（45分）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

18 石膏像（胸像）のデッサン　⑥作品画像保存 作品集等の書籍・資料を参考に構想を練っておくこ
と（45分）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

作品集等の書籍・資料を参考に構想を練っておくこ
と（45分）19 石膏像（胸像）のデッサン　① 作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分

）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

作品集等の書籍・資料を参考に構想を練っておくこ
と（45分）石膏像（胸像）のデッサン　②20

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

作品集等の書籍・資料を参考に構想を練っておくこ
と（45分）石膏像（胸像）のデッサン　③21

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

作品集等の書籍・資料を参考に構想を練っておくこ
と（45分）石膏像（胸像）のデッサン　④22

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

作品集等の書籍・資料を参考に構想を練っておくこ
と（45分）石膏像（胸像）のデッサン　⑤23

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

作品集等の書籍・資料を参考に構想を練っておくこ
と（45分）石膏像（胸像）のデッサン　⑥作品画像保存24

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

作品集等の書籍・資料を参考に構想を練っておくこ
と（45分）石膏像（胸像）のデッサン　①25

26 石膏像（胸像）のデッサン　② 作品集等の書籍・資料を参考に構想を練っておくこ
と（45分）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

作品集等の書籍・資料を参考に構想を練っておくこ
と（45分）石膏像（胸像）のデッサン　③27

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

作品集等の書籍・資料を参考に構想を練っておくこ
と（45分）石膏像（胸像）のデッサン　④28

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

作品集等の書籍・資料を参考に構想を練っておくこ
と（45分）石膏像（胸像）のデッサン　⑤29

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

作品集等の書籍・資料を参考に構想を練っておくこ
と（45分）石膏像（胸像）のデッサン　⑥30

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

作品集等の書籍・資料を参考に構想を練っておくこ
と（45分）石膏像（胸像）のデッサン　⑦作品画像の保存31

解説・フィードバックを受けて講義内容のふりかえ
りを行うこと（45分）講評会の準備を行うこと（45分）採点及び講評会　（解説・フィードバック）

授業改善アンケート実施32

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

科目名称 ﾃﾞｯｻﾝⅢ

専門科目科目分類区分

西田　陽二（デザイン学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

AEA222008（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・２年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西田　陽二 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

画家として活動経験を有する教員が，その経験を活かし実践に即してデッサンについて教授
する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



361－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 ﾃﾞｯｻﾝⅢ（B）

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

AEA222008（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 2 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

362－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 ﾃﾞｯｻﾝⅢ（B）

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

AEA222008（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 2 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



学修した知識が修得できな
かった。

363－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
基礎ゼミナールⅠに引き続き、建築・絵画・音楽などウィーン文化を考察する。さらにドイツ語学修に
重きを置き、ドイツ語検定試験５級合格のための基礎を固める。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。

到達目標
ドイツ語検定試験５級合格のための基礎を固める。観光・留学などドイツ語圏で困らない程度の日常会話を身につける。　

授業全体の内容と概要
ドイツと言えば、クラシック音楽である。クラシックをBGMに用いたリラックスした学習環境の中で、ドイツ語の文法と会話を学修する。

授業の方法
授業では板書をしながら、ドイツ語の文法・文化を紹介する。ドイツのＤＶＤ等も見て講義形式で行う。
また、適宜確認テストを実施し、フィードバックとして解説を丁寧に行う。　

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

〇 ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

〇 調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
ウィーンを含めたヨーロッパの絵画、建築、音楽等に興味があり、ドイツ語を修得したい学生であればだれでも受講可能。　

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性・多様性・協働性

学修した知識・技能を確実
に修得し、求められるレベ
ルを大きく超えた。

学修した知識・技能を確実
に修得した。

学修した知識・技能をほぼ
修得した。

学修した知識・技能を修得
したが、最低限容認できる
レベルにとどまった。

与えられた課題に積極的に
取り組み、求められるレベ
ルを大きく超えた。　

与えられた課題に取り組み
、求められるレベルを達成
した。　

与えられた課題に取り組み
、求められるレベルをほぼ
達成した。

与えられた課題に取り組ん
だが、最低限容認できるレ
ベルにとどまった。　

与えられた課題に真面目に
取り組まなかった。　

与えられた課題には積極的
に取り組んだ。理解力やプ
レゼンテーション能力は求
められるレベルを大きく超
えた。　

与えられた課題に取り組ん
だ。理解力やプレゼンテー
ション能力は求められるレ
ベルを達成した。　

与えられた課題に取り組み
、求められるレベルをほぼ
達成した。

与えられた課題に取り組ん
だが、最低限容認できるレ
ベルにとどまった。　

与えられた課題に真面目に
取り組まなかった。　

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

河田　一郎（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館８階

単位数 1 (単位認定責任者： ）河田　一郎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

大学入試センターの問題作成委員としての経験を活かしてドイツ語教育にかかわる指導を行
う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は、１３回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２０％ ０％ ０％ ８０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規定等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

364－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ［ガイダンス］　授業の進め方・シラバスの説明。
授業改善アンケート結果反映の説明。 シラバスの内容を確認すること。（４５分）

2 ［ドイツ語の発音について］　基本的な発音、ドイ
ツ語特有な発音について学習する。 前回の授業内容を確認すること。（４５分） 授業の内容を復習しておくこと。（４５分）

前回の授業内容を確認すること。（４５分）　3 ［ドイツ語の動詞について］　動詞の変化について
学び、人称変化させることができる。 授業の内容を復習しておくこと。（４５分）

授業の内容を復習しておくこと。（４５分）前回の授業内容を確認すること。（４５分）　［不規則変化動詞について］　不規則変化動詞の変
化について学び、人称変化させることができる。4

授業の内容を復習しておくこと。（４５分）前回の授業内容を確認すること。（４５分）　［seinとhabenについて］　seinとhabenについて学
び、格変化させることができる。5

授業の内容を復習しておくこと。（４５分）前回の授業内容を確認すること。（４５分）　［名詞と冠詞について］　名詞と冠詞について学び
、格変化させることができる。6

授業の内容を復習しておくこと。（４５分）前回の授業内容を確認すること。（４５分）［名詞の複数形について］　ドイツ語の名詞の複数
形について学び、格変化させることができる。7

授業の内容を復習しておくこと。（４５分）前回の授業内容を確認すること。（４５分）　［特殊な動詞の変化について］　特殊な動詞の変化
について学び、人称変化させることができる。8

授業の内容を復習しておくこと。（４５分）前回の授業内容を確認すること。（４５分）　［特殊な動詞の変化について］　特殊な動詞の変化
について学び、人称変化させることができる。9

10
［冠詞類について］　ドイツ語の冠詞類とはどのよ
うな変化をするのかを学び、変化させることができ
る。

前回の授業内容を確認すること。（４５分）　 授業の内容を復習しておくこと。（４５分）

授業の内容を復習しておくこと。（４５分）前回の授業内容を確認すること。（４５分）　［前置詞について］　ドイツ語の前置詞について学
び、英語との違いを理解する。11

授業の内容を復習しておくこと。（４５分）前回の授業内容を確認すること。（４５分）　
［３・４格支配の前置詞について］　３・４格支配
の前置詞について学び、３格と４格の違いを理解す
る。

12

授業の内容を復習しておくこと。（４５分）前回の授業内容を確認すること。（４５分）　［接続詞について］　ドイツ語の接続詞の特徴を学
び、文章を書き換えることができる。13

授業の内容を復習しておくこと。（４５分）前回の授業内容を確認すること。（４５分）　［ヒアリング練習］　ヒアリングに関するポイント
を学ぶ。14

授業の内容を復習しておくこと。（４５分）前回の授業内容を確認すること。（４５分）　［ドイツ語検定５級について］　問題の傾向と対策
を学ぶ。15

授業の内容を復習しておくこと。（４５分）前回の授業内容を確認すること。（４５分）［前期学修内容の復習］　前期で学んだ文法項目を
チェックする。授業改善アンケートの実施。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業の内容を復習しておくこと。（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

河田　一郎（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館８階

単位数 1 (単位認定責任者： ）河田　一郎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

大学入試センターの問題作成委員としての経験を活かしてドイツ語教育にかかわる指導を行
う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



ウエイトトレーニングの基
本を理解していない

365－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
本授業では、１年時に実施したトレーニングの成果を体力・形態測定を実施することで確認し足りない体力の強化に向けて、様々なトレーニングを実践する。また
、生涯にわたって運動習慣を継続することで高齢になっても体力の維持、健康で長寿であることを目的とする。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）（３）（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）（３）（４）に対応する。

到達目標
各自、1年時からの体力向上を参考に到達目標を設定し、様々なトレーニング方法を理解し実践できることを目標とする。
生涯を通じて定期的に運動する習慣を養う。

授業全体の内容と概要
体力測定、形態測定により自分の体力の変化や状態を知る。
様々な種類のトレーニングに関する１年時に学んだ基礎から応用理論を学び、正しいトレーニングの方法を学習する。

授業の方法
体育館、ウエイトトレーニング場を中心に授業を行う。様々なトレーニング方法をグループワークによる実践を通して、課題の発見や指摘をし合い、ディスカッシ
ョンではタブレット、スマートフォンの活用をすることで正しい技術を習得できるように進めていく。レポートなどの解説のフィードバックを実施する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
競技経験があり体力があること。
遅刻は２回につき１回欠席とする。
運動着、飲料水、上靴、タオルの用意。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

ウエイトトレーニングの基
本

体幹トレーニングの基本

ラダートレーニングの基本

ウエイトトレーニングの基
本を良く理解している

ウエイトトレーニングの基
本をほぼ理解している

ウエイトトレーニングの基
本をある程度理解している

ウエイトトレーニングの基
本を理解している

体幹トレーニングの基本を
良く理解している

体幹トレーニングの基本を
ほぼ理解している

体幹トレーニングの基本を
ある程度理解している

体幹トレーニングの基本を
理解している

体幹トレーニングの基本を
理解していない

ラダートレーニングの基本
を良く理解している

ラダートレーニングの基本
をほぼ理解している

ラダートレーニングの基本
をある程度理解している

ラダートレーニングの基本
を理解している

ラダートレーニングの基本
を理解していない

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

戸佐　晃一（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）戸佐　晃一 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１３回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ３０％ ３０％ ０％ ４０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

366－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス
シラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明

事前にシラバスを読んで確認しておく（４５分）

2 ウエイトトレーニングの基本Ⅰ ウエイトトレーニングの基本を確認しておく（４５
分） 学習内容を復習し理解しておく（４５分）

ウエイトトレーニングの基本を確認しておく（４５
分）3 ウエイトトレーニングの基本Ⅱ 学習内容を復習し理解しておく（４５分）

学習内容を復習し理解しておく（４５分）ウエイトトレーニングの基本を確認しておく（４５
分）ウエイトトレーニングの基本Ⅲ4

学習内容を復習し理解しておく（４５分）ウエイトトレーニングの基本を確認しておく（４５
分）ウエイトトレーニングの基本Ⅳ5

学習内容を復習し理解しておく（４５分）ウエイトトレーニングの基本を確認しておく分
（４５分）ウエイトトレーニングの基本Ⅴ6

学習内容を復習し理解しておく（４５分）体幹トレーニングの基本を確認しておく（４５分）体幹トレーニングⅠ7

学習内容を復習し理解しておく（４５分）体幹トレーニングの基本を確認しておく（４５分）体幹トレーニングⅡ8

学習内容を復習し理解しておく（４５分）体幹トレーニングの基本を確認しておく（４５分）体幹トレーニングⅢ9

10 ラダートレーニングⅠ ラダートレーニングの基本を確認しておく（４５分
） 学習内容を復習し理解しておく（４５分）

学習内容を復習し理解しておく（４５分）ラダートレーニングの基本を確認しておく（４５分
）ラダートレーニングⅡ11

学習内容を復習し理解しておく（４５分）ラダートレーニングの基本を確認しておく（４５分
）ラダートレーニングⅢ12

学習内容を復習し理解しておく（４５分）体力測定種目の確認をしておく（４５分）体力測定13

学習内容を復習し理解しておく（４５分）形態測定種目の確認をしておく（４５分）形態測定14

学習内容を復習し理解しておく（４５分）授業内容を振り返り確認しておく（４５分）まとめ
授業改善アンケートの実施15

学習内容を復習し理解しておく（４５分）体力・形態測定結果を確認しておく（４５分）フィードバック16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ガイダンスの内容を理解しておく（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

戸佐　晃一（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）戸佐　晃一 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



仲間とコミュニケーション
を図ることがとても苦手で
あった。

367－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
大学での勉強を進めるにあたり、必要となる文章読解力のほか、コミュニケーション能力、ディスカッション能力、プレゼンテーション能力の向上をはかる。

授業の位置づけ
経営学科の（2）（4）（5）に対応する。
社会福祉学科の（2）（4）（5）に対応する。
デザイン学科の（2）（4）に対応する。
建築学科の（2）（4）に対応する。

到達目標
自分でテーマを設定し、文章にまとめることができる。
グループ内でのコミュニケーションを図ることができ、リーダーシップを発揮できる。
テーマに基づきプレゼンテーションをすることができる。

授業全体の内容と概要
授業の前半は、小論文・レポートを作成し発表する。また、発表に対して討議したり、ディスカッションを行う。
後半は、特定のテーマでプレゼンテーションを行い、質疑応答やディスカッションも行う。
人前で話すための準備をし、解り易く、興味深い内容を考える。

授業の方法
小論文、レポートの書き方については、板書または資料にて説明する。提出されたレポートについては、添削及び内容の評価とともにフィードバックする。
グループディスカッションやプレゼンテーションの題材として、新聞やインターネットによるニュース等を提供しながら実施する。プレゼンテーションの方法につ
いては、授業のなかで学びとともに説明する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
２０分以上の遅刻は、欠席扱いとする。
対話する機会が多いので、積極的な発言や能動的な授業態度で臨むこと。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

コミュニケーション能力

ディスカッション能力

プレゼンテーション能力

仲間とのコミュニケーショ
ンを図る方法がとても巧み
におこなえた。 　

仲間とコミュニケーション
を図ることが比較的巧みに
できた。　

仲間とコミュニケーション
を図ることが普通にできた
。　

仲間とコミュニケーション
を図ることが上手ではない
が努力した。

討議の中で、対話を巧みに
でき、リーダーシップも取
れた。　

討議の中で、対話を巧みに
でき、リーダーシップもま
ずまず取れた。　

討議の中で、対話を巧みに
できたが、リーダーシップ
をとるまではいかなかった
。 　

討議の中で、対話をするこ
とが普通にできた。 　

討議の中で、対話をするこ
とが苦手で、ほとんど受け
身でおわった。   　

パワーポイント等を巧みに
使い、解り易く、興味深い
内容でプレゼンテーション
を行った。　

パワーポイント等を使い、
比較的解り易く、興味深い
内容でプレゼンテーション
を行った。 　

パワーポイント等を使い、
解り易くプレゼンテーショ
ンを行った。  　

パワーポイント等を使い、
プレゼンテーションを行っ
たが、多少伝わらなかった
。  　

プレゼンテーションの準備
がほとんどできていなかっ
た。  　

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

米野　宏（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 1 (単位認定責任者： ）米野　宏 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

教育機関における体育・健康・スポーツ関係の授業経験を活かし、学生の教養の基礎を指導
する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１３回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ １０％ １０％ ０％ ７０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

368－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス（シラバスの説明） 事前にシラバスを読んで確認する。（４５分）

2 レポートの作成
（アダプテッドスポーツの創作） シラバスを読んで確認と準備をする。（４５分） ノートに記載された内容を復習する。（４５分）

シラバスを読んで確認と準備をする。（４５分）3 発表と意見交換　１ ノートに記載された内容を復習する。（４５分）

ノートに記載された内容を復習する。（４５分）シラバスを読んで確認と準備をする。（４５分）発表と意見交換　２4

ノートに記載された内容を復習する。（４５分）シラバスを読んで確認と準備をする。（４５分）発表と意見交換　３5

ノートに記載された内容を復習する。（４５分）シラバスを読んで確認と準備をする。（４５分）アダプテッドスポーツを考える（屋外競技）6

ノートに記載された内容を復習する。（４５分）シラバスを読んで確認と準備をする。（４５分）アダプテッドスポーツを考える（屋内競技）7

ノートに記載された内容を復習する。（４５分）シラバスを読んで確認と準備をする。（４５分）プレゼンテーションの準備　１　
（グループに分かれて）　　8

ノートに記載された内容を復習する。（４５分）シラバスを読んで確認と準備をする。（４５分）プレゼンテーションの準備　２　
（グループに分かれて）9

10 プレゼンテーション　（屋外競技）　１ シラバスを読んで確認と準備をする。（４５分） ノートに記載された内容を復習する。（４５分）

ノートに記載された内容を復習する。（４５分）シラバスを読んで確認と準備をする。（４５分）プレゼンテーション　（屋外競技）　２11

ノートに記載された内容を復習する。（４５分）シラバスを読んで確認と準備をする。（４５分）プレゼンテーション　（屋外競技）　３12

ノートに記載された内容を復習する。（４５分）シラバスを読んで確認と準備をする。（４５分）プレゼンテーション　（屋内競技）　１13

ノートに記載された内容を復習する。（４５分）シラバスを読んで確認と準備をする。（４５分）プレゼンテーション　（屋内競技）　２14

ノートに記載された内容を復習する。（４５分）シラバスを読んで確認と準備をする。（４５分）プレゼンテーション　（屋内競技）　３15

評価等の内容を確認を確認する。（４５分）ノートに記載された内容を再度確認する。（４５分
）

ふりかえり
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

注意事項を確認する。（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

米野　宏（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 1 (単位認定責任者： ）米野　宏 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

教育機関における体育・健康・スポーツ関係の授業経験を活かし、学生の教養の基礎を指導
する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



行動の仕方を守らず役割を
果たさなく意欲もまったく
なく、安全に注意を払うこ
とができなかった。

369－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
競技スポーツ及び，健康のための基礎的トレーニングを基礎ゼミナールⅠＡ，ⅠＢより更に深く学び，個人に必要なトレーニングを自ら実践出来るように，メンタ
ルトレーニングを取り入れながら実践していく。また，学生と教員双方の人間関係を構築しコミュニケーション能力を高め，併せて快適な学生生活及び基本的な生
活習慣を身につける。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
競技及び個人の特性を理解し，自らの競技スポーツや健康の保持増進に一層深い関心を持ってメンタルな強化も含め，安全にトレーニングすることができる。

授業全体の内容と概要
基礎ゼミナールⅠＡ，ⅠＢを基に，メンタルトレーニングをどのように取り入れていくかなど，自らの競技力向上と健康の保持増進のために必要なトレーニングを
見つけ出し実践する。

授業の方法
授業は配布資料で実施し、トレーニングなどのＤＶＤも活用しながら講義形式で行う。授業によってはグループワークで思考・考察・発表を行い学習していく。レ
ポートにはコメントにてフィードバックする。さらに、実技に関しては基礎的なトレーニングの特性を理解し学習したことを実際に怪我に注意を払いながら実施し
ていく。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
ラグビー部に所属の学生を対象とする。基本的にジャージや屋内運動靴を必ず用意する。注意事項の詳細はガイダンスで指示する。
※健康上の理由で医師から運動を停止されている者は、申し出の上指示を受けること。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

関心・意欲・態度

知識・理解

計画・実行力

自ら進んで行動や役割を果
たすことができ、とても意
欲的に取り組み、且つ安全
に細心の注意を払うことが
できた。

積極的に行動や役割を果た
すことができ、意欲的に取
り組み、安全に注意を払う
ことができた。

行動の仕方を守り役割を果
たすことができ、普通に取
り組み安全に注意を払うこ
とができた。

行動の仕方を守らず役割を
果たしていないときがあっ
たが、安全に注意を払うこ
とができた。

トレーニングとメンタルト
レーニングの基礎的な知識
を持ち、それぞれの領域が
持つ見方について説明する
ことができ、実践的に活用
できた。

トレーニングとメンタルト
レーニングの基礎的な知識
を持ち、多様な領域からの
見解を深く理解できていて
、適切に活用できた。

トレーニングとメンタルト
レーニングの基礎的な知識
の見解を一定程度理解でき
ていて、活用できた。

トレーニングとメンタルト
レーニングの基礎的な知識
の見解をあまり深く理解は
できていないが、活用でき
た。

トレーニングとメンタルト
レーニングの基礎的な知識
の見解をまったく理解でき
ていなく、その獲得、修得
に取り組むことができなか
った。

達成目標を設定し、創造的
思考を持って最善の計画を
立て、その計画に沿って実
行できた。

達成目標を設定した計画を
立てることができ、計画に
沿って７割程度できた。

達成目標を設定し、計画を
立てて５割程度できた。

達成目標が曖昧ではあった
が、計画を立てて３割程度
できた。

計画を立てることができな
く、達成目標もなく、まっ
たくできなかった。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

佐藤　和裕（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）佐藤　和裕 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして、将来に向け健康で豊かな生活
を営んでいくための基礎を指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１３回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ３０％ ０％ ０％ ５０％ ２０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

370－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス（シラバスの説明）
授業改善アンケート結果反映の説明 事前にシラバスを読んで確認しておく（４５分）

2 基礎トレーニングとメンタルトレーニングの理解と
習得

基礎トレーニングとメンタルトレーニングについて
確認しておく（４５分）

基礎トレーニングとメンタルトレーニングについて
理解しておく（４５分）

基礎トレーニングとメンタルトレーニングについて
確認しておく（４５分）3 基礎トレーニングとメンタルトレーニングの理解と

習得
基礎トレーニングとメンタルトレーニングについて
理解しておく（４５分）

基礎トレーニングとメンタルトレーニングについて
理解しておく（４５分）

基礎トレーニングとメンタルトレーニングについて
確認しておく（４５分）

基礎トレーニングとメンタルトレーニングの理解と
習得4

基礎トレーニングとメンタルトレーニングについて
理解しておく（４５分）

基礎トレーニングとメンタルトレーニングについて
確認しておく（４５分）

基礎トレーニングとメンタルトレーニングの理解と
習得5

基礎トレーニングとメンタルトレーニングについて
理解しておく（４５分）

基礎トレーニングとメンタルトレーニングについて
確認しておく（４５分）

基礎トレーニングとメンタルトレーニングの理解と
習得6

基礎トレーニングとメンタルトレーニングについて
理解しておく（４５分）

基礎トレーニングとメンタルトレーニングについて
確認しておく（４５分）

基礎トレーニングとメンタルトレーニングの理解と
習得7

基礎トレーニングとメンタルトレーニングについて
理解しておく（４５分）

基礎トレーニングとメンタルトレーニングについて
確認しておく（４５分）

基礎トレーニングとメンタルトレーニングの理解と
習得8

身体のケアーを怠らない（４５分）健康に留意し体調を整えておく（４５分）トレーニングの実践9

10 トレーニングの実践 健康に留意し体調を整えておく（４５分） 身体のケアーを怠らない（４５分）

身体のケアーを怠らない（４５分）健康に留意し体調を整えておく（４５分）トレーニングの実践11

身体のケアーを怠らない（４５分）健康に留意し体調を整えておく（４５分）トレーニングの実践12

身体のケアーを怠らない（４５分）健康に留意し体調を整えておく（４５分）トレーニングの実践13

身体のケアーを怠らない（４５分）健康に留意し体調を整えておく（４５分）トレーニングの実践14

身体のケアーを怠らない（４５分）健康に留意し体調を整えておく（４５分）トレーニングの実践
授業改善アンケートの実施15

生涯スポーツとしての基礎を理解する（４５分）生涯スポーツとしての特性を理解しておく（４５分
）まとめ(授業改善アンケートの実施)16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ガイダンスの内容を理解しておく（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

佐藤　和裕（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）佐藤　和裕 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして、将来に向け健康で豊かな生活
を営んでいくための基礎を指導する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



知識・技能を得るための最
低限の活動が見られなかっ
た。

371－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
「経営学」を本格的に勉強したい学生を対象に、理論と実践を融合させ、経営学のエッセンシャルを身に付ける。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）（２）に対応する。

到達目標
経営学のフレームワーク理論と実践を理解する。

授業全体の内容と概要
経営学のフレームワーク理論と実践を理解してもらう。

授業の方法
各回の授業の中で、テーマに沿った議論を行い、きちんとした理論の展開を口頭でも文章でもできるように訓練することを旨とする。ディスカッションで得た内容
を忘れないようにデータベース化し、フィードバックに関しては個々に行ったり全体に対して行うなど毎回趣向を凝らす。フィールドワークにも挑戦してもらいフ
ィードバックはゼミの中で全員で行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

〇 フィールドワーク

〇 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
参考文献として「日経ビジネス」を利用する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性

知識・技能を得るために十
分積極的に活動した。

知識・技能を得るための活
動は、やや積極性を欠くも
のの十分な姿勢を見せた。

知識・技能を得るための通
常の活動は、ある程度こな
すことができた。

知識・技能を得るための最
低限の活動を行った。

積極的に授業に取り組み、
経営学部生として実社会で
対応し得る様々なスキルを
学び、経営学部において学
んだ内容を以って社会に貢
献するための努力をしてい
た。

各回の授業に真摯に取り組
み、経営学部生として十分
な実践力の獲得へ向けた理
解が深まりつつあった。

各回の授業に取り組み、考
え方や問題解決に対する努
力が見られた。

授業にまじめに取り組み、
経営学部生としての日常活
動を実社会につなげるため
の努力は認められるがなか
なか定着していなかった。

授業への取り組みが不十分
で、本学経営学部生として
の知識の獲得に対する前向
きな姿勢が見られなかった
。

自分のみならず周囲の学生
も巻き込みながら授業に取
り組み、余った時間をさら
なる研究・理解に振り分け
本学経営学部生としての自
覚が出来上がっていた。

授業中の質問が多く、与え
られた問題解決への相談も
常であり経営学部生として
の活動を実社会で生かすこ
とに関して前向きで、努力
が窺えた。

積極性は乏しいものの、不
明点を質問するなど前向き
な姿勢が窺えた。

何とか授業はこなすものの
、不明点を質問したりする
ことはなく、日々の活動も
受動的であった。

自分から進んで経営学部生
としての内容を身につけよ
うとする姿勢が見られなか
った。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

伴　秀実（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 1 (単位認定責任者： ）伴　秀実 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

企業における様々な経験を活かして、学生が身に着けるべき内容を解説する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１３回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ５０％ ５０％ ０％ ０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

372－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション　シラバス解説
授業改善アンケート結果反映の説明 授業への参加の心構えを考える。（４５分）

2 企業ケースと地域の課題分析（飲食業①） 指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）授業の振り返りを行う。（４５分）

指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）3 企業ケースと地域の課題分析（飲食業②） 授業の振り返りを行う。（４５分）

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）企業ケースと地域の課題分析（飲食業③）4

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）企業ケースと地域の課題分析（商店①）5

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）企業ケースと地域の課題分析（商店②）6

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）企業ケースと地域の課題分析（商店③）7

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）企業ケースと地域の課題分析（その他①）8

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）企業ケースと地域の課題分析（その他②）9

10 フィルドワーク① 指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）授業の振り返りを行う。（４５分）

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）フィルドワーク②11

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）レポート課題①12

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）レポート課題②13

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）課題プレゼン①14

授業の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）課題プレゼン②15

前期全体の振り返りを行う。（４５分）指定された内容の準備完了を確認する。（４５分）前期ゼミ活動総括
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業振り返りを行い弱点を改善するため知らないタ
ームを調べ理解する。（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

伴　秀実（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 1 (単位認定責任者： ）伴　秀実 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

企業における様々な経験を活かして、学生が身に着けるべき内容を解説する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 日経BP

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『日経ビジネス』

2

3

4

5



行動の仕方を守らず役割も
果たせず、意欲もまったく
ない状態で、安全に配慮が
できなかった。

373－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
余暇時間の増大や高齢化が進む中で、自分自身の人生をより豊かで充実したものにするために、スポーツは非常に重要な役割を果たすと考えられる。本授業では、
トレーニングの理論と実践を通し、生涯にわたって定期的に体を動かす習慣を養うことを目的とする。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）」に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
栄養、運動、休養に関する基礎的知識を身につける。
自らの体力・目標に応じたトレーニングプログラムを組み立てる。
生涯を通じて定期的に運動する習慣を養う。

授業全体の内容と概要
体力測定、形態測定により自分の体の状態を知る。
正しいトレーニング理論を学び、体を動かす重要性、楽しさを学ぶ。

授業の方法
授業はトレーニングの実技が中心となるが、トレーニング方法についてグループで研究を行い、各自に適しているトレーニング方法を継続的に実践できるよう実施
していく。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
柔道部に所属の学生を対象とする。体育館・ウエイトトレーニング場を中心に授業を行うので、ジャージ・屋内用トレーニングシューズを用意すること。
怪我や健康上の理由がある者は、事前に申し出ること。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

関心・意欲・態度

知識・理解

計画・実行

自ら進んで行動や役割を果
たすことができ、何事にも
意欲的に取り組み、かつ安
全に細心の注意を払うこと
ができた。

積極的に行動や役割を果た
すことができ、意欲的に取
り組み、安全に注意を払う
ことができ汰。

行動の仕方を守り、役割を
果たすことができ、指示通
り取り組み安全に注意を払
っていた。

行動の仕方を守らず役割を
果たそうとしない時があり
、意欲もなく安全に注意を
払っていなかった。

トレーニングの基礎知識を
十分持ち、それぞれの領域
においても十分理解し、実
践的に活用できた。

トレーニングの基礎知識を
持ち、各領域においても深
く理解し、適切に活用でき
た。

トレーニングの基礎知識を
ある程度理解し、活用する
ことができた。

トレーニングの基礎知識が
少なく、活用することがで
きなかった。

トレーニングの基礎知識が
全くなく、取り組みが全く
みられなかった。

達成目標を設定することが
でき、達成目標以上のトレ
ーニングを実施することが
できた。

達成目標を設定し、達成目
標が達成できるよう努力す
ることができた。

達成目標を設定し、５割程
度達成することができた。

達成目標の設定が明確でな
く３割程度しか達成するこ
とができなかった。

達成目標を設定出来ず、な
んとなくトレーニングを行
っていなかった。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

中川　純二（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）中川　純二 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして、将来に向け健康で豊かな生活
を営んでいくための基礎を指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１１回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

0% 10% 0% 0% 60% 30%

オフィスアワー 研究室前の掲示ボ-ド等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

374－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション（シラバス及び授業改善アンケ
ート結果反映の説明） 事前にシラバスを読んで確認をしておく（４５分）

2 体力測定、形態測定 事前にシラバスを読んで確認をしておく（４５分）事前にシラバスを読んで理解する（４５分）

最大挙上重量測定の方法を確認しておく（４５分）3 最大挙上重量測定１ 最大挙上重量測定の方法を理解する（４５分）

最大挙上重量測定の方法を理解する（４５分）最大挙上重量測定の方法を確認しておく（４５分）最大挙上重量測定２4

栄養学の基礎を理解する（４５分）栄養学の基礎を確認しておく（４５分）栄養学１5

栄養学の基礎を理解する（４５分）栄養学の基礎を確認しておく（４５分）栄養学２6

栄養学の基礎を理解する（４５分）栄養学の基礎を確認しておく（４５分）栄養学３7

トレーニングプログラムの組み方を理解する（４５
分）

トレーニングプログラムの組み方を確認しておく
（４５分）

トレーニングプログラムの組み方及び各自の能力に
合わせたトレーニング１8

トレーニングプログラムの組み方を理解する（４５
分）

トレーニングプログラムの組み方を確認しておく
（４５分）

トレーニングプログラムの組み方及び各自の能力に
合わせたトレーニング２9

10 トレーニングプログラムの組み方及び各自の能力に
合わせたトレーニング３

トレーニングプログラムの組み方を確認しておく
（４５分）

トレーニングプログラムの組み方を理解する（４５
分）

ウォーミングアップとクールダウンの方法を理解す
る（４５分）

ウォーミングアップとクールダウンの方法を確認し
ておく（４５分）ウオーミングアップとクールダウン１11

ウォーミングアップとクールダウンの方法を理解す
る（４５分）

ウォーミングアップとクールダウンの方法を確認し
ておく（４５分）ウオーミングアップとクールダウン２12

トレーニングプログラムの組み方を理解する（４５
分）

トレーニングプログラムの組み方を確認しておく
（４５分）

トレーニングプログラムの組み方及び各自の能力に
合わせたトレーニング４13

トレーニングプログラムの組み方を理解する（４５
分）

トレーニングプログラムの組み方を確認しておく
（４５分）

トレーニングプログラムの組み方及び各自の能力に
合わせたトレーニング５14

最大挙上重量測定の方法を理解する（４５分）最大挙上重量測定の方法を確認しておく（４５分）最大挙上重量測定３15

生涯トレーニングの特性を理解する（４５分）生涯トレーニングの特性を理解しておく（４５分）まとめ
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ガイダンスの内容を理解する（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

中川　純二（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）中川　純二 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして、将来に向け健康で豊かな生活
を営んでいくための基礎を指導する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



行動の仕方を守らず役割を
果さなく意欲もまったくな
く，安全に注意を払ってい
なかった。

375－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
現代社会における健康の位置づけを考え，運動が生涯にわたりそれへどう寄与するかを学ぶ。
からだの構造の基礎的知識を身につけることによって，合理的にパフォーマンスの向上をはかる。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
骨・筋を中心にからだの構造に関する基礎知識を理解し，トレーニングとケアを実践することができる。

授業全体の内容と概要
目的に応じた運動の特性，楽しさを学ぶ。

授業の方法
からだの構造に関する知識を踏まえ，体育館及びトレーニングルームにてトレーニングを実技実践しながらケア方法を取り入れトレーニングと回復について理解し
ていく。トレーニングの経過を観察記録し，各自記録結果をパワーポイント等にまとめ，グループワーク等で思考・考察，意見交換，討論，発表等一連の活動を行
い学習する。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
研究室，体育館，トレーニング場で授業を行う。
からだを動かすのに適した服装とする。（ジャージ等）

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

関心・意欲・態度

知識・理解

計画・実行

自ら進んで行動や役割を果
すことができ，とても意欲
的に取り組み，且つ安全に
細心の注意を払うことがで
きた。

積極的に行動や役割を果す
ことができ，意欲的に取り
組み，安全に注意を払うこ
とができた。

行動の仕方を守り役割を果
すことができ，普通に取り
組み安全に注意を払ってい
た。

行動の仕方を守らず役割を
果そうとしないときがあり
，意欲もなく安全に注意を
配っていなかった。

からだの構造を理解し，運
動との結びつきに及んでい
た。

からだの構造を理解してい
た。

からだの構造を概ね理解し
ていた。

からだの構造をある程度理
解していた。

からだの構造を理解してい
なかった。

計画を立てることができた
。その計画に沿って実行で
き，達成目標がほぼ全てク
リアされてい。た

計画を立てることができた
。達成目標は７割程度であ
った。

計画を立てることができた
。達成目標は５割程度であ
った。

計画を立てることができた
。達成目標は３割程度であ
った。

計画を立てることができな
かった。達成目標が設定さ
れていないため行動がみら
れなかった。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

三嶋　康嗣（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）三嶋　康嗣 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験のある教員がその経験を活かして，目的に応じた運動の特性，楽
しさを学ぶ。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数，１３回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ３０％ ０％ ０％ ０％ ７０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

376－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション（シラバス及び授業改善アンケ
ート結果反映の説明） 事前にシラバスを読んでおく（４５分）

2 からだの構造（概論） からだの構造について調べておく（４５分） からだの構造について確認しておく（４５分）

からだの構造について調べておく（４５分）3 からだの構造（概論） からだの構造について確認しておく（４５分）

トレーニング後の変化を観察しておく（４５分）体調を整えておく（４５分）トレーニング実技（ウエイトトレーニング・上肢）4

トレーニング後の変化を観察しておく（４５分）体調を整えておく（４５分）トレーニング実技（ウエイトトレーニング・頭部及
び体幹）5

トレーニング後の変化を観察しておく（４５分）体調を整えておく（４５分）トレーニング実技（ウエイトトレーニング・下肢）6

トレーニング後の変化を観察しておく（４５分）体調を整えておく（90分）トレーニング実技（ウエイトトレーニング・上肢）7

トレーニング後の変化を観察しておく（４５分）体調を整えておく（４５分）トレーニング実技（ウエイトトレーニング・頭部及
び体幹）8

トレーニング後の変化を観察しておく（90分）体調を整えておく（４５分）トレーニング実技（ウエイトトレーニング・下肢）9

10 ケア方法（ストレッチ） ストレッチ方法を調べておく（４５分） ストレッチ方法を確認しておく（90分）

ストレッチ方法を確認しておく（４５分）ストレッチ方法を調べておく（４５分）ケア方法（ストレッチ）11

マッサージ方法を確認しておく（４５分）マッサージ方法を調べておく（４５分）ケア方法（マッサージ）12

マッサージ方法を確認しておく（４５分）マッサージ方法を調べておく（４５分）ケア方法（マッサージ）13

トレーニング後の変化を観察しておく（４５分）体調を整えておく（４５分）トレーニングとセルフケア14

トレーニング後の変化を観察しておく（４５分）体調を整えておく（４５分）トレーニングとセルフケア15

トレーニングの効果を確認しておく（４５分）トレーニングの実施内容と効果をまとめておく
（４５分）

まとめ
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

オリエンテーションの内容を確認しておく（４５分
）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

三嶋　康嗣（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）三嶋　康嗣 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験のある教員がその経験を活かして，目的に応じた運動の特性，楽
しさを学ぶ。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



トレーニング理論を説明で
きなかった。

377－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
トレーニング理論を理解し、実践する。

授業の位置づけ
経営学科のＤP（２）（４）（５）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
デザイン学科のDP（２）（４）に対応する。
建築学科のDP（２）（４）に対応する。

到達目標
トレーニング理論について理解できる。
課題解決のために他者と討議することができる。
トレーニングを実践することができる。

授業全体の内容と概要
試合で最高のパフォーマンスを発揮するために、科学的なエビデンスに基づいた情報を理解する。トレーニング計画を立て実行しパフォーマンスの向上を確認する
。

授業の方法
講義はパワーポイント及び配布物資料で実施し、資料にて説明した後、グループワークにてトレーニングを行う。既存のトレーニング方法について考察し、他者と
共有する機会を設ける。
学生の不明点・質問は、チャット形式などの支援システムで迅速に回答する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
硬式野球部優先

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

トレーニング理論の理解

他者との討議

トレーニングの実践

トレーニング理論を説明で
きると共に、トレーニング
を構成する様々な要素につ
いて調べ、まとめていた。
また様々なケースにおいて
採用されたトレーニングの
方法について意見を持てて
いた。

トレーニング理論を説明で
きると共に、トレーニング
を構成する様々な要素につ
いて調べ、まとめていた。

トレーニング理論を説トレ
ーニングを構成する様々な
要素について調べていた。

トレーニング理論を説明で
きた。

他者と討議しながら解決の
ための具体策を提示的ると
共に、意見を集約してまと
めることができた。さらに
は新たな課題を自ら発見し
、他者との討議の場を生み
出すことができた。

他者と討議しながら解決の
ための具体策を提示的ると
共に、意見を集約してまと
めることができた。

他者と討議しながら解決の
ための具体策を提示できた
。

他者と討議できた。 他者と討議できなかった。

トレーニングを実践し、成
果と原因を把握し、改善の
ための新たな計画を立てれ
ていた。さらには周りに対
してアドバイスができた。

トレーニングを実践し、成
果と原因を把握でき、改善
のための新たな計画を立て
られていた。

トレーニングを実践し、成
果と原因を把握できていた
。

トレーニングを実践してい
た。

トレーニングを実践してい
なかった。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

井坂　肇（経営学科・助教）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 1 (単位認定責任者： ）井坂　肇 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１３回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ４０％ ０％ ６０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

378－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明
目標設定シートの記入

事前にシラバスを読んで確認しておく（４５分）

2 下半身のトレーニング① 学習内容に関連する事柄について調べておく（４５
分） 学習内容について振り返りまとめておく（４５分）

学習内容に関連する事柄について調べておく（４５
分）3 下半身のトレーニング� 学習内容について振り返りまとめておく（４５分）

学習内容について振り返りまとめておく（４５分）学習内容に関連する事柄について調べておく（４５
分）上半身のトレーニング①4

学習内容について振り返りまとめておく（４５分）学習内容に関連する事柄について調べておく（４５
分）上半身のトレーニング�5

学習内容について振り返りまとめておく（４５分）学習内容に関連する事柄について調べておく（４５
分）体幹のトレーニング①6

学習内容について振り返りまとめておく（４５分）学習内容に関連する事柄について調べておく（４５
分）体幹のトレーニング�7

学習内容について振り返りまとめておく（４５分）学習内容に関連する事柄について調べておく（４５
分）前半の復習、目標設定シートの記入8

学習内容について振り返りまとめておく（４５分）学習内容に関連する事柄について調べておく（４５
分）上半身のモビリティ、障害予防①9

10 上半身のモビリティ、障害予防� 学習内容に関連する事柄について調べておく（４５
分） 学習内容について振り返りまとめておく（４５分）

学習内容について振り返りまとめておく（４５分）学習内容に関連する事柄について調べておく（４５
分）下半身のモビリティ、障害予防①11

学習内容について振り返りまとめておく（４５分）学習内容に関連する事柄について調べておく（４５
分）下半身のモビリティ、障害予防�12

学習内容について振り返りまとめておく（４５分）学習内容に関連する事柄について調べておく（４５
分）投球動作についての理解①13

学習内容について振り返りまとめておく（４５分）学習内容に関連する事柄について調べておく（４５
分）投球動作についての理解�14

学習内容について振り返りまとめておく（４５分）学習内容に関連する事柄について調べておく（４５
分）投球動作についての理解�15

学習内容について振り返りまとめておく（４５分）講義全体を振り返り質問事項をまとめておく（４５
分）

後半の復習、目標設定シートの記入
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

シラバスの内容を理解しておく（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

井坂　肇（経営学科・助教）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 1 (単位認定責任者： ）井坂　肇 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



ほぼ全ての行動について主
体的に取り組むことができ
なかった。

379－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
グループワークを基本とした様々な演習課題や事例研究、学内外のプロジェクト活動を通して「前に踏み出す力」（主体性・働きかけ力・実行力）・「考え抜く力
」（課題発見力・計画力・創造力）・「チームで働く力」（発信力・傾聴力・柔軟性・情況把握力・規律性・ストレスコントロール力）を修得する。

授業の位置づけ
・経営学科のＤＰ（３）（４）（５）に対応する。
・社会福祉学科のＤＰ（３）（４）（５）に対応する。
・デザイン学科のＤＰ（３）（４）（５）に対応する。
・建築学科のＤＰ（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
・失敗を恐れず、自分にとって困難な場面においても打開することを諦めずに、最後まで前向きに取り組むことができる。
・物事を多角的に分析し、発見した課題に対してどのように解決するかを考え抜くことができる。
・グループの一員であることの自覚を踏まえ、多様な価値観を持つ人たちの意見を拒絶せず、柔軟な視点で物事を把握、適切な意見の発信を行うことで、グループ
メンバーとの良好な関係性を構築できる。

授業全体の内容と概要
グループワークを基本とし、様々な演習課題や事例研究、学内外のプロジェクト活動を通して「チームで働く意義」「チームで働く難しさ」「円滑なコミュニケー
ションの重要性」について体感してもらう。グループワークの成果物として「レポート」・「プレゼンテーション」・「デザイン制作物（ポスター・チラシ・
Ｗｅｂサイトデザイン・ムービー）」などのいずれかを、グループ単位で制作・発表する。

本科目は、以下のＳＤＧｓ関連授業である。
・「ＳＤＧ　８．働きがいも経済成長も」
・「ＳＤＧ　９．産業と技術革新の基盤をつくろう」
・「ＳＤＧ１６．平和と公正をすべての人に」
・「ＳＤＧ１７．パートナーシップで目標を達成しよう」
※その他、プロジェクト活動のテーマによって、追加されることがある。

授業の方法
グループで取り組む演習課題や事例研究、学内外のプロジェクト活動開始時点では、その目的や最終目標、背景などについて資料等を提示しながら説明する。その
後は、各グループでディスカッション等を行いながら、企画・計画の立案、目標設定、予算作成、調査、制作、発表、自己評価、改善、発表といったＰＤＣＡサイ
クルを軸とする一連の工程を行う。都度アドバイスやフィードバックを行い、各グループが円滑に進むようサポートする。

ゼミナール活動において円滑なコミュニケーションを図れるよう、次の学修支援を実施する。
・授業時間外において質問及び相談があれば、Ｔｅａｍｓチャットまたは音声通話にて受け付ける。
・提示した教材は、全てＴｅａｍｓにて公開・配信する。
・グループワークにおいて、適切かつ円滑なコミュニケーションが図れるよう、適宜介入しサポートする。
・本科目内で最低１回は個人面談を行い、取り組み状況について確認する。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

○ フィールドワーク

○ 調査学習

○ 双方向授業

○ ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・所属学科の制限は設けない。
・課題制作（デザイン制作）を行う場合は、全学科対応できるよう考慮した内容とする。
・評価については、チームでの取り組みの姿勢や態度を重視する。
・取り組んだ結果、「失敗した」としても減点しない。あくまでも、取り組みの「プロセス（過程）」を評価対象とするので、失敗を恐れず積極的に挑戦すること
。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

前に踏み出す力

考え抜く力

チームで働く力

成果物の完成度と関与（学
習意欲）

一定の行動について、主体
的に取り組み、周囲に働き
かけて巻き込むことができ
、目的を持って行動するこ
とができた。

一定の行動について、主体
的に取り組み、周囲に働き
かけて巻き込むことができ
た。

一定の行動について、主体
的に取り組み、少ないなが
らも周囲に働きかけて巻き
込むことができた。

一定の行動について主体的
に取り組むことができた。

課題を発見し、見出した解
決策の実行に向けた具体的
なプロセスを考えることが
でき、その解決策が効果的
で新たな価値を創造するこ
とができた。

課題を発見し、見出した解
決策の実行に向けた具体的
なプロセスを考えることが
できた。

課題を発見し、解決策を見
出すことができた。

課題を発見することができ
た。

課題を発見することができ
なかった。

他の学生の意見をしっかり
と傾聴でき、お互いの立場
や考え方を尊重して意見集
約ができ、反対意見に対し
ても柔軟に対応することが
できた。

他の学生の意見をしっかり
と傾聴でき、お互いの立場
や考え方を尊重して、意見
集約することができた。

他の学生の意見をしっかり
と傾聴することができた。

他の学生の意見を最低限傾
聴することができた。

他の学生の意見を傾聴する
ことができなかった。

成果物（レポート・プレゼ
ンテーション・デザイン制
作）を、チームの一員とし
て十分に関与し、主体的に
行動し、完成させることが
できた。

成果物（レポート・プレゼ
ンテーション・デザイン制
作）を、チームの一員とし
て十分に関与し、完成させ
ることができた。

成果物（レポート・プレゼ
ンテーション・デザイン制
作）を、チームの一員とし
てある程度関与し、完成さ
せることができた。

成果物（レポート・プレゼ
ンテーション・デザイン制
作）を、チームの一員とし
て最低限関与し、完成させ
ることができた。

成果物（レポート・プレゼ
ンテーション・デザイン制
作）を、チームの一員とし
て関与せず、完成させるこ
とができなかった。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

近澤　潤（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）近澤　潤 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

民間企業での実務経験を活かし、自らが実際に体験した事例を紹介することで、社会人とし
て必要なスキルの重要性を訴求し、その習得を促す。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
・単位認定に必要となる最低出席回数は、１２回以上とする。
・遅刻及び早退は２０分までを限度とし、それ以上の場合は欠席とみなす。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

－ － ３０％ － ７０％ －

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

380－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
［オリエンテーション］
シラバスの説明、授業改善アンケート結果反映の説
明を行う。

シラバスを確認する（４５分）

2
［ビギナーズセミナーⅢ①］
１年間の単位修得状況や学修成績から、今後の学修
への取り組み方について説明する。

学生便覧を読む（４５分） 不明な点をまとめ、調べる（４５分）

学生便覧を読む（４５分）3
［ビギナーズセミナーⅢ②］
１年間の単位修得状況や学修成績から、今後の学修
への取り組み方について説明する。

不明な点をまとめ、調べる（４５分）

ここまでの授業内容を整理する（４５分）前回までの授業内容を確認する（４５分）［学内プロジェクト活動①］
学内においてプロジェクト活動を行う。4

ここまでの授業内容を整理する（４５分）前回までの授業内容を確認する（４５分）［学内プロジェクト活動②］
学内においてプロジェクト活動を行う。5

フィードバックの内容を整理する（４５分）前回までの授業内容を確認する（４５分）
［学内プロジェクト活動③（成果発表会）］
提示された内容について、グループごとに取り組ん
だ内容について、プレゼンテーションを行う。

6

ここまでの授業内容を整理する（４５分）前回までの授業内容を確認する（４５分）［プロジェクト活動①］
学内外においてプロジェクト活動を行う。7

ここまでの授業内容を整理する（４５分）前回までの授業内容を確認する（４５分）［プロジェクト活動②］
学内外においてプロジェクト活動を行う。8

ここまでの授業内容を整理する（４５分）前回までの授業内容を確認する（４５分）［プロジェクト活動③］
学内外においてプロジェクト活動を行う。9

10 ［プロジェクト活動④］
学内外においてプロジェクト活動を行う。 前回までの授業内容を確認する（４５分） ここまでの授業内容を整理する（４５分）

ここまでの授業内容を整理する（４５分）前回までの授業内容を確認する（４５分）［プロジェクト活動⑤］
学内外においてプロジェクト活動を行う。11

ここまでの授業内容を整理する（４５分）前回までの授業内容を確認する（４５分）［プロジェクト活動⑥］
学内外においてプロジェクト活動を行う。12

ここまでの授業内容を整理する（４５分）前回までの授業内容を確認する（４５分）［プロジェクト活動⑦］
学内外においてプロジェクト活動を行う。13

ここまでの授業内容を整理する（４５分）前回までの授業内容を確認する（４５分）［プロジェクト活動⑧］
学内外においてプロジェクト活動を行う。14

ここまでの授業内容を整理する（４５分）前回までの授業内容を確認する（４５分）［プロジェクト活動⑨］
学内外においてプロジェクト活動を行う。15

フィードバックの内容を整理する（４５分）前回までの授業内容を確認する（４５分）［まとめ・総評］
授業改善アンケートを実施する。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

履修登録結果を確認する（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

近澤　潤（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）近澤　潤 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

民間企業での実務経験を活かし、自らが実際に体験した事例を紹介することで、社会人とし
て必要なスキルの重要性を訴求し、その習得を促す。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 芝本 秀徳 ディスカヴァー・
トゥエンティワン

9784799323489

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『図解とマンガでわかるプロジェクトを成功させ
る技術』

２０１８

2

3

4

5



行動の仕方を守らず役割を
果たさなく意欲もまったく
なく、安全に注意を配って
いない

381－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
技スポーツ及び，健康のための基礎的トレーニングを基礎ゼミナールⅠＡ，ⅠＢより更に深く学び，個人に必要なトレーニングを自ら実践出来るように，メンタ
ルトレーニングを取り入れながら実践していく。また，学生と教員双方の人間関係を構築しコミュニケーション能力を高め，併せて快適な学生生活及び基本的な生
活習慣を身につける。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（４）（５）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（４）（５）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（４）に対応する。
建築学科ＤＰ（４）に対応する。

到達目標
競技及び個人の特性を理解し，自らの競技スポーツや健康の保持増進に一層深い関心を持ってメンタルな強化も含め，安全にトレーニングすることができる。

授業全体の内容と概要
基礎ゼミナールⅠＡ，ⅠＢを基に，メンタルトレーニングをどのように取り入れていくかなど，自らの競技力向上と健康の保持増進のために必要なトレーニングを
見つけ出し実践する

授業の方法
授業は配布資料で実施し、トレーニングなどのＤＶＤも活用しながら講義形式で行う。授業によってはグループワークで思考・考察・発表を行い学習していく。レ
ポートにはコメントにてフィードバックする。さらに、実技に関しては基礎的なトレーニングの特性を理解し学習したことを実際に怪我に注意を払いながら実施し
ていく。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
陸上部に所属の学生を対象とする。基本的にジャージや屋内運動靴を必ず用意する。注意事項の詳細はガイダンスで指示する。
※健康上の理由で医師から運動を停止されている者は、申し出の上指示を受けること。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

自ら進んで行動や役割を果
たすことができ、とても意
欲的に取り組み、且つ安全
に細心の注意を払うことが
できる。

積極的に行動や役割を果た
すことができ、意欲的に取
り組み、安全に注意を払う
ことができる。

行動の仕方を守り役割を果
たすことができ、普通に取
り組み安全に注意を払って
いる。

行動の仕方を守らず役割を
果たそうとしないときがあ
り、意欲もなく安全に注意
を配っていない。

トレーニングの基礎的知識
を持ち、それぞれの領域が
持つ見方について説明する
ことができ、実践的に活用
できる。

トレーニングの基礎的知識
を持ち、多様な領域からの
見解を深く理解できていて
、適切に活用できる。

トレーニングの基礎的知識
の見解を一定程度理解でき
ていて、活用できる。

トレーニングの基礎的知識
の見解をあまり深く理解で
きていなく、活用できるレ
ベルにない。

トレーニングの基礎的知識
の見解をまったく理解でき
ていなく、その獲得、修得
に取り組んでいない。

達成目標を設定し、創造的
思考を持って最善の計画を
立て、その計画に沿って実
行できる。

達成目標を設定した計画を
立てることができ、計画に
沿って７割程度できる。

達成目標を設定し、計画を
立てて５割程度できる。

計画を立てることができる
が、達成目標が曖昧であり
３割程度しかできない。

計画を立てることができな
く、達成目標もなく、まっ
たくできい。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

田畑　圭悟（経営学科・助教）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）田畑　圭悟 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位確定に必要となる最低出席回数は、１１回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

％ 30％ 20％ ％ ％ 50％

オフィスアワー 単位確定に必要となる最低出席回数は、１１回以上

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

382－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス（シラバスの説明） 事前にシラバスを読んで確認しておく（４５分）

2 基礎トレーニングとメンタルトレーニングの理解と
習得

基礎トレーニングとメンタルトレーニングについて
確認しておく（４５分）

基礎トレーニングとメンタルトレーニングについて
理解しておく（４５分）

基礎トレーニングとメンタルトレーニングについて
確認しておく（４５分）3 基礎トレーニングとメンタルトレーニングの理解と

習得
基礎トレーニングとメンタルトレーニングについて
理解しておく（４５分）

基礎トレーニングとメンタルトレーニングについて
理解しておく（４５分）

基礎トレーニングとメンタルトレーニングについて
確認しておく（４５分）

基礎トレーニングとメンタルトレーニングの理解と
習得4

基礎トレーニングとメンタルトレーニングについて
理解しておく（４５分）

基礎トレーニングとメンタルトレーニングについて
確認しておく（４５分）

基礎トレーニングとメンタルトレーニングの理解と
習得5

基礎トレーニングとメンタルトレーニングについて
理解しておく（４５分）

基礎トレーニングとメンタルトレーニングについて
確認しておく（４５分）

基礎トレーニングとメンタルトレーニングの理解と
習得6

基礎トレーニングとメンタルトレーニングについて
理解しておく（４５分）

基礎トレーニングとメンタルトレーニングについて
確認しておく（４５分）

基礎トレーニングとメンタルトレーニングの理解と
習得7

基礎トレーニングとメンタルトレーニングについて
理解しておく（４５分）

基礎トレーニングとメンタルトレーニングについて
確認しておく（４５分）

基礎トレーニングとメンタルトレーニングの理解と
習得8

身体のケアーを怠らない（４５分）健康に留意し体調を整えておく（４５分）トレーニングの実践9

10 トレーニングの実践 健康に留意し体調を整えておく（４５分） 身体のケアーを怠らない（４５分）

身体のケアーを怠らない（４５分）健康に留意し体調を整えておく（４５分）トレーニングの実践11

身体のケアーを怠らない（４５分）健康に留意し体調を整えておく（４５分）トレーニングの実践12

身体のケアーを怠らない（４５分）健康に留意し体調を整えておく（４５分）トレーニングの実践13

身体のケアーを怠らない（４５分）健康に留意し体調を整えておく（４５分）トレーニングの実践14

身体のケアーを怠らない（４５分）健康に留意し体調を整えておく（４５分）トレーニングの実践15

生涯スポーツとしての基礎を理解する（４５分）生涯スポーツとしての特性を理解しておく（４５分
）まとめ16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ガイダンスの内容を理解しておく（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

田畑　圭悟（経営学科・助教）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）田畑　圭悟 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『月刊陸上競技』

2 『月刊陸上競技マガジン』

3

4

5



学修に真面目に取り組まな
かった

383－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
動作の質的測定を行うためのシステム「ファンクショナルムーブメントスクリーン:FMA」と「セレクティブ・ファンクショナルムーブメントアセスメント:SFMA」を
理解する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）、（４）、（５）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（４）、（５）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（４）に対応する

到達目標
様々な対象者の動作パターンを調べ、一貫性のある基準を用いて問題の有無を判断する方法と、その問題を修正するために適切なエクササイズを見つける。

授業全体の内容と概要
日本においてもファンクショナルムーブメントスクリーンは、プロのアスリートだけでなく一般のスポーツ愛好家にも行われるようになってきているが、医療の専
門家の中ではまだ十分に認識されていないのが現状である。スポーツやフィットネス、リハビリテーションには様々な専門分野の人が関わっているが、ファンクシ
ョナルムーブメントスクリーンとセレクティブ・ファンクショナルムーブメントアセスメントはこのような専門分野の溝を埋めるツールとなりうることを理解し、
自身の競技力向上に繋げる。

授業の方法
各回のテーマについてテキストを使用しながら講義をし、さらに、理解を深めるために医学的ビデオも視聴させる。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

○ フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
２０分以上の遅刻は欠席とみなします。遅刻３回で１回の欠席とみなします。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性・多様性・協働性

学修した知識・技能を確実
に修得するとともに、それ
らに関連した知識・技能に
ついても獲得した

学修ひた知識・技能を確実
に修得した

学修した知識・技能のすべ
てを修得することはできな
かった

学修した知識・技能を修得
したが最低限容認できるレ
ベルにとどまった

与えられた課題に積極的に
取り組んだ。課題に対する
理解力やプレゼンテーショ
ンの能力に関しては求めら
れるレベルを大きく超えた

与えられた課題に取り組ん
だ。課題に対する理解力や
プレゼンテーションの能力
に関しては、求められるレ
ベルを達成した

与えられた課題に取り組ん
だ。課題に対する理解力や
プレゼンテーションの能力
に関しては、求められるレ
ベルには達しなかった

与えられた課題に取り組ん
だ。課題に対する理解力や
プレゼンテーションの能力
に関しては最低限容認でき
るレベルにとどまった

与えられた課題に真面目に
取り組まなかった

与えられた課題に積極的に
取り組んだ。積極性や協働
性に関しては求められるレ
ベルを大きく超えた

与えられた課題に取り組ん
だ。積極性や協働性に関し
ては、求められるレベルを
達成した

与えられた課題に取り組ん
だ。積極性や協働性に関し
ては、求められるレベルに
は達しなかった

与えられた課題に取り組ん
だ。積極性や協働性に関し
ては最低限容認できるレベ
ルにとどまった

与えられた課題に真面目に
取り組まなかった

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

篠原　諒介（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）篠原　諒介 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１３回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２０％ ３０％ ０％ ５０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

384－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス
シラバスの説明及び授業改善アンケート結果反映の
説明

測定準備と論文の読み込み（４５分）

2 FMSとSFMAの理解と習得
FMSのデザイン① 測定準備と論文の読み込み（４５分） 本時の学習内容をまとめて提出する（４５分）

測定準備と論文の読み込み（４５分）3 FMSとSFMAの理解と習得
FMSのデザイン② 本時の学習内容をまとめて提出する（４５分）

本時の学習内容をまとめて提出する（４５分）測定準備と論文の読み込み（４５分）FMSとSFMAの理解と習得
FMSのデザイン③4

本時の学習内容をまとめて提出する（４５分）測定準備と論文の読み込み（４５分）FMSとSFMAの理解と習得
４つの基本的なフィルター①5

本時の学習内容をまとめて提出する（４５分）測定準備と論文の読み込み（４５分）FMSとSFMAの理解と習得
４つの基本的なフィルター②6

本時の学習内容をまとめて提出する（４５分）測定準備と論文の読み込み（４５分）FMSとSFMAの理解と習得
４つの基本的なフィルター③7

本時の学習内容をまとめて提出する（４５分）測定準備と論文の読み込み（４５分）FMSとSFMAの確認8

本時の学習内容をまとめて提出する（４５分）測定準備と論文の読み込み（４５分）FMSとSFMAの実践
実施中の疼痛や違和感①9

10 FMSとSFMAの実践
実施中の疼痛や違和感② 測定準備と論文の読み込み（４５分） 本時の学習内容をまとめて提出する（４５分）

本時の学習内容をまとめて提出する（４５分）測定準備と論文の読み込み（４５分）FMSとSFMAの実践
実施中の疼痛や違和感③11

本時の学習内容をまとめて提出する（４５分）測定準備と論文の読み込み（４５分）FMSとSFMAの実践
採点方法－結果の序列化①12

本時の学習内容をまとめて提出する（４５分）測定準備と論文の読み込み（４５分）FMSとSFMAの実践
採点方法－結果の序列化②13

本時の学習内容をまとめて提出する（４５分）測定準備と論文の読み込み（４５分）FMSとSFMAの実践
採点方法－結果の序列化③14

本時の学習内容をまとめて提出する（４５分）測定準備と論文の読み込み（４５分）FMSとSFMAの実践
採点方法－結果の序列化④15

本時の学習内容をまとめて提出する（４５分）測定準備と論文の読み込み（４５分）まとめ
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

本時の学習内容をまとめて提出する（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

篠原　諒介（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）篠原　諒介 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



左記の内容が何一つできな
かった。

385－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
本ゼミナールでは「天皇」を取り上げ、明治時代以降「天皇」が日本の近代化にいかに機能したか、を社会学的に考察する。イデオロギーに染まることなく、「天
皇」という存在を社会学的・構造神学的に考察する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（２）（３）（４）（５）に対応する。
経営学科のDP（１）（２）（３）（４）（５）に対応する。
デザイン学科のDP（１）（２）（３）（４）（５）に対応する。
建築学科のDP「（１）（２）（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
・明治時代以降の近代日本社会において、天皇が果たした順機能、潜在機能を理解できる。
・仏教、キリスト教、儒教、イスラム教との比較から、天皇が持つ神性を考察し、理解できる。
・平安時代末期の保元の乱が示した根本的規範の崩壊と、そこから派生する急性アノミー（無連帯・無規範）の恐怖と、現代日本社会に共通する要因を理解できる
。

授業全体の内容と概要
小室直樹『天皇畏るべしー日本の夜明け、天皇は神であったー」（ビジネス社）を基本参考文献とし（ゼミごとに教員が購読パートをコピーし配布する）、併せて
、山本七平、橋爪大三郎、大澤真幸、宮台真司の文献を参照し、ゼミを進める。

授業の方法
・購読パートを音読してもらい、必要に応じて教員が説明を加え、併せてディスカッションを行う。
・ゼミで使用するプリントは前の回に配布する。熟読することが望ましい。
・学生の要望には可能な限り応えるが、教育上問題のある要望には応えられない。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

◯ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
主体的・積極的参加を望む

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

明治時代における天皇が果
たした機能を理解する。

仏教、キリスト教、イスラ
ム教、儒教と比較した天皇
の神性を理解する。

保元の乱における根本的規
範の崩壊と、そこから派生
する急性アノミーの恐怖を
理解する。

ディスカッションにおいて
、」自分の意見を明確に言
えるだけでなく、他者の意
見について明確で理屈の通
った指摘ができた。

ディスカッションにおいて
自分の意見を明確に表現で
きた。

「明治維新」「明治時代」
についての基本的知識を習
得できた。

ゼミで購読したパートを説
明できた。

ディスカッションにおいて
、」自分の意見を明確に言
えるだけでなく、他者の意
見について明確で理屈の通
った指摘ができた。

ディスカッションにおいて
自分の意見を明確に表現で
きた。

高校のテキスト「宗教」の
基本的知識を習得できた。

ゼミで購読したパートを説
明できた。

左記の内容が何一つできな
かった。

ゼミで購読したパートを説
明できる。ディスカッショ
ンにおいて、」自分の意見
を明確に言えるだけでなく
、他者の意見について明確
で理屈の通った指摘ができ
た。

ディスカッションにおいて
自分の意見を明確に表現で
きた。

保元の乱以降の日本史の基
本的知識を習得できた。

ゼミで購読したパートを説
明できた。

左記の内容が何一つできな
かった。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

杉本　大輔（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）杉本　大輔 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定の最低出席回数１０回以上をクリアすること。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ３０％ ７０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照すること

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

386－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明 高校のテキストの読み込み（４５分）

2 明治維新における天皇１ 前回資料の読み込み（４５分） 配布資料の読み込み（４５分）

前回資料の読み込み（４５分）3 明治維新における天皇２ 配布資料の読み込み（４５分）

配布資料の読み込み（４５分）前回資料の読み込み（４５分）神の機能（正統性の付与）１4

配布資料の読み込み（４５分）前回資料の読み込み（４５分）神の機能（正統性の付与）２5

配布資料の読み込み（４５分）前回資料の読み込み（４５分）教育勅語に込められた革新6

配布資料の読み込み（４５分）前回資料の読み込み（４５分）キリスト教の論理7

配布資料の読み込み（４５分）前回資料の読み込み（４５分）儒教の論理8

配布資料の読み込み（４５分）前回資料の読み込み（４５分）天皇の神性１9

10 天皇の神性２ 前回資料の読み込み（４５分） 配布資料の読み込み（４５分）

配布資料の読み込み（４５分）前回資料の読み込み（４５分）天下大乱はなぜ起きたか11

配布資料の読み込み（４５分）前回資料の読み込み（４５分）日本皇道の失墜12

配布資料の読み込み（４５分）前回資料の読み込み（４５分）摩訶不思議なるもの13

配布資料の読み込み（４５分）前回資料の読み込み（４５分）天皇が秘める深淵１14

配布資料の読み込み（４５分）前回資料の読み込み（４５分）天皇が秘める深淵２15

配布資料の読み込み（４５分）前回資料の読み込み（４５分）天皇が秘める深淵３16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の読み込み（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

杉本　大輔（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）杉本　大輔 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



指示による情報収集と整理
、発信ができなかった。

387－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
学生が世界と日本の歴史と文化について、資料と文献によって基礎的な知識を身につける。合わせて、プレゼンテーションと文章作成の基礎的な能力を身につける
。

授業の位置づけ
経営学科のＤP(２)に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）に対応する。

到達目標
受講者において、日本と世界の歴史・文化についての基本的な理解ができており、プレゼンテーションと文章作成の基礎的な能力が身についている。

授業全体の内容と概要
毎回、受講者が日本と世界の歴史と文化に関する学習（文献調査）とプレゼンテーションを行い、合わせて、教員による説明を加える。適宜、文章作成の練習も取
り入れる。

授業の方法
毎回、１）受講者による文献調査、２）プレゼンテーション・質疑応答、３）教員による補足・講評（フィードバック）を行う。合わせて、文章作成の練習も加え
る。　　※プレゼンテーション、講評では板書、ボード、スライドを使用。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

○ 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
欠席、遅刻をしないように留意する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

情報収集・分析能力

コミュニケーション・プレ
ゼンテーション能力

歴史と文化に関する理解・
認識

多様で正確な情報の収集と
分析ができ、的確な発信が
できた。

正確な情報収集と整理がで
き、適切な発信ができた。

情報収集と整理の基本が身
に付いており、発信の基本
ができた。

指示によって情報収集と整
理が遂行でき、指示によっ
て発信ができた。

的確な議論と明確なプレゼ
ンテーションができ、適切
な質疑応答ができた。

適切な議論とプレゼンテー
ションができた。

議論とプレゼンテーション
の基本が身に付いた。

指示によって議論とプレゼ
ンテーションが遂行できた
。

指示による議論とプレゼン
テーションが
できなかった。

ヨーロッパの歴史と文化に
関する広く深い理解ができ
ており、発展的な学習がで
きた。

ヨーロッパの歴史と文化に
関する理解ができており、
発展的な学習が期待できた
。

ヨーロッパの歴史と文化に
関する基本的な理解ができ
た。

指示によってヨーロッパの
歴史と文化に関する理解が
できた。

指示によるヨーロッパの歴
史と文化に関する理解がで
きなかった。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

横田　肇（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）横田　肇 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２０％ ０％ ０％ ２０％ ６０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
事情に応じ、口頭、スライド、板書、資料による説明に配慮する。写真、録画・録音を認める。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

388－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明、教員によるヨーロッパの歴史と文
化の基礎に関する講義 ヨーロッパの歴史の基礎的事項の予習（４５分）

2 教員によるヨーロッパの歴史と文化の基礎に関する
講義 ヨーロッパの歴史の基礎的事項の予習（４５分） ヨーロッパの歴史の基礎的事項の復習(４５分）

ヨーロッパの歴史の基礎的事項の予習(４５分）3 受講者による調査とプレゼンテーション（１） ヨーロッパの歴史の基礎的事項の復習
（４５分）

ヨーロッパの歴史の基礎的事項の復習(４５分）ヨーロッパの歴史の基礎的事項の予習(４５分）受講者による調査とプレゼンテーション（２）4

ヨーロッパの歴史の基礎的事項の復習(４５分）ヨーロッパの歴史の基礎的事項の予習
(４５分）受講者による調査とプレゼンテーション（３）5

ヨーロッパの歴史の基礎的事項の復習
（４５分）ヨーロッパの歴史の基礎的事項の予習（４５分）受講者による調査とプレゼンテーション（４）6

ヨーロッパの歴史の基礎的事項の復習（４５分）ヨーロッパの歴史の基礎的事項の予習
（４５分）受講者による調査とプレゼンテーション（５）7

ヨーロッパの歴史の基礎的事項の復習
（４５分）

ヨーロッパの歴史の基礎的事項の予習
（４５分）受講者による調査とプレゼンテーション（６）8

ヨーロッパの歴史の基礎的事項の復習（４５分）ヨーロッパの歴史の基礎的事項の予習
（４５分）受講者による調査とプレゼンテーション（７）9

10 受講者による調査とプレゼンテーション（８） ヨーロッパの歴史の基礎的事項の予習（４５分） ヨーロッパの歴史の基礎的事項の復習（４５分）

ヨーロッパの歴史の基礎的事項の復習（４５分）ヨーロッパの歴史の基礎的事項の予習（４５分）受講者による調査とプレゼンテーション（９）11

ヨーロッパの歴史の基礎的事項の復習
（４５分）ヨーロッパの歴史の基礎的事項の予習（４５分）受講者による調査とプレゼンテーション（１０）12

ヨーロッパの歴史の基礎的事項の復習（４５分）ヨーロッパの歴史の基礎的事項の予習（４５分）受講者による調査とプレゼンテーション（１１）13

レポート作成の準備（４５分）レポート作成の準備（４５分）受講者によるレポート作成（１）14

レポート作成の準備（４５分）レポート作成の準備（４５分）受講者によるレポート作成（２）15

レポート作成の準備（４５分）レポート作成の準備（４５分）受講者によるレポート作成（３）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ヨーロッパの歴史の基礎的事項の復習（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

横田　肇（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）横田　肇 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 教科書なし

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 適宜指示

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



助言があってもできなかっ
た。

389－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
社会福祉実践に用いられることが多い用語と意味を覚える。
チームワーク力を涵養する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する科目。
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する科目。
デザイン学科のＤＰ（２）（４）」に対応する科目。
建築学科のＤＰ（２）（４）に対応する科目。

到達目標
①福祉に関する専門用語を覚える。
②自分に適した暗記方法を身につける。
③協調性を身につける。

授業全体の内容と概要
①福祉現場で使われることが多い専門用語と、その意味を暗記する。
②暗記方法の工夫ができるようになる。
③他者を尊重しながら自己主張できるようになる。
「SDG1．すべての人に健康と福祉を」の関連授業

授業の方法
①基本は、テーマに沿ったグループワークでの展開とする。グループで課題に取り組み、代表者が発表をする展開とする。
②一部、講義形式で授業を展開する。講義の際は随時質問をするので答える事。
③随時記録物を提出する。記録物はコメントを添え返却する。
④内容により、使用する資料を配布する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
30分以上の遅刻は欠席とする。
出席を重視するので、遅刻や欠席をする場合は事前に連絡をすること。授業を妨害したり他者の学ぶ権利を侵害する場合は、注意をする注意をする注意をするが、
改善がない場合には単位を認定しない。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

福祉の仕事の場で用いられ
ることが多い用語と意味を
理解できる。

暗記ができる。

チームで目標を達成できる
。

用語の意味を自分の言葉で
言い換えながら、解説がで
きた。

用語の意味を自分の言葉で
言い換えることができた。

助言があればできた。 助言があれば一部できた。

自分に適した方法を用いて
、暗記ができた。

指導方法に従って暗記がで
きた。

助言があればできた。 助言があれば一部出来た。 助言があってもできなかっ
た。

状況に応じてリーダーシッ
プをとったら、他のメンバ
ーへのサポートができた。

他のメンバーを尊重できた
。

自分の役割を責任を持ち果
たせた。

助言があればできた。 助言があってもできなかっ
た。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目分類区分

櫻井　美帆子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館４階

単位数 1 (単位認定責任者： ）櫻井　美帆子 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

現場での実務経験から得た事例等を用いて福祉に対する理解を深めていく。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
１０回以上の出席があること。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ５０％ ０％ ５０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

390－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
福祉の現場で用いられることが多い用語①

福祉の授業の中で知った「あ」行の単語を書き出す
（４５分）。

2 福祉の現場で用いられることが多い用語② 単語カードを見直す。福祉の授業の中で知った「あ
」行の単語を書き出す。（４５分）

単語カードを作る。
（４５分）

単語カードを見直す。福祉の授業の中で知った「か
」行の単語を書き出す。（４５分）3 福祉の現場で用いられることが多い用語③ 単語カードを作る。

（４５分）

単語カードを作る。
（４５分）

単語カードを見直す。福祉の授業の中で知った「か
」行の単語を書き出す。（４５分）福祉の現場で用いられることが多い用語④4

単語カードを作る。
（４５分）

単語カードを見直す。福祉の授業の中で知った「さ
」行の単語を書き出す。（４５分）福祉の現場で用いられることが多い用語⑤5

単語カードを作る。
（４５分）

単語カードを見直す。福祉の授業の中で知った「さ
」行の単語を書き出す。（４５分）福祉の現場で用いられることが多い用語⑥6

単語カードを作る。
（４５分）

単語カードを見直す。福祉の授業の中で知った「た
」行の単語を書き出す。（４５分）福祉の現場で用いられることが多い用語⑦7

単語カードを作る。
クラスのメンバーの暗記方法を参考にし、暗記方法
の工夫を試みる。

単語カードを見直す。福祉の授業の中で知った「た
」行の単語を書き出す。（４５分）中間まとめ8

単語カードを作る。
（４５分）

単語カードを見直す。福祉の中で知った「な」行の
単語を書き出す。（４５分）福祉の現場で用いられることが多い用語⑧9

10 福祉の現場で用いられることが多い用語⑨ 単語カードを見直す。福祉の授業の中で知った「は
」行の単語を書き出す。（４５分）

単語カードを作る。
（４５分）

単語カードを作る。
（４５分）

単語カードを見直す。福祉の授業の中で知った「は
」行の単語を書き出す。（４５分）福祉の現場で用いられることが多い用語⑩11

単語カードを作る。
（４５分）

単語カードを見直す。福祉の授業の中で知った「ま
」行の単語を書き出す。（４５分）福祉の現場で用いられることが多い用語⑪12

単語カードを作る。
（４５分）

単語カードを見直す。福祉の授業の中で知った「ま
」行の単語を書き出す。（４５分）福祉の現場で用いられることが多い用語⑫13

単語カードを作る。
（４５分）

単語カードを見直す。福祉の授業の中で知った「や
」行の単語を書き出す。（４５分）福祉の現場で用いられることが多い用語⑬14

単語カードを作る。
（４５分）

単語カードを見直す。福祉の授業の中で知った「ら
」「わ」行の単語を書き出す。（４５分）福祉の現場で用いられることが多い用語⑭15

自分の暗記の方法を考察する。（４５分）単語カードを見直す。（４５分）まとめ16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

単語カードを作る。
（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目分類区分

櫻井　美帆子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館４階

単位数 1 (単位認定責任者： ）櫻井　美帆子 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

現場での実務経験から得た事例等を用いて福祉に対する理解を深めていく。

基本情報

開講時期

1 『使用しない』

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 『使用しない』

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



ゼミ内でのプレゼンテーシ
ョンに耳を傾けることは出
来るが質問できなかった。

391－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
基礎ゼミナールⅠの目的を踏襲しながら無理なく専門課程へ移行できる様「学びの方法」を修得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科の ＤＰ（２）、（5）に対応する。
経営学科の ＤＰ（２）、（5）に対応する。
デザイン学科の ＤＰ（２）、（5）に対応する。
建築学科の ＤＰ（２）、（5）に対応する。

到達目標
基礎ゼミナールⅠから継続して考えていきながら、学生それぞれが１つのテーマを上げレポートを作成し発表する事を目標とする。

授業全体の内容と概要
人間は食べることのみによって栄養を取り入れ、様々な活動を可能としている。乳幼児から高齢者まで各々の目的や問題の違いはあれ、それぞれ生活リズムの確立
や健康、QOL、疾病防止などを目的として望ましい食生活をする事が必要となる。学生それぞれが自分自身の食生活だけでなく職業的（保育士、社会福祉士、スポー
ツトレーナー、教員等）に必要な問題意識を持ち知識を身につけることを目標とする。

授業の方法
食生活や栄養に関する問題の中からそれぞれが研究テーマを見つけ、プレゼンテーションやディスカッション、グループワーク、フィールドワーク、実習等を実施
する。また必要に応じて教員がテーマに関した講義も行い、カレントトピックスについても解説する。質疑応答には随時対応する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

〇 フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
出席を重視する。欠席をする場合は必ず事前に連絡をすること。出席数を満たしていてもゼミの運営を乱す行為があった場合は評価をしない場合がある。また同じ
くゼミの運営に支障を来たす行為があった場合は途中でゼミ異動を宣告する場合がある。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解(協調性，傾聴
力)

知識・理解(興味，関心)

汎用的機能(トークスキル
，表現力)

態度・志向性(リーダーシ
ップ，態度)

態度・志向性(意欲)

ゼミ内でのプレゼンテーシ
ョンに積極的に耳を傾け，
タイミングよく質問するこ
とができた。

ゼミ内でのプレゼンテーシ
ョンに耳を傾け，タイミン
グよく質問することができ
た。

ゼミ内でのプレゼンテーシ
ョンに耳を傾け質問するこ
とができた。

ゼミ内でのプレゼンテーシ
ョンに耳を傾け何回か質問
することができた。

新聞、ニュース、トピック
ス等に関心を持ち積極的に
食生活や栄養についてのテ
ーマを発見することができ
た。

新聞、ニュース、トピック
ス等に関心を持に食生活や
栄養についてのテーマを概
ね発見することができた。

新聞、ニュース、トピック
ス等に関心を持ち食生活や
栄養についてのテーマを発
見することができた。

新聞、ニュース、トピック
ス等に関心を持つ努力をし
ながら食生活や栄養につい
てのテーマを発見すること
ができた。

新聞、ニュース、トピック
ス等に関心を持ち食生活や
栄養についてのテーマを発
見することができなかった
。

ゼミ内でのプレゼンテーシ
ョンにおいて聞き手が理解
しやすいよう資料を十分揃
えわかりやすく発表するこ
とができた。

ゼミ内でのプレゼンテーシ
ョンにおいて聞き手が理解
しやすいようわかりやすく
発表することができた。

ゼミ内でのプレゼンテーシ
ョンにおいて聞き手が理解
しやすいよう概ねわかりや
すく発表することができた
。

ゼミ内でのプレゼンテーシ
ョンにおいて聞き手が理解
しやすいよう発表すること
ができた。

ゼミ内でのプレゼンテーシ
ョンにおいて聞き手が理解
しやすいよう発表すること
ができなかった。

ゼミ内での自分の役割を十
分に認識し，積極的にゼミ
運営に関わることができた
。

ゼミ内での自分の役割を十
分に認識し，ゼミ運営に関
わることができた。

ゼミ内での自分の役割を認
識し，ゼミ運営に関わるこ
とができた。

ゼミ内での自分の役割を認
識し，ゼミ運営に多少関わ
ることができた。

ゼミ内での自分の役割を認
識できなかった。

評価前提条件を満たす事が
できなかった。(出席９～0
回)

休まずゼミに出席できた。
(出席１６回)

概ねゼミに出席できた。(
出席１５～１４回)

休みがちではあるが出席で
きた。(出席１３～１２回)

欠席が目立つが出席できた
。(出席１１～１０回)

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

湯浅　頼佳（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 1 (単位認定責任者： ）湯浅　頼佳　 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
出席状況（３分の２以上）。ゼミ内での活動(プレゼンテーションやディスカッション、グループワーク、フィールドワーク、実習等)とゼミ内での役割の認識と行
動により総合評価する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２０％ ０％ ０％ ３０％ ５０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション及びシラバスの説明 ゼミ初回に必要な事項について考える。(４５分)

2 「食生活の重要性を考えるⅡＡ」① 新聞、ニュース、トピックス等に目を向け食生活や
栄養についてのテーマを発見する。(４５分) 本日のゼミ内容について振り返りを行う。(４５分)

新聞、ニュース、トピックス等に目を向け食生活や
栄養についてのテーマを発見する。(４５分)3 「食生活の重要性を考えるⅡＡ」② 本日のゼミ内容について振り返りを行う。(４５分)

本日のゼミ内容について振り返りを行う。(４５分)新聞、ニュース、トピックス等に目を向け食生活や
栄養についてのテーマを発見する。(４５分)「食生活の重要性を考えるⅡＡ」③4

本日のゼミ内容について振り返りを行う。(４５分)新聞、ニュース、トピックス等に目を向け食生活や
栄養についてのテーマを発見する。(４５分)「食生活の重要性を考えるⅡＡ」④5

本日のゼミ内容について振り返りを行う。(４５分)新聞、ニュース、トピックス等に目を向け食生活や
栄養についてのテーマを発見する。(４５分)「食生活の重要性を考えるⅡＡ」⑤6

本日のゼミ内容について振り返りを行う。(４５分)新聞、ニュース、トピックス等に目を向け食生活や
栄養についてのテーマを発見する。(４５分)「食生活の重要性を考えるⅡＡ」⑥7

本日のゼミ内容について振り返りを行う。(４５分)新聞、ニュース、トピックス等に目を向け食生活や
栄養についてのテーマを発見する。(４５分)「食生活の重要性を考えるⅡＡ」⑦8

本日のゼミ内容について振り返りを行う。(４５分)新聞、ニュース、トピックス等に目を向け食生活や
栄養についてのテーマを発見する。(４５分)「食生活の重要性を考えるⅡＡ」⑧9

10 「食生活の重要性を考えるⅡＡ」⑨ 新聞、ニュース、トピックス等に目を向け食生活や
栄養についてのテーマを発見する。(４５分) 本日のゼミ内容について振り返りを行う。(４５分)

本日のゼミ内容について振り返りを行う。(４５分)新聞、ニュース、トピックス等に目を向け食生活や
栄養についてのテーマを発見する。(４５分)「食生活の重要性を考えるⅡＡ」⑩11

本日のゼミ内容について振り返りを行う。(４５分)新聞、ニュース、トピックス等に目を向け食生活や
栄養についてのテーマを発見する。(４５分)「食生活の重要性を考えるⅡＡ」⑪12

本日のゼミ内容について振り返りを行う。(４５分)新聞、ニュース、トピックス等に目を向け食生活や
栄養についてのテーマを発見する。(４５分)「食生活の重要性を考えるⅡＡ」⑫13

本日のゼミ内容について振り返りを行う。(４５分)新聞、ニュース、トピックス等に目を向け食生活や
栄養についてのテーマを発見する。(４５分)「食生活の重要性を考えるⅡＡ」⑬14

本日のゼミ内容について振り返りを行う。(４５分)新聞、ニュース、トピックス等に目を向け食生活や
栄養についてのテーマを発見する。(４５分)「食生活の重要性を考えるⅡＡ」⑭15

まとめの振り返りを行う。(４５分)まとめの準備を行う。(４５分)まとめ16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

シラバスについて確認する。ゼミ内での自分の役割
について考える(４５分)

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

湯浅　頼佳（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 1 (単位認定責任者： ）湯浅　頼佳　 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



健康についての基礎的な知
識を。理解できなかった。

393－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
人間の基本である健康・体力身体運動に関する知識を深め、現在不規則になりがちな生活習慣の改善になる。学生生活における健康維持のための運動の大切さにつ
いての基礎知識を理解する。

授業の位置づけ
経営学科のDP(１)(２)(４)」に対応する。
社会福祉学科のDP(１)(２)(４)(５)に対応する。
デザイン学科のDP(１)(２)(４)に対応する。
建築学科のDP(１)(２)(４)」に対応する。

到達目標
生涯にわたり有意義な人生を送るために、健康なライフスタイルを確立する方法を身につける。
不規則になりがちな生活習慣で留意しなければならない点について、いくつかのテーマを通じて、基本的な知識を学習する。現在だけのことだけでなく、卒業後に
訪れるだろう社会人生活における健康づくりについて述べることができる。

授業全体の内容と概要
現代社会における健康問題について解説し、健康づくりの必要性について理解する。

授業の方法
資料を通読し、その内容にかかわって、説明や質疑応答及びディスカッションを行います。
健康に関するキーワードについて調べ、学修したものを発表します。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

〇 模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
積極的に取り組むことを期待します。
２０分以上の遅刻は欠席とみなします。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体的に取り組む態度

健康についての基礎的な知
識を深く理解できた。

健康についての基礎的な知
識を理解できた。

健康についての基礎的な知
識をおおむね理解できた。

健康についての基礎的な知
識を多少理解できた。

健康の基本を踏まえた健康
内容の展開について十分に
考察できた。

健康の基本を踏まえた健康
内容の展開について考察で
きた。

健康の基本を踏まえた健康
内容の展開についておおむ
ね考察できた。

健康の基本を踏まえた健康
内容の展開について多少考
察できた。

健康の基本を踏まえた健康
内容の展開について考察で
きなかった。

健康の多様な展開について
理解したことをわかりやす
く説明できた。

健康の多様な展開について
理解したことを説明できた
。

健康の多様な展開について
理解したことをおおむねわ
かりやすく説明できた。

健康の多様な展開について
理解したことを多少わかり
やすく説明できた。

健康の多様な展開について
理解したことを説明できな
かった。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

尾西　則昭(社会福祉学科・特任教授)授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）尾西　則昭 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数１3回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ８０％ ０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス　『シラバス説明』
「授業改善アンケート結果反映の説明」 事前にシラバスを読んで確認する。(４５分)

2 健康プログラムが見つかる① シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(４５分)

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(４５分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(４５分)3 健康プログラムが見つかる② ノートに記載された内容を復習し、理解する。

(４５分)

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(４５分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(４５分)健康プログラムが見つかる③4

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(４５分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(４５分)健康プログラムが見つかる④5

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(４５分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(４５分)健康プログラムが見つかる⑤6

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(４５分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(４５分)健康プログラムが見つかる⑥7

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(４５分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(４５分)健康プログラムが見つかる⑦8

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(４５分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(４５分)健康プログラムが見つかる⑧9

10 健康プログラムが見つかる⑨ シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(４５分)

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(４５分)

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(４５分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(４５分)健康プログラムが見つかる�11

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(４５分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(４５分)健康プログラムが見つかる⑪12

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(４５分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(４５分)健康プログラムが見つかる⑫13

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(４５分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(４５分)健康についての発表①14

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(４５分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(４５分)

健康についての発表②
「授業改善アンケート実施」15

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(４５分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(４５分)

健康についての発表③
まとめ16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(４５分)

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

尾西　則昭(社会福祉学科・特任教授)授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）尾西　則昭 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『資料配布』

2

3

4

5



学修に真面目に取り組まず
、期待される最低限度の基
準に到達することができな
かった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
教員になるために必要な知識・技能、思考力・判断力・表現力等の能力及び意欲を身に付ける。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
教育制度についてその概要を理解することができる。
教育にかかわる諸問題についてその概要を理解することができる。
教員になるために必要な事項についてその概要を理解することができる。

授業全体の内容と概要
各回の授業テーマについて考える。
教育にかかわる法令、中央教育審議会答申、学習指導要領などの通読
教育に関する基本的事項についての調べ学修
教員として求められる一般教養及び教職教養の学修
学校視察やボランティア活動等への参加
漢字検定等への参加
「SDG４．質の高い教育をみんなに」の関連科目

授業の方法
教育にかかわる法令、中央教育審議会答申、学習指導要領などを通読し、その内容にかかわって説明や質疑応答及びディスカッションを行います。板書や教材提示
装置を活用する。教育に関するキーワードについての調べ学修及びその発表を行う。教員として求められる一般教養及び教職教養について演習を行う。課題や発表
等に対する評価のフィードバックや要望等への対応は口頭で行う。Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、質問、小テスト、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

○ 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
○教職課程を履修し、大学卒業後に教職に就く強い希望と意思を持った学生を原則対象とする。
○各自、ノートを用意すること。
○プリント類はフラットファイルに格納し、毎回授業に持参すること。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力等

主体性・多様性・協働性

学修した知識・技能を確実
に修得するとともに、それ
らに関連した知識・技能に
ついても習得することがで
きた。

学修した知識・技能を十分
に修得することができた。

学修した知識・技能を修得
することができた。

学修した知識・技能を修得
したが、最低限容認できる
レベルにとどまった。

与えられた課題に積極的に
取り組んだ。課題に対する
理解力やプレゼンテーショ
ンの能力に関して期待され
るるレベルを大きく超える
ことができた。

与えられた課題に取り組ん
だ。課題に対する理解力や
プレゼンテーションの能力
に関して期待されるレベル
を十分に達成することがで
きた。

与えられた課題に取り組ん
だ。課題に対する理解力や
プレゼンテーションの能力
に関して期待されるレベル
を達成することができた。

与えられた課題に取り組ん
だ。課題に対する理解力や
プレゼンテーションの能力
に関して最低限容認できる
レベルにとどまった。

与えられた課題に真面目に
取り組まず、期待される最
低限度の基準に到達するこ
とができなかった。

与えられた課題に積極的に
取り組んだ。積極性や協働
性に関して期待されるレベ
ルを大きく超えることがで
きた。

与えられた課題に取り組ん
だ。積極性や協働性に関し
て期待されるレベルを十分
に達成することができた。

与えられた課題に取り組ん
だ。積極性や協働性に関し
て期待されるレベルを達成
することができた。

与えられた課題に取り組ん
だ。積極性や協働性に関し
て最低限容認できるレベル
にとどまった。

与えられた課題に真面目に
取り組まず、期待される最
低限度の基準に到達するこ
とができなかった。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

西崎　毅（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館６階

単位数 1 (単位認定責任者： ）西崎　毅 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

高等学校教員及び教育行政職員としての経験を活かして教職に関連する指導を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は11回。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ２０％ ０％ ８０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボードを参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション（シラバスの説明含む）
学修計画の作成 教職志望の理由をまとめること。（４５分）

2
○中学校学習指導要領総則についての学修①教育課
程の編成
学修計画の発表

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
） 事後課題を行い次時に提出すること。（４５分）

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）3

○中学校学習指導要領総則についての学修②教育課
程の実施と評価
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション

事後課題を行い次時に提出すること。（４５分）

事後課題を行い次時に提出すること。（４５分）前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○中学校学習指導要領総則についての学修③生徒の
発達の支援
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション

4

事後課題を行い次時に提出すること。（４５分）前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○中学校学習指導要領総則についての学修④学校運
営上の留意事項
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション

5

事後課題を行い次時に提出すること。（４５分）前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○中学校学習指導要領道徳についての学修①目標
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション
一般教養及び教職教養の演習

6

事後課題を行い次時に提出すること。（４５分）前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○中学校学習指導要領道徳についての学修②内容
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション
一般教養及び教職教養の演習

7

事後課題を行い次時に提出すること。（４５分）前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○中学校学習指導要領道徳についての学修③指導計
画の作成
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション

8

事後課題を行い次時に提出すること。（４５分）前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○中学校学習指導要領道徳についての学修④内容の
取扱い
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション

9

10
○中学校学習指導要領社会ついての学修①目標
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション
一般教養及び教職教養の演習

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
） 事後課題を行い次時に提出すること。（４５分）

事後課題を行い次時に提出すること。（４５分）前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○中学校学習指導要領社会についての学修②地理的
分野の目標と内容
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション

11

事後課題を行い次時に提出すること。（４５分）前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○中学校学習指導要領社会についての学修③歴史的
分野の目標と内容
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション

12

事後課題を行い次時に提出すること。（４５分）前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○中学校学習指導要領社会についての学修④公民的
分野の目標と内容
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション

13

事後課題を行い次時に提出すること。（４５分）前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○中学校学習指導要領社会ついての学修⑤指導計画
の作成
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション

14

事後課題を行い次時に提出すること。（４５分）前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）

○中学校学習指導要領社会についての学修⑥内容の
取扱い
法令・学習指導要領等の通読及びディスカッション

15

1年間の自らの学修姿勢を評価すること。（４５分
）

前時に課された課題を行い提出すること。（４５分
）前期の学修の総括及び反省16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

本時に課された事後課題を行い次時に提出すること
。（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

西崎　毅（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館６階

単位数 1 (単位認定責任者： ）西崎　毅 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

高等学校教員及び教育行政職員としての経験を活かして教職に関連する指導を行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



認知機能、遊びと対人関係
に関する内容、発達、その
遅れや偏り等について、ま
ったく理解できなかった。

397－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
特別支援教育における個に応じた指導、配慮等の基盤となる内容である一般的な発達論等の知見をとおして、認知機能、遊びと対人関係等の定型発達、発達の遅れ
や偏り等の非定型発達について理解し、特別支援教育への関心を高める。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）と（４）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）と（４）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）と（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）と（４）に対応する。

到達目標
認知機能、遊びと対人関係等の定型発達、その遅れや偏り等の非定型発達の様相がわかる。

授業全体の内容と概要
認知機能の発達については、ピアジェによる感覚運動期からの定型発達の概要、遊びと対人関係については、その意義、仲間関係、分類、その後の発達への影響等
について、一般的な発達論や発達の遅れや偏り等について理解する。

授業の方法
各自の任意のテーマを選択し、計画、調査、探究、整理、資料作成等の一連の活動を行う。
全体への報告資料作成（２回）、パワーポイント等の視聴覚メディアによる全体発表をとおして、情報を共有する。
資料内容、発表内容等に対する振り返りや、自己評価を下にしたフィードバックを行う。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

○ 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
障害のある子に対する教育的な対応、または特別支援教育に強い関心がある者とする。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

認知機能、遊びと対人関係
に関する定型発達、発達の
遅れや偏り等の知識・理解

テーマに基づく内容の整理
、資料作成、報告、発表等
による説明等の思考力、判
断力、表現力の向上

授業への参加意欲や学修に
向かう姿勢・態度

認知機能、遊びと対人関係
に関する内容、発達、その
遅れや偏り等について、十
分に理解し、自ら深化させ
発展的な探究活動ができた
。

認知機能、遊びと対人関係
に関する内容、発達、その
遅れや偏り等について、十
分に理解できた。

認知機能、遊びと対人関係
に関する内容、定型発達、
その遅れや偏り等について
理解できた。

認知機能、遊びと対人関係
に関する内容、発達、その
遅れや偏り等について部分
的には理解できた。

内容を的確かつ発展的に整
理し、理解しやすい報告、
発表等をとおして、思考力
、判断力、表現力を十分に
高めることができた。

内容を的確に整理し、理解
しやすい報告、発表等をと
おして、思考力、判断力、
表現力を十分に高めること
ができた。

内容を整理し、報告、発表
等をとおして、思考力、判
断力、表現力を高めること
ができた。

内容を整理し、報告、発表
等をとおして、部分的に思
考力、判断力、表現力を高
めることができた。

内容を整理できず、報告、
発表等をすることがなかっ
たため、思考力、判断力、
表現力を高めることができ
なかった。

授業には意欲的に参加し、
グループワークや報告会等
についても、常に自ら積極
的に取り組むことができた
。

授業には意欲的に参加し、
グループワークや報告会等
についても、部分的に積極
的に取り組むことができた
。

授業に関心をもって参加し
、グループワークや報告会
等にも関心をもって取り組
むことができた。

授業に対して部分的に積極
的に取り組み、グループワ
ークや報告会等にもある程
度関心をもって取り組むこ
とができた。

授業に対して消極的であり
、グループワークや報告会
等にも積極的に取り組むこ
とができなかった。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

堀川　厚志（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館８階

単位数 1 (単位認定責任者： ）堀川　厚志 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校教育現場及び教育行政機関に勤務経験のある教員が、特別支援教育に必要な今日的課題
等について指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上とする。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２０％ ５０％ ０％ ２０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

398－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション（取組の概要、シラバスの説明
等）一般的な発達論、生涯発達の考え方等について

シラバスを読む
（４５分）

2 認知機能の発達の情報収集、今後の進め方、テーマ
の概要等のガイダンス

認知発達の概要を調べる
（４５分）

発達について確かめる
（４５分）

認知発達の概要を調べる
（４５分）3 認知機能の発達の概要の確認

①活動計画、役割分担等、情報収集内容の確認
発達論を確かめる
（４５分）

内容を整理する
（４５分）

認知発達について調べる
（４５分）

認知機能の発達に関する情報収集内容の概要
②概要の確認4

内容を整理する
（４５分）

認知発達について調べる
（４５分）

認知機能の発達に関する情報収集と整理
③情報の収集内容の確認5

内容を整理する
（４５分）

認知発達について調べる
（４５分）

認知機能の発達に関する情報収集と整理
④発表資料の作成6

内容を整理する
（４５分）

認知発達について調べる
（４５分）

認知機能の発達に関する情報収集と整理
⑤発表資料の作成と確認7

発表を振り返る
（４５分）

作成資料、発表について確認する
（４５分）

認知機能の発達に関する全体発表
全体発表の振り返り、振り返り内容の確認8

内容を整理する
（４５分）

振り返りの内容を確認する
（４５分）

全体発表の振り返り内容の確認
遊びと対人関係の発達概要、基本情報ガイダンス9

10 遊びと対人関係の発達の概要
①活動計画、役割分担等、情報収集内容の確認

遊び等について調べる
（４５分）

遊びの発達について確かめる
（４５分）

遊びについて確かめる
（４５分）

遊び等について調べる
（４５分）

遊びと対人関係の発達に関する情報収集内容の概要
②概要の確認11

内容を整理する
（４５分）

遊び等について調べる
（４５分）

遊びと対人関係の発達に関する情報収集と整理
③情報の収集内容の確認12

内容を整理する
（４５分）

遊び等について調べる
（４５分）

遊びと対人関係の発達に関する情報収集と整理
④発表資料の作成13

内容を整理する
（４５分）

遊び等について調べる
（４５分）

遊びと対人関係の発達に関する発達の遅れや偏り等
⑤発表資料の作成14

内容を整理する
（４５分）

作成資料について考える
（４５分）

遊びと対人関係の発達に関する発達の遅れや偏り等
⑥発表資料の作成15

全内容を振り返る
（４５分）

発表資料、発表内容を確認する
（４５分）

遊びと対人関係の発達、その遅れや偏り等
全体発表と振り返り、振り返り内容の確認16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

説明内容を整理する
（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

堀川　厚志（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館８階

単位数 1 (単位認定責任者： ）堀川　厚志 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校教育現場及び教育行政機関に勤務経験のある教員が、特別支援教育に必要な今日的課題
等について指導する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 林　創 ミネルヴァ書房 978-4-623-08622-1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『発達心理学』 2019

2

3

4

5



積極的に行動し，意欲的に
取り組み，安全に細心の注
意を払うことができなかっ
た。

399－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
競技スポーツの基礎的トレーニングを基礎ゼミナールⅠＡ．Ｂより更に深く学び、個人に必要なトレーニングを自ら実践できるよう知識を身につける。携っている
競技の試合分析をする知識と理解力を身につける。

授業の位置づけ
営学科のＤＰ（４）（５）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（４）（５）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（４）に対応する。

到達目標
競技及び個人の特性を理解し、安全にトレーニングできるようにする。また，試合の分析・考察(心理的)も出来る。

授業全体の内容と概要
基礎ゼミナールⅠＡ．Ｂを基に個人に必要なフィジカルとメンタルトレーニングを実践し、自分の競技の試合をどのように分析・考察(心理的)すればよいのかを考
える。

授業の方法
プリントなど資料にて説明したのち、トレーニング室及び体育館などで実際にトレーニング(フィジカルとメンタル)をする。また，コンディショニングの方法・心
理的などについての分析を行い、次の大会などに活かせるようにする。なお、次回の授業において前回の反省と確認を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
男子バスケットボール部に所属の学生を対象とする。注意事項等の詳細については、ガイダンスにて説明する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

関心・意欲・態度・判断

競技及び個人の特性を理解
し、安全にトレーニングが
できる

知識・理解

積極的に行動し，意欲的に
取り組み，安全に細心の注
意を払うことができた。

積極的に行動し，意欲的に
取り組み，安全に細心の注
意を払うことが７割程度で
きた。

積極的に行動し，意欲的に
取り組み，安全に細心の注
意を払うことが5割程度で
きた。

積極的に行動し，意欲的に
取り組み，安全に細心の注
意を払うことが3割程度で
きた。

目標設定の原理，原則，種
類とその方法を理解し安全
に細心の注意を払うことが
できた。

目標設定の原理，原則，種
類とその方法を理解し安全
に細心の注意を払うことが
７割程度できた。

目標設定の原理，原則，種
類とその方法を理解し安全
に細心の注意を払うことが
5割程度できた。

目標設定の原理，原則，種
類とその方法を理解し安全
に細心の注意を払うことが
3割程度できた。

目標設定の原理，原則，種
類とその方法を理解し安全
に細心の注意を払うことが
できなかった。

フィジカルとメンタルトレ
ーニングの知識・理解があ
り，心理的スキルも含め分
析・考察ができた。

フィジカルとメンタルトレ
ーニングの知識・理解があ
り，心理的スキルも含め分
析・考察が７割程度できた
。

フィジカルとメンタルトレ
ーニングの知識・理解があ
り，心理的スキルも含め分
析・考察が5割程度できた
。

フィジカルとメンタルトレ
ーニングの知識・理解があ
り，心理的スキルも含め分
析・考察が3割程度できた
。

フィジカルとメンタルトレ
ーニングの知識・理解があ
り，心理的スキルも含め分
析・考察ができなかった。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

小山　尋明（建築学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館４階

単位数 1 (単位認定責任者： ）小山　尋明 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ６０％ ４０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

400－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス(シラバス説明)。 事前にシラバスを読んで確認しておく(４５分)

2 トレーニング実践　１
(フィジカルとメンタル) トレーニングの基礎と原則を確認しておく(４５分)トレーニングの基礎と原則を理解しておく(４５分)

トレーニングの基礎と原則を確認しておく(４５分)3 トレーニング実践　２
(フィジカルとメンタル) トレーニングの基礎と原則を理解しておく(４５分)

トレーニングの基礎と原則を理解しておく(４５分)トレーニングの基礎と原則を確認しておく(４５分)トレーニング実践　３
(フィジカルとメンタル)4

トレーニングの基礎と原則を理解しておく(４５分)トレーニングの基礎と原則を確認しておく(４５分)トレーニング実践　４
(フィジカルとメンタル)5

トレーニングの基礎と原則を理解しておく(４５分)トレーニングの基礎と原則を確認しておく(４５分)トレーニング実践　５
(フィジカルとメンタル)6

トレーニングの基礎と原則を理解しておく(４５分)トレーニングの基礎と原則を確認しておく(４５分)トレーニング実践　６
(フィジカルとメンタル)7

コンディショニングの方法を理解しておく(４５分)コンディショニングの方法を確認しておく(４５分)試合分析　１
(心理的・コンディショニングの方法)8

コンディショニングの方法を理解しておく(４５分)コンディショニングの方法を確認しておく(４５分)試合分析　２
(心理的・コンディショニングの方法)9

10 試合分析　３
(心理的・コンディショニングの方法) コンディショニングの方法を確認しておく(４５分)コンディショニングの方法を理解しておく(４５分)

コンディショニングの方法を理解しておく(４５分)コンディショニングの方法を確認しておく(４５分)試合分析　４
(心理的・コンディショニングの方法)11

コンディショニングの方法を理解しておく(４５分)コンディショニングの方法を確認しておく(４５分)試合分析　５
(心理的・コンディショニングの方法)12

コンディショニングの方法を理解しておく(４５分)コンディショニングの方法を確認しておく(４５分)試合分析　６
(心理的・コンディショニングの方法)13

コンディショニングの方法を理解しておく(４５分)コンディショニングの方法を確認しておく(４５分)試合分析　７
(心理的・コンディショニングの方法)14

コンディショニングの方法を理解しておく(４５分)コンディショニングの方法を確認しておく(４５分)試合分析　８
(心理的・コンディショニングの方法)15

専門用語の意味を理解しておくこと(４５分)内容を確認し理解を深めておくこと(４５分)振り返りと確認16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ガイダンスの内容を理解しておく
(４５分)

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

小山　尋明（建築学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館４階

単位数 1 (単位認定責任者： ）小山　尋明 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



アイデアを出せなかった。
他人の意見を殆ど理解でき
なかった。

401－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
学生時代に創作し、制作した作品で地域に貢献するには、その地域や社会(企業)の理解や課題認識が必要であり、また、自らの学習成果を地域社会の中で試し検証
する絶好の機会となる。更に、本学の教育理念に「必要とする人々のために新たな道を創造し、人々が共生しえる社会の実現をめざし、それを成し遂げる」を具現
する活動でもある。そうした位置付けで、リサーチ・プランニング・クリエーション・プレゼン・制作活動まで一貫して実践する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ (2)、(5)に対応する。
福祉学科のＤＰ(2)、(4)に対応する。
デザイン学科のＤＰ (2)、(3)、(4)に対応する。
建築学科のＤＰ(2)、(4)に対応する。

到達目標
（１）制作活動を通して何を学ぶのか、各自の問題意識を明確にする。
（２）様々な活動場面に応じて、適切なコミュニケーションを取りながら、他者との関わりをもつ。
（３）各自の活動経験を振り返り、今後進めていく上での自己の学習課題を設定する。

授業全体の内容と概要
授業では、グループワーク、ディスカッション、プレゼンテーション等のアクティビティを多く取り入れる。各自が問題意識を持ち、考察結果などをグループ全体
で共有しながら、目標達成に向けて活動をする。地域との取り組みに自分のデザインを交えながら、どんなことができるのか考え楽しく活動する。

授業の方法
グループワークを中心にした活動が多いため、一人ひとりが自主性を持ち、他人任せになるようなことがないように、常に問題意識を持ち、議論しながら問題解決
し、積極的に活動に励む。授業では、グループワーク、討論、ワークショップ等のアクティビティを多く取り入れる。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

〇 ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
受講に関して以下の心構えがある学生を条件といたします。
①社会に役立って達成感を得たり、自分に自信をつけたい人
②やる気があり、最後まで活動をやり通す気力を持ち合わせている人
③協力し合いながら目標に向かい活動を成功させることができる人

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

積極性、社会理解

課題解決能力と創造性

コミュニケーション能力と
行動力

積極的にアイデアを出し、
採用された。他人の発言を
聴き、十分な理解に努め、
積極的に意見した。

積極的にアイデアを出した
。他人の発言を聴き、十分
な理解に努めた意見した。

それなりにアイデアを出し
た。他人の発言を聞き、あ
る程度意見した。

アイデアを殆ど出せなかっ
た。他人の意見をあまり理
解できなかった。

仕事を的確に発見し、進め
方を共有しあいながら適切
に検討し、実行できた。

仕事を進んで発見し、進め
方を適切に検討し、実行で
きた。

仕事を発見し、進め方を検
討し、ある程度実行できた
。

仕事をあまり発見できず、
依頼されたことだけ実行で
きた。

仕事を発見できず、依頼さ
れたことも、ほとんど実行
できなかった。

他者をリードする態度で積
極的に活動に取 り組み、
高い コミュニケーション
能力と行動力がある。

自主的・協働的に活動に取
り組み、コミュニケーショ
ン能力や行動力がある。

自らの考えでアクションを
起すことはあまりないが必
要なコミュニケーション能
力や行動力はある。

自らの考えでアクションを
起すことはなく最低限度の
コミュニケーション能力や
行動力はある。

自らの考えでアクションを
起すことができない。最低
限度のコミュニケーション
能力や行動力もほとんどな
い。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

宮嶋　達也（デザイン学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・2年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館４階

単位数 1 (単位認定責任者： ）宮嶋　達也 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は, １０回以上とする。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ５０％ ０％ ２０％ ３０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

402－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション　シラバスの説明 演習の準備　シラバスの熟読（45分）

2 Planning1 事前に作業しておくなどの準備（45分） 演習内容を確認して理解を深める（45分）

事前に作業しておくなどの準備（45分）3 Planning2 演習内容を確認して理解を深める（45分）

演習内容を確認して理解を深める（45分）事前に作業しておくなどの準備（45分）Planning34

演習内容を確認して理解を深める（45分）事前に作業しておくなどの準備（45分）Research activities    15

演習内容を確認して理解を深める（45分）事前に作業しておくなどの準備（45分）Research activities    26

演習内容を確認して理解を深める（45分）事前に作業しておくなどの準備をすること（45分）Research activities    37

演習内容を確認して理解を深める（45分）事前に作業しておくなどの準備（45分）Creative activities    18

演習内容を確認して理解を深める（45分）事前に作業しておくなどの準備をすること（45分）Creative activities    29

10 Creative activities    3事前に作業しておくなどの準備（45分） 演習内容を確認して理解を深める（45分）

演習内容を確認して理解を深める（45分）事前に作業しておくなどの準備（45分）Creative activities    411

演習内容を確認して理解を深める（45分）事前に作業しておくなどの準備（45分）Creative activities    512

演習内容を確認して理解を深める（45分）事前に作業しておくなどの準備（45分）presentation①13

演習内容を確認して理解を深める（45分）事前に作業しておくなどの準備をすること（45分）presentation②14

演習内容を確認して理解を深める（45分）事前に作業しておくなどの準備（45分）レポート・前期活動のまとめ15

演習内容を確認して理解を深める（45分）事前に作業しておくなどの準備（45分）前期活動における総括と振り返り16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

演習内容を確認して理解を深める（45分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

宮嶋　達也（デザイン学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・2年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館４階

単位数 1 (単位認定責任者： ）宮嶋　達也 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



ＳＰＩの基礎知識（非言語
分野）及び解き方（思考過
程）が７０％も理解できな
かった。

403－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
学生が就職活動を行う時に必要なＳＰＩの基礎知識（非言語分野）及び解き方（思考過程）の基本をしっかり身につける。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）に対応する。

到達目標
ＳＰＩの基礎知識（非言語分野）と解き方（思考過程）の基本を修得できる。

授業全体の内容と概要
金銭に関する問題、速さ・時間・距離、確率、推論、集合、論証、グラフの領域等を豊富な練習問題を解くことによって、ＳＰＩの基礎知識（非言語分野）と解き
方の基本について実感をつかませる。

授業の方法
授業は、板書で実施し、板書にて説明しながら、演習を行う。課題は学生が提出後、解説を行う。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
ゼミナールの内容を十分に理解するために予習・復習を怠らず、また講義や演習に対して積極的に取り組むこと。
レポート等の提出方法についてはゼミナール時間中に指示するので、ゼミナールを欠席することのないよう留意すること。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

ＳＰＩに必要な基礎知識の
修得

計算過程において必要な記
述内容の修得

思考過程のプレゼンテーシ
ョン

ＳＰＩの基礎知識（非言語
分野）及び解き方（思考過
程）が１００％理解できた
。

ＳＰＩの基礎知識（非言語
分野）及び解き方（思考過
程）が９０％理解できた。

ＳＰＩの基礎知識（非言語
分野）及び解き方（思考過
程）が８０％理解できた。

ＳＰＩの基礎知識（非言語
分野）及び解き方（思考過
程）が７０％理解できた。

演習問題は解き方（思考過
程）を１００％記述したレ
ポートになった。

演習問題は解き方（思考過
程）を９０％記述したレポ
ートになった。

演習問題は解き方（思考過
程）を８０％記述したレポ
ートになった。

演習問題は解き方（思考過
程）を７０％記述したレポ
ートになった。

演習問題は解き方（思考過
程）を７０％も記述したレ
ポートにならなかった。

筋道の立った思考過程がプ
レゼンテ－ションを通して
明確に出来た。また、質問
にも正確に対応した。

筋道の立った思考過程がプ
レゼンテ－ションを通して
明確に出来た。

筋道の立った思考過程がプ
レゼンテ－ションを通して
出来た。

一部筋道の立った思考過程
がプレゼンテ－ションを通
して出来た。

筋道の立った思考過程のプ
レゼンテ－ションが出来な
かった。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

横山　哲也（建築学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）横山　哲也 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１1回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ５０％ ０％ ０％ ３０％ ２０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

404－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス及びシラバスの説明 シラバスを読んでおくこと（45分）

2 濃度（１） 学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（45分）今日のゼミナールの再確認（45分）

学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（45分）3 濃度（２） 今日のゼミナールの再確認（45分）

今日のゼミナールの再確認（45分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（45分）濃度（３）4

今日のゼミナールの再確認（45分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（45分）速さ・距離・時間（１）5

今日のゼミナールの再確認（45分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（45分）速さ・距離・時間（２）6

今日のゼミナールの再確認（45分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（45分）速さ・距離・時間（３）7

今日のゼミナールの再確認（45分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（45分）速さ・距離・時間（４）8

今日のゼミナールの再確認（45分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（45分）ものの値段と個数9

10 定価・原価・利益 学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（45分）今日のゼミナールの再確認（45分）

今日のゼミナールの再確認（45分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（45分）割合と値段（１）11

今日のゼミナールの再確認（45分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（45分）割合と値段（２）12

今日のゼミナールの再確認（45分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（45分）仕事算13

今日のゼミナールの再確認（45分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（45分）表の読み取り14

今日のゼミナールの再確認（45分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（45分）資料の読み取り15

総理解（45分）総復習（45分）まとめ及び要点のフィードバック16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

今日のゼミナールの再確認（45分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

横山　哲也（建築学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）横山　哲也 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



授業内容を理解しなかった
。

405－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
都市や建築を構想することは、行政や都市計画家、建築家だけの仕事ではない。住民や地域に係る皆が、より良い暮らしを考え実践した積み重ねが都市を形づくる
。ゼミでは、一人ひとりがより良い未来を提案するための基礎を身につけることを目標とする。※ゼミでは都市や建築を空間的な問題として扱う。

授業の位置づけ
「経営学科」のDP(2)(4)に対応する。
「社会福祉学科」のDP(2)(4)に対応する。
「デザイン学科」のDP(2)(4)に対応する。
「建築学科」のDP(1)(2)(3)(4)(5)に対応する。

到達目標
都市や建築の変遷やその社会的背景を理解し、都市や建築について自分なりの意見をもつことができる。

授業全体の内容と概要
1年生での学びをさらに発展、空間的な提案力向上を目的とし、複数の課題を通して、各自の空間に対する興味や関心を掘り下げ、都市や建築空間の楽しみ方を学び
、提案の幅を広げるトレーニングを行う。個人ワークを基本とし、調査・構想・表現を行う。　□SDGs3.すべての人に健康と福祉を　□SDGs11.住み続けられるまち
づくりを　□SDGs12.つくる責任　つかう責任

授業の方法
課題の説明はパワーポイント等を用いる。　また、課題表現として模型・スケッチ・レイアウト・プレゼンテーション等を用いる。　模型製作に必要なカッターマ
ット（A3サイズ推奨）、カッター、ボンド、金尺（15cm,30cm）、スコヤを用意すること。　調査や作業、発表はPC作業となることから、各自のノートパソコンを準
備すること。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

○ フィールドワーク

○ 調査学習

○ 双方向授業

○ ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
能動的な学習姿勢を望む。授業中に引用された建築、書籍に積極的に触れること。20分以上の遅刻は欠席とする。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

理解度

調査・課題解決能力

表現力

授業内容を越えた自主的な
学習を行なった。

授業内容を理解し、自主的
な学習を行なった。

授業内容をほぼ理解し、自
主的な学習を行なった。

授業内容をほぼ理解し、自
分なりの意見をもつことが
できた。

独自の視点で調査し、独創
且つ具体的手法で課題を解
くことができた。�

独自の視点で調査し、独創
的な手法で課題を解くこと
ができた。

独力で調査し、課題を解く
ことができた。

アドバイスをもとに、調査
・課題を解くことができた
。�

アドバイスがあっても自発
的に課題を解くことができ
なかった。

構想したものを、独創性の
ある手法で表現し、考えを
第三者に共感させることが
できた。�

構想したものを、独創性の
ある手法で表現し、考えを
第三者に理解させることが
できた。�

構想したものを、独自の工
夫で表現することができた
。�

構想したものを表現するこ
とができた。�

構想したものを表現できな
かった。�

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

向井　正伸（建築学科・助教）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・2年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 2号館7階

単位数 1 (単位認定責任者： ）向井　正伸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

計画設計等の実務経験を活かし、課題解決法や様々な事例を紹介する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は, 11回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

0％ 0％ 80％ 0％ 10％ 10％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

406－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス
シラバスの説明 シラバスを事前に把握する（45分）

2 課題１（空間を楽しむ）　説明・調査 参考書籍等を用いて予習する。（45分） 講義内容を復習。紹介した書籍・建築事例等につい
て調べる。（45分）

対象を事前に調べる。（45分）3 課題１（空間を楽しむ）　作業 エスキスを反映しまとめる。（45分）

発表を自己評価すること。（45分）プレゼンテーションをまとめる（45分）課題１（空間を楽しむ）　発表4

エスキスを反映する。（45分）対象を事前に調べる。（45分）課題2（模型）　説明・作業5

エスキスを反映しまとめる。（45分）対象を事前に調べる。（45分）課題2（模型）　作業6

発表を自己評価する。（45分）作品を仕上げる。（45分）課題2（模型）　発表7

エスキスを反映する。（45分）対象を事前に調べる。（45分）課題3（スケッチ）　説明・作業8

エスキスを反映しまとめる。（45分）対象を事前に調べる。（45分）課題3（スケッチ）　作業9

10 課題3（スケッチ）　発表 エスキスを反映しまとめる。（45分） 発表を自己評価する。（45分）

講義内容を復習。紹介した書籍・建築事例等につい
て調べる。（45分）対象を事前に調べる。（45分）課題4（設計提案）　説明・調査11

エスキスを反映する。（45分）対象を事前に調べる。（45分）課題4（設計提案）　作業12

エスキスを反映する。（45分）対象を事前に調べる。（45分）課題4（設計提案）　作業13

エスキスを反映する。（45分）対象を事前に調べる。（45分）課題4（設計提案）　作業14

発表を自己評価する。（45分）プレゼンテーションをまとめる（45分）課題4　発表15

学習を振り返り、自己評価を行う。（45分）今までの授業を振り返る。（45分）課題4　発表・まとめ16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

紹介した書籍・建築事例等について調べる。（45分
）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

向井　正伸（建築学科・助教）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・2年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 2号館7階

単位数 1 (単位認定責任者： ）向井　正伸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

計画設計等の実務経験を活かし、課題解決法や様々な事例を紹介する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



日本の時事問題や文化、習
慣に興味、関心を持たず、
知識、技能を習得しようと
いう姿勢が見られない。授
業内の活動にもあまり参加
しなかった。

407－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
授業を通して日本事情、日本文化をより詳しく理解する。日本事情、日本文化を学びながら、「聞く・話す・読む・書く」の4技能の向上を目指し、より高度な日本
語能力を身に付ける。

授業の位置づけ
経営学科のDP（１）（２）（４）に対応する。
社会福祉学科のDP（２）（３）（４）（５）に対応する。
デザイン学科のDP（２）（４）（５）に対応する。
建築学科のDP（２）（４）（５）に対応する。

到達目標
日本の習慣、文化、現代日本の問題をよりよく理解するとともに自身の日本語能力を向上させる。日本語での表現力を身に付け、自分の意見を正しい日本語で伝え
ることができる。他者の意見を聞き、そこから自分の意見を生み出し相手に伝えることができる。

授業全体の内容と概要
日本の時事問題や日本文化、日本の習慣などをトピックに挙げながら日本語の４技能を育成する。トピックを題材に、ディスカッションやグループワークなどの活
動をし、自身の専門分野でも自分のことが十分に表現できる能力を身に付ける。日本文化や日本事情を通して「SDG３．すべての人に健康と福祉を」「SDG７．エネ
ルギーをみんなに　そしてクリーンに」「SDG１０．人や国の不平等をなくそう」について考え、知識を深める。

授業の方法
教材は教師が用意する。教材は紙媒体だけではなく、プロジェクターやパソコン、レアリアなども使用する。学生は教師が提示するトピックを題材に、日本語能力
の向上を目指す。授業内では決まった人たちとのコミュニケーションに終わらず、様々なクラスメートとグループワークやディスカッションをし、自分を表現でき
る能力を養う。その成果をプレゼンテーションやレポートで表す。レポートはテーマ、内容、正確さ、長さ、表現力の5項目で評価する。「内容」の項目は特に重要
で、自分の言葉でわかりやすく表現できているかを評価する。「正確さ」では文法や文字表記の誤りを提示するので、各自でフィードバックすること。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

〇 フィールドワーク

〇 調査学習

〇 双方向授業

〇 ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業中は母語の使用は原則禁止とする。母語話者同士の会話もすべて日本語で行うこと。授業中は携帯電話や辞書の使用は原則禁止とする。わからないことがあっ
たら教師に聞くこととする。
平常点が評価に大きく影響する。授業中は真面目に取り組み、「日本語で表現できない」と思わずなんでもチャレンジすることが求められる。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

日本語、日本文化、時事問
題の知識・技能

思考力、判断力、日本語で
の表現力

主体的に日本語学習に取り
組む態度

日本の時事問題や文化、習
慣に興味・関心を持ち、積
極的に知識や技能を習得し
ようとしている。授業外で
も日本のニュースなどに関
心を持てた。

日本の時事問題や文化、習
慣に興味・関心を持ち、積
極的に知識・技能を習得よ
うとしているが、授業内の
関心だけで終わってしまっ
た。

日本の時事問題や文化、習
慣に興味・関心を持ってい
るが、知識・技能を習得し
ようという姿勢があまり見
られなかった。

日本の時事問題や文化、習
慣に興味・関心をあまり持
たない。授業内の活動には
参加するが、知識・技能を
習得しようという姿勢があ
まり見られなかった。

自身で考え、自分の言葉で
表現できる。表現の内容が
分かりやすく、文法の間違
えがほとんどない。声の大
きさ、発音もよかった。

自身で考え、自分の言葉で
表現できる。表現の内容が
分かりやすいが、文法の間
違えが目立つ。声の大きさ
、発音がよかった。

自身で考え、自分の言葉で
表現できる。表現の内容が
分かりやすいが、文法、発
音に問題があり、聞き取り
にくかった。

自身で考えているが、他者
の協力がないと自分の言葉
で表現することができない
。文法、発音に問題があっ
た。

他者任せで、自身で考え、
自分の言葉で表現しようと
いう姿勢が見られない。文
法、発音に問題があった。

毎回の授業に参加し授業に
意欲的で、活動にも積極的
に参加している。発言も多
かった。

毎回の授業に参加し、授業
対しに意欲的で真面目に取
り組んでいる。積極性は弱
かった。

最低出席日数分授業に参加
しており、授業に対し真面
目に取り組んでいる。積極
的に活動に参加していた。

最低出席日数分授業に参加
しており、授業に対し真面
目に取り組んでいるが、授
業内の活動に対し消極的で
あった。

最低出席日数分授業に参加
しておらず、授業態度も問
題があった。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

佐藤恵利（国際交流センター・センター
員）

授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年（留学生対象）対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 本部棟３階国際交流センター

単位数 1 (単位認定責任者： ）佐藤恵利 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基礎ゼミナールⅡA・B

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
位認定に必要となる最低出席回数は、１３回である。
出席、授業態度、レポート、プレゼンテーションで評価を行う。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

0％ ３０％ ３０％ 0％ ４０％ 0％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

408－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション（自己紹介・シラバス、授業の
進め方についての説明など）
プレスメントテスト・アンケート

シラバスを熟読し、本講義についてりかいしておく
こと（４５分）

2 ニュース・トピック：日本文化（文学） 新聞やニュースに興味を持つとともに、自主的にレ
ポート作成等をおこなうこと（４５分）

講義内容の理解を深め、指定された課題を作成する
こと（４５分）

新聞やニュースに興味を持つとともに、自主的にレ
ポート作成等をおこなうこと（４５分）3 ニュース・トピック：時事問題（安全管理） 講義内容の理解を深め、指定された課題を作成する

こと（４５分）

講義内容の理解を深め、指定された課題を作成する
こと（４５分）

新聞やニュースに興味を持つとともに、自主的にレ
ポート作成等をおこなうこと（４５分）ニュース・トピック：日本文化(スポーツ）4

講義内容の理解を深め、指定された課題を作成する
こと（４５分）

新聞やニュースに興味を持つとともに、自主的にレ
ポート作成等をおこなうこと（４５分）ニュース・トピック：時事問題5

講義内容の理解を深め、指定された課題を作成する
こと（４５分）

新聞やニュースに興味を持つとともに、自主的にレ
ポート作成等をおこなうこと（４５分）

ニュース・トピック：日本文化（日本語、オノマト
ペ）6

講義内容の理解を深め、指定された課題を作成する
こと（４５分）

新聞やニュースに興味を持つとともに、自主的にレ
ポート作成等をおこなうこと（４５分）

ニュース・トピック：日本文化(キャラクター、フ
ァッション）7

講義内容の理解を深め、指定された課題を作成する
こと（４５分）

新聞やニュースに興味を持つとともに、自主的にレ
ポート作成等をおこなうこと（４５分）ニュース・トピック：日本文化（日本の祭り）8

講義内容の理解を深め、指定された課題を作成する
こと（４５分）

新聞やニュースに興味を持つとともに、自主的にレ
ポート作成等をおこなうこと（４５分）ニュース・トピック：時事問題9

10 ニュース・トピック：時事問題・日本文化（観光） 新聞やニュースに興味を持つとともに、自主的にレ
ポート作成等をおこなうこと（４５分）

講義内容の理解を深め、指定された課題を作成する
こと（４５分）

講義内容の理解を深め、指定された課題を作成する
こと（４５分）

新聞やニュースに興味を持つとともに、自主的にレ
ポート作成等をおこなうこと（４５分）ニュース・トピック：時事問題11

講義内容の理解を深め、指定された課題を作成する
こと（４５分）

新聞やニュースに興味を持つとともに、自主的にレ
ポート作成等をおこなうこと（４５分）ニュース・トピック：日本文化（食）12

課題作成に取り組むこと（４５分）プレゼンの準備をする。レポート制作に取り組む
（４５分）

プレゼンテーション①
レポートテーマ発表13

課題作成に取り組むこと（４５分）プレゼンの準備をする。レポート制作に取り組む
（４５分）プレゼンテーション②14

発表を振り返り、各自においてプレゼンテーション
の反省を行うこと（４５分）

プレゼンの準備をする。レポート制作に取り組む
（４５分）プレゼンテーション③15

講義全体を振り返り、理解をふかめること（４５）
分レポートの再確認（４５分）レポート提出

総括16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

講義内容の理解を深め、指定された課題を作成する
こと（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

佐藤恵利（国際交流センター・センター
員）

授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年（留学生対象）対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 本部棟３階国際交流センター

単位数 1 (単位認定責任者： ）佐藤恵利 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基礎ゼミナールⅡA・B

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 必要に応じ適宜配布

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



レポート課題において、６
割未満の得点であった。

409－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
自ら興味のあるもの選定して「テーマ」を決定し、深く研究する主体的な課題解決学習を目的とする。前期に選択した「テーマ」を、後期にはより深く研究し、レ
ジメを作成する能力を高め、プレゼンテーション能力を培うことができる。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（４）（５）に対応する。
経営学科のＤＰ（４）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（４）」に対応する。
建築学科のＤＰ（４）」に対応する。

到達目標
自分で「テーマ」を見つけ、レジメを作成してプレゼンテーションができる。

授業全体の内容と概要
ディスカッション等で話し合い、「テーマ」を選定する。「テーマ」を選定したらプレゼンテーションに向けて、資料の収集や解析を行う。次に資料から、わかり
やすいレジメの作成に取り掛かり、レジメの完成後にプレゼンテーションを行う。

授業の方法
授業形態はゼミ形式（ディスカッション・プレゼンテーション）で、主体的な学習が中心である。研究課題を自ら選択し、前期内に課題解決を試みることを目的と
する。プレゼンテーションのレジメやレポート課題は、必修である。なお、レジメやレポートには、コメントにてフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
レポートは、指示した「レポート作成要領」に準拠したものを提出すること。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

関心・意欲・態度

思考力・判断力・表現力

レポート課題において、９
割以上の得点を上げた。

レポート課題において、８
割以上の得点を上げた。

レポート課題において、７
割以上の得点を上げた。

レポート課題において、６
割以上の得点を上げた。

右の記述を高いレベルで実
現していた。

ディスカッションの課題な
どで、論理的に自分の意見
をまとめ、たいへんわかり
やすく説明ができた。

ディスカッションの課題な
どで、自分の意見をまとめ
、わかりやすく説明ができ
た。

ディスカッションの課題な
どで、自分の意見をまとめ
、説明ができた。

ディスカッションの課題な
どで、自分の意見をまとめ
、説明ができなかった。

右の記述を高いレベルで実
現していた。

プレゼンテーションの進行
や内容がたいへん良く構成
されていた。

プレゼンテーションの進行
や内容が良く構成されてい
た。

プレゼンテーションの進行
や内容が構成されていた。

プレゼンテーションの進行
や内容が構成されていなか
った。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA（再）

共通教育科目科目分類区分

渡部　斎（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年（再履修）対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）渡部　斎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上である。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ３０％ ２０％ ０％ ２５％ ２５％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

410－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション（シラバスの説明を含む）
前年度の授業改善アンケート結果反映の説明 事前にシラバスを読んでいること。　(４５分）

2 「テーマ」の選定Ⅰ 事前に課題を考えておくこと。(４５分） 今回の授業内容を復習しておくこと。(４５分）

前回の授業内容を復習しておくこと。(４５分）3 「テーマ」の選定Ⅱ 今回の授業内容を復習しておくこと。(４５分）

今回の授業内容を復習しておくこと。(４５分）ディスカッションの準備学修をしておくこと。
(４５分）ディスカッションⅠ4

レポート課題等を作成すること。(４５分）前回の授業内容を復習しておくこと。(４５分）「テーマ」の選定Ⅲ5

今回の授業内容を復習しておくこと。(４５分）ディスカッションの準備学修をしておくこと。
(４５分）ディスカッションⅡ6

今回の授業内容を復習しておくこと。(４５分）前回の授業内容を復習しておくこと。(４５分）「テーマ」の確定7

今回の授業内容を復習しておくこと。(４５分）前回の授業内容を復習しておくこと。(４５分）「テーマ」の方法Ⅰ8

今回の授業内容を復習しておくこと。(４５分）ディスカッションの準備学修をしておくこと。
(４５分）ディスカッションⅢ9

10 「テーマ」の方法Ⅱ 前回の授業内容を復習しておくこと。(４５分） 今回の授業内容を復習しておくこと。(４５分）

今回の授業内容を復習しておくこと。(４５分）資料の作成準備をしておくこと。(４５分）プレゼンテーションの準備Ⅰ（資料）11

レポート課題等を作成すること。(４５分）資料の作成準備をしておくこと。(４５分）プレゼンテーションの準備Ⅱ（資料）12

今回の授業内容を復習しておくこと。(４５分）レジメの作成準備をしておくこと。(４５分）プレゼンテーションの準備Ⅲ（レジメ）13

レジメ等を作成すること。(４５分）レジメの作成準備をしておくこと。(４５分）プレゼンテーションの準備Ⅳ（レジメの作成）14

今回の授業内容を復習しておくこと。(４５分）プレゼンテーションの準備学修をしておくこと。
(４５分）プレゼンテーション15

まとめの振り返り。(４５分）。レポートを提出する。(４５分）まとめ、課題（レポートなど）の解説
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

今回の授業内容を復習しておくこと。(４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA（再）

共通教育科目科目分類区分

渡部　斎（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

BAS002005（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年（再履修）対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）渡部　斎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『使用しない』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『配布プリント』

2

3

4

5



左記の同部分の正答が
６０％に届かなかった。

411－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
変化する現代産業社会の特質を知り，その中で働くとはどのようなことか，職業とは何か，また，それらをめぐる諸問題に目を向け，「学生」が「職業人」になっ
ていくことの意味の理解し，学ぶ。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（3）に対応する。

到達目標
産業社会や労働・職業の実態について単に知識を習得するだけでなく，「学生」から「職業人」へ移行していく自分自身の問題としてとらえ，批判的に考察する姿
勢をもてることができる。

授業全体の内容と概要
まず，自らの生涯における「キャリア」とは何かを知り，続いて，文化や社会，時代の違いによって｢労働｣に対する考え方が異なること，また，「働くこと」や分
業の発達した社会における「職業」・「専門職」の意味について理解する。そして，どのように「学生」が「職業人」へと移行していけばよいのかを理解し，「労
働」・「職業」をめぐるさまざまな問題を考察する。

授業の方法
授業は現代のさまざまな事例を素材としながら講義形式で行ない（ＰＢＬ含む），必要な場合には資料を配布する。単元・項目によっては受講者の見解を知るため
の小文を提出してもらい，授業で概要を発表してフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

〇 ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
さまざまなテーマについて自ら考える「主体的・能動的」な姿勢での受講を求める。本試験・追試験結果が保留となった場合，レポート課題の提出が必要。保留後
の合格の場合は，評価はＣとする。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

キャリアデザインに係る知
識

思考力・判断力等

実社会における労働活動・
職業生活への分析力・主体
性

定期試験におけるキャリア
デザインに係る基礎事項該
当部分で９０％以上の正答
があった。

左記の同部分が８０％以上
９０％未満の正答であった
。

左記の同部分が７０％以上
８０％未満の正答であった
。

左記の同部分が６０％以上
８０％未満の正答であった
。

キャリア概念を軸にして、
自らの将来の労働生活・職
業活動に関する展望・考察
が充分にできていた。

左記事項についての展望・
考察が概ねできていた。

左記事項についての展望・
考察が広く一般的水準でで
きていた。

左記事項についての展望・
考察が最低限の水準に留ま
っていた。

考察・展望が最低限の水準
に届かず、授業内容が理解
されていなかった。

実際の労働生活・職業活動
をめぐるさまざまな社会的
問題について充分に主体的
分析ができていた。

左記の事項について概ねで
きていた。

左記の事項について一般的
な水準でできていた。

分析や主体性が最低限の水
準に留まっていた。

分析や主体性が最低限の水
準に届かず、授業内容が理
解されていなかった
。

科目名称 ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ（M）

共通教育科目科目分類区分

山本　一彦（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SOE011012（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）山本　一彦 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

９０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

412－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
　※科目ガイダンス････全体概要，目的とねらい，
履修上の注意，評価方法説明（シラバス説明を含む
）、授業アンケート結果説明

シラバス内容を事前確認（９０分）

2 　Ⅰ.ライフデザインとキャリア
　　　　　１.「キャリア」とは何か

自らの生活に関する展望のイメージﾞ化・意識化
（９０分）

「キャリア」とは何であったかの復習・理解（９０
分）

現代の若者世代を取り巻く社会環境につ
いての意識化
（９０分）

3 　Ⅰ.ライフデザインとキャリア
　　　　　２..若者世代と「ライフデザイン」　

現代の若者世代のキャリア形成の特質についての復
習・理解（９０分）

さまざまな「労働」観についての復習・理解（９０
分）

自らが「働くこと」をどう見ているかについての意
識化（９０分）

　Ⅱ.働くことと職業生活
　　　　　１.「労働」をどうとらえるか？
　　　　　　　　　　　････その歴史と比較

4

社会的分業と個人の職業生活との関係についての復
習・理解（９０分）

自らは「職業」活動をどう見ているかについての意
識化（９０分）

　Ⅱ.働くことと職業生活
　　　　　２.社会的分業と「職業」
　　　　　　　　　　････社会と個人の結び目

5

特に日本の職業構造についての復習・理解（９０分
）

日本の産業・職業の構造的特徴を事前確認（９０分
）

　Ⅲ.産業社会の変化と職業
　　　　　１.現代の産業構造･職業構造6

「専門職」の社会的意味についての復習・理解
（９０分）

「専門職」の職業的特質についての事前考察（９０
分）

　Ⅲ.産業社会の変化と職業
　　　　　２.職業の専門化と現代の「専門職」7

「エンプロイアビリティー」とは何であったかの復
習・理解（９０分）
　　　　　　　

「職業人」には何が求められるかについてのイメー
ジ化・意識化（９０分）　　　

　Ⅳ.「学生」から「職業人」へ
　　　　　１.何が「職業人」に必要か？
　　　　　　････エンプロイアビリティーの向上

8

過去と現代のキャリア形成の違いについての復習・
理解（９０分）

現代人の人生経路についてのイメージ化・意識化
（９０分）

　Ⅳ.「学生」から「職業人」へ
　　　　　２.ライフコースの変化と
　　　　　　　　　　　　　現代のキャリア形成

9

10
　Ⅴ.職業をめぐる現代社会の諸問題
　　　　　１.現代の雇用環境と若者
　　　　　　　　　　　　････就職をめぐる問題

現代日本の「雇用問題」についての事前考察（９０
分）

若者世代をめぐる雇用状況についての復習・理解
（９０分）

働き方の「多様化」をめぐる二面性についての復習
・理解（９０分）

「働き方」をめぐる問題点についての事前考察
（９０分）

　Ⅴ.職業をめぐる現代社会の諸問題
　　　　　２.就労形態の変化
　　　　　　　　　　　････多様な働き方とは？

11

男女共同参画」の重要性についての復習・理解
（９０分）

男女の働き方の違いと問題点についての事前考察
（９０分）

　Ⅴ.職業をめぐる現代社会の諸問題
　　　　　３.男女共同参画社会へ
　　　　　　････ワークライフバランスの確立

12

ワークライフバランス確立の重要性についての復習
・理解（９０分）

生活の中の仕事の位置づけに関する事前考察（９０
分）

　Ⅴ.職業をめぐる現代社会の諸問題
　　　　　３.男女共同参画社会へ
　　　　　　････ワークライフバランスの確立

13

ワークライフバランス確立の重要性についての復習
・理解（９０分）

より良い「働き方」のイメージ化・意識化（９０分
）　　

　Ⅵ.現代社会の新しい働き方
　　　　　････ディーセントワークを目指して14

評価に関する確認と理解
試験対応のための復習・理解（９０分）ノートの整理と重要項目のチェック（９０分）　※総括と試験概要説明、授業アンケート実施15

解説内容の確認・理解（９０分）試験対応準備（９０分）　※試験および解説
　　６０分の試験終了後，残りの３０分で解説16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

目的とねらいについての復習と確認（９０分）

科目名称 ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ（M）

共通教育科目科目分類区分

山本　一彦（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SOE011012（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）山本　一彦 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



左記の同部分の正答が
６０％に届かなかった。

413－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
変化する現代産業社会の特質を知り，その中で働くとはどのようなことか，職業とは何か，また，それらをめぐる諸問題に目を向け，「学生」が「職業人」になっ
ていくことの意味の理解し，学ぶ。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
産業社会や労働・職業の実態について単に知識を習得するだけでなく，「学生」から「職業人」へ移行していく自分自身の問題としてとらえ，批判的に考察する姿
勢をもてることができる。

授業全体の内容と概要
まず，自らの生涯における「キャリア」とは何かを知り，続いて，文化や社会，時代の違いによって｢労働｣に対する考え方が異なること，また，「働くこと」や分
業の発達した社会における「職業」・「専門職」の意味について理解する。そして，どのように「学生」が「職業人」へと移行していけばよいのかを理解し，「労
働」・「職業」をめぐるさまざまな問題を考察する。

授業の方法
授業は現代のさまざまな事例を素材としながら講義形式で行ない（ＰＢＬ含む），必要な場合には資料を配布する。単元・項目によっては受講者の見解を知るため
の小文を提出してもらい，授業で概要を発表してフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

〇 ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
さまざまなテーマについて自ら考える「主体的・能動的」な姿勢での受講を求める。本試験・追試験結果が保留となった場合，レポート課題の提出が必要。保留後
の合格の場合は，評価はＣとする。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

キャリアデザインに係る知
識

思考力・判断力等

実社会における労働活動・
職業生活への分析力・主体
性

定期試験におけるキャリア
デザインに係る基礎事項該
当部分で９０％以上の正答
があった。

左記の同部分が８０％以上
９０％未満の正答であった
。

左記の同部分が７０％以上
８０％未満の正答であった
。

左記の同部分が６０％以上
８０％未満の正答であった
。

キャリア概念を軸にして、
自らの将来の労働生活・職
業活動に関する展望・考察
が充分にできていた。

左記事項についての展望・
考察が概ねできていた。

左記事項についての展望・
考察が広く一般的水準でで
きていた。

左記事項についての展望・
考察が最低限の水準に留ま
っていた。

考察・展望が最低限の水準
に届かず、授業内容が理解
されていなかった。

実際の労働生活・職業活動
をめぐるさまざまな社会的
問題について充分に主体的
分析ができていた。

左記の事項について概ねで
きていた。

左記の事項について一般的
な水準でできていた。

分析や主体性が最低限の水
準に留まっていた。

分析や主体性が最低限の水
準に届かず、授業内容が理
解されていなかった
。

科目名称 ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ

共通教育科目科目分類区分

山本　一彦（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SOE011012（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年、デザイン学科・１年、建対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）山本　一彦 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

９０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
　※科目ガイダンス････全体概要，目的とねらい，
履修上の注意，評価方法説明（シラバス説明を含む
）、前年度授業アンケート結果概要説明

シラバス内容を事前確認（９０分）

2 　Ⅰ.ライフデザインとキャリア
　　　　　１.「キャリア」とは何か

自らの生活に関する展望のイメージﾞ化・意識化
（９０分）

「キャリア」とは何であったかの復習・理解（９０
分）

現代の若者世代を取り巻く社会環境につ
いての意識化
（９０分）

3 　Ⅰ.ライフデザインとキャリア
　　　　　２..若者世代と「ライフデザイン」　

現代の若者世代のキャリア形成の特質についての復
習・理解（９０分）

さまざまな「労働」観についての復習・理解（９０
分）

自らが「働くこと」をどう見ているかについての意
識化（９０分）

　Ⅱ.働くことと職業生活
　　　　　１.「労働」をどうとらえるか？
　　　　　　　　　　　････その歴史と比較

4

社会的分業と個人の職業生活との関係についての復
習・理解（９０分）

自らは「職業」活動をどう見ているかについての意
識化（９０分）

　Ⅱ.働くことと職業生活
　　　　　２.社会的分業と「職業」
　　　　　　　　　　････社会と個人の結び目

5

特に日本の職業構造についての復習・理解（９０分
）

日本の産業・職業の構造的特徴を事前確認（９０分
）

　Ⅲ.産業社会の変化と職業
　　　　　１.現代の産業構造･職業構造6

「専門職」の社会的意味についての復習・理解
（９０分）

「専門職」の職業的特質についての事前考察（９０
分）

　Ⅲ.産業社会の変化と職業
　　　　　２.職業の専門化と現代の「専門職」7

「エンプロイアビリティー」とは何であったかの復
習・理解（９０分）
　　　　　　　

「職業人」には何が求められるかについてのイメー
ジ化・意識化（９０分）　　　

　Ⅳ.「学生」から「職業人」へ
　　　　　１.何が「職業人」に必要か？
　　　　　　････エンプロイアビリティーの向上

8

過去と現代のキャリア形成の違いについての復習・
理解（９０分）

現代人の人生経路についてのイメージ化・意識化
（９０分）

　Ⅳ.「学生」から「職業人」へ
　　　　　２.ライフコースの変化と
　　　　　　　　　　　　　現代のキャリア形成

9

10
　Ⅴ.職業をめぐる現代社会の諸問題
　　　　　１.現代の雇用環境と若者
　　　　　　　　　　　　････就職をめぐる問題

現代日本の「雇用問題」についての事前考察（９０
分）

若者世代をめぐる雇用状況についての復習・理解
（９０分）

働き方の「多様化」をめぐる二面性についての復習
・理解（９０分）

「働き方」をめぐる問題点についての事前考察
（９０分）

　Ⅴ.職業をめぐる現代社会の諸問題
　　　　　２.就労形態の変化
　　　　　　　　　　　････多様な働き方とは？

11

男女共同参画」の重要性についての復習・理解
（９０分）

男女の働き方の違いと問題点についての事前考察
（９０分）

　Ⅴ.職業をめぐる現代社会の諸問題
　　　　　３.男女共同参画社会へ
　　　　　　････ワークライフバランスの確立

12

ワークライフバランス確立の重要性についての復習
・理解（９０分）

生活の中の仕事の位置づけに関する事前考察（９０
分）

　Ⅴ.職業をめぐる現代社会の諸問題
　　　　　３.男女共同参画社会へ
　　　　　　････ワークライフバランスの確立

13

ワークライフバランス確立の重要性についての復習
・理解（９０分）

より良い「働き方」のイメージ化・意識化（９０分
）　　

　Ⅵ.現代社会の新しい働き方
　　　　　････ディーセントワークを目指して14

評価に関する確認と理解
試験対応のための復習・理解（９０分）ノートの整理と重要項目のチェック（９０分）　※総括と試験概要説明、授業アンケート実施15

解説内容の確認・理解（９０分）試験対応準備（９０分）　※試験および解説
　　６０分の試験終了後，残りの３０分で解説16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

目的とねらいについての復習と確認（９０分）

科目名称 ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ

共通教育科目科目分類区分

山本　一彦（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SOE011012（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年、デザイン学科・１年、建対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）山本　一彦 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



実習期間の規定をクリアで
きなかった。

415－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
地域の障害福祉サービス事業所等での実習で精神障がい者の生活のしづらさを理解し，精神保健福祉士の専門的技術を実践する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP（１）（２）（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
①精神保健福祉士に必要な専門的知識・技術・実践ができる。
②記録や報告書等の作成能力を高め，実践現場で通用する社会性・主体性を身につけて実践できる。
③福祉実践者として自己覚知を深め，対象者理解と地域での生活支援について理解できる。

授業全体の内容と概要
①精神保健福祉援助実習を通して，精神保健福祉援助並びに障害者等の相談援助に係る専門的知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得
する。
②精神保健福祉援助実習を通して，精神障害者のおかれている現状を理解し，その生活実態や生活上の課題について把握する。
③精神保健福祉士として求められる資質，技能，倫理，自己に求められる課題把握等，総合的に対応できる能力を習得する。
④総合的かつ包括的な地域生活支援と関連分野の専門職との連携のあり方及びその具体的内容を実践的に理解する。
⑤「SDG 4.質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
実習を行い、実践場面でのソーシャルワークを学ぶ。ＩＣＴ活用（双方向型授業・自主学習支援など）、Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、質
問、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

〇 フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①出席を重視します。やむを得ず遅刻や欠席をするときには，原則として事前に連絡をすること。
②精神保健福祉士国家試験の受験資格取得のための必須科目です。知りたい，聞きたい，理解しようという積極的な姿勢が必要であると同時に，精神保健福祉に関
する事柄に対し自ら問題意識を持って履修すること。

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

実習に参加し、積極的に取
り組んだ。

実習目標に合わせた実習が
行えた。

実習先で適切な態度やクラ
イエントと関わることがで
きた。

実習期間、遅刻や欠席もな
く、実習態度も積極的に取
り組みことができた。

実習期間、遅刻や欠席もな
く、実習態度も適切に取り
組むことができた。

実習期間、遅刻や欠席もな
く、実習態度も問題なく取
り組むことができた。

実習期間の規定をクリアし
、実習態度も問題が無く取
り組むことができた。

事前学習と実習計画の連動
がされ、問題意識が実習を
通じて解決できた。

事前学習と実習計画の連動
がされ、問題意識が実習を
通じて学ぶことができた。

事前学習と実習計画の連動
がされ、問題意識が実習を
通じて感じることができた
。

問題意識が実習を通じて気
づくことができた。

実習を通じて問題意識を持
つことができなかった。

適切な接遇が行え、積極的
にクライエントと関わり、
自己のコミュニケーション
を高めることができた。

接遇を意識し、積極的にク
ライエントと関わり、自己
のコミュニケーションを高
めることができた。

クライエントと関わり、自
己のコミュニケーションを
高めることができた。

自己のコミュニケーション
を高めることができた。

関わりを持つことができな
かった。

科目名称 精神保健福祉援助演習

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）、
西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）

授業担当者（所
属・職名）

SWS122045（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健福祉士として相談援助を行っていた教員が実習指導を行い、事前学習、体験、医療
・地域機関での実習を通じて、自己の課題と向き合い専門職としての在り方を意識できる。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
地域の障害福祉サービス事業所等での実習６０時間以上を修了していること。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

416－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
精神科医療，精神障害者の長期入院の弊害，社会的
な偏見や差別の現状を知る。授業改善アンケート結
果反映の説明。

実習内容の事前学習（９０分）

2 精神科医療，精神障害者の長期入院の弊害，社会的
な偏見や差別の現状を知る。 実習内容の事前学習（９０分） 実習日誌の作成（９０分）

実習内容の事前学習（９０分）3 展開される援助過程を理解し，ソーシャルワークの
原則を理解する。 実習日誌の作成（９０分）

実習日誌の作成（９０分）実習内容の事前学習（９０分）ケアプラン，ケアマネジメントの実際から援助関係
のあり方を学ぶ。4

実習日誌の作成（９０分）実習内容の事前学習（９０分）地域の社会資源に関する情報収集や開発，活用につ
いて理解する。5

実習日誌の作成（９０分）実習内容の事前学習（９０分）精神保健ボランティアや地域のサポートシステムに
ついて学ぶ。6

実習日誌の作成（９０分）実習内容の事前学習（９０分）実践の記録化を通じて，事例研究の意義について理
解する。7

実習日誌の作成（９０分）実習内容の事前学習（９０分）自己への気づきを深め，対人援助業務においてある
べき姿勢について理解する。8

実習の振り返り（９０分）実習日誌の作成（９０分）実習日誌の提出。授業改善アンケートの実施。9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

実習日誌の作成（９０分）

科目名称 精神保健福祉援助演習

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）、
西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）

授業担当者（所
属・職名）

SWS122045（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健福祉士として相談援助を行っていた教員が実習指導を行い、事前学習、体験、医療
・地域機関での実習を通じて、自己の課題と向き合い専門職としての在り方を意識できる。

基本情報

開講時期

1 日本精神保健福祉士養成校協会 中央法規 978-4-8058-5120-3

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『「精神保健福祉援助実習指導・実習」』 2012年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



文献の要旨をまとめる作業
、新しく学ぶことについて
、説明することが難しく、
情報分析の知識・技能の修
得ができなかった。

417－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
・社会心理学は私たちの日常生活をあつかう学問である。この授業では、「私たちが社会からどのような影響をうけているのか」、「私たちが社会をどのように理
解しているのか」について学修する。

・理解するためのアプローチは大きく２つがある。一人ひとりの人間の心の仕組みに関心を向ける「心理学的社会心理学」と、集団に関心をおいてマクロな構造や
社会的変化をあつかう「社会学的社会心理学」（中村陽吉：2006）である。

・ここでは、社会学的理解と心理学的理解の２つの観点から、社会意識、実験社会心理学の基礎を学ぶ。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（２）（５）に対応する。

到達目標
①社会心理学の基本になる学術用語の説明ができる。
②社会心理学の応用領域における日常生活について、概念である学術用語、理論等を用いて課題を把握して考察ができる。

評価基準の５指標は、履修目標をこえた（S）、履修目標をほぼ達成できた（A）、履修目標と到達目標の間であった（B）、到達目標をみたす、合格最低レベル
（C）、到達目標に達することができなかった不合格（F）の段階的区分がある。成績分布目標は、履修状況により相対性と絶対性が勘案される規定があるので留意
する。

授業全体の内容と概要
・「SDG4．質の高い教育をみんなに」の関連科目。
・社会心理学における自己研究を学修する。日常生活において私たちの思考や行動が「適応的無意識」のなかで大量の情報処理を瞬時におこなっている、その情報
の解釈過程について考察する。

授業の方法
・「授業の進行方法」：授業の初回にて、文献精読の方法、学生分担報告について説明をおこなう。
・文献精読は縮約（大野晋『日本語練習帳』岩波書店、1999）、三色線引き読み（齋藤孝『三色ボールペンで読む日本語』角川書店、2005）、論理的な文章；段落
と全体の要旨把握（遠藤・渡辺：2021）の技法をもとに、プレゼンテーション、グループワーク、文献読解（下記、アクティブ・ラーニングの実施方法、その他）
の授業構成になる。
・「使用教材」：授業はテキスト、副教材（プリント資料、映像資料）を紹介しながら、自己研究についての社会心理学基礎を学修する。
・「課題に関する説明～課題に対するフィードバック」「要望等への対応方法」：授業中の個別報告、授業のまとめレポートなど課題や要望等の質問相談には、随
時、対応する。授業中、あるいは研究室オフィスアワー利用により、気軽に相談してほしい。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
各履修学生は、文献精読、報告作業を担当する。
個別報告とレポート作成提出は、協同学習として役割と時間を遵守する。
大学から交付される学生メールアドレスを使い、マイクロソフト社Teams科目チャネル、Formsを学修利用する。パソコンスキル（レポート作成、準備学修の確認、
教員への授業外連絡など、情報通信機器利用マナー）を高めていく。

資格指定科目
認定心理士資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

修得した知識を使い、収集
した情報を分析し、理解す
ることができる、情報分析
力としての知識・技能

収集した情報を分析して課
題を発見し、客観的立場か
ら成果を論理的に表現する
ことができる、思考力・判
断力・表現力

大学の学修環境を創造する
メンバーとして自覚し、自
分の意見と異なる意見を統
合させながら、学修経験を
高めていこうとする、関心
・意欲・態度

文献の要旨をていねいにま
とめており、これまでの学
修内容との関連を適切にふ
まえていた。新しく学ぶこ
とについて、複数の例をあ
げながら、自分の言葉でて
いねいに説明した。

文献の要旨をまとめており
、これまでの学修内容のい
くつかを関連づけていた。
新しく学ぶことについて、
自分の言葉で例をあげて説
明した。

文献の要旨をまとめており
、新しく学ぶことについて
、自分の言葉で説明した。

文献の要旨は、改善の余地
があるが、まとめていた。
新しく学ぶことについて、
充分ではないが、自分の言
葉で説明をおこなうことが
できた。

課題に関連して、信頼性の
ある文献資料を複数選び、
適切に引用した。新しく学
ぶことは、これまでのもの
と対比して、類似点や相違
点をあげながら表現をした
。

課題に関連して、信頼性の
ある文献資料を選び、適切
な手続きで引用した。新し
く学ぶことは、これまでの
ものと関連づけながら、論
理的に表現をした。

課題に関連して、信頼性の
ある文献資料を選び、引用
した。新しく学ぶことは、
これまでのものと関連づけ
ながら表現をした。

課題に関連して、改善の余
地があるが、文献資料を選
び引用した。新しく学ぶこ
とは、充分ではないが、こ
れまでのものを関連づけて
表現をおこなうことができ
た。

課題に関連して、文献資料
を選び、引用すること、新
しく学ぶことを表現するこ
とが難しく、思考力・判断
力・表現力の修得ができな
かった。

大学生としての役割と責任
を自覚し、積極的、協同的
に行動することができた。

大学生として役割は、おお
むね理解しており、行動す
ることができた。

大学生として自分の役割は
、基本的な行動をすること
ができた。

大学生として自分の役割は
、改善の余地はあるが、行
動することができた。

大学生として自分の役割を
、自ら理解して行動するこ
とが難しく、関心・意欲・
態度を示すことができなか
った。

科目名称 社会心理学

専門科目科目分類区分

松下　守邦（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SOP122057（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）松下　守邦 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
・単位認定に必要となる最低出席要件は10回以上である。
・文献精読の分担報告（本文、ソースノートの要旨をまとめる。新しい知見、学術用語をについて、例をあげて説明記述する）をおこなう。学修のまとめとしてレ
ポート作成提出する。テキストに各自が線を引き、書き込みながら読み込む「アクティブ・リーディング」実践確認のため、各自、テキスト作業後、提出準備をす
すめる。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ３０％ ６０％ ０％ ０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照。
Teamsチーム（本科目）には、履修学生と授業者の履修相談について説明案内、連絡ツールを掲載する。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
高校教育までの支援をふまえ、本人とメニュー調整をおこないながら科目サポートを進めるので、授業開始前に授業者へ相談してほしい。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

418－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスと前年度本科目、授業改善アンケート結果
反映の説明をおこなう。報告役割分担を確認する。 シラバスを熟読する（９０分）

2
自我の３側面（C・Ｈ・クーリー）、「人間の自我
は、他の人間の認識や評価を想像し、それによって
生じる自己感情からなっている」（船津衛：

配布資料を読んで予習をする。（９０分） 今回の学習内容を復習する。（９０分）

テキスト第1講Ⅰ～Ⅳを予習する。（９０分）3 運命、偶然と選択、自分自身、自分の置かれた環境
とセルフ・コントロール、自己決定権の自己認識 今回の学習内容を復習する。（９０分）

今回の学習内容を復習する。（９０分）テキスト第2講Ⅰ～Ⅵを予習する。（９０分）宗教と幸福度、個人主義的文化と集団主義的文化の
自己認識4

今回の学習内容を復習する。（９０分）テキスト第2講Ⅴ～Ⅷを予習する。（９０分）恋愛結婚と取り決め婚、日本人とアメリカ人の自己
認識5

今回の学習内容を復習する。（９０分）テキスト第3講Ⅰ～Ⅱを予習する。（９０分）バーナム効果、認知不協和、就職活動の自己認識6

今回の学習内容を復習する。（９０分）テキスト第3講Ⅲ～Ⅳを予習する。（９０分）
他者の自己評価、多面評価とフィードバック、社会
資本の変化とエコーチェンバー効果がもたらす自己
認識

7

今回の学習内容を復習する。（９０分）テキスト第4講Ⅰ～Ⅳを予習する。（９０分）マシュマロテスト、ヒューリスティック、提示方法
バイアス、確認バイアス、感情の自己認識8

今回の学習内容を復習する。（９０分）テキスト第5講Ⅰ～Ⅲを予習する。（９０分）視覚文化、流行、単純接触効果、広告と自己認識9

10 プライミング、投票行動と自己認識 テキスト第5講Ⅳ～Ⅵを予習する。（９０分） 今回の学習内容を復習する。（９０分）

今回の学習内容を復習する。（９０分）テキスト第6講Ⅰ～Ⅲを予習する。（９０分）選択条件、選択行動、マジカルナンバー、ロングテ
ールと自己認識11

今回の学習内容を復習する。（９０分）テキスト第6講Ⅳ～Ⅵを予習する。（９０分）退職金積立制度、医療保険制度、選択の多様性、選
択の飽和と自己認識12

今回の学習内容を復習する。（９０分）テキスト第7講Ⅰ～Ⅲを予習する。（９０分）医療における治療方針の選択行動、父権主義、絶対
的価値、相対的価値と自己認識13

今回の学習内容を復習する。（９０分）テキスト第7講Ⅳ～Ⅶを予習する。（９０分）選択的決定、非選択的決定、心理的反発、アクラシ
ア、自己決定の委譲と自己認識14

今回の学習内容を復習する。（９０分）テキスト最終講の予習する。（９０分）三元（選択、偶然、運命）の連立、直感、熟考、選
択死と自己認識15

全授業を振り返り、学習内容の内省的レポートを期
日までに提出する。（９０分）

これまでのテキスト、資料、視覚教材の学習内容を
整理する。（９０分）

自己研究の心理学的理解と社会学的理解の総括
授業改善アンケーの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

今回の学習内容を復習する。（９０分）

科目名称 社会心理学

専門科目科目分類区分

松下　守邦（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SOP122057（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）松下　守邦 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 S・アイエンガー/櫻井祐子訳 文藝春秋 文春文庫S13-19784167901554

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『選択の科学』 ２０１４

2

3

4

5

1 船津 衛 恒星社厚生閣 9784769912415

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『自分とは何か-「自我の社会学」入門』 ２０１１

2 S・アイエンガー 文藝春秋 9784163756004『選択日記』 ２０１２

3 中村陽吉 ブレーン出版 9784892428401『新　心理学的社会心理学』 ２００６

4 高橋昌一郎 フォレスト出版 9784866801230『認知バイアス事典』 ２０２１

5 遠藤嘉基・渡辺実 筑摩書房 9784480510730『現代文解釈の基礎』 ２０２１



419－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 専門研究ⅡB（9月期卒

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM234091（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門研究ⅡB（9月期卒

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM234091（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 専門研究ⅡB（9月期卒

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM234091（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）
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各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門研究ⅡB（9月期卒

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM234091（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 専門研究ⅡB（9月期卒

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM234091（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）
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各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門研究ⅡB（9月期卒

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM234091（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 専門研究ⅡB（9月期卒

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM234091（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門研究ⅡB（9月期卒

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SEM234091（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



戦略プロセスの基本を理解
していない。

427－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
現実的・実践的なマーケティング論を学ぶことにより、マーケティング的な思考や判断能力を身につけ、企業や社会組織の中で活用できるようになる。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）（２）（３）に対応する。

到達目標
マーケティング論の基本を習得すると共に、実践に活用できるマーケティング的な思考・発想が身につく。

授業全体の内容と概要
マーケティングのプロセス、マーケティングミックス４P（製品、価格、チャネル、販売促進の各領域）の体系的理解を重点とする。また、身近な事例を学ぶことで
より実践的なマーケティングを理解する。

授業の方法
パワーポイントによるプロジェクター投影と配布レジメによる講義とディスカッションをまじえた授業を行い理解度を高める。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
出席を重視し、15分以上の遅刻・途中退出は欠席扱いとする。　居眠り、携帯・スマートホンの利用は厳禁。

資格指定科目
教職課程（商業）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

マーケティングの戦略プロ
セスの基本的な理解。

マーケティング環境分析及
びS・T・Pの理解。

マーケティングの４P及び
ブランド戦略、ブルーオー
シャン戦略等の理解。

戦略プロセスの基本を完全
に理解し、事例に対し自ら
の革新的な戦略プロセスを
策定できる。

戦略プロセスの基本を十分
に理解し、事例に対し自ら
の戦略プロセスを策定でき
る。

戦略プロセスの基本的を理
解し、事例に対し戦略プロ
セスを当てはめることがで
きる。

戦略プロセスの基本を理解
できる。

環境分析、STPの基本を完
全に理解し、事例に対し自
らの環境分析による革新的
なSTP戦略を策定できる。

環境分析、STPの基本を十
分に理解し、事例に対し自
らの環境分析、STP戦略を
策定できる。

環境分析、STPのの基本を
理解し、事例に対し現状の
環境分析、STPを当てはめ
ることができる。

環境分析、STPの基本を理
解できる。

環境分析、STPの基本を理
解していない。

４P、ブランド等の戦略の
基本を完全に理解し、事例
に対し自らの革新的な戦略
を策定できる。

４P、ブランド等の戦略の
基本を十分に理解し、事例
に対し自らの戦略を策定で
きる。

４P、ブラン等の戦略の基
本を理解し、事例に対し戦
略を当てはめることができ
る。

４P、ブランド等の戦略の
基本を理解できる。

４P、ブランド等の戦略の
基本を理解していない。

科目名称 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ論

専門科目科目分類区分

伴　秀実（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

CME412008，CME512005（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・2年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）伴　秀実 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

企業におけるマーケティング戦略の企画策定業務の経験を活かして、実践的活用など
の講義等を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要な最低出席回数は１０回（厳守）。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ３０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

428－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
イントロダクション・シラバスの説明
（マーケティングとは何か）
授業改善アンケート結果反映の説明

シラバスを読んでおくこと（９０分）

2 マーケティング論の概要 今回の授業に必要な準備学習を行う。（９０分） 授業内容の復習として事後学習を行う。（９０分）

今回の授業に必要な準備学習を行う。（９０分）3 マーケティングミックス（4P）サマリー 授業内容の復習として事後学習を行う。（９０分）

授業内容の復習として事後学習を行う。（９０分）今回の授業に必要な準備学習を行う。（９０分）マーケティング環境分析4

授業内容の復習として事後学習を行う。（９０分）今回の授業に必要な準備学習を行う。（９０分）ポーターの内部・外部分析、SWOT分析5

授業内容の復習として事後学習を行う。（９０分）今回の授業に必要な準備学習を行う。（９０分）セグメンティーションとターゲティング6

授業内容の復習として事後学習を行う。（９０分）今回の授業に必要な準備学習を行う。（９０分）ポジショニング、PPMマネージメント7

授業内容の復習として事後学習を行う。（９０分）今回の授業に必要な準備学習を行う。（９０分）ブルーオーシャン戦略、PLCサイクル8

授業内容の復習として事後学習を行う。（９０分）今回の授業に必要な準備学習を行う。（９０分）ブランド戦略9

10 製品戦略 今回の授業に必要な準備学習を行う。（９０分） 授業内容の復習として事後学習を行う。（９０分）

授業内容の復習として事後学習を行う。（９０分）今回の授業に必要な準備学習を行う。（９０分）価格戦略11

授業内容の復習として事後学習を行う。（９０分）今回の授業に必要な準備学習を行う。（９０分）チャネル戦略12

授業内容の復習として事後学習を行う。（９０分）今回の授業に必要な準備学習を行う。（９０分）プロモーション戦略13

授業内容の復習として事後学習を行う。（９０分）今回の授業に必要な準備学習を行う。（９０分）マーケティングトレンド14

試験に向け全体を復習する。（９０分）今回の授業に必要な準備学習を行う。（９０分）総括レビュー15

試験及び解説を受けて講義全体を復習する。（９０
分）試験に向け全体を復習する。（９０分）

定期試験及び解説
（６０分の試験終了後、解説を３０分行う。）
授業改善アンケートの実施

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業内容の復習として事後学習を行う。（９０分）

科目名称 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ論

専門科目科目分類区分

伴　秀実（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

CME412008，CME512005（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・2年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）伴　秀実 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

企業におけるマーケティング戦略の企画策定業務の経験を活かして、実践的活用など
の講義等を行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



基本統計量を求めることが
できなかった。グラフが描
けなかった。

429－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
複数の基本統計量とそれを組み合わせたデータの読みかたを理解することで、統計にだまされない能力を身につける。また、統計的有意性や推測統計の考え方を理
解することで、統計分析の結果が意味することを理解する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰの（１）（３）に対応する。

到達目標
複数の基本統計量を組み合わせて、データの特性について述べることができる。
正規分布に従う分布について、統計的有意性を判断できる。
推測統計の考え方の枠組みがわかる。

授業全体の内容と概要
数理・データサイエンス教育の関連授業科目であり、各種データの分析に必要な基本統計量や統計分析の基礎を学ぶ。具体的には、代表値などの基本統計量やヒス
トグラムによるデータの要約・整理、基本統計量を応用したデータ分析、推測統計学の考え方などについて学ぶ。また、統計量の定義や統計の理論を学ぶだけでな
く、チームスポーツ競技の試合結果や選手データ、過去の気象データ、株価データなどを用いた演習を行う。

授業の方法
各回の計画にそって、板書による講義とノートをもちいた演習とを組み合わせた授業をおこなう。講義では、現実データも使用しながら基本統計量や推測統計の考
え方について解説をおこなう。演習では、実際にノートを使って統計量を計算したり・グラフを描いたりする。さらに、得られた計算結果やグラフに関する自分な
りの解釈も検討する。また、理解の確認の意味もふくめて、解説と演習のあいまに受講生に対して随時質問をして意見をもとめながら授業をすすめる。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
基礎統計の演習では、統計量の計算や統計データにかんする意見をまとめるために、電卓やノートが必要である。平常点は、この演習への取り組みを評価するため
、欠席・遅刻することなく授業に参加して演習に取り組むことが重要である。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

基本統計量・グラフの理解

統計学の考え方の理解

統計学の用語の理解

複数の基本統計量とグラフ
とを比較・組み合わせてデ
ータを分析できた。

複数の基本統計量やグラフ
を求めて、データの性質を
読みとれた。

ひとつの基本統計量もしく
はグラフを求めて、データ
の性質を読みとれた。

データから基本統計量を求
める・グラフを描くことが
できた。

推測統計の考え方を理解し
ていて、かつ正規分布に従
う分布の事例で統計的有意
性の判断ができた。

推測統計の考え方を理解、
または正規分布に従う分布
の事例をもとに統計的有意
性を判断できた。

統計的有意性の意味や推測
統計の考え方を説明できた
。

推測統計の基礎的な考え方
をある程度説明できた。

推測統計の考え方を説明で
きなかった。

事例をあげて統計学の基礎
的な用語を説明できた。

事例をあげて統計学の基礎
的な用語をある程度説明で
きた。

統計学の基礎的な用語を説
明できた。

推測統計の基礎的な用語を
ある程度説明できた。

推測統計の用語を説明でき
なかった。

科目名称 基礎統計演習(M）

共通教育科目科目分類区分

河野　善文（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

STS072048（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）河野　善文 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

８０％ ０％ ０％ ０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
この授業で学ぶこと
・授業改善アンケート結果反映の説明
・授業計画（シラバス）の説明

統計とは何か調べる（９０分）

2 データを代表する値：
・中央値と平均値  ・最頻値と平均値 代表値とは何か調べる（９０分） 授業で学んだ代表値のまとめと演習問題（９０分）

範囲(レンジ)について調べる（９０分）3 データの分布と代表値
・範囲(レンジ)と最大値・最小値  ・分布と代表値 範囲のまとめと演習問題（９０分）

度数分布表・ヒストグラムのまとめと演習問題
（９０分）度数分布とヒストグラムについて調べる（９０分）度数分布表によるデータの整理

・度数分布表とヒストグラム4

グラフと分布との関係のまとめと演習問題（９０分
）範囲・四分位範囲を調べる（９０分）

グラフによるデータの直感的理解：
・範囲・四分位範囲と分布
・箱ひげ図と価格変動分析

5

標準偏差の計算のまとめと演習問題（９０分）標準偏差について調べる（９０分）データのバラツキを知る
・バラツキの代表値：標準偏差6

変動係数とバラツキのリスクに関するまとめ、演習
問題（９０分）変動係数について調べる（９０分）

バラツキとリスク
・変動係数とは
・バラツキによるビジネス・リスクの分析

7

標準偏差の計算のまとめと演習問題（９０分）標準偏差とは何か調べる（９０分）バラツキの事例と演習
・リターンとリスクの資産運用分析8

正規分布の演習問題（９０分）正規分布について調べる（９０分）統計でもっとも重要な分布
・正規分布の特徴  ・正規分布を描いてみる9

10
統計的有意性と正規分布
・身長の平均・標準偏差と分布  ・標準偏差と統計
的有意性

正規分布と統計的有意性の関係について調べる
（９０分）

標準偏差と統計的有意性のまとめと演習問題（９０
分）

推測統計の考え方のまとめ（９０分）推測統計とは何かについて調べる（９０分）推測統計の考え方11

標本調査の考え方のまとめ（９０分）母集団と標本について調べる（９０分）推測統計と標本調査：
・母集団と標本12

仮説検定の考え方のまとめ（９０分）仮説検定とは何かについて調べる（９０分）検定の考え方
・仮説検定の考え方と例13

推定の考え方のまとめ（９０分）推定とは何かについて調べる（９０分）信頼区間と推定の考え方
・推定の考え方と例14

推測統計についてまとめる（９０分）これまでに学んだことを復習する（９０分）推測統計のまとめ15

試験にでた問題の復習（９０分）各回の演習問題に再度とりくむ（９０分）定期試験（６０分）と試験の説明
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

この授業で学ぶことについてノートにまとめる（90
分）

科目名称 基礎統計演習(M）

共通教育科目科目分類区分

河野　善文（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

STS072048（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）河野　善文 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 小島　寛之 ダイヤモンド社 4478820090

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『完全独習 統計学入門』 ２００６

2 結城　浩 ＳＢクリエイティ
ブ

4797387122『数学ガールの秘密ノート やさしい統計』 ２０１６

3

4

5



記述統計について何一つ理
解できなかった。

431－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
量的調査における記述統計（橙・最小値、分散、歪度　標準偏差　平均値　範囲）と多変量解析、重回帰分析、因子分析、ロジスティック回帰分析の理論と基本的
な算出方法、計算方法を身に着ける。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP（１）（２）（５）に対応する

到達目標
記述統計を説明することかできる。
積分応票の意味を説明することができる。
各種多変量解析の方法論を説明することができる

授業全体の内容と概要
データの分析に必要な基本統計量や統計分析の基礎を学ぶ。各種社会調査の統計データを使い、その分析方法と算出方法を演習形式で行い、最終的には、社会科学
で扱うデータ分析の理論をマスターする。

授業の方法
各界の講義プリントを教員が配布し、量的調査における記述統計、分析方法の概念と数式を説明したうえで、実際のデータを使い、学生が各種数式を使って計算を
行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
基礎統計の演習では、統計量の計算や統計データにかんする意見をまとめるために、電卓やノートが必要である。平常点は、この演習への取り組みを評価するため
、欠席・遅刻することなく授業に参加して演習に取り組むことが重要である。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

記述統計の理解

相関についての理解

多変量解析についての理解

平均値、標準偏差、最大・
最小値、中央値、最頻値、
歪度の概念と理論を理解で
き、その算出方法を習得し
た。

平均値、標準偏差、分散、
の概念について理解でき、
その計算方法を習得した。

中央と、最頻値、平均値の
関係を理解し、正規分布上
の置ける意味を理解できた
。

最大値と宰相、範囲につい
て理解できた。

正・負の相関、相関係数に
ついの概念と算出方法を理
解し、相関係数をt勝手数
値を産出できた。

相関係数を使って、数値を
産出できた。

正・負の相関と相関係数の
概念について理解できた。

正・負の相関の概念につい
て理解できた。

相関について理解できなか
った。

回帰分析、重回帰分析、ロ
ジスティック回帰分析、因
子分析の方法を理解し、実
際の数値を産出できた。

柿分析、重回帰分析、ロジ
スティック回帰分析の方法
について理解し、実際の数
値を産出できた。

回帰分析、重回帰分析、ロ
ジスティック回帰分析、因
子分析の方法を理解できた
。

回帰分析、重回帰分析の方
法を理解できた。

多変量解析について何も理
解できなかった。

科目名称 基礎統計演習(S）

専門科目科目分類区分

杉本　大輔（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

STS072048（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）杉本　大輔 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

８０％ ０％ ０％ ０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照すること

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

432－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
この授業で学ぶこと
・統計とは  ・授業計画（シラバス）の説明
・授業改善アンケート結果反映の説明

統計とは何か調べる（９０分）

2 記述統計
・中央値と平均値  ・最頻値と平均値 記述統計とは何か調べる（９０分） 授業に出てきた代表値のまとめと演習問題（９０分

）

範囲(レンジ)について調べる（９０分）3 データの分布と代表値との関係：
・範囲(レンジ)と最大値・最小値  ・分布と代表値 範囲のまとめと演習問題（９０分）

平均値と分散のまとめと演習問題（９０分）分散とは何か調べる（９０分）平均値と分散4

平均値と分散と標準偏差のまとめと演習問題（９０
分）ヒ標準偏差とは何か調べる（９０分）分散と標準偏差5

正・負の相関のまとめと演習問題（９０分）相関とは何かを調べる（９０分）正の相関、不の相関6

正。負の相関と会おう韓係数の関係のまとめ（９０
分）相関係数について調べる（９０分）相関係数①7

ピアジュの相関係数の計算のまとめと演習問題
（９０分）相関係数とは何か調べる（９０分）相関係数②8

回帰分析と相関に関するまとめ、演習問題（９０分
）回帰分析について調べる（９０分）回帰分析9

10 重回帰分析 重回帰分析の特徴について調べる（９０分） 重回帰分析に関する演習問題（９０分）

ロジスティック回帰分析の演習問題（９０分）ロジスティック回帰分析について調べる（９０分）ロジスティック回帰分析11

因子分析のまとめと演習問題（９０分）因子分析について調べる（９０分）因子分析12

サンプリングの考え方のまとめ（９０分）標本調査とは何かについて調べる（９０分）全数調査と標本調査13

サンプリングの考え方のまとめ（９０分）サンプリングの方法について調べる（９０分）サンプリングの方法（１）
ーサンプリングの理論ー14

サンプリングの各種算出方法のまとめ（９０分）サンプリングの種類について調べる（９０分）
サンプリングの方法（２）
ー演習問題ー
授業改善アンケートの実施

15

試験にでた問題の復習（９０分）各回の演習問題に再度とりくむ（９０分）定期試験（６０分）と試験の説明（16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

統計とは何かとこの授業で学ぶことについてノート
にまとめる（90分）

科目名称 基礎統計演習(S）

専門科目科目分類区分

杉本　大輔（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

STS072048（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）杉本　大輔 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



中心極限定理について理解
できなかった。

433－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
自然科学や社会科学、医学などの学問分野だけでなく、ビジネスの世界でも統計学は活用されている。目的に応じて調査や実験が行われているが、観測したい事象
のすべてを網羅的に観測できない場合がある。ここでは、一部のデータ（標本）からデータ全体（母集団）の特性を推測する標本調査をあつかい、推定および検定
という推測統計の手法について学ぶ。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（２）に対応する。

到達目標
標本平均についての中心極限定理を理解し、推定手法と検定手法についてはそれぞれの考え方を説明できる。

授業全体の内容と概要
数理・データサイエンス教育の関連授業科目。統計量と標本分布については自由度と標本分布表の使い方を理解する。推測統計では、推定手法および検定手法の考
え方と処理手順について理解する。授業は、コンピュータ室において表計算ソフトExcelを活用してデータ処理を行う。統計学の専門用語が多く出てくるため、理解
するのには時間がかかるが、多くの練習問題に触れることで処理手順と専門用語の意味を理解してもらう。

授業の方法
授業は教科書及びパワーポイントで実施し、必要な統計的処理の流れを説明した後に、演習問題を行う。データ処理には表計算ソフトExcelを使用する。一つのデー
タ処理をするたびに机間巡視を行って学生の計算状況を確認するとともに、学生の不明点・質問は、チャット形式の支援システムで迅速に回答する。その後、授業
内で解答を呈示してフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・「統計学入門」の履修・修得を履修の前提とする。
・使用するコンピュータ室のパソコン台数から、受講者数を51名以下に制限する。
・USBメモリーを持参すること。
・20分以上の遅刻は欠席とみなします。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

統計量と標本分布について
の理解

推定手法についての理解

検定手法についての理解

不偏分散と標本分散につい
て理解し、自由度と標本分
布について理解できた。

不偏分散の考え方について
理解できた。

さまざまな標本分布表の使
い方を理解できた。

中心極限定理について理解
できた。

与えられた条件から推定に
用いる確率分布を選ぶこと
ができて、区間推定の信頼
区間も導出できた。

信頼係数に対応する限界値
と信頼限界の幅についての
導出方法を理解できた。

与えられた統計データの条
件から推定に用いる確率分
布を選ぶことができた。

推定手法の考え方を理解で
きた

推定手法の考え方を理解で
きなかった。

限界値と実現値を計算して
、帰無仮説が棄却されるか
どうかを判断できた。

有意水準に対応する限界値
と、検定統計量の実現値を
求める方法を理解できた。

検定統計量の分布を定める
ことができた。

検定手法の考え方を理解で
きた。

検定手法の考え方を理解で
きなかった。

科目名称 基礎統計演習(D）

共通教育科目科目分類区分

伊藤　裕康（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

STS072048（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）伊藤　裕康 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ １５％ ０％ ０％ ２５％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

434－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバス及び授業改善アンケート結果反映の説明／
データの整理（表計算ソフトExcel）

シラバスと教科書をよく読み、専門用語の意味を理
解しておくこと（90分）

2 標本平均の分布と中心極限定理 専門用語の意味を理解しておくこと（90分） 専門用語の意味と統計処理を復習しておくこと（90
分）

専門用語の意味を理解しておくこと（90分）3 推測統計に用いられる標本分布 専門用語の意味と統計処理を復習しておくこと（90
分）

専門用語の意味と統計処理を復習しておくこと（90
分）専門用語の意味を理解しておくこと（90分）推定の考え方と手順4

専門用語の意味と統計処理を復習しておくこと（90
分）専門用語の意味を理解しておくこと（90分）母平均の推定5

専門用語の意味と統計処理を復習しておくこと（90
分）専門用語の意味を理解しておくこと（90分）母分散の推定6

専門用語の意味と統計処理を復習しておくこと（90
分）専門用語の意味を理解しておくこと（90分）母比率の推定7

専門用語の意味と統計処理を復習しておくこと（90
分）専門用語の意味を理解しておくこと（90分）母相関係数の推定8

専門用語の意味と統計処理を復習しておくこと（90
分）専門用語の意味を理解しておくこと（90分）推定の演習問題9

10 検定の考え方と手順 専門用語の意味を理解しておくこと（90分） 専門用語の意味と統計処理を復習しておくこと（90
分）

専門用語の意味と統計処理を復習しておくこと（90
分）専門用語の意味を理解しておくこと（90分）母平均の検定11

専門用語の意味と統計処理を復習しておくこと（90
分）専門用語の意味を理解しておくこと（90分）母平均の差の検定12

専門用語の意味と統計処理を復習しておくこと（90
分）専門用語の意味を理解しておくこと（90分）分散比の検定13

専門用語の意味と統計処理を復習しておくこと（90
分）専門用語の意味を理解しておくこと（90分）母分散の検定14

専門用語の意味と統計処理を復習しておくこと（90
分）専門用語の意味を理解しておくこと（90分）検定の演習問題15

試験内容について復習しておくこと（90分）試験範囲について復習しておくこと（90分）授業改善アンケートの実施／定期試験
（60分の試験終了後、解説を行う）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

専門用語の意味と統計処理を復習しておくこと（90
分）

科目名称 基礎統計演習(D）

共通教育科目科目分類区分

伊藤　裕康（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

STS072048（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）伊藤　裕康 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 伊藤正義/伊藤公紀 森北出版 9784627082113

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『身につく統計学』 2018

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



中心極限定理について理解
できなかった。

435－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
自然科学や社会科学、医学などの学問分野だけでなく、ビジネスの世界でも統計学は活用されている。目的に応じて調査や実験が行われているが、観測したい事象
のすべてを網羅的に観測できない場合がある。ここでは、一部のデータ（標本）からデータ全体（母集団）の特性を推測する標本調査をあつかい、推定および検定
という推測統計の手法について学ぶ。

授業の位置づけ
建築学科のＤＰ（２）に対応する。

到達目標
標本平均についての中心極限定理を理解し、推定手法と検定手法についてはそれぞれの考え方を説明できる。

授業全体の内容と概要
数理・データサイエンス教育の関連授業科目。統計量と標本分布については自由度と標本分布表の使い方を理解する。推測統計では、推定手法および検定手法の考
え方と処理手順について理解する。授業は、コンピュータ室において表計算ソフトExcelを活用してデータ処理を行う。統計学の専門用語が多く出てくるため、理解
するのには時間がかかるが、多くの練習問題に触れることで処理手順と専門用語の意味を理解してもらう。

授業の方法
授業は教科書及びパワーポイントで実施し、必要な統計的処理の流れを説明した後に、演習問題を行う。データ処理には表計算ソフトExcelを使用する。一つのデー
タ処理をするたびに机間巡視を行って学生の計算状況を確認するとともに、学生の不明点・質問は、チャット形式の支援システムで迅速に回答する。その後、授業
内で解答を呈示してフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・「統計学入門」の履修・修得を履修の前提とする。
・使用するコンピュータ室のパソコン台数から、受講者数を51名以下に制限する。
・USBメモリーを持参すること。
・20分以上の遅刻は欠席とみなします。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

統計量と標本分布について
の理解

推定手法についての理解

検定手法についての理解

不偏分散と標本分散につい
て理解し、自由度と標本分
布について理解できた。

不偏分散の考え方について
理解できた。

さまざまな標本分布表の使
い方を理解できた。

中心極限定理について理解
できた。

与えられた条件から推定に
用いる確率分布を選ぶこと
ができて、区間推定の信頼
区間も導出できた。

信頼係数に対応する限界値
と信頼限界の幅についての
導出方法を理解できた。

与えられた統計データの条
件から推定に用いる確率分
布を選ぶことができた。

推定手法の考え方を理解で
きた

推定手法の考え方を理解で
きなかった。

限界値と実現値を計算して
、帰無仮説が棄却されるか
どうかを判断できた。

有意水準に対応する限界値
と、検定統計量の実現値を
求める方法を理解できた。

検定統計量の分布を定める
ことができた。

検定手法の考え方を理解で
きた。

検定手法の考え方を理解で
きなかった。

科目名称 基礎統計演習(A）

共通教育科目科目分類区分

伊藤　裕康（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

STS072048（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）伊藤　裕康 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ １５％ ０％ ０％ ２５％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

436－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバス及び授業改善アンケート結果反映の説明／
データの整理（表計算ソフトExcel）

シラバスと教科書をよく読み、専門用語の意味を理
解しておくこと（90分）

2 標本平均の分布と中心極限定理 専門用語の意味を理解しておくこと（90分） 専門用語の意味と統計処理を復習しておくこと（90
分）

専門用語の意味を理解しておくこと（90分）3 推測統計に用いられる標本分布 専門用語の意味と統計処理を復習しておくこと（90
分）

専門用語の意味と統計処理を復習しておくこと（90
分）専門用語の意味を理解しておくこと（90分）推定の考え方と手順4

専門用語の意味と統計処理を復習しておくこと（90
分）専門用語の意味を理解しておくこと（90分）母平均の推定5

専門用語の意味と統計処理を復習しておくこと（90
分）専門用語の意味を理解しておくこと（90分）母分散の推定6

専門用語の意味と統計処理を復習しておくこと（90
分）専門用語の意味を理解しておくこと（90分）母比率の推定7

専門用語の意味と統計処理を復習しておくこと（90
分）専門用語の意味を理解しておくこと（90分）母相関係数の推定8

専門用語の意味と統計処理を復習しておくこと（90
分）専門用語の意味を理解しておくこと（90分）推定の演習問題9

10 検定の考え方と手順 専門用語の意味を理解しておくこと（90分） 専門用語の意味と統計処理を復習しておくこと（90
分）

専門用語の意味と統計処理を復習しておくこと（90
分）専門用語の意味を理解しておくこと（90分）母平均の検定11

専門用語の意味と統計処理を復習しておくこと（90
分）専門用語の意味を理解しておくこと（90分）母平均の差の検定12

専門用語の意味と統計処理を復習しておくこと（90
分）専門用語の意味を理解しておくこと（90分）分散比の検定13

専門用語の意味と統計処理を復習しておくこと（90
分）専門用語の意味を理解しておくこと（90分）母分散の検定14

専門用語の意味と統計処理を復習しておくこと（90
分）専門用語の意味を理解しておくこと（90分）検定の演習問題15

試験内容について復習しておくこと（90分）試験範囲について復習しておくこと（90分）授業改善アンケートの実施／定期試験
（60分の試験終了後、解説を行う）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

専門用語の意味と統計処理を復習しておくこと（90
分）

科目名称 基礎統計演習(A）

共通教育科目科目分類区分

伊藤　裕康（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

STS072048（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）伊藤　裕康 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 伊藤正義/伊藤公紀 森北出版 9784627082113

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『身につく統計学』 2018

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



法律の条文を読み取れなか
った

437－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
憲法は，国家権力の濫用を抑制し，国民の権利・自由を守るための基本法である。法的な問題が生じたとき、迅速かつ的確に対応できるよう，条文を理解し，適用
・解釈する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）（２）（３）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）に対応する。

到達目標
憲法を学ぶことにより，法律に対して感じるむずかしさや抵抗感を取り除き，法律の基本知識を修得する。法律の基本知識を修得することにより，条文を理解し，
適用・解釈できる。

授業全体の内容と概要
法律の基本となる知識を修得することを目的とし，法律の条文を理解し，個々の事例に対して適用・解釈できるようになることを目標とする。さらには，法的な問
題が生じたとき，迅速かつ的確に対応できる人材を育成することを目標とする。憲法は，国民主権・基本的人権の尊重・平和主義の三つを基本原理とする日本の基
本となる法律である。憲法の基本となる知識を修得し，実例に即し講義を行う。具体的には，憲法総論，人権分野，統治分野に関し条文をベースに解説する。
「SDG 10.人や国の不平等をなくそう」の関連科目。

授業の方法
授業は，資料をパワーポイントで投影し，資料（第３回から第１４回の計１２回）を配布して実施する。授業の進行は，前回の復習から始まり，本日の講義の内容
を講義形式で解説を行う（調査実習含む）。
①確認テストは，講義の理解を深めるために２回（前年実績）実施する。②ビデオ視聴は，課題解決力を養うために２回（オンライン授業の場合は実施しない）実
施する。③課題は，講義の理解を深めるために１回（前年実績）実施する。①②③についてのフィードバックは，講義内で解説を行う。
※補講は原則２回を限度として実施する（公欠などの学生に対しては，補講を出席することによって単位認定基準を満たす場合のみ実施する。前年度の補講は２回
実施しました）。
※確認テストなどはプリント配布で実施のほか、Microsoft Formsの小テストから学生全体の理解度を把握し、指導する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

〇 調査学習

双方向授業

〇 ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・私語などの迷惑行為は厳禁。
・講義中スマホの操作は厳禁，マナーモードで受講してください。
・六法を持参することを推奨。
・確認テストやビデオ視聴を実施するので遅刻は慎むこと。開始後，プリント配布はしません。

資格指定科目
教職課程（社会・公民）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

法律の条文を読み取り，理
解できる

事例を理解し，法律の条文
を適用できる

課題に対し，問題解決がで
きる

法律の条文を読み取り，理
解でき，さらに自分の意見
を述べることができた

法律の条文を読み取り，理
解でき，自分なりの説明で
きた

法律の条文を読み取り，理
解できた

法律の条文を読み取れた

事例を理解し，法律の条文
を適用し，さらに自分の意
見を述べることができた

事例を理解し，法律の条文
を適用し，自分なりの説明
できた

事例を理解し，法律の条文
を適用できた

事例を理解し，法律の条文
を理解できた

事例を読み取れず，法律の
条文を理解できなかった

解答が的確で，過不足なく
網羅して答えていた

一部に解答と関係ないこと
を答えているが，解答は答
えていた

改善すべき点があるが，解
答が一通り答えていた

的確ではないが，解答を部
分的には答えていた

解答が論点にズレがあり，
テーマに対して十分ではな
かった

科目名称 日本国憲法（M）

共通教育科目科目分類区分

青山　浩之（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

LAW021020（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）青山　浩之 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１０回以上
※課題の提出等の定期試験以外の割合が単位認定基準の４割を占めるので，１２回以上の出席を推奨。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ １０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
・参考資料の配布方法や事前提供などについて配慮する。
・講義中の録音・録画・撮影などについて配慮する。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明
ガイダンス

シラバスの確認（９０分）

2
シラバスの説明
ガイダンス　
憲法とは何か－憲法の特徴と基本原理

シラバスの確認
憲法の特徴と基本原理の調べ学習（９０分） 復習（９０分）

憲法の基本原理と構造についての調べ学習（９０分
）3 憲法とは何か－憲法の基本原理と構造 配布資料の復習（９０分）

配布資料の復習（９０分）総論・幸福追求権の調べ学習（９０分）基本的人権　総論・幸福追求権4

配布資料の復習（９０分）法の下の平等・精神的自由権についての調べ学習
（９０分）基本的人権　各論　－法の下の平等・精神的自由権5

配布資料の復習（９０分），確認テストの復習精神的自由についての調べ学習（９０分）基本的人権　各論　－精神的自由権
　確認テスト１（前年実績）6

配布資料の復習（９０分）経済的自由権・社会権についての調べ学習（９０分
）基本的人権　各論　－経済的自由権・社会権7

配布資料の復習（９０分）人身自由権・国務請求権・参政権についての調べ学
習（９０分）

基本的人権　各論　－人身自由権・国務請求権・参
政権8

配布資料の復習（９０分）基本的人権についての調べ学習（９０分）基本的人権のまとめ9

10 統治機構　総論 統治機構について考える（９０分） 配布資料の復習（９０分）

配布資料の復習（９０分）国会についての調べ学習（９０分）統治機構　各論　－国会11

配布資料の復習（９０分），確認テストの復習内閣についての調べ学習（９０分）統治機構　各論　－内閣
　確認テスト２（前年実績）12

配布資料の復習（９０分）裁判所についての調べ学習（９０分）統治機構　各論　－裁判所13

配布資料の復習（９０分），課題を作成財政・地方自治についての調べ学習。統治機構のま
とめ（９０分）

統治機構　各論　－財政・地方自治・統治機構のま
とめ
課題１（前年実績）

14

試験範囲の確認により，第３回から第１４回まで復
習（９０分）課題作成。第３回から第１４回まで復習（９０分）

まとめ
授業改善アンケートの実施
定期試験の説明

15

復習（９０分）試験範囲の確認，第３回から第１４回まで復習
（９０分）

定期試験（６０分）
定期試験の解説，採点方法の説明
授業改善アンケートの実施

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

復習（９０分）

科目名称 日本国憲法（M）

共通教育科目科目分類区分

青山　浩之（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

LAW021020（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）青山　浩之 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 片桐直人・井上武史・大林啓吾 有斐閣 9784641131965

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『一歩先への憲法入門』 ２０２１年

2 佐伯　仁志，大村　敦志／編集
代表

有斐閣 9784641009226『ポケット六法　令和４年版』 ２０２１年

3 伊藤真 弘文堂 9784335314513『憲法（ファーストトラックシリーズ 1）』 ２０１４年

4 江藤祥平・大塚智見・遠藤聡太
・粟谷しのぶ・辰野嘉則・田原

有斐閣 9784641126312『 大学生活と法学』 ２０２２年

5



学修に真面目に取り組まな
かった。
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評価項目

概要

履修目標
日常生活はもちろん、大学の授業が理解できる日本語能力や就職活動時に必要となる日本語レベルの習得を目指す。本講義は留学生の日本語能力の定着や大学入学
前の知識の復習を中心にするものとし、授業内容のレベルはN３～N２に相当する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
テーマやシチュエーションに沿った語彙・重要表現を習得し、正しく使うことができる。作文や発表などを通して、自分の意見を述べることができる。

授業全体の内容と概要
参考文献を使用して授業を行うが、日本語教材以外ではニュースや新聞、チラシ、掲示物など、日本で実際に目にするものを参考資料として使用し、実際に使われ
ている言葉の中から語彙力を身につけていく。

授業の方法
教科書の購入はなく、授業内で使用する教材は担当教員が準備する。講義形式で授業を行い、参考資料の読解や練習問題を解きながら日本語能力を上げていく。問
題解答時やシチュエーションに合わせたロールプレイ、テーマに沿ったディスカッションでは、積極的に学生に発言させ、学生主体の授業進行とする。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
遅刻、欠席をしないこと。３０分の遅刻は欠席とみなす。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

日本語の知識・技能

思考力・判断力・日本語の
表現力等

主体性・多様性・協働性

学修した知識・技能を確実
に修得するとともに、それ
らに関連した知識・技能に
ついても獲得した。

学修した知識・技能を確実
に修得した。

学修した知識・技能のすべ
てを修得することはできな
かった。

学修した知識・技能を修得
したが最低限容認できるレ
ベルにとどまった。

与えられた課題に積極的に
取り組んだ。課題に対する
理解力やプレゼンテーショ
ンの能力に関しては求めら
れるレベルを大きく超えた
。

与えられた課題に取り組ん
だ。課題に対する理解力や
プレゼンテーションの能力
に関しては、求められるレ
ベルを達成した。

与えられた課題に取り組ん
だ。課題に対する理解力や
プレゼンテーションの能力
に関しては、求められるレ
ベルには達しなかった。

与えられた課題に取り組ん
だ。課題に対する理解力や
プレゼンテーションの能力
に関しては最低限容認でき
るレベルにとどまった。

与えられた課題に真面目に
取り組まなかった。

与えられた課題に積極的に
取り組んだ。積極性や協働
性に関しては求められるレ
ベルを大きく超えた。

与えられた課題に取り組ん
だ。積極性や協働性に関し
ては、求められるレベルを
達成した。

与えられた課題に取り組ん
だ。積極性や協働性に関し
ては、求められるレベルに
は達しなかった。

与えられた課題に取り組ん
だ。積極性や協働性に関し
ては最低限容認できるレベ
ルにとどまった。

与えられた課題に真面目に
取り組まなかった。

科目名称 日本語Ⅰ（留学生）

共通教育科目科目分類区分

髙橋　真弥（国際交流センター・センタ
ー員）

授業担当者（所
属・職名）

JLN051038（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年（留学生対象）対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）髙橋　真弥 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
全授業回数１６回のうち、単位認定に必要となる最低出席回数は１１回以上とする。授業最終日（１６回目）に期末試験を行う。また、授業中にも小テストを行う
。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

50％ 0％ 0％ 0％ 20％ 30％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、国際交流センターで対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション（シラバスの説明）・プレテス
ト・授業改善アンケート結果反映の説明 シラバスを読む（９０分）

2 プレテストの解答・レベルチェック 資料の確認（９０分） 授業内容復習（９０分）

資料の確認（９０分）3 語彙（類似語） 授業内容復習（９０分）

授業内容復習（９０分）資料の確認（９０分）語彙（オノマトペ）4

授業内容復習（９０分）資料の確認（９０分）語彙（様子）5

授業内容復習（９０分）資料の確認（９０分）語彙（表現）6

授業内容復習（９０分）資料の確認（９０分）実践（レストラン）7

授業内容復習（９０分）資料の確認（９０分）実践（銀行）8

授業内容復習（９０分）資料の確認（９０分）実践（支払い）9

10 読解（エッセイ・チラシ・ニュース・掲示物など） 資料の確認（９０分） 授業内容復習（９０分）

授業内容復習（９０分）資料の確認（９０分）読解（エッセイ・チラシ・ニュース・掲示物など）11

授業内容復習（９０分）資料の確認（９０分）読解（エッセイ・チラシ・ニュース・掲示物など）12

授業内容復習（９０分）資料の確認（９０分）読解（エッセイ・チラシ・ニュース・掲示物など）13

授業内容復習（９０分）資料の確認（９０分）読解（エッセイ・チラシ・ニュース・掲示物など）14

授業内容復習（９０分）資料の確認（９０分）総括・授業改善アンケートの実施15

講義全体の復習（９０分）期末試験準備（９０分）期末試験（６０分）・解説（３０分）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業内容復習（９０分）

科目名称 日本語Ⅰ（留学生）

共通教育科目科目分類区分

髙橋　真弥（国際交流センター・センタ
ー員）

授業担当者（所
属・職名）

JLN051038（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年（留学生対象）対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）髙橋　真弥 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 佐々木仁子・松本紀子 株式会社アスク出
版

購入の必要なし978-4-87217-731-2

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『『日本語総まとめ　N3　語彙』 』 ２０１０年

2 佐々木仁子・松本紀子 株式会社アスク出
版

購入の必要なし978-4-87217-766-4『『日本語総まとめ　N3　読解』』 ２０１０年

3 佐々木仁子・松本紀子 株式会社アスク出
版

購入の必要なし978-4-87217-732-9『『日本語総まとめ　N3　文法』 』 ２０１０年

4

5
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評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 卒業論文（9月期卒）

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE134149，THE434090，THE534097（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 4 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 卒業論文（9月期卒）

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE134149，THE434090，THE534097（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 4 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



エビデンスとしてのデータ
ベース評価で60点をクリア
することができなかった。
　

443－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
担当各教員の専門領域を通して、本学での3年数か月に及ぶ学びから、蓄積された知識と経験をもとに経営学部生としての総括として論文を作成する。各専門演習担
当教員が示した題材をもとに各自自主的にテーマを背設定し、学問的（客観的・論理的）な思考・考察を加えてもらう。学問的に問題解決する力を発揮してもらう
。

授業の位置づけ
経営学科における全てのＤＰに対応する。

到達目標
多岐にわたる経営学の分野を理解・研究し、明確なテーマに沿って客観的考察を行う。また、そのために必要な資料やデータを収集し文字化する。可能な限り後輩
や社会の未来に対し財産となるような取り組みを期待する。

授業全体の内容と概要
それぞれの担当教員が提示している「題材」に沿った形でテーマを決定し作成が進められる。最終的な成果を論文の形にまとめることが求められる。その過程にお
ける資料収集やデータ作成、アンケート調査など持てる能力を全て発揮してもらう。

授業の方法
自分で決めたテーマに沿った考察を行うため既修内容を考慮しつつ情報収集・分析・考察を加え客観文にまとめ上げること。中間審査や担当教員との報連相を繰り
返しより高いクオリティを求める。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

〇 フィールドワーク

〇 調査学習

双方向授業

〇 ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
各担当教員がアナウンスするので、その指示に従うこと。本科目は学習内容のエビデンスとしてのデータベースを重視する。データベースとは、担当教員が設定し
た内容を自学・自習しテーマを決めるに至った過程、並びに論文作成に用いた考え方やデータの出処、それらの要点をまとめた電子媒体を指し、重要タームに関し
ては各自が理解した内容およびネット上から得た知識の確認を以て学習態度を計る。学習態度とは、本科目においては一切の剽窃を廃し、論文作成に係るすべての
エビデンスの有無を確認することにある。これらは積極性を確認する極めて有効な手段であると断じる。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性

エビデンスとしてのデータ
ベース評価で90点以上の得
点を挙げた。　

エビデンスとしてのデータ
ベース評価で80点以上の得
点を挙げた。　

エビデンスとしてのデータ
ベース評価で70点以上の得
点を挙げた。　

エビデンスとしてのデータ
ベース評価で60点以上の得
点を挙げた。　

積極的に論文に取り組み、
必要となる理論・情報を学
び、本学経営学部学生とし
ての実力を　確立するため
の努力をしている。　

論文に取り組み、必要とな
る理論・情報を学び、本学
経営学部学生としての理解
が深まりつつある。　

論文に取り組み、必要とな
る理論・情報を学び、本学
経営学部学生としての　努
力が見られる。　

論文に取り組み、必要とな
る理論・情報を学び、本学
経営学部学生としての努力
は認められるが活動と論文
の間の関連性が希薄である
。　

論文への取り組みが不十分
で、必要となる理論・情報
を学び、本学経営学部学生
としての進歩が見られず、
前向きな成長が確認できな
い。　

自己の目標をしっかりと設
定し、データベース化への
取り組みが確認できた。　

質問が多く、学習方法や調
査結果などの相談も常であ
り学習への取り組みが前向
きで、努力が窺える。　

積極性は乏しいものの、不
明点を質問するなど前向き
な姿勢がうかがわれる。　

何とか日々の学習はこなす
ものの、不明点を質問した
りすることはなく、知識の
獲得が必要最小限度を超え
ない。データベースも脆弱
である。　

自分から進んで実力を身に
つけようとする姿勢および
データベース化に対する前
向きな姿勢が見受けられな
い。　

科目名称 卒業論文（9月期卒）

専門科目科目分類区分

各担当教員授業担当者（所
属・職名）

THE134149，THE434090，THE534097（科目ナンバリング： ）

前期

4年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研究室

単位数 4 (単位認定責任者： ）各担当教員 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
本科目は演習扱いである。したがって８０％を超える出席がない場合評価対象としない。最終的な評価は、学科の講評会を経て決定される。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ８０％ ０％ ０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 各教員研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

444－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
本学経営学部生として取り組む論文の体裁に関して
（科目オリエンテーション：各教員）
シラバスの説明

180分

2 担当教員による指導① 180分 180分

180分3 担当教員による指導② 180分

180分180分担当教員による指導③4

180分180分担当教員による指導④5

180分180分担当教員による指導⑤　中間審査①6

180分180分担当教員による指導⑥7

180分180分担当教員による指導⑦8

180分180分担当教員による指導⑧9

10 担当教員による指導⑨ 180分 180分

180分180分担当教員による指導⑩　中間審査②11

180分180分担当教員による指導⑪12

180分180分担当教員による指導⑫13

180分180分担当教員による指導⑬14

180分180分担当教員による指導⑭15

180分180分担当教員による最終指導と論文提出期限の確認16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

180分

科目名称 卒業論文（9月期卒）

専門科目科目分類区分

各担当教員授業担当者（所
属・職名）

THE134149，THE434090，THE534097（科目ナンバリング： ）

前期

4年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研究室

単位数 4 (単位認定責任者： ）各担当教員 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『各教員が指定』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『各教員が準備・配布』

2

3

4

5



エビデンスとしてのデータ
ベース評価で60点をクリア
することができなかった。
　

445－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
担当各教員の専門領域を通して、本学での3年数か月に及ぶ学びから、蓄積された知識と経験をもとに経営学部生としての総括として論文を作成する。各専門演習担
当教員が示した題材をもとに各自自主的にテーマを背設定し、学問的（客観的・論理的）な思考・考察を加えてもらう。学問的に問題解決する力を発揮してもらう
。

授業の位置づけ
経営学科における全てのＤＰに対応する。

到達目標
多岐にわたる経営学の分野を理解・研究し、明確なテーマに沿って客観的考察を行う。また、そのために必要な資料やデータを収集し文字化する。可能な限り後輩
や社会の未来に対し財産となるような取り組みを期待する。

授業全体の内容と概要
それぞれの担当教員が提示している「題材」に沿った形でテーマを決定し作成が進められる。最終的な成果を論文の形にまとめることが求められる。その過程にお
ける資料収集やデータ作成、アンケート調査など持てる能力を全て発揮してもらう。

授業の方法
自分で決めたテーマに沿った考察を行うため既修内容を考慮しつつ情報収集・分析・考察を加え客観文にまとめ上げること。中間審査や担当教員との報連相を繰り
返しより高いクオリティを求める。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

〇 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
各担当教員がアナウンスするので、その指示に従うこと。本科目は学習内容のエビデンスとしてのデータベースを重視する。データベースとは、担当教員が設定し
た内容を自学・自習しテーマを決めるに至った過程、並びに論文作成に用いた考え方やデータの出処、それらの要点をまとめた電子媒体を指し、重要タームに関し
ては各自が理解した内容およびネット上から得た知識の確認を以て学習態度を計る。学習態度とは、本科目においては一切の剽窃を廃し、論文作成に係るすべての
エビデンスの有無を確認することにある。これらは積極性を確認する極めて有効な手段であると断じる。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性

エビデンスとしてのデータ
ベース評価で90点以上の得
点を挙げた。　

エビデンスとしてのデータ
ベース評価で80点以上の得
点を挙げた。　

エビデンスとしてのデータ
ベース評価で70点以上の得
点を挙げた。　

エビデンスとしてのデータ
ベース評価で60点以上の得
点を挙げた。　

積極的に論文に取り組み、
必要となる理論・情報を学
び、本学経営学部学生とし
ての実力を　確立するため
の努力をしている。　

論文に取り組み、必要とな
る理論・情報を学び、本学
経営学部学生としての理解
が深まりつつある。　

論文に取り組み、必要とな
る理論・情報を学び、本学
経営学部学生としての　努
力が見られる。　

論文に取り組み、必要とな
る理論・情報を学び、本学
経営学部学生としての努力
は認められるが活動と論文
の間の関連性が希薄である
。　

論文への取り組みが不十分
で、必要となる理論・情報
を学び、本学経営学部学生
としての進歩が見られず、
前向きな成長が確認できな
い。　

自己の目標をしっかりと設
定し、データベース化への
取り組みが確認できた。　

質問が多く、学習方法や調
査結果などの相談も常であ
り学習への取り組みが前向
きで、努力が窺える。　

積極性は乏しいものの、不
明点を質問するなど前向き
な姿勢がうかがわれる。　

何とか日々の学習はこなす
ものの、不明点を質問した
りすることはなく、知識の
獲得が必要最小限度を超え
ない。データベースも脆弱
である。　

自分から進んで実力を身に
つけようとする姿勢および
データベース化に対する前
向きな姿勢が見受けられな
い。　

科目名称 卒業論文（9月期卒）

専門科目科目分類区分

河野　善文（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

THE134149，THE434090，THE534097（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 4 (単位認定責任者： ）河野　善文 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
本科目は演習扱いである。したがって８０％を超える出席がない場合評価対象としない。最終的な評価は、学科の講評会を経て決定される。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ８０％ ０％ ０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 各教員研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

446－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
本学経営学部生として取り組む論文の体裁に関して
（科目オリエンテーション：各教員）
シラバスの説明

シラバスの確認（180分）

2 担当教員による指導① 前回の演習で指示した内容を予習（180分） 演習内容をノートにまとめる（180分）

前回の演習で指示した内容を予習（180分）3 担当教員による指導② 演習内容をノートにまとめる（180分）

演習内容をノートにまとめる（180分）前回の演習で指示した内容を予習（180分）担当教員による指導③4

演習内容をノートにまとめる（180分）前回の演習で指示した内容を予習（180分）担当教員による指導④5

演習内容をノートにまとめる（180分）前回の演習で指示した内容を予習（180分）担当教員による指導⑤　中間審査①6

演習内容をノートにまとめる（180分）前回の演習で指示した内容を予習（180分）担当教員による指導⑥7

演習内容をノートにまとめる（180分）前回の演習で指示した内容を予習（180分）担当教員による指導⑦8

演習内容をノートにまとめる（180分）前回の演習で指示した内容を予習（180分）担当教員による指導⑧9

10 担当教員による指導⑨ 前回の演習で指示した内容を予習（180分） 演習内容をノートにまとめる（180分）

演習内容をノートにまとめる（180分）前回の演習で指示した内容を予習（180分）担当教員による指導⑩　中間審査②11

演習内容をノートにまとめる（180分）前回の演習で指示した内容を予習（180分）担当教員による指導⑪12

演習内容をノートにまとめる（180分）前回の演習で指示した内容を予習（180分）担当教員による指導⑫13

演習内容をノートにまとめる（180分）前回の演習で指示した内容を予習（180分）担当教員による指導⑬14

演習内容をノートにまとめる（180分）前回の演習で指示した内容を予習（180分）担当教員による指導⑭15

演習内容をノートにまとめる（180分）前回の演習で指示した内容を予習（180分）担当教員による最終指導と論文提出期限の確認16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

演習内容をノートにまとめる（180分）

科目名称 卒業論文（9月期卒）

専門科目科目分類区分

河野　善文（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

THE134149，THE434090，THE534097（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 4 (単位認定責任者： ）河野　善文 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 卒業論文（9月期卒）

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE134149，THE434090，THE534097（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 4 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 卒業論文（9月期卒）

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE134149，THE434090，THE534097（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 4 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 卒業論文（9月期卒）

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE134149，THE434090，THE534097（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 4 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 卒業論文（9月期卒）

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE134149，THE434090，THE534097（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 4 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



エビデンスとしてのデータ
ベース評価で60点をクリア
することができなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
本学での3年数か月に及ぶ学びから、蓄積された知識と経験をもとに経営学部生としての総括として論文を作成する。各専門演習担当教員が示した題材をもとに各自
自主的にテーマを背設定し、学問的（客観的・論理的）な思考・考察を加えてもらう。学問的に問題解決する力を発揮してもらう。

授業の位置づけ
経営学科における全てのＤＰに対応する。

到達目標
多岐にわたる経営学の分野を理解・研究し、明確なテーマに沿って客観的考察を行う。また、そのために必要な資料やデータを収集し文字化する。可能な限り後輩
や社会の未来に対し財産となるような取り組みを期待する。

授業全体の内容と概要
それぞれの担当教員が提示している「題材」に沿った形でテーマを決定し作成が進められる。最終的な成果を論文の形にまとめることが求められる。その過程にお
ける資料収集やデータ作成、アンケート調査など持てる能力を全て発揮してもらう。

授業の方法
自分で決めたテーマに沿った考察を行うため既修内容を考慮しつつ情報収集・分析・考察を加え客観文にまとめ上げること。中間審査や担当教員との報連相を繰り
返しより高いクオリティを求める。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

〇 フィールドワーク

〇 調査学習

双方向授業

〇 ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
アナウンスするので、その指示に従うこと。本科目は学習内容のエビデンスとしてのデータベースを重視する。データベースとは、担当教員が設定した内容を自学
・自習しテーマを決めるに至った過程、並びに論文作成に用いた考え方やデータの出処、それらの要点をまとめた電子媒体を指し、重要タームに関しては各自が理
解した内容およびネット上から得た知識の確認を以て学習態度を計る。学習態度とは、本科目においては一切の剽窃を廃し、論文作成に係るすべてのエビデンスの
有無を確認することにある。これらは積極性を確認する極めて有効な手段であると断じる。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性

エビデンスとしてのデータ
ベース評価で90点以上の得
点を挙げた。　

エビデンスとしてのデータ
ベース評価で80点以上の得
点を挙げた。　

エビデンスとしてのデータ
ベース評価で70点以上の得
点を挙げた。　

エビデンスとしてのデータ
ベース評価で60点以上の得
点を挙げた。　

積極的に論文に取り組み、
必要となる理論・情報を学
び、本学経営学部学生とし
ての実力を　確立するため
の努力をしている。　

論文に取り組み、必要とな
る理論・情報を学び、本学
経営学部学生としての理解
が深まりつつある。　

論文に取り組み、必要とな
る理論・情報を学び、本学
経営学部学生としての　努
力が見られる。　

論文に取り組み、必要とな
る理論・情報を学び、本学
経営学部学生としての努力
は認められるが活動と論文
の間の関連性が希薄である
。　

論文への取り組みが不十分
で、必要となる理論・情報
を学び、本学経営学部学生
としての進歩が見られず、
前向きな成長が確認できな
い。　

自己の目標をしっかりと設
定し、データベース化への
取り組みが確認できた。　

質問が多く、学習方法や調
査結果などの相談も常であ
り学習への取り組みが前向
きで、努力が窺える。　

積極性は乏しいものの、不
明点を質問するなど前向き
な姿勢がうかがわれる。　

何とか日々の学習はこなす
ものの、不明点を質問した
りすることはなく、知識の
獲得が必要最小限度を超え
ない。データベースも脆弱
である。　

自分から進んで実力を身に
つけようとする姿勢および
データベース化に対する前
向きな姿勢が見受けられな
い。　

科目名称 卒業論文（9月期卒）

専門科目科目分類区分

岡島　徳昭（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

THE134149，THE434090，THE534097（科目ナンバリング： ）

前期

4年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 1号館3階

単位数 4 (単位認定責任者： ）岡島徳昭 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
本科目は演習扱いである。したがって８０％を超える出席がない場合評価対象としない。最終的な評価は、学科の講評会を経て決定される。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

％ ８０％ ％ ％ ２０％ ％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

452－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
本学経営学部生として取り組む論文の体裁に関して
（科目オリエンテーション：各教員）
シラバスの説明

180分

2 担当教員による指導① 180分 180分

180分3 担当教員による指導② 180分

180分180分担当教員による指導③4

180分180分担当教員による指導④5

180分180分担当教員による指導⑤　中間審査①6

180分180分担当教員による指導⑥7

180分180分担当教員による指導⑦8

180分180分担当教員による指導⑧9

10 担当教員による指導⑨ 180分 180分

180分180分担当教員による指導⑩　中間審査②11

180分180分担当教員による指導⑪12

180分180分担当教員による指導⑫13

180分180分担当教員による指導⑬14

180分180分担当教員による指導⑭15

180分180分担当教員による最終指導と論文提出期限の確認16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

180分

科目名称 卒業論文（9月期卒）

専門科目科目分類区分

岡島　徳昭（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

THE134149，THE434090，THE534097（科目ナンバリング： ）

前期

4年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 1号館3階

単位数 4 (単位認定責任者： ）岡島徳昭 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『各教員が指定』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『各教員が準備・配布』

2

3

4

5



できていない
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
ゼミナールで修得した研究方法や研究に対する知見を踏まえ、履修者みずからの問題関心に基づき、これまで進めてきた研究と学生生活の集大成として、卒業論文
の執筆を行うための方法を学習する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（4）（5）に対応する。

到達目標
・学修から得られた幅広く豊かな知識と教養，および自己の倫理観に基づき，果たすべき社会的責任を実現するための方法を適切に選択できる。
・具体的な社会現象や社会問題を入り口に，「あたりまえ」の理解からは読み取れない現代社会の多層性と多様性を，収集したデータに基づき論理的・批判的に理
解し，その本質を他者に説明することができる。
・どのような研究課題や社会問題に対しても，その解決のために必要な情報や知識，資源を集め，分析を通じて解決策を提示することができる。

授業全体の内容と概要
全ての回を課題研究でおこなう。毎回、メールにて課題研究の内容を担当教員に提出し、担当教員はメールでフィードバックをおこなう。

授業の方法
個人による研究成果報告とそれに対する教員による講評や解説をメインとするが、教員による講義ならびに履修者に対する個別指導も適宜おこなっていく。
本授業の事前・事後学習は，各９０分の学習を目安とする。なお、各回における受講生からの報告や質問については、Teamsを用いて応答しつつ、受講者全体にフィ
ードバックされるように授業を展開する。また翌週の回においても、重要な報告や質問について解説する時間を設ける。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

〇 フィールドワーク

〇 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
データをとるなどの細かい作業もあり，日程調整などもあるため継続することが大事となってくる。データをもとに発表などから評価する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

基本的事項
①　チームの一員としての
ルールやマナーを守り，周
りとの協調性を持って研究
に取り組むことができる。
②　相手の視点に立って，
相手の考え方や感情を理解
することができる（共感力
を有する）。
③　研究活動に関わる諸規

計画
①　研究テーマに関連する
知識を能動的に得ることが
できる。
②　得られた知識を論理的
に組み上げることができる
。
③　問題点（課題）を抽出
することができる。
④　その解決ための適切な

技能（実施・検証）
①　確固たる技術の基に，
実験を遂行することができ
る。
②　実験に用いる薬品，器
具，機器等を正しく取扱い
，管理することができる。
③　研究活動中に生じたト
ラブルを指導者や研究室員

まとめ・考察・発表
①　研究結果を適切に整理
することができる。
②　得られた結果が示唆す
る事柄について，先行研究
を適切に引用しながら、論
理的に考察することができ
る。
③　研究の成果を発表し，
的確な質疑応答をすること

非常によくできている よくできている どちらかというとできてい
る

どちらかというとできてい
ない

非常によくできている よくできている どちらかというとできてい
る

どちらかというとできてい
ない

できていない

非常によくできている よくできている どちらかというとできてい
る

どちらかというとできてい
ない

できていない

非常によくできている よくできている どちらかというとできてい
る

どちらかというとできてい
ない

できていない

科目名称 卒業論文（9月期卒）

専門科目科目分類区分

石井　祐治（経営学科・特任講師）授業担当者（所
属・職名）

THE134149，THE434090，THE534097（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 4 (単位認定責任者： ）石井　祐治 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２５％ ２５％ ０％ ５０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

454－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス
シラバスの説明

ガイダンス
事前指導
（45分）

2 調査・研究の結果をレジュメにまとめる① 調査・研究データを整理する（９０分） 論文の目次構成を作成する（９０分）

調査・研究データを整理する（９０分）3 調査・研究の結果をレジュメにまとめる② 論文の目次構成を作成する（９０分）

論文の目次構成を作成する（９０分）調査・研究データを整理する（９０分）調査・研究の結果をレジュメにまとめる③4

論文の目次構成を作成する（９０分）調査・研究データを整理する（９０分）調査・研究の結果をレジュメにまとめる④5

議論や難点をリストアップする（９０分）卒業論文を執筆する（９０分）卒業論文の執筆①6

議論や難点をリストアップする（９０分卒業論文を執筆する（９０分）卒業論文の執筆②7

議論や難点をリストアップする（９０分卒業論文を執筆する（９０分）卒業論文の執筆③8

議論や難点をリストアップする（９０分卒業論文を執筆する（９０分）卒業論文の執筆④9

10 卒業論文の執筆⑤ 卒業論文を執筆する（９０分） 議論や難点をリストアップする（９０分

議論や難点をリストアップする（９０分卒業論文を執筆する（９０分）卒業論文の執筆⑥11

リライトの内容を確定する（９０分）草稿を書き上げる（９０分）書き上げた草稿を持参して、相互に内容確認する12

草稿のリライトを行う（９０分）草稿のリライトを行う（９０分）草稿をリライトして精度を上げる①13

草稿のリライトを行う（９０分）草稿のリライトを行う（９０分）草稿をリライトして精度を上げる②14

草稿のリライトを行う（９０分）草稿のリライトを行う（９０分）草稿をリライトして精度を上げる③15

内容の要旨を完成させ、発表の準備を行う（９０分
）卒業論文を完成させる（９０分）卒業論文の完成16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

調査・研究データを整理する（45分）

科目名称 卒業論文（9月期卒）

専門科目科目分類区分

石井　祐治（経営学科・特任講師）授業担当者（所
属・職名）

THE134149，THE434090，THE534097（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 4 (単位認定責任者： ）石井　祐治 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



エビデンスとしてのデータ
ベース評価で60点をクリア
することができなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
担当各教員の専門領域を通して、本学での3年数か月に及ぶ学びから、蓄積された知識と経験をもとに経営学部生としての総括として論文を作成する。各専門演習担
当教員が示した題材をもとに各自自主的にテーマを背設定し、学問的（客観的・論理的）な思考・考察を加えてもらう。学問的に問題解決する力を発揮してもらう
。

授業の位置づけ
経営学科における全てのＤＰに対応する。

到達目標
多岐にわたる経営学の分野を理解・研究し、明確なテーマに沿って客観的考察を行う。また、そのために必要な資料やデータを収集し文字化する。可能な限り後輩
や社会の未来に対し財産となるような取り組みを期待する。

授業全体の内容と概要
それぞれの担当教員が提示している「題材」に沿った形でテーマを決定し作成が進められる。最終的な成果を論文の形にまとめることが求められる。その過程にお
ける資料収集やデータ作成、アンケート調査など持てる能力を全て発揮してもらう。

授業の方法
自分で決めたテーマに沿った考察を行うため既修内容を考慮しつつ情報収集・分析・考察を加え客観文にまとめ上げること。中間審査や担当教員との報連相を繰り
返しより高いクオリティを求める。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

〇 フィールドワーク

〇 調査学習

双方向授業

〇 ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
各担当教員がアナウンスするので、その指示に従うこと。本科目は学習内容のエビデンスとしてのデータベースを重視する。データベースとは、担当教員が設定し
た内容を自学・自習しテーマを決めるに至った過程、並びに論文作成に用いた考え方やデータの出処、それらの要点をまとめた電子媒体を指し、重要タームに関し
ては各自が理解した内容およびネット上から得た知識の確認を以て学習態度を計る。学習態度とは、本科目においては一切の剽窃を廃し、論文作成に係るすべての
エビデンスの有無を確認することにある。これらは積極性を確認する極めて有効な手段であると断じる。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性

エビデンスとしてのデータ
ベース評価で90点以上の得
点を挙げた。　

エビデンスとしてのデータ
ベース評価で80点以上の得
点を挙げた。　

エビデンスとしてのデータ
ベース評価で70点以上の得
点を挙げた。　

エビデンスとしてのデータ
ベース評価で60点以上の得
点を挙げた。　

積極的に論文に取り組み、
必要となる理論・情報を学
び、本学経営学部学生とし
ての実力を　確立するため
の努力をしている。　

論文に取り組み、必要とな
る理論・情報を学び、本学
経営学部学生としての理解
が深まりつつある。　

論文に取り組み、必要とな
る理論・情報を学び、本学
経営学部学生としての　努
力が見られる。　

論文に取り組み、必要とな
る理論・情報を学び、本学
経営学部学生としての努力
は認められるが活動と論文
の間の関連性が希薄である
。　

論文への取り組みが不十分
で、必要となる理論・情報
を学び、本学経営学部学生
としての進歩が見られず、
前向きな成長が確認できな
い。　

自己の目標をしっかりと設
定し、データベース化への
取り組みが確認できた。　

質問が多く、学習方法や調
査結果などの相談も常であ
り学習への取り組みが前向
きで、努力が窺える。　

積極性は乏しいものの、不
明点を質問するなど前向き
な姿勢がうかがわれる。　

何とか日々の学習はこなす
ものの、不明点を質問した
りすることはなく、知識の
獲得が必要最小限度を超え
ない。データベースも脆弱
である。　

自分から進んで実力を身に
つけようとする姿勢および
データベース化に対する前
向きな姿勢が見受けられな
い。　

科目名称 卒業論文（9月期卒）

専門科目科目分類区分

青山　浩之（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

THE134149，THE434090，THE534097（科目ナンバリング： ）

前期

4年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研究室

単位数 4 (単位認定責任者： ）青山浩之 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
本科目は演習扱いである。したがって８０％を超える出席がない場合評価対象としない。最終的な評価は、学科の講評会を経て決定される。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ８０％ ０％ ０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 各教員研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
本学経営学部生として取り組む論文の体裁に関して
（科目オリエンテーション：各教員）
シラバスの説明

180分

2 担当教員による指導① 180分 180分

180分3 担当教員による指導② 180分

180分180分担当教員による指導③4

180分180分担当教員による指導④5

180分180分担当教員による指導⑤　中間審査①6

180分180分担当教員による指導⑥7

180分180分担当教員による指導⑦8

180分180分担当教員による指導⑧9

10 担当教員による指導⑨ 180分 180分

180分180分担当教員による指導⑩　中間審査②11

180分180分担当教員による指導⑪12

180分180分担当教員による指導⑫13

180分180分担当教員による指導⑬14

180分180分担当教員による指導⑭15

180分180分担当教員による最終指導と論文提出期限の確認16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

180分

科目名称 卒業論文（9月期卒）

専門科目科目分類区分

青山　浩之（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

THE134149，THE434090，THE534097（科目ナンバリング： ）

前期

4年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 各教員研究室

単位数 4 (単位認定責任者： ）青山浩之 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『各教員が指定』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『各教員が準備・配布』

2

3

4

5
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評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 卒業論文（9月期卒）

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE134149，THE434090，THE534097（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 4 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）
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各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 卒業論文（9月期卒）

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE134149，THE434090，THE534097（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 4 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5
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評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 卒業制作・研究（9月

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE234092（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 6 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

460－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 卒業制作・研究（9月

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE234092（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 6 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



461－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 卒業制作・研究（9月

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE234092（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 6 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

462－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 卒業制作・研究（9月

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE234092（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 6 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



463－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 卒業制作・研究（9月

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE234092（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 6 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

464－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 卒業制作・研究（9月

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE234092（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 6 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



465－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 卒業制作・研究（9月

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE234092（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 6 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

466－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 卒業制作・研究（9月

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE234092（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 6 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



467－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 卒業制作・研究（9月

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE234092（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 6 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

468－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 卒業制作・研究（9月

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

THE234092（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 6 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



設備図の作図ができなかっ
た。

469－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
建築設備Ⅰで学んだことを応用し、公共施設や店舗などの規模の設備の計画・作図を学ぶ。
利用者や、施工する立場になって、動線を考えた計画、その作図を学ぶ。

授業の位置づけ
建築学科のDP（１）（２）に対応する。

到達目標
大規模建築で必要とされる設備の計画ができ、それを正確に図面で表すことができる。

授業全体の内容と概要
給水給湯設備・衛生排水設備・空気調和設備・電気設備・照明設備について、そのシステムとメカニズムを中心に解説し、その設計手法を学ぶ。
「SDG７　　エネルギーをみんなに、そしてクリーンに」
「SDG１２　つくる責任　つかう責任
これからの時代のエネルギーに合わせた設備設計や設備図面の描き方を指導していく

授業の方法
授業では，板書やICT（チームスを使用しながら、設備図をオンライン上その場で液晶ペンタブレットで添削し、毎事業ごとに保存することで、授業の課題経過をデ
ジタル的にの残し、振り返りの自習を実現する。）を活用しながら事例を紹介し、双方向授業で実施する。
また、授業中毎回、設備計画図を提出し添削を行いフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
２０分以上の遅刻は欠席とみなし、遅刻３回で欠席１回とみなす。

資格指定科目
「建築士試験受験資格課程」選択科目，教職課程（工業）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

住宅よりも設備の種類や数
が増す大規模建築において
、設備の計画ができ、正確
に図
面表現ができるようになっ
ていたか

管理者が管理しやすい設備
計画となっているか。

利用者が使いやすい設備計
画となっているか。

設備の能力上支障がないか
。

各設備図の適した計画がで
き、正しく図面を描くこと
ができていた。

各設備図の計画ができ、正
しく図面が描けていた。

各種設備図を正しく描くこ
とができた。

各種設備図を描くことがで
きた。

各設備図の適した計画がで
き、正しく図面を描くこと
ができていた。

各設備図の計画ができ、正
しく図面が描けていた。

各種設備図を正しく描くこ
とができた。

各種設備図を描くことがで
きた。

設備図の作図ができなかっ
た。

各設備図の適した計画がで
き、正しく図面を描くこと
ができていた。

各設備図の計画ができ、正
しく図面が描けていた。

各種設備図を正しく描くこ
とができた。

各種設備図を描くことがで
きた。

設備図の作図ができなかっ
た。

各設備図の適した計画がで
き、正しく図面を描くこと
ができていた。

各設備図の計画ができ、正
しく図面が描けていた。

各種設備図を正しく描くこ
とができた。

各種設備図を描くことがで
きた。

設備図の作図ができなかっ
た。

科目名称 建築設備Ⅱ

専門科目科目分類区分

君　興治（建築学科・特任講師）授業担当者（所
属・職名）

AEN323025（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）君　興治 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

建築事務所所長として設計監理をしている経験から、躯体、断熱、金物との干渉やスペース
の確保、またどのタイミングで設備工事が行われるかをイメージしながら設備計画を進める
。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、12回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ７０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整し研究室もしくはオンラインで対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明　授業の進め方
授業改善アンケート結果反映の説明

シラバスを読んでおくこと
（90分）

2 給水設備・給湯設備とボイラー計画（１） 次回授業範囲の設備を、日常から触れて設備を確認
する（90分）

授業の最後に行った計画を日常と照し合せ、確認す
る（90分）

次回授業範囲の設備を、日常から触れて設備を確認
する（90分）3 給水設備・給湯設備とボイラー計画（２） 授業の最後に行った計画を日常と照し合せ、確認す

る（90分）

授業の最後に行った計画を日常と照し合せ、確認す
る（90分）

次回授業範囲の設備を、日常から触れて設備を確認
する（90分）給水設備・給湯設備とボイラー計画（３）4

授業の最後に行った計画を日常と照し合せ、確認す
る（90分）

次回授業範囲の設備を、日常から触れて設備を確認
する（90分）衛生設備・排水設備と配管計画（１）5

授業の最後に行った計画を日常と照し合せ、確認す
る（90分）

次回授業範囲の設備を、日常から触れて設備を確認
する（90分）衛生設備・排水設備と配管計画（１）6

授業の最後に行った計画を日常と照し合せ、確認す
る（90分）

次回授業範囲の設備を、日常から触れて設備を確認
する（90分）衛生設備・排水設備と配管計画（３）7

授業の最後に行った計画を日常と照し合せ、確認す
る（90分）

次回授業範囲の設備を、日常から触れて設備を確認
する（90分）空気調和・排煙設備とダクト計画（１）8

授業の最後に行った計画を日常と照し合せ、確認す
る（90分）

次回授業範囲の設備を、日常から触れて設備を確認
する（90分）空気調和・排煙設備とダクト計画（２）9

10 空気調和・排煙設備とダクト計画（３） 次回授業範囲の設備を、日常から触れて設備を確認
する（90分）

授業の最後に行った計画を日常と照し合せ、確認す
る（90分）

授業の最後に行った計画を日常と照し合せ、確認す
る（90分）

次回授業範囲の設備を、日常から触れて設備を確認
する（90分）電気設備と冷暖房計画（１）11

授業の最後に行った計画を日常と照し合せ、確認す
る（90分）

次回授業範囲の設備を、日常から触れて設備を確認
する（90分）電気設備と冷暖房計画（２）12

授業の最後に行った計画を日常と照し合せ、確認す
る（90分）

次回授業範囲の設備を、日常から触れて設備を確認
する（90分）電気設備と冷暖房計画（３）13

授業の最後に行った計画を日常と照し合せ、確認す
る（90分）

次回授業範囲の設備を、日常から触れて設備を確認
する（90分）照明設備と消火・防災設備計画（１）14

授業の最後に行った計画を日常と照し合せ、確認す
る（90分）

次回授業範囲の設備を、日常から触れて設備を確認
する（90分）照明設備と消火・防災設備計画（２）15

授業の最後に行った計画を日常と照し合せ、確認す
る（90分）

次回授業範囲の設備を、日常から触れて設備を確認
する（90分）

照明設備と消火・防災設備計画（３）
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

プリントを読んで理解しておくこと（90分）

科目名称 建築設備Ⅱ

専門科目科目分類区分

君　興治（建築学科・特任講師）授業担当者（所
属・職名）

AEN323025（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）君　興治 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

建築事務所所長として設計監理をしている経験から、躯体、断熱、金物との干渉やスペース
の確保、またどのタイミングで設備工事が行われるかをイメージしながら設備計画を進める
。

基本情報

開講時期

1 山田　浩幸 エクスナレッジ 9784767815480

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『世界で一番やさしい建築設備』 2013

2

3

4

5

1 千葉　孝男 オーム社 9784274102509

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『やさしい建築設備図面の見方・かき方』 1999

2

3

4

5



法律の条文を読み取れなか
った

471－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
企業を巡る法律関係を規定する商法および手形法・小切手法、その関連法規について、基本となる知識を修得することを目的とする。法的な問題が生じたとき、迅
速かつ的確に対応できるよう、条文を理解し、適用・解釈できるようになる。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）（２）（３）に対応する。

到達目標
企業を巡る法律関係を規定する商法および手形法・小切手法、その関連法規について、基本となる知識を修得することを目的とする。法律の基本知識を修得するこ
とにより、条文を理解し、適用・解釈できるようになる。

授業全体の内容と概要
商法および手形法・小切手法、その関連法規について、基本となる知識を修得することを目的とし、条文を理解し、適用・解釈できるようになることを目標とし、
さらに法的な問題が生じたとき、迅速かつ的確に対応できる人材の育成することを目的とする。商法は、法律の全体像をつかむことに主眼に、企業法といわれる商
法・会社法の基本的な説明を行い、具体的には、商法総則・商行為、手形法・小切手法などの分野を解説する。
「SDG 10.人や国の不平等をなくそう」の関連科目。

授業の方法
授業は、資料をパワーポイントで投影し、資料（第３回から第１５回の計１３回）を配布して実施する。授業の進行は、前回の復習から始まり、本日の講義の内容
を講義形式で解説を行う。
①確認テストは、講義の理解を深めるために４回（前年実績）実施する。②ビデオ視聴は、課題解決力を養うために２回（オンライン授業の場合は実施しない）実
施する。③課題は、講義の理解を深めるために１回（前年実績）実施する。①②③についてのフィードバックは、講義内で解説を行う。
※補講は原則２回を限度として実施する（公欠などの学生に対しては，補講を出席することによって単位認定基準を満たす場合のみ実施する）。
※確認テストなどはプリント配布で実施のほか、Microsoft Formsの小テストから学生全体の理解度を把握し、指導する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

○ 調査学習

双方向授業

○ ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・私語などの迷惑行為は厳禁。
・講義中スマホの操作は厳禁，
・マナーモードで受講してください。
・六法を持参することを推奨。
・確認テストやビデオ視聴を実施するので遅刻は慎むこと。開始後、プリント配布はしません。

資格指定科目
教職課程（商業）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

法律の条文を読み取り、理
解できる

事例を理解し、法律の条文
を適用できる

課題に対し、問題解決がで
きる

法律の条文を読み取り、理
解でき、さらに自分の意見
を述べれた

法律の条文を読み取り、理
解でき、自分なりの説明で
きた

法律の条文を読み取り、理
解できた

法律の条文を読み取れた

事例を理解し、法律の条文
を適用し、さらに自分の意
見を述べれた

事例を理解し、法律の条文
を適用し、自分なりの説明
できた

事例を理解し、法律の条文
を適用できた

事例を理解し、法律の条文
を理解できた

事例を読み取れず、法律の
条文を理解できなかった

解答が的確で、過不足なく
網羅して答えれた

解答は答えているが、一部
に解答と関係ないことを答
えれた

解答が一通り答えているが
、改善すべき点があった

解答を部分的には答えてい
るが、的確ではなかった

解答が論点にズレがあり、
テーマに対して十分ではな
かった

科目名称 商法

専門科目科目分類区分

青山　浩之（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

LAW412009，LAW512006（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）青山　浩之 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上
※課題の提出等の定期試験以外の割合が単位認定基準の４割を占めるので、１２回以上の出席を推奨。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ １０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
・参考資料の配布方法や事前提供などについて配慮する。
・講義中の録音・録画・撮影などについて配慮する。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス　シラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明
商法の意義・目的・全体像

シラバスの確認（９０分）

2 ガイダンス　シラバスの説明
商法総則・商行為の概要

シラバスの確認。
商法総則・商行為についての調べ学習（９０分） 復習（９０分）

商人と商行為についての調べ学習（９０分）3 商人と商行為 配布資料の復習（９０分）

配布資料の復習（９０分）、確認テストの復習知的財産権と商号・商標についての調べ学習（９０
分）

知的財産権と商号・商標
　確認テスト１（前年実績）4

配布資料の復習（９０分）類似商号・名板貸しについての調べ学習（９０分）商号－類似商号事例研究、名板貸し5

配布資料の復習（９０分）、確認テストの復習営業譲渡と商業帳簿についての調べ学習（９０分）営業譲渡、商業帳簿
　確認テスト２（前年実績）6

配布資料の復習（９０分）、確認テストの復習代理商についての調べ学習（９０分）代理商
　確認テスト３（前年実績）7

配布資料の復習（９０分）、確認テストの復習商業使用人についての調べ学習（９０分）商業使用人
　確認テスト４（前年実績）8

配布資料の復習（９０分）商業登記についての調べ学習（９０分）商業登記9

10 商行為法、商行為の代理 商行為法・商行為の代理についての調べ学習（９０
分） 配布資料の復習（９０分）

課題の作成
配布資料の復習（９０分）

契約の成立・債務の履行・債券担保についての調べ
学習（９０分）

契約の成立、債務の履行・債券担保
　課題１（前年実績）11

配布資料の復習（９０分）課題の作成
商人間の留置権についての調べ学習（９０分）商人間の留置権12

配布資料の復習（９０分）
手形小切手法－有価証券（手形・小切手）・手形の
要件・白地手形・債権譲渡についての調べ学習
（９０分）

手形小切手法－有価証券（手形，小切手）
手形の要件、白地手形、債権譲渡13

配布資料の復習（９０分）裏書・手形の抗弁－物的抗弁・人的抗弁・善意取得
・人的抗弁の切断についての調べ学習（９０分）

裏書、手形の抗弁－物的抗弁・人的抗弁
善意取得、人的抗弁の切断14

配布資料の復習（９０分）
試験範囲の確認により、第３回から第１５回まで復
習（９０分）

支払免責・満期前の支払い・手形行為独立の原則
第３回から第１４回まで復習（９０分）

支払免責、満期前の支払い、手形行為独立の原則
まとめ、定期試験の説明
授業改善アンケートの実施

15

復習（９０分）試験範囲の確認、第３回から第１５回まで復習
（９０分）

定期試験（６０分）
定期試験の解説、採点方法の説明
授業改善アンケートの実施

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

復習（９０分）

科目名称 商法

専門科目科目分類区分

青山　浩之（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

LAW412009，LAW512006（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）青山　浩之 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 伊藤真 弘文堂 9784335314599

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『商法 第2版（ファーストトラックシリーズ 4）
』

２０１８年

2 佐伯　仁志、大村　敦志／編集
代表

有斐閣 9784641009226『ポケット六法　令和４年版』 ２０２１年

3 宍戸常寿・石川博康 有斐閣 9784641126183『法学入門』 ２０２１年

4 江藤祥平・大塚智見・遠藤聡太
・粟谷しのぶ・辰野嘉則・田原

有斐閣 9784641126312『大学生活と法学』 ２０２２年

5



精神保健福祉相談援助にか
かる基礎的な知識及び技術
を理解することができなか
った。

473－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
精神保健福祉士として必要な知識・技術についての基礎を培う。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（２）（４）（５）に対応する。

到達目標
①精神保健福祉分野における現状や課題を理解する。
②精神保健福祉援助実習の目的を明確にする。
③Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、質問を受け付け、適宜教材配布等を行う。

授業全体の内容と概要
精神保健福祉援助実習の意義や精神障害者への支援の実際を具体的に学ぶ。「精神保健福祉援助実習要項」や「精神保健福祉援助実習報告集」等から，実習教育や
精神保健福祉士について理解を深める。

授業の方法
知識の獲得や考える力、伝える方法などを具体的に授業中にしてもらい、スキルを高めます。教科書を活用し、板書やプリントなどで知識を整理していきます。事
前学習をしてもらい、自ら学習する機会と疑問をもつことを意識してもらいます。質問に関してはそのつど対応します。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①出席を重視します。やむを得ず遅刻や欠席をするときには，原則として事前に連絡をすること。
②精神保健福祉士の専門性や活動範囲について考察しながら質疑等を行うこと。
③履修にあたっては相談援助演習Ⅰ・Ⅱの単位を修得していること及び相談援助実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲが単位取得済みであり，Ⅳを履修することが要件になります。

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

思考力・考察力

主体性・情意

精神保健福祉相談援助にか
かる基礎的な知識及び技術
を深く理解できた。

精神保健福祉相談援助にか
かる基礎的な知識及び技術
をおおむね理解できた。

精神保健福祉相談援助にか
かる基礎的な知識及び技術
を理解できた。

精神保健福祉相談援助にか
かる基礎的な知識及び技術
を多少理解できた。

精神保健福祉相談援助技術
の基本を踏まえ、相談援助
の展開について十分に考察
できた。

精神保健福祉相談援助技術
の基本を踏まえ、相談援助
の展開についておおむねに
考察できた。

精神保健福祉相談援助技術
の基本を踏まえ、相談援助
の展開について考察できた
。

精神保健福祉相談援助技術
の基本を踏まえ、相談援助
の展開について多少考察で
きた。

精神保健福祉相談援助技術
の基本を踏まえ、相談援助
の展開について考察するこ
とができなかった。

精神保健福祉相談援助技術
の展開について理解したこ
とを適切に説明できた。

精神保健福祉相談援助技術
の展開について理解したこ
とをおおむね説明できた。

精神保健福祉相談援助技術
の展開について理解したこ
とを説明できた。

精神保健福祉相談援助技術
の展開について理解したこ
とを多少説明できた。

精神保健福祉相談援助技術
の展開について理解したこ
とを説明することができな
かった。

科目名称 精神保健福祉援助実習

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）、
西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）

授業担当者（所
属・職名）

SWS122047（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健福祉士として相談援助をしていた教員が、実習に向けた学習・体験などを通じて精
神保健福祉援助実習が効果的になるように授業を行います。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１２回以上。実習報告会の参加、運営などがあります。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２０％ ０％ ３０％ ２０％ ３０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

474－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
精神保健福祉援助実習について　オリエンテーショ
ン　「精神保健福祉援助実習要項」説明、シラバス
の説明

事前学習の資料作成（９０分）

2 精神保健福祉援助実習の目的・意義 事前学習の資料作成（９０分） 事前学習の資料の修正（９０分）

事前学習の資料作成（９０分）3 精神保健福祉士の支援活動の実際 事前学習の資料の修正（９０分）

事前学習の資料の修正（９０分）事前学習の資料作成（９０分）精神科医療機関における精神保健福祉士の役割4

事前学習の資料の修正（９０分）事前学習の資料作成（９０分）精神科医療機関における精神保健福祉士の業務につ
いて5

事前学習の資料の修正（９０分）事前学習の資料作成（９０分）就労移行支援・就労継続支援事業所等における精神
保健福祉士の役割6

事前学習の資料の修正（９０分）事前学習の資料作成（９０分）就労移行支援・就労継続支援事業所等における精神
保健福祉士の業務について7

事前学習の資料の修正（９０分）事前学習の資料作成（９０分）地域活動支援センターにおける精神保健福祉士の役
割8

事前学習の資料の修正（９０分）事前学習の資料作成（９０分）地域活動支援センターにおける精神保健福祉士の業
務について9

10 精神科病院の実習報告について 事前学習の資料作成（９０分） 事前学習の資料の修正（９０分）

事前学習の資料の修正（９０分）事前学習の資料作成（９０分）地域の障害サービス事業所等の実習について11

事前学習の資料の修正（９０分）事前学習の資料作成（９０分）実習報告を聞いて12

事前学習の資料の修正（９０分）事前学習の資料作成（９０分）精神科病院の実習について13

事前学習の資料の修正（９０分）事前学習の資料作成（９０分）地域の障害サービス事業所等の実習について14

事前学習の資料の修正（９０分）事前学習の資料作成（９０分）まとめ、事前学習の報告、オスキー15

事前学習の資料の修正（９０分）事前学習の資料作成（９０分）事前学習の提出、オスキーの評価を説明。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

事前学習の資料の修正（９０分）

科目名称 精神保健福祉援助実習

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）、
西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）

授業担当者（所
属・職名）

SWS122047（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健福祉士として相談援助をしていた教員が、実習に向けた学習・体験などを通じて精
神保健福祉援助実習が効果的になるように授業を行います。

基本情報

開講時期

1 日本精神保健福祉士養成校協会 中央法規 978-4-8058-5120-3

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『「精神保健福祉援助実習指導・実習」』 ２０１２年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



レイアウトパターンの分類
ができなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
１.グラフィックレイアウトの基本ルールを理解する。
２.アートディレクションの位置づけを理解する。
３.グラフィックデザイン実務の概念を理解する。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（３）、（４）に対応する。

到達目標
レイアウトパターンを分類し、試行を重ねてグラフィックデザインとして実施制作ができる。

授業全体の内容と概要
デザイン業界の仕組みを、概説を含め、広告・出版に関する基本レイアウト（サムネール主体）とプレゼンテーションシステムを理解する。「SDG12．つくる責任つ
かう責任」の関連授業。

授業の方法
板書とオリジナルプリント配布を併用し実技形式で行う。また、プレゼンテーションに耐えうる内容かを吟味し、デザイン要素のフィードバックを繰り返したのち
、演習課題を完成させ提出する。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
サムネールやスケッチの実技が重要なため、ノート・筆記具を常備すること。

資格指定科目
教職課程（美術・工芸）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

グラフィックレイアウトの
基本ルール

アートディレクションの位
置づけ

グラフィックデザイン実務
の概念

レイアウトパターンの分類
ができ、その２つ以上で、
基本ルールにのっとったオ
リジナリティを発揮できた
。

レイアウトパターンの分類
ができ、その２つ以上でデ
ザインができた。

レイアウトパターンの分類
ができ、その１つでデザイ
ンができた。

レイアウトパターンの分類
ができた。

アートディレクションの意
味を理解でき、ビジュアル
とコピーを駆使して応用・
展開できるデザインができ
た。

アートディレクションの意
味を理解でき、ビジュアル
要素を１つ以上とコピーラ
イトを含めたデザインがで
きた。

アートディレクションの意
味を理解でき、ビジュアル
要素を１つ以上含んだデザ
インができた。

アートディレクションの意
味が理解できた。

アートディレクションの意
味が理解できなかった。

グラフィックデザインの実
務を理解し、複数の実例を
参考にしたオリジナルかつ
トレンドを吟味したデザイ
ンパターン演習ができた。

グラフィックデザインの実
務を理解し、複数の実例を
参考にしたオリジナルなデ
ザインパターン演習ができ
た。

グラフィックデザインの実
務を理解し、その実例を２
つ以上（異種）提示するこ
とができた。

グラフィックデザインの実
務を理解し、その実例を１
つ提示することができた。

グラフィックデザインの実
務の現状が理解できなかっ
た。

科目名称 ﾋﾞｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ

専門科目科目分類区分

田中　靖之（デザイン学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

DES222018（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・２年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）田中　靖之 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

デザインの現場において実務経験者である教員が、その経験を基に実践的な授業を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は２０回以上。
完成度の高い作品を合格とする。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ６０％ ０％ ０％ ４０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談で相談のもと、事前に参考資料を提供することがある。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
授業改善アンケート結果反映の説明
シラバスについての説明
アートデザインについて

「ビジュアルデザイン」語句の認識（45分）

2 ”ことばと物”ゲーム演習 「ことばと物」語句の認識(45分) 「ことば」の自己復習（45分）

「ＤＴＰ」語句の認識（45分）3 ビジュアルデザインの歴史（ＤＴＰまで） 「DTP」の歴史的理解(45分)

「用紙サイズの使用実例について」（45分）A4・A3用紙サイズの認識(45分)ＪＩＳ用紙、テキストポイントについて4

「明朝体・ゴシック体」及び「セリフ・サンセリフ
」の理解(45分)「フォントバリエーション」の認識（45分）レタリングとフォントの現状5

レタリング演習　下書き（45分）基本となる書体の認識(45分)レタリング演習と基本形態6

レイアウトパターンのサムネール作成(45分)「レイアウト例の資料収集」（45分）レイアウトの基本パターンについて7

レンダリング演習　仕上げ（45分）演習用具の確認と役割チェック(45分)フォーマット用紙のレンダリング演習8

「レイアウトサムネール」の修正及び変更(45分)「レイアウトのサムネール体験」（45分）素材（イラスト、写真）とテキストの役割9

10 基本レイアウト演習（サムネール） 素材(イラスト・収集)とテキストのボリューム確認
(45分) 「レイアウトのサムネール演習」（45分）

「広告・編集デザイン」の実例を収集(45分)「広告・編集」語句の認識（45分）広告デザインと編集デザイン11

アイデアフラッシュ（メディアに対応）（４５分）「マスメディア・ソーシャルメディア」の位置づけ
と認識(45分)メディアに対応した企画デザイン12

「CMYK・オフセット印刷機」の資料収集(45分)「RGB＆CMYK」語句の認識（４５分）ＲＧＢ＆ＣＭＹＫ及び印刷技術13

サムネール演習（45分）「意見広告」語句の認識(45分)広告デザイン演習①
”意見広告”14

「メタバース」に対する最新情報収集(45分)「GAFA」戦略の認識（45分）ＳＮＳと企業戦略15

サムネール演習（45分）「企業広告」語句の認識(45分)広告デザイン演習②
”企業広告”16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 広告・出版・印刷業界の現状 業界大手企業群の情報収集(45分) 大手企業群の活動資料収集(45分)

18 編集デザイン演習①
”フライヤー編” 「フライヤーの資料収集」(45分) サムネール演習（45分）

「ツールの種類」の資料収集（45分）19 コミュニケーションツールとしての役割と現状 ツール毎の比較・検討(45分)

サムネール演習（45分）「雑誌類資料収集」(45分)編集デザイン演習②
”雑誌編”20

具体的アイデアを記述(45分)アイデアフラッシュ準備（45分）最終課題のためのオリエンテーション21

「方向性の決定」（45分）アイデアの精査と方向性をイメージング(45分)アイデアフラッシュと方向性の決定22

素材・コピーのおおまかなレイアウト作業(45分)素材・コピー類のボリュームチェック（45分）課題演習①-１
・サムネール制作23

サムネール制作～完成（45分）複数のラフサムネールを準備(45分)課題演習①-２
・レイアウトの決定24

レイアウト及びレンダリングの微調整(45分)レイアウト及びレンダリング準備（45分）課題演習②-１
・レンダリング制作25

26 課題演習②-１
・レイアウト修正

レイアウトアイテム(素材・コピー)の最終チェック
(45分) レンダリング完成（45分）

カラーリング用具(PC及び色エンピツ）での練習(45
分)カラーリング準備（45分）課題演習③-１

・カラーリング制作27

カラーリング完成（４５分）PCはモニターでのチェック、アナログでは着色での
チェック(45分)

課題演習③-２
・カラーリング修正28

仕上げ作業(45分以上)仕上げに向けて準備（４５分）課題演習④
・仕上げ29

講義全体の振り返りを行う（45分）仕上げの最終チェック(45分以上)課題提出30

質問に対する解説等の理解(45分)講義全体を通して質問事項をまとめておく（45分）課題に対する解説・フィードバック①31

解説・フィードバックを受けて講義全体の理解を深
める（45分）総体的な質問項目のまとめ(45分)課題に対する解説・フィードバック②

授業改善アンケートの実施32

「アート・デザイン」の位置づけ確認(45分)

科目名称 ﾋﾞｼﾞｭｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ

専門科目科目分類区分

田中　靖之（デザイン学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

DES222018（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・２年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）田中　靖之 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

デザインの現場において実務経験者である教員が、その経験を基に実践的な授業を行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



建築が社会にはたす役割を
理解できなかった。

477－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
社会構造や価値観の多様化が顕著な今日の状況を的確に捉え，建築が社会に果たす役割や意味を再考すると共に，将来の建築のあり方を考える力を養う。また建築
士試験科目の「建築計画」に対応すべく，建築計画全般（住宅地計画，都市計画等含む）にわたる基礎知識を修得する。

授業の位置づけ
建築学科のDP（２）（５）に対応する。

到達目標
建築の基本原理を知ることで建築に対する興味が広がり，建築の仕事の魅力とやり甲斐を会得する。また，建築士試験の建築計画科目の設問に対する理解と解く力
を養うことができる。

授業全体の内容と概要
授業内容を網羅した資料を毎回配布し,その授業資料に沿って授業を進める。毎回の授業のポイントが演習問題として課せられ，さらに詳細な解説も行うので集中し
て聴くことが求められる。
「SDGs11.住み続けられるまちづくりを」の関連授業

授業の方法
板書事項は授業内容を記した資料で賄う。プロジェクターで画像や図表を投影して解説するのが，授業内容の理解度を確認するため授業ノートを取りまとめた演習
１を毎回授業終了後提出してもらう。情報量は多く，見て，聴いて，理解できる授業である。演習２は，提出後一人ずつ講評を記述して返却する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業開始時に配布する着席票に氏名を記入した後に回収するので，遅刻者は欠席扱いとなる。また，着席票をもとに意見発表を求め，受講態度もチェックされるの
で留意すること。

資格指定科目
「建築士試験受験資格科目」必修科目，教職課程（工業）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

建築が社会にはたす役割や
意味を理解すると共に，将
来の建築のあり方を考える
力を修得する。

建築士試験科目の「建築計
画」に対応する建築計画全
般（住宅地計画，都市計画
等含む）にわたる基礎知識
を修得する。

建築の基本原理を知ること
で各種建築の機能を理解す
るための基礎力を修得し，
建築への興味を広られる。

建築が社会にはたす役割を
理解でき，今後社会状況の
変化に対して建築のあり方
を考えることができた。

建築が社会にはたす役割を
理解でき，今後の建築のあ
り方が変化することを理解
することができた。

建築が社会にはたす役割を
理解できた。

建築が社会にはたす役割を
おおむね理解できた。

基礎知識を習得し，さらに
建築士試験問題に取り組む
ことができた。

基礎知識を習得し，さらに
建築士試験内容を理解する
ことができた。

基礎知識を修得することが
できた。

基礎知識をおおむね修得す
ることができた。

基礎知識を修得することが
できなかった。

建築の基本原理に興味を持
ち，さまざまな建築のあり
方に対しても理解すること
ができた。

建築の基本原理に興味を持
ち理解することができた。

建築に対する興味を持つこ
とができた。

建築に対する興味をおおむ
ね持つことができた。

建築に対する興味を持つこ
とができなかった。

科目名称 建築計画Ⅰ

専門科目科目分類区分

安藤　淳一（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

APT312006（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）安藤　淳一 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
原則毎回出席すること(最低出席回数１０回以上)，毎回の授業内で行う演習評価点（授業成果）が単位認定（成績評価）の過半を占めるので，授業欠席や演習未提
出は不合格に直結することになる。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２０％ ０％ ７０％ １０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

478－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス　シラバスの説明，授業改善アンケート
結果反映の説明，「建築計画」で学ぶこと シラバス事前確認（90分）

2 建築のかたち(１)　建築のかたちを規定する自然的
条件　温湿度，風，日照･日射，敷地形状，街路 資料参照（90分） 演習2作成（90分）

資料参照（90分）3 建築のかたち(２)　建築のかたちを規定する人為的
要素　起居方式，歴史･伝統，社会構造，機能 演習2作成（90分）

演習2作成（90分）資料参照（90分）建築空間の性能(１)　快適性　熱環境，光環境，音
環境，空気環境，心理環境4

演習2作成（90分）資料参照（90分）建築空間の性能(２)　利便性　面積･容積，高さ，
ゾーニング，動線計画，空間の質と量5

演習2作成（90分）資料参照（90分）建築空間の性能(３)　安全性　災害と安全，避難計
画，内装制限，排煙，防火6

演習2作成（90分）資料参照（90分）建築空間の性能(４)　耐久性と経済性　耐用年数，
ライフサイクルコスト，ＳＩ方式，保存･再生7

演習2作成（90分）資料参照（90分）建築計画の基礎(１)　空間知覚の原理　五感と空間
知覚，視認距離，囲み感，黄金分割8

演習2作成（90分）資料参照（90分）建築計画の基礎(２)　形態知覚と空間特性　ゲシュ
タルト心理学，空間感覚9

10 建築計画の基礎(３)　色彩，色彩と心理，色彩と環
境 資料参照（90分） 演習2作成（90分）

演習2作成（90分）資料参照（90分）建築計画の基礎(４)　寸法と規模と単位空間　人体
寸法，動作寸法，規模算定，単位空間，階段･斜路11

演習2作成（90分）資料参照（90分）建築計画の基礎(５)　空間の仕切り方とディテール
　仕切りの手法，収まりの手法12

演習2作成（90分）資料参照（90分）居住施設計画(１)　戸建住宅と住宅地計画　住居の
種類，生活と間取り，住環境計画，日影規制13

演習2作成（90分）資料参照（90分）居住施設計画(２)　集合住宅の計画　近隣組織，地
域福祉計画，家族と住居14

演習2作成（90分）資料参照（90分）居住施設計画(３)　住宅地計画　地域居住，近隣組
織，地域福祉計画，家族と住居15

最終振り返り（90分）資料参照（90分）試験（試験結果・解説ならびに提出課題の総評）
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

演習2作成（90分）

科目名称 建築計画Ⅰ

専門科目科目分類区分

安藤　淳一（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

APT312006（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）安藤　淳一 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『適宜配布』

2

3

4

5



曲げについて簡単に説明で
きなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
社会で建築されている建築物のほとんどは不静定構造物であり、これらの実構造物の基本となるのが、力学である。
「建築構造力学Ⅲ」では、静定構造物の知識を基礎に不静定構造物の解法の修得を目的とする。

授業の位置づけ
建築学科のＤＰ（１）の（２）に対応する科目。

到達目標
簡単な不静定構造物の合理的かつ経済的な設計ができる。
梁の変形、応力法、変位法について説明できる。

授業全体の内容と概要
「建築構造力学Ⅰ・Ⅱ」の知識を基礎に、一級建築士レベルの不静定構造物の解法について修得する。

授業の方法
授業は配布物と板書を中心に講義形式で行う。授業では、講義と問題・解説を交えた内容とする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
事前に配布した資料は必ず持参のこと。

資格指定科目
「建築士試験受験資格課程」選択科目，教職課程（工業）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

梁の変形について修得する
。

応力法について修得する。

変位法について修得する。

変形について簡単に説明で
きた。

曲げについて簡単に説明で
きた。

曲げについてほぼ簡単に説
明できた。

曲げについて説明できた。

応力法をトラスやラーメン
に応用することができた。

静定梁および不静定梁につ
いて簡単に説明できた。

静定梁および不静定梁につ
いてほぼ簡単に説明できた
。

静定梁を簡単に説明できる
が不静定梁についは説明で
きた。

静定梁を簡単に説明できる
が不静定梁について簡単に
説明できなかった。

変位法を理解し、不静定梁
を解くことができた。

変位法を簡単に説明できた
。

たわみとたわみ角について
簡単に説明できた。

たわみとたわみ角について
説明できた。

たわみとたわみ角について
簡単に説明できなかった。

科目名称 建築構造力学Ⅲ

専門科目科目分類区分

小笠原　健（建築学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

BSM323026（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館６階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小笠原　健 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

１００％ ０％ ０％ ０％ ０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
授業の進め方について説明
授業改善アンケート結果反映の説明

シラバス資料を確認して、構造力学Ⅰ・Ⅱの復習を
行う。（90分）

2 静定構造物と不静定構造物との違いの説明① 配布資料の指定箇所の予習
（90分） 授業内容を整理して復習（90分）

配布資料の指定箇所の予習
（90分）3 静定構造物と不静定構造物との違いの説明② 授業内容を整理して復習（90分）

授業内容を整理して復習（90分）配布資料の指定箇所の予習
（90分）不静定構造物の判別式4

授業内容を整理して復習（90分）配布資料の指定箇所の予習
（90分）応力度と許容応力度5

授業内容を整理して復習（90分）配布資料の指定箇所の予習
（90分）部材の変形（ひずみ・座屈・たわみ・たわみ角）6

授業内容を整理して復習（90分）配布資料の指定箇所の予習
（90分）モールの定理7

授業内容を整理して復習（90分）配布資料の指定箇所の予習
（90分）マックスウェルの相反定理・ラーメンの変形8

授業内容を整理して復習（90分）配布資料の指定箇所の予習
（90分）不静定構造物の応力（重ね合わせの原理）9

10 不静定ラーメン（分割・到達モーメント） 配布資料の指定箇所の予習
（90分） 授業内容を整理して復習（90分）

授業内容を整理して復習（90分）配布資料の指定箇所の予習
（90分）固定モーメント法11

授業内容を整理して復習（90分）配布資料の指定箇所の予習
（90分）ラーメンの水平変位と水平剛性12

授業内容を整理して復習（90分）配布資料の指定箇所の予習
（90分）固有周期（振動）のメカニズム13

授業内容を整理して復習（90分）配布資料の指定箇所の予習
（90分）加速度応答スペクトル14

授業内容を整理して復習（90分）配布資料の指定箇所の予習
（90分）崩壊メカニズム（仮想仕事の原理）15

試験内容の復習（90分）全体内容の再確認及び理解
（90分）

定期試験（60分の試験終了後，残りの30分で解説）
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業内容を整理して復習（90分）

科目名称 建築構造力学Ⅲ

専門科目科目分類区分

小笠原　健（建築学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

BSM323026（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館６階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小笠原　健 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 日建学院

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『建築構造テキスト』 2020

2

3

4

5



政治に関する基礎的な概念
を理解し、説明することが
できなかった。

481－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
現代日本政治を中心に、政治を理解するための基礎概念、制度、歴史に関する知識を理解する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（３） に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）（３）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）（３）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）（３） に対応する。

到達目標
①政治に関する基礎的な概念を理解し、説明することができる。
②日本政治の歴史、制度に関する基礎的な知識を修得し、説明することができる。
③日本政治に関する自分なりの考えを概念、歴史、制度の観点から説明することができる。

授業全体の内容と概要
政治というものは日常生活を送るうえで避けて通ることができないものですが、目に見えるものではありません。政治学は、この目には見えない政治という現象を
捉えようとする学問です。この講義では、現代日本政治を題材に政治学の成り立ち、基本的な概念について学びます。具体的には、日本の政治がどのような仕組み
になっているのか、その制度を学びます。次に、日本の政治がこれまでどのように展開してきたのか、その歴史を学びます。そのうえで、現代日本政治の課題につ
いて学びます。
「SDG1.貧困をなくそう」、「SDG10.人や国の不平等をなくそう」、「SDG16.平和と公正をすべての人に」の関連授業

授業の方法
授業は講義形式で行う。書き込み式のレジュメを配布して補足の説明を行う。
書き込む内容は板書またはパワーポイントで示す。
教科書を使用しないので講義をしっかり聴いてメモをとること。
毎回の感想・質問等を記入するリアクションペーパーを配布配布し、次回授業時にフィードバックを行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業中の私語、スマホの使用は厳禁。受講マナーを守ること。
正当な理由のない２０分以上の遅刻は欠席とみなす。遅刻３回で欠席１回とみなす。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

政治に関する基礎的な概念
を理解し、説明することが
できる。

日本政治の歴史、制度に関
する基礎的な知識を修得し
、説明することができる。

日本政治に関する自分なり
の考えを概念、歴史、制度
の観点から説明することが
できる。

政治に関する基礎的な概念
を正確に理解し、的確に説
明することができた。

政治に関する基礎的な概念
をほぼ正確に理解し、的確
に説明することができた。

政治に関する基礎的な概念
を理解し、説明できた。

政治に関する基礎的な概念
を概ね理解し、説明できた
。

日本政治の歴史、制度に関
する基礎的な知識を正確に
修得し、的確に説明するこ
とができた。

日本政治の歴史、制度に関
する基礎的な知識をほぼ正
確に修得し、的確に説明す
ることができた。

日本政治の歴史、制度に関
する基礎的な知識を修得し
、説明することができた。

日本政治の歴史、制度に関
する基礎的な知識を概ね修
得し、説明することができ
た。

日本政治の歴史、制度に関
する基礎的な知識を修得し
、説明することができなか
った。

概念、歴史、制度の観点か
ら、日本政治に関する自分
なりの考えを説明できた。

概念、歴史、制度の観点か
ら、日本政治に関する自分
なりの考えを概ね説明でき
た。

日本政治に関する自分なり
の考えを説明できた。

日本政治に関する自分なり
の考えを概ね説明できた。

概念、歴史、制度の観点か
ら、日本政治に関する自分
なりの考えを説明できなか
った。

科目名称 政治学入門

共通教育科目科目分類区分

後藤　啓倫　（社会福祉学科・専任講師
）

授業担当者（所
属・職名）

POL021022（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年、社会福祉学科・３年、デザイ対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 未定

単位数 2 (単位認定責任者： ）後藤　啓倫 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

482－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明 シラバスの確認（９０分）

2 政治学的なものの見方、考え方 授業テーマに関する新聞記事の熟読（９０分） 配布プリントの整理・再読（９０分）

授業テーマに関する新聞記事の熟読（９０分）3 日本の内閣 配布プリントの整理・再読（９０分）

配布プリントの整理・再読（９０分）授業テーマに関する新聞記事の熟読（９０分）日本の国会4

配布プリントの整理・再読（９０分）授業テーマに関する新聞記事の熟読（９０分）日本の政党5

配布プリントの整理・再読（９０分）授業テーマに関する新聞記事の熟読（９０分）日本の行政6

配布プリントの整理・再読（９０分）授業テーマに関する新聞記事の熟読（９０分）日本の官僚制7

配布プリントの整理・再読（９０分）授業テーマに関する新聞記事の熟読（９０分）日本の選挙制度8

配布プリントの整理・再読（９０分）授業テーマに関する新聞記事の熟読（９０分）日本の選挙における課題9

10 日本の地方自治 授業テーマに関する新聞記事の熟読（９０分） 配布プリントの整理・再読（９０分）

配布プリントの整理・再読（９０分）授業テーマに関する新聞記事の熟読（９０分）日本の外交11

配布プリントの整理・再読（９０分）授業テーマに関する新聞記事の熟読（９０分）日本政治の課題―福祉12

配布プリントの整理・再読（９０分）授業テーマに関する新聞記事の熟読（９０分）日本政治の課題―ジェンダー13

配布プリントの整理・再読（９０分）授業テーマに関する新聞記事の熟読（９０分）日本政治の課題―憲法14

配布プリントの整理・再読（９０分）授業テーマに関する新聞記事の熟読（９０分）授業のまとめ15

試験のふり返り（９０分）試験の準備（９０分）定期試験（試験６０分＋解説３０分）
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布プリントの整理・再読（９０分）

科目名称 政治学入門

共通教育科目科目分類区分

後藤　啓倫　（社会福祉学科・専任講師
）

授業担当者（所
属・職名）

POL021022（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年、社会福祉学科・３年、デザイ対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 未定

単位数 2 (単位認定責任者： ）後藤　啓倫 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 なし。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 適宜紹介する。

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



正しい文法が習得できなか
った。

483－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
教養力と語学力を身に付け、日本における実社会で活躍するための高度な日本語スキルを習得する。講義聴解や資料読解を通して「日本語Ⅱ」よりレベルの高い文
章や資料を読み込む力を習得し、適切な文章表現ができるようになる。また新聞やインターネットなどの記事を取り上げ、新聞で使用される語彙、文末表現、慣用
表現などを身に付け、日本語中級中期(日本語能力検定試験N２レベル）と同等の日本語能力を身に付ける。

授業の位置づけ
経営学科のDP（１）（２）（４）に対応する。
社会福祉学科のDP（２）（３）（４）（５）に対応する。
デザイン学科のDP（２）（４）（５）に対応する。
建築学科のDP（２）（４）（５）に対応する。

到達目標
読解力、文章表現力、意見の発表と他者の意見を聞く能力、ディスカッション能力を習得し、グループ内で討議することができる。グラフ・表・文献などの読み取
り、意見交換の力を養い、コミュニケートすることができる。

授業全体の内容と概要
資料や参考図書を使用し、日本語能力試験N２と同等の日本語能力を身に付ける。また、授業を通し「聞く・話す・読む・書く」の４技能の向上を目指す。

授業の方法
授業は参考資料、参考図書を使用し、中級中期の日本語を学習する。授業形態は講義だが、読解、聴解、作文、発表、グループワークなどもあり、学生が主体的に
活動することも多い。また、場面を考えてのロールプレイやディスカッションも授業内で行う。評価はレポートと定期試験で判断するが、授業内に出される課題も
評価対象となる。レポートはテーマ、内容、正確さ、長さ、表現力の５項目で評価する。「内容」の項目は特に重要で、自分の言葉でわかりやすく表現できている
かを評価する。「正確さ」では文法や文字表記の誤りを提示するので、各自でフィードバックすること。定期試験は授業で学んだ内容を基に文法、聴解、読解、文
章表現などの項目で評価する。定期テストも評価後は各自でフィードバックすること。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業中は母語の使用は原則禁止とする。母語話者同士の会話もすべて日本語で行うこと。また、授業中の携帯電話、辞書の使用は原則禁止とする。集中して教師の
講義を聞き、わからなかったら教師に質問すること。
平常点が評価に大きく影響する。授業中は真面目に取り組み、「日本語で表現できない」と思わずなんでもチャレンジすることが求められる。また、全講義内容を
もとに定期試験を行う。一日でも休むと講義内容が分からなくなってしまうので、出席すること。日本語Ⅱはまだ日本語能力検定N2レベルまで達しておらず、日本
語能力レベルの向上を目指すクラスである。自身の日本語能力レベルを確認し、履修すること。15分以上の遅刻は欠席とみなす。また、遅刻3回で欠席1回とみなす
。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

日本語の知識・技能

思考力、判断力、日本語で
の表現力

主体的に日本語学習に取り
組む態度

正しい文法を習得し、場面
に合わせた文法の使い分け
を理解することができた。

正しい文法を習得している
が、場面に合わせた文法の
使い分けをおおむね理解す
ることができた。

正しい文法を習得し、場面
に合わせた文法の使い分け
を一定程度理解することが
できた。

正しい文法が習得できた。

自身で考え、自分の言葉で
表現できる。表現の内容が
分かりやすく、文法の間違
えがほとんどない。声の大
きさ、発音もよかった。

自身で考え、自分の言葉で
（日本語）表現でき、内容
が分かりやすかった。

自身で考え、自分の言葉で
（日本語）表現できた。

日本語での表現ができた
。

日本語での表現ができなか
った。

毎回の授業に参加し授業に
意欲的で、活動にも積極的
に参加している。発言も多
かった。

毎回の授業に参加し、授業
に対し真面目に取り組んで
いる。積極的に活動に参加
していた。

毎回の授業に参加し、授業
対しに意欲的で真面目に取
り組んでいる。積極性は弱
かった。

最低出席日数分授業に参加
しており、授業に対し真面
目に取り組んでいるが、授
業内の活動に対し消極的で
あった。

最低出席日数分授業に参加
しておらず、授業態度も問
題あった。

科目名称 日本語Ⅲ（留学生）

共通教育科目科目分類区分

佐藤恵利(国際交流センター・センター員
）

授業担当者（所
属・職名）

JLN052040（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・2年（留学生対象）対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 本部棟３階国際交流センター

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐藤恵利 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

日本語Ⅲ

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、1０回である。
１６回目の授業で定期試験を行う。
出席、授業態度、レポート、定期テストで評価する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

４０％ ０％ ３０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、国際交流センター等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

484－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション（今期の授業目的と進め方・シ
ラバスの説明）
授業改善アンケート結果反映の説明

シラバスを熟読し、本講義について理解しておくこ
と（９０分）

2 教科書、参考資料の内容読み取り、文法理解、聴解
、文章表現、発表

教科書、参考資料を読み、授業の準備をする（９０
分）

講義内容を深め、指定された課題を作成すること
（９０分）

教科書、参考資料を読み、授業の準備をする（９０
分）3 教科書、参考資料の内容読み取り、文法理解、聴解

、文章表現、発表
講義内容を深め、指定された課題を作成すること
（９０分）

講義内容を深め、指定された課題を作成すること
（９０分）

教科書、参考資料を読み、授業の準備をする（９０
分）

教科書、参考資料の内容読み取り、文法理解、聴解
、文章表現、発表4

講義内容を深め、指定された課題を作成すること
（９０分）

教科書、参考資料を読み、授業の準備をする（９０
分）

教科書、参考資料の内容読み取り、文法理解、聴解
、文章表現、発表5

講義内容を深め、指定された課題を作成すること
（９０分）

教科書、参考資料を読み、授業の準備をする（９０
分）

教科書、参考資料の内容読み取り、文法理解、聴解
、文章表現、発表6

講義内容を深め、指定された課題を作成すること
（９０分）

教科書、参考資料を読み、授業の準備をする（９０
分）

教科書、参考資料の内容読み取り、文法理解、聴解
、文章表現、発表7

講義内容を深め、指定された課題を作成すること
（９０分）

教科書、参考資料を読み、授業の準備をする（９０
分）

教科書、参考資料の内容読み取り、文法理解、聴解
、文章表現、発表8

講義内容を深め、指定された課題を作成すること
（９０分）

教科書、参考資料を読み、授業の準備をする（９０
分）

教科書、参考資料の内容読み取り、文法理解、聴解
、文章表現、発表9

10 教科書、参考資料の内容読み取り、文法理解、聴解
、文章表現、発表

教科書、参考資料を読み、授業の準備をする（９０
分）

講義内容を深め、指定された課題を作成すること
（９０分）

講義内容を深め、指定された課題を作成すること
（９０分）

教科書、参考資料を読み、授業の準備をする（９０
分）

教科書、参考資料の内容読み取り、文法理解、聴解
、文章表現、発表11

講義内容を深め、指定された課題を作成すること
（９０分）

教科書、参考資料を読み、授業の準備をする（９０
分）

教科書、参考資料の内容読み取り、文法理解、聴解
、文章表現、発表12

講義内容を深め、指定された課題を作成すること
（９０分）

教科書、参考資料を読み、授業の準備をする（９０
分）

教科書、参考資料の内容読み取り、文法理解、聴解
、文章表現、発表13

講義内容を深め、指定された課題を作成すること
（９０分）

教科書、参考資料を読み、授業の準備をする（９０
分）

教科書、参考資料の内容読み取り、文法理解、聴解
、文章表現、発表14

講義内容を深め、指定された課題を作成すること
（９０分）

教科書、参考資料を読み、授業の準備をする（９０
分）

総括(授業の内容を復習）
レポート提出15

解説を受けて、試験及び講義全体の復習を行うこと
（９０分）試験に向けて講義の復習を行うこと（９０分）定期試験実施（６０分）と解説

授業アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

講義内容を深め、指定された課題を作成すること
（９０分）

科目名称 日本語Ⅲ（留学生）

共通教育科目科目分類区分

佐藤恵利(国際交流センター・センター員
）

授業担当者（所
属・職名）

JLN052040（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・2年（留学生対象）対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 本部棟３階国際交流センター

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐藤恵利 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

日本語Ⅲ

基本情報

開講時期

1 平井悦子・三輪さち子 スリーエーネット
ワーク

日本語Ⅱと同じ教科
書を使用。日本語Ⅱ

978-4-88319-509-1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『『中級を学ぼう日本語の文型と表現８２中級中
期』 』

２００９年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



左記の専門用語を一つも説
明できなkかった。

485－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
ソーシャルワーカーとしての姿勢（自己理解、他者理解、倫理綱領）と相談業務の基本的技法（コミュニケーション、面接技法、記録技法、ケースカンファレンス
、実践評価）をディスカッション、ロールプレイ、ＤＶＤ鑑賞等を通して体得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（２）（５）に対応する。

到達目標
様々な援助技術（スキル）を習得することや技法の統合のための理解を深めることができるようになる。また、次年度の相談援助実習に向けて、積極的な討議参加
や自己表現ができるようになる。

授業全体の内容と概要
個人・家族、グループ、地域社会への支援をイメージし、ロールプレイ等の学習を通じて、面接や記録などの技法の実際を学ぶ。

授業の方法
３～４つのグループ（１グループ２０名以内）に分かれて、テキストの事例を実際にロールプレイしたり、小グループに分かれてディスカッションを行う。その中
で教員のスーパービジョンを受け、自己の振り返りを行い、自己覚知を促す。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

◯ ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

◯ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
この科目の単位を取得できなかった場合、次年度の相談援助実習及び保育実習を履修できないので注意すること。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程，精神保健福祉士国家試験受験資格課程，保育士養成課程，スクール（学校）ソーシャルワーカー資格課程，子育て支援ソーシャ
ルワーカー資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

ソーシャルワークにおける
自己理解、他者理解の重要
性を理解する。

ソーシャルワークにおける
面接技法を理解する。

ソーシャルワークにおける
アセスメント、プランニン
グ、ケースカンファレンス
、モニタリング、評価につ
いて理解する。

自己覚知の概念、自己開示
の実践、他者理解における
実践理論を言語で明確に説
明できた。
。

自己覚知の概念、他者理解
における実践理論を言語で
明確に説明できた
。

自己覚知の概念、自己開示
の実践を言語で明確に説明
できた。

自己覚知の概念を言語で明
確に理解できた。

ソーシャルワーク面接の一
連のプロセスと重要ターム
をマイクロカウンセリング
技法の用語を用いて説明で
きた。

ソーシャルワーク面接の一
連のプロセスの重要ターム
を説明できた。

ソーシャルワーク面接の一
連のプロセスを説明できた
。

面接における身体技法を実
践できた。

左記の専門ターム及び実践
技法を一つも説明及び実践
できなかった。

アセスメント、プランニン
グ、ケースカンファレンス
、モニタリング、評価につ
いて明確に言語で説明でき
、且つ各々のya役割をロー
ルプレイングで実践できた
。

アセスメント、プランニン
グ、ケースカンファレンス
、モニタリング、評価にお
ける各々の役割をロールプ
レイングで実践できた。

アセスメント、プランニン
グ、ケースカンファレンス
、評価、モニタリングの理
論と重要性を言語で明確に
説明できた。

アセスメント、プランニン
グ、ケースカンファレンス
、モニタリング、評価の重
要性を説明できた。

左記の用語の説明およびロ
ールプレイング実践を一つ
もできなかった。

科目名称 相談援助演習Ⅰ（再）

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学科・教授）・
上原　正希（社会福祉学科・教授）・大

授業担当者（所
属・職名）

SWS122028（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川　俊哉 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

ソーシャルワーク、ケアワークの実務経験者が、実践現場における相談業務、介護業務の事
例を参考に講義を展開する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数２０回以上をクリアすること。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ３０％ ０％ ０％ ０％ ７０％

オフィスアワー 各教員の研究室前のボードなどを参照すること

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

486－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション（グループ分け　自己紹介）　
シラバスの説明 １年時の関連科目の復習（９０分）

2 演習に向けての準備（自己紹介　アイスブレーキン
グ） １年時の関連科目の復習（９０分） 自己の言動の振り返り（９０分）

テキストの読み込み（９０分）3 自己理解１「自己概念を学ぶ」 自己の言動の振り返り（９０分）

自己の言動の振り返り（９０分）テキストの読み込み（９０分）自己理解２「自身のルーツ　家族関係を知る」4

自己の言動の振り返り（９０分）テキストの読み込み（９０分）自己開示と他者理解１「自己開示」5

自己の言動の振り返り（９０分）テキストの読み込み（９０分）自己開示と他者理解２「共感について」6

自己の言動の振り返り（９０分）テキストの読み込み（９０分）自己開示と他者理解３「価値観の違い」7

自己の言動の振り返り（９０分）テキストの読み込み（９０分）コミュニケーション１「コミュニケーションの基本
」8

自己の言動の振り返り（９０分）テキストの読み込み（９０分）コミュニケーション２「言語的コミュニケーション
」9

10 コミュニケーション３「非言語的コミュニケーショ
ン」 テキストの読み込み（９０分） 自己の言動の振り返り（９０分）

自己の言動の振り返り（９０分）テキストの読み込み（９０分）ソーシャルワークの価値と倫理１「価値とは何か」11

自己の言動の振り返り（９０分）テキストの読み込み（９０分）ソーシャルワークの価値と倫理２「倫理とは何か」12

ＤＶＤ鑑賞による面接技法ポイントのまとめ（９０
分）テキストの読み込み（９０分）面世技法１「面接の意義」13

ＤＶＤ鑑賞による面接技法ポイントのまとめ（９０
分）テキストの読み込み（９０分）面接技法２「面接の基本」14

記録技法のまとめ（９０分）テキストの読み込み（９０分）記録技法１「面接場面での記録」15

記録技法のまとめ（９０分）テキストの読み込み（９０分）記録技法２「ケース記録」16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 アセスメント１「アセスメントの意義」 テキストの読み込み（９０分） アセスメントのまとめ（９０分）

18 アセスメント２「利用者の背景を知る」 テキストの読み込み（９０分） アセスメントのまとめ（９０分）

テキストの読み込み（９０分）19 アセスメント３「事例によるロールプレイ」 ロールプレイ中の自己の言動の振り返り（９０分）

ロールプレイ中の自己の言動の振り返り（９０分）テキストの読み込み（９０分）プランニング「アセスメントからの支援計画作成」20

ケースカンファレンスのポイントのまとめ（９０分
）テキストの読み込み（９０分）ケースカンファレンスの方法21

ケースカンファレンスのポイントのまとめ（９０分
）テキストの読み込み（９０分）模擬ケースカンファレンス22

効果測定技法のまとめ（９０分）テキストの読み込み（９０分）評価と効果測定１「利用者の満足度」23

効果測定技法のまとめ（９０分）テキストの読み込み（９０分）評価と効果測定２「支援内容の評価」24

地域診断のまとめ（９０分）テキストの読み込み（９０分）コミュニティワーク１「地域ニーズの把握」25

26 コミュニティワーク２「北広島市の福祉課題明確化
」 テキストの読み込み（９０分） 地域診断のまとめ（９０分）

地域支援方法のまとめ（９０分）テキストの読み込み（９０分）コミュニティワーク３「課題解決への方法」27

地域支援方法のまとめ（９０分）テキストの読み込み（９０分）コミュニティワーク４「広報誌の作成」28

演習を通しての自己覚知について文章化（９０分）テキストの読み込み（９０分）支援事例を用いたロールプレイング１29

演習を通しての自己覚知について文章化（９０分）テキストの読み込み（９０分）支援事例を用いたロールプレイング２30

自己総括（９０分）テキストの読み込み（９０分）事例研究へのイントロダクション31

自己総括（９０分）テキストの読み込み（９０分）相談援助演習Ⅰ総括32

自己の言動の振り返り（９０分）

科目名称 相談援助演習Ⅰ（再）

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学科・教授）・
上原　正希（社会福祉学科・教授）・大

授業担当者（所
属・職名）

SWS122028（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川　俊哉 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

ソーシャルワーク、ケアワークの実務経験者が、実践現場における相談業務、介護業務の事
例を参考に講義を展開する。

基本情報

開講時期

1 相澤譲治　植戸貴子 （株）みらい 978-4-86015-123-2

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『ソーシャルワーク演習ワークブック』 ２０１３年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



同部分の正答が６０％に届
かなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
コミュニケーションという人間行動の意味を知り、小集団・組織から社会全体にいたるまで、さまざまな場面での社会的相互作用としてのコミュニケーションにつ
いて考え、理解することができる。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
コミュニケーションの理論について単に知識を習得するだけでなく、日々の生活場面におけるコミュニケーション行動のもつ意味と、コミュニケーションをめぐる
現代的な問題について自ら考える姿勢をもてるようになることができる。

授業全体の内容と概要
まず、コミュニケーションの原理、形式、過程、メディアに目を向ける。次に組織コミュニケーション、とりわけネットワークおよびリーダーシップとフォロワー
シップに焦点を当て、経営組織をコミュニケーションの視点から考察する。最後に、広く社会的コミュニケーションをとり上げ、特にオーディエンスの権利はどう
あるべきかを追究し、合わせて現代社会のコミュニケーション問題を考える。

授業の方法
授業は現代のさまざまな事例を素材としながら講義形式で行ない、必要な場合には資料を配布する。単元・項目によっては受講者の見解を知るための小文を提出し
てもらい、授業で概要を発表してフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

〇 ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
さまざまなテーマについて自ら考える「主体的・能動的」な姿勢での受講を求める。本試験・追試験結果が保留となった場合、レポート課題の提出が必要。保留後
の合格の場合の評価はＣとする。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識

思考力・判断力等

コミュニケーション問題へ
の分析力・主体性等

定期試験における基礎事項
該当部分で９０％以上の正
答があった。

同部分が８０％以上９０％
未満の正答であった。

同部分が７０％以上８０％
未満の正答であった。

同部分が６０％以上７０％
未満の正答であった。

コミュニケーション原理を
軸にして、さまざまな場面
のコミュニケーション行動
を充分に考察できていた。

左記の事項について概ね考
察できていた。

左記の事項について広く一
般的な水準の考察に達して
いた。

左記の事項についての考察
が最低限の水準に留まって
いた。

考察が最低限の水準に届か
ず、授業内容が理解されて
いなかった。

授業の中心的テーマである
組織ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ中心に、さ
まざまなｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ問題に
ついて充分な主体的分析が
できていた。

左記の事項について概ね考
察できていた。

左記の事項について広く一
般的な水準の考察に達して
いた。

左記の事項についての考察
が最低限の水準に留まって
いた。

考察が最低限の水準に届か
ず、授業内容が理解されて
いなかった。

科目名称 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論

専門科目科目分類区分

山本　一彦（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SOC412014，SOC512008（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）山本　一彦 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１１回

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

９０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
科目ガイダンス････全体概要、目的とねらい、履修
上の注意、評価方法説明、（シラバスの説明を含む
）、前年度授業アンケート結果説明

シラバス内容の事前確認（９０分）

2 Ⅰ.人間行動としてのコミュニケーション
････コミュニケーションとはどのような営みか　

コミュニケーション概念についての事前考察(９０
分)　

コミュニケーションが人と人との社会的相互作用で
あることの復習・理解(９０分)　

人間の社会的相互作用にどのような型があるかにつ
いての事前考察(９０分)　3 Ⅱ.コミュニケーションの形式と過程

････類型とモデル　
コミュニケーションについての学問的な「類型とモ
デル」の復習・理解（９０分)　

組織のフォーマルとインフォーマルの両面性につい
ての復習・理解（９０分)　

組織と基礎集団におけるコミュニケーションの違い
についての事前考察(９０分)　

Ⅲ.組織コミュニケーションとリーダーシップ
１．フォーマル･コミュニケーションとインフォー
マル･コミュニケーション

4

ネットワークの種類とその機能的特徴についての復
習・理解
（９０分)　

組織の中にあるネットワークの種類についての事前
考察(９０分)　

Ⅲ.組織コミュニケーションとリーダーシップ
２．コミュニケーション･ネットワークと集団の効
果性

5

良いマネジメントを超える対人的影響力についての
復習・理解 (９０分)

組織コミュニケーションでのリーダーシップについ
ての事前考察(９０分)　

Ⅲ.組織コミュニケーションとリーダーシップ
３．コミュニケーションとリーダーシップ
（１）マネジメントとリーダーシップ　

6

古典的リーダーシップ理論の特質・限界についての
復習・理解(９０分)　

リーダーシップをとらえる視点についての事前考察
(９０分)　

Ⅲ.組織コミュニケーションとリーダーシップ
３．コミュニケーションとリーダーシップ
（２）リーダーシップ理論の変化　

7

集団・組織機能向上とリーダーシップの関係につい
ての復習・理解(９０分)　

「個人的属性」に根拠を求めないリーダーシップ理
論についての事前考察 (９０分)

Ⅲ.組織コミュニケーションとリーダーシップ
３．コミュニケーションとリーダーシップ
（２）リーダーシップ理論の変化　

8

リーダーシップとフォロワーシップの不可分性につ
いての復習・理解(９０分)

組織メンバーの行動とフォロワーシップについての
事前考察 (９０分)　

Ⅲ.組織コミュニケーションとリーダーシップ
４．リーダーシップとフォロワーシップ　9

10 Ⅲ.組織コミュニケーションとリーダーシップ
４．リーダーシップとフォロワーシップ　　

フォロワーシップにはどのようなタイプﾟがあるか
についての事前考察(９０分)　

フォロワーシップが組織機能に不可欠であることに
ついての復習・理解(９０分)　

メディア類型についての復習・理解　　(９０分)　コミュニケーションにとってメディアとは何かにつ
いての事前考察　(９０分)　

Ⅳ.社会的コミュニケーション
１．コミュニケーションとメディア　11

メディア環境と社会的現実の構成のされ方との関係
についての復習・理解(９０分)　

われわれにとっての社会的現実とは何かについての
事前考察
（９０分）

Ⅳ.社会的コミュニケーション
２．メディアと社会的現実　12

メディア環境とオーディエンスの権利の関係につい
ての復習・理解　(９０分)　

現代のオーディエンスにとって必要となる権利につ
いての事前考察　(９０分)　

Ⅳ.社会的コミュニケーション
３．オーディエンスの権利
････「知る権利」と「アクセス権」　

13

社会的技術的変化によるコミュニケーション問題に
ついての復習・理解　（９０分）

人々の社会的相互作用に生じている問題についての
事前考察
（９０分）

Ⅴ.現代コミュニケーションの特質と諸問題　14

試験対応のための復習・理解(９０分)　ノートの整理と重要事項のチェック(９０分)　総括と試験概要説明、授業アンケート実施　15

解説内容の確認・理解（９０分）　試験対応準備
（９０分）

試験および解説
６０分の試験終了後，残りの３０分で解説　16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

目的とねらいについての復習・確認(９０分)

科目名称 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論

専門科目科目分類区分

山本　一彦（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SOC412014，SOC512008（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）山本　一彦 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



定期試験で６０点をクリア
することができなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
経営学の手法を使って，スポーツ組織の構造と運営に関して理解する。

授業の位置づけ
経営学科ＤＰの（１）、（３）、(5)に対応する。

到達目標
スポーツ団体における経営の問題点や課題について理解したうえで、各種競技スポーツの運営や活動に関して理解を深めることができる。

授業全体の内容と概要
板書が多いのできちんとノートをとり，その内容をしっかり理解する。様々な場面・考え方を理解することによってスポーツとマネジメントがどのようにつながり
発展的な運営となるのかを考える。積極的な質問や相談は大いに歓迎する。また、興味を持った内容についてはどんどん掘り下げて自分のものとしていくことを励
行する。

授業の方法
講義形式で授業を行う。既習範囲の内容やハンドアウトを利用し、スポーツにおけるマネジメントの在り方を理解する。ノートの作り方や課題、予習復習の内容・
やり方についてはその都度授業中に指示を出す。座席は全席指定としスマホの使用は指示があるとき以外は認めない。板書の写真撮影は認めるが次回の授業までに
必ずノートに転記すること。課題や不明点に関してはネットや経営学辞典等で調べたものを必ずノートに筆記保存すること。与えられた課題については個別対応は
行わず、授業内でディスカッション形式で確認を行うものとする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

　〇 ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

　〇 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
出席および授業参加度を重視する。出席とは，教科書・前回までの配布物・ノート・筆記用具の４点セットを持参することを意味する。授業参加度とは，発言や質
問等の積極性を意味し私語・居眠り・スマホゲーム・LINE等の授業妨害行為およびテキストを持参しない学生・手ぶらで着席している学生に関しては欠席扱いとす
る。中間試験は実施しない。課題提出を複数回行う。ノート提出を１回課し，最終評価の対象とする。

資格指定科目
スポーツ指導者（スポーツリーダー）資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性

定期試験で９０点以上の得
点を挙げた。

定期試験で８０点以上の得
点を挙げた。

定期試験で７０点以上の得
点を挙げた。

定期試験で６０点以上の得
点を挙げた。

積極的に課題に取り組み、
意思決定において必要とな
る理論の運用を学び、経営
学における実践力を獲得す
るための努力をしている。

与えられた課題に取り組み
、マネジメントの真髄や各
種理論への理解が深まりつ
つある。

与えられた課題に取り組み
、意思決定に至る考え方や
各種理論の理解に対する努
力が見られる。

与えられた課題に取り組み
、経営バランスを理解する
ための努力は認められるが
なかなか定着していない。

課題への取り組みが不十分
で、意思決定につながる過
程とバランシングへの理解
に対する進歩が見られず、
自分なりのデータベースが
できていない。

自分のみならず周囲の学生
も巻き込みながら課題解決
に取り組み、余った時間を
さらなる定義や理論の研究
・理解に振り分けている。

授業中の質問が多く、学習
方法や調査結果などの相談
も常であり経営学における
意思決定やバランス理論の
習得に関して前向きで、努
力が窺える。

積極性は乏しいものの、不
明点を質問するなど前向き
な姿勢がうかがわれる。

何とか課題はこなすものの
、不明点を質問したりする
ことはなく、ノートも板書
の範囲を超えない。

自分から進んでマネジメン
ト力を身につけようとする
姿勢が見られない。

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論

専門科目科目分類区分

信濃　吉彦（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SPS422060，SPS512009（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館６階

単位数 2 (単位認定責任者： ）信濃　吉彦 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は、試験実施回を含めて１１回以上とする。遅刻は２０分までとし２回の遅刻を１回の欠席として扱う。予習復習を心がけ，知らな
い・分からない事柄は必ず調べてノートに記録すること。ノート提出は平常点の最大５０％に換算する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ２０％ ０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション：シラバスの説明　　　　　　
　　授業評価アンケートの結果を説明する 専用のノートを準備する（９０分）

2 スポーツ組織とは何をさすのか テキストの指定範囲を読み込む（９０分） ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）

テキストの指定範囲を読み込む（９０分）3 スポーツ組織の経営戦略 ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）スポーツ組織の経営資源4

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）人材育成と経営責任5

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）マーケティング6

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）ストレッチの重要性と危機管理7

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）マーケティング上の意思決定8

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）マーケティングミックス9

10 スポーツ組織のリーダーシップ論 テキストの指定範囲を読み込む（９０分） ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）プロスポーツ産業の経営戦略11

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）スポーツ事業のプロモーション12

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）情報化とスポーツ13

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）ノート提出に備える（９０分）ノートチェック①14

試験に備える（９０分）ノート提出に備える（９０分）テストリビュー＆ノートチェック②　　　　　　　
　　　授業評価アンケートを実施15

本科目の総復習（９０分）試験に備える（１５０分）試験および総括16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノートによる情報のデータベース化を行うこと
（９０分）

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論

専門科目科目分類区分

信濃　吉彦（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SPS422060，SPS512009（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館６階

単位数 2 (単位認定責任者： ）信濃　吉彦 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 公益財団法人日本
体育協会

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『日本体育協会公認スポーツ指導者養成テキスト
「共通科目Ⅱ」』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



定期試験で６０点をクリア
することができなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
学生に経営学の手法を使って，スポーツ組織の構造と運営に関して理解する。

授業の位置づけ
経営学科ＤＰの（１）、（３）、（５）に対応する。

到達目標
スポーツ団体における経営の問題点や課題について理解したうえで、各種競技スポーツの運営や活動に関して理解を深めることができる。

授業全体の内容と概要
板書が多いのできちんとノートをとり，その内容をしっかり理解する。様々な場面・考え方を理解することによってスポーツとマネジメントがどのようにつながり
発展的な運営となるのかを考える。積極的な質問や相談は大いに歓迎する。また、興味を持った内容についてはどんどん掘り下げて自分のものとしていくことを励
行する。

授業の方法
講義形式で授業を行う。既習範囲の内容やハンドアウトを利用し、スポーツにおけるマネジメントの在り方を理解する。ノートの作り方や課題、予習復習の内容・
やり方についてはその都度授業中に指示を出す。座席は全席指定としスマホの使用は指示があるとき以外は認めない。板書の写真撮影は認めるが次回の授業までに
必ずノートに転記すること。課題や不明点に関してはネットや経営学辞典等で調べたものを必ずノートに筆記保存すること。与えられた課題については個別対応は
行わず、授業内でディスカッション形式で確認を行うものとする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

　〇 ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

　〇 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
出席および授業参加度を重視する。出席とは，教科書・前回までの配布物・ノート・筆記用具の４点セットを持参することを意味する。授業参加度とは，発言や質
問等の積極性を意味し私語・居眠り・スマホゲーム・LINE等の授業妨害行為およびテキストを持参しない学生・手ぶらで着席している学生に関しては欠席扱いとす
る。中間試験は実施しない。課題提出を複数回行う。ノート提出を１回課し，最終評価の対象とする。

資格指定科目
教職課程（保健体育）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性

定期試験で９０点以上の得
点を挙げた。

定期試験で８０点以上の得
点を挙げた。

定期試験で７０点以上の得
点を挙げた。

定期試験で６０点以上の得
点を挙げた。

積極的に課題に取り組み、
意思決定において必要とな
る理論の運用を学び、経営
学における実践力を獲得す
るための努力をしている。

与えられた課題に取り組み
、マネジメントの真髄や各
種理論への理解が深まりつ
つある。

与えられた課題に取り組み
、意思決定に至る考え方や
各種理論の理解に対する努
力が見られる。

与えられた課題に取り組み
、経営バランスを理解する
ための努力は認められるが
なかなか定着していない。

課題への取り組みが不十分
で、意思決定につながる過
程とバランシングへの理解
に対する進歩が見られず、
自分なりのデータベースが
できていない。

自分のみならず周囲の学生
も巻き込みながら課題解決
に取り組み、余った時間を
さらなる定義や理論の研究
・理解に振り分けている。

授業中の質問が多く、学習
方法や調査結果などの相談
も常であり経営学における
意思決定やバランス理論の
習得に関して前向きで、努
力が窺える。

積極性は乏しいものの、不
明点を質問するなど前向き
な姿勢がうかがわれる。

何とか課題はこなすものの
、不明点を質問したりする
ことはなく、ノートも板書
の範囲を超えない。

自分から進んでマネジメン
ト力を身につけようとする
姿勢が見られない。

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論（SP)

専門科目科目分類区分

信濃　吉彦（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SPS422060，SPS512009（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館６階

単位数 2 (単位認定責任者： ）信濃　吉彦 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は、試験実施回を含めて１１回以上とする。遅刻は２０分までとし２回の遅刻を１回の欠席として扱う。予習復習を心がけ，知らな
い・分からない事柄は必ず調べてノートに記録すること。ノート提出は平常点の最大５０％に換算する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ２０％ ０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション：シラバスの説明　　　　　　
　　授業評価アンケートの結果について説明する 専用のノートを準備する（９０分）

2 スポーツ組織とは何をさすのか テキストの指定範囲を読み込む（９０分） ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）

テキストの指定範囲を読み込む（９０分）3 スポーツ組織の経営戦略 ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）スポーツ組織の経営資源4

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）人材育成と経営責任5

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）マーケティング6

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）ストレッチの重要性と危機管理7

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）マーケティング上の意思決定8

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）マーケティングミックス9

10 スポーツ組織のリーダーシップ論 テキストの指定範囲を読み込む（９０分） ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）プロスポーツ産業の経営戦略11

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）スポーツ事業のプロモーション12

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）情報化とスポーツ13

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）ノート提出に備える（９０分）ノートチェック①14

試験に備える（９０分）ノート提出に備える（９０分）テストリビュー＆ノートチェック②　　　　　　　
　　　授業評価アンケートの実施15

本科目の総復習（９０分）試験に備える（１５０分）試験および総括16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノートによる情報のデータベース化を行うこと
（９０分）

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論（SP)

専門科目科目分類区分

信濃　吉彦（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SPS422060，SPS512009（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館６階

単位数 2 (単位認定責任者： ）信濃　吉彦 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 公益財団法人日本
体育協会

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『日本体育協会公認スポーツ指導者養成テキスト
「共通科目Ⅱ」』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



作品が自立せず、立体とし
て成立していない。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
立体の構成原理を活用し、構造的にも安定した美しい作品を制作することが出来る.。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（１）（３）（５）に対応する。

到達目標
立体の基本的な構成原理を活用し、作品を制作することが出来る。

授業全体の内容と概要
授業毎に設定された課題を基に、立体作品の制作を行いながら実践的に立体の構成原理を学ぶ。また、作品の見せ方、発表の仕方も学ぶ。

授業の方法
スライドを使って課題の説明を行なった後、各自作品制作を行う。作品完成後、作品評価及び講評を行う。学生は各自で画像を撮影して保存する。最終的に保存し
た画像を編集し、ポートフォリオを作成し提出する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
制作した作品は毎回撮影して保存し、最終的にはポートフォリオにまとめて提出すること。

資格指定科目
教職課程（美術・工芸）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

立体の基本的な特性の理解
（知識・理解）

編集と発表の能力（思考力
・表現力・判断力等）

主体的に学習に取り組む態
度（主体性・多様性・協働
性）

作品が自立し、構造的にも
安定している。また、デザ
イン原理を理解し、上手く
活用しており、美しい造形
である。

作品が自立し、構造的にも
安定している。また、デザ
イン原理を理解し、活用し
ている。

作品が自立し、構造的にも
安定している。また、デザ
イン原理を活用しようと試
みている。

作品が自立し、構造的にも
安定している。

制作した作品・スケッチ・
文章等を秩序立てて編集し
、美しくデザインされたポ
ートフォリオを作成した。

制作した作品・スケッチ・
文章等を秩序立てて編集し
、ポートフォリオを作成し
た。

制作した作品に加え、スケ
ッチや文章等も取り入れた
ポートフォリオを作成した
。

制作した作品を収めたポー
トフォリオを作成した。

制作した作品を収めずポー
トフォリオを作成しなかっ
た。

課題を予習・復習をした。
挑戦的な計画をし、制作を
行う事が出来た。また課題
を超えて制作を行なった。

課題の予習・復習をした。
挑戦的な計画をし、制作を
行う事が出来た。

課題の予習または復習をし
た。自ら計画を立て、制作
を行う事が出来た。

授業毎の課題を受け、計画
的に制作を行う事が出来た
。

授業毎の課題を受けて計画
的に制作を行う事が出来な
かった。

科目名称 立体構成Ⅰ（A）

専門科目科目分類区分

梅田　力（デザイン学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

AEA211012（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 アトリエ棟２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）梅田　力 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
２０回以上の出席がない場合は評価の対象としない。ポートフォリオが提出されない場合は評価の対象としない。
評価は作品点（４０％）、ポートフォリオ点（3０％）、及び主体的に学ぶ姿勢「平常点」（３０％）の基準で行う。
講義の前半で課題を説明するため、３０分以上の遅刻は出席として認めない。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ７０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボードを参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション
シラバスの説明、授業アンケート結果反映の説明 シラバスをよく読んでおくこと（４５分）

2 立体構成とは何か 立体構成という言葉について調べてくる事（４５分
） ポートフォリオ作成（４５分）

課題に関連するドローイングやスケッチ、エスキー
ス等を描いてくる事（４５分）3 立体構成基礎１　四角形 ポートフォリオ作成（４５分）

ポートフォリオ作成（４５分）課題に関連するドローイングやスケッチ、エスキー
ス等を描いてくる事（４５分）立体構成基礎１　四角形4

ポートフォリオ作成（４５分）課題に関連するドローイングやスケッチ、エスキー
ス等を描いてくる事（４５分）立体構成基礎２　三角形5

ポートフォリオ作成（４５分）課題に関連するドローイングやスケッチ、エスキー
ス等を描いてくる事（４５分）立体構成基礎２　三角形6

ポートフォリオ作成（４５分）課題に関連するドローイングやスケッチ、エスキー
ス等を描いてくる事（４５分）立体構成基礎３　円形7

ポートフォリオ作成（４５分）課題に関連するドローイングやスケッチ、エスキー
ス等を描いてくる事（４５分）立体構成基礎３　円形8

ポートフォリオ作成（４５分）課題に関連するドローイングやスケッチ、エスキー
ス等を描いてくる事（４５分）立体構成基礎４　不定形9

10 立体構成基礎４　不定形 課題に関連するドローイングやスケッチ、エスキー
ス等を描いてくる事（４５分） ポートフォリオ作成（４５分）

ポートフォリオ作成（４５分）課題に関連するドローイングやスケッチ、エスキー
ス等を描いてくる事（４５分）紙の加工法１　切る・組み合わせる11

ポートフォリオ作成（４５分）課題に関連するドローイングやスケッチ、エスキー
ス等を描いてくる事（４５分）紙の加工法１　切る・組み立てる12

ポートフォリオ作成（４５分）課題に関連するドローイングやスケッチ、エスキー
ス等を描いてくる事（４５分）紙の加工法２　折る・貼る・組み合わせる13

ポートフォリオ作成（４５分）課題に関連するドローイングやスケッチ、エスキー
ス等を描いてくる事（４５分）紙の加工法２　折る・貼る・組み合わせる14

ポートフォリオ作成（４５分）課題に関連するドローイングやスケッチ、エスキー
ス等を描いてくる事（４５分）構成原理より１　リピテーション15

ポートフォリオ作成（４５分）課題に関連するドローイングやスケッチ、エスキー
ス等を描いてくる事（４５分）構成原理より１　リピテーション16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 構成原理より２　シンメトリー 課題に関連するドローイングやスケッチ、エスキー
ス等を描いてくる事（４５分） ポートフォリオ作成（４５分）

18 構成原理より２　シンメトリー 課題に関連するドローイングやスケッチ、エスキー
ス等を描いてくる事（４５分） ポートフォリオ作成（４５分）

課題に関連するドローイングやスケッチ、エスキー
ス等を描いてくる事（４５分）19 構成原理より３　アシンメトリー ポートフォリオ作成（４５分）

ポートフォリオ作成（４５分）課題に関連するドローイングやスケッチ、エスキー
ス等を描いてくる事（４５分）構成原理より３　アシンメトリー20

ポートフォリオ作成（４５分）課題に関連するドローイングやスケッチ、エスキー
ス等を描いてくる事（４５分）構成原理より４　アクセント21

ポートフォリオ作成（４５分）課題に関連するドローイングやスケッチ、エスキー
ス等を描いてくる事（４５分）構成原理より４　アクセント　22

ポートフォリオ作成（４５分）課題に関連するドローイングやスケッチ、エスキー
ス等を描いてくる事（４５分）構成原理より５　ハーモニー23

ポートフォリオ作成（４５分）課題に関連するドローイングやスケッチ、エスキー
ス等を描いてくる事（４５分）構成原理より７　ハーモニー24

ポートフォリオ作成（４５分）課題に関連するドローイングやスケッチ、エスキー
ス等を描いてくる事（４５分）構成原理の活用１25

26 構成原理の活用１ 課題に関連するドローイングやスケッチ、エスキー
ス等を描いてくる事（４５分） ポートフォリオ作成（４５分）

ポートフォリオ作成（４５分）課題に関連するドローイングやスケッチ、エスキー
ス等を描いてくる事（４５分）構成原理の活用２27

ポートフォリオ作成（４５分）課題に関連するドローイングやスケッチ、エスキー
ス等を描いてくる事（４５分）構成原理の活用２28

ポートフォリオ作成（４５分）ポートフォリオ作成（４５分）ポートフォリオ作成（チュートリアル）29

ポートフォリオ作成（４５分）ポートフォリオ作成（４５分）ポートフォリオ作成（チュートリアル）30

講評を再考し、理解を深めること（45分）講義全体を通して質問したい事項をまとめておくこ
と（４５分）講評31

講評を再考し、理解を深めること（45分）講義全体を通して質問したい事項をまとめておくこ
と（４５分）講評、授業改善アンケートの実施32

オリエンテーションを振り返り内容を理解する事
（４５分）

科目名称 立体構成Ⅰ（A）

専門科目科目分類区分

梅田　力（デザイン学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

AEA211012（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 アトリエ棟２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）梅田　力 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 三井秀樹 中公新書 4121012968

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『「美の構成学　―バウハウスからフラクタルま
で―」』

1996

2

3

4

5



授業の内容を理解できなか
った。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
各課題についてしっかり考えることができる。技術を学ぶことができる。イラストレーションの可能性について考えることができる。自分の個性を知り、それを磨
くことができる。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（１）（３）（５）に対応する。

到達目標
条件のある「仕事」の中で個性的な表現を目指すことができる。

授業全体の内容と概要
講師がやってきたイラストの仕事をもとに課題を設定し，イラストレーションの現場を体験する。イラストレーションの可能性について考える力を養う。

授業の方法
各課題の説明の後，実技制作にあたる。各回のテーマごとに課題提出を行い，課題ごとにプレゼンテーションを行う。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

○ フィールドワーク

○ 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
自由度の高い授業形態で遅刻や欠席についても理由を聞き配慮するが、しっかりと授業受けるという意識は持つこと。筆記用具を持ってこなかったり、ポツポツと
欠席、遅刻があったりする場合はこちらから履修を取り消してもらう場合もあり。場合によってはオンラインでの授業になることもあり。シラバス通りに進まない
ことあり。

資格指定科目
なし

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

理解度

課題

オリジナリティーの追求

自ら進んで取り組み、授業
の内容を理解した。

授業の内容を十分理解した
。

授業の内容を概ね理解した
。

授業の内容を最低限理解し
た。

各課題に対してきちんと考
えて制作した。

課題は全部出していて、十
分考えて制作した。

課題を全部出していて、あ
る程度考えて制作した。

課題を全部出した。 課題を出さなかった。

自分のオリジナリティーを
追求できた。

自分のオリジナリティーを
ある程度追求できた。

自分のオリジナリティーが
何かを考えることができた
。

自分のオリジナリティーを
ある程度考えることができ
た。

自分のオリジナリティーを
考えることができなかった
。

科目名称 ｲﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝⅠ

専門科目科目分類区分

森迫　暁夫（デザイン学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

AEA222040（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・２年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階 非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）森迫　暁夫 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

イラストレーターとしての実務経験を有する教員が，その経験を活かして条件のある「仕事
」の中での個性的な表現について実習を通して指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
全ての課題提出が単位認定の条件。最低出席回数は２２回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ５０％ ０％ ５０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調節をし、非常勤講師室などで対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
授業改善アンケート結果反映の説明
シラバスの説明
オリエンテーション　授業概要について。

シラバスを読んでおくこと。（４５分）

2 シラバスの説明
オリエンテーション　授業概要について。 概要について見直す。（４５分） オリジナリティーについて考えておくこと。（４５

分）

筆記用具以外に何か画材を準備。（４５分）3 面白クロッキー　色々な条件でクロッキーをします
。 自宅でも課題を進める。（４５分）

自宅でも課題を進める。（４５分）筆記用具以外に何か画材を準備。（４５分）面白クロッキー　色々な条件でクロッキーをします
。4

自宅でも課題を進める。（４５分）各自資料を用意。（４５分）
イラストのいろいろ。基本を学び基本を壊す。　点
、線、面などの基本からそれを応用、自分の形に置
き換えるテキストをこなします。

5

自宅でも課題を進める。（４５分）各自資料を用意。（４５分）
イラストのいろいろ。基本を学び基本を壊す。　点
、線、面などの基本からそれを応用、自分の形に置
き換えるテキストをこなします。

6

自宅でも課題を進める。（４５分）各自資料を用意。（４５分）
ルポルタージュ　イラスト付きのレポート（ルポル
タージュ）を作ります。各々が好きなことについて
考える

7

自宅でも課題を進める。（４５分）各自資料を用意。（４５分）ルポルタージュ8

自宅でも課題を進める。（４５分）各自資料を用意。（４５分）ルポルタージュ9

10 ルポルタージュ 各自資料を用意。（４５分） 自宅でも課題を進める。（４５分）

自宅でも課題を進める。（４５分）各自資料を用意。（４５分）ルポルタージュ11

自宅でも課題を進める。（４５分）各自資料を用意。（４５分）ルポルタージュ12

自宅でも課題を進める。（４５分）各自資料を用意。（４５分）ルポルタージュ13

授業内容を復習する。（４５分）各自資料を用意。（４５分）ルポルタージュ,プレゼンテーション。14

自宅でも課題を進める。（４５分）各自資料を用意。絵の具など、必要な画材を用意。
（４５分）模写　美術史の中から一つ絵を選んで模写します。15

自宅でも課題を進める。（４５分）各自資料を用意。絵の具など、必要な画材を用意。
（４５分）模写16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 模写 各自資料を用意。（４５分） 自宅でも課題を進める。（４５分）

18 模写 各自資料を用意。（４５分） 自宅でも課題を進める。（４５分）

各自資料を用意。（４５分）19 模写 自宅でも課題を進める。（４５分）

自宅でも課題を進める。（４５分）各自資料を用意。（４５分）模写20

自宅でも課題を進める。（４５分）各自資料を用意。（４５分）模写21

授業内容を復習する。（４５分）各自資料を用意。（４５分）模写　プレゼンテーション。何を描いて、どんなこ
とを感じたか。22

自宅でも課題を進める。（４５分）各自資料を用意。絵の具など、必要な画材を用意。
（４５分）オリジナルイラスト　好きに絵を描く。23

自宅でも課題を進める。（４５分）各自資料を用意。（４５分）オリジナルイラスト24

自宅でも課題を進める。（４５分）各自資料を用意。（４５分）オリジナルイラスト25

26 オリジナルイラスト 各自資料を用意。（４５分） 自宅でも課題を進める。（４５分）

自宅でも課題を進める。（４５分）各自資料を用意。（４５分）オリジナルイラスト27

自宅でも課題を進める。（４５分）各自資料を用意。（４５分）オリジナルイラスト28

自宅でも課題を進める。（４５分）各自資料を用意。（４５分）オリジナルイラスト29

自宅でも課題を進める。（４５分）各自資料を用意。（４５分）オリジナルイラスト30

自宅でも課題を進める。（４５分）各自資料を用意。（４５分）オリジナルイラスト31

授業内容を復習する。（４５分）各自資料を用意。（４５分）
オリジナルイラスト・プレゼンテーション。何を、
どんなことを考えて描いたか？
授業改善アンケートの実施

32

概要について見直す。（４５分）

科目名称 ｲﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝⅠ

専門科目科目分類区分

森迫　暁夫（デザイン学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

AEA222040（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・２年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階 非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）森迫　暁夫 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

イラストレーターとしての実務経験を有する教員が，その経験を活かして条件のある「仕事
」の中での個性的な表現について実習を通して指導する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



頻繁に実験内容の予習がで
きなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
基本的な建築材料の特性である物理的性質や力学的性質を求める試験法を修得し、体験的な理解を深める。

授業の位置づけ
建築学科のＤＰ（１）、（２）、（４）に対応する。

到達目標
JIS規格試験から材料実験の意義・実験法を理解し，実験データのまとめ方，実験報告書の作成ができる。

授業全体の内容と概要
主に鉄筋コンクリート構造の構成材料である鋼材とコンクリート材料に関してのJIS規格試験を実施する。
コンクリートと鋼材の試験体制作や強度試験から基本的な性状を理解する。

授業の方法
授業は配布物資料にて説明をした後，グループワークにて実験を行い，実験報告書の提出を行う。
実験報告書にはフィードバックとして実験結果の解説を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
実験作業に適した汚れても良い服装とし，スリッパ・サンダル履きは厳禁とする。
作業や機器類の操作は教員の指示確認に従い，安全第1とする。
電卓，ノート，筆記用具を必ず持参すること。

資格指定科目
教職課程（工業）必修科目，建築士試験受験資格課程必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

材料実験の理解

材料実験の正確性

材料実験報告書

自ら進んで実験に関する内
容を調べることができた。

実験内容を十分に理解し、
他人に説明できた。

理解のあいまいな点がある
が、予習ができた。

実験内容の予習ができた。

他人をリードする行動で実
験を進めることができた。

自発的に実験を進めること
ができた。

テキストを見れば、内容を
理解して実験を進めること
ができた。

テキストの従って正しく実
験を進めることができた。

テキストに従った実験が進
められなかった。

実験から得た自らの考えを
報告書に記述することがで
きた。

実験から得た自らの考えを
正確に伝えることができた
。

実験で得たデータを正しく
整理し、まとめることがで
きた。

実験で得たデータを正しく
整理できた。

実験で得たデータを正しく
整理できなかった。

科目名称 建築材料実験

専門科目科目分類区分

長森　正（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

BSM322028（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・２年対象学科・配当

授業形態 実験 必修・選択 選択

研究室等所在 アトリエ棟１階

単位数 1 (単位認定責任者： ）長森　正 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

１級土木施工管理技士・測量士・コンクリート技士として建設会社に勤務。
実務経験をもとに実験をします。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は10回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ 5０％ ０％ ０％ ０％ 5０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

498－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
授業改善アンケート結果反映の説明
シラバスの説明
実験実習ガイダンス

シラバス資料を確認して，実験内容を予習する（45
分）

2 実験データのまとめ方 次回実習範囲の資料を予習する（45分） 実験内容を理解し復習する（45分）

次回実習範囲の資料を予習する（45分）3 コンクリートの調合設計 実験内容を理解し復習する（45分）

実験内容を理解し復習する（45分）次回実習範囲の資料を予習する（45分）骨材含水率調整4

実験内容を理解し復習する（45分）次回実習範囲の資料を予習する（45分）コンクリート調合（試験練り・本練り）5

実験内容を理解し復習する（45分）次回実習範囲の資料を予習する（45分）JIS A １１０１スランプ試験6

実験内容を理解し復習する（45分）次回実習範囲の資料を予習する（45分）JIS A １１２８空気量試験7

実験内容を理解し復習する（45分）次回実習範囲の資料を予習する（45分）JIS A １１０８圧縮強度試験8

実験内容を理解し復習する（45分）次回実習範囲の資料を予習する（45分）JIS A １１１３割裂引張試験9

10 コンクリート実験レポート 次回実習範囲の資料を予習する（45分） 実験内容を理解し復習する（45分）

実験内容を理解し復習する（45分）次回実習範囲の資料を予習する（45分）鉄筋加工11

実験内容を理解し復習する（45分）次回実習範囲の資料を予習する（45分）鉄筋試験片歪ゲージ貼付け12

実験内容を理解し復習する（45分）次回実習範囲の資料を予習する（45分）JIS Z２２０１鉄筋引張試験13

実験内容を理解し復習する（45分）次回実習範囲の資料を予習する（45分）静弾性係数試験14

実験内容を理解し復習する（45分）次回実習範囲の資料を予習する（45分）鋼材系実験レポート15

実験内容全体について資料を整理して，レポート作
成に備える（45分）次回実習範囲の資料を予習する（45分）

授業改善アンケートの実施
まとめ
最終回において解説しフィードバックします。

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

実験内容を理解し復習する（45分）

科目名称 建築材料実験

専門科目科目分類区分

長森　正（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

BSM322028（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・２年対象学科・配当

授業形態 実験 必修・選択 選択

研究室等所在 アトリエ棟１階

単位数 1 (単位認定責任者： ）長森　正 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

１級土木施工管理技士・測量士・コンクリート技士として建設会社に勤務。
実務経験をもとに実験をします。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 日本建築学会 丸善株式会社

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『建築材料実験教材』

2

3

4

5



準備学習、事後学習がなく
、板書や課題提出ができな
かった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
身体運動に異常が出ればスポーツ選手個人がもつパフォーマンスの発揮ができないばかりか、障害をまねく危険性がある。そこで外傷・障害の予防とコンディショ
ニングの手法に関して学習する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。

到達目標
スポーツを見つめる科学的な視点。スポーツにおける基礎理論の理解と実践的応用について理解することができる。

授業全体の内容と概要
アスレティックリハビリテーションとトレーニング計画（実施上の留意点，進め方）。予防・治療・再発防止のテーピングの解説と演習。スポーツマッサージの解
説。アイシング・ストレッチングなどの解説。特殊環境下での対応。アンチトーピング（ドーピング防止とドーピングコントロール）。トップアスリートの育成・
強化の方法とその評価。競技力向上のためのチームマネジメント。について分かりやすく講義する。

授業の方法
授業はパワーポイント及び配布物資料で実施しコンディショニングの事例を紹介しコンディショニングのＤＶＤも活用しながら講義形式で行う。授業によってはグ
ループワークで思考・考察・発表を行い学習していく。また、授業の終わりに確認の小テストを実施し、フィードバックとして回収後、回答の解説を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
ノートやプリントは毎回必ず持参すること、授業中は口頭説明にも注意を向けノートやプリント等にメモしながらノート作成を行うこと。口頭で説明したことにも
重要な事柄が含まれる。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

授業に対する積極性

コンディショニングについ
ての基礎知識・領域理解

知識に基づく思考・判断

準備学習、事後学習はもと
より積極的に授業に参加す
るなど、他の学生の模範と
なる授業態度であり、板書
や課題提出ができた。

準備学習、事後学習がなさ
れ理解を深めるために受講
し、板書や課題提出ができ
た。

準備学習、事後学習がなさ
れ普通に受講し、板書や課
題提出ができた。

準備学習、事後学習がなさ
れてはいないが、板書や課
題提出ができた。

幅い領域について基礎的な
知識を持ち、、それぞれの
領域について理解し説明で
きた。

多様な領域からの見解を深
く理解できた。

多様な領域からの見解を一
定程度理解できた。

多様な領域からの見解をあ
る程度理解できた。

多様な領域からの見解をま
ったく理解ができなかった
。

幅広い分野の知識・理解を
もとにして、問題に対して
多角的な思考力・判断力を
行うことができた。

多様な思考力・判断力が身
につけることができた。

多様な思考力・判断力が一
定程度身につけることがで
きた。

多様な思考力・判断力があ
る程度身につけることがで
きた。

多様な思考力・判断力がま
ったく身につけることがで
きなかった。

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂとﾍﾙｽｹｱ

専門科目科目分類区分

佐藤　和裕（経営学科・准教授）、三嶋
　康嗣（経営学科・専任講師）

授業担当者（所
属・職名）

SPS422073，SPS522058（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐藤　和裕 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして、スポーツとヘルスケアについ
ての基礎的な科学的知識を深め指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は、１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ １０％ ５０％ ３０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス（シラバスの説明）
授業改善アンケート結果反映の説明 事前にシラバスを読んで確認しておく（９０分）

2 アスリートの外傷・障害と対策 シラバスを参考に、参考文献を読み確認しておく
（９０分）

資料はノートに貼り付け、授業内容を理解しておく
（９０分）

シラバスを参考に、参考文献を読み確認しておく
（９０分）3 アスレティックリハビリテーションとトレーニング

計画（実施上の留意点）
資料はノートに貼り付け、授業内容を理解しておく
（９０分）

資料はノートに貼り付け、授業内容を理解しておく
（９０分）

シラバスを参考に、参考文献を読み確認しておく
（９０分）

アスレティックリハビリテーションとトレーニング
計画（進め方）4

資料はノートに貼り付け、授業内容を理解しておく
（９０分）

シラバスを参考に、参考文献を読み確認しておく
（９０分）コンディショニングの手法（テーピング）5

資料はノートに貼り付け、授業内容を理解しておく
（９０分）

シラバスを参考に、参考文献を読み確認しておく
（９０分）コンディショニングの手法（テーピング演習）6

資料はノートに貼り付け、授業内容を理解しておく
（９０分）

シラバスを参考に、参考文献を読み確認しておく
（９０分）コンディショニングの手法（テーピング演習）7

資料はノートに貼り付け、授業内容を理解しておく
（９０分）

シラバスを参考に、参考文献を読み確認しておく
（９０分）コンディショニングの手法（テーピング演習）8

資料はノートに貼り付け、授業内容を理解しておく
（９０分）

シラバスを参考に、参考文献を読み確認しておく
（９０分）コンディショニングの手法（スポーツマッサージ）9

10 コンディショニングの手法（ストレッチング・アイ
シング）

シラバスを参考に、参考文献を読み確認しておく
（９０分）

資料はノートに貼り付け、授業内容を理解しておく
（９０分）

資料はノートに貼り付け、授業内容を理解しておく
（９０分）

シラバスを参考に、参考文献を読み確認しておく
（９０分）特殊環境下での対応11

資料はノートに貼り付け、授業内容を理解しておく
（９０分）

シラバスを参考に、参考文献を読み確認しておく
（９０分）アンチドーピング（ドーピング防止）12

資料はノートに貼り付け、授業内容を理解しておく
（９０分）

シラバスを参考に、参考文献を読み確認しておく
（９０分）アンチドーピング（ドーピングコントロール）13

資料はノートに貼り付け、授業内容を理解しておく
（９０分）

シラバスを参考に、参考文献を読み確認しておく
（９０分）トップアスリートの育成・強化の方法とその評価14

資料はノートに貼り付け、授業内容を理解しておく
（９０分）

シラバスを参考に、参考文献を読み確認しておく
（９０分）競技力向上のためのチームマネジメント15

専門用語の意味や授業内容を理解しておく（９０分
）

ノート、プリントで講義内容を確認しておく（９０
分）まとめ(授業改善アンケートの実施)16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ガイダンスの内容を理解しておく（９０分）

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂとﾍﾙｽｹｱ

専門科目科目分類区分

佐藤　和裕（経営学科・准教授）、三嶋
　康嗣（経営学科・専任講師）

授業担当者（所
属・職名）

SPS422073，SPS522058（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐藤　和裕 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして、スポーツとヘルスケアについ
ての基礎的な科学的知識を深め指導する。

基本情報

開講時期

1 日本体育協会 日本体育協会

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『日本体育協会公認スポーツ指導者養成テキスト
　共通科目Ⅲ』

２００５

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



授業内で使われた用語や概
念の理解が不十分だった。

501－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
社会や文化におけるの美術の意義や歴史、美術に関して問われてきたことを学び、多様な視点を理解する。
美術に関する表現活動を行う者として、芸術文化一般についての視野を広げ、批評的な考え方を持つことができる。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ (1) (2) (4)に対応する。

到達目標
美術に関するこれまでの論点を理解できる。
美術作品を制作し鑑賞するための、基礎能力を養う。
自分の考えを根拠づけ明確に他者に表現する力を身につける。

授業全体の内容と概要
これまで美術に関して問われてきたさまざまなトピックを考えることを通して、社会における美術作品の意義を捉えなおし、美術について多様な視点から考える力
を養う。

授業の方法
講義形式で、パワーポイントやレジュメ、視聴覚メディア等を使って実施する。授業内のトピックについてグループワークやディスカッションも取り入れる。質問
があれば、授業内やメール等で対応する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

〇 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
事前学習として、授業内で取り上げるテーマについて事前に書籍やインターネット等で予習し、事後学習として取り上げたテーマを掘り下げて調べると、より理解
が深まる。

資格指定科目
教職課程必修　高・美術

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

授業内容の理解

文献や資料の調査・活用

論理・文章表現力

授業で得た用語や概念の理
解を通して、社会や文化に
対する深い洞察力をもって
自分独自のテーマを考察で
きた。

授業で得た用語や概念の理
解を通して、自分独自のテ
ーマを考察できた。

授業で得た用語や概念の理
解を通して、授業で示され
た範囲のテーマを考察でき
た。

授業で得た用語や概念が理
解できた。

授業で取り上げた資料を越
えて、独自性のある調査が
できた。

授業で取り上げた資料を越
えて、必要な調査ができた
。

授業で取り上げた資料を理
解し活用できた。

授業で取り上げた資料を理
解できた。

授業で取り上げた資料の理
解・活用が不十分だった。

自身の観点から、深い洞察
をもって論考を書くことが
できた。

自身の観点から、充分に考
えられた内容の論考を書く
ことができた。

自身の観点はまだ不十分だ
が、充分に考えられた内容
の論考を書くことができた
。

課題に応じた内容・形式の
論考を書くことができた。

課題に応じた内容・形式の
論考を書くことができなか
った。

科目名称 美術学概論Ⅰ

専門科目科目分類区分

竹内　美帆（デザイン学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

AEA211001（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）竹内　美帆 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

美術館での勤務や、公的なメディア芸術関連事業に関わった経験をもとに、美術学を講義す
る。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ５０％ ０％ ０％ ５０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

502－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明　授業のオリエンテーション
美術／芸術とは何か。なぜ美術を学ぶ必要があるの
か

シラバスを読んでおく（９０分）

2 美術作品とは何か　美術作品を「読む」ということ 事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく。（９０分）

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく。（９０分）3 美術の技法とジャンル 配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分

）

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく。（９０分）社会と美術（１）　美術の社会的役割4

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく（９０分）

社会と美術（２）　美術と経済　美的追求と経済原
理5

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく（９０分）社会と美術（３）　アートワールドの問題6

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく（９０分）美術と文化　「文化」とは何か7

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく（９０分）美術における「オリジナリティー」とは何か8

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく（９０分）

美術における「作者」とは何か　近代美術における
「作者」の誕生9

10 モダニズムとポストモダニズム 事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく（９０分）

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく（９０分）美術とジェンダー　女性作家の問題　女性の表象11

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく（９０分）美術とマイノリティ12

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく（９０分）美術館（１）　美術館の役割13

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく（９０分）美術館（２）　美術館の現在的課題（日本的課題）14

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく（９０分）

まとめ
授業改善アンケート実施15

これまでの授業内容を復習する（９０分）事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく（９０分）課題の解説とフィードバック16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

科目名称 美術学概論Ⅰ

専門科目科目分類区分

竹内　美帆（デザイン学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

AEA211001（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）竹内　美帆 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

美術館での勤務や、公的なメディア芸術関連事業に関わった経験をもとに、美術学を講義す
る。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 池上英洋 ちくまプリマー新
書

9784480688767

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『西洋美術史入門』 2012

2

3

4

5



授業内で使われた用語や概
念の理解が不十分だった。

503－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
ルネサンス以降の西洋の絵画を中心とする美術の歴史を理解する。各時代を代表する画家の主要作品を通して、西洋美術に慣れ親しむとともに、その画家や作品を
生み出した社会や文化に対する理解を深める。

授業の位置づけ
デザイン学科のDＰ (1) (2) (4) に対応する。

到達目標
西洋美術史の時代区分、様式、流派、個々の美術作品などに対する基礎的な知識を習得する。
個々の作品の特徴や社会的背景などについて自分の言葉で説明することができる。

授業全体の内容と概要
西洋美術の流れを概観し、具体的な作品を取り上げながら、個々の美術作品の特徴や時代区分、様式、流派について学び、作品の背景にあるものを含めて、美術作
品を「視る」能力を高める。

授業の方法
講義形式で、パワーポイントやレジュメ、視聴覚メディア等を使って実施する。グループワークやディスカッションも取り入れる。質問があれば、授業内やメール
等で随時対応する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

〇 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
事前学習として、授業内で取り上げる作品について事前にテキストやインターネット等で予習し、事後学習として取り上げた作家の他の作品について調べると、理
解が深まる。教科書は西洋美術史Ⅱでも使用する。

資格指定科目
教職課程必修　高・美術、工芸

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

美術史の内容に対する理解
度

文献や資料の調査・活用

表現力

授業で得た用語や概念の理
解を通して、社会や文化に
対する深い洞察力をもって
自分独自の視点から考察で
きた。

授業で得た用語や概念の理
解を通して、自分独自の視
点から考察できた。

授業で得た用語や概念の理
解を通して、授業で示され
た範囲のテーマを考察でき
た。

授業で得た用語や概念が理
解できた。

授業で取り上げた資料を越
えて、独自性のある調査が
できた。

授業で取り上げた資料を越
えて、必要な調査ができた
。

授業で取り上げた資料を理
解し活用できた。

授業で取り上げた資料を理
解できた。

授業で取り上げた資料の理
解・活用が不十分だった。

他人が納得できるように、
自分独自の視点を論理的妥
当性・整合性をもって述べ
ることができた。

授業で学んだことを生かし
て、自分独自の視点を、論
理的妥当性・整合性をもっ
て述べることができた。

授業で学んだことを生かし
て、論理的妥当性・整合性
をもって自分の考えを述べ
ることができた。

自分の意見を述べることが
できた。

講義中や期末テストで自分
の意見を述べられなかった
。

科目名称 西洋美術史Ⅰ

専門科目科目分類区分

竹内　美帆（デザイン学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

FAH211010（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）竹内　美帆 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ０％ ０％ ０％ ５０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

504－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明、授業についてのオリエンテーショ
ン　なぜ美術史を学ぶのか シラバスを読んでおく（９０分）

2 プロト・ルネサンス
初期ルネサンス（１）遠近法の発見

事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく。（９０分）

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく。（９０分）3 初期ルネサンス（２）古典復興と芸術革新　マザッ

チョ、ボッティチェリ
配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく。（９０分）盛期ルネサンス（１）レオナルド・ダ・ヴィンチ4

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく。（９０分）

盛期ルネサンス（２）ミケランジェロ、ラファエッ
ロ5

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく。（９０分）

盛期ルネサンス（３）ティツィアーノとヴェネツィ
ア派6

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく。（９０分）

北方ルネサンス（１）ヤン・ファン・エイク、ボス
、デューラー7

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく。（９０分）マニエリスム　古典的理想美からの逸脱　8

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく。（９０分）

バロック美術（１）イタリアにおけるバロックの成
立　カラッチ、カラヴァッジョ9

10 バロック美術（２）イタリア・フランス・スペイン
　ベラスケスとルーベンス

事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく。（９０分）

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく。（９０分）

バロック美術（３）オランダ　風景画の成立　静物
画とヴァニタス11

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく。（９０分）バロック美術（４）オランダ　フェルメール12

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく。（９０分）バロック美術（５）オランダ　レンブラント13

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく。（９０分）ロココ美術14

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく。（９０分）まとめ15

授業内容を復習する（９０分）事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく。（９０分）

定期試験　フィードバック
授業改善アンケート実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

科目名称 西洋美術史Ⅰ

専門科目科目分類区分

竹内　美帆（デザイン学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

FAH211010（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）竹内　美帆 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 池上英洋、川口清香、荒井咲紀 新星出版社 9784405072282

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『いちばん親切な西洋美術史』 2016

2

3

4

5

1 池上英洋、青野尚子 新星出版社 9784405108134

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『美術でめぐる　西洋史年表』 2021

2

3

4

5



定期試験で６０点をクリア
することができなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
体育・スポーツを経営学の視点から捉え，指導者（リーダー）として，体育・スポーツ経営管理に必要な基本的知識や基礎理論を理解し，体育・スポーツ経営管理
の考え方や各領域の具体的な動向について学ぶ。

授業の位置づけ
経営学科ＤＰの（１）、（３）、（５）に対応する。

到達目標
学校教育およびスポーツ団体における経営の問題点や課題について理解し，各種スポーツの運営や学校教育における体育やスポーツ活動に関して理解を深めること
ができる。

授業全体の内容と概要
体育・スポーツ経営管理について，知識や理論として学ぶだけでなく，実践的な能力を身につけることを目指す。学校における教科体育や体育的行事，運動部活動
，職場・地域のスポーツクラブ等様々な領域におけるスポーツ経営管理の内容・方法・形態・評価など，具体的な実践事例を挙げ授業を進める。

授業の方法
講義形式で授業を行う。既習範囲の内容やハンドアウトを利用し、スポーツにおけるマネジメントの在り方を理解する。ノートの作り方や課題、予習復習の内容・
やり方についてはその都度授業中に指示を出す。座席は全席指定としスマホの使用は指示があるとき以外は認めない。板書の写真撮影は認めるが次回の授業までに
必ずノートに転記すること。講義資料はその都度配布する。課題や不明点に関してはネットや経営学辞典等で調べたものを必ずノートに筆記保存すること。与えら
れた課題については個別対応は行わず、授業内でディスカッション形式で確認を行うものとする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

　〇 ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

　〇 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
出席および授業参加度を重視する。出席とは，教科書・ノート・筆記用具の３点セットを持参することを意味する。授業参加度とは，発言や質問等の積極性を意味
し私語・居眠り・スマホゲーム・LINE等の授業妨害行為およびテキストを持参しない学生・手ぶらで着席している学生に関しては欠席扱いとする。中間試験は実施
しない。課題提出を複数回行う。ノート提出を１回課し，最終評価の対象とする。

資格指定科目
スポーツソーシャルワーカー資格課程科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性

定期試験で９０点以上の得
点を挙げた。

定期試験で８０点以上の得
点を挙げた。

定期試験で７０点以上の得
点を挙げた。

定期試験で６０点以上の得
点を挙げた。

積極的に課題に取り組み、
意思決定において必要とな
る理論の運用を学び、経営
学における実践力を獲得す
るための努力をしている。

与えられた課題に取り組み
、マネジメントの真髄や各
種理論への理解が深まりつ
つある。

与えられた課題に取り組み
、意思決定に至る考え方や
各種理論の理解に対する努
力が見られる。

与えられた課題に取り組み
、経営バランスを理解する
ための努力は認められるが
なかなか定着していない。

課題への取り組みが不十分
で、意思決定につながる過
程とバランシングへの理解
に対する進歩が見られず、
自分なりのデータベースが
できていない。

自己の目標をしっかりと設
定し、データベース化に取
り組み、余った時間をさら
なる定義や理論の研究・理
解に振り分けている。　

質問が多く、学習方法や調
査結果などの相談も常であ
り経営学における意思決定
やデータベース化に関して
前向きで、努力が窺える。
　

積極性は乏しいものの、不
明点を質問するなど前向き
な姿勢がうかがわれる。

何とか課題はこなすものの
、不明点を質問したりする
ことはなく、ノートも板書
の範囲を超えない。

自分から進んでマネジメン
ト力を身につけようとする
姿勢が見られない。

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂ経営管理論

専門科目科目分類区分

信濃　吉彦（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SPS422066，SPS512010（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館６階

単位数 2 (単位認定責任者： ）信濃　吉彦 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は、試験実施回を含めて１１回以上とする。遅刻は２０分までとし２回の遅刻を１回の欠席として扱う。予習復習を心がけ，知らな
い・分からない事柄は必ず調べてノートに記録すること。ノート提出は平常点の最大５０％に換算する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ２０％ ０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション：シラバスの説明　　　　　　
　　　授業改善アンケート結果反映の説明　　　　
　　現代スポーツと体育・スポーツ経営学　＜スポ

専用のノートを準備する（９０分）

2 体育・スポーツ経営とは①　 テキストの指定範囲を読み込む（９０分） ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）

テキストの指定範囲を読み込む（９０分）3 体育・スポーツ経営とは② ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）体育・スポーツ事業と経営資源①　4

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）体育・スポーツ事業と経営資源②5

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）体育・スポーツ事業の進め方①　6

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）体育・スポーツ事業の進め方②7

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）よい体育・スポーツ経営の条件①　8

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）よい体育・スポーツ経営の条件②9

10 学校週5日制時代の体育・スポーツ経営①　 テキストの指定範囲を読み込む（９０分） ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）学校週5日制時代の体育・スポーツ経営②11

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）『みるスポーツ』の経営①　12

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）ノート提出に備える（９０分）『みるスポーツ』の経営②13

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）ノート提出に備える（９０分）ノートチェック①14

試験に備える（９０分）ノート提出に備える（９０分）テストリビュー＆ノートチェック②　　　　　　　
　　　　　　　授業改善アンケートの実施　　　　15

本科目の総復習（９０分）試験に備える（１５０分）試験および総括16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノートによる情報のデータベース化を行うこと
（９０分）

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂ経営管理論

専門科目科目分類区分

信濃　吉彦（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SPS422066，SPS512010（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館６階

単位数 2 (単位認定責任者： ）信濃　吉彦 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 八代　勉・中村　平 大修館書店 2013年第11刷発行978-4-469-26480-7

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『体育・スポーツ経営学講義』 ２００２

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5
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評価項目

概要

履修目標
体育・スポーツを経営学の視点から捉え，指導者（リーダー）として，体育・スポーツ経営管理に必要な基本的知識や基礎理論を理解し，体育・スポーツ経営管理
の考え方や各領域の具体的な動向について学ぶ。

授業の位置づけ
経営学科ＤＰの（１）、（３）、（５）に対応する。

到達目標
学校教育およびスポーツ団体における経営の問題点や課題について理解し，各種スポーツの運営や学校教育における体育やスポーツ活動に関して理解を深めること
ができる。

授業全体の内容と概要
体育・スポーツ経営管理について，知識や理論として学ぶだけでなく，実践的な能力を身につけることを目指す。学校における教科体育や体育的行事，運動部活動
，職場・地域のスポーツクラブ等様々な領域におけるスポーツ経営管理の内容・方法・形態・評価など，具体的な実践事例を挙げ授業を進める。

授業の方法
講義形式で授業を行う。既習範囲の内容やハンドアウトを利用し、スポーツにおけるマネジメントの在り方を理解する。ノートの作り方や課題、予習復習の内容・
やり方についてはその都度授業中に指示を出す。座席は全席指定としスマホの使用は指示があるとき以外は認めない。板書の写真撮影は認めるが次回の授業までに
必ずノートに転記すること。講義資料はその都度配布する。課題や不明点に関してはネットや経営学辞典等で調べたものを必ずノートに筆記保存すること。与えら
れた課題については個別対応は行わず、授業内でディスカッション形式で確認を行うものとする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

　〇 ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

　〇 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
出席および授業参加度を重視する。出席とは，教科書・ノート・筆記用具の３点セットを持参することを意味する。授業参加度とは，発言や質問等の積極性を意味
し私語・居眠り・スマホゲーム・LINE等の授業妨害行為およびテキストを持参しない学生・手ぶらで着席している学生に関しては欠席扱いとする。中間試験は実施
しない。課題提出を複数回行う。ノート提出を１回課し，最終評価の対象とする。

資格指定科目
スポーツソーシャルワーカー資格課程科目　保健体育教員養成課程科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性

定期試験で９０点以上の得
点を挙げた。

定期試験で８０点以上の得
点を挙げた。

定期試験で７０点以上の得
点を挙げた。

定期試験で６０点以上の得
点を挙げた。

積極的に課題に取り組み、
意思決定において必要とな
る理論の運用を学び、経営
学における実践力を獲得す
るための努力をしている。

与えられた課題に取り組み
、マネジメントの真髄や各
種理論への理解が深まりつ
つある。

与えられた課題に取り組み
、意思決定に至る考え方や
各種理論の理解に対する努
力が見られる。

与えられた課題に取り組み
、経営バランスを理解する
ための努力は認められるが
なかなか定着していない。

課題への取り組みが不十分
で、意思決定につながる過
程とバランシングへの理解
に対する進歩が見られず、
自分なりのデータベースが
できていない。

自己の目標をしっかりと設
定し、データベース化に取
り組み、余った時間をさら
なる定義や理論の研究・理
解に振り分けている。　

質問が多く、学習方法や調
査結果などの相談も常であ
り経営学における意思決定
やデータベース化に関して
前向きで、努力が窺える。
　

積極性は乏しいものの、不
明点を質問するなど前向き
な姿勢がうかがわれる。

何とか課題はこなすものの
、不明点を質問したりする
ことはなく、ノートも板書
の範囲を超えない。

自分から進んでマネジメン
ト力を身につけようとする
姿勢が見られない。

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂ経営管理論（SP)

専門科目科目分類区分

信濃　吉彦（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SPS422066，SPS512010（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館６階

単位数 2 (単位認定責任者： ）信濃　吉彦 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は、試験実施回を含めて１１回以上とする。遅刻は２０分までとし２回の遅刻を１回の欠席として扱う。予習復習を心がけ，知らな
い・分からない事柄は必ず調べてノートに記録すること。ノート提出は平常点の最大５０％に換算する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ２０％ ０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

508－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション：シラバスの説明　　　　　　
　　　授業改善アンケート結果反映の説明　　　　
　　現代スポーツと体育・スポーツ経営学　＜スポ

専用のノートを準備する（９０分）

2 体育・スポーツ経営とは①　 テキストの指定範囲を読み込む（９０分） ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）

テキストの指定範囲を読み込む（９０分）3 体育・スポーツ経営とは② ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）体育・スポーツ事業と経営資源①　4

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）体育・スポーツ事業と経営資源②5

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）体育・スポーツ事業の進め方①　6

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）体育・スポーツ事業の進め方②7

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）よい体育・スポーツ経営の条件①　8

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）よい体育・スポーツ経営の条件②9

10 学校週5日制時代の体育・スポーツ経営①　 テキストの指定範囲を読み込む（９０分） ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）学校週5日制時代の体育・スポーツ経営②11

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）テキストの指定範囲を読み込む（９０分）『みるスポーツ』の経営①　12

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）ノート提出に備える（９０分）『みるスポーツ』の経営②13

ノートをまとめ過不足を補い予習に備える（９０分
）ノート提出に備える（９０分）ノートチェック①14

試験に備える（９０分）ノート提出に備える（９０分）テストリビュー＆ノートチェック②　　　　　　　
　　　　　　　授業改善アンケートの実施　　　　15

本科目の総復習（９０分）試験に備える（１５０分）試験および総括16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノートによる情報のデータベース化を行うこと
（９０分）

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂ経営管理論（SP)

専門科目科目分類区分

信濃　吉彦（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SPS422066，SPS512010（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館６階

単位数 2 (単位認定責任者： ）信濃　吉彦 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 八代　勉・中村　平 大修館書店 2013年第11刷発行978-4-469-26480-7

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『体育・スポーツ経営学講義』 ２００２

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



気候条件の制約を理解する
ことができなかった。

509－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
北国の建築と住まいは，積雪寒冷という気候条件から多くの制約を受けるため，それに対応すべく工夫と技術を生み出してきた。その一方で，美しい四季の変化と
恵みを取り入れることも忘れることはなかった。この授業では，先達の恩恵をどのように受け継ぎ発展させてきたのか，これからの住まいと住宅地に求められるも
のは何かを理解し，北国の住宅設計の基本と応用に係る知識を修得する。

授業の位置づけ
建築学科のDP（１）（３）に対応する。

到達目標
北国の住宅の多様さを知り，設計・デザインする手法と技術を学び，これからの住まいのあり方と設計手法を修得できる。また，北国の建築や住宅の見学と観察か
ら現状と問題点を探ることができる。

授業全体の内容と概要
毎回配布する授業資料に沿って授業を進めるが，授業のポイントが演習問題として課せられので，集中して聴くことが求められる。板書すべき事項は授業資料に記
載され，プロジェクターで事例の画像や図表を投影して解説する。
「SDGs11.住み続けられるまちづくりを」の関連授業

授業の方法
毎回配布する授業資料に沿って授業を進めるが，授業のポイントが演習問題として課せられので，集中して聴くこと、メモを取ることが求められる。演習２は，提
出後に講評を記述し返却する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業開始時に配布する着席票に氏名を記入した後に回収するので，遅刻者は欠席扱いとなる。また，着席票をもとに意見発表を求め，受講態度もチェックされるの
で留意すること。

資格指定科目
「建築士試験受験資格課程」選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

北国の建築と住まいが積雪
寒冷という気候条件からど
のような制約を受けている
のかを理解する。

北国の住宅が自然環境に対
し，どのように対処をして
いるかを設計・デザインの
手法と技術の面から理解す
る。

北国の建築や住宅を見学し
観察することから環境に対
する工夫や対処方法を理解
し，問題点を見つけ出す。

積雪寒冷地の気候条件によ
って住まいや建築への制約
を理解できた。

積雪寒冷地の気候条件によ
って住まいへの制約を理解
できた。

積雪寒冷地の気候条件によ
る制約を理解できた。

積雪寒冷地の気候条件によ
る制約をおおむね理解でき
た。

北国の住宅建築の設計・デ
ザインが自然環境に対し計
画され，その過程に多くの
技術改良がなされてきたこ
とを理解できた。

北国の住宅建築の設計・デ
ザインが自然環境に対し計
画されていることを理解で
きた。

北国の住宅建築の設計・デ
ザインを理解できた。

北国の住宅建築の設計・デ
ザインをおおむね理解でき
た。

北国の住宅建築の設計・デ
ザインを理解することがで
きなかった。

北国の建築に対するさまざ
まな工夫を理解することが
でき，実物の観察かに再確
認し問題点を指摘すること
ができた。

北国の建築の工夫や対処方
法を理解し，実物の建築の
観察から再確認することが
できた。

実物の建築から，北国の建
築の工夫していることを理
解できた。

建築や住宅の見学に参加す
るすることができた。

建築や住宅の見学に参加す
ることができなかった。

科目名称 北国の建築と住まい

専門科目科目分類区分

安藤　淳一（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

APT311009（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）安藤　淳一 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
毎回の授業で行われる演習を小テストと位置付け，その評価点（平常点）と見学レポート（20点満点），および研究成果発表（20点満点）によって単位認定を行う
。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２０％ ２０％ ０％ ６０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

510－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス　シラバスの説明，授業改善アンケート
結果反映の説明，「北国の建築と住まい」で学ぶこ
と，北国の定義，北海道の歴史のあらまし

シラバスの事前確認（90分）

2 北国の建築(１)　開拓使の建築-1　北海道庁旧本庁
舎，豊平館他 資料確認　（90分） 演習2作成（90分）

資料確認　（90分）3 北国の建築(２)　開拓使の建築-2　北大第２農場，
時計台他 演習2作成（90分）

演習2作成（90分）資料確認　（90分）北国の建築(３)　現代の建築-1　サッポロファクト
リー，札幌ドーム他4

見学レポート作成（90分）見学資料の予習（90分）北国の建築の見学　北国の建築の名作をみる5

演習2作成（90分）見学資料の確認（90分）総合演習＃１　「北国の建築を観て」発表会6

演習2作成（90分）資料確認　（90分）北海道の住まいの歴史　先住民の住まい，開拓者の
住まい，洋風意匠，炭坑住宅，駅逓7

演習2作成（90分）資料確認　（90分）北海道の住宅建築を拓いた建築家　マックス･ヒン
デルと田上義也8

演習2作成（90分）資料確認　（90分）北海道の住宅が生み出した住様式　母村文化の継承
･定着･変化，防寒住宅，暖房機器の変遷9

10 北国の住まいの計画(１)　暖かく住む　寒冷地の居
住環境条件，暖房･気密･断熱 資料確認　（90分） 演習2作成（90分）

演習2作成（90分）資料確認　（90分）北国の住まいの計画(２)　雪と共に暮らす　除･排
雪，屋根のかたちと積雪，雪と周縁空間11

演習2作成（90分）資料確認　（90分）北国の住まいの計画(３)　寒冷地住宅の間取り　暖
房室と非暖房室，開放性と閉鎖性12

演習2作成（90分）資料確認　（90分）北国の住まいの計画(４)　北国の集合住宅　コンパ
クトシティ　集まって住む北国のメリット13

見学レポート作成（90分）見学資料の予習（90分）北国の住まいの見学　北国の住宅の見学14

演習2作成（90分）見学資料の確認（90分）総合演習＃２　「北国の住まいを観て」発表会15

最終振返り（90分）提出課題再確認（90分）総評（小テストの結果と課題・発表の講評と解説）
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の見直し（90分）

科目名称 北国の建築と住まい

専門科目科目分類区分

安藤　淳一（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

APT311009（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）安藤　淳一 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『適宜配布』

2

3

4

5



学修に真面目に取り組まな
かった

511－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
トレーニングは、働きかけの対象である身体機能を良く理解しなければ、効果が得られない場合もある。本講義では、トレーニングに関わる身体の仕組み・働きに
ついて解説し、各種スポーツ、体力づくりに必要なトレーニングの基礎理論を理解させ、女性と運動、中高年における健康に対する構成要素の知識を学ぶと共に障
害者における運動と健康についても詳しく学習する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）、（４）、（５）に対応する。

到達目標
身体機能の特性を理解し、トレーニングの原理・原則を熟知させ各人の性、年齢、体力、健康状態を考慮し、適正なトレーニングの処方計画を作成できるようにす
る。

授業全体の内容と概要
テキストを中心に授業を進め、授業の展開に応じて、レポートの提出やビデオを利用して理解を確実なものにする。

授業の方法
授業はパワーポイントを使用し、DVDの視聴、レポートなどの講義形式で実施する。
また、レポートへの対応はコメントや解説などでフィードバックを行う。
他にも、課題は講義内で学生に発表を行わせる。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

○ フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
注意事項及び詳細に関しては、オリエンテーションで説明

資格指定科目
教職課程（保健体育）選択科目　スポーツ指導者（スポーツリーダー）資格過程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力等

主体性・多様性・協働性

学修した知識・技能を確実
に修得するとともに、それ
らに関連した知識・技能に
ついても獲得した

学修ひた知識・技能を確実
に修得した

学修した知識・技能のすべ
てを修得することはできな
かった

学修した知識・技能を修得
したが最低限容認できるレ
ベルにとどまった

与えられた課題に積極的に
取り組んだ。課題に対する
理解力やプレゼンテーショ
ンの能力に関しては求めら
れるレベルを大きく超えた

与えられた課題に取り組ん
だ。課題に対する理解力や
プレゼンテーションの能力
に関しては、求められるレ
ベルを達成した

与えられた課題に取り組ん
だ。課題に対する理解力や
プレゼンテーションの能力
に関しては、求められるレ
ベルには達しなかった

与えられた課題に取り組ん
だ。課題に対する理解力や
プレゼンテーションの能力
に関しては最低限容認でき
るレベルにとどまった

与えられた課題に真面目に
取り組まなかった

与えられた課題に積極的に
取り組んだ。積極性や協働
性に関しては求められるレ
ベルを大きく超えた

与えられた課題に取り組ん
だ。積極性や協働性に関し
ては、求められるレベルを
達成した

与えられた課題に取り組ん
だ。積極性や協働性に関し
ては、求められるレベルに
は達しなかった

与えられた課題に取り組ん
だ。積極性や協働性に関し
ては最低限容認できるレベ
ルにとどまった

与えられた課題に真面目に
取り組まなかった

科目名称 ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ科学Ⅰ

専門科目科目分類区分

篠原　諒介（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SPS422064，SPS522059（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）篠原　諒介 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１１回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

２５％ ３０％ ０％ ２５％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

512－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明及び授業改善アンケート結果反映の
説明
体力とは

教科書理解（９０分）

2 トレーニングの進め方（原理、原則、トレーニング
処方） 教科書理解（９０分） 学習内容の復習（９０分）

教科書理解（９０分）3 トレーニングの種類 学習内容の復習（９０分）

学習内容の復習（９０分）教科書理解（９０分）運動器のしくみと働き①　筋・骨格・神経系のしく
みと働き4

学習内容の復習（９０分）教科書理解（９０分）運動器のしくみと働き②　間接・運動器の機能5

学習内容の復習（９０分）教科書理解（９０分）運動器のしくみと働き③　神経のコントロール6

学習内容の復習（９０分）教科書理解（９０分）呼吸循環器系の働きとエネルギー供給①　呼吸循環
器系の働き7

学習内容の復習（９０分）教科書理解（９０分）呼吸循環器系の働きとエネルギー供給②　エネルギ
ーの供給8

学習内容の復習（９０分）教科書理解（９０分）スポーツバイオメカニクスの基礎（歩く、走る、跳
ぶ、泳ぐ、投げる、蹴るなど）9

10 中高年者とスポーツ　 教科書理解（９０分） 学習内容の復習（９０分）

学習内容の復習（９０分）教科書理解（９０分）女性とスポーツ①　身体的特徴について11

学習内容の復習（９０分）教科書理解（９０分）女性とスポーツ②　心理的特徴について12

学習内容の復習（９０分）教科書理解（９０分）女性とスポーツ③　トレーナビリティとプログラム13

学習内容の復習（９０分）教科書理解（９０分）障害者とスポーツ①　障害者の理解14

学習内容の復習（９０分）教科書理解（９０分）障害者とスポーツ①　障害者の理解15

学習内容の復習（９０分）教科書理解（９０分）
テスト及び解説
６０分の試験終了後、残り３０分で解説
授業改善アンケートの実施

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

学習内容の復習（９０分）

科目名称 ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ科学Ⅰ

専門科目科目分類区分

篠原　諒介（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SPS422064，SPS522059（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）篠原　諒介 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 公益財団法人　日
本体育協会

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『日本体育協会講習会テキスト「共通科目Ⅰ」』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



左右により過ぎや、極端に
大きい、小さい等

513－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
１．質感・量感の描き方を理解する。
２．陰影と固有色の描き分けを理解する。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（１） （２）に対応する。

到達目標
１．基本形体の描法を身につけることができる。
２．細部表現を身につけることができる。

授業全体の内容と概要
立方体・円柱・円錐・球体などの基本形体を基に正確な描写を行った後、石膏像頭像を描く。

授業の方法
プレゼンテーションは板書にて行う。授業形態は実技を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
知性と感性を充分に発揮し，根気強くたゆまなく努力すること。
作品の質・課題に取り組む姿勢・鑑賞力などを重視する。

資格指定科目
教職課程（美術）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

適正な構図、形のバランス
（比例）が正しく捉えられ
ることを基準とする

光の方向や陰影の濃淡等が
分かりやすく表現できてい
るかを基準とする

陰影法を正しく理解できて
いるかを基準とする

バランスよく配置や大きさ
が捉えられていた

ほぼバランスよく配置され
ていた

大きさ等が大体捉えられて
いた

左右上下にバランスよく配
置されていた

自然な光の流れが表現出来
ていた

ほぼ光の方向が表現出来て
いた

明るい、暗いの区分が出来
ていた

明暗で表現していた 輪郭線等で囲って色を付け
ていた

陰と投影を正しく理解し描
き分けられている。質感の
表現も出来ていた

陰で立体表現が出来ていた 光の流れで立体表現をしよ
うとして言えた

色の濃淡で表現していた 輪郭の中に単色の調子を塗
り込んでいた

科目名称 ﾃﾞｯｻﾝⅠ（A)

専門科目科目分類区分

西田　陽二（デザイン学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

AEA211006（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西田　陽二 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

画家として活動経験を有する教員が，その経験を活かし実践に即してデッサンについて教授
する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，２０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ８０％ ０％ ０％ ２０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

514－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション
デッサンのための用具の説明や目的について授業の
流れについての説明

シラバスを読んでおくこと
（45分）

2 立方体（幾何形体）を描く① 題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）3 立方体（幾何形体）を描く② 作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分

）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）立方体の箱を描く4

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）レンガとブロックを描く①5

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）レンガとブロックを描く②6

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）円柱（幾何形体）を描く7

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）焼き丸太を描く8

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）バケツとタオルを描く①9

10 バケツとタオルを描く② 題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）ビール瓶とグラスを描く①11

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）ビール瓶とグラスを描く②12

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）球体（幾何形体）を描く13

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）紙風船を描く14

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）サッカーボール（白と黒）を描く15

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）サッカーボール（赤と黒）を描く16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 石膏像（白い布で覆う）を描く① 題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

18 石膏像（白い布で覆う）を描く② 題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）19 石膏像（白い布で覆う）を描く③作品画像を保存 作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分

）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）石膏像（頭像）を描く①20

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）石膏像（頭像）を描く②21

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）石膏像（頭像）を描く③作品画像を保存22

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）石膏像（頭像）を描く①23

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）石膏像（頭像）を描く②24

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）石膏像（頭像）を描く③作品画像を保存25

26 石膏像（頭像）を描く① 題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）石膏像（頭像）を描く②27

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）石膏像（頭像）を描く③作品画像を保存28

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）石膏像（頭像）を描く①29

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）石膏像（頭像）を描く②30

講義内容の理解を深め要点をまとめておくこと（45
分）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）石膏像（頭像）を描く③作品画像を保存31

解説・フィードバックを受けて講義内容のふりかえ
りを行うこと（45分）講評会の準備を行うこと（45分）採点及び講評会を行う

（解説・フィードバック）32

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

科目名称 ﾃﾞｯｻﾝⅠ（A)

専門科目科目分類区分

西田　陽二（デザイン学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

AEA211006（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西田　陽二 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

画家として活動経験を有する教員が，その経験を活かし実践に即してデッサンについて教授
する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『使用しない』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『使用しない』

2

3

4

5



左右により過ぎや、極端に
大きい、小さい等

515－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
１．質感・量感の描き方を理解する。
２．陰影と固有色の描き分けを理解する。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（１） （２）に対応する。

到達目標
１．基本形体の描法を身につけることができる。
２．細部表現を身につけることができる。

授業全体の内容と概要
立方体・円柱・円錐・球体などの基本形体を基に正確な描写を行った後、石膏像頭像を描く。

授業の方法
プレゼンテーションは板書にて行う。授業形態は実技を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
知性と感性を充分に発揮し，根気強くたゆまなく努力すること。
作品の質・課題に取り組む姿勢・鑑賞力などを重視する。

資格指定科目
教職課程（美術）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

適正な構図、形のバランス
（比例）が正しく捉えられ
ることを基準とする

光の方向や陰影の濃淡等が
分かりやすく表現できてい
るかを基準とする

陰影法を正しく理解できて
いるかを基準とする

バランスよく配置や大きさ
が捉えられている

ほぼバランスよく配置され
ている

大きさ等が大体捉えられて
いる

左右上下にバランスよく配
置されている

自然な光の流れが表現出来
ている

ほぼ光の方向が表現出来て
いる

明るい、暗いの区分が出来
ている

明暗で表現している 輪郭線等で囲って色を付け
ている

陰と投影を正しく理解し描
き分けられている。質感の
表現も出来ている

陰で立体表現が出来ている 光の流れで立体表現をしよ
うとして言える

色の濃淡で表現している 輪郭の中に単色の調子を塗
り込んでる

科目名称 ﾃﾞｯｻﾝⅠ（B）

専門科目科目分類区分

西田　陽二（デザイン学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

AEA211006（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西田　陽二 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

画家として活動経験を有する教員が，その経験を活かし実践に即してデッサンについて教授
する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，２０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ８０％ ０％ ０％ ２０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション
デッサンのための用具の説明や目的について授業の
流れについての説明

シラバスを読んでおくこと
（45分）

2 立方体（幾何形体）を描く① 題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）3 立方体（幾何形体）を描く② 作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分

）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）立方体の箱を描く4

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）レンガとブロックを描く①5

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）レンガとブロックを描く②6

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）円柱（幾何形体）を描く7

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）焼き丸太を描く8

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）バケツとタオルを描く①9

10 バケツとタオルを描く② 題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）ビール瓶とグラスを描く①11

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）ビール瓶とグラスを描く②12

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）球体（幾何形体）を描く13

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）紙風船を描く14

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）サッカーボール（白と黒）を描く15

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）サッカーボール（赤と黒）を描く16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 石膏像（白い布で覆う）を描く① 題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

18 石膏像（白い布で覆う）を描く② 題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）19 石膏像（白い布で覆う）を描く③作品画像を保存 作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分

）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）石膏像（頭像）を描く①20

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）石膏像（頭像）を描く②21

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）石膏像（頭像）を描く③作品画像を保存22

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）石膏像（頭像）を描く①23

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）石膏像（頭像）を描く②24

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）石膏像（頭像）を描く③作品画像を保存25

26 石膏像（頭像）を描く① 題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）石膏像（頭像）を描く②27

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）石膏像（頭像）を描く③作品画像を保存28

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）石膏像（頭像）を描く①29

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）石膏像（頭像）を描く②30

講義内容の理解を深め要点をまとめておくこと（45
分）

題材となるモチーフの構想を練っておくこと（45分
）石膏像（頭像）を描く③作品画像を保存31

解説・フィードバックを受けて講義内容のふりかえ
りを行うこと（45分）講評会の準備を行うこと（45分

採点及び講評会を行う
（解説・フィードバック）
授業改善アンケート実施

32

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

科目名称 ﾃﾞｯｻﾝⅠ（B）

専門科目科目分類区分

西田　陽二（デザイン学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

AEA211006（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西田　陽二 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

画家として活動経験を有する教員が，その経験を活かし実践に即してデッサンについて教授
する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『使用しない』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『使用しない』

2

3

4

5



基礎的な知識が不足してい
た。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
建築の目的はその発生の当初から，外界の厳しい自然環境から人間生活を護ることにあり，快適な室内環境の実現には建築技術の長い発展の不断の目標である。そ
のために空気，熱，光，音の基本性質を学習し，それらが建築環境にどのように関わるかを理解・修得する。

授業の位置づけ
建築学科のＤＰ（1），（2），（3）に対応する。

到達目標
空気，熱，光，音が建築物に与える影響を知り，建築物の配置計画，平面計画を実施する際の建築計画の基本となる知識として身に付け，応用できる。

授業全体の内容と概要
自然（外部）環境が室内環境に及ぼす要因と空気環境の基準を学ぶ。また，自然環境が建築物に与える功罪を知る手がかりとして日照と日射の基礎的取扱いからそ
の建築計画上の方法の理解。採光計画における昼光率，設計用天空照度，照度の計算そして、換気と通風の理論，及びその応用など大別して講義展開をする。また
「SDG3．すべての人に健康と福祉を」の関連授業である。

授業の方法
テキストに加えて，プロジェクターによる画像，図表で解説するので，ノートに講義内容と資料を整理すること。また，課題は各単元ごとに出題し，それはレポー
ト，小テストの形式とする。課題返却後，解説をする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

○ その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業成果の確認のため単元ごとに小テストを行うので，講義にはテキスト，過去分のノート，電卓は必ず持参すること。 ３０分以上の遅刻は欠席とする。また，遅
刻３回で欠席１回とみなすので注意すること。

資格指定科目
「建築士試験受験資格課程」必修科目，教職課程（工業）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

建築環境に関わる基礎的知
識について

光環境に関わる知識や計算
について

採光と照明に関わる知識と
計算について

通風と換気に関わる知識と
計算について

知識を十分に習得しており
，それを応用でき，説明・
解説ができた。

知識を十分に習得しており
，それを応用できた。

知識を十分に習得していた
。

基礎的な知識を理解できて
いた。

知識を十分に習得して計算
ができた。さらにそれを応
用でき，説明・解説ができ
た。

知識を十分に習得して計算
ができ，さらにそれを応用
できた。

知識を習得して計算ができ
，さらにそれを十分ではな
いが応用できた。

知識を習得して計算ができ
た。

知識が不足し計算ができな
かった。

知識を十分に習得して計算
ができた。さらにそれを応
用でき，説明・解説ができ
た。

知識を十分に習得して計算
ができ，さらにそれを応用
できた。

知識を習得して計算ができ
，さらにそれを十分ではな
いが応用できた。

知識を習得して計算ができ
た。

知識が不足し計算ができな
かった。

知識を十分に習得して計算
ができた。さらにそれを応
用でき，説明・解説ができ
た。

知識を十分に習得して計算
ができ，さらにそれを応用
できた。

知識を習得して計算ができ
，さらにそれを十分ではな
いが応用できた。

知識を習得して計算ができ
た。

知識が不足し計算ができな
かった。

科目名称 建築環境Ⅰ

専門科目科目分類区分

佐々木　哲之（建築学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

AEN313010（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　哲之 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ １０％ １０％ １０％ ０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

518－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明
建築環境の概要

シラバスにより次回の部分を予習すること（90分）

2 快適環境-１　人体生理と室内環境 次回の授業範囲を予習すること（90分） 授業内容を復習し，特に専門用語を確認すること
（90分

次回の授業範囲を予習すること（90分）3 快適環境-２　空気環境の基準 授業内容を復習し，特に専門用語を確認すること
（90分

授業内容を復習し，特に専門用語を確認すること
（90分次回の授業範囲を予習すること（90分）快適環境-３　温熱環境　絶対湿度と相対湿度　有

効温度4

授業内容を復習し，特に専門用語を確認すること
（90分次回の授業範囲を予習すること（90分）光環境－１　日照と住環境5

授業内容を復習し，特に専門用語を確認すること
（90分次回の授業範囲を予習すること（90分）光環境－２　日照と日射　昼光照度と日射量、

日照と建築計画6

授業内容を復習し，特に専門用語を確認すること
（90分次回の授業範囲を予習すること（90分）光環境－３　日影曲線，日影図，日影時間，日影の

検討方法7

授業内容を復習し，特に専門用語を確認すること
（90分次回の授業範囲を予習すること（90分）光環境－４　日射と日照調整8

授業内容を復習し，特に専門用語を確認すること
（90分次回の授業範囲を予習すること（90分）採光と照明-１　測光量とその単位　照度，光束，

輝度9

10 採光と照明-２　昼光光源　設計用天空照度　照度
の計算 次回の授業範囲を予習すること（90分） 授業内容を復習し，特に専門用語を確認すること

（90分

授業内容を復習し，特に専門用語を確認すること
（90分次回の授業範囲を予習すること（90分）採光と照明-３　昼光率とその計算法11

授業内容を復習し，特に専門用語を確認すること
（90分次回の授業範囲を予習すること（90分）換気と通気－１　人体と必要換気量　用途に応じた

必要換気量と換気方式12

授業内容を復習し，特に専門用語を確認すること
（90分次回の授業範囲を予習すること（90分）換気と通気－２　室内通風　通風の現象，通風によ

る温熱効果13

授業内容を復習し，特に専門用語を確認すること
（90分次回の授業範囲を予習すること（90分）換気と通気－３　圧力差と換気量　温度差による換

気，換気計算14

授業内容を復習し，特に専門用語を確認すること
（90分次回の授業範囲を予習すること（90分）まとめ

授業改善アンケートの実施15

試験内容を振り返り，特に専門用語を復習すること
（90分）これまでの授業範囲を見直し予習すること（90分）定期試験（60分）及び解説（30分）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業内容を復習すること（90分）

科目名称 建築環境Ⅰ

専門科目科目分類区分

佐々木　哲之（建築学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

AEN313010（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　哲之 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 　田中俊六 　井上書院 978-4-7530-1757-7

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新 建築環境工学』 2018

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



左記の内容を一つも説明で
きなかった。

519－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
ソーシャルワークの各領域（高齢、障がい、児童、地域・行政）における職場・職種・ソーシャルワーク技法、及び利用者像を理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（２）（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
ソーシャルワーク各領域における施設・機関・制度・利用者理解・実践課題を理解するとともに、ソーシャルワーク実践に対するイメージを具体化し、相談援助実
習の意義とその目的を認識できる。

授業全体の内容と概要
・相談援助実習各領域担当教員による講義
・ソーシャルワークの基礎理論を対象とした講義

授業の方法
１．開講当初は、１名の教員によるソーシャルワークの基礎理論（クライエント中心理論アプローチ）の講義を行ったのち、相談援助実習各領域（高齢、障がい、
児童、地域・行政）の担当教員が講義形式で3週連続で講義を行う。
２．各講義は板書と配布プリントが中心となるが、教員によってはパワーポイントを使用し、個々の領域の実践事例の説明をする。
３．年間を通してボランティアレポート（４,０００字以上）を課題として提出する義務を課す。
４．COVID-１９の状況により、対面授業およびオンライン授業の併用やどちらかに変更になる場合もある。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

〇 反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
主体的・積極的な参加を心掛けること。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程、精神保健福祉士国家試験受験資格課程、保育士養成課程、スクール（学校）ソーシャルワーカー資格課程、子育て支援ソーシャ
ルワーカー資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

ソーシャルワーク各領域に
おける職場理解ができてい
る。

ソーシャルワーク各領域に
おける職種理解ができてい
る。

ソーシャルワーク各領域に
おけるソーシャルワーク実
践についての理解ができて
いる。

高齢、障がい、児童、地域
・行政の各職場について、
その具体的業務と課題、公
的法制度と利用者について
具体的に説明できた。

高齢、障がい、児童、地域
・行政の職場についてその
特徴と違いを具体的に説明
でき、且つ、根拠となる法
制度について説明できた。

高齢、障がい、児童、地域
・行政各領域の職場理解に
ついて、具体的に説明でき
、且つ、その特徴と違いを
説明できた。

高齢、障がい、児童、地域
・行政の職場について具体
的に説明できた。

高齢、障がい、児童、地域
・行政の各領域の職種につ
いて、その具体的業務と課
題、公的法制度と利用者に
ついて具体的に説明できた
。

高齢、障がい、児童、地域
・行政の各領域における職
種いついて、その特徴と違
いを具体的に説明でき、且
つ、根拠となる法制度につ
いて説明できた。

高齢、障がい、児童、地域
・行政の各領域における職
種について具体的に説明で
き、且つその特徴の違いを
説明できた。

高齢、障がい、児童、地域
・行政の各領域における職
種について説明できた。

左記の内容を何一つ説明で
きなかった。

高齢、障がい、児童、地域
・行政の各領域におけるソ
ーシャルワーク実践につい
て、その具体的方法と課題
、公的法制度と利用者の自
立について具体的に説明で
きた。

高齢、障がい、児童、地域
・行政の各領域におけるソ
ーシャルワーク実践につい
て、その特徴と違いを具体
的に説明でき、且つ根拠と
なる法制度について説明で
きた。

高齢、障がい、児童、地域
・行政の各領域におけるソ
ーシャルワーク実践の特徴
と違いを具体的に説明でき
た。

高齢、障がい、児童、地域
・行政の各領域におけるソ
ーシャルワーク実践につい
て説明できた。

左記の内容を何一つ説明で
きなかった。

科目名称 相談援助実習指導Ⅰ

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学科・教授）・
杉本　大輔（社会福祉学科・准教授）・

授業担当者（所
属・職名）

SWS122031（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川　俊哉 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

ソーシャルワーク、ケースワークの実務経験者が現場における実践事例を例示して講義を展
開する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ３０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

520－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明 1年時科目の復習（９０分）

2 ソーシャルワーク理論講義（クライエント中心理論
アプローチ 1年時科目の復習（９０分） 配布プリントの熟読（９０分）

前回プリントの読み込み（９０分）3 高齢者領域①「高齢者施設におけるソーシャルワー
カーの役割と特性」 配布プリントの熟読（９０分）

配布プリントの熟読（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）高齢者領域②「高齢者施設における利用者の特性と
具体的支援方法」4

高齢者領域講義のまとめ（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）高齢者領域③「高齢者施設における多職種と連携し
た支援」5

配布プリントの熟読（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）障がい領域①「障がい者施設におけるソーシャルワ
ーカーの役割と特性」6

配布プリントの熟読（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）障がい領域②「障がい者施設における利用者の特性
と具体的支援方法」7

障がい領域講義のまとめ（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）障がい領域③「障がい者施設における多職種と連携
した支援」8

布プリントの熟読（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）児童領域①「児童養護施設におけるソーシャルワー
カーの役割と特性」9

10 児童領域②「児童養護施設における利用者の特性と
具体的支援方法」 前回プリントの読み込み（９０分） 布プリントの熟読（９０分）

児童領域講義のまとめ（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）児童領域③「児童養護施設における多職種と連携し
た支援」11

配布プリントの熟読（９０分前回プリントの読み込み（９０分）地域・行政領域①「地域包括支援センターにおける
ソーシャルワーカーの役割と特性」12

配布プリントの熟読（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）地域・行政領域②「地域包括支援センターにおける
ソーシャルワーカーの役割と特性」13

地域・行政領域講義のまとめ（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）地域・行政領域③「地域包括支援センターにおける
多職種と連携した支援」14

全体を通しての総復習（９０分）全領域講義を網羅した質問事項の作成（９０分）総括15

自己総括（９０分）全体を通しての総復習（９０分）定期試験（６０分試験終了後３０分解説をする）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

今後のスケジュールにおける学習計画の作成（９０
分）

科目名称 相談援助実習指導Ⅰ

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学科・教授）・
杉本　大輔（社会福祉学科・准教授）・

授業担当者（所
属・職名）

SWS122031（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川　俊哉 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

ソーシャルワーク、ケースワークの実務経験者が現場における実践事例を例示して講義を展
開する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『別途指示。』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『別途指示。』

2

3

4

5



授業に対しての意欲が感じ
られず制作態度の取り組み
に欠けていた。

521－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
本科目は，デザイン現場に於けるイラスト制作やイラストの多様性，表現方法を学び，イラストレーターの役割を実践形式で学び習得する。イラスト，デザイン，
アートのみならず様々なものから積極的な探求心，研究心を養う。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（１）（２）（３）（５）に対応する。

到達目標
アドバタイジング，エディトリアルの各媒体目的を意識して完成度の高いオリジナル作品の完成を目指し，独自のイラスト表現を確立できる。

授業全体の内容と概要
マチエール，下地と画材表現の研究。また各課題のテーマ，コンセプトに合わせて個々の表現を模索して，オリジナルの方向性を確立。作品制作の中で実践的制作
過程を学び，画材表現，イラスト表現を習得する。

授業の方法
各課題説明書に沿って各テーマに合ったアイデア発想，表現を考え，その後実技にてイラスト作品制作を行っていく。作品提出ごとにプレゼンを実施する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
遅刻３回で欠席１回とみなす。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

イラストレーションに対し
ての制作意欲および授業態
度。

イラスト表現における表現
・描法への知識および理解
。

イラスト表現への研究およ
び習得。

イラストの多様性・実践的
制作への理解。

授業の事前事後学習を進め
意欲的な制作態度、取り組
みがなされ模範的な授業態
度であった。

授業の事前事後学習を進め
、真面目に授業課題の作品
制作に取り組んでいた。

授業課題、内容に真面目に
取り組んでいた。

授業課題へ取り組みになが
らも制作意欲が乏しかった
。

授業内容に積極的に真剣に
取り組み、知識の習得と理
解度を深めていた。

授業内容に真剣に取り組み
授業内容を充分理解してい
た。

授業内容を真面目に取り組
み概ね理解していた。

授業内容への最低限の理解
が見られた。

授業内容を理解していなか
った。

授業内容を深く理解して研
究心、習得の向上心が著し
くあり実践的にも優れてい
た。

授業内容を充分理解して研
究心があり習得して形にし
ていた。

授業内容を概ね理解して真
面目に研究、習得していた
。

授業内容への最低限の理解
が見られた。

授業内容を理解せず研究心
、習得への意欲に欠けてい
た。

授業内容を深く理解して実
践的応用や表現の多様性に
も優れ、完成度にも著しく
優れていた。

授業内容を充分理解して実
践的制作、多様性を習得し
て表現していた。

授業内容を概ね理解して真
面目に多様性・実践的制作
をしていた。

授業内容への最低限の理解
が見られた。

授業内容を理解せず制作意
欲に欠けていた。

科目名称 ｲﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝⅢ

専門科目科目分類区分

佐藤　正人（デザイン学科・客員教授）授業担当者（所
属・職名）

AEA223042（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐藤　正人 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

デザイン業界で長年携わる実務経験者が実践に即した実習を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は２０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ７０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション（イラストレーターの仕事につ
いて，イラスト表現の多様性，イラスト制作過程の
注意点などについて講義）、シラバスの説明。授業

シラバスを読んでおくこと。（４５分）

2
オリエンテーション（イラストレーターの仕事につ
いて，イラスト表現の多様性，イラスト制作過程の
注意点などについて講義）、シラバスの説明。

シラバスを読んでおくこと。（４５分） 講義内容の理解を深め要点をまとめておくこと。
（４５分）

制作作業に使用する道具の準備を行っておくこと。
（４５分）3 マチエール，下地の研究１。ジェッソを中心に各メ

ディウムの特性を実技して行く。
各マチエール，メディウムの特性の理解を深めてお
くこと。（４５分）

各マチエール，メディウムの特性の理解を深めてお
くこと。（４５分）

制作作業に使用する道具の準備を行っておくこと。
（４５分）

マチエール，下地の研究１。ジェッソを中心に各メ
ディウムの特性を実技して行く。4

各マチエール，メディウムの特性の理解を深めてお
くこと。（４５分）

制作作業に使用する道具の準備を行っておくこと。
（４５分）

マチエール，下地の研究２。ジェッソを中心に各メ
ディウムの特性を実技して行く。5

各マチエール，メディウムの特性の理解を深めてお
くこと。（４５分）

制作作業に使用する道具の準備を行っておくこと。
（４５分）

マチエール，下地の研究２。ジェッソを中心に各メ
ディウムの特性を実技して行く。6

講義内容を理解して作品制作へ向けて取り組みを進
めること。（４５分）

課題説明書を読みイラスト制作の構想を練っておく
こと。（４５分）

アドバタイジングイラストレーションの研究，実習
・１。7

講義内容を理解して作品制作へ向けて取り組みを進
めること。（４５分）

課題説明書を読みイラスト制作の構想を練っておく
こと。（４５分）

アドバタイジングイラストレーションの研究，実習
・１。8

作品制作へ向けて取り組みを進めること。（４５分
）

課題説明書を読みイラストラフを完成しておくこと
。
。（４５分）

アドバタイジングイラストレーションの研究，実習
・２。9

10 アドバタイジングイラストレーションの研究，実習
・２。

課題説明書を読みイラストラフを完成しておくこと
。（４５分）

作品制作へ向けて取り組みを進めること。（４５分
）

作品制作へ向けて取り組みを進めること。（４５分
）

作品制作へ向けて取り組みを進めておくこと。
（４５分）

アドバタイジングイラストレーションの研究，実習
・３。　11

作品制作へ向けて取り組みを進めること。（４５分
）

作品制作へ向けて取り組みを進めること。（４５分
）

アドバタイジングイラストレーションの研究，実習
・３。12

作品制作へ向けて取り組みを進めること。（４５分
）

作品制作へ向けて取り組みを進めておくこと。
（４５分）

アドバタイジングイラストレーションの研究，実習
・４。13

作品制作へ向けて取り組みを進めること。（４５分
）

作品制作へ向けて取り組みを進めること。（４５分
）

アドバタイジングイラストレーションの研究，実習
・４。　14

講評内容の理解を深め要点をまとめておくこと。
（４５分）

作品完成，プレゼンテーションへ向けて準備をして
おくこと。（４５分）

アドバタイジングイラストレーション研究，実習・
５。コンセプトシート記載後にプレゼン実施。作品
提出。

15

講評内容の理解を深め要点をまとめておくこと。
（４５分）

作品完成，プレゼンテーションへ向けて準備をして
おくこと。（４５分）

アドバタイジングイラストレーション研究，実習・
５。コンセプトシート記載後にプレゼン実施。作品
提出。

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 エディトリアルイラストレーション研究，実習・１
。

課題説明書を読みイラスト制作の構想を練っておく
こと。（４５分）

講義内容を理解して作品制作へ向けて取り組みを進
めること。（４５分）

18 エディトリアルイラストレーション研究，実習・１
。

課題説明書を読みイラスト制作の構想を練っておく
こと。

講義内容を理解して作品制作へ向けて取り組みを進
めること。（４５分）

課題説明書を読みイラストラフを完成しておくこと
。（４５分）19 エディトリアルイラストレーション研究，実習・２

。
作品制作へ向けて取り組みを進めておくこと。
（４５分）

作品制作へ向けて取り組みを進めること。（４５分
）

作品制作へ向けて取り組みを進めておくこと。
（４５分）

エディトリアルイラストレーション研究，実習・２
。20

作品制作へ向けて取り組みを進めておくこと。
（４５分）

作品制作へ向けて取り組みを進めておくこと。
（４５分）

エディトリアルイラストレーション研究，実習・３
。21

作品制作へ向けて取り組みを進めること。（４５分
）

作品制作へ向けて取り組みを進めておくこと。
（４５分）

エディトリアルイラストレーション研究，実習・３
。22

作品完成へ向けて取り組みを進めること。（４５分
）

作品制作へ向けて取り組みを進めておくこと。
（４５分）

エディトリアルイラストレーション研究，実習・４
。23

作品完成へ向けて取り組みを進めること。（４５分
）

作品制作へ向けて取り組みを進めておくこと。
（４５分）

エディトリアルイラストレーション研究，実習・４
。24

講評内容の理解を深め要点をまとめておくこと。
（４５分）

作品完成，プレゼンテーションへ向けて準備をして
おくこと。（４５分）

エディトリアルイラストレーション研究，実習・５
。コンセプトシート記載後にプレゼン実施。作品提
出。

25

26
エディトリアルイラストレーション研究，実習５。
コンセプトシート記載後にプレゼン実施。作品提出
。

作品完成，プレゼンテーションへ向けて準備をして
おくこと。（４５分）

講評内容の理解を深め要点をまとめておくこと。
（４５分）

講義内容を理解して作品制作へ向けて取り組みを進
めること。（４５分）

課題説明書を読みイラスト制作の構想を練っておく
こと。（４５分）オリジナルイラストレーション研究，実習・１。27

講義内容を理解して作品制作へ向けて取り組みを進
めること。（４５分）

課題説明書を読みイラスト制作の構想を練っておく
こと。オリジナルイラストレーション研究，実習・１。28

作品制作へ向けて取り組みを進めておくこと。
（４５分）

作品制作へ向けて取り組みを進めておくこと。
（４５分）オリジナルイラストレーション研究，実習・２。29

作品制作へ向けて取り組みを進めておくこと。
（４５分）

作品制作へ向けて取り組みを進めておくこと。
（４５分）オリジナルイラストレーション研究，実習・２。30

講評内容の理解を深め要点をまとめておくこと。
（４５分）

作品完成，プレゼンテーションへ向けて準備をして
おくこと。（４５分）

オリジナルイラストレーション研究，実習・３。総
合プレゼンテーション＆全体講評会。31

講評内容の理解を深め要点をまとめておくこと。
（４５分）

作品完成，プレゼンテーションへ向けて準備をして
おくこと。（４５分）

オリジナルイラストレーション研究，実習・３。総
合プレゼンテーション＆全体講評会。授業改善のア
ンケート実施。

32

講義内容の理解を深め要点をまとめておくこと。
（４５分）

科目名称 ｲﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝⅢ

専門科目科目分類区分

佐藤　正人（デザイン学科・客員教授）授業担当者（所
属・職名）

AEA223042（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐藤　正人 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

デザイン業界で長年携わる実務経験者が実践に即した実習を行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 北海道イラストレーターズクラ
ブアルファ

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『マイワーク３１』

2 玄光社 バックナンバー『雑誌イラストレーション』

3 誠文堂新光社 バックナンバー『イラストノート』

4

5



空間の点・線・平面図形の
位置関係が理解できなかっ
た。

523－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
今はコンピュータグラフィクスで立体を簡単に表現できるが，歴史的にはⅢ次元をⅡ次元平面に如何に工夫して科学的に表現するかに苦心してきた。専門の建築に
関る製図につながる図学の基本理解を，理論のみならず作図作業を経験することでより良く理解することができる。

授業の位置づけ
建築学科のＤＰ（１）、（２）に対応する。

到達目標
図学を学習することで，２次元の図から３次元をイメージすることができる。

授業全体の内容と概要
毎回教室で作図し提出する。講義が進むにつれて平面から立体化する方法も取り入れて講義する。

授業の方法
教科書の作図例に沿って解説しながら講義する。授業はプロジェクター等を利用して作図を説明しながら実施する。積み重ねが重要な科目であるので出席を特に重
視し，授業毎に簡単な作図作業を課す。フィードバックとして作図の解説を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

○ その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
講義中に簡単な作図作業があるので，必要な製図器具持参のこと。

資格指定科目
教職課程（工業）選択科目，建築士試験受験資格課程選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

図形幾何学の基礎

投象法の基礎

透視図の基礎

空間の点・線・平面図形の
位置関係が理解でき、三角
定規・コンパスを用いて応
用的な作図ができた。

空間の点・線・平面図形の
位置関係が理解でき、三角
定規・コンパスを用いて作
図ができた。

空間の点・線・平面図形の
位置関係が理解でき、基本
的な作図ができた。

空間の点・線・平面図形の
位置関係が理解できた。

図形の投象法を十分理解し
、応用的な作図ができ、他
人に説明できた。

図形の投象法を十分理解し
、応用的な作図ができた。

基本的な図形の投象法を理
解でき、他人に説明ができ
た。

基本的な図形の投象法を理
解できた。

基本的な図形の投象法を理
解できなかった。

立体の透視投象の種類を十
分理解し、応用的な作図が
でき、他人に説明できた。

立体の透視投象の種類を十
分理解して作図ができた。

立体の基本的な透視投象を
理解して作図ができ、他人
に説明できた。

立体の基本的な透視投象を
理解して作図ができた。

立体の基本的な透視投象を
理解して作図ができなかっ
た。

科目名称 図学（建築図学を含

専門科目科目分類区分

長森　正（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

APT321033（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 アトリエ棟１階

単位数 2 (単位認定責任者： ）長森　正 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

１級土木施工管理技士・測量士・コンクリート技士として建設会社に勤務。
実務経験をもとに講義します。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ７０％ ０％ ０％ ０％ ３０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
授業改善アンケート結果反映の説明
シラバスの説明
図学の基本

シラバス資料を確認して，授業内容を予習する（90
分）

2 平面幾何演習・作図基礎 次回授業範囲の資料を予習する（90分） 演習問題を理解し復習する（90分）

次回授業範囲の資料を予習する（90分）3 正投象　（１）点 演習問題を理解し復習する（90分）

演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）正投象　（２）線4

演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）正投象　（３）跡点5

演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）立体の相貫6

演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）三角錐と三角柱の相貫7

演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）陰影（１）8

演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）陰影（２）9

10 標高投象 次回授業範囲の資料を予習する（90分） 演習問題を理解し復習する（90分）

演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）軸測投象11

演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）斜投象12

演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）透視図　その１13

演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）透視図　その２14

演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）透視図　その３15

授業内容全体について資料を整理して，復習する
（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）

授業改善アンケートの実施
まとめ
最終回において解説しフィードバックします。

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

シラバス内容を理解し復習する（90分）

科目名称 図学（建築図学を含

専門科目科目分類区分

長森　正（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

APT321033（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 アトリエ棟１階

単位数 2 (単位認定責任者： ）長森　正 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

１級土木施工管理技士・測量士・コンクリート技士として建設会社に勤務。
実務経験をもとに講義します。

基本情報

開講時期

1 井上　智・井畑孝夫他 共立出版

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『規準課程　図学』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



講義やビデオの内容を理解
しておらず、みずからの教
育観に役立てていなかった
。
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評価項目

概要

履修目標
みずからの価値観や道徳観、教育観、道徳教育の方法論、思考力、創造力、リーダーシップ等を身につけることができる。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）、（４）、（５）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）、（４）、（５）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）、（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）、（３）、（４）に対応する。

到達目標
①具体例（ビデオ、資料等）やディスカッション等を通じて、みずからの価値観や人生観、そして道徳観を確立する
　 と ともに、道徳教育の理想像とその方法論を形成する。
②みずからの考えを明確に表現する能力やコミュニケーション能力を身につける。
③現代社会が抱える問題点やその価値観･道徳観をしっかりと把握する。
④過去の歴史を踏まえたうえで、これからの時代に必要な価値観や道徳教育の全体像を構築する。

授業全体の内容と概要
脳科学や精神医学、臨床心理学等の最新成果を踏まえ、みずからの価値観や人生観、そして道徳観を形成し、これからの時代に必要な道徳教育とその方法論を模索
する｡
「SDG４．質の高い教育をみんなに」の関連授業

授業の方法
講義。対話や個人発表、ディベート、構成的グループエンカウンターなどによるアクティブラーニング。適宜、平常点を付与する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
講義中はスマホ等の電源を必ずOFFにし、机の上に置かないこと。置いている場合は、講義終了まで預かる。授業に関係のない私語禁止。座席を指定することもあり
うる。遅刻は一回につき一点減点。居眠り厳禁。レポートの採点基準は、「どれだけ講義の内容を理解し、自分のものにしているか」ということ。自分自身との対
話を通し、自分のことばで語ることが重要。講義で扱っていない内容や自分の考えばかりを書いても合格点に達することはできない。コピペは１００％単位認定さ
れない。最後に、全体的感想や自分の意見をつけ加えるとよりよい。レポートは、原稿用紙換算５枚以上(２千字以上)。文字数を明記する。書式は問わない。
公欠や特別な事由で欠席した場合、課題を提出しなければ、授業回数に反映されないことに留意。最終レポートの提出期限は、第１３回の講義当日。一日遅れるご
とに１点減点となる。学務課に成績票を提出した後は受領できない。

資格指定科目
教職課程（中学）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

レポート

発言

ディベート、構成的グルー
プエンカウンターなど

講義やビデオの内容を十分
理解し、みずからの教育観
に十分役立てた。

講義やビデオの内容をかな
り理解し、みずからの教育
観にかなり役立てた。

講義やビデオの内容をそれ
なりに理解し、みずからの
教育観にそれなりに役立て
た。

講義やビデオの内容を理解
しようと努め、みずからの
教育観に役立てようと努め
た。

発言を１０回以上した。 発言を７回以上した。 発言を５回以上した。 発言を３回以上した。 発言が３回未満だった。

ディベート、構成的グルー
プエンカウンターなどにお
いて、中心的役割を演じた
。

ディベート、構成的グルー
プエンカウンターなどにお
いて、積極的に発表した。

ディベート、構成的グルー
プエンカウンターなどにお
いて、それなりに発表した
。

ディベート、構成的グルー
プエンカウンターなどにお
いて、発表しようと努めた
。

ディベート、構成的グルー
プエンカウンターなどにお
いて消極的で、ほとんど発
表していなかった。

科目名称 道徳教育の指導法

自由科目科目分類区分

遠藤　均（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

ESS143157，ESS243103，ESS343097，E
SS443099，ESS543108（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）遠藤　均 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は、１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ４２％ ０％ ０％ １０％ ４８％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス、シラバスの解説
授業改善アンケート結果の反映の説明
いま、なぜ、道徳教育なのか

シラバスをきちんと読む（９０分）

2 道徳教育は、何をめざすのか 第１回講義の復習と第２回講義の予習（９０分） 第２回講義の復習（９０分）

第２回講義の復習と第３回講義の予習（９０分）3 少年犯罪と心の教育 第３回講義の復習（９０分）

第４回講義の復習（９０分）第３回講義の復習と第４回講義の予習（９０分）外国での道徳教育の取り扱い4

第５回講義の復習（９０分）第４回講義の復習と第５回講義の予習（９０分）わが国での道徳教育の歴史　①
幕末・維新期の道徳観5

第６回講義の復習（９０分）第５回講義の復習と第６回講義の予習（９０分）わが国での道徳教育の歴史　②
明治の価値変動の時代の道徳観6

第７回講義の復習（９０分）第６回講義の復習と第７回講義の予習（９０分）わが国での道徳教育の歴史　③
大正・昭和前期・統一教科書の時代の道徳7

第８回講義の復習（９０分）第７回講義の復習と第８回講義の予習（９０分）わが国での道徳教育の歴史　④
戦後の道徳教育の変遷8

第９回講義の復習（９０分）第８回講義の復習と第９回講義の予習（９０分）学校における道徳教育9

10 道徳教育の目標と内容 第９回講義の復習と第10回講義の予習（９０分）第１０回講義の復習（９０分）

第１１回講義の復習（９０分）第１０回講義の復習と第１１回講義の予習（９０分
）道徳教育の計画11

第１２回講義の復習（９０分）第１１回講義の復習と第１２回講義の予習（９０分
）他教科・他領域と道徳教育との関連12

第１３回講義の復習（９０分）第１２回講義の復習と第１３回講義の予習（９０分
）指導の諸方式13

第１４回講義の復習（９０分）第１３回講義の復習と第１４回講義の予習（９０分
）指導案の作成14

第１５回講義の復習（９０分）第１４回講義の復習と第１５回講義の予習（９０分
）

道徳教育の課題
家庭・社会および「公」と「私」の関連等15

第１６回講義の復習（９０分）第１５回講義の復習と第１６回講義の予習（９０分
）

課題(レポート)に対するフィードバック
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

第１回講義の復習（９０分）

科目名称 道徳教育の指導法

自由科目科目分類区分

遠藤　均（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

ESS143157，ESS243103，ESS343097，E
SS443099，ESS543108（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）遠藤　均 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



日本の時事問題や文化、習
慣に興味、関心を持たず、
知識、技能を習得しようと
いう姿勢が見られなかった
。授業内の活動にもあまり
参加できなかった。
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評価項目

概要

履修目標
留学生が日本文化・日本社会の諸々の面から理解を深め、大学生活、日本での生活を円滑に送ることができることを目的とする。

授業の位置づけ
経営学科のDP（１）（２）（４）に対応する。
社会福祉学科のDP（２）（３）（４）（５）に対応する。
デザイン学科のDP（２）（４）（５）に対応する。
建築学科のDP（２）（４）（５）に対応する。

到達目標
日本文化・日本社会の諸々の側面について留学生の知識が深めることができる。日本に着いて深めた知識を勉学や生活、専門分野の研究などに生かし、日本人との
討議やコミュニケートに積極的に参加することができる。

授業全体の内容と概要
毎時限トピックを提示し、視覚的な教材の使用、来日後の留学生の体験談などを積極的に取り入れ、留学生の日本事情理解を促進する授業展開を図る。日本文化や
日本事情を通して「SDG３．すべての人に健康と福祉を」「SDG７．エネルギーをみんなに　そしてクリーンに」「SDG１０．人や国の不平等をなくそう」について考
え、知識を深める。

授業の方法
毎時限提示されるトピックに対しディスカッションやグループワークを通して理解を深める。また、トピックをテーマにプレゼンテーションやレポート作成を行い
、自分の意見やグループの考えを表現する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

〇 調査学習

〇 双方向授業

〇 ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
課題は授業内で決定し、指定期日に発表・提出する。また、それ以外でも自主的にレポートを作成し、提出した者は評価の対象とする。定期試験は行わない。学期
末にレポートの提出を課すが、自分の言葉で書いていないもの（コピーん＆ペースト）は不可とする。授業中は母語の使用は原則禁止とする。母語話者同士の会話
も全て日本語で行うこと。平常点が評価に大きく影響する。授業中は真面目に取り組み「日本語で表現できない」と思わず、なんでもチャレンジすること。15分以
上の遅刻は欠席とみなす。また、遅刻3回で欠席1回とみなす。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

日本語、日本文化、時事問
題の知識・技能

思考力、判断力、日本語で
の表現力

主体的に日本語学習に取り
組む態度

知識や技能を習得した。授
業外でも日本のニュースな
どに関心を持つことができ
た。

日本の時事問題や文化、習
慣に興味・関心を持ち、積
極的に知識・技能を習得し
ようとしていたが、授業内
の関心だけで終わってしま
った。

日本の時事問題や文化、習
慣に興味・関心を持ってい
るが、知識・技能を習得し
ようという姿勢があまり見
られなかった。

日本の時事問題や文化、習
慣に興味・関心をあまり持
たない。授業内の活動には
参加するが、知識・技能を
習得しようという姿勢があ
まり見られなかった。

自身で考え、自分の言葉で
表現できた。表現の内容が
分かりやすく、文法の間違
えがほとんどない。声の大
きさ、発音もよかった。

自身で考え、自分の言葉で
表現できた。表現の内容が
分かりやすいが、文法の間
違えが目立った。声の大き
さ、発音がよかった。

自身で考え、自分の言葉で
表現できた。表現の内容が
分かりやすいが、文法、発
音に問題があり、聞き取り
にくい個所があった。

自身で考えているが、他者
の協力がないと自分の言葉
で表現することができなか
った。文法、発音に問題が
あった。

他者任せで、自身で考え、
自分の言葉で表現しようと
いう姿勢が見られなかった
。文法、発音に問題があっ
た。

毎回の授業に参加し授業に
意欲的で、活動にも積極的
に参加していた。発言も多
い。

毎回の授業に参加し、授業
対しに意欲的で真面目に取
り組んでいた。積極性は弱
い。

最低出席日数分授業に参加
しており、授業に対し真面
目に取り組んでいた。積極
的に活動に参加していた。

最低出席日数分授業に参加
しており、授業に対し真面
目に取り組んでいたが、授
業内の活動に対し消極的だ
った。

最低出席日数分授業に参加
せず、授業態度も問題あっ
た。

科目名称 日本事情（留学生）

共通教育科目科目分類区分

佐藤恵利（経営学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

CUA021026（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 本部棟３階国際交流センター

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐藤恵利 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

日本事情

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１１回である。
出席、授業態度、レポート、プレゼンテーションで評価を行う。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ３０％ １５％ ０％ ５０％ ５％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、国際交流センターで対応

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

528－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション(シラバス・授業説明）
アンケート
授業改善アンケート結果反映の説明

シラバスを熟読し、本講義について理解する。専用
のノートを準備する。(９０
分）

2 日本について：地理、気候、地域による特色など
新聞やニュースに興味を持つとともに、自主的に日
本事情について学習する。(９０
分）

講義内容の理解を深め、指定された課題を作成する
。プレゼンなどの準備をする。(９０
分）

新聞やニュースに興味を持つとともに、自主的に日
本事情について学習する。(９０
分）

3 暮らし：日本での暮らしの中のマナー、都市と地方
の暮らしの違いなど

講義内容の理解を深め、指定された課題を作成する
。プレゼンなどの準備をする。(９０
分）
講義内容の理解を深め、指定された課題を作成する
。プレゼンなどの準備をする。(９０
分）

新聞やニュースに興味を持つとともに、自主的に日
本事情について学習する。(９０
分）

旅行・観光：交通機関、観光地など4

講義内容の理解を深め、指定された課題を作成する
。プレゼンなどの準備をする。(９０
分）

新聞やニュースに興味を持つとともに、自主的に日
本事情について学習する。(９０
分）

食文化：食生活の変化、マナーなど5
講義内容の理解を深め、指定された課題を作成する
。プレゼンなどの準備をする。(９０
分）

新聞やニュースに興味を持つとともに、自主的に日
本事情について学習する。(９０
分）

四季：季節行事、祝祭日、気候など6

講義内容の理解を深め、指定された課題を作成する
。プレゼンなどの準備をする。(９０
分）

新聞やニュースに興味を持つとともに、自主的に日
本事情について学習する。(９０
分）

歴史：知っておきたい日本の歴史と文化の観点から
見た日本の歴史7

講義内容の理解を深め、指定された課題を作成する
。プレゼンなどの準備をする。(９０
分）

新聞やニュースに興味を持つとともに、自主的に日
本事情について学習する。(９０
分）

伝統文化：茶道、華道、演芸など8

講義内容の理解を深め、指定された課題を作成する
。プレゼンなどの準備をする。(９０
分）

新聞やニュースに興味を持つとともに、自主的に日
本事情について学習する。(９０
分）

現代文化とポップカルチャー：マンガ、アニメ、キ
ャラクターなど9

10 スポーツ：伝統的スポーツ、東京オリンピックなど
新聞やニュースに興味を持つとともに、自主的に日
本事情について学習する。(９０
分）

講義内容の理解を深め、指定された課題を作成する
。プレゼンなどの準備をする。(９０
分）
講義内容の理解を深め、指定された課題を作成する
。プレゼンなどの準備をする。(９０
分）

新聞やニュースに興味を持つとともに、自主的に日
本事情について学習する。(９０
分）

クリエイティブジャパン：日本の科学技術の進歩に
ついて11

講義内容の理解を深め、指定された課題を作成する
。プレゼンなどの準備をする。(９０
分）

新聞やニュースに興味を持つとともに、自主的に日
本事情について学習する。(９０
分）

環境問題：日本の環境問題に対する取り組み、ゴミ
の分別やリサイクルについて12

講義内容の理解を深め、指定された課題を作成する
。プレゼンなどの準備をする。(９０
分）

プレゼンテーションの準備をする。レポート作成に
取り組む(９０
分）

プレゼンテーション①
レポートテーマ発表13

講義内容の理解を深め、指定された課題を作成する
。プレゼンなどの準備をする。(９０
分）

プレゼンテーションの準備をする。レポート作成に
取り組む(９０
分）

プレゼンテーション②14

講義内容の理解を深め、指定された課題を作成する
。プレゼンなどの準備をする。(９０
分）

プレゼンテーションの準備をする。レポート作成に
取り組む(９０
分）

プレゼンテーション③15

講義全体を振り返り理解を深めること(９０
分）

レポートの再確認(９０
分）

レポート提出
総括
授業改善アンケートの実施

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

講義内容の理解を深め、指定された課題を作成する
。プレゼンなどの準備をする。(９０
分）

科目名称 日本事情（留学生）

共通教育科目科目分類区分

佐藤恵利（経営学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

CUA021026（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 本部棟３階国際交流センター

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐藤恵利 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

日本事情

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 必要に応じ適宜配布

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



助言しても理解できなかっ
た。

529－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
人の体の成り立ちやしくみ、さまざまな疾病について、人の成長過程における老化や日常生活との関係を踏まえて理解を深める。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）と（２）と（４）と（５）に対応する。

到達目標
社会福祉職に求められる人の成長・発達過程を理解し、人体の機能・構造と病的状態を関連させて説明できる。

授業全体の内容と概要
人体の構造と生理機能を臓器と関連させて学習し、正常と病的状態を比較しながら代表的な疾患や障害について理解する。特に将来致命的となる疾患や注目されて
いる疾患については予防対策も含めて講義を行ない、福祉に必要な知識を身につける。また，ＩＣＦの基本的な考え方やリハビリテーションの概念についても学習
する。

授業の方法
講義形式。テキストの活用を中心とし、板書や配布資料を適宜使い解説を行う。
また、確認のため小試験を課題とし、添削後、返却し解答・解説を行いフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
遅刻しないこと

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

人の成長・発達過程や体の
成り立ち・しくみの理解

各疾病、障がいの概要

疾病予防や健康のとらえ方
、ICFの基本的考え方

人の成長・発達過程や体の
成り立ち・しくみについて
非常に理解できた。

人の成長・発達過程や体の
成り立ち・しくみについて
概ね理解できた。

人の成長・発達過程、人体
について部分的に理解でき
た。

人の成長・発達、人体につ
いて助言により部分的に理
解できた。

各疾病・障がいの概要を人
体の機能・構造と関連させ
詳しく説明できた。

各疾病・障がいの概要を人
体の機能・構造と関連させ
概ね説明できた。

各疾病・障がいの概要、人
体の機能・構造を部分的に
説明できた。

各疾病、障がいの概要を助
言により説明できた。

助言しても説明することが
できなかった。

疾病予防や健康のとらえ方
、ICFの基本的考え方を詳
細に説明できた。

疾病予防や健康のとらえ方
、ICFの基本的考え方を概
ね説明できた。

疾病予防や健康のとらえ方
、ICFについて部分的に説
明できた。

疾病予防や健康のとらえ方
、ICFの基本的考え方を助
言により説明できた。

助言しても説明することが
できなかった。

科目名称 人体の構造と機能及び

専門科目科目分類区分

宮﨑　剛司（社会福祉学科・講師）授業担当者（所
属・職名）

BAM112011（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 学生便覧参照

単位数 2 (単位認定責任者： ）宮﨑　剛司 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

看護実践と看護教育の実務経験を踏まえ、人の成長過程と体のしくみ、その破綻（病気・障
がいなど）の考え方を生活と関連させ学びます。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ０％ ２０％ １０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

530－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
医学と福祉について 事前に教科書全体に目をとおしておく（９０分）

2 人の成長・発達と老化①
心身の成長発達

教科書の「人の成長発達」について事前に読んでお
く（９０分）

当日の授業で行ったことをノートにまとめておく
（９０分）

教科書の「人の成長発達」について事前に読んでお
く（９０分）3 人の成長・発達と老化②

老化 配布資料を見直し理解しておく（９０分）

配布資料を見直し理解しておく（９０分）教科書の「人の老化」について事前に読んでおく
（９０分）

人の成長・発達と老化②
老年症候群4

当日の授業で行ったことを復習しておく（９０分）教科書の「人の心身機能」について事前に読んでお
く（９０分）

身体構造と心身機能の概要①
（骨・筋肉・消化器・循環器）5

当日の授業で行ったことを復習しておく（９０分）教科書の「人の心身機能」について事前に読んでお
く（９０分）

身体構造と心身機能の概要②
（呼吸器・血液・リンパ・泌尿器・生殖器）6

前半の授業内容を復習しておく（９０分）教科書の「人の心身機能」について事前に読んでお
く（９０分）

身体構造と心身機能の概要③
（脳・脊髄・神経）7

問題を見直し自己採点しておく（９０分）前半の授業・資料・ノートを見直しテストに臨むこ
と（９０分）前半のまとめと学習到達度の確認テスト8

返却テスト結果と授業で行ったことを見直し整理し
ておく（９０分）

教科書の「各疾病」について事前に読んでおく
（９０分）

疾病の概要①
悪性腫瘍・脳血管疾患・心疾患・高血圧症・呼吸器
疾患

9

10 疾病の概要②
腎疾患・泌尿器疾患・骨関節疾患・感染症・難病

教科書の「各疾病」について事前に読んでおく
（９０分） 当日の授業で行ったことを復習しておく（９０分）

当日の授業で行ったことをノートにまとめておく
（９０分）

教科書の「健康」について事前に読んでおく（９０
分）疾病の概要③（生活習慣病と健康のとらえ方）11

配布資料を見直しノート整理しておく（９０分）教科書の「ＩＣＦ」について事前に読んでおく
（９０分）

障害の概要①
ＩＣＦの基本的考え方12

当日の授業で行ったことを復習しておく（９０分）教科書の「障害の概要」について事前に読んでおく
（９０分）

障害の概要②
各障害13

配布資料を見直しノート整理しておく（９０分）教科書の「リハビリテーションの概要」について事
前に読んでおく（９０分）リハビリテーションの概念14

提案した福祉課題に今後も取り組んでいく（９０分
）

これまで授業で行ったことを振り返り準備してくる
（９０分）総括と今後の課題15

試験及び解説を受けて講義全体の理解を深めること
（９０分）

講義を通して質問事項をまとめておくこと（９０分
）

定期試験６０分終了後、残り３０分間で解説する。
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

当日の授業で行ったことをノートにまとめておく
（９０分）

科目名称 人体の構造と機能及び

専門科目科目分類区分

宮﨑　剛司（社会福祉学科・講師）授業担当者（所
属・職名）

BAM112011（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 学生便覧参照

単位数 2 (単位認定責任者： ）宮﨑　剛司 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

看護実践と看護教育の実務経験を踏まえ、人の成長過程と体のしくみ、その破綻（病気・障
がいなど）の考え方を生活と関連させ学びます。

基本情報

開講時期

1 日本ソーシャルワーク教育学校
連盟

中央法規出版

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『社会福祉士養成講座　精神保健福祉士養成講座
　１「医学概論」　』

２０２１

2

3

4

5

1 授業の中で随時案内
する

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



設備図の作図ができなかっ
た。

531－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
建築にはどのような設備があり、その設備をどう計画し、どう作図するのか。
本講義では、快適な住空間を構成するために必要な給水給湯設備・衛生排水設備・空気調和設備・電気設備・照明設備の知識、ならびに設備計画技術の基本を習得
する。

授業の位置づけ
建築学科のDP（１）（２）に対応する。

到達目標
住宅建築の各設備の必要性を理解した上で、仕組みを知り、用途に合った設備を計画・作図表現ができる。

授業全体の内容と概要
給水給湯設備・衛生排水設備・空気調和設備・電気設備・照明設備について、そのシステムとメカニズムを中心に解説し、各種設備の役割を学ぶ。
「SDG７　　エネルギーをみんなに、そしてクリーンに」
「SDG１２　つくる責任　つかう責任
これからの時代のエネルギーに合わせた設備設計や設備図面の描き方を指導していく

授業の方法
授業では，板書やICT（チームスを使用しながら、設備図をオンライン上その場で液晶ペンタブレットで添削し、毎事業ごとに保存することで、授業の課題経過をデ
ジタル的にの残し、振り返りの自習を実現する。）を活用しながら事例を紹介し、双方向授業で実施する。
また、授業中毎回、設備計画図を提出し添削を行いフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
２０分以上の遅刻は欠席とみなし、遅刻３回で欠席１回とみなす。

資格指定科目
「建築士試験受験資格課程」必修科目，教職課程（工業）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

住宅規模の設備の種類を理
解し、設備計画、正確な作
図表現ができていたか。

使用者が利用しやすい設備
計画となっていたか。

設備の能力上支障がなかっ
たか。　

各設備図の適した計画がで
き、正しく図面を描くこと
ができていた。

各設備図の計画ができ、正
しく図面が描けていた。

各種設備図を正しく描くこ
とができた。

各種設備図を描くことがで
きた。

各設備図の適した計画がで
き、正しく図面を描くこと
ができていた。

各設備図の計画ができ、正
しく図面が描けていた。

各種設備図を正しく描くこ
とができた。

各種設備図を描くことがで
きた。

設備図の作図ができなかっ
た。

各設備図の適した計画がで
き、正しく図面を描くこと
ができていた。

各設備図の計画ができ、正
しく図面が描けていた。

各種設備図を正しく描くこ
とができた。

各種設備図を描くことがで
きた。

設備図の作図ができなかっ
た。

科目名称 建築設備Ⅰ

専門科目科目分類区分

君　興治（建築学科・特任講師）授業担当者（所
属・職名）

AEN312011（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）君　興治 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

建築事務所所長として設計監理をしている経験から、躯体、断熱、金物との干渉やスペース
の確保、またどのタイミングで設備工事が行われるかをイメージしながら設備計画を進める
。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１２回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ７０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整し研究室もしくはオンラインで対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

532－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明　授業の進め方
授業改善アンケート結果反映の説明

シラバスを読んでおくこと
（90分）

2 給水設備・給湯設備の概要と計画（１） 次回授業範囲の設備を、日常から触れて設備を確認
する（90分）

授業の最後に行った計画を日常と照し合せ、確認す
る（90分）

次回授業範囲の設備を、日常から触れて設備を確認
する（90分）3 給水設備・給湯設備の概要と計画（２） 授業の最後に行った計画を日常と照し合せ、確認す

る（90分）

授業の最後に行った計画を日常と照し合せ、確認す
る（90分）

次回授業範囲の設備を、日常から触れて設備を確認
する（90分）給水設備・給湯設備の概要と計画（３）4

授業の最後に行った計画を日常と照し合せ、確認す
る（90分）

次回授業範囲の設備を、日常から触れて設備を確認
する（90分）衛生設備・排水設備の概要と計画（１）5

授業の最後に行った計画を日常と照し合せ、確認す
る（90分）

次回授業範囲の設備を、日常から触れて設備を確認
する（90分）衛生設備・排水設備の概要と計画（２）6

授業の最後に行った計画を日常と照し合せ、確認す
る（90分）

次回授業範囲の設備を、日常から触れて設備を確認
する（90分）衛生設備・排水設備の概要と計画（３）7

授業の最後に行った計画を日常と照し合せ、確認す
る（90分）

次回授業範囲の設備を、日常から触れて設備を確認
する（90分）空気調和設備の概要と計画（１）8

授業の最後に行った計画を日常と照し合せ、確認す
る（90分）

次回授業範囲の設備を、日常から触れて設備を確認
する（90分）空気調和設備の概要と計画（２）9

10 空気調和設備の概要と計画（３） 次回授業範囲の設備を、日常から触れて設備を確認
する（90分）

授業の最後に行った計画を日常と照し合せ、確認す
る（90分）

授業の最後に行った計画を日常と照し合せ、確認す
る（90分）

次回授業範囲の設備を、日常から触れて設備を確認
する（90分）電気設備の概要と計画（１）11

授業の最後に行った計画を日常と照し合せ、確認す
る（90分）

次回授業範囲の設備を、日常から触れて設備を確認
する（90分）電気設備の概要と計画（２）12

授業の最後に行った計画を日常と照し合せ、確認す
る（90分）

次回授業範囲の設備を、日常から触れて設備を確認
する（90分）電気設備の概要と計画（３）13

授業の最後に行った計画を日常と照し合せ、確認す
る（90分）

次回授業範囲の設備を、日常から触れて設備を確認
する（90分）照明設備の概要と計画（１）14

授業の最後に行った計画を日常と照し合せ、確認す
る（90分）

次回授業範囲の設備を、日常から触れて設備を確認
する（90分）照明設備の概要と計画（２）15

授業の最後に行った計画を日常と照し合せ、確認す
る（90分）

次回授業範囲の設備を、日常から触れて設備を確認
する（90分）

照明設備の概要と計画（３）
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

プリントを読んで理解しておくこと（90分）

科目名称 建築設備Ⅰ

専門科目科目分類区分

君　興治（建築学科・特任講師）授業担当者（所
属・職名）

AEN312011（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）君　興治 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

建築事務所所長として設計監理をしている経験から、躯体、断熱、金物との干渉やスペース
の確保、またどのタイミングで設備工事が行われるかをイメージしながら設備計画を進める
。

基本情報

開講時期

1 山田浩幸 エクスナレッジ 9784767815480

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『世界で一番やさしい　建築設備』 2013

2

3

4

5

1 千葉　孝男 オーム社 9784274102509

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『やさしい建築設備図面の見方・かき方』 1999

2

3

4

5



全く調査できていなかった
。

533－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
現代におけるデザインには様々な分野があり、複雑多岐に渡る。本講義ではこれら全てのデザイン分野をまんべんなく表層的に俯瞰しようとするのではなく、
それぞれのデザイン分野に共通する横軸としての概念や事象、多くのデザイン分野の根幹となる上位概念などについてテーマを取り上げる。
また、社会的事象、環境的事象などについても、デザイン的観点からのテーマを取り上げる。
それらのデザインにおける専門用語や理論について調べ、考え、議論し、認識を深めていくことで、デザインの素養を身に付けることを目的とする。

授業の位置づけ
デザイン学科のDP (1) (2) (5)　に対応する。

到達目標
分からないことについて調べることができる。
調べたこと、見聞したことに対し、自分の意見を表現し、深めることができる。
自分の意見を他者と共有し、議論することができる。

授業全体の内容と概要
デザインに関わる著名なテクスト、専門用語、キーワードなどをテーマとして取り上げ、
それに関して知るだけではなく、自分の意見を表現することで深めていく。
また、グループでの議論を通して、他者とのコミュニケーションを図りながら、
全体としてのまとめを行なって、さらに知見を深めていく。
基本的には、近代以降のデザイン、モダニズム、現代デザインのあり方などの理解を促すために、
様々なテーマを取り挙げる。

授業の方法
本講義では基本的に反転授業の形式を取る。
デザインに関する著名なテクストやテーマ、キーワード、問題提起など、提示された課題について、事前に知識の取得（調査学修）、考察を行う。
講義では、質疑応答を含めた講義を適宜行い、
事前学修をもとに、グループで議論する。
議論では、正しい解答を探すのではなく、様々な意見を深めていく。
最後にグループでの意見をまとめ、全体に共有する。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

○ 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
各自ノート・筆記具を持参すること。

資格指定科目
教職課程科目(高・美術、工芸)の必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

分からないことについて調
べることができる。

調べたこと、見聞したこと
に対し、自分の意見を表現
し、深めることができる。

自分の意見を他者と共有し
、議論することができる。

十分に調査ができていた。 概ね調査ができていた。 不十分ではあるが調査でき
ていた。

最低限の調査しかできてい
なかった。

十分に深め、意見を表現で
きていた。

概ね深め、意見を表現でき
ていた。

不十分ではあるが、意見を
表現できていた。

最低限の意見を表現できて
いた。

全く意見を表現できていな
かった。

十分な議論を行い、知見を
深めていた。

概ね議論を行い、知見を深
めていた。

不十分ではあるが、議論を
行なっていた。

最低限の議論にとどまって
いた。

全く議論できていなかった
。

科目名称 ﾃﾞｻﾞｲﾝ概論Ⅰ（D）

専門科目科目分類区分

赤木　良子　（デザイン学科・非常勤講
師）

授業担当者（所
属・職名）

DES211014（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）赤木　良子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

建築意匠設計経験。インテリアデザイン経験。一級建築士。実務経験と学術的な両方の観点
から、テーマを取り扱う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
１０回以上の出席と事前学修を含む全部の課題（主にレポート）提出を必須とする。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ８０％ ０％ ０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

534－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバス及び授業改善アンケート結果反映の説明
テーマ１「デザインの現状1」　
講義・テーマ理解・課題・グループ議論

シラバスを読んでおくこと（９０分）

2 テーマ2「デザインの現状2」　
講義・テーマ理解・課題・グループ議論 課題レポート（９０分） 課題レポート（９０分）

課題レポート（９０分）3 テーマ3「デザインの現状3」　
講義・テーマ理解・課題・グループ議論 課題レポート（９０分）

課題レポート（９０分）課題レポート（９０分）テーマ4「デザインの現状4」　
講義・テーマ理解・課題・グループ議論4

課題レポート（９０分）課題レポート（９０分）テーマ5「デザインの現状5」　
講義・テーマ理解・課題・グループ議論5

課題レポート（９０分）課題レポート（９０分）テーマ6「歴史におけるデザインの展開1」　
講義・テーマ理解・課題・グループ議論6

課題レポート（９０分）課題レポート（９０分）テーマ7「歴史におけるデザインの展開2」　
講義・テーマ理解・課題・グループ議論7

課題レポート（９０分）課題レポート（９０分）テーマ8「歴史におけるデザインの展開3」　
講義・テーマ理解・課題・グループ議論8

課題レポート（９０分）課題レポート（９０分）テーマ9「歴史におけるデザインの展開4」　
講義・テーマ理解・課題・グループ議論9

10 テーマ10「歴史におけるデザインの展開5」　
講義・テーマ理解・課題・グループ議論 課題レポート（９０分） 課題レポート（９０分）

課題レポート（９０分）課題レポート（９０分）テーマ11「デザインの可能性1」　
講義・テーマ理解・課題・グループ議論11

課題レポート（９０分）課題レポート（９０分）テーマ12「デザインの可能性2」　
講義・テーマ理解・課題・グループ議論12

課題レポート（９０分）課題レポート（９０分）テーマ13「デザインの可能性3」　
講義・テーマ理解・課題・グループ議論13

課題レポート（９０分）課題レポート（９０分）テーマ14「デザインの可能性4」　
講義・テーマ理解・課題・グループ議論14

課題レポート（９０分）課題レポート（９０分）テーマ15「デザインの可能性5」　
講義・テーマ理解・課題・グループ議論15

振り返り（９０分）課題レポート（９０分）まとめ　講義・グループ議論・全体共有
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

課題レポート（９０分）

科目名称 ﾃﾞｻﾞｲﾝ概論Ⅰ（D）

専門科目科目分類区分

赤木　良子　（デザイン学科・非常勤講
師）

授業担当者（所
属・職名）

DES211014（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）赤木　良子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

建築意匠設計経験。インテリアデザイン経験。一級建築士。実務経験と学術的な両方の観点
から、テーマを取り扱う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 ヴィクター・パパネック 晶文社

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『生きのびるためのデザイン』 1974

2

3

4

5



明快で美しいプレゼンテー
ションと説明により、計画
内容を相手に的確に伝える
ことができなかった。

535－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
４年間をとおして建築表現に必要不可欠なデジタルデバイスによる表現方法を修得する。

授業の位置づけ
建築学科のDP（１）、（２）に対応する。

到達目標
基本的なデジタルプレゼンテーションツールを自在に操れることができる。

授業全体の内容と概要
コンピュータ操作の初歩として，コンピュータOSやその周辺の知識修得とデジカメやスキャナを使用したプレゼンテーションを行う。
「SDG11．住み続けられるまちづくりを」の関連授業

授業の方法
毎回テキストに沿いながら、担当者のサイトを参照し、そこからデータをダウンロードして課題制作を行う。発表会形式での講評会を実施し、課題提出先は担当者
の指定フォルダにアップロードすることにより完結する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
教科書はもちろん，各自ＵＳＢメモリを携行のこと。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

明確なプレゼンテーション
と説明によって自身の計画
内容を他者に伝えることが
できるか。

デジタルツールによって自
身の計画内容を他者に伝え
ることができるか。

課題の意図を理解して的確
に企画を立案できるか。

明快で美しいプレゼンテー
ションと説明により、計画
内容を相手に的確に伝える
ことができた。

明快で美しいプレゼンテー
ションと説明により、計画
内容を相手に的確に伝える
ことがほぼできた。

明快で美しいプレゼンテー
ションと説明により、計画
内容を相手に的確に伝える
ことがある程度以上できた
。

明快で美しいプレゼンテー
ションと説明により、計画
内容を相手に的確に伝える
ことがある程度できた。

デジタルツールによって、
計画内容を相手に的確に伝
えることができた。

デジタルツールによって、
計画内容を相手に的確に伝
えることがほぼできた。

デジタルツールによって、
計画内容を相手に的確に伝
えることがある程度以上で
きた。

デジタルツールによって、
計画内容を相手に的確に伝
えることがある程度できた
。

デジタルツールによって、
計画内容を相手に的確に伝
えることができなかった。

課題の意図を理解して的確
に企画を立案することがで
きた。

課題の意図を理解して的確
に企画を立案することがほ
ぼできた。

課題の意図を理解して的確
に企画を立案することがあ
る程度以上できた。

課題の意図を理解して的確
に企画を立案することがあ
る程度できた。

課題の意図を理解して的確
に企画を立案することがで
きなかった。

科目名称 ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾂｰﾙⅠ

専門科目科目分類区分

佐藤　善太郎（建築学科・教授）・伊藤
　裕康（建築学科・教授）

授業担当者（所
属・職名）

SOF321045（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館６階

単位数 1 (単位認定責任者： ）佐藤　善太郎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
原則毎回出席すること(単位認定に必要となる最低出席回数１０回以上)

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ８０％ ０％ ０％ ２０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

536－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
コンピュータOS，コンピュータデバイス，コンピュ
ータメディア

オリエンテーション時に指示の資料を熟読 (45分)

2 WORDによるプレゼンテーション／２Ｄ案内図 配布資料・テキスト熟読
(45分)

当日制作課題のデータ整理
(45分)

配布資料・テキスト熟読
(45分)3 WORDによるプレゼンテーション／３Ｄ案内図 当日制作課題のデータ整理

(45分)

当日制作課題のデータ整理
(45分)

配布資料・テキスト熟読
(45分)Photoshopの原理4

当日制作課題のデータ整理
(45分)

配布資料・テキスト熟読
(45分)扱う画像の種類と用途5

当日制作課題のデータ整理
(45分)

配布資料・テキスト熟読
(45分)レイヤの概念6

当日制作課題のデータ整理
(45分)

配布資料・テキスト熟読
(45分)画像編集の基礎7

当日制作課題のデータ整理
(45分)

配布資料・テキスト熟読
(45分)画像編集の応用8

当日制作課題のデータ整理
(45分)

配布資料・テキスト熟読
(45分)文字の入力編集9

10 スキャナによる画像取込 配布資料・テキスト熟読
(45分)

当日制作課題のデータ整理
(45分)

当日制作課題のデータ整理
(45分)

配布資料・テキスト熟読
(45分)パノラマの作成11

当日制作課題のデータ整理
(45分)

配布資料・テキスト熟読
(45分)ストリートビューの作成12

当日制作課題のデータ整理
(45分)

配布資料・テキスト熟読
(45分)クリスマスカードの製作13

当日制作課題のデータ整理
(45分)

配布資料・テキスト熟読
(45分)年賀状の製作14

当日制作課題のデータ整理
(45分)

配布資料・テキスト熟読
(45分)

他のソフトとPhotoshopとの連携
授業改善アンケートの実施15

振返りレポート作成（45分）講評会準備（45分）講評会16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業終了時に提示の課題を処理する(45分)

科目名称 ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾂｰﾙⅠ

専門科目科目分類区分

佐藤　善太郎（建築学科・教授）・伊藤
　裕康（建築学科・教授）

授業担当者（所
属・職名）

SOF321045（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館６階

単位数 1 (単位認定責任者： ）佐藤　善太郎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 技術評論社編集部 技術評論社 9784774185392

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『今すぐ使えるかんたんPhotoshop Elements 15
』

2016

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



直接費と間接費を算定でき
なかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
製造業を対象として発展した原価計算は、現在サービス業も含めすべての企業を対象としている。伝統的な原価計算を学んだうえで、最新の原価計算の展開を学び
、経営の意思決定力を養う。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）、（３）に対応する。

到達目標
企業経営における適正なコスト把握を行う能力を有する。短期的な経営の意思決定能力を有する。

授業全体の内容と概要
テーマの説明を行い、練習問題を解きながら講義を進めていく。また時事問題についても解説を行い、学生から意見を発言してもらう。

授業の方法
毎回プリントを配布し、講義内容の原価計算における位置づけを説明し、本題に入る。毎回の課題について、学生によるプレゼンテーションを実施する。講義の最
後にミニテストを毎回実施する。ミニテス、試験などの解説のフィードバックを実施する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
正当な理由のない遅刻・途中退席は認めない。電卓を持参すること。ノートをしっかり取ること。
毎回講義の最後に小テスト（２点満点×１５回＝３０点）を行う。

資格指定科目
教職課程（商業）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

伝統的な原価計算を理解し
活用できる

新しい原価計算を理解し活
用できる

原価計算を用いた短期的な
経営意思決定能力を有する

伝統的な原価計算とABC（
活動基準原価計算）との相
違を指摘できた。

個別原価計算と総合原価計
算が適正に行えた。

間接費の配賦を理解し、正
しい費用を算出できた。

直接費と間接費、そして原
材料費、労務費、経費を正
しく計算できた。

ABC（活動基準原価計算）
を用いて事業変革を提案で
きた。

ABCを用いて業務改善提案
ができた。

ABCを用いて無駄なコスト
を発見することができた。

ABCを用いたコスト計算が
できた。

ABCを用いたコスト計算が
できなかった。

埋没原価、ライフサイクル
コストおよび失敗原価の概
念を駆使して、短期的な経
営の意思決定力を有してい
た。

CVP分析を用いて経営戦略
を策定できた。

CVP分析を用いた損益分岐
点、利益目標を算出できた
。

原価計算を用いた短期的な
経営の意思決定のための計
算ができた。

原価計算を用いた短期的な
経営の意思決定のための計
算ができなかった。

科目名称 原価計算論

専門科目科目分類区分

鈴木　重政（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

ACC422023，ACC522025（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）鈴木　重政 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、 １１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー ①研究室前の掲示ボード等を参照　②Teamsによるチャットは平日午前９時から午後５時まで対応

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション（シラバスの説明など）、　企
業経営と原価計算の目的
授業改善アンケート結果反映の説明

シラバスを読んでおくこと（９０分）

2 材料費（先入先出法・移動平均法）・労務費・経費
の計算 ケースの該当箇所を読んでおく（９０分） ミニテストが満点になるまで解く（９０分）

ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）3 個別原価計算 ミニテストが満点になるまで解く（９０分）

ミニテストが満点になるまで解く（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）総合原価計算（平均法）4

ミニテストが満点になるまで解く（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）総合原価計算（先入先出法）5

ミニテストが満点になるまで解く（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）標準原価計算と原価差異6

ミニテストが満点になるまで解く（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）伝統的な原価計算とＡＢＣ（活動基準原価計算）7

ミニテストが満点になるまで解く（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）ＡＢＣの適用事例8

ミニテストが満点になるまで解く（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）ＣＶＰ分析の基本（固定費と変動費、損益分岐点）9

10 ＣＶＰ分析と利益計画 ケースの該当箇所を読んでおく（９０分） ミニテストが満点になるまで解く（９０分）

ミニテストが満点になるまで解く（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）意思決定のための原価計算①　機会原価の概念、販
売先の選別11

ミニテストが満点になるまで解く（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）意思決定のための原価計算②　特別注文受諾の可否
、資産売却12

ミニテストが満点になるまで解く（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）投資の意思決定①　キャッシュフロー13

ミニテストが満点になるまで解く（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）投資の意思決定②　資本コスト14

ミニテストが満点になるまで解く（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）ライフサイクルコスト、バリューチェーン（予防原
価失敗原価）、試験の説明15

管理会計への取り組み（９０分）総復習（９０分）
定期試験および解説（６０分の試験終了後、残りの
３０分で解説）
授業改善アンケートの実施

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ミニテストが満点になるまで解く（９０分）

科目名称 原価計算論

専門科目科目分類区分

鈴木　重政（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

ACC422023，ACC522025（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）鈴木　重政 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



スポーツを文化ととらえる
考えが見られない。

539－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
オリンピック・パラリンピックなどを通して、スポーツの文化性・価値・未来への展望などへの関心を高め、スポーツを多面的な視点で捉える力を養うことにより
、人間・スポーツ・社会の関連を理解し、スポーツ指導者として社会に貢献できる資質を身に付ける。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（1）、（4）に対応する。

到達目標
スポーツを文化性・価値・未来への展望などの多面的な視点で理解することができる。

授業全体の内容と概要
毎回、直近のスポーツ文化関連ニュースの背景を探ることからはじめ、シラバスに基づいたテーマを学ぶ。
「SDG　5.　ジェンダー平等を実現しよう」の関連科目。
「SDG　17.　パートナーシップで目標を達成しよう」の関連科目。

授業の方法
基本は「スポーツは文化である」という認識で各テーマを解説する。
毎回、テーマに対応したプリントを配布し、板書など参考データを活用しながら講義形式で行う。
なお、資料にて説明したことをもとに、プレゼンテーションやディスカッション、調査学習を用いた講義を展開する。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
教室では他人の迷惑になる行為（私語など）をしない、携帯・スマホの使用も厳禁。

資格指定科目
スポーツ指導者（スポーツリーダー）資格課程、スポーツソーシャルワーカー資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

スポーツの文化性

パラリンピックと障害者へ
の視点

東京オリンピックの光と影

スポーツが芸術や遺跡など
に劣らない文化性を持つ真
の意味を充分に理解できた
。

スポーツが芸術や遺跡など
に劣らない文化性を持つ真
の意味を概ね理解できた。

スポーツはなぜ文化といえ
るのかを一定程度理解し、
資料収集もしていた。

スポーツの文化性をわずか
に理解できた。

単にスポーツの世界だけで
なく、ハンディを克服して
いく人々の勇気と行動力ま
で充分に理解できた。

スポーツの世界において、
ハンディを克服していく人
々の勇気と行動力を概ね理
解できた。

スポーツの世界において、
ハンディを克服していく人
々の勇気と行動力を一定程
度理解できた。

スポーツの世界において、
ハンディを克服していく人
々の勇気と行動力に共感し
ていた。

スポーツ競技に参加する障
害者に関心が見られない。

経済効果や遺産の陰にある
さまざまな課題まで総合的
に理解できた。

経済効果や遺産の陰にさま
ざまな課題があることを概
ね理解できた。

経済効果や遺産の陰にさま
ざまな課題があることを一
定程度理解できた。

経済効果や遺産の陰にさま
ざまな課題があることをわ
ずかに理解できた。

五輪の光と影について全く
興味がない。

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂ文化論

専門科目科目分類区分

細川　光法（経営学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

SPS422068，SPS512012（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）細川　光法 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要な出席回数は１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ２０％ ０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

540－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
この授業全体のガイダンス
授業改善アンケート結果反映の説明

スポーツ関連ニュースを意識（９０分）

2 スポーツ文化のとらえ方 テレビ・スマホなどで最新のスポーツニュースを知
る（９０分） 授業中に学んだことを復習（90分）

テレビ・スマホなどで最新のスポーツニュースを知
る（９０分）3 メディア化するスポーツ 授業中に学んだことを復習（90分）

授業中に学んだことを復習（90分）テレビ・スマホなどで最新のスポーツニュースを知
る（９０分）

東京オリンピック、誘致成功からの準備はどう進ん
だか4

授業中に学んだことを復習（90分）テレビ・スマホなどで最新のスポーツニュースを知
る（９０分）東京オリンピックの光と影5

授業中に学んだことを復習（90分）テレビ・スマホなどで最新のスポーツニュースを知
る（９０分）パラリンピックの歴史と意義6

授業中に学んだことを復習（90分）テレビ・スマホなどで最新のスポーツニュースを知
る（９０分）スポーツとジェンダー7

授業中に学んだことを復習（90分）テレビ・スマホなどで最新のスポーツニュースを知
る（９０分）スポーツと地域社会8

授業中に学んだことを復習（90分）テレビ・スマホなどで最新のスポーツニュースを知
る（９０分）スポーツと教育9

10 スポーツと政治・権力 テレビ・スマホなどで最新のスポーツニュースを知
る（９０分） 授業中に学んだことを復習（90分）

授業中に学んだことを復習（90分）テレビ・スマホなどで最新のスポーツニュースを知
る（９０分）職業としてのスポーツ11

授業中に学んだことを復習（90分）テレビ・スマホなどで最新のスポーツニュースを知
る（９０分）スポーツ・ファンの文化12

授業中に学んだことを復習（90分）テレビ・スマホなどで最新のスポーツニュースを知
る（９０分）スポーツ指導者としての在り方13

授業中に学んだことを復習（90分）テレビ・スマホなどで最新のスポーツニュースを知
る（９０分）スポーツとジャーナリズム14

授業中に学んだことを復習（90分）テレビ・スマホなどで最新のスポーツニュースを知
る（９０分）スポーツ文化研究の視点と方法15

解説を受けて試験のふりかえりを行うこと（９０分
）これまで学んだことを確認（９０分）定期試験（６０分）と解説（３０分）

授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ガイダンスの復習（９０分）

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂ文化論

専門科目科目分類区分

細川　光法（経営学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

SPS422068，SPS512012（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）細川　光法 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 井上俊・亀山佳明（編） 世界思想社 4-7907-0771-7

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『スポーツ文化を学ぶ人のために』 １９９９

2 井上俊・菊幸一編著 ミネルヴァ書房 978-4-623-06118-1『よくわかるスポーツ文化論（やわらかアカデミ
ズム・<わかる>シリーズ』

２０１２

3

4

5



スポーツを文化ととらえる
考えが見られない。

541－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
東京オリンピック・パラリンピックなどを通して、スポーツの文化性・価値・未来への展望などへの関心を高め、スポーツを多面的な視点で捉える力を養うことに
より、人間・スポーツ・社会の関連を理解し、スポーツ指導者として社会に貢献できる資質を身に付ける。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（1）、（4）に対応する。

到達目標
スポーツを文化性・価値・未来への展望などの多面的な視点で理解することができる。

授業全体の内容と概要
毎回、直近のスポーツ文化関連ニュースの背景を探ることからはじめ、シラバスに基づいたテーマを学ぶ。
「SDG　5.　ジェンダー平等を実現しよう」の関連科目。
「SDG　17.　パートナーシップで目標を達成しよう」の関連科目。

授業の方法
基本は「スポーツは文化である」という認識で各テーマを解説する。
毎回、テーマに対応したプリントを配布し、板書など参考データを活用しながら講義形式で行う。
なお、資料にて説明したことをもとに、プレゼンテーションやディスカッション、調査学習を用いた講義を展開する。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
教室では他人の迷惑になる行為（私語など）をしない、携帯・スマホの使用も厳禁。

資格指定科目
スポーツ指導者（スポーツリーダー）資格課程、スポーツソーシャルワーカー資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

スポーツの文化性

パラリンピックと障害者へ
の視点

東京オリンピックの光と影

スポーツが芸術や遺跡など
に劣らない文化性を持つ真
の意味を充分に理解できた
。

スポーツが芸術や遺跡など
に劣らない文化性を持つ真
の意味を概ね理解できた。

スポーツはなぜ文化といえ
るのかを一定程度理解し、
資料収集もしていた。

スポーツの文化性をわずか
に理解できた。

単にスポーツの世界だけで
なく、ハンディを克服して
いく人々の勇気と行動力ま
で充分に理解できた。

スポーツの世界において、
ハンディを克服していく人
々の勇気と行動力を概ね理
解できた。

スポーツの世界において、
ハンディを克服していく人
々の勇気と行動力を一定程
度理解できた。

スポーツの世界において、
ハンディを克服していく人
々の勇気と行動力に共感し
ていた。

スポーツ競技に参加する障
害者に関心が見られない。

経済効果や遺産の陰にある
さまざまな課題まで総合的
に理解できた。

経済効果や遺産の陰にさま
ざまな課題があることを概
ね理解できた。

経済効果や遺産の陰にさま
ざまな課題があることを一
定程度理解できた。

経済効果や遺産の陰にさま
ざまな課題があることをわ
ずかに理解できた。

五輪の光と影について全く
興味がない。

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂ文化論（SP)

専門科目科目分類区分

細川　光法（経営学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

SPS422068，SPS512012（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）細川　光法 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要な出席回数は１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ２０％ ０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

542－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
この授業全体のガイダンス
授業改善アンケート結果反映の説明

スポーツ関連ニュースを意識（９０分）

2 スポーツ文化のとらえ方 テレビ・スマホなどで最新のスポーツニュースを知
る（９０分） 授業中に学んだことを復習（90分）

テレビ・スマホなどで最新のスポーツニュースを知
る（９０分）3 メディア化するスポーツ 授業中に学んだことを復習（90分）

授業中に学んだことを復習（90分）テレビ・スマホなどで最新のスポーツニュースを知
る（９０分）

東京オリンピック、誘致成功からの準備はどう進ん
だか4

授業中に学んだことを復習（90分）テレビ・スマホなどで最新のスポーツニュースを知
る（９０分）東京オリンピックの光と影5

授業中に学んだことを復習（90分）テレビ・スマホなどで最新のスポーツニュースを知
る（９０分）パラリンピックの歴史と意義6

授業中に学んだことを復習（90分）テレビ・スマホなどで最新のスポーツニュースを知
る（９０分）スポーツとジェンダー7

授業中に学んだことを復習（90分）テレビ・スマホなどで最新のスポーツニュースを知
る（９０分）スポーツと地域社会8

授業中に学んだことを復習（90分）テレビ・スマホなどで最新のスポーツニュースを知
る（９０分）スポーツと教育9

10 スポーツと政治・権力 テレビ・スマホなどで最新のスポーツニュースを知
る（９０分） 授業中に学んだことを復習（90分）

授業中に学んだことを復習（90分）テレビ・スマホなどで最新のスポーツニュースを知
る（９０分）職業としてのスポーツ11

授業中に学んだことを復習（90分）テレビ・スマホなどで最新のスポーツニュースを知
る（９０分）スポーツ・ファンの文化12

授業中に学んだことを復習（90分）テレビ・スマホなどで最新のスポーツニュースを知
る（９０分）スポーツ指導者としての在り方13

授業中に学んだことを復習（90分）テレビ・スマホなどで最新のスポーツニュースを知
る（９０分）スポーツとジャーナリズム14

授業中に学んだことを復習（90分）テレビ・スマホなどで最新のスポーツニュースを知
る（９０分）スポーツ文化研究の視点と方法15

解説を受けて試験のふりかえりを行うこと（９０分
）これまで学んだことを確認（９０分）定期試験（６０分）と解説（３０分）

授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ガイダンスの復習（９０分）

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂ文化論（SP)

専門科目科目分類区分

細川　光法（経営学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

SPS422068，SPS512012（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）細川　光法 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 井上俊・亀山佳明（編） 世界思想社 4-7907-0771-7

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『スポーツ文化を学ぶ人のために』 １９９９

2 井上俊・菊幸一編著 ミネルヴァ書房 978-4-623-06118-1『よくわかるスポーツ文化論（やわらかアカデミ
ズム・<わかる>シリーズ』

２０１２

3

4

5



授業で配布された資料を整
理できていなかった。

543－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
人文学的教養の一環として、歴史学について学び、文献を批判的に考察し、表現する能力を培う。

授業の位置づけ
経営学科のDP（２）に対応する。
社会福祉学科のDP（２）に対応する。
デザイン学科のDP（２）に対応する。
建築学科のDP（２）に対応する。

到達目標
１．テーマに沿った文献や資料を提示することができる。
２．文献を批判的に考察することができる。
３．考察した内容を適切に表現できる。

授業全体の内容と概要
１．「植民地」「戦争と国民」「平和思想」という３つの観点から日本近現代史を概観する。
２．日本近現代史研究で蓄積されてきた研究成果について理解する。
３．日本近現代史に関する史料や文献を読んで考察する。

授業の方法
毎回資料を配布し、講義形式で行う。受講者には小課題、毎回講義に対する意見、質問などリアクションペーパーを書いて提出してもらい、次回にそれに対するコ
メントを行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
毎回配布する資料をしっかりと読み、読み切れなかった箇所に目を通して、次回の授業に臨むこと。毎回のリアクションペーパー提出を持って出席に代える。私語
厳禁。

資格指定科目
教職課程（社会・地理歴史）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

文献・資料の取り扱い

文献の批判的考察

考察内容の表現

授業で配布された資料を整
理し、 自分で文献や資料
を広く入手するとともに、
テーマに沿って適切に提示
できていた。

授業で配布された資料を整
理し、自分で文献や資料を
図書館のみならず、広く入
手して提示できていた。

授業で配布された資料を整
理
し、自分で文献や資料を図
書
館などで入手して提示でき
て
いた。

授業で配布された資料を整
理できていた。

テーマに沿って、資料を取
捨選択して提示し、複数の
観点から分析を行ったうえ
で、考察がなされてい
た。

テーマに沿って、資料を取
捨選択して提示し、批判的
な分析を行ったうえで、考
察がなされていた。

テーマに沿って、資料を取
捨選択して、適切な考察が
なされていた。

テーマに沿って、資料を提
示し、考察がなされていた
。

テーマに沿った資料を提示
しての考察がなされていな
かった。

指示された枠組みに基づい
て記述がなされ、資料の提
示、記述を工夫するととも
に、さらなる課題なども提
示できていた。

指示された枠組みに基づい
て記述がなされ、資料の提
示、記述も工夫され、説得
力があった。

指示された枠組みに基づい
て記述がなされ、資料の提
示も適切になされていた。

指示された枠組みに基づい
て記述されていた。

指示された枠組みに基づい
て記述されていなかった。

科目名称 日本の歴史

共通教育科目科目分類区分

及川　琢英（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

HIS021024（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）及川　琢英 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ７０％ ０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

544－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明、歴史学・植民地とは何か シラバスを読んでおく（９０分）

2 幕末・明治期の平和論 学習内容につ
いて調べる（９０分） 資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）

学習内容につ
いて調べる（９０分）3 内国植民地―北海道・沖縄 資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）日清戦争と台湾4

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）日露戦争と朝鮮5

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）関東州・満鉄附属地と樺太6

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）第一次大戦と南洋群島7

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）国際連盟8

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）第一次大戦後の非戦思想と不戦条約9

10 満洲事変 学習内容につ
いて調べる（９０分） 資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）関東軍11

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）「満洲国」12

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）日中戦争13

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）アジア・太平洋戦争14

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）「大日本帝国」の崩壊、授業改善アンケートの実施15

講義内容を見直す（９０分）資料などで講義内容を整理する（９０分）日本国憲法、フィードバック16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

基礎的事項の復習（９０
分）

科目名称 日本の歴史

共通教育科目科目分類区分

及川　琢英（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

HIS021024（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）及川　琢英 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



ある点の作用するベクトル
表示ができなかった。

545－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
建築技術者に必要な建築構造力学のうち，力と構造物の関係・力の釣り合い・静定構造物の特徴や解法を学習する．
物理学や数学をベースとして，構造計算の基礎知識を修得し，それらを応用する能力を身につける．

授業の位置づけ
建築学科のＤＰ（１）、（２）に対応する。

到達目標
建築構造物に起きている力学的諸現象がイメージし、把握できる。力の釣り合いを理解し、静定ばり・静定ラーメンなどの支点反力・応力を計算して断面力図を描
くことができる。建築施工管理技士・建築士の構造力学分野の問題を解くことができる。

授業全体の内容と概要
取扱う内容は静力学の基礎知識・初等弾性力学及び静定構造物の応力と変形等である。
力の表示･合成･分解･釣り合い等から構造物の荷重･反力，応力などの事項を講義する。

授業の方法
教科書の例題に沿って解説しながら板書にて講義する。積み重ねが重要な科目であるので出席を特に重視し，授業毎に簡単な演習を出題する。参考資料無しで演習
が自力で解けるように講義する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

○ その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
教科書の例題と配布資料を中心に講義を進めるので，休まず出席して知識を集積することが重要。
講義を理解し演習を行うには十分な予習が必要であり，知識の定着には復習（反復練習）が必要である。

資格指定科目
教職課程（工業）必修科目，建築士試験受験資格課程必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

力に関する基礎知識

静定構造物に生じる力学的
諸現象

建築士・建築施工管理技士
の試験問題対応力

複数の力のベクトル表示か
ら力の合成・分解ができ、
他の人に説明できた。

複数の力のベクトル表示か
ら力の合成・分解ができた
。

複数の力のベクトル表示が
できた。

ある点の作用するベクトル
表示ができた。

様々な構造形式の支点反力
を求め、断面力図を描くこ
とができ、他の人に説明で
きた。

様々な構造形式の支点反力
を求め、断面力図を描くこ
とができた。

基本的な構造形式の支点反
力を求め、断面力図を描く
ことができ、説明できた。

基本的な構造形式の支点反
力を求め、断面力図を描く
ことができた。

基本的な構造形式の支点反
力を求め、断面力図を描く
ことができなかった。

２級建築士問題（構造部門
）を解答でき、他の人に説
明できた。

２級建築士問題（構造部門
）を解答できた。

施工管理技士試験問題（構
造部門）を解答でき、他人
に説明できた。

施工管理技士試験問題（構
造部門）を解答できた。

施工管理技士試験問題（構
造部門）を解答できなかっ
た。

科目名称 建築構造力学Ⅰ

専門科目科目分類区分

長森　正（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

BSM312012（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 アトリエ棟１階

単位数 2 (単位認定責任者： ）長森　正 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

１級土木施工管理技士・測量士・コンクリート技士として建設会社に勤務。
実務経験をもとに講義する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ３０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

546－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
授業改善アンケート結果反映の説明
シラバスの説明
構造力学に必要な算術計算

シラバス資料を確認して，授業内容を予習する（90
分）

2 力に関する基礎知識
（１）力・力のモーメント 次回授業範囲の資料を予習する（90分） 演習問題を理解し復習する（90分）

次回授業範囲の資料を予習する（90分）3 力に関する基礎知識
（２）合力・分布荷重 演習問題を理解し復習する（90分）

演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）力の釣り合い4

演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）構造物（荷重）5

演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）構造物（反力）6

演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）部材の生じる力
（１）（基礎）7

演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）部材の生じる力
（２）（単純梁）8

演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）部材の生じる力
（３）（片持梁）9

10 部材の生じる力
（４）（せん断力図・曲げモーメント図） 次回授業範囲の資料を予習する（90分） 演習問題を理解し復習する（90分）

演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）荷重の重ね合わせ11

演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）静定ラーメン（１）12

演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）静定ラーメン（２）13

演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）静定ラーメン（３）14

演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）まとめ15

授業内容全体について資料を整理する。（90分）授業内容全体について資料を整理して，定期試験に
備える（90分）

授業改善アンケートの実施
定期試験
６０分の試験終了後，残りの３０分で解説する。

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業内容を整理して，演習問題を復習する（90分）

科目名称 建築構造力学Ⅰ

専門科目科目分類区分

長森　正（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

BSM312012（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 アトリエ棟１階

単位数 2 (単位認定責任者： ）長森　正 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

１級土木施工管理技士・測量士・コンクリート技士として建設会社に勤務。
実務経験をもとに講義する。

基本情報

開講時期

1 浅野　清昭 学芸出版社

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『図説建築構造力学』

2

3

4

5

1 建築のテキスト編集委員会編 学芸出版社

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『初めての建築構造力学』

2

3

4

5



建築用語の定義及び確認申
請業務に関する事項を理解
できなかった。

547－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
建築関係法令は建築基準法をはじめとして関連する法律が非常に多く，生活環境・社会構造の変化と共に，より複雑化してきている。ここでは建築関係法令のうち
基幹である建築基準法・建築基準法施行令をメインとして，建築に関する法律の仕組みと体系について学習し，建築法規を手がかりに建築への理解を実務的視点か
ら深める。

授業の位置づけ
建築学科のDP（１）、（３）に対応する。

到達目標
建築関係法令の全体像を把握して，建築基準法の概要及び使用される重要な用語の意義・定義を理解できる。基準法の中でも，人々の生活に密接な係わりを持つ・
敷地・構造・建築設備・建築環境に関する条文を理解できる。

授業全体の内容と概要
建築基準法を理解する上で重要な条文について，図解を交えてわかりやすく解説する。更に主要な制度規定について，条文の成立から実例まで併せて解説すると共
に，条文の理解を深めるための演習を行う。
　
「SDG11．住み続けられるまちづくりを」の関連授業

授業の方法
授業は条文の重要項目のチェックと線引きをおこない、板書と配布資料により進めていく。随所に出現する法令独特の語彙の解釈や考え方にも触れて，きめ細やか
に進めていく。また，理解度を測るため，単元ごとに課題提示・小テストを行い，必ず答え合わせ・質疑応答の時間を設ける。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
法令集と赤ペン・青ペンを必ず持参のこと。また，本講義にあたっては電卓や携帯電話，スマートフォンなどの計算機能を使った計算を禁止する。必ず筆算のこと
。

資格指定科目
「建築士試験受験資格課程」必修科目，教職課程（工業）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

建築基準法の位置づけ、建
築用語の定義及び確認申請
業務の理解

建築物の敷地に関連する規
定（道路、用途地域、建蔽
率、容積率、高さ等）の理
解

その他の建築関連法規の理
解

建築用語の定義及び確認申
請業務に関する事項の法体
系での位置づけをすべて理
解できた。

建築用語の定義及び確認申
請業務に関する事項の法体
系での位置づけを8割方理
解できた。

建築用語の定義及び確認申
請業務に関する事項の法体
系での位置づけを6割方理
解できた。

建築用語の定義及び確認申
請業務に関する事項を理解
できた。

建築基準法における建築物
の敷地に関連する規定を正
確に理解できた。

建築基準法における建築物
の敷地に関連する規定を８
割方正確に理解できた。

建築基準法における建築物
の敷地に関連する規定を６
割方正確に理解できた。

建築基準法における建築物
の敷地に関連する規定を理
解できた。

建築基準法における建築物
の敷地に関連する規定を理
解できなかった。

その他の建築関連法規に関
する規定を正確に理解でき
た。

その他の建築関連法規に関
する規定を８割方正確に理
解できた。

その他の建築関連法規に関
する規定を６割方正確に理
解できた。

その他の建築関連法規に関
する規定を理解できた。

その他の建築関連法規に関
する規定を理解できなかっ
た。

科目名称 建築法規Ⅰ

専門科目科目分類区分

佐藤　善太郎（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

APT312018（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館６階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐藤　善太郎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
原則毎回出席すること(最低出席回数１０回以上)

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

８０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ２０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

548－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明。建築関係法令とその背景（歴史的
経緯と位置づけ・施行令・規則・人間・居住・都市
・環境）

オリエンテーション時に配布された資料の熟読(90
分)

2 建築基準法の概要（法令構成・文脈・総則） 事前提示の条文熟読(90分) 授業中に提示の課題処理
(90分)

事前提示の条文熟読(90分)3 建築基準法各論－１　実例から読み取る身近な建築
基準法

授業中に提示の課題処理
(90分)

授業中に提示の課題処理
(90分)事前提示の条文熟読(90分)建築基準法各論－２　敷地・居室・主要構造部・構

造体力上主要な部分4

授業中に提示の課題処理
(90分)事前提示の条文熟読(90分)建築基準法各論－３　工作物，特殊建築物，建築行

為5

授業中に提示の課題処理
(90分)事前提示の条文熟読(90分)建築基準法各論－４　面積および階数の算定・建物

の高さの算定6

授業中に提示の課題処理
(90分)事前提示の条文熟読(90分)建築基準法各論－５　許可申請等の手続規定7

授業中に提示の課題処理
(90分)事前提示の条文熟読(90分)建築基準法各論－６　耐火・準耐火・防火構造8

授業中に提示の課題処理
(90分)事前提示の条文熟読(90分)建築基準法各論－７　特殊建築物の役割とその定義

・別表第１9

10 建築基準法各論－８　防火関係条文の構造とその理
解 事前提示の条文熟読(90分) 授業中に提示の課題処理

(90分)

授業中に提示の課題処理
(90分)事前提示の条文熟読(90分)建築基準法各論－９　居室の採光と生活空間11

授業中に提示の課題処理
(90分)事前提示の条文熟読(90分)建築基準法各論－10　床高・軒高・天井高12

授業中に提示の課題処理
(90分)事前提示の条文熟読(90分)建築基準法各論－11　階段13

授業中に提示の課題処理
(90分)事前提示の条文熟読(90分)建築基準法各論－12　居住環境と換気14

本授業の振返り(90分)事前提示の条文熟読(90分)建築基準法各論－13　建築基準法と倫理
授業改善アンケートの実施15

試験の振返り(90分)事前提示の条文熟読(90分)理解度診断試験・試験解説16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業中に提示の課題処理
(90分)

科目名称 建築法規Ⅰ

専門科目科目分類区分

佐藤　善太郎（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

APT312018（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館６階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐藤　善太郎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 日建学院編 建築資料研究社 978463587755

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『建築基準法関係法令集 2022年』 2022

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



特別支援教育の基本的な内
容や現状等について、理解
できなかった。

549－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
特別支援教育への転換の背景から特別支援教育の理念や意義、現状等について総合的に理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（２）と（５）に対応する。

到達目標
特別支援教育への転換の背景、特別支援教育の理念や意義がわかり、関連する基本的な内容がわかる。

授業全体の内容と概要
内容は、特殊教育から特別支援教育への転換の背景、特別支援教育の理念や意義、障害のある子の教育の歴史、教育制度、教育課程、個別の教育支援計画と個別の
指導計画、学習指導要領の概要、小・中学校等を含めた特別支援教育コーディネーターの役割等について、現状の特別支援教育を踏まえて説明する。
「SDG４．質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
プレゼン資料等の提示による講義形式を主とし、内容により、グループワークやペアワークを実施する。
Microsoft Forms等を活用して、前時の振り返りと本時の内容確認の小テストを実施して、学生全体の理解度を把握し、指導する。　

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

○ 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業内容に関するプレゼン資料の毎時間の配布や、レポート課題の出題、小テストを実施するので、欠席をしないようにすること。

資格指定科目
教職課程（特別支援）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

特別支援教育の基本的な内
容や現状等に関する総合的
な理解

特別支援教育の基本的な内
容、現状と課題等に関する
思考力、判断力、表現力の
向上

授業への参加意欲や学修に
向かう姿勢・態度

特別支援教育の基本的な内
容や現状等について、十分
に理解し、学修した知識を
さらに深化させたり、発展
的な学修ができた。

特別支援教育の基本的な内
容や現状等について、十分
に理解できた。

特別支援教育の基本的な内
容や現状等について、一定
程度、理解できた。

特別支援教育の基本的な内
容や現状等について、部分
的に理解できた。

特別支援教育の基本的な内
容、現状と課題等について
、的確かつ発展的に整理し
、思考力、判断力、表現力
を十分に高めることができ
た。

特別支援教育の基本的な内
容、現状と課題等について
整理し、思考力、判断力、
表現力を十分に高めること
ができた。

特別支援教育の基本的な内
容、現状と課題等について
整理し、思考力、判断力、
表現力を高めることができ
た。

特別支援教育の基本的な内
容、現状と課題等について
整理し、部分的に思考力、
判断力、表現力を高めるこ
とができた。

特別支援教育の基本的な内
容、現状と課題等について
整理し、思考力、判断力、
表現力を高めることができ
なかった。

授業には意欲的に参加し、
自ら発言するなど、常に積
極的に取り組むことができ
た。

授業には意欲的に参加し、
積極的に取り組むことがで
きた。

授業には意欲的に参加し、
部分的に積極的に取り組む
ことができた。

授業に参加し、ときどき積
極的に取り組むことができ
た。

授業に参加し、積極的に取
り組むことができなかった
。

科目名称 特別支援教育総論

専門科目科目分類区分

堀川厚志（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SNE122103（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）堀川厚志 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校教育現場及び教育行政経験のある教員が、特別支援教育に関する今日的課題等について
指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上とする。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ２０％ ０％ ０％ １０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション
（シラバス、授業改善アンケート結果反映の説明、
特別支援教育の概要）

シラバスを読む
（９０分）

2 特別支援教育への転換とその背景について 特別支援教育への転換を調べる
（９０分）

重要事項を整理する
（９０分）

特別支援教育の制度を調べる
（９０分）3 特別支援教育の制度について説明する。 重要事項を整理する

（９０分）

重要事項を整理する
（９０分）

障害児教育の歴史を調べる
（９０分）障害児教育の歴史について説明する。4

重要事項を整理する
（９０分）

対象児童生徒と就学を調べる
（９０分）特別支援教育の対象と就学（教育支援）について5

重要事項を整理する
（９０分）

個別の教育支援計画を調べる
(90分)個別の教育支援計画について説明する。6

重要事項を整理する
（９０分）

学習指導要領と教育課程を調べる
（９０分）学習指導要領と教育課程について7

重要事項を整理する
（９０分）

個別の指導計画を調べる
（９０分）個別の指導計画について8

重要事項を整理する
（９０分）

障害の状態と特別支援学校を調べる
（９０分）各障害の状態と特別支援学校の教育について9

10 教育課程の編成と指導の実際について 教育課程の編成を調べる
（９０分）

重要事項を整理する
（９０分）

重要事項を整理する
（９０分）

自立活動の指導を調べる
（９０分）自立活動の指導について11

重要事項を整理する
（９０分）

特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを調べる
（９０分）特別支援教育コーディネーターについて12

重要事項を整理する
（９０分）

小・中学校の指導を調べる
（９０分）小・中学校等の特別支援教育について13

重要事項を整理する
（９０分）

指導とアセスメントを調べる
（９０分）指導とアセスメントについて14

重要事項を整理する
（９０分）

心理検査を調べる
（９０分）

心理検査について
授業改善アンケートの実施15

全内容を振り返る
（９０分）

全内容を整理する
（９０分）

定期試験
（６０分間の筆記テスト、終了後２０分間の解説実
施）

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

内容を振り返る
（９０分）

科目名称 特別支援教育総論

専門科目科目分類区分

堀川厚志（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SNE122103（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）堀川厚志 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校教育現場及び教育行政経験のある教員が、特別支援教育に関する今日的課題等について
指導する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 独立行政法人国立特別支援教育
総合研究所

ジアース教育新社 978-4-86371-548-6

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『特別支援教育の基礎・基本2020』 2020

2

3

4

5



左記の内容が何一つできて
いない。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
ソーシャルワーク各領域（高齢、障がい、児童、地域・行政）の現場実習を通じて、ソーシャルワーク各領域における利用者理解、現場理解、職種理解、他職種・
他機関との連携、地域における共生、今後の社会福祉行政の課題について学ぶ。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（２）（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
専門知識、相談援助技術及び関連知識を実際に活用し、福祉ニーズを抱える人々に対する相談援助業務に必要となる資質、技術、倫理、課題把握能力など、総合的
なジェネリックソーシャルワークに対応できる能力を習得する。相談援助実習の事前訪問を含め、個別の実習計画を作成する。

授業全体の内容と概要
２年次において「相談援助実習指導Ⅰ・Ⅱ」及び「相談援助演習Ⅰ・Ⅱ」の単位を修得し、実習生としてふさわしい態度と意欲のある学生（面接を行う）に対し、
「相談援助実習指導Ⅲ・Ⅳ」及び「相談援助実習」は開講される。「相談援助実習指導Ⅲ・Ⅳ」と「相談援助実習」は３つの授業に分かれているが、一体のものと
理解すべきである。「相談援助実習指導Ⅲ」は事前指導、「相談援助実習」は現場実習、「相談援助実習指導Ⅳ」は事後学習と考える。

授業の方法
高齢、障がい、児童、地域・行政の各々の実習領域に分かれて授業を展開する。授業内容は担当教員に一任されているが、各領域の職場・職種・ソーシャルワーク
についての事例・法規・制度が中心となり、使用する教材は各教員が用意する。年間を通しての課題として実習終了後のレポート提出、報告書の提出課題を義務付
ける。学生の要望・課題には、可能な範囲で随時対応する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

◯ フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
各領域実習担当教員の指示を厳守すること。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程、精神保健福祉士国家試験受験資格課程、スクール（学校）ソーシャルワーク資格課程、子育て支援ソーシャルワーカー資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

事前学習における各領域の
利用者理解ができている。

事前学習における実習領域
の関係法規と制度の特徴が
理解できている。

実習領域における具体的ソ
ーシャルワーク技法を理解
している。

実習領域の利用者の特性を
説明でき、個々の利用者の
自己実現に必要なＳＷの視
点と連携について説明でき
る。

実習領域の利用者の特性を
説明でき、個々の利用者の
自己実現の視点を説明でき
る。

実習領域の利用者の特性に
ついて説明でき、且つ、そ
れに必要なＳＷの視点を説
明できる。

実習領域の利用者の特性に
ついて説明できる。

実習領域の関連法規と制度
の特徴を説明でき、且つ、
地域行政との関連をも説明
できる。

実習領域の関連法規の特徴
、及び関連制度について説
明できる。

実習領域の関連法規と制度
の関係を説明できる。

実習領域の関連法規を説明
できる。

左記の内容が何一つできて
いない。

実習領域におけるソーシャ
ルワークの具体的技法を説
明でき、それを実習中にど
のように活用するかを説明
でき、且つ、自分の実習計
画に昇華できる。

実習領域におけるソーシャ
ルワークの具体的技法（面
接、記録、コミュニケーシ
ョン、他職種連携、地域連
携）が説明できる。

実習領域におけるソーシャ
ルワークの具体的技法を説
明でき、それを実習中にど
のように活用するかを説明
できる。

実習領域におけるソーシャ
ルワーク技法のうち、利用
者と具体的にかかわる技法
を説明できる。

左記の内容が何一つできて
いない。

科目名称 相談援助実習指導Ⅲ

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学科・教授）・
上原　正希（社会福祉学科・教授）・杉

授業担当者（所
属・職名）

SWS123033（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川　俊哉 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

ソーシャルワーク、ケアワークの実務経験がある教員が実践現場の具体的事例を踏まえなが
ら事前・事中・事後の実習指導を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ３０％ ０％ ０％ ３０％ ４０％

オフィスアワー 各教員の研究室前のボードなどを参照すること

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明と事前学習（利用者理解①） ２年時の講義の復習（９０分）

2 事前学習（利用者理解②） 前回プリントの読み込み（９０分） 前回プリントの読み込み（９０分）

前回プリントの読み込み（９０分）3 事前学習（利用者理解③） 前回プリントの読み込み（９０分）

前回プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事前学習（関連法規・制度理解①）4

前回プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事前学習（関連法規・制度理解②）5

前回プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事前学習（関連法規・制度理解③）6

前回プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事前学習（ソーシャルワーク技法①）7

前回プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事前学習（ソーシャルワーク技法②）8

前回プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事前学習（ソーシャルワーク技法③）9

10 事前学習（他職種・他機関連携①） 前回プリントの読み込み（９０分） 前回プリントの読み込み（９０分）

前回プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事前学習（他職種・他機関連携②）11

前回プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事前学習（他職種・他機関連携③）12

前回プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事前学習（地域連携①）13

前回プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事前学習（地域連携②）14

前回プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）事前学習（地域連携③）15

前回プリントの読み込み（９０分）前回プリントの読み込み（９０分）実習計画作成と修正16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布プリントの読み込み（９０分）

科目名称 相談援助実習指導Ⅲ

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学科・教授）・
上原　正希（社会福祉学科・教授）・杉

授業担当者（所
属・職名）

SWS123033（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川　俊哉 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

ソーシャルワーク、ケアワークの実務経験がある教員が実践現場の具体的事例を踏まえなが
ら事前・事中・事後の実習指導を行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



キャラクターデザインにつ
いて知ることができなかっ
た。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
キャラクターデザインについての理解を深める。
キャラクターデザイナーの役割を実践形式で学ぶ。
魅力的なオリジナルキャラクターを生み出す。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（１）（３）（５）に対応する。

到達目標
キャラクターデザインについて知る。
キャラクターデザイナーの役割を実践形式で体験する。
オリジナルキャラクターを生み出す。

授業全体の内容と概要
３つのテーマ別課題に沿ったキャラクターをデザインし、発表する。制作はアナログ・デジタルどちらでも可。課題は授業内で説明、ラフチェック後、授業後に制
作して提出する。また、公募をひとつ以上選び、応募する。

授業の方法
授業は板書・パワーポイント・資料配布・実演等の方法で説明する。プロジェクター使用。授業後にデジタル資料はTeamｓに保存するので振り返り可能。段階ごと
に個別に対応する。完成作品は発表し学生同士で評価しあう。また、添削、講評にてフィードバックする。発表後、パネルにして展示する。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
デジタルで課題制作を行う場合は教室で制作できるようにノートパソコンかタブレットを持参すること。
アナログで課題制作を行う場合は画材を持参すること。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

キャラクターデザインにつ
いての知識

キャラクターデザイナーの
役割を実践形式で学ぶ

魅力的なオリジナルキャラ
クターを生み出す

キャラクターデザインにつ
いての理解を深め、作品に
活かすことができた。

キャラクターデザインにつ
いての理解を深めることが
できた。

キャラクターデザインとは
何かを知り、理解を深める
ことに努めた。

キャラクターデザインにつ
いて知ることができた。

キャラクターデザイナーの
役割を実践形式で学び、作
品に活かすことができた。

キャラクターデザイナーの
役割を実践形式で学ぶこと
ができた。

キャラクターデザイナーの
役割を体験し、学ぶことに
努めた。

キャラクターデザイナーの
役割を体験することができ
た。

キャラクターデザイナーの
役割を体験できなかった。

魅力的なオリジナルキャラ
クターを生み出し、完成度
の高い作品ができた。

魅力的なオリジナルキャラ
クターを生み出すことがで
きた。

魅力的なオリジナルキャラ
クターを生み出すことに努
めた。

オリジナルキャラクターを
生み出すことができた。

オリジナルキャラクターを
生み出すことができなかっ
た。

科目名称 ｷｬﾗｸﾀｰﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ

専門科目科目分類区分

三上　いずみ（デザイン学科・専任講師
）

授業担当者（所
属・職名）

AEA222044（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・２年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館８階

単位数 1 (単位認定責任者： ）三上　いずみ CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
最低出席回数１０回以上。
課題は期日までに提出すること。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ５０％ ０％ ５０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

554－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
授業改善アンケート結果反映の説明
シラバスの説明
キャラクターデザインと公募について

シラバスを読んでおくこと（４５分）

2 キャラクターデザイン（人物） 学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分） 各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）3 公募を選ぶ 各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）キャラクターデザイン（人物）　発表4

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）公募に向けてのキャラクターデザイン①5

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）キャラクターデザイン（相棒）6

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）公募に向けてキャラクターデザイン②7

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）キャラクターデザイン（相棒）　発表8

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）公募に向けてキャラクターデザイン③9

10 キャラクターデザイン（クリーチャー） 学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分） 各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）公募に向けてキャラクターデザイン④11

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）キャラクターデザイン（クリーチャー）　発表12

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）公募に向けてキャラクターデザイン完成13

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）公募作品発表14

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）課題作品の額装15

講義全体をふりかえり、まとめを行うこと（４５分
）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）講評・展示

授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

科目名称 ｷｬﾗｸﾀｰﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ

専門科目科目分類区分

三上　いずみ（デザイン学科・専任講師
）

授業担当者（所
属・職名）

AEA222044（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・２年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館８階

単位数 1 (単位認定責任者： ）三上　いずみ CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



ミクロ経済の用語を説明で
きなかった。

555－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
ミクロ経済学の基礎的な用語や考え方を学ぶことで、ミクロ経済学の考え方や枠組みを理解し、身近な経済のさまざまな事象を分析するための思考力を身につける
。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰの（１）（３）に対応する。

到達目標
基礎的なミクロ経済学の用語を説明できる。
身近な経済事象をミクロ経済学の視点から考察できる。
市場で決まる価格のしくみと意味がわかる。

授業全体の内容と概要
トレード・オフや機会費用などの経済学の考え方について、身近な事例をもとにした演習も行いながら学ぶ。また、余剰の計算や限界概念にかんする演習をつうじ
て、市場で価格が決まるしくみやその社会的な意味について理解する。

授業の方法
各回の計画にそって、板書やスライドによる講義とノートをもちいた演習とを組み合わせた授業をおこなう。講義では、ミクロ経済学の用語や基本的な考え方につ
いて事例をまじえて解説しする。演習では、ミクロ経済学に関連する計算問題やグラフの作成、例をあげた用語の説明などの問題に取り組む。また、理解の確認の
意味もふくめて、解説と演習のあいまに受講生に対して随時質問をして意見をもとめながら授業をすすめる。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
履修人数によっては座席を指定する場合がある。また、質問や演習問題の回答・解答を書くために必ずノートが必要である。平常点は、この演習課題への取り組み
を評価する。このため、欠席・遅刻することなく授業に参加して演習に取り組むことが重要である。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

ミクロ経済学の用語の理解

ミクロ経済理論の理解

ミクロ経済事象の考察

事例をあげてミクロ経済の
用語を的確に説明できた。

事例をあげてミクロ経済の
用語を説明できた。

ミクロ経済の用語を説明で
きた。

ミクロ経済の用語をある程
度説明できた。

図や式を利用して、ミクロ
経済の考え方を的確に説明
できた。

図や式を利用して、ミクロ
経済の考え方を説明できた
。

ミクロ経済理論の基礎的な
図や式を正確に書き・計算
できた。

ミクロ経済理論の基礎的な
図や式をある程度書くこと
ができた。

ミクロ経済学の図や式を書
けなかった。

ミクロ経済学の視点から身
近な経済事象を的確に考察
できた。

ミクロ経済学の視点から身
近な経済事象をある程度考
察できた。

ミクロ経済学の視点を身近
な経済事象に適用できた。

ミクロ経済学の視点を身近
な経済事象にある程度適用
できた。

ミクロ経済学の視点を身近
な経済事象に適用できなか
った。

科目名称 ﾐｸﾛ経済学

専門科目科目分類区分

河野　善文（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

ECT422028，ECT522031（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）河野　善文 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

８０％ ０％ ０％ ０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

556－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ミクロ経済学とは：
・授業改善アンケート結果反映の説明
・授業計画（シラバス）の説明

ミクロ経済学という用語について調べる(90分)

2
希少な資源とトレードオフ：
・トレードオフとは  ・資源の希少性と経済学の目
的

用語「トレード・オフ」・「資源の希少性」につい
て調べる（９０分）

資源の希少性とトレード・オフの関係についてノー
トにまとめる（９０分）

「機会費用」について調べる（９０分）3
経済学的費用とは
・ある行動の経済学的費用とは  ・機会費用の考え
方

経済学的費用の考え方についてノートにまとめる
（９０分）

経済学におけるインセンティブの考え方についてノ
ートにまとめる（９０分）

「インセンティブ」「効用」について調べる（９０
分）

インセンティブと効用：
・意思決定と意志力4

割引現在価値の考え方についてノートにまとめる
（９０分）「割引現在価値」について調べる（９０分）現在価値：

・現在価値と将来価値  ・割引現在価値の演習5

買手の意思決定についてノートにまとめること
（９０分）「コミットメント」について調べること（９０分）買手の行動について：

・意思決定と機会費用、コミットメント6

買手の評価と需要曲線、消費者余剰についてノート
にまとめる（９０分）「消費者余剰」について調べること（９０分）

需要曲線と消費者余剰：
・商品に対する買手の評価と需要  ・消費者余剰と
は

7

需要の変化と需要曲線との関係についてノートにま
とめること（９０分）「需要曲線」について調べること（９０分）需要の変化と需要曲線：

・需要曲線上の変化  ・需要曲線のシフト8

代替財と補完財について事例もまじえてノートにま
とめる（９０分）「代替財」「補完財」について調べる（９０分）財と財との関係：

・代替財とは  ・補完財とは9

10 需要の価格弾力性：
・需要の価格弾力性とは  ・価格弾力性と需要曲線「需要の価格弾力性」について調べる（９０分）

需要の価格弾力性と需要曲線との関係についてノー
トにまとめる（９０分）

供給曲線についてまとめる（９０分）価格と供給量との関係について調べる（９０分）売手の費用と行動
・価格と供給量11

経済学の限界概念についてノートにまとめる
（９０分）

「限界効用」と「限界費用」について調べること
（９０分）

限界的な変化：経済学における限界概念
・限界効用とは  ・限界費用とは12

需要曲線・供給曲線の高さの意味についてノートに
まとめる（９０分）「市場価格」について調べる（９０分）

市場機構（１）： 需要と供給
・需要曲線と買手の限界的な評価  ・供給曲線と売
手の限界的な費用

13

市場均衡のしくみと市場価格の意味についてノート
にまとめる（９０分）経済学における均衡について調べる（９０分）市場機構（２） ：市場の均衡

・均衡価格と買手の評価・売手の費用14

不明な点を確認して授業ノートを完成させる（９０
分）市場の失敗について調べる（９０分）市場の効率性と市場の失敗

全体のまとめ15

試験で間違えた問題に再度とりくむ（９０分）各回の演習問題に再度とりくむ（９０分）定期試験（６０分）と試験の説明
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ミクロ経済学とは何かについてノートにまとめる
（９０分）

科目名称 ﾐｸﾛ経済学

専門科目科目分類区分

河野　善文（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

ECT422028，ECT522031（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）河野　善文 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 Ｎ・グレゴリー・マンキュー 東洋経済新報社 4492315217

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『マンキュー入門経済学（第３版）』 ２０１９

2 ティモシー・テイラー かんき出版 9784761268947『スタンフォード大学で一番人気の経済学入門　
ミクロ編』

２０１３

3

4

5



スポーツビジネスのビジネ
スモデルの理解が不足して
いた。

557－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
世界のスポーツビジネスの事例を学び、北広島に建設されるBPをケースとしてスポーツビジネスの発展をリアルタイムで学ぶことにより、成長産業としてのスポー
ツビジネスを理解する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）、（３）、（５）に対応する。

到達目標
スポーツビジネスにおけるマーケティング、経営戦略、会計の知識を用いて、スポーツ業界・企業の分析ができる能力を会得する。

授業全体の内容と概要
経営学の知識を総合してスポーツビジネスに応用する。

授業の方法
毎回プリントを配布し、スポーツビジネスの仕組みを説明。ディスカッションを深めるため、学生から発言を求める。
レポート、試験などの解説のフィードバックを実施する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業に集中しない学生には退出を指示する。授業中の問い対する積極的な発言を歓迎する。
履修にあたりマーケティング論、経営戦略論、財務会計論を履修済みであることが望ましい。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

スポーツビジネスにおける
、国別、種目別のビジネス
モデルを理解し、経営戦略
を策定することができる。

オリンピックとワールドカ
ップに関するビジネスモデ
ルを理解する

新たなスポーツビジネスの
理解と創造力を養う

野球団の新規事業を作成す
ることができた。

アメリカメジャーリーグの
ビジネスモデルを理解して
いた。

日本のプロ野球のビジネス
モデルの変遷を理解してい
た。

スポーツビジネスのビジネ
スモデルの基本を理解して
いた。

東京2020オリンピックのビ
ジネスモデルと課題解決策
を明確にすることができた
。

オリンピックとワールドカ
ップのビジネスモデルへ課
題の解決策を導くことがで
きた。

オリンピックとワールドカ
ップのビジネスモデルの課
題を抽出することができた
。

オリンピックとワールドカ
ップのビジネスモデルの基
本的に理解していた。

オリンピックとワールドカ
ップのビジネスモデルへの
理解が不足していた。

北海道ボールパークと
２０３０年札幌オリンピッ
ク構想の課題を抽出し解決
案を策定することができた
。

北海道ボールパーク構想の
課題を抽出し解決案を策定
することができた。

北海道ボールパーク構想に
ついて、価値や意義ならび
に経済効果などに対して理
解を深めていた。

Ｅ－ＳｐｏｒｔｓやＢＰ（
ボールパーク）について基
本的に理解していた。

Ｅ－ＳｐｏｒｔｓやＢＰ（
ボールパーク）について理
解が不足していた。

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂﾋﾞｼﾞﾈｽ論

専門科目科目分類区分

鈴木　重政（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SPS422067，SPS512013（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）鈴木　重政 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

３０％ ４０％ ０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー ①研究室前の掲示ボード等を参照　②Teamsによるチャットは平日午前９時から午後５時まで対応

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

558－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション（シラバスの説明）
スポーツビジネスの概要
授業改善アンケート結果反映の説明

シラバスを読んでおくこと（９０分）

2 プロ野球のビジネスモデル ケースの該当箇所を読んでおく（９０分） レポート作成（９０分）

ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）3 アメリカスポーツのビジネスモデル　ＭＬＢ レポート作成（９０分）

レポート作成（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）アメリカスポーツのビジネスモデル　ＮＦＬ4

レポート作成（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）ヨーロッパにおけるサッカービジネス（英国）5

レポート作成（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）サッカービジネス6

レポート作成（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）オリンピック7

レポート作成（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）オリンピック8

レポート作成（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）ワールドカップ9

10 ワールドカップ ケースの該当箇所を読んでおく（９０分） レポート作成（９０分）

レポート作成（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）Ｅ－Ｓｐｏｒｔｓ11

レポート作成（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）Ｅ－Ｓｐｏｒｔｓ12

レポート作成（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）ＢＰ（ボールパーク）ビジネス13

レポート作成（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）ＢＰ（ボールパーク）ビジネス14

レポート作成（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）ＢＰ（ボールパーク）ビジネス15

総復習（９０分）解説フィードバック（９０分）試験・課題に対するフィードバック
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

レポート作成（９０分）

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂﾋﾞｼﾞﾈｽ論

専門科目科目分類区分

鈴木　重政（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SPS422067，SPS512013（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）鈴木　重政 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



スポーツビジネスのビジネ
スモデルの理解が不足して
いた。

559－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
世界のスポーツビジネスの事例を学び、北広島に建設されるBPをケースとしてスポーツビジネスの発展をリアルタイムで学ぶことにより、成長産業としてのスポー
ツビジネスを理解する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）、（３）、（５）に対応する。

到達目標
スポーツビジネスにおけるマーケティング、経営戦略、会計の知識を用いて、スポーツ業界・企業の分析ができる能力を会得する。

授業全体の内容と概要
経営学の知識を総合してスポーツビジネスに応用する。

授業の方法
毎回プリントを配布し、スポーツビジネスの仕組みを説明。ディスカッションを深めるため学生から発言を求める。
レポート、試験などの解説のフィードバックを実施する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業に集中しない学生には退出を指示する。授業中の問い対する積極的な発言を歓迎する。
履修にあたりマーケティング論、経営戦略論、財務会計論を履修済みであることが望ましい。

資格指定科目
教職課程（保健体育）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

スポーツビジネスにおける
、国別、種目別のビジネス
モデルを理解し、経営戦略
を策定することができる。

オリンピックとワールドカ
ップに関するビジネスモデ
ルを理解する

新たなスポーツビジネスの
理解と創造力を養う

野球団の新規事業を作成す
ることができた。

アメリカメジャーリーグの
ビジネスモデルを理解して
いた。

日本のプロ野球のビジネス
モデルの変遷を理解してい
た。

スポーツビジネスのビジネ
スモデルの基本を理解して
いた。

東京２０２０オリンピック
のビジネスモデルと課題解
決策を明確にすることがで
きた。

オリンピックとワールドカ
ップのビジネスモデルへ課
題の解決策を導くことがで
きた。

オリンピックとワールドカ
ップのビジネスモデルの課
題を抽出することができた
。

オリンピックとワールドカ
ップのビジネスモデルの基
本的に理解していた。

オリンピックとワールドカ
ップのビジネスモデルへの
理解が不足していた。

北海道ボールパークと
２０３０年札幌オリンピッ
ク構想の課題を抽出し解決
案を策定することができた
。

北海道ボールパーク構想の
課題を抽出し解決案を策定
することができた。

北海道ボールパーク構想に
ついて、価値や意義ならび
に経済効果などに対して理
解を深めていた。

Ｅ－ＳｐｏｒｔｓやＢＰ（
ボールパーク）について基
本的に理解していた。

Ｅ－ＳｐｏｒｔｓやＢＰ（
ボールパーク）について理
解が不足していた。

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂﾋﾞｼﾞﾈｽ論（SP)

専門科目科目分類区分

鈴木　重政（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SPS422067，SPS512013（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科（スポーツマネジメントコース）・３対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）鈴木　重政 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１１回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

３０％ ４０％ ０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー ①研究室前の掲示ボード等を参照　②Teamsによるチャットは平日午前９時から午後５時まで対応

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

560－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション（シラバスの説明）
スポーツビジネスの概要
授業改善アンケート結果反映の説明

シラバスを読んでおくこと（９０分）

2 プロ野球のビジネスモデル ケースの該当箇所を読んでおく（９０分） レポート作成（９０分）

ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）3 アメリカスポーツのビジネスモデル　ＭＬＢ レポート作成（９０分）

レポート作成（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）アメリカスポーツのビジネスモデル　ＮＦＬ4

レポート作成（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）ヨーロッパにおけるサッカービジネス（英国）5

レポート作成（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）サッカービジネス6

レポート作成（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）オリンピック7

レポート作成（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）オリンピック8

レポート作成（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）ワールドカップ9

10 ワールドカップ ケースの該当箇所を読んでおく（９０分） レポート作成（９０分）

レポート作成（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）Ｅ－Ｓｐｏｒｔｓ11

レポート作成（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）Ｅ－Ｓｐｏｒｔｓ12

レポート作成（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）ＢＰ（ボールパーク）ビジネス13

レポート作成（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）ＢＰ（ボールパーク）ビジネス14

レポート作成（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）ＢＰ（ボールパーク）ビジネス15

総復習（９０分）解説フィードバック（９０分）試験・課題に対するフィードバック
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

レポート作成（９０分）

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂﾋﾞｼﾞﾈｽ論（SP)

専門科目科目分類区分

鈴木　重政（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SPS422067，SPS512013（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科（スポーツマネジメントコース）・３対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）鈴木　重政 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



助言があっても理解できな
かった。

561－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
高齢者の生活実態とこれを取り巻く社会情勢・福祉・介護需要について理解を深める。又、これらに関連する様々な制度についても理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学部のＤＰ（1）（３）（５）に対応する科目。

到達目標
高齢者福祉サービスを必要とする利用者を理解し、関する諸制度やサービスの知識を会得する。

授業全体の内容と概要
高齢者支援の基盤となる理念・高齢者福祉に関する諸制度及び専門職とのネットワークについて学ぶ。
「ＳＤＧ３．すべての人に健康と福祉を」の関連授業

授業の方法
①教科書に沿って講義形式で展開していく。講義の際には随時質問を行うので答えること。
②授業内で小試験と定期試験を行い、返却し解説を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
３０分以上の遅刻は欠席とする。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

高齢者の特性を理解できる
。

高齢者保健福祉の発展につ
いて理解できる。

高齢者支援に関する法や制
度の理解ができる。

環境との関連性を含め総合
的に理解ができる。

概要を理解できる。 助言があれば理解できる。 一部助言があれば理解でき
る。

各々の時代の社会情勢と連
動しながら理解できる。

時代の流れに沿って理解で
きる。

助言があれば理解できる。 一部助言があれば理解でき
る。

助言があっても理解できな
かった。

法や制度を理解した上で、
各々の課題について意見を
持つことができる。

法や制度の概要について理
解できる。

助言があれば理解できる。 一部助言があれば理解でき
る。

助言があっても理解できな
かった。

科目名称 高齢者に対する支援と

専門科目科目分類区分

櫻井　美帆子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS112013（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）櫻井　美帆子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

現場の実務経験から得た事例等を用いて、高齢者福祉に対する理解を深めていく。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
１０回以上の出席が必要。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ０％ ２０％ ０％ ２０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

562－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
授業改善アンケートの説明
シラバスの説明
高齢者の生活実態とこれを取り巻く社会情勢

新聞やインターネットで高齢者福祉に関する記事を
読む。（９０分）

2 高齢者の特性①
身体的特性

次回の授業範囲に該当する部分の教科書を読む。
（９０分） ノートを整理する。（９０分）

次回の授業範囲に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）3 高齢者の特性②

精神的特性・社会的特性 ノートを整理する。（９０分）

ノートを整理する。（９０分）次回の授業範囲に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）高齢者福祉の発展と法体系4

ノートを整理する。（９０分）次回の授業範囲に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）高齢者支援の関係法規5

ノートを整理する。（９０分）次回の授業範囲に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）介護保険制度の理念と目的6

ノートを整理する。（９０分）次回の授業範囲に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）介護保険制度の全体像7

小試験の間違えている部分を中心に復習をする。
（９０分）

８回で小試験を行うので１回から７回までを復習す
る。（９０分）

中間まとめ（６０分の小試験終了後、３０分解説を
行う）8

ノートを整理する。（９０分）次回の授業範囲に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）　介護保険財政9

10 　要介護認定の仕組みとプロセス 次回の授業範囲に該当する部分の教科書を読む。
（９０分） ノートを整理する。（９０分）

ノートを整理する。（９０分）次回の授業範囲に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）

介護保険の給付①
（介護給付、予防給付、市町村特別給付）11

ノートを整理する。（９０分）　次回の授業範囲に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）

介護保険の給付②
（指定サービス、特例サービス）12

ノートを整理する。（９０分）次回の授業範囲に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）介護報酬13

ノートを整理する。（９０分）次回の授業範囲に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）地域支援事業と介護保険事業計画14

ノートを整理する。（９０分）次回の授業範囲に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）サービスの質を確保するための仕組み15

試験で間違えた部分を中心に復習をする。新聞で高
齢者福祉関係の記事に目を通し、教科書、ノートで
振り返り理解を深める（９０分）

定期試験に向け復習する。（９０分）
定期試験（６０分の試験終了後、３０分解説を行う
）
授業改善アンケートの実施

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノートを整理する。（９０分）

科目名称 高齢者に対する支援と

専門科目科目分類区分

櫻井　美帆子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS112013（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）櫻井　美帆子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

現場の実務経験から得た事例等を用いて、高齢者福祉に対する理解を深めていく。

基本情報

開講時期

1 荘村明彦 中央法規出版 9784804858073

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『新・社会福祉士養成講座　第１３巻　高齢者に
対する支援と介護保険制度　』

2019

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



レポート課題において、６
割以上の得点を取ることが
できなっかた。

563－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
異なる地理的環境によって、複雑な人間生活空間を生み出している。それは、どのように社会に投影されているのかを、人文地理学を通して考察する。生活環境に
与える人文地理的要因（人口・都市・経済・産業等）について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（４）（５）に対応する。

到達目標
人文地理学の考え方を理解することで、地域性の諸要因を説明できる。

授業全体の内容と概要
生活環境に与える人文地理学的要因（人口・都市・経済・産業等）について学習し、特に地域性や環境に関する内容をグローバルに認識する。また、「SDG１．貧困
をなくそう」の関連で、世界の人口についても学習する。

授業の方法
授業形態は講義形式であるが、板書の他に視聴覚メディア等を利用する。テキスト及び配布資料等を中心に講義を行う。また、人文地理学に関連する課題において
、ディスカッションを行う予定である。なお、レポート課題（５本程度）は授業の予習であり、復習でもあるので重要である。レポートについてはコメントにてフ
ィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
レポートは、指示した「レポート作成要領」に準拠したものを提出すること。

資格指定科目
教職課程（社会・地理歴史）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

思考力・判断力・表現力

関心・意欲・態度

レポート課題において、９
割以上の得点を取ることが
できた。

レポート課題において、８
割以上の得点を取ることが
できた。

レポート課題において、７
割以上の得点を取ることが
できた。

レポート課題において、６
割以上の得点を取ることが
できた。

右の記述を高いレベルで実
現できた。

ディスカッションの課題な
どで、論理的に自分の意見
をまとめ、たいへんわかり
やすく説明ができた。

ディスカッションの課題な
どで、自分の意見をまとめ
、わかりやすく説明ができ
た。

ディスカッションの課題な
どで、自分の意見をまとめ
、説明ができた。

ディスカッションの課題な
どで、自分の意見をまとめ
、説明ができなかった。

右の記述を高いレベルで実
現できた。

人文地理的要因（人口・都
市・経済・産業等）を深く
理解することができた。

人文地理的要因（人口・都
市・経済・産業等）を理解
することできた。

人文地理的要因（人口・都
市・経済・産業等）をやや
理解することできた。

人文地理的要因（人口・都
市・経済・産業等）を理解
することできなかった。

科目名称 人文地理学Ⅰ（S)

専門科目科目分類区分

渡部　斎（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

HUG122125，（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）渡部　斎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
・単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上である。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ５０％ ０％ ０％ ２５％ ２５％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

564－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明、授業の内容・進め方・評価の仕方
のガイダンス　
前年度の授業改善アンケート結果反映の説明

事前にシラバスを読んでいること。（９０分）

2 人文地理学の歩みⅠ（歴史） 事前にテキストの範囲を読んでおくこと。（９０分
） 今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）

前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）3 人文地理学の歩みⅡ（歴史） レポート課題等を作成すること。（９０分）

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）事前にテキストの範囲を読んでおくこと。（９０分
）「地域」の概念について4

レポート課題等を作成すること。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）「地域」と空間について5

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）機能地域と同質地域について6

レポート課題等を作成すること。（９０分）事前にテキストの範囲を読んでおくこと。（９０分
）人口地理学Ⅰ（分布と人口動向）7

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）人口地理学Ⅱ（人口爆発のメカニズム）8

レポート課題等を作成すること。（９０分）ディスカッションの準備学修。（９０分）人口地理学ディスカッションⅠ（人口爆発の抑制）9

10 人口地理学Ⅲ（人口爆発の影響） 前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分） 今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）ディスカッションの準備学修。（９０分）人口地理学ディスカッションⅡ（少子高齢化）11

レポート課題等を作成すること。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）人口地理学Ⅳ（先進国の人口問題）12

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）都市地理学Ⅰ（都市の発達）13

レポート課題等を作成すること。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）都市地理学Ⅱ（都市の構造）14

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）都市地理学Ⅲ（ニュータウン）15

まとめの振り返り。（９０分）まとめの準備。（９０分）課題（レポートなど）の解説
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）

科目名称 人文地理学Ⅰ（S)

専門科目科目分類区分

渡部　斎（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

HUG122125，（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）渡部　斎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 稲垣　稜 古今書院 9784772231626

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『現代社会の人文地理学』 2014

2

3

4

5

1 二ノ宮書店編集部 二ノ宮書店 9784817604583

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『高等地図帳 改訂版　』 2021

2

3

4

5



モノの形を捉えられない、
頭の中に描くことが出来な
い。それを絵として表現出
来ない。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
デザイナーになる為に必要な基礎デザインの技術を習得する。
頭の中に形を形成出来るようにして、そのイメージを第三者へ伝達、表現出来るようにする。
また、自己レベル認識を持てるようにする。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ　(1) (3) (5)　に対応する。

到達目標
モノの形を正確に認識出来、脳内に形を形成出来るようにして、自分のイメージや意図を第三者に伝えられる事ができる。

授業全体の内容と概要
学生の脳内に形が形成出来るように、色々な製品の鉛筆スケッチを行う。
既製品をモチーフにスケッチするが、後半は自分の想像（脳内のイメージ）スケッチを
行う。完成した作品は自分の意図したポイントを発表して第三者と意見交流をする。
SDG 12.,つくる責任、つかう責任に準じる。

授業の方法
身の回りにある製品やイメージしたものを鉛筆を使ってデザインスケッチする。自分の作品の意図したところを
プレゼンテーションして第三者の意見を考察する。課題に対するフィードバックを得る。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業は積み重ねの学習となる為、欠席しないようにすること。
三菱鉛筆のハイユニのA4～B4を使って、A3ケント紙に鉛筆スケッチする。
A3サイズの課題を持ち帰る為にカルトンが必要。鉛筆と消しゴム、カルトンを用意してください。

資格指定科目
教職課程（美術・工芸）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

形を正確に捉え、頭の中に
形成出来て、それを紙に表
現する事を学ぶ。

材質を正確に捉え、頭の中
に形成出来て、それを紙に
表現する事を学ぶ。

架空のモノを頭の中に造り
上げ、手を通して紙に表現
する事を学ぶ。

モノの形を正確に捉えられ
、完全に頭の中に描くこと
ができる。それを絵として
完璧に表現できる。

モノの形を正確に捉えられ
、完全に頭の中に描くこと
ができる。それを絵として
上手に表現できる。

モノの形を正確に捉えられ
、頭の中に描くことができ
る。それを絵として表現で
きる。

モノの形を捉えられ、頭の
中に描くことができる。そ
れを絵として辛うじて表現
できる。

材質感を正確に捉えられ、
完全に頭の中に描くことが
できる。それを絵として完
璧に表現できる。

材質感を正確に捉えられ、
完全に頭の中に描くことが
できる。それを絵として上
手に表現できる。

材質感を正確に捉えられ、
頭の中に描くことができる
。それを絵として表現でき
る。

材質感を捉えられ、頭の中
に描くことができる。それ
を絵として辛うじて表現で
きる。

材質感を捉えられない、頭
の中に描くことが出来ない
。それを絵として表現出来
ない。

想像物を正確に捉えられ、
完全に頭の中に描くことが
できる。それを絵として完
璧に表現できる。

想像物を正確に捉えられ、
完全に頭の中に描くことが
できる。それを絵として上
手に表現できる。

想像物を正確に捉えられ、
頭の中に描くことができる
。それを絵として表現でき
る。

想像物を捉えられ、頭の中
に描くことができる。それ
を絵として辛うじて表現で
きる。

想像物を捉えられない、頭
の中に描くことが出来ない
。それを絵として表現出来
ない。

科目名称 基礎ﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ（A）

専門科目科目分類区分

林　春生（デザイン学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

DES211016（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）林　春生 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

企業でデザイン実務40年間の実績を活かした基礎デザイン講義です。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は11回以上
課題提出は全点必ず。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ８０％ ０％ 20％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

566－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明、デザインとは？
授業改善アンケート結果反映の説明
基本形1　鉛筆デザインスケッチ

シラバスを読んでおく。（90分）

2 基本形1　鉛筆デザインスケッチ 要求された課題を作成する。（90分） 要求された課題を作成する。（90分）

要求された課題を作成する。（90分）3 想像形1　鉛筆デザインスケッチ 要求された課題を作成する。（90分）

要求された課題を作成する。（90分）要求された課題を作成する。（90分）想像形1　鉛筆デザインスケッチ4

要求された課題を作成する。（90分）要求された課題を作成する。（90分）基本形２　鉛筆デザインスケッチ5

要求された課題を作成する。（90分）要求された課題を作成する。（90分）基本形２　鉛筆デザインスケッチ6

要求された課題を作成する。（90分）要求された課題を作成する。（90分）想像形２　鉛筆デザインスケッチ7

要求された課題を作成する。（90分）要求された課題を作成する。（90分）想像形２　鉛筆デザインスケッチプレゼンテーショ
ン8

要求された課題を作成する。（90分）要求された課題を作成する。（90分）基本形３鉛筆デザインスケッチ9

10 基本形３鉛筆デザインスケッチ、想像形３鉛筆デザ
インスケッチ 要求された課題を作成する。（90分） 要求された課題を作成する。（90分）

要求された課題を作成する。（90分）要求された課題を作成する。（90分）想像形３鉛筆デザインスケッチ、プレゼンテーショ
ン11

要求された課題を作成する。（90分）要求された課題を作成する。（90分）基本形４鉛筆デザインスケッチ12

要求された課題を作成する。（90分）要求された課題を作成する。（90分）基本形４鉛筆デザインスケッチ、想像形４鉛筆デザ
インスケッチ13

要求された課題を作成する。（90分）要求された課題を作成する。（90分）想像形４鉛筆デザインスケッチ14

要求された課題を作成する。（90分）要求された課題を作成する。（90分）想像形４鉛筆デザインスケッチ、プレゼンテーショ
ン15

全授業を俯瞰して、今後の行動計画を建てる。（90
分）要求された課題を作成する。（90分）

デザイン概念
総評
授業改善アンケート

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

要求された課題を作成する。（90分）

科目名称 基礎ﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ（A）

専門科目科目分類区分

林　春生（デザイン学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

DES211016（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）林　春生 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

企業でデザイン実務40年間の実績を活かした基礎デザイン講義です。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



モノの形を捉えられない、
頭の中に描くことが出来な
い。それを絵として表現出
来ない。

567－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
デザイナーになる為に必要な基礎デザインの技術を習得する。
頭の中に形を形成出来るようにして、そのイメージを第三者へ伝達、表現出来るようにする。
また、自己レベル認識を持てるようにする。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ　(1) (3) (5)　に対応する。

到達目標
モノの形を正確に認識出来、脳内に形を形成出来るようにして、自分のイメージや意図を第三者に伝えられる事が出来る。

授業全体の内容と概要
学生の脳内に形が形成出来るように、色々な製品の鉛筆スケッチを行う。
既製品をモチーフにスケッチするが、後半は自分の想像（脳内のイメージ）スケッチを
行う。完成した作品は自分の意図したポイントを発表して第三者と意見交流をする。
SDG12,　つくる責任、使う責任に準じる。

授業の方法
身の回りにある製品やイメージしたものを鉛筆を使ってデザインスケッチする。自分の作品の意図したところを
プレゼンテーションして第三者の意見を考察する。課題に対するフィードバックを得る。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業は積み重ねの学習となる為、欠席しないようにすること。
三菱鉛筆のハイユニの4A～4Bを使って、A3ケント紙に鉛筆スケッチする。
A3サイズの課題を持ち帰る為にカルトンが必要。鉛筆と消しゴム、カルトンを用意してください。

資格指定科目
教職課程（美術・工芸）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

形を正確に捉え、頭の中に
形成出来て、それを紙に表
現できる事。

材質を正確に捉え、頭の中
に形成出来て、それを紙に
表現できる事。

架空のモノを頭の中に造り
上げ、手を通して紙に表現
出来る事。

モノの形を正確に捉えられ
、完全に頭の中に描くこと
ができる。それを絵として
完璧に表現できる。

モノの形を正確に捉えられ
、完全に頭の中に描くこと
ができる。それを絵として
上手に表現できる。

モノの形を正確に捉えられ
、頭の中に描くことができ
る。それを絵として表現で
きる。

モノの形を捉えられ、頭の
中に描くことができる。そ
れを絵として辛うじて表現
できる。

材質感を正確に捉えられ、
完全に頭の中に描くことが
できる。それを絵として完
璧に表現できる。

材質感を正確に捉えられ、
完全に頭の中に描くことが
できる。それを絵として上
手に表現できる。

材質感を正確に捉えられ、
頭の中に描くことができる
。それを絵として表現でき
る。

材質感を捉えられ、頭の中
に描くことができる。それ
を絵として辛うじて表現で
きる。

材質感を捉えられない、頭
の中に描くことが出来ない
。それを絵として表現出来
ない。

想像物を正確に捉えられ、
完全に頭の中に描くことが
できる。それを絵として完
璧に表現できる。

想像物を正確に捉えられ、
完全に頭の中に描くことが
できる。それを絵として上
手に表現できる。

想像物を正確に捉えられ、
頭の中に描くことができる
。それを絵として表現でき
る。

想像物を捉えられ、頭の中
に描くことができる。それ
を絵として辛うじて表現で
きる。

想像物を捉えられない、頭
の中に描くことが出来ない
。それを絵として表現出来
ない。

科目名称 基礎ﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ（B）

専門科目科目分類区分

林　春生（デザイン学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

DES211016（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修/高・美

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）林　春生 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

企業でデザイン実務40年間の実績を活かした基礎デザイン講義です。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は11回以上
課題提出は全点必ず。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ８０％ ０％ 20％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

568－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
デザインとは？授業改善アンケート結果反映の説明
基本形1　鉛筆デザインスケッチ

シラバスを読んでおく。（９０分）

2 基本形1　鉛筆デザインスケッチ 要求された課題を作成する。（９０分） 要求された課題を作成する。（９０分）

要求された課題を作成する。（９０分）3 想像形1　鉛筆デザインスケッチ 要求された課題を作成する。（９０分）

要求された課題を作成する。（９０分）要求された課題を作成する。（９０分）想像形1　鉛筆デザインスケッチ4

要求された課題を作成する。（９０分）要求された課題を作成する。（９０分）基本形２　鉛筆デザインスケッチ5

要求された課題を作成する。（９０分）要求された課題を作成する。（９０分）基本形２　鉛筆デザインスケッチ6

要求された課題を作成する。（９０分）要求された課題を作成する。（９０分）想像形２　鉛筆デザインスケッチ7

要求された課題を作成する。（９０分）要求された課題を作成する。（９０分）想像形２　鉛筆デザインスケッチプレゼンテーショ
ン8

要求された課題を作成する。（９０分）要求された課題を作成する。（９０分）基本形３鉛筆デザインスケッチ9

10 基本形３鉛筆デザインスケッチ、想像形３鉛筆デザ
インスケッチ 要求された課題を作成する。（９０分） 要求された課題を作成する。（９０分）

要求された課題を作成する。（９０分）要求された課題を作成する。（９０分）想像形３鉛筆デザインスケッチ、プレゼンテーショ
ン11

要求された課題を作成する。（９０分）要求された課題を作成する。（９０分）基本形４鉛筆デザインスケッチ12

要求された課題を作成する。（９０分）要求された課題を作成する。（９０分）基本形４鉛筆デザインスケッチ、想像形４鉛筆デザ
インスケッチ13

要求された課題を作成する。（９０分）要求された課題を作成する。（９０分）想像形４鉛筆デザインスケッチ14

要求された課題を作成する。（９０分）要求された課題を作成する。（９０分）想像形４鉛筆デザインスケッチ、プレゼンテーショ
ン15

全授業を俯瞰して、今後の行動計画を建てる。
（９０分）要求された課題を作成する。（９０分）

デザイン概念
総評
授業改善アンケート

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

要求された課題を作成する。（９０分）

科目名称 基礎ﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ（B）

専門科目科目分類区分

林　春生（デザイン学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

DES211016（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修/高・美

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）林　春生 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

企業でデザイン実務40年間の実績を活かした基礎デザイン講義です。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



助言があっても理解できな
かった。

569－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
社会福祉専門職として、高齢者支援における役割と方法について論じる事が出来る。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（1）（３）（５）に対応する科目。

到達目標
高齢者の生活実態を把握し、相談援助活動において必要となる介護保険制度や高齢者福祉、介護に関する
制度、介護過程における技法を理解できる。

授業全体の内容と概要
高齢者の生活実態を把握し、相談援助活動において必要となる介護保険制度や高齢者福祉、介護に関する
制度、介護過程における技法を理解する。高齢者支援に関する社会資源の種類と、具体的な活用方法について学ぶ。「SDG1．すべての人に健康と福祉を」の関連授
業

授業の方法
①教科書に沿って講義形式で展開していく。講義の際には随時質問を行うので答えること。
②小試験と定期試験は返却し、解説を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
３０分以上の遅刻は欠席とする。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

介護保険制度によるサービ
スについて理解できる。

高齢者支援を支援する組織
と役割について理解できる
。

高齢者支援におけるチーム
ケアについて理解できる。

サービスの種類、利用対象
、利用方法、利用料の説明
ができた。

サービスの種類、利用対象
、利用方法の説明ができた
。

助言により理解できた。 助言により一部理解できた
。

各々の組織の特性と役割に
ついて説明できた。

各々の組織の特性と役割に
ついて区別できた。

助言により理解できた。 助言により一部理解できた
。

助言があっても理解できな
かった。

チームケアの意義と方法を
事例を用いて具体的に説明
できた。

チームケアの意義と方法に
ついて理解できた。

助言により理解できた。 助言により一部理解できた
。

助言があっても理解できな
かった。

科目名称 高齢者に対する支援と

専門科目科目分類区分

櫻井　美帆子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS112014（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）櫻井　美帆子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

現場の実務経験から得た事例等を用いて、高齢者福祉に対する理解を深めていく。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
１０回以上の出席が無ければ成績評価の対象としない。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ０％ ２０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

570－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
介護保険サービスの体系（居宅サービス）

次回の授業内容に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）

2 介護保険サービスの体系（施設サービス） 次回の授業内容に該当する部分の教科書を読む。
（９０分） ノートを整理する。（９０分）

次回の授業内容に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）3 介護保険サービスの体系（介護予防サービス） ノートを整理する。（９０分）

ノートを整理する。（９０分）次回の授業内容に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）介護保険サービスの体系（地域密着型サービス）4

ノートを整理する。（９０分）次回の授業内容に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）

高齢者を支援する組織と役割（国民健康保険団体連
合会）5

ノートを整理する。（９０分）次回の授業内容に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）

高齢者を支援する組織と役割（地域包括支援センタ
ー）6

小試験で間違えた部分を中心に復習をする。（９０
分）

７回で小試験を行うので１回から６回の全体を復習
する。（９０分）

中間まとめ（６０分の小試験終了後、３０分で解説
をする）7

ノートを整理する。（９０分）新聞やインターネットで、介護保険制度の最近の動
向に関する記事を読む。（９０分）介護保険制度の最近の動向8

ノートを整理する。（９０分）次回の授業内容に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）高齢者支援の実際と方法9

10 介護の概念や対象 次回の授業内容に該当する部分の教科書を読む。
（９０分） ノートを整理する。（９０分）

ケアマネジメントとの関係性を図解する。（９０分
）

次回の授業内容に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）介護過程11

ノートを整理する。事例を読む。（９０分）次回の授業内容に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）介護の技法12

ノートを整理する。事例を読む。（９０分）次回の授業内容に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）認知症ケア13

ノートを整理する。事例を読む。（９０分）次回の授業内容に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）終末期ケア14

ノートを整理する。（９０分）次回の授業内容に該当する部分の教科書を読む。
（９０分）住環境15

試験で間違えた部分を中心に復習する。（９０分）定期試験に向け復習をする。（９０分）定期試験（６０分の試験終了後、残りの３０分で解
説をする）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノートを整理する。（９０分）

科目名称 高齢者に対する支援と

専門科目科目分類区分

櫻井　美帆子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS112014（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）櫻井　美帆子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

現場の実務経験から得た事例等を用いて、高齢者福祉に対する理解を深めていく。

基本情報

開講時期

1 荘村　明彦 中央法規出版 9784805858073

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『新・社会福祉士養成講座　第１３巻　高齢者に
対する支援と介護保険制度　』

2019

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



レポート課題において、６
割未満の得点であった。

571－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
異なる地理的環境によって、複雑な人間生活空間を生み出している。それは、どのように社会に投影されているのかを、人文地理学を通して考察する。生活環境に
与える人文地理的要因（人口・都市・経済・産業等）について、理解することができる。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（４）（５）に対応する。

到達目標
人文地理学の考え方を理解することで、地域性の諸要因を説明できる。

授業全体の内容と概要
生活環境に与える人文地理学的要因（人口・都市・経済・産業等）について学習し、特に地域性や環境に関する内容をグローバルに認識する。また、「SDG４．質の
高い教育をみんなに」を心掛け、「SDG１０．人や国の不平等をなくそう」についても、地理学的にアプローチする。

授業の方法
授業形態は講義形式であるが、板書の他に視聴覚メディア等を利用する。テキスト及び配布資料等を中心に講義を行う。また、人文地理学に関連する課題において
、ディスカッションを行う予定である。レポート課題（５本程度）は授業の予習であり、復習でもあるので重要である。なお、レポートにはコメントにてフィード
バックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
レポートは、指示した「レポート作成要領」に準拠したものを提出すること。

資格指定科目
教職課程（地理歴史）必修科目　（社会）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

思考力・判断力・表現力

関心・意欲・態度

レポート課題において、９
割以上の得点を上げた。

レポート課題において、８
割以上の得点を上げた。

レポート課題において、７
割以上の得点を上げた。

レポート課題において、６
割以上の得点を上げた。

右の記述を高いレベルで実
現していた。

ディスカッションの課題な
どで、論理的に自分の意見
をまとめ、たいへんわかり
やすく説明ができた。

ディスカッションの課題な
どで、自分の意見をまとめ
、わかりやすく説明ができ
た。

ディスカッションの課題な
どで、自分の意見をまとめ
、説明ができた。

ディスカッションの課題な
どで、自分の意見をまとめ
、説明ができなかった。

右の記述を高いレベルで実
現していた。

人文地理的要因（人口・都
市・経済・産業等）を深く
理解することができた。

人文地理的要因（人口・都
市・経済・産業等）を理解
することできた。

人文地理的要因（人口・都
市・経済・産業等）をやや
理解することできた。

人文地理的要因（人口・都
市・経済・産業等）を理解
することできなかった。

科目名称 人文地理学Ⅱ（S)

専門科目科目分類区分

渡部　斎（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

HUG122126，（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）渡部　斎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上である。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ５０％ ０％ ０％ ２５％ ２５％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

572－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明、授業の内容・進め方・評価の仕方
のガイダンス
前年度の授業改善アンケート結果反映の説明

事前にシラバスを読んでいること。（９０分）

2 都市地理学Ⅳ（都市環境①） 事前にテキストの範囲を読んでおくこと。（９０分
） 今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）

前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）3 都市地理学Ⅴ（都市環境②） レポート課題等を作成すること。（９０分）

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）事前にテキストの範囲を読んでおくこと。（９０分
）農業地理学Ⅰ（稲作）4

レポート課題等を作成すること。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）農業地理学Ⅱ（畑作）5

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）農業地理学Ⅲ（酪農・畜産）6

レポート課題等を作成すること。（９０分）ディスカッションの準備学修。（９０分）人文地理学ディスカッションⅠ（食糧問題）7

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）観光地理学Ⅰ（立地とアクセス）8

レポート課題等を作成すること。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）観光地理学Ⅱ（観光の課題）9

10 文化地理学Ⅰ（言語） 前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分） 今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）文化地理学Ⅱ（食文化）11

レポート課題等を作成すること。（９０分）ディスカッションの準備学修。（９０分）人文地理学ディスカッションⅡ（都市プラン）12

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）歴史地理学Ⅰ（城下町プラン）13

レポート課題等を作成すること。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）歴史地理学Ⅱ（屯田兵村）14

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）歴史地理学Ⅲ（町並み保存）15

まとめの振り返り。（９０分）まとめの準備。（９０分）まとめ、課題（レポートなど）の解説　
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）

科目名称 人文地理学Ⅱ（S)

専門科目科目分類区分

渡部　斎（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

HUG122126，（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）渡部　斎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 稲垣　稜 古今書院 9784772231626

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『現代社会の人文地理学』 2014

2

3

4

5

1 二ノ宮　編集部 二ノ宮書店 9784817604583

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『高等地図帳　改訂版』 2021

2

3

4

5



映像の成り立ちや理論が理
解できず、設計作業ができ
なかった。

573－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
映像分野について、そのメディアも含めて知識を深め、設計作業を通じて、そのデザイン工程を正しく理解する。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（１）、（２）、（３）、（４）に対応する。

到達目標
映像制作を行う上で，一般的な作業工程と既成の作品を分析し、必要な業務内容やスタッフの役割分担を認識して、作品の完成度を上げるための基本的な方法論を
用いることができる。

授業全体の内容と概要
映像史を絡めた作品研究を行い，様々な技術の成り立ちや演出法の発達にふれることで基本から応用までの流れを吸収する。さらに、シナリオやストーリーボード
の作成を通じて適切な情報提供が行える映像作品の設計と制作工程を学ぶ。
「ＳＤＧ９．産業と技術革新の基盤をつくろう」の関連授業。

授業の方法
１～１０回までは様々な過去の映像作品を資料としたPowerPointを用いて講義形式の授業を行う。
毎回のレポートは、其々の注目すべき点を取り上げて調査・分析し、映像制作に必要とされる知識を積み上げることを目的として作成する。
質問に対しては随時対応し、レポートについては次回授業の導入に於いて講評を行う。
１１～１５回は、それまでに得た知識を基にして、実際に映像作品を構想し、設計する。
その際に、専用の用紙を必要枚数配布し、それを用いて映像の設計（ストーリーボードの作成）を行う。
完成したストーリーボードは各自のプレゼンテーションとする。
質問には随時対応し、作画やト書きなどの表現的指導は個別に行う。
授業で用いた教材は全てTeamsのファイル又はクラウドストレージへアップロードし、学生が任意で閲覧できる資料として蓄積する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

〇 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業内で提示される資料映像は、授業時間の関係もあるため、断片での紹介になる。よって、時間外では可能な限り全編を観る努力をしなければならない。

資格指定科目
教職課程（美術）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能　「映像史を基
にした映像の表現や技法を
系統的に理解できている」

思考力・判断力・表現力　
「参考資料によって提示さ
れた様々な知識を基にして
映像作品の設計が行える」

主体性・多様性・協働性　
「映像によって提供される
情報の形態を理解し、適切
な情報の構築が行える」

映像の成り立ちや理論を正
しく理解し、設計作業に於
いては、それを反映させ充
実した表現を思案すること
ができた。

映像の成り立ちや理論を理
解し、設計作業に於いては
、それを表現に反映させ、
内容の充実を図ることがで
きた。

映像の成り立ちや理論を理
解したが、設計作業との関
連付けが不十分であり、内
容が不完全だった。

映像の成り立ちや理論の理
解が不十分であり、関連付
けした設計作業ができてい
ない。

与えられた参考資料を徹底
して読み解き、そこから自
らの表現を編み出すことが
できた。

与えられた参考資料の分析
は適切である。それを自ら
の表現に応用しようとする
意識は見えた。

与えられた参考資料の分析
は行えているが、自らの表
現に応用する意識は低かっ
た。

与えられた参考資料を理解
が不十分なため、自らの表
現に応用する意識が持てな
かった。

与えられた参考資料を理解
できなかった。

映像による情報提供や問題
解決のために必要な対応が
できており、表現や技法の
実験に積極的であった。

映像による情報提供や問題
解決に努力し、表現や技法
の実験に取り組む必要性も
理解していた。

映像による情報提供や問題
解決のために必要な対応が
不十分で、表現や技法の実
験に積極的ではなかった。

映像による情報提供や問題
解決のために必要な対応が
理解できず、表現や技法の
実験が適切に行えていなか
った。

映像による情報提供や問題
解決ができなかった。

科目名称 映像表現Ⅰ

専門科目科目分類区分

北嶋　洋一（デザイン学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

AEA223046（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館５階

単位数 2 (単位認定責任者： ）北嶋　洋一 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

映像制作の実務経験と研究実績のある教員が、その経験を基にして映像制作の基礎から応用
までを指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ６０％ ２０％ ０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

574－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス～シラバス及び授業改善アンケート結果
反映の説明
映像の学び方

シラバスを一読しておくこと（４５分）

2 「サイレントピクチャー」
完成形とは何か？

次週の授業内容を確認し、自身の志向や考えを持っ
ておくこと（４５分）

レポート作成
資料の再確認（４５分）

次週の授業内容を確認し、自身の志向や考えを持っ
ておくこと（４５分）3

「トーキングピクチャー」
新旧技術の対比
総合芸術としての映像

レポート作成
資料の再確認（４５分）

レポート作成
資料の再確認（４５分）

次週の授業内容を確認し、自身の志向や考えを持っ
ておくこと（４５分）

「SFX（特殊効果撮影）の誕生」
カメラ技術によるトリック映像撮影4

レポート作成
資料の再確認（４５分）

次週の授業内容を確認し、自身の志向や考えを持っ
ておくこと（４５分）

「VFX（特殊効果撮影）の効果」
リアルから誇張表現5

レポート作成
資料の再確認（４５分）

次週の授業内容を確認し、自身の志向や考えを持っ
ておくこと（４５分）

「アニメーションの進化」　
作画＋合成による進化6

レポート作成
資料の再確認（４５分）

次週の授業内容を確認し、自身の志向や考えを持っ
ておくこと（４５分）

「サウンド表現」
音響作家の仕事7

レポート作成
資料の再確認（４５分）

次週の授業内容を確認し、自身の志向や考えを持っ
ておくこと（４５分）

「感情操作」
観客の喜怒哀楽を操作する8

レポート作成
資料の再確認（４５分）

次週の授業内容を確認し、自身の志向や考えを持っ
ておくこと（４５分）

「シナリオ、演出、撮影」
著名な監督の演出方法を分析する9

10 ストーリーボード（絵コンテ）
用紙の使い方

次週の授業内容を確認し、自身の志向や考えを持っ
ておくこと（４５分）

レポート作成
資料の再確認（４５分）

構想～ラフ作成（４５分）前週に配布された用紙の複製をおこなっておくこと
（４５分）

映像の設計
ストーリーボードの作成　①11

期間内に課題提出可能なスケジュール設定で、時間
外制作を行うこと（４５分）

作業進度の確認と調整。資料映像の再確認（４５分
）

映像の設計
ストーリーボードの作成　②12

期間内に課題提出可能なスケジュール設定で、時間
外制作を行うこと（４５分）

作業進度の確認と調整。資料映像の再確認（４５分
）

映像の設計
ストーリーボードの作成　③13

期間内に課題提出可能なスケジュール設定で、時間
外制作を行うこと（４５分）

作業進度の確認と調整。資料映像の再確認（４５分
）

映像の設計
ストーリーボードの作成　④14

期間内に課題提出可能なスケジュール設定で、時間
外制作を行うこと（４５分）

作業進度の確認と調整。資料映像の再確認（４５分
）

映像の設計
ストーリーボードの作成　⑤15

ストーリーボードの映像化をシミュレーションする
（４５分）完成したストーリーボードの自己評価（４５分）

映像の設計
ストーリーボードの講評
授業改善アンケートの実施

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

レポート作成
資料の再確認（４５分）

科目名称 映像表現Ⅰ

専門科目科目分類区分

北嶋　洋一（デザイン学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

AEA223046（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館５階

単位数 2 (単位認定責任者： ）北嶋　洋一 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

映像制作の実務経験と研究実績のある教員が、その経験を基にして映像制作の基礎から応用
までを指導する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



業種・職種を理解してなく
、自らの職業観に至ってい
なかった。

575－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
就職・就業を取巻く環境変化により学生の職業観・勤労観等の課題が指摘されており、キャリア教育の推進が重要である。本講義では「働くこと」への意識向上と
学習意欲向上を目指し、自立・社会性の涵養と豊かな人間性の育成を目的とする。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）（２）（３）（４）に対応する。

到達目標
自分自身の職業観、勤労観を自覚できる。

授業全体の内容と概要
一人一人の職業観の状況把握を行い、業界や企業の仕組みの理解、キャリア教育としての事例研究を通じて職業観・勤労観を醸成する。

授業の方法
板書、配布資料、事例研究ビデオの聴取等に基づいて講義とディスカッションをまじえた授業を行う。毎回学生が各自要点整理の講義ノートを作成し、提出する。
　学生記入ノートによって理解度を確認し、次回以降に返還する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
出席を重視し、１５分以上の遅刻・途中退出は欠席扱いとする。　居眠り、携帯・スマートホン利用は厳禁。

資格指定科目
教職課程（商業）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

自分自身の職業観の自覚。

「働くこと」への意欲向上
。

学習意欲の向上と社会性・
人間性の向上。

業種・職種を完全に理解し
、現在ある自らの職業観を
完全なものにした。

業種・職種を十分に理解し
、自らの職業観を充実させ
た。

業種・職種を理解し、自ら
の職業観を強く自覚できた
。

業種・職種を理解し、自ら
の職業観を持っていた。

「働くこと」への意欲が益
々向上し、自らの将来に向
かって更なる強い意欲につ
ながった。

「働くこと」への意欲が向
上してきており、自らの将
来への期待が強くなった。

「働くこと」への意欲が出
てきており、将来を具体的
に考えるようになった。

徐々に「働くこと」への意
欲が出てきた。

「働くこと」への意欲が出
ていなかった。

将来に向かって学習意欲が
大いに向上し、社会性・人
間性の向上を強く意識して
いた。

将来に向かって学習意欲が
向上し、社会性・人間性の
向上を意識していた。

将来に向かって学習意欲が
湧いてきており、社会性・
人間性の必要性を意識して
いた。

将来に向かって学習意欲が
少しづつ湧いてきており、
社会性・人間性も意識して
いた。

将来に向かって学習意欲が
湧かず、社会性・人間性の
意識も不足していた。

科目名称 職業指導（M）

専門科目科目分類区分

伴　秀実（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

ESS323056，SOE423051（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）伴　秀実 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

複数企業への就業経験によって業界、業種、職種、職業観の醸成を経験し、これらを活かし
て「職業指導」に関する実践事例を講義する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要な最低出席回数は、１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ７０％ ０％ ０％ ３０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

576－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション・シラバスの説明及び授業改善
アンケート結果反映の説明 シラバスを読んでおくこと。（９０分）

2 働く目的　
（VIDEO）

今回の授業に必要な準備学習を行う。
（９０分） 授業内容の復習として事後学習を行う。（９０分）

今回の授業に必要な準備学習を行う。
（９０分）3 業界・業種の概要①

（VIDEO） 授業内容の復習として事後学習を行う。（９０分）

授業内容の復習として事後学習を行う。（９０分）今回の授業に必要な準備学習を行う。
（９０分）

業界・業種の概要②
（VIDEO）4

授業内容の復習として事後学習を行う。（９０分）今回の授業に必要な準備学習を行う。
（９０分）

業界・業種の概要③
（VIDEO）5

授業内容の復習として事後学習を行う。（９０分）今回の授業に必要な準備学習を行う。
（９０分）自己分析6

授業内容の復習として事後学習を行う。（９０分）今回の授業に必要な準備学習を行う。
（９０分）自己紹介書7

授業内容の復習として事後学習を行う。（９０分）今回の授業に必要な準備学習を行う。
（９０分）

業界・企業研究①
（VIDEO）8

授業内容の復習として事後学習を行う。(90分)今回の授業に必要な準備学習を行う。
（９０分）

業界・企業研究②
（VIDEO）9

10 業界・企業研究③
（VIDEO）

今回の授業に必要な準備学習を行う。
（９０分） 授業内容の復習として事後学習を行う。（９０分）

授業内容の復習として事後学習を行う。（９０分）今回の授業に必要な準備学習を行う。
（９０分）特別講義11

授業内容の復習として事後学習を行う。（９０分）今回の授業に必要な準備学習を行う。
（９０分）

業界・企業研究まとめ
（VIDEO）12

授業内容の復習として事後学習を行う。（９０分）今回の授業に必要な準備学習を行う。
（９０分）

就活①
（VIDEO）13

授業内容の復習として事後学習を行う。（９０分）今回の授業に必要な準備学習を行う。
（９０分）

就活②
（VIDEO）14

授業内容の復習として事後学習を行う。（９０分）今回の授業に必要な準備学習を行う。
（９０分）まとめ講義15

解説を受けて講義全体を復習する。（９０分）授業内容を振返り理解を深める。（９０分）課題に対する解説とフィードバック
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業内容の復習として事後学習を行う。（９０分）

科目名称 職業指導（M）

専門科目科目分類区分

伴　秀実（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

ESS323056，SOE423051（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）伴　秀実 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

複数企業への就業経験によって業界、業種、職種、職業観の醸成を経験し、これらを活かし
て「職業指導」に関する実践事例を講義する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



基礎的な知識が不足してい
た。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
建築積算は建築物を造るために必要な費用を算出し，かつ予測することにある。近年の建築をめぐる社会経済情勢の変化が激しい中，建築物のコスト管理はますま
す重要になっている。そこで国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「建築数量積算基準」，「建築工事内訳書標準書式」に基づく積算数量の正確な計算方法を習得
する。

授業の位置づけ
建築学科のＤＰ（1），（2）に対応する。

到達目標
建築投資のコスト面を支える建築積算の意義を知り，建築生産の中で，数量の算出がいかに重要な役割を担っているかを理解できる。さらに，建築数量積算基準を
習得し建築資材などの数量算出と積算ができる。

授業全体の内容と概要
建築工事の各工法の理解度を高め，使用材料の数量積算を行う。現場で使われている道具，材料など細部にわたりプロジェクターなどにより説明を行う。建築産業
を支える建築積算の意義と役割並びに建築工事費の構成を学ぶ。

授業の方法
テキストに加えて，プロジェクターによる画像，図表で解説するので，ノートに講義内容と資料を整理すること。また各単元ごとに演習課題出題し，提出してもら
う。課題返却後，それを解説する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

○ その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
講義にはテキスト，ノート，電卓は必ず持参し，講義内容と資料を整理すること。４回目以降は演習課題を実施し，課題提出の評価配分は高いので遅刻，欠席には
注意すること。
３０分以上の遅刻は欠席とする。また，遅刻３回で欠席１回とみなすので注意すること。

資格指定科目
「建築士試験受験資格課程」選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

建築積算に関わる基礎的知
識について

土工事・地業工事の数量積
算に関わる知識や計算につ
いて

躯体工事の数量積算に関わ
る知識や計算について

仕上げ工事の数量積算に関
わる知識や計算について

知識を十分に習得しており
，それを応用でき，説明・
解説ができた。

知識を十分に習得しており
，それを応用できた。

知識を十分に習得していた
。

基礎的な知識を理解できて
いた。

知識を十分に習得して計算
ができた。さらにそれを応
用でき，説明・解説ができ
た。

知識を十分に習得して計算
ができ，さらにそれを応用
できた。

知識を習得して計算ができ
，さらにそれを十分ではな
いが応用できた。

知識を習得して計算ができ
た。

知識が不足し計算ができな
かった。

知識を十分に習得して計算
ができた。さらにそれを応
用でき，説明・解説ができ
た。

知識を十分に習得して計算
ができ，さらにそれを応用
できた。

知識を習得して計算ができ
，さらにそれを十分ではな
いが応用できた。

知識を習得して計算ができ
た。

知識が不足し計算ができな
かった。

知識を十分に習得して計算
ができた。さらにそれを応
用でき，説明・解説ができ
た。

知識を十分に習得して計算
ができ，さらにそれを応用
できた。

知識を習得して計算ができ
，さらにそれを十分ではな
いが応用できた。

知識を習得して計算ができ
た。

知識が不足し計算ができな
かった。

科目名称 建築積算

専門科目科目分類区分

佐々木　哲之（建築学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

BSM324030（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　哲之 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

建築設計事務所に勤務していたころ，設計物件に対する積算業務を行っていた。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ４０％ ０％ ０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

578－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明
建築産業を支える建築積算の意義と役割

シラバスにより次回の部分を予習すること（90分）

2 コストプランニング，コストコントロール，施工発
注方式・請負契約 次回の授業範囲を予習すること（90分） 授業内容を復習し，特に専門用語を確認すること

（90分）

次回の授業範囲を予習すること（90分）3 建築工事費の構成 授業内容を復習し，特に専門用語を確認すること
（90分）

授業内容を復習し，特に専門用語を確認すること
（90分）次回の授業範囲を予習すること（90分）積算数量：設計数量，所要数量，計画数量4

授業内容を復習し，特に専門用語を確認すること
（90分）次回の授業範囲を予習すること（90分）建築数量積算基準―１　土工・地業の数量積算5

授業内容を復習し，特に専門用語を確認すること
（90分）次回の授業範囲を予習すること（90分）建築数量積算基準―２　躯体の定義と区分，計測・

計算の共通事項6

授業内容を復習し，特に専門用語を確認すること
（90分）次回の授業範囲を予習すること（90分）建築数量積算基準―３　コンクリート・型枠の計測

・計算7

授業内容を復習し，特に専門用語を確認すること
（90分）次回の授業範囲を予習すること（90分）建築数量積算基準―４　コンクリート・型枠の計測

・計算8

授業内容を復習し，特に専門用語を確認すること
（90分）次回の授業範囲を予習すること（90分）建築数量積算基準―５　鉄筋の数量積　9

10 建築数量積算基準―６　鉄骨の数量積 次回の授業範囲を予習すること（90分） 授業内容を復習し，特に専門用語を確認すること
（90分）

授業内容を復習し，特に専門用語を確認すること
（90分）次回の授業範囲を予習すること（90分）建築数量積算基準―７　仕上げの定義と区分，計測

・計算の共通事項11

授業内容を復習し，特に専門用語を確認すること
（90分）次回の授業範囲を予習すること（90分）建築数量積算基準―８　仕上げ各部分の計測・計算12

授業内容を復習し，特に専門用語を確認すること
（90分）次回の授業範囲を予習すること（90分）市場単価と分掛り単価事13

授業内容を復習し，特に専門用語を確認すること
（90分）次回の授業範囲を予習すること（90分）科目別構成比と部分別構成比14

授業内容を復習し，特に専門用語を確認すること
（90分）次回の授業範囲を予習すること（90分）事例分析：部分別数量と躯体の数量分析

授業改善アンケートの実施15

試験内容を振り返り，特に専門用語を復習すること
（90分）これまでの授業範囲を見直し予習すること（90分）定期試験（60分）及び解説（30分）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業内容を復習すること（90分）

科目名称 建築積算

専門科目科目分類区分

佐々木　哲之（建築学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

BSM324030（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　哲之 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

建築設計事務所に勤務していたころ，設計物件に対する積算業務を行っていた。

基本情報

開講時期

1 赤堀弘 彰国社 978-4-395-00921-3

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『基準にもとづく建築積算入門』 2009

2

3

4

5

1 日本建築積算協会 建築コスト管理シ
ステム研究所

4-8028-8979-8

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『建築数量積算基準・同解説』 2003

2

3

4

5



助言しても理解できなかっ
た。

579－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
社会福祉活動に必要な医療保険制度や保健医療サービスについて学ぶ。また、保健医療サービスにおける専門職の役割と実際、多職種の協働について理解を深める
。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP（１）と（２）と（3）と（４）と（５）に対応する。

到達目標
保健医療サービスについてその概要と保健医療サービス提供が各専門職の連携をもとになされることを説明できる。

授業全体の内容と概要
保健医療の概況や基本事項を学ぶ。それぞれの専門職種が担う役割をもとに保健医療サービス提供における連携とはどのようなものか理解を深める。

授業の方法
講義形式。板書とテキストの活用を基本とし、最新の統計や資料の活用を加え解説を行う。また、まとめや確認のために小試験を課題とし、検索後返却し解答・解
説を行いフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
なし

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程の科目である

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

医療保険制度の理解

保健医療サービスの概要

専門職の役割

医療保険制度創設の目的や
保険給付、診療報酬につい
て詳細に理解できた。

医療保険制度創設の目的や
保険給付、診療報酬につい
て概ね理解できた。

医療保険制度創設の目的や
保険給付、診療報酬につい
て部分的に理解できた。

医療保険制度創設の目的や
保険給付、診療報酬につい
て助言により部分的に理解
できた。

医療・福祉施設、保健所の
役割と医療法について把握
し、健康増進・保健対策と
の関連を詳しく説明できた
。

医療・福祉施設、保健所の
役割と医療法、健康増進・
保健対策について概ね説明
できた。

医療・福祉施設、保健所の
役割と医療法、健康増進・
保健対策について部分的に
説明できた。

医療・福祉施設、保健所の
役割と医療法、健康増進・
保健対策について助言によ
り部分的に説明できた。

助言しても説明できなかっ
た。

保健医療分野における社会
福祉士の役割を、患者の権
利とチーム医療との関連か
ら詳しく説明できた。

保健医療分野における社会
福祉士の役割、患者の権利
、チーム医療について概ね
説明できた。

保健医療分野における社会
福祉士の役割、患者の権利
、チーム医療について部分
的に説明できた。

保健医療分野における社会
福祉士の役割、患者の権利
、チーム医療について助言
により部分的に説明できた
。

助言しても説明できなかっ
た。

科目名称 保健医療ｻｰﾋﾞｽ

専門科目科目分類区分

宮﨑　剛司（社会福祉学科・講師）授業担当者（所
属・職名）

SOM112015（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 学生便覧参照

単位数 2 (単位認定責任者： ）宮﨑　剛司 CAP制 　〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

医療機関や看護教育現場での経験を活かし、医療・保健・福祉の現況について話をします。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

　　　　６０％ 　　　　０％ 　　　　０％ 　　　　２０％ 　　　１０％ 　　　１０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

580－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバス説明
保健医療サービスについて 事前に教科書全体に目をとおしておく（９０分）

2 医療保険制度 教科書の「医療保険制度」について事前に読んでお
く（９０分） 当日の授業で行ったことをまとめておく（９０分）

教科書の「医療保険制度」について事前に読んでお
く（９０分）3 医療保険制度（保険給付） 配布資料を見直しておく（９０分）

配布資料を見直しておく（９０分）教科書の「医療保険制度」について事前に読んでお
く（９０分）医療保険制度（医療費政策）4

当日の授業で行ったことをまとめておく（９０分）教科書の「診療報酬」を事前に読んでおく（９０分
）診療報酬5

当日の授業で行ったことをまとめておく（９０分）教科書の「医療サービス」を事前に読んでおく
（９０分）保健医療サービスの概要（医療法）6

前半の授業内容を復習しておく（９０分）教科書の「医療サービス」を事前に読んでおく
（９０分）

保健医療サービスの概要（医療・福祉施設と医療計
画）7

問題を見直し自己採点しておく（９０分）前半の授業・資料・ノートを見直しテストに臨む
（９０分）前半のまとめと学習到達度の確認テスト8

返却テスト結果と授業で行ったことを見直し整理し
ておく（９０分）

教科書の「保健行政」を事前に読んでおく（９０分
）

テスト返却。保健医療サービスの概要（衛生行政活
動）9

10 保健医療サービスの概要（健康増進・保健対策） 教科書の「保健行政」を事前に読んでおく（９０分
） 当日の授業で行ったことをまとめておく（９０分）

社会福祉士の役割を授業と関連させて復習する
（９０分）

教科書の「専門職について」を事前に読んでおく
（９０分）専門職の役割（医療ソーシャルワーカー）11

配布資料を見直しておく（９０分）教科書の「専門職について」を事前に読んでおく
（９０分）専門職の役割（各専門職とチーム医療）12

社会福祉士の役割を授業と関連させて復習する（90
分）

教科書の「専門職について」を事前に読んでおく
（９０分）

専門職の役割（患者の権利・インフォームドコンセ
ント）13

社会福祉士の役割を授業と関連させて復習する
（９０分）

教科書の「専門職の連携」について事前に読んでお
く（90分）保健医療サービスの連携と実際14

提案した福祉課題に今後も取り組んでいく（９０分
）

これまで授業で行ったことを振り返り準備してくる
（９０分）総括と保健医療サービスの今後の課題15

試験及び解説を受けて講義全体を振り返る（９０分
）定期試験準備を行っておく（９０分）定期試験６０分の終了後、残りの時間で解説します

。授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

当日の授業で行ったことをまとめておく（９０分）

科目名称 保健医療ｻｰﾋﾞｽ

専門科目科目分類区分

宮﨑　剛司（社会福祉学科・講師）授業担当者（所
属・職名）

SOM112015（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 学生便覧参照

単位数 2 (単位認定責任者： ）宮﨑　剛司 CAP制 　〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

医療機関や看護教育現場での経験を活かし、医療・保健・福祉の現況について話をします。

基本情報

開講時期

1 社会福祉士養成講座編集委員会 中央法規 978-4-8058-5432-7

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『「保健医療サービス」社会福祉士養成講座17』 2017年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



生涯学習理論等について、
理解が不十分だった。

581－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
生涯学習についての基礎的・基本的事項を理解し、生涯学習の学習者・支援者としての知識・態度を身に付ける。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（５）に対応する。

到達目標
生涯学習に関連する基礎的知識を身に付け、生涯学習社会における学校教育、社会教育、家庭教育等の役割やリカレント教育など生涯学習の取組について理解でき
る。

授業全体の内容と概要
各回のテーマに基づき必要な事項を講義するとともに、主体的・対話的で深い学びを実現するため、テーマに関連する事項に関して考察、意見交換(グループ)、発
表等の一連の活動を行う。また、できるだけ具体的な事例から生涯学習の理解を深め、生涯においてどう関わるか、また、支援者としての関わりを考えられるよう
に構成する。
「ＳＤＧ４．質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
授業ではパワーポイント及び配布物(レジメ)で実施し、資料にて説明した後、グループワーク等で思考・考察、意見交換・討論、発表等の一連の活動を行う。また
、実践事例のVTR教材視聴後に事例に基づくレポート提出を行う。レポートにはコメントにてフィードバックする。なお、学生の質問などには、チャット形式などの
支援システムで迅速に回答する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
２０分以上の遅刻は欠席とし、遅刻３回で欠席１回とみなす。
全学科が同一クラスで授業を行うため、受講に当たっての注意事項を必ず守ること。

資格指定科目
教職課程（全教科）の選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

生涯学習理論等の理解

生涯学習に関する情報や実
践に対する思考･判断･表現

授業への参加態度・姿勢

生涯学習理論等について、
学修したを知識・技能を基
盤に、さらに知識等を深め
ようとすることができた。

生涯学習理論等について、
意欲的に学び、必要な知識
・技能を理解することがで
きた。

生涯学習理論等について必
要な知識・技能を理解でき
た。

生涯学習理論等についての
知識・技能を一定程度理解
できた。

生涯学習について積極的に
思考・判断し、個人やグル
ープで工夫して表現するこ
とができた。

生涯学習について思考・判
断し、個人やグループで表
現することができた。

生涯学習について、個人や
グループで思考活動等に取
り組み、表現しようとする
ことができた。

生涯学習について思考活動
等に一定程度取り組み、表
現しようとしていた。

生涯学習理論等について、
理解が不十分だった。

授業に非常に積極的に参加
することができた。

授業に積極的に参加するこ
とができた。

授業に関心をもって参加す
ることができた。

授業への関心が一定程度み
られた。

授業への参加態度に課題が
あった。

科目名称 生涯学習概論Ⅰ（M）

共通教育科目科目分類区分

藤根　収（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

EDU011014（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）藤根　　収 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場や教育行政における経験がある教員がその経験を活かして、今日的な教育課題（生
涯学習）について指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ １０％ ０％ ２０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

582－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション
～シラバスの説明、授業改善アンケート結果反映の
説明、生涯学習とは何か～

教科書から「生涯学習」についての課題を整理する
(９０分)

2 「生涯学習とは？」
１―生涯学習の概念と生涯学習社会の形成

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分) 重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)3 「生涯学習とは？」

２―「生涯教育」と「生涯学習」 重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

「生涯学習とは？」
３―ライフサイクル論と生涯発達4

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

生涯学習社会における各機能の役割
―学校教育の役割　「生涯学習と学校教育」5

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

生涯学習社会における各機能の役割
―社会教育の役割　「生涯学習と社会教育」6

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

生涯学習社会における各機能の役割
―家庭教育の役割　「生涯学習と家庭教育」7

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

生涯学習社会における各機能の役割
―行政機関の役割　「行政機関による生涯学習の振
興」

8

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

生涯学習社会における各機能の役割
―民間団体・機関の役割　「民間団体等による生涯
学習支援」

9

10
生涯学習社会における各機能の役割
―大学の役割　「生涯学習支援としての大学開放」
　　(中間テスト)

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分) 重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

生涯学習の多様な学習方法１
―学習方法の類型と具体的な方法11

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

生涯学習の多様な学習方法２
―メディア活用やワークショップなどによる学習方
法

12

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

生涯学習とリカレント教育１
―リカレント教育の意義13

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)講義内容を整理し、レポート作成の課題を整理する
　(９０分)

生涯学習とリカレント教育２
―リカレント教育の方策、職業能力開発の生涯学習14

レポートを作成する(９０分)講義内容を整理し、レポート作成の課題を整理する
　(９０分)

生涯学習と生涯学習社会の今後の課題について
授業改善アンケートの実施15

試験の結果を見直す（９０分）教科書等で講義内容を整理する。
(９０分)

定期試験（６０分の試験終了後、残りの３０分で解
説する。）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

課題についてノートに整理し、シラバスで確認する
こと(９０分)

科目名称 生涯学習概論Ⅰ（M）

共通教育科目科目分類区分

藤根　収（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

EDU011014（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）藤根　　収 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場や教育行政における経験がある教員がその経験を活かして、今日的な教育課題（生
涯学習）について指導する。

基本情報

開講時期

1 香川正弘　ほか ミネルヴァ書房 978-4-623-07631-4

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『よくわかる生涯学習(改訂版）』 2016

2

3

4

5

1 田中雅文　ほか 学文社 978-4-7620-2966-0

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『テキスト生涯学習　「新訂2版」』 2020

2

3

4

5



生涯学習理論等について、
理解が不十分だった。

583－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
生涯学習についての基礎的・基本的事項を理解し、生涯学習の学習者・支援者としての知識・態度を身に付ける。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
生涯学習に関連する基礎的知識を身に付け、生涯学習社会における学校教育、社会教育、家庭教育等の役割やリカレント教育など生涯学習の取組について理解でき
る。

授業全体の内容と概要
各回のテーマに基づき必要な事項を講義するとともに、主体的・対話的で深い学びを実現するため、テーマに関連する事項に関して考察、意見交換(グループ)、発
表等の一連の活動を行う。また、できるだけ具体的な事例から生涯学習の理解を深め、生涯においてどう関わるか、また、支援者としての関わりを考えられるよう
に構成する。
「ＳＤＧ４．質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
授業ではパワーポイント及び配布物(レジメ)で実施し、資料にて説明した後、グループワーク等で思考・考察、意見交換・討論、発表等の一連の活動を行う。また
、実践事例のVTR教材視聴後に事例に基づくレポート提出を行う。レポートにはコメントにてフィードバックする。なお、学生の質問などには、チャット形式などの
支援システムで迅速に回答する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
２０分以上の遅刻は欠席とし、遅刻３回で欠席１回とみなす。
全学科が同一クラスで授業を行うため、受講に当たっての注意事項を必ず守ること。

資格指定科目
教職課程（全教科）の選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

生涯学習理論等の理解

生涯学習に関する情報や実
践に対する思考･判断･表現

授業への参加態度・姿勢

生涯学習理論等について、
学修したを知識・技能を基
盤に、さらに知識等を深め
ようとすることができた。

生涯学習理論等について、
意欲的に学び、必要な知識
・技能を理解することがで
きた。

生涯学習理論等について必
要な知識・技能を理解でき
た。

生涯学習理論等についての
知識・技能を一定程度理解
できた。

生涯学習について積極的に
思考・判断し、個人やグル
ープで工夫して表現するこ
とができた。

生涯学習について思考・判
断し、個人やグループで表
現することができた。

生涯学習について、個人や
グループで思考活動等に取
り組み、表現しようとする
ことができた。

生涯学習について思考活動
等に一定程度取り組み、表
現しようとしていた。

生涯学習理論等について、
理解が不十分だった。

授業に非常に積極的に参加
することができた。

授業に積極的に参加するこ
とができた。

授業に関心をもって参加す
ることができた。

授業への関心が一定程度み
られた。

授業への参加態度に課題が
あった。

科目名称 生涯学習概論Ⅰ

共通教育科目科目分類区分

藤根　収（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

EDU011014（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科、デザイン学科、建築学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）藤根　　収 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場や教育行政における経験がある教員がその経験を活かして、今日的な教育課題（生
涯学習）について指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ １０％ ０％ ２０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

584－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション
～シラバスの説明、授業改善アンケート結果反映の
説明、生涯学習とは何か～

教科書から「生涯学習」についての課題を整理する
(９０分)

2 「生涯学習とは？」
１―生涯学習の概念と生涯学習社会の形成

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分) 重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)3 「生涯学習とは？」

２―「生涯教育」と「生涯学習」 重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

「生涯学習とは？」
３―ライフサイクル論と生涯発達4

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

生涯学習社会における各機能の役割
―学校教育の役割　「生涯学習と学校教育」5

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

生涯学習社会における各機能の役割
―社会教育の役割　「生涯学習と社会教育」6

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

生涯学習社会における各機能の役割
―家庭教育の役割　「生涯学習と家庭教育」7

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

生涯学習社会における各機能の役割
―行政機関の役割　「行政機関による生涯学習の振
興」

8

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

生涯学習社会における各機能の役割
―民間団体・機関の役割　「民間団体等による生涯
学習支援」

9

10
生涯学習社会における各機能の役割
―大学の役割　「生涯学習支援としての大学開放」
　　(中間テスト)

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分) 重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

生涯学習の多様な学習方法１
―学習方法の類型と具体的な方法11

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

生涯学習の多様な学習方法２
―メディア活用やワークショップなどによる学習方
法

12

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

生涯学習とリカレント教育１
―リカレント教育の意義13

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)講義内容を整理し、レポート作成の課題を整理する
　(９０分)

生涯学習とリカレント教育２
―リカレント教育の方策、職業能力開発の生涯学習14

レポートを作成する(９０分)講義内容を整理し、レポート作成の課題を整理する
(９０分)

生涯学習と生涯学習社会の今後の課題について
授業改善アンケートの実施15

試験の結果を見直す（９０分)教科書等で講義内容を整理する（９０分)定期試験（６０分の試験終了後、残りの３０分で解
説する。）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

課題についてノートに整理し、シラバスで確認する
こと(９０分)

科目名称 生涯学習概論Ⅰ

共通教育科目科目分類区分

藤根　収（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

EDU011014（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科、デザイン学科、建築学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）藤根　　収 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場や教育行政における経験がある教員がその経験を活かして、今日的な教育課題（生
涯学習）について指導する。

基本情報

開講時期

1 香川正弘　ほか ミネルヴァ書房 978-4-623-07631-4

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『よくわかる生涯学習(改訂版）』 2016

2

3

4

5

1 田中雅文　ほか 学文社 978-4-7620-2966-0

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『テキスト生涯学習　「新訂2版」』 2020

2

3

4

5



生涯学習理論等について、
理解が不十分だった。

585－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
生涯学習についての基礎的・基本的事項を理解し、生涯学習の学習者・支援者としての知識・態度を身に付ける。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（５）に対応する。

到達目標
生涯学習に関連する基礎的知識を身に付け、生涯学習社会における学校教育、社会教育、家庭教育等の役割やリカレント教育など生涯学習の取組について理解でき
る。

授業全体の内容と概要
各回のテーマに基づき必要な事項を講義するとともに、主体的・対話的で深い学びを実現するため、テーマに関連する事項に関して考察、意見交換(グループ)、発
表等の一連の活動を行う。また、できるだけ具体的な事例から生涯学習の理解を深め、生涯においてどう関わるか、また、支援者としての関わりを考えられるよう
に構成する。
「ＳＤＧ４．質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
授業ではパワーポイント及び配布物(レジメ)で実施し、資料にて説明した後、グループワーク等で思考・考察、意見交換・討論、発表等の一連の活動を行う。また
、実践事例のVTR教材視聴後に事例に基づくレポート提出を行う。レポートにはコメントにてフィードバックする。なお、学生の質問などには、チャット形式などの
支援システムで迅速に回答する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
２０分以上の遅刻は欠席とし、遅刻３回で欠席１回とみなす。
全学科が同一クラスで授業を行うため、受講に当たっての注意事項を必ず守ること。

資格指定科目
教職課程（全教科）の選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

生涯学習理論等の理解

生涯学習に関する情報や実
践に対する思考･判断･表現

授業への参加態度・姿勢

生涯学習理論等について、
学修したを知識・技能を基
盤に、さらに知識等を深め
ようとすることができた。

生涯学習理論等について、
意欲的に学び、必要な知識
・技能を理解することがで
きた。

生涯学習理論等について必
要な知識・技能を理解でき
た。

生涯学習理論等についての
知識・技能を一定程度理解
できた。

生涯学習について積極的に
思考・判断し、個人やグル
ープで工夫して表現するこ
とができた。

生涯学習について思考・判
断し、個人やグループで表
現することができた。

生涯学習について、個人や
グループで思考活動等に取
り組み、表現しようとする
ことができた。

生涯学習について思考活動
等に一定程度取り組み、表
現しようとしていた。

生涯学習理論等について、
理解が不十分だった。

授業に非常に積極的に参加
することができた。

授業に積極的に参加するこ
とができた。

授業に関心をもって参加す
ることができた。

授業への関心が一定程度み
られた。

授業への参加態度に課題が
あった。

科目名称 生涯学習概論Ⅰ（M）

専門科目科目分類区分

藤根　収（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

EDU011014（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・再履修者対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）藤根　　収 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場や教育行政における経験がある教員がその経験を活かして、今日的な教育課題（生
涯学習）について指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ １０％ ０％ ２０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション
～シラバスの説明、授業改善アンケート結果反映の
説明、生涯学習とは何か～

教科書から「生涯学習」についての課題を整理する
(９０分)

2 「生涯学習とは？」
１―生涯学習の概念と生涯学習社会の形成

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分) 重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)3 「生涯学習とは？」

２―「生涯教育」と「生涯学習」 重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

「生涯学習とは？」
３―ライフサイクル論と生涯発達4

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

生涯学習社会における各機能の役割
―学校教育の役割　「生涯学習と学校教育」5

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

生涯学習社会における各機能の役割
―社会教育の役割　「生涯学習と社会教育」6

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

生涯学習社会における各機能の役割
―家庭教育の役割　「生涯学習と家庭教育」7

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

生涯学習社会における各機能の役割
―行政機関の役割　「行政機関による生涯学習の振
興」

8

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

生涯学習社会における各機能の役割
―民間団体・機関の役割　「民間団体等による生涯
学習支援」

9

10
生涯学習社会における各機能の役割
―大学の役割　「生涯学習支援としての大学開放」
　　(中間テスト)

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分) 重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

生涯学習の多様な学習方法１
―学習方法の類型と具体的な方法11

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

生涯学習の多様な学習方法２
―メディア活用やワークショップなどによる学習方
法

12

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

生涯学習とリカレント教育１
―リカレント教育の意義13

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)講義内容を整理し、レポート作成の課題を整理する
　(９０分)

生涯学習とリカレント教育２
―リカレント教育の方策、職業能力開発の生涯学習14

レポートを作成する(９０分)講義内容を整理し、レポート作成の課題を整理する
　(９０分)

生涯学習と生涯学習社会の今後の課題について
授業改善アンケートの実施15

試験の結果を見直す（９０分）教科書等で講義内容を整理する。
(９０分)

定期試験（６０分の試験終了後、残りの３０分で解
説する。）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

課題についてノートに整理し、シラバスで確認する
こと(９０分)

科目名称 生涯学習概論Ⅰ（M）

専門科目科目分類区分

藤根　収（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

EDU011014（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・再履修者対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）藤根　　収 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場や教育行政における経験がある教員がその経験を活かして、今日的な教育課題（生
涯学習）について指導する。

基本情報

開講時期

1 香川正弘　ほか ミネルヴァ書房 978-4-623-07631-4

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『よくわかる生涯学習(改訂版）』 2016

2

3

4

5

1 田中雅文　ほか 学文社 978-4-7620-2966-0

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『テキスト生涯学習　「新訂2版」』 2020

2

3

4

5



生涯学習理論等について、
理解が不十分だった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
生涯学習についての基礎的・基本的事項を理解し、生涯学習の学習者・支援者としての知識・態度を身に付ける。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。

到達目標
生涯学習に関連する基礎的知識を身に付け、生涯学習社会における学校教育、社会教育、家庭教育等の役割やリカレント教育など生涯学習の取組について理解でき
る。

授業全体の内容と概要
各回のテーマに基づき必要な事項を講義するとともに、主体的・対話的で深い学びを実現するため、テーマに関連する事項に関して考察、意見交換(グループ)、発
表等の一連の活動を行う。また、できるだけ具体的な事例から生涯学習の理解を深め、生涯においてどう関わるか、また、支援者としての関わりを考えられるよう
に構成する。
「ＳＤＧ４．質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
授業ではパワーポイント及び配布物(レジメ)で実施し、資料にて説明した後、グループワーク等で思考・考察、意見交換・討論、発表等の一連の活動を行う。また
、実践事例のVTR教材視聴後に事例に基づくレポート提出を行う。レポートにはコメントにてフィードバックする。なお、学生の質問などには、チャット形式などの
支援システムで迅速に回答する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
２０分以上の遅刻は欠席とし、遅刻３回で欠席１回とみなす。
全学科が同一クラスで授業を行うため、受講に当たっての注意事項を必ず守ること。

資格指定科目
教職課程（全教科）の選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

生涯学習理論等の理解

生涯学習に関する情報や実
践に対する思考･判断･表現

授業への参加態度・姿勢

生涯学習理論等について、
学修したを知識・技能を基
盤に、さらに知識等を深め
ようとすることができた。

生涯学習理論等について、
意欲的に学び、必要な知識
・技能を理解することがで
きた。

生涯学習理論等について必
要な知識・技能を理解でき
た。

生涯学習理論等についての
知識・技能を一定程度理解
できた。

生涯学習について積極的に
思考・判断し、個人やグル
ープで工夫して表現するこ
とができた。

生涯学習について思考・判
断し、個人やグループで表
現することができた。

生涯学習について、個人や
グループで思考活動等に取
り組み、表現しようとする
ことができた。

生涯学習について思考活動
等に一定程度取り組み、表
現しようとしていた。

生涯学習理論等について、
理解が不十分だった。

授業に非常に積極的に参加
することができた。

授業に積極的に参加するこ
とができた。

授業に関心をもって参加す
ることができた。

授業への関心が一定程度み
られた。

授業への参加態度に課題が
あった。

科目名称 生涯学習概論Ⅰ（S）

専門科目科目分類区分

藤根　収（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

EDU011014（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・再履修者対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）藤根　　収 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場や教育行政における経験がある教員がその経験を活かして、今日的な教育課題（生
涯学習）について指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ １０％ ０％ ２０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション
～シラバスの説明、授業改善アンケート結果反映の
説明、生涯学習とは何か～

教科書から「生涯学習」についての課題を整理する
(９０分)

2 「生涯学習とは？」
１―生涯学習の概念と生涯学習社会の形成

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分) 重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)3 「生涯学習とは？」

２―「生涯教育」と「生涯学習」 重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

「生涯学習とは？」
３―ライフサイクル論と生涯発達4

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

生涯学習社会における各機能の役割
―学校教育の役割　「生涯学習と学校教育」5

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

生涯学習社会における各機能の役割
―社会教育の役割　「生涯学習と社会教育」6

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

生涯学習社会における各機能の役割
―家庭教育の役割　「生涯学習と家庭教育」7

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

生涯学習社会における各機能の役割
―行政機関の役割　「行政機関による生涯学習の振
興」

8

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

生涯学習社会における各機能の役割
―民間団体・機関の役割　「民間団体等による生涯
学習支援」

9

10
生涯学習社会における各機能の役割
―大学の役割　「生涯学習支援としての大学開放」
　　(中間テスト)

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分) 重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

生涯学習の多様な学習方法１
―学習方法の類型と具体的な方法11

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

生涯学習の多様な学習方法２
―メディア活用やワークショップなどによる学習方
法

12

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る(９０分)

生涯学習とリカレント教育１
―リカレント教育の意義13

重要な用語や事柄等をノートに整理する(９０分)講義内容を整理し、レポート作成の課題を整理する
　(９０分)

生涯学習とリカレント教育２
―リカレント教育の方策、職業能力開発の生涯学習14

レポートを作成する(９０分)講義内容を整理し、レポート作成の課題を整理する
(９０分)

生涯学習と生涯学習社会の今後の課題について
授業改善アンケートの実施15

試験の結果を見直す（９０分)教科書等で講義内容を整理する（９０分)定期試験（６０分の試験終了後、残りの３０分で解
説する。）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

課題についてノートに整理し、シラバスで確認する
こと(９０分)

科目名称 生涯学習概論Ⅰ（S）

専門科目科目分類区分

藤根　収（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

EDU011014（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・再履修者対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）藤根　　収 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場や教育行政における経験がある教員がその経験を活かして、今日的な教育課題（生
涯学習）について指導する。

基本情報

開講時期

1 香川正弘　ほか ミネルヴァ書房 978-4-623-07631-4

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『よくわかる生涯学習(改訂版）』 2016

2

3

4

5

1 田中雅文　ほか 学文社 978-4-7620-2966-0

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『テキスト生涯学習　「新訂2版」』 2020

2

3

4

5



専門的な内容について理解
できなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
特別な支援を必要とする知的障害児の教育課程及び指導・支援の方法を理解し、知的障害児の教育を効果的に行うために必要な基本的知識と障害の状況等に応じた
指導のあり方等の実践的な知識を習得する。

授業の位置づけ
「社会福祉学科」のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。

到達目標
特別支援教育に関する教育課程の枠組みを踏まえ、知的障害教育における教育課程の編成や個別の教育支援計画及び個別の指導計画を作成する意義と活用方法、自
立活動の指導、授業づくりなどを理解する。また、知的障害教育を効果的に行うために必要な指導内容・方法等についての基礎的知識を理解する。

授業全体の内容と概要
毎回のテーマに基づき必要な事項を講義するとともに、主体的・対話的で深い学びを実現するため、テーマに関連する事項に関して考察、意見交換、発表等の一連
の活動を行う。また、知的障害教育に係わる法令の理解や教育課程の編制の仕方や指導内容・方法について、演習方式も取り入れながらで行う。
「ＳＤＧ４．質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
授業ではパワーポイント及び配布物(レジメ)で実施し、資料にて説明した後、グループワーク等で、テーマに関する事項に関して、思考・考察、意見交換、討議、
発表等の一連の活動を行うなどして理解を深める。また、実践事例のVTR教材視聴の事例に基づくレポート提出を行う。なお、レポート等にはコメントにてフィード
バックする。
ＩＣＴに関連して、授業についての質問などは、チャット形式などの支援システムで迅速に回答する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
２０分以上の遅刻は欠席とし、遅刻３回で欠席１回とみなす。

資格指定科目
教職課程（特別支援学校教諭）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知的障害教育の専門的な知
識・技能の習得

知的障害教育に関する思考
・判断・表現

授業への参加態度・姿勢

専門的な内容について高い
関心をもって理解し、さら
に深めてようとすることが
できた。

専門的な内容について、関
心をもって理解し、学修す
ることができた。

専門的な内容を学修するこ
とができた。

専門的な内容について一定
程度理解することができた
。

テーマに基づき、積極的に
思考・判断し、個人やグル
ープで工夫して積極的に表
現できた。

テーマに基づき、思考・判
断し、個人やグループで意
欲的に表現できた。

テーマに基づき、思考・判
断し、個人やグループで表
現できた。

テーマに基づき、一部思考
・判断し、個人やグループ
で表現できた。

テーマの受け止めが不十分
で、思考・判断・表現が十
分にできなかった。

授業に非常に積極的に参加
することができた。

授業に積極的に参加するこ
とができた。

授業に関心をもって参加す
ることができた。

授業への関心が一定程度み
られた。

授業への参加態度・姿勢が
不十分だった。

科目名称 知的障害教育Ⅱ

専門科目科目分類区分

藤根　収（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SNE123108（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）藤根　収 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場や教育行政における経験がある教員がその経験を活かして、特別支援教育（知的障
害教育）について指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ２０％ ０％ ０％ ２０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション
～授業改善アンケート結果反映の説明とシラバスの
説明、知的障害教育について～

教科書から「知的障害教育」についての課題を整理
する。(９０分)

2 知的障害教育に関係する法令（教育基本法や学校教
育法、学習指導要領等）の理解と教育課程について

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(９０分) 重要な用語や事柄等をノートに整理する。(９０分)

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(９０分)3 特別支援学校学習指導要領のポイントと教育動向に

ついて 重要な用語や事柄等をノートに整理する。(９０分)

重要な用語や事柄等をノートに整理する。(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(９０分)特別支援学校と特別支援学級における教育について4

重要な用語や事柄等をノートに整理する。(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(９０分)

教育課程①
・教育課程編成上の基本事項と指導の形態について5

重要な用語や事柄等をノートに整理する。(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(９０分)

教育課程②
・各教科等の年間授業時間と各教科等の指導のねら
いについて

6

重要な用語や事柄等をノートに整理する。(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(９０分)

教育課程③
・各教科等を合わせた指導、教科別の指導等につい
て

7

重要な用語や事柄等をノートに整理する。(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(９０分)

教育課程④
・自立活動、年間指導計画の作成について8

重要な用語や事柄等をノートに整理する。(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(９０分)

教育課程⑤
・学習指導案の作成～各教科等の指導案　9

10 特別支援教育に関する理解①
～制度と課題、合理的配慮等

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(９０分) 重要な用語や事柄等をノートに整理する。(９０分)

重要な用語や事柄等をノートに整理する。(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(９０分)

特別支援教育に関する理解②
～教育課程11

重要な用語や事柄等をノートに整理する。(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(９０分)

特別支援教育に関する理解③
～学習指導要領12

重要な用語や事柄等をノートに整理する。(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(９０分)

特別支援教育に関する理解④
～障害児教育の歴史と就学の手続き等13

重要な用語や事柄等をノートに整理する。(９０分)教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(９０分)

特別支援教育に関する理解⑤
～指導法・検査法・心理的特性等14

重要な語句や内容を整理するとともにレポートを作
成する。(９０分)

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る。(９０分)

まとめと今後の課題
授業改善アンケートの実施15

試験の結果を見直す。（９０分）教科書等で講義内容を整理する。(９０分)定期試験（６０分の試験終了後、残りの３０分で解
説する。）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

課題についてノートに整理し、シラバスで確認する
こと。(９０分)

科目名称 知的障害教育Ⅱ

専門科目科目分類区分

藤根　収（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SNE123108（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）藤根　収 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場や教育行政における経験がある教員がその経験を活かして、特別支援教育（知的障
害教育）について指導する。

基本情報

開講時期

1 国立特別支援教育総合研究所 ジアース教育新社 978-4-86371-548-6

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『特別支援教育の基礎・基本　2020』 2020

2

3

4

5

1 太田正己 黎明書房 978-4-654-01929-8

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『特別支援教育の授業案づくり』 2016

2 肥後祥治　ほか ジアース教育新社 978-4-86371-213-3『特別支援教育の学習指導案と授業研究』 2013

3 文部科学省 開隆堂出版 978-4-304-04230-0『特別支援学校学習指導要領解説　各教科等編（
小学部・中学部）』

2018

4

5



全く出来ていなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
図学、つまり図形幾何学とは、3次元の立体を２次元の平面上に表現したり、2次元の平面情報から3次元の立体を再構成する技術である。
これは美術・デザインにおける表現手段の基礎的な技術の一つであり、製図の基礎として位置付けられる。
本実習ではこの表現技術について修得し、基本的な作図と立体表現ができるようになることを目標とする。

授業の位置づけ
デザイン学科のDP　(1) (2) に対応する。

到達目標
基礎的な立体と平面の関係性の把握。
スケール（縮尺）の概念を理解している。
作図に必要な道具を使って水平・垂直・長さ・線の太さ・破線等を美しく正確に作図表現できる。
制作した図面や立体を、簡単なポートフォリオとしてまとめ、伝えることができる。

授業全体の内容と概要
課題を通して作図を行い、技術を高めていく。最初はトレースや既存作品の2次元表現を行ってから、最終的に作品を制作する。
作品制作については、２次元表現および、簡単な立体（模型）を制作する。
作品制作の後、講評会を行う。
作品はポートフォリオにまとめる。

授業の方法
課題説明と必要に応じた講義の後、課題に各自取り組む。
制作には、基本的な製図道具（製図用シャープペンシル、定規類、コンパス等）を必要とする。
そのほか、エスキスのためのスケッチブックまたはクロッキー帳を必要とする。
質問は適宜受け付ける。作業に必要な道具は各自で用意し、持参して用いること。
作品課題に対して、講評会を行い、ポートフォリオにまとめる。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
作図は製図用のシャープペンシル（芯の太さ0.5、濃さはBかそれ以上が描きやすい）を必要とする。0.3や0.7があっても良い。
そのほか、定規（短い普通のもの、できれば30cm程度のもの）、三角定規、三角スケール、コンパス等、スケッチブックまたはクロッキー帳が必要。アイデアを書
き留めるためのものであり、使いやすいものを選ぶこと。
最初のガイダンスの日には、上記のシャープペンシル、定規、三角定規、エスキスノートを忘れずに持参すること。
また、作図はA3用紙に描くため、A3サイズの用紙が持ち運べるカルトン等を準備すること。
最初の日に製図用シャープペンシルが良くわからない人は、まずは普通のシャープペンシルを持参すること。詳細は、ガイダンスで説明する。
なお、全体の課題の進行程度によって、課題数の増減等、内容の調整・変更を行うことがある。

資格指定科目
教職課程（工芸）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

基礎的な立体と平面の関係
性の把握ができている。

スケール（縮尺）の概念を
理解している。

作図に必要な道具を使って
水平・垂直・長さ・線の太
さ・破線等を美しく正確に
作図表現できる。

制作した図面や立体を、簡
単なポートフォリオとして
まとめ、伝えることができ
る。

十分に目標に達成していた
。

概ね出来ていた。 不十分ではあるが出来てい
た。

最低限出来ていた。

十分に目標に達成していた
。

概ね出来ていた。 不十分ではあるが出来てい
た。

最低限出来ていた。 全く出来ていなかった。

十分に目標に達成していた
。

概ね出来ていた。 不十分ではあるが出来てい
た。

最低限出来ていた。 全く出来ていなかった。

十分に目標に達成していた
。

概ね出来ていた。 不十分ではあるが出来てい
た。

最低限出来ていた。 全く出来ていなかった。

科目名称 図学Ⅰ

専門科目科目分類区分

赤木　良子　（デザイン学科・非常勤講
師）

授業担当者（所
属・職名）

AEA221052（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・一年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）赤木　良子 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

建築意匠設計経験あり。一級建築士。図学は製図の基礎的な技術に位置付けられるため、直
接的な関連がある。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
１０回以上の出席と全課題作の完成・提出を必須とする。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ８０％ ０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス：シラバスの説明・授業改善アンケート
結果反映の説明
図学とは、授業の進め方、用具の使い方等

シラバスを読んでおくこと（９０分）

2 課題２：トレース 課題の制作（９０分） 課題の制作（９０分）

課題の制作（９０分）3 課題２：トレース 課題の制作（９０分）

課題の制作（９０分）課題の制作（９０分）課題２：トレース4

課題の制作（９０分）課題の制作（９０分）
課題２のレビュー（講評）
課題３：「ヴォリュームの組み合わせ」
エスキス

5

課題の制作（９０分）課題の制作（９０分）課題３：図面制作6

課題の制作（９０分）課題の制作（９０分）課題３：図面仕上げ・模型7

課題の制作（９０分）課題の制作（９０分）課題３：模型仕上げ・写真等8

課題の制作（９０分）課題の制作（９０分）課題３：発表・講評会9

10 課題４：「ライティング・デザイン」
エスキス 課題の制作（９０分） 課題の制作（９０分）

課題の制作（９０分）課題の制作（９０分）課題４：図面制作11

課題の制作（９０分）課題の制作（９０分）課題４：図面仕上げ・模型12

課題の制作（９０分）課題の制作（９０分）課題４：模型仕上げ13

課題の制作（９０分）課題の制作（９０分）写真撮影・ポートフォリオ準備14

課題の制作（９０分）課題の制作（９０分）ポートフォリオ制作15

振り返り（９０分）課題の制作（９０分）発表・講評会
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

課題の制作（９０分）

科目名称 図学Ⅰ

専門科目科目分類区分

赤木　良子　（デザイン学科・非常勤講
師）

授業担当者（所
属・職名）

AEA221052（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・一年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）赤木　良子 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

建築意匠設計経験あり。一級建築士。図学は製図の基礎的な技術に位置付けられるため、直
接的な関連がある。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



RC構造の特徴について説明
できなかった。
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評価項目

概要

履修目標
鉄筋コンクリート構造は鉄とコンクリートからなる一種の複合構造物である。
鉄筋コンクリート構造の仕組みとそれを構成する部材断面の設計方法を修得する。
力学や材料の専門知識を応用して部材断面の応力と変形などの性質を理解し，断面設計方法を学習する。

授業の位置づけ
建築学科のＤＰ（１）、（２）に対応する。

到達目標
鋼材とコンクリート材料をどのように活かしているかを把握した上で，鉄筋コンクリート構造の構造計画、許容応力度設計法などの基本的な設計原理を修得する。
鉄筋コンクリート構造の仕組み・名称・規準などが理解できる。
軸力や曲げを受ける部材の性状を理解し、各部材断面の設計ができる。

授業全体の内容と概要
鉄筋コンクリート構造の概要・構造形式・規準などを学び、許容応力度設計法、梁・柱・スラブなどの各部材の断面設計を中心に講義・演習を行う。

授業の方法
授業は教科書及び配布資料をもとにプロジェクターを利用して講義形式で行う。また構造設計例題を参考にして演習課題を実施して理解を深める。フィードバック
として課題の解説を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

○ その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
講義内容を要領よくまとめ，ノート整理を欠かさないこと。
講義には設計演習等を頻繁に実施するので，必ず関数電卓を持参すること。

資格指定科目
教職課程（工業）選択科目，建築士試験受験資格課程選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

鉄筋コンクリート構造の概
要

鉄筋コンクリート構造の構
成と力学

鉄筋コンクリート部材の設
計演習

RC構造の特徴・構造形式・
規準等にについて明確に説
明でき、他人に正確に説明
できた。

RC構造の特徴・構造形式・
規準等にについて明確に説
明できた。

RC構造の特徴について説明
でき、他人に説明できた。

RC構造の特徴について説明
できた。

鉄筋とコンクリートの機械
的性質および許容応力度設
計法について明確に説明で
き、他人に説明できた。

鉄筋とコンクリートの機械
的性質および許容応力度設
計法について明確に説明で
きた。

許容応力度設計法について
説明でき、他人に説明でき
た。

許容応力度設計法について
説明できた。

許容応力度設計法について
説明できなかった。

RC構造各部材（梁・柱・ス
ラブ）の設計について説明
でき、演習問題を正確に解
くことができ、他人に説明
できた。

RC構造各部材（梁・柱・ス
ラブ）の設計について説明
でき、演習問題を正確に解
くことができた。

RC構造各部材（梁・柱・ス
ラブ）の設計について説明
でき、基本的な演習問題を
解くことができ、他人に説
明できた。

RC構造各部材（梁・柱・ス
ラブ）の設計について説明
でき、基本的な演習問題を
解くことができた。

RC構造各部材（梁・柱・ス
ラブ）の設計について説明
でき、基本的な演習問題を
解くことができなかった。

科目名称 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造

専門科目科目分類区分

長森　正（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

BSM313015（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 アトリエ棟１階

単位数 2 (単位認定責任者： ）長森　正 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

１級土木施工管理技士・測量士・コンクリート技士として建設会社に勤務。
実務経験をもとに講義をします。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ３０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

594－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
授業改善アンケート結果反映の説明
シラバスの説明
鉄筋コンクリート構造の概論

シラバス資料を確認して，授業内容を予習する（90
分）

2 コンクリートと鉄筋の性質 次回授業範囲の資料を予習する（90分） 授業内容・演習問題を理解し復習する（90分）

次回授業範囲の資料を予習する（90分）3 コンクリートの調合設計 授業内容・演習問題を理解し復習する（90分）

授業内容・演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）曲げを受ける部材（1）4

授業内容・演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）曲げを受ける部材（2）5

授業内容・演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）曲げを受ける部材（3）6

授業内容・演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）軸力と曲げを受ける部材（1）7

授業内容・演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）軸力と曲げを受ける部材（2）8

授業内容・演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）せん断を受ける部材（1）9

10 せん断を受ける部材（2） 次回授業範囲の資料を予習する（90分） 授業内容・演習問題を理解し復習する（90分）

授業内容・演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）柱梁接合部11

授業内容・演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）j付着・定着12

授業内容・演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）耐震壁13

授業内容・演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）スラブ・基礎（１）14

授業内容・演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）スラブ・基礎（2）・まとめ15

授業内容・演習問題を理解し復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）
授業改善アンケートの実施
定期試験
６０分の試験終了後，残りの３０分で解説する。

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業内容・演習問題を理解し復習する（90分）

科目名称 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造

専門科目科目分類区分

長森　正（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

BSM313015（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 アトリエ棟１階

単位数 2 (単位認定責任者： ）長森　正 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

１級土木施工管理技士・測量士・コンクリート技士として建設会社に勤務。
実務経験をもとに講義をします。

基本情報

開講時期

1 島崎和司・坂田弘安 学芸出版社

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『図説鉄筋コンクリート構造』

2

3

4

5

1 林静雄他 市ヶ谷出版社

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『初めて学ぶ鉄筋コンクリート構造』

2

3

4

5



基準法に規定された建築物
の防災に関する規定を理解
することができなかった。

595－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
日本の都市は遥か昔より火災との戦いであった。古の為政者達は皆この問題に頭を痛めていたが，これは今も同様で，都市防災は地震対策とともに建築行政でも重
要な課題であることを認識する。ここでは建築関係法令のうち建築基準法・建築基準法施行令を中心に構造・避難・防災に関する関係法令を計算例を交えて学び理
解する。

授業の位置づけ
建築学科のDP（１）、（３）に対応する。

到達目標
建築基準法に定める性能評価基準の持つ意味・定義を理解でき，都市防災に密接な係わりを持つ構造・計算・防火・避難などに関する条文を理解できる。

授業全体の内容と概要
建築基準法を理解する上で重要な条文について図解を交えてわかりやすく解説する。更に主要な制度規定について，条文の成立から実例まで併せて解説すると共に
条文の理解を深めるための演習を行う。
「SDG11．住み続けられるまちづくりを」の関連授業

授業の方法
授業は条文の重要項目のチェックと線引きを行い，板書と配布資料により進めていく。随所に出現する法令独特の語彙の解釈や考え方にも触れて，きめ細やかに進
めていく。また，理解度を測るため，単元ごとに課題提示・小テストを行い，解説も行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
法令集と赤ペン・青ペンを必ず持参のこと。また，本講義にあたっては電卓や携帯電話，スマートフォンなどの計算機能を使った計算を禁止する。必ず筆算のこと
。

資格指定科目
「建築士試験受験資格課程」選択科目，教職課程（工業）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

建築物の防災規定に関する
理解

建築物の避難規定に関する
理解

その他の建築関連法規の理
解

基準法に規定された建築物
の防災に関する規定を正確
に理解することができた。

基準法に規定された建築物
の防災に関する規定を８割
方正確に理解することがで
きた。

基準法に規定された建築物
の防災に関する規定を６割
方正確に理解することがで
きた。

基準法に規定された建築物
の防災に関する規定を理解
することができた。

基準法に規定された建築物
の避難に関する規定を正確
に理解することができた。

基準法に規定された建築物
の避難に関する規定を８割
方正確に理解することがで
きた。

基準法に規定された建築物
の避難に関する規定を６割
方正確に理解することがで
きた。

基準法に規定された建築物
の避難に関する規定を理解
することができた。

基準法に規定された建築物
の避難に関する規定を理解
することができなかった。

その他の建築関連法規に関
する規定を正確に理解でき
た。

その他の建築関連法規に関
する規定を８割方正確に理
解できた。

その他の建築関連法規に関
する規定を６割方正確に理
解できた。

その他の建築関連法規に関
する規定を理解できた。

その他の建築関連法規に関
する規定を理解できなかっ
た。

科目名称 建築法規Ⅲ

専門科目科目分類区分

佐藤　善太郎（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

APT323031（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館６階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐藤　善太郎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
原則毎回出席すること(最低出席回数１０回以上)

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

８０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ２０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

596－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明。建築設備等１
授業改善アンケート結果反映の説明 建築法規Ⅱの振返り(90分)

2 建築設備等２ 事前提示の条文熟読(90分) 授業中に提示の課題処理
(90分)

事前提示の条文熟読(90分)3 構造強度 授業中に提示の課題処理
(90分)

授業中に提示の課題処理
(90分)事前提示の条文熟読(90分)構造計算１4

授業中に提示の課題処理
(90分)事前提示の条文熟読(90分)構造計算２5

授業中に提示の課題処理
(90分)事前提示の条文熟読(90分)構造設計6

授業中に提示の課題処理
(90分)事前提示の条文熟読(90分)防火区画・防火構造１7

授業中に提示の課題処理
(90分)事前提示の条文熟読(90分)防火区画・防火構造２8

授業中に提示の課題処理
(90分)事前提示の条文熟読(90分)防火区画・防火構造３9

10 避難施設等１ 事前提示の条文熟読(90分) 授業中に提示の課題処理
(90分)

授業中に提示の課題処理
(90分)事前提示の条文熟読(90分)避難施設等２11

授業中に提示の課題処理
(90分)事前提示の条文熟読(90分)内装制限１12

授業中に提示の課題処理
(90分)事前提示の条文熟読(90分)内装制限２13

授業中に提示の課題処理
(90分)事前提示の条文熟読(90分)雑則・その他114

本講義の振返り
(90分)事前提示の条文熟読(90分)雑則・その他２

授業改善アンケートの実施15

試験の振返り(90分)事前提示の条文熟読(90分)理解度診断試験（60分）・試験解説（30分）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業中に提示の課題処理
(90分)

科目名称 建築法規Ⅲ

専門科目科目分類区分

佐藤　善太郎（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

APT323031（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館６階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐藤　善太郎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 国土交通省住宅局建築指導課／
編集 建築技術者試験研究会／編

井上書院 9784753021529

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『基本建築関係法令集令和3年版法令編』 2020

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



テキストの内容について、
理解できなかった。

597－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
教養力と語学力を幅広く身に付け、日本における実社会で活躍するための高度な日本語スキルを修得する。それぞれの場面に合った日本語の表現方法を学び、円滑
な会話やコミュニケーションに必要な能力を身に付けることができる。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）に対応する。

到達目標
様々な文章を読み、ディスカッションや発表などの活動を通して、総合的な日本語運用能力を身に付ける。

授業全体の内容と概要
様々な文章を読み、内容および日本語の表現について理解を深めるとともに、ディスカッションや発表などの活動を行うために必要な表現・構成についても学習を
行う。日本語能力試験N2からN1レベル相当の内容を取り扱う。

授業の方法
授業では主にプリントなどを用いながら、ディスカッションや発表などを学習活動に取り入れて講義を行う。指定された課題を作成してもらうほか、レポート作成
など、自主的に行い、提出したものがあれば評価の対象とする。また、受講者数に応じてグループワークおよびグループ発表を行う場合がある。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
受講対象者は留学生とする。受講者の発表や意見交換に向けて、資料の用意や課題作文など積極的に取り組むこと。また、事前に配布される資料には必ず目を通し
ておくこと。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

文章理解

日本語表現

発表

テキストに関する一般的な
背景知識および具体的な関
連情報を使用しながら、筆
者の主張についてより複雑
な推論を行うことができた
。

筆者の主張について、一般
的な背景知識も考慮しなが
ら基礎的な推論を行うこと
ができた。

テキストの内容を理解し、
その構造や特徴、筆者の主
張についても理解できた。

テキストの内容を理解し、
別の言葉で説明したり、要
約することができた。

クラス内で用いられた日本
語表現について、意味や使
用場面について理解し、発
表や課題作文内で実際に用
いることができた。

クラス内で用いられた日本
語表現について、意味や使
用場面について理解し、適
切に使用することができた
。

クラス内で用いられた日本
語表現について、それぞれ
の表現の意味を理解し、各
日本語表現の使用場面が理
解できた。

クラス内で用いられた日本
語表現について、それぞれ
の表現の意味を理解できた
。

クラス内で用いられた日本
語表現について、理解でき
なかった。

聞き手に配慮された多様な
資料を用いた、主張内容が
明確な発表を行うことがで
きた。適切な引用により、
内容に具体性があり、説得
力があった。

聞き手に配慮された多様な
資料を用いた、主張内容が
明確な発表を行うことがで
きた。また、主張内容が資
料と一貫性のあるものだっ
た。

適切な資料を用いながら、
主張内容が明確な発表を行
うことができた。

主張内容について、関連性
のある資料を用いながら、
理解可能な発表を行うこと
ができた。

話し方や発表資料が適切で
なく、主張が理解できなか
った。

科目名称 上級日本語Ⅰ（留学

共通教育科目科目分類区分

竜野　征一郎（経営学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

JLN053035（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・３年（留学生対象）対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）竜野　征一郎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１１回以上。出席状況、課題提出、発表能力、試験、授業への参加態度など総合的に判断する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ３０% ５０％ ０％ １５％ ５％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション　（シラバスの説明および今期
の授業目的と進め方について解説～プレースメント
テスト・実力確認を含む～）

シラバスを熟読し，本講義について理解しておくこ
と（９０分）

2 上級表現練習（１）トピック① １回目 教科書を読んでテーマの課題を実践練習すること
（９０分）

講義内容の理解を深め，指定された課題に取り組む
こと（９０分）

教科書を読んでテーマの課題を実践練習すること
（９０分）3 上級表現練習（２）トピック① ２回目 講義内容の理解を深め，指定された課題に取り組む

こと（９０分）

講義内容の理解を深め，指定された課題に取り組む
こと（９０分）

教科書を読んでテーマの課題を実践練習すること
（９０分）上級表現練習（３）トピック① ３回目4

講義内容の理解を深め，指定された課題に取り組む
こと（９０分）

教科書を読んでテーマの課題を実践練習すること
（９０分）上級表現練習（４）トピック② １回目5

講義内容の理解を深め，指定された課題に取り組む
こと（９０分）

教科書を読んでテーマの課題を実践練習すること
（９０分）上級表現練習（５）トピック② ２回目6

講義内容の理解を深め，指定された課題に取り組む
こと（９０分）

教科書を読んでテーマの課題を実践練習すること
（９０分）上級表現練習（６）トピック② ３回目7

講義内容の理解を深め，指定された課題に取り組む
こと（９０分）

教科書を読んでテーマの課題を実践練習すること
（９０分）上級表現練習（７）トピック③ １回目8

講義内容の理解を深め，指定された課題に取り組む
こと（９０分）

教科書を読んでテーマの課題を実践練習すること
（９０分）上級表現練習（８）トピック③ ２回目9

10 上級表現練習（９）トピック③ ３回目 教科書を読んでテーマの課題を実践練習すること
（９０分）

講義内容の理解を深め，指定された課題に取り組む
こと（９０分）

講義内容の理解を深め，指定された課題に取り組む
こと（９０分）

教科書を読んでテーマの課題を実践練習すること
（９０分）上級表現練習（１０）発表の構成11

講義内容の理解を深め，指定された課題に取り組む
こと（９０分）

教科書を読んでテーマの課題を実践練習すること
（９０分）上級表現練習（１１）発表の方法12

講義内容の理解を深め，指定された課題に取り組む
こと（９０分）

教科書を読んでテーマの課題を実践練習すること
（９０分）上級表現練習（１２）発表と質疑応答①13

講義内容の理解を深め，指定された課題に取り組む
こと（９０分）

教科書を読んでテーマの課題を実践練習すること
（９０分）上級表現練習（１３）発表と質疑応答②14

講義内容の理解を深め，指定された課題に取り組む
こと（９０分）

教科書を読んでテーマの課題を実践練習すること
（９０分）上級表現練習（１４）まとめ15

解説およびフィードバックを受け，講義に関してよ
り理解を深めること（９０分）

講義全体の内容についてふりかえりを行うこと
（９０分）

解説およびフィードバック
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

講義内容の理解を深め，指定された課題に取り組む
こと（９０分）

科目名称 上級日本語Ⅰ（留学

共通教育科目科目分類区分

竜野　征一郎（経営学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

JLN053035（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・３年（留学生対象）対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）竜野　征一郎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『学生の能力と興味に応じて教材を指定・作成す
る。』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『参考図書・文献類は授業中にプリント等を用い
随時紹介する。』

2

3

4

5



障害者を取り巻く社会情勢
と生活実態について関係す
るキーワードを理解してお
らず、説明・記述が不十分
だった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
①障害の概念と特性を踏まえ、障害者とその家族の生活とこれを取り巻く社会環境について理解する。
②障害者福祉の歴史と障害観の変遷、制度の発展過程について理解する。
③障害者に対する法制度と支援の仕組みについて理解する。
④障害による生活課題を踏まえ、社会福祉士及び精神保健福祉士としての適切な支援のあり方を理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（２）（３）に対応する。

到達目標
①障害者の取り巻く社会情勢と生活実態について、データを用いて説明し課題を指摘できる。
②障害者にかかわる法体系について、その成立の過程や概要について理解する。
③障害者福祉にかかわる制度の体系とその概要について理解し、課題を指摘できる。

授業全体の内容と概要
障害概念の特性、障害者の生活実態とこれを取り巻く社会環境、障害者福祉の歴史、障害者に対する法制度、障害者と家族等の支援における関係機関と専門職の役
割、障害者と家族に等に対する支援の実際
「SDG1．すべての人に健康と福祉を」、「SDG8．働きがいも経済成長も」、「SDG16．平和と公正をすべての人に」、「SDG17．パートナーシップで目標を達成しよ
う」の関連授業

授業の方法
①教科書の内容をまとめた配布資料に基づく講義形式になるが、新聞記事の活用や映像資料の視聴、演習（グループワーク等）も取り入れる。配布された資料には
板書事項を記述すること。
②毎回の感想・質問等を記入するリアクションペーパーを配布・講義終了時に回収し、次回授業開始時にフィードバックを行う。
③第１０回目の前半には中間テストを実施し、理解度を確認する（出題形式・試験時間等は授業内で説明）。質問等は随時対応。
④授業資料の配信等においてMicorsoft Teamsを活用する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①教科書は毎回持参すること。
②配布資料は紛失しないよう、ファイリングする等して管理を徹底すること。
③ニュースなどで報道される福祉に関わる話題について興味を持つこと。
④新聞記事などを題材として社会福祉の現状や課題を検討する等、常に問題意識を持ちながら積極的に授業に参加すること。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程，精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

障害者の取り巻く社会情勢
と生活実態について、デー
タを用いて説明し課題を指
摘できる。

障害者にかかわる法体系に
ついて、その成立の過程や
概要について理解する。

障害者福祉にかかわる制度
の体系とその概要について
理解し、課題を指摘できる
。

関係するデータを用いて障
害者を取り巻く社会情勢と
生活実態について具体的に
説明・記述できた。

関係するデータを用いて障
害者を取り巻く社会情勢と
生活実態についておおむね
具体的に説明・記述できた
。

関係するキーワードを提示
することにより障害者を取
り巻く社会情勢と生活実態
について具体的に説明・記
述できた。

関係するキーワードを提示
することにより障害者を取
り巻く社会情勢と生活実態
についておおむね説明・記
述できた。

障害者にかかわる法体系の
成立の過程や概要について
具体的に説明・記述できた
。

障害者にかかわる法体系の
成立の過程や概要について
おおむね具体的に説明・記
述できた。

関係するキーワードを提示
することにより障害者にか
かわる法体系の成立の過程
や概要について具体的に説
明・記述できた。

関係するキーワードを提示
することにより障害者にか
かわる法体系の成立の過程
や概要についておおむね説
明・記述できた。

障害者にかかわる法体系の
成立の過程や概要について
関係するキーワードを理解
しておらず、説明・記述が
不十分だった。

障害者にかかわる制度の体
系と概要、課題について具
体的に説明・記述できた。

障害者にかかわる制度の体
系と概要、課題についてお
おむね具体的に説明・記述
できた。

関係するキーワードを提示
することにより障害者にか
かわる制度の体系と概要、
課題について具体的に説明
・記述できた。

関係するキーワードを提示
することにより障害者にか
かわる制度の体系と概要、
課題についておおむね説明
・記述できた。

障害者にかかわる制度の体
系と概要、課題について関
係するキーワードを理解し
ておらず、説明・記述が不
十分だった。

科目名称 障害者に対する支援と

専門科目科目分類区分

畠山　明子（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS112016（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）畠山　明子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
出席回数は試験前までに１０回以上あることを評価の前提条件とし、第１０回目に実施する中間テスト（３０点）、第１６回に実施する定期試験（７０点）の結果
を総合して評価する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ３０％ ０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
本講義の進め方、シラバスの説明、授業改善アンケ
ート結果反映の説明、障害者福祉の概説、障害概念
と特性

本講義で学ぶ概要についてシラバスや教科書の内容
を確認する。（９０分）

2 障害者の生活実態とこれを取り巻く社会環境、障害
者福祉の歴史①障害者福祉の理念・障害観の変遷

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

3 障害者福祉の歴史②障害者処遇の変遷、障害者の権
利条約と障害者基本法

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

障害者に対する法制度①障害者総合支援法（障害者
総合支援法の概要・障害福祉サービス及び相談支援
・障害支援区分及び支給決定）

4

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

障害者に対する法制度②障害者総合支援法（自立支
援医療・補装具・地域生活支援事業・障害福祉計画
）

5

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

障害者に対する法制度③身体障害者福祉法・知的障
害者福祉法・精神保健福祉法6

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

障害者に対する法制度④児童福祉法・発達障害者支
援法・障害者虐待防止法7

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

障害者に対する法制度⑤障害者差別解消法・バリア
フリー法・障害者雇用促進法・障害者優先調達推進
法

8

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

障害概念の特性、障害者の生活実態とこれを取り巻
く社会環境、障害者福祉の歴史、障害者に対する法
制度の振り返り

9

10 中間テスト、振り返り
次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

試験で間違えた箇所、理解があいまいだった箇所に
ついてプリント等を確認して見直し、復習を行う。
授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

障害者と家族等の支援における関係機関と専門職の
役割①関係機関と専門職等の役割11

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

障害者と家族等の支援における関係機関と専門職の
役割②事例検討12

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

障害者と家族等に対する支援の実際①障害領域にお
ける社会福祉士及び精神保健福祉士の役割・障害者
と家族等に対する支援の実際

13

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

障害者と家族等に対する支援の実際②事例検討14

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

授業のまとめ15

試験で間違えた箇所、理解があいまいだった箇所に
ついてプリント等を確認して見直し、復習を行う。
（９０分）

試験に向けて授業内容の振り返りを行う。（９０分
）

定期試験（６０分の試験後、残りの３０分で解説）
、授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

科目名称 障害者に対する支援と

専門科目科目分類区分

畠山　明子（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS112016（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）畠山　明子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 一般社団法人日本ソーシャルワ
ーク教育学校連盟

中央法規 978-4-8058-8238-2

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新　社会福祉士養成講座　精神保健福祉士養
成講座　８　障害者福祉』

２０２１年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



建築が社会で果たす役割を
理解していなかった。

601－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
建築材料の具体的な名称や機能を理解し、材料の使用方法を修得することで、今後の専門科目を学ぶために役立つ基礎知識を養う。

授業の位置づけ
建築学科のＤＰ（１）の（２）に対応する科目。

到達目標
建築学科の専門科目に向けての基礎的知識を修得し、専門用語の理解とその機能を理解できる。また、建築士試験科目を見据えた基礎的学力を修得できる。

授業全体の内容と概要
構造材料では主に木材・金属・コンクリート等を中心に基本的な特性、品質、規格、形状等について修得し、仕上げ材料などについても理解できるように授業を実
施する。

授業の方法
授業形式は板書中心に実施するが、その個々の材料についての特徴などを説明していく。また、状況によってはイラストや写真などの資料を提供し、各材料のイメ
ージしやすくし、解説する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
指定テキストと配布資料を必ず持参すること。

資格指定科目
「建築士試験受験資格課程」必修科目，教職課程（工業）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

共生社会の実現ならびに貢
献できる人材として、建築
の基礎力を養うことができ
る。

建築技術者としての問題意
識を持ち、その問題解決の
意識を持つことができる。

「建築材料」の基礎知識を
習得することができる。

建築が社会で果たす役割を
理解し、基礎力を修得でき
ていた。

建築が社会で果たす役割を
理解し、ある程度の基礎力
を修得できていた。

建築が社会で果たす役割を
理解し、最低限の基礎力を
修得できていた。

建築が社会で果たす役割を
理解していた。

建築についての問題意識を
持ち、問題解決に向き合う
ことができた。

建築についての問題意識を
持ち、ある程度の問題解決
に向き合うことができた。

建築についての問題意識を
持ち、どのような問題が存
在しているかを理解してい
た。

建築についての問題意識を
持ち、問題解決の必要性を
理解していた。

建築についての問題意識を
持たなかった。

基礎知識を修得し、さらに
建築科目全般に取り組むこ
とができた。

基礎知識を修得し、さらに
建築科目全般に取り組む必
要性を理解できた。

基礎知識を修得することが
できた。

基礎知識をおおむね修得す
ることができた。

基礎知識を修得することが
できなかった。

科目名称 建築材料

専門科目科目分類区分

小笠原　健（建築学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

BSM311016（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館６階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小笠原　健 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上とし、満たさない場合には履修を中止する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

９０％ ０％ ０％ ０％ １０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

602－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
授業の進め方について説明
授業改善アンケート結果反映の説明

シラバス資料を確認して、授業内容を予習する（90
分）

2 木材①（木材の特徴・種類・性質） 次回授業範囲の資料を予習する（90分） 授業内容を整理して、復習する（90分）

次回授業範囲の資料を予習する（90分）3 木材②（木材の強度・木取り・規格・等級） 授業内容を整理して、復習する（90分）

授業内容を整理して、復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）木材③（集成材・合板・木質ボード）4

授業内容を整理して、復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）コンクリート①（コンクリートの特徴・種類・性質
）5

授業内容を整理して、復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）コンクリート②（コンクリートの施工と耐久性・セ
メント・骨材）6

授業内容を整理して、復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）コンクリート③（混和材料・コンクリート製品・セ
メント製品）7

授業内容を整理して、復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）鋼材①（鋼材の特徴・加工と腐食・種類）8

授業内容を整理して、復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）鋼材②（鋼材の接合・ステンレスとアルミニウム・
構造用金物）9

10 仕上げ材①（石材・ガラス・タイル・レンガ） 次回授業範囲の資料を予習する（90分） 授業内容を整理して、復習する（90分）

授業内容を整理して、復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）仕上げ材②（外装材・屋根・外壁）11

授業内容を整理して、復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）仕上げ材③（内装材・天井・壁・床）12

授業内容を整理して、復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）機能性材料（防水材料・防火材料・断熱材）13

授業内容を整理して、復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）設備機器等14

授業内容を整理して、復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）高齢者対応とバリアフリー15

定期試験内容を整理して、復習する（90分）授業内容全体について資料を整理して、定期試験に
備える（90分）

定期試験（60分の試験終了後，残りの30分で解説を
行う）
授業改善アンケートの実施

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業内容を整理して、復習する（90分）

科目名称 建築材料

専門科目科目分類区分

小笠原　健（建築学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

BSM311016（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館６階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小笠原　健 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 廣瀬幸男・早川潤・赤石辰夫・
遠藤真弘・廣瀬妙子（共著）

オーム社

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『絵とき建築材料　改訂2版』 2017

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



知識・技能の基礎的内容に
ついて理解できなかった。

603－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
病弱教育の教育課程及び支援の方法を理解し、教育課程の枠組みを踏まえ、個別の教育支援計画及び個別の指導計画を作成する意義と方法を理解する。病弱・身体
虚弱教育に必要な基本的な知識と健康や病気の状態に応じた指導の在り方等の知識を取得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。

到達目標
病弱・身体虚弱児教育の教育課程、指導内容・方法等についての基礎的知識を理解することができる。

授業全体の内容と概要
病弱・身体虚弱児の健康や病気の状況に応じた教育課程や指導内容・方法、医療機関との連携、医療的ケアの在り方等について構成する。「SDG3　すべての人に健
康と福祉」の関連授業。

授業の方法
各回のテーマに基づき必要な事項を講義するとともに、主体的・対話的で深い学びを実現するため、テーマに関連する事項に関して考察、意見交換、発表等の一連
の活動を行う。授業ではパワーポイント及び配布物（レジメ）で実施し、資料にて説明した後、グループワーク等でグループ協議を行う。また具体的な事例の
ＶＴＲ教材視聴後のレポート提出を行う。レポート等については、コメントにてフィードバックを行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
２０分以上の遅刻は欠席とし、遅刻３回で欠席１回とみなす。

資格指定科目
教職課程（特別支援）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

病弱教育の基礎的な知識・
技能の習得

病弱教育に関する思考・判
断・表現

授業への参加態度・姿勢

知識・技能についての基礎
的内容について高い関心を
もって理解し、さらに深め
ることができた。

知識・技能の基礎的内容に
ついて関心をもって理解し
、学修できた。

知識・技能の基礎的内容に
ついてほぼ学修できた。

知識・技能について不十分
ながら理解することができ
た。

テーマに基づき、積極的に
思考・判断し、個人やグル
ープで工夫して積極的に表
現できた。

テーマに基づき、積極的に
思考・判断し、個人やグル
ープで意欲的に表現できた
。

テーマに基づき、積極的に
思考・判断し、個人やグル
ープで表現できた。

テーマに基づき、思考・判
断し、個人やグループで取
り組みができた。

テーマの受け止め方が不十
分で思考・判断に課題がみ
られ，表現できなかった。

授業に非常に積極的に参加
することができた。

授業に積極的に参加するこ
とができた。

授業に関心をもって参加す
ることができた。

授業への関心が低いが参加
できた。

授業への態度に課題があり
，参加できなかった。

科目名称 病弱教育

専門科目科目分類区分

千葉　聡美（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SNE122111（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 学生便覧参照

単位数 2 (単位認定責任者： ）千葉　聡美 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験から、その経験を活かして具体的な実践例を中心に各特性等の理
解を図り、さらに教育実習にも必要な内容を指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ２０％ ０％ ０％ ２０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバス説明とオリエンテーション～病弱教育とは 教科書から「病弱教育」についての課題を整理する
（９０分）

2 病弱教育の歴史的変遷 教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分） 重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）3 病弱教育の特別支援学校・特別支援学級 重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）病弱特別支援学校・特別支援学級の教育課程4

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）個別の指導計画と個別の教育支援計画5

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）病気の理解と指導１　教科指導6

重要な語句や内容の整理とレポートの作成（９０分
）

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）病気の理解と指導２　教科外指導7

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）

病気の理解と指導３　慢性疾患と総合的な学習の時
間8

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）病気の理解と指導４　重症心身障害と自立活動9

10
病気の理解と指導５　領域・教科を合わせた指導
（１）
（生活単元学習と遊びの指導）

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分） 重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）

病気の理解と指導６　領域・教科を合わせた指導
（２）
（日常生活指導と作業学習）

11

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）児童虐待と心身の発達12

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）

医療機関との連携，医療的ケア（１）
（学校における対応について）13

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）

医療機関との連携，医療的ケア（２）
（今後の課題について）14

重要な語句や内容の整理とレポートの作成（９０分
）

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）

就学指導と進路指導の今日的課題
授業改善アンケートの実施15

試験の結果を見直す（９０分）講義内容の重要事項について整理しておくこと
（９０分）

定期試験（６０分の試験終了後、残りの３０分で解
説する。）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

課題についてノートに整理し、シラバスで確認する
こと。（９０分）

科目名称 病弱教育

専門科目科目分類区分

千葉　聡美（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SNE122111（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 学生便覧参照

単位数 2 (単位認定責任者： ）千葉　聡美 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験から、その経験を活かして具体的な実践例を中心に各特性等の理
解を図り、さらに教育実習にも必要な内容を指導する。

基本情報

開講時期

1 ジアース教育新社 ジアース教育新社 978-4-86371-543-6

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『特別支援教育の基礎・基本 2020』 2020

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



精神医学，精神医療の歴史
を説明できなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
精神医学の歴史や現状を理解する。脳および神経の解剖と生理を理解する。さらに、代表的な精神疾患を理解し、精神を病む人間存在を支援するための福祉の理念
を論じる。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（３）（５）に対応する。

到達目標
１．精神医学，精神医療の歴史を説明する。２．脳および神経の生理・解剖の基礎を説明する。３．代表的な精神障害について説明する。

授業全体の内容と概要
精神保健福祉士の業務に必要な精神医学の知識の理解、とくに主要な精神疾患の症状，経過，治療等についての理解を深める。
「ＳＤＧ３．すべての人に健康と福祉を」の関連科目

授業の方法
講義形式で各授業を進行する。教科書の概説および毎回、関連する資料を配布し説明する。適宜グループワークやディスカッションを行い理解を深める。授業の冒
頭において、前回のまとめを行う。わからない部分については質問を受けつける。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
必ず予習をして、積極的に質問して、わからないことをその場できちんと理解してほしい。授業の冒頭で前回のまとめを行う。

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

精神医学の歴史についての
理解が目標のレベルを達成
しているか。

脳や神経の解剖学と生理学
の理解が目標のレベルを達
成しているか。

代表的な精神疾患について
の理解が目標のレベルを達
成しているか。

精神医学、精神医療の歴史
を、批判的に考察して、支
援のあり方について説明で
きた。

精神医学、精神医療の歴史
から、支援のあり方を説明
できた。

精神医学、精神医療の歴史
の詳細を説明できた。

精神医学，精神医療の歴史
の概要を説明できた。

脳の解剖学と生理学につい
て理解し、精神症状との関
連を説明できた。

脳の解剖学と生理学につい
て理解し、精神疾患の病態
を説明できた。

脳の解剖学と生理学につい
ての基本的な知識について
説明できた。

脳の解剖学についての基礎
的な知識を説明できた。

脳の解剖学について説明で
きなかった。

代表的な精神疾患の原因、
診断、治療および福祉的支
援のあり方について説明で
きた。

代表的な精神疾患の原因、
診断、治療の詳細について
説明できた。

代表的な精神疾患の診断と
治療の概要について説明で
きた。

代表的な精神疾患の概要に
ついて説明できた。

代表的な精神疾患について
説明できなかった。

科目名称 精神疾患とその治療Ⅰ

専門科目科目分類区分

伊東　隆雄（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

PSS123037（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）伊東　隆雄（社会福祉学科
・非常勤講師）　 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健指定医、精神科専門医として、大学病院や総合病院精神科での豊富な臨床経験に基
づいて、授業を展開する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１０回以上。
筆記試験で規定の成績を得たもの。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

１００％ ０％ ０％ ０％ ０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション　シラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明

シラバスを読んでおくこと
（９０分）

2 精神医学、精神医療の歴史 教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）3 脳および神経の生理・解剖 講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて

おくこと（９０分）

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）精神医学の概念4

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）精神障害の成因と分類5

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）診断法①　診断の手順と方法6

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）診断法②　精神症状と状態像7

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）診断法③　心理検査と身体的検査8

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）

代表的な精神障害①　症状性を含む器質性精神障害
（老人性認知症を含む）9

10 代表的な精神障害②　精神作用物質使用による精神
および行動の障害

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）

代表的な精神障害③　統合失調症，統合失調型障害
および妄想性障害11

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）代表的な精神障害④　気分（感情）障害12

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）

代表的な精神障害⑤　神経症性障害、ストレス関連
障害および身体表現性障害13

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

教科書において学習内容に該当する箇所を読んでお
くこと（９０分）

代表的な精神障害⑥　生理的障害および身体的要因
に関連した行動症候群14

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

講義全体でわからないことがあれば質問をまとめて
おくこと（９０分）まとめ15

試験および解説を受けて講義全体をふりかえり理解
を深めること（９０分）

試験に備えて講義全体のふりかえりを行うこと
（９０分）

定期試験
６０分の試験終了後，残りの３０分で解説
授業改善アンケートの実施

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

講義内容の理解を深め，教科書・ノートをまとめて
おくこと（９０分）

科目名称 精神疾患とその治療Ⅰ

専門科目科目分類区分

伊東　隆雄（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

PSS123037（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）伊東　隆雄（社会福祉学科
・非常勤講師）　 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健指定医、精神科専門医として、大学病院や総合病院精神科での豊富な臨床経験に基
づいて、授業を展開する。

基本情報

開講時期

1 日本精神保健福祉士養成校協会
＝編集

中央法規出版 978-4-8058-5312-2

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『新精神保健福祉士養成講座　第１巻　精神疾患
とその治療　第2版』

２０１６年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



左右により過ぎや、極端に
大きい、小さい等があった
。

607－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
絵画を完成させることで，手順を理解し自ら作品を制作できる。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（１）（２）に対応する。

到達目標
アカデミックな技法により，基礎的な絵画技術の向上と基本的な混色を理解する。

授業全体の内容と概要
人物（顔）を中心にオーソドックスな手法を使い絵画で表現することで基本的なものの見方や技術をマスターする。

授業の方法
プレゼンテーションは板書にて行う。授業形態は実技を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
知性と感性を充分に発揮し，根気強くたゆまなく努力すること。
作品の質・課題に取り組む姿勢・鑑賞力などを重視する。

資格指定科目
教職課程（美術）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

適正な構図、形のバランス
（比例）が正しく捉えられ
ることを基準とする

陰影を利用して人物の顔（
解剖学的に）をひょぷ減出
来ることを基準とする

色の混色について正しくコ
ントロール出来ているかを
基準とする

バランスよく配置や大きさ
が捉えられていた。

ほぼバランスよく配置され
ていた。

大きさ等が大体捉えられて
いた。

左右上下にバランスよく配
置されていた。

自然な光の流れが顔の表現
が出来ていた。

ほぼ光の方向が表現出来て
いた。

明るい、暗いの描き分けが
出来ていた。

明暗で表現していた。 固有色にとらわれ、顔の立
体表現が出来なかった。

画面上での混色が出来るこ
と、彩度の違いを理解して
いた。

混色による色相の違いが理
解できていた。

適正な分量の混色が出来た
。

明度の違いをコントロール
出来た。

明度、色相を理解出来てい
なかった。

科目名称 絵画Ⅰ

専門科目科目分類区分

西田　陽二（デザイン学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

AEA222056（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西田　陽二 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

画家として活動経験を有する教員が，その経験を活かし実践に即して絵画の基礎を教授する
。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，２０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ８０％ ０％ ０％ ２０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

608－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション＝シラバスの説明
油彩画のための用具野説明，授業の流れと目的など
について。

シラバスを読んでおくこと
（４５分）

2
オリエンテーション
油彩画のための用具野説明，授業の流れと目的など
について。

配布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れ
をしておくこと（４５分）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（４５
分）

配布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れ
をしておくこと（４５分）3

自画像を描く（F１０号）３色（青，赤，黄）の混
色によって出来る色（暗灰色）で自分の顔をデッサ
ンする。①

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（４５
分）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（４５
分）

配布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れ
をしておくこと（４５分）

自画像を描く（F１０号）３色（青，赤，黄）の混
色によって出来る色（暗灰色）で自分の顔をデッサ
ンする。①

4

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（４５
分）

配布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れ
をしておくこと（４５分）

ホワイトを盛り上げて塗り，マチエール（絵肌）を
作る。②5

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（４５
分）

配布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れ
をしておくこと（４５分）

ホワイトを盛り上げて塗り，マチエール（絵肌）を
作る。②6

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（４５
分）

配布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れ
をしておくこと（４５分）

３色のみの混色によって出来る様々な色とホワイト
を使い，グレージング（薄塗り）によって描き進め
る。③

7

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（４５
分）

布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れを
しておくこと（４５分）

３色のみの混色によって出来る様々な色とホワイト
を使い，グレージング（薄塗り）によって描き進め
る。③

8

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（４５
分）

配布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れ
をしておくこと（４５分）

③の作業にホワイトによる形などの修正を加え，さ
らにグレージングの手法を使い描き進める④9

10 ③の作業にホワイトによる形などの修正を加え，さ
らにグレージングの手法を使い描き進める④

布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れを
しておくこと（４５分）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（４５
分）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（４５
分）

布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れを
しておくこと（４５分）描き込みを進める。⑤11

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（４５
分）

布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れを
しておくこと（４５分）描き込みを進める。⑤-212

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（４５
分）

布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れを
しておくこと（４５分）

描き込みを進める。（油の層が出来ていくことを確
認する）⑥13

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（４５
分）

布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れを
しておくこと（４５分）

描き込みを進める。（油の層が出来ていくことを確
認する）⑥-214

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（４５
分）

布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れを
しておくこと（４５分）細部を描き込み作品を完成させる。作品評価15

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（４５
分）

布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れを
しておくこと（４５分）細部を描き込み作品を完成させる。作品評価-216

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17
人物画の模写を描く（F１０号）３色（青，赤，黄
）の混色によって出来る色（暗灰色）で自分の顔を
デッサンする。①

布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れを
しておくこと（４５分）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（４５
分）

18
人物画の模写を描く（F１０号）３色（青，赤，黄
）の混色によって出来る色（暗灰色）で自分の顔を
デッサンする。①-2

布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れを
してお（4くこと（４５分）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（４５
分）

布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れを
しておくこと（４５分）19 ホワイトを盛り上げて塗り，マチエール（絵肌）を

作る。②
作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（４５
分）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れを
しておくこと（４５分）

ホワイトを盛り上げて塗り，マチエール（絵肌）を
作る。②-220

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（４５
分）

布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れを
しておくこと（45分）

３色のみの混色によって出来る様々な色とホワイト
を使い，グレージング（薄塗り）によって描き進め
る。③

21

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（４５
分）

布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れを
しておくこと（４５分）

３色のみの混色によって出来る様々な色とホワイト
を使い，グレージング（薄塗り）によって描き進め
る。③-2

22

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（４５
分）

布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れを
しておくこと（４５分）

③の作業にホワイトによる形などの修正を加え，さ
らにグレージングの手法を使い描き進める④23

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（４５
分）

布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れを
しておくこと（４５分）

③の作業にホワイトによる形などの修正を加え，さ
らにグレージングの手法を使い描き進める④-224

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（４５
分）

布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れを
しておくこと（４５分）描き込みを進める。⑤25

26 描き込みを進める。⑤-2 布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れを
しておくこと（４５分）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（４５
分）

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（４５
分）

布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れを
しておくこと（４５分）

描き込みを進める。（油の層が出来ていくことを確
認する）⑥27

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（４５
分）

布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れを
しておくこと（４５分）

描き込みを進める。（油の層が出来ていくことを確
認する）⑥-228

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（４５
分）

布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れを
しておくこと（４５分）

描き込みを進める。（油の層が出来ていくことを確
認する）⑥-329

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（45分
）

布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れを
しておくこと（45分）

描き込みを進める。（油の層が出来ていくことを確
認する）⑥-430

講義内容の理解を深め要点をまとめておくこと
（４５分）

提出課題の完成へ向けて準備をしておくこと（４５
分）細部を描き込み作品を完成させる。作品評価31

解説・フィードバックを受けて講義内容のふりかえ
りを行うこと（４５分）評会の準備を行うこと（４５分）採点及び講評会　（解説・フィードバック）授業改

善アンケート実施32

作品提出へ向けて取り組み準備を始めること（４５
分）

科目名称 絵画Ⅰ

専門科目科目分類区分

西田　陽二（デザイン学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

AEA222056（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西田　陽二 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

画家として活動経験を有する教員が，その経験を活かし実践に即して絵画の基礎を教授する
。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



学習した内容を理解してい
なかった。

609－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
学生がコンピュータを用いwebデザインの基礎の学び，表現手法を修得する。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（１）（３）（５）に対応する。

到達目標
Webプログラミングの基礎とコンテンツデザインの手法をマスターし，実際のコンテンツ制作の基礎，応用まで可能なスキルを修得することができる。

授業全体の内容と概要
コンセプト設定，情報の構造化，ページデザイン，インターフェース，画像処理手法等の講義とHTML，CSSのコーディングを学び，その成果を作品として制作し発表
する。

授業の方法
授業では，テキスト及び配布したプリントの内容をプロジェクターにより投影し解説する。各項目ごとの課題に対してそれぞれが解決しながら学習する。提出され
た課題のプレゼンテーションを行い、評価をフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
コンピュータを利用するため，遅刻・欠席すると次の授業の理解が厳しくなるので注意すること。
「デジタルデザインⅠ・Ⅱ」の知識が必要なので履修済みであること。
WEBデザイナー検定（CG-ARTS）の受験を推奨する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

インターネットやWebデザ
インに関する知識の理解

Webコーディングの理解

Webサイトの制作

学習した内容から範囲を広
げて、自ら学び、理解を深
めていた。

学習した内容を理解してい
た。

学習した内容を概ね理解し
ていた。

学習した内容を最低限理解
していた。

HTML5やCSS3を理解し、自
ら更に理解を深めていた。

HTML5やCSS3を理解してい
た。

HTML5やCSS3をお概ね理解
していた。

HTML5やCSS3を最低限理解
していた。

HTML5やCSS3の理解できて
いなかった。

学んだ知識、技術を更に深
めて、Weｂサイトを制作す
ることができた。

Weｂサイトを制作すること
ができた。

Weｂサイトを概ね制作する
ことができた。

Weｂサイトを最低限制作す
ることができた。

Weｂサイトを制作すること
ができなかった。

科目名称 ｺﾝﾃﾝﾂﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ

専門科目科目分類区分

上坂　恒章（デザイン学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

DES223050（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）上坂　恒章 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

企業のおけるコンピュータスキルの実務経験を活かし，実践的な授業に取り組む。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ５０％ ２０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

610－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション
-シラバスの説明，コンテンツデザインとは
授業改善アンケート結果反映の説明

シラバスを読み、コンテンツの意味を調べておくこ
と（90分）

2 インターネットとWeb テキストの該当部分読んでおくこと（90分） 授業の内容を復習すること（90分）

テキストの該当部分読んでおくこと（90分）3 Webサイトのしくみ 授業の内容を復習すること（90分）

授業の内容を復習すること（90分）テキストの該当部分読んでおくこと（90分）情報の構造化とアクセスルート，画面構成4

授業の内容を復習すること（90分）プリントを予習すること（90分Webページを実現する技術の基礎（HTMLの基本構成
）5

授業の内容を復習すること（90分）プリントを予習すること（90分Webページを実現する技術の基礎（画像表示、リン
ク処理）6

授業の内容を復習すること（90分）プリントを予習すること（90分Webページを実現する技術の基礎（表組処理）7

授業の内容を復習すること（90分）プリントを予習すること（90分Webページを実現する技術の基礎（文字の装飾）8

授業の内容を復習すること（90分）テキストの該当部分読んでおくこと（90分）コンセプトメイキング9

10 レイアウトデザイン テキストの該当部分読んでおくこと（90分） 授業の内容を復習すること（90分）

Web制作（90分）レイアウトのラフを完成させること（90分）オリジナルWeb制作　１11

Web制作（90分）Web制作（90分）オリジナルWeb制作　212

Web制作（90分）Web制作（90分）オリジナルWeb制作　313

Web制作（90分）Web制作（90分）オリジナルWeb制作　414

フィードバックするので、自己評価をすること（90
分）プレゼン用レジュメの準備をすること（90分）プレゼンテーション15

作品講評の内容を振り返り自己評価を行う（90分）全授業の振り返りを行う（90分）作品講評
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業の内容を復習すること（90分）

科目名称 ｺﾝﾃﾝﾂﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ

専門科目科目分類区分

上坂　恒章（デザイン学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

DES223050（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）上坂　恒章 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

企業のおけるコンピュータスキルの実務経験を活かし，実践的な授業に取り組む。

基本情報

開講時期

1 画像情報教育振興協会 9784903474663

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『入門Webデザイン　第四版』 2022

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



建築が社会で果たす役割を
理解していなかった。

611－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
人命を預かる建築物を造りだす過程において、建築が社会に果たす意味や役割を考える力を養う。さらに、建築士試験の「建築施工」および建築施工管理技士試験
に対応した基本事項の理解を深める。

授業の位置づけ
建築学科のＤＰ（１）の（２）に対応する科目。

到達目標
設計図書には詳しく表現されていない建築施工の各工程を学び、施工管理者としての実務に向けた知識と建築士ならびに建築施工管理技士試験を見据えた学力を修
得できる。

授業全体の内容と概要
配布資料を中心に授業を行い、建築技術者に必要な知識の修得を行う。また、建築士試験にも対応した授業を実施する。

授業の方法
配布資料を基本に板書中心の授業を行うが、その分野ごとに建築士試験の過去問題も提供し、その解説を行うことで、建築士試験を意識させた授業を実施していく
。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
配布資料を必ず持参すること。

資格指定科目
「建築士試験受験資格課程」必修科目，教職課程（工業）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

共生社会の実現ならびに貢
献できる人材として、建築
の基礎力を養うことができ
る。

建築技術者としての問題意
識を持ち、その問題解決の
意識を持つことができる。

「建築施工」の基礎知識を
習得することができる。

建築が社会で果たす役割を
理解し、基礎力を修得でき
ていた。

建築が社会で果たす役割を
理解し、ある程度の基礎力
を修得できていた。

建築が社会で果たす役割を
理解し、最低限の基礎力を
修得できていた。

建築が社会で果たす役割を
理解していた。

建築についての問題意識を
持ち、問題解決に向き合う
ことができた。

建築についての問題意識を
持ち、ある程度の問題解決
に向き合うことができた。

建築についての問題意識を
持ち、どのような問題が存
在しているかを理解してい
た。

建築についての問題意識を
持ち、問題解決の必要性を
理解していた。

建築についての問題意識を
持たなかった。

基礎知識を修得し、さらに
建築科目全般に取り組むこ
とができた。

基礎知識を修得し、さらに
建築科目全般に取り組む必
要性を理解できた。

基礎知識を修得することが
できた。

基礎知識をおおむね修得す
ることができた。

基礎知識を修得することが
できなかった。

科目名称 建築施工

専門科目科目分類区分

小笠原　健（建築学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

BSM313017（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館６階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小笠原　健 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上とし、満たさない場合には履修を中止する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

９０％ ０％ ０％ ０％ １０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

612－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
授業の進め方について説明
授業改善アンケート結果反映の説明

シラバス資料を確認して、授業内容を予習する（90
分）

2 事前準備：地盤調査 次回授業範囲の資料を予習する（90分） 授業内容を整理して、復習する（90分）

次回授業範囲の資料を予習する（90分）3 仮設工事計画：仮設建物・工作物 授業内容を整理して、復習する（90分）

授業内容を整理して、復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）地下工事：土工事・山留め工事4

授業内容を整理して、復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）地下工事：基礎工事（直接基礎および各種杭基礎）5

授業内容を整理して、復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）鉄筋コンクリート工事：鉄筋工事6

授業内容を整理して、復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）鉄筋コンクリート工事：型枠工事7

授業内容を整理して、復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）鉄筋コンクリート工事：コンクリート工事8

授業内容を整理して、復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）鉄筋コンクリート工事：プレキャスト・ブロック工
事・ALC工事9

10 鉄骨工事：鉄骨の種類と加工 次回授業範囲の資料を予習する（90分） 授業内容を整理して、復習する（90分）

授業内容を整理して、復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）鉄骨工事：鉄骨の接合方法・溶接接合11

授業内容を整理して、復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）鉄骨工事：鉄骨の接合方法・高力ボルト接合12

授業内容を整理して、復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）鉄骨工事：工事現場作業（工事現場作業工程等）13

授業内容を整理して、復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）木質系工事：木造の接合部・造作工事14

授業内容を整理して、復習する（90分）次回授業範囲の資料を予習する（90分）木質系工事：小屋組と工法・枠組壁工法15

定期試験内容を整理して、復習する（90分）授業内容全体について資料を整理して、定期試験に
備える（90分）

定期試験（60分の試験終了後，残りの30分で解説を
行う）
授業改善アンケートの実施

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業内容を整理して、復習する（90分）

科目名称 建築施工

専門科目科目分類区分

小笠原　健（建築学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

BSM313017（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館６階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小笠原　健 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 日建学院

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『建築施工テキスト』 2020

2

3

4

5



課題学習等への取り組みが
不十分で、空白部分多かっ
たり、未提出が多かった。

613－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
特別支援教育の教師を目指すため、視覚障害の特性の理解と、学習上・生活上の困難を改善・克服する教育についての基本的知識を習得し、視覚障害教育に携わる
者の意欲・態度等の基本的資質について学ぶ。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。

到達目標
視覚障害の特性を、眼疾患や心理面、歴史、職業、学校制度から基本的な理解ができる。また、視覚障害による学習上・生活上の困難さの理解を基に、視覚障害者
が社会参加・自立できるための教育について基礎的知識を習得することができ、視覚障害教育に携わる者としての知識・意欲・態度の資質を養うことができる。

授業全体の内容と概要
１.前半を「視覚障害者の心理・生理・病理」、後半を「視覚障害教育」を中心に構成する。
２.「心理・生理・病理」では、視覚障害児の眼疾患や視知覚の状況、心理面の理解等を学び、「教育論」では、学習上・生　活上の困難さを改善・克服するための
点字や歩行、触察など自立活動を中心に、歴史やキャリア教育等、視覚障害教育の課題等についても学ぶ構成をする。
３.具体的な理解を図るため、歩行や触察等の疑似体験や視覚教材視聴等の構成とする。
ＳＤＧ４．「質の高い教育を教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
１.講義では、各項目の特徴を明らかにすることを重視し、振り替えしシートで講義内容を整理する。
２.課題の提出を重視する。各回の講義の復習を課題とし、各回の内容の定着を図る。
３.自立活動や指導の実践については、簡単な演習や映像・スライド等で理解を深める。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

○ その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
１.課題については、次回の講義の前に提出すること。
２.「歩行」・「触察」時にアイマスクを使用するので、衛生面上、必ず各自で準備すること。
３.「歩行」時は階段の上り下りがあるので、服装や靴など動きやすいものを準備すること。

資格指定科目
教職課程（特別支援）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

準備・課題学習

視覚障害者（眼疾患等）や
視覚障害教育（指導内容・
方法等）についての理解

視覚障害教育への関心・意
欲・態度

課題学習等に努め、基本的
・応用的理解が身について
いるとともに、自主的な学
習にも取り組んだ。

課題学習等に努め、基本的
・応用的な理解が身につい
た。

課題学習等に努め、基本的
理解が身についた。

課題学習等に努め、提出し
た。

視覚障害教育について、意
欲的に学び、興味・関心を
高め、自ら課題をみつけ調
査したり、要点をまとめた
。

視覚障害教育について、良
く学び、基本的理解が十分
身についた。

視覚障害教育について、学
ぶ意欲が高まり、基本的理
解が身につくようになった
。

視覚障害教育について、基
本的理解への努力がみられ
るようになった。

視覚障害教育について、基
本的理解への努力がみられ
なかった。

視覚障害者の教育に携わる
者としての意欲・態度が、
応答・発表等に著しくみら
れた。

視覚障害者の教育に携わる
者としての意欲・態度が、
応答・発表等に十分にみら
れた。

視覚障害者の教育に携わる
者としての意欲・態度が、
応答・発表等にみられた。

視覚障害者の教育に携わる
者としての意欲が、みられ
るようになった。

視覚障害者の教育に携わる
者としての意欲・態度が、
応答・発表等にみられなか
った。

科目名称 視覚障害教育総論

専門科目科目分類区分

木村　浩紀（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

SNE122112（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）木村　浩紀 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

特別支援学校や教育行政における勤務経験を活かして、視覚障害教育に関する諸事項を講義
する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
・単位認定に必要となる最低出席回数及び課題の提出は３分の２以上とする。
・試験結果や課題の提出状況、発表等の講義での取り組み状況により評価する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

25％ ０％ 40％ 25％ 10％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

614－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション
・授業計画（シラバス）の説明
・視覚障害者の生活と視覚認知

シラバスの確認。（９０分）

2
目の構造・機能と視覚障害
・視覚認知
・目の構造と機能

学習内容の確認と関連事項を調べる。（９０分） 講義内容の整理と課題の作成。（９０分）

学習内容の確認と関連事項を調べる。（９０分）3
視機能の役割と視覚障害児における眼疾患
・目の機能
・視機能の障害

講義内容の整理と課題の作成。（９０分）

講義内容の整理と課題の作成。（９０分）学習内容の確認と関連事項を調べる。（９０分）
視覚障害児の眼疾患と視知覚・触知覚の発達
・主な眼疾患
・視知覚・触知覚の発達

4

講義内容の整理と課題の作成。（９０分）学習内容の確認と関連事項を調べる。（９０分）
視覚障害者の心理と社会性の発達
・視覚障害の疑似体験（触察）（アイマスク使用）
・弱視児の見え方

5

講義内容の整理と課題の作成。（９０分）学習内容の確認と関連事項を調べる。（９０分）
視力検査の実際と視機能検査
・視覚障害者の程度の把握
・視力検査等の実際

6

講義内容の整理と課題の作成。（９０分）学習内容の確認と関連事項を調べる。（９０分）
視覚障害児の心理（発達）検査と指導との関連
・視知覚検査の実際
・指導との関連　　

7

講義内容の整理。（９０分）前半の復習。（１２０分）
心理・生理・病理のまとめ
・心理・生理・病理のまとめ
・試験（６０分）

8

講義内容の整理と課題の作成。（９０分）学習内容の確認と関連事項を調べる。（９０分）
視覚障害教育の歴史
・視覚障害教育の歴史
・北海道の視覚障害教育の歩み

9

10
視覚障害教育の対象と教育の場
・就学基準
・教育の場と各学校の現状

学習内容の確認と関連事項を調べる。（９０分） 講義内容の整理と課題の作成。（９０分）

講義内容の整理と課題の作成。（９０分）学習内容の確認と関連事項を調べる。（９０分）
視覚障害教育の教育課程と指導上の配慮事項
・教育課程
・指導上の配慮事項

11

講義内容の整理と課題の作成。（９０分）学習内容の確認と関連事項を調べる。（９０分）
点字の歴史と点字の概要
・点字の歴史
・点字の概要と仕組み

12

講義内容の整理と課題の作成。（９０分）学習内容の確認と関連事項を調べる。（９０分）
点字の読み書きの実際
・点字の読み書き
・指導の実際

13

講義内容の整理と課題の作成。（９０分）学習内容の確認と関連事項を調べる。（９０分）
視覚障害児における自立活動（歩行等）
・自立活動の指導
・歩行指導

14

講義内容の整理と課題の作成。（９０分）学習内容の確認と関連事項を調べる。（９０分）
歩行指導の実際とキャリア教育
・歩行指導の実際（介添え等）（アイマスク使用）
・進路と三療

15

講義全体の振り返り。（９０分）後半の復習。（１２０分）
視覚障害教育のまとめ
・視覚障害教育のまとめ
・試験（６０分）授業改善アンケートの実施

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

講義内容の整理と課題の作成。（９０分）

科目名称 視覚障害教育総論

専門科目科目分類区分

木村　浩紀（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

SNE122112（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）木村　浩紀 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

特別支援学校や教育行政における勤務経験を活かして、視覚障害教育に関する諸事項を講義
する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 香川　邦生ほか 慶應義塾出版 978-4-7664-2367-9

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『視覚障害教育に携わる方のために（五訂版）』 2016年

2 青柳まゆみ・鳥山由子 ジアース教育新社 978-4-86371-533-2『新・視覚障害教育入門』 2021年

3

4

5



授業で配布された資料を整
理できていなかった。

615－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
西洋から導入された文化を普及させる上で重要な役割を果たす一方、日本独特の文化を色濃く映し出す場でもあった軍隊という切り口を通して日本文化のあり様を
考察する。

授業の位置づけ
経営学科のDP（２）（４）に対応する。
社会福祉学科のDP（２）（４）に対応する。
デザイン学科のDP（２）（４）に対応する。
建築学科のDP（２）（４）に対応する。

到達目標
１．テーマに沿った文献や資料を提示することができる。
２．文献を批判的に考察することができる。
３．考察した内容を適切に表現できる。

授業全体の内容と概要
１．西洋文化が日本にいかに導入されたかを考察する。
２．日本独特の文化とは何かを考える。

授業の方法
受講者にはテキスト読解を担当してもらい、質疑応答を行う。またリアクションペーパーを書いて提出してもらい、次回にそれに対するコメントを行う。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
毎回配布する資料をしっかりと読み、読み切れなかった箇所に目を通して、次回の授業に臨むこと。毎回のリアクションペーパー提出を持って出席に代える。

資格指定科目
教職課程（社会・地理歴史）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

文献・資料の取り扱い

文献の批判的考察

考察内容の表現

授業で配布された資料を整
理し、 自分で文献や資料
を広く入手するとともに、
テーマに沿って適切に提示
できていた。

授業で配布された資料を整
理し、自分で文献や資料を
図書館のみならず、広く入
手して提示できていた。

授業で配布された資料を整
理
し、自分で文献や資料を図
書
館などで入手して提示でき
て
いた。

授業で配布された資料を整
理できていた。

テーマに沿って、資料を取
捨選択して提示し、複数の
観点から分析を行ったうえ
で、考察がなされてい
た。

テーマに沿って、資料を取
捨選択して提示し、批判的
な分析を行ったうえで、考
察がなされていた。

テーマに沿って、資料を取
捨選択して、適切な考察が
なされていた。

テーマに沿って、資料を提
示し、考察がなされていた
。

テーマに沿った資料を提示
しての考察がなされていな
かった。

指示された枠組みに基づい
て記述がなされ、資料の提
示、記述を工夫するととも
に、さらなる課題なども提
示できていた。

指示された枠組みに基づい
て記述がなされ、資料の提
示、記述も工夫され、説得
力があった。

指示された枠組みに基づい
て記述がなされ、資料の提
示も適切になされていた。

指示された枠組みに基づい
て記述されていた。

指示された枠組みに基づい
て記述されていなかった。

科目名称 日本文化史（M）

共通教育科目科目分類区分

及川　琢英（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

HIS122122（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）及川　琢英 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ６０％ ０％ ０％ ４０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

616－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション、シラバスの説明 シラバスを読んでおく（９０分）

2 徴兵検査と成人式 学習内容につ
いて調べる（９０分） 資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）

学習内容につ
いて調べる（９０分）3 徴兵よけ信仰 資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）健康4

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）食5

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）遊郭6

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）刺青7

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）映画8

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）庭球9

10 洗う 学習内容につ
いて調べる（９０分） 資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）時間11

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）言語12

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）服装13

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）体罰14

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）日記、授業改善アンケートの実施15

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）葬儀と慰霊16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

基礎的事項の確認（９０
分）

科目名称 日本文化史（M）

共通教育科目科目分類区分

及川　琢英（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

HIS122122（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）及川　琢英 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



授業で配布された資料を整
理できていなかった。

617－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
西洋から導入された文化を普及させる上で重要な役割を果たす一方、日本独特の文化を色濃く映し出す場でもあった軍隊という切り口を通して日本文化のあり様を
考察する。

授業の位置づけ
経営学科のDP（２）（４）に対応する。
社会福祉学科のDP（２）（４）に対応する。
デザイン学科のDP（２）（４）に対応する。
建築学科のDP（２）（４）に対応する。

到達目標
１．テーマに沿った文献や資料を提示することができる。
２．文献を批判的に考察することができる。
３．考察した内容を適切に表現できる。

授業全体の内容と概要
１．西洋文化が日本にいかに導入されたかを考察する。
２．日本独特の文化とは何かを考える。

授業の方法
受講者にはテキスト読解を担当してもらい、質疑応答を行う。またリアクションペーパーを書いて提出してもらい、次回にそれに対するコメントを行う。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
毎回配布する資料をしっかりと読み、読み切れなかった箇所に目を通して、次回の授業に臨むこと。毎回のリアクションペーパー提出を持って出席に代える。

資格指定科目
教職課程（社会・地理歴史）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

文献・資料の取り扱い

文献の批判的考察

考察内容の表現

授業で配布された資料を整
理し、 自分で文献や資料
を広く入手するとともに、
テーマに沿って適切に提示
できていた。

授業で配布された資料を整
理し、自分で文献や資料を
図書館のみならず、広く入
手して提示できていた。

授業で配布された資料を整
理
し、自分で文献や資料を図
書
館などで入手して提示でき
て
いた。

授業で配布された資料を整
理できていた。

テーマに沿って、資料を取
捨選択して提示し、複数の
観点から分析を行ったうえ
で、考察がなされてい
た。

テーマに沿って、資料を取
捨選択して提示し、批判的
な分析を行ったうえで、考
察がなされていた。

テーマに沿って、資料を取
捨選択して、適切な考察が
なされていた。

テーマに沿って、資料を提
示し、考察がなされていた
。

テーマに沿った資料を提示
しての考察がなされていな
かった。

指示された枠組みに基づい
て記述がなされ、資料の提
示、記述を工夫するととも
に、さらなる課題なども提
示できていた。

指示された枠組みに基づい
て記述がなされ、資料の提
示、記述も工夫され、説得
力があった。

指示された枠組みに基づい
て記述がなされ、資料の提
示も適切になされていた。

指示された枠組みに基づい
て記述されていた。

指示された枠組みに基づい
て記述されていなかった。

科目名称 日本文化史（S）

共通教育科目科目分類区分

及川　琢英（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

HIS122122（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）及川　琢英 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ６０％ ０％ ０％ ４０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

618－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション、シラバスの説明 シラバスを読んでおく（９０分）

2 徴兵検査と成人式 学習内容につ
いて調べる（９０分） 資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）

学習内容につ
いて調べる（９０分）3 徴兵よけ信仰 資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）健康4

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）食5

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）遊郭6

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）刺青7

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）映画8

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）庭球9

10 洗う 学習内容につ
いて調べる（９０分） 資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）時間11

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）言語12

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）服装13

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）体罰14

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）日記、授業改善アンケートの実施15

資料を読み直し、関連事項を調べる（９０分）学習内容につ
いて調べる（９０分）葬儀と慰霊16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

基礎的事項の確認（９０
分）

科目名称 日本文化史（S）

共通教育科目科目分類区分

及川　琢英（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

HIS122122（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）及川　琢英 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



基底材の裁断と組み立て、
地塗り、研磨などの基本に
ついて身につかなかった。

619－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
洋画の技法は、今日の我が国では油彩が一般的だが、欧州における長い洋画の歴史を顧みるなら、油彩技法が確立される以前のエッグテンペラの技法は欠かせない
。この授業では油彩とエッグテンペラとによる絵画制作に用いる用材についての基本を学び、それぞれの技法の良さを活かすことにより、各々の履修生の表現の幅
を広げるための道を拓くことを目的とするものである。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（１）、（2）に対応する。

到達目標
油彩やエッグテンペラの技法、それらの用材の特徴や使用法と管理の仕方などの基本を理解し、それぞれの特徴を活かした絵画制作を行えるようにすることや自分
に相応しい表現方法を探究する態度を養成することを目標とする。

授業全体の内容と概要
油彩のみならず、エッグテンペラなどに関する様々な技法や材料について、支持体の種類とそれぞれの作り方と特徴、顔料の種類と性質、展色剤の種類と特徴、様
々の用具の使用法や管理の仕方などについての基本を学修し表現の幅を広げるための科目である。

授業の方法
油彩とエッグテンペラとによる「混合技法」で作品を制作する実技形式の授業である。履修者各自が設定したテーマに則り、それを有効に表現した作品を創り上げ
ることを課題とする。実習のみならず視聴覚機器を充分に活用し参考資料等の紹介や説明を行い、普段の授業や合評会においては、適切なコメントによりフィード
バックに寄与させようとするものである。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
この授業を履修するに当たっては、芸術文化の素晴らしさを追求するばかりか、自然環境やものを大切にする態度なども身につける意欲を持ち合わせた人を対象と
した授業であることを十分に認識したうえで履修すること。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

支持体について

彩色材料について

描写について

基底材の裁断と組み立て、
地塗り、研磨などの基本に
ついて十分に身についた。

基底材の裁断と組み立て、
地塗り、研磨などの基本に
ついて身についた。

基底材の裁断と組み立て、
地塗り、研磨などの基本に
ついてほぼ身についた。

基底材の裁断と組み立て、
地塗り、研磨などの基本に
ついてある程度身についた
。

エッグテンペラの展色剤の
処方と管理の仕方、油彩の
材料の特性などについての
基本が十分に身についた。

エッグテンペラの展色剤の
処方と管理の仕方、油彩の
材料の特性などについてつ
いての基本が身についた。

エッグテンペラの展色剤の
処方と管理の仕方、油彩の
材料の特性などについてつ
いての基本がほぼ身につい
た。

エッグテンペラの展色剤の
処方と管理の仕方、油彩の
材料の特性などについてつ
いての基本がある程度身に
ついた。

エッグテンペラの展色剤の
処方と管理の仕方、油彩の
材料の特性などについての
基本が身につかなかった。

モティーフの面やバルール
などを十分的確にとらえた
描写が行えた。

モティーフの面やバルール
などを的確にとらえた描写
が行えた。

モティーフの面やバルール
などをほぼ的確にとらえた
描写が行えた。

モティーフの面やバルール
などをある程度的確にとら
えた描写が行えた。

モティーフの面やバルール
などを的確にとらえた描写
が行えなかった。

科目名称 洋画Ⅰ

専門科目科目分類区分

安田　祐造（デザイン学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

AEA223058（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・２年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館１階

単位数 2 (単位認定責任者： ）安田　祐造 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

50年近く画業に専念するなかで経験した課題を具体的に解説しながら指導に当たる。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は２２回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ７０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照してください。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

620－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション　シラバスについて
古今の作品について  (構図を主に)
授業改善アンケート結果反映の説明

予めシラバスに目を通す。(45分)

2 洋画作品の構造と用材
木材の性質について

基底材として使用する木材の性質について予習する
。(45分)

本時の内容についての復習と自らの作品に相応しい
支持体について検討する。(45分)

基本的な木工具の取り扱い方について予習する。
(45分)3

支持体製作
木材の裁断について
木工具の取り扱い方について

作品のテーマとモティーフを検討する。(45分)

本時の内容についての復習と地塗り材についての予
習を行う。(45分)接着剤の種類や用法について予習する。(45分)

支持体製作
木材の組み立てについて
木材の接着について

4

様々な地塗り材の特徴と取り扱いとを復習する。
(45分)

地塗り材による作品に対する効果について予習する
。(45分)

支持体製作
地塗り材の処方について5

新作として構想したものを下絵として用意する。
(45分)地塗り材の塗りの方法について予習する。(45分)支持体製作

地塗りの仕方について6

様々な転写方法について復習する。(45分)ヤスリなどの研磨材や用具について予習しておく。
(45分)

支持体製作
地塗り面の研磨について
下絵の転写作業について

7

エッグテンペラ用展色剤の処方について復習する。
(45分)面や陰影の把握の重要性について予習する。(45分)エッグテンペラでの下描き

エッグテンペラ用展色剤の処方について　8

作品創りに不足している用材等を補充しておく。
(45分)

エッグテンペラメディウムの特徴について予習する
。(45分)

エッグテンペラでの下描き
エッグテンペラでの描法について　Ⅰ9

10 エッグテンペラでの下描き
エッグテンペラでの描法について　Ⅱ

エッグテンペラ絵具での描法について練習を行う。
(45分)

本時の内容を復習し、古今のエッグテンペラを用い
た作品を分析する。(45分)

エッグテンペラの特徴を踏まえた描法について復習
する。(45分)

制作が遅れている場合、自ら制作を進め、遅れを取
り戻す。(45分)

混合技法(油彩とエッグテンペラ)による本制作　Ａ
エッグテンペラでの描法について　Ⅱ11

描写に不足がある場合は、自らそれを補っておく。
(45分)

前回の制作を振り返り、自らの課題を明確化してお
く。(45分)

混合技法による本制作　Ｂ　
エッグテンペラでの描法について　Ⅲ12

古今の油彩や混合技法による作品の良さを画集やイ
ンターネットを活用して味わう。(45分)

油彩の特徴を活かした描法について予習する。(45
分)

混合技法による本制作　Ｃ
油彩の特徴について13

進捗状況を点検し、足りない部分を補う。(45分)油彩絵の具の透明性について予習する。(45分)混合技法による本制作　D
エッグテンペラでの下層を活かす油彩描法について14

本時の内容に照らし、遅れている点や不足している
点がないか検討する。(45分)質感表現について予習する。(45分)混合技法による本制作　E

質感の表現法について15

より良いものを求め不足している部分を補い、過ぎ
た部分については修正する。(45分)

陰影のコントラストの重要性について予習する。
(45分)

混合技法による本制作F
陰影のコントラストについて16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 混合技法による本制作　G
色彩の調和と色の三属性について　Ⅰ

表現の意図に相応しい配色の仕方について予習する
。(45分) 本時の内容を復習し理解する。(45分)

18 混合技法による本制作　H
色彩の調和と色の三属性について　Ⅱ

前回の内容で理解できていない点を明らかにする。
(45分)

色彩について着目し、制作の進め方について検討す
る。(45分)

色彩に着目し、自らの作品の進捗を確認する。(45
分)19 混合技法による本制作　I

色彩の調和と色の三属性について　Ⅲ
色彩について、これまでに学んだことを復習する。
(45分)

油彩絵の具の層の上にエッグテンペラ絵具を乗せて
表現した古今の作品を参照する。(45分)

油彩絵の具の層の上にエッグテンペラ絵具を乗せた
ことによる効果について予習する。(45分)

混合技法による本制作　J
エッグテンペラでの上描きについて　Ⅰ20

本時の制作体験から、油彩絵の具だけでは得られな
いものが何か検討する。(45分)

油彩絵の具層の乾き具合とエッグテンペラ絵具の乗
り具合の関係について予習する。 (45分)

混合技法による本制作　K
エッグテンペラでの上描きについて　Ⅱ21

本時の制作体験により得られたものを、これからの
制作にどのように活かすべきかを検討する。(45分)

油彩絵の具での光の表現と混合技法でのそれとの効
果の差異について予習する。(45分)

混合技法による本制作　L
エッグテンペラ絵具の浮き出し効果について22

自らが抱く作品についての構想を再確認する。(45
分)

これまでの制作を振り返り、自らの課題が何かを明
らかにする。(45分)

混合技法による本制作　M
個別的な課題について　Ⅰ23

本時の制作で解決した点とそうではなかった点につ
いて検討する。(45分)

本時の制作で解決すべき点についてまとめる。(45
分)

混合技法による本制作　N
個別的な課題について　Ⅱ24

作品仕上げの期限も近いことから、空き時間を利用
して完成度を高められるように制作に取り組む。
(45分)

前回の制作で行き詰った点があれば、それを明らか
にし、他者からの助言を受ける用意を行う。(45分)

混合技法による本制作　O
個別的な課題について　Ⅲ25

26 混合技法による本制作　P
個別的な課題について　Ⅳ

制作当初の表現の意図が具現化されつつあるかを確
認する。(45分)

表現の意図を確かにするために必要な点が何かを明
らかにする。(45分)

他者から意見や感想を寄せてもらい、制作の糧とす
る。(45分)

作品の細部と全体とに目をやり、改めるべき点や補
うべき点などを明らかにする。(45分)

混合技法による本制作　Q
個別的な課題について　Ⅴ27

足りない点や過ぎた点などを加筆したり修正したり
して完成度を高める。(45分)

これまでの授業で取りあげられたそれぞれのテーマ
につて、自らの作品を客観的に検討する。(45分)

混合技法による本制作　R
個別的な課題について　Ⅵ28

冷静に客観的にできるだけ広い視野で自らの作品を
検討する。(45分)作品提出を前に完成度を点検する。(45分)混合技法による本制作　S

個別的な課題について　Ⅶ29

これまでの制作で果たせたことや果たしきれなかっ
たことについて検討する。(45分)

完成に向けて、様々な点について検討を行う。(45
分)

混合技法による本制作　T
個別的な課題について　Ⅷ30

他者の意見や助言や感想を参考に、自らの作品につ
いての評価を再検討する。(45分)自らの作品について自己評価を行う。(45分)合評　Ａ31

合評会での他者の意見や助言を参考に、これからの
制作の仕方について検討する。(45分)

感性や価値観の相違、多様性などについての考えを
まとめる。(45分)

合評　Ｂ
授業改善アンケートの実施32

これから制作する作品の構想を練る。(45分)

科目名称 洋画Ⅰ

専門科目科目分類区分

安田　祐造（デザイン学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

AEA223058（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・２年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館１階

単位数 2 (単位認定責任者： ）安田　祐造 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

50年近く画業に専念するなかで経験した課題を具体的に解説しながら指導に当たる。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



企業における会計の必要性
を理解していなかった。

621－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
本講義は、経営学部における会計科目の仕上げ科目と位置づけ、学生が会社経営の安全性、収益性、成長性など、財務分析の手法について学ぶことを目的としてい
る。分析の結果を踏まえて、会社とはどうあるべきか考えられる力を養成することも本講義のねらいである。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）、（２）、（３）に対応する。

到達目標
本講義修了時の達成目標は以下の通り。①貸借対照表、損益決算書、キャッシュフロー計算書の内容が理解できる。②対象企業における資産状況、負債状況、自己
資本比率を理解できる。③貸借対照表、損益決算書、キャッシュフロー計算書を使い会社経営の安全性、収益性、成長性の数値を導き出すことができる。

授業全体の内容と概要
本講義は、会社経営における財務分析の手法を学ぶ。貸借対照表（B/S）、損益決算書（P/L）、キャッシュフロー計算書(C/S)の数値を使い会社の安全性、収益性、
成長性などを導き出す。経営分析の過程で数学を使うが、基本的には割り算と掛け算である。計算の際は計算機の使用を認める。

授業の方法
本講義はパワーポイント及び配布物資料で進める。１枚のパワーポイントを掲示して、一連の解説が終了した後、一定の時間、学生がノートを書く時間を取る。ま
た、本講義では、アクティブラーニングを活用し、一つの公式を解説後、グループワークやディスカッションを行い、学生の理解をより深めることとする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
本講義は、財務会計論の発展科目であることから、｢財務会計論｣の単位を取得していなければ受講できない。

資格指定科目
教職課程（商業）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

企業会計の必要性について

財務諸表の理解

経営分析に対応した数学的
計算力

企業における会計の必要性
について、業種別の特徴を
踏まえて説明できた。

企業における会計の必要性
について、具体的な事例を
挙げて説明できた。

企業における会計の必要性
について理解していた。

企業における会計の必要性
を最低限理解していた。

３つの財務諸表を使いこな
し、企業財務の現状を述べ
ることができた。

３つの財務諸表の違いを述
べることができ、それぞれ
の諸表を読んで理解できた
。

３つの財務諸表の違いを述
べることができた。

３つの財務諸表を述べるこ
とができた。

そもそも財務諸表とは何か
を理解していなかった。

企業会計の法則に沿ってス
ムーズに数学的な計算がで
きた。

企業会計の法則に沿って数
学的な計算ができた。

企業会計の法則に沿って、
多少の時間がかかるが計算
ができた。

企業会計の法則に沿って、
最低限の計算ができた。

企業会計の法則に沿った数
学的な計算ができなかった
。

科目名称 経営分析論

専門科目科目分類区分

石山　玄幸（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

MAN413006，MAN523016（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）石山　玄幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

経営コンサルタント会社の代表として２００社以上の中小企業の経営指導をしてきた経験を
生かして、守秘義務に配慮しつつ身近な企業の事例を活用した講義を展開する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は、１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

９０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照のこと。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

622－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス　シラバスの説明（講義全体の概要、講
義のやり方、評価方法など）、授業改善アンケート
結果反映の説明

必ずシラバスを読んでから、初回ガイダンスを受講
すること。（９０分）

2 財務諸表の見方①　貸借対照表 講義で学んだ手法を使い企業の財務分析をしてみる
。（９０分） 講義終了時に練習問題の復習。（９０分）

講義で学んだ手法を使い企業の財務分析をしてみる
。（９０分）3 財務諸表の見方②　損益決算書 講義終了時に練習問題の復習。（９０分）

講義終了時に練習問題の復習。（９０分）講義で学んだ手法を使い企業の財務分析をしてみる
。（９０分）会社分析のねらいと財務分析の手法4

講義終了時に練習問題の復習。（９０分）講義で学んだ手法を使い企業の財務分析をしてみる
。（９０分）会社の財務安全性①　流動比率　当座比率5

講義終了時に練習問題の復習。（９０分）講義で学んだ手法を使い企業の財務分析をしてみる
。（９０分）会社の財務安全性②　自己資本比率　固定比率6

講義終了時に練習問題の復習。（９０分）講義で学んだ手法を使い企業の財務分析をしてみる
。（９０分）会社の収益性①　資本の収益力7

講義終了時に練習問題の復習。（９０分）講義で学んだ手法を使い企業の財務分析をしてみる
。（９０分）会社の収益性②　売上対利益と損益分岐点8

講義終了時に練習問題の復習。（９０分）講義で学んだ手法を使い企業の財務分析をしてみる
。（９０分）会社の活性性①　回転率9

10 会社の活性性②　設備効率 講義で学んだ手法を使い企業の財務分析をしてみる
。（９０分） 講義終了時に練習問題の復習。（９０分）

講義終了時に練習問題の復習。（９０分）講義で学んだ手法を使い企業の財務分析をしてみる
。（９０分）会社の発展性　　成長性11

講義終了時に練習問題の復習。（９０分）講義で学んだ手法を使い企業の財務分析をしてみる
。（９０分）キャッシュフロー　12

講義終了時に練習問題の復習。（９０分）講義で学んだ手法を使い企業の財務分析をしてみる
。（９０分）会社の人材　13

講義終了時に練習問題の復習。（９０分）講義で学んだ手法を使い企業の財務分析をしてみる
。（９０分）会社の総合評価　14

講義終了時に練習問題の復習。（９０分）講義で学んだ手法を使い企業の財務分析をしてみる
。（９０分）まとめ　試験対策、授業改善アンケートの実施15

定期試験のフィードバックを受けて、経営分析論を
総括する。（９０分）定期試験に向けて準備をしておくこと。（９０分）定期試験とフィードバック16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

講義終了時に練習問題の復習。（９０分）

科目名称 経営分析論

専門科目科目分類区分

石山　玄幸（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

MAN413006，MAN523016（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）石山　玄幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

経営コンサルタント会社の代表として２００社以上の中小企業の経営指導をしてきた経験を
生かして、守秘義務に配慮しつつ身近な企業の事例を活用した講義を展開する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 森田松太郎 日本経済新聞出版
社

9784532133658

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『経営分析入門』 2009年

2 宇田川荘二 同友館 9784496054877『第五版中小企業の財務分析経営・原価指標の分
析・活用』

2020年

3

4

5



保健体育科教育の目的・目
標を認識し独自の役割を理
解できなかった。

623－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
保健体育科の意義や内容をはじめ、各領域の内容・計画方法・評価等を学ぶ科目であり、授業設計を身につけ、保健体育科教師としての基本的な学習指導理論を理
解できるようにする。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
保健体育科の目標・内容をはじめ、体育の指導計画の作成や評価の在り方並びに基礎的な学習指導理論等を理解し、子どもの実態に応じた効果的な授業設計をする
ことができる。

授業全体の内容と概要
・中学校及び高等学校教育の目的・目標を明確にするとともに、保健体育科教育としての独自の役割をわかりやすく理解させる。
・保健体育科の授業を行うための必要な知識と指導技術について、意見交換で自分の意見を述べることができ、グループ学習の中で、多様な指導方法を身につける
活動を行う。

授業の方法
・各回のテーマに関してプリンと等を使用して説明を行う。
・各テーマに基づき必要な事項を講義するとともに、主体的・対話的で深い学びを実現するため、テーマに関連する事項に関して思考・考察・意見交換・発表等の
一連の活動を行う。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

○ その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・講義で配布するプリント類や課題プリントはファイル等に整然と保管し必要時に参照できるようにすること。
・講義中、スマホや飲食物等はカバン等の中に入れておくこと。但し、指示のある場合は可。
・２０分以上の遅刻は欠席とみなし、遅刻３回で欠席１回とみなす。

資格指定科目
教職課程（保健体育）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

保健体育科教育の目的・目
標についての認識・理解で
きる

保健体育科教育の意義や基
本的構造に基づく授業設計
ができる

意見交換における主体性・
協働性を身につける

保健体育科教育の目的・目
標を認識し独自の役割と学
修の基本事項・実務的事項
を理解できた。（９割）

保健体育科教育の目的・目
標を認識し独自の役割と学
修の基本事項・実務的事項
を理解できた。（８割）

保健体育科教育の目的・目
標を認識し独自の役割と学
修の基本児童・実務的事項
を理解できた。（７割）

保健体育科教育の目的・目
標を認識し独特の役割を理
解できた。

教育の意義・内容・学習過
程・指導方法・評価方法な
ど基本的構造について理解
し、授業の特質を考え授業
設計を身につけた。（９割
）

教育の意義・内容・学習過
程・指導方法・評価方法な
ど基本的構造について理解
し、授業の特質を考え授業
設計を身につけた。（８割
）

教育の意義・内容・学習過
程・指導方法・評価方法な
ど基本的構造について理解
し、授業の特質を考え授業
設計を身につけた。（７割
）

保健体育科教育の意義や基
本的構造について考え授業
設計を身につけた。

保健体育科教育の意義や基
本的構造について考えて授
業設計ができなかった。

授業を行うための必要な知
識と指導技術について自分
の意見を述べながら意見交
換を交わし、協働作業がで
きた。（９割）

授業を行うための必要な知
識と指導技術について自分
の意見を述べながら意見交
換を交わし、協働作業がで
きた。（８割）

授業を行うための必要な知
識と指導技術について自分
の意見を述べながら意見交
換を交わし、協働作業がで
きた。（７割）

授業を行うための必要な知
識と指導技術について自分
の意見を述べながら意見交
換できた。

授業を行うための必要な知
識と指導技術について自分
の意見を述べルことができ
なかった。

科目名称 保健体育科教育法Ⅰ

自由科目科目分類区分

髙井　雅一（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

DMB543119（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）髙井　雅一 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校における勤務経験を活かして保健体育科教育法Ⅰに関する諸事項を講義する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要な出席回数は、１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

４０％ ２０％ ２０％ ０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等で確認する

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション　シラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明
保健体育科改定の要点について

海底の要点ついて簡単に説明できるようにしておく
。（９０分）

2 保健体育科の目標と内容について 前時に予告した課題について自分なりの進め方をま
とめておく。（９０分）

話し合った課題に関して自分の意見を述べることが
できるよう準備する。（９０分）

前時に予告した課題について自分なりの進め方をま
とめておく。（９０分）3 中学「体育分野」、高等学校の科目「体育」の目標

と内容について
話し合った課題に関して自分の意見を述べることが
できるよう準備する。（９０分）

話し合った課題に関して自分の意見を述べることが
できるよう準備する。（９０分）

前時に予告した課題について自分なりの進め方をま
とめておく。（９０分）体育教育の今日的課題について4

話し合った課題に関して自分の意見を述べることが
できるよう準備する。（９０分）

前時に予告した課題について自分なりの進め方をま
とめておく。（９０分）指導計画の作成と内容の取扱いの留意点について5

話し合った課題に関して自分の意見を述べることが
できるよう準備する。（９０分）

前時に予告した課題について自分なりの進め方をま
とめておく。（９０分）

中学校の「体育分野」の領域と内容について
(1)A～Dの領域について6

話し合った課題に関して自分の意見を述べることが
できるよう準備する。（９０分）

前時に予告した課題について自分なりの進め方をま
とめておく。（９０分）

中学校の「体育分野」の領域と内容について
(2)E～Hの領域について7

話し合った課題に関して自分の意見を述べることが
できるよう準備する。（９０分）

前時に予告した課題について自分なりの進め方をま
とめておく。（９０分）

高等学校の科目「体育」の領域と内容について
(1)A～Dの領域について8

話し合った課題に関して自分の意見を述べることが
できるよう準備する。（９０分）

前時に予告した課題について自分なりの進め方をま
とめておく。（９０分）

高等学校の科目「体育」の領域と内容について
(2)E～Hの領域について9

10 選択授業・男女共習授業のねらいと進め方について 前時に予告した課題について自分なりの進め方をま
とめておく。（９０分）

話し合った課題に関して自分の意見を述べることが
できるよう準備する。（９０分）

話し合った課題に関して自分の意見を述べることが
できるよう準備する。（９０分）

前時に予告した課題について自分なりの進め方をま
とめておく。（９０分）

効果的な指導を実践するための情報機器の活用及び
教材の選び方について11

話し合った課題に関して自分の意見を述べることが
できるよう準備する。（９０分）

前時に予告した課題について自分なりの進め方をま
とめておく。（９０分）年間指導計画の作成について12

話し合った課題に関して自分の意見を述べることが
できるよう準備する。（９０分）

前時に予告した課題について自分なりの進め方をま
とめておく。（９０分）各種目の単元計画の作成について13

話し合った課題に関して自分の意見を述べることが
できるよう準備する。（９０分）

前時に予告した課題について自分なりの進め方をま
とめておく。（９０分）体育授業の指導上の留意点について14

講義の内容を総復習する。（９０分）前時に予告した課題について自分なりの進め方をま
とめておく。（９０分）

体育授業の評価と方法について
授業改善アンケートの実施15

本時の学修内容をまとめて提出する。（９０分）全講義内容の復習（９０分）定期試験（６０分）、終了後、試験の解説（３０分
）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

海底の要点を理解する

科目名称 保健体育科教育法Ⅰ

自由科目科目分類区分

髙井　雅一（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

DMB543119（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）髙井　雅一 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校における勤務経験を活かして保健体育科教育法Ⅰに関する諸事項を講義する。

基本情報

開講時期

1 文部科学省 東山書房 9784827815603

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説　
保健体育編』

２０１８

2 文部科学省　 東山書房 9784827815689『高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説　
保健体育編　体育編』

２０１９

3 戸田芳雄　他 東京書籍 中学校の教科書『新しい保健体育』 ２０２１

4 和唐　正勝　他 大修館 高等学校の教科書『現代高等保健体育　新版　』 ２０２２

5

1 文部科学省 東山書房

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『中学校学習指導要領（平成29年告示）解説』 ２０１８

2 文部科学省 東山書房『高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説』 ２０１９

3 岡出美則、友添秀則、岩田靖 大修館書店『体育科教育学入門　三訂版』 ２０１６

4

5



テキストの内容について、
理解できなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
教養力と語学力を幅広く身に付け、日本における実社会で活躍するための高度な日本語スキルを修得する。それぞれの場面に合った日本語の表現方法を学び、円滑
な会話やコミュニケーションに必要な能力を伸ばす。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）に対応する。

到達目標
様々な文章を読み、ディスカッションや発表などの活動を通して、総合的な日本語運用能力を身に付ける。

授業全体の内容と概要
様々な文章を読み、内容および日本語の表現について理解を深めるとともに、ディスカッションや発表などの活動を行うために必要な表現・構成についても学習を
行う。日本語能力試験N1レベル相当以上の内容を取り扱う。

授業の方法
授業では主にプリントなどを用いながら、ディスカッションや発表などを学習活動に取り入れて講義を行う。指定された課題を作成してもらうほか、レポート作成
など、自主的に行い、提出したものがあれば評価の対象とする。また、受講者数に応じてグループワークおよびグループ発表を行う場合がある。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
受講対象者は留学生とする。受講者の発表や意見交換に向けて、資料の用意や課題作文など積極的に取り組むこと。また、事前に配布される資料には必ず目を通し
ておくこと。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

文章理解

日本語表現

発表

テキストに関する一般的な
背景知識および具体的な関
連情報を使用しながら、筆
者の主張についてより複雑
な推論を行うことができた
。

筆者の主張について、一般
的な背景知識も考慮しなが
ら基礎的な推論を行うこと
ができた。

テキストの内容を理解し、
その構造や特徴、筆者の主
張についても理解できた。

テキストの内容を理解し、
別の言葉で説明したり、要
約することができた。

クラス内で用いられた日本
語表現について、意味や使
用場面について理解し、発
表や課題作文内で実際に用
いることができた。

クラス内で用いられた日本
語表現について、意味や使
用場面について理解し、適
切に使用することができた
。

クラス内で用いられた日本
語表現について、それぞれ
の表現の意味を理解し、各
日本語表現の使用場面が理
解できた。

クラス内で用いられた日本
語表現について、それぞれ
の表現の意味を理解できた
。

クラス内で用いられた日本
語表現について、理解でき
なかった。

聞き手に配慮された多様な
資料を用いた、主張内容が
明確な発表を行うことがで
きた。適切な引用により、
内容に具体性があり、説得
力があった。

聞き手に配慮された多様な
資料を用いた、主張内容が
明確な発表を行うことがで
きた。また、主張内容が資
料と一貫性のあるものだっ
た。

適切な資料を用いながら、
主張内容が明確な発表を行
うことができた。

主張内容について、関連性
のある資料を用いながら、
理解可能な発表を行うこと
ができた。

話し方や発表資料が適切で
なく、主張が理解できなか
った。

科目名称 上級日本語Ⅲ（留学

共通教育科目科目分類区分

竜野　征一郎（経営学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

JLN054037（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・４年（留学生対象）対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）竜野　征一郎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１１回以上。出席状況、課題提出、発表能力、試験、授業への参加態度など総合的に判断する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ３０% ５０％ ０％ １５％ ５％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション　（シラバスの説明および今期
の授業目的と進め方について解説～プレースメント
テスト・実力確認を含む～）

シラバスを熟読し，本講義について理解しておくこ
と（９０分）

2 上級表現練習（１）トピック① １回目 教科書を読んでテーマの課題を実践練習すること
（９０分）

講義内容の理解を深め，指定された課題に取り組む
こと（９０分）

教科書を読んでテーマの課題を実践練習すること
（９０分）3 上級表現練習（２）トピック① ２回目 講義内容の理解を深め，指定された課題に取り組む

こと（９０分）

講義内容の理解を深め，指定された課題に取り組む
こと（９０分）

教科書を読んでテーマの課題を実践練習すること
（９０分）上級表現練習（３）トピック① ３回目4

講義内容の理解を深め，指定された課題に取り組む
こと（９０分）

教科書を読んでテーマの課題を実践練習すること
（９０分）上級表現練習（４）トピック① ４回目5

講義内容の理解を深め，指定された課題に取り組む
こと（９０分）

教科書を読んでテーマの課題を実践練習すること
（９０分）上級表現練習（５）トピック② １回目6

講義内容の理解を深め，指定された課題に取り組む
こと（９０分）

教科書を読んでテーマの課題を実践練習すること
（９０分）上級表現練習（６）トピック② ２回目7

講義内容の理解を深め，指定された課題に取り組む
こと（９０分）

教科書を読んでテーマの課題を実践練習すること
（９０分）上級表現練習（７）トピック② ３回目8

講義内容の理解を深め，指定された課題に取り組む
こと（９０分）

教科書を読んでテーマの課題を実践練習すること
（９０分）上級表現練習（８）トピック② ４回目9

10 上級表現練習（９）トピック③ １回目 教科書を読んでテーマの課題を実践練習すること
（９０分）

講義内容の理解を深め，指定された課題に取り組む
こと（９０分）

講義内容の理解を深め，指定された課題に取り組む
こと（９０分）

教科書を読んでテーマの課題を実践練習すること
（９０分）上級表現練習（１０）トピック③ ２回目11

講義内容の理解を深め，指定された課題に取り組む
こと（９０分）

教科書を読んでテーマの課題を実践練習すること
（９０分）上級表現練習（１１）トピック③ ３回目12

講義内容の理解を深め，指定された課題に取り組む
こと（９０分）

教科書を読んでテーマの課題を実践練習すること
（９０分）上級表現練習（１２）トピック③ ４回目13

講義内容の理解を深め，指定された課題に取り組む
こと（９０分）

教科書を読んでテーマの課題を実践練習すること
（９０分）上級表現練習（１３）発表と質疑応答14

講義内容の理解を深め，指定された課題に取り組む
こと（９０分）

教科書を読んでテーマの課題を実践練習すること
（９０分）上級表現練習（１４）まとめ15

解説およびフィードバックを受け，講義に関してよ
り理解を深めること（９０分）

講義全体の内容についてふりかえりを行うこと
（９０分）

解説およびフィードバック
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

講義内容の理解を深め，指定された課題に取り組む
こと（９０分）

科目名称 上級日本語Ⅲ（留学

共通教育科目科目分類区分

竜野　征一郎（経営学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

JLN054037（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・４年（留学生対象）対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）竜野　征一郎 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『学生の能力と興味に応じて教材を指定・作成す
る。』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『参考図書・文献類は授業中にプリント等を用い
随時紹介する。』

2

3

4

5



授業後の感想文をほとんど
書口ことができなかった。

627－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
①　現代の精神保健分野の動向と課題を理解する。
②　精神保健の基本的考え方を理解する。
③　現代社会における精神保健の諸課題の実際を生活環境ごとに理解し、精神保健福祉士の役割について理解する。
④　精神保健の保持・増進と発生予防のための支援及び専門機関や関係職種の役割と連携について理解する。
⑤　国際連合の精神保健活動た他の国々における精神保健の現状と対策について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（２）（３）（５）に対応する。

到達目標
現代の精神保健の動向と課題を知り、精神保健の保持・増進、予防のための支援及び関係機関との連携方法、精神保健福祉士の役割について理解する。

授業全体の内容と概要
①　現代の精神保健分野の動向と課題と、精神保健の基本的な考え方について。
②　精神保健の保持・増進と発生予防のための支援及び専門機関や関係職種の役割と連携について。
「SDG3. すべての人に健康と福祉を」

授業の方法
パワーポイント、板書、プリント、 DVDを使用しながら講義形式で行うが、内容によってはグループで討論することもある。毎回、授業の最後に学んだことや質問
をまとめて提出する。質問は次の授業で回答する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
精神保健に関連する疾患などについて事例を交えて学習する。毎回、授業の最後に学んだことをまとめて提出する。これは出席と成績に反映される。

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

メンタルヘルス上の問題の
理解

授業に主体的に取り組む態
度

精神保健学的な思考力・判
断力の程度

資料やDVDなどの授業内容
を十分理解し、自分の考え
を含めた感想文を毎回提出
していた。

授業後の感想文に自分の考
えについてある程度述べて
いた。

授業後の感想文に自分が理
解したことを大枠でまとめ
ていた。

内容は乏しいが授業後の感
想文に記入していた。

精神疾患を抱えた方への支
援方法についてわかりやす
く説明できた。

精神疾患を抱えた方への支
援方法についておおむね説
明できた。

精神疾患を抱えた方への支
援方法について一定程度説
明できた。

精神疾患を抱えた方への支
援方法について多少説明で
きた。

精神疾患を抱えた方への支
援方法について説明するこ
とができなかった。

精神保健学の基本を踏まえ
てメンタルヘルスに関する
考察を十分行うことができ
た。

精神保健学の基本を踏まえ
てメンタルヘルスに関する
考察をおおむね行うことが
できた。

精神保健学の基本を踏まえ
てメンタルヘルスに関する
考察を一定程度行うことが
できた。

精神保健学の基本を踏まえ
てメンタルヘルスに関する
考察を多少行うことができ
た。

精神保健学の基本を踏まえ
てメンタルヘルスに関する
考察を行うことができなか
った。

科目名称 精神保健の課題と支援

専門科目科目分類区分

佐々木　智城（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

PSS122039（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・2年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科病院の勤務経験のある精神保健福祉士が経験も交えながら指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ７０％ ０％ ０％ ２０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
・事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
・講義中の録音･録画･撮影は事前相談を経て、個人利用に限り許可する場合がある。
・板書の量および方法等について配慮する。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

628－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
現代の精神保健分野の動向と基本的考え方について
シラバスの説明。授業改善アンケート結果反映の説
明。

指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）

2 家族関係における暴力と精神保健について 指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）授業の内容をノートにまとめて復習すること。（９０分）

指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）3 出産・育児をめぐる精神保健について 授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）介護をめぐる精神保健について4

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）社会的ひきこもりをめぐる精神保健について5

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）グリーフケアについて6

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神保健支援を担う機関について7

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）学校教育における精神保健的課題について8

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）スクールソーシャルワーカーの役割について9

10 学校精神保健にかかわる社会資源について 指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）授業の内容をノートにまとめて復習すること。（９０分）

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）産業精神保健とその対策について11

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）職場のメンタルヘルスのための相談について12

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）災害被災者の精神保健について13

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）犯罪被害者の支援について14

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）自殺予防について15

レポートの作成（９０分）レポート作成の準備をすること（９０分）レポートについて、最終回において解説しフィード
バックする。授業改善アンケートの実施。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

科目名称 精神保健の課題と支援

専門科目科目分類区分

佐々木　智城（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

PSS122039（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・2年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科病院の勤務経験のある精神保健福祉士が経験も交えながら指導する。

基本情報

開講時期

1 教科書なし

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 日本ソーシャルワーク教育学校
連盟

中央法規出版 4805882530

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新精神保健福祉士養成講座２　現代の精神保
健の課題と支援　』

2021

2

3

4

5



学習障害、注意欠陥多動性
障害、高機能自閉症等の心
理や生理、病理、行動特性
等を理解できなかった。

629－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
学習障害、注意欠陥多動性障害、高機能自閉症等の心理、病理、認知特性や行動特性等の基礎的な知識を理解するとともに、その特性等に応じた教育内容、方法等
の対応に必要な基本的な知識、配慮事項等を理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（２）と（５）に対応する。

到達目標
学習障害、注意欠陥多動性障害、高機能自閉症等の心理、病理、認知特性や行動特性等の基礎的な内容がわかり、指導上の基本的な配慮事項等がわかる。

授業全体の内容と概要
学習障害、注意欠陥多動性障害、高機能自閉症等に関する定義、原因、医学的診断、状態の把握（アセスメント、心理検査）、認知特性、行動特性等について、教
育的な望ましい対応の視点から説明する。
「SDG４．質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
プレゼン資料等の提示による講義形式を主とし、内容によりグループワークやペアワークを実施する。
Microsoft Forms等を活用して、前時の振り返りと本時の内容確認の小テストを実施して、学生全体の理解度を把握し、指導する。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

○ 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業内容に関するプレゼン資料の毎時間の配付や、レポート課題の出題、小テストを実施するので、欠席をしないようにすること。

資格指定科目
教職課程（特別支援）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

学習障害、注意欠陥多動性
障害、高機能自閉症等の心
理や生理、病理、行動特性
等の基本的な内容の理解

基本的内容及び指導上の基
礎的な配慮事項等を踏まえ
た教育的対応に関する思考
力、判断力、表現力の向上

授業への参加意欲や学修に
向かう姿勢・態度

学習障害、注意欠陥多動性
障害、高機能自閉症等の心
理や生理、病理、行動特性
等を十分に理解し、学修し
た知識をさらに深化させた
り、発展的な学修ができた
。

学習障害、注意欠陥多動性
障害、高機能自閉症等の心
理や生理、病理、行動特性
等を十分に理解できた。

学習障害、注意欠陥多動性
障害、高機能自閉症等の心
理や生理、病理、行動特性
等を一定程度、理解できた
。

学習障害、注意欠陥多動性
障害、高機能自閉症等の心
理や生理、病理、行動特性
等を部分的に理解できた。

指導上の基礎的な配慮事項
等を踏まえた教育的対応に
ついて、的確かつ発展的に
整理し、思考力、判断力、
表現力を十分に高めること
ができた。

指導上の基礎的な配慮事項
等を踏まえた教育的対応に
ついて整理し、思考力、判
断力、表現力を十分に高め
ることができた。

指導上の基礎的な配慮事項
等を踏まえた教育的対応に
ついて整理し、思考力、判
断力、表現力を高めること
ができた。

指導上の基礎的な配慮事項
等を踏まえた教育的対応に
ついて整理し、部分的に思
考力、判断力、表現力を高
めることができた。

指導上の基礎的な配慮事項
等を踏まえた教育的対応に
ついて整理し、思考力、判
断力、表現力を高めること
ができなかった。

授業には意欲的に参加し、
自ら発言するなど、常に積
極的に取り組むことができ
た。

授業には意欲的に参加し、
積極的に取り組むことがで
きた。

授業には意欲的に参加し、
部分的に積極的に取り組む
ことができた。

授業に参加し、ときどき積
極的に取り組むことができ
た。

授業に参加し、積極的に取
り組むことができなかった
。

科目名称 発達障害等教育総論

専門科目科目分類区分

堀川　厚志（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SNE122114（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）堀川　厚志 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校教育現場及び教育行政機関に勤務経験のある教員が、特別支援教育に必要な今日的課題
等について指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上とする。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ２０％ ０％ ０％ １０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

630－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション
（シラバスの説明、授業改善アンケート結果反映の
説明、発達障害等の概要について）

シラバスを読む
(９０分)

2 発達障害等の理解について 状態像を調べる
（９０分）

重要事項を整理する
（９０分）

定義と診断基準を調べる
（９０分）3 発達障害等の定義と診断基準について 重要事項を整理する

（９０分）

重要事項を整理する
（９０分）

行動の特徴と原因論を調べる
（９０分）発達障害等の行動の特徴と原因等の変遷について4

重要事項を整理する
（９０分）高機能自閉症等について調べる（９０分）高機能自閉症等の状態像とその理解について5

重要事項を整理する
（９０分）

学習障害について調べる
（９０分）学習障害の状態像とその理解について6

重要事項を整理する
（９０分）

注意欠陥多動性障害について調べる
（９０分）注意欠陥多動性障害の状態像とその理解について7

重要事項を整理する
（９０分）

知的発達の遅れについて調べる
（９０分）知的障害と発達障害等について8

重要事項を整理する
（９０分）

知的障害児について調べる
（９０分）知的障害児への学習支援について9

10 発達障害児の学びと心理状況の変化について 二次的な障害について調べる
（９０分）

重要事項を整理する
（９０分）

重要事項を整理する
（９０分）

望ましい対応ついて調べる
（９０分）学習障害のある子への教育的な対応について11

重要事項を整理する
（９０分）

望ましい対応ついて調べる
（９０分）

注意欠陥多動性障害のある子への教育的な対応につ
いて12

重要事項を整理する
（９０分）

望ましい対応ついて調べる
（９０分）高機能自閉症等のある子への教育的な対応について13

重要事項を整理する
（９０分）

望ましい対応ついて調べる
（９０分）アスペルガー症候群の子への教育的な対応について14

重要事項を整理する
（９０分）

アセスメント等について調べる
（９０分）

アセスメントと実態把握等について
授業改善アンケートの実施15

全内容を振り返る
（９０分）

全内容を整理する
（９０分）

定期試験
（６０分間の筆記テスト、終了後２０分間の解説実
施）

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

内容を振り返る
（９０分）

科目名称 発達障害等教育総論

専門科目科目分類区分

堀川　厚志（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SNE122114（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）堀川　厚志 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校教育現場及び教育行政機関に勤務経験のある教員が、特別支援教育に必要な今日的課題
等について指導する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 独立行政法人国立特別支援教育
総合研究所

ジアース教育新社 978-4-86371-548-6

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『特別支援教育の基礎・基本2020』 2020

2 原　仁 合同出版 978-4-7726-1382-8『新盤発達障害事典』 2019

3

4

5



必要な道具が準備されず実
践できなかった。

631－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
建築は，図面や模型に表現されたものによってその内容を理解してもらえる。そのためには，考え出された建築をどのように表現するかということがとても重要と
なる。「建築表現Ⅰ」では，空間表現や建築図面表現に必要な平面系の基礎力を修得する。

授業の位置づけ
建築学科のDP（１）（５）に対応する。

到達目標
平面系の建築表現に必要となる道具の基本的使い方を習得する。また時間内に課題を製作するための時間配分，期限内に課題を提出するという自己管理及び基本姿
勢を身に付けることができる。

授業全体の内容と概要
毎回，課題の制作を主とした実技形式の授業をおこなう。基礎的練習課題とその作品の講評会を２週ごとにおこなう。課題製作は，原則として授業時間内におこな
い即日提出とする。やむを得ず授業時間内に完成させられなかった場合は，次週授業開始時までに完成させ提出する。

授業の方法
シリーズごとに課題の目的・到達目標等について説明をし，課題制作に取り組む。ひとつの課題シリーズ終了ごとに講評会を開催し，各自作品のプレゼンテーショ
ンをおこない，その後指導教員が講評・評価をおこなう。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
実技科目であるため，全授業に出席し期限内に課題を製作し提出すること。また作品講評会に出席し自分の作品の解説（プレゼンテーション）することも評価する
。原則授業にはすべて出席し，授業時間内に課題制作をおこなうこととする。

資格指定科目
教職課程（工業）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

平面系の建築表現に必要と
なる道具の基本的使い方を
理解し習得した上で実践す
る。

期限内に課題を制作し提出
するというスケジュール管
理及び基本姿勢を身に付け
る。

平面系の建築空間の発想・
発想力を作品にすること，
それを表現するための技術
を修得する。

基本的使い方に加え応用的
な使い方ができた。

基本的使い方が十分にでき
た。

基本的な使い方を理解し実
践できた。

基本的な使い方を理解しお
おむねできた。

すべての課題を期限内に余
裕をもって作成完成するこ
とができた。

すべての課題を期限内に作
成完成することができた。

課題を期限内に作成完成す
ることができた。

おおむね課題を期限内に作
成完成することができた。

期限内に課題を提出できな
かった。

技術を身につけ非常に優れ
た発想力と表現力による作
品が制作できた。

技術を身につけ発想力と表
現力による作品が制作でき
た。

技術を身につけおおむね発
想力と表現力による作品が
制作できた。

技術を身につけ作品をすべ
て制作できた。

技術を身につけることがで
きず，作品を制作すること
ができなかった。

科目名称 建築表現Ⅰ

専門科目科目分類区分

安藤　淳一（建築学科・教授）　君　興
治（建築学科・准教授）

授業担当者（所
属・職名）

AHD321039（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館３階　２号館４階

単位数 1 (単位認定責任者： ）安藤　淳一 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
原則毎回出席すること(ただし最低出席回数１０回以上)とし，積極的に課題に取り組むこと。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ８５％ ０％ １５％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

632－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス　シラバスの説明，授業改善アンケート
結果反映の説明，授業計画の説明　 シラバスの事前確認（45分）

2 使用する道具と材料の種類と使い方の説明 授業資料の確認（45分） 使用道具の確認（45分）

使用道具の確認と準備
（45分）3 点景１（空の表現） 追加作業（45分）

追加作業（45分）使用道具の確認と準備
（45分）点景２（樹木の表現　立面図）4

追加作業（45分）使用道具の確認と準備
（45分）点景３（樹木・植栽等の表現　配置図）5

講評内容の振返り（45分）使用道具の確認と準備
（45分）講評会（点景）6

講評内容の振返り（45分）使用道具の確認と準備
（45分）レタリング１（漢字　明朝体・ゴシック体）7

講評内容の振返り（45分）使用道具の確認と準備
（45分）レタリング２（アルファベット）8

講評内容の振返り（45分）提出作品の確認（45分）講評会（レタリング）9

10 色彩１（建具） 使用道具の確認と準備
（45分） 追加作業（45分）

追加作業（45分）使用道具の確認と準備
（45分）色彩２（建築外観）11

講評内容の振返り（45分）提出作品の確認（45分）講評会（色彩）12

追加作業（45分）使用道具の確認と準備
（45分）トレードマークの製作13

追加作業（45分）使用道具の確認と準備
（45分）表札の製作14

講評内容の振返り（45分）提出作品の確認（45分）講評会（トレードマークと表札）15

総評の振返り（45分）提出作品の最終確認（45分）総評（全作品の講評）
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業内容の確認（45分）

科目名称 建築表現Ⅰ

専門科目科目分類区分

安藤　淳一（建築学科・教授）　君　興
治（建築学科・准教授）

授業担当者（所
属・職名）

AHD321039（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館３階　２号館４階

単位数 1 (単位認定責任者： ）安藤　淳一 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『適宜配布』

2

3

4

5



経営情報論の基本的な用語
と意味を覚え、説明するこ
とができなかった。

633－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
・企業経営における情報の役割と管理の重要性や方法、そして課題について理解を深める。
・ビッグデータ、IoT、プラットフォーマーの登場などに代表される、近年の情報技術の発達に関連する競争環境の変化を理解する。

授業の位置づけ
経営学科のDP（１）（３）に対応する。

到達目標
・企業が扱う情報の種類や特徴、技術進歩による変化および近年の動向について説明できる。
・企業の情報管理活動に関連する経営学の理論を知り、企業活動を自ら分析することができる。
・上記を通じて、企業が情報を取得・活用・管理する際に注意すべき点や工夫すべき点を主体的に考え、課題解決に活かすことができる。

授業全体の内容と概要
　企業経営における情報の役割と管理について学習する。企業が扱う情報は、製品の製造を管理するためのものや、従業員に関するもの、顧客の購買データなど多
岐に渡る。これらの情報を経営資源として最大限に活用していくことは企業経営における重要課題である。特にビッグデータ、IoT、AIといった新技術の登場を受け
、その重要性はさらに増してきている。こうした近年の動向を、事例をみながら理解し、企業と情報との向き合い方について考えていく。

授業の方法
　授業はパワーポイントの資料を用いて行う。履修者には、毎週授業の終わりにその日の講義内容をまとめた小レポートを提出してもらう。なお、小レポート課題
はMoodleで提出する。
　また、授業の最後には次回の授業で取り上げるテーマやキーワードについて概説するが、そのテーマやキーワードについて事前に自分自身で調べ、レポートにま
とめて提出を求めることがある。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

○ 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業中の私語は一切認めない。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

経営情報論に関する知識・
理解

レポートを作成する能力

自身の生活や進路と関連づ
けて学ぶ能力

経営情報論の基本的な用語
と意味は覚え、説明するこ
とができ、近年の情報社会
と関連づけて考察すること
もできた。さらに、今後の
情報社会のあり方や企業の
課題についても言及できた
。

経営情報論の基本的な用語
と意味は覚え、説明するこ
とができ、近年の情報社会
と関連づけて考察すること
もできた。

経営情報論の基本的な用語
と意味は覚え、説明するこ
とができ、近年の情報社会
について最低限理解できた
。

経営情報論の基本的な用語
と意味は覚え、説明するこ
とができた。

学習内容をまとめるレポー
ト課題を所定の回数以上提
出し、非常にわかりやすく
まとめられており、講義内
容以上の知識も自身で調べ
、まとめることができた。

学習内容をまとめるレポー
ト課題を所定の回数以上提
出し、わかりやすくまとめ
られていた。

学習内容をまとめるレポー
ト課題を所定の回数以上提
出し、わかりやすくまとめ
ようとする工夫がみられた
。

学習内容をまとめるレポー
ト課題を所定の回数以上提
出することができた。

学習内容をまとめるレポー
ト課題を所定の回数以上提
出することができなかった
。

学習内容を自身の生活や就
職先、就職希望先といった
進路と関連づけ、主体的に
学習内容の活用策を提案・
実行し、一定の成果をあげ
ることができた。

学習内容を自身の生活や就
職先、就職希望先といった
進路と関連づけ、主体的に
学習内容の活用策を提案し
、実行することができた。

学習内容を自身の生活や就
職先、就職希望先といった
進路と関連づけ、主体的に
学習内容の活用策を提案す
ることができた。

学習内容を自身の生活や就
職先、就職希望先といった
進路と関連づけ、主体的に
学習内容を活かそうと努力
した。

学習内容を自身の生活や就
職先、就職希望先といった
進路と関連づけ、主体的に
学習内容を活かそうとしな
かった。

科目名称 経営情報論

共通教育科目科目分類区分

野村　拓也（経営学科・助教）授業担当者（所
属・職名）

MAN412004，MAN522015（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 学生便覧参照

単位数 2 (単位認定責任者： ）野村　拓也 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
・毎週課されるレポート課題の期限内の提出が出席の条件である。
・単位認定に必要となる最低出席回数は11回以上である。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ 50％ 50％ ０％ ０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照のこと。

修学サポート（合理的配慮）
・事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
・授業中の録音･録画･撮影は事前相談を経て、個人利用に限り許可する場合がある。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
イントロダクション:授業の概要と全体のプレビュ
ー
本授業の内容・評価方法・注意事項を説明する。

テキストのはしがきを読んでおくこと。（９０分）

2
企業経営と情報
企業が扱う情報にはどのようなものがあるのか、情
報社会とはどのようなものかを解説する。

テキストの第1章を読んでおくこと。（９０分） 小レポートの作成・提出（９０分）

テキストの第2章を読んでおくこと。（９０分）3
企業の情報管理と経営学の基礎理論
情報管理の活動を分析するための経営学の基本的な
理論を振り返る。

小レポートの作成・提出（９０分）

小レポートの作成・提出（９０分）テキストの第4章を読んでおくこと。（９０分）
情報通信技術の発達
情報通信技術がどのような発展を遂げてきたのかを
振り返る。

4

小レポートの作成・提出（９０分）テキストの第3章を読んでおくこと。（９０分）
経営情報システムとその変遷
経営情報システムにはどのようなものがあるのか、
どのように変化してきたのかを解説する。

5

小レポートの作成・提出（９０分）テキストの第5章を読んでおくこと。（９０分）経営情報システムの設計と開発
経営情報システム開発の方法論を解説する。6

小レポートの作成・提出（９０分）これまでの学習内容を振り返ること。（９０分）
顧客情報の収集と活用
企業が顧客情報をどのように収集し活用しているの
かについて先進企業の事例を用いて解説する。

7

小レポートの作成・提出（９０分）テキストの第7章を読んでおくこと。（９０分）
情報通信技術とビジネス革新①
情報通信技術の発達に伴いビジネス全体がどのよう
に変化しているのかを解説する。

8

小レポートの作成・提出（９０分）
ビジネス・経済の専門誌(日経ビジネスや東洋経済)
の 記事から情報管理に関連するものを見つけて読
んでくること。（９０分）

情報通信技術とビジネス革新②
前回に引き続き、近年のビジネスの変化を追う。特
に，XaaSやAIといった 最近注目されるキーワード

9

10
情報管理と組織コミュニケーション
情報管理行う主体である組織にはどのような能力が
必要か、情報通信技術の発展によってどのような変

テキストの第9章を読んでおくこと。（９０分） 小レポートの作成・提出（９０分）

小レポートの作成・提出（９０分）テキストの第10章を読んでおくこと。（９０分）
情報管理と知識創造
知識創造とイノベーションの観点から、今日の情報
管理の課題について考える。

11

小レポートの作成・提出（９０分）テキストの第6章を読んでおくこと。（９０分）
経営情報システムの運用と保守
経営情報のシステム化と保守に関する問題を解説す
る。

12

小レポートの作成・提出（９０分）SNSで企業が失敗した例を見つけ、何が悪かったの
か、どうするべきかについて考えておく。

情報管理と対顧客コミュニケーション
情報通信技術の発達に伴う顧客とのコミュニケーシ
ョンの多様化・複雑化を理解し、失敗事例などを

13

小レポートの作成・提出（９０分）これまで授業の復習をし、わからない点を質問にま
とめてくる（９０分）

まとめと期末レポート課題に関する案内
講義を振り返り、期末レポート課題の内容について
案内する。

14

期末レポートを作成する。（９０分）これまでの授業内容の復習をしてくること。（９０
分）

期末レポート課題の発表
希望者に期末レポートの内容をプレゼンテーション
してもらう。

15

小レポートの作成・提出（９０分）これまでの授業内容の復習をしてくること。（９０
分）

期末レポート課題の講評とガイダンス
提出された期末レポート課題を講評し、今後の自主
学習のための案内をする。

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

小レポートの作成・提出（９０分）

科目名称 経営情報論

共通教育科目科目分類区分

野村　拓也（経営学科・助教）授業担当者（所
属・職名）

MAN412004，MAN522015（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 学生便覧参照

単位数 2 (単位認定責任者： ）野村　拓也 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 遠山曉・村田潔 ・古賀広志　編
著

有斐閣アルマ 9784641221

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『現代経営情報論』 2021

2

3

4

5



経営情報論の基本的な用語
と意味を覚え、説明するこ
とができなかった。

635－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
・企業経営における情報の役割と管理の重要性や方法、そして課題について理解を深める。
・ビッグデータ、IoT、プラットフォーマーの登場などに代表される、近年の情報技術の発達に関連する競争環境の変化を理解する。

授業の位置づけ
経営学科のDP（１）（３）に対応する。

到達目標
・企業が扱う情報の種類や特徴、技術進歩による変化および近年の動向について説明できる。
・企業の情報管理活動に関連する経営学の理論を知り、企業活動を自ら分析することができる。
・上記を通じて、企業が情報を取得・活用・管理する際に注意すべき点や工夫すべき点を主体的に考え、課題解決に活かすことができる。

授業全体の内容と概要
　企業経営における情報の役割と管理について学習する。企業が扱う情報は、製品の製造を管理するためのものや、従業員に関するもの、顧客の購買データなど多
岐に渡る。これらの情報を経営資源として最大限に活用していくことは企業経営における重要課題である。特にビッグデータ、IoT、AIといった新技術の登場を受け
、その重要性はさらに増してきている。こうした近年の動向を、事例をみながら理解し、企業と情報との向き合い方について考えていく。

授業の方法
　授業はパワーポイントの資料を用いて行う。履修者には、毎週授業の終わりにその日の講義内容をまとめた小レポートを提出してもらう。なお、小レポート課題
はMoodleで提出する。
　また、授業の最後には次回の授業で取り上げるテーマやキーワードについて概説するが、そのテーマやキーワードについて事前に自分自身で調べ、レポートにま
とめて提出を求めることがある。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

○ 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業中の私語は一切認めない。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

経営情報論に関する知識・
理解

レポートを作成する能力

自身の生活や進路と関連づ
けて学ぶ能力

経営情報論の基本的な用語
と意味は覚え、説明するこ
とができ、近年の情報社会
と関連づけて考察すること
もできた。さらに、今後の
情報社会のあり方や企業の
課題についても言及できた
。

経営情報論の基本的な用語
と意味は覚え、説明するこ
とができ、近年の情報社会
と関連づけて考察すること
もできた。

経営情報論の基本的な用語
と意味は覚え、説明するこ
とができ、近年の情報社会
について最低限理解できた
。

経営情報論の基本的な用語
と意味は覚え、説明するこ
とができた。

学習内容をまとめるレポー
ト課題を所定の回数以上提
出し、非常にわかりやすく
まとめられており、講義内
容以上の知識も自身で調べ
、まとめることができた。

学習内容をまとめるレポー
ト課題を所定の回数以上提
出し、わかりやすくまとめ
られていた。

学習内容をまとめるレポー
ト課題を所定の回数以上提
出し、わかりやすくまとめ
ようとする工夫がみられた
。

学習内容をまとめるレポー
ト課題を所定の回数以上提
出することができた。

学習内容をまとめるレポー
ト課題を所定の回数以上提
出することができなかった
。

学習内容を自身の生活や就
職先、就職希望先といった
進路と関連づけ、主体的に
学習内容の活用策を提案・
実行し、一定の成果をあげ
ることができた。

学習内容を自身の生活や就
職先、就職希望先といった
進路と関連づけ、主体的に
学習内容の活用策を提案し
、実行することができた。

学習内容を自身の生活や就
職先、就職希望先といった
進路と関連づけ、主体的に
学習内容の活用策を提案す
ることができた。

学習内容を自身の生活や就
職先、就職希望先といった
進路と関連づけ、主体的に
学習内容を活かそうと努力
した。

学習内容を自身の生活や就
職先、就職希望先といった
進路と関連づけ、主体的に
学習内容を活かそうとしな
かった。

科目名称 経営情報論(SP)

共通教育科目科目分類区分

野村　拓也（経営学科・助教）授業担当者（所
属・職名）

MAN412004，MAN522015（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 学生便覧参照

単位数 2 (単位認定責任者： ）野村　拓也 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
・毎週課されるレポート課題の期限内の提出が出席の条件である。
・単位認定に必要となる最低出席回数は11回以上である。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ 50％ 50％ ０％ ０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照のこと。

修学サポート（合理的配慮）
・事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
・授業中の録音･録画･撮影は事前相談を経て、個人利用に限り許可する場合がある。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

636－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
イントロダクション:授業の概要と全体のプレビュ
ー
本授業の内容・評価方法・注意事項を説明する。

テキストのはしがきを読んでおくこと。（９０分）

2
企業経営と情報
企業が扱う情報にはどのようなものがあるのか、情
報社会とはどのようなものかを解説する。

テキストの第1章を読んでおくこと。（９０分） 小レポートの作成・提出（９０分）

テキストの第2章を読んでおくこと。（９０分）3
企業の情報管理と経営学の基礎理論
情報管理の活動を分析するための経営学の基本的な
理論を振り返る。

小レポートの作成・提出（９０分）

小レポートの作成・提出（９０分）テキストの第4章を読んでおくこと。（９０分）
情報通信技術の発達
情報通信技術がどのような発展を遂げてきたのかを
振り返る。

4

小レポートの作成・提出（９０分）テキストの第3章を読んでおくこと。（９０分）
経営情報システムとその変遷
経営情報システムにはどのようなものがあるのか、
どのように変化してきたのかを解説する。

5

小レポートの作成・提出（９０分）テキストの第5章を読んでおくこと。（９０分）経営情報システムの設計と開発
経営情報システム開発の方法論を解説する。6

小レポートの作成・提出（９０分）これまでの学習内容を振り返ること。（９０分）
顧客情報の収集と活用
企業が顧客情報をどのように収集し活用しているの
かについて先進企業の事例を用いて解説する。

7

小レポートの作成・提出（９０分）テキストの第7章を読んでおくこと。（９０分）
情報通信技術とビジネス革新①
情報通信技術の発達に伴いビジネス全体がどのよう
に変化しているのかを解説する。

8

小レポートの作成・提出（９０分）
ビジネス・経済の専門誌(日経ビジネスや東洋経済)
の 記事から情報管理に関連するものを見つけて読
んでくること。（９０分）

情報通信技術とビジネス革新②
前回に引き続き、近年のビジネスの変化を追う。特
に，XaaSやAIといった 最近注目されるキーワード

9

10
情報管理と組織コミュニケーション
情報管理行う主体である組織にはどのような能力が
必要か、情報通信技術の発展によってどのような変

テキストの第9章を読んでおくこと。（９０分） 小レポートの作成・提出（９０分）

小レポートの作成・提出（９０分）テキストの第10章を読んでおくこと。（９０分）
情報管理と知識創造
知識創造とイノベーションの観点から、今日の情報
管理の課題について考える。

11

小レポートの作成・提出（９０分）テキストの第6章を読んでおくこと。（９０分）
経営情報システムの運用と保守
経営情報のシステム化と保守に関する問題を解説す
る。

12

小レポートの作成・提出（９０分）SNSで企業が失敗した例を見つけ、何が悪かったの
か、どうするべきかについて考えておく。

情報管理と対顧客コミュニケーション
情報通信技術の発達に伴う顧客とのコミュニケーシ
ョンの多様化・複雑化を理解し、失敗事例などを

13

小レポートの作成・提出（９０分）これまで授業の復習をし、わからない点を質問にま
とめてくる（９０分）

まとめと期末レポート課題に関する案内
講義を振り返り、期末レポート課題の内容について
案内する。

14

期末レポートを作成する。（９０分）これまでの授業内容の復習をしてくること。（９０
分）

期末レポート課題の発表
希望者に期末レポートの内容をプレゼンテーション
してもらう。

15

小レポートの作成・提出（９０分）これまでの授業内容の復習をしてくること。（９０
分）

期末レポート課題の講評とガイダンス
提出された期末レポート課題を講評し、今後の自主
学習のための案内をする。

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

小レポートの作成・提出（９０分）

科目名称 経営情報論(SP)

共通教育科目科目分類区分

野村　拓也（経営学科・助教）授業担当者（所
属・職名）

MAN412004，MAN522015（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 学生便覧参照

単位数 2 (単位認定責任者： ）野村　拓也 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 遠山曉・村田潔 ・古賀広志　編
著

有斐閣アルマ 9784641221

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『現代経営情報論』 2021

2

3

4

5



授業内容をノートにまとめ
ることができなかった。

637－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
１．保育実践に関わる発達理論等の心理学的知識を踏まえ、発達を捉える視点について理解する。
２．子どもの発達に関わる心理学の基礎を習得し，養護及び教育の一体性や発達に即した援助の基本となる子どもへの理解を深める。
３．乳幼児期の子どもの学びの過程や特性について基礎的な知識を習得し、保育における人との相互的関わりや体験、環境の意義を理解する。　　

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（２）（３）（５）に対応する。

到達目標
胎児期、乳幼児期から児童青年期までの発達理解，相互的かかわりの重要性，生涯発達の概観を理解する。

授業全体の内容と概要
保育と心理学，子どもの発達理解，人との相互的かかわりと子どもの発達，生涯発達と初期経験の重要性について学修する。
『SDG3. すべての人に健康と福祉を』の関連授業。

授業の方法
パワーポイント、板書、プリント、 DVDを使用しながら講義形式で行う。質問は随時受け付ける。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業ではノートに書き留める事項が多数出てくるので、ノートをとりまとめること。日々にノート作りがテストの結果に直接関わります。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

発達心理学の授業内容の理
解

発達心理学的な思考力・判
断力の程度

授業に主体的に取り組む態
度（思考、記憶、身体、愛
着形成等の過程）

授業で扱った内容や資料等
を理解し、問われた時には
何も見ずに答えることがで
きた。

授業内容をノートにまとめ
ている。問われたらノート
を見ずに、答えることがで
きた。

授業内容をノートにまとめ
ている。問われたらノート
を見ながらでも答えること
ができた。

授業内容を問われた時に、
ノートを見ても答えること
ができないがノートにまと
めることはできていた。

発達心理学の基本を踏まえ
て、思考や記憶、愛着形成
等に関する考察を十分行う
ことができた。

発達心理学の基本を踏まえ
て、思考や記憶、愛着形成
等に関する考察をおおむね
行うことができた。

発達心理学の基本を踏まえ
て、思考や記憶、愛着形成
等に関する考察を行うこと
ができた。

発達心理学の基本を踏まえ
て、思考や記憶、愛着形成
等に関する考察を多少行う
ことができた。

発達心理学の基本を踏まえ
て、思考や記憶、愛着形成
等に関する考察を行うこと
ができなかった。

思考、記憶、身体、愛着形
成等の過程を発達心理学的
にわかりやすく説明できた
。

思考、記憶、身体、愛着形
成等の過程を発達心理学的
におおむね説明できた。

思考、記憶、身体、愛着形
成等の過程を発達心理学的
に一定程度説明できた。

思考、記憶、身体、愛着形
成等の過程を発達心理学的
に多少説明できた。

思考、記憶、身体、愛着形
成等の過程を発達心理学に
説明することが難しかった
。

科目名称 発達心理学Ⅰ

専門科目科目分類区分

佐々木　智城（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

EDP122066（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

病院臨床、スクールカウンセラー経験のある臨床心理士、公認心理師が子どもや大人の発達
について臨床の話を交えながら指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ２０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照　

修学サポート（合理的配慮）
・事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
・講義中の録音･録画･撮影は事前相談を経て、個人利用に限り許可する場合がある。
・板書の量および方法等について配慮する。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
子どもの発達を理解することの意義
シラバスの説明。授業改善アンケート結果反映の説
明。

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）

2 子どもの発達と環境 指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）3 発達理論と子ども観・保育観 授業の内容をノートにまとめて復習すること。

（９０分）

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）乳児期の原始反射、運動機能の発達4

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）乳幼児期の愛着形成5

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）乳幼児期の学びに関わる理論6

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）乳幼児期の学びの過程と特性7

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）乳幼児期の学びを支える保育8

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）乳幼児期の社会性の発達9

10 社会情動的発達 指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）身体的機能と運動機能の発達11

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）認知の発達12

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）言語の発達13

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）児童期の思考の発達14

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

指定した参考文献を事前に読んでおくこと（９０分
）道徳性の発達15

試験の振り返りを行うこと（９０分）今までの授業内容を復習しておくこと。（９０分）定期試験。６０分の試験終了後，残りの３０分で解
説を行う。授業改善アンケートの実施。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

科目名称 発達心理学Ⅰ

専門科目科目分類区分

佐々木　智城（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

EDP122066（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

病院臨床、スクールカウンセラー経験のある臨床心理士、公認心理師が子どもや大人の発達
について臨床の話を交えながら指導する。

基本情報

開講時期

1 教科書なし

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 無藤　隆、子安増生 東京大学出版会 978-4130121002

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『発達心理学Ⅰ』 2011

2

3

4

5



労働環境の現状と課題につ
いて関係するキーワードを
理解しておらず、説明・記
述が不十分だった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
働くことの意味を考えながら、就労することに対する支援が必要な人たちとはどのような生活課題のある人たちなのか、どのような制度や機関、専門職が関わるの
か、さらに、ソーシャルワークの専門職としての社会福祉士はどのように就労支援を展開しているのかを理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（２）に対応する。

到達目標
①労働環境の現状について、データを用いて説明し課題を指摘できる。
②就労支援にかかわる法体系について、その概要について理解する。
③障害者の就労支援にかかわる制度の体系とその概要について理解し、課題を指摘できる。
④低所得者等の就労支援にかかわる制度の体系とその概要について理解し、課題を指摘できる。
⑤高齢者の就労支援にかかわる制度の体系とその概要について理解し、課題を指摘できる。

授業全体の内容と概要
①労働環境の現状と関連する法制度について学ぶ。
②障害者の就労支援について学ぶ。
③低所得者等の就労支援について学ぶ。
④高齢者の就労支援について学ぶ。
「SDG1．貧困をなくそう」、「SDG2．飢餓をゼロに」、「SDG3．すべての人に健康と福祉を」、「SDG5．ジェンダー平等を実現しよう」、「SDG8．働きがいも経済
成長も」、「SDG16．平和と公正をすべての人に」、「SDG17．パートナーシップで目標を達成しよう」の関連授業。

授業の方法
①配布資料に基づく講義形式になるが、新聞記事の活用や映像資料の視聴、演習（グループワーク等）も取り入れる。配布された資料には板書事項を記述すること
。
②毎回の授業終了時、授業内容に関する小テスト（５問出題）を実施する。
③毎回の感想・質問等を記入するリアクションペーパーを配布・講義終了時に回収し、次回授業開始時にフィードバックを行う。
④授業資料の配信等、Microsoft Teamsを活用する①配布資料に基づく講義形式になるが、新聞記事の活用や映像資料の視聴、演習（グループワーク等）も取り入れ
る。配布された資料には板書事項を記述すること。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①配布資料は紛失しないよう、ファイリングする等して管理を徹底すること。
②ニュース等で報道される福祉に関わる話題について興味を持つこと。
③新聞記事等を題材として社会福祉の現状や課題を検討する等、常に問題意識を持ちながら積極的に授業に参加すること。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

労働環境の現状について、
データを用いて説明し課題
を指摘できる。

就労支援にかかわる法体系
について、その概要につい
て理解する。

障害者の就労支援にかかわ
る制度の体系とその概要に
ついて理解し、課題を指摘
できる。

低所得者等の就労支援にか
かわる制度の体系とその概
要について理解し、課題を
指摘できる。

高齢者の就労支援にかかわ
る制度の体系とその概要に
ついて理解し、課題を指摘
できる。

関係するデータを用いて労
働環境の現状と課題につい
て具体的に説明・記述でき
た。

関係するデータを用いて労
働環境の現状と課題につい
ておおむね具体的に説明・
記述できた。

関係するキーワードを提示
することにより労働環境の
現状と課題について具体的
に説明・記述できた。

関係するキーワードを提示
することにより労働環境の
現状と課題についておおむ
ね説明・記述できた。

就労支援にかかわる法体系
の概要について具体的に説
明・記述できた。

就労支援にかかわる法体系
の概要についておおむね具
体的に説明・記述できた。

関係するキーワードを提示
することにより就労支援に
かかわる法体系の概要につ
いて具体的に説明・記述で
きた。

関係するキーワードを提示
することにより就労支援に
かかわる法体系の概要につ
いておおむね説明・記述で
きた。

就労支援にかかわる法体系
の概要について関係するキ
ーワードを理解しておらず
、説明・記述が不十分だっ
た。

障害者の就労支援にかかわ
る制度の体系と概要、課題
について具体的に説明・記
述できた。

障害者の就労支援にかかわ
る制度の体系とその概要、
課題についておおむね具体
的に説明・記述できた。

関係するキーワードを提示
することにより障害者の就
労支援にかかわる制度の体
系とその概要、課題につい
て具体的に説明で・記述で
きた。

関係するキーワードを提示
することにより障害者の就
労支援にかかわる制度の体
系とその概要、課題につい
ておおむね説明・記述でき
た。

障害者の就労支援にかかわ
る制度の体系とその概要、
課題について関係するキー
ワードを理解しておらず、
説明・記述が不十分だった
。

低所得者等の就労支援にか
かわる制度の体系と概要、
課題について具体的に説明
・記述できた。

低所得者等の就労支援にか
かわる制度の体系とその概
要、課題についておおむね
具体的に説明・記述できた
。

関係するキーワードを提示
することにより低所得者等
の就労支援にかかわる制度
の体系とその概要、課題に
ついて具体的に説明で・記
述できた。

関係するキーワードを提示
することにより低所得者等
の就労支援にかかわる制度
の体系とその概要、課題に
ついておおむね説明・記述
できた。

低所得者等の就労支援にか
かわる制度の体系とその概
要、課題について関係する
キーワードを理解しておら
ず、説明・記述が不十分だ
った。

高齢者の就労支援にかかわ
る制度の体系とその概要、
課題について関係するキー
ワードを理解しておらず、
説明・記述が不十分だった
。

高齢者の就労支援にかかわ
る制度の体系と概要、課題
について具体的に説明・記
述できた。

高齢者の就労支援にかかわ
る制度の体系とその概要、
課題についておおむね具体
的に説明・記述できた。

関係するキーワードを提示
することにより高齢者の就
労支援にかかわる制度の体
系とその概要、課題につい
て具体的に説明で・記述で
きた。

関係するキーワードを提示
することにより高齢者の就
労支援にかかわる制度の体
系とその概要、課題につい
ておおむね説明・記述でき
た。

科目名称 就労支援ｻｰﾋﾞｽ

専門科目科目分類区分

畠山　明子（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS112020（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）畠山　明子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
出席回数は５回以上あることを評価の前提条件とし、毎回の小テストの結果（８回×５点）、第８回に実施する定期試験（６０点）の結果を総合して評価する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ４０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
本講義の進め方、シラバスの説明、授業改善アンケ
ート結果反映の説明、人が働くことの意味、労働の
動向と法制度

本講義で学ぶ概要についてシラバスの内容を確認す
る。（９０分）

2 障害者の就労支援①
障害者の就労状況と就労支援制度

前回授業で指示した用語やテーマについて調べる。
（９０分）

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

前回授業で指示した用語やテーマについて調べる。
（９０分）3 障害者の就労支援②

障害者の就労支援機関と専門職
授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

前回授業で指示した用語やテーマについて調べる。
（９０分）

低所得者等の就労支援①
低所得者等の就労状況と就労支援制度4

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

前回授業で指示した用語やテーマについて調べる。
（９０分）

低所得者等の就労支援②
低所得者等の就労支援機関と専門職5

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

前回授業で指示した用語やテーマについて調べる。
（９０分）

高齢者の就労支援①
高齢者の就労状況と就労支援制度6

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

前回授業で指示した用語やテーマについて調べる。
（９０分）

高齢者の就労支援②
高齢者の就労支援機関と専門職、授業のまとめ7

試験で間違えた箇所、理解があいまいだった箇所に
ついてプリント等を確認して見直し、復習を行う。
（９０分）

試験に向けて授業内容の振り返りを行う。（９０分
）

定期試験（６０分の試験終了後、残りの３０分で解
説）、授業改善アンケートの実施8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

科目名称 就労支援ｻｰﾋﾞｽ

専門科目科目分類区分

畠山　明子（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS112020（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）畠山　明子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



授業に対しての意欲が感じ
られず制作態度の取り組み
に欠けていた。

641－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
イラスト制作に必要なさまざまな画材の使い方、表現方法などを基礎から学び習得する。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（１）（２）（３）に対応する。

到達目標
各画材の性質、多様な表現方法を習得して更なる独自のイラスト制作の技術向上に繋げることができる。

授業全体の内容と概要
透明水彩，アクリル絵の具を使用して各課題を製作しながら様々なイラスト表現を身につける。

授業の方法
各課題ごとに課題説明書記載の画材類を毎回持参して授業内で作業を行い，作品提出がある。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
遅刻３回で欠席１回とみなす。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

イラストレーションに対し
ての制作意欲及び授業態度
。

イラスト表現に於ける画材
の知識及び理解。

イラスト表現への研究及び
習得。

授業の事前事後学習を進め
意欲的な制作態度、取り組
みがなされ模範的な授業態
度であった。

授業の事前事後学習を進め
、真面目に授業課題の作品
制作に取り組んでいた。

授業課題、内容に真面目に
取り組んでいた。

授業課題に取り組みながら
も制作意欲が乏しかった。

授業内容に積極的に真剣に
取り組み、知識の習得と理
解度を深めてた。

授業内容に真剣に取り組み
、授業内容を充分理解して
いた。

授業内容を真面目に取り組
み概ね理解していた。

授業内容への最低限の理解
がみられた。

授業内容を理解していなっ
た。

授業内容を深く理解して研
究心、習得への向上心が著
しくあり実践的にも優れて
いた。

授業内容を充分理解して研
究心があり習得して形にし
ていた。

授業内容を概ね理解して真
面目に研究、習得していた
。

授業内容への最低限の理解
がみられた。

授業内容を理解せず研究心
、習得への意欲に欠けてい
た。

科目名称 ｲﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝ基礎Ⅰ

専門科目科目分類区分

佐藤　正人（デザイン学科・客員教授）授業担当者（所
属・職名）

AEA221038（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐藤　正人 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

デザイン業界で長年に携わる実務経験者が実践に促した実務を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，２０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ７０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

642－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション（イラストについての全般的な
講義，イラストレーターの仕事，画材類について）
。シラバスの説明。授業改善アンケート結果反

シラバスを読んでおくこと。
（４５分）

2
オリエンテーション（イラストについての全般的な
講義，イラストレーターの仕事，画材類について）
。シラバスの説明。

シラバスを読んでおくこと。
（４５分）

講義内容の理解を深め要点をまとめておくこと。
（４５分）

配布資料を読み画材の特性を理解しておくこと。
（４５分）3 各画材の実践的使用をイラスト見本に合わせて実技

を披露することで画材の使い方や特徴を習得。
各画材の特性や使い方を復習しておくこと。（４５
分）

各画材の特性や使い方を復習しておくこと。（４５
分）

配布資料を読み画材の特性を理解しておくこと。
（４５分）

各画材の実践的使用をイラスト見本に合わせて実技
を披露することで画材の使い方や特徴を習得。4

作品制作へ向けて取り組みを進めること。（４５分
）

課題説明書を読み学習内容をイメージしておくこと
。（４５分）

透明水彩絵具を使用して色の作製，画材の特徴を体
験しながら描き方を研究。イラストラフ制作。5

作品制作へ向けて取り組みを進めること。（４５分
）

課題説明書を読み学習内容をイメージしておくこと
。（４５分）

透明水彩絵具を使用して色の作製，画材の特徴を体
験しながら描き方を研究。イラストラフ制作。6

作品提出へ向けて取り組みを進めること。（４５分
）イラストラフ制作を進めておくこと。（４５分）ラフ完成後トレースして透明水彩で着色作業―１7

作品提出へ向けて取り組みを進めること。（４５分
）イラストラフ制作を進めておくこと。（４５分）ラフ完成後トレースして透明水彩で着色作業―１8

実習内容の理解を深めて要点をまとめておくこと。
（４５分）

透明水彩による着色作業の準備をしておくこと
（４５分）透明水彩で着色作業―２。作品提出。9

10 透明水彩で着色作業―２。作品提出。 透明水彩による着色作業の準備をしておくこと
（４５分）

実習内容の理解を深めて要点をまとめておくこと。
（４５分）

作品提出へ向けて取り組みを進めること。（４５分
）

課題説明書を読み線画イラストの構想を練っておく
こと。（４５分）

線画イラストの下絵制作。ラフ制作後に透明水彩で
着色
作業―１。

11

作品提出へ向けて取り組みを進めること。（４５分
）

課題説明書を読み線画イラストの構想を練っておく
こと。

線画イラストの下絵制作。ラフ制作後に透明水彩で
着色
作業―１。

12

作品提出へ向けて取り組みを進めること。（４５分
）イラストラフ制作を進めておくこと。（４５分）線画イラストを制作して透明水彩で着色作業―２。13

作品提出へ向けて取り組みを進めること。（４５分
）イラストラフ制作を進めておくこと。（４５分）線画イラストを制作して透明水彩で着色作業―２。14

実習内容の理解を深めて要点をまとめておくこと。
（４５分）

作品のプレゼンテーションへ向けて準備をしておく
こと。（４５分）

線画イラストを制作して透明水彩で着色作業―３。
コン
セプトシートを記載してプレゼン後に作品提出

15

実習内容の理解を深めて要点をまとめておくこと。
（４５分）

作品のプレゼンテーションへ向けて準備をしておく
こと。

線画イラストを制作して透明水彩で着色作業―３。
コン
セプトシートを記載してプレゼン後に作品提出

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 アクリル絵具の画材の特性や使用方法を描写し画材
研究。

教科書・参考文献等を活用し，アクリル絵具につい
て調べておくこと。（４５分）

アクリル絵具の画材の特性や使い方を復習しておく
こと。

18 アクリル絵具の画材の特性や使用方法を描写し画材
研究。

教科書・参考文献等を活用し，アクリル絵具につい
て調べておくこと。（４５分）

アクリル絵具の画材の特性や使い方を復習しておく
こと。（４５分）

参考文献等を活用し，アクリル絵具による表現方法
を調べておくこと。（４５分）19 アクリル絵具による様々なタッチ表現実習―１ 実習内容の理解を深めて要点をまとめておくこと

（４５分）

実習内容の理解を深めて要点をまとめておくこと
（４５分）

参考文献等を活用し，アクリル絵具による表現方法
を調べておくこと。（４５分）アクリル絵具による様々なタッチ表現実習―１20

実習内容の理解を深めて要点をまとめておくこと。
（４５分）

参考文献等を活用し，アクリル絵具による表現方法
を
調べておくこと（４５分）

アクリル絵具による様々なタッチ表現実習―２21

実習内容の理解を深めて要点をまとめておくこと。
（４５分）

参考文献等を活用し，アクリル絵具による表現方法
を調べておくこと。（４５分）アクリル絵具による様々なタッチ表現実習―２22

実習内容の理解を深めて要点をまとめておくこと。
（４５分）

参考文献等を活用し，アクリル絵具による表現方法
を調べておくこと。（４５分）

課題に沿ってアクリル絵具を使用して作品制作過程
を習得。23

実習内容の理解を深めて要点をまとめておくこと。
（４５分）

参考文献等を活用し，アクリル絵具による表現方法
を調べておくこと。（４５分）

課題に沿ってアクリル絵具を使用して作品制作過程
を習得。24

実習内容の理解を深めて要点をまとめておくこと。
（４５分）

制作作業の準備を行い道具の準備をしておくこと。
（４５分）アクリル画制作・１25

26 アクリル画制作・１ 制作作業の準備を行い道具の準備をしておくこと。
（４５分）

作品提出へ向けて取り組みを進めること。（４５分
）

実習内容の理解を深めて要点をまとめておくこと。
（４５分）

配布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れ
をしておくこと。（４５分）アクリル画制作・２27

作品提出へ向けて取り組みを進めること。（４５分
）

配布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れ
をしておくこと。（４５分）アクリル画制作・２28

実習内容の理解を深めて要点をまとめておくこと。
（４５分）

配布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れ
をしておくこと。（４５分）アクリル画制作・３29

作品最終提出へ向けて取り組みを進めること。
（４５分）

配布された参考作品及び資料を読み，道具の手入れ
をしておくこと。（４５分）アクリル画制作・３30

講評内容の理解を深め要点をまとめておくこと。
（４５分）

作品の完成，プレゼンテーションへ向けて準備をし
ておくこと。（４５分）

アクリル画制作・４。コンセプトシートを記載して
プレゼン後に作品提出。31

講評内容の理解を深め要点をまとめておくこと。
（４５分）

作品の完成，プレゼンテーションへ向けて準備をし
ておくこと。（４５分）

アクリル画制作・４。コンセプトシートを記載して
プレゼン後に作品提出。授業アンケート実施。32

講義内容の理解を深め要点をまとめておくこと。
（４５分）

科目名称 ｲﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝ基礎Ⅰ

専門科目科目分類区分

佐藤　正人（デザイン学科・客員教授）授業担当者（所
属・職名）

AEA221038（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐藤　正人 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

デザイン業界で長年に携わる実務経験者が実践に促した実務を行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 北海道イラストレーターズクラ
ブアルファ

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『マイワーク３１』 ２０１９年

2 玄光社 バックナンバー『雑誌イラストレーション』

3 誠文堂新光社 バックナンバー『イラストノート』

4

5



都市を時間軸で捉えること
ができなかった。

643－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
「ひとと建築を取り巻く環境」を都市空間と捉え，都市の発展を計画する上で必要な知識を修得する。また，都市計画の基礎とともに，人口増加を前提とした都市
化の時代は終焉を迎え人口減少,少子高齢社会となったわが国における新たな時代に必要となる都市計画・まちづくりを計画できる知識を修得する。

授業の位置づけ
建築学科のDP（３）（５）に対応する。

到達目標
めまぐるしく変化する社会や都市の将来を見据え，働く機会と生活する場所が確保され，平和で安全に，そして安心して暮らすことの出来る都市がどのように形成
され今後どのような方向を目指すのかを理解し、これからの都市を計画立案できるための基礎能力を身につけることができる。

授業全体の内容と概要
指定テキストのほかに毎回資料を配布し，援用しながら講義を進める。授業内容の記録を演習1とし，授業終了後提出する。授業内容に関わる内容の記述式レポート
を演習2とし，翌日最初の授業開始時に提出する。
[SDGs11.住み続けられるまちづくりを」の関連授業

授業の方法
板書事項は授業資料として記したものを配布する。プロジェクターで画像や図表を投影して解説するのが，授業内容の理解度を確認するため授業ノートを取り，毎
回授業終了後提出してもらう。情報量は多く，見て，聴いて，理解できる授業である

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業に遅刻すると欠席とみなし，配布資料を入手することができなくなるため注意すること。

資格指定科目
「建築士試験受験資格科目」必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

世界の中から抽出した都市
が，古代から現代までを時
間軸に則し，どのように成
り立ち，展開してきたかを
理解する。

都市を成り立たせるための
法制度と都市計画の関わり
知り，地方自治体の都市計
画と都市のあり方の関係を
理解する。

現代の都市計画においてま
ちづくりが重要度を高めて
いることの認識と，都市計
画との違いを理解する。

時間軸の中で都市の成り立
ちを理解し，発展に寄与し
た要素と経緯を関連付ける
ことができた。

時間軸のなかで都市の発展
に寄与した要素を理解でき
た。

時間軸で都市の変化を理解
することができた。

都市の変化に時間という要
素が不可欠であること理解
できた。

都市が国家から自治体に至
るまで法制度により統一的
の統制されていること，地
方自治体の都市計画と都市
のあり方との関係を理解で
きた。

都市が国家から自治体に至
るまで法制度により統一的
の統制されていることを理
解できた。

都市計画に係る法律の存在
とその内容を理解すること
ができた。

都市計画にかかわる法律が
あることを理解できた。

都市計画のための法律を理
化することができなかった
。

現代社会の都市計画にとり
まちづくりの重要性と必要
性を理解できた。

現代都市における都市計画
とまちづくりの違い，まち
づくりのために必要な事項
を理解できた。

都市計画とまちづくりの違
いを理解できた。

まちづくりがめざすものが
理解できた。

まちづくりの重要性を理解
できなかった。

科目名称 都市計画（3年）

専門科目科目分類区分

安藤　淳一（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

APT314020（科目ナンバリング： ）

前期

３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）安藤　淳一 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
原則毎回出席すること(最低出席回数１０回以上)，毎回の授業内で行う演習評価点（授業成果）が単位認定（成績評価）の過半を占めるので，授業欠席や演習未提
出は不合格に直結することになる。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ８０％ ０％ ０％ ０％ ２０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

644－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス　シラバスの説明，授業改善アンケート
結果反映の説明，課題説明，授業の進め方　 シラバスの事前確認(90分)

2 「都市計画」で学ぶこと 該当単元予習(90分) 演習2作成(90分)

該当単元予習(90分)3 都市の遺産①　都市の防御性と効率性 演習2作成(90分)

演習2作成(90分)該当単元予習(90分)都市の遺産②　社会改良思想の都市4

演習2作成(90分)該当単元予習(90分)都市計画制度①　日本の都市計画史5

演習2作成(90分)該当単元予習(90分)都市計画制度②　日本の都市計画の枠組み6

演習2作成(90分)該当単元予習(90分)都市計画制度③　現代都市計画の思潮7

演習2作成(90分)該当単元予習(90分)都市計画制度④　まちづくりの担い手と進め方8

演習2作成(90分)該当単元予習(90分)都市計画制度⑤　人口減少社会のまちづくり9

10 都市計画制度⑥　都市交通計画 該当単元予習(90分) 演習2作成(90分)

演習2作成(90分)該当単元予習(90分)都市計画制度⑦　都市の防災計画11

演習2作成(90分)該当単元予習(90分)都市計画制度⑧　都市の緑地・景観計画12

発表内容の振返り(90分)発表資料の予習(90分)研究発表①　「都市マス」からみたわたしの都市の
姿と将来像13

発表内容の振返り(90分)発表資料の予習(90分)研究発表②　「都市マス」からみたわたしの都市の
姿と将来像14

発表内容の振返り(90分)発表資料の予習(90分)研究発表③　「都市マス」からみたわたしの都市の
姿と将来像15

最終振返り(90分)演習課題提出確認(90分)総評（演習課題の提出状況と評価・解説）
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料から授業内容確認(90分)

科目名称 都市計画（3年）

専門科目科目分類区分

安藤　淳一（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

APT314020（科目ナンバリング： ）

前期

３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）安藤　淳一 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 伊藤雅春他 彰国社 9784395320936

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『都市計画とまちづくりがわかる本』 ２０１８

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



都市を時間軸で捉えること
ができなかった。

645－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
「ひとと建築を取り巻く環境」を都市空間と捉え，都市の発展を計画する上で必要な知識を修得する。また，都市計画の基礎とともに，人口増加を前提とした都市
化の時代は終焉を迎え人口減少,少子高齢社会となったわが国における新たな時代に必要となる都市計画・まちづくりを計画できる知識を修得する。

授業の位置づけ
建築学科のDP（３）（５）に対応する。

到達目標
めまぐるしく変化する社会や都市の将来を見据え，働く機会と生活する場所が確保され，平和で安全に，そして安心して暮らすことの出来る都市がどのように形成
され今後どのような方向を目指すのかを理解し、これからの都市を計画立案できるための基礎能力を身につけることができる。

授業全体の内容と概要
指定テキストのほかに毎回資料を配布し，援用しながら講義を進める。授業内容の記録を演習1とし，授業終了後提出する。授業内容に関わる内容の記述式レポート
を演習2とし，翌日最初の授業開始時に提出する。
[SDGs11.住み続けられるまちづくりを」の関連授業

授業の方法
板書事項は授業資料として記したものを配布する。プロジェクターで画像や図表を投影して解説するのが，授業内容の理解度を確認するため授業ノートを取り，毎
回授業終了後提出してもらう。情報量は多く，見て，聴いて，理解できる授業である

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業に遅刻すると欠席とみなし，配布資料を入手することができなくなるため注意すること。

資格指定科目
「建築士試験受験資格科目」必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

世界の中から抽出した都市
が，古代から現代までを時
間軸に則し，どのように成
り立ち，展開してきたかを
理解する。

都市を成り立たせるための
法制度と都市計画の関わり
知り，地方自治体の都市計
画と都市のあり方の関係を
理解する。

現代の都市計画においてま
ちづくりが重要度を高めて
いることの認識と，都市計
画との違いを理解する。

時間軸の中で都市の成り立
ちを理解し，発展に寄与し
た要素と経緯を関連付ける
ことができた。

時間軸のなかで都市の発展
に寄与した要素を理解でき
た。

時間軸で都市の変化を理解
することができた。

都市の変化に時間という要
素が不可欠であること理解
できた。

都市が国家から自治体に至
るまで法制度により統一的
の統制されていること，地
方自治体の都市計画と都市
のあり方との関係を理解で
きた。

都市が国家から自治体に至
るまで法制度により統一的
の統制されていることを理
解できた。

都市計画に係る法律の存在
とその内容を理解すること
ができた。

都市計画にかかわる法律が
あることを理解できた。

都市計画のための法律を理
化することができなかった
。

現代社会の都市計画にとり
まちづくりの重要性と必要
性を理解できた。

現代都市における都市計画
とまちづくりの違い，まち
づくりのために必要な事項
を理解できた。

都市計画とまちづくりの違
いを理解できた。

まちづくりがめざすものが
理解できた。

まちづくりの重要性を理解
できなかった。

科目名称 都市計画（4年）

専門科目科目分類区分

安藤　淳一（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

APT314020（科目ナンバリング： ）

前期

３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）安藤　淳一 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
原則毎回出席すること(最低出席回数１０回以上)，毎回の授業内で行う演習評価点（授業成果）が単位認定（成績評価）の過半を占めるので，授業欠席や演習未提
出は不合格に直結することになる。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ８０％ ０％ ０％ ０％ ２０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

646－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス　シラバスの説明，授業改善アンケート
結果反映の説明，課題説明，授業の進め方　 シラバスの事前確認(90分)

2 「都市計画」で学ぶこと 該当単元予習(90分) 演習2作成(90分)

該当単元予習(90分)3 都市の遺産①　都市の防御性と効率性 演習2作成(90分)

演習2作成(90分)該当単元予習(90分)都市の遺産②　社会改良思想の都市4

演習2作成(90分)該当単元予習(90分)都市計画制度①　日本の都市計画史5

演習2作成(90分)該当単元予習(90分)都市計画制度②　日本の都市計画の枠組み6

演習2作成(90分)該当単元予習(90分)都市計画制度③　現代都市計画の思潮7

演習2作成(90分)該当単元予習(90分)都市計画制度④　まちづくりの担い手と進め方8

演習2作成(90分)該当単元予習(90分)都市計画制度⑤　人口減少社会のまちづくり9

10 都市計画制度⑥　都市交通計画 該当単元予習(90分) 演習2作成(90分)

演習2作成(90分)該当単元予習(90分)都市計画制度⑦　都市の防災計画11

演習2作成(90分)該当単元予習(90分)都市計画制度⑧　都市の緑地・景観計画12

演習2作成(90分)該当単元予習(90分)研究発表①　「都市マス」からみたわたしの都市の
姿と将来像13

発表内容の振返り(90分)発表資料の予習(90分)研究発表②　「都市マス」からみたわたしの都市の
姿と将来像14

発表内容の振返り(90分)発表資料の予習(90分)研究発表③　「都市マス」からみたわたしの都市の
姿と将来像15

最終振返り(90分)演習課題提出確認(90分)総評（演習課題の提出状況と評価・解説）
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料から授業内容確認(90分)

科目名称 都市計画（4年）

専門科目科目分類区分

安藤　淳一（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

APT314020（科目ナンバリング： ）

前期

３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）安藤　淳一 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 伊藤雅春他 彰国社 9784395320936

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『都市計画とまちづくりがわかる本』 ２０１８

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



作品を作成しなかったやめ
表現できる力を身につける
ことができなかった。

647－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
前半は，建築の正面（ファサード）に限定したデザイン能力を養う課題と各種建築図面を用いて彩色・配色する能力を養う課題に取り組む。後半は，この前半の内
容を統合させた課題に取り組むことで，建築のトータルデザイン能力を修得する。

授業の位置づけ
建築学科のDP（１）（５）に対応する。

到達目標
建築用途・建築形態に対し，建築要素をどのように取り入れデザインしていくかを考慮し，どのように表現するかが求められる。各シリーズとも３課題ごとに講評
会を実施するが，作品に対するさまざまな評価から自己の作品に対する客観視できる能力を養うことができる。

授業全体の内容と概要
各シリーズとも３課題ごとに講評会をおこなう。課題製作は，原則として授業時間内におこない即日提出とするが，やむを得ず授業時間内に完成させられなかった
場合は，次週授業開始時までに完成させ提出する。

授業の方法
シリーズごとに課題の目的・到達目標等について説明の後、課題制作に取り組む。課題のシリーズ終了ごとに講評会開催し，各自作品のプレゼンテーションをおこ
ない，その後指導教員が講評・評価をおこなう。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
実技科目であるため，全授業に出席し期限内に課題を製作し提出すること。また作品講評会に出席し自分の作品の解説（プレゼンテーション）することも評価する
。原則授業にはすべて出席し，授業時間内に課題制作をおこなうこと。

資格指定科目
教職課程（工業）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

建築用途・建築形態に対し
，建築要素をどのように取
り入れデザインしていくか
を構想し表現する。

講評会をとおし，作品に対
するさまざまな評価から自
己，他者の作品に対する客
観視できる能力を修得する
。

建築の重要な要素である正
面（ファサード）に対し，
形態・材質感など建築要素
を組み合わせ彩色・配色の
デザインを彩色用の道具を
使用し作成する。

非常に優れた構想力と表現
力を身につけることができ
た。

優れた構想力と表現力を身
につけることができた。

優れた表現力を身につける
ことができた。

おおむね表現できる力を身
につけることができた。

自己の作品を積極的にプレ
ゼンしそれに対する評価を
客観的に捉えられ，他人の
作品への評価ができた。

自己の作品をプレゼンしそ
れに対する評価を客観的に
捉えることができた。

自己の作品をプレゼンしそ
れに対する評価を理解する
ことができた。

自己の作品のプレゼンをす
ることができた。

講評会に出席しなかったた
め，プレゼンをすることが
できなかった。

配色・彩色できる非常に優
れた力を身につけることが
できた。

配色・彩色できる優れた力
を身につけることができた
。

配色できる優れた力を身に
つけることができた。

おおむね配色表現できる力
を身につけることができた
。

作品を制作しなかったため
表現できる力を身につける
ことができなかった。

科目名称 建築表現Ⅲ

専門科目科目分類区分

安藤　淳一（建築学科・教授）　君　興
治（建築学科・准教授）

授業担当者（所
属・職名）

AHD322041（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・２年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館３階　２号館４階

単位数 1 (単位認定責任者： ）安藤　淳一 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
原則毎回出席する(ただし最低出席回数１０回以上)こととし，積極的に課題に取り組むこと。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ８５％ ０％ ０％ １５％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス　シラバスの説明，授業改善アンケート
結果反映の説明，授業計画の説明 シラバスの事前確認（45分）

2 ファサードデザイン１（商業建築） 使用道具の確認と準備
（45分） 追加作業（45分）

使用道具の確認と準備
（45分）3 ファサードデザイン２（住宅） 追加作業（45分）

追加作業（45分）使用道具の確認と準備
（45分）ファサードデザイン３（住宅）4

講評内容の振返り（45分）提出作品の確認（45分）講評会（ファサードデザイン）5

追加作業（45分）配布資料の確認（45分）色彩表現のための道具と材料の説明6

追加作業（45分）使用道具の確認と準備
（45分）色彩１（街区・配置図）7

追加作業（45分）使用道具の確認と準備
（45分）色彩２（立面図）8

追加作業（45分）使用道具の確認と準備
（45分）色彩３（立面図）9

10 講評会（色彩） 提出作品の確認（45分） 講評内容の振返り（45分）

授業の振返り（45分）配布資料の確認（45分）彩色によるファサードデザインのねらい11

追加作業（45分）使用道具の確認と準備
（45分）ファサードデザイン＋色彩１12

追加作業（45分）使用道具の確認と準備
（45分）ファサードデザイン＋色彩２13

追加作業（45分）使用道具の確認と準備
（45分）ファサードデザイン＋色彩３14

講評内容の振返り（45分）提出作品の確認（45分）講評会（ファサードデザイン＋色彩）15

総評の振返り（45分）提出作品の最終確認（45分）総評（全作品の講評）
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業内容の確認（45分）

科目名称 建築表現Ⅲ

専門科目科目分類区分

安藤　淳一（建築学科・教授）　君　興
治（建築学科・准教授）

授業担当者（所
属・職名）

AHD322041（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・２年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館３階　２号館４階

単位数 1 (単位認定責任者： ）安藤　淳一 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『適宜配布』

2

3

4

5



定期テストの得点が６割未
満であった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
教職に必要な知識や技能のうち、教育の基本概念をはじめ、教育を成り立たせている要素と相互関係、教育及び学校の変遷、学校教育の諸分野に関する基礎的事項
を身に付ける。教職に必要な思考力・判断力・表現力等の能力及び主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度を身に付ける。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
授業のテーマについて考え、根拠を示しながら自分の意見をまとめ、他者と意見交換をしたり発表したりすることができる。

授業全体の内容と概要
各回のテーマに基づき必要な事項を講義するとともに、主体的・対話的で深い学びを実現するため、テーマに関連する事項に関して思考・考察、意見交換、発表等
の一連の活動を行う。教育に関する内容は複数のテーマにかかわることが多いため、シラバスに示した学修内容を再構成し１５回の授業全体を通して学修を完結す
る形とする場合がある。このため、各授業の冒頭において、当該の授業内容とシラバス上の授業テーマとの関連を明示する。「SDG4.質の高い教育をみんなに」の関
連科目

授業の方法
各回のテーマに関してプレゼンテーションソフトウェア及びプリント等を使用して説明を行う。各回のテーマに基づき必要な事項を講義するとともに、主体的・対
話的で深い学びを実現するため、テーマに関連する事項に関して、グループワークを中心として思考・考察、意見交換、発表等の一連の活動を行う。課題について
は、観点別の評価とコメントによりフィードバックを行う。要望については口頭及びメール等で対応する。Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、
質問、小テスト、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

○ ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
○思考・考察、討論・発表等の活動を行うので、積極的に参加すること。
〇講義の前後に行う学修課題を課しますので真剣に取り組むこと。
○プリント類は、ファイル等に綴って適切に管理し、学修に役立てること。
○欠席した場合は、Microsoft Teamsからプリント等を入手すること。
○講義中の私語・居眠り等は厳に慎むこと。
○講義中は特に指示がない場合にはスマートフォンをカバン等の中に格納すること。
○講義では演習を行うため、座席を指定する。
○講義開始時間までに用便を済ませておくこと。
○３０分以上の「遅刻」は、「欠席」扱いとする。
○学修に向かう姿勢及び課題はすべて点数化・集積し評価点とする。
○評価Ｓは履修者の１０％以内、評価ＳとＡを合わせて４０％以内となっている。

資格指定科目
教職課程（全教科）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考の深さ

判断の的確性

表現の適切性

主体性・協働性

定期テストで９割以上の得
点を上げた。

定期テストで８割以上の得
点を上げた。

定期テストで７割以上の得
点を上げた。

定期テストで６割以上の得
点を上げた。

右の記述を高いレベルで実
現した。

与えられた思考テーマにつ
いて、既に学修した知識や
自らの経験等と関連させな
がら深く多面的に考え、根
拠を明らかにしながら、論
理的に自分の意見をまとめ
ることができた。

与えられた思考テーマにつ
いて多面的に考え、根拠を
示しながら論理的に自分の
意見をまとめることができ
た。

与えられた思考テーマにつ
いて考え、自分の意見をま
とめているが、根拠の記述
や論理性に課題があった。

与えられた思考テーマにつ
いて考え、自分の意見をま
とめてはいるが、根拠の記
述や論理性が著しく欠けて
おり、期待される最低限の
基準に到達することができ
なかった。

右の記述を高いレベルで実
現した。

与えられた思考テーマの意
味を的確にとらえ、期待さ
れるすべての論点に言及し
た。各論点について論理を
明確にしながら自分の意見
をまとめることができた。

与えられた思考テーマの意
味をとらえているが、期待
されるすべての論点には言
及できなかった。言及した
論点については論理を明確
にしながら自分の意見をま
とめることができた。

与えられた思考テーマにつ
いて自分の意見をまとめて
はいるが、思考テーマの意
味のとらえに課題があり、
期待される論点に十分には
言及できなかった。

与えられた思考テーマにつ
いて記述しているが、思考
テーマの意味のとらえが不
十分であり、期待される最
低限の基準に到達すること
ができなかった。

右の記述を高いレベルで実
現した。

他の成員の意見の趣旨を的
確にとらえ、簡潔にまとめ
て記述した。誤字脱字がな
く、丁寧に書くことができ
た。各欄の記述の分量が期
待される分量の９割を超え
た。

他の成員の意見の趣旨を簡
潔にまとめて記述すること
ができた。誤字脱字が少な
い。各欄の記述の分量が期
待される分量の７割程度で
あった。

他の成員の意見を記述して
はいるが、その趣旨を十分
にまとめ切れなかった。誤
字脱字が散見された。各欄
の記述の分量が期待される
分量の５割程度であった。

他の成員の意見を記述して
はいるが、内容が極めて不
十分であった。誤字脱字が
多くみられた。各欄の記述
の分量が期待される分量の
３割程度であるなど、期待
される最低限の基準に到達
することができなかった。

他の成員との意見交換に渋
々参加していた。他の成員
の意見の理解が極めて不十
分であった。自分の感想等
を記述しているが、論点が
ずれているなど、期待され
る最低限の基準に到達する
ことができなかった。

右の記述を高いレベルで実
現した。

他の成員と積極的に意見交
換を行った。他の成員の意
見を十分に理解し、自分の
感想等を記述することがで
きた。自分の意見と異なる
他の成員の意見に対して疑
問点や反論等を記述数Ｒこ
とができた。

他の成員と意見交換してい
るが特段積極性は見られな
かった。他の成員の意見を
理解し、自分の感想等を記
述することができたが、自
分の意見と異なる他の成員
の意見に対しての記述は見
られなかった。

他の成員と意見交換してい
るが、消極的であった。他
の成員の意見の理解に不十
分な面があった。自分の感
想等を記述してはいるが、
表面的なものにとどまった
。

科目名称 教育原理（M・D・A）

自由科目分類区分

西崎　毅（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

EDU121069，EDU241094，EDU341090，E
DU441092，EDU541099（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年、デザイン学科・２年、建築学対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択（教職課

研究室等所在 ２号館６階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西崎　毅 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

高等学校や教育行政における勤務経験を活かして教育原理に関連する諸事項を講義する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は１３回。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ０％ ０％ ４０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボードを参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション（シラバスの説明含む）
教育の目的と本質について
授業改善アンケート結果反映の説明

シラバスを確認して学修の心構えを、持つこと。
（９０分）

2 教育と人間の成長・発達について 前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）3 社会の変動と教育について 本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ

と。（９０分）

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）日本の教育（歴史と展開）について4

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）世界の教育（歴史と展開）について5

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）日本の教育制度と行政について6

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）主要国の学校制度と教育改革について7

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）学校と教師について8

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）教育の内容と教育課程について9

10 教育の方法と技術について 前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）道徳教育、特別活動の原理と方法について11

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）総合的な学習の時間の原理と方法について12

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）外国語活動の原理と方法について13

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）

生徒指導と教育相談・キャリア教育と進路指導につ
いて14

前１５回の学修内容を復習すること。（９０分）前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）

特別支援教育の原理と方法について
授業改善アンケートの実施15

試験を振り返り、自分の学修姿勢を評価すること。
（９０分）前１５回の学修内容を復習すること。（９０分）70分の試験終了後，残りの20分で解説を行う。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

科目名称 教育原理（M・D・A）

自由科目分類区分

西崎　毅（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

EDU121069，EDU241094，EDU341090，E
DU441092，EDU541099（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年、デザイン学科・２年、建築学対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択（教職課

研究室等所在 ２号館６階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西崎　毅 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

高等学校や教育行政における勤務経験を活かして教育原理に関連する諸事項を講義する。

基本情報

開講時期

1 安彦忠彦ほか 勁草書房 9784326251421

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新教育原理　改訂２版』 2020

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



定期テストの得点が６割未
満であった。

651－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
教職に必要な知識や技能のうち、教育の基本概念をはじめ、教育を成り立たせている要素と相互関係、教育及び学校の変遷、学校教育の諸分野に関する基礎的事項
を身に付ける。教職に必要な思考力・判断力・表現力等の能力及び主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度を身に付ける。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。

到達目標
授業のテーマについて考え、根拠を示しながら自分の意見をまとめ、他者と意見交換をしたり発表したりすることができる。

授業全体の内容と概要
各回のテーマに基づき必要な事項を講義するとともに、主体的・対話的で深い学びを実現するため、テーマに関連する事項に関して思考・考察、意見交換、発表等
の一連の活動を行う。教育に関する内容は複数のテーマにかかわることが多いため、シラバスに示した学修内容を再構成し１５回の授業全体を通して学修を完結す
る形とする場合がある。このため、各授業の冒頭において、当該の授業内容とシラバス上の授業テーマとの関連を明示する。「SDG4.質の高い教育をみんなに」の関
連科目

授業の方法
各回のテーマに関してプレゼンテーションソフトウェア及びプリント等を使用して説明を行う。各回のテーマに基づき必要な事項を講義するとともに、主体的・対
話的で深い学びを実現するため、テーマに関連する事項に関して、グループワークを中心として思考・考察、意見交換、発表等の一連の活動を行う。課題について
は、観点別の評価とコメントによりフィードバックを行う。要望については口頭及びメール等で対応する。Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、
質問、小テスト、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

○ ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
○思考・考察、討論・発表等の活動を行うので、積極的に参加すること。
〇講義の前後に行う学修課題を課しますので真剣に取り組むこと。
○プリント類は、ファイル等に綴って適切に管理し、学修に役立てること。
○欠席した場合は、Microsoft Teamsからプリント等を入手すること。
○講義中の私語・居眠り等は厳に慎むこと。
○講義中は特に指示がない場合にはスマートフォンをカバン等の中に格納すること。
○講義では演習を行うため、座席を指定する。
○講義開始時間までに用便を済ませておくこと。
○３０分以上の「遅刻」は、「欠席」扱いとする。
○学修に向かう姿勢及び課題はすべて点数化・集積し評価点とする。
○評価Ｓは履修者の１０％以内、評価ＳとＡを合わせて４０％以内となっている。

資格指定科目
教職課程（全教科）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考の深さ

判断の的確性

表現の適切性

主体性・協働性

定期テストで９割以上の得
点を上げた。

定期テストで８割以上の得
点を上げた。

定期テストで７割以上の得
点を上げた。

定期テストで６割以上の得
点を上げた。

右の記述を高いレベルで実
現した。

与えられた思考テーマにつ
いて、既に学修した知識や
自らの経験等と関連させな
がら深く多面的に考え、根
拠を明らかにしながら、論
理的に自分の意見をまとめ
ることができた。

与えられた思考テーマにつ
いて多面的に考え、根拠を
示しながら論理的に自分の
意見をまとめることができ
た。

与えられた思考テーマにつ
いて考え、自分の意見をま
とめているが、根拠の記述
や論理性に課題があった。

与えられた思考テーマにつ
いて考え、自分の意見をま
とめてはいるが、根拠の記
述や論理性が著しく欠けて
おり、期待される最低限の
基準に到達することができ
なかった。

右の記述を高いレベルで実
現した。

与えられた思考テーマの意
味を的確にとらえ、期待さ
れるすべての論点に言及し
た。各論点について論理を
明確にしながら自分の意見
をまとめることができた。

与えられた思考テーマの意
味をとらえているが、期待
されるすべての論点には言
及できなかった。言及した
論点については論理を明確
にしながら自分の意見をま
とめることができた。

与えられた思考テーマにつ
いて自分の意見をまとめて
はいるが、思考テーマの意
味のとらえに課題があり、
期待される論点に十分には
言及できなかった。

与えられた思考テーマにつ
いて記述しているが、思考
テーマの意味のとらえが不
十分であり、期待される最
低限の基準に到達すること
ができなかった。

右の記述を高いレベルで実
現した。

他の成員の意見の趣旨を的
確にとらえ、簡潔にまとめ
て記述した。誤字脱字がな
く、丁寧に書くことができ
た。各欄の記述の分量が期
待される分量の９割を超え
た。

他の成員の意見の趣旨を簡
潔にまとめて記述すること
ができた。誤字脱字が少な
い。各欄の記述の分量が期
待される分量の７割程度で
あった。

他の成員の意見を記述して
はいるが、その趣旨を十分
にまとめ切れなかった。誤
字脱字が散見された。各欄
の記述の分量が期待される
分量の５割程度であった。

他の成員の意見を記述して
はいるが、内容が極めて不
十分であった。誤字脱字が
多くみられた。各欄の記述
の分量が期待される分量の
３割程度であるなど、期待
される最低限の基準に到達
することができなかった。

他の成員との意見交換に渋
々参加していた。他の成員
の意見の理解が極めて不十
分であった。自分の感想等
を記述しているが、論点が
ずれているなど、期待され
る最低限の基準に到達する
ことができなかった。

右の記述を高いレベルで実
現した。

他の成員と積極的に意見交
換を行った。他の成員の意
見を十分に理解し、自分の
感想等を記述することがで
きた。自分の意見と異なる
他の成員の意見に対して疑
問点や反論等を記述数Ｒこ
とができた。

他の成員と意見交換してい
るが特段積極性は見られな
かった。他の成員の意見を
理解し、自分の感想等を記
述することができたが、自
分の意見と異なる他の成員
の意見に対しての記述は見
られなかった。

他の成員と意見交換してい
るが、消極的であった。他
の成員の意見の理解に不十
分な面があった。自分の感
想等を記述してはいるが、
表面的なものにとどまった
。

科目名称 教育原理（S）

専門科目科目分類区分

西崎　毅（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

EDU121069，EDU241094，EDU341090，E
DU441092，EDU541099（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択（教職課

研究室等所在 ２号館６階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西崎　毅 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

高等学校や教育行政における勤務経験を活かして教育原理に関連する諸事項を講義する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は１３回。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ０％ ０％ ４０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボードを参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

652－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション（シラバスの説明含む）
教育の目的と本質について
授業改善アンケート結果反映の説明

シラバスを確認して学修の心構えを、持つこと。
（９０分）

2 教育と人間の成長・発達について 前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）3 社会の変動と教育について 本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ

と。（９０分）

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）日本の教育（歴史と展開）について4

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）世界の教育（歴史と展開）について5

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）日本の教育制度と行政について6

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）主要国の学校制度と教育改革について7

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）学校と教師について8

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）教育の内容と教育課程について9

10 教育の方法と技術について 前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）道徳教育、特別活動の原理と方法について11

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）総合的な学習の時間の原理と方法について12

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）外国語活動の原理と方法について13

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。
（９０分）

生徒指導と教育相談・キャリア教育と進路指導につ
いて14

前１５回の学修内容を復習すること。（９０分）前時に課された事前課題を行い提出すること。（90
分）

特別支援教育の原理と方法について
授業改善アンケートの実施15

試験を振り返り、自分の学修姿勢を評価すること。
（９０分）前１５回の学修内容を復習すること。（９０分）70分の試験終了後，残りの20分で解説を行う。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

科目名称 教育原理（S）

専門科目科目分類区分

西崎　毅（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

EDU121069，EDU241094，EDU341090，E
DU441092，EDU541099（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択（教職課

研究室等所在 ２号館６階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西崎　毅 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

高等学校や教育行政における勤務経験を活かして教育原理に関連する諸事項を講義する。

基本情報

開講時期

1 安彦忠彦ほか 勁草書房 9784326251421

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新教育原理　改訂２版』 2020

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



レポート課題において、６
割以上の得点を取ることが
できなかった。

653－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
中学校の社会科教諭及び高等学校の地理歴史科教諭として最低限、身につけなければならない事、すなわち「社会科」・「地理歴史科」という教科の本質的な意義
と目的を、詳細に理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（４）（５）に対応する。

到達目標
実際に「社会科」・「地理歴史科」の授業計画を作成することや教壇に立てるだけの最低限のスキルを身につけ、教材研究ができる。

授業全体の内容と概要
教育実習の準備として、基本的な教科の理解及び教科の授業計画、教材研究、模擬授業（後期）等をマスターするので、教員の立場として物事を考えることが望ま
れる。前期は、社会・地理歴史科の基礎的な内容を学修して教材研究の方法を学び、後期には実践的な模擬授業を実施する。
「ＳＤＧ４．質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
授業形態は講義形式（板書等）が中心であるが、模擬授業の見学や参加などグループ学習・ディスカッションも含まれる。また、指導案やレポート等は、コメント
によりフィードバックを行う。なお、野外調査活動の一環として、地域のフィールドワークを行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

○ フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
レポートは、指示した「レポート作成要領」に準拠したものを提出すること。
教育実習の準備として、基本的な教科の理解及び教科の授業計画、模擬授業の方法等をマスターするので、教員の立場として物事を考えること。

資格指定科目
教職課程（社会・地理歴史）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

思考力・判断力・表現力

関心・意欲・態度

レポート課題において、９
割以上の得点を取ることが
できた。

レポート課題において、８
割以上の得点を取ることが
できた。

レポート課題において、７
割以上の得点を取ることが
できた。

レポート課題において、６
割以上の得点を取ることが
できた。

右の記述を高いレベルで実
現できた。

ディスカッションの課題な
どで、論理的に自分の意見
をまとめ、たいへんわかり
やすく説明ができた。

ディスカッションの課題な
どで、自分の意見をまとめ
、わかりやすく説明ができ
た。

ディスカッションの課題な
どで、自分の意見をまとめ
、説明ができた。

ディスカッションの課題な
どで、自分の意見をまとめ
、説明ができなかった。

右の記述を高いレベルで実
現できた。

フィールドワークを通して
、調査の観点に基づいて、
詳細に観察し情報を集める
ことができた。

フィールドワークを通して
、調査の観点に基づいて、
観察し情報を集めることが
できた。

フィールドワークを通して
、調査の観点に基づいて、
観察し情報を少ないが集め
ることができた。

フィールドワークを通して
、調査の観点に基づいて、
観察し情報を集めることが
できなかった。

科目名称 社会科・地理歴史科教

自由科目科目分類区分

渡部　斎（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

ESS143155,（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 課程必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）渡部　斎 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上である。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ３０% ２０％ ０％ ２５％ ２５％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明、授業の内容・進め方・評価方法の
ガイダンス
前年度の授業改善アンケート結果反映の説明

事前にシラバスを読んでいること。（９０分）

2 社会科教育の歴史（１）戦後教育の歩みについて 事前にテキストの範囲を読んでおくこと。（９０分
） 今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）

前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）3 社会科教育の歴史（２）学習指導要領改訂の経過に
ついて レポート課題等を作成すること。（９０分）

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）事前にテキストの範囲を読んでおくこと。（９０分
）社会科・地理歴史科の目標分析（１）4

レポート課題等を作成すること。（９０分）事前にテキストの範囲を読んでおくこと。（９０分
）社会科・地理歴史科の目標分析（２）5

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）社会科・地理歴史科の構造（１）6

レポート課題等を作成すること。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）社会科・地理歴史科の構造（２）7

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）ディスカッションの準備学習をしておくこと。
（９０分）

社会科・地理歴史科教育の方法（１）ディスカッシ
ョン8

レポート課題等を作成すること。（９０分）ディスカッションの準備学習をしておくこと。
（９０分）

社会科・地理歴史科教育の方法（２）ディスカッシ
ョン9

10 中学校社会科地理分野の指導について 前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分） 今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）中学校社会科歴史分野の指導について11

レポート課題等を作成すること。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）中学校社会科公民分野の指導について12

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）前回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）中学校社会科総合分野の指導について13

レポート課題等を作成すること。（９０分）フィールドワークの準備学習をしておくこと。
（９０分）フィールドワーク（１）郷土資料館14

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）フィールドワークの準備学習をしておくこと。
（９０分）フィールドワーク（２）土地利用・地形等の巡検15

まとめの振り返り（９０分）まとめの準備（９０分）まとめ、課題（レポートなど）の解説
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

今回の授業内容を復習しておくこと。（９０分）

科目名称 社会科・地理歴史科教

自由科目科目分類区分

渡部　斎（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

ESS143155,（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 課程必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）渡部　斎 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 臼井嘉一他 学文社 9784762019579

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『新版　社会・地歴・公民科教育法』 2014

2 文部科学省 東洋館出版社 9784491034713『中学校学習指導要領解説　社会編』 2018

3 文部科学省 東洋館出版社 9784491036410『高等学校学習指導要領解説　地理歴史編』 2019

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『配布プリント』

2

3

4

5



更生保護制度の意義と仕組
みを説明することができな
かった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
今日求められている社会福祉と更生保護の連携強化を視野に，ソーシャルワーカーに必要とされる更生保護制度に関する知識・役割について理解を深める。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（２）（３）（５）に対応する。

到達目標
①更生保護制度の意義と仕組みを説明できる。
②更生保護制度を通じてソーシャルワーカーが担うべき役割を考えることができる。
③わが国の更生保護制度の現状と課題について自らの意見を示すことができる。

授業全体の内容と概要
刑事司法における更生保護の仕組みを学ぶとともに，犯罪をした者や非行のある少年に対する社会のなかでの処遇に関するソーシャルワーカーの関わりを考える。
「SDG1．貧困をなくそう」、「SDG10．人や国の不平等をなくそう」の関連授業

授業の方法
授業は，板書及び配布資料を活用しながら，ディスカッションを交えつつ講義形式で行う。適宜，授業内容についてのレポート提出を求める。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
毎回，必ず教科書・配付資料を携行すること。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

思考・判断

関心・意欲

履修目標を越えて広く刑事
司法と福祉に関する知識を
理解できた。

社会福祉と更生保護の連携
の必要性を視野にソーシャ
ルワーカーに必要な更生保
護に関する知識を理解でき
た。

社会福祉と更生保護の連携
の必要性を知ることができ
た。

更生保護制度の意義と仕組
みを説明することができた
。

刑事司法と司法福祉のあり
方について考えることがで
きた。

保護観察官，社会復帰調整
官の具体的業務について考
えることができ
た。

更生保護におけるソーシャ
ルワーカーの役割を考える
ことができた。

更生保護におけるソーシャ
ルワーカーの役割を考える
姿勢を示した。

更生保護におけるソーシャ
ルワーカーの役割を考える
姿勢を示せなかった。

社会福祉と更生保護との連
携について課題を提示する
ことができた。

更生保護におけるソーシャ
ルワーカーの役割について
意見を示すこ
とができた。

更生保護制度の現状を踏ま
えその課題について考える
姿勢を示した。

更生保護制度の現状につい
て自分の意見を示すことが
できた。

更生保護制度の現状につい
て考える姿勢を示せなかっ
た。

科目名称 更生保護制度

専門科目科目分類区分

大倉　司（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS112021（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館３階

単位数 1 (単位認定責任者： ）大倉　司 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は５回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ３０％ ％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け，本学の基本方針及び規程等に基づき，学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明
近年の犯罪の特徴と社会内処遇の重要性－高齢者、

教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）

2 更生保護制度の概要（1）－仮釈放，保護観察，生
活環境の調整 教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分） 授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０

分）

教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）3 更生保護制度の概要（2）－更生緊急保護，恩赦，
犯罪予防活動

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）更生保護制度の担い手 　－保護観察官，保護司，

更生保護施設など4

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）更生保護制度における関係機関・団体との連携5

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）医療観察制度の概要6

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）社会福祉と更生保護－更生保護の動向と課題－

授業改善アンケートの実施7

試験内容をふまえ授業全体を振り返る(９０分)全授業を振り返り試験に向けた準備（９０分）試験（６０分の試験終了後、３０分で解説をする）8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）

科目名称 更生保護制度

専門科目科目分類区分

大倉　司（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS112021（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館３階

単位数 1 (単位認定責任者： ）大倉　司 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 日本ソーシャルワーク教育学校
連盟編

中央法規出版 978-4-8058-8240-5

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新社会福祉士養成講座・精神保健福祉士養成
講座１０ 刑事司法と福祉』

２０２１

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5
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評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 精神保健福祉の理論と

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SWS122042（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択

研究室等所在

単位数 2 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）
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658－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 精神保健福祉の理論と

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

SWS122042（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択

研究室等所在

単位数 2 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



659－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 ﾃｷｽﾀｲﾙﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ（開講

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

DES222076（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 2 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

660－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 ﾃｷｽﾀｲﾙﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ（開講

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

DES222076（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 2 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



全く意欲･関心･興味が感じ
られなかった。遅刻・欠席
が目立った。積極性に欠け
ていた。

661－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
国際経営の歴史的変化、全体像、国際経営の成果、課題について学ぶ。国際企業の社会的責任や役割、
グローバル企業として成長していく為の資質を考える。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）（３）（４）に対応する。

到達目標
国際経営についての基礎的知識の修得。

授業全体の内容と概要
日本企業の国際経営について学び、実際の動きや将来の課題について考える。

授業の方法
板書、パワーポイントを用い、講義形式・学生参加型授業を行う。　中間テスト、定期試験の解説等のフィードバックを実施する。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
出席重視、テキスト持参

資格指定科目
教職課程（商業）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

参加型授業への取り組み姿
勢

知識

思考力・表現力

大いに意欲・関心・興味を
持って授業に参加していた
。クラスでの発表も多く積
極的だった。

意欲･関心・興味を持って
授業に参加していた。クラ
スでの発表に努め積極的だ
った。

ある程度意欲・関心・興味
を持って授業に参加してい
た。やや積極的だった。

あまり意欲･関心・興味が
感じられなかった。無難に
授業を消化していた。やや
積極性に欠けていた。

試験の成績９割以上。用語
･理論共によく理解してい
た。

試験の成績８割以上。用語
・理論を理解していた。

試験の成績７割以上。用語
･理論をある程度理解して
いた。

試験の成績６割以上。用語
・理論の理解が浅かった。

試験の成績６割以下。用語
・理論の理解ができていな
かった。

思考力に長けている。表現
方法も豊かで自分の考えを
正確に伝えることができて
いた。

思考力･表現能力共に良。
自分の考えを適切に伝える
ことができていた。

思考力・表現力共に普通。
自分の考えを伝えることが
できていた。

思考力･表現力共に若干弱
かった。自分の考えを伝え
るのに苦労していた。

思考力･表現力共に弱い。
自分の考えを正確に伝える
ことができなかった。

科目名称 国際経営論

専門科目科目分類区分

岡島　徳昭（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

MAN423025，MAN523027（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）岡島　徳昭 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
成績評価には１０回以上の出席が必要です。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

４０％ ０％ ０％ ４０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

662－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
授業全般、評価方法についてガイダンス（シラバス
の説明）
国際経営とは何か　①

シラバスを読むこと。（９０分）

2 国際経営とは何か　②
海外進出の理由 指定されたページを読み予習する。(９０分) 授業中に学んだことを復習。

(９０分)

指定されたページを読み予習する。(９０分)3 海外直接投資の理論 授業中に学んだことを復習。
(９０分)

授業中に学んだことを復習。
(９０分)指定されたページを読み予習する。(９０分)多国籍企業による国際競争の歴史　　①

　多国籍企業の栄枯盛衰4

授業中に学んだことを復習。
(９０分)指定されたページを読み予習する。(９０分)多国籍企業による国際競争の歴史　　②

　第二次世界大戦前後5

授業中に学んだことを復習。
(９０分)指定されたページを読み予習する。(９０分)多国籍企業の組織デザイン　　　①

　組織デザインから見えること6

授業中に学んだことを復習。
(９０分)指定されたページを読み予習する。(９０分)多国籍企業の組織デザイン　　　②

　多国籍企業の戦略と組織7

授業中に学んだことを復習。
(９０分)指定されたページを読み予習する。(９０分)中間テスト

海外子会社の経営　　①8

授業中に学んだことを復習。
(９０分)指定されたページを読み予習する。(９０分)海外子会社の経営　　②

　海外子会社が担う多様な役割9

10 国際マーケティング　　①
　マーケティングとは何か 指定されたページを読み予習する。(９０分) 授業中に学んだことを復習。

(９０分)

授業中に学んだことを復習。
(９０分)指定されたページを読み予習する。(９０分)国際マーケティング　　②

　国際マーケティングのプロセス11

授業中に学んだことを復習。
(９０分)指定されたページを読み予習する。(９０分)ものづくりの国際拠点展開　　①

　単独海外生産拠点の設立・運営12

授業中に学んだことを復習。
(９０分)指定されたページを読み予習する。(９０分)ものづくりの国際拠点展開　　②

　国際生産ネットワーク13

授業中に学んだことを復習。
(９０分)指定されたページを読み予習する。(９０分)国際的な人的資源管理　　①

　グローバル人材の時代14

授業中に学んだことを復習。
(９０分)指定されたページを読み予習する。(９０分)国際的な人的資源管理　　②

　海外駐在員のマネジメント15

授業中に学んだことを復習。
(９０分)指定されたページを読み予習する。(９０分)総合評価　定期試験６０分、解説３０分

授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

科目名称 国際経営論

専門科目科目分類区分

岡島　徳昭（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

MAN423025，MAN523027（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）岡島　徳昭 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 中川　功一，林　正　他 有輩閣ストゥディ
ア

978-4-641-15017-1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『「はじめての国際経営」』 ２０１７

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



知識・技能の基礎的内容に
ついて理解ができなかった
。

663－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
小学校、中学校、高等学校、特別支援学校において、特別支援教育を推進するために必要な基本的知識と障害の状況等に応じた指導のあり方等の実践的な知識を習
得する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
特別支援教育制度の概要と特別支援学校の教育課程並びに個別の教育支援計画の作成の意義や学習指導要領、特別支援教育コーディネーターの設置義務とその役割
等、特別支援教育の推進について理解することができる。併せて、各障害の特性に即した自立活動の在り方について理解することができる。

授業全体の内容と概要
各回のテーマに基づき必要な事項を講義するとともに、特別支援教育の意義や目的、実践等について、主体的・対話的で深い学びを通して、理解を深められるよう
、テーマに関連する事項に関して考察、意見交換、発表等の一連の活動を行う。また、具体的な事例をとおして理解を深められるよう、パソコンや映像等の視聴覚
教材などのＩＣＴを活用し総合的に構成する。
「ＳＤＧ4．質の高い教育をみんなに」の関連科目

授業の方法
授業は、パワーポイント及び教科書、配布物(レジメ)を活用して実施し、資料にて説明した後、グループワーク等で思考・考察、意見交換、討論、発表等一連の活
動を行う。グループワークにてグループ発表を行うとともに、レポート提出（1回）を行う。なお、グループ発表やレポートにはコメントにてフィードバックする。
ＩＣＴ活用に関しては、授業についての質問などをチャット形式などの支援システムで迅速に回答する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
教職課程登録者を対象にした科目であり、全学科同一クラスで授業を行う。
２０分以上の遅刻は欠席、遅刻３回で欠席１回とみなす。
教職を目指す学生としてふさわしい受講態度で履修すること。

資格指定科目
教職課程（全教科）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

特別支援教育の基礎的な知
識・技能の習得

特別支援教育に関する思考
・判断・表現

授業への参加態度・姿勢

知識・技能の基礎的内容に
ついて高い関心をもって理
解し、さらに深めることが
できた。

知識・技能の基礎的内容に
ついて、関心をもって理解
し、学修できた。

知識・技能の基礎的内容に
ついて理解し、学修するこ
とができた。

知識・技能の基礎的内容に
ついて一定程度理解するこ
とができた。

テーマに基づき、積極的に
思考・判断し、個人やグル
ープで工夫して積極的に表
現できた。

テーマに基づき、思考・判
断し、個人やグループで意
欲的に表現できた。

テーマに基づき、思考・判
断し、個人やグループで表
現できた。

テーマに基づき、思考・判
断し、個人やグループで表
現しようとした。

テーマの受け止めが不十分
で思考・判断・表現が十分
でなかった。

授業にとても積極的に参加
することができた。

授業に積極的に参加するこ
とができた。

授業に関心をもって参加す
ることができた。

授業に一定程度関心をもっ
て参加できた。

授業への参加態度・姿勢が
不十分だった。

科目名称 特別な教育的ﾆｰｽﾞの理

自由科目科目分類区分

荒木　広式（社会福祉学科・特任教授）
　  藤根　収（社会福祉学科・特任教授

授業担当者（所
属・職名）

SNE142161，SNE242109，SNE342102，S
NE442104，SNE542113（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 課程必修　

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）藤根　収 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場や教育行政における経験がある教員がその経験を活かして、今日的な教育課題（特
別な教育的ニーズの理解と支援）についてオムニバスで指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ １０％ ０％ ０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

664－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
授業改善アンケート結果反映の説明とシラバスの説
明、共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育シ
ステムの構築について

教科書から「インクルーシブ教育システム」につい
ての課題を整理する（９０分）

2 インクルーシブ教育システム構築のための特別支援
教育の推進について

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分） 重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）3 特別支援教育の理念と基本的な考え方及び特別支援

教育の対象について 重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）個別の教育支援計画の意義と活用について4

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）

学習指導要領と教育課程の編成及び配慮事項につい
て5

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）

特別支援学校の教育の概要と教育課程の編成並びに
指導について6

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）自立活動の目標と内容について7

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）

特別支援教育コーディネーターの役割と求められる
資質について8

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）特別支援学校のセンター的な役割について9

10 小学校、中学校等における特別支援教育について 教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分） 重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）

各障害に応じた教育１
－視覚障害、聴覚障害について－11

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）

各障害に応じた教育２
－知的障害、肢体不自由、病弱・身体虚弱について
－

12

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）

各障害に応じた教育３
－重複障害、言語障害、情緒障害について－13

重要な用語や事柄等をノートに整理する（９０分）教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）

各障害に応じた教育４
－発達障害について－14

重要な語句や内容の整理とレポートの作成（９０分
）

教科書の該当部分を読んでおくことと課題を整理す
る（９０分）

障害のある子どもへのアセスメント
授業改善アンケートの実施15

試験の結果を見直す（９０分）教科書等で講義内容を整理する（９０分）定期試験（６０分の試験後、残りの３０分で解説）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

課題についてノートに整理し、シラバスで確認する
（９０分）

科目名称 特別な教育的ﾆｰｽﾞの理

自由科目科目分類区分

荒木　広式（社会福祉学科・特任教授）
　  藤根　収（社会福祉学科・特任教授

授業担当者（所
属・職名）

SNE142161，SNE242109，SNE342102，S
NE442104，SNE542113（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 課程必修　

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）藤根　収 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場や教育行政における経験がある教員がその経験を活かして、今日的な教育課題（特
別な教育的ニーズの理解と支援）についてオムニバスで指導する。

基本情報

開講時期

1 国立特別支援教育総合研究所 ジアース教育新社 978-4-86371-548-6

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『特別支援教育の基礎・基本　2020』 2020

2

3

4

5

1 文部科学省 海文堂出版 978-4-303-12424-3

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『特別支援学校学習指導要領　小学部・中学部（
平成29年4月告示）』

2018

2 文部科学省 海文堂出版 978-430312427『特別支援学校学習指導要領　高等部（平成31年
2月告示）』

2019

3 上野一彦・緒方明子・柘植正義 明治図書 978-4181085『特別支援教育基本用語１００』 2014

4 文部科学省 開隆堂 978-4-304-04229-4『特別支援学校学習指導要領解説　総則等編（幼
稚部・小学部・中学部）』

2018

5 文部科学省 開隆堂 978-4-304-04231-7『特別支援学校学習指導要領解説　自立活動編（
幼稚部・小学部・中学部）』

2018



模型の製作することができ
なかった。

665－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
建築の外構空間やアプローチ空間の再構成をテーマとした課題に取り組む。さらに，建築模型課題では外観から内部空間までを製作の対象とし，細かな材質感の表
現のほかに，模型写真を用いたプレゼン表現や，建築透視図の表現力を修得する。

授業の位置づけ
建築学科のDP（１）（５）に対応する。

到達目標
建築表現や模型の基本的な技術はすでに習得していることを前提として，道具・材料の選択から表現方法まで，模型による多様な表現能力の向上を，空間構成では
製図ペンを用いた表現能力修得と透視図技法の理解することができる。

授業全体の内容と概要
建築模型課題については，作品完成後に模型と模型写真を用いたプレゼンテーションボードによる作品講評をおこなう。空間構成については，課題ごとに講評会を
おこなう。未完成の場合，次回の授業開始時までに完成させたものに限り受け付ける。

授業の方法
シリーズごとに課題の目的・到達目標等について説明をし，課題制作に取り組む。課題のシリーズ終了ごとに講評会わ開催し，各自作品のプレゼンテーションをお
こない，その後指導教員が講評・評価をおこなう。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
実技科目であるため，全授業に出席し期限内に課題を製作し提出すること。また作品講評会に出席し自分の作品の解説（プレゼンテーション）することも評価する
。原則授業にはすべて出席し，授業時間内に課題制作をおこなうこと。

資格指定科目
教職課程（工業）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

建築表現や模型の基本的技
術を習得していることを前
提とし，道具・材料の選択
から模型による多様な表現
能力を修得する。

製図用インクペンを用いた
手書きでの空間構成の表現
力と透視図技法を修得する
。

模型写真を用いデジタルツ
ールによるプレゼン表現を
修得する。

道具と材料の選択に対し最
適な判断のうえで制作でき
た。

道具と材料の選択を自己判
断でおこない制作できた。

道具と材料の選択をおおむ
ね自己判断でおこない制作
できた。

道具と材料の選択をし制作
できた。

透視図法を完璧に理解した
上での表現ができた。

透視図法を理解した上での
表現ができた。

透視図法をおおむね理解し
た上での表現ができた。

透視図法で表現ができた。 透視図法が理解できなかっ
た。

デジタルツールを完璧に使
いこなした表現ができた。

デジタルツールを使いこな
した表現ができた。

デジタルツールをおおむね
使いこなした表現ができた
。

デジタルツールを使った表
現ができた。

デジタルツールが使いこな
せなかった。

科目名称 建築表現Ⅴ

専門科目科目分類区分

安藤　淳一（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

AHD323043（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館３階

単位数 1 (単位認定責任者： ）安藤　淳一 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
原則毎回出席する(ただし最低出席回数１０回以上)こととし，積極的に課題に取り組むこと。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ８５％ ０％ ０％ １５％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

666－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス　シラバスの説明，授業改善アンケート
結果反映の説明，授業計画の説明 シラバスの事前確認（45分）

2 建築模型１（課題及び材料の説明） 授業資料の確認（45分） 使用道具の確認（45分）

使用道具の確認と準備
（45分）3 建築模型制作 追加作業（45分）

追加作業（45分）使用道具の確認と準備
（45分）プレゼンテーション（建築模型写真）4

講評内容の振返り（45分）提出作品の確認（45分）講評会（建築模型・建築模型写真）5

追加作業（45分）使用道具の確認と準備
（45分）空間構成１（階段）6

追加作業（45分）使用道具の確認と準備
（45分）空間構成２（アプローチ）7

講評内容の振返り（45分）提出作品の確認（45分）講評会（階段・アプローチ）8

追加作業（45分）使用道具の確認と準備
（45分）空間構成３（アプローチと外観）9

10 空間構成４（空間の展開） 使用道具の確認と準備
（45分） 追加作業（45分）

講評内容の振返り（45分）提出作品の確認（45分）講評会（アプローチと外観・空間の展開）11

追加作業（45分）使用道具の確認と準備
（45分）建築パース１（外観）12

追加作業（45分）使用道具の確認と準備
（45分）建築パース２（内観）13

追加作業（45分）使用道具の確認と準備
（45分）建築パース３（彩色）14

講評内容の振返り（45分）提出作品の確認（45分）講評会（建築パース）15

総評の振返り（45分）提出作品の最終確認（45分）総評（全作品の講評）
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業内容の確認（45分）

科目名称 建築表現Ⅴ

専門科目科目分類区分

安藤　淳一（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

AHD323043（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館３階

単位数 1 (単位認定責任者： ）安藤　淳一 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『適宜配布』

2

3

4

5



テキスト資料の要旨をまと
める作業が難しい。新しく
学ぶことについて、説明は
難しく、知識・技能は修得
できなかった。

667－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
授業の目的は、以下の２つが具体化内容である。
①中学校社会科の公民的分野、高等学校公民科における資質育成のねらい、教科内容を学修する。
②授業実践のための教材作成を学修する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（２）（３）（５）に対応する。

到達目標
・社会福祉学の学科専攻領域をこえ、広く社会科学の専門性を理解し説明できる。
・専門知をふまえて高等学校、中学校レベルの学習内容を抽出できる。
・公民的資質の育成にもとづく分析説明ができる、教科学習内容の概念的枠組みを説明できる、教材研究に主体的な取り組みができる。
下記ルーブリックの合格最低レベル（C）、到達目標にとどまることのないよう留意する。相対性と絶対性を勘案するのでベストを尽くすこと。

授業全体の内容と概要
「SDG4．質の高い教育をみんなに」の関連科目。
公民科の教科目標と内容を把握し、学習指導理論をふまえ、デジタルコンテンツ、大学図書館等の資料を利用するうえで学術資料の信頼性と妥当性を確保し、現代
社会における社会的事象等についての概念や理論を教材研究するため、公民科教科指導方法の基礎を学修する。

授業の方法
・前期1Ｑ科目では、教材研究を主におこなう。講義形式と作業提出が学修の主になる。
・文献読解、教材の取捨選択作業をおこなう。（ＰＢＬ、問題基盤型学習、プレゼンテーション）
・教育機関HPを閲覧し実践資料を収集する。（ＡＬ；その他　情報機器利用）
・授業中の作業課題報告と文献読解レポートは評価対象になる。
・「課題に関する説明～課題に対するフィードバック」：各課題フィードバックを次の授業にて模範回答例が紹介されるので、次回の課題提出の改善材料として利
用してほしい。
・大学から交付される学生メールアドレスを使い、マイクロソフト社Teams科目チャネル、Formsを学修利用する。パソコンスキル（レポート作成、準備学修の確認
、教員への授業外連絡など、情報通信機器利用マナー）を高めていく。
・「要望等への対応方法」：授業の課題の取り組み方など質問、要望、相談は、随時、対応する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

〇 ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・教職課程科目（中学社会・高校公民）必修。教材研究は、単に教えられたことを暗記し再現するものでなく、「深い理解、深い学習、深い関与」（松下佳代
：2015）のアウトプットである。
・新聞記事時事ニュースを収集する。「試験に出るところや楽して点を取る方法を伝える」ことではない「勉強の面白さを伝える」ための学修準備をする。
・｢社会科・公民科教育法Ⅰ｣、｢社会科・公民科教育法Ⅱ｣は、順序性のある段階的履修が基本である。単独科目履修希望の場合、教員に事前相談してほしい。
・教職課程学生は、教員の立場に立つ行動がもとめられる。中学、高校時の公民系教材（教科書、ノート）を準備する。
・授業関連情報コースパケットをマイクロソフト社Teams科目チャネル、過去の科目情報は、大学ＨＰ教員個人ページにあるので参照すること。
　https://www.seisadohto.ac.jp/̃mmatsu/index.html

資格指定科目
教職課程（社会・公民）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

テキスト資料により学修し
た知識を使い、収集した情
報を分析し、理解すること
ができる、情報分析力とし
ての知識・技能

文献資料の信頼性を保ちな
がら、学術概念を使って考
察すること、客観的立場か
ら社会的事象について論理
的に分析表現をすることが
できる、思考力・判断力・
表現力

大学の学修環境を創造する
メンバー（教職課程の教生
）として自覚し、自分の意
見と異なる意見を統合させ
ながら、学修経験を高めて
いこうとする、関心・意欲
・態度

テキスト資料の要旨をてい
ねいにまとめており、これ
までの学修内容との関連を
適切にふまえている。新し
く学ぶことについて、複数
の例をあげながら、自分の
言葉でていねいに説明がで
きた。

テキスト資料の要旨をまと
めており、これまでの学修
内容のいくつかを関連づけ
ている。新しく学ぶことに
ついて、自分の言葉で例を
あげて説明ができた。

テキスト資料の要旨をまと
めており、新しく学ぶこと
について、自分の言葉で説
明ができた。

テキスト資料の要旨は、改
善の余地があるが、まとめ
ている。新しく学ぶことに
ついて、改善の余地はある
が、自分の言葉で説明がで
きた。

課題に関連して、信頼性の
ある文献資料を複数選び、
適切に引用している。新し
く学ぶことは、自らの知見
と既知の事項を整理して表
現することができた。

課題に関連して、信頼性の
ある文献資料を選び、適切
な手続きで引用している。
新しく学ぶことは、これま
でのものと関連づけながら
、論理的に表現ができた。

課題に関連して、信頼性の
ある文献資料を選び、引用
している。新しく学ぶこと
は、これまでのものと関連
づけながら表現ができた。

課題に関連して、改善の余
地があるが、文献資料を選
び引用している。新しく学
ぶことは、充分ではないが
、これまでのものを関連づ
けて表現ができた。

課題に関連して、文献資料
を選び、引用することが難
しい。新しく学ぶことは、
表現することが難しく、思
考力・判断力・表現力は修
得できなかった。

大学生（教職課程の教生）
としての役割と責任を自覚
し、積極的、協同的に行動
することができた。

大学生（教職課程の教生）
として役割は、おおむね理
解しており、行動すること
ができた。

大学生（教職課程の教生）
として自分の役割は、基本
的な行動をすることができ
た。

大学生（教職課程の教生）
として自分の役割は、改善
の余地はあるが、行動する
ことができた。

大学生（教職課程の教生）
として自分の役割は、自ら
理解して行動することが難
しく、関心・意欲・態度は
みられなかった。

科目名称 社会科・公民科教育法

自由科目科目分類区分

松下　守邦（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

ESS143153（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 課程必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）松下　守邦 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
・単位認定のためには、授業第１回から第１５回までに計１０回以上の出席が必要になる。
・文献読解（読解；文献要旨報告、文部省（2018））、プレゼンテーション；口頭発表をおこなう。学修のまとめとしてレポート作成提出する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ３０％ ６０％ ０％ １０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照。
Teamsチーム（本科目）には、履修学生と授業者の履修相談について説明案内、連絡ツールを掲載する。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
高校教育までの支援をふまえ、本人とメニュー調整をおこないながら科目サポートを進めるので、授業開始前に授業者へ相談すること。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス；シラバスの説明、前年度本科目、授業
改善アンケート結果反映の説明
公民科の教育目標と教科内容の基礎理解

シラバスをあらかじめ確認する。（９０分）

2 中学校社会科と公民的資質 テキスト(筒井ほか：２０１７)を予習する。（９０
分）

今回の学習内容（テキスト、資料）を復習する。
（９０分）

テキスト(筒井ほか：２０１７)を予習する。（９０
分）3 高等学校公民科と公民的資質 今回の学習内容（テキスト、資料）を復習する。

（９０分）

今回の学習内容（テキスト、資料）を復習する。
（９０分）

テキスト(筒井ほか：２０１７)を予習する。（９０
分）問題解決学習と課題解決学習4

授業１-５回学習整理する。（９０分）テキスト(筒井ほか：２０１７)を予習する。（９０
分）概念的枠組み、事実的知識と汎用的理論5

教育課程企画特別部会資料を確認する。（学習の浅
さと深さ）（2015/03/24/1355105_07.pdf）（９０
分）

テキスト(筒井ほか：２０１７)を予習する。（９０
分）資料作成の概念6

今回の学習容（テキスト、資料）を復習する。
（９０分）

テキスト(筒井ほか：２０１７)を予習する。（９０
分）時案作成の概念7

文科省ＨＰ現行学習指導要領（本文、解説、資料等
）を確認する。（９０分）

テキスト（検定教科書）、学習指導要領を予習する
。（９０分）教科書の理解、学習指導要領と教科書8

今回の学習内容を復習する。
図書情報館、専門辞典の確認（９０分）

テキスト（検定教科書）、学習指導要領を予習する
。（９０分）教科書の理解、本文、図表、重要用語9

10 教科書の理解、中学校公民的分野と高校公民の比較 テキスト（検定教科書）、学習指導要領を予習する
。（９０分）

学習課題（中学校、高校の教科書比較）作成提出す
る。（９０分）

学習課題（高校同一教科の教科書比較）を作成提出
します。（９０分）

テキスト（検定教科書）、学習指導要領を予習しま
す。（９０分）

教科書の理解、高校公民同一教科各教科書の記述分
析11

今回の学習内容を復習する。教職センター資料の確
認する。（９０分）

テキスト（検定教科書）、学習指導要領を予習する
。（９０分）教科書の理解、教科書と副教材資料集12

授業６－１３回の学習整理をします。（９０分）　テキスト（検定教科書）、学習指導要領を予習しま
す。（９０分）教科書の理解、まとめ13

川嶋直KP法、YouTubeチャンネルKP法を学習する。
（９０分）

テキスト(筒井ほか：２０１７)を予習する。（９０
分）

教育実践支援ＩＣＴ、政府研究所ＨＰ、教育委員会
ＨＰ14

授業全体の学習整理する。（９０分）テキスト(筒井ほか：２０１７)を予習する。（９０
分）公民科の教育目標と学習内容の基礎理解、総括15

全授業を振り返り、学習内容の内省的レポートを期
日までに提出する。（90分）全授業のまとめを準備する。（９０分）本科目のまとめ（授業総括と学修の教員講評）

授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

テキスト（筒井ほか２０１７：1章－1）を独習する
。

科目名称 社会科・公民科教育法

自由科目科目分類区分

松下　守邦（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

ESS143153（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 課程必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）松下　守邦 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 全国民主主義教育研究会 清水書院 9784389225957

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『今日からできる考える「公共」７０時間』 ２０２０

2 成田　ほか 教育出版 １７教出公民
９０２（中学検定済

『中学社会　公民　ともに生きる』 ２０２０

3 中村　ほか 実教出版 ７実教公共７０３（
高校検定済教科

『詳述公共』 ２０２１

4

5

1 文部科学省 東京書籍 9784491034713

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『中学校学習指導要領（平成29年告示）解説　社
会編』

２０１８

2 文部科学省 東洋館出版社 9784487286331『高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説　
公民編』

２０１９

3 筒井 美紀/遠藤野ゆり 有斐閣 9784641174320『ベストをつくす教育実習-強みを活かし実力を
伸ばす』

２０１７

4 藤井剛 山川出版社 9784634050242『詳説政治・経済研究　第３版』 ２０１６

5 松下佳代 勁草書房 9784326251018『ディープ・アクティブラーニング』 ２０１５



肢体不自由教育Ⅱについて
、理解できなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
共生社会の創造のための教養として肢体不自由者及び重複障害者の教育を効果的に行うために必要な基本的な知識と障害の状況等に応じた指導の在り方等の実践的
な知識を取得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。

到達目標
肢体不自由教育を効果的に行うために必要な指導内容・方法等についての実践的な知識を具体的に述べることができる。

授業全体の内容と概要
特別支援教育の対象となる肢体不自由教育及び重複障害のある子供の教育の現状を押さえ，児童生徒の実態に応じた教育課程や指導内容・方法について事例研究や
映像教材等も活用しながら構成する。

授業の方法
授業は、教科書を輪読し、パワーポイント及び配付資料で教科書の内容を確認するとともに、思考・考察、意見交換、討議等の活動を行う。また、教育の実際場面
のＤＶＤを視聴しレポートにまとめたり、指導事例に基づいて指導案を作成し模擬授業を行う等で、総合的に教育の方法を取得させる。レポーや模擬授業について
はコメントによりフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

　○ プレゼンテーション

　○ 模擬授業

　○ ディスカッション

　○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
肢体不自由者の障害特性に応じた指導を効果的に行うために必要な知識を積極的に学ぶ姿勢で臨むこと。
また，重複障害児指導事例集等の事例に基づく指導案の作成と模擬授業の実施及びレポート提出を求めるので，授業を欠席することのないよう留意すること。

資格指定科目
教職課程（特別支援）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

肢体不自由教育Ⅱの理解

肢体不自由教育Ⅱの思考・
判断・表現

授業への参加態度・姿勢

肢体不自由教育Ⅱについて
、学修した知識・技能を基
盤に、さらに学修を深めよ
うとすることができた。

肢体不自由教育Ⅱについて
、必要な知識・技能を理解
することができた。

肢体不自由教育Ⅱについて
、一定程度の理解ができた
。

肢体不自由教育Ⅱについて
、一部理解することができ
た。

肢体不自由教育Ⅱについて
、積極的に思考・判断し、
自ら表現を工夫して活動す
ることができた。

肢体不自由教育Ⅱについて
、思考・判断し、自ら表現
することができた。

肢体不自由教育Ⅱについて
、思考活動に取り組み表現
しようとすることができた
。

肢体不自由教育Ⅱについて
、思考することができた。

肢体不自由教育Ⅱにかかわ
る思考・判断・表現につい
て必要な取り組みができな
かった。

授業に非常に積極的に参加
することができた。

授業に積極的に参加するこ
とができた。

授業に関心を持って参加す
ることができた。

授業にいくらかの関心をも
つことができた。

授業へ積極的に参加するこ
とができなかった。

科目名称 肢体不自由教育Ⅱ

専門科目科目分類区分

（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SNE123110（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）千葉　聡美 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験を活かして、今日的な教育課題（肢体不自由教育及び重複障害教
育）について指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ４０％ ４０％ ０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明及び肢体不自由者・重複障害者の教
育の概要 シラバスを確認しておくこと （９０分）

2 肢体不自由者の教育内容と教育支援法 教科書の「肢体不自由児に応じた教育課程の編成」
を事前に読んでおくこと（９０分） 配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）

教科書の「各教科等の指導の工夫」を事前に読んで
おくこと（９０分）3 肢体不自由者のコミュニケーション支援（ １ ）

ことばの獲得のプロセスと支援 配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「各教科等
の指導の工夫」を事前に読んでおくこと（９０分）

肢体不自由者のコミュニケーション支援（ ２ ）
コミュニケーション手段と支援4

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「重複障害
児指導事例集」を事前に読んでおくこと（９０分）重複障害児の教育の意義5

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「重複障害児指導事例集」を事前に読んで
おくこと（９０分）重複障害児の教育の内容と方法6

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「重複障害児指導事例集」を事前に読んで
おくこと（９０分）重複障害のある幼児児童生徒の指導事例（１）7

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「重複障害児指導事例集」を事前に読んで
おくこと（９０分）重複障害のある幼児児童生徒の指導事例（２）8

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「重複障害児指導事例集」を事前に読んで
おくこと（９０分）重複障害のある幼児児童生徒の指導事例（３）9

10 ＤＶＤの視聴及びレポートの作成 配布した資料を事前に読んでおくこと（９０分） ＤＶＤ視聴時のメモを元に整理する（９０分）

重複障害児指導事例集に基づいた指導案を作成する
（９０分）

配布した資料に基づき指導案について事前に調べて
おくこと（９０分）

肢体不自由教育の教育課程と指導案作成のポイント
及び指導の工夫（１）　　　　 ～題材（目標）の
決定，題材設定の理由，全体指導計画～

11

重複障害児指導事例集に基づいた指導案を作成する
（９０ 分）

配布された指導案を事前に読んでおくこと （９０
分）

肢体不自由教育の指導案作成のポイントと指導の工
夫（２）　　　　　　　　　　　～本時の目標・本
時の展開と配慮事項，評価～

12

指導案を修正する （９０ 分）配布された指導案を事前に読んでおくこと （９０
分）

肢体不自由教育の指導案に基づく指導の工夫（１）
模擬授業13

指導案を修正する （９０ 分）配布された指導案を事前に読んでおくこと （９０
分）

肢体不自由教育の指導案に基づく指導の工夫（２）
模擬授業14

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「肢体不自由児の発達と実態把握」を事前
に読んでおくこと（９０ 分）

肢体不自由教育の指導案作成のポイントと評価の方
法・まとめ
授業改善アンケートの実施

15

検討の結果を見直す(９０分)指導案や模擬授業の振り返り(９０分)指導案および模擬授業について検討会16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配付資料に基づいて、年間の授業内容の見通しを立
てる（９０分）

科目名称 肢体不自由教育Ⅱ

専門科目科目分類区分

（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SNE123110（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）千葉　聡美 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験を活かして、今日的な教育課題（肢体不自由教育及び重複障害教
育）について指導する。

基本情報

開講時期

1 国立特別支援教育総合研究所 ジアーズ教育新社 978-4-86371-548-6

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『特別支援教育の基礎・基本 ２０２０』 2020年

2 文部科学省 海文堂出版 978-4-303-12424-3『特別支援学校幼稚部教育要領　小学部・中学部
学習指導要領』

平成29年

3 文部科学省 開隆堂出版 978-4-304-04229-4『特別支援学校学習指導要領解説総則編』 平成30年

4 文部科学省 開隆堂出版 978-4-304-04231-7『特別支援学校学習指導要領解説自立活動編』 平成30年

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を理解
することができなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
対象グループの大きさによって異なる支援や家族の支援，地域への支援における展開方法について具体的事例を交え理解します。ソーシャルワークの基礎知識や基
本技術を獲得し、それらを関連づけて体系的に理解することができる。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（２）（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
精神保健福祉士の支援効果，地域支援の視点を養い，自分自身でその役割を発言及び記述できる。

授業全体の内容と概要
①事例を交え,相談援助活動の展開(医療施設，社会復帰施設，地域社会を含む)について学ぶ。
②事例を交え,家族調整・支援の実際と事例分析について学ぶ。
③事例を交え,スーパービジョンとコンサルテーションについて学ぶ。
④事例を交え,地域移行の対象及び支援体制について学ぶ。
⑤事例を交え,地域を基盤にした相談援助の主体と対象(精神障害者の生活実態とこれを取り巻く社会情
勢，医療，福祉の状況を含む)について学ぶ。
⑥事例を交え,地域を基盤にしたリハビリテーションの基本的考え方について学ぶ。
「SDG３．すべての人に健康と福祉を」の関連科目

授業の方法
①授業形態は講義形式及びグループ学習形式で行う。
②テキスト及び配布資料を使用し,ポイントとするべき箇所は説明,板書を行う。
③質問等に対しては都度口頭にて説明を行い、必要に応じて資料を配布する。
④Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、質問を受け付け、適宜教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①教科書は必ず持参すること。
②必要な資料等は適宜配布する。
③２０分以上の遅刻・早退は欠席とみなす。

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

思考力・考察力

主体性・情意

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を深く
理解できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識をおお
むね理解できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を理解
できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を多少
理解できた。

精神保健福祉相談の基本を
踏まえ、精神保健福祉相談
援助の展開について十分考
察できた。

精神保健福祉相談の基本を
踏まえ、精神保健福祉相談
援助の展開についておおむ
ね考察できた。

精神保健福祉相談の基本を
踏まえ、精神保健福祉相談
援助の展開について考察で
きた。

精神保健福祉相談の基本を
踏まえ、精神保健福祉相談
援助の展開について多少考
察できた。

精神保健福祉相談の基本を
踏まえ、精神保健福祉相談
援助の展開について考察す
ることができなかった。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
適切に説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
おおむね説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
多少説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
説明することができなかっ
た。

科目名称 精神保健福祉の理論と

専門科目科目分類区分

西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS123044（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西野　克俊 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科医療機関における実務経験がある教員がその経験や体験談を踏まえ、講義を行います
。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
①単位認定に必要な最低出席回数は１０回以上。
②グループワーク学習において、発言等を３回以上は行い参加姿勢を見せる。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

４０％ ０％ ２０％ ０％ １０％ ３０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明、授業改善アンケート結果反映の説
明、精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅲの学び
についてのガイダンス

教科書を事前に読んでおくこと（９０分）

2 事例を通して学ぶ「個別支援の実際」 教科書を事前に読んでおくこと（９０分） ノート整理を行うこと（９０分）

教科書を事前に読んでおくこと（９０分）3 事例を通して学ぶ「集団を活用した支援の実際」 ノート整理を行うこと（９０分）

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「精神保健福祉と家族関係」4

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「家族支援の方法」5

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「家族調整と支援」6

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「家族調整と支援」7

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「他職種との連携」8

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「地域移行に関わる組織と機関」9

10 事例を通して学ぶ「地域移行推進」 教科書を事前に読んでおくこと（９０分） ノート整理を行うこと（９０分）

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ精神障害者を取り巻く社会的状況11

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「地域相談援助の主体」12

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「地域相談援助の対象」13

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「地域相談援助の体制」14

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「地域を基盤とした相談援助活動
」15

試験の振り返りを行うこと（９０分）試験のための学習（９０分）試験（６０分）実施、終了後解説（３０分）
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノート整理を行うこと（９０分）

科目名称 精神保健福祉の理論と

専門科目科目分類区分

西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS123044（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西野　克俊 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科医療機関における実務経験がある教員がその経験や体験談を踏まえ、講義を行います
。

基本情報

開講時期

1 日本精神保健福祉士養成校協会 中央法規出版 9784805839478

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『精神保健福の理論と相談援助の展開Ⅱ』 2014

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



観光産業の現状と課題が理
解できておらず、理解する
姿勢もみられなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
観光マネジメントの特性・重要性を理解し講師の経験を通して学ぶ。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）（３）（４）に対応する。

到達目標
観光産業の現状と課題を認識することで観光マネジメントの重要性を理解する。

授業全体の内容と概要
観光の概念と特徴を説明し、主な観光産業の歴史・特徴・現状等を紹介し観光学の基礎、観光ビジネスの基本知識を観光サービスの視点から解説していく。

授業の方法
授業は板書および教科書をもとに講義形式で行う。日々の授業において様々な質問や提案をするので自分なりの意見をすぐぬまとめて発表すること。問いかけに対
する答えや各種フィードバックは、その都度行ったり、講義で全体的に行ったりする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
最低限の規則を守ること。教科書を持参し欠席・遅刻は極力避けること。平常点を重視します。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

観光産業の現状と課題の認
識

レポートについて（思考力
・判断力・表現力）

授業に対する積極性

観光産業の現状と課題を十
分に認識し、その認識に基
づいて観光マネジメントの
重要性を理解し、自身の意
見を持つことができた。

観光産業の現状と課題を十
分に認識し、その認識に基
づいて観光マネジメントの
重要性を理解できた。

観光産業の現状と課題を認
識できた。

観光産業の現状と課題の理
解は十分ではないが、理解
するために努めていはいた
。

極めて優れたレポートで到
達目標を完全に達成した。

優れたレポートで到達目標
をほぼ達成した。

妥当と認められるレポート
で不十分な点は認められる
ものの到達目標を成した。

合格を認められる最低限の
レポートで到達目標の最低
限は満たしていた。

合格と認められる最低限の
レポートに達しておらず、
到達目標を充足していなか
った。

自分のみならず周囲の学生
も巻き込みながら授業に取
り組み、余った時間をさら
なる研究・理解に振り分け
るなど、授業に対する積極
性が顕著にみられた。

積極的に授業に参加してお
り、不明点を質問するなど
前向きな姿勢がうかがえた
。

積極性は乏しいものの、申
し分なく授業に参加してい
た。

最低限授業には参加してい
た。

授業に参加していると言い
難い取り組みだった。

科目名称 観光ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論

専門科目科目分類区分

五ノ井　壽一（経営学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

TOS422039（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）五ノ井　壽一 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

旅行業における実務経験を有する教員がその経験を活かし観光マネジメントについて講義す
る。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は、１１回以上。
出席率・授業参加度等の平常点、レポートの結果等を総合的に判断する。特に平常点を重視する。期限までにレポートの提出がなかったものは評価の対象としない
。また、授業中のスマホ使用は厳にこれを慎むこと。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ７０％ ０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 授業改善アンケート結果反映の説明
シラバスの説明・ガイダンス シラバスを読んでおくこと（９０分）

2 観光と観光サービス 学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（９０分）

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（９０分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（９０分）3 観光の歴史 学習内容についてふりかえり、まとめておくこと

（９０分）

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（９０分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（９０分）国内旅行4

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（９０分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（９０分）海外旅行5

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（９０分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（９０分）訪日外国人旅行6

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（９０分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（９０分）観光行政7

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（９０分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（９０分）観光ビジネス8

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（９０分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（９０分）旅行業ビジネス9

10 宿泊業ビジネス 学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（９０分）

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（９０分）

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（９０分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（９０分）観光交通ビジネス11

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（９０分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（９０分）観光施設ビジネス12

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（９０分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（９０分）観光まちづくり13

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（９０分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（９０分）ニューツーリズム（１）14

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（９０分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（９０分）

ニューツーリズム（２）
授業改善アンケートの実施15

講義全体をふりかえり、まとめておくこと（９０分
）

講義を振り返り、質問事項等があれば整理しておく
こと（９０分）まとめ（レポート総評と解説）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（９０分）

科目名称 観光ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論

専門科目科目分類区分

五ノ井　壽一（経営学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

TOS422039（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）五ノ井　壽一 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

旅行業における実務経験を有する教員がその経験を活かし観光マネジメントについて講義す
る。

基本情報

開講時期

1 安田　亘宏 古今書院 9784772231664

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『観光サービス論』 ２０１５

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



教育方法理論について、理
解ができなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
教師のもつべき専門的教養の中核となる教育の方法と技術について、現実的な課題を整理しながら、実践的技術を解明するための知識を習得する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）（２）（４）に対応する。

到達目標
児童生徒に正しい効果的な学び方を指導し、自ら学ぶ力をつけさせる方法論を会得し、具体的に述べる。

授業全体の内容と概要
各回のテーマに基づき必要な事項を講義するとともに、主体的・対話的で深い学びを実現するため、テーマに関連する事項に関して思考・考察、意見交換発表等の
一連の活動を行う。内容は、教育論、児童生徒理解、カリキュラム、授業づくり、学力と教育評価等について扱う。
「ＳＤＧ４．質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
教科書を輪読し、パワーポイント及び配布物資料で教科書の内容を確認するとともに、テーマに関する事項について、思考・考察、意見交換、討議、発表等の一連
の活動を行うなどして、総合的に教育の方法を習得させる。グループワークにて発表及びレポート提出も行う。また、授業におけるＩＣＴ活用についても講義の中
で実践的に扱うとともに、質問等は、チャット形式などの支援システムで迅速に回答する。なお、グループワーク発表、レポートにはコメントにてフィードバック
する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
教職を目指す学生としてふさわしい受講態度で履修すること。遅刻は３回で欠席１回とみなす。
全学科同一クラスで授業を行うので、受講に当たっての注意事項を守ること。

資格指定科目
教職課程（全教科）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教育方法理論の理解

教育技術の思考・判断・表
現

授業への参加態度・姿勢

教育方法理論について学修
した知識・技能を基盤に、
さらに学修を深めようとす
ることができた。

教育方法理論について意欲
的に学び、必要な知識・技
能を理解することができた
。

教育方法理論についての知
識・技能を理解できた。

教育方法理論について、知
識・技能を一定程度理解で
きた。

教育技術について積極的に
思考・判断し、自ら表現を
工夫して活動することがで
きた。

教育技術について思考・判
断し、自ら表現することが
できた。

教育技術について、思考活
動に取り組み、表現するこ
とができた。

教育技術について、一定程
度思考活動に取り組み、表
現しようとした。

教育技術について、思考・
判断・表現について必要な
取組ができなかった。

授業にとても積極的に参加
することができた。

授業に積極的に参加するこ
とができた。

授業に関心をもって参加す
ることができた。

授業への関心が一定程度み
られた。

授業への参加態度が不十分
だった。

科目名称 教育方法論（M）

自由科目科目分類区分

藤根　収（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

EDU122118，EDU242105，EDU342099，E
DU442101，EDU542110（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 課程必修　

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）藤根　　収　　　 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして、今日的な教育課題（教育方法
）について指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ２０％ ０％ ０％ ０％ ２０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション
～シラバスの説明、授業改善アンケート結果反映の
説明、教育方法論の概要～

シラバスを確認しておくこと。（９０分）

2
教育方法学の歴史①
・ソクラテス法，コメニウスの教授法の特質、ルソ
ーの教育方法史上の位置ほか

指定した教科書の「問題１～５」を事前に読んでお
くこと。（９０分） 配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）

指定した教科書の「問題６～９」を事前に読んでお
くこと。　（９０分）3

教育方法学の歴史②
・２０世紀初頭の新教育運動、集団主義教育と総合
技術教育の思想ほか　

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題１０～１２」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）現代社会と教育4

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「１３～１４」を事前に読んでお
くこと。　(９０分）学校の現在と学校論5

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題１５～１６」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）教育改革の内容6

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題１７～１８」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）

カリキュラム①
・児童中心カリキュラム、学問中心カリキュラムほ
か

7

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題１９～２３」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）

カリキュラム②
・子どもの発達段階と教育との関係、「総合的な学
習の時間」の意義と課題ほか

8

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題２４～２９」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）

カリキュラム③
・「教科書を教える」と「教科書で教える」、プロ
グラム学習ほか

9

10 授業論（授業の構造、学習指導案、発問等） 指定した教科書の「問題３０～３５」を事前に読ん
でおくこと。（９０分） 配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題３６～３９」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）授業改善と情報機器の活用11

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題４０～４８」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）授業改善と視聴覚教材の活用12

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題４９～５４」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）

模擬授業（学習指導案、板書とノート指導、机間巡
視）13

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題５５～６０」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）

学力と教育評価①
・相互評価と絶対評価、自己評価、「到達目標と方
向目標」

14

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題６１」と配布資料を事前に
読んでおくこと。（９０分）

学力と教育評価②
・指導要録、障害のある児童生徒の教育ＬＤ（学習
障害）・ＡＤＨＤ（注意欠陥多動性障害）ほか　

15

試験の結果を見直す。（９０分）指定した教科書や講義内容について整理しておくこ
と。　（９０分）

定期試験（６０分の試験終了後、残りの３０分で解
説）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料に基づき「教育方法論」について概念を確
認すること。（９０分）

科目名称 教育方法論（M）

自由科目科目分類区分

藤根　収（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

EDU122118，EDU242105，EDU342099，E
DU442101，EDU542110（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 課程必修　

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）藤根　　収　　　 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして、今日的な教育課題（教育方法
）について指導する。

基本情報

開講時期

1 柴田義松・山崎準二編 学文社 978-4-7620-2869-4

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『教育の方法と技術　第三版』 2019

2

3

4

5

1 文部科学省 東山書房 978-4827815580

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『中学校学習指導要領(平成29年3月告示）』 2018

2 文部科学省 東山書房 978-4827815672『高等学校学習指導要領(平成30年3月告示）』 2018

3

4

5



教育方法理論について、理
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評価項目

概要

履修目標
教師のもつべき専門的教養の中核となる教育の方法と技術について、現実的な課題を整理しながら、実践的技術を解明するための知識を習得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。

到達目標
児童生徒に正しい効果的な学び方を指導し、自ら学ぶ力をつけさせる方法論を会得し、具体的に述べる。

授業全体の内容と概要
各回のテーマに基づき必要な事項を講義するとともに、主体的・対話的で深い学びを実現するため、テーマに関連する事項に関して思考・考察、意見交換発表等の
一連の活動を行う。内容は、教育論、児童生徒理解、カリキュラム、授業づくり、学力と教育評価等について扱う。
「ＳＤＧ４．質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
教科書を輪読し、パワーポイント及び配布物資料で教科書の内容を確認するとともに、テーマに関する事項について、思考・考察、意見交換、討議、発表等の一連
の活動を行うなどして、総合的に教育の方法を習得させる。グループワークにて発表及びレポート提出も行う。また、授業におけるＩＣＴ活用についても講義の中
で実践的に扱うとともに、質問等は、チャット形式などの支援システムで迅速に回答する。なお、グループワーク発表、レポートにはコメントにてフィードバック
する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
教職を目指す学生としてふさわしい受講態度で履修すること。遅刻は３回で欠席１回とみなす。
全学科同一クラスで授業を行うので、受講に当たっての注意事項を守ること。

資格指定科目
教職課程（全教科）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教育方法理論の理解

教育技術の思考・判断・表
現

授業への参加態度・姿勢

教育方法理論について学修
した知識・技能を基盤に、
さらに学修を深めようとす
ることができた。

教育方法理論について意欲
的に学び、必要な知識・技
能を理解することができた
。

教育方法理論についての知
識・技能を理解できた。

教育方法理論について、知
識・技能を一定程度理解で
きた。

教育技術について積極的に
思考・判断し、自ら表現を
工夫して活動することがで
きた。

教育技術について思考・判
断し、自ら表現することが
できた。

教育技術について、思考活
動に取り組み、表現するこ
とができた。

教育技術について、一定程
度思考活動に取り組み、表
現しようとした。

教育技術について、思考・
判断・表現について必要な
取組ができなかった。

授業にとても積極的に参加
することができた。

授業に積極的に参加するこ
とができた。

授業に関心をもって参加す
ることができた。

授業への関心が一定程度み
られた。

授業への参加態度が不十分
だった。

科目名称 教育方法論（S)

専門科目科目分類区分

藤根　収（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

EDU122118，EDU242105，EDU342099，E
DU442101，EDU542110（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 課程必修(教

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）藤根  収　　　 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして、今日的な教育課題（教育方法
）について指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ２０％ ０％ ０％ ０％ ２０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション
～シラバスの説明、授業改善アンケート結果反映の
説明、教育方法論の概要～

シラバスを確認しておくこと。（９０分）

2
教育方法学の歴史①
・ソクラテス法，コメニウスの教授法の特質、ルソ
ーの教育方法史上の位置ほか

指定した教科書の「問題１～５」を事前に読んでお
くこと。（９０分） 配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）

指定した教科書の「問題６～９」を事前に読んでお
くこと。　（９０分）3

教育方法学の歴史②
・２０世紀初頭の新教育運動、集団主義教育と総合
技術教育の思想ほか　

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題１０～１２」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）現代社会と教育4

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「１３～１４」を事前に読んでお
くこと。　(９０分）学校の現在と学校論5

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題１５～１６」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）教育改革の内容6

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題１７～１８」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）

カリキュラム①
・児童中心カリキュラム、学問中心カリキュラムほ
か

7

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題１９～２３」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）

カリキュラム②
・子どもの発達段階と教育との関係、「総合的な学
習の時間」の意義と課題ほか

8

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題２４～２９」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）

カリキュラム③
・「教科書を教える」と「教科書で教える」、プロ
グラム学習ほか

9

10 授業論（授業の構造、学習指導案、発問等） 指定した教科書の「問題３０～３５」を事前に読ん
でおくこと。（９０分） 配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題３６～３９」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）授業改善と情報機器の活用11

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題４０～４８」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）授業改善と視聴覚教材の活用12

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題４９～５４」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）

模擬授業（学習指導案、板書とノート指導、机間巡
視）13

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題５５～６０」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）

学力と教育評価①
・相互評価と絶対評価、自己評価、「到達目標と方
向目標」

14

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題６１」と配布資料を事前に
読んでおくこと。（９０分）

学力と教育評価②
・指導要録、障害のある児童生徒の教育ＬＤ（学習
障害）・ＡＤＨＤ（注意欠陥多動性障害）ほか　

15

試験の結果を見直す。（９０分）指定した教科書や講義内容について整理しておくこ
と。　（９０分）

定期試験（６０分の試験終了後、残りの３０分で解
説）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料に基づき「教育方法論」について概念を確
認すること。（９０分）

科目名称 教育方法論（S)

専門科目科目分類区分

藤根　収（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

EDU122118，EDU242105，EDU342099，E
DU442101，EDU542110（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 課程必修(教

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）藤根  収　　　 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして、今日的な教育課題（教育方法
）について指導する。

基本情報

開講時期

1 柴田義松・山崎準二編 学文社 978-4-7620-2869-4

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『教育の方法と技術　第三版』 2019

2

3

4

5

1 文部科学省 東山書房 978-4827815580

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『中学校学習指導要領(平成29年3月告示）』 2018

2 文部科学省 東山書房 978-4827815672『高等学校学習指導要領(平成30年3月告示）』 2018

3

4

5
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評価項目

概要

履修目標
教師のもつべき専門的教養の中核となる教育の方法と技術について、現実的な課題を整理しながら、実践的技術を解明するための知識を習得する。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
児童生徒に正しい効果的な学び方を指導し、自ら学ぶ力をつけさせる方法論を会得し、具体的に述べる。

授業全体の内容と概要
各回のテーマに基づき必要な事項を講義するとともに、主体的・対話的で深い学びを実現するため、テーマに関連する事項に関して思考・考察、意見交換発表等の
一連の活動を行う。内容は、教育論、児童生徒理解、カリキュラム、授業づくり、学力と教育評価等について扱う。
「ＳＤＧ４．質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
教科書を輪読し、パワーポイント及び配布物資料で教科書の内容を確認するとともに、テーマに関する事項について、思考・考察、意見交換、討議、発表等の一連
の活動を行うなどして、総合的に教育の方法を習得させる。グループワークにて発表及びレポート提出も行う。また、また、授業におけるＩＣＴ活用については講
義の中で実践的に扱うとともに、質問等は、チャット形式などの支援システムで迅速に回答する。なお、グループワーク発表、レポートにはコメントにてフィード
バックする。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
教職を目指す学生としてふさわしい受講態度で履修すること。遅刻は３回で欠席１回とみなす。
全学科を対象として実施するので、受講に当たっての注意事項を守ること。

資格指定科目
教職課程（全教科）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教育方法理論の理解

教育技術の思考・判断・表
現

授業への参加態度・姿勢

教育方法理論について学修
した知識・技能を基盤に、
さらに学修を深めようとす
ることができた。

教育方法理論について意欲
的に学び、必要な知識・技
能を理解することができた
。

教育方法理論についての知
識・技能を理解できた。

教育方法理論について、知
識・技能を一定程度理解で
きた。

教育技術について積極的に
思考・判断し、自ら表現を
工夫して活動することがで
きた。

教育技術について思考・判
断し、自ら表現することが
できた。

教育技術について、思考活
動に取り組み、表現するこ
とができた。

教育技術について、一定程
度思考活動に取り組み、表
現しようとした。

教育技術について、思考・
判断・表現について必要な
取組ができなかった。

授業にとても積極的に参加
することができた。

授業に積極的に参加するこ
とができた。

授業に関心をもって参加す
ることができた。

授業への関心が一定程度み
られた。

授業への参加態度が不十分
だった。

科目名称 教育方法論（D・A)

自由科目科目分類区分

藤根　収（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

EDU122118，EDU242105，EDU342099，E
DU442101，EDU542110（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科、建築学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 課程必修(教

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）藤根　収　　　 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして、今日的な教育課題（教育方法
）について指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ２０％ ０％ ０％ ０％ ２０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション
～シラバスの説明、授業改善アンケート結果反映の
説明、教育方法論の概要～

シラバスを確認しておくこと。（９０分）

2
教育方法学の歴史①
・ソクラテス法，コメニウスの教授法の特質、ルソ
ーの教育方法史上の位置ほか

指定した教科書の「問題１～５」を事前に読んでお
くこと。（９０分） 配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）

指定した教科書の「問題６～９」を事前に読んでお
くこと。　（９０分）3

教育方法学の歴史②
・２０世紀初頭の新教育運動、集団主義教育と総合
技術教育の思想ほか　

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題１０～１２」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）現代社会と教育4

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「１３～１４」を事前に読んでお
くこと。　(９０分）学校の現在と学校論5

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題１５～１６」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）教育改革の内容6

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題１７～１８」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）

カリキュラム①
・児童中心カリキュラム、学問中心カリキュラムほ
か

7

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題１９～２３」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）

カリキュラム②
・子どもの発達段階と教育との関係、「総合的な学
習の時間」の意義と課題ほか

8

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題２４～２９」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）

カリキュラム③
・「教科書を教える」と「教科書で教える」、プロ
グラム学習ほか

9

10 授業論（授業の構造、学習指導案、発問等） 指定した教科書の「問題３０～３５」を事前に読ん
でおくこと。（９０分） 配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題３６～３９」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）授業改善と情報機器の活用11

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題４０～４８」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）授業改善と視聴覚教材の活用12

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題４９～５４」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）

模擬授業（学習指導案、板書とノート指導、机間巡
視）13

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題５５～６０」を事前に読ん
でおくこと。（９０分）

学力と教育評価①
・相互評価と絶対評価、自己評価、「到達目標と方
向目標」

14

配付資料に基づき復習しておくこと。（９０分）指定した教科書の「問題６１」と配布資料を事前に
読んでおくこと。（９０分）

学力と教育評価②
・指導要録、障害のある児童生徒の教育ＬＤ（学習
障害）・ＡＤＨＤ（注意欠陥多動性障害）ほか　

15

試験の結果を見直す。（９０分）指定した教科書や講義内容について整理しておくこ
と。　（９０分）

定期試験（６０分の試験終了後、残りの３０分で解
説）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料に基づき「教育方法論」について概念を確
認すること。（９０分）

科目名称 教育方法論（D・A)

自由科目科目分類区分

藤根　収（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

EDU122118，EDU242105，EDU342099，E
DU442101，EDU542110（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科、建築学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 課程必修(教

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）藤根　収　　　 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして、今日的な教育課題（教育方法
）について指導する。

基本情報

開講時期

1 柴田義松・山崎準二編 学文社 978-4-7620-2869-4

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『教育の方法と技術　第三版』 2019

2

3

4

5

1 文部科学省 東山書房 978-4827815580

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『中学校学習指導要領(平成29年3月告示）』 2018

2 文部科学省 東山書房 978-4827815672『高等学校学習指導要領(平成30年3月告示）』 2018

3

4

5



精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を理解
することができなかった。

681－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
地域でのリハビリテーション，ケアマネジメント，ネットワーキングの方法について具体的な事例を交え理解する。
ソーシャルワークの基礎知識や基本技術を獲得し、それらを関連づけて体系的に理解することができる。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（２）（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
精神保健福祉士の地域支援おける効果，チームでの支援など，自分自身でその役割を発言及び記述できる。

授業全体の内容と概要
①精神障害者のケアマネジメントについて学ぶ。
②地域を基盤にした支援とネットワーキングについて学ぶ。
③地域生活を支援する包括的な支援(地域精神保健福祉活動)の意義と展開について学ぶ。
「SDG３．すべての人に健康と福祉を」の関連科目

授業の方法
①授業形態は講義形式及びグループ学習形式で行う。
②テキスト及び配布資料を使用し,ポイントとするべき箇所は説明,板書を行う。
③質問等に対しては都度口頭にて説明を行い、必要に応じて資料を配布する。
④Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、質問を受け付け、適宜教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①教科書は必ず持参すること。
②必要な資料等は適宜配布する。
③２０分以上の遅刻・早退は欠席とみなす。

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

思考力・考察力

主体性・情意

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を深く
理解できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識をおお
むね理解できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を理解
できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を多少
理解できた。

精神保健福祉相談の基本を
踏まえ、精神保健福祉相談
援助の展開について十分考
察できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識をおお
むね理解できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を理解
できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を多少
理解できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を理解
することができなかった。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
適切に説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
おおむね説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
多少説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
説明することができなかっ
た。

科目名称 精神保健福祉の理論と

専門科目科目分類区分

西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS123045（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西野　克俊 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科医療機関における実務経験がある教員がその経験や体験談を踏まえ、講義を行います
。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
①単位認定に必要な最低出席回数は１０回以上。
②グループワーク学習において、発言等を３回以上は行い参加姿勢を見せる。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

４０％ ０％ ２０％ ０％ １０％ ３０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

682－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明、授業改善アンケート結果反映の説
明、精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅳの学び
についてのガイダンス

教科書を事前に読んでおくこと（９０分）

2 地域を基盤としたリハビリテーションとは、ケアマ
ネジメントとは、ネットワーキングとは何か 教科書を事前に読んでおくこと（９０分） ノート整理を行うこと（９０）

教科書を事前に読んでおくこと（９０分）3 事例を通して学ぶ「地域ネットワーク」 ノート整理を行うこと（９０）

ノート整理を行うこと（９０）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「アウトリーチ、訪問援助」4

ノート整理を行うこと（９０）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「セルフヘルプグループ、ボラン
ティア活動」5

ノート整理を行うこと（９０）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「ケアマネジメントの原則、意義
」6

ノート整理を行うこと（９０）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「ケアマネジメントの展開過程」7

ノート整理を行うこと（９０）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「チームケアとチームワーク」8

ノート整理を行うこと（９０）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「精神障害者のケアマネジメント
」9

10 事例を通して学ぶ「地域を基盤とした支援とネット
ワーキング概論」 教科書を事前に読んでおくこと（９０分） ノート整理を行うこと（９０）

ノート整理を行うこと（９０）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「地域アセスメント」11

ノート整理を行うこと（９０）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「地域を基盤とした支援」12

ノート整理を行うこと（９０）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「地域生活を支援する包括的支援
の意義概論」13

ノート整理を行うこと（９０）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「包括的な視点（地域精神保健福
祉活動）」14

ノート整理を行うこと（９０）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）事例を通して学ぶ「地域生活を支援する包括的な取
り組み」15

試験の振り返りを行うこと（９０分）試験のための学習（９０分）試験（６０分）実施、終了後解説（３０分）
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノート整理を行うこと（９０）

科目名称 精神保健福祉の理論と

専門科目科目分類区分

西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS123045（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西野　克俊 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科医療機関における実務経験がある教員がその経験や体験談を踏まえ、講義を行います
。

基本情報

開講時期

1 日本精神保健福祉士養成校協会 中央法規出版 9784805839478

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅱ』 ２０１４

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



様々の基底材や地塗り材の
それぞれの特徴を理解する
ことなく十分なものを製作
することができなかった。

683－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
洋画の技法として、油彩やエッグテンペラのみにとどまらず、この授業では他のテンペラや水彩などについても学修する。さらに支持体についてもより高度なもの
の製作方法を身につける。それぞれの技法や材料及び支持体製作についての知識や技術を身につけることにより、各々の履修生の感性や個性をより一層的確に表現
することを目標とする。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（３）、（５）に対応する。

到達目標
油彩やエッグテンペラ、その他のテンペラ、水彩等の技法、それらの用材の特徴や使用法と管理の仕方などに習熟すること。また、新たな支持体づくりについても
関心を高めること。そして各々の履修生が絵画制作をとおして自らを見つめる態度を養成することを目標とする。

授業全体の内容と概要
油彩やエッグテンペラとそれ以外の様々な技法や材料、新たな支持体について学修し、個々の履修者の判断で、表現の意図に照らし最も相応しい技法や絵具や展色
剤などを用意し、それらの特徴を活かした制作を行えるようにする。また、客観的評価を得て自らの表現力を検証する意味で公募展にも挑む。

授業の方法
自らが選択した技法で自己表現する実技形式の授業で、自らが主体的に設定したテーマに則り表現した作品を創り上げることを課題とする。実習や視聴覚機器を活
用するだけでなく、美術館や公募展の作品鑑賞等にも積極的に取り組む。授業担当者や他の履修生のみならず外部の人々からも批評や助言を得られるように環境を
整え、より確かな自己実現に寄与させようとするものである。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
この授業を履修するに当たっては、間もなく卒業し社会に出ることを前提として、以後美術をとおして何ができるかを模索するものでもあることを十分に認識した
うえで履修すること。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

支持体について

彩色材料について

描写について

自らについて

様々の基底材や地塗り材の
それぞれの特徴を十分に理
解し製作することができた
。

様々の基底材や地塗り材の
それぞれの特徴を理解し製
作することができた。

様々の基底材や地塗り材の
それぞれの特徴をほぼ理解
し製作することができた。

様々の基底材や地塗り材の
それぞれの特徴をある程度
理解し製作することができ
た。

様々の顔料や展色剤などの
それぞれの特徴を十分に理
解し、制作にそれを十分に
活かすことができた。

様々の顔料や展色剤などの
それぞれの特徴を理解し、
制作にそれを活かすことが
できた。

様々の顔料や展色剤などの
それぞれの特徴をほぼ理解
し、制作にそれをほぼ活か
すことができた。

様々の顔料や展色剤などの
それぞれの特徴をある程度
理解し、制作にそれをある
程度活かすことができた。

様々の顔料や展色剤などの
それぞれの特徴を理解する
ことなくし、制作にそれを
活かすことができなかった
。

モティーフの面やバルール
をとらえる際に、ハッチン
グや点描などの技法を十分
に取り入れられた。

モティーフの面やバルール
をとらえる際に、ハッチン
グや点描などの技法を取り
入れられた。

モティーフの面やバルール
をとらえる際に、ハッチン
グや点描などの技法をほぼ
取り入れられた。

モティーフの面やバルール
をとらえる際に、ハッチン
グや点描などの技法をある
程度取り入れられた。

モティーフの面やバルール
をとらえる際に、ハッチン
グや点描などの技法を取り
入れられなかった。

自らの感性や個性について
十分に意識した制作を行え
た。

自らの感性や個性について
意識した制作を行えた。

自らの感性や個性について
ほぼ意識した制作を行えた
。

自らの感性や個性について
ある程度意識した制作を行
えた。

自らの感性や個性について
意識した制作を行えなかっ
た。

科目名称 技法・材料研究Ⅰ

専門科目科目分類区分

安田　祐造（デザイン学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

AEA223060（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館１階

単位数 2 (単位認定責任者： ）安田　祐造 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

50年近く画業に専念するなかで経験した課題を具体的に解説しながら指導に当たる。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は２２回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ７０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照してください。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション
シラバスについて、公募展について　Ⅰ

予めシラバスに目をとおし、出品予定の公募展につ
いても下調べをしておく。（４５分）

2 オリエンテーション
シラバスについて、公募展について　Ⅱ

自らの感性や表現の意図に相応しい公募展について
下調べをしておく。（４５分）

どの公募展を目指すかを決め、新作のテーマやモテ
ィーフについて検討する。（４５分）

自らの新作の構想をまとめるに当たり、十分に教師
や他の学生の意見や助言を取り入れる。（４５分）3

支持体製作　(支持体をどの様にどれだけの大きさ
のものにするかは任意選択)
様々の基底材の特徴について

構想を取りまとめ下絵を作成する。（４５分）

ことに紙や布を使用する場合、満足のいかない状態
にある場合は、手直しを行う。（４５分）

自らの作品の描法に相応しい支持体を検討する。
（４５分）

支持体製作
布や紙の貼り方、基底材の組み立てと接合について4

支持体製作の進捗を確かめる。（４５分）描法に相応しい地塗り材を予め決める。（４５分）支持体製作
地塗り材の処方と地塗り作業について　5

構想を下絵としてまとめ上げる。（４５分）描法に相応しい地塗り材の塗り方を決める。（４５
分）

支持体製作
地塗り作業について　6

下絵の転写の仕方について検討する。（４５分）描法に相応しい地塗り面の仕上げ方について決める
。（４５分）

支持体製作
地塗り面の研磨と仕上げについて7

次回からの彩色の仕方について計画を立てる。
（４５分）下絵の転写の仕方について決める。（４５分）下絵の支持体への転写

その方法と転写作業について8

本時での制作を振り返り、進捗を確かめる。(４５
分）

各々の描法に応じた材料や用具を、各々自らが準備
する。(４５分）

下描き(下描きの有無、その材料は任意選択)
描法に応じた様々な方法について　Ⅰ9

10 下描き
描法に応じた様々な方法について　Ⅱ

これまでの制作で、修正すべき点などを明らかにす
る。（４５分）

本時の制作を省みて、足りない点や過ぎた点につい
ての修正を行う。（４５分）

細部に捉われて基本的な骨格を見失っていないかを
検討する。（４５分）

大まかな色面把握ということについて予習する。
（４５分）

本制作　A　(制作のための描法－技法－は任意選択
)
大まかな色面把握について　Ⅰ

11

他の学生の制作を参考として、自らの制作の進め方
について検討する。（４５分）

足りない点や過ぎた点について検討する。（４５分
）

本制作　B
大まかな色面把握について　Ⅱ12

本時の制作を省みて、足りない点や過ぎた点につい
ての修正を行う。（４５分）

明度、彩度、色相のそれぞれの差異に目をやり、自
らの制作の進捗を検討する。（４５分）

本制作　C
大まかな色面把握　Ⅲ13

今一度、色の三属性のそれぞれの要素について大ま
かに捉えられているかを確かめ、必要に応じて修正
を行う。（４５分）

上描きを繰り返しながら制作を進めることを念頭に
、初期段階から細部に捉われすぎないように注意す
る（４５分）

本制作　D
大まかな色面把握　Ⅳ14

全体に目をやり、全体的にかつ段階的に描き込みが
行われているかを確認する。（４５分）

局部的に細密に描写するのではなく、常に全体的に
、次第に細部に目をやるように注意する。（４５分
）

本制作　E
上描きによる細部の表現について　Ⅰ15

ことに、写実的な描写を行う場合には、まず明度に
ついて、構想したものとの間に隔たりが生じていな
いかを検討する。（４５分）

色の三属性のそれぞれの要素は、周囲の色との関係
から変化して見えることを再確認する。（４５分）

本制作　F
上描きによる細部の表現について　Ⅱ16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 本制作　G
上描きによる細部の表現について　Ⅲ

色の明度の観点から、足りない点や過ぎた点がない
かを確認する。（４５分）

同様に、彩度や色相についても、周囲の色の影響も
考慮し、構想したものとの間に隔たりが生じていな
いかを検討する。（４５分）

18 本制作　H
上描きによる細部の表現について　Ⅳ

過ぎた点については、必要に応じて、削ったり拭っ
たりして後戻りすることを検討する。（４５分）

削除したり加筆したりする場合、描画材料により、
溶剤や用具について慎重に検討する。（４５分）

これまでの自らの制作を振り返る。（４５分）19 中間発表 中間発表会で寄せられた他者の意見や助言や感想に
ついて取りまとめる。（４５分）

他者の意見や感想などを糧として、これからの制作
の仕方について計画を立てる。（４５分）

他の学生の制作について、各々の感性や表現の仕方
など、それぞれの良さを見つけ出すように努める。
（４５分）

中間発表20

明度差－コントラストーやタッチにより質感が変化
することに着目して検討する。（４５分）

ことに、明度に着目し、質感表現について検討する
。（４５分）

本制作　I
さらなる描き込みについて(質感表現を主に)　Ⅰ21

色合いのある色面の明度について着目し、古今の作
品などを参照する。（４５分）

それぞれの色相の明度を見極めて、質感が十分に表
現されつつあるかを検討する。（４５分）

本制作　J
さらなる描き込みについて(質感表現を主に)　Ⅱ22

次第に作品の構成要素が増加し複雑化するが、部分
と部分だけでなく部分と全体との関係についても、
隔たりが生じていないかを検討する。（４５分）

明部と暗部のそれぞれの明るさの差を見極められる
ように努める。（４５分）

本制作　K
さらなる描き込みについて(陰影表現を主に)　Ⅲ23

陰影の部分と明部との関係について、明度だけでな
く、彩度や色相についても検討する。（４５分）

確かな陰影表現により、空気感が表現できるように
努める。（４５分）

本制作　L
さらなる描き込みについて(陰影表現を主に)　Ⅳ24

美しい調和だけでなく、良い調和とはどういうこと
かについて検討する。（４５分）

かたちや立体感などを追い求めるのと同時に、表現
の意図に合った色彩調和について目をやる。（４５
分）

本制作　M
さらなる描き込みについて(色彩調和を主に)　Ⅳ25

26 本制作　N
さらなる描き込みについて(色彩調和を主に)　Ⅳ

かたちを損なうことのないように色彩調和を求める
。（４５分）

立体感や奥行き感を損なうことなく、色彩調和をは
かるための要点は何かについて検討する。（４５分
）

仕上げに向け、かたちや色についてだけでなく、質
感の表現についても検討する。（４５分）

さらに全体を見渡して、部分どうしや全体とのバラ
ンスや調和について検討する。（４５分）

本制作　O
仕上げに向けて　Ⅰ27

明部と暗部について、かたちや色彩調和を損なうこ
となく、足りない点や過ぎた点について修正を行う
。（４５分）

立体感や空気感が表現できているかを検討する。
（４５分）

本制作　P
仕上げに向けて　Ⅱ28

構想や表現の意図に照らし、的確な色彩表現が行え
ているかを検討する。（４５分）

構想や表現の意図が作品に反映されているかの検討
を行う。（４５分）

本制作　Q
仕上げに向けて　Ⅲ29

発表を前に、さらに全体に目をやり、自らの構想に
照らし調整を行う。（４５分）色彩調和について、全体調整を行う。（４５分）本制作　R

仕上げに向けて　Ⅳ30

他者の意見や助言や感想を参考とし、自らの作品に
ついての自己評価を行う。（４５分）

これまでの制作活動を振り返り良い点や足りない点
などについて検討する。(４５分)合評　A31

合評会での他者の意見や助言を参考に今後の制作の
仕方について検討する。(４５分)

他者との感性や価値観の相違、多様性などを認め、
社会生活のあり方についての考えをまとめる。
（４５分）

合評　B32

シラバスの中身に従い、自らの制作についての計画
を立てる。（４５分）

科目名称 技法・材料研究Ⅰ

専門科目科目分類区分

安田　祐造（デザイン学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

AEA223060（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館１階

単位数 2 (単位認定責任者： ）安田　祐造 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

50年近く画業に専念するなかで経験した課題を具体的に解説しながら指導に当たる。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



漫画・イラスト制作におけ
る知識を理解できなかった
。
作品を提出できなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
漫画を表現していく上で必要とされる基礎的な知識とそのテクニックを学習し、
独自の個性と可能性を発掘し、自らが創作したものを他者に伝える表現技術や理論を身につける。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤP（１）（３）（５）に対応する。

到達目標
漫画制作の基礎的な技術を身につけ、自分の漫画作品の方向性を決めて制作することができる。

授業全体の内容と概要
各自で漫画作品の制作を行いながら、漫画道具の使い方、ストーリー構成、ネーム作成、コマ割りや画面構成などの基礎的な知識を身につける。個人の実力にあわ
せて指導し、漫画を完成させる。

授業の方法
板書及び参考資料とプリントを使って説明をし、各自で制作の実技を行う。制作の際は適宜講師との打ち合わせを行う。
制作期間中は宿題とし、期限内に提出する。作品によってはその日の授業内に提出するものもある。
提出物にはコメントにてフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
作品制作に応じて必要な画材があれば持参すること。デジタル作品を制作する場合はノートパソコンやタブレットを持参すること。
３回の遅刻で１回の欠席とみなす。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

漫画表現（知識と理論の理
解）

漫画制作（ストーリー創作
技術）

漫画制作（作画技術）

漫画・イラスト制作におけ
る知識と、制作する上での
姿勢、心がけ、理論を十分
に理解し、それらを自らの
創作に活かして作品を完成
できた。

漫画・イラスト制作におけ
る知識と、制作する上での
姿勢、心がけ、理論を理解
し、それらを自らの創作に
活かして作品を制作した。

漫画・イラスト制作におけ
る知識と、制作する上での
姿勢、心がけ、理論をある
程度理解し、それらを自ら
の創作に活かす努力ができ
た。

漫画・イラスト制作におけ
る知識を理解できた。

ストーリーの組み立て方や
ネームの作り方、コマ割り
等のテクニックを十分に理
解し、自らの表現したいテ
ーマを決めて創作し作品を
完成できた。

ストーリーの組み立て方や
ネームの作り方、コマ割り
等のテクニックを理解し、
作品を創作できた。

ストーリーの組み立て方や
ネームの作り方、コマ割り
等のテクニックをある程度
理解し、作品を創作する努
力をした。

ストーリーの組み立て方や
ネームの作り方、コマ割り
等のテクニックを理解でき
た。

ストーリーの組み立て方や
ネームの作り方、コマ割等
のテクニックを理解できず
、作品を創作できなかった
。

漫画・イラスト制作の作画
技術・道具を理解し適切に
使用して、自らの考えたテ
ーマや個性を十分に表現し
、完成できた。

漫画・イラスト制作の作画
技術・道具を理解し適切に
使用して、自らのテーマや
個性を表現できた。

漫画・イラスト制作の作画
技術・道具を理解し、使用
できた。

漫画・イラスト制作の作画
技術・道具を理解できた。

漫画・イラスト制作の作画
技術・道具を理解できなか
った。

科目名称 漫画Ⅲ（2年）

専門科目科目分類区分

五十嵐　優美子（デザイン学科・客員教
授）　鴨　修平（デザイン学科・非常勤

授業担当者（所
属・職名）

AEA223066（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）鴨　修平 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

漫画の連載・単行本出版経験のある教員が、漫画の描き方を基礎から指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，２０回以上。
授業内で示した作業スケジュールを遵守し，期日内に作品を提出する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ７０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 授業改善アンケート結果反映の説明
シラバスの説明 シラバスを読んでおくこと。（４５分）

2 自己紹介イラスト 学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分） 宿題の作品を作成すること。（４５分）

学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）3 クロッキーとディフォルメ１ 宿題の作品を作成すること。（４５分）

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）クロッキーとディフォルメ２4

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）アオリと俯瞰　各アングルの説明と実技１5

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）アオリと俯瞰　各アングルの説明と実技２6

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）背景表現　パースの説明と実技17

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）背景表現　パースの説明と実技28

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）１ページ漫画　起承転結とプロット19

10 １ページ漫画　起承転結とプロット2 学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分） 宿題の作品を作成すること。（４５分）

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）１ページ漫画　ネーム・下書き111

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）１ページ漫画　ネーム・下書き212

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）１ページ・４コマ漫画　ペン入れ・仕上げ113

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）１ページ・４コマ漫画　ペン入れ・仕上げ214

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）いがらしゆみこ特別講座15

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）いがらしゆみこ特別講座16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 ストーリー漫画制作　プロット 学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分） 宿題の作品を作成すること。（４５分）

18 ストーリー漫画制作　ネーム1 学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分） 宿題の作品を作成すること。（４５分）

学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）19 ストーリー漫画制作　ネーム2 宿題の作品を作成すること。（４５分）

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）ストーリー漫画制作　ネーム320

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）ストーリー漫画制作　ペン入れ１21

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）ストーリー漫画制作　ペン入れ２22

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）ストーリー漫画制作　背景23

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）ストーリー漫画制作　べたぬり・効果線24

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）ストーリー漫画制作　スクリーントーン１25

26 ストーリー漫画制作　スクリーントーン２ 学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分） 宿題の作品を作成すること。（４５分）

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）ストーリー漫画制作　仕上げ１27

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）ストーリー漫画制作　仕上げ２28

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）いがらしゆみこ特別講座29

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）いがらしゆみこ特別講座30

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）

授業改善アンケートの実施
講評31

講義全体の内容を振り返ること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）講評32

宿題の作品を作成すること。（４５分）

科目名称 漫画Ⅲ（2年）

専門科目科目分類区分

五十嵐　優美子（デザイン学科・客員教
授）　鴨　修平（デザイン学科・非常勤

授業担当者（所
属・職名）

AEA223066（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）鴨　修平 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

漫画の連載・単行本出版経験のある教員が、漫画の描き方を基礎から指導する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『使用しない』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『必要に応じて参考資料を提示、プリントを配布
。』

2

3

4

5



漫画・イラスト制作におけ
る知識を理解できなかった
。
作品を提出できなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
漫画を表現していく上で必要とされる基礎的な知識とそのテクニックを学習し、
独自の個性と可能性を発掘し、自らが創作したものを他者に伝える表現技術や理論を身につける。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤP（１）（３）（５）に対応する。

到達目標
漫画制作の基礎的な技術を身につけ、自分の漫画作品の方向性を決めて制作することができる。

授業全体の内容と概要
各自で漫画作品の制作を行いながら、漫画道具の使い方、ストーリー構成、ネーム作成、コマ割りや画面構成などの基礎的な知識を身につける。個人の実力にあわ
せて指導し、漫画を完成させる。

授業の方法
板書及び参考資料とプリントを使って説明をし、各自で制作の実技を行う。制作の際は適宜講師との打ち合わせを行う。
制作期間中は宿題とし、期限内に提出する。作品によってはその日の授業内に提出するものもある。
提出物にはコメントにてフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
作品制作に応じて必要な画材があれば持参すること。デジタル作品を制作する場合はノートパソコンやタブレットを持参すること。
３回の遅刻で１回の欠席とみなす。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

漫画表現（知識と理論の理
解）

漫画制作（ストーリー創作
技術）

漫画制作（作画技術）

漫画・イラスト制作におけ
る知識と、制作する上での
姿勢、心がけ、理論を十分
に理解し、それらを自らの
創作に活かして作品を完成
できた。

漫画・イラスト制作におけ
る知識と、制作する上での
姿勢、心がけ、理論を理解
し、それらを自らの創作に
活かして作品を制作した。

漫画・イラスト制作におけ
る知識と、制作する上での
姿勢、心がけ、理論をある
程度理解し、それらを自ら
の創作に活かす努力ができ
た。

漫画・イラスト制作におけ
る知識を理解できた。

ストーリーの組み立て方や
ネームの作り方、コマ割り
等のテクニックを十分に理
解し、自らの表現したいテ
ーマを決めて創作し作品を
完成できた。

ストーリーの組み立て方や
ネームの作り方、コマ割り
等のテクニックを理解し、
作品を創作できた。

ストーリーの組み立て方や
ネームの作り方、コマ割り
等のテクニックをある程度
理解し、作品を創作する努
力をした。

ストーリーの組み立て方や
ネームの作り方、コマ割り
等のテクニックを理解でき
た。

ストーリーの組み立て方や
ネームの作り方、コマ割等
のテクニックを理解できず
、作品を創作できなかった
。

漫画・イラスト制作の作画
技術・道具を理解し適切に
使用して、自らの考えたテ
ーマや個性を十分に表現し
、完成できた。

漫画・イラスト制作の作画
技術・道具を理解し適切に
使用して、自らのテーマや
個性を表現できた。

漫画・イラスト制作の作画
技術・道具を理解し、使用
できた。

漫画・イラスト制作の作画
技術・道具を理解できた。

漫画・イラスト制作の作画
技術・道具を理解できなか
った。

科目名称 漫画Ⅲ（3年）

専門科目科目分類区分

五十嵐　優美子（デザイン学科・客員教
授）　鴨　修平（デザイン学科・非常勤

授業担当者（所
属・職名）

AEA223066（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）鴨　修平 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

漫画の連載・単行本出版経験のある教員が、漫画の描き方を基礎から指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，２０回以上。
授業内で示した作業スケジュールを遵守し，期日内に作品を提出する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ７０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 授業改善アンケート結果反映の説明
シラバスの説明 シラバスを読んでおくこと。（４５分）

2 自己紹介イラスト 学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分） 宿題の作品を作成すること。（４５分）

学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）3 クロッキーとディフォルメ１ 宿題の作品を作成すること。（４５分）

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）クロッキーとディフォルメ２4

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）アオリと俯瞰　各アングルの説明と実技１5

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）アオリと俯瞰　各アングルの説明と実技２6

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）背景表現　パースの説明と実技17

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）背景表現　パースの説明と実技28

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）１ページ漫画　起承転結とプロット19

10 １ページ漫画　起承転結とプロット2 学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分） 宿題の作品を作成すること。（４５分）

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）１ページ漫画　ネーム・下書き111

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）１ページ漫画　ネーム・下書き212

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）１ページ・４コマ漫画　ペン入れ・仕上げ113

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）１ページ・４コマ漫画　ペン入れ・仕上げ214

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）いがらしゆみこ特別講座15

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）いがらしゆみこ特別講座16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 ストーリー漫画制作　プロット 学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分） 宿題の作品を作成すること。（４５分）

18 ストーリー漫画制作　ネーム1 学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分） 宿題の作品を作成すること。（４５分）

学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）19 ストーリー漫画制作　ネーム2 宿題の作品を作成すること。（４５分）

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）ストーリー漫画制作　ネーム320

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）ストーリー漫画制作　ペン入れ１21

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）ストーリー漫画制作　ペン入れ２22

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）ストーリー漫画制作　背景23

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）ストーリー漫画制作　べたぬり・効果線24

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）ストーリー漫画制作　スクリーントーン１25

26 ストーリー漫画制作　スクリーントーン２ 学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分） 宿題の作品を作成すること。（４５分）

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）ストーリー漫画制作　仕上げ１27

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）ストーリー漫画制作　仕上げ２28

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）いがらしゆみこ特別講座29

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）いがらしゆみこ特別講座30

宿題の作品を作成すること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）

授業改善アンケートの実施
講評31

講義全体の内容を振り返ること。（４５分）学習内容に関連する事柄について情報を収集してお
くこと。（４５分）講評32

宿題の作品を作成すること。（４５分）

科目名称 漫画Ⅲ（3年）

専門科目科目分類区分

五十嵐　優美子（デザイン学科・客員教
授）　鴨　修平（デザイン学科・非常勤

授業担当者（所
属・職名）

AEA223066（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）鴨　修平 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

漫画の連載・単行本出版経験のある教員が、漫画の描き方を基礎から指導する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『使用しない』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『必要に応じて参考資料を提示、プリントを配布
。』

2

3

4

5



２つのベクトルの和・差に
ついて、成分計算および図
形表示ができなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
物理現象の本質を理解するため、物体の運動状態を的確に表現するために必要となる知識と記述方法を学び、静力学や運動状態に対して物理学的にアプローチする
方法を身につける。

授業の位置づけ
建築学科のＤＰ（１）（２）に対応する。

到達目標
ベクトル量の基本演算を理解しており、外力の影響がある場合の物体の運動状態について説明できる。また、固体にかかる力のつり合いの式を立てることができる
。

授業全体の内容と概要
主に物体の運動と固体のつり合いについて扱う。物体の状態を表現するため、さまざまな物理量やベクトルの演算を学習する。また、ニュートンの運動３法則を理
解し、物体の運動状態を把握するのに３法則がどのように関わっているのかを学習する。個体のつり合い問題については、力のモーメントを理解し、つり合いの式
を立てられるように学習する。さらに演習問題を随時出題し、応用力を身につける。

授業の方法
授業は、板書とパワーポイントおよび配付資料で実施する。学生の不明点・質問は、まず一人で考え、次に隣の人と意見交換し、最後に教室全体で共有して議論す
る。その後、授業内で解答を呈示してフィードバックする。授業の最後には「ふりかえり」レポートを提出し、レポートにはコメントにてフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・Ａ４版ポケットタイプのファイルとノートを毎回持参すること。
・20分以上の遅刻は欠席とみなします。

資格指定科目
教職課程（工業）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

ベクトル演算についての理
解

ニュートンの運動３法則に
ついての理解

固体のつり合いについての
理解

複数のベクトルの合成と分
解について、三角関数を用
いて成分計算することがで
きた。

物体に加わっている複数の
力ベクトルの総和ベクトル
について、成分計算および
図形表示ができた。

ベクトルを任意の２方向に
分解し、成分計算および図
形表示ができた。

２つのベクトルの和や差に
ついて、成分計算および図
形表示ができた。

演習問題において、３法則
を用いて物体運動を説明で
きた。

簡単な演習問題において、
物体の運動方程式を立てる
ことができた。

運動方程式を用いて、力と
加速度、質量の関係を説明
できた。

物体に外力が加わるとき、
物体の運動状態がどのよう
に変化するのかを説明でき
た。

物体に外力が加わるとき、
物体の運動状態がどのよう
に変化するのかを説明でき
なかった。

重心まわりのモーメントの
つり合いの式を立てること
ができ、重心の位置を求め
ることができた。

複数の力が作用していると
きに、水平方向と垂直方向
のつり合いの式を立てるこ
とができた。

力のモーメントのつり合い
の式を立てることができた
。

力のつり合いの式を立てる
ことができた。

力のつり合いの式を立てる
ことができなかった。

科目名称 応用物理（再）

専門科目科目分類区分

伊藤　裕康（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

PHY322055（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）伊藤　裕康 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ２５％ ０％ ０％ ２５％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明／授業改善アンケート結果反映の説
明

シラバスと教科書をよく読み、専門用語の意味を理
解しておくこと（90分）

2 ベクトルの大きさや表記について 次回の授業範囲を予習する（90分） 授業内容を復習し、専門用語を確認しておくこと
（90分）

次回の授業範囲を予習する（90分）3 ベクトルの合成・分解と作図法 授業内容を復習し、専門用語を確認しておくこと
（90分）

授業内容を復習し、専門用語を確認しておくこと
（90分）次回の授業範囲を予習する（90分）ニュートンの運動第１法則4

授業内容を復習し、専門用語を確認しておくこと
（90分）次回の授業範囲を予習する（90分）慣性系について5

授業内容を復習し、専門用語を確認しておくこと
（90分）次回の授業範囲を予習する（90分）ニュートンの運動第２法則と第３法則6

授業内容を復習し、専門用語を確認しておくこと
（90分）次回の授業範囲を予習する（90分）ケプラーの法則について7

授業内容を復習し、専門用語を確認しておくこと
（90分）次回の授業範囲を予習する（90分）加速度運動問題についての討論8

授業内容を復習し、専門用語を確認しておくこと
（90分）次回の授業範囲を予習する（90分）地球スケールの運動についての討論9

10 質点の力のつり合い問題 次回の授業範囲を予習する（90分） 授業内容を復習し、専門用語を確認しておくこと
（90分）

授業内容を復習し、専門用語を確認しておくこと
（90分）次回の授業範囲を予習する（90分）力のモーメントと固体のつり合い11

授業内容を復習し、専門用語を確認しておくこと
（90分）次回の授業範囲を予習する（90分）力のモーメントの計算12

授業内容を復習し、専門用語を確認しておくこと
（90分）次回の授業範囲を予習する（90分）重心まわりのつり合い13

授業内容を復習し、専門用語を確認しておくこと
（90分）次回の授業範囲を予習する（90分）固体のつり合い問題について14

授業内容を復習し、専門用語を確認しておくこと
（90分）

これまでの授業内容についての質問をまとめる（90
分）まとめと演習15

試験内容について復習しておくこと（90分）試験範囲について復習しておくこと（90分）授業改善アンケートの実施／定期試験
（60分の試験終了後，残りの30分で解説を行う）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業内容を復習し、専門用語を確認しておくこと
（90分）

科目名称 応用物理（再）

専門科目科目分類区分

伊藤　裕康（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

PHY322055（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）伊藤　裕康 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『適時、資料配付』

2

3

4

5



作品が自立せず、彫刻とし
て成立していなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
彫刻の特性を活かして、構造的にも安定した美しい作品を制作することが出来る。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（１）（３）（５）に対応する。

到達目標
彫刻の特性を理解して作品を制作することが出来る。

授業全体の内容と概要
彫刻Ⅰでは、具象表現（塑像）制作を通じて、彫刻の基礎的な表現力を身につける。また最終回では講評会を行い、プレゼンテーション能力を養う。

授業の方法
スライドを使って課題の説明を行なった後、各自でモチーフ「動物」を選んで作品制作を行っていく。必要な資料は各自で用意する。作品完成後、講評会でプレゼ
ンテーションを行う。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
立体構成１及び２を履修している事が望ましい。未履修者は、事前に講義担当者に相談する事。

資格指定科目
教職課程（美術・工芸）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

彫刻の基本的な特性の理解
（知識・理解）

編集と発表の能力（思考力
・表現力・判断力等）

主体的に学習に取り組む態
度（主体性・多様性・協働
性）

作品が自立し、構造的にも
安定している。また、彫刻
の特性を理解し、上手く活
用しており、美しかった。

作品が自立し、構造的にも
安定している。また、彫刻
の特性を理解し、活用して
た。

作品が自立し、構造的にも
安定している。また、彫刻
の特性を活用しようと試み
ていた。

作品が自立し、構造的にも
安定していた。

制作した作品・スケッチ・
文章等を秩序立てて編集し
、美しくデザインされたボ
ードを作成した。

制作した作品・スケッチ。
文章等を秩序立てて編集し
、ボードを作成した。

制作した作品・スケッチ・
文章等を全て収めたボード
を作成した。

制作した作品を収めたボー
ドを作成した。

制作した作品を収めずボー
ドを作成しなかった。

課題を予習・復習をした。
挑戦的な計画をし、制作を
行う事が出来た。また課題
を超えて制作を行なった。

課題の予習・復習をした。
挑戦的な計画をし、制作を
行う事が出来た。

課題の予習または復習をし
た。自ら計画を立て、制作
を行う事が出来た。

授業毎の課題を受け、計画
的に制作を行う事が出来た
。

授業毎の課題を受けて計画
的に制作を行う事が出来な
かった。

科目名称 彫刻Ⅰ（2年）

専門科目科目分類区分

梅田　力（デザイン学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

AEA222068（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・２年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 アトリエ棟２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）梅田　力 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は２０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ７０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボードを参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション
シラバスの説明、授業改善アンケート結果反映の説
明

シラバスをよく読んでおくこと（45分）

2 彫刻とは何か 課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）プレゼンテーション準備（45分）

課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）3 動物彫刻
ドローイング プレゼンテーション準備（45分）

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻
ドローイング4

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻
ドローイング5

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻
ドローイング6

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻
芯作り7

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻
芯作り8

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻（塑像）
芯作り9

10 動物彫刻（塑像）
芯作り 課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）プレゼンテーション準備（45分）

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻（塑像）
芯作り　修正11

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻（塑像）
芯作り　修正12

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻（塑像）13

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻（塑像）14

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻（塑像）15

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻（塑像）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 動物彫刻（塑像） 課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）プレゼンテーション準備（45分）

18 動物彫刻（塑像） 課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）プレゼンテーション準備（45分）

課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）19 動物彫刻（塑像） プレゼンテーション準備（45分）

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻（塑像）20

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻（塑像）21

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻（塑像）22

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻（塑像）23

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻（塑像）24

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻（塑像）
細部を制作25

26 動物彫刻（塑像）
細部を制作 課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）プレゼンテーション準備（45分）

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻（塑像）
仕上げ27

プレゼンテーション準備（45分））課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻（塑像）
仕上げ28

プレゼンテーション振り返り（45分）プレゼンテーション準備（45分）プレゼンテーション29

プレゼンテーション振り返り（45分）プレゼンテーション準備（45分）プレゼンテーション30

講評を再考し、理解を深めること（45分）講義全体を通して質問したい事項をまとめておくこ
と（45分）講評31

講評を再考し、理解を深めること（45分）講義全体を通して質問したい事項をまとめておくこ
と（45分）

講評
授業改善アンケートの実施32

オリエンテーション振り返り

科目名称 彫刻Ⅰ（2年）

専門科目科目分類区分

梅田　力（デザイン学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

AEA222068（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・２年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 アトリエ棟２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）梅田　力 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



作品が自立せず、彫刻とし
て成立していなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
彫刻の特性を活かして、構造的にも安定した美しい作品を制作することが出来る。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（１）（３）（５）に対応する。

到達目標
彫刻の特性を理解して作品を制作することが出来る。

授業全体の内容と概要
彫刻Ⅰでは、具象表現（塑像）制作を通じて、彫刻の基礎的な表現力を身につける。また最終回では講評会を行い、プレゼンテーション能力を養う。

授業の方法
スライドを使って課題の説明を行なった後、各自でモチーフ「動物」を選んで作品制作を行っていく。必要な資料は各自で用意する。作品完成後、講評会でプレゼ
ンテーションを行う。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
立体構成１及び２を履修している事が望ましい。未履修者は講義担当者に事前に相談する事。

資格指定科目
教職課程（美術・工芸）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

彫刻の基本的な特性の理解
（知識・理解）

編集と発表の能力（思考力
・表現力・判断力等）

主体的に学習に取り組む態
度（主体性・多様性・協働
性）

作品が自立し、構造的にも
安定している。また、彫刻
の特性を理解し、上手く活
用しており、美しかった。

作品が自立し、構造的にも
安定している。また、彫刻
の特性を理解し、活用して
た。

作品が自立し、構造的にも
安定している。また、彫刻
の特性を活用しようと試み
ていた。

作品が自立し、構造的にも
安定していた。

制作した作品・スケッチ・
文章等を秩序立てて編集し
、美しくデザインされたボ
ードを作成した。

制作した作品・スケッチ。
文章等を秩序立てて編集し
、ボードを作成した。

制作した作品・スケッチ・
文章等を全て収めたボード
を作成した。

制作した作品を収めたボー
ドを作成した。

制作した作品を収めずボー
ドを作成しなかった。

課題を予習・復習をした。
挑戦的な計画をし、制作を
行う事が出来た。また課題
を超えて制作を行なった。

課題の予習・復習をした。
挑戦的な計画をし、制作を
行う事が出来た。

課題の予習または復習をし
た。自ら計画を立て、制作
を行う事が出来た。

授業毎の課題を受け、計画
的に制作を行う事が出来た
。

授業毎の課題を受けて計画
的に制作を行う事が出来な
かった。

科目名称 彫刻Ⅰ（3年）

専門科目科目分類区分

梅田　力（デザイン学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

AEA222068（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 アトリエ棟２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）梅田　力 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は２０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ７０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボードを参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション
シラバスの説明、授業改善アンケート結果反映の説
明

シラバスをよく読んでおくこと（45分）

2 彫刻とは何か 課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）プレゼンテーション準備（45分）

課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）3 動物彫刻
ドローイング プレゼンテーション準備（45分）

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻
ドローイング4

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻
ドローイング5

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻
ドローイング6

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻
芯作り7

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻
芯作り8

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻（塑像）
芯作り9

10 動物彫刻（塑像）
芯作り 課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）プレゼンテーション準備（45分）

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻（塑像）
芯作り　修正11

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻（塑像）
芯作り　修正12

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻（塑像）13

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻（塑像）14

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻（塑像）15

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻（塑像）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 動物彫刻（塑像） 課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）プレゼンテーション準備（45分）

18 動物彫刻（塑像） 課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）プレゼンテーション準備（45分）

課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）19 動物彫刻（塑像） プレゼンテーション準備（45分）

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻（塑像）20

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻（塑像）21

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻（塑像）22

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻（塑像）23

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻（塑像）24

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻（塑像）
細部を制作25

26 動物彫刻（塑像）
細部を制作 課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）プレゼンテーション準備（45分）

プレゼンテーション準備（45分）課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻（塑像）
仕上げ27

プレゼンテーション準備（45分））課題に関連するスケッチ等を描いてくる事（45分）動物彫刻（塑像）
仕上げ28

プレゼンテーション振り返り（45分）プレゼンテーション準備（45分）プレゼンテーション29

プレゼンテーション振り返り（45分）プレゼンテーション準備（45分）プレゼンテーション30

講評を再考し、理解を深めること（45分）講義全体を通して質問したい事項をまとめておくこ
と（45分）講評31

講評を再考し、理解を深めること（45分）講義全体を通して質問したい事項をまとめておくこ
と（45分）

講評
授業改善アンケートの実施32

オリエンテーション振り返り

科目名称 彫刻Ⅰ（3年）

専門科目科目分類区分

梅田　力（デザイン学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

AEA222068（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 アトリエ棟２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）梅田　力 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



明治維新以前と以後の日本
経済において、どのような
変化が生じたのかについて
、理解が見られなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
日本は東洋諸国の中でもいち早く封建的段階から抜け出し、さらに第２次世界大戦後は世界史的にもまれな経済成長を遂げた。近世から現代にかけての日本経済の
歴史的発展を多角的に学び、日本がどのように「資本主義」の国家として経済発展を遂げてきたのかを理解する。

授業の位置づけ
経営学科のDPにおける（１）（２）（４）に対応する。

到達目標
日本経済の歴史の全体像を把握し、何処に転換点があったのかを理解する。

授業全体の内容と概要
鎖国下の江戸時代という特殊な条件から、いかにして資本主義体制を形成していったのかを、歴史的事件や経済制度の観点から考察する。

授業の方法
PDFを利用した講義形式で行う。教科書は使用せず、基本的には資料配布を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
講義中は内容の把握に努め、重要な点はしっかりとノートに取る。

資格指定科目
教職課程（社会・地理歴史）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

近世から現代へ：封建社会
から資本主義経済への移行

明治～昭和へ：日本経済に
おける変化

敗戦から経済成長へ：経済
的成功と挫折

明治維新以前と以後の日本
経済において、どのような
制度上の変化が生じたのか
を深く理解し、どのような
条件が日本経済の発展に寄
与したかを示すことが出来
るようになった。

明治維新以前と以後の日本
経済において、どのような
制度上の変化が生じたのか
を深く理解できた。

明治維新以前と以後の日本
経済において、どのような
制度上の変化が生じたのか
を理解し、説明できるよう
になった。

明治維新以前と以後の日本
経済において、どのような
変化が生じたのかを説明で
きるようになった。

明治期以降の日本の資本主
義発展のプロセスを理解し
ており、何が経済発展の要
因になったのかを、具体的
例示と伴に説明することが
出来るようになった。

明治期以降の日本の資本主
義発展のプロセスを理解し
ており、具体的な歴史的事
件を示すことが出来るよう
になった。

明治期以降の日本の資本主
義発展のプロセスを理解出
来るようになった。

明治期以降の日本の資本主
義発展のプロセスを説明で
きるようになった。

明治期以降の日本の資本主
義発展について、理解が見
られなかった。

日本経済が敗戦からどのよ
うに復興し、経済発展を遂
げたのかを深く理解し、今
日日本が直面する諸問題も
説明することが出来るよう
になった。

日本経済が戦からどのよう
に復興し、経済発展を遂げ
たのかを理解し、今日日本
が直面する諸問題も挙げ
ることが出来るようになっ
た。

日本経済が敗戦からどのよ
うに復興し、経済発展を遂
げたのかを理解できるよう
になった。

戦後の日本経済がたどった
経緯を説明することが出来
るようになった。

戦後の日本経済がたどった
経緯について、理解が見ら
れなかった。

科目名称 日本経済史（M）

専門科目科目分類区分

小林大州介授業担当者（所
属・職名）

ECH122123,ECH422031（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 1号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小林大州介 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定のための最低出席回数は1１回以上とする。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ 0％ 0％ 0％ ３０％ 0％

オフィスアワー 事前連絡の上調整を行うか、研究室前の掲示ボード等を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
初回オリエンテーション、シラバス説明：日本の経
済発展とその歴史的前提
授業改善アンケート結果反映の説明

日本経済史に関する所説を、新書やネットを使って
調べておくこと(90分)

2 「近世経済」の成立と展開１－農村社会の発展 江戸時代の日本経済に関心を持ち、関連する問題を
新書やネットを使って調べておくこと(９０分)

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

江戸時代の日本経済に関心を持ち、関連する問題を
新書やネットを使って調べておくこと(９０分)3 「近世経済」の成立と展開２－武士階級及び都市経

済の発展
講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

江戸時代の日本経済に関心を持ち、関連する問題を
新書やネットを使って調べておくこと(９０分)移行期の日本経済１－維新前夜の日本経済4

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

幕末から明治維新にかけての日本経済に関心を持ち
、関連する問題を新書やネットを使って調べておく
こと(９０分)

移行期の日本経済２－維新政府の諸改革5

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

幕末から明治維新にかけての日本経済に関心を持ち
、関連する問題を新書やネットを使って調べておく
こと(９０分)

移行期の日本経済３－資本主義の導入へ6

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

明治～大正にかけての日本経済に関心を持ち関連す
る問題を新書やネットを使って調べておくこと
(９０分)

明治～大正時代の日本経済１－生産組織や技術導入
による経済成長7

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

明治～大正にかけての日本経済に関心を持ち関連す
る問題を新書やネットを使って調べておくこと
(９０分)

明治～大正時代の日本経済２－資本と労働8

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

明治～大正にかけての日本経済に関心を持ち関連す
る問題を新書やネットを使って調べておくこと
(９０分)

明治～大正時代の日本経済３－戦間期の日本経済9

10 明治～大正時代の日本経済４－変貌する都市と農村
明治～大正にかけての日本経済に関心を持ち関連す
る問題を新書やネットを使って調べておくこと
(９０分)

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

第２次世界大戦までの道のりを、新書やネットを使
って調べておくこと(９０分)　昭和初期～第二次世界大戦期の日本経済11

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

敗戦以降、日本はどのように高度経済成長を達成し
たのかに関して、新書やネットを使って調べておく
こと(９０分)

敗戦と経済復興１－統制・計画経済から市場経済へ12

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

敗戦以降、日本はどのように高度経済成長を達成し
たのかに関して、新書やネットを使って調べておく
こと(９０分)

敗戦と経済復興２－高度経済成長と産業構造の変化13

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

現代の日本経済の諸問題について、新書やネットを
使い、良く調べておくこと(９０分)経済低迷とバブル経済14

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

現代の日本経済の諸問題について、新書やネットを
使い、良く調べておくこと(９０分)今日の日本経済の課題15

講義の全体を良く振り返っておくこと(９０分)これまで授業で学んだ事の総復習をして置くこと
（９０分）

定期試験（６０分）と試験の解説
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

科目名称 日本経済史（M）

専門科目科目分類区分

小林大州介授業担当者（所
属・職名）

ECH122123,ECH422031（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 1号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小林大州介 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 沢井実 有斐閣 9784641164888

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『日本経済史』 2016

2

3

4

5



明治維新以前と以後の日本
経済において、どのような
変化が生じたのかについて
、理解が見られなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
日本は東洋諸国の中でもいち早く封建的段階から抜け出し、さらに第２次世界大戦後は世界史的にもまれな経済成長を遂げた。近世から現代にかけての日本経済の
歴史的発展を多角的に学び、日本がどのように「資本主義」の国家として経済発展を遂げてきたのかを理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学部のＤＰ（１）（２）（４）に対応する。

到達目標
日本経済の歴史の全体像を把握し、何処に転換点があったのかを理解する。

授業全体の内容と概要
鎖国下の江戸時代という特殊な条件から、いかにして資本主義体制を形成していったのかを、歴史的事件や経済制度の観点から考察する。

授業の方法
PDFを利用した講義形式で行う。教科書は使用せず、基本的には資料配布の形式で行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
講義中は内容の把握に努め、重要な点はしっかりとノートに取る。

資格指定科目
教職課程（社会・地理歴史）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

近世から現代へ：封建社会
から資本主義経済への移行

明治～昭和へ：日本経済に
おける変化

敗戦から経済成長へ：経済
的成功と挫折

明治維新以前と以後の日本
経済において、どのような
制度上の変化が生じたのか
を深く理解し、どのような
条件が日本経済の発展に寄
与したかを示すことが出来
るようになった。

明治維新以前と以後の日本
経済において、どのような
制度上の変化が生じたのか
を深く理解できた。

明治維新以前と以後の日本
経済において、どのような
制度上の変化が生じたのか
を理解し、説明できるよう
になった。

明治維新以前と以後の日本
経済において、どのような
変化が生じたのかを説明で
きるようになった。

明治期以降の日本の資本主
義発展のプロセスを理解し
ており、何が経済発展の要
因になったのかを、具体的
例示と伴に説明することが
出来るようになった。

明治期以降の日本の資本主
義発展のプロセスを理解し
ており、具体的な歴史的事
件を示すことが出来るよう
になった。

明治期以降の日本の資本主
義発展のプロセスを理解出
来るようになった。

明治期以降の日本の資本主
義発展のプロセスを説明で
きるようになった。

明治期以降の日本の資本主
義発展について、理解が見
られなかった。

日本経済が敗戦からどのよ
うに復興し、経済発展を遂
げたのかを深く理解し、今
日日本が直面する諸問題も
説明することが出来るよう
になった。

日本経済が敗戦からどのよ
うに復興し、経済発展を遂
げたのかを理解し、今日日
本が直面する諸問題も挙げ
ることが出来るようになっ
た。

日本経済が敗戦からどのよ
うに復興し、経済発展を遂
げたのかを理解できるよう
になった。

戦後の日本経済がたどった
経緯を説明することが出来
るようになった。

戦後の日本経済がたどった
経緯について、理解が見ら
れなかった。

科目名称 日本経済史（S）

専門科目科目分類区分

小林大州介授業担当者（所
属・職名）

ECH122123,ECH422031（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学部・4年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小林大州介 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要な最低出席回数は１１回以上とする。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ 0％ 0％ 0％ ３０％ 0％

オフィスアワー 事前連絡の上調整を行うか、研究室前の掲示ボード等を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
初回オリエンテーション、シラバス説明：日本の経
済発展とその歴史的前提
授業改善アンケート結果反映の説明

日本経済史に関する所説を、新書やネットを使って
調べておくこと(90分)

2 「近世経済」の成立と展開１－農村社会の発展 江戸時代の日本経済に関心を持ち、関連する問題を
新書やネットを使って調べておくこと(９０分)

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

江戸時代の日本経済に関心を持ち、関連する問題を
新書やネットを使って調べておくこと(９０分)3 「近世経済」の成立と展開２－武士階級及び都市経

済の発展
講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

江戸時代の日本経済に関心を持ち、関連する問題を
新書やネットを使って調べておくこと(９０分)移行期の日本経済１－維新前夜の日本経済4

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

幕末から明治維新にかけての日本経済に関心を持ち
、関連する問題を新書やネットを使って調べておく
こと(９０分)

移行期の日本経済２－維新政府の諸改革5

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

幕末から明治維新にかけての日本経済に関心を持ち
、関連する問題を新書やネットを使って調べておく
こと(９０分)

移行期の日本経済３－資本主義の導入へ6

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

明治～大正にかけての日本経済に関心を持ち関連す
る問題を新書やネットを使って調べておくこと
(９０分)

明治～大正時代の日本経済１－生産組織や技術導入
による経済成長7

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

明治～大正にかけての日本経済に関心を持ち関連す
る問題を新書やネットを使って調べておくこと
(９０分)

明治～大正時代の日本経済２－資本と労働8

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

明治～大正にかけての日本経済に関心を持ち関連す
る問題を新書やネットを使って調べておくこと
(９０分)

明治～大正時代の日本経済３－戦間期の日本経済9

10 明治～大正時代の日本経済４－変貌する都市と農村
明治～大正にかけての日本経済に関心を持ち関連す
る問題を新書やネットを使って調べておくこと
(９０分)

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

第２次世界大戦までの道のりを、新書やネットを使
って調べておくこと(９０分)　昭和初期～第二次世界大戦期の日本経済11

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

敗戦以降、日本はどのように高度経済成長を達成し
たのかに関して、新書やネットを使って調べておく
こと(９０分)

敗戦と経済復興１－統制・計画経済から市場経済へ12

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

敗戦以降、日本はどのように高度経済成長を達成し
たのかに関して、新書やネットを使って調べておく
こと(９０分)

敗戦と経済復興２－高度経済成長と産業構造の変化13

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

現代の日本経済の諸問題について、新書やネットを
使い、良く調べておくこと(９０分)経済低迷とバブル経済14

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

現代の日本経済の諸問題について、新書やネットを
使い、良く調べておくこと(９０分)今日の日本経済の課題15

講義の全体を良く振り返っておくこと(９０分)これまで授業で学んだ事の総復習をして置くこと
（９０分）

定期試験（６０分）と試験の解説
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

講義中に取ったノートを基に、よく復習しておくこ
と(９０分)

科目名称 日本経済史（S）

専門科目科目分類区分

小林大州介授業担当者（所
属・職名）

ECH122123,ECH422031（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学部・4年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小林大州介 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



創業計画書の内容が読み手
に伝わらなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
本講義は、学生が経営における専門知識を広範に活用して創業計画を作成することを目的としている。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）、（２）、（３）に対応する。

到達目標
本講義は、①事業計画の重要性を理解する。②企業（経営者）がとるべき戦略について理解する。③経営に関する専門用語についての意味や概念を理解する。以上
の３つを理解した上で、創業計画書を作成することができることを到達目標としている。

授業全体の内容と概要
本講義は、創業計画書の作成を通して、事業コンセプト、企業理念、ビジョン、ビジネスモデル、ターゲット、市場の概念、マーケティングなど、事業計画の重要
性と事業計画策定の肝を学ぶ。講義の後半は、創業計画の作成に傾注し、最終的には、ビジネスプランをプレゼンテーションしてもらい評価とする。

授業の方法
本講義の前半は、パワーポイント及び配布物資料で講義を進める。１枚のパワーポイントを掲示して、一連の解説が終了した後、一定の時間、学生がノートを書く
時間を取る。講義の後半は、アクティブラーニングを活用し、講師とディスカッションしながら、創業計画を作成してもらう。最終的には、創業計画の内容をパワ
ーポイントを使いプレゼンテーションする。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
本講義は、積極的に経営を学びたいという意欲ある学生の受講を期待する。

資格指定科目
教職課程（商業）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

創業計画書の作成に対応し
た文章表現力

創業計画書に対応したプレ
ゼンテーション力

創業計画における総合的な
実現性

創業計画書の各項目に対し
て、自分で調べた内容がわ
かりやすく書かれていた。

創業計画書の各項目に対し
て、自分で調べた内容が書
かれていた。

創業計画書の各項目に対応
する内容が書かれていた。

創業計画書の内容が最低限
、読み手に伝わた。

ビジネスプランの内容をに
ついて、身振り手振りを加
え、制限時間内に相手に伝
わる発表ができた。

ビジネスプランの内容を聞
きやすい言葉で制限時間内
に発表することができた。

ビジネスプランの内容を時
間内に発表することができ
た。

最低限、ビジネスプランの
内容を発表することができ
た。

そもそも人前で発表ができ
なかった。

オリジナリティがあり、戦
略、財務計画までもが現実
的な内容であった。

ある程度、オリジナリティ
のあるビジネスで市場性が
高かった。

既存のビジネスに追従しつ
つも、差別化戦略が明確で
あった。

既存のビジネスに追従する
内容でああった。

創業計画書が完成していな
かった。

科目名称 ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ論

専門科目科目分類区分

信濃　吉彦（経営学科・教授）、石山　
玄幸（経営学科・准教授）

授業担当者（所
属・職名）

MAN424016，MAN524018（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）石山　玄幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

北海道内各地の商工会にて、創業計画セミナーの開催や創業計画書の指導経験を活かして、
ビジネスプランにおける市場性と実現性を重視した実践的な講義を展開する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１３回以上。
創業計画をプレゼンテーションした学生。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ １００％ ０％ ０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス　シラバスの説明（講義全体の概要，講
義のやり方，評価方法など）、授業改善アンケート
結果反映の説明

必ずシラバスを読んでから，初回ガイダンスを受講
すること。（９０分）

2 起業・創業とはどういうことか？　ビジネスプラン
≒キャリアプランの意味

起業家と呼ばれる人材を事前に調べること。（９０
分）

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

創業者・起業家に関する新聞やインターネットの記
事を読むこと。（９０分）3 創業・事業計画のから何がわかるのか？　何のため

に計画を策定するのか？
講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

創業者・起業家に関する新聞やインターネットの記
事を読むこと。（９０分）

企業理念、ビジョンとは？　端的な言葉が人を動か
す4

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

創業者・起業家に関する新聞やインターネットの記
事を読むこと。（９０分）市場と顧客の概念、ターゲットとは？5

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

創業者・起業家に関する新聞やインターネットの記
事を読むこと。（９０分）ビジネスモデルと業態　どんな儲け方をするのか？6

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

創業者・起業家に関する新聞やインターネットの記
事を読むこと。（９０分）マーケティングの基本的な考え方7

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

創業者・起業家に関する新聞やインターネットの記
事を読むこと。（９０分）

マーケティング分析のフレームワーク（４Ｐ、３Ｃ
分析など）8

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

創業者・起業家に関する新聞やインターネットの記
事を読むこと。（９０分）

マーケティング分析のフレームワーク（ＳＷＯＴ分
析、ＳＴＰ分析など）9

10 プレゼンテーションの基本　伝えるではなく→伝わ
ることの重要性

創業者・起業家に関する新聞やインターネットの記
事を読むこと。（９０分）

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

ビジネスモデルを考え創業計画書を作成する。
（９０分）

自分の作成するビジネスプランを決めること。
（９０分）ビジネスプランの作成11

ビジネスモデルを考え創業計画書を作成する。
（９０分）

ビジネスモデルを考え創業計画書を作成する。
（９０分）

ビジネスプランの作成とブラッシュアップ（個別対
応）12

ビジネスモデルを考え創業計画書を作成する。
（９０分）

ビジネスモデルを考え創業計画書を作成する。
（９０分）

ビジネスプランの作成とブラッシュアップ（個別対
応）13

ビジネスモデルを考え創業計画書を作成する。
（９０分）プレゼンテーションの準備をする。（９０分）ビジネスプランのプレゼンテーション（学籍番号前

半）14

ビジネスモデルを考え創業計画書を作成する。
（９０分）プレゼンテーションの準備をする。（９０分）ビジネスプランのプレゼンテーション（学籍番号後

半）15

フィードバックを受けて自分のビジネスプランを見
直す。（９０分）プレゼンテーションの準備をする。（９０分）ビジネスプランのプレゼンテーション（残り）、講

評とフィードバック、授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

科目名称 ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ論

専門科目科目分類区分

信濃　吉彦（経営学科・教授）、石山　
玄幸（経営学科・准教授）

授業担当者（所
属・職名）

MAN424016，MAN524018（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）石山　玄幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

北海道内各地の商工会にて、創業計画セミナーの開催や創業計画書の指導経験を活かして、
ビジネスプランにおける市場性と実現性を重視した実践的な講義を展開する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 グロービズ経営大学院 ダイヤモンド社 9784478014745

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『ＭＢＡビジネスプラン』 2010年

2

3

4

5



保育の制度について基礎的
な知識を理解することがで
きなかった。

701－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
保育の意義，目的について理解する。保育に関する法令及び制度を理解する。
保育所保育指針における保育の基本について理解する。
保育の思想と歴史的変遷について学修し，現状と課題を理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（３）に対応する。

到達目標
保育の意義，制度，計画・実践（方法・内容），思想・歴史的変遷等を理解している。
保育所保育指針における保育の基本について理解している。

授業全体の内容と概要
保育の意義，目的，法令及び制度，保育の目標と方法等を体系的に学修する。
「SDG4. 質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
講義を中心とした授業を行っていく中で，実際の保育現場の事例をあげ，子どもや保護者，保育者の様子をイメージしながら，一人ひとり学生の考える場となるよ
うに授業を進めていく。質問にはその都度対応し、レポートはコメントしてフィードバックする。Microsoft Teams及びForms の諸機能を活用し、意見交換、質問、
教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

○ その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
出席を重要視するため、３０分以上の「遅刻」は、「欠席」扱いとする。
評価Ｓは履修者の１０％以内、評価ＳとＡを合わせて４０％以内となっている。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

保育の制度に関する知識・
技能（何を知っているか、
何ができるか）

思考力・判断力・表現力等
（知っていること、できる
ことをどう使うか）

主体的に取り組む態度（ど
のように関わるか）

保育の制度について基礎的
な知識を深く理解できた。

保育の制度について基礎的
な知識をおおむね理解でき
た。

保育の制度について基礎的
な知識を理解できた。

保育の制度について基礎的
な知識を多少理解できた。

歴史的変遷を踏まえた保育
の基本について十分に考察
できた。

歴史的変遷を踏まえた保育
内容の展開についておおむ
ね考察できた。

歴史的変遷を踏まえた保育
内容の展開について考察で
きた。

歴史的変遷を踏まえた保育
内容の展開について多少考
察できた。

歴史的変遷を踏まえた保育
内容の展開について考察で
きなかった。

保育の意義・目的について
理解したことをわかりやす
く説明できた。

保育の意義・目的について
理解したことをおおむね説
明できた。

保育の意義・目的について
理解したことを説明できた
。

保育の意義・目的について
理解したことを多少説明で
きた。

保育の意義・目的について
理解したことを説明できな
かった。

科目名称 保育原理

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS121068（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育施設において実務経験がある教員が，その経験をもとに保育の意義，目的，法令および
制度，思想・歴史的変遷等について実際の保育現場をイメージできるような講義を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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702－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
保育の理念と概念
授業改善アンケート結果反映の説明

シラバスを読んでおくこと（９０分）

2 子どもの最善の利益と保育 教科書を読み、学習しておくこと（９０分） 講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）

教科書を読み、学習しておくこと（９０分）3 子ども家庭福祉と保育 講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）保育の社会的役割と責任4

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）子ども家庭福祉の法体系における保育の位置付けと

関係法令5

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）子ども・子育て支援新制度6

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）保育の実施体系7

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）保育所保育指針8

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）保育所保育に関する基本原則9

10 保育における養護 教科書を読み、学習しておくこと（９０分） 講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）保育の目標、保育の内容11

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）保育の環境と方法12

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）

子どもの理解に基づく保育の過程（計画・実践・記
録・省察・ 評価・改善）と
その循環

13

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）諸外国の保育の現状と課題14

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）日本の保育の現状と課題15

解説を受け、講義全体をふりかえること（９０分）講義全体をとおして質問などを整理しておく（９０
分）

定期試験　　解説およびフィードバック
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）

科目名称 保育原理

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS121068（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育施設において実務経験がある教員が，その経験をもとに保育の意義，目的，法令および
制度，思想・歴史的変遷等について実際の保育現場をイメージできるような講義を行う。

基本情報

開講時期

1 佐伯一弥 わかば社 9784907270261

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『workで学ぶ保育原理』 ２０１９

2 厚生労働省 フレーベル館 9784577814239『保育所保育指針＜平成２９年告示＞』 ２０１７

3 厚生労働省 フレーベル館 9784577814482『保育所保育指針解説』 ２０１８

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



９回以下授業に参加し、学
習が消極的にしかできなか
った。

703－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
精神保健福祉に関する制度とサービスⅠを学び、制度の説明や具体的な活用をイメージし、他者に伝えることをする。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP（１）（２）（３）（４）に対応する。

到達目標
基礎知識をもとにして，最新の精神保健福祉の動向を自ら調べて学べるようになること。また、クライエントなどに説明できる。

授業全体の内容と概要
昨年度の「精神保健福祉に関する制度とサービスⅠ」の復習を踏まえた上で，最新の精神保健福祉に関わる動向について説明する。SDG 4.質の高い教育をみんなに
」の関連科目。

授業の方法
授業態度、単位認定に必要となる最低出席回数は，１０回以上。教科書を活用し、板書やプリントによる確認を行う予定である。障害者総合支援法の内容や社会保
障制度などの制度を説明し、プレゼンテーションの資料などを作成。質問に対して解説を行い、対応を行う予定だ。ＩＣＴ活用（双方向型授業・自主学習支援など
）。Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、質問、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

〇 模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

〇 調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

〇 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
グループワークやプレゼンテーションがあるので、積極的に授業に参加する姿勢が重要である。

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

授業に参加し、教科書や板
書、確認テストを受けてい
る。

確認テストの内容を理解し
、定期試験の成績が６０点
以上である。

「精神保健福祉に関する制
度とサービスⅠ」で学んだ
制度やサービスを説明でき
る。

１５回以上授業に参加し、
積極的に学習ができた。

１４回授業に参加し、積極
的に学習ができた。

１３回授業に参加し、積極
的に学習ができた。

１２～１０回以上授業に参
加し、積極的に学習ができ
た。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が１００～９０
点獲得できた。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が８９～８０点
以上獲得できた。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が７９～７０点
以上獲得できた。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が６９～６０点
以上獲得できた。

確認テストをある程度受け
、定期試験の成績が５９点
以下しか獲得できなかった
。

制度とサービスについて適
切に説明を行い、必要な資
料（パワーポイントやレジ
ュメ）を作成することがで
きた。

制度とサービスについて説
明を行い、必要な資料（パ
ワーポイントやレジュメ）
を作成することができた。

必要な資料（パワーポイン
トやレジュメ）を作成する
ことができた。

制度とサービスについて説
明を行うことができた。

説明を行うことができない
。

科目名称 精神保健福祉に関する

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS122047（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健福祉士として相談援助を行っていたが、実際に活用する制度やサービスを実践面に
即して授業を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
授業態度、単位認定に必要となる最低出席回数は，１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ５０％ ３０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

704－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション、シラバスの説明。授業改善ア
ンケート結果反映の説明。 事前に教科書を確認（９０分）

2 精神障害者の相談援助活動と精神保健福祉に関する
制度とサービスの理解 グループ発表の練習（９０分） グループ発表の反省（９０分）

グループ発表の練習（９０分）3 精神保健福祉法の成立までの経緯と意義，その後の
変化① グループ発表の反省（９０分）

グループ発表の反省（９０分）グループ発表の練習（９０分）精神保健福祉法の成立までの経緯と意義，その後の
変化②4

グループ発表の反省（９０分）グループ発表の練習（９０分）精神保健福祉法の概要①5

グループ発表の反省（９０分）グループ発表の練習（９０分）精神保健福祉法の概要②6

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）精神障害者等の福祉制度の概要と福祉サービス（障
害者基本法，障害者総合支援法）7

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）精神障害者等を対象とした福祉施策・事業①（医療
保険制度）8

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）精神障害者等を対象とした福祉施策・事業②（経済
的支援に関する制度）9

10 精神保健福祉領域の近年の動向①（障害者権利条約
と当事者による活動，権利擁護） 事前に教科書を確認（９０分） 板書・教科書の復習（９０分）

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）精神保健福祉領域の近年の動向②（障害年金制度と
所得保障）11

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）精神保健福祉領域の近年の動向③（アルコール健康
障害対策基本法の制定と関連施策）12

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）精神保健福祉領域の近年の動向④（更生保護制度）13

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）精神保健福祉領域の近年の動向⑤（医療観察法）14

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）まとめ15

テストの復習（９０分）事前課題の学習（９０分)確認テスト、テストの解説。授業改善アンケートの
実施。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

グループ発表の準備（９０分）

科目名称 精神保健福祉に関する

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS122047（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神保健福祉士として相談援助を行っていたが、実際に活用する制度やサービスを実践面に
即して授業を行う。

基本情報

開講時期

1 一般社団法人日本ソーシャルワ
ーク教育学校連盟

中央法規 978-4-8058-5596-6

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『精神保健福祉に関する制度とサービス』 ２０１２

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



対象の色と形を描写できな
かった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
１．身近な自然物、静物、人物、風景をよく観察し、日本画の表現に欠かせない基礎的な描写力を身に着けることができる。
２．写生から下絵、本画の制作と進め、日本画制作の基本的な手順を知ることができる。
３．水干絵の具・膠・箔・筆・絵絹などの日本画画材と用具を知り、基本的な扱い方を知ることができる。

授業の位置づけ
美術学部デザイン学科のＤＰ（１）（２）に対応する。

到達目標
１． 写生を通して対象を的確に描写することができる。
２． 写生から下絵の制作そして本画へと、日本画制作の手順を知り制作を進めることができる。
３． 日本画画材と用具についての基礎的な知識と扱い方を身につけることができる。

授業全体の内容と概要
季節の自然物、静物、人物、風景を観察し写生をする。色鉛筆で彩色する。
木枠に絵絹を貼り込む。礬水を引く。写生した対象を画面に構成する。具墨で骨描きする。膠・胡粉・水干絵の具の特徴を知り、これらを使った日本画の表現技法
の基礎を学ぶ。希望に応じて箔表現も扱う。絵絹という基底材の特性を生かして塗りを重ねる。

授業の方法
授業は、TEAMSのパワーポイント資料、または授業担当者作成のテキストによる日本画の基礎知識についての講義と、日本画の画材の扱いや表現についての実技指導
によって構成される。日本画の基礎知識を問う筆記テストを授業内で二回行う。作品の制作過程で、毎時間「創作レポート」の記入を通して、構想と知識の定着を
はかる。作品の構想段階と制作の終盤で、作品についての個人発表(プレゼンテーション）と相互講評を行う。作品完成時に提出する作者のコメントには講評を添え
、作品と共に学内に掲示する。実技では写生を重視する。希望者は戸外(大学構内）での写生を行う(フィールドワーク）。制作途中、墨を擦る、胡粉を溶く、カラ
刷毛を使ったグラデーション技法などはグループで協力して行う。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

○ フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
使用する絹枠・絵絹は各自で購入するものとする。
制作スペースと用具の関係から履修人数を２4名程度に制限する。
希望者が多い場合は、日本画Ⅰ日本画Ⅱ通年履修者を優先する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

写生力

構成力

表現力

知識

対象の色と形をよく観察し
た上で的確に描写し、筆圧
と筆勢を意識した描線で対
象の質感と量感を豊かに表
現することができた。

対象の色と形を的確に描写
し、筆圧と筆勢を意識した
描線で対象の質感と量感を
表現することができた。

対象の色と形を的確に描写
し、筆勢と筆圧を意識した
描線での表現を試みること
ができた。

対象の色と形を描写するこ
とができた。

写生を通して自らの感性に
触れた対象を選択し、作品
の主題を定め、主題に沿っ
て取材した写生を画面上に
的確に構成し、独創的な表
現を目指すことができた。

写生を通して自らの感性に
触れた対象を選択し、作品
の主題を定め、主題に沿っ
て取材した写生を画面上に
的確に構成することができ
た。

写生を通して作品の主題を
定め、主題に沿って取材し
た写生を画面上に構成する
ことができた。

取材した写生を画面上に配
置し画面構成することがで
きた。

取材した写生を画面上に構
成することができなかった
。

絵絹と水干し絵の具の特徴
、日本画の塗りの技法を熟
知し、その美しさを生かし
た独創的な表現を実現する
ことができた。

絵絹と水干し絵の具の特徴
、日本画の塗りの技法を意
識して、その美しさを生か
した独創的な表現を実現す
ることができた。

絵絹と水干し絵の具の特徴
、日本画の塗りの技法を知
り、その美しさを生かした
表現を実現することができ
た。

絵絹と水干し絵の具の特徴
、日本画の塗りの技法を知
り、表現することができた
。

絵絹と水干し絵の具の特徴
、日本画の塗りの技法を知
り、表現することができな
かった。

日本画の素材・用具の名称
と特徴、扱い方の基本、塗
りの技法など、作品制作に
必要な基礎知識を完全に習
得することができた。

日本画の素材・用具の名称
と特徴、扱い方の基本、塗
りの技法など、作品制作に
必要な基礎知識を習得する
ことができた。

日本画の素材・用具の名称
と特徴、扱い方の基本、塗
りの技法など、作品制作に
必要な基礎知識をほぼ習得
できた。

日本画の素材・用具の名称
と特徴、扱い方の基本、塗
りの技法など、作品制作に
必要な基礎知識の習得を目
指すことができた。

日本画の素材・用具の名称
と特徴、扱い方の基本、塗
りの技法など、作品制作に
必要な基礎知識を習得でき
なかった。

科目名称 日本画Ⅰ

専門科目科目分類区分

岡　惠子（デザイン学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

AEA223062（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・２年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）岡　惠子 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

日本画家としての活動経歴を有する教員が、実践に即した実習を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は２２回以上とする。
○以下の３点が期日までに提出されていること
①写生②絹本に着彩した日本画作品１点　③創作レポート
○日本画についての基礎知識を持っていること（基礎知識を問うテストを授業内で２回実施する)

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２０％ ７０％ １０％ ０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション
・「日本画とは」概説
・シラバスの説明・授業改善アンケート結果反映の

シラバスを読む（４５分）

2
掲示された先輩の作品鑑賞
・創作レポートに感想を書く
・木枠を組む、捨て糊を施す

テキスト、パワーポイント資料、創作レポートを確
認する。木枠の組み方の解説を確認する。（４５分
）

掲示してある先輩の作品を鑑賞し興味を抱いた点を
記録する。捨て糊の意味確認。感想を創作レポート
に記入する。（４５分）

テキストの用具と画材の欄を事前学習すること、写
生に必要な筆記具の準備（４５分）3 日本画の画材と用具の紹介 泥・筆・刷毛など形状、名称、用途、特徴などテキ

ストを見て復習する。（４５分）

テキストとパワーポイント資料を参照して獲得した
知識と学習の感想を創作レポートに記入する。
（４５分）

作品の主題を想定しモチーフの選択と制作の動機づ
けを行う。（４５分）モチーフ写生する①　4

絹の性質と貼り方、表現の可能性を復習する。描き
たいものを選択する。（４５分）

テキストの絵絹の欄を事前学習する。写生に必要な
筆記具の準備（４５分）

基底材としての絵絹の特性を知る
・掛け軸の鑑賞5

テキストとTEAMSのパワーポイント資料を参照して
獲得した知識と学習の感想を創作レポートに記入す
る。（４５分）

作品の主題を想定しモチーフの選択と制作の動機づ
けを行う。（４５分）

モチーフを写生する②
・絹の文化と特性を知る
・木枠に絵絹を貼る

6

湯引きの目的、礬水と礬水刷毛の役割を復習するこ
と。描きたい対象を絞り意欲を深める。（４５分）

テキストの膠と礬水の欄を事前学習する。写生に必
要な筆記具の準備（４５分）

膠、明礬、ドウサを知る
・絵絹に湯引きをする
・ドウサをひく

7

テキストとTEAMSのパワーポイント資料を参照して
獲得した知識と学習の感想を創作レポートに記入す
る。（４５分）

作品の主題を想定しモチーフの選択と制作の動機づ
けを行う。（４５分）

モチーフを写生する③
・大学構内に出て写生しよう8

基礎ドリルの復習を通して知識の定着を確認する。
（４５分）

日本画基礎知識ドリルを学習しておくこと、写生に
必要な筆記具の準備（４５分）日本画基礎知識ドリルテスト9

10 モチーフを写生する④
・大学構内に出て写生しよう

作品の主題を想定しモチーフの選択と制作の動機づ
けを行う。モチーフを選択する。（４５分）

テキストとTEAMSのパワーポイント資料を参照して
獲得した知識と学習の感想を創作レポートに記入す
る。（４５分）

墨の擦り方、保管、日本画の線描、骨描きについて
演習を通して確認する。（４５分）

墨の濃淡・線質について資料等を閲覧しイメージす
る。（４５分）

墨を知る、墨を摺る
・墨による線描模写演習11

テキストとTEAMSのパワーポイント資料を参照して
獲得した知識と学習の感想を創作レポートに記入す
る。（４５分）

墨の種類、摺り方、粉本を用いた運筆演習を通して
線描の多彩さを知る。（４５分）

①～④の写生を使って画面を構成しする
・骨描きをする12

日本画の色材の基本である胡粉の伝統的な扱い方と
美しい発色を知る。（４５分）

授業テキストの胡粉団子の作り方を事前学習する。
（４５分）

胡粉を知る
・胡粉を溶いてみる　　13

テキストとTEAMSのパワーポイント資料を参照して
獲得した知識と学習の感想を創作レポートに記入す
る。（４５分）

胡粉の原料、溶き方、塗り方と目的を復習する。資
料を確認して具引きの方法を知る。（４５分）絹に胡粉を塗る14

水干絵具の美しい溶き方を確認する。（４５分）授業テキストの水干絵具の欄を事前学習する。
（４５分）

水干絵の具を知る
・水干絵の具を美しく溶く15

テキストとTEAMSのパワーポイント資料を参照して
獲得した知識と学習の感想を創作レポートに記入す
る。（４５分）

水干絵具の美しい溶き方、表現技法を繰り返し確認
する。（４５分）

日本画の塗りの技法演習
・絵具の処理と筆の手入れ方法16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 相互鑑賞 作品の背景色と塗りの方法を決定する。（４５分）作品の相互鑑賞を通して表現の多彩さに気付き互いに技法を学び合う。（４５分）

18 絵絹作品の彩色①
・表彩色と裏彩色の違い　

TEAMS資料やテキストを確認する。背景色を想定す
る。（４５分）

テキストとTEAMSのパワーポイント資料を参照して
獲得した知識と学習の感想を創作レポートに記入す
る。（４５分）

絹の透ける性質を利用した裏箔表現を取り入れるか
想定する。（４５分）19 絵絹作品の彩色② 写生での観察をもとに水干絵具での表現を深めて行

くことを確認する。（４５分）

テキストとTEAMSのパワーポイント資料を参照して
獲得した知識と学習の感想を創作レポートに記入す
る。（４５分）

テキストやTEAMSの箔の資料を確認する。絵絹作品の彩色③
・箔を使った表現、裏箔と砂子　20

写生での観察をもとに水干絵具での表現を深めて行
くことを確認する。（４５分）絹本の彩色に必要な事前準備を行う。（４５分）絵絹作品の彩色④21

テキストとTEAMSのパワーポイント資料を参照して
獲得した知識と学習の感想を創作レポートに記入す
る。（４５分）

絹本の彩色に必要な事前準備を行う。（４５分）絵絹作品の彩色⑤22

絹本の彩色を進めて技法と進度を確認する。（４５
分）

学習内容に必要な事前準備を行う。裏装丁を工夫し
た表現を考える（４５分）絵絹作品の彩色⑥23

次週までの課題として復習テスト問題を考える。テ
キストとTEAMSのパワーポイント資料を参照して獲
得した知識と学習の感想を創作レポートに記入す

絹本の彩色に必要な事前準備を行う。（４５分）絵絹作品の彩色⑦
・絹の透け感を生かし表現を考える24

絹本の彩色を進めて技法と進度を確認する。（４５
分）作品の裏装丁を施す。（４５分）絵絹作品の彩色⑧25

26 絵絹作品の彩色⑨ 絹本の彩色に必要な事前準備を行う。（４５分）
テキストとTEAMSのパワーポイント資料を参照して
獲得した知識と学習の感想を創作レポートに記入す
る。（４５分）

復習テスト問題を集約する（４５分）"画印のデザインを考える
相互鑑賞で自作を語る準備（４５分）

画印を考える
・画印を描く27

テキストとTEAMSのパワーポイント資料を参照して
獲得した知識と学習の感想を創作レポートに記入す
る。（４５分）

絹本の彩色に必要な事前準備を行う。作品について
の乾燥を考える。（４５分）相互鑑賞28

テストの結果確認（４５分）学期末テストの為の学習（４５分）日本画基礎知識テスト
・画印を描く　29

テキストとTEAMSのパワーポイント資料を参照して
獲得した知識と学習の感想を創作レポートに記入す
る。（４５分）

作品の装丁に必要な素材や額を選択する。（４５分
）

作品完成と鑑賞
作品を額装する30

講義内容全体を振り返り自己評価表を記入する。
（４５分）

講義全体を通して質問事項をまとめておく。（４５
分）課題に対する解説・フィードバック①31

解説・フィードバックを受けて講義全体の理解を深
める。（４５分）

講義内容全体を振り返り自己評価表を記入する。
（４５分）

課題課題に対する解説・フィードバック②
授業改善アンケートの実施32

シラバスを確認し、日本画の概説と授業の流れを確
認する。（４５分）

科目名称 日本画Ⅰ

専門科目科目分類区分

岡　惠子（デザイン学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

AEA223062（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・２年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）岡　惠子 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

日本画家としての活動経歴を有する教員が、実践に即した実習を行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



国際政治の歴史的な展開を
理解し、説明することがで
きなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
国際社会の抱える諸問題の現状と歴史および国際政治を把握するための基礎的な理論を理解する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）（２）（３）に対応する。

到達目標
①国際政治の歴史的な展開を説明することができる。
②国際政治に関する理論を理解し説明することができる。
③国際政治の理論を用いて国際社会の諸問題を考察することができる。

授業全体の内容と概要
国境を越えたモノ、カネ、ヒトの自由移動の進展に伴い、今日、世界の国々はますます相互に依存し合うようになっています。この授業では、国家や国際機関など
の各政治主体が、国際紛争、貧困、環境破壊といった世界的な問題にどのように対応しているのかについて、歴史的な経緯を踏まえつつ、国際政治の理論をもとに
考察します。　
「SDG1.貧困をなくそう」、「SDG10.人や国の不平等をなくそう」、「SDG16.平和と公正をすべての人に」の関連授業

授業の方法
授業は講義形式で行う。書き込み式のレジュメを配布して補足の説明を行う。
書き込む内容は板書またはパワーポイントで示す。
教科書を使用しないので講義をしっかり聴いてメモをとること。
毎回の感想・質問等を記入するリアクションペーパーを配布し、次回授業時にフィードバックを行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業中の私語、スマホの使用は厳禁。受講マナーを守ること。
正当な理由のない２０分以上の遅刻は欠席とみなす。遅刻３回で欠席１回とみなす。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

国際政治の歴史的な展開を
説明することができる。

国際政治に関する理論を理
解し説明することができる
。

国際政治の理論を用いて国
際社会の諸問題を考察する
ことができる。

国際政治の歴史的な展開を
正確に理解し、的確に説明
することができた。

国際政治の歴史的な展開を
ほぼ正確に理解し、的確に
説明することができた。

国際政治の歴史的な展開を
理解し、説明することがで
きた。

国際政治の歴史的な展開を
概ね理解し、説明すること
ができた。

国際政治に関する基礎的な
理論を正確に理解し、的確
に説明することができた。

国際政治に関する基礎的な
理論をほぼ正確に理解し、
的確に説明することができ
た。

国際政治に関する基礎的な
理論を理解し、説明するこ
とができた。

国際政治に関する基礎的な
理論を概ね理解し、説明す
ることができた。

国際政治に関する基礎的な
理論を理解し、説明するこ
とができなかった。

国際政治の理論を用いて国
際社会の諸問題を考察し、
自分の考えを的確に説明す
ることができた。

国際政治の理論を用いて国
際社会の諸問題を考察し、
自分の考えを概ね説明する
ことができた。

国際社会の諸問題を考察し
、自分の考えを説明するこ
とができた。

国際社会の諸問題を考察し
、自分の考えを概ね説明す
ることができた。

国際社会の諸問題を考察し
、自分の考えを説明するこ
とができなかったた。

科目名称 国際政治論（M）

専門科目科目分類区分

後藤　啓倫　（社会福祉学科・専任講師
）

授業担当者（所
属・職名）

POL123133，POL422050（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 未定

単位数 2 (単位認定責任者： ）後藤　啓倫 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバス及び授業改善アンケート結果反映の説明 シラバスを読んでおくこと（９０分）

2 国際政治の成り立ち 授業で示したキーワードを調べる（９０分） 配布プリントの整理・再読（９０分）

授業で示したキーワードを調べる（９０分）3 第一次世界大戦 配布プリントの整理・再読（９０分）

配布プリントの整理・再読（９０分）授業で示したキーワードを調べる（９０分）第二次世界大戦―ヨーロッパ4

配布プリントの整理・再読（９０分）授業で示したキーワードを調べる（９０分）第二次世界大戦―アジア5

配布プリントの整理・再読（９０分）授業で示したキーワードを調べる（９０分）冷戦の成立と展開6

配布プリントの整理・再読（９０分）授業で示したキーワードを調べる（９０分）冷戦後の国際政治7

配布プリントの整理・再読（９０分）授業で示したキーワードを調べる（９０分）リアリズム8

配布プリントの整理・再読（９０分）授業で示したキーワードを調べる（９０分）リベラリズム9

10 コンストラクティビスム 授業で示したキーワードを調べる（９０分） 配布プリントの整理・再読（９０分）

配布プリントの整理・再読（９０分）授業で示したキーワードを調べる（９０分）世界システム論11

配布プリントの整理・再読（９０分）授業で示したキーワードを調べる（９０分）グローバリズム12

配布プリントの整理・再読（９０分）授業で示したキーワードを調べる（９０分）ヨーロッパの国際情勢13

配布プリントの整理・再読（９０分）授業で示したキーワードを調べる（９０分）東アジアの国際情勢14

配布プリントの整理・再読（９０分）授業で示したキーワードを調べる（９０分）授業のまとめ15

試験のふり返り（９０分）試験の準備（９０分）定期試験（試験６０分＋解説３０分）
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布プリントの整理・再読（９０分）

科目名称 国際政治論（M）

専門科目科目分類区分

後藤　啓倫　（社会福祉学科・専任講師
）

授業担当者（所
属・職名）

POL123133，POL422050（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 未定

単位数 2 (単位認定責任者： ）後藤　啓倫 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 なし。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 適宜紹介する。

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



国際政治の歴史的な展開を
理解し、説明することがで
きなかった。
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評価項目

概要

履修目標
国際社会の抱える諸問題の現状と歴史および国際政治を把握するための基礎的な理論を理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（２）（３）に対応する。

到達目標
①国際政治の歴史的な展開を説明することができる。
②国際政治に関する理論を理解し説明することができる。
③国際政治の理論を用いて国際社会の諸問題を考察することができる。

授業全体の内容と概要
国境を越えたモノ、カネ、ヒトの自由移動の進展に伴い、今日、世界の国々はますます相互に依存し合うようになっています。この授業では、国家や国際機関など
の各政治主体が、国際紛争、貧困、環境破壊といった世界的な問題にどのように対応しているのかについて、歴史的な経緯を踏まえつつ、国際政治の理論をもとに
考察します。　
「SDG1.貧困をなくそう」、「SDG10.人や国の不平等をなくそう」、「SDG16.平和と公正をすべての人に」の関連授業

授業の方法
授業は講義形式で行う。書き込み式のレジュメを配布して補足の説明を行う。
書き込む内容は板書またはパワーポイントで示す。
教科書を使用しないので講義をしっかり聴いてメモをとること。
毎回の感想・質問等を記入するリアクションペーパーを配布し、次回授業時にフィードバックを行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業中の私語、スマホの使用は厳禁。受講マナーを守ること。
正当な理由のない２０分以上の遅刻は欠席とみなす。遅刻３回で欠席１回とみなす。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

国際政治の歴史的な展開を
説明することができる。

国際政治に関する理論を理
解し説明することができる
。

国際政治の理論を用いて国
際社会の諸問題を考察する
ことができる。

国際政治の歴史的な展開を
正確に理解し、的確に説明
することができた。

国際政治の歴史的な展開を
ほぼ正確に理解し、的確に
説明することができた。

国際政治の歴史的な展開を
理解し、説明することがで
きた。

国際政治の歴史的な展開を
概ね理解し、説明すること
ができた。

国際政治に関する基礎的な
理論を正確に理解し、的確
に説明することができた。

国際政治に関する基礎的な
理論をほぼ正確に理解し、
的確に説明することができ
た。

国際政治に関する基礎的な
理論を理解し、説明するこ
とができた。

国際政治に関する基礎的な
理論を概ね理解し、説明す
ることができた。

国際政治に関する基礎的な
理論を理解し、説明するこ
とができなかった。

国際政治の理論を用いて国
際社会の諸問題を考察し、
自分の考えを的確に説明す
ることができた。

国際政治の理論を用いて国
際社会の諸問題を考察し、
自分の考えを概ね説明する
ことができた。

国際社会の諸問題を考察し
、自分の考えを説明するこ
とができた。

国際社会の諸問題を考察し
、自分の考えを概ね説明す
ることができた。

国際社会の諸問題を考察し
、自分の考えを説明するこ
とができなかったた。

科目名称 国際政治論（S）

専門科目科目分類区分

後藤　啓倫　（社会福祉学科・専任講師
）

授業担当者（所
属・職名）

POL123133，POL422050（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 未定

単位数 2 (単位認定責任者： ）後藤　啓倫 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバス及び授業改善アンケート結果反映の説明 シラバスを読んでおくこと（９０分）

2 国際政治の成り立ち 授業で示したキーワードを調べる（９０分） 配布プリントの整理・再読（９０分）

授業で示したキーワードを調べる（９０分）3 第一次世界大戦 配布プリントの整理・再読（９０分）

配布プリントの整理・再読（９０分）授業で示したキーワードを調べる（９０分）第二次世界大戦―ヨーロッパ4

配布プリントの整理・再読（９０分）授業で示したキーワードを調べる（９０分）第二次世界大戦―アジア5

配布プリントの整理・再読（９０分）授業で示したキーワードを調べる（９０分）冷戦の成立と展開6

配布プリントの整理・再読（９０分）授業で示したキーワードを調べる（９０分）冷戦後の国際政治7

配布プリントの整理・再読（９０分）授業で示したキーワードを調べる（９０分）リアリズム8

配布プリントの整理・再読（９０分）授業で示したキーワードを調べる（９０分）リベラリズム9

10 コンストラクティビスム 授業で示したキーワードを調べる（９０分） 配布プリントの整理・再読（９０分）

配布プリントの整理・再読（９０分）授業で示したキーワードを調べる（９０分）世界システム論11

配布プリントの整理・再読（９０分）授業で示したキーワードを調べる（９０分）グローバリズム12

配布プリントの整理・再読（９０分）授業で示したキーワードを調べる（９０分）ヨーロッパの国際情勢13

配布プリントの整理・再読（９０分）授業で示したキーワードを調べる（９０分）東アジアの国際情勢14

配布プリントの整理・再読（９０分）授業で示したキーワードを調べる（９０分）授業のまとめ15

試験のふり返り（９０分）試験の準備（９０分）定期試験（試験６０分＋解説３０分）
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布プリントの整理・再読（９０分）

科目名称 国際政治論（S）

専門科目科目分類区分

後藤　啓倫　（社会福祉学科・専任講師
）

授業担当者（所
属・職名）

POL123133，POL422050（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 未定

単位数 2 (単位認定責任者： ）後藤　啓倫 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 なし。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 適宜紹介する。

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



講義内容を理解しておらず
、みずからの考え方も確立
していなかった。
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評価項目

概要

履修目標
過去のビジネス倫理や具体例を踏まえながら、間接体験（感動）や創造的思索を通して、自他の心の支えとなりうるような確固たるビジネスの倫理観を形成するこ
とができる。また、これからの時代に必要な新たなビジネス倫理を探究する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）、（４）、（５）に対応する。

到達目標
仕事の基盤となるべきビジネス倫理や、未来社会のあるべき姿を構築する。

授業全体の内容と概要
過去のビジネス倫理や教師自身の考えを紹介しながら、学生自身が主体的にみずからのビジネス倫理感を形成していく。そのためには、学生自身がみずから主体的
に考え、かつ積極的に授業に参加することが欠かせない。
「SDG1．貧困をなくそう」、「SDG2．飢餓をなくそう」、「SDG８．働きがいも経済成長も」、「SDG１０．人や国の不平等をなくそう」、「SDG１２．つくる責任　
つかう責任」、「SDG１４．海の豊かさを守ろう」、「SDG１５．陸の豊かさをも守ろう」、「SDG１６．平和と公正をすべての人に」の関連授業

授業の方法
講義。対話、発表、ディベート、グループワーク、ディスカッションなどによるアクティブラーニング。適宜、平常点を付与する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
講義中はスマホ等の電源を必ずOFFにし、机の上に置かないこと。置いている場合は、講義終了まで預かる。授業に関係のない私語禁止。座席を指定することもあり
うる。遅刻は一回につき一点減点。居眠り厳禁。レポートの採点基準は、「どれだけ講義の内容を理解し、自分のものにしているか」ということ。自分自身との対
話を通し、自分のことばで語ることが重要。講義で扱っていない内容や自分の考えばかりを書いても合格点に達することはできない。コピペは１００％単位認定さ
れない。最後に、全体的感想や自分の意見をつけ加えるとよりよい。レポートは、原稿用紙換算５枚以上(２千字以上)。文字数を明記する。書式は問わない。
公欠や特別な事由で欠席した場合、課題を提出しなければ、授業回数に反映されないことに留意。最終レポートの提出期限は、第１３回の講義当日。一日遅れるご
とに１点減点となる。学務課に成績票を提出した後は受領できない。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

レポート

発表

ディベート、グループワー
ク

講義内容を十分理解し、み
ずからの考え方も十分確立
できた。

講義内容をかなり理解し、
みずからの考え方もかなり
確立できた。

講義内容をそれなりに理解
し、みずからの考え方もそ
れなりに確立できた。

講義内容を理解しようと努
め、みずからの考え方も確
立しようと努めた。

発表回数が１０回以上あっ
た。

発表回数が７回以上あった
。

発表回数が５回以上あった
。

発表回数が３回以上あった
。

発表回数が３回未満だった
。

ディベートやグループワー
クなどで中心的に発表した
。

ディベートやグループワー
クなどで積極的に発表した
。

ディベートやグループワー
クなどでそれなりにに発表
した。

ディベートやグループワー
クなどで発表しようと努め
た。

ディベートやグループワー
クなどに消極的であった。

科目名称 ﾋﾞｼﾞﾈｽ倫理

専門科目科目分類区分

遠藤　均（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

PHE422019，PHE522021（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）遠藤　均 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は、１１回以上.。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ４２％ ０％ ０％ １０％ ４８％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス、シラバスの説明
授業改善アンケート結果を反映の説明
ビジネス倫理とは？

シラバスをよく読む（９０分）

2 SDGSとはなにか　② 第１回講義の復習と第２回講義の復習（９０分） 第２回講義の復習（９０分）

第２回講義の復習と第３回講義の復習（９０分）3 物質的価値中心主義と利己主義の終着駅　①　
市場原理主義と弱肉強食の論理 第３回講義の復習（９０分）

第４回講義の復習（９０分）第３回講義の復習と第４回講義の復習（９０分）物質的価値中心主義と利己主義の終着駅　②
企業の論理と人類の幸福4

第５回講義の復習（９０分）第４回講義の復習と第５回講義の復習（９０分）物質的価値中心主義と利己主義の終着駅　③　
限度をこえた利己主義5

第６回講義の復習（９０分）第５回講義の復習と第６回講義の復習（９０分）物質的価値中心主義と利己主義の終着駅④　
拝金主義のジレンマ6

第７回講義の復習（９０分）第６回講義の復習と第７回講義の復習（９０分）物質的価値中心主義と利己主義の終着駅⑤　
豊かさとはなにか7

第８回講義の復習（９０分）第７回講義の復習と第８回講義の復習（９０分）企業の社会的責任（ＣＳＲ）①　安全性の哲学　Ⅰ
　足尾銅山鉱毒事件 １8

第９回講義の復習（９０分）第８回講義の復習と第９回講義の復習（９０分）企業の社会的責任（ＣＳＲ）②　安全性の哲学　Ⅱ
　足尾銅山鉱毒事件 ２9

10 企業の社会的責任（ＣＳＲ）③　安全性の哲学　Ⅲ
　水俣病事件 １ 第９回講義の復習と第１０回講義の復習（９０分）第１０回講義の復習（９０分）

第１１回講義の復習（９０分）第１０回講義の復習と第１１回講義の復習（９０分
）

企業の社会的責任（ＣＳＲ）④　安全性の哲学　Ⅳ
　水俣病事件 ２　　11

第１２回講義の復習（９０分）第１１回講義の復習と第１２回講義の復習（９０分
）

企業の社会的責任（ＣＳＲ）⑤　安全性の哲学　Ⅴ
　薬害サリドマイド事件，薬害スモン事件12

第１３回講義の復習（９０分）第１２回講義の復習と第１３回講義の復習（９０分
）

企業の社会的責任（ＣＳＲ）⑥　安全性の哲学　Ⅵ
　薬害エイズ事件13

第１４回講義の復習（９０分）第１３回講義の復習と第１４回講義の復習（９０分
）

企業の社会的責任（ＣＳＲ）⑦　安全性の哲学　Ⅶ
　福島原発事故について14

第１５回講義の復習（９０分）第１４回講義の復習と第１５回講義の復習（９０分
）

企業の社会的責任（ＣＳＲ）⑧　安全性の哲学　Ⅷ
　
安全性の要件，確証と反証の非対称性，因果関係，

15

第１６回講義の復習（９０分）第１５回講義の復習と第１６回講義の復習（９０分
）

課題(レポート)に対するフィードバック
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

第１回講義の復習（９０分）

科目名称 ﾋﾞｼﾞﾈｽ倫理

専門科目科目分類区分

遠藤　均（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

PHE422019，PHE522021（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）遠藤　均 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



社会変化と福祉制度変遷を
関係付けることができなか
った。

713－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
①社会福祉の原理をめぐる思想・哲学と理論を理解する。
②社会福祉の歴史的展開の過程と社会福祉の理論を踏まえ、欧米との比較によって日本の社会福祉の特性を理解する。
③社会問題と社会構造の関係の視点から、現代の社会問題について理解する。
④福祉政策を捉える基本的な視点としての概念や理念を理解する。
　　

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（２）（３）に対応する。

到達目標
①社会福祉士と精神保健福祉士に必要な基礎的な知識を身につけることができる。
②社会変化と福祉制度の変遷（変わること）の関連を説明できるようになる。
③「公平な社会」を「共生社会」と関連づけることができる。

授業全体の内容と概要
①福祉を学ぶための基盤となる考え方や基礎知識を学ぶ。
②福祉サービスをソーシャル・サービス、福祉政策をソーシャル・ポリシー（社会政策）と福祉を幅広く捉えるようになった背景（要因・理由）とその内容（考え
方・概念）を学ぶ。　
　「SDG３．すべての人に健康と福祉を」の関連授業。　　

授業の方法
①授業のポイントを記したレジュメ（プリント）を配布する。
②開始5～10分は、前回の復習を口頭試問形式で行う。その後は，パワーポイントを使用し、配布済みレジュメに従い空き行間に重要・理解できた事項をメモする形
の講義形式をとる。理解度の確認のため随時問いかけをさせてもらう。質問には随時対応する。
③復習を兼ねて、授業中のメモと教科書などを参考にノートにまとめることを推奨する。
④中間試験（論述）を採点後返す際、解答の仕方など個別に指導する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
社会保障や相談援助の基盤と専門職など，他の授業との関わりに注意する。
授業中の積極性は，授業終了時に名前を呼んでの出席確認を行うことで判定する。
遅刻３回で欠席１回とみなす。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程，精神保健福祉士国家試験受験資格課程，保育士養成課程，スクール（学校）ソーシャルワーカー資格課程，子育て支援ソーシャ
ルワーカー資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

社会福祉の歴史について

社会福祉の理論（哲学，思
想を含む）について

ソーシャル・ポリシー（福
祉政策）について

社会変化と福祉制度変遷の
背景を知識として身に付け
、今後の福祉制度の在り方
を自己の考えとして表現で
きた。

社会変化と福祉制度変遷の
背景を基礎知識として（質
問への回答，試験の論述，
など）に使用することがで
きた。

社会変化と福祉制度変遷を
関連付けて説明することが
できた。

社会変化と福祉制度変遷を
関係付けることができた。

公平性と効率性がどの様に
重要なのかを理解できた。

社会福祉の論点が何かを把
握することができた。

理論の基盤となる用語の意
味を理解できた。

社会福祉の基礎となる考え
方を理解できた。

社会福祉の基礎となる考え
方を理解できなかった。

幅広い概念のソーシャル・
ポリシーを用いる理由を説
明することができた。

ソーシャル・ポリシーの目
的と公平な社会の実現の関
連を説明することができた
。

ソーシャル・ポリシーにお
いて公平性が重要な理由を
説明することができた。

ソーシャル・ポリシーの概
要を理解できた。

ソーシャルポリシーの概要
を理解できなかった。

科目名称 社会福祉の原理と政策

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学部・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS121017（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川　俊哉 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。
積極的な授業参加（発言する，質問する，回答する，メモを取る，など）を平常点とする。
論述の中間試験と定期試験、平常点の総計で単位認定を行う。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ０％ ０％ ２５％ ２５％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
その他、個別案件に対しては要相談



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

714－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション（授業改善アンケート結果につ
いて，シラバスの説明を含む）と社会福祉の原理に
ついて（自助として市場の論理と所得再分配を含

シラバスの読み込みと市場原理を調べてくる（９０
分）

2 社会福祉の歴史について（社会変化と福祉制度変遷
の関係性）

教科書を読み本授業のイメージを持てるようる
（９０分）
（90分）

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）

教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）3 社会福祉の歴史について（欧米の社会福祉の歴史的

展開） 用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

社会福祉の歴史について（日本の社会福祉の歴史的
展開）4

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

社会福祉の思想・哲学について （人間の尊厳、社
会正義などを含む）5

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

社会福祉の理論について（基本的な考え方について
）6

今回のノートをまとめるとともに中間試験のため見
直しを行う（９０分）

教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

社会福祉の論点について（効率と公平、リバタリア
ン・パターナリズムなどを含む）7

自身の解答を振り返る　　（９０分）中間試験の準備をする　　（９０分）前半のまとめと中間小試験8

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

社会福祉の対象とニーズについて（demandsとneeds
の違いと変遷を含む）9

10 現代社会の課題について（人口減少、少子高齢化な
どを含む）

教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分） 用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

現代社会の課題背景について（社会構造・情勢の変
化を含む）11

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

福祉政策の基本的視点について（福祉レジームを含
む）12

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

ソーシャル・ポリシーと福祉政策（1）－社会政策
のなかの福祉政策13

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

ソーシャル・ポリシーと福祉政策（2）－福祉政策
の体系14

定期試験に向け自身のノートの最終チェックを行う
　（９０分）　　　

これまでの授業を振り返り，福祉において公平がな
ぜ重要かを考えてくる　（９０分）

まとめとして、現代社会の課題と福祉政策の変遷に
ついての確認
授業改善アンケートの実施

15

現代社会と福祉Ⅱの授業に向けて、試験の振り返り
（９０分）定期試験の準備をする（９０分）定期試験（６０分の試験終了後、試験のポイントを

解説）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）

科目名称 社会福祉の原理と政策

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学部・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS121017（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川　俊哉 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 一般社団法人 日本ソーシャルワ
ーク教育学校連盟

中央法規出版 9784805882344

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新・社会福祉士養成講座・精神保健福祉士養
成講座　４　社会福祉の原理と政策』

2021

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



保育者の役割及び倫理性に
ついて理解できなかった。

715－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
以下の４つを授業の目的とする。
１．保育者の役割と倫理について理解する。
２．保育士の制度的な位置づけを理解し、その専門性について考察する。
３．保育者の連携・協働について理解する。
４．保育者の資質向上とキャリア形成について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（３）に対応する。

到達目標
１．保育者の役割・倫理，協働，専門職的成長について理解したことを説明する。
２．保育士の制度的な位置づけ，専門性について理解したことを説明する。

授業全体の内容と概要
保育者の役割、倫理、協働、専門職的成長及び保育士の制度的な位置づけ、専門性について体系的に学修する。
「ＳＤＧ４. 質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
授業は、板書とプレゼンテーションソフトを活用しながら講義形式で行う。
Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換や教材配付等を行う。
レポートに関してもコメントしてフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

○ ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
レポートの内容・提出方法及び平常点の評価は加点方式とし、授業時間に説明する。
遅刻した場合、授業へは参加できるが２０分以上の遅刻は欠席扱いとするので注意すること。
評価Ｓは履修者の１０％以内、評価ＳとＡを合わせて４０％以内となっている。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

保育者の役割に関する知識
・技能（何を知っているか
、何ができるか）

保育士の専門性に関する思
考力・判断力・表現力等（
知っていること、できるこ
とをどう使うか）

主体的に取り組む態度（ど
のように関わるか）

保育者の役割及び倫理性に
ついて深く理解できた。

保育者の役割及び倫理性に
ついておおむね理解できた
。

保育者の役割及び倫理性に
ついて理解できた。

保育者の役割及び倫理性に
ついてやや理解できた。

保育士の専門性について深
く考察できた。

保育士の専門性についてお
おむね考察できた。

保育士の専門性について考
察できた。

保育士の専門性についてや
や考察できた。

保育士の専門性について考
察することができなかった
。

専門職としての役割・倫理
・協働について理解したこ
とをわかりやすく説明でき
た。

専門職としての役割・倫理
・協働について理解したこ
とをおおむね説明できた。

専門職としての役割・倫理
・協働について理解したこ
とを説明できた。

専門職としての役割・倫理
・協働について理解したこ
とをやや説明できた。

専門職としての役割・倫理
・協働について理解したこ
とを説明できなかった。

科目名称 保育者論

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS121072（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場における実務経験を活かし、保育士の専門性を体系的に講義する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ２０％ ０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明 指定した教科書を事前に読むこと（９０分）。

2 保育者の役割・職務内容と倫理 教科書の専門用語の意味を理解しておく（９０分）
。 ２回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。

教科書の専門用語の意味を理解しておく（９０分）
。3 児童福祉法における保育士の定義 授業終了時に示す課題レポートを作成する（９０分

）。

４回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。教科書の専門用語の意味を理解しておく（９０分）
。保育士の資格・要件4

５回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。教科書の専門用語の意味を理解しておく（９０分）
。欠格事由、信用失墜行為及び秘密義務保持等5

６回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。教科書の専門用語の意味を理解しておく（９０分）
。保育士の資質・能力6

７回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。教科書の専門用語の意味を理解しておく（９０分）
。養護及び教育の一体的展開7

授業終了時に示す課題レポートを作成する（９０分
）。

教科書の専門用語の意味を理解しておく（９０分）
。家庭との連携と保護者に対する支援8

９回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。教科書の専門用語の意味を理解しておく（９０分）
。計画に基づく保育の実践と省察・評価9

10 保育の質の向上 教科書の専門用語の意味を理解しておく（９０分）
。

１０回目の授業で理解した点を整理する（９０分）
。

１１回目の授業で理解した点を整理する（９０分）
。

教科書の専門用語の意味を理解しておく（９０分）
。保育における職員間の連携・協働11

１２回目の授業で理解した点を整理する（９０分）
。

教科書の専門用語の意味を理解しておく（９０分）
。専門職間及び専門機関との連携・協働12

１３回目の授業で理解した点を整理する（９０分）
。

教科書の専門用語の意味を理解しておく（９０分）
。地域における自治体や関係機関等との連携・協働13

授業終了時に示す課題レポートを作成する（９０分
）。

教科書の専門用語の意味を理解しておく（９０分）
。資質向上に関する組織的取組14

授業の目的の達成度を自己評価する（９０分）。これまでの授業で学んだ事を整理しておく（９０分
）。

保育者の専門性の向上とキャリア形成の意義
組織とリーダーシップ　まとめ15

験、課題の解説に基づき復習し整理する(９０分)。15回の講義内容を振り返り復習する(９０分)。
定期試験６０分。試験終了後に解説を行う
提出されたレポートの総合評価をフィードバックと
授業改善アンケートの実施

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

１回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。

科目名称 保育者論

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS121072（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場における実務経験を活かし、保育士の専門性を体系的に講義する。

基本情報

開講時期

1 厚生労働省 フレーベル館 9784577814239

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『保育所保育指針＜平成29年告示＞』 ２０１７

2 厚生労働省 フレーベル館 9784577814482『保育所保育指針解説』 ２０１８

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



見学に不参加またはレポー
トが提出できなかった。
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評価項目

概要

履修目標
インテリアデザインは，建築の専門科目のなかでも，自分の生活からみて身近な対象である。自分の部屋の設えはその基本であるからだ。しかし，その見聞には限
界がある。学生はインテリアデザインに関する知識を豊富に習得すること，また人間の生活行動やそれぞれの機能，人それぞれの身体状況に対しどのような計画が
必要かを認識し理解することを習得する。

授業の位置づけ
建築学科のＤＰ（２）（５）に対応する。

到達目標
一にセンスアップ，二にセンスアップ，三に優しい心を育むことができる。

授業全体の内容と概要
実務と現物に触れることによって，インテリアデザインの現状を把握する。また，内部空間，野外家具（ストリートファニチャー），店舗ファサードなどについて
解説する。それらの空間計画と思想を学ぶと共に，実際の製作を通して発想とプレゼンテーションのトレーニングを行う。

授業の方法
前半は，講義によるインテリアデザインの計画的側面を中心にPPを用いて解説をおこなう。受講時に授業ノート（演習1）をとり授業終了後提出，演習2は自宅学習
課題として次週の開始時に提出し，コメントを記したものを後日返却する。後半は，インテリア関係メーカーのショールームの見学（フィールドワーク）を行い，
商品や実作に触れインテリアデザインの実態を経験し，そこから得た知見をレポートとしてまとめる。レポート提出後，講評を記述して返却する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

○ フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
出席して，講義を聴かなければ意味がない。旅行，外出の際は，スケール・カメラまたはクロッキーブックを所持し，参考になるものを記録する。ショールームな
どの視察と調査後は，各自のテーマについての研修事項をレポートとして提出する。作品は模型による提出とする。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

ショールームの見学を通じ
本物を見て触ってみること
から優れたデザインからセ
ンスを磨く。

インテリアデザインに関す
る知識を豊富に修得する。

人間の生活行動やそれぞれ
の機能，人それぞれの身体
状況に対しどのような計画
が必要かを認識し理解する
。

レポートがすべて提出され
見学から多くの示唆を受け
たことが判断できた。

レポートがすべて提出され
見学から示唆を受けたこと
が判断できた。

レポートがすべて提出され
見学からおおかた示唆を受
けたことが判断できた。

レポートがすべて提出でき
た。

対象インテリアとそれ以外
の視点からグローバルに捉
えた成果が演習から確認で
きた。

インテリアを複数の視点で
捉えたことが作成された演
習から確認できた。

インテリアをひとつのテー
マや視点で捉えた演習を作
成できた。

演習を作成し提出できた。 演習が提出されなかったた
め，知識を修得したことが
確認することができなかっ
た。

十分に条件を理解し優れた
表現の課題を作成すること
ができた。

条件を理解し優れた表現の
課題をが作成することがで
きた。

条件を理解した課題を作成
することができた。

条件理解に多少の問題があ
るが課題を作成することが
できた。

課題を作成することができ
なかった。

科目名称 ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝⅡ（A）

専門科目科目分類区分

安藤　淳一（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS123223，HLS322051（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・２年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）安藤　淳一 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
原則毎回出席すること(最低出席回数１０回以上)，授業内で行う演習評価点（平常点　授業成果）と見学会レポートが単位認定（成績評価）の過半を占めるので，
授業欠席や演習未提出は不合格に直結する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ４０％ １５％ ０％ ４５％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス　シラバスの説明，授業改善アンケート
結果反映の説明，インテリアデザインで学ぶこと シラバス事前確認（90分）

2 人間工学　家具への応用 予習（教科書確認）（90分） 演習2作成（90分）

予習（教科書確認）（90分）3 人間工学　行動・動作 演習2作成（90分）

演習2作成（90分）予習（教科書確認）（90分）光と色4

演習2作成（90分）予習（教科書確認）（90分）内装材・塗装5

演習2作成（90分）予習（教科書確認）（90分）構法と納まり6

演習2作成（90分）予習（教科書確認）（90分）家具デザイン7

演習2作成（90分）予習（教科書確認）（90分）建具・金物8

模型作成（90分）予習（教科書確認）（90分）ショールーム見学会の説明と模型課題出題9

10 見学会１　家具メーカー　ショールーム 見学場所と道具の確認
（90分） レポート作成（90分）

レポート作成（90分）見学場所と道具の確認
（90分）見学会２　テキスタイルメーカー　ショールーム11

レポート作成（90分）見学場所と道具の確認
（90分）見学会３　住宅総合メーカー　ショールーム12

レポート作成（90分）見学場所と道具の確認
（90分）見学会４　家具卸会社　ショールーム13

レポート作成（90分）見学場所と道具の確認
（90分）見学会５　住宅設備メーカー　工場14

発表内容の振返り（90分）発表準備（90分）模型課題　提出・発表15

総評の振返り（90分）提出作品の最終確認（90分）総評（提出課題・レポートの確認と講評）
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業内容の確認（90分）

科目名称 ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝⅡ（A）

専門科目科目分類区分

安藤　淳一（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS123223，HLS322051（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・２年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）安藤　淳一 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『適宜配布』

2

3

4

5



授業中着席するものの課題
や作業をしていなかった。
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評価項目

概要

履修目標
クラフトを課題として、実際にデザインを制作する過程で、木材を主とした素材を体験し、作る楽しさと、それを生活の中で利用する喜びを知る。同時に美と用途
を兼備する器物「工芸」に対する理解度を深めることができる。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（１）（３）（５）に対応する。

到達目標
使える物を丁寧に作る。ノミ、鉋、ノコの使い方（手工具の使い方）を身につける。

授業全体の内容と概要
木工の工作機械と工具、道具類の使い方を知り、作業手順の大切さと作業後の片付けの大切さを知る。あわせて、刃物の危険性を学ぶ。

授業の方法
実際に作業を見せて説明し、実技を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
作品の制作が長期にわたるため、制作途中に欠席すると次の作業が不可能になる。途中で欠席すると、作品が完成しないので注意すること。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

手工具の使い方、授業態度

木材への知識、理解

木工作業への展開、安全

授業事前事後の学習はもと
より、授業中の積極的な取
り組み、模範的な授業態度
であった。

授業事前事後の学習がなさ
れている。授業中の課題や
取り組みをこなしている。
また、理解を深めるため真
剣に取り組んでいた。

授業中の課題や作業をこな
している。また、理解を深
めるため内容を真剣に聞い
ていた。

授業中の課題や作業をこな
していた。

授業内容を越える学習を積
極的におこない理解度を深
めていた。

授業内容をほぼすべて理解
していた。

授業内容の概ねを理解して
いた。

最低限の授業内容を理解し
ていた。

授業内容を理解できていな
かった。

授業内容にとどまらず、問
題点と課題を発展させ、よ
り良い提案ができ、安全な
作業を展開できた。

授業内容をほぼすべて理解
し、安全な作業を展開でき
た。

授業内容の概ねを理解し、
安全な作業を展開できた。

授業内容の一部から安全な
作業の展開を見つけていた
。

授業内容を理解できていな
いため、安全な作業を展開
することができなかった。

科目名称 工芸実習Ⅲ（島田）

専門科目科目分類区分

島田　晶夫（デザイン学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

AEA223074（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・２年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）島田　晶夫 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

木工作家としての活動経験を有する教員が、その経験を活かして実践に即した実習を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、２０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ８０％ ０％ ０％ ２０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、研究室、非常勤講師室などで対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

720－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバス及び授業改善アンケート結果反映の説明
授業説明　第一課題「象嵌」

シラバスを読んでおくこと、象嵌作業とは何かを理
解しておく。（4５分）

2 第一課題　制作①　デザインする 前回までの確認を済ませておく（10分） 制作状況の確認。（1５分）

完成までの計画を立てる事。（４５分）3 第一課題　制作②　デザインを基に象嵌作業をする 制作状況の確認。（1５分）

制作状況の確認。（４５分）完成までの計画を立てる事。（４５分）第一課題　制作③　デザインを基に象嵌作業をする4

説明を受けたことの確認（10分）完成までの計画を立てる事。（４５分）第一課題　制作④　デザインを基に象嵌作業をする5

制作状況の確認。（４５分）完成までの計画を立てる事。（４５分）第一課題　制作⑤　デザインを基に象嵌作業をする6

制作状況の確認。（４５分）完成までの計画を立てる事。（４５分）第一課題　制作⑥　デザインを基に象嵌作業をする7

制作状況の確認。（４５分）完成までの計画を立てる事。（４５分）第一課題　制作⑦　象嵌作業を終わらせる8

制作したものについての自分なりの感想を
考えておく（30分）完成までの計画を立てる事。（４５分）第一課題　塗装　完成させる9

10 第一課題　品評会 制作したものについての自分なりの感想を
考えておく（10分） 指摘事項を確認すること。（４５分）

説明を受けたことの確認（10分）「三本脚」とは何かを調べておく。（４５分）授業説明　第二課題「三本脚スツール」11

加工作業の計画遂行状況の把握。（４５分）前回の説明の確認をしておくこと（15分）第二課題　授業説明続き、計画を立てる12

加工作業の計画遂行状況の把握。（４５分）加工作業の計画を立てる事。（４５分）第二課題　加工①　各自の進度によって加工を進め
る13

加工作業の計画遂行状況の把握。（４５分）加工作業の計画を立てる事。（４５分）第二課題　加工②　各自の進度によって加工を進め
る14

加工作業の計画遂行状況の把握。（４５分）加工作業の計画を立てる事。（４５分）第二課題　加工③　各自の進度によって加工を進め
る15

加工作業の計画遂行状況の把握。（４５分）加工作業の計画を立てる事。（４５分）第二課題　加工④　各自の進度によって加工を進め
る16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 第二課題　加工⑤　各自の進度によって加工を進め
る 加工作業の計画を立てる事。（４５分） 加工作業の計画遂行状況の把握。（４５分）

18 第二課題　加工⑥　各自の進度によって加工を進め
る 加工作業の計画を立てる事。（４５分） 加工作業の計画遂行状況の把握。（４５分）

加工作業の計画を立てる事。（４５分）19 第二課題　加工①　各自の進度によって加工を進め
る 加工作業の計画遂行状況の把握。（４５分）

加工作業の計画遂行状況の把握。（４５分）加工作業の計画を立てる事。（４５分）第二課題　加工⑦　各自の進度によって加工を進め
る20

加工作業の計画遂行状況の把握。（４５分）加工作業の計画を立てる事。（４５分）第二課題　加工⑧　各自の進度によって加工を進め
る21

加工作業の計画遂行状況の把握。（４５分）加工作業の計画を立てる事。（４５分）第二課題　加工⑨　各自の進度によって加工を進め
る22

終了までの見通しの確認と把握をしておく（45分）加工作業の終了の見通しを立てる。（４５分）第二課題　加工⑩　大まかな加工をすべて終わらせ
る23

作業の遅れがないようにする。（４５分）終了までの見通しの確認と把握をしておく（45分）第二課題　加工を終了させ、細部の確認をしておく24

終了までの見通しの確認と把握をしておく（45分）作業の準備をしておく。（４５分）第二課題　細部手直し、組み立て①25

26 第二課題　細部手直し、組み立て② 前回の説明の確認をしておく（30分） 組み立て技術を理解しておく。（４５分）

作業の遅れがないようにする。（４５分）作業の準備をしておく。（４５分）第二課題　細部手直し、組み立て③27

組み立て技術を理解しておく。（４５分）作業の準備をしておく。（４５分）第二課題　細部手直し、組み立て④28

作業の遅れがないようにする。（４５分）作業の準備をしておく。（４５分）第二課題　細部手直し、組み立て⑤29

完成へ向けた準備を行っておく。（４５分）作業の準備をしておく。（４５分）第二課題　塗装、完成30

質問と感想を自分で確認しておくこと（45分）全体を通しての質問事項を整理する。（４５分）第二課題　解説
授業改善アンケートの実施31

指摘事項を確認すること。（４５分）自分の質問と感想を整理しておくこと（45分）第二課題　フィードバック32

説明を受けたことの確認（10分）

科目名称 工芸実習Ⅲ（島田）

専門科目科目分類区分

島田　晶夫（デザイン学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

AEA223074（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・２年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）島田　晶夫 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

木工作家としての活動経験を有する教員が、その経験を活かして実践に即した実習を行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



授業中の課題、作業をして
いない。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
日常の中にある「うつわ」をテーマにした陶芸制作を通じ、「陶器」という素材における表現方法と知識、技術を深めることで、美術表現の幅を広げる。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（1）（5）に対応する。

到達目標
陶芸の知識・技法の理解を目標とする。その上で豊かな発想をもって新しく活動を展開する力を身につけることができる。

授業全体の内容と概要
２年次での工芸実習の内容をふまえ，これまでの実習の応用と新しい技術の習得を目指し，電動ろくろでの成形技術の実習を中心に進める。「土ねり」「装飾」｢絵
付け｣「釉掛け」「窯詰め」「窯焚き」なども，作品の制作過程に沿ってより深く学ぶ。それと同時に全国の焼き物，各窯業地などの特色なども学ぶ。

授業の方法
課題作品の説明、実演ののちに各自練習。講師の示す期間内に課題作品提出し作品批評をおこなう。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
課題提出期限は厳守。遅刻，欠席の無いよう注意すること。課題作品の提出を課す。課題作品の説明，提出の方法は授業時間に指示する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

陶芸における関心、意欲及
び授業態度

陶芸の知識

陶芸技法の習得度

授業事前事後の学習は、授
業中に積極的な質問を行い
、作業など模範的な授業態
度が出来た。

授業事前事後の学習がなさ
れている。授業中の課題、
作業をこなしている。また
、理解を深めるため真剣に
作業に取り組んだ。

授業中の課題、作業をこな
している。また、理解を深
めるため真剣に作業に取り
組んだ。

授業中の課題、作業をこな
した。

授業内容を超える陶芸の知
識を積極的に学び理解を深
めた。

授業内容における陶芸の知
識をほぼ理解した。

授業内容における陶芸の知
識をおおむね理解し
た。

授業内容における陶芸の知
識を最低限理解した。

授業内容における陶芸の知
識を理解できていない。

課題作品に必要な技法を習
得し課題を完成させる。そ
して、より高難度技法の課
題に取り組りくんだ。

課題作品に必要な技法をほ
ぼ習得し課題を完成させた
。

課題作品に必要な技法をお
おむね習得し課題を完成さ
せた。

課題作品に必要な技法を最
低限習得し課題課題を完成
させた。

課題を完成できない。

科目名称 工芸実習Ⅲ（中島知）

専門科目科目分類区分

中島　知之（デザイン学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

AEA223074（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階 非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）中島　知之 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

作家活動の中で培った陶芸制作技法、経験を学生により分かりやすく伝える。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
課題提出期限は厳守。遅刻，欠席の無いよう注意すること。課題作品の提出を課す。課題作品の説明，提出の方法は授業時間に指示する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ５０％ ０％ ０％ ５０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバス説明・授業改善アンケート結果反映の説明 シラバスを読んでおくこと（４５分）

2 基本的な陶芸の知識と制作の説明
土ねり指導（荒ねり，菊ねり）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）3 電動ろくろによる作品制作

カップ（電動ろくろによる粘土成型）
各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

電動ろくろによる作品制作
カップ（電動ろくろによる粘土成型）4

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

電動ろくろによる作品制作
カップ（電動ろくろによる粘土成型，装飾，仕上げ
）

5

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分））

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

電動ろくろによる作品制作
カップ（電動ろくろによる粘土成型，装飾，仕上げ
）

6

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

電動ろくろによる作品制作
カップ（装飾，仕上げ）7

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

電動ろくろによる作品制作
カップ（装飾，仕上げ）8

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）釉がけ，窯詰め，電気窯による焼成9

10 釉がけ，窯詰め，電気窯による焼成 作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

電動ろくろによる作品制作
茶碗（電動ろくろによる粘土成型，装飾，仕上げ）11

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

電動ろくろによる作品制作
茶碗（電動ろくろによる粘土成型，装飾，仕上げ）12

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

電動ろくろによる作品制作
茶碗（電動ろくろによる装飾，仕上げ）13

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

電動ろくろによる作品制作
茶碗（電動ろくろによる装飾，仕上げ）14

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

電動ろくろによる作品制作　皿（装飾，仕上げ）
釉がけ，窯詰め，電気窯による焼成15

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

電動ろくろによる作品制作　皿（装飾，仕上げ）
釉がけ，窯詰め，電気窯による焼成16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 電動ろくろによる作品制作　皿（装飾，仕上げ）
釉がけ，窯詰め，電気窯による焼成

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

18 電動ろくろによる作品制作　皿（装飾，仕上げ）
釉がけ，窯詰め，電気窯による焼成

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）19 電動ろくろによる作品制作

花器（電動ろくろによる粘土成型）
各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

電動ろくろによる作品制作
花器（電動ろくろによる粘土成型）20

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

電動ろくろによる作品制作
花器（電動ろくろによる粘土成型，装飾，仕上げ）21

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

電動ろくろによる作品制作
花器（電動ろくろによる粘土成型，装飾，仕上げ）22

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

電動ろくろによる作品制作
花器（電動ろくろによる粘土成型，装飾，仕上げ）23

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

電動ろくろによる作品制作
花器（電動ろくろによる粘土成型，装飾，仕上げ）24

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

電動ろくろによる作品制作
花器（電動ろくろによる粘土成型，装飾，仕上げ）25

26 電動ろくろによる作品制作
花器（電動ろくろによる粘土成型，装飾，仕上げ）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

電動ろくろによる作品制作
花器（装飾，釉がけ，焼成）27

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

電動ろくろによる作品制作
花器（装飾，釉がけ，焼成）28

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）釉がけ，窯詰め，電気窯による焼成29

各自で制作作業について振り返る（４５分）作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）釉がけ，窯詰め，電気窯による焼成30

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

人の作品を観て自分の作品との違い等についてイメ
ージしておく（４５分）課題作品の批評会31

講義全体をふりかえり，まとめを行うこと（４５分
）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

課題作品の批評会・まとめ・解説・授業改善アンケ
ートの実施32

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

科目名称 工芸実習Ⅲ（中島知）

専門科目科目分類区分

中島　知之（デザイン学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

AEA223074（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階 非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）中島　知之 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

作家活動の中で培った陶芸制作技法、経験を学生により分かりやすく伝える。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



発想が枯渇して、デザイン
が進まなかった。具現化出
来る案がデザインできなか
った。

723－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
課題に対し、適正な発想展開しデザインする事、安全で効率良い制作作業,作品の説明までを一つの作品制作として行う。それぞれのプロセスの質を高めるよう努め
る。また素材知識を身につける事と段取りをして効率の良い進め方をする。

授業の位置づけ
デザイン学科のDP (1) (2) (5) に対応する。

到達目標
ガラスの素材知識を得る事とガラス工芸の手法を理解する。作品を具現化する為の発想展開が出来る。安全確保し、効率よく作業が行える。作品を明確に説明でき
る。

授業全体の内容と概要
コールドガラス（ステンドグラス・キルンワーク）のテクニック、素材等の理解と作品の製作。ホットガラス（バーナーワーク・吹きガラス）による作品製作

授業の方法
講師による技術指導での製作実習

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
安全を確保し、怪我に十分注意し作業する事。作業要点のメモを取る事。
成績を主に作品で評価するため、必ず作品提出する事。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

発想力及びデザイン展開

作品制作のプランニング及
び理解

技術の習得

作品説明の表現

テーマに対し、ユニークな
発想、デザイン展開がスム
ーズに行えた。

テーマに対し、発想の独自
性、デザイン展開の整合性
が取れている。

修正を行い制作可能なデザ
インができた。

スケジュール内にデザイン
を決められた。

作業の目的と要点を把握し
,効率良く作業出来た。テ
ーマに対し明快に答えた。

作業の目的と要点を把握し
,効率良く作業出来た。

テーマに相応しい形態に仕
上げられた。

スケジュール内に作品が完
成した。

スケジュール内に作品が完
成しなかった。

高温で熔けたガラスを難な
く、余裕を持って扱えた。
形を意図してコントロール
できた。

高温で熔けたガラスをそこ
そこ安定して扱えた。形を
成形できた。

高温で熔けたガラスをなん
とか扱うことができた。僅
かに歪み有る形に制作でき
た。

高温で熔けたガラスの扱い
ではミスはありつつも堪え
られた。歪んだ形ができた
。

高温で熔けたガラスを扱え
なかった。要点を体現出来
なかった。

作品説明を的確な言葉使い
でできた。形と説明が合致
していた。質問に明快に返
答できた。

テーマ、コンセプトが理解
出来る作品説明ができた。

質問をやりとりして、テー
マ、コンセプトが理解出来
る作品説明ができた。

作品と制作意図に整合性が
弱い。

テーマに対応した説明がで
きなかった。

科目名称 工芸実習Ⅲ（楠本）

専門科目科目分類区分

楠本　祐弘(デザイン学科・非常勤講師)授業担当者（所
属・職名）

AEA223074（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科･３年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）楠本　祐弘 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

ガラス工芸家と
しての活動

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

複数の技法を扱う制作活動経験を活かし、技法、発想力･デザインの指導を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
出席数２０回以上及び作品提出にて評価する。発想・作業・完成度・作品説明を考慮して評価。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ９０% ０％ ０％ １０%

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

724－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明･技法説明を行う。 シラバスを読んでおくこと。（４５分）

2 コールドガラス（ステンドグラス技法によるサンキ
ャッチャー等の製作） アイデアの素材収集する。（４５分) メモを取り要点整理。（４５分）

アイデア、素材の収集（45分）3 コールドガラス（ステンドグラス技法によるサンキ
ャッチャー等の製作）-2 作業の準備（45分）

メモを取り要点整理。（４５分）作業の段取りをする。（４５分）コールドガラス（ステンドグラス技法によるサンキ
ャッチャー等の製作）-34

アイデアの素材収集する。（４５分アイデアの素材収集する。（４５分)コールドガラス（ステンドグラス技法によるサンキ
ャッチャー等の製作）-45

メモを取り要点整理。（４５分）作業の段取りをする。（４５分）コールドガラス（ステンドグラス技法によるサンキ
ャッチャー等の製作）-56

作業の準備（45分）アイデアの素材収集する。（４５分)コールドガラス（フュージングによる小物、小皿の
製作）7

メモを取り要点整理。（４５分）作業の段取りをする。（４５分）コールドガラス（フュージングによる小物、小皿の
製作）-28

作業の準備（45分）アイデアの素材収集する。（４５分）コールドガラス（フュージングによる小物、小皿の
製作）-39

10 コールドガラス（フュージングによる小物、小皿の
製作）-4 作業の段取りをする。（４５分） メモを取り要点整理。（４５分）

作業の準備（45分）アイデアの素材収集する。（４５分）コールドガラス（フュージングによる小物、小皿の
製作）-511

メモを取り要点整理。（４５分）作業の段取りをする。（４５分）コールドガラス（フュージングによる小物、小皿の
製作）-612

作業の準備（45分）アイデアの素材収集する。（４５分）コールドガラス（フュージングによる小物、小皿の
製作）-713

メモを取り要点整理。（４５分）作業の段取りをする。（４５分）コールドガラス（フュージングによる小物、小皿の
製作）-814

作業の準備（45分）アイデアの素材収集する。（４５分）コールドガラス（フュージングによる小物、小皿の
製作）-915

作業の準備（45分）アイデアの素材収集する。（４５分）ホットガラス（バーナーワーク等）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 ホットガラス（バーナーワーク等）-2 作業の段取りをする。（４５分） メモを取り要点整理。（４５分）

18 ホットガラス（吹きガラス）　ガラスの取り扱い 作業の段取りをする。（４５分） メモを取り要点整理。（４５分）

アイデアの素材収集する。（４５分）19 ホットガラス（吹きガラス）　ガラスのオブジェ メモを取り要点整理。（４５分）

メモを取り要点整理。（４５分）アイデアの素材収集する。（４５分）ホットガラス（吹きガラス）グラス等製作実習20

メモを取り要点整理。（４５分）アイデアの素材収集する。（４５分）ホットガラス（吹きガラス）グラス等製作実習21

作業の準備（45分）アイデアの素材収集する。（４５分）コールドガラス（パート・ド・ヴェールによる立体
物の製作）22

製作手順の確認作業の段取りをする。（４５分）コールドガラス（パート・ド・ヴェールによる立体
物の製作）-223

製作手順の確認作業の段取りをする。（４５分）コールドガラス（パート・ド・ヴェールによる立体
物の製作）-324

製作手順の確認作業の段取りをする。（４５分）コールドガラス（パート・ド・ヴェールによる立体
物の製作）-425

26 コールドガラス（パート・ド・ヴェールによる立体
物の製作）-5 作業の段取りをする。（４５分） 製作手順の確認

製作手順の確認作業の段取りをする。（４５分）コールドガラス（パート・ド・ヴェールによる立体
物の製作）-627

製作手順の確認作業の段取りをする。（４５分）[コールドガラス（パート・ド・ヴェールによる立
体物の製作）-728

アイデアの素材収集する。（４５分）アイデアの素材収集する。（４５分）ホットガラス（吹きガラス）器等の製作
サンドブラストを使用しての装飾29

アイデアの素材収集する。（４５分）アイデアの素材収集する。（４５分）ホットガラス（吹きガラス）器等の製作
サンドブラストを使用しての装飾-230

メモを取り要点整理。（４５分）アイデアの素材収集する。（４５分）ホットガラス（吹きガラス）器等の製作
サンドブラストを使用しての装飾-331

メモを取り要点整理。（４５分）プレゼンテーション案（４５分）講評会
「授業改善アンケートの実施」32

アイデアの素材収集する。（４５分）

科目名称 工芸実習Ⅲ（楠本）

専門科目科目分類区分

楠本　祐弘(デザイン学科・非常勤講師)授業担当者（所
属・職名）

AEA223074（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科･３年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）楠本　祐弘 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

ガラス工芸家と
しての活動

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

複数の技法を扱う制作活動経験を活かし、技法、発想力･デザインの指導を行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



授業内容を理解できていな
い。

725－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
「まちづくり」という言葉は広く使われているが、その意味・内容や成果についての受け止め方は一様ではない。本講では、住民自治をベースに地域経営をいかに
展開・確立するかという観点から、改めてまちづくりの概念、今日的意義と課題、成功要因等を理解するとともに、自らの関わり方についても考究する。

授業の位置づけ
経営学科のDP(１)(２)(３)(４)(５)に対応する。

到達目標
「まちづくり」への知識や興味・関心が高まり、周りにある様々なまちづくり活動の特徴や成否に関する分析的視点・評価尺度が身につくとともに、今後、一住民
として、あるいは自治体職員等として、自ら積極的姿勢をもって企画、参画することができる。

授業全体の内容と概要
「まちづくり」とは、誰が、何を、どうすることなのか。また、成功とはどんな状態を指し、到達するための条件・ポイントは何か。さらに、リーダーやメンバー
に求められる心構えや行動とは･･･。こうした疑問や問題意識を念頭に、道内外の実際例をていねいに分析・検討する中から、その答えを見出してゆく。

授業の方法
講義、グループワーク、レポート作成などを併用する。講義は、まちづくりの理論的側面を概説した上で、個別のまちづくりに関する経過資料やビデオを活用する
など事例を中心に進める。グループワークでは、まちづくり文献・資料等から、成功要因や学ぶべき事柄等を討議、発表し合う（５回程度）。レポート作成を数多
く求めるが（７回程度）、グループワークやレポートへのコメントは、質問や要望事項に対する回答も含めて、次週にフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
私語厳禁。メモやノートをしっかりとる。遅刻の取り扱いは、授業開始時に説明。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　まちづくり
の意義・概念・成功条件へ
の知識・理解

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　まちづ
くりへの関心・意欲および
授業態度

　　　　　　具体的な市町
村等を対象に、地域特性や
課題を踏まえたまちづくり
プランを構想・提言

授業内容を超える知識・情
報を積極的に勉強・収集し
、理解度を高めている。

授業内容をほぼ全て理解し
ている。

授業内容を概ね理解してい
る。

最低限の授業内容を理解し
ている。

事前事後の学習はもとより
、授業中積極的に質問、発
言するなど模範的な授業態
度である。

事前事後の学習がなされて
ている。授業中の課題や板
書をこなしている。また、
理解を深めるため真剣に聴
いている。

授業中の課題や板書をこな
している。また、理解を深
めるため内容を真剣に聴い
ている。

授業中の課題や板書をこな
している。

授業中、着席するものの課
題や板書に取り組んでいな
い。

問題意識が鮮明で、内容も
具体性に富み、魅力に溢れ
ている。

問題意識が鮮明で、内容も
具体的、魅力的である。

問題意識が鮮明で、内容も
具体的でわかりやすい。

内容に一定の具体性がある
。

問題意識が不鮮明で、内容
も具体性や魅力に欠けてい
る。

科目名称 まちづくり論

専門科目科目分類区分

松本　懿（経営学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

SOC423044，SOC523043（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）松本　懿 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

民間シンクタンクでの勤務（２３年）や北海道地域づくりアドバイザー（３５年）としての
実務経験をもとに、まちづくりの考え方、あり方を具体的・実践的に説明する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ３０％ １０％ ０％ ０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス～シラバスを中心に説明（本講の目的・
内容・意義、進め方、試験・評価方法、遅刻の取り
扱い、受講上の留意点、授業改善アンケート結果の

シラバスによく目を通しておく(９０分)

2
まちづくりへのアプローチ(１)　基礎理解（その概
念、今日的意義・課題、担い手、新しい公共、参加
・協働など）

事前配布「米百俵」を読んでおく（９０分） 授業内容に関するノートを整理する（９０分）

事前配布「旭川買物公園「を読んでおく（９０分）3
まちづくりへのアプローチ(２)　構想・計画（まち
の構成要素、その点検、計画・ルールなど）　事例
研究①＜旭川市＞

授業内容に関するノートを整理する（９０分）

授業内容に関するレポートを作成する（９０分）事前配布「長井市レインボープラン」を読んでおく
（９０分）

まちづくりへのアプローチ(３)　実践に向けて（そ
の準備、基本手順、留意点）　事例研究②＜山形県
長井市＞

4

授業内容に関するレポートを作成する（９０分）過疎地域の今日的状況、課題を考察しておく（９０
分）

まちづくりの事例研究③　過疎を逆手にとる＜鹿児
島県鹿屋市やねだん集落＞5

授業内容に関するレポートを作成する（９０分）事前配布「飯田市リンゴ並木」を読んでおく（９０
分）

まちづくりの事例研究④　まちの美化・環境改善へ
の挑戦＜長野県飯田市＞6

授業内容に関するノートを整理する（９０分）事前配布「内子町の町並み保存」を読んでおく
（９０分）

まちづくりの事例研究⑤　まちの歴史、町並みを活
かす＜愛媛県内子町＞7

授業内容に関するノートを整理する（９０分）事前配布「柳川の堀割」を読んでおく（９０分）まちづくりの事例研究⑥　美しい水環境を再生する
＜福岡県柳川市＞8

ゲスト講話の内容に関するレポート作成（９０分）北広島市についての資料・データ・情報にアクセス
する（９０分）

ゲスト講話「自治体職員とまちづくり」＜北広島市
の職員を予定＞9

10 まちづくりの事例研究⑦　障がい者が働く・輝く＜
スワンベーカリー＞

事前配布「スワンベーカリー」を読んでおく（９０
分）

障がい者が働きやすい地域社会や職場を考えてみる
（９０分）

授業内容に関するノートを整理する（９０分）事前配布「病児保育のフローレンス」を読んでおく
（９０分）

まちづくりの事例研究⑧　安心・安全な子育て環境
を創る＜東京都NPOフローレンス＞11

出身地の商店街の現状、課題を検討・整理してみる
（９０分）

事前配布「東和銀座商店街」を読んでおく（９０分
）

まちづくりの事例研究⑨　商店街の再生・活性化＜
東京都足立区東和銀座商店街＞12

身近な高齢者に生きがいやまちのあり方を聞く
（９０分）

事前配布「上勝町の葉っぱビジネス」を読んでおく
（９０分）

まちづくりの事例研究⑩　高齢者の生きがい・働き
がい創造＜徳島県上勝町＞13

授業内容に関するノートを整理する（９０分）配付資料からレポート「YOSAKOIの特徴・成功要因
」を作成（９０分）

まちづくりの事例研究⑪　若者によるまちづくりイ
ベント・活性化＜札幌市YOSAKOIソーラン祭り＞14

「まちづくり論」のノート、資料の整理（９０分）課題「北広島市への提言」をまとめておく（９０分
）

まとめ　①課題「北広島市のまちづくりへの提言」
発表・提出　②総括講義「まちづくりの要諦」　③
「授業改善アンケート」

15

定期試験及び解説を受けて、本講全体の理解を深め
る（９０分）定期試験の準備（９０分）「定期試験」(６０分)及び解説(３０分)16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業内容に関連した「作文」を作成(９０分)

科目名称 まちづくり論

専門科目科目分類区分

松本　懿（経営学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

SOC423044，SOC523043（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）松本　懿 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

民間シンクタンクでの勤務（２３年）や北海道地域づくりアドバイザー（３５年）としての
実務経験をもとに、まちづくりの考え方、あり方を具体的・実践的に説明する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
①福祉政策を捉える基本的な視点として、生活上のニーズと福祉政策の過程を結び付けて理解する。
②福祉政策の動向と課題を踏まえた上で、関連施策や包括的支援について理解する。
③福祉サービスの供給と利用の過程について理解する。
④福祉政策の国際比較の視点から、日本の福祉政策の特性について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（２）（３）に対応する。

到達目標
①社会福祉士と精神保健福祉士に必要な基礎的な理論について理解することができる。
②ソーシャル・ポリシー（社会政策）が元来の福祉政策のみならず、直接福祉を目的としない政策（所得政策、雇用政策、住宅政策、教育政策など）を含む意義と
目的を理解することができる。
③福祉の市場化の意義と目的を理解することができる。
④主要国の福祉制度の外観を理解し、今後の我が国のソーシャル・ポリシーの方向性を考えることができる。

授業全体の内容と概要
①「社会福祉の原理と政策Ⅰ」を踏まえて、ソーシャル・サービスの構成要素と供給主体を学ぶ。
②福祉の市場化について、その内容と背景を学ぶ。
③福祉を直接の目的としない個々のソーシャル・ポリシー及び相談援助活動との関連を学ぶことから、福祉における「公平と効率」の意義を学ぶ。
「SDG３．すべての人に健康と福祉を」の関連授業。

授業の方法
①授業のポイントを記したレジュメ（プリント）を配布する。
②開始5～10分は、前回の復習を口頭試問形式で行う。その後は、パワーポイントを使用し、配布済みレジュメに従い空き行間に重要・理解できた事項をメモする形
の講義形式をとる。理解度の確認のため随時問いかけをさせてもらう。質問には随時対応する。
③復習を兼ねて、授業中のメモと教科書などを参考にノートにまとめることを推奨する。
④中間試験（論述）を採点後返す際、解答の仕方など個別に指導する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
「社会福祉の原理と政策Ⅰ」を踏まえ、社会保障や相談援助の基盤と専門職など、他の授業との関わりに注意する。
授業中の積極性は、授業終了時に名前を呼んでの出席確認を行うことで判定する。
遅刻３回で欠席１回とみなす。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程、精神保健福祉士国家試験受験資格課程、保育士養成課程、スクール（学校）ソーシャルワーカー資格課程、子育て支援ソーシャ
ルワーカー資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

直接福祉を目的としないソ
ーシャル・ポリシー

福祉の市場化

今後のソーシャル・ポリシ
ーの方向性

ソーシャル・ポリシーの概
念とソーシャル・サービス
の概念との範囲の違いに気
付くことができた。

ソーシャル・ポリシーとソ
ーシャル・サービスの関連
を理解できた。

ソーシャル・ポリシーが直
接福祉を目的としない政策
を含む背景を理解できた。

直接福祉を目的としない個
々のソーシャル・ポリシー
の意義と目的を理解できた
。

福祉における公平と効率の
関係を説明することができ
た。

福祉における効率化の必要
性を説明することができた
。

福祉の市場化の背景と目的
を理解することができた。

福祉の市場化の内容を理解
できた。

福祉の市場化の内容を理解
できなかった。

公平と効率を念頭に自らの
福祉観を表現することがで
きた。

自らの福祉観を持つことが
できた。

社会変化の方向性とソーシ
ャル・ポリシーの方向性を
整合的に説明することがで
きた。

論理的に今後のソーシャル
・ポリシーの方向性を説明
することができた。

今後のソーシャル・ポリシ
ーの方向性を説明すること
ができなかった。

科目名称 社会福祉の原理と政策

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学部・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS121018（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川　俊哉 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１０回以上。
積極的な授業参加（発言する、質問する、回答する、メモを取る、など）を平常点とする。
論述の中間試験と定期試験、平常点の総計で単位認定を行う。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ０％ ０％ ２５％ ２５％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
その他、個別案件に対しては要相談
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション（授業改善アンケート結果につ
いて，シラバスの説明を含む）とソーシャル・サー
ビスにおけるニーズについて（把握方法、種類と内

シラバスの読み込みと市場原理を調べてくる（９０
分）

2 ソーシャル・サービスにおける社会資源について（
種類とその特徴，新たな構築など）

教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分） 用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）

教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）3 福祉政策の構成要素について（福祉の基礎構造，措

置制度から契約方式へなど） 用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

福祉政策の過程について（福祉のPDCAサイクル、福
祉計画、実施方法と手段など）4

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

福祉政策の動向と課題について（地域包括ケアシス
テムなど）5

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

直接福祉を目的としない政策（保健医療政策および
防災・災害時避難政策）6

今回のノートをまとめるとともに中間試験のため見
直しを行う（９０分）

教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）直接福祉を目的としない政策（権利擁護政策）7

自身の解答を振り返る　　（９０分）中間試験の準備をする　　（９０分）前半のまとめと中間小試験8

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

直接福祉を目的としない政策（所得政策および雇用
政策）9

10 直接福祉を目的としない政策（住宅政策および教育
政策）

教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分） 用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

ソーシャル・サービスの供給部門について（福祉の
多元化を含む）11

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

ソーシャル・サービスの供給過程について（福祉行
財政、市場化などを含む）12

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

ソーシャル・サービスの利用主体と援助方法につい
て（対人援助とコミュニティを含む）13

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）教科書を読み本授業のイメージを持てるようにする
（９０分）

ソーシャル・サービス及びソーシャル・ポリシーの
国際比較と時事および今後の課題について14

定期試験に向け自身のノートの最終チェックを行う
　（９０分）　　　

これまでの授業を振り返り，福祉において公平がな
ぜ重要かを考えてくる　（９０分）

まとめとして，ソーシャル・ポリシーにおける公平
と効率およびソーシャル・ポリシーの全体像の確認
授業改善アンケート実施

15

現代社会と福祉Ⅱの授業に向けて、試験の振り返り
（９０分）定期試験の準備をする（９０分）定期試験（６０分の試験終了後、試験のポイントを

解説）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）

科目名称 社会福祉の原理と政策

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学部・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS121018（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川　俊哉 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 一般社団法人日本ソーシャルワ
ーク教育学校連盟

中央法規出版 9784805882344

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新・社会福祉士養成講座・精神保健福祉士養
成講座　４　社会福祉の原理と政策』

2021

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



漫画の構成・特徴について
知ることができなかった。

729－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
漫画の構成・特徴についての理解を深める。
漫画を描くために必要な道具の使い方を理解し、基礎技術を習得する。
漫画の仕組みを理解した上で、漫画での表現方法を身につける。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（１）（３）（５）に対応する。

到達目標
漫画の構成・特徴について知る。
漫画を描くために必要な道具の使い方を理解する。
漫画の仕組みを理解し、表現方法を学ぶ。

授業全体の内容と概要
漫画とはなにか、その本質について考え、漫画の定義を知り、実際に漫画を描く。また、漫画を描くための基本的な技法（アナログ表現）を学ぶ。漫画の形式に沿
って課題に取り組み、発表する。

授業の方法
授業は板書・パワーポイント・資料配布・実演等の方法で説明する。プロジェクター使用。授業後にデジタル資料はTeamｓに保存するので振り返り可能。漫画を描
くための道具（アナログ）を使用する。漫画を描くための基本的な技法の課題がある。課題は授業内で実践し、授業後に練習して提出する。漫画を作成するときは
段階ごとに個別に対応する。課題は添削、講評にてフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

○ フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
必要な漫画道具を購入すること。
授業開始から３０分間で学習内容の説明を行うので遅刻しないこと。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

漫画の構成・特徴について
の理解を深める。

漫画を描くために必要な道
具の使い方を理解し、基礎
技術を習得する。

漫画の仕組みを理解した上
で、漫画での表現方法を身
につける。

漫画の構成・特徴について
理解を深め、作品に活かす
ことができた。

漫画の構成・特徴について
理解を深めることができた
。

漫画の構成・特徴について
理解を深めることに努めた
。

漫画の構成・特徴について
知ることができた。

漫画を描くために必要な道
具の使い方を理解し、基礎
技術を習得し、磨くことが
できた。

漫画を描くために必要な道
具の使い方を理解し、基礎
技術を習得した。

漫画を描くために必要な道
具の使い方を理解し、基礎
技術の習得に努めた。

漫画を描くために必要な道
具の使い方を理解した。

漫画を描くために必要な道
具の使い方を理解できなか
った。

漫画の仕組みを理解した上
で、漫画での独自の表現方
法を身につけることができ
た。

漫画の仕組みを理解した上
で、漫画での表現方法を身
につけることができた。

漫画の仕組みを理解した上
で、表現方法を身につける
ことに努めた。

漫画の仕組みを理解し、表
現方法を学ぶことができた
。

漫画の仕組みを理解し、表
現方法を学ぶことができな
かった。

科目名称 漫画Ⅰ

専門科目科目分類区分

三上　いずみ（デザイン学科・専任講師
）

授業担当者（所
属・職名）

AEA222064（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）三上　いずみ CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

漫画家として出版経験のある教員がその経験を活かして漫画の描き方を指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
最低出席回数２０回以上。
課題を期日までに提出すること。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ５０％ ０％ ５０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

730－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
授業改善アンケート結果反映の説明
シラバスの説明
漫画道具の説明

シラバスを読んでおくこと（４５分）

2 自己紹介イラスト　下描き 学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分） 各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）3 自己紹介イラスト　完成 各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）自己紹介イラスト　冊子作成・発表4

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）つけペン5

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）顔を描く6

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）カケアミ7

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）全身を描く8

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）効果線9

10 背景 学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分） 各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）漫画の構成・特徴・形式について11

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）１ページ漫画（エッセイ）　ネーム12

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）１ページ漫画（エッセイ）　下描き13

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）１ページ漫画（エッセイ）　ペン入れ14

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）１ページ漫画（エッセイ）　スクリーントーン15

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）１ページ漫画（エッセイ）　仕上げ16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 １ページ漫画（フィクション）　ネーム 学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分） 各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

18 １ページ漫画（フィクション）　下描き 学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分） 各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）19 １ページ漫画（フィクション）　ペン入れ 各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）１ページ漫画（フィクション）　仕上げ20

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）２ページ漫画　ネーム21

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）２ページ漫画　下描き22

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）２ページ漫画　ペン入れ23

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）２ページ漫画　仕上げ24

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）ストーリー漫画　プロット①25

26 ストーリー漫画　プロット② 学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分） 各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）ストーリー漫画冒頭３ページ　ネーム①27

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）ストーリー漫画冒頭３ページ　ネーム②28

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）ストーリー漫画冒頭３ページ　ネーム③29

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）ストーリー漫画冒頭３ページ　ネーム④30

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）製本・発表・鑑賞31

講義全体をふりかえり、まとめを行うこと（４５分
）学習内容に沿って事前準備を行うこと（４５分）講評

授業改善アンケートの実施32

必要な道具を準備する。（４５分）

科目名称 漫画Ⅰ

専門科目科目分類区分

三上　いずみ（デザイン学科・専任講師
）

授業担当者（所
属・職名）

AEA222064（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）三上　いずみ CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

漫画家として出版経験のある教員がその経験を活かして漫画の描き方を指導する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



資金調達の手法の理解が不
足していた。

731－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
コーポレートファイナンス論の中心的なテーマである、①企業価値を最大化にする資金調達（負債・株主資本）、②最適資本構成や配当政策について理解を深め、
企業経営者としての戦略的な意思決定の能力を養う。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（３）に対応する。

到達目標
企業価値最大化のための財務手段について理解し、ケース分析ならびに代替案作成の能力を有する。

授業全体の内容と概要
テーマの説明を行い、練習問題を解きながら講義を進めていく。また時事問題についても解説を行い、学生から意見を発言してもらう。

授業の方法
毎回プリントを配布し、講義内容のコーポレートファイナンスにおける位置づけを説明し、本題に入る。また双方向授業を活用して、学生から意見を発言してもら
う。講義の最後にミニテストを実施する。ミニテスト、試験などの解説のフィードバックを実施する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
正当な理由のない遅刻・途中退席は認めない。電卓を持参すること。ノートをしっかり取ること。
毎回講義の最後に小テスト（２点満点×１５回＝３０点）を行う。

資格指定科目
教職課程（商業）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

資金調達について、手法と
評価を正しく理解し、数値
を計算することができる。

投資のポートフォリオにつ
いて理解し期待値を算定す
ることができる

Ｍ＆Ａについて理解し評価
することができる

株式市場におけるリスクと
リターンを勘案し、
ＷＡＣＣ（資本コスト）を
正確に算定することができ
た。

ＷＡＣＣを正確に算定する
ことができた。

直接金融（株式、債券）に
よる資金調達を理解し、コ
ストを算定することができ
た。

直接金融と間接金融につい
て理解し、金利の変動の仕
組みと効果について理解し
ていた。

実在する企業の投資案につ
いて評価をおこなうことが
できた。

ハイリスク・ハイリターン
とローリスク・ローリター
ンの投資をミックスさせ、
期待に沿う投資案を策定す
ることができた。

ポートフォリオ理論を理解
し、リターンを算定するこ
とができた。

期待値と偏差を理解し、投
資のリターンを計算するこ
とができた。

投資のリスクについて理解
していなかった。

実在する企業Ｍ＆Ａについ
て価額の評価を行うことが
できた。

公開企業への敵対的買収の
株価について適正に算定す
ることができた。

公開企業における株主と経
営者のハードルレートを算
出することができた。

Ｍ＆Ａの種類とコストにつ
いて理解していた。

Ｍ＆Ａについて理解が不足
していた。

科目名称 ｺｰﾎﾟﾚｲﾄﾌｧｲﾅﾝｽ論

専門科目科目分類区分

鈴木　重政（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

MOF422022，MOF523024（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）鈴木　重政 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は, １１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー ①研究室前の掲示ボード等を参照　②Teamsによるチャットは平日午前９時から午後５時まで対応

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

732－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション（シラバスの説明など）　キャ
ッシュフローと企業経営
授業改善アンケート結果反映の説明

シラバスを読んでおくこと（９０分）

2 現在価値、企業の目的とコーポレート・ガバナンス ケースの該当箇所を読んでおく（９０分） ミニテストが満点になるまで解く（９０分）

ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）3 ＤＣＦ　ケース① ミニテストが満点になるまで解く（９０分）

ミニテストが満点になるまで解く（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）投資のリスクとリターン①　「リスクとリターン」
とそのばらつき4

ミニテストが満点になるまで解く（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）投資のリスクとリターン②　ポートフォリオ理論5

ミニテストが満点になるまで解く（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）投資のリスクとリターン③　CAPM：資本資産評価モ
デル6

ミニテストが満点になるまで解く（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）資本コスト7

ミニテストが満点になるまで解く（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）戦略と資本投資決定　ＥＶＡ　ケース②8

ミニテストが満点になるまで解く（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）資金調達　―株式、社債、金融機関からの借入―9

10 ＷＡＣＣ　ケース③ ケースの該当箇所を読んでおく（９０分） ミニテストが満点になるまで解く（９０分）

ミニテストが満点になるまで解く（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）オプション11

ミニテストが満点になるまで解く（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）リース12

ミニテストが満点になるまで解く（90分）ケースの該当箇所を読んでおく（90分）財務計画13

ミニテストが満点になるまで解く（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）合併と企業支配権　ケース④14

ミニテストが満点になるまで解く（９０分）ケースの該当箇所を読んでおく（９０分）海外企業のコーポレートファイナンス　試験説明15

総復習（９０分）総復習（９０分）
定期試験および解説（６０分の試験終了後、残りの
３０分で解説）
授業改善アンケートの実施

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ミニテストが満点になるまで解く（９０分）

科目名称 ｺｰﾎﾟﾚｲﾄﾌｧｲﾅﾝｽ論

専門科目科目分類区分

鈴木　重政（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

MOF422022，MOF523024（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）鈴木　重政 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



中間テスト及び定期試験に
て受講者偏差値が４０未満
である。

733－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
色彩の基礎知識や基礎理論を系統的に学び、デザインにおける制作工程で有効に活用し応用できる力を身につける。
「すべての人が心ゆたかな生活を送るための色彩による貢献」ができる意識と能力を身につける。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（１）、（３）に対応する。

到達目標
授業の内容をよく理解し、制作に活かすことが出来るようにすること。受験希望者以外も含めて、カラーコーディネーター検定試験スタンダードクラス合格者と同
程度の知識を獲得することができる。

授業全体の内容と概要
色に関する物理学的な概念、ものの見え方に関する医学的概念、色の表示、配色、色の心理的効果、色と環境などについて知識だけではなく、色に関する感覚を育
む。
「ＳＤＧ９．産業と技術革新の基盤をつくろう」の関連授業。

授業の方法
PowerPointを用い、色彩の理論を教科書（カラーコーディネーター検定試験スタンダードクラス公式テキスト）の掲載順に合わせて解説する。
PowerPointの内容について理解した後、調査学習として教科書本文の掲載内容について検証し、その要点の整理を各自に行わせる。
理解度の確認は中間テストや定期試験に於いて行われるが、答案の採点確認後に誤答箇所の訂正作業を推奨する。
さらに課題制作として色彩構成の実技を行い、これを理論の実践とする。
尚、授業で用いた教材は全てTeamsのファイル又はクラウドストレージへアップロードし、学生が任意で閲覧できる資料として蓄積する。
授業に関する学生からの質問や課題の進行確認などは対面及びオンラインにて随時対応する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

〇 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
知識の修得だけにとどまらず、色彩感覚を伸張させるための訓練に積極的に取り組むこと。
テキストや講義内容についての予習・復習を行なうことは勿論、身の回りの色彩について積極的に学修を行い、制作にそれを反映させること。
また、知識のみならず感覚的な面についても十分に強化をはかること。

資格指定科目
教職課程（工芸）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能　「色彩に関す
るカラーコーディネーター
検定試験スタンダードクラ
ス相当の基本的な知識を身
につけている」

思考力・判断力・表現力　
「色彩に関するカラーコー
ディネーター検定試験スタ
ンダードクラス相当の基本
的な知識をもとにして課題
制作が行える」

主体性・多様性・協働性「
色彩に関するカラーコーデ
ィネーター検定試験スタン
ダードクラス相当の基本的
な知識を用いて、色彩のメ
カニズムやシステムについ
て考察し、論理的な説明を
以てプレゼンテーションが
行える」

中間テスト及び定期試験に
て、受講者偏差値が６１以
上である。

中間テスト及び定期試験に
て、受講者偏差値が
５６～６０である。

中間テスト及び定期試験に
て、受講者偏差値が
４６～５５である。

中間テスト及び定期試験に
て、受講者偏差値が
４０～４５である。

色彩について学んだ知識を
もとにして、論理的でデザ
イン的に優れた課題制作を
行った。

色彩について学んだ知識を
もとにして、論理的な課題
制作を行った。

色彩について学んだ知識を
一部に応用して、課題制作
を行った。

色彩について学んだ知識の
応用は不十分だが、課題の
完成には至った。

課題の完成には至らなかっ
た。

色彩のメカニズムやシステ
ムについての適切なプレゼ
ンテーションが行え、今後
の応用や展開に役立つレベ
ルに到達した。

色彩のメカニズムやシステ
ムについての適切なプレゼ
ンテーションについて、求
められるレベルに到達して
いる。

色彩のメカニズムやシステ
ムについての適切なプレゼ
ンテーションについて、求
められるレベルには到達で
きなかった。

色彩のメカニズムやシステ
ムについての適切なプレゼ
ンテーションについて、最
低限のレベルに留まった。

色彩のメカニズムやシステ
ムについての適切なプレゼ
ンテーションについて、評
価できるレベルに達してい
ない。

科目名称 色彩環境論（D）

専門科目科目分類区分

北嶋　洋一授業担当者（所
属・職名）

DES211005,AEA321048（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館５階

単位数 2 (単位認定責任者： ）北嶋　洋一 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

デザイン現場において実務経験者である教員が、その経験を基に実践的な色彩論を指導する
。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

25％ ％ 30％ 25％ ％ 20％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
講義中の録音･録画･撮影は事前相談を経て、個人利用に限り許可する場合がある。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

734－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス～シラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明
授業の流れとカラーコーディネーター検定について

シラバスを一読しておくこと（９０分）

2 Chapter１
「生活と色の効用」① テキストの当該範囲を一読すること（９０分） 授業内容を理解した上での応用力の確保を心掛ける

（９０分）

テキストの当該範囲を一読すること（９０分）3 Chapter１
「生活と色の効用」②

授業内容を理解した上での応用力の確保を心掛ける
（９０分）

授業内容を理解した上での応用力の確保を心掛ける
（９０分）テキストの当該範囲を一読すること（９０分）Chapter２

 「色を自在に操る方法」①4

授業内容を理解した上での応用力の確保を心掛ける
（９０分）テキストの当該範囲を一読すること（９０分）Chapter２

 「色を自在に操る方法」②5

授業内容を理解した上での応用力の確保を心掛ける
（９０分）テキストの当該範囲を一読すること（９０分）Chapter３

 「きれいな配色をつくる」①6

授業内容を理解した上での応用力の確保を心掛ける
（９０分）テキストの当該範囲を一読すること（９０分）Chapter３

 「きれいな配色をつくる」②7

採点後の答案を基にし、特に誤答した箇所について
再確認する（９０分）テキストの当該範囲を一読すること（９０分）中間テスト

Chapter１～Chapter３8

授業内容を理解した上での応用力の確保を心掛ける
（９０分）テキストの当該範囲を一読すること（９０分）Chapter４

 「色を美しく見せる光のマジック」①9

10 Chapter４
「色を美しく見せる光のマジック」② テキストの当該範囲を一読すること（９０分） 授業内容を理解した上での応用力の確保を心掛ける

（９０分）

授業内容を理解した上での応用力の確保を心掛ける
（９０分）テキストの当該範囲を一読すること（９０分）

Chapter５
「背景色を上手に使って色の見えを変えてみよう」
①

11

授業内容を理解した上での応用力の確保を心掛ける
（９０分）テキストの当該範囲を一読すること（９０分）

Chapter５
「背景色を上手に使って色の見えを変えてみよう」
②

12

授業内容を理解した上での応用力の確保を心掛ける
（９０分）テキストの当該範囲を一読すること（９０分）Chapter６

 「色で売り上げをアップするために」13

次回の授業終了時までに課題の完成提出を目指すた
めの工程確認（９０分）

事前配布された課題を確認し計画を立てる（９０分
）

実技課題
 「配色計画」①14

配色に於ける応用力と実戦力の確認（９０分）期間内の提出が可能なように補完作業を行う（９０
分）

実技課題
「配色計画」②15

誤答箇所について再確認する（９０分）テキストの当該範囲を一読すること（９０分）
定期試験
Chapter４～６
授業改善アンケートの実施

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

検定の必要性を感じた者は日程など確認し、受験勉
強の計画を立てること（９０分）

科目名称 色彩環境論（D）

専門科目科目分類区分

北嶋　洋一授業担当者（所
属・職名）

DES211005,AEA321048（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 ２号館５階

単位数 2 (単位認定責任者： ）北嶋　洋一 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

デザイン現場において実務経験者である教員が、その経験を基に実践的な色彩論を指導する
。

基本情報

開講時期

1 東京商工会議所 東京商工会議所検
定センター

978-4502330018

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『『カラーコーディネーター検定試験 スタンダ
ー ドクラス公式テキスト』』

2020

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



中間テスト及び定期試験に
て受講者偏差値が４０未満
である。

735－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
色彩の基礎知識や基礎理論を系統的に学び、デザインにおける制作工程で有効に活用し応用できる力を身につける。
「すべての人が心ゆたかな生活を送るための色彩による貢献」ができる意識と能力を身につける。

授業の位置づけ
建築学科のＤＰ（２）に対応する。

到達目標
授業の内容をよく理解し、制作に活かすことが出来るようにすること。受験希望者以外も含めて、カラーコーディネーター検定試験スタンダードクラス合格者と同
程度の知識を獲得することができる。

授業全体の内容と概要
色に関する物理学的な概念、ものの見え方に関する医学的概念、色の表示、配色、色の心理的効果、色と環境などについて知識だけではなく、色に関する感覚を育
む。
「ＳＤＧ９．産業と技術革新の基盤をつくろう」の関連授業。

授業の方法
PowerPointを用い、色彩の理論を教科書（カラーコーディネーター検定試験スタンダードクラス公式テキスト）の掲載順に合わせて解説する。
PowerPointの内容について理解した後、調査学習として教科書本文の掲載内容について検証し、その要点の整理を各自に行わせる。
理解度の確認は中間テストや定期試験に於いて行われるが、答案の採点確認後に誤答箇所の訂正作業を推奨する。
さらに課題制作として色彩構成の実技を行い、これを理論の実践とする。
尚、授業で用いた教材は全てTeamsのファイル又はクラウドストレージへアップロードし、学生が任意で閲覧できる資料として蓄積する。
授業に関する学生からの質問や課題の進行確認などは対面及びオンラインにて随時対応する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

〇 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
知識の修得だけにとどまらず、色彩感覚を伸張させるための訓練に積極的に取り組むこと。
テキストや講義内容についての予習・復習を行なうことは勿論、身の回りの色彩について積極的に学修を行い、制作にそれを反映させること。
また、知識のみならず感覚的な面についても十分に強化をはかること。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能　「色彩に関す
るカラーコーディネーター
検定試験スタンダードクラ
ス相当の基本的な知識を身
につけている」

思考力・判断力・表現力　
「色彩に関するカラーコー
ディネーター検定試験スタ
ンダードクラス相当の基本
的な知識をもとにして課題
制作が行える」

主体性・多様性・協働性　
「色彩に関するカラーコー
ディネーター検定試験スタ
ンダードクラス相当の基本
的な知識を用いて、色彩の
メカニズムやシステムにつ
いて考察し、論理的な説明
を以てプレゼンテーション
が行える」

中間テスト及び定期試験に
て、受講者偏差値が６１以
上である。

中間テスト及び定期試験に
て、受講者偏差値が
５６～６０である。

中間テスト及び定期試験に
て、受講者偏差値が
４６～５５である。

中間テスト及び定期試験に
て、受講者偏差値が
４０～４５である。

色彩について学んだ知識を
もとにして、論理的でデザ
イン的に優れた課題制作を
行った。

色彩について学んだ知識を
もとにして、論理的な課題
制作を行った。

色彩について学んだ知識を
一部に応用して、課題制作
を行った。

色彩について学んだ知識の
応用は不十分だが、課題の
完成には至った。

課題の完成には至らなかっ
た。

色彩のメカニズムやシステ
ムについての適切なプレゼ
ンテーションが行え、今後
の応用や展開に役立つレベ
ルに到達した。

色彩のメカニズムやシステ
ムについての適切なプレゼ
ンテーションについて、求
められるレベルに到達して
いる。

色彩のメカニズムやシステ
ムについての適切なプレゼ
ンテーションについて、求
められるレベルには到達で
きなかった。

色彩のメカニズムやシステ
ムについての適切なプレゼ
ンテーションについて、最
低限のレベルに留まった。

色彩のメカニズムやシステ
ムについての適切なプレゼ
ンテーションについて、評
価できるレベルに達してい
ない。

科目名称 色彩環境論（A）

専門科目科目分類区分

北嶋　洋一（デザイン学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

DES211005,AEA321048（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館５階

単位数 2 (単位認定責任者： ）北嶋　洋一 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

デザイン現場において実務経験者である教員が、その経験を基に実践的な色彩論を指導する
。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

２５％ ０％ ３０％ ２５％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
講義中の録音･録画･撮影は事前相談を経て、個人利用に限り許可する場合がある。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

736－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス～シラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明
授業の流れとカラーコーディネーター検定について

シラバスを一読しておくこと（９０分）

2 Chapter１
「生活と色の効用」① テキストの当該範囲を一読すること（９０分） 授業内容を理解した上での応用力の確保を心掛ける

（９０分）

テキストの当該範囲を一読すること（９０分）3 Chapter１
「生活と色の効用」②

授業内容を理解した上での応用力の確保を心掛ける
（９０分）

授業内容を理解した上での応用力の確保を心掛ける
（９０分）テキストの当該範囲を一読すること（９０分）Chapter２

「色を自在に操る方法」①4

採点後の答案を基にし、特に誤答した箇所について
再確認する（９０分）テキストの当該範囲を一読すること（９０分）Chapter２

「色を自在に操る方法」②5

授業内容を理解した上での応用力の確保を心掛ける
（９０分）テキストの当該範囲を一読すること（９０分）Chapter３

「きれいな配色をつくる」①6

授業内容を理解した上での応用力の確保を心掛ける
（９０分）テキストの当該範囲を一読すること（９０分）Chapter３

「きれいな配色をつくる」②7

誤答箇所について再確認する（９０分）テキストの当該範囲を一読すること（９０分）中間テスト
Chapter１～Chapter３8

授業内容を理解した上での応用力の確保を心掛ける
（９０分）テキストの当該範囲を一読すること（９０分）Chapter４

「色を美しく見せる光のマジック」①9

10 Chapter４
「色を美しく見せる光のマジック」② テキストの当該範囲を一読すること（９０分） 授業内容を理解した上での応用力の確保を心掛ける

（９０分）

授業内容を理解した上での応用力の確保を心掛ける
（９０分）テキストの当該範囲を一読すること（９０分）

Chapter５
「背景色を上手に使って色の見えを変えてみよう」
①

11

授業内容を理解した上での応用力の確保を心掛ける
（９０分）テキストの当該範囲を一読すること（９０分）

Chapter５
「背景色を上手に使って色の見えを変えてみよう」
②

12

授業内容を理解した上での応用力の確保を心掛ける
（９０分）テキストの当該範囲を一読すること（９０分）Chapter６

「色で売り上げをアップするために」13

次回の授業終了時までに課題の完成提出を目指すた
めの工程確認
（９０分）

事前配布された課題を確認し計画を立てる（９０分
）

実技課題
「配色計画」①14

配色に於ける応用力と実戦力の確認（９０分）期間内の提出が可能なように補完作業を行う（９０
分）

実技課題
「配色計画」②15

誤答箇所について再確認する（９０分）テキストの当該範囲を一読すること（９０分）
定期試験
Chapter４～６
授業改善アンケートの実施

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

検定の必要性を感じた者は日程など確認し、受験勉
強の計画を立てること（９０分）

科目名称 色彩環境論（A）

専門科目科目分類区分

北嶋　洋一（デザイン学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

DES211005,AEA321048（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館５階

単位数 2 (単位認定責任者： ）北嶋　洋一 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

デザイン現場において実務経験者である教員が、その経験を基に実践的な色彩論を指導する
。

基本情報

開講時期

1 東京商工会議所 東京商工会議所検
定センター

978-4502330018

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『カラーコーディネーター検定試験 スタンダー
ドクラス公式テキスト』

2020

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



口頭の発表ないしはレポー
トで記述の中で、例えば、
造形によって表現されたも
のが何処か文化的な普遍性
のようなものへと繋がるよ
うな内容が表現されている
ことについて、全く出来て
いなかった。

737－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
学生が美術，デザインの専門家に必要な基礎的素養としての造形解釈について理解することが目的である。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
学生が造形論に関わる内容に関して(最低限の)口頭での発表やレポート形式で記述することを学ぶことができる。

授業全体の内容と概要
学生が美術，デザインにおける基本的素養としての造形解釈について理解するために，
授業計画に記載されている「形態と表皮」や「遍在する形態と空間」などの直裁的で造形の本質に関するテーマに触れ，理解した内容やコンセプト，自らの思考を
口頭での発表やレポート形式で記述する。

授業の方法
授業のプレゼンテーションの方法としてパワーポイントを用いて授業を実施し，講義形式で授業をすすめ，毎回の授業の要点を各自が自筆ノートにまとめる。
これらをもとに，各自が毎回のテーマについてアクティブラーニングとして各自が自らが主体となって能動的に口頭での発表や，レポート形式で記述（レポート制
作）する。
学生が、プレゼンテーションとしての口頭での発表やレポート形式で記述を行う。
実験・実習・実技として各自が制作した課題レポート（１３課題）の確認とアドバイスによる双方向授業を行う。
また、毎回の口頭での発表や、レポートに対して、フィードバックとして添削およびコメントをする。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

○ 調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
自筆ノートを制作すること。
出席を取り終わったあとは欠席とする。

資格指定科目
教職課程（工芸）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

造形論における対象が，人
間に関わる文化的な表徴で
あることを理解し表現して
いる。

各回のテーマに対して対象
としたものの解説と、さら
に自らが対象としたものに
ついての考察の内容が充実
している。

レポートとしての構成，内
容，および，基本的な記述
の形式が正しく表現されて
いる。

口頭の発表ないしはレポー
トで記述の中で、例えば、
造形によって表現されたも
のが何処か文化的な普遍性
のようなものへと繋がるよ
うな内容が表現されている
ことについて、十分に目標
に達成していた。

口頭の発表ないしはレポー
トで記述の中で、例えば、
造形によって表現されたも
のが何処か文化的な普遍性
のようなものへと繋がるよ
うな内容が表現されている
ことについて、概ね出来て
いた。

口頭の発表ないしはレポー
トで記述の中で、例えば、
造形によって表現されたも
のが何処か文化的な普遍性
のようなものへと繋がるよ
うな内容が表現されている
ことについて、不十分では
あるが出来ていた。

口頭の発表ないしはレポー
トで記述の中で、例えば、
造形によって表現されたも
のが何処か文化的な普遍性
のようなものへと繋がるよ
うな内容が表現されている
ことについて、最低限出来
ていた。

口頭での発表やレポート形
式で記述で対象としたもの
が何であるのかの解説と、
対象としたものの考察に自
らの“発明”“発見”的な
要素のある内容が含まれて
いることが、十分に目標に
達成していた。

口頭での発表やレポート形
式で記述で対象としたもの
が何であるのかの解説と、
対象としたものの考察に自
らの“発明”“発見”的な
要素のある内容が含まれて
いることが、概ね出来てい
た。

口頭での発表やレポート形
式で記述で対象としたもの
が何であるのかの解説と、
対象としたものの考察に自
らの“発明”“発見”的な
要素のある内容が含まれて
いることが、不十分ではあ
るが出来ていた。

口頭での発表やレポート形
式で記述で対象としたもの
が何であるのかの解説と、
対象としたものの考察に自
らの“発明”“発見”的な
要素のある内容が含まれて
いることが、最低限出来て
いた。

口頭での発表やレポート形
式で記述で対象としたもの
が何であるのかの解説と、
対象としたものの考察に自
らの“発明”“発見”的な
要素のある内容が含まれて
いることが、全く出来てい
なかった。

特に、基本的な参考文献、
図版出典の表記の方法が正
しく表現されているかにつ
いて、十分に目標に達成し
ていた。

特に、基本的な参考文献、
図版出典の表記の方法が正
しく表現されているかにつ
いて、概ね出来ていた。

特に、基本的な参考文献、
図版出典の表記の方法が正
しく表現されているかにつ
いて、不十分ではあるが出
来ていた。

特に、基本的な参考文献、
図版出典の表記の方法が正
しく表現されているかにつ
いて、最低限出来ていた。

特に、基本的な参考文献、
図版出典の表記の方法が正
しく表現されているかにつ
いて、全く出来ていなかっ
た。

科目名称 造形論Ⅰ

専門科目科目分類区分

松岡　龍介（デザイン学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

AEA222082（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）松岡　龍介 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
１０回以上の最低出席回数。および，レポート課題１０課題以上の提出の双方。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ６０％ ０％ ０％ ４０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

738－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス，授業の進め方，単位認定について
シラバスの説明
レポートの書き方について

シラバスの確認(90分)

2 形態と表皮 形態と表皮(90分) 形態と表皮(90分)

遍在する形態と空間(90分)3 遍在する形態と空間 遍在する形態と空間(90分)

路上観察で見つかる絵画作品とオブジェ(90分)路上観察で見つかる絵画作品とオブジェ(90分)路上観察で見つかる絵画作品とオブジェ4

透明な造形(90分)透明な造形(90分)透明な造形5

象られた“かたち”(90分)象られた“かたち”(90分)象られた“かたち”6

パターン考(90分)パターン考(90分)パターン考7

白黒のもの(90分)白黒のもの(90分)白黒のもの8

「作品じゃないけど作品に見えるもの」(90分)「作品じゃないけど作品に見えるもの」(90分)「作品じゃないけど作品に見えるもの」9

10 プリミティブ志向 プリミティブ志向(90分) プリミティブ志向(90分)

形態の変容(90分)形態の変容(90分)形態の変容11

対の造形(90分)対の造形(90分)対の造形12

埋め尽くそうとする(90分)埋め尽くそうとする(90分)埋め尽くそうとする13

コレクション(90分)コレクション(90分)コレクション14

まとめ　レポート提出(90分)コレクション(90分)まとめ　レポート提出15

高評を受け講義内容全体の理解を深める(90分)講義全体を通して質問事項をまとめておく(90分)講評　レポート返却
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ガイダンス，授業の進め方についての確認　(90分)

科目名称 造形論Ⅰ

専門科目科目分類区分

松岡　龍介（デザイン学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

AEA222082（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）松岡　龍介 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



全く調査できていなかった
。

739－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
現代におけるデザインには様々な分野があり、複雑多岐に渡る。本講義ではこれら全てのデザイン分野をまんべんなく表層的に俯瞰しようとするのではなく、
それぞれのデザイン分野に共通する横軸としての概念や事象、多くのデザイン分野の根幹となる上位概念などについてテーマを取り上げる。
また、社会的事象、環境的事象などについても、デザイン的観点からのテーマを取り上げる。
それらのデザインにおける専門用語や理論について調べ、考え、議論し、認識を深めていくことで、デザインの素養を身に付けることを目的とする。

授業の位置づけ
建築学科のDP (1) (2) (5)　に対応する。

到達目標
分からないことについて調べることができる。
調べたこと、見聞したことに対し、自分の意見を表現し、深めることができる。
自分の意見を他者と共有し、議論することができる。

授業全体の内容と概要
デザインに関わる著名なテクスト、専門用語、キーワードなどをテーマとして取り上げ、
それに関して知るだけではなく、自分の意見を表現することで深めていく。
また、グループでの議論を通して、他者とのコミュニケーションを図りながら、
全体としてのまとめを行なって、さらに知見を深めていく。
基本的には、近代以降のデザイン、モダニズム、現代デザインのあり方などの理解を促すために、
様々なテーマを取り挙げる。

授業の方法
本講義では基本的に反転授業の形式を取る。
デザインに関する著名なテクストやテーマ、キーワード、問題提起など、提示された課題について、事前に知識の取得（調査学修）、考察を行う。
講義では、質疑応答を含めた講義を適宜行い、
事前学修をもとに、グループで議論する。
議論では、正しい解答を探すのではなく、様々な意見を深めていく。
最後にグループでの意見をまとめ、全体に共有する。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

○ 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
各自ノート・筆記具を持参すること。

資格指定科目
教職課程科目(高・美術、工芸)の必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

分からないことについて調
べることができる。

調べたこと、見聞したこと
に対し、自分の意見を表現
し、深めることができる。

自分の意見を他者と共有し
、議論することができる。

十分に調査ができていた。 概ね調査ができていた。 不十分ではあるが調査でき
ていた。

最低限の調査しかできてい
なかった。

十分に深め、意見を表現で
きていた。

概ね深め、意見を表現でき
ていた。

不十分ではあるが、意見を
表現できていた。

最低限の意見を表現できて
いた。

全く意見を表現できていな
かった。

十分な議論を行い、知見を
深めていた。

概ね議論を行い、知見を深
めていた。

不十分ではあるが、議論を
行なっていた。

最低限の議論にとどまって
いた。

全く議論できていなかった
。

科目名称 ﾃﾞｻﾞｲﾝ概論（A）

専門科目科目分類区分

赤木　良子　（デザイン学科・非常勤講
師）

授業担当者（所
属・職名）

DES322053（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）赤木　良子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

建築意匠設計経験。インテリアデザイン経験。一級建築士。実務経験と学術的な両方の観点
から、テーマを取り扱う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
１０回以上の出席と事前学修を含む全部の課題（主にレポート）提出を必須とする。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ８０％ ０％ ０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

740－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバス及び授業改善アンケート結果反映の説明
テーマ１「デザインの現状1」　
講義・テーマ理解・課題・グループ議論

シラバスを読んでおくこと（９０分）

2 テーマ2「デザインの現状2」　
講義・テーマ理解・課題・グループ議論 課題レポート（９０分） 課題レポート（９０分）

課題レポート（９０分）3 テーマ3「デザインの現状3」　
講義・テーマ理解・課題・グループ議論 課題レポート（９０分）

課題レポート（９０分）課題レポート（９０分）テーマ4「デザインの現状4」　
講義・テーマ理解・課題・グループ議論4

課題レポート（９０分）課題レポート（９０分）テーマ5「デザインの現状5」　
講義・テーマ理解・課題・グループ議論5

課題レポート（９０分）課題レポート（９０分）テーマ6「歴史におけるデザインの展開1」　
講義・テーマ理解・課題・グループ議論6

課題レポート（９０分）課題レポート（９０分）テーマ7「歴史におけるデザインの展開2」　
講義・テーマ理解・課題・グループ議論7

課題レポート（９０分）課題レポート（９０分）テーマ8「歴史におけるデザインの展開3」　
講義・テーマ理解・課題・グループ議論8

課題レポート（９０分）課題レポート（９０分）テーマ9「歴史におけるデザインの展開4」　
講義・テーマ理解・課題・グループ議論9

10 テーマ10「歴史におけるデザインの展開5」　
講義・テーマ理解・課題・グループ議論 課題レポート（９０分） 課題レポート（９０分）

課題レポート（９０分）課題レポート（９０分）テーマ11「デザインの可能性1」　
講義・テーマ理解・課題・グループ議論11

課題レポート（９０分）課題レポート（９０分）テーマ12「デザインの可能性2」　
講義・テーマ理解・課題・グループ議論12

課題レポート（９０分）課題レポート（９０分）テーマ13「デザインの可能性3」　
講義・テーマ理解・課題・グループ議論13

課題レポート（９０分）課題レポート（９０分）テーマ14「デザインの可能性4」　
講義・テーマ理解・課題・グループ議論14

課題レポート（９０分）課題レポート（９０分）テーマ15「デザインの可能性5」　
講義・テーマ理解・課題・グループ議論15

振り返り（９０分）課題レポート（９０分）まとめ　講義・グループ議論・全体共有
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

課題レポート（９０分）

科目名称 ﾃﾞｻﾞｲﾝ概論（A）

専門科目科目分類区分

赤木　良子　（デザイン学科・非常勤講
師）

授業担当者（所
属・職名）

DES322053（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）赤木　良子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

建築意匠設計経験。インテリアデザイン経験。一級建築士。実務経験と学術的な両方の観点
から、テーマを取り扱う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 ヴィクター・パパネック 晶文社

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『生きのびるためのデザイン』 1974

2

3

4

5



社会保障が生まれた背景や
歴史を理解できなかった。

741－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
①社会保障の概念や対象及びその理念について，社会保障制度の展開過程も含めて理解する。
②現代社会における社会保障制度の役割と意義，取り組むべき課題について理解する。
③社会保障制度の財政について理解する。
④諸外国における社会保障制度の概要について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（３）（５）に対応する。

到達目標
①社会保障が生まれた背景と発展過程について理解できる。
②社会保障の理念の変化について説明することができる。
③わが国の社会保障が直面している制度的，政策的課題について関心を持つことができる。

授業全体の内容と概要
社会保障の理念，機能，歴史的展開，財政問題などを検討しながら，社会保障とは何かについて基礎的理解を深める。
「SDG1．貧困をなくそう」，「SDG3．すべての人に健康と福祉を」の関連授業

授業の方法
授業は，板書及び配布資料を活用しながら，ディスカッションを交えつつ講義形式で行う。適宜、授業内容についてのレポート提出を求める。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
毎回，必ず教科書・配付資料を携行すること。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程，精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

思考・判断

関心・意欲

履修目標を越えて少子高齢
社会の課題について理解で
きた。

社会保障がかかえている問
題と課題について理解でき
た。

今日における社会保障の意
義を理解できた。

社会保障が生まれた背景や
歴史を理解できた。

経済社会の変化を踏まえた
今後の社会保障の見直しの
是非について考えることが
できた。

少子高齢社会における社会
保障の課題について対応策
を考えることが
できた。

社会保障の理念の変化と社
会保障の保障水準の関係に
ついて考えることができた
。

社会保障の理念の変化につ
いて説明することが
できた。

社会保障の理念の変化につ
いて説明することが
できなかった。

社会保障が直面する諸課題
について諸外国との比較で
対応策を考える意欲を示し
た。

社会保障が直面する諸課題
について対応策を考えるこ
とができた。

社会保障が直面する諸課題
の解決に関心を寄せること
ができた。

わが国の社会保障が直面し
ている諸課題に関心を示す
ことができた。

わが国の社会保障が直面し
ている諸課題に関心を示す
ことができなかった。

科目名称 社会保障Ⅰ

専門科目科目分類区分

大倉　司（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS111003（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大倉　司 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け，本学の基本方針及び規程等に基づき，学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

742－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明
現代社会と社会保障（1）－私たちの暮らしと社会

教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）

2 現代社会と社会保障（2）－経済環境の変化と社会
保障 教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分） 授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０

分）

教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）3 現代社会と社会保障（3）－労働環境の変化と社会
保障

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）社会保障とは何か（１） －社会保障の概念と範囲4

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）社会保障とは何か（２）－社会保障の役割と意義、

社会保障の理念・目的・対象5

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）社会保障とは何か（３）－社会保障の機能6

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）社会保険と社会扶助の関係（１）－社会保険の概念

と範囲7

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）社会保険と社会扶助の関係（２）－社会扶助の概念

と範囲8

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）公的保険と民間保険9

10 社会保障と財政（１）－社会保障の財源調達方法 教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分） 授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）社会保障と財政（２）－社会保障給付費，国民医療

費11

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）社会保障と財政（３）－国民負担率，社会保障と経

済12

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）諸外国の社会保障制度（1）－諸外国における社会

保障制度の歴史と概要13

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）諸外国の社会保障制度（２）－社会保障制度の国際

比較14

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）まとめ15

試験内容をふまえ授業全体を振り返る(９０分)全授業を振り返り試験に向けた準備（９０分）試験（６０分の試験終了後，３０分で解説をする）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）

科目名称 社会保障Ⅰ

専門科目科目分類区分

大倉　司（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS111003（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大倉　司 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 日本ソーシャルワーク教育学校
連盟編

中央法規出版 978-4-8058-8237-5

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新社会福祉士養成講座・精神保健福祉士養成
講座７ 社会保障』

２０２１

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



743－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑⅠ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

IRE321072（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

744－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑⅠ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

IRE321072（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



読み手に内容が伝わらなか
った。

745－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
本講義は、食料生産に関連する農業という産業の成立ちから、その特殊性・必要性について学んだ上で、農業関連ビジネスの発展過程と今後について学ぶことを目
的としている。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）、（２）、（３）に対応する。

到達目標
本講義終了時の達成目標は、以下の３つである。①農業における必要性・特殊性を述べることができる。②農業関連ビジネスとは何かを述べることができる。③今
後の農業関連ビジネスの展望について述べることができる。

授業全体の内容と概要
本講義は，農業に関連するビジネスについて学ぶことを目的としているため、農業という産業の必要性・特殊性を基本として、農業政策・農業市場・農産物の流通
等、農業経済学の側面からアプローチする。そのため、本講義は農業に関する専門的な知識がなくても理解できる内容としている。

授業の方法
本講義は、パワーポイント及び配布物資料で進める。１枚のパワーポイントを掲示し、一連の解説が終了した後、一定の時間、学生がノートを書く時間を取る。ま
た、本講義では、アクティブラーニングを活用し、グループワークやディスカッションを行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
本講義ではノートの作成を義務付ける。筆記用具やノートを持参しない者は受講を認めない。評価方法の「その他」１０％は講義ノートの評価とする。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

アグリビジネス論に係るレ
ポート・試験に対応した文
章表現力

農業の必要性・特殊性につ
いての理解

アグリビジネスの理解

講義で学んだ以上の内容を
含み、論理性の優れた文章
を書いていた。

講義で学んだ内容を理解し
た上で、自分の言葉で論理
的な文章を書いていた。

講義で学んだ内容を理解し
た上で、自分の言葉で書い
ていた。

講義で学んだ内容が書かれ
ていた。

講義で学んだ農業の必要性
・特殊性を具体的な事例を
使い、論理性に優れた説明
ができた。

講義で学んだ農業の必要性
・特殊性を具体的な事例を
使い説明できた。

講義で学んだ農業の必要性
・特殊性を全て理解してい
た。

最低限、講義で学んだ農業
の必要性・特殊性を１つ理
解していた。

農業の必要性・特殊性を全
く理解していなかった。

アグリビジネスの発展過程
と今後の展望を信憑性の高
い自分の言葉で述べること
ができた。

アグリビジネスの発展過程
と今後の展望を述べること
ができた。

アグリビジネスの発展過程
を含め説明できた。

アグリビジネスとは何か最
低限の説明ができた。

そもそもアグリビジネスに
ついて理解していなかった
。

科目名称 ｱｸﾞﾘﾋﾞｼﾞﾈｽ論

専門科目科目分類区分

石山　玄幸（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

MAN423037（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）石山　玄幸 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

９０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照のこと。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

746－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
「アグリビジネス論」ガイダンス　シラバスの説明
（講義の進め方，評価方法など）、授業改善アンケ
ート結果反映の説明

必ずシラバスを読んでから，初回ガイダンスを受講
すること。（９０分）

2 産業としての農業 農業に関する新聞記事やインターネットの記事を読
むこと。（９０分）

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

農業に関する新聞記事やインターネットの記事を読
むこと。（９０分）3 農業の必要性・特殊性 講義終了時に提示する課題についてレポートを作成

すること。（９０分）

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

農業に関する新聞記事やインターネットの記事を読
むこと。（９０分）農業協同組合の仕組み①4

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

農業に関する新聞記事やインターネットの記事を読
むこと。（９０分）農業協同組合の仕組み②5

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

農業に関する新聞記事やインターネットの記事を読
むこと。（９０分）農業政策について①6

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

農業に関する新聞記事やインターネットの記事を読
むこと。（９０分）農業政策について②7

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

農業に関する新聞記事やインターネットの記事を読
むこと。（９０分）農業市場について①8

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

農業に関する新聞記事やインターネットの記事を読
むこと。（９０分）農業市場について②9

10 農産物の流通について① 農業に関する新聞記事やインターネットの記事を読
むこと。（９０分）

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

農業に関する新聞記事やインターネットの記事を読
むこと。（９０分）農産物の流通について②11

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

農業に関する新聞記事やインターネットの記事を読
むこと。（９０分）アグリビジネスの定義12

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

農業に関する新聞記事やインターネットの記事を読
むこと。（９０分）アグリビジネスの事例①13

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

農業に関する新聞記事やインターネットの記事を読
むこと。（９０分）アグリビジネスの事例②14

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

農業に関する新聞記事やインターネットの記事を読
むこと。（９０分）

アグリビジネスの事例③、授業改善アンケートの実
施15

定期試験のフィードバックを受けて、アグリビジネ
ス論を総括すること。（９０分）定期試験に向けた準備をしておくこと。（９０分）定期試験とフィードバック16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

科目名称 ｱｸﾞﾘﾋﾞｼﾞﾈｽ論

専門科目科目分類区分

石山　玄幸（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

MAN423037（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）石山　玄幸 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 山口亮子・窪田新之助 技術評論社 9784297113636

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『農業のしくみとビジネスがしっかりわかる教科
書』

２０２０年

2 有限会社トーマツ・農林水産業
ビジネス推進室

プレジデント社 9784833451178『アグリビジネス進化論』 ２０１７年

3 中野一新 有斐閣ブックス 4641085943『アグリビジネス論』 １９９８年

4

5



わが国の社会保障制度の発
展過程について説明できな
かった。

747－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
①公的保険制度と民間保険制度の関係について理解する。
②社会保障制度の体系と概要について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（３）（５）に対応する。

到達目標
①わが国の社会保障制度の発展過程について説明できる。
②社会保険制度の具体的な仕組みについて理解できる。
③今後の社会保障制度のあり方について自らの考えを示すことができる。

授業全体の内容と概要
わが国の社会保障制度の中核をなしている年金保険，医療保険，介護保険等の社会保険のほか，児童扶養手当などの社会手当制度などについても制度の仕組みを理
解するとともに，社会保険と民間保険の関係等についても理解を深める。
「SDG1．貧困をなくそう」，「SDG3．すべての人に健康と福祉を」の関連授業

授業の方法
授業は，板書及び配布資料を活用しながら，ディスカッションを交えつつ講義形式で行う。適宜、授業内容についてのレポート提出を求める。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
毎回，必ず教科書・配付資料を携行すること。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程，精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

思考・判断

関心・意欲

少子高齢社会における安定
的な社会保障体制構築の方
向性について認識できた。

少子高齢社会における社会
保障制度の見直しの必要性
について説明できた。

わが国の国民皆保険・皆年
金体制確立の経緯を理解で
きた。

わが国の社会保障制度の発
展過程について説明できた
。

全世代型社会保障体制の構
築について思考することが
できた。

安定的な社会保障体制構築
の必要性について思考する
ことができた。

国民皆保険・皆年金体制の
維持に向けて制度見直しの
必要性を考えることができ
た。

社会保険の意義について考
えることができた。

社会保険の意義について考
えることができなかった。

国際化が求められる日本社
会と社会保障のあり方につ
いて関心を示した。

安定的な社会保障体制の構
築に向けて自らの考えを示
すことができた。

社会保障制度のあり方につ
いて自らの考えを示す意欲
を持った。

今後の社会保障の方向性に
ついて関心を寄せることが
できた。

今後の社会保障の方向性に
ついて関心を寄せることが
できなかった。

科目名称 社会保障Ⅱ

専門科目科目分類区分

大倉　司（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS111004（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大倉　司 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け，本学の基本方針及び規程等に基づき，学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

748－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明
わが国における社会保障制度の展開（1）－社会保

教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）

2 わが国における社会保障制度の展開（２）－国民皆
保険・皆年金体制の確立と社会保障の発展期 教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分） 授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０

分）

教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）3 わが国における社会保障制度の展開（３）－低成長
期への移行と社会保障制度の改革期

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）わが国の社会保障制度の体系（年金保険制度①）－

国民皆年金体制4

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）わが国の社会保障制度の体系（年金保険制度②）－

国民年金の概要5

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）わが国の社会保障制度の体系（年金保険制度③）－

厚生年金の概要6

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）わが国の社会保障制度の体系（医療保険制度①）－

国民皆保険体制7

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）わが国の社会保障制度の体系（医療保険制度②）－

被用者医療保険の概要8

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）わが国の社会保障制度の体系（医療保険制度③）－

国民健康保険の概要，後期高齢者医療制度の概要9

10 わが国の社会保障制度の体系－介護保険制度の概要 教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分） 授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）わが国の社会保障制度の体系－労災保険制度の概要

、雇用保険制度の概要11

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）わが国の社会保障制度の体系－生活保護制度の概要12

授業のまとめをレポートとして提出する準備（90分
）教科書を読み授業範囲の予習をする（90分）わが国の社会保障制度の体系－社会手当制度の概要13

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）わが国の社会保障制度の体系－社会福祉制度の概要14

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）教科書を読み授業範囲の予習をする（９０分）まとめ

授業改善アンケートの実施15

試験内容をふまえ授業全体を振り返る(９０分)全授業を振り返り試験に向けた準備（９０分）試験（６０分の試験終了後，３０分で解説をする）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業のまとめをレポートとして提出する準備（９０
分）

科目名称 社会保障Ⅱ

専門科目科目分類区分

大倉　司（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS111004（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大倉　司 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 日本ソーシャルワーク教育学校
連盟編

中央法規出版 978-4-8058-8237-5

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新社会福祉士養成講座・精神保健福祉士養成
講座 ７ 社会保障』

２０２１

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



ホテル産業について認識す
ることができなかった。

749－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
観光産業の中核を担うホテル産業の基本理念とホテルビジネスの仕組みやあり方を理解することを目的とする。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）（３）（４）に対応する。

到達目標
ホテル産業の基礎知識と日常行われている実務を体系的に理解する。

授業全体の内容と概要
日本国内外におけるホテル産業の基礎知識とホテルの発生から近代産業に至る発展過程を紹介し理解を深めていく。

授業の方法
授業は板書および教科書をもとに講義形式で行う。日々の授業において様々な質問や提案をするので自分なりの意見をすぐにまとめて発表すること。問いかけに対
する答えや各種フィードバックは、その都度行ったり、講義で全体的に行ったりする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
最低限の規則を守ること。教科書を必ず持参し、平常点を重視します。３０分以上の遅刻は欠席とみなす。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

ホテル産業についての認識
・理解

レポートについて

受講態度・その他

ホテル産業の基本理念を十
分認識し、ホテルビジネス
の仕組みやあり方を体系的
に理解できた。

ホテル産業の基本理念を認
識し、ホテルビジネスの仕
組みやあり方を概ね理解で
きた。

ホテル産業の基本理念を認
識し、ホテルビジネスの仕
組みやあり方を部分的にで
はあるが理解できた。

ホテル産業について理解す
るには至っていないが、あ
る程度認識することはでき
た。

極めて優れたレポートと到
達目標を完全に達成した。

優れたレポートで到達目標
をほぼ達成した。

妥協を認められるレポート
で不十分な点は認められる
ものの到達目標を達成した
。

合格を認められる最低限の
レポートで到達目標の最低
限を満たした。

合格を認められる最低限の
レポートに達しておらず到
達目標を充足しなかった。

質疑応答など的確であり、
極めて真面目に受講した。

ノート試験など、真面目に
受講した。

妥当と思われる受講態度を
しめした。

妥当と思われる最低限の受
講態度を満たした。

妥当な受講態度が見受けら
れず、遅刻・欠席も多かっ
た。

科目名称 ﾎﾃﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論

専門科目科目分類区分

五ノ井　壽一（経営学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

TOS422040（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 1号館１階　非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）五ノ井　壽一 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

旅行業・ホテル業における実務経験を有する教員が、その経験を活かし、日本国内外の観光
地・ホテルについて講義をする。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は、１１回以上。
平常点（出席率・授業態度）およびレポートの成果を総合的に判断する。特に平常点を重視します。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ７０％ ０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

750－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
授業改善アンケート結果反映の説明
ガイダンス
シラバスの説明

シラバスを読んでおくこと（９０分）

2 ホテルの語源及び特色 ホテルについて情報を収集しておくこと(９０分）講義内容の振り返りを行うこと(９０分)

学習内容に関連する事項について調べておくこと
(９０分)3 ホテルの誕生と発展 講義内容の振り返りを行うこと(９０分)

講義内容の振り返りを行うこと(９０分)学習内容に関連する事項について調べておくこと
(９０分)ヨーロッパ・アメリカにおけるホテルの歴史4

講義内容の振り返りを行うこと(９０分)学習内容に関連する事項について調べておくこと
(９０分)日本におけるホテルの歴史5

講義内容の振り返りを行うこと(９０分)学習内容に関連する事項について調べておくこと
(９０分)ホテルの分類（ヨーロッパ・アメリカ・日本）6

講義内容の振り返りを行うこと(９０分)学習内容に関連する事項について調べておくこと
(９０分)ホテルの経営形態7

講義内容の振り返りを行うこと(９０分)学習内容に関連する事項について調べておくこと
(９０分)ホテルの収益構造8

講義内容の振り返りを行うこと(９０分)学習内容に関連する事項について調べておくこと
(９０分)ホテルの情報システム9

10 ホテルの組織と総支配人の役割 学習内容に関連する事項について調べておくこと
(９０分) 講義内容の振り返りを行うこと(９０分)

講義内容の振り返りを行うこと(９０分)学習内容に関連する事項について調べておくこと
(９０分)宿泊部門の仕事11

講義内容の振り返りを行うこと(９０分)学習内容に関連する事項について調べておくこと
(９０分)料飲部門の仕事12

講義内容の振り返りを行うこと(９０分)学習内容に関連する事項について調べておくこと
(９０分)セールス＆マーケティング部門の仕事13

講義内容の振り返りを行うこと(９０分)学習内容に関連する事項について調べておくこと
(９０分)管理部門の仕事14

講義内容の振り返りを行うこと(９０分)学習内容に関連する事項について調べておくこと
(９０分)

人事システムとキャリアデザイン
授業改善アンケートの実施15

総評・解説を受けて講義全体を振り返ること(９０
分)

講義を振り返り執事応答があれば整理しておくこと
（９０分)まとめ（レポート総評と解説）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

講義内容の振り返りを行うこと(９０分)

科目名称 ﾎﾃﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論

専門科目科目分類区分

五ノ井　壽一（経営学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

TOS422040（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 1号館１階　非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）五ノ井　壽一 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

旅行業・ホテル業における実務経験を有する教員が、その経験を活かし、日本国内外の観光
地・ホテルについて講義をする。

基本情報

開講時期

1 仲谷秀一・テイラー雅子・中村
光信

中央経済社 9784502181412

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『ホテル・ビジネス・ブック』 ２０１６

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



基本的な事項が身について
いない。

751－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
ビジネスの様々な場面で、それぞれ適切なコミュニケーションがとれるようになる。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）に対応する。

到達目標
ビジネスでよく使われる語彙や表現を理解する。

授業全体の内容と概要
読むことでビジネスで使われる英語に触れる。語彙や表現に触れた後、リスニングと記述式の練習問題を解きながら復習と応用を行う。

授業の方法
講義形式で、最重要事項を板書して注意を促し、じっくりと確実に反復学習を進める。発音練習にも力を入れる。各自の理解度を知るため、授業では毎回できるだ
け多くの学生を指名し、解答を聞く。各レッスンの前半部分に導入される英文は予習で翻訳してくる必要がある。授業で訳の正確さを確認し、最後にまとめたもの
を課題として提出する。教員が最終チェックをして返却する。これも評価の対象となる。また、各レッスンの後半に練習問題があるので、可能な範囲で予習し、疑
問点を授業で解決し、応用できるようにする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

○ その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
教科書を必ず用意すること。授業内容は、英語の基礎力があることを前提としている。「基礎英語Ⅰ」・「基礎英語Ⅱ」の履修・修得を履修の前提とする。「英語
入門Ⅰ」・「英語入門Ⅱ」を履修・修得していることが望ましい。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

ビジネス英語の習熟度

発音練習・練習問題への参
加

課題（英文和訳）の取り組
み

授業の範囲を超え、関連事
項への興味があった。また
、自分から発信する意欲が
見られる。

授業内容をほぼ理解してい
る。

ビジネス用語と表現に慣れ
ることができた。

ビジネス用語の理解は認め
られるが、文のレベルでは
やや不安が残る。

積極的に参加し、授業の進
行に貢献していた。

説明をよく聞き、発音練習
や練習問題にも真剣に取り
組んだ。ミスを指摘された
際、自分で訂正することが
でき、向上が認められた。

発音練習や練習問題に真剣
に取り組んだ。

自分の力で問題を解くこと
をあきらめてしまっていた
が、解答を聞いた後に理解
しようとする努力がみられ
た。

授業中の活動に集中できな
かった。

予め語や語句の意味を調べ
、ビジネスにふさわしい英
文の訳ができた。また、疑
問点を自覚した上で授業に
臨み、解決することができ
た。

予習にきめ細かさはないが
、ほぼ満足な訳ができた。

毎回予習をせず、復習によ
って　挽回を図ることもあ
った。

復習だけのことが多く、課
題は提出したが、期限を守
ることができなかった。

課題を提出しなかった。

科目名称 ﾋﾞｼﾞﾈｽ英語

専門科目科目分類区分

石田　暁子（非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

CME423020，CME523022（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）石田　暁子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

４０％ ０％ ３０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

752－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
授業改善アンケート結果反映の説明
シラバスの説明
Stating a Purpose of a Contact

テキストp.6～7
予習(９０分）

2 Meeting for the First Timeテキストp.8～9 予習(９０分）
授業内容復習
(９０分）

テキストp.10～11
予習(９０分）3 Presenting a Business Card 授業内容復習

(９０分）

授業内容復習
(９０分）

テキストp.12～13
予習(９０分）Transferring a Call4

授業内容復習
(９０分）

テキストp.14～15
予習(９０分）Phone Troubles5

授業内容復習
(９０分）テキストp.16～17予習 (９０分）At the Airport Abroad6

授業内容復習
(９０分）

テキストp.18～19
予習(９０分）Making Polite Requests7

授業内容復習
(９０分）テキストp.20～21　予習(９０分）Taking and Leaving Telephone Messages8

授業内容復習
(９０分）

テキストp.22～23
予習(９０分）Making Inquiries9

10 Making Appointments 1 テキストp.24～25
予習(９０分）

授業内容復習
(９０分）

授業内容復習
(９０分）

テキストp.26～27
予習(９０分）Stating Requests Clearly11

授業内容復習
(９０分）

テキストp.28～29
予習(９０分）Making Apologies12

授業内容復習
(９０分）

テキストp.30～31
予習(９０分）Making Appointments 213

授業内容復習
(９０分）

テキストp.32～33
予習(９０分）Notification of Absence14

期末試験準備
(９０分）

期末試験準備
(９０分）総復習・要点整理15

期末試験内容復習
(９０分）

期末試験準備
(９０分）

授業改善アンケートの実施
期末試験(６０分）・解説(３０分）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業内容復習
(９０分）

科目名称 ﾋﾞｼﾞﾈｽ英語

専門科目科目分類区分

石田　暁子（非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

CME423020，CME523022（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）石田　暁子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 新田　亜紀子 南雲堂 978-4-523-17870-5

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『English for Business Communication』 ２０１７

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『英和辞典』

2

3

4

5
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑⅢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

IRE322074（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑⅢ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

IRE322074（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



問題解決のためのアルゴリ
ズムを他者からのアドバイ
スを受けでも考え出すこと
ができない。

755－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
コンヒ�ューターとフ�ロク�ラムに関する基本的な知識を修得し、問題解決のための基礎的なアルコ�リス�ムやフ�ロク�ラムの開発手順について理解を深め
る。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）（２）に対応する。

到達目標
(1)フ�ロク�ラミンク�言語の種類と用途か�わかる。
(2)アルコ�リス�ムとプログラミングの関係を理解する。
(3)Microsoft Excelのマクロ言語VBAを使い、業務の自動化を考えることができる。

授業全体の内容と概要
フ�ロク�ラム言語の各種概念の理解と課題の作成を通して、問題解決のアルコ�リス�ムを考える力を養い、フ�ロク�ラミンク�技法の基礎を学ふ�。本講義
ではExcel上のマクロ言語VBAを使って授業を進める。
「SDG 9.産業と技術革新の基盤をつくろう」の関連授業。

授業の方法
１、２、１４回目は講義形式で行う。
３から１０回目まではコンピューターを使い、基本的なアルゴリズムを例示し、プログラム作成、動作確認を行う。
１１から１３回目で、各自オリジナルのプログラムを設計し作成する。
１５、１６回目は成績判定のための修了課題を作成する。
実習中は教員および学生同士で対話しながら質問やアドバイスを受けながら進める。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
受講者が教室の機器台数より多い場合、選抜試験を行う場合がある。（上限４５名）
授業時間だけでは完全理解が難しいので、予習復習を行うことが必要である。
そのため、受講にあたってはMicrosoft Excel（2016以降）とPC（WindowsまたはMac）の準備が必要である。
講義内容には前後の相関性があるので、特段の理由が無い限り全回出席が望ましい。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

問題解決のためのアルコ�
リス�ムを組み立て、フロ
ーチャートなと�の方法て
�図式化て�きる。

アルゴリズムの基本形の理
解

フ�ロク�ラム言語の特徴
を生かしたシステム開発と
フ�ロク�ラミンク�か�
て�きる。

Microsoft Excelのマクロ
言語VBAの理解

問題解決のためのアルゴリ
ズムを自分で考え、図式化
やプログラミングができる
。また、他人のプログラム
を分析し、的確なアドバイ
スが行えるようになった。

問題解決のためのアルゴリ
ズムを自分だけで考え、図
式化やプログラミングがで
きるようになった。

問題解決のためのアルゴリ
ズムを他者からのアドバイ
スを受けつつ、自分で考え
、図式化しプログラミング
ができるようになった。

問題解決のためのアルゴリ
ズムを他者からのアドバイ
スを受けることで完成し、
図式化やプログラミングが
できるようになった。

条件分岐や繰り返しを使っ
て、ソート、検索、ファイ
ル処理などの基本となる形
を、悩むことなく速やかに
自分のプログラム中で利用
できるようになった。

条件分岐や繰り返しを使っ
て、ソート、検索、ファイ
ル処理などの基本となる形
を、自分のプログラム中で
利用できるようになった。

条件分岐や繰り返しを使っ
て、ソート、検索、ファイ
ル処理などの基本となる形
を、書籍、メモネットなど
の情報を利用してプログラ
ミングできるようになった
。

条件分岐や繰り返しを使っ
て、ソート、検索、ファイ
ル処理などの基本となる形
を、他人の支援を受けなが
らなんとかプログラミング
できるようになった。

他者の支援を受けてもアル
ゴリズムを理解できず、プ
ログラミングもままならな
い。

複数のフ�ロク�ラミンク
�言語を用途によって使い
分け、動作か�正確て�、
無駄な処理か�なく、可読
性や拡張性、保守性に優れ
たフ�ロク�ラミンク�か
�て�きるようになった。

フ�ロク�ラミンク�言語
の特徴を生かし、動作か�
正確て�、可読性か�高く
、保守性に配慮したフ�ロ
ク�ラミンク�か�て�き
るようになった。

フ�ロク�ラミンク�言語
の特徴を生かし、動作か�
正確なプログラミングか�
て�きるようになった。

フ�ロク�ラミンク�言語
を理解し、動作するフ�ロ
ク�ラミンク�か�て�き
るようになった。

フ�ロク�ラミンク�その
ものがて�きす�、動作す
るフ�ロク�ラムの作成か
�て�きない。

オブジェクト、プロパティ
、メソッドなどVBAの特徴
を理解し、効率的で実用的
なプログラムを書くことが
できる。また、他者に説明
し支援できるて�きるよう
になった。

オブジェクト、プロパティ
、メソッドなどVBAの特徴
を理解し、効率的で実用的
なプログラムを書くことが
できる。また、他者に説明
し支援できるて�きるよう
になった。

オブジェクト、プロパティ
、メソッドなどVBAの特徴
を理解し、効率的で実用的
なプログラムを書くことが
できる。また、他者に説明
し支援できるて�きるよう
になった。

オブジェクト、プロパティ
、メソッドなどVBAの特徴
を理解し、効率的で実用的
なプログラムを書くことが
できる。また、他者に説明
し支援できるて�きるよう
になった。

オブジェクト、プロパティ
、メソッドなどVBAの特徴
を理解し、効率的で実用的
なプログラムを書くことが
できる。また、他者に説明
し支援できるて�きるよう
になった。

科目名称 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ論

専門科目科目分類区分

由水　伸（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SOF422055，SOF522050（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）由水　伸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

企業での情報システム開発の経験を持つ教員が、その実務経験を活かしてコンピュータプロ
グラミングに必要な知識について講義を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要な出席回数は１１回以上。（集中授業のため、欠席した日の分の補講はできない）
３０分以上の遅刻、早退は欠席とみなす。
課題については授業中に毎回評価・採点し、最終評価に加算する。
修了課題はプログラミング実技であり、できない場合は不合格となる。
Ｓ評価は原則として全授業出席者に限られる。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ７０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 講義時間以外は随時来室可（会議等で不在時を除く）
詳しくは研究室前の掲示ボード等を参照してください。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション　シラバスの説明、授業改善ア
ンケート結果について
総論、コンピューターとプログラムの歴史

プログラミング言語の種類歴史について（９０分）

2 アルゴリズムとフローチャート、プログラミング アルゴリズムについて（９０分） 講義内容の整理と確認（９０分）

コンピュータにおける文字、数値の取り扱い（９０
分）3 Excelとマクロ　～　はじめてのマクロ作成 Microsoft Excelの操作練習（９０分）

授業で行なった事例プログラムの作成と動作確認
（９０分）

オブジェクト、プロパティ、メソッドについて予習
（９０分）オブジェクト・プロパティ・メソッド4

授業で行なった事例プログラムの作成と動作確認
（９０分）整数、浮動小数点とは（９０分）変数と計算処理5

授業で行なった事例プログラムの作成と動作確認
（９０分）IF文とSelect文（９０分）処理と条件分岐6

授業で行なった事例プログラムの作成と動作確認
（９０分）

オブジェクトと操作可能なプロパティ、メソッド
（９０分）オブジェクトの扱い7

授業で行なった事例プログラムの作成と動作確認
（９０分）Do while と　Do Untilの使い方（９０分）繰り返し処理8

授業で行なった事例プログラムの作成と動作確認
（９０分）

ExcelにおけるWorkSheetの取り扱いについて（９０
分）

例題）支店ごとのデータを1つの表にまとめるマク
ロ9

10 さまざまなプロパティとメソッド ７回目の授業の復習（９０分） 授業で行なった事例プログラムの作成と動作確認
（９０分）

授業で行なった事例プログラムの作成と動作確認
（９０分）VBAにおける文字列の扱いについて（９０分）基本的な処理　文字列の処理　数値の文字列化、文

字列の数値化、結合、置換11

授業で行なった事例プログラムの作成と動作確認
（９０分）ソート技法とその特徴（９０分）基本的な処理　ソート技法～逐次決定法、隣接交換

法、クイックソート12

授業で行なった事例プログラムの作成と動作確認
（９０分）検索技法とその特徴（９０分）基本的な処理　検索技法～リニアサーチ、バイナリ

ーサーチ13

授業で行なった事例プログラムの作成と動作確認
（９０分）

日本語（漢字）文字コードについて
（９０分）

基本的な処理　ファイル処理～テキストファイルの
読み込み、書き出し14

修了課題作成（９０分）Excelで扱える画像形式について（９０分）基本的な処理　画像オブジェクト～画像ファイルの
表示、サイズ変更15

総復習（９０分）修了課題作成（９０分）
修了課題作成（指定された内容に従い、プログラム
課題を作成、提出する）
（授業アンケート実施回）

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

講義内容の整理と確認（９０分）

科目名称 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ論

専門科目科目分類区分

由水　伸（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SOF422055，SOF522050（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）由水　伸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

企業での情報システム開発の経験を持つ教員が、その実務経験を活かしてコンピュータプロ
グラミングに必要な知識について講義を行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



資料の収集ができなかった
。更に作品を完成させるこ
とができなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
この科目の（課題Ⅰ）では｢私の肖像｣をテーマに作品を制作する。｢私｣とは何かという問いかけとそこで見出す自分を造形化することにより、自分自身を客観的に
見つめ、よく知っているつもりの｢私｣をもう一度見つめ直すことを目標とする。（課題Ⅱ）ではJR札幌駅東コンコースにある｢アートボックス｣内に設置する作品の
制作をとおして、社会の中でのアートの役割について考察する。

授業の位置づけ
美術学部デザイン学科のＤＰ(1),(2)に対応する科目。

到達目標
（課題Ⅰ）では制作をとおして自分自身をよく見つめ､その一部でも理解できるようになることとそれを他者に伝えることができる能力を身につけることができる。
（課題Ⅱ）では自分が表現したものが、社会の中でどの様な役割を担うことができるか考えられることができる。

授業全体の内容と概要
（課題Ⅰ）は作品制作をとおして｢私｣を理解するために、｢私の肖像｣をテーマに不用になった段ボール箱を素材に立体作品を制作する。｢私とは?｣という問いをもち
ながら、理解の手がかりになるものを探して調べる。調査したものから作品を構想し、立体作品にするためのアイディアスケッチを制作。その後不要になった段ボ
ール箱を素材として作品を制作する。
（課題Ⅱ）はJR札幌駅東コンコースにある｢アートボックス｣内に設置する彫刻作品の制作。パブリックな空間に美術作品を設置することの意義を理解するため、決
められた特殊な空間での作品制作を行う。実際に設置されている｢アートボックス｣を視察し、併せて周囲の空間を読み取り、作品プランと模型を制作する。

授業の方法
（課題Ⅰ）はパワーポイント及び授業担当者作成の資料を基に課題についてのプレゼンテーションを行う。自分について改めて調べてみたいと思う資料を収集する
。併せて自分が興味を惹かれるものを収集する。通学途中に見つけ出す｢気になる風景や物｣、｢魅力を感じた人や物｣などを写真に収めたり拾ってきたりする。それ
らを基に不用になった段ボール箱で｢私の肖像｣を立体作品として制作する。
（課題Ⅱ）はパワーポイント及び担当者作成の資料を基にプレゼンテーションを行う。設置予定となる｢アートボックス｣の取材。参考になると思われるものを写真
に収めたりスケッチなどする。それらを基に制作用のイメージスケッチをし、作品プランと模型を制作する。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

○ フィールドワーク

○ 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
実制作に入ってからは、作業に適した服装で受講すること。また北広島市や札幌市の公共空間に設置されている美術作品を機会を見つけて視察しておくこと。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

資料の活用（知識の習得）

作品とコンセプトの考え方
（思考力・表現力）

プレゼンテーション（表現
力）

課題の意味をしっかりと理
解し、それに関して的確に
調査し、必要な資料等を活
用しながら的確に作品に反
映させることができた。

課題の意味をしっかりと理
解し、それらの資料等の収
集に努め、それらの内の数
点を的確に作品に反映させ
ることができた。

課題の意味を理解し、資料
を複数収集し、それらの資
料をよく活用しながら作品
に反映させることができた
。

資料を収集しそれを活用し
て作品を完成させることが
できた。

作品制作のコンセプトが的
確であり、それらの表現力
に優れ、更に技術力・完成
度が高い作品ができた。

作品制作のコンセプトをし
っかりと持っていて、それ
らの表現力も的確に持って
おり、完成度が高い作品が
できた。

作品制作のコンセプトを持
っている。それを作品にあ
る程度反映させることがで
きており、完成度が高い作
品ができた。

作品制作のコンセプトを持
っている。それを作品に反
映させている作品ができた
。

作品制作のコンセプトが認
められない。更に作品を完
成させることができなかっ
た。

自分自身が制作した作品に
ついて、作品を客観的に眺
めることができ、その制作
プロセスやコンセプトを他
者に的確にプレゼンテーシ
ョンすることができた。

自分自身が制作した作品に
ついて、その制作プロセス
やコンセプトについて他者
にプレゼンテーションする
ことがしっかりとできた。

自分自身が制作した作品に
ついて、その制作プロセス
やコンセプトについて他者
にプレゼンテーションする
ことができた。

自分自身が制作した作品に
ついて、その制作プロセス
やコンセプトについて他者
にプレゼンテーションする
ことがある程度できた。

自分自身が制作した作品に
ついて、その制作プロセス
やコンセプトについて他者
にプレゼンテーションする
ことができなかった。

科目名称 彫刻Ⅲ

専門科目科目分類区分

國松　明日香（デザイン学科･非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

AEA223070（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・４年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）國松　明日香 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、２０回以上とする。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ８０％ ０％ ０％ ２０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
(課題Ⅰ)に関するオリエンテーション
授業改善アンケート結果反映の説明

シラバスを読んでおくこと（４５分）

2 (課題Ⅰ)に関するオリエンテーション シラバスを読んでおくこと（４５分） 自分の周辺にある資料の収集（４５分）

自分の周辺にある資料の収集（４５分）3 持参した資料を基に発表 通学途中で目に止まったものなどの写真撮影や資料
の収集（４５分）

通学途中で目に止まったものなどの写真撮影や資料
の収集（４５分）

通学途中で目に止まったものなどの写真撮影や資料
の収集（４５分）持参した資料を基に発表4

通学途中で目に止まったものなどの写真撮影や資料
の収集（４５分）

通学途中で目に止まったものなどの写真撮影や資料
の収集（４５分）集めた資料などを基にアイディアスケッチの制作5

通学途中で目に止まったものなどの写真撮影や資料
の収集（４５分）

通学途中で目に止まったものなどの写真撮影や資料
の収集（４５分）集めた資料などを基にアイディアスケッチの制作6

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）段ボール箱による実制作7

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）段ボール箱による実制作のつづき8

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）段ボール箱による実制作のつづき9

10 段ボール箱による実制作のつづき 作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）段ボール箱による実制作のつづき11

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）段ボール箱による実制作のつづき12

講義全体を振り返り､まとめを行うこと（４５分）提出すべき作品の確認（４５分）作品の完成･プレゼンテーション・講評及び採点13

講義全体を振り返り､まとめを行うこと（４５分）提出すべき作品の確認（４５分）作品の完成･プレゼンテーション・講評及び採点14

身近にあるパブリックアートを写真に収めておく
（４５分）学習内容に必要な事前準備を行うこと（４５分）(課題Ⅱ)に関するオリエンテーション15

身近にあるパブリックアートを写真に収めておく
（４５分）学習内容に必要な事前準備を行うこと（４５分）(課題Ⅱ)に関するオリエンテーション16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 アートボックス(札幌駅東コンコース)の現地視察 身近にあるパブリックアートを写真に収めておく
（４５分）

身近にあるパブリックアートを写真に収めておく
（４５分）

18 アートボックス(札幌駅東コンコース)の現地視察 身近にあるパブリックアートを写真に収めておく
（４５分）

身近にあるパブリックアートを写真に収めておく
（４５分）

身近にあるパブリックアートを写真に収めておく
（４５分）19 世界のパブリックアートについて､パワーポイント

を使い講義
身近にあるパブリックアートを写真に収めておく
（４５分）

身近にあるパブリックアートを写真に収めておく
（４５分）

身近にあるパブリックアートを写真に収めておく
（４５分）

世界のパブリックアートについて､パワーポイント
を使い講義20

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）アイディアスケッチの制作21

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）アイディアスケッチの制作22

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）プレゼンテーションボードの制作23

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）プレゼンテーションボードの制作24

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）プレゼンテーションボードの完成25

26 プレゼンテーションボードの完成 作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）模型の制作27

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）模型の制作28

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）模型の制作29

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）模型の制作30

講義全体を振り返り､まとめを行うこと（４５分）提出すべき作品の確認（４５分）模型の完成・講評及び採点31

講義全体を振り返り､まとめを行うこと（４５分）提出すべき作品の確認（４５分）模型の完成・講評及び採点
授業改善アンケートの実施32

自分の周辺にある資料の収集（４５分）

科目名称 彫刻Ⅲ

専門科目科目分類区分

國松　明日香（デザイン学科･非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

AEA223070（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・４年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）國松　明日香 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



ICTの理解が浅くハート�
ウェア、ソフトウェア、ネ
ットワークの適切な設定と
運用・保守には無理がある
。
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評価項目

概要

履修目標
情報システムの構築を行うには、コンピューター、ネットワーク、ＯＳなど総合的な仕組みを理解していることが必要である。本講義では、ＰＣほか情報機器を駆
使して企業内で活躍できる人材の育成を目的とする。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）（２）に対応する。

到達目標
①コンピューターシステムのハードウェアを理解し、オフィス内の情報システムの提案ができる。
②各種ＯＳやアプリケーションソフトの特徴や用途を理解する。
③組織や企業などの情報インフラを保守するための知識を獲得し、適切な対応ができる。

授業全体の内容と概要
コンピューター本体や周辺機器などのハードウェアについての知識を得る。同時に、ＯＳとアプリケーションソフトの役割を理解する。また、ネットワークと企業
内業務についても学習し、コンピューターシステムの総合的な利用法を身につける。「SDG 9.産業と技術革新の基盤をつくろう」の関連授業。

授業の方法
授業はスライドとプリントを利用した講義形式で進行する。
授業中、スマートフォンを利用したオンライン小テストまたはアンケートを行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
定期試験を受けて単位を得るには、１１回以上の出席があることを条件とする。また、３０分以上の遅刻は欠席とみなす。
毎回の授業の冒頭でオンライン小テストを行う。ＰＣ、タプレットまたはスマートフォンを持ってくること。（充電量確認）

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

コンヒ�ュータ技術の基本
を踏まえて、ハート�ウェ
アとソフトウェア、ネット
ワークを活用て�きる。

代表的なOSやソフトウェア
について知識を持ち、使用
目的に応し�て使い分ける
ことができる。

長期間にわたって、安定し
た性能で稼働するよう保守
を行い、システムを維持で
きる。

コンピュータや情報技術、
ハードウェアとソフトウェ
アについてICTの理解が深
くハート�ウェア、ソフト
ウェア、ネットワークの最
適なな設定と運用・保守が
できる。また、それらを組
み合わせて業務に最適なシ
ステムを提案することがで
きるようになった。

ICTの理解が深くハート�
ウェア、ソフトウェア、ネ
ットワークの最適なな設定
と運用・保守ができるよう
になった。

ICTの理解が進みハート�
ウェア、ソフトウェア、ネ
ットワークの一応の設定と
運用・保守ができるように
なった。

ICTの理解が浅くハート�
ウェア、ソフトウェア、ネ
ットワークの適切な設定と
運用・保守には他者の助け
があればできるようになっ
た。

Windows、MacOS、Unix、
Linux)なと�の代表的なOS
の特性を熟知し利用目的に
合わせた選択ができる。ま
た、ソフトウェアも最適な
ものを選択でき、業務に適
したシステム構築ができる
ようになった。

Windows、MacOS、Unix、
Linux)なと�の代表的なOS
の特性を理解し利用目的に
合わせた選択ができる。ま
た、ソフトウェアも適切な
ものを選択できるようにな
った。

Windowsの特性を理解し利
用目的に合わせた選択がで
きる。また、ソフトウェア
も適切なものを選択できる
ようになった。

Windowsの特性を理解し利
用目的に合わせた操作がで
きる。また、ソフトウェア
も適時扱えるようになった
。

コンピュータとソフトウェ
アのの理解か�不十分て�
、操作し目的を達すること
が難しい。

情報機器の特性を熟知し、
ハート�ウェア、ソフトウ
ェア両面て�、長期にわた
って性能を維持て�きる。
また、必要に応し�て機能
や性能を拡張することか�
て�きるようになった。

情報機器の特性を熟知し、
ハート�ウェア、ソフトウ
ェア両面て�、長期にわた
って性能を維持て�きるよ
うになった。

情報機器の特性を理解し、
一定期間、ハート�ウェア
の保守を行うことか�て�
きるようになった。

情報機器の特性を理解し、
消耗品等の補充て�、一定
期間、動作を維持て�きる
ようになった。

情報機器の特性が理解でき
ず、保守を行うことは困難
である。

科目名称 情報ｼｽﾃﾑ論

専門科目科目分類区分

由水　伸（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

COS423053，COS522048（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）由水　伸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

企業での情報システムの開発経験を持つ教員が、その実務経験を活かして情報機材の特徴と
システム構築に必要な知識について講義を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要な出席回数は１１回以上。
講義で毎回行われるオンライン小テストの結果は中間テストとして評価する。
オンライン小テストは出席確認を兼ねているので、遅刻などで受けなかった場合は欠席とみなす。
Ｓ評定は原則として欠席１回以内の場合に限る。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ０％ ０％ ５０％ ０％ ０％

オフィスアワー 講義時間以外は随時来室可（会議等で不在時を除く）
詳しくは研究室前の掲示ボード等を参照してください。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション　シラバスの説明、授業改善ア
ンケート結果について
コンピューターの歴史、２進数、１６進数

２進数、１６進数の復習（９０分）

2 コンピューターの概要
コンピューターの５つの構成要素と技術の進化

「コンピューターの５大装置」について調る（９０
分）

授業で説明された新しい用語をノートに整理（９０
分）

「電気と磁石」「レーザー光線」について調べる
（９０分）3 補助記憶装置とデーターの保存 授業で説明された新しい用語をノートに整理（９０

分）

授業で説明された新しい用語をノートに整理（９０
分）

「ＮＣＳＡ　Ｍｏｓａｉｃ」について調べる（９０
分）Ｗｅｂブラウザー4

授業で説明された新しい用語をノートに整理（９０
分）

「ｉｎｔｅｌ　４００４から８０４８６までの歴史
」を調べる（９０分）ＣＰＵとメモリー5

授業で説明された新しい用語をノートに整理（９０
分）

「ＤＴＰとＷＹＳＩＷＹＧ」について調べる（９０
分）プリンター6

授業で説明された新しい用語をノートに整理（９０
分）

「液晶ディスプレイと有機ＥＬディスプレイ」につ
いて調べる（９０分）ディスプレイ7

授業で紹介された新しい用語をノートに整理（９０
分）

「ＨＤＭＩとケーブル規格」について調べる（９０
分）接続コネクター8

授業で説明された新しい用語をノートに整理（９０
分）「ＵＳＢ　３．１規格」について調べる（９０分）入出力デバイス9

10
Ｗｉｎｄｏｗｓとシステムツール
Ｗｉｎｄｏｗｓ以外のＯＳ（ＭａｃＯＳ、
Ｌｉｎｕｘ他）

Ｗｉｎｄｏｗｓ１０の「設定」の設定項目を確認し
ておく（９０分）

授業で説明された新しい用語をノートに整理（９０
分）

授業で紹介された新しい用語をノートに整理（９０
分）「マルウェア」について調べる（９０分）Ｗｉｎｄｏｗｓのセキュリティ11

授業で紹介された新しい用語をノートに整理（９０
分）

「ＬＡＮ」「ＷＡＮ」「インターネット」を調べる
（９０分）ネットワーク入門12

授業で説明された新しい用語をノートに整理（９０
分）

「ＩＳＯ」「ＥＩＡ」「ＴＩＡ」「ＡＮＳＩ」「
ＪＩＳ」を調べる（９０分）ネットワークの規格13

授業で説明された新しい用語をノートに整理（９０
分）

コンピューター部品の平均寿命について調べる
（９０分）コンピューターのメンテナンスと運用14

課題の修正・完成（９０分）課題プリント予習（９０分）まとめ
講義で得た総合的な知識から情報システムを考える15

総復習（９０分）定期試験に備えて全講義内容を復習（９０分）定期試験（６０分）、振返り（解答解説）
（授業アンケート実施回）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

コンピューターの歴史をノートにまとめる（９０分
）

科目名称 情報ｼｽﾃﾑ論

専門科目科目分類区分

由水　伸（経営学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

COS423053，COS522048（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）由水　伸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

企業での情報システムの開発経験を持つ教員が、その実務経験を活かして情報機材の特徴と
システム構築に必要な知識について講義を行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



授業で扱った学校内での問
題点について、感想文にま
とめてることができなかっ
た。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
学校という集団に不適応な児童生徒が激増している。また，非行，暴力，いじめ，登校拒否，心身症などの問題行動への教師の対応の仕方として，カウンセリング
・マインドによる指導や援助が必要となっている。学校における教育相談の進め方についての考え方や基礎知識を身につけ，教育活動に活かせる援助的な指導方法
の能力を身につける。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
不適応行動や問題行動の児童生徒を正しく理解し，適切な対応をするための教師としてのカウンセリング・マインドの態度や方法について基本的な知識・能力を身
につける。

授業全体の内容と概要
学校教育における教育相談の意義と役割およびカウンセリングの理論と技法の基礎を理解し，教育活動での実際的な活かし方を，ケース・スタディをとおして，講
義のほか，受講生の発表や討議によって内容を深める。
「SDG3. すべての人に健康と福祉を」の関連授業

授業の方法
パワーポイント、板書、プリント、 DVDを使用しながら講義形式で行う（グループワーク含む）。授業の最後に授業で学んだことや質問をまとめて提出することで
出席とする。提出物は全て成績に反映される。質問などは随時受付、回答する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
「教育」に関する新聞記事を常に読んでおくこと。授業では，常に「教師」としての視点で考えることを心がけること。出席と授業中の姿勢や態度を重視する。課
題レポート等による総合評価。

資格指定科目
教職課程（全教科）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教育相談についての理解

教育相談の視点に基づく思
考・判断力

授業に主体的に取り組む態
度

授業で扱った学校内での問
題点について、資料やDVD
等の内容にも触れ自分の考
えを含めながら詳細に感想
文に、まとめていた。

授業で扱った学校内での問
題点について、自分の考え
も含めて大枠で感想文に、
まとめていた。

授業で扱った学校内での問
題点について、大枠で感想
文に、まとめていた。

授業で扱った学校内での問
題点について、一部を感想
文に、まとめていた。

教育相談の基本を踏まえて
、生徒や保護者への対応に
関して十分に考察を行うこ
とができた。

教育相談の基本を踏まえて
、生徒や保護者への対応に
関しておおむね考察を行う
ことができた。

教育相談の基本を踏まえて
、生徒や保護者への対応に
関して考察を行うことがで
きた。

教育相談の基本を踏まえて
、生徒や保護者への対応に
関して多少考察を行うこと
ができた。

教育相談の基本を踏まえて
、生徒や保護者への対応に
関して考察を行うことがで
きなかった。

教育相談の基本を踏まえて
生徒や保護者への対応の見
立てをわかりやすく説明で
きた。

教育相談の基本を踏まえて
生徒や保護者への対応の見
立てをおおむね説明できた
。

教育相談の基本を踏まえて
生徒や保護者への対応の見
立てを説明できた。

教育相談の基本を踏まえて
生徒や保護者への対応の見
立てを多少説明できた。

教育相談の基本を踏まえて
生徒や保護者への対応の見
立てを説明することが難し
かった。

科目名称 教育相談（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞを

専門科目科目分類区分

佐々木　智城（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

EDP124065，EDP244108，EDP344106，E
DP444108，EDP544117（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・４年、建築学科・４年、デザイン学対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 課程必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

スクールカウンセラー、教育委員会勤務経験のある臨床心理士、公認心理師が不登校やいじ
めなど児童生徒への対応を指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ７０％ ０％ ０％ ２０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照　

修学サポート（合理的配慮）
・事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
・講義中の録音･録画･撮影は事前相談を経て、個人利用に限り許可する場合がある。
・板書の量および方法等について配慮する。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

762－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明。授業改善アンケート結果反映の説
明。～オリエンテーション～教育相談の意義と役割 教育相談に関する文献を読むこと（９０分）

2 教育相談の組織と運営　～校内体制および他機関等
との連携 教育相談に関する文献を読むこと（９０分） 授業の内容をノートにまとめて復習すること。

（９０分）

教育相談に関する文献を読むこと（９０分）3 児童生徒理解と教育相談
（１）相談の対象と問題発見・心理テストの活用

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）児童生徒理解と教育相談

（２）問題行動のメカニズム4

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）不登校、いじめへの対応5

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）カウンセリングの理論と技法（カウンセリングの実

習体験も含む）（１）6

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）カウンセリングの理論と技法（カウンセリングの実

習体験も含む）（２）7

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）学級担任の行う教育相談

（１）教育相談を活かす学級経営8

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）学級担任の行う教育相談

（２）学級内の問題生徒の指導9

10 学習指導と教育相談 教育相談に関する文献を読むこと（９０分） 授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）生徒指導と教育相談11

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）教育相談の実際；事例検討（１）12

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）教育相談の実際；事例検討（２）13

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）教育相談の実際；事例検討（３）14

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）学校カウンセリング：学校カウンセラーと教育相談15

レポートの作成（９０分）レポート作成の準備をすること（９０分）レポートについて、最終回において解説しフィード
バックする。授業改善アンケートの実施。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

科目名称 教育相談（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞを

専門科目科目分類区分

佐々木　智城（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

EDP124065，EDP244108，EDP344106，E
DP444108，EDP544117（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・４年、建築学科・４年、デザイン学対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 課程必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

スクールカウンセラー、教育委員会勤務経験のある臨床心理士、公認心理師が不登校やいじ
めなど児童生徒への対応を指導する。

基本情報

開講時期

1 教科書なし

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 西本絹子 萌文書林 978-4-89347-211-3

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『教師のための初等教育相談』 2015

2

3

4

5



授業で扱った学校内での問
題点について、感想文にま
とめてることができなかっ
た。

763－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
学校という集団に不適応な児童生徒が激増している。また，非行，暴力，いじめ，登校拒否，心身症などの問題行動への教師の対応の仕方として，カウンセリング
・マインドによる指導や援助が必要となっている。学校における教育相談の進め方についての考え方や基礎知識を身につけ，教育活動に活かせる援助的な指導方法
の能力を身につける。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。

到達目標
不適応行動や問題行動の児童生徒を正しく理解し，適切な対応をするための教師としてのカウンセリング・マインドの態度や方法について基本的な知識・能力を身
につける。

授業全体の内容と概要
学校教育における教育相談の意義と役割およびカウンセリングの理論と技法の基礎を埋解し，教育活動での実際的な活かし方を，ケース・スタディをとおして，講
義のほか，受講生の発表や討議によって内容を深める。
「SDG3. すべての人に健康と福祉を」の関連授業

授業の方法
パワーポイント、板書、プリント、 DVDを使用しながら講義形式で行う（グループワーク含む）。授業の最後に授業で学んだことや質問をまとめて提出することで
出席とする。提出物は全て成績に反映される。質問は随時受付、回答する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
「教育」に関する新聞記事を常に読んでおくこと。授業では，常に「教師」としての視点で考えることを心がけること。出席と授業中の姿勢や態度を重視する。課
題レポート等による総合評価。

資格指定科目
教職課程（全教科）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

教育相談についての理解

教育相談の視点に基づく思
考・判断力

授業に主体的に取り組む態
度（生徒や保護者への対応
の見立て）

授業で扱った学校内での問
題点について、資料やDVD
等の内容にも触れ自分の考
えを含めながら詳細に感想
文に、まとめていた。

授業で扱った学校内での問
題点について、自分の考え
も含めて大枠で感想文に、
まとめていた。

授業で扱った学校内での問
題点について、大枠で感想
文に、まとめていた。

授業で扱った学校内での問
題点について、一部を感想
文に、まとめていた。

教育相談の基本を踏まえて
、生徒や保護者への対応に
関して十分に考察を行うこ
とができた。

教育相談の基本を踏まえて
、生徒や保護者への対応に
関しておおむね考察を行う
ことができた。

教育相談の基本を踏まえて
、生徒や保護者への対応に
関して一定程度考察を行う
ことができた。

教育相談の基本を踏まえて
、生徒や保護者への対応に
関して考察を行うことがで
きた。

教育相談の基本を踏まえて
、生徒や保護者への対応に
関して考察を行うことがで
きなかった。

教育相談の基本を踏まえて
生徒や保護者への対応の見
立てをわかりやすく説明で
きた。

教育相談の基本を踏まえて
生徒や保護者への対応の見
立てをおおむね説明できた
。

教育相談の基本を踏まえて
生徒や保護者への対応の見
立てを一定程度説明できた
。

教育相談の基本を踏まえて
生徒や保護者への対応の見
立てを説明できた。

教育相談の基本を踏まえて
生徒や保護者への対応の見
立てを説明することができ
なかった。

科目名称 教育相談（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞを

専門科目科目分類区分

佐々木　智城（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

EDP124065，EDP244108，EDP344106，E
DP444108，EDP544117（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択（教職課

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

スクールカウンセラー、教育委員会勤務経験のある臨床心理士が不登校やいじめなど児童生
徒への対応を指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ７０％ ０％ ０％ ２０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照　

修学サポート（合理的配慮）
・事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
・講義中の録音･録画･撮影は事前相談を経て、個人利用に限り許可する場合がある。
・板書の量および方法等について配慮する。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

764－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明。授業改善アンケート結果反映の説
明。～オリエンテーション～教育相談の意義と役割 教育相談に関する文献を読むこと（９０分）

2 教育相談の組織と運営　～校内体制および他機関等
との連携 教育相談に関する文献を読むこと（９０分） 授業の内容をノートにまとめて復習すること。

（９０分）

教育相談に関する文献を読むこと（９０分）3 児童生徒理解と教育相談
（１）相談の対象と問題発見・心理テストの活用

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）児童生徒理解と教育相談

（２）問題行動のメカニズム4

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）不登校、いじめへの対応5

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）カウンセリングの理論と技法（カウンセリングの実

習体験も含む）（１）6

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）カウンセリングの理論と技法（カウンセリングの実

習体験も含む）（２）7

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）学級担任の行う教育相談

（１）教育相談を活かす学級経営8

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）学級担任の行う教育相談

（２）学級内の問題生徒の指導9

10 学習指導と教育相談 教育相談に関する文献を読むこと（９０分） 授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）生徒指導と教育相談11

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）教育相談の実際；事例検討（１）12

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）教育相談の実際；事例検討（２）13

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）教育相談の実際；事例検討（３）14

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）教育相談に関する文献を読むこと（９０分）学校カウンセリング：学校カウンセラーと教育相談15

レポートの作成（９０分）レポート作成の準備をすること（９０分）レポートについて、最終回において解説しフィード
バックする。授業改善アンケートの実施。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

科目名称 教育相談（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞを

専門科目科目分類区分

佐々木　智城（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

EDP124065，EDP244108，EDP344106，E
DP444108，EDP544117（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択（教職課

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

スクールカウンセラー、教育委員会勤務経験のある臨床心理士が不登校やいじめなど児童生
徒への対応を指導する。

基本情報

開講時期

1 教科書なし

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 西本絹子 萌文書林 978-4-89347-211-3

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『教師のための初等教育相談』 2015

2

3

4

5



障害者を取り巻く社会情勢
と生活実態について関係す
るキーワードを理解してお
らず、説明・記述が不十分
だった。

765－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
①障害の概念と特性を踏まえ、障害者とその家族の生活とこれを取り巻く社会環境について理解する。
②障害者福祉の歴史と障害観の変遷、制度の発展過程について理解する。
③障害者に対する法制度と支援の仕組みについて理解する。
④障害による生活課題を踏まえ、社会福祉士及び精神保健福祉士としての適切な支援のあり方を理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（２）（３）に対応する。

到達目標
①障害者の取り巻く社会情勢と生活実態について、データを用いて説明し課題を指摘できる。
②障害者にかかわる法体系について、その成立の過程や概要について理解する。
③障害者福祉にかかわる制度の体系とその概要について理解し、課題を指摘できる。

授業全体の内容と概要
障害概念の特性、障害者の生活実態とこれを取り巻く社会環境、障害者福祉の歴史、障害者に対する法制度、障害者と家族等の支援における関係機関と専門職の役
割、障害者と家族に等に対する支援の実際
「SDG1．すべての人に健康と福祉を」、「SDG8．働きがいも経済成長も」、「SDG16．平和と公正をすべての人に」、「SDG17．パートナーシップで目標を達成しよ
う」の関連授業

授業の方法
①教科書の内容をまとめた配布資料に基づく講義形式になるが、新聞記事の活用や映像資料の視聴、演習（グループワーク等）も取り入れる。配布された資料には
板書事項を記述すること。
②毎回の感想・質問等を記入するリアクションペーパーを配布・講義終了時に回収し、次回授業開始時にフィードバックを行う。
③第１０回目の前半には中間テストを実施し、理解度を確認する（出題形式・試験時間等は授業内で説明）。質問等は随時対応。
④授業資料の配信等においてMicorsoft Teamsを活用する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①教科書は毎回持参すること。
②配布資料は紛失しないよう、ファイリングする等して管理を徹底すること。
③ニュースなどで報道される福祉に関わる話題について興味を持つこと。
④新聞記事などを題材として社会福祉の現状や課題を検討する等、常に問題意識を持ちながら積極的に授業に参加すること。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程，精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

障害者の取り巻く社会情勢
と生活実態について、デー
タを用いて説明し課題を指
摘できる。

障害者にかかわる法体系に
ついて、その成立の過程や
概要について理解する。

障害者福祉にかかわる制度
の体系とその概要について
理解し、課題を指摘できる
。

関係するデータを用いて障
害者を取り巻く社会情勢と
生活実態について具体的に
説明・記述できた。

関係するデータを用いて障
害者を取り巻く社会情勢と
生活実態についておおむね
具体的に説明・記述できた
。

関係するキーワードを提示
することにより障害者を取
り巻く社会情勢と生活実態
について具体的に説明・記
述できた。

関係するキーワードを提示
することにより障害者を取
り巻く社会情勢と生活実態
についておおむね説明・記
述できた。

障害者にかかわる法体系の
成立の過程や概要について
具体的に説明・記述できた
。

障害者にかかわる法体系の
成立の過程や概要について
おおむね具体的に説明・記
述できた。

関係するキーワードを提示
することにより障害者にか
かわる法体系の成立の過程
や概要について具体的に説
明・記述できた。

関係するキーワードを提示
することにより障害者にか
かわる法体系の成立の過程
や概要についておおむね説
明・記述できた。

障害者にかかわる法体系の
成立の過程や概要について
関係するキーワードを理解
しておらず、説明・記述が
不十分だった。

障害者にかかわる制度の体
系と概要、課題について具
体的に説明・記述できた。

障害者にかかわる制度の体
系と概要、課題についてお
おむね具体的に説明・記述
できた。

関係するキーワードを提示
することにより障害者にか
かわる制度の体系と概要、
課題について具体的に説明
・記述できた。

関係するキーワードを提示
することにより障害者にか
かわる制度の体系と概要、
課題についておおむね説明
・記述できた。

障害者にかかわる制度の体
系と概要、課題について関
係するキーワードを理解し
ておらず、説明・記述が不
十分だった。

科目名称 障害者福祉

専門科目科目分類区分

畠山　明子（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS112010（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）畠山　明子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
出席回数は試験前までに１０回以上あることを評価の前提条件とし、第１０回目に実施する中間テスト（３０点）、第１６回に実施する定期試験（７０点）の結果
を総合して評価する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ３０％ ０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

766－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
本講義の進め方、シラバスの説明、授業改善アンケ
ート結果反映の説明、障害者福祉の概説、障害概念
と特性

本講義で学ぶ概要についてシラバスや教科書の内容
を確認する。（９０分）

2 障害者の生活実態とこれを取り巻く社会環境、障害
者福祉の歴史①障害者福祉の理念・障害観の変遷

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

3 障害者福祉の歴史②障害者処遇の変遷、障害者の権
利条約と障害者基本法

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

障害者に対する法制度①障害者総合支援法（障害者
総合支援法の概要・障害福祉サービス及び相談支援
・障害支援区分及び支給決定）

4

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

障害者に対する法制度②障害者総合支援法（自立支
援医療・補装具・地域生活支援事業・障害福祉計画
）

5

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

障害者に対する法制度③身体障害者福祉法・知的障
害者福祉法・精神保健福祉法6

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

障害者に対する法制度④児童福祉法・発達障害者支
援法・障害者虐待防止法7

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

障害者に対する法制度⑤障害者差別解消法・バリア
フリー法・障害者雇用促進法・障害者優先調達推進
法

8

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

障害概念の特性、障害者の生活実態とこれを取り巻
く社会環境、障害者福祉の歴史、障害者に対する法
制度の振り返り

9

10 中間テスト、振り返り
次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

試験で間違えた箇所、理解があいまいだった箇所に
ついてプリント等を確認して見直し、復習を行う。
授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

障害者と家族等の支援における関係機関と専門職の
役割①関係機関と専門職等の役割11

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

障害者と家族等の支援における関係機関と専門職の
役割②事例検討12

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

障害者と家族等に対する支援の実際①障害領域にお
ける社会福祉士及び精神保健福祉士の役割・障害者
と家族等に対する支援の実際

13

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

障害者と家族等に対する支援の実際②事例検討14

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

次回授業で取り扱う教科書の該当箇所について指示
したキーワードを確認しながら読む。前回授業で指
示した用語やテーマについて調べる。（９０分）

授業のまとめ15

試験で間違えた箇所、理解があいまいだった箇所に
ついてプリント等を確認して見直し、復習を行う。
（９０分）

試験に向けて授業内容の振り返りを行う。（９０分
）

定期試験（６０分の試験後、残りの３０分で解説）
、授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業回の配布資料を用いて、重要なキーワードの復
習や疑問点等を確認する。（９０分）

科目名称 障害者福祉

専門科目科目分類区分

畠山　明子（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS112010（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）畠山　明子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 一般社団法人日本ソーシャルワ
ーク教育学校連盟

中央法規 978-4-8058-8238-2

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新　社会福祉士養成講座　精神保健福祉士養
成講座　８　障害者福祉』

２０２１年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



障害児保育Ⅰについて、理
解できなかった。

767－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
共生社会の創造のために以下の５つの観点で幅広い教養を身に付ける
１．障害児保育を支える理念や歴史的変遷について学び、障害児及びその保育について理解する。
２．様々な障害について理解し、子どもの理解や援助の方法、環境構成等について学ぶ。
３．障害のある子どもの保育の計画を作成し、個別支援及び他の子どもとのかかわりのなかで育ち合う保育実践について理解を深める。
４．障害のある子どもの保護者への支援や関係機関との連携について理解する。
５．障害のある子どもの保育にかかわる保健・医療・福祉・教育等の現状と課題について理解する

授業の位置づけ
社会福祉学科ＤＰ（２）（４）（５）に対応する。

到達目標
障害児保育を支える理念、障害の理解と保育における発達の援助、障害児保育の実際、家庭及び関係機関と
の連携、障害のある子どもの保育にかかわる現状と課題について具体的に述べることができる。
「ＳＤＧ４．質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業全体の内容と概要
障害児保育を支える理念、障害の理解と保育における発達の援助、障害児保育の実際，家庭及び関係機関との連携、障害のある子どもの保育にかかわる現状と課題
について学修する。

授業の方法
教科書の輪読、パワーポイント及び配布資料で講義形式とし、教科書の内容の確認、ロールプレイや質疑応答の時間を設けるなどで基礎知識の定着を図る。また、
DVD で具体的な実践場面を視聴し内容をレポートにまとめ知識の伸展を図る。

アクティブラーニングの実施方法

　○ プレゼンテーション

模擬授業

　○ ディスカッション

　○ グループワーク

　○ ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
具体的な指導場面の指導事例を元に、ロールプレイで体感したり、障害児保育にかかわる実践事例のDVD 教材を視聴した後に事例に基づいたレポート作成を求める
ので、授業を欠席することのないよう留意すること。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

障害児保育Ⅰの理解

障害児保育Ⅰの思考・判断
・表現

授業への参加態度・姿勢

障害児保育Ⅰについて、学
修した知識・技能を基盤に
、さらに学修を深めようと
することができた。

障害児保育Ⅰについて、必
要な知識・技能を理解する
ことができた。

障害児保育Ⅰについて、一
定程度の理解ができた。

障害児保育Ⅰについて、一
部理解することができた。

障害児保育Ⅰについて、積
極的に思考・判断し、自ら
表現を工夫して活動するこ
とができた。

障害児保育Ⅰについて、思
考・判断し、自ら表現する
ことができた。

障害児保育Ⅰについて、思
考活動に取り組み表現しよ
うとすることができた。

障害児保育Ⅰについて、思
考しようとすることはでき
た。

障害児保育Ⅰにかかわる思
考・判断・表現について必
要な取り組みができなかっ
た。

授業に非常に積極的に参加
することができた。

授業に積極的に参加するこ
とができた。

授業に関心を持って参加す
ることができた。

授業への関心を示すことは
できた。

授業への積極的な参加がで
きなかった。

科目名称 障害児保育Ⅰ

専門科目科目分類区分

坂上　俊樹（社会福祉学科・非常勤教員
）

授業担当者（所
属・職名）

SNE122092（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館1階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）坂上　俊樹 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験を活かして、今日的な教育課題（障害児保育）について指導する
。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ２０％ ０％ ０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

768－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション
～授業改善アンケート結果反映の説明とシラバスの
説明、障害児保育Ⅰの概要

シラバスを確認しておくこと （９０分）

2 障害の理解と保育における発達の援助（１）肢体不
自由児、視覚・聴覚障害児等の理解と援助

教科書の「障害のある子どもの保育の実際」を事前
に読んでおくこと （９０分） 配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）

教科書の「障害のある子どもの保育の実際」を事前
に読んでおくこと （９０分）3 障害の理解と保育における発達の援助（２）知的障

害児の理解と援助 配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「障害のある子どもの保育の実際」を事前
に読んでおくこと （９０分）

障害の理解と保育における発達の援助（３）発達障
害児の理解と援助①（ADHD－注意欠陥多動性障害、
LD－学習障害等）

4

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「障害のある子どもの保育の実際」を事前
に読んでおくこと （９０分）

障害の理解と保育における発達の援助（４）発達障
害児の理解と援助②（PDD、自閉症スペクトラム等
）

5

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「障害のある子どもの保育の実際」を事前
に読んでおくこと （９０分）

障害児保育の実際（１）保育課程に基づく指導計画
の作成と記録及び評価6

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「保育実践の基礎知識」を事前に読んでお
くこと（９０分）

障害児保育の実際（２）個々の発達を促す生活や遊
びの環境7

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「保育実践の基礎知識」を事前に読んでお
くこと（９０分）

障害児保育の実際（３）子ども同士のかかわりと育
ち合い8

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「障害のある子どもの保育の実際」を事前
に読んでおくこと （９０分）障害児保育の実際（４）職員間の協働9

10 家庭及び関係機関との連携（１）保護者や家族に対
する理解と支援

教科書の「家族への支援と保育者の役割」を事前に
読んでおくこと （９０分） 配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「施設・専門機関の地域ネットワーク」を
事前に読んでおくこと （９０分）

家庭及び関係機関との連携（２）地域の専門機関等
との連携及び個別の支援計画の作成11

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「施設・専門機関の地域ネットワーク」を
事前に読んでおくこと （９０分）家庭及び関係機関との連携（３）小学校等との連携12

配付資料に基づき復習しておくこと（９０分）教科書の「障害のある子どもの保育の今後の課題」
を事前に読んでおくこと （９０分）

障害のある子どもの保育にかかわる現状と課題
（１）保健・医療における現状と課題13

ＤＶＤ視聴時のメモを元に整理すること （９０分
）配布した資料を事前に読んでおくこと（９０分）

障害のある子どもの保育にかかわる現状と課題
（２）福祉・教育における現状と課題の概要、
ＤＶＤの視聴

14

配付資料に基づき復習しておくこ（９０分）教科書の「障害のある子どもの保育の今後の課題」
を事前に読んでおくこと （９０分）

障害のある子どもの保育にかかわる現状と課題
（２）福祉・教育における現状と課題
「授業改善アンケートの実施」

15

試験の結果を見直す(９０分)指定した教科書や講義内容について整理しておくこ
と（９０分)

定期試験（60 分の試験終了後、残り30 分で解説す
る。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

「障害」についての概念を確認する （９０分）

科目名称 障害児保育Ⅰ

専門科目科目分類区分

坂上　俊樹（社会福祉学科・非常勤教員
）

授業担当者（所
属・職名）

SNE122092（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館1階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）坂上　俊樹 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験を活かして、今日的な教育課題（障害児保育）について指導する
。

基本情報

開講時期

1 中山智哉・濱田尚志・末成妙子 学文社 978-4-7620-3121-2

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『障がいのある子どもの保育・教育の実践』 2022年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



769－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑⅤ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

IRE323076（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

770－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑⅤ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

IRE323076（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を理解
することができなかった。

771－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
①「障害者」に対する思想や障害者の社会的立場の変遷から、障害者福祉の基本的枠組み（理念・視点・関係性）について理解する。
②精神保健福祉士が対象とする「精神障害者」の定義とその障害特性を構造的に理解するとともに、精神障害者の生活実態について学ぶ。
③精神疾患や精神障害をもつ当事者の社会的立場や処遇内容の変遷をふまえ、それに対する問題意識をもつ価値観を体得する。
④精神障害者へのかかわりについて、精神医学ソーシャルワーカーが構築してきた固有の価値を学び、精神保健福祉士の存在意義を理解して職業的アイデンティテ
ィの基礎を築く。
⑤現在の精神保健福祉士の基本的枠組み（理念・視点・関係性）と倫理綱領に基づく職責について理解する。
⑥精神保健福祉士を規定する法律と倫理綱領を把握し、求められる機能や役割を理解する。
⑦近年の精神保健福祉の動向を踏まえ、精神保健福祉士の職域と業務特性を理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP（１）（２）（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
精神保健福祉の理念や概念を習得し、精神保健福祉士の倫理や価値観を培い、役割や業務特性を理解できる。

授業全体の内容と概要
①障害者福祉の理念や概念の理解や社会的障壁について学ぶ。
②精神保健福祉士の原理や精神保健福祉士の役割等について学ぶ。
「SDG３．すべての人に健康と福祉を」関連科目。

授業の方法
①授業形態は講義形式で行う。
②テキスト及び配布資料を使用し,ポイントとするべき箇所は説明,板書を行う。
③質問等に対しては都度口頭にて説明を行い、必要に応じて資料を配布する。
④確認テストを実施し、解答回収後解説を行う。
⑤Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、質問を受け付け、適宜教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①教科書は必ず持参すること。
②必要な資料等は適宜配布する。
③２０分以上の遅刻・早退は欠席とみなす。

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

思考力・考察力

主体性・情意

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を深く
理解できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識をおお
むね理解できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を理解
できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を多少
理解できた。

精神保健福祉の基礎を踏ま
え、精神保健福祉相談援助
の展開について十分に考察
できた。

精神保健福祉の基本を踏ま
え、精神保健福祉相談援助
の展開についておおむね考
察できた。

精神保健福祉の基本を踏ま
え、精神保健福祉相談援助
の展開について考察できた
。

精神保健福祉の基本を踏ま
え、精神保健福祉相談援助
の展開について多少考察で
きた。

精神保健福祉の基本を踏ま
え、精神保健福祉相談援助
の展開について考察するこ
とができなかった。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
適切に説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
おおむねに説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
多少説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
説明することができなかっ
た。

科目名称 精神保健福祉の原理Ⅰ

専門科目科目分類区分

西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS122038（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西野　克俊 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科医療機関における実務経験がある教員がその経験を活かして、精神保健福祉の基礎と
なる知識や倫理観習得のための指導をする。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要な最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ０％ ０％ １０％ ３０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

772－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
障害者福祉の思想と原理について
シラバスの説明、授業改善アンケート結果の反映の
説明

教科書を事前に読んでおくこと（９０分）

2 障害者福祉の理念について①（ノーマライゼーショ
ン、ソーシャルインクルージョン等） 教科書を事前に読んでおくこと（９０分） ノート・資料整理を行うこと（９０分）

教科書を事前に読んでおくこと（９０分）3 障害者福祉の理念について②（エンパワメント、自
立生活、機会均等等） ノート・資料整理を行うこと（９０分）

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）障害者福祉の歴史的展開について4

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）国際機能分類について（ICIDH、ICFの理解）5

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）制度における「精神障害者」の定義について6

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神障害の障害特性について7

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）諸外国の動向について8

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）日本の精神保健福祉政策に影響のあった出来事につ
いて①（相馬事件、ライシャワー事件）9

10 日本の精神保健福祉政策に影響のあった出来事につ
いて②（宇都宮病院事件、大和川病院事件） 教科書を事前に読んでおくこと（９０分） ノート・資料整理を行うこと（９０分）

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）日本の精神保健福祉政策に影響のあった出来事につ
いて③（池田小事件、相模原事件）11

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）社会的障壁の理解について①（欠格事項、強制不妊
手術など）12

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）社会的障壁の理解について②（コンフリクトの種類
など）13

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）社会的障壁の理解について③（人権侵害、アルコー
ル・薬物問題など）14

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）まとめ「障害者福祉」、「日本における事件」、「
社会的障壁」等について15

試験の振り返りを行うこと（９０分）試験のための学習（９０分）試験（６０分）実施、終了後解説（３０分）
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノート・資料整理を行うこと（９０分）

科目名称 精神保健福祉の原理Ⅰ

専門科目科目分類区分

西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS122038（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西野　克俊 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科医療機関における実務経験がある教員がその経験を活かして、精神保健福祉の基礎と
なる知識や倫理観習得のための指導をする。

基本情報

開講時期

1 一般社団法人日本ソーシャルワ
ーク教育学校連盟

中央法規出版株式
会社

9784805882566

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『精神保健福祉の原理』 ２０２１

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



図書館等の文献調査ができ
なかった。

773－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
地域は、情報の一方的な受け手ではなく、自らの地域情報を発信することにより地域への関心を高め、地域活性化を推進することが求められている。地域情報発信
の意義、効果、方法について理解することを目的としている。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）、（４）、（５）に対応する。

到達目標
地域活性化という観点から見た地域情報について理解し、地域内外に対する地域情報発信の意義、効果、方法について理解し見識を持つ。

授業全体の内容と概要
地域情報の例、地域情報発信の意義、効果、方法についての講義を行う。
「SDG 11.住み続けられるまちづくりを」の関連科目。
「SDG 8.働きがいも経済成長も」の関連科目。

授業の方法
プロジェクターでの投影や板書を行い、双方向授業を活用しながら講義を進める。必要に応じて資料を配布したり、調査学習を行う。毎回の授業では授業に関する
振り返りを簡潔に「振り返りシート」に記入し提出する。振り返りシートの内容をもとに次回授業冒頭でフィードバックを行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

〇 調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
本講義は【授業態度】を重視する。【授業態度】においては、授業中の居眠り、私語、携帯電話・スマートホン等の操作は指示された場合を除き厳禁とし、再度の
注意を受けたものは退室を命じ欠席扱いとする。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

情報管理（文献・情報検索
）

ICTスキル・情報リテラシ
ー

情報整理

一観点に対して図書館等の
文献調査から得た資料を基
に必要な情報を整理（短文
等）できた。

一観点に対して図書館等の
文献調査から得た複数の資
料を閲覧し必要な情報を取
得できた。

一観点に対して図書館等の
文献調査から得た複数の資
料（3つ以上）を入手でき
た。

図書館等の文献調査ができ
た。

PC等を活用して適切な体裁
で図表や写真等を用いた効
果的な論文やレポート、プ
レゼンテーション資料の作
成、データ分析、授業内外
で効果的にICTを活用。必
要な情報・データへ適切に
アクセスでき批判的視点で
評価・取捨選択・統合して
使用できた。

PC等を活用して適切な体裁
で図表や写真等を用いた論
文やレポート、プレゼンテ
ーション資料の作成でき、
ICTを活用した。必要な情
報・データへ適切にアクセ
スでき批判的視点で評価・
取捨選択・統合して使用で
きた。

PC等を活用して図表や写真
等を用いた論文やレポート
、プレゼンテーション資料
を作成できた。必要な情報
・データへ適切にアクセス
・統合して使用できた。

PC等を活用して論文やレポ
ート、プレゼンテーション
資料を作成できた。必要な
情報・データへ適切にアク
セスし使用できた。

PC等を活用できず、指定の
体裁で論文やレポート、プ
レゼンテーション資料が作
成できなかった。必要な情
報・データにアクセスでき
なかった。

文献や電子資料の情報整理
を研究テーマの背景・問題
点・実験方法等のカテゴリ
ーに分けることができる観
点ごとにまとめ、それらの
リスト（規格統一表記）作
成した。

文献や電子資料の情報整理
を研究テーマの背景・問題
点・実験方法等のカテゴリ
ーに分けることができる観
点ごとにまとめた。

文献や電子資料の情報整理
を研究テーマの背景・問題
点・実験方法等を別にまと
めた。

文献や電子資料の情報整理
を研究関連としてまとめた
。

文献や電子資料の情報整理
を行っていなかった。

科目名称 地域情報論

専門科目科目分類区分

猪尾　紀幸（経営学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

LIH422046，LIH522045（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 1号館1階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）猪尾　紀幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

地方地域の中小零細企業への経営コンサルティングを実施している経営の専門家として、経
営と地域活性化の視点から地域情報論について具体的で実践的な講義をする。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明、授業改善アンケート結果反映の説
明
地域情報論・総論①

学習内容について事前調査、疑問点の洗い出しなど
を行うこと。（９０分）

2 地域情報論・総論②
（地域活性化と地域情報）

学習内容について事前調査、疑問点の洗い出しなど
を行うこと。（９０分）

授業での気づきや振り返りをもとに学習内容を復習
すること。（９０分）

学習内容について事前調査、疑問点の洗い出しなど
を行うこと。（９０分）3 北広島市の概要①

（地域の歴史、文化）
授業での気づきや振り返りをもとに学習内容を復習
すること。（９０分）

授業での気づきや振り返りをもとに学習内容を復習
すること。（９０分）

学習内容について事前調査、疑問点の洗い出しなど
を行うこと。（９０分）

北広島市の概要②
（地域の産業、企業）4

授業での気づきや振り返りをもとに学習内容を復習
すること。（９０分）

学習内容について事前調査、疑問点の洗い出しなど
を行うこと。（９０分）

北広島市の地域情報の例①
（赤毛米と北広島の稲作、久藏翁）5

授業での気づきや振り返りをもとに学習内容を復習
すること。（９０分）

学習内容について事前調査、疑問点の洗い出しなど
を行うこと。（９０分）

北広島市の地域情報の例③
（地域ビジョン：ボールパークを含めた今後の展望
）

6

授業での気づきや振り返りをもとに学習内容を復習
すること。（９０分）

学習内容について事前調査、疑問点の洗い出しなど
を行うこと。（９０分）

北海道の他地域情報の例①
（移住推進地域）7

授業での気づきや振り返りをもとに学習内容を復習
すること。（９０分）

学習内容について事前調査、疑問点の洗い出しなど
を行うこと。（９０分）

北海道の他地域情報の例②
（観光推進地域）8

授業での気づきや振り返りをもとに学習内容を復習
すること。（９０分）

学習内容について事前調査、疑問点の洗い出しなど
を行うこと。（９０分）

情報発信手法①
（メディアミックス）9

10 情報発信手法②
（トリプルメディア）

学習内容について事前調査、疑問点の洗い出しなど
を行うこと。（９０分）

授業での気づきや振り返りをもとに学習内容を復習
すること。（９０分）

授業での気づきや振り返りをもとに学習内容を復習
すること。（９０分）

学習内容について事前調査、疑問点の洗い出しなど
を行うこと。（９０分）

情報発信手法③
（ＩＴ普及と消費者行動の変化）11

授業での気づきや振り返りをもとに学習内容を復習
すること。（９０分）

学習内容について事前調査、疑問点の洗い出しなど
を行うこと。（９０分）

情報発信手法④
（インターネット、ホームページ、ＳＮＳ）12

授業での気づきや振り返りをもとに学習内容を復習
すること。（９０分）

学習内容について事前調査、疑問点の洗い出しなど
を行うこと。（９０分）

情報発信手法⑤
（その他の手法）13

授業での気づきや振り返りをもとに学習内容を復習
すること。（９０分）

学習内容について事前調査、疑問点の洗い出しなど
を行うこと。（９０分）情報発信手法⑥（注意点、商標権、著作権）14

授業での気づきや振り返りをもとに学習内容を復習
すること。（９０分）

授業の全体についてポイントをまとめ試験対策をす
ること。（９０分）

まとめ
授業改善アンケートの実施15

復習（９０分）試験範囲の確認（９０分）定期試験
６０分の試験終了後，残りの３０分で解説を行う。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業での気づきや振り返りをもとに学習内容を復習
すること。（９０分）

科目名称 地域情報論

専門科目科目分類区分

猪尾　紀幸（経営学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

LIH422046，LIH522045（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 1号館1階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）猪尾　紀幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

地方地域の中小零細企業への経営コンサルティングを実施している経営の専門家として、経
営と地域活性化の視点から地域情報論について具体的で実践的な講義をする。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を理解
することができなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
①「障害者」に対する思想や障害者の社会的立場の変遷から、障害者福祉の基本的枠組み（理念・視点・関係性）について理解する。
②精神保健福祉士が対象とする「精神障害者」の定義とその障害特性を構造的に理解するとともに、精神障害者の生活実態について学ぶ。
③精神疾患や精神障害をもつ当事者の社会的立場や処遇内容の変遷をふまえ、それに対する問題意識をもつ価値観を体得する。
④精神障害者へのかかわりについて、精神医学ソーシャルワーカーが構築してきた固有の価値を学び、精神保健福祉士の存在意義を理解して職業的アイデンティテ
ィの基礎を築く。
⑤現在の精神保健福祉士の基本的枠組み（理念・視点・関係性）と倫理綱領に基づく職責について理解する。
⑥精神保健福祉士を規定する法律と倫理綱領を把握し、求められる機能や役割を理解する。
⑦近年の精神保健福祉の動向を踏まえ、精神保健福祉士の職域と業務特性を理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP（１）（２）（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
精神保健福祉の理念や概念を習得し、精神保健福祉士の倫理や価値観を培い、役割や業務特性を理解できる。

授業全体の内容と概要
①障害者福祉の理念や概念の理解や社会的障壁について学ぶ。
②精神保健福祉士の原理や精神保健福祉士の役割等について学ぶ。
「SDG３．すべての人に健康と福祉を」関連科目

授業の方法
①授業形態は講義形式で行う。
②テキスト及び配布資料を使用し,ポイントとするべき箇所は説明,板書を行う。
③質問等に対しては都度口頭にて説明を行い、必要に応じて資料を配布する。
④確認テストを実施し、解答回収後解説を行う。
⑤Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、質問を受け付け、適宜教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①教科書は必ず持参すること。
②必要な資料等は適宜配布する。
③２０分以上の遅刻・早退は欠席とみなす。

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・理解

思考力・考察力

主体性・情意

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を深く
理解できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識をおお
むね理解できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を理解
できた。

精神保健福祉相談援助につ
いての基礎的な知識を多少
理解できた。

精神保健福祉の基礎を踏ま
え、精神保健福祉相談援助
の展開について十分に考察
できた。

精神保健福祉の基本を踏ま
え、精神保健福祉相談援助
の展開についておおむね考
察できた。

精神保健福祉の基本を踏ま
え、精神保健福祉相談援助
の展開について考察できた
。

精神保健福祉の基本を踏ま
え、精神保健福祉相談援助
の展開について多少考察で
きた。

精神保健福祉の基本を踏ま
え、精神保健福祉相談援助
の展開について考察するこ
とができなかった。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
適切に説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
おおむねに説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
多少説明できた。

精神保健福祉相談援助の展
開について理解したことを
説明することができなかっ
た。

科目名称 精神保健福祉の原理Ⅱ

専門科目科目分類区分

西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS122039（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西野　克俊 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科医療機関における実務経験がある教員がその経験を活かして、精神保健福祉の基礎と
なる知識や倫理観習得のための指導をする。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要な最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ０％ ０％ １０％ ３０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

776－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 精神障害者福祉について
シラバスの説明 教科書を事前に読んでおくこと（９０分）

2 精神科医療の特異性について①（強制入院・治療、
精神科特例） 教科書を事前に読んでおくこと（９０分） ノート・資料整理を行うこと（９０分）

教科書を事前に読んでおくこと（９０分）3 精神科医療の特異性について②（隔離・身体的拘束
、多剤併用） ノート・資料整理を行うこと（９０分）

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神障害者の家族について（保護義務者の歴史、家
族の多様性）4

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）
「精神保健福祉士」の資格化に至る経緯について（
精神医学ソーシャルワーカー協会の設立、Y問題）5

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）原理・価値について(社会的復権と権利擁護、自己
決定、当事者主体）6

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）観点・視点について（人と環境の相互作用、エンパ
ワメント、リカバリー、アンチスティグマ）7

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）関係性について（加害者性、援助関係、協働関係）8

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神保健福祉士法について9

10 精神保健福祉士の職業倫理について①（倫理綱領） 教科書を事前に読んでおくこと（９０分） ノート・資料整理を行うこと（９０分）

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神保健福祉士の職業倫理について②（倫理的ジレ
ンマ）11

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神保健福祉士の業務特性について12

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神保健福祉士の職場・職域について13

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神保健福祉士の業務内容と業務指針について①（
業務指針、業務分類）14

ノート・資料整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）精神保健福祉士の業務内容と業務指針について②（
指針に基づく業務の展開例）15

試験の振り返りを行うこと（９０分）試験のための学習（９０分）試験（６０分）実施、終了後解説（３０分）
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノート・資料整理を行うこと（９０分）

科目名称 精神保健福祉の原理Ⅱ

専門科目科目分類区分

西野　克俊（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SWS122039（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西野　克俊 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科医療機関における実務経験がある教員がその経験を活かして、精神保健福祉の基礎と
なる知識や倫理観習得のための指導をする。

基本情報

開講時期

1 一般社団法人日本ソーシャルワ
ーク教育学校連盟

中央法規出版株式
会社

9784805882566

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『精神保健福祉の原理』 ２０２１

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑⅦ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

IRE324078（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）
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各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑⅦ

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

IRE324078（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択

研究室等所在

単位数 1 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



専門知識について理解でき
なかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
産業・組織について，心理学の領域ではどのような研究がなされているのかを理解する。さらに，そのような心理学的知見が社会（産業・福祉）の中でどのように
活用されているのかを考える。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）に対応する。

到達目標
①産業心理学領域で扱われる理論や専門用語の内容を説明する。
②産業心理学領域で扱われる理論や専門用語が，社会活動の中でどのように活かされているのかを指摘する。
③学んだ知識的枠組みを手掛かりとして，現在の産業分野の社会問題の原因や解決方法を考察する。

授業全体の内容と概要
心理学は医療・保健、教育、福祉、司法、産業と、さまざまな領域で応用されている。産業心理学では、そのような基礎心理学の知見が産業分野でどのように応用
されているのかを理解する。さらに、産業が抱える問題に対して心理学がどのように貢献できるのかについても知る。
「SDG3．すべての人に健康と福祉を」の関連授業

授業の方法
スライドや板書を提示しながら講義形式を中心に進行する。途中にディスカッションを取り入れることがある。質問には随時対応し，振り返りにはコメントをして
フィードバックをする。
授業で使用するスライドはMicrosft Teamsを用いて共有する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業の運営・進行を著しく妨害するような行為（私語，大学で認められたもの以外の飲食，代返　等）が認められた場合，総合評価から大幅に減点することがある
。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

専門知識の理解

専門知識の活用と応用

アカデミック・スキル（文
章表現）

専門知識について，９割以
上理解できた。

専門知識について，８割程
度理解できた。

専門知識について，７割以
上理解できた。

専門知識について，６割以
上理解できた。

提示された専門知識が活か
されるような社会的（産業
，福祉）活動を複数挙げ，
その根拠についても非常に
よく説明できた。

提示された専門知識が活か
されるような社会的（産業
，福祉）活動を複数挙げ，
その根拠についても説明で
きた。

提示された専門知識が活か
されるような社会的（産業
，福祉）活動を挙げ，その
根拠についても説明できた
。

提示された専門知識が活か
されるような社会的（産業
，福祉）活動を挙げること
ができた。

提示された専門知識が活か
されるような社会的（産業
，福祉）活動を挙げること
ができなかった。

自らの考えを、アカデミッ
クのルール（序論・本論・
結論や文体の統一、引用な
ど）に沿って、非常に表現
できた。

自らの考えを、アカデミッ
クのルール（序論・本論・
結論や文体の統一、引用な
ど）に沿って、かなり表現
できた。

自らの考えを、アカデミッ
クのルール（序論・本論・
結論や文体の統一、引用な
ど）に沿って、やや表現で
きた。

自らの考えを、アカデミッ
クのルール（序論・本論・
結論や文体の統一、引用な
ど）に沿って、最低限表現
できた。

自らの考えを、アカデミッ
クのルール（序論・本論・
結論や文体の統一、引用な
ど）に沿って、表現できな
かった。

科目名称 産業心理学（M）

専門科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SOP123059，SOP423042，SOP523041（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 1号館3階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１１回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５５％ ０％ ４５％ ０％ ０％ ０％

オフィスアワー 研究室在室時（オンライン授業中や会議中は除く）は常時対応可。授業時間や会議時間は研究室前の掲示を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

780－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション（シラバス及び授業改善アンケ
ート結果反映の説明，産業心理学の歴史と研究領域
）

産業心理学とはどのような学問領域かを調べる
（９０分）

2 動機づけ①（モチベーションの理論の基礎） 関連する文献を読む（９０分） 授業内容を振り返る（９０分）

関連する文献を読む（９０分）3 動機づけ②（モチベーションの理論の発展） 授業内容を振り返る（９０分）

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）職場ストレスとカウンセリング①（ストレスモデル
）4

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）職場ストレスとカウンセリング②（産業カウンセリ
ング）5

これまでの内容について，疑問点を整理する（９０
分）２回から５回までの内容を振り返る（９０分）まとめ①（動機づけと職場ストレス，カウンセリン

グ）6

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）集団と組織①（集団の意思決定）7

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）集団と組織②（集団状況でのパフォーマンス）8

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）集団と組織③（多様性と共同社会）9

10 リーダーシップの諸理論 関連する文献を読む（９０分） 授業内容を振り返る（９０分）

これまでの内容について，疑問点を整理する（９０
分）７回から１０回までの内容を振り返る（９０分）まとめ②（集団・組織とリーダーシップ）11

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）消費者行動①（消費行動を規定する心理要因）12

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）消費者行動②（消費者をとりまく心理要因）13

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）人事アセスメント14

これまでの内容について，疑問点を整理する（９０
分）１２回から１４回までの内容を振り返る（９０分）まとめ③15

試験でわからなかったことを再確認する（９０分）資料を確認し，自分の言葉で授業内容を説明できる
ように準備する（９０分）

６０分の試験終了後，残りの３０分で解説と授業改
善アンケートの実施を行う。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

産業心理学で扱う内容について確認する（９０分）

科目名称 産業心理学（M）

専門科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SOP123059，SOP423042，SOP523041（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 1号館3階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



専門知識について理解でき
なかった。

781－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
産業・組織について，心理学の領域ではどのような研究がなされているのかを理解する。さらに，そのような心理学的知見が社会（産業・福祉）の中でどのように
活用されているのかを考える。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）に対応する。

到達目標
①産業心理学領域で扱われる理論や専門用語の内容を説明する。
②産業心理学領域で扱われる理論や専門用語が，社会活動の中でどのように活かされているのかを指摘する。
③学んだ知識的枠組みを手掛かりとして，現在の産業分野の社会問題の原因や解決方法を考察する。

授業全体の内容と概要
心理学は医療・保健、教育、福祉、司法、産業と、さまざまな領域で応用されている。産業心理学では、そのような基礎心理学の知見が産業分野でどのように応用
されているのかを理解する。さらに、産業が抱える問題に対して心理学がどのように貢献できるのかについても知る。
「SDG3．すべての人に健康と福祉を」の関連授業

授業の方法
スライドや板書を提示しながら講義形式を中心に進行する。途中にディスカッションを取り入れることがある。質問には随時対応し，振り返り課題にはコメントを
してフィードバックをする。
授業で使用するスライドはMicrosft Teamsを用いて共有する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業の運営・進行を著しく妨害するような行為（私語，大学で認められたもの以外の飲食，代返　等）が認められた場合，総合評価から大幅に減点することがある
。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

専門知識の理解

専門知識の活用と応用

アカデミック・スキル（文
章表現）

専門知識について，９割以
上理解できた。

専門知識について，８割程
度理解できた。

専門知識について，７割以
上理解できた。

専門知識について，６割以
上理解できた。

提示された専門知識が活か
されるような社会的（産業
，福祉）活動を複数挙げ，
その根拠についても非常に
よく説明できた。

提示された専門知識が活か
されるような社会的（産業
，福祉）活動を複数挙げ，
その根拠についても説明で
きた。

提示された専門知識が活か
されるような社会的（産業
，福祉）活動を挙げ，その
根拠についても説明できた
。

提示された専門知識が活か
されるような社会的（産業
，福祉）活動を挙げること
ができた。

提示された専門知識が活か
されるような社会的（産業
，福祉）活動を挙げること
ができなかった。

自らの考えを、アカデミッ
クのルール（序論・本論・
結論や文体の統一、引用な
ど）に沿って、非常に表現
できた。

自らの考えを、アカデミッ
クのルールに沿って、かな
り表現できた。

自らの考えを、アカデミッ
クのルールに沿って、やや
表現できた。

自らの考えを、アカデミッ
クのルールに沿って、最低
限表現できた。

自らの考えを、アカデミッ
クのルールに沿って、表現
できなかった。

科目名称 産業心理学（S）

専門科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SOP123059，SOP423042，SOP523041（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 1号館3階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１１回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５５％ ０％ ４５％ ０％ ０％ ０％

オフィスアワー 研究室在室時（オンライン授業中や会議中は除く）は常時対応可。授業時間や会議時間は研究室前の掲示を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

782－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション（シラバス及び授業改善アンケ
ート結果反映の説明，産業心理学の歴史と研究領域
）

産業心理学とはどのような学問領域かを調べる
（９０分）

2 動機づけ①（モチベーションの理論の基礎） 関連する文献を読む（９０分） 授業内容を振り返る（９０分）

関連する文献を読む（９０分）3 動機づけ②（モチベーションの理論の発展） 授業内容を振り返る（９０分）

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）職場ストレスとカウンセリング①（ストレスモデル
）4

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）職場ストレスとカウンセリング②（産業カウンセリ
ング）5

これまでの内容について，疑問点を整理する（９０
分）２回から５回までの内容を振り返る（９０分）まとめ①（動機づけと職場ストレス，カウンセリン

グ）6

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）集団と組織①（集団の意思決定）7

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）集団と組織②（集団状況でのパフォーマンス）8

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）集団と組織③（多様性と共同社会）9

10 リーダーシップの諸理論 関連する文献を読む（９０分） 授業内容を振り返る（９０分）

これまでの内容について，疑問点を整理する（９０
分）７回から１０回までの内容を振り返る（９０分）まとめ②（集団・組織とリーダーシップ）11

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）消費者行動①（消費行動を規定する心理要因）12

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）消費者行動②（消費者をとりまく心理要因）13

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）人事アセスメント14

これまでの内容について，疑問点を整理する（９０
分）１２回から１４回までの内容を振り返る（９０分）まとめ③15

試験でわからなかったことを再確認する（９０分）資料を確認し，自分の言葉で授業内容を説明できる
ように準備する（９０分）

６０分の試験終了後，残りの３０分で解説と授業改
善アンケートの実施を行う。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

産業心理学で扱う内容について確認する（９０分）

科目名称 産業心理学（S）

専門科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SOP123059，SOP423042，SOP523041（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 1号館3階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



助言があっても理解できな
い。

783－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
高齢者の生活に対する理解を深め、相談援助活動において必要となる諸制度やサービスの知識と活用方法について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（３）（５）に対応する科目。

到達目標
高齢者の福祉ニーズの理解と、関する制度やサービスの知識を会得できる。

授業全体の内容と概要
高齢者福祉サービスの利用者の理解と、支援の基盤となる理念及び、高齢者福祉に関する諸制度やネットワークについて学ぶ。
「SDG３．すべての人に健康と福祉を」の関連授業

授業の方法
教科書に沿って、講義形式で展開していく。授業内で小試験（中間試験）を行い、その中から６０点分、定期試験に出題する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
３０分以上の遅刻は、欠席とする。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程科目である。

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

高齢者の特性について理解
できる。

高齢者を取り巻く環境と、
生活実態の理解ができる。

高齢者支援に対する関連制
度の理解ができる。

高齢者と家族の支援におけ
るソーシャルワーカーの役
割を理解できる。

高齢者が生活してきた時代
背景を含めて、説明できる
。

身体的、精神的、社会的特
徴の説明ができる。

身体的、精神的、社会的特
徴の理解ができる。

助言があれば理解できる。

社会環境と、生活実態、近
年の高齢者に関する問題と
、今後の課題について説明
できる。

社会環境と、生活実態、近
年の高齢者に関する問題に
ついて説明できる。

社会環境と、生活実態、近
年の高齢者について理解で
きる。

助言があれば理解できる。 助言があっても理解できな
い。

高齢者福祉に対する諸制度
の概要と、各々の課題につ
いて説明できる。

高齢者福祉に対する諸制度
の概要について説明できる
。

高齢者福祉に対する諸制度
の概要について理解できる
。

助言があれば理解できる。 助言があっても理解できな
い。

関連する機関や地域の中で
ソーシャルワーカーが担う
役割を事例を用いて説明で
きる。

関連する機関や地域の中で
ソーシャルワーカーが担う
役割を説明できる。

関連する機関や地域の中で
ソーシャルワーカーが担う
役割を理解できる。

助言があれば理解できる。 助言があっても理解できな
い。

科目名称 高齢者福祉

専門科目分類区分

櫻井　美帆子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS112009（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・2年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 1号館4階

単位数 2 (単位認定責任者： ）櫻井　美帆子 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

現場の実務経験から得た事例等を用いて、高齢者福祉に対する理解を深めていく。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ％ ％ ２０％ ％ ２０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

784－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
高齢者の定義と、少子高齢社会
授業改善アンケート結果反映の説明

教科書の目次に目を通す。新聞の高齢者にかんする
記事をスクラップする。（９０分）

2 高齢者の特性 授業該当部分の教科書を読み、疑問点があれば整理
する。（９０分） 授業内容をノートに整理する。（９０分）

授業該当部分の教科書を読み、疑問点があれば整理
する。（９０分）3 高齢者の生活実態と、高齢者を取り巻く社会環境 授業内容をノートに整理する。（９０分）

授業内容をノートに整理する。（９０分）授業該当部分の教科書を読み、疑問点があれば整理
する。（９０分）高齢者福祉の歴史4

授業内容をノートに整理する。（９０分）授業該当部分の教科書を読み、疑問点があれば整理
する。（９０分）

高齢者福祉の法体系①
老人福祉法5

授業内容をノートに整理する。（９０分）授業該当部分の教科書を読み、疑問点があれば整理
する。（９０分）

高齢者福祉の法体系②
高齢者医療確保法、高齢者虐待防止法6

授業内容をノートに整理する。（９０分）授業該当部分の教科書を読み、疑問点があれば整理
する。（９０分）

高齢者福祉の法体系③
バリアフリー法、高齢者住まい法等7

試験の自己採点をする。（９０分）1回から7回の内容を復習する。（９０分）小試験8

授業内容をノートに整理する。（９０分）授業該当部分の教科書を読み、疑問点があれば整理
する。（９０分）

高齢者福祉の法体系④
介護保険法9

10 高齢者福祉の法体系⑤
介護保険制度によるサービス体系

授業該当部分の教科書を読み、疑問点があれば整理
する。（９０分） 授業内容をノートに整理する。（９０分）

授業内容をノートに整理する。（９０分）授業該当部分の教科書を読み、疑問点があれば整理
する。（９０分）

高齢者福祉の法体系⑥
介護保険制度によるサービス体系11

授業内容をノートに整理する。（９０分）授業該当部分の教科書を読み、疑問点があれば整理
する。（９０分）高齢者支援における関連機関と専門職12

授業内容をノートに整理する。（９０分）授業該当部分の教科書を読み、疑問点があれば整理
する。（９０分）高齢者支援の実際13

授業内容をノートに整理する。（９０分）授業該当部分の教科書を読み、疑問点があれば整理
する。（９０分）高齢者支援の実際14

試験の自己採点をする。（９０分）1回から1４回の復習をする。（９０分）定期試験15

試験の不正解部分について復讐する。（９０分）1回から１５回を振り返り、質問事項があればまと
める。（９０分）

試験解説とまとめ
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業内容をノートに整理する。（９０分）

科目名称 高齢者福祉

専門科目分類区分

櫻井　美帆子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS112009（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・2年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 1号館4階

単位数 2 (単位認定責任者： ）櫻井　美帆子 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

現場の実務経験から得た事例等を用いて、高齢者福祉に対する理解を深めていく。

基本情報

開講時期

1 荘村明彦 中央法規 978-4-8058-8245-0

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新社会福祉士養成講座高齢者福祉』 2021年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



最低限の専門知識を理解で
きなかった。

785－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
学生が，コミュニティ心理学の理念と目標を理解し，コミュニティ心理学的介入方法について理解する。さらに，学生が，いくつかのコミュニティ活動の事例につ
いて見聞きしながら，実際のコミュニティにおける問題解決への心理学的アプローチの可能性について考察する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）（３）に対応する科目。

到達目標
①コミュニティ心理学で扱われる理論や専門用語の内容を理解する。
②実際のコミュニティ活動を通した問題解決の事例を，心理学の知見を援用しながら説明する。
③コミュニティ心理学に関するテーマについて，調べ，整理し，スライド資料を用いて紹介する。

授業全体の内容と概要
コミュニティ心理学の理念・目的に基づき，人が環境に適応するための援助だけでなく，個人を取り巻く環境改善への介入・援助の方法について学ぶ。さらに，従
来の臨床心理学的なアプローチに加え，社会心理学的アプローチの可能性についても考察する。
「SDG3．すべての人に健康と福祉を」の関連授業

授業の方法
前半は板書とパワーポイント，配布印刷物を活用しながら，講義形式で行う。前半の最後に授業内課題を実施し，知識の定着を図る。後半は履修生によるプレゼン
テーションを実施する。質問には随時対応する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業の運営・進行を著しく妨害するような行為（私語，大学で認められたもの以外の飲食，携帯電話・スマートフォンの使用，代返　等）が認められた場合，総合
評価から大幅に減点することがある。
プレゼンテーション発表の枠は、6枠×3回であり、その中で全履修者の発表を終わらせる必要がある。そこで、履修者の人数が多い（19名以上）の場合、グループ
での発表になる。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

専門知識の理解

専門知識の応用

プレゼンテーション

授業への積極的参加

専門知識を非常に理解でき
た。

専門知識をかなり理解でき
た。

専門知識をやや理解できた
。

最低限の専門知識を理解で
きた。

提示された社会問題の原因
や解決策を挙げることがで
き，その理由を詳しく説明
できる。さらに，コミュニ
ティ心理学の知識の枠組み
を元に，自ら社会問題の原
因や優れた解決策を提示す
ることができた。

提示された社会問題の原因
や解決策を挙げることがで
き，その理由を説明できる
。さらに，コミュニティ心
理学の知識の枠組みを元に
，自ら社会問題の原因や解
決策を提示することができ
た。

提示された社会問題の原因
や解決策を挙げることがで
き，その理由を説明できた
。

提示された社会問題の原因
や解決策を挙げることがで
きた。

提示された社会問題の原因
や解決策を挙げることがで
きなかった。

プレゼンテーションの事前
説明時に示された評価の観
点を９割以上できた。

プレゼンテーションの事前
説明時に示された評価の観
点を８割程度できた。

プレゼンテーションの事前
説明時に示された評価の観
点を７割程度できた。

プレゼンテーションの事前
説明時に示された評価の観
点を６割程度できた。

プレゼンテーションの事前
説明時に示された評価の観
点を満たすことができなか
った。

授業へ非常に参加できた。 授業へかなり参加できた。 授業へやや参加できた。 授業へ最低限の参加ができ
た。

授業へ積極的に参加できな
かった。

科目名称 ｺﾐｭﾆﾃｨ心理学（M）

専門科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CLP123058，CLP423047，CLP523046（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１１回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２０％ ６０％ ０％ ０％ ２０％

オフィスアワー 研究室在室時（オンライン授業中や会議中は除く）は常時対応可。授業時間や会議時間は研究室前の掲示を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

786－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション（シラバス及び授業改善アンケ
ートの結果反映の説明，コミュニティとは） コミュニティについて調べる（９０分）

2 コミュニティ心理学の歴史と特徴 関連する文献を読む（９０分） 授業内容を振り返る（９０分）

関連する文献を読む（９０分）3 コミュニティ心理学の理念と心理学者の役割 授業内容を振り返る（９０分）

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）コミュニティ心理学の理論とモデル4

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）予防プログラム5

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）危機介入とコンサルテーション6

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）ソーシャルサポートとセルフヘルプ7

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）コミュニティ感覚と市民参加8

疑問点をまとめる（９０分）これまでの内容を振り返る（９０分）これまでの振り返り9

10 プレゼンテーション①（テーマ，発表順の決定，準
備） 関連する文献を読む（９０分） 発表テーマに関する資料を収集する（９０分）

スライド資料をまとめる（９０分）発表テーマに関する資料を収集する（９０分）プレゼンテーション②（準備，ディスカッション）11

発表された内容を振り返る（９０分）プレゼンテーションの準備をする（９０分）プレゼンテーション発表とディスカッション①（第
１グループ）12

発表された内容を振り返る（９０分）プレゼンテーションの準備をする（９０分）プレゼンテーション発表とディスカッション②（第
２グループ）13

発表された内容を振り返る（９０分）プレゼンテーションの準備をする（９０分）プレゼンテーション発表とディスカッション③（第
３グループ）14

疑問点をまとめる（９０分）これまでの内容を振り返る（９０分）総合的まとめ（プレゼンテーションの予備日を兼ね
る）15

疑問点をまとめる（９０分）これまでの内容を振り返る（９０分）これまでの解説と授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

本授業で扱うテーマを確認する（９０分）

科目名称 ｺﾐｭﾆﾃｨ心理学（M）

専門科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CLP123058，CLP423047，CLP523046（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



最低限の専門知識を理解で
きなかった。

787－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
学生が，コミュニティ心理学の理念と目標を理解し，コミュニティ心理学的介入方法について理解する。さらに，学生が，いくつかのコミュニティ活動の事例につ
いて見聞きしながら，実際のコミュニティにおける問題解決への心理学的アプローチの可能性について考察する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（３）に対応する科目。

到達目標
①コミュニティ心理学で扱われる理論や専門用語の内容を理解する。
②実際のコミュニティ活動を通した問題解決の事例を，心理学の知見を援用しながら説明する。
③コミュニティ心理学に関するテーマについて，調べ，整理し，スライド資料を用いて紹介する。

授業全体の内容と概要
コミュニティ心理学の理念・目的に基づき，人が環境に適応するための援助だけでなく，個人を取り巻く環境改善への介入・援助の方法について学ぶ。さらに，従
来の臨床心理学的なアプローチに加え，社会心理学的アプローチの可能性についても考察する。
「SDG3．すべての人に健康と福祉を」の関連授業

授業の方法
前半は板書とパワーポイント，配布印刷物を活用しながら，講義形式で行う。前半の最後に授業内課題を実施し，知識の定着を図る。後半は履修生によるプレゼン
テーションを実施する。質問には随時対応する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業の運営・進行を著しく妨害するような行為（私語，大学で認められたもの以外の飲食，携帯電話・スマートフォンの使用，代返　等）が認められた場合，総合
評価から大幅に減点することがある。
プレゼンテーション発表の枠は、6枠×3回であり、その中で全履修者の発表を終わらせる必要がある。そこで、履修者の人数が多い（19名以上）の場合、グループ
での発表になる。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

専門知識の理解

専門知識の応用

プレゼンテーション

授業への積極的参加

専門知識を非常に理解でき
た。

専門知識をかなり理解でき
た。

専門知識をやや理解できた
。

最低限の専門知識を理解で
きた。

提示された社会問題の原因
や解決策を挙げることがで
き，その理由を詳しく説明
できる。さらに，コミュニ
ティ心理学の知識の枠組み
を元に，自ら社会問題の原
因や優れた解決策を提示す
ることができた。

提示された社会問題の原因
や解決策を挙げることがで
き，その理由を説明できる
。さらに，コミュニティ心
理学の知識の枠組みを元に
，自ら社会問題の原因や解
決策を提示することができ
た。

提示された社会問題の原因
や解決策を挙げることがで
き，その理由を説明できた
。

提示された社会問題の原因
や解決策を挙げることがで
きた。

提示された社会問題の原因
や解決策を挙げることがで
きなかった。

プレゼンテーションの事前
説明時に示された評価の観
点を９割以上できた。

プレゼンテーションの事前
説明時に示された評価の観
点を８割程度できた。

プレゼンテーションの事前
説明時に示された評価の観
点を７割程度できた。

プレゼンテーションの事前
説明時に示された評価の観
点を６割程度できた。

プレゼンテーションの事前
説明時に示された評価の観
点を満たすことができなか
った。

授業へ非常に参加できた。 授業へかなり参加できた。 授業へやや参加できた。 授業へ最低限の参加ができ
た。

授業へ積極的に参加できな
かった。

科目名称 ｺﾐｭﾆﾃｨ心理学（S）

専門科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CLP123058，CLP423047，CLP523046（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 1号館3階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１１回（全１６回）以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２０％ ６０％ ０％ ０％ ２０％

オフィスアワー 研究室在室時（オンライン授業中や会議中は除く）は常時対応可。授業時間や会議時間は研究室前の掲示を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション（シラバス及び授業改善アンケ
ート結果反映の説明，コミュニティとは） コミュニティについて調べる（９０分）

2 コミュニティ心理学の歴史と特徴 関連する文献を読む（９０分） 授業内容を振り返る（９０分）

関連する文献を読む（９０分）3 コミュニティ心理学の理念と心理学者の役割 授業内容を振り返る（９０分）

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）コミュニティ心理学の理論とモデル4

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）予防プログラム5

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）危機介入とコンサルテーション6

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）ソーシャルサポートとセルフヘルプ7

授業内容を振り返る（９０分）関連する文献を読む（９０分）コミュニティ感覚と市民参加8

疑問点をまとめる（９０分）これまでの内容を振り返る（９０分）これまでの振り返り9

10 プレゼンテーション①（テーマ，発表順の決定，準
備） 関連する文献を読む（９０分） 発表テーマに関する資料を収集する（９０分）

スライド資料をまとめる（９０分）発表テーマに関する資料を収集する（９０分）プレゼンテーション②（準備，ディスカッション）11

発表された内容を振り返る（９０分）プレゼンテーションの準備をする（９０分）プレゼンテーション発表とディスカッション①（第
１グループ）12

発表された内容を振り返る（９０分）プレゼンテーションの準備をする（９０分）プレゼンテーション発表とディスカッション②（第
２グループ）13

発表された内容を振り返る（９０分）プレゼンテーションの準備をする（９０分）プレゼンテーション発表とディスカッション③（第
３グループ）14

疑問点をまとめる（９０分）これまでの内容を振り返る（９０分）総合的まとめ（プレゼンテーションの予備日を兼ね
る）15

疑問点をまとめる（９０分）これまでの内容を振り返る（９０分）これまでの解説と授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

本授業で扱うテーマを確認する（９０分）

科目名称 ｺﾐｭﾆﾃｨ心理学（S）

専門科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CLP123058，CLP423047，CLP523046（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 1号館3階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



定期テストの得点が６割未
満であった。

789－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
教職に必要な知識や技能のうち、教育課程の役割・機能・意義をはじめ教育課程編成の基本原理と方法、カリキュラム・マネジメントの意義・重要性・推進方法に
関する知識を身に付ける。教職に必要な思考力・判断力・表現力等の能力及び主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度を身に付ける。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
社会福祉学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（２）（４）に対応する。
建築学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
授業のテーマについて考え、根拠を示しながら自分の意見をまとめ、他者と意見交換をしたり発表したりすることができる。

授業全体の内容と概要
各回のテーマに基づき必要な事項を講義するとともに、主体的・対話的で深い学びを実現するため、テーマに関連する事項に関して思考・考察、意見交換、発表等
の一連の活動を行う。教育に関する内容は複数のテーマにかかわることが多いため、シラバスに示した学修内容を再構成し１５回の授業全体を通して学修を完結す
る形とする場合がある。このため、各授業の冒頭において、当該の授業内容とシラバス上の授業テーマとの関連を明示する。「SDG４．質の高い教育をみんなに」の
関連科目

授業の方法
各回のテーマに関してプレゼンテーションソフトウェア及びプリント等を使用して説明を行う。各回のテーマに基づき必要な事項を講義するとともに、主体的・対
話的で深い学びを実現するため、テーマに関連する事項に関して、グループワークを中心として思考・考察、意見交換、発表等の一連の活動を行う。課題について
は、観点別の評価とコメントによりフィードバックを行う。要望については口頭及びメール等で対応する。Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、
質問、小テスト、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

○ ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
○思考・考察、討論・発表等の活動を行うので、積極的に参加すること。
〇講義の前後に行う学修課題を課しますので真剣に取り組むこと。
○プリント類は、ファイル等に綴って適切に管理し、学修に役立てること。
○欠席した場合は、Microsoft Teamsからプリント等を入手すること。
○講義中の私語・居眠り等は厳に慎むこと。
○講義中は特に指示がない場合にはスマートフォンをカバン等の中に格納すること。
○講義では演習を行うため、座席を指定する。
○講義開始時間までに用便を済ませておくこと。
○３０分以上の「遅刻」は、「欠席」扱いとする。
○学修に向かう姿勢及び課題はすべて点数化・集積し評価点とする。
○評価Ｓは履修者の10％以内、評価ＳとＡを合わせて40％以内となっている。

資格指定科目
教職課程（全教科）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考の深さ

判断の的確性

表現の適切性

主体性・協働性

定期テストで９割以上の得
点を上げた。

定期テストで８割以上の得
点を上げた。

定期テストで７割以上の得
点を上げた。

定期テストで６割以上の得
点を上げた。

右の記述を高いレベルで実
現した。

与えられた思考テーマにつ
いて、既に学修した知識や
自らの経験等と関連させな
がら深く多面的に考え、根
拠を明らかにしながら、論
理的に自分の意見をまとめ
ることができた。

与えられた思考テーマにつ
いて多面的に考え、根拠を
示しながら論理的に自分の
意見をまとめることができ
た。

与えられた思考テーマにつ
いて考え、自分の意見をま
とめているが、根拠の記述
や論理性に課題があった。

与えられた思考テーマにつ
いて考え、自分の意見をま
とめてはいるが、根拠の記
述や論理性が著しく欠けて
おり、期待される最低限の
基準に到達することができ
なかった。

右の記述を高いレベルで実
現した。

与えられた思考テーマの意
味を的確にとらえ、期待さ
れるすべての論点に言及し
た。各論点について論理を
明確にしながら自分の意見
をまとめることができた。

与えられた思考テーマの意
味をとらえているが、期待
されるすべての論点には言
及できなかった。言及した
論点については論理を明確
にしながら自分の意見をま
とめることができた。

与えられた思考テーマにつ
いて自分の意見をまとめて
はいるが、思考テーマの意
味のとらえに課題があり、
期待される論点に十分には
言及できなかった。

与えられた思考テーマにつ
いて記述しているが、思考
テーマの意味のとらえが不
十分であり、期待される最
低限の基準に到達すること
ができなかった。

右の記述を高いレベルで実
現した。

他の成員の意見の趣旨を的
確にとらえ、簡潔にまとめ
て記述した。誤字脱字がな
く、丁寧に書くことができ
た。各欄の記述の分量が期
待される分量の９割を超え
た。

他の成員の意見の趣旨を簡
潔にまとめて記述すること
ができた。誤字脱字が少な
い。各欄の記述の分量が期
待される分量の７割程度で
あった。

他の成員の意見を記述して
はいるが、その趣旨を十分
にまとめ切れなかった。誤
字脱字が散見された。各欄
の記述の分量が期待される
分量の５割程度であった。

他の成員の意見を記述して
はいるが、内容が極めて不
十分であった。誤字脱字が
多くみられた。各欄の記述
の分量が期待される分量の
３割程度であるなど、期待
される最低限の基準に到達
することができなかった。

他の成員との意見交換に渋
々参加していた。他の成員
の意見の理解が極めて不十
分であった。自分の感想等
を記述しているが、論点が
ずれているなど、期待され
る最低限の基準に到達する
ことができなかった。

右の記述を高いレベルで実
現した。

他の成員と積極的に意見交
換を行った。他の成員の意
見を十分に理解し、自分の
感想等を記述することがで
きた。自分の意見と異なる
他の成員の意見に対して疑
問点や反論等を記述数Ｒこ
とができた。

他の成員と意見交換してい
るが特段積極性は見られな
かった。他の成員の意見を
理解し、自分の感想等を記
述することができたが、自
分の意見と異なる他の成員
の意見に対しての記述は見
られなかった。

他の成員と意見交換してい
るが、消極的であった。他
の成員の意見の理解に不十
分な面があった。自分の感
想等を記述してはいるが、
表面的なものにとどまった
。

科目名称 教育課程論

自由科目分類区分

西崎　毅（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

ESS142152，ESS242098，ESS342094，E
SS442096，EDU542103（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択（教職課

研究室等所在 ２号館６階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西崎　毅 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

高等学校や教育行政における勤務経験を活かして教育課程論に関連する諸事項を講義する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１３回。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ０％ ０％ ４０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボードを参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

790－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション（シラバスの説明を含む）
教育課程の意義について
授業改善アンケート結果反映の説明

シラバスを確認して学修の心構えを、持つこと。
（９０分）

2 教育課程編成の思想と構造について 前時に課された事前課題を行い提出すること。（90
分）

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。（90
分）3 近代・現代日本の教育課程の歩みについて 本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ

と。（９０分）

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。（90
分）

教育課程の編成と諸要因及びカリキュラム・マネジ
メントの意義について4

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。（90
分）小学校学習指導要領と教育課程編成の実際について5

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。（90
分）中学校学習指導要領と教育課程編成の実際について6

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。（90
分）

高等学校学習指導要領と教育課程編成の実際につい
て7

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。（90
分）

特別支援学校の学習指導要領と教育課程編成の実際
について8

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。（90
分）学校経営とカリキュラム・マネジメントについて9

10 各教科、特別の教科「道徳」、特別活動、総合的な
学習の時間の関連について

前時に課された事前課題を行い提出すること。（90
分）

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。（90
分）教育課程と評価について11

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。（90
分）カリキュラム開発と学力向上策について12

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。（90
分）学習指導要領の改訂の経過と特徴について13

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

前時に課された事前課題を行い提出すること。（90
分）国際学力調査と教育課程改革について14

前１５回の学修内容を復習すること。（９０分）前時に課された事前課題を行い提出すること。（90
分）

諸外国における教育課程改革について
授業改善アンケートの実施15

試験を振り返り、自分の学修姿勢を評価すること。
（９０分）前１５回の学修内容を復習すること。（９０分）70分の試験終了後，残りの20分で解説を行う。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

本時に課された事後課題を行い、次時に提出するこ
と。（９０分）

科目名称 教育課程論

自由科目分類区分

西崎　毅（社会福祉学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

ESS142152，ESS242098，ESS342094，E
SS442096，EDU542103（科目ナンバリング： ）

前期

全学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択（教職課

研究室等所在 ２号館６階

単位数 2 (単位認定責任者： ）西崎　毅 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

高等学校や教育行政における勤務経験を活かして教育課程論に関連する諸事項を講義する。

基本情報

開講時期

1 古川治ほか 北大路書房 9784762830624

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『改訂新版　教職を目指す人のための教育課程論
』

2019

2

3

4

5

1 文部科学省 東山書房 9784827815580

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『中学校学習指導要領』 2017

2 文部科学省 東山書房 9784827815672『高等学校学習指導要領』 2018

3 文部科学省 東山書房 9784827815597『中学校学習指導要領解説　総則編』 2017

4 文部科学省 東洋館出版社 9784491036397『高等学校学習指導要領解説　総則編』 2018

5



工業教育の意義と役割につ
いて理解しなかった。

791－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
学生が高等学校工業科教員としての必要な資質を身につける。

授業の位置づけ
建築学科のＤＰ（２）に対応する。

到達目標
工業教育の意義と役割を考え，基礎的知識及び技術，指導内容及び指導方法を理解することができる。

授業全体の内容と概要
工業教育の基礎的知識及び技術，指導内容・指導方法を理解し学ぶ。

授業の方法
授業は、板書で実施し、板書にて説明しながら、演習を行う。課題提出後、解説も行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
積極的に教育に関心をもつこと。
授業時間の半分以上の遅刻は欠席とみなします。

資格指定科目
教職課程（工業）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

工業教育の意義と役割の理
解

工業教育の基礎的知識及び
技術の理解

指導内容及び指導方法の理
解

講義の内容から工業教育の
意義と役割について完璧に
理解した。

講義の内容から工業教育の
意義と役割について理解し
た。

講義の内容から工業教育の
意義と役割についてほぼ理
解した。

講義の内容から工業教育の
意義と役割について大体理
解した。

講義の内容から工業教育の
基礎的知識及び技術につい
て完璧に理解した。

講義の内容から工業教育の
基礎的知識及び技術につい
て理解した。

講義の内容から工業教育の
基礎的知識及び技術につい
てほぼ理解した。

講義の内容から工業教育の
基礎的知識及び技術につい
て大体理解した。

工業教育の基礎的知識及び
技術について理解しなかっ
た。

講義の内容から指導内容及
び指導方法について完璧に
理解した。

講義の内容から指導内容及
び指導方法について理解し
た。

講義の内容から指導内容及
び指導方法についてほぼ理
解した。

講義の内容から指導内容及
び指導方法について大体理
解した。

指導内容及び指導方法につ
いて理解しなかった。

科目名称 工業科教育法Ⅰ

自由科目科目分類区分

横山　哲也（建築学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

ESS343095（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 課程必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）横山　哲也 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
１1回以上の出席、レポート課題の提出と平常点の結果を総合して判定する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ７０％ ０％ ０％ ２０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

792－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス、シラバスの説明及び授業改善アンケー
ト結果反映の説明 シラバスを読んでおくこと（90分）

2 教育と教師像 学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（90分）今日の授業の再確認（90分）

学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（90分）3 工業教育の目的，目標の変遷，役割 今日の授業の再確認（90分）

今日の授業の再確認（90分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（90分）工業教育の内容及び教科内容１4

今日の授業の再確認（90分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（90分）工業教育の内容及び教科内容２5

今日の授業の再確認（90分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（90分）工業教育の内容及び教科内容３6

今日の授業の再確認（90分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（90分）一般教育としての工業・技術教育7

今日の授業の再確認（90分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（90分）西欧の工業教育8

今日の授業の再確認（90分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（90分）工業教育の始まり9

10 明治以前の工業教育 学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（90分）今日の授業の再確認（90分）

今日の授業の再確認（90分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（90分）明治の工業教育11

今日の授業の再確認（90分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（90分）大正期の工業教育12

今日の授業の再確認（90分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（90分）昭和期の工業教育13

今日の授業の再確認（90分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（90分）戦後の工業教育14

今日の授業の再確認（90分）学習指導要領の箇所を事前に予習しておくこと（90
分）

文部科学省『高等学校学習指導要領』（平成21年3
月告示）による改訂15

総理解(90分)総復習(90分)授業改善アンケートの実施及び総解説しフィードバ
ックします16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

今日の授業の再確認（90分）

科目名称 工業科教育法Ⅰ

自由科目科目分類区分

横山　哲也（建築学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

ESS343095（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 課程必修

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）横山　哲也 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 文部科学省

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『高等学校学習指導要領』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『適宜指示』

2

3

4

5



VectorWorks・ARCHICADを
用い て、表現ができなか
った。

793－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
「ＣＡＤ演習Ⅰ」を受けて本講ではJW_CADより高機能なBIM（Building Information Modeling）であるVectorWorks・ARCHICADの作図操作について学ぶ。設計製図科
目との連携も図り，図面表現が単なる「お絵かき」ではなく，「建築製図」として仕上がる段階までＣＡＤが設計ツールとして扱えるように修得する。

授業の位置づけ
建築学科のDP(1)(5)に対応する。

到達目標
３次元ＣＡＤを使い，自分で計画した建築物が手描き図面のように作図できる。

授業全体の内容と概要
コンピュータ室にて，VectorWorks・ARCHICADを用いてモデリング・作図操作の演習を行う。店舗併用住宅の設計課題に取り組み，自由にモデリング・作図できるよ
うにVectorWorks・ARCHICADを習得する。

授業の方法
コンピュータ室にて，VectorWorks・ARCHICADの作図操作画面を大型ディスプレイに表示しながら説明し，学生に操作方法を修得してもらう。作図操作に慣れたら，
木造またはＲＣ造の設計課題を提示し，まずはエスキスを作成させる。個別にプレゼンしてもらい，それに対して確認と修正指導を行う。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業はコンピュータ室を使うので座席指定をします。ＵＳＢメモリーは持参すること。

資格指定科目
「建築士試験受験資格課程」選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

VectorWorks・ARCHICADを
用いて表現ができる。

CADを用いて相手に伝わる
プレゼンテーションができ
る。

複数のデジタルツールを用
いた設計表現ができる。

VectorWorks・ARCHICADを
用い て、的確で美しい表
現が 完璧にできた。

VectorWorks・ARCHICADを
用い て、的確で美しい表
現が8割方できた。

VectorWorks・ARCHICADを
用い て、的確で美しい表
現がほぼ6割方できた。

VectorWorks・ARCHICADを
用い て、表現ができた。

CADを用いて相手に正確に
意図を伝え るプレゼンテ
ーションが 完璧にできた
。

CADを用いて相手に正確に
意図を伝え るプレゼンテ
ーションが 8割方できた。

CADを用いて相手に正確に
意図を伝え るプレゼンテ
ーションが ほぼ6割方でき
た。

CADを用いて相手に意図を
伝え るプレゼンテーショ
ンができた。

CADを用いて相手に意図を
伝え るプレゼンテーショ
ンができなかった。

複数のデジタルツールを用
い て、的確で美しい設計
表現が完璧にできた。

複数のデジタルツールを用
い て、的確で美しい設計
表現が8割方できた。

複数のデジタルツールを用
い て、的確で美しい設計
表現がほぼ6割方できた。

複数のデジタルツールを用
い て、設計表現ができた
。

複数のデジタルツールを用
い て、設計表現ができな
かった。

科目名称 CAD演習Ⅱ

専門科目科目分類区分

君　興治（建築学科・特任准教授）　向
井　正伸（建築学科・助教）

授業担当者（所
属・職名）

APT322035（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館６階

単位数 1 (単位認定責任者： ）向井　正伸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
原則毎回出席すること(最低出席回数１０回以上)

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ８０％ ０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

794－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明　作品紹介　授業改善アンケート結
果反映の説明 シラバスの確認（45分）

2 線の描画，加工，編集 配布資料・テキスト熟読
（45分） 授業終了時に提示の課題を処理する（45分）

配布資料・テキスト熟読
（45分）3 図形の描画，加工，編集 授業終了時に提示の課題を処理する（45分）

授業終了時に提示の課題を処理する（45分）配布資料・テキスト熟読
（45分）レイヤ・クラス4

授業終了時に提示の課題を処理する（45分）配布資料・テキスト熟読
（45分）属性・グループ5

授業終了時に提示の課題を処理する（45分）配布資料・テキスト熟読
（45分）配置図・平面図の注意点6

授業終了時に提示の課題を処理する（45分）配布資料・テキスト熟読
（45分）立面図・断面図の注意点7

授業終了時に提示の課題を処理する（45分）配布資料・テキスト熟読
（45分）矩計図・詳細図の注意点8

授業の作図の継続（45分）配布資料・テキスト熟読
（45分）併用住宅設計課題の説明9

10 プランニングチェック 授業の作図の継続（45分） 授業の作図の継続（45分）

授業の作図の継続（45分）授業の作図の継続（45分）エスキスチェック11

授業の作図の継続（45分）授業の作図の継続（45分）配置図・平面図の作図チェック12

授業の作図の継続（45分）授業の作図の継続（45分）立面図・断面図の作図チェック13

授業の作図の継続（45分）授業の作図の継続（45分）矩計図・詳細図の作図チェック14

感想レポート提出（45分）プレゼンテーション準備
（45分）プロッタ（大型プリンタ）による図面印刷と講評15

振返りレポート作成（45分）講評会準備（45分）講評会　授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業終了時に提示の課題を処理する（45分）

科目名称 CAD演習Ⅱ

専門科目科目分類区分

君　興治（建築学科・特任准教授）　向
井　正伸（建築学科・助教）

授業担当者（所
属・職名）

APT322035（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館６階

単位数 1 (単位認定責任者： ）向井　正伸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1  山川佳伸 エクスナレッジ 9784767825199

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『「10日間でマスター
！VectorWorks(ver.2018/2017対応）」』

2018

2 鈴木裕二ほか エクスナレッジ 9784767824123『ARCHICAD21ではじめるBIM設計入門［企画設計
編］』

2017

3 BIM LABO エクスナレッジ 9784767825946『ARCHICAD21ではじめるBIM設計入門［基本・実
施設計編］』

2019

4

5



ルールの知識がほとんど得
られなかった。

795－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
初級障がい者スポーツ指導員として必要な知識、技能、態度を身につけさせる。

授業の位置づけ
経営学科の（4）（5）に対応する。

到達目標
障がい者スポーツ指導員として必要な知識、技能、態度が身についていること。

授業全体の内容と概要
授業の前半は、障がい者スポーツ指導員として必要な「障がい者スポーツの理念」に加え、パラスポーツやパラリンピックの歴史を学ぶ。後半は、実践を通してパ
ラスポーツのルールや競技の特性を理解しながら、指導の留意点を学ぶ。

授業の方法
教室において、パワーポイントや板書にて理論的学習を行い、理解を深めるためにビデオ視聴も実施する。
体育館や屋外スポーツ施設において、障がい者スポーツの紹介と実技体験も行う。
レポートなどの解説のフィードバックを実施する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
２０分以上の遅刻は欠席とみなします。実技もあるので、運動しやすい服装と屋内用シューズを用意してほしい。

資格指定科目
障がい者スポーツ指導員資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

障がい者スポーツのルール
の理解

障がい者スポーツの歴史や
現状の知識と理解

障がいの種類や区分の知識
と理解

ルールや競技特性をとても
詳しく理解し審判法も得ら
れた。

ルールや競技特性を理解し
審判法も得られた。

ルールや競技特性を良く知
ることができた。

ルールや競技の特性をある
程度理解できた。

歴史的な知識や現状をよく
理解でき、課題に対する意
識がとても強く持てた。

歴史的な知識や現状をよく
理解でき、課題に対する意
識も持てた。

歴史的な知識や現状をよく
理解できた。

歴史的な知識や現状をある
程度理解できた。

歴史的な知識をほとんど得
られなかった。

障害の種類や区分の知識を
よく理解し、留意点も広く
把握できた。

障害の種類や区分の知識を
よく理解し、留意点も把握
できた。

障害の種類や区分の知識を
よく理解できた。

障害の種類や区分の知識が
ある程度得られた。

障害の種類や区分の知識が
ほとんど得られなかった。

科目名称 障がい者ｽﾎﾟｰﾂⅠ

専門科目科目分類区分

荒井　秀樹（経営学科・特任教授）　米
野　宏（経営学科・准教授）

授業担当者（所
属・職名）

SPS523081（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）米野　宏 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

現在、パラスポーツ（障がい者スキー）の現場で指導している経験を活かし、障がい者スポ
ーツの指導者資格を取得したい学生に教授する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ３０％ ０％ ０％ ６０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

796－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス（シラバスの説明）
授業改善アンケート結果反映の説明

事前にシラバスを読んで確認し、テキストで予習す
る（９０分）

2 夏季パラリンピックの歴史 事前にシラバスを読んで確認し、テキストで予習す
る（９０分） ノートに記載された内容を復習する（９０分）

事前にシラバスを読んで確認し、テキストで予習す
る（９０分）3 パラスポーツ（夏競技）の特徴と取組み ノートに記載された内容を復習する（９０分）

ノートに記載された内容を復習する（９０分）事前にシラバスを読んで確認し、テキストで予習す
る（９０分）冬季パラリンピックの歴史4

ノートに記載された内容を復習する（９０分）事前にシラバスを読んで確認し、テキストで予習す
る（９０分）パラスポーツ（冬競技）の特徴と取組み5

ノートに記載された内容を復習する（９０分）事前にシラバスを読んで確認し、テキストで予習す
る（９０分）パラスポーツ（ゴールボール）ルールと魅力　１6

ノートに記載された内容を復習する（９０分）事前にシラバスを読んで確認し、テキストで予習す
る（９０分）パラスポーツ（ゴールボール）ルールと魅力　２7

ノートに記載された内容を復習する（９０分）事前にシラバスを読んで確認し、テキストで予習す
る（９０分）パラスポーツ（ゴールボール）実技　１8

ノートに記載された内容を復習する（９０分）事前にシラバスを読んで確認し、テキストで予習す
る（９０分）パラスポーツ（ゴールボール）実技　２9

10 パラスポーツ（ボッチャ）ルールと魅力　１ 事前にシラバスを読んで確認し、テキストで予習す
る（９０分） ノートに記載された内容を復習する（９０分）

ノートに記載された内容を復習する（９０分）事前にシラバスを読んで確認し、テキストで予習す
る（９０分）パラスポーツ（ボッチャ）ルールと魅力　２11

ノートに記載された内容を復習する（９０分）事前にシラバスを読んで確認し、テキストで予習す
る（９０分）パラスポーツ（ボッチャ）実技　１12

ノートに記載された内容を復習する（９０分）事前にシラバスを読んで確認し、テキストで予習す
る（９０分）パラスポーツ（ボッチャ）実技　２13

ノートに記載された内容を復習する（９０分）事前にシラバスを読んで確認し、テキストで予習す
る（９０分）パラリンピックの環境14

ノートに記載された内容を復習する（９０分）事前にシラバスを読んで確認し、テキストで予習す
る（９０分）パラリンピックとレガシー15

ノートに記載された内容を復習する（９０分）事前にシラバスを読んで確認し、テキストで予習す
る（９０分）

パラリンピックの未来と価値
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノートに記載された内容を復習する（９０分）

科目名称 障がい者ｽﾎﾟｰﾂⅠ

専門科目科目分類区分

荒井　秀樹（経営学科・特任教授）　米
野　宏（経営学科・准教授）

授業担当者（所
属・職名）

SPS523081（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）米野　宏 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

現在、パラスポーツ（障がい者スキー）の現場で指導している経験を活かし、障がい者スポ
ーツの指導者資格を取得したい学生に教授する。

基本情報

開講時期

1 日本障がい者スポーツ協会 ぎょうせい 978-4-324-10803-1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『障がい者スポーツ指導教本　初級・中級』 ２０１８

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



授業内で使われた用語や概
念の理解が不十分だった。

797－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
美術科教育の目標、内容及び指導の方法について、学習指導要領を基に基礎的な理解を深め、美術科の学習指導に必要な基礎的な知識や技能を身につける。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ(1) (2) (3) に対応する。

到達目標
・学習指導要領を理解し、美術科における教育目標、育成を目指す資質・能力を理解できる。
・中等・高等教育段階における美術教育の意義を踏まえ、学習指導案を作成することができる。

授業全体の内容と概要
中学校を中心に美術科の学習指導要領を基に基礎的な内容を理解する。いくつかの教材研究を通して、中等・高等教育における美術科の意味を考え、表現に関する
指導計画の作成および学習の方法などを学び、美術科の学習指導に必要な基礎的な知識や技能を身につけていく。

授業の方法
授業ではパワーポイントや配布資料のほか、DVDなどの視聴覚メディアなどを用い、講義形式だけでなく、グループワークやディスカッション、プレゼンテーション
、指導案の作成などを行う。指導案の作成では他の学生の指導案についてお互いに検討し、ディスカッションを行う。最終講義までに再度修正した指導案を提出す
る。なお、提出された指導案にはコメントにてフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

◯ 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

◯ 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
指導案の作成・検討などを実施するため、やむを得ない場合を除き欠席はしないことが望ましい。授業内で行うグループワークやディスカッションには積極的に参
加する態度が求められる。
『中学校美術の教科書1～3年』　（開隆堂出版、日本文教出版、光村図書出版など）について、授業で何冊か準備しますが、どの学年でもよいので1冊各自購入し、
持参すると学びにつながります。

資格指定科目
教職課程（美術）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

美術科の内容に対する理解
度

学習指導案作成能力

演習を通した考察

授業で得た用語や概念の理
解を通して、社会や文化に
対する深い洞察力をもって
自分独自の視点から考察で
きた。

授業で得た用語や概念の理
解を通して、自分独自の視
点から考察できた。

授業で得た用語や概念の理
解を通して、授業で示され
た範囲のテーマを考察でき
た。

授業で得た用語や概念が理
解できた。

学習指導要領や題材研究の
成果と課題を踏まえて学習
指導案を適切に作成するこ
とができた。

学習指導要領に沿って適切
に学習指導案を作成するこ
とができた。

学習指導要領に沿ってある
程度適切に学習指導案を作
成することができた。

学習指導要領に沿って学習
指導案を作成することがで
きた。

学習指導案を作成すること
ができなかった。

自ら進んで課題の範囲を越
えて調べ、自主的な学修が
認められた。

演習において他者との意見
交換を通して考察を深める
ことができた。

演習を通して考察を深める
ことができた。

演習を通して考察すること
ができた。

演習を通して考察すること
ができなかった。

科目名称 美術科教育法Ⅰ

自由科目科目分類区分

竹内　美帆（デザイン学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

ESS243093（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 課程必修

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）竹内　美帆 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

中学校教諭専修免許状（美術）と高等学校教諭専修免許（美術）を有し、公立小学校で教員
経験がある教員が、その経験を元に美術科教育法について授業を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は1０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ４０% ３０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

798－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明　授業についてのオリエンテーショ
ン　美術科教育の目的・意義（１） シラバスを読んでおく（９０分）

2 美術科教育の目的・意義（２）
美術科教育の教科特性

事前配布プリントや教科書の該当ページを丁寧に読
んで、疑問点等を挙げておく。（９０分）

配布プリントや教科書を読み、授業内容を復習する
（９０分）

事前配布プリントや教科書の該当ページを丁寧に読
んで、疑問点等を挙げておく。（９０分）3 学習指導要領の変遷と美術科の目標 配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分

）

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

事前配布プリントや教科書の該当ページを丁寧に読
んで、疑問点等を挙げておく。（９０分）美術科教育の歴史と現在の動向4

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

事前配布プリントや教科書の該当ページを丁寧に読
んで、疑問点等を挙げておく。（９０分）

学習指導要領（中学）：発達段階と美術科の各学年
の目標5

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

事前配布プリントや教科書の該当ページを丁寧に読
んで、疑問点等を挙げておく。（９０分）学習指導要領（中学）：美術科の各学年の内容6

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

事前配布プリントや教科書の該当ページを丁寧に読
んで、疑問点等を挙げておく。（９０分）

学習指導要領（中学）： 指導上の留意点、評価に
ついて7

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

事前配布プリントや教科書の該当ページを丁寧に読
んで、疑問点等を挙げておく。（９０分）

学習指導要領（高校）：目標と内容、内容の取扱い
など8

事前配布プリントや教科書の該当ページを読み、授
業内容を復習する（９０分）

とりあげる教材について事前に特性などを調べてお
く。（９０分）「表現」の教材研究（１）9

10 「表現」の教材研究（２） とりあげる教材について事前に特性などを調べてお
く。（９０分）

事前配布プリントや教科書の該当ページを読み、授
業内容を復習する（９０分）

事前配布プリントや教科書の該当ページを読み、授
業内容を復習する（９０分）

とりあげる教材について事前に特性などを調べてお
く。（９０分）「表現」の教材研究（３）11

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく。（９０分）学習指導案の構成12

指導案を作成する（９０分）事前配布プリントを丁寧に読んで、疑問点等を挙げ
ておく。（９０分）学習指導案の作成（１）：方法13

指導案を作成する（９０分）指導案を作成する（９０分）学習指導案の作成（２）：検討の視点と方法14

自分の作成した指導案についての気づきをまとめる
（９０分）指導案を作成する（９０分）指導案の作成の振り返り15

フィードバックを受けて授業の内容の理解を深める
（９０分）

これまでの内容を振り返り、疑問点等を挙げておく
。（９０分）

指導案の講評　フィードバック
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布プリントを読み、授業内容を復習する（９０分
）

科目名称 美術科教育法Ⅰ

自由科目科目分類区分

竹内　美帆（デザイン学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

ESS243093（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 課程必修

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）竹内　美帆 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

中学校教諭専修免許状（美術）と高等学校教諭専修免許（美術）を有し、公立小学校で教員
経験がある教員が、その経験を元に美術科教育法について授業を行う。

基本情報

開講時期

1 図画工作科・美術科教育法研究
会編

建帛社 9784767921150

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『図画工作科・美術科教育法』 2019年

2 文部科学省 日本文教出版大阪 9784536590136『中学校学習指導要領解説 美術編　平成29年7月
―平成29年告示』

2018年

3

4

5

1 福田隆眞、茂木一司、福本謹一 建帛社 9784767921013

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『美術科教育の基礎知識』 2012年

2 文部科学省 教育図書 9784877304201『高等学校学習指導要領解説　芸術（音楽・美術
・工芸・書道）編・音楽編・美術編　平成30年7

2019年

3

4

5



授業で扱った専門知識につ
いて、最低限の理解ができ
ていなかった。

799－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
①人の心の基本的な仕組みと機能を理解し、環境との相互作用の中で生じる心理的反応を理解する。
②人の成長・発達段階の各期に特有な心理的課題を理解する。
③日常生活と心の健康との関係について理解する。
④心理学の理論を基礎としたアセスメントの方法と支援について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科DP（１）に対応する。

到達目標
人の基本的な心の仕組みと機能、アセスメント等の支援方法を理解する。

授業全体の内容と概要
心理学のテーマは多岐にわたる。そこで、本授業ではソーシャルワークに深く関連する事項に絞り、人の心の仕組みと働きについて学ぶ。さらに、心理学理論を基
礎とした支援方法について理解する。
「SDG3．すべての人に健康と福祉を」の関連授業

授業の方法
授業は講義形式で進行する。補助教材として、PowerPointによるスライドを用いる。このスライドは授業前にTeamsでデータ共有するため、必要な人は各自ダウンロ
ードすること。スライドをプリント化して配布することはない。毎授業時間の最後に、コメントや質問、要望を募集する。得られたコメント等に対して、次回の冒
頭、全体に向けてのフィードバックを行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
教科書を必ず持参すること。授業の進行を著しく妨害する行為が認められた際は、成績評価から減点することがある。

資格指定科目
社会福祉士、精神保健福祉士

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

心理学と心理的支援の知識

表現方法の適切さ

授業への積極的参加

授業で扱った専門知識につ
いて、非常に理解ができた
。

授業で扱った専門知識につ
いて、よく理解ができた。

授業で扱った専門知識につ
いて、やや理解ができた。

授業で扱った専門知識につ
いて、最低限の理解ができ
た。

授業で求められる文章表現
の基準を極めて上回る水準
で到達できた。

授業で求められる文章表現
の基準をかなり上回る水準
で到達できた。

授業で求められる文章表現
の基準をやや上回る水準で
到達できた。

授業で求められる文章表現
の基準に到達できた。

授業で求められる文章表現
の基準に到達できなかった
。

授業に対して、非常によく
参加できた。

授業に対して、よく参加で
きた。

授業に対して、やや参加で
きた。

授業に最低限の参加ができ
た。

授業に参加できなかった。

科目名称 心理学と心理的支援

専門科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

PSG111006（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 1号館3階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

４０％ ４０％ ０％ ０％ ０％ ２０％

オフィスアワー 研究室在室時（オンライン授業中や会議中は除く）は常時対応可。授業時間や会議時間は研究室前の掲示を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

800－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 心理学の歴史と対象について
シラバス及び授業改善アンケート結果反映の説明 関連図書を熟読する

2 心を探究する方法の発展について 示されたキーワードを調べる（９０分） 授業内容を振り返り、疑問点をまとめる（９０分）

示されたキーワードを調べる（９０分）3 心の生物学的基盤について 授業内容を振り返り、疑問点をまとめる（９０分）

授業内容を振り返り、疑問点をまとめる（９０分）示されたキーワードを調べる（９０分）感情・動機づけ・欲求について4

授業内容を振り返り、疑問点をまとめる（９０分）示されたキーワードを調べる（９０分）感覚・知覚について5

授業内容を振り返り、疑問点をまとめる（９０分）示されたキーワードを調べる（９０分）学習・行動について6

授業内容を振り返り、疑問点をまとめる（９０分）示されたキーワードを調べる（９０分）認知について7

授業内容を振り返り、疑問点をまとめる（９０分）示されたキーワードを調べる（９０分）個人差について8

授業内容を振り返り、疑問点をまとめる（９０分）示されたキーワードを調べる（９０分）人と環境について9

10 生涯発達について 示されたキーワードを調べる（９０分） 授業内容を振り返り、疑問点をまとめる（９０分）

授業内容を振り返り、疑問点をまとめる（９０分）示されたキーワードを調べる（９０分）心の発達の基盤について11

授業内容を振り返り、疑問点をまとめる（９０分）示されたキーワードを調べる（９０分）心の不適応について12

授業内容を振り返り、疑問点をまとめる（９０分）示されたキーワードを調べる（９０分）心理アセスメントについて13

授業内容を振り返り、疑問点をまとめる（９０分）示されたキーワードを調べる（９０分）心理的支援の基本的技法について14

これまでの内容をまとめる（９０分）示されたキーワードを調べる（９０分）心理療法について15

これまでの内容を振り返る（９０分）これまでの内容を整理する（９０分）６０分の試験後、残り時間で解説と授業改善アンケ
ートの実施を行う16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業内容を振り返り、疑問点をまとめる（９０分）

科目名称 心理学と心理的支援

専門科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

PSG111006（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 1号館3階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 一般社団法人日本ソーシャルワ
ーク教育学校連盟

中央法規出版 9784805882320

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『心理学と心理的支援 (最新社会福祉士養成講座
精神保健福祉士養成講座)』

2021

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



授業の内容を理解できなか
った。

801－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
各課題について考える事を大事に扱う。技術を学ぶ事と版の可能性について考える事、自分の個性を知り、それを磨いていく事。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（１）（３）（5）に対応する。

到達目標
版という制約を知り，制約による美を発見して自己の制作につなげる。

授業全体の内容と概要
間接的な表現や直接的表現など，様々な版を体験する。

授業の方法
授業においては，各課題の説明の後に，実技制作にあたる。各回のテーマごとに課題提出を行い，課題ごとにプレゼンテーションをしてもらう。
授業の始めに必ず、主に札幌市で行われている展覧会やイベントの告知をしています。自分にとっての制作の立ち位置や、可能性について考えるためのフィールド
ワークとして、定期的に展示を見に行くことを目標としたい。そこから自ら調査、個人の制作につなげられるようにしていけると望ましい。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

○ フィールドワーク

○ 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
自由度の高い授業形態で遅刻や欠席についても理由を聞き配慮もしますが、しっかりと授業受けるという意識は持ってきてください。筆記用具を持ってこなかった
り、ポツポツと欠席、遅刻があったりする場合はこちらから履修を取り消してもらう場合もあります。授業時間以外では，原画，版下などの制作が必要となる。

資格指定科目
なし

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

理解度

課題

オリジナリティーの追求

自ら進んで取り組み、授業
の内容を理解した。

授業の内容を十分理解した
。

授業の内容を概ね理解した
。

授業の内容を最低限理解し
た。

各課題に対して率先し、き
ちんと考えて制作している
。

課題は全部出していて、十
分考えている。

課題を全部出している。そ
こそこ考えて制作している
。

課題を全部出している。 課題を出していない。

自分のオリジナリティーを
追求できている。

自分のオリジナリティーを
そこそこ追求できている。

自分のオリジナリティーが
何かを考えられる。

自分のオリジナリティーが
最低限考えられている。

何も考えていない。

科目名称 版表現Ⅰ

専門科目科目分類区分

森迫　暁夫（デザイン学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

AEA222078（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・２年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階 非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）森迫　暁夫 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

版画家として活動している教員が，その経験を活かして実践において活用できる様々な版表
現の実習を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
自由度の高い授業形態で遅刻や欠席についても理由を聞き配慮もしますが、しっかりと授業受けるという意識は持ってきてください。筆記用具を持ってこなかった
り、ポツポツと欠席、遅刻があったりする場合はこちらから履修を取り消してもらう場合もあります。課題は多くありませんので全て提出が単位認定の条件となり
ます。
単位に必要となる最低出席回数は、２２回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ５０％ ０％ ５０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調節をし、非常勤講師室などで対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

802－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
オリエンテーション
授業概要について。授業改善アンケート結果反映の

シラバスを見ておく（４５分）

2 オリエンテーションと４版式についての講義。 シラバスを見ておく（４５分） 四版式について復習する（４５分）

デザインカッター用意。四半式について復習。
（４５分）3 消しゴムスタンプで遊ぶ。　簡単なスタンプを作り

、遊ぶ。 自宅でも課題を進める。（４５分）

自宅でも課題を進める。（４５分）各自資料を用意。（４５分）消しゴムスタンプで遊ぶ。簡単なスタンプを作り、
遊ぶ。4

自宅でも課題を進める。（４５分）各自資料を用意。（４５分）消しゴムスタンプで名刺を作る。5

自宅でも課題を進める。（４５分）各自資料を用意。（４５分）消しゴムスタンプで名刺を作る。6

自宅でも課題を進める。（４５分）各自資料を用意。（４５分）消しゴムスタンプで名刺を作る。7

自宅でも課題を進める。（４５分）各自資料を用意。（４５分）消しゴムスタンプで名刺を作る。8

自宅でも課題を進める。（４５分）各自資料を用意。（４５分）消しゴムスタンプで名刺を作る。9

10 消しゴムスタンプで名刺を作る。 各自資料を用意。（４５分） 自宅でも課題を進める。（４５分）

自宅でも課題を進める。（４５分）各自資料を用意。（４５分）消しゴムスタンプで名刺を作る。11

自宅でも課題を進める。（４５分）各自資料を用意。（４５分）消しゴムスタンプで名刺を作る。12

自宅でも課題を進める。（４５分）各自資料を用意。（４５分）消しゴムスタンプで名刺を作る。13

ケシ版について考える（４５分）各自資料を用意。（４５分）消しゴムスタンプで名刺を作る。名刺交換の基本を
学ぶ。プレゼンテーション。14

自宅でも課題を進める。（４５分）汚れても良い格好。四版式について復習。（４５分
）マーブリング15

楽しかったことを思い出す。四版式について復習。
（４５分）

汚れても良い格好。四版式について復習。（４５分
）マーブリング16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 手形 自分の手について考える。（４５分） 自宅でも課題を進める。（４５分）

18 手形 自分の手について考える。（４５分） 押されたものについて考える。（４５分）

B2鉛筆用意。学校内を探検しておく。（４５分）19 フロッタージュ 自宅でも課題を進める。（４５分）

課題の意図について考える。（４５分）B2鉛筆用意。学校内を探検しておく。（４５分）フロッタージュ20

自宅でも課題を進める。（４５分）彫刻刀と絵の具準備。四版式について復習。資料準
備。（４５分）

木版　アウトラインをとらないことを意識して作品
を作る。紙だけでなくフィルムなどにも印刷。原画
描き。

21

自宅でも課題を進める。（４５分）彫刻刀と絵の具準備。四版式について復習。資料準
備。（４５分）

木版　アウトラインをとらないことを意識して作品
を作る。紙だけでなくフィルムなどにも印刷。原画
描き。

22

自宅でも課題を進める。（４５分）彫刻刀と絵の具準備。四版式について復習。資料準
備。（４５分）

木版　アウトラインをとらないことを意識して作品
を作る。紙だけでなくフィルムなどにも印刷。彫り
。

23

自宅でも課題を進める。（４５分）彫刻刀と絵の具準備。四版式について復習。資料準
備。（４５分）

木版　アウトラインをとらないことを意識して作品
を作る。紙だけでなくフィルムなどにも印刷。彫り
。

24

自宅でも課題を進める。（４５分）彫刻刀と絵の具準備。四版式について復習。資料準
備。（４５分）

木版　アウトラインをとらないことを意識して作品
を作る。紙だけでなくフィルムなどにも印刷。彫り
。

25

26
木版　アウトラインをとらないことを意識して作品
を作る。紙だけでなくフィルムなどにも印刷。彫り
。

彫刻刀と絵の具準備。四版式について復習。資料準
備。（４５分） 自宅でも課題を進める。（４５分）

自宅でも課題を進める。（４５分）彫刻刀と絵の具準備。四版式について復習。資料準
備。（４５分）

木版　アウトラインをとらないことを意識して作品
を作る。紙だけでなくフィルムなどにも印刷。彫り
。

27

自宅でも課題を進める。（４５分）彫刻刀と絵の具準備。四版式について復習。資料準
備。（４５分）

木版　アウトラインをとらないことを意識して作品
を作る。紙だけでなくフィルムなどにも印刷。彫り
。

28

自宅でも課題を進める。（４５分）彫刻刀と絵の具準備。四版式について復習。資料準
備。（４５分）

木版　アウトラインをとらないことを意識して作品
を作る。紙だけでなくフィルムなどにも印刷。刷り
。

29

自宅でも課題を進める。（４５分）彫刻刀と絵の具準備。四版式について復習。資料準
備。（４５分）

木版　アウトラインをとらないことを意識して作品
を作る。紙だけでなくフィルムなどにも印刷。刷り
。

30

自宅でも課題を進める。（４５分）彫刻刀と絵の具準備。四版式について復習。資料準
備。（４５分）

木版　アウトラインをとらないことを意識して作品
を作る。紙だけでなくフィルムなどにも印刷。刷り
。

31

課題から。版画について考える。（４５分）彫刻刀と絵の具準備。四版式について復習。資料準
備。（４５分）

木版　アウトラインをとらないことを意識して作品
を作る。紙だけでなくフィルムなどにも印刷。刷り
。プレゼンテーション。授業改善アンケートの実

32

四版式について復習する（４５分）

科目名称 版表現Ⅰ

専門科目科目分類区分

森迫　暁夫（デザイン学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

AEA222078（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・２年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階 非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）森迫　暁夫 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

版画家として活動している教員が，その経験を活かして実践において活用できる様々な版表
現の実習を行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



同部分の正答が６０％に満
たなかった。

803－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
近代産業社会はどのように成り立ってきたのか、その構造と特質はどのようなものか、また、現代の産業社会の変化について学習する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（３）に対応する。

到達目標
産業社会に関する理論や実態について単に知識を習得するだけでなく、高度産業化の過程をわれわれの日常生活との多面的な関わりでとらえ、批判的に考察する姿
勢を持てるようになることが目標となる。

授業全体の内容と概要
まず、産業革命によって近代産業社会が生み出されたこと、近代化と産業化の関係と矛盾などについて学ぶ。次に、産業化は社会をどのように変えたかを理解し、
２０世紀半ば以降の第三世界の産業化にも触れる。そして、現代の産業社会の変化はわれわれの生活に何をもたらしているかを探り、新しい生産世界について展望
し、考察する。

授業の方法
授業は現代のさまざまな事例を素材としながら講義形式で行ない、必要な場合には資料を配布する。単元・項目によっては受講者の見解を知るための小文を提出し
てもらい、授業で概要を発表してフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

〇 ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
さまざまなテーマについて自ら考える「主体的・能動的」な姿勢での受講を求める。本試験・追再試験結果が保留の場合、レポート課題の提出が必要。再試験合格
の場合、評価はＣとする。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識

思考力・判断力等

高度産業社会への分析力・
主体性等

定期試験における基礎事項
該当部分で９０％以上の正
答があった。

同部分で８０％以上９０％
未満の正答であった。

同部分で７０％以上８０％
未満の正答であった。

同部分で６０％以上７０％
未満の正答であった。

脱工業化概念を軸にして、
現代産業社会の構造的特質
を充分に考察できていた。

左記の事項について概ね考
察できていた。

左記の事項について広く一
般的水準の考察に達してい
た。

左記の事項についての考察
が最低限の水準に留まって
いた。

考察が最低限の水準に届か
ず、授業内容が理解されて
いなかった。

近代産業社会が脱工業化社
会・脱産業社会へ変化して
きたことに伴うさまざまな
社会的問題への充分な主体
的分析ができていた。

左記の事項について概ね考
察できていた。

左記の事項について広く一
般的水準の考察に達してい
た。

左記の事項についての考察
が最低限の水準に留まって
いた。

考察が最低限の水準に届か
ず、授業内容が理解されて
いなかった。

科目名称 産業社会論

専門科目科目分類区分

山本　一彦（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SOC422043，SOC522042（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）山本　一彦 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１１回

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

９０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

804－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
　※科目ガイダンス････全体概要、目的とねら　い
、履修上の注意、評価方法説明(シラバス説明を含
む)、前年度授業アンケート結果概要説明

シラバス内容の事前確認（９０分）

2
　Ⅰ．近代化と産業社会の成立
　　　　　　　　　　････インダストリアリズの誕
生

産業社会とは何かに関する事前考察　　（９０分）近代化における産業化・工業化についての復習・理解　　（９０分）

産業化・工業化が社会に何をもたらしたかの事前考
察
　　　（９０分）

3
　Ⅱ．産業社会の構造
　　　････基礎社会の衰耗、エンプロイー化、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市場化、

産業化・工業化による社会変動についての復習・理
解　　（９０分）

脱工業化・脱産業化の意味と趨勢についての復習・
理解　　（９０分）現代産業社会の特質に関する事前考察　（９０分）

　Ⅲ．高度産業社会への移行
　　　　　１．脱工業化社会の到来
　　　　　　　　　（１）産業構造･職業構造の変

4

産業・職業の構造変化による働くことの変化につい
ての復習・理解
　　　　（９０分）

現代の産業構造・職業構造の特質に関する事前考察
　　　　（９０分）

　Ⅲ．高度産業社会への移行
     　 　　１．脱工業化社会の到来
　　　　　　　　　（１）産業構造･職業構造の変

5

知識集約社会・知識基盤社会についての復習・理解
　　（９０分）

高度産業化段階における知識集約化に関する事前考
察　　（９０分）

　Ⅲ．高度産業社会への移行
   　　　  １．脱工業化社会の到来
　　　　　　　　　（２）知識集約化

6

解決すべき問題の復習・確認
　　　　　（９０分）

現代産業社会の問題点についての事前考察　　
（９０分）

　Ⅲ．高度産業社会への移行
     　　１．脱工業化社会の到来
　　　　　　　　　（３）資本主義の文化的矛盾

7

グローバリゼーションによる産業・地域社会の変化
についての復習・理解（９０分）

グローバリゼーションとはどのような過程かについ
ての事前考察（９０分）

　Ⅲ．高度産業社会への移行
　　　２．生産の高度化と労働・職業の変容
　　　　　　　（１）グローバリゼーションと産業

8

近代組織が官僚制的であることの復習・確認　　
（９０分）

近代社会の官僚制とは何かについての事前考察
　　　（９０分）

　Ⅲ．高度産業社会への移行
　　　２．生産の高度化と労働・職業の変容
　　　　　　（２）産業官僚制と日本的経営システ

9

10
　Ⅲ．高度産業社会への移行
　　　２．生産の高度化と労働・職業の変容
　　　　　　（２）産業官僚制と日本的経営システ

産業活動における企業組織と官僚制に関する事前考
察　　（９０分）

産業官僚制とは何かについての復習・理解　　
（９０分）

日本的経営システムの非官僚制的側面についての復
習・理解
　　　　（９０分）

日本的経営システムの特質についての事前考察
　　　　（９０分）

　Ⅲ．高度産業社会への移行
　　　２．生産の高度化と労働・職業の変容
　　　　　　（２）産業官僚制と日本的経営システ

11

日本的経営システムに対する評価の変遷と環境変化
についての復習・理解
　　　　（９０分）

日本的経営システムが迫られている変化についての
事前考察
　　　　（９０分）

　Ⅲ．高度産業社会への移行
　　　２．生産の高度化と労働・職業の変容
　　　　　　（２）産業官僚制と日本的経営システ

12

働く者の連帯とネットワークのあり方に関する復習
・理解　　（９０分）

日本的経営システムが迫られている変化についての
事前考察
　　　　（９０分）

　Ⅲ．高度産業社会への移行
     　２．生産の高度化と労働・職業の変容
             （３）就業者のネットワーク

13

インダストリアリズムとは何であったかの復習・再
確認・理解　（９０分）

産業社会を超える社会のあり方についての事前考察
　　　　（９０分）

　Ⅳ．新しい「生産世界」へ
　　　　　　　　　････産業主義を超えて14

評価に関する確認・理解
試験対応のための復習・理解（９０分）

ノートの整理と重要事項のチェック
（９０分）　※総括と試験概要説明、授業アンケート実施15

解説内容の確認・理解（９０分）試験対応準備
　　　　　　（９０分）

　※試験および解説
　６０分の試験終了後、残りの３０分で解説16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

目的とねらいについての復習・確認　　　　（９０
分）

科目名称 産業社会論

専門科目科目分類区分

山本　一彦（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

SOC422043，SOC522042（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）山本　一彦 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



グループワークに参加せず
協調性がなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
本講義は、学生が企業分析の手法を学び、数字だけではない、企業の組織としての行動を把握できる能力を身に付けることをことを目標としている。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）、（２）、（３）に対応する。

到達目標
本講義修了時の達成目標は、１年次より学んできた経営学の基本となる経営戦略、経営組織、マーケティング、財務会計等の知識を活用して、中長期のスパンで企
業行動を把握できること。

授業全体の内容と概要
本講義は、１つの企業について、しっかり経営分析をした上で、課題を見つけ代替案、事業計画書を作成するとのころまで一連の作業を行うために、前半は、経営
戦略、経営組織、マーケティング、財務会計について復習する。後半は、グループで１つの企業を分析した上で、今後の事業計画を策定する。

授業の方法
本講義はパワーポイント及び配布物資料で進める。１枚のパワーポイントを掲示して、一連の解説が終了した後、一定の時間、学生がノートを書く時間を取る。ま
た、本講義の後半は、アクティブラーニングを活用し、企業の事例を基にグループワークやディスカッションを行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
本講義は、実際の企業事例から学ぶことから、財務の内容が理解できなくてはならない。そのため、「財務会計論」の単位を取得していなければ受講できない。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

ケーススタディに係るグル
ープワークにおける協調性
とリーダーシップ

企業の分析力

課題解決策を含む事業計画
書の総合的な実現性

グループワークに積極的に
参加し、リーダーシップを
発揮しながら、意見をまと
めることができた。

グループワークに積極的に
参加し、意見をまとめるこ
とに協力ができた。

グループワークに参加し、
周りを協調した発言ができ
た。

グループワークに参加し、
最低限の発言をした。

講義で学んだ手法に加え、
独自の視点で企業分析がで
きた。

講義で学んだ手法を使い、
企業分析がしっかりとでき
た。

講義で学んだ手法を使い、
ある程度の企業分析ができ
た。

講師のサポートを受けなが
ら、最低限の企業分析がで
きた。

資料をみて企業の分析がで
きなかった。

企業の課題を複数個みつけ
、それぞれ企業の現状を踏
まえた解決策を提案するこ
とができた。

企業の課題を複数個みつけ
、それぞれに対し実現可能
な解決策を提案することが
できた。

企業の課題を複数個みつけ
、それぞれに対して解決策
を提案することができた。

企業の課題を見つけ、その
解決策を提案できた。

そもそも企業の課題を見つ
けることができなかった。

科目名称 ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ

専門科目科目分類区分

信濃　吉彦（経営学部・教授）・　石山
　玄幸（経営学部・准教授）

授業担当者（所
属・職名）

MAN424022，MAN524026（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）石山　玄幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

経営コンサルタント会社の代表として２００社以上の中小企業の経営指導をしてきた経験を
生かして、守秘義務に配慮しつつ身近な企業の事例を活用した講義を展開する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１３回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ １００％ ０％ ０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照のこと。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス　シラバスの説明（講義全体の概要、講
義のやり方、評価方法など。）、授業改善アンケー
ト結果反映の説明

必ずシラバスを読んでから、初回ガイダンスを受講
すること。（９０分）

2 経営戦略①　戦略的思考 経営戦略に関する新聞記事やネットの記事を読むこ
と。（９０分） 講義終了時に練習問題の復習。（９０分）

経営戦略に関する新聞記事やネットの記事を読むこ
と。（９０分）3 経営戦略②　環境分析 講義終了時に練習問題の復習。（９０分）

講義終了時に練習問題の復習。（９０分）経営管理・組織に関する新聞記事やネットの記事を
読むこと。（９０分）経営管理・組織①　バーナードの組織論4

講義終了時に練習問題の復習。（９０分）経営管理・組織に関する新聞記事やネットの記事を
読むこと。（９０分）経営管理・組織②　リーダーシップ5

講義終了時に練習問題の復習。（９０分）マーケティングに関する新聞記事やネットの記事を
読むこと。（９０分）マーケティング①　マーケティングミックス6

講義終了時に練習問題の復習。（９０分）マーケティングに関する新聞記事やネットの記事を
読むこと。（９０分）マーケティング②　ＰＰＭマネジメント7

講義終了時に練習問題の復習。（９０分）財務会計に関する新聞記事やネットの記事を読むこ
と。（９０分）財務会計①　財務諸表の復習8

講義終了時に練習問題の復習。（９０分）財務会計に関する新聞記事やネットの記事を読むこ
と。（９０分）財務会計②　財務分析のポイント9

10 企業分析①　財務分析 講義で学んだ手法を使い企業の財務分析をしてみる
。（９０分） 講義終了時に練習問題の復習。（９０分）

講義終了時に練習問題の復習。（９０分）講義で学んだ手法を使い企業の財務分析をしてみる
。（９０分））企業分析②　課題の析出11

講義終了時に練習問題の復習。（９０分）講義で学んだ手法を使い企業の財務分析をしてみる
。（９０分）企業分析③　経営戦略の策定12

講義終了時に練習問題の復習。（９０分）講義で学んだ手法を使い企業の財務分析をしてみる
。（９０分）企業分析④　事業計画の策定13

講義終了時に練習問題の復習。（９０分）プレゼンテーションの準備をしておくこと。（９０
分）プレゼンテーション（グループ発表）　14

講義終了時に練習問題の復習。（９０分）プレゼンテーションの準備をしておくこと。（９０
分）プレゼンテーション（グループ発表）15

課題講評とフォードバックを受けて自分の回答を見
直す。（９０分）

これまでの講義内容を自分で振り返ること。（９０
分）

課題講評（60分）, フィードバック(30分)、授業改
善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

講義終了時に練習問題の復習。（９０分）

科目名称 ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ

専門科目科目分類区分

信濃　吉彦（経営学部・教授）・　石山
　玄幸（経営学部・准教授）

授業担当者（所
属・職名）

MAN424022，MAN524026（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）石山　玄幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

経営コンサルタント会社の代表として２００社以上の中小企業の経営指導をしてきた経験を
生かして、守秘義務に配慮しつつ身近な企業の事例を活用した講義を展開する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 グロービス経営大学院 ダイヤモンド社 9784478014745

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『ＭＢＡビジネスプラン』 2010年

2 グロービス経営大学院 ダイヤモンド社 9784478066027『ＭＢＡ経営戦略』 2017年

3 グロービス経営大学院 ダイヤモンド社 9784478008768『ＭＢＡファイナンス』 2009年

4

5



学習指導要領の要点をまと
めることができなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
本学の教員養成目標である「教養識見を備えた有能な人物を養成するとともに、高度の知識及び技術の教授並びに学術の研究を為す」を達成するための科目であり
、単に美術という領域にとどまらず、広い視野で、現代の教育が目指す点や問題点について考察し、工芸科教育の意味と目的を考え，最低限の技術を学ぶ。

授業の位置づけ
デザイン学科のDP（１）（３）（５）に対応する。

到達目標
工芸に関する理解のもとに工芸教育の歴史と実際、また、学習指導要領の内容を学修し、工芸教育の意義と問題点を理解することができる。今後展開してゆく実践
的研究の基礎となる素養を身につけることができる。

授業全体の内容と概要
工芸の全体像と学習指導要領の内容を研究し、題材研究としての小品の制作を体験して授業の骨組をつかむ。主体的・対話的で深い学びを実現するため、テーマに
関連する事項に関して意見交換、発表等の一連の活動を行う。

授業の方法
授業については，中学校および高等学校学習指導要領に基づいて，テキストのほか，中学校学習指導要領解説美術編・高等学校学習指導要領解説芸術編を資料とし
て用いて講義を行う。また，後半の題材研究においては実際に作業を行いながら研究を進める。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

○ 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
美術教師を目指す学生として、知識や技能のみならず、生徒を大切にしようとする心構えを身につけ、常に教育について興味・関心を抱き、教壇に立った場合の自
分なりの対処の仕方を探る姿勢を持ち続けること。

資格指定科目
教職課程（中学美術，工芸）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

学習指導要領の理解

工芸における基礎技術

工芸・工芸教育についての
理解（レポート）

学習指導要領を読み、要点
をまとめ、批判的に考察し
ながら、工芸教育が目指す
点や問題点を述べることが
できた。

学習指導要領を読み、要点
をまとめ、工芸教育が目指
す点や問題点を述べること
ができた。

学習指導要領を読み、要点
をまとめ、工芸教育につい
て述べることができた。

学習指導要領を読み、要点
をまとめることができた。

題材研究を通して、実践で
通用する高度な基礎技術を
修得した。

題材研究を通して、実践で
通用する最低限の基礎技術
を修得した。

題材研究を通して、ある程
度の基礎技術を修得した。

題材研究を通して、工芸の
基礎技術を理解した。

題材研究では、工芸の基礎
技術を修得できなかった。

教科書を読み、工芸・工芸
教育について要点を的確に
整理し、他者に対して簡潔
に伝えることができた。

教科書を読み、工芸・工芸
教育について要点をまとめ
、他者にわかりやすく伝え
ることができた。

教科書を読み、工芸・工芸
教育について要点をまとめ
、伝えることができた。

教科書を読み、工芸・工芸
教育について要点をまとめ
ることができた。

教科書を読み、要点をまと
めることができなかった。

科目名称 工芸科教育法Ⅰ

自由科目科目分類区分

梅田　真紀（デザイン学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

ESS243095（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 教職課程必修

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）梅田　真紀 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

高等学校教諭一種免許状（美術・工芸）を有し、公立高等学校、私立高等学校美術科で教員
経験がある教員が、その経験を元に工芸科教育法について授業を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ４０％ ２０％ ０％ ４０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

808－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
工芸とは何か　学校教育の中での「用と美」 シラバスをよく読んでおくこと（90分）

2 中学校学習指導要領解説美術編　「美術科の目標と
内容」におけるデザイン、工芸の学習について

テキスト・参考資料内の学習内容について専門用語
等の事前学習（90分）

レポート課題へ向けて講義内容をまとめておくこと
（90分）

テキスト・参考資料内の学習内容について専門用語
等の事前学習（90分）3 中学校学習指導要領解説美術編　「各学年の目標及

び内容」おけるデザイン、工芸の学習について
レポート課題へ向けて講義内容をまとめておくこと
（90分）

レポート課題へ向けて講義内容をまとめておくこと
（90分）

テキスト・参考資料内の学習内容について専門用語
等の事前学習（90分）

中学校学習指導要領解説美術編　「指導計画の作成
と内容の取り扱い」及び映像メディアの活用につい
て

4

レポート課題へ向けて講義内容をまとめておくこと
（90分）

テキスト・参考資料内の学習内容について専門用語
等の事前学習（90分）

高等学校学習指導要領解説芸術編「工芸Ⅰ」の性格
、目標、内容、内容の取り扱いについて5

レポート課題へ向けて講義内容をまとめておくこと
（90分）

テキスト・参考資料内の学習内容について専門用語
等の事前学習（90分）

高等学校学習指導要領解説芸術編「工芸Ⅱ」の性格
、目標、内容、内容の取り扱いについて6

レポート課題へ向けて講義内容をまとめておくこと
（90分）

テキスト・参考資料内の学習内容について専門用語
等の事前学習（90分）

高等学校学習指導要領解説芸術編「工芸Ⅲ」の性格
、目標、内容、内容の取り扱いについて7

レポート課題へ向けて講義内容をまとめておくこと
（90分）

テキスト・参考資料内の学習内容について専門用語
等の事前学習（90分）

映像メディアによる工芸の学習（機器の取り扱いを
含む）①社会と工芸（ネットワークから）8

レポート課題へ向けて講義内容をまとめておくこと
（90分）

テキスト・参考資料内の学習内容について専門用語
等の事前学習（90分）

映像メディアによる工芸の学習（機器の取り扱いを
含む）②文化遺産としての工芸（文化庁工芸技術記
録映画）

9

10 工芸教育の歴史と背景①アーツアンドクラフツ運動
とバウハウスを中心とした世界の事情

テキスト・参考資料内の学習内容について専門用語
等の事前学習（90分）

レポート課題へ向けて講義内容をまとめておくこと
（90分）

レポート課題へ向けて講義内容をまとめておくこと
（90分）

テキスト・参考資料内の学習内容について専門用語
等の事前学習（90分）

工芸教育の歴史と背景②民芸運動と近、現代工芸を
中心とした日本の事情11

講義内でうけたアドバイスをまとめること（90分）制作の構想を練っておくこと（90分）題材研究　木製カトラリーの制作①デザイン12

講義内でうけたアドバイスをまとめること（90分）制作の構想を練っておくこと（90分）題材研究　木製カトラリーの制作②糸鋸の取り扱い13

講義内でうけたアドバイスをまとめること（90分）制作の構想を練っておくこと（90分）題材研究　木製カトラリーの制作③木材の性質「逆
目と順目」14

講義内でうけたアドバイスをまとめること（90分）制作の構想を練っておくこと（90分）題材研究　木製カトラリーの制作④やすりがけ・オ
イルでの仕上げ15

フィードバックの内容を受けて、講義全体のふりか
えりを行うこと（90分）講義全体をふりかえりまとめを行うこと（90分）レポートのフィードバック16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

レポート課題へ向けて講義内容をまとめておくこと
（90分）

科目名称 工芸科教育法Ⅰ

自由科目科目分類区分

梅田　真紀（デザイン学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

ESS243095（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 教職課程必修

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）梅田　真紀 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

高等学校教諭一種免許状（美術・工芸）を有し、公立高等学校、私立高等学校美術科で教員
経験がある教員が、その経験を元に工芸科教育法について授業を行う。

基本情報

開講時期

1 大坪圭輔 武蔵野美術大学出
版局

9784864630580

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『工芸の教育』 2017

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『文化庁工芸技術記録映画』

2 文部科学省 東山書房 9784827815580『中学校学習指導要領』 2018

3 文部科学省 東山書房 9784827815672『高等学校学習指導要領』 2018

4 文部科学省 日本文教出版大阪 9784536590136『中学校学習指導要領解説　美術編』 2018

5 文部科学省 教育図書 9784877304201『高等学校学習指導要領解説 芸術(音楽・美術・
工芸・書道)編・音楽編・美術編』

2019



ほとんど授業に参加しなか
った。

809－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
日本美術史の大きな流れを概観するとともに、代表的な作品を深く考察することにより、日本美術を見る力を身に付ける。

授業の位置づけ
デザイン学科のDP (1) (2) (5) に対応する。

到達目標
１．技法や表現、様式など日本美術に関する基礎的な知識を習得する。
２．日本美術の展開を俯瞰的な視点で把握する。
３．初めて目にする作品に対しても美術史上の位置付けを行うことができる。

授業全体の内容と概要
縄文時代から昭和戦後までの日本美術の流れを代表的な作品を通してたどる。　

授業の方法
受講生は各回の授業で扱う時代の代表的作品一点について事前に感想を書き、授業の冒頭に一人ずつ発表する。その上で講師がパワーポイントを使って各時代の美
術について講義する。　

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
毎回の感想発表と受講姿勢の平常点を重視し、レポートも合わせて評価する。
授業の冒頭で各自発表してもらうので遅刻しないこと。

資格指定科目
教職課程　高・美術　必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

授業への取り組み

毎回の事前準備

知識の習得

レポート

きわめて意欲的に授業に参
加する姿勢が見られた。

真摯な姿勢で授業に参加す
る姿勢が見られた。

授業には参加していたが積
極的な姿勢はあまり見られ
なかった。

授業には参加していたがほ
とんど意欲が感じられなか
った。

きわめて意欲的に事前の準
備を行っていた。

真摯な姿勢で事前の準備を
行っていた。

事前の準備は行っていたが
十分ではなかった。

事前準備をしてこないこと
が何度かあった。

事前準備をほとんどしてこ
なかった。

きわめて意欲的に十分な知
識を習得した。

真摯な姿勢で必要な知識を
習得した。

重要項目の知識は概ね習得
した。

必要最低限の知識は習得し
た。

必要最低限の知識を習得で
きなかった。

きわめて意欲的に十分な資
料調査を行い、自分の考え
も的確に表現できていた。

真摯な姿勢で必要な資料調
査を行い、自分の考えも表
現していた。

不十分ではあるが資料調査
を行い、ある程度自分の考
えを表現していた。

最低限の資料調査を行い、
多少は自分の考えを表現し
ていた。

調査をほとんど行わず、自
分の考えも表現できていな
かった。

科目名称 東洋・日本美術史Ⅰ

専門科目科目分類区分

苫名　真（デザイン学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

FAH221080（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）苫名　真 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

美術館における勤務経験を活かして美術史に関する諸事項を講義する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２０％ ０％ ０％ ８０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

810－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明、縄文・弥生・古墳時代の美術 シラバスを読む。（90分）

2 飛鳥・白鳳時代の美術 課題作品を画像で鑑賞し、事前に感想をまとめてお
く。（90分） 配付資料を復習する。（90分）

課題作品を画像で鑑賞し、事前に感想をまとめてお
く。（90分）3 奈良時代の美術（天平美術） 配付資料を復習する。（90分）

配付資料を復習する。（90分）課題作品を画像で鑑賞し、事前に感想をまとめてお
く。（90分）平安時代前期の美術（貞観美術）4

配付資料を復習する。（90分）課題作品を画像で鑑賞し、事前に感想をまとめてお
く。（90分）平安時代中期の美術（藤原美術）5

配付資料を復習する。（90分）課題作品を画像で鑑賞し、事前に感想をまとめてお
く。（90分）平安時代後期の美術（院政期美術）6

配付資料を復習する。（90分）課題作品を画像で鑑賞し、事前に感想をまとめてお
く。（90分）鎌倉時代の美術7

配付資料を復習する。（90分）課題作品を画像で鑑賞し、事前に感想をまとめてお
く。（90分）南北朝・室町時代の美術8

配付資料を復習する。（90分）課題作品を画像で鑑賞し、事前に感想をまとめてお
く。（90分）桃山時代の美術9

10 江戸時代前期の美術 課題作品を画像で鑑賞し、事前に感想をまとめてお
く。（90分） 配付資料を復習する。（90分）

配付資料を復習する。（90分）課題作品を画像で鑑賞し、事前に感想をまとめてお
く。（90分）江戸時代中期の美術11

配付資料を復習する。（90分）課題作品を画像で鑑賞し、事前に感想をまとめてお
く。（90分）江戸時代後期の美術12

配付資料を復習する。（90分）課題作品を画像で鑑賞し、事前に感想をまとめてお
く。（90分）明治時代の美術13

配付資料を復習する。（90分）課題作品を画像で鑑賞し、事前に感想をまとめてお
く。（90分）大正・昭和戦前期の美術14

配付資料を復習する。（90分）課題作品を画像で鑑賞し、事前に感想をまとめてお
く。（90分）昭和戦後の美術15

配付資料を復習する。（90分）レポートを準備する。（90分）レポートの発表とフィードバック
授業改善アンケート実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配付資料を復習する。（90分）

科目名称 東洋・日本美術史Ⅰ

専門科目科目分類区分

苫名　真（デザイン学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

FAH221080（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）苫名　真 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

美術館における勤務経験を活かして美術史に関する諸事項を講義する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 山下裕二・髙岸輝 美術出版社 978-4568389074

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『日本美術史』 2014

2 辻惟雄・泉武夫 新書館 978-4403250989『日本美術史ハンドブック』 2009

3 辻惟雄 東京大学出版会 978-4130820912『日本美術の歴史』 2021

4 小学館 978-4096997017『日本美術館』 1997

5



計算力、単位、方程式、三
角関数、因数分解及び図形
の基礎知識及び計算過程（
思考過程）が７０％も理解
できなかった。

811－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
学生が建築士受験に必要となる数学の基礎知識をしっかり身につける。

授業の位置づけ
建築学科のＤＰ（２）に対応する。

到達目標
建築士試験に必要な数学の基礎知識である計算力、単位、方程式、三角関数、因数分解及び図形を修得する。さらに、それらのことを通して、数学において重要な
のは答えだけではなく、思考過程であることも理解し、習慣づけることができる。

授業全体の内容と概要
数の計算から始まり、負の数・平方・立方・分数・小数・単位・方程式・連立方程式・比例式・三角関数・展開公式・因数分解・指数・図形の辺の長さ及び面積な
どを練習問題を計算する及び学生にプレゼンテーションさせることによって、数学の問題を解く実感をつかむ。

授業の方法
授業は、板書及び配布物資料で実施し、板書及び資料にて説明した後、課題演習を行う。課題及び演習の解答は時間内に行うようにし、学生にプレゼンテーション
も行わせる。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
講義内容を十分に理解するための予習・復習を怠らず、講義や演習に対して積極的に取り組むこと。
授業時間の半分以上の遅刻は欠席とみなします。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

基礎知識の修得

計算過程（思考過程の説明
）の習慣化

思考過程能力の向上

計算力、単位、方程式、三
角関数、因数分解及び図形
の基礎知識及び計算過程（
思考過程）が１００％理解
できた。

計算力、単位、方程式、三
角関数、因数分解及び図形
の基礎知識及び計算過程（
思考過程）が９０％以上理
解できた。

計算力、単位、方程式、三
角関数、因数分解及び図形
の基礎知識及び計算過程（
思考過程）が８０％以上理
解できた。

計算力、単位、方程式、三
角関数、因数分解及び図形
の基礎知識及び計算過程（
思考過程）が７０％以上理
解できた。

演習問題は計算過程を
１００％記述したレポート
になった。

演習問題は計算過程を
９０％記述したレポートに
なった。

演習問題は計算過程を
８０％記述したレポートに
なった。

演習問題は計算過程を
７０％記述したレポートに
なった。

演習問題は計算過程を
７０％も記述したレポート
にならなかった。

プレゼンテ－ションを通し
て、筋道の立った思考過程
が明確に出来た。また、質
問にも正確に対応した。

プレゼンテ－ションを通し
て、筋道の立った思考過程
が明確に出来た。

プレゼンテ－ションを通し
て、筋道の立った思考過程
が出来た。

プレゼンテ－ションを通し
て、一部筋道の立った思考
過程が出来た。

プレゼンテ－ションを通し
て、筋道の立った思考過程
が出来なかった。

科目名称 建築士のための基礎数

専門科目科目分類区分

横山　哲也（建築学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

MAT321044（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）横山　哲也 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
１1回以上の出席、レポート課題の提出と定期試験の結果を総合し絶対評価及び相対評価を併用して判定する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ２０％ ０％ １０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

812－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス、シラバスの説明及び授業改善アンケー
ト結果反映の説明 シラバスを読んでおくこと（90分）

2 四則計算 学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（90分）今日の授業の再確認（90分）

学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（90分）3 負の数の計算 今日の授業の再確認（90分）

今日の授業の再確認（90分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（90分）平方・立法4

今日の授業の再確認（90分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（90分）分数計算5

今日の授業の再確認（90分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（90分）小数計算6

今日の授業の再確認（90分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（90分）単位7

今日の授業の再確認（90分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（90分）方程式8

今日の授業の再確認（90分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（90分）連立方程式9

10 比例式 学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（90分）今日の授業の再確認（90分）

今日の授業の再確認（90分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（90分）三角関数11

今日の授業の再確認（90分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（90分）展開公式・因数分解12

今日の授業の再確認（90分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（90分）指数13

今日の授業の再確認（90分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（90分）図形の辺の長さと面積14

今日の授業の再確認（90分）学習内容の箇所を事前に予習しておくこと（90分）まとめ及び授業改善アンケートの実施15

総理解（90分）全内容の再確認及び理解を行う。（90分）60分の試験終了後、残りの30分で解説を行います。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

今日の授業の再確認（90分）

科目名称 建築士のための基礎数

専門科目科目分類区分

横山　哲也（建築学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

MAT321044（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）横山　哲也 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『適時資料配布』

2

3

4

5



助言しても理解できなかっ
た。

813－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
人の体の成り立ちやしくみ、さまざまな疾病について、人の成長過程における老化や日常生活との関係を踏まえて理解を深める。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）と（２）と（４）と（５）に対応する。

到達目標
社会福祉職に求められる人の成長・発達過程を理解し、人体の機能・構造と病的状態を関連させて説明できる。

授業全体の内容と概要
人体の構造と生理機能を臓器と関連させて学習し、正常と病的状態を比較しながら代表的な疾患や障害について理解する。特に将来致命的となる疾患や注目されて
いる疾患については予防対策も含めて講義を行ない、福祉に必要な知識を身につける。また，ＩＣＦの基本的な考え方やリハビリテーションの概念についても学習
する。

授業の方法
講義形式。テキストの活用を中心とし、板書や配布資料を適宜使い解説を行う。
また、確認のため小試験を課題とし、添削後、返却し解答・解説を行いフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
遅刻しないこと

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

人の成長・発達過程や体の
成り立ち・しくみの理解

各疾病、障がいの概要

疾病予防や健康のとらえ方
、ICFの基本的考え方

人の成長・発達過程や体の
成り立ち・しくみについて
非常に理解できた。

人の成長・発達過程や体の
成り立ち・しくみについて
概ね理解できた。

人の成長・発達過程、人体
について部分的に理解でき
た。

人の成長・発達、人体につ
いて助言により部分的に理
解できた。

各疾病・障がいの概要を人
体の機能・構造と関連させ
詳しく説明できた。

各疾病・障がいの概要を人
体の機能・構造と関連させ
概ね説明できた。

各疾病・障がいの概要、人
体の機能・構造を部分的に
説明できた。

各疾病、障がいの概要を助
言により説明できた。

助言しても説明することが
できなかった。

疾病予防や健康のとらえ方
、ICFの基本的考え方を詳
細に説明できた。

疾病予防や健康のとらえ方
、ICFの基本的考え方を概
ね説明できた。

疾病予防や健康のとらえ方
、ICFについて部分的に説
明できた。

疾病予防や健康のとらえ方
、ICFの基本的考え方を助
言により説明できた。

助言しても説明することが
できなかった。

科目名称 医学概論

専門科目科目分類区分

宮﨑　剛司（社会福祉学科・講師）授業担当者（所
属・職名）

BAM112008（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 学生便覧参照

単位数 2 (単位認定責任者： ）宮﨑　剛司 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

看護実践と看護教育の実務経験を踏まえ、人の成長過程と体のしくみ、その破綻（病気・障
がいなど）の考え方を生活と関連させ学びます。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ０％ ２０％ １０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

814－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
医学と福祉について 事前に教科書全体に目をとおしておく（９０分）

2 人の成長・発達と老化①
心身の成長発達

教科書の「人の成長発達」について事前に読んでお
く（９０分）

当日の授業で行ったことをノートにまとめておく
（９０分）

教科書の「人の成長発達」について事前に読んでお
く（９０分）3 人の成長・発達と老化②

老化 配布資料を見直し理解しておく（９０分）

配布資料を見直し理解しておく（９０分）教科書の「人の老化」について事前に読んでおく
（９０分）

人の成長・発達と老化②
老年症候群4

当日の授業で行ったことを復習しておく（９０分）教科書の「人の心身機能」について事前に読んでお
く（９０分）

身体構造と心身機能の概要①
（骨・筋肉・消化器・循環器）5

当日の授業で行ったことを復習しておく（９０分）教科書の「人の心身機能」について事前に読んでお
く（９０分）

身体構造と心身機能の概要②
（呼吸器・血液・リンパ・泌尿器・生殖器）6

前半の授業内容を復習しておく（９０分）教科書の「人の心身機能」について事前に読んでお
く（９０分）

身体構造と心身機能の概要③
（脳・脊髄・神経）7

問題を見直し自己採点しておく（９０分）前半の授業・資料・ノートを見直しテストに臨むこ
と（９０分）前半のまとめと学習到達度の確認テスト8

返却テスト結果と授業で行ったことを見直し整理し
ておく（９０分）

教科書の「各疾病」について事前に読んでおく
（９０分）

疾病の概要①
悪性腫瘍・脳血管疾患・心疾患・高血圧症・呼吸器
疾患

9

10 疾病の概要②
腎疾患・泌尿器疾患・骨関節疾患・感染症・難病

教科書の「各疾病」について事前に読んでおく
（９０分） 当日の授業で行ったことを復習しておく（９０分）

当日の授業で行ったことをノートにまとめておく
（９０分）

教科書の「健康」について事前に読んでおく（９０
分）疾病の概要③（生活習慣病と健康のとらえ方）11

配布資料を見直しノート整理しておく（９０分）教科書の「ＩＣＦ」について事前に読んでおく
（９０分）

障害の概要①
ＩＣＦの基本的考え方12

当日の授業で行ったことを復習しておく（９０分）教科書の「障害の概要」について事前に読んでおく
（９０分）

障害の概要②
各障害13

配布資料を見直しノート整理しておく（９０分）教科書の「リハビリテーションの概要」について事
前に読んでおく（９０分）リハビリテーションの概念14

提案した福祉課題に今後も取り組んでいく（９０分
）

これまで授業で行ったことを振り返り準備してくる
（９０分）総括と今後の課題15

試験及び解説を受けて講義全体の理解を深めること
（９０分）

講義を通して質問事項をまとめておくこと（９０分
）

定期試験６０分終了後、残り３０分間で解説する。
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

当日の授業で行ったことをノートにまとめておく
（９０分）

科目名称 医学概論

専門科目科目分類区分

宮﨑　剛司（社会福祉学科・講師）授業担当者（所
属・職名）

BAM112008（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 学生便覧参照

単位数 2 (単位認定責任者： ）宮﨑　剛司 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

看護実践と看護教育の実務経験を踏まえ、人の成長過程と体のしくみ、その破綻（病気・障
がいなど）の考え方を生活と関連させ学びます。

基本情報

開講時期

1 日本ソーシャルワーク教育学校
連盟

中央法規出版

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『社会福祉士養成講座　精神保健福祉士養成講座
　１「医学概論」　』

２０２１

2

3

4

5

1 授業の中で随時案内
する

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



教科書やDVDに基づいての
カウンセリング技法の理解
が乏しく、技法を部分的に
も使えなかった。

815－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
Ｃ．ロジャースの提唱した来談者中心療法（カウンセリング）に関する基本的な学習をした後，福祉現場の実際の臨床に沿いながら，カウンセリングのあり方を学
ぶ。具体的には，（１）不登校，（２）被虐待，（３）身体障害，（４）軽度発達障害（ＬＤ・ＡＤＨＤ等）に焦点を当てて，個別・家族・集団カウンセリングに
ついて講義を受けて、実践トレーニングで学ぶ。

授業の位置づけ
経営学科のＤP（２）（４）に対応する。

到達目標
カウンセリングによって人は成長し，発達する多面的な存在として，幅広い視点からカウンセリングを習得する。

授業全体の内容と概要
配付資料などを用い，これまでの研究によって蓄積されてきた知見を紹介する。それらを通し，人間にそなわっている基本的な心的機能全般についての知識を獲得
する。
「SDG3. すべての人に健康と福祉を」の関連授業

授業の方法
教科書、プリント、 DVDでのカウンセリングの実際を視聴し、グループワークでカウンセリングの技法を学んでいく（ディスカッション、ロールプレイ含む）。毎
回、授業の最後に学んだことや質問をまとめて提出する。質問は次の授業で回答する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
毎回、授業の最後に学んだことをまとめて提出すること。提出によって出席とし、成績に反映する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

カウンセリングについての
理解

カウンセリングの視点に基
づく思考・判断力

授業に主体的に取り組む態
度（カウンセリングの基本
を踏まえた技法）

教科書やDVDに基づいてカ
ウンセリング技法を理解し
、技法をスムーズに使えた
。

教科書やDVDに基づいてカ
ウンセリング技法を理解し
、技法をおおむね使えた。

教科書やDVDに基づいてカ
ウンセリング技法を理解し
、技法を一定程度使えた。

教科書やDVDに基づいての
カウンセリングの理解し、
技法を部分的に使えた。

カウンセリングの基本を踏
まえてクライエントを見立
てて、どの技法を使うかを
十分考察できた。

カウンセリングの基本を踏
まえてクライエントを見立
てて、どの技法を使うかを
おおむね考察できた。

カウンセリングの基本を踏
まえてクライエントを見立
てて、どの技法を使うかを
一定程度考察できた。

カウンセリングの基本を踏
まえてクライエントを見立
てて、どの技法を使うかを
考察できた。

カウンセリングの基本を踏
まえてクライエントを見立
てて、どの技法を使うかを
考察することができなかっ
た。

カウンセリングの基本を踏
まえてクライエントの見立
てとどの技法を用いるかを
わかやすく説明できた。

カウンセリングの基本を踏
まえてクライエントの見立
てとどの技法を用いるかを
おおむね説明できた。

カウンセリングの基本を踏
まえてクライエントの見立
てとどの技法を用いるかを
一定程度説明できた。

カウンセリングの基本を踏
まえてクライエントの見立
てとどの技法を用いるかを
説明できた。

カウンセリングの基本を踏
まえてクライエントの見立
てとどの技法を用いるかを
説明することができなかっ
た。

科目名称 ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ論（M）

専門科目科目分類区分

佐々木　智城（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CLP123062，CLP423081，CLP523088（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

臨床心理士、公認心理師が精神科病院勤務経験、スクールカウンセラー経験等を活かしなが
ら、臨床心理学を指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ７０％ ０％ ０％ ２０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
・事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
・講義中の録音･録画･撮影は事前相談を経て、個人利用に限り許可する場合がある。
・板書の量および方法等について配慮する。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

816－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明。授業改善アンケート結果反映の説
明。カウンセリングの基本　Ｃ.ロジャースの来談
者中心療法や日本におけるカウンセリングのあり方

教科書の事例や技法を読んでおくこと（９０分）

2 欧米と日本の比較。 教科書の事例や技法を読んでおくこと（９０分） 授業の内容をもとに、受容・共感などを意識しなが
ら、周囲の人と接すること（９０分）

教科書の事例や技法を読んでおくこと（９０分）3 クライエントを理解する（カウンセラーの自己覚知
を含む）。

授業の内容をもとに、受容・共感などを意識しなが
ら、周囲の人と接すること（９０分）

授業の内容をもとに、受容・共感などを意識しなが
ら、周囲の人と接すること（９０分）教科書の事例や技法を読んでおくこと（９０分）

不登校の理解とカウンセリングやその他の心理療法
等による支援策について。不登校の理解・学校，各
種専門機関とスクールカウンセラーの役割につい

4

授業の内容をもとに、受容・共感などを意識しなが
ら、周囲の人と接すること（９０分）教科書の事例や技法を読んでおくこと（９０分）具体的支援のあり方。・紙上ロールプレイング法（

不登校編）による学習。5

授業の内容をもとに、受容・共感などを意識しなが
ら、周囲の人と接すること（９０分）教科書の事例や技法を読んでおくこと（９０分）

被虐待児童へのカウンセリング　虐待問題に焦点を
当てた，カウンセリングやその他の心理療法等によ
る支援策について。

6

授業の内容をもとに、受容・共感などを意識しなが
ら、周囲の人と接すること（９０分）教科書の事例や技法を読んでおくこと（９０分）具体的支援のあり方　・紙上ロールプレイング法（

虐待編）による学習。7

授業の内容をもとに、受容・共感などを意識しなが
ら、周囲の人と接すること（９０分）教科書の事例や技法を読んでおくこと（９０分）

身体障害者(児)へのカウンセリング　事故や疾病に
より身体障害を抱えることになった人々のカウンセ
リングやその他の心理療法等による支援策。

8

授業の内容をもとに、受容・共感などを意識しなが
ら、周囲の人と接すること（９０分）教科書の事例や技法を読んでおくこと（９０分）

軽度発達障害児へのカウンセリング　軽度発達障害
（LD，ADHD，アスペルガー等）に焦点を当てた，カ
ウンセリングやその他の心理療法等による支援策に

9

10 具体的支援のあり方。・紙上ロールプレイング法（
軽度発達障害編）による学習。 教科書の事例や技法を読んでおくこと（９０分） 授業の内容をもとに、受容・共感などを意識しなが

ら、周囲の人と接すること（９０分）

授業の内容をもとに、受容・共感などを意識しなが
ら、周囲の人と接すること（９０分）教科書の事例や技法を読んでおくこと（９０分）

子どもの不登校やいじめ，発達障害に関して協力が
欠かせない親（保護者）へのカウンセリングやコン
サルテーション（助言指導）について。

11

授業の内容をもとに、受容・共感などを意識しなが
ら、周囲の人と接すること（９０分）教科書の事例や技法を読んでおくこと（９０分）集団での治療的効果等について。集団カウンセリン

グの効果。・具体的支援のあり方（事例学習）。12

授業の内容をもとに、受容・共感などを意識しなが
ら、周囲の人と接すること（９０分）教科書の事例や技法を読んでおくこと（９０分）

カウンセリング・マインドを現場臨床に役立てるた
めにこれまでの学習を基本にしたロールプレイング
法による実習。

13

授業の内容をもとに、受容・共感などを意識しなが
ら、周囲の人と接すること（９０分）教科書の事例や技法を読んでおくこと（９０分）福祉現場等でカウンセリング・マインドをどのよう

に応用し実践できるかグループﾟ討議を行う。14

授業の内容をもとに、受容・共感などを意識しなが
ら、周囲の人と接すること（９０分）教科書の事例や技法を読んでおくこと（９０分）各福祉現場における実態を踏まえて，カウンセリン

グ等の実際的な応用について質疑応答を行う。15

レポートの作成（９０分）レポート作成の準備をすること（９０分）レポートについて、最終回において解説しフィード
バックする。授業改善アンケートの実施。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業の内容をもとに、受容・共感などを意識しなが
ら、周囲の人と接すること（９０分）

科目名称 ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ論（M）

専門科目科目分類区分

佐々木　智城（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CLP123062，CLP423081，CLP523088（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

臨床心理士、公認心理師が精神科病院勤務経験、スクールカウンセラー経験等を活かしなが
ら、臨床心理学を指導する。

基本情報

開講時期

1 福原真知子 風間書房 978-4-7599-7637-9

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『マイクロカウンセリング技法』 2007

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



Ｗｅｂデザインの基礎知識
に関する事柄について、ほ
とんど説明することができ
なかった。

817－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
Ｗｅｂデザインの基本的なルールや工程・手法を理解し、単にグラフィックデザインの観点でデザインをするのではなく、ＵＩ（ユーザインタフェース）の視点や
、現在の主流のデザイン・技術を踏まえ、「課題を解決するＷｅｂサイトをデザイン（創造）する力」を身につける。
また、画像編集ソフトウェア（Ａｄｏｂｅ　ＰｈｏｔｏｓｈｏｐおよびＩｌｌｕｓｔｌａｔｏｒ）の基礎知識・基本操作を習得する。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（１）（３）（４）に対応する。

到達目標
・Ｗｅｂデザインにおける基本的なルールや工程・手法について理解し、画像編集ソフトウェアを用いて、課題を解決できるＷｅｂサイトをデザインできる。
・Ｗｅｂデザインについての知見を広げ、学生間でＷｅｂデザインに関する議論を行うことができる。

授業全体の内容と概要
本科目の前半部分では、Ｗｅｂサイト制作事例を紹介し、Ｗｅｂデザインにおける基本的なルールや工程・手法を解説する。また、知識の定着化を図るため、学生
間の意見交流の場（グループディスカッション）を適宜設ける。後半部分では、提示した要件を満たすＷｅｂサイトのデザインを、画像編集ソフトウェアを用いて
制作する。従って、Ｗｅｂサイトのデザイン制作を通じて、ＰｈｏｔｏｓｈｏｐおよびＩｌｌｕｓｔｌａｔｏｒの基礎知識・基本操作の習得も可能である。

本科目は、以下のＳＤＧｓ関連授業科目である。
・「ＳＤＧ８．働きがいも経済成長も」
・「ＳＤＧ９．産業と技術革新の基盤をつくろう」

授業の方法
Ｗｅｂサイトの制作事例やスライド資料等を、スクリーンに提示または配布し、解説を行う。Ｗｅｂサイトの制作事例を紹介する際には、学生がより多くの気づき
を得られ、主体的に分析させることを目的として、グループディスカッションを適宜実施する。授業最終回には、最終課題についてプレゼンテーションを行い、学
生間で共有する。
なお、習熟度を測定するため、制作課題の提出を複数回求めるので必ず提出すること（評価の対象となる）。
本科目では、出欠確認、教材・資料などの配布、課題の提示・回収・採点（フィードバック）は全てＴｅａｍｓにて行う。

画像編集ソフトの操作技量に関しては個人差が大きいため、次の学習支援を実施する。
・授業時間外において質問などがあれば、Ｔｅａｍｓチャットにて受け付ける。
・提示した教材は、全てＴｅａｍｓにて公開・配信する。
・習熟度に応じて、個別指導（補講）を行う。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・演習時は、大学に備え付けのコンピュータを使用するが、自己所有のノートパソコン（Ｗｉｎｄｏｗｓ／Ｍａｃ）を使用してもよい（Ａｄｏｂｅ　
Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐ・Ｉｌｌｕｓｔｌａｔｏｒのインストールが必要）。
・課題は、自分で考え作成したものを提出することとし、第三者が作成した著作物等の盗用（剽窃）が認められた場合は、提出を無効とする。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

Ｗｅｂデザインの基礎知識

Ｗｅｂデザインの基礎技術

Ｗｅｂデザインでの課題解
決

画像編集ソフトウェアの基
本操作

学習意欲および意見の表明

Ｗｅｂデザインの基礎知識
に関する事柄について、十
分に説明でき、応用的な議
論に発展することができた
。

Ｗｅｂデザインの基礎知識
に関する事柄について、十
分に説明することができた
。

Ｗｅｂデザインの基礎知識
に関する事柄について、
８０％程度説明することが
できた。

Ｗｅｂデザインの基礎知識
に関する事柄について、
６０％程度説明することが
できた。

Ｗｅｂデザインの基本的な
ルールに則り、ＵＩ（ユー
ザインタフェース）や主流
のデザインや技術を盛り込
んで、デザインを制作する
ことができた。

Ｗｅｂデザインの基本的な
ルールに十分に則って、デ
ザインを制作することがで
きた。

Ｗｅｂデザインの基本的な
ルールに概ね則って、デザ
インを制作することができ
た。

Ｗｅｂサイトのデザインを
制作することができた。

Ｗｅｂサイトのデザインを
制作することができなかっ
た。

提示した制作要件を満たし
たデザインを制作し、自分
で見つけた課題点について
もＷｅｂデザインに反映さ
せることができた。

提示した制作要件を満たし
たＷｅｂデザインを制作し
、かつ自分で課題点を見つ
けることができた。

提示した制作要件を満たし
たＷｅｂデザインを制作す
ることができた。

提示した制作要件を概ね満
たしたＷｅｂデザインを制
作することができた。

提示した制作要件を満たし
たＷｅｂデザインを制作す
ることができなかった。

Ｗｅｂデザインに必要な画
像編集ソフトウェアの基礎
知識・基本操作を十分に習
得した上で、自ら進んで更
なる学習に取り組み、習得
することができた。

Ｗｅｂデザインに必要な画
像編集ソフトウェアの基礎
知識・基本操作を十分に習
得した上で、自ら進んで更
なる学習に取り組むことが
できた。

Ｗｅｂデザインに必要な画
像編集ソフトウェアの基礎
知識・基本操作を十分に習
得することができた。

Ｗｅｂデザインに必要な画
像編集ソフトウェアの基礎
知識・基本操作を習得する
ことができた。

Ｗｅｂデザインに必要な画
像編集ソフトウェアの基礎
知識・基本操作を習得する
ことができなかった。

全く意欲がなく、発言を求
められても意見を表明する
ことができなかった。

質問を積極的に行う等、自
らディスカッションの議題
を生み出し、他の学生の意
見を傾聴した上で、自主的
に意見を表明することがで
きた。

積極的にディスカッション
等に参入し、他の学生の意
見を傾聴した上で、自主的
に意見を表明することがで
きた。

発言を求められなくても、
自主的に意見を表明するこ
とができた。

発言を求められると、自分
の意見を表明することがで
きた。

科目名称 WEBﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ

専門科目科目分類区分

近澤　潤（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

DES222031（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）近澤　潤 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
・単位認定に必要となる最低出席回数は、１１回以上とする。
・遅刻及び早退は２０分までを限度とし、それ以上の場合は欠席とみなす。
・課題提出期限を過ぎて提出した場合は、当該課題の採点結果から２０％減点する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

－ － ８０％ － ２０％ －

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

818－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
［オリエンテーション］
シラバスの説明、授業改善アンケート結果反映の説
明を行う。

シラバスを確認する（９０分）

2
［Ｗｅｂサイトデザイン基礎①］
ルールや工程・仕組み・手法等を解説する。適宜、
グループディスカッションを行う。

好きなＷｅｂサイトを１つ見つける（９０分） 事後学習用教材に取り組む（９０分）

配布資料を再度読む（９０分）3
［Ｗｅｂサイトデザイン基礎②］
ルールや工程・仕組み・手法等を解説する。適宜、
グループディスカッションを行う。

事後学習用教材に取り組む（９０分）

事後学習用教材に取り組む（９０分）配布資料を再度読む（９０分）
［Ｗｅｂサイトデザイン基礎③］
ルールや工程・仕組み・手法等を解説する。適宜、
グループディスカッションを行う。

4

事後学習用教材に取り組む（９０分）ＰｈｏｔｏｓｈｏｐとＩｌｌｕｓｔｌａｔｏｒの違
いを調べる（９０分）

［画像編集ソフトウェア基礎①］
提示したＷｅｂデザインに倣って制作する。5

事後学習用教材に取り組む（９０分）Ｉｌｌｕｓｔｌａｔｏｒの基本操作を調べる（９０
分）

［画像編集ソフトウェア基礎②］
提示したＷｅｂデザインに倣って制作する。6

中間試験の内容を復習する（９０分）ここまでの授業内容を整理し復習する（９０分）
［画像編集ソフトウェア基礎③・中間試験］
提示したＷｅｂデザインに倣って制作する。ここま
での授業内容に関する中間試験を実施する。

7

提示された制作要件を確認し、戦略を立てる（９０
分）「課題を解決する」とは何か調べる（９０分）

［課題解決ができるＷｅｂデザイン①］
提示された制作要件を満たすＷｅｂデザインを制作
する。

8

次回の制作手順について確認し、操作に関する不明
点を調べる（９０分）

提示された制作要件を確認し、戦略を立てる（９０
分）

［課題解決ができるＷｅｂデザイン②］
提示された制作要件を満たすＷｅｂデザインを制作
する。

9

10
［課題解決ができるＷｅｂデザイン③］
提示された制作要件を満たすＷｅｂデザインを制作
する。

操作に関する不明点を調べる（９０分） 「課題を解決する」意義や理由についてまとめる
（９０分）

Ｗｅｂデザインの構想を練る（９０分）Ｗｅｂデザインの構想を練る（９０分）
［自由課題制作①］
提示された制作要件を満たすＷｅｂデザインを制作
する。

11

Ｗｅｂデザインの改良点を見つける（９０分）Ｗｅｂデザインの構想を練る（９０分）
［自由課題制作②］
提示された制作要件を満たすＷｅｂデザインを制作
する。

12

Ｗｅｂデザインの改良点を見つける（９０分）Ｗｅｂデザインの改良点を見つける（９０分）
［自由課題制作③］
提示された制作要件を満たすＷｅｂデザインを制作
する。

13

Ｗｅｂデザインの改良点を見つける（９０分）Ｗｅｂデザインの改良点を見つける（９０分）
［自由課題制作④］
提示された制作要件を満たすＷｅｂデザインを制作
する。

14

フィードバックに対して自分の意見をまとめる
（９０分）プレゼンテーションの準備を行う（９０分）

［自由課題制作⑤・成果発表会］
各自制作したＷｅｂデザインを全体に対しプレゼン
テーションを行い、フィードバックする。

15

ここまでの授業内容を整理し復習する（９０分）ここまでの授業内容を整理し復習する（９０分）［授業の総復習・まとめ］
授業改善アンケートを実施する。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

説明事項について再度確認する（９０分）

科目名称 WEBﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ

専門科目科目分類区分

近澤　潤（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

DES222031（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）近澤　潤 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 境 祐司、小浜 愛香、森本 友里
、野田 一輝、北村 篤志

エムディエヌコー
ポレーション

9784844367772

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『Ｗｅｂデザイン・スタンダード　伝わるビジュ
アルづくりとクリエイティブの最新技法』

２０１９

2 伊藤 庄平、益子 貴寛、久保 知
己、宮田 優希、伊藤 由暁

ＳＢクリエイティ
ブ

9784797389654『きちんと入門　いちばんよくわかるＷｅｂデザ
インの基本きちんと入門』

２０１７

3

4

5



二級建築施工管理技士（学
科）試験の合格に必要な知
識を修得できていなかった
、または、取り組む意志が
なかった。

819－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
二級建築施工管理技士試験合格に必要な知識を修得し、学科試験に合格できる学力を修得する。

授業の位置づけ
建築学科のＤＰ（１）の（２）に対応する科目。

到達目標
国家資格である「二級建築施工管理技士」の学科試験合格できる学力を備えることができる。

授業全体の内容と概要
使用テキストに沿って「二級建築施工管理技士学科試験」項目の講義および演習問題の実施・解説を行い、建築施工管理について修得する。

授業の方法
授業は配布する各章の過去問題をテスト形式で実施し、次回にその解説を行う。事前学習と各章の小テストの解説によって理解を深める。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
評価方法は、毎回の各章の小テストの合計得点を勘案し、定期試験とともに総合的に判断する。単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上とし、満たさない
場合には履修を中止する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

二級建築施工管理技士の学
科試験に必要な知識を修得
できる。

共生社会の実現ならびに貢
献できる人材として、建築
の基礎力を養うことができ
る。

建築技術者としての問題意
識を持ち、その問題解決の
意識を持つことができる。

二級建築施工管理技士（学
科）試験の合格に必要な知
識を修得できていた。

二級建築施工管理技士（学
科）試験の合格に必要な知
識をおおむね修得できてい
た。

二級建築施工管理技士（学
科）試験の合格に必要な知
識を最低限修得できていた
。

二級建築施工管理技士（学
科）試験の合格に向けて取
り組む意志があった。

建築が社会で果たす役割を
理解し、基礎力を修得でき
ていた。

建築が社会で果たす役割を
理解し、ある程度の基礎力
を修得できていた。

建築が社会で果たす役割を
理解し、最低限の基礎力を
修得できていた。

建築が社会で果たす役割を
理解していた。

建築が社会で果たす役割を
理解していなかった。

建築についての問題意識を
持ち、問題解決に向き合う
ことができた。

建築についての問題意識を
持ち、ある程度の問題解決
に向き合うことができた。

建築についての問題意識を
持ち、どのような問題が存
在しているかを理解してい
た。

建築についての問題意識を
持ち、問題解決の必要性を
理解していた。

建築についての問題意識を
持たなかった。

科目名称 施工管理技士演習Ⅱ

専門科目科目分類区分

小笠原　健（建築学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SEM324059（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館６階

単位数 1 (単位認定責任者： ）小笠原　健 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上とし、満たさない場合には履修を中止する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

１００％ ０％ ０％ ０％ ０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

820－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
授業の進め方について説明
授業改善アンケート結果反映の説明

シラバス資料を確認して、授業内容を予習する（45
分）

2 施工管理法②－問題・解説（品質管理・安全管理） シラバス資料を確認して、授業内容を予習する（45
分） 授業内容を整理して、復習する（45分）

シラバス資料を確認して、授業内容を予習する（45
分）3 躯体工事①－問題（地盤調査・仮設工事・土工事・

山留工事・基礎工事） 授業内容を整理して、復習する（45分）

授業内容を整理して、復習する（45分）シラバス資料を確認して、授業内容を予習する（45
分）

躯体工事①－解説（地盤調査・仮設工事・土工事・
山留工事・基礎工事）4

授業内容を整理して、復習する（45分）シラバス資料を確認して、授業内容を予習する（45
分）

躯体工事②－問題（鉄筋工事・型枠工事・コンクリ
ート工事）5

授業内容を整理して、復習する（45分）シラバス資料を確認して、授業内容を予習する（45
分）

躯体工事②－解説（鉄筋工事・型枠工事・コンクリ
ート工事）6

授業内容を整理して、復習する（45分）シラバス資料を確認して、授業内容を予習する（45
分）

躯体工事③－問題（鉄骨工事・その他工事・建設機
械・器具）7

授業内容を整理して、復習する（45分）シラバス資料を確認して、授業内容を予習する（45
分）

躯体工事③－解説（鉄骨工事・その他工事・建設機
械・器具）8

授業内容を整理して、復習する（45分）シラバス資料を確認して、授業内容を予習する（45
分）

仕上げ工事①－問題（防水工事・シーリング・屋根
工事・左官工事・塗装工事・吹き付け工事）9

10 仕上げ工事①－解説（防水工事・シーリング・屋根
工事・左官工事・塗装工事・吹き付け工事）

シラバス資料を確認して、授業内容を予習する（45
分） 授業内容を整理して、復習する（45分）

授業内容を整理して、復習する（45分）シラバス資料を確認して、授業内容を予習する（45
分）

仕上げ工事②－問題（張り石工事・タイル工事・ガ
ラス・建具工事・カーテンウォール工事・木工事・
金属工事）

11

授業内容を整理して、復習する（45分）シラバス資料を確認して、授業内容を予習する（45
分）

仕上げ工事②－解説（張り石工事・タイル工事・ガ
ラス・建具工事・カーテンウォール工事・木工事・
金属工事）

12

授業内容を整理して、復習する（45分）シラバス資料を確認して、授業内容を予習する（45
分）

仕上げ工事③－問題（内装工事・その他仕上げ工事
・ALCパネル工事）13

授業内容を整理して、復習する（45分）シラバス資料を確認して、授業内容を予習する（45
分）

仕上げ工事③－解説（内装工事・その他仕上げ工事
・ALCパネル工事）14

定期試験内容を整理して、復習する（45分）授業内容全体について資料を整理して、定期試験に
備える（45分）定期試験15

定期試験内容を整理して、復習する（45分）授業内容全体について資料を整理して、定期試験に
備える（45分）

定期試験の解説
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業内容を整理して、復習する（45分）

科目名称 施工管理技士演習Ⅱ

専門科目科目分類区分

小笠原　健（建築学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

SEM324059（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館６階

単位数 1 (単位認定責任者： ）小笠原　健 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 日建学院

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『令和2年度　2級建築施工管理技士学科テキスト
』

2021

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



心理学実験の専門用語に関
する最低限の専門用語を理
解できなかった。

821－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
心理学研究法の学習内容を基礎として，科学的心理学の方法論としての実験法を知る。実験法で用いられる専門用語を理解し、独立変数や従属変数の設定をはじめ
とする実験計画の立て方がわかるようになる。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（２）（３）に対応する。

到達目標
①実験法に関連した専門用語（剰余変数、カウンターバランス等）を理解する。
②心理学実験を活用した論文を読めるようになる。
③実験の体験やレポート執筆を通して、心理学実験のやり方や注意点を理解する。

授業全体の内容と概要
心理学に関する方法論と技法について，実験を中心として演習方式で学ぶ。
主要研究分野から代表的な研究例を教材として，問題，仮説，検証実験の計画立案に関する基礎的理解と実践的知識を深める。
「SDG3．すべての人に健康と福祉を」の関連授業

授業の方法
板書とパワーポイント，配布印刷物を活用しながら，講義形式で行う。質問には随時対応し，提出されたレポートにはコメントをしてフィードバックをする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
この授業では講義と実習を交互に行う。そのため、欠席すると実習に参加できず、成績評価が著しく低下するので注意すること。以下のテキストを使用するが、図
書館に蔵書があるため、購入は不要である。
「教材心理学　第4版」（ナカニシヤ出版）

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

専門用語の基礎知識

論文の読解

心理学レポートの執筆

心理学実験の専門用語に関
する専門用語を非常に理解
できた。

心理学実験の専門用語に関
する専門用語をかなり理解
できた。

心理学実験の専門用語に関
する専門用語をやや理解で
きた。

心理学実験の専門用語に関
する最低限の専門用語を理
解できた。

論文を読み、内容を理解す
ることが非常にできた。

論文を読み、内容を理解す
ることがかなりできた。

論文を読み、内容を理解す
ることがややできた。

論文を読み、最低限の内容
を理解することができた。

論文を読み、内容を理解す
ることができなかった。

定められたルールに沿いつ
つ、極めて質の高い考察を
踏まえながら、規定の本数
のレポートを執筆できた。

定められたルールに沿いつ
つ、十分な考察を踏まえな
がら、規定の本数のレポー
トを執筆できた。

定められたルールに沿って
規定の本数のレポートを執
筆できた。

定められた最低限のルール
に沿って規定の本数のレポ
ートを執筆できた。

定められたルールに沿って
規定の本数のレポートを執
筆できなかった。

科目名称 心理学実験法

専門科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

EXP123068（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 実験 必修・選択 選択

研究室等所在 1号館3階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１１回（全１６回）以上
心理学実験を土台に授業を展開するため、「心理学研究法」と「心理学基礎実験Ⅰ」を両方履修済みであることが望ましい。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ３０％ ０％ ０％ ０％ １０％

オフィスアワー 研究室在室時（オンライン授業中や会議中は除く）は常時対応可。授業時間や会議時間は研究室前の掲示を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

822－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション（シラバス及び授業改善アンケ
ート結果反映の説明）および 心理学研究法の復習
①

心理学研究法で説明された研究法の概要をまとめる
（９０分）

2 心理学における実験法の意義（なぜ実験が必要なの
かを考えよう）

実験法の意義として考えられる点をまとめる（９０
分）

実験法でなければ調べられないことと実験法では調
べられないことを列記する（９０分）

検索エンジンを使い、論文を検索する。（９０分）3 心理学実験の論文読解①（心理学実験を使った論文
を読んでみよう） 他の論文を検索し、読む。（９０分）

独立変数と従属変数，操作的定義など概念について
まとめる（９０分）仮説の種類と特徴をまとめる（９０分）心理学実験の進め方①　仮説検証への道筋：研究仮

説の設定，独立変数と従属変数，操作的定義等4

剰余変数の統制方法を考える（９０分）左の用語が説明できるように，以前の資料等を見直
す（９０分）

心理学実験の進め方②　剰余変数の統制，実験群と
統制群，実験と分散分析の前提5

得られたデータを整理する（９０分）種目について、事前に調べる（９０分）心理学実験ワーク１－①（実際に心理学実験をやっ
てみよう）6

分析結果をもとに、レポートを執筆する（９０分）得られたデータをどのように分析するのか調べる
（９０分）

心理学実験ワーク１－②（データ分析からレポート
執筆まで）7

レポートを修正し、完成させる（９０分）執筆したレポートを見直す（９０分）心理学実験ワーク１－③（レポート執筆で注意する
こと）8

内容を振り返る（９０分）キーワードについて事前に調べる（９０分）実験計画①　要因・水準の意味，実験参加者内およ
び参加者間の違い：実験参加者の統制9

10 実験計画②　実験参加者間1要因計画 実験参加者間と実験参加者内の違いについて復習し
ておく（９０分）

参加者間１要因実験の心理学研究を文献検索し，概
要をまとめる（９０分）

参加者内１要因実験の心理学研究を文献検索し，概
要をまとめる（９０分）

実験参加者間と実験参加者内の違いについて復習し
ておく（９０分）実験計画③　実験参加者内1要因計画11

得られたデータを整理する（９０分）種目について、事前に調べる（９０分）心理学実験ワーク２－①（心理学実験の実践）12

分析結果をもとに、レポートを執筆する（９０分）得られたデータをどのように分析するのか調べる
（９０分）

心理学実験ワーク２－②（データ分析とレポート執
筆）13

参加者内２要因実験の心理学研究を文献検索し，概
要をまとめる（９０分）

実験参加者間と実験参加者内の違いについて復習し
ておく（９０分）実験計画④　実験参加者間2要因計画14

参加者内２要因実験の心理学研究を文献検索し，概
要をまとめる（９０分）

実験参加者間と実験参加者内の違いについて復習し
ておく（９０分）実験計画⑤　実験参加者内2要因計画15

試験でわからなかったことを再確認する（９０分）資料を確認し，自分の言葉で実験法の意義と限界を
説明できるように準備する（９０分）

６０分の試験終了後，残りの３０分で解説と授業改
善アンケートを実施する16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

研究法の理解したこと，疑問点をまとめる（９０分
）

科目名称 心理学実験法

専門科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

EXP123068（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 実験 必修・選択 選択

研究室等所在 1号館3階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



パーソナルコンピュータ
（PC)を使うことができな
かった。

823－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
コンピュータを用いてデザインの基礎の学び、表現手法を修得する。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（１）（３）（５）に対応する。

到達目標
Adobe社Illustratorを使用し、学生が作品制作のスキルを修得できる。

授業全体の内容と概要
基本機能からレイヤー、グラデーション、テキスト処理など、演習を通して学ぶ。

授業の方法
授業では，各ステップに渡った内容のプリントを配布し、PCの操作によりプロジェクターに投影し解説する。ステップごとの課題に対してそれぞれを解決しながら
学習する。提出された課題をプレゼンテーションを通して評価しフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
デザイン学科デザイン専攻は推奨し、アート専攻のみ選択履修可能である。
積み重ねの学習となるため、欠席しないようにすること。

資格指定科目
教職課程（美術）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

PCの基本的操作スキル

ソフトウエアの操作スキル

学習したソフトを利用した
作品の制作

パーソナルコンピュータ
（PC)を、十分適切に使う
ことができた。

パーソナルコンピュータ
（PC)を、適切に使うこと
ができた。

パーソナルコンピュータ
（PC)を概ね使うことがで
きた。

パーソナルコンピュータ
（PC)を最低限使うことが
できた。

学習したコンピュータソフ
トを十分使うことができた
。

学習したコンピュータソフ
トを適切に使うことができ
た。

学習したコンピュータソフ
トを概ね使うことができた
。

学習したコンピュータソフ
トを最低限使うことができ
た。

学習したコンピュータソフ
トを使うことができなかっ
た。

自分が表現したい作品を十
分制作できた。

自分が表現したい作品を制
作できた。

自分が表現したい作品を概
ね制作できた。

自分が表現したい作品を最
低限制作できた。

自分が表現したい作品を制
作できなかった。

科目名称 ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ

専門科目科目分類区分

上坂　恒章（デザイン学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

DES222020（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）上坂　恒章 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

企業におけるコンピュータスキルの実務経験を活かし、実践的な授業に取り組む。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ５０％ ３０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

824－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
PC（Macintosh）の基本操作及画面の基本
授業改善アンケート結果反映の説明

PCについての語句を調べておくこと（90分）

2 アートボード及び図形、線の基本 プリントを予習すること（90分） 授業の内容を復習すること（90分）

プリントを予習すること（90分）3 ペンツールの修得 授業の内容を復習すること（90分）

授業の内容を復習すること（90分）プリントを予習すること（90分）色彩基本、イラストレータの基本4

授業の内容を復習すること（90分）プリントを予習すること（90分）パスファインダ、ブレンドについて5

授業の内容を復習すること（90分）プリントを予習すること（90分）テキスト処理①6

授業の内容を復習すること（90分）プリントを予習すること（90分）テキスト処理②7

授業の内容を復習すること（90分）プリントを予習すること（90分）トリムマーク、紙面のデザイン8

授業の内容を復習すること（90分）プリントを予習すること（90分）マップの作成9

10 グラデーションの作成 下絵を完成させること（90分） デジタル作品の制作を行うこと（90分）

デジタル作品の制作を行うこと（90分）デジタル作品の制作を行うこと（90分）デジタル作品の制作111

デジタル作品の制作を行うこと（90分）デジタル作品の制作を行うこと（90分）デジタル作品の制作212

デジタル作品の制作を行うこと（90分）デジタル作品の制作を行うこと（90分）デジタル作品の制作313

デジタル作品の制作を行うこと（90分）デジタル作品の制作を行うこと（90分）デジタル作品の制作414

フィードバックするので、自己評価をすること（90
分）レジュメの準備をすること（90分）プレゼンテーション15

作品講評の内容を振り返り自己評価を行う（90分）全授業の振り返りを行う（90分）作品返却　講評　まとめ
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業の内容を復習すること（90分）

科目名称 ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ

専門科目科目分類区分

上坂　恒章（デザイン学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

DES222020（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）上坂　恒章 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

企業におけるコンピュータスキルの実務経験を活かし、実践的な授業に取り組む。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『オリジナルプリントを配布』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『入門CGデザイン』

2 『Adobe　Illustrator　CC解説書』

3

4

5



WEBサイト制作を行う為の
環境を理解できなかった。

825－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
WEB制作における基本的な概念・手法を学び、実践的な基礎力を身につけることが目的であり、社会から求められる多様なWEB展開に応える為の知識・技術を習得す
る為の科目である。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（１）、（２）に対応する。

到達目標
WEB制作環境とコンテンツ制作における概念や文法を理解し、制作現場に即した基本的な知識・技術を習得する。

授業全体の内容と概要
制作現場でよく活用される制作環境をベースにHTMLやCSS、jQuery等の基礎的な知識・技術について演習を通して習得し、就職活動でも活用できるポートフォリオサ
イトを制作する。

授業の方法
授業ではパワーポイント資料やマークアップコード等をディスプレイに表示して解説を行い（必要があれば資料を配布）演習を行う。
また、質問や不明点等は演習中に実演も交えながら個別に回答する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
Adobe CCライセンス必須。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

WEB制作環境の理解・構築

WEB制作ツールの知識・技
能

マークアップの知識・技能

WEBサイト制作を行う為の
環境を理解し、制作に必要
なツールをデータに応じて
適切に使い分けて起動する
ことができた。

WEBサイト制作を行う為の
環境を理解し、制作に必要
なツールの設定を行い、起
動することができた。

WEBサイト制作を行う為の
環境を理解し、制作に必要
なツールを入手することが
できた。

WEBサイト制作を行う為の
環境を理解できた。

WEBサイト制作を行う為の
ツールを理解し、デザイン
やマークアップに応じて適
切に使い分けて操作を行う
ことができた。

WEBサイト制作を行う為の
ツールを理解し、必要なツ
ールを操作することができ
た。

WEBサイト制作を行う為の
ツールを理解し、必要なツ
ールを起動することができ
た。

WEBサイト制作を行う為の
ツールを理解できた。

WEBサイト制作を行う為の
ツールを理解できなかった
。

WEBサイト制作を行う為の
マークアップ構造を理解し
、デザインに応じて適切に
構造を組み立て、問題なく
デザインを表現することが
できた。

WEBサイト制作を行う為の
マークアップ構造を理解し
、構造を組み立ててWEBサ
イト上でデザインを表現す
ることができた。

WEBサイト制作を行う為の
マークアップ構造を理解し
、構造を組み立てることが
できた

WEBサイト制作を行う為の
マークアップ構造を理解で
きた。

WEBサイト制作を行う為の
マークアップ構造を理解で
きなかった。

科目名称 WEBﾃﾞｻﾞｲﾝⅢ

専門科目科目分類区分

山腰　雅樹（デザイン学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

DES223033（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）山腰　雅樹 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

制作現場における実務を行っている教員がその知識と経験を活かし、今日の現場で通用する
技術や知識を実践を通して指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ １００％ ０％ ０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

826－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
環境構築（xampp環境）・概要説明
※一般的な制作環境・ツールを理解する

シラバスを読んでおくこと（９０分）

2 HTMLの基本
※HTML5の基本構造やタグについて理解する 一般的なタグの種類を確認しておくこと（９０分）HTML構造やタグの意味を理解しておくこと（９０分）

CSSの意義について確認しておくこと（９０分）3
CSSの基本
※CSSの基本構造やセレクタ、メディアクエリにつ
いて理解する

CSSの記法やレスポンシブについて理解しておくこ
と（９０分）

CSSの記法やレスポンシブについて理解しておくこ
と（９０分）

WEB上で公開されているサイトのレイアウトをいく
つか確認しておくこと（９０分）

マークアップ演習①
※使用頻度の高いレイアウトパーツのHTML構造、
CSS設計について理解する

4

レイアウトパーツの構造・設計について理解してお
くこと（９０分）

WEB上で公開されているサイトのレイアウトをいく
つか確認しておくこと（９０分）

マークアップ演習②
※使用頻度の高いレイアウトパーツのHTML構造、
CSS設計について理解する

5

WEB上の文献にならってjQueryを記述し実践してお
くこと（９０分）

CSSのセレクタについて再確認しておくこと（９０
分）

jQueryの基本
※ｊQueryの基本構造やセレクタの扱い、制御構文
について理解する

6

WEB上の文献にならってPHPを記述し実践しておくこ
と（９０分）PHPの役割について確認しておくこと（９０分）PHPの基本

※PHPの基本構造や制御構文について理解する7

画像抽出～タグ記述・画像表示まで行えるよう理解
しておくこと（９０分）前回までの内容を再確認しておくこと（９０分）

コンテンツページ制作①
※サンプルデザインを元にコンテンツ制作演習を行
う

8

HTMLの構造・CSS設計手法について理解しておくこ
と（９０分）前回までの内容を再確認しておくこと（９０分）

コンテンツページ制作②
※サンプルデザインを元にコンテンツ制作演習を行
う

9

10
コンテンツページ制作③
※サンプルデザインを元にコンテンツ制作演習を行
う

前回までの内容を再確認しておくこと（９０分） HTMLの構造・CSS設計手法について理解しておくこ
と（９０分）

レスポンシブ設計手法について理解しておくこと
（９０分）

レスポンシブの概要について確認しておくこと
（９０分）

コンテンツページ制作④
※レスポンシブ手法について演習を通して理解する11

枠組みの設計手法やインクルードについて理解して
おくこと（９０分）

HTML5の構造について再確認しておくこと（９０分
）

ポートフォリオページ制作①
※基本デザインを元に枠組みの構築を行う12

主にjQueryの技術的箇所について理解しておくこと
（９０分）jQueryについて再確認しておくこと（９０分）ポートフォリオページ制作②

※基本デザインを元にページの基本構築を行う13

デバイスフォント・WEBフォントについて理解して
おくこと（９０分）

自身のプロフィールと掲載できる写真画像（数枚）
をまとめておくこと（９０分）

ポートフォリオページ制作③
※基本デザインを元にページの基本構築を行う14

制作したポートフォリオサイトを見直し、適宜調整
を行うこと（９０分）

自身の制作物（電子データ）と紹介文をまとめてお
くこと（９０分）

ポートフォリオページ制作④
※基本デザインを元に詳細表示の設計を行う１15

制作したポートフォリオサイトを見直し、適宜調整
を行うこと（９０分）

自身の制作物（電子データ）と紹介文をまとめてお
くこと（９０分）

ポートフォリオページ制作⑤
※基本デザインを元に詳細表示の設計を行う２～講
評

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

PCを持っている場合は環境構築を試しておくこと
（９０分）

科目名称 WEBﾃﾞｻﾞｲﾝⅢ

専門科目科目分類区分

山腰　雅樹（デザイン学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

DES223033（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）山腰　雅樹 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

制作現場における実務を行っている教員がその知識と経験を活かし、今日の現場で通用する
技術や知識を実践を通して指導する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



社会福祉士及び精神保健福
祉士の法的な位置づけにつ
いて、理解することができ
なかった。

827－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
①社会福祉士及び精神保健福祉士の法的な位置づけについて理解する。
②ソーシャルワークの基盤となる考え方とその形成過程について理解する。
③ソーシャルワークの価値規範と倫理について理解する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（4）に対応する。

到達目標
①社会福祉士及び精神保健福祉士の法的な位置づけについて理解することができる。
②ソーシャルワークの基盤となる考え方とその形成過程について理解することができる。
③ソーシャルワークの価値規範と倫理について理解することができる。

授業全体の内容と概要
①社会福祉士及び精神保健福祉士の法的な位置づけについて学ぶ。
②ソーシャルワークの基盤となる考え方とその形成過程について学ぶ。
③ソーシャルワークの価値規範と倫理について学ぶ。
※「SDG 3．すべての人に健康と福祉を」の関連授業

授業の方法
スライドや板書、テキスト、配布資料を活用しながら説明を行う。講義中，テーマを提示し思考・考察、小グループによる意見交換・討論、発表の場面を設定する
。毎回、講義開始時に前回の講義に関する質問事項や理解不足に対する点に対してフィードバックを行う。試験・レポートについても解説によるフィードバックを
行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①教科書は必ず持参すること。必要な資料等は適宜配布する。
②次回の講義でフイードバックを行うので、受講カードにその日の講義の理解についての記述を求める。
③レポートについては、授業内で説明する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

社会福祉士及び精神保健福
祉士の法的な位置づけにつ
いて

ソーシャルワークの基盤と
なる考え方について

ソーシャルワークの形成過
程について

ソーシャルワークの価値規
範と倫理について

社会福祉士及び精神保健福
祉士の法的な位置づけにつ
いて、理解を深めた。

社会福祉士及び精神保健福
祉士の法的な位置づけにつ
いて、ほぼ理解を深めた。

社会福祉士及び精神保健福
祉士の法的な位置づけにつ
いて、やや理解を深めた。

社会福祉士及び精神保健福
祉士の法的な位置づけにつ
いて、理解することができ
た。

ソーシャルワークの基盤と
なる考え方について、理解
を深めた。

ソーシャルワークの基盤と
なる考え方について、ほぼ
理解を深めた。

ソーシャルワークの基盤と
なる考え方について、やや
理解を深めた。

ソーシャルワークの基盤と
なる考え方について、理解
することができた。

ソーシャルワークの基盤と
なる考え方について、理解
することができなかった。

ソーシャルワークの形成過
程について、理解を深めた
。

ソーシャルワークの形成過
程について、ほぼ理解を深
めた。

ソーシャルワークの形成過
程について、やや理解を深
めた。

ソーシャルワークの形成過
程について、理解すること
ができた。

ソーシャルワークの形成過
程について、理解すること
ができなかった。

ソーシャルワークの価値規
範と倫理について、理解を
深めた。

ソーシャルワークの価値規
範と倫理について、ほぼ理
解を深めた。

ソーシャルワークの価値規
範と倫理について、やや理
解を深めた。

ソーシャルワークの価値規
範と倫理について、理解す
ることができた。

ソーシャルワークの価値規
範と倫理について、理解す
ることができなかった。

科目名称 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの基盤と専門

専門科目科目分類区分

飯浜　浩幸（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS111001，SWS421077，SWS521084（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）飯浜　浩幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

児童養護施設児童指導員（ソーシャルワーカー）としての経験を活かし、ソーシャルワーク
の理念について、事例に基づく講義を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ３５％ ０％ ０％ １５％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

828－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス（授業改善アンケート結果反映及びシラ
バスの説明）、社会福祉士及び精神保健福祉士の法
的な位置づけⅠ　社会福祉士及び介護福祉士法

テキスト学習　第１章第１節、第２節（９０分）

2 社会福祉士及び精神保健福祉士の法的な位置づけⅡ
　精神保健福祉士法 テキスト学習　第１章第３節（９０分） ノート整理、疑問点の解消（９０分）

テキスト学習　第１章第４節（９０分）3 社会福祉士及び精神保健福祉士の法的な位置づけⅢ
　社会福祉士及び精神保健福祉士の専門性 ノート整理、疑問点の解消（９０分）

ノート整理、疑問点の解消（９０分）テキスト学習　第２章第１節（９０分）ソーシャルワークの概念Ⅰ　ソーシャルワーク専門
職のグローバル定義4

ノート整理、疑問点の解消（（９０分）文献学習（９０分）ソーシャルワークの概念Ⅱ　その他の主だったソー
シャルワークの定義5

ノート整理、疑問点の解消（（９０分）テキスト学習　第３章第１節（（９０分）
ソーシャルワークの基盤となる考え方Ⅰ　ソーシャ
ルワークの原理（社会正義・人権尊重・集団的責任
・多様性の尊重）

6

ノート整理、疑問点の解消（９０分）テキスト学習　第３章第２節（９０分）
ソーシャルワークの基盤となる考え方Ⅱ　ソーシャ
ルワークの理念①（当事者主権・尊厳の保持・権利
擁護）

7

ノート整理、疑問点の解消（９０分）テキスト学習　第３章第２節（９０分）
ソーシャルワークの基盤となる考え方Ⅲ　ソーシャ
ルワークの理念②（自立支援・ソーシャルインクル
ージョン・ノーマライゼーション）

8

ノート整理、疑問点の解消（９０分）テキスト学習　第４章第１節（９０分）ソーシャルワークの形成過程Ⅰ（慈善組織協会 ・
セツルメント運動）9

10 ソーシャルワークの形成過程Ⅱ（医学モデルから生
活モデルへ） テキスト学習　第４章第２節（９０分） ノート整理、疑問点の解消、レポート作成（９０分

）

ノート整理、疑問点の解消、レポート作成（９０分
）テキスト学習　第４章第３節（９０分）ソーシャルワークの形成過程Ⅲ（ソーシャルワーク

の統合化）11

ノート整理、疑問点の解消、レポート作成（９０分
）テキスト学習　第５章第１節（９０分）ソーシャルワークの倫理Ⅰ　専門職倫理の概念12

ノート整理、疑問点の解消（９０分）テキスト学習　第５章第２節（９０分）ソーシャルワークの倫理Ⅱ　倫理綱領13

ノート整理、疑問点の解消（９０分）テキスト学習　第５章第３節（９０分）ソーシャルワークの倫理Ⅲ　倫理的ジレンマ14

試験に向けた学習（９０分）文献学習（９０分）授業改善アンケートの実施、まとめ（事例研究）及
びレポートに対するフィードバック（解説）を行う15

文献学習（９０分）試験に向けた学習（９０分）定期試験（６０分）、終了後、解説による試験のフ
ィードバック（３０分）を行う16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノート整理、疑問点の解消（９０分）

科目名称 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの基盤と専門

専門科目科目分類区分

飯浜　浩幸（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS111001，SWS421077，SWS521084（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）飯浜　浩幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

児童養護施設児童指導員（ソーシャルワーカー）としての経験を活かし、ソーシャルワーク
の理念について、事例に基づく講義を行う。

基本情報

開講時期

1 日本ソ－シャルワ－ク教育学校
連盟

中央法規出版 9784805882412

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新社会福祉士養成講座精神保健福祉士養成講
座１１　ソ－シャルワ－クの基盤と専門職［共通

２０２１年

2

3

4

5

1 授業の中で関連する
ものを紹介してい

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



社会福祉士及び精神保健福
祉士の法的な位置づけにつ
いて、理解することができ
なかった。

829－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
①社会福祉士及び精神保健福祉士の法的な位置づけについて理解する。
②ソーシャルワークの基盤となる考え方とその形成過程について理解する。
③ソーシャルワークの価値規範と倫理について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（３）（4）（5）に対応する。

到達目標
①社会福祉士及び精神保健福祉士の法的な位置づけについて理解することができる。
②ソーシャルワークの基盤となる考え方とその形成過程について理解することができる。
③ソーシャルワークの価値規範と倫理について理解することができる。

授業全体の内容と概要
①社会福祉士及び精神保健福祉士の法的な位置づけについて学ぶ。
②ソーシャルワークの基盤となる考え方とその形成過程について学ぶ。
③ソーシャルワークの価値規範と倫理について学ぶ。
※「SDG ３．すべての人に健康と福祉を」の関連授業

授業の方法
スライドや板書、テキスト、配布資料を活用しながら説明を行う。講義中，テーマを提示し思考・考察、小グループによる意見交換・討論、発表の場面を設定する
。毎回、講義開始時に前回の講義に関する質問事項や理解不足に対する点に対してフィードバックを行う。試験・レポートについても解説によるフィードバックを
行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①教科書は必ず持参すること。必要な資料等は適宜配布する。
②次回の講義でフイードバックを行うので、受講カードにその日の講義の理解についての記述を求める。
③レポートについては、授業内で説明する。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程，保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

社会福祉士及び精神保健福
祉士の法的な位置づけにつ
いて

ソーシャルワークの基盤と
なる考え方について

ソーシャルワークの形成過
程について

ソーシャルワークの価値規
範と倫理について

社会福祉士及び精神保健福
祉士の法的な位置づけにつ
いて、理解を深めた。

社会福祉士及び精神保健福
祉士の法的な位置づけにつ
いて、ほぼ理解を深めた。

社会福祉士及び精神保健福
祉士の法的な位置づけにつ
いて、やや理解を深めた。

社会福祉士及び精神保健福
祉士の法的な位置づけにつ
いて、理解することができ
た。

ソーシャルワークの基盤と
なる考え方について、理解
を深めた。

ソーシャルワークの基盤と
なる考え方について、ほぼ
理解を深めた。

ソーシャルワークの基盤と
なる考え方について、やや
理解を深めた。

ソーシャルワークの基盤と
なる考え方について、理解
することができた。

ソーシャルワークの基盤と
なる考え方について、理解
することができなかった。

ソーシャルワークの形成過
程について、理解を深めた
。

ソーシャルワークの形成過
程について、ほぼ理解を深
めた。

ソーシャルワークの形成過
程について、やや理解を深
めた。

ソーシャルワークの形成過
程について、理解すること
ができた。

ソーシャルワークの形成過
程について、理解すること
ができなかった。

ソーシャルワークの価値規
範と倫理について、理解を
深めた。

ソーシャルワークの価値規
範と倫理について、ほぼ理
解を深めた。

ソーシャルワークの価値規
範と倫理について、やや理
解を深めた。

ソーシャルワークの価値規
範と倫理について、理解す
ることができた。

ソーシャルワークの価値規
範と倫理について、理解す
ることができなかった。

科目名称 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの基盤と専門

専門科目科目分類区分

飯浜　浩幸（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS111001，SWS421077，SWS521084（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）飯浜　浩幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

児童養護施設児童指導員（ソーシャルワーカー）としての経験を活かし、ソーシャルワーク
の理念について、事例に基づく講義を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ３５％ ０％ ０％ １５％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

830－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス（授業改善アンケート結果反映及びシラ
バスの説明）、社会福祉士及び精神保健福祉士の法
的な位置づけⅠ　社会福祉士及び介護福祉士法

テキスト学習　第１章第１節、第２節（９０分）

2 社会福祉士及び精神保健福祉士の法的な位置づけⅡ
　精神保健福祉士法 テキスト学習　第１章第３節（９０分） ノート整理、疑問点の解消（９０分）

テキスト学習　第１章第４節（９０分）3 社会福祉士及び精神保健福祉士の法的な位置づけⅢ
　社会福祉士及び精神保健福祉士の専門性 ノート整理、疑問点の解消（９０分）

ノート整理、疑問点の解消（９０分）テキスト学習　第２章第１節（９０分）ソーシャルワークの概念Ⅰ　ソーシャルワーク専門
職のグローバル定義4

ノート整理、疑問点の解消（９０分）文献学習（９０分）ソーシャルワークの概念Ⅱ　その他の主だったソー
シャルワークの定義5

ノート整理、疑問点の解消（９０分）テキスト学習　第３章第１節（９０分）
ソーシャルワークの基盤となる考え方Ⅰ　ソーシャ
ルワークの原理（社会正義・人権尊重・集団的責任
・多様性の尊重）

6

ノート整理、疑問点の解消（９０分）テキスト学習　第３章第２節（９０分）
ソーシャルワークの基盤となる考え方Ⅱ　ソーシャ
ルワークの理念①（当事者主権・尊厳の保持・権利
擁護）

7

ノート整理、疑問点の解消（９０分）テキスト学習　第３章第２節（９０分）
ソーシャルワークの基盤となる考え方Ⅲ　ソーシャ
ルワークの理念②（自立支援・ソーシャルインクル
ージョン・ノーマライゼーション）

8

ノート整理、疑問点の解消（９０分）テキスト学習　第４章第１節（９０分）ソーシャルワークの形成過程Ⅰ（慈善組織協会 ・
セツルメント運動）9

10 ソーシャルワークの形成過程Ⅱ（医学モデルから生
活モデルへ） テキスト学習　第４章第２節（９０分） ノート整理、疑問点の解消、レポート作成（９０分

）

ノート整理、疑問点の解消、レポート作成（９０分
）テキスト学習　第４章第３節（９０分）ソーシャルワークの形成過程Ⅲ（ソーシャルワーク

の統合化）11

ノート整理、疑問点の解消、レポート作成（９０分
）テキスト学習　第５章第１節（９０分）ソーシャルワークの倫理Ⅰ　専門職倫理の概念12

ノート整理、疑問点の解消（９０分）テキスト学習　第５章第２節（９０分）ソーシャルワークの倫理Ⅱ　倫理綱領13

ノート整理、疑問点の解消（９０分）テキスト学習　第５章第３節（９０分）ソーシャルワークの倫理Ⅲ　倫理的ジレンマ14

試験に向けた学習（９０分）文献学習（９０分）授業改善アンケートの実施、まとめ（事例研究）及
びレポートに対するフィードバック（解説）を行う15

文献学習（９０分）試験に向けた学習（９０分）定期試験（６０分）、終了後、解説による試験のフ
ィードバック（３０分）を行う16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノート整理、疑問点の解消（９０分）

科目名称 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの基盤と専門

専門科目科目分類区分

飯浜　浩幸（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS111001，SWS421077，SWS521084（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）飯浜　浩幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

児童養護施設児童指導員（ソーシャルワーカー）としての経験を活かし、ソーシャルワーク
の理念について、事例に基づく講義を行う。

基本情報

開講時期

1 日本ソ－シャルワ－ク教育学校
連盟

中央法規出版 9784805882412

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新社会福祉士養成講座精神保健福祉士養成講
座１１　ソ－シャルワ－クの基盤と専門職［共通

２０２１年

2

3

4

5

1 授業の中で関連する
ものを紹介してい

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



９回以下しか授業しておら
ず、消極的な学習しかでき
かかった。

831－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
福祉サービスでは組織論や経営論が必要になっている背景を理解する。将来、社会福祉領域で活躍する時に必要な知識であるため、組織論、リーダーシップ、経営
論などを理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP（１）（２）（４）に対応する。

到達目標
リーダーシップ論、組織論、経営論など説明できる。
福祉組織の課題を具体的に述べることができる。

授業全体の内容と概要
福祉サービスに係る種々の組織や団体について理解し，組織のマネジメントに関する基礎理論，多様な知識にもとづくマネジメント論の観点から経営戦略のあり方
，適切なサービス提供体制などを取り上げる。
SDG 4.質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
授業では教科書と板書を活用しながら知識を獲得していきます（プレゼンテーション・グループワーク・ディスカッション含む）。また、確認テストを時間内に実
施し、フィードバックとして回収後、回答の解説を行う。IＣＴ活用（双方向型授業・自主学習支援など。Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、質
問、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
なし

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

授業に参加し、教科書や板
書、確認テストを受けてい
る。

確認テストの内容を理解し
、定期試験の成績が６０点
以上である。

教科書、資料の内容を理解
するため事前学習を行い、
授業内で質問や自分の意見
をプレゼンテーションする
。

１５回以上授業に参加し、
積極的に学習をできた。

１４回以上授業に参加し、
積極的に学習をできた。

１３回以上授業に参加し、
積極的に学習をできた。

１２～１０回以上授業に参
加し、積極的に学習ができ
た。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が１００～９０
点獲得できた。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が８９～８０点
以上獲得できた。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が７９～７０点
以上獲得できた。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が６９～６０点
以上獲得できた。

確認テストをある程度受け
、定期試験の成績が５９点
以下しか取れなかった。

事前学習を行い、授業中に
５回以上質問や意見を述べ
ることができた。

事前学習を行い、授業中に
４回質問や意見を述べるこ
とができた。

事前学習を行い、授業中に
３回質問や意見を述べるこ
とができた。

事前学習を行い、授業中に
２回質問や意見を述べるこ
とができた。

事前学習や質問、意見など
を答えることが出来なかっ
た。

科目名称 福祉ｻｰﾋﾞｽの組織と経

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS112015，SWS422080，SWS522087（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

独立型社会福祉士事務所を経営している教員が準市場における、社会福祉士のビジネスモデ
ルを提示していきます。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要な最低出席回数は１０回以上の出席が必要。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ０％ ０％ ３０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明、福祉サービスにおけるマネジメン
ト。授業改善アンケート結果反映の説明 事前に教科書を確認（９０分）

2 福祉サービスに係る組織・団体(１) 法人とは 事前に教科書を確認（９０分） ノートを整理し、質問事項を考える(９０分）

事前に教科書を確認（９０分）3 福祉サービスに係る組織・団体(２) 社会福祉法人 ノートを整理し、質問事項を考える(９０分）

ノートを整理し、質問事項を考える(９０分）事前に教科書を確認（９０分）福祉サービスに係る組織・団体(３) 医療法人4

ノートを整理し、質問事項を考える(９０分）事前に教科書を確認（９０分）福祉サービスに係る組織・団体(４) NPO法人その他5

ノートを整理し、質問事項を考える(９０分）事前に教科書を確認（９０分）組織のマネジメントに関連する基礎理論(１) マネ
ジメントの本質6

ノートを整理し、質問事項を考える(９０分）事前に教科書を確認（９０分）組織のマネジメントに関連する基礎理論(２) 組織
のあり方7

ノートを整理し、質問事項を考える(９０分）事前に教科書を確認（９０分）組織のマネジメントに関連する基礎理論(３) 意思
決定論8

ノートを整理し、質問事項を考える(９０分）事前に教科書を確認（９０分）組織のマネジメントに関連する基礎理論(４) リー
ダーシップ論9

10 経営戦略の構築(１) サービスマネジメント 事前に教科書を確認（９０分） ノートを整理し、質問事項を考える(９０分）

ノートを整理し、質問事項を考える(９０分）事前に教科書を確認（９０分）経営戦略の構築(２) リスクマネジメント11

ノートを整理し、質問事項を考える(９０分）事前に教科書を確認（９０分）経営戦略の構築(３) ヒューマンリソースマネジメ
ント【人材採用】12

ノートを整理し、質問事項を考える(９０分）事前に教科書を確認（９０分）経営戦略の構築(４） ヒューマンリソースマネジメ
ント【能力開発】13

ノートを整理し、質問事項を考える(９０分）事前に教科書を確認（９０分）経営戦略の構築(５) ヒューマンリソースマネジメ
ント【評価処遇】14

ノートを整理し、質問事項を考える(９０分）事前に教科書を確認（９０分）経営戦略の構築(６) 会計・財務マネジメント【会
計基準】15

テストの復習（９０分）確認テストの学習（９０分）テスト及び試験問題の解説。授業改善アンケートの
実施。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノートを整理し、質問事項を考える(９０分）

科目名称 福祉ｻｰﾋﾞｽの組織と経

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS112015，SWS422080，SWS522087（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

独立型社会福祉士事務所を経営している教員が準市場における、社会福祉士のビジネスモデ
ルを提示していきます。

基本情報

開講時期

1 社会福祉士養成講座編集委員会 中央法規 978-4-8058-5431-0

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『『福祉サービスの組織と経営』』 ２０１７年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



レポートの本文中に剽窃が
認められる。あるいは，問
題，方法，結果，考察，引
用文献のいずれかが書けな
かった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
学生が体験する実験や調査などの研究対象を拡張し、心理学基礎実験Ⅰで身につけた科学的な心理学の研究方法・技術と、科学的報告書としてレポートにまとめる
ための知識・技術を深める。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（２）（３）に対応する。

到達目標
①心理学実験の演習・レポート作成を通して、研究レポートの書き方、文献の検索・引用方法といったアカデミックスキルを発揮する。
②心理学の知識について、先行研究と心理学実験の両方から理解し、説明する。
③小集団の実験演習に積極的に参加することを通して、協働的態度を発揮する。

授業全体の内容と概要
この授業は、心理学基礎実験Ⅰの履修内容を土台に展開される。心理学実験を体験しながら各実験に関連する心理学概念について理解するとともに、問題、目的、
方法、結果、考察といった構成の研究レポートの書き方、文献の引用方法等を身につける。質問には随時対応する。
「SDG3．すべての人に健康と福祉を」の関連授業

授業の方法
板書および配布資料により実験の目的および実施手順を説明した後、小グループに分かれて実験等を実施し、データを収集する。必ず全員が実験者および参加者の
両方を経験することで学習の理解を深める。さらに、収集したデータを自ら分析し、まとめ、レポートを作成する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・受講の条件（必須）：「心理学研究法」と「心理学基礎実験Ⅰ」を履修済みであること。
・統計学関連科目も履修していること（または履修中）が望ましい。
・教科書を熟読すること。提出期限は厳守すること。
・授業前半は実験の概要や手続きの説明を行うことが多いため，遅刻しないこと。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

アカデミック・スキル

心理学の知識

授業参加・態度

問題，方法，結果，考察，
引用文献を全てそろえ，水
準以上の書式の正確さや記
述内容でレポートを作成で
きた。

問題，方法，結果，考察，
引用文献を全てそろえ，書
式の正確さや記述内容を概
ね満たしてレポートを作成
できた。

書式の正確さや記述内容に
やや不足があるものの，問
題，方法，結果，考察，引
用文献を全てそろえてレポ
ートを書くことができた。

書式や記述内容が不十分で
あるが，問題，方法，結果
，考察，引用文献をすべて
そろえてレポートを書くこ
とができた。

問題，方法，結果，考察，
引用文献が揃っており，求
められる内容を十分に満た
したうえで，関連事項につ
いて言及できた。

問題，方法，結果，考察，
引用文献が揃っており，求
められる内容を十分に網羅
できた。

問題，方法，結果，考察，
引用文献が揃っており，求
められる内容を一通り網羅
できた。

記述の誤りが認められるな
ど，内容は十分ではないが
，問題，方法，結果，考察
，引用文献はすべて書くこ
とができた。

レポートの本文中に剽窃が
認められる。あるいは，先
行研究を参照できなかった
。

授業外でも自ら調べたり，
質問したりすることが顕著
にできた。

授業外でも自ら調べたり，
質問したりすることができ
た。

授業外で自主的に学ぶ姿は
見られないが，積極的に実
験に参加したり，質問した
りできた。

授業外で自主的に学ぶ姿は
見られないが，授業内で実
験に参加したり，質問した
りできた。

最低出席回数に達している
ものの，授業に参加できな
かった。

科目名称 心理学基礎実験Ⅱ

専門科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

EXP123066（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 実験 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

認定心理士および公認心理師である教員の指導のもと、実験実習を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は２２回以上。加えて、すべての実験種目のレポートを提出すること。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ９０％ ０％ ０％ １０％ ０％

オフィスアワー 研究室在室時（オンライン授業中や会議中は除く）は常時対応可。授業時間や会議時間は研究室前の掲示を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション１（シラバス及び授業改善アン
ケートの結果反映の説明，授業の内容の説明）

心理学基礎実験Ⅰの資料，レポートの振り返り
（４５分）

2 オリエンテーション１（心理学基礎実験Ⅰの振り返
り）

心理学基礎実験Ⅰの資料，レポートの振り返り
（４５分） 今回の内容について復習する（４５分）

教科書や参考資料を熟読する。（４５分）3 実験⑤　知覚の実験（実験の説明および準備） 今回の内容について復習する（４５分）

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑤　知覚の実験２（実験の実施およびデータ入
力）4

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑤　知覚の実験３（データ分析，心理学統計演
習）5

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑤　知覚の実験４（レポートの書き方：文献検
索，問題，方法）6

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑤　知覚の実験５（レポートの書き方：結果と
考察）7

レポート作成と次回の実験概要の把握（４５分）レ
ポート提出締め切り１６回の授業教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑤　知覚の実験６（最終確認）8

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑥　行動観察１（実験の説明および準備）9

10 実験⑥　行動観察２（実験の実施およびデータ入力
） 教科書や参考資料を熟読する。（４５分） 今回の内容について復習する（４５分）

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑥　行動観察３（データ分析，心理学統計演習
）11

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑥　行動観察４（レポートの書き方：文献検索
，問題，方法）12

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑥　行動観察５（レポートの書き方：結果のま
とめ，考察，引用文献）13

レポート作成と次回の実験概要の把握（４５分）レ
ポート提出締め切り２０回の授業教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑥　行動観察６（最終確認）14

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑦　社会・集団の実験１（実験の説明および準
備）15

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑦　社会・集団の実験２（実験の実施およびデ
ータ入力）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 実験⑦　社会・集団の実験３（データ分析，心理学
統計演習） 教科書や参考資料を熟読する。（４５分） 今回の内容について復習する（４５分）

18 実験⑦　社会・集団の実験４（レポートの書き方：
文献検索，問題，方法） 教科書や参考資料を熟読する。（４５分） 今回の内容について復習する（４５分）

教科書や参考資料を熟読する。（４５分）19 実験⑦　社会・集団の実験５（レポートの書き方：
結果のまとめ，考察，引用文献） 今回の内容について復習する（４５分）

レポート作成と次回の実験概要の把握（４５分）レ
ポート提出締め切りは２８回の授業教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑦　社会・集団の実験６（最終確認）20

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）心理学実験の関連事項の復習と学習21

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）心理学実験の関連事項の復習と学習22

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑧　情動・行動の実験１（実験の説明および準
備）23

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑧　情動・行動の実験２（実験の実施およびデ
ータ入力）24

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑧　情動・行動の実験３（データ分析，心理学
統計演習）25

26 実験⑧　情動・行動の実験４（レポートの書き方：
文献検索，問題，方法） 教科書や参考資料を熟読する。（４５分） 今回の内容について復習する（４５分）

今回の内容について復習する（４５分）教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑧　情動・行動の実験５（レポートの書き方：
結果のまとめ，考察，引用文献）27

レポート作成と次回の実験概要の把握（４５分）。
レポート提出締め切りは２週間後。教科書や参考資料を熟読する。（４５分）実験⑧　情動・行動の実験６（最終確認）28

今回の内容について復習する（４５分）これまでの実験内容を振り返り，留意点を確認する
。（４５分）

予備　これまでの実験の補足説明あるいはその他の
心理学領域の実験体験　等29

レポート作成の再確認（４５分）これまでの実験内容を振り返り，留意点を確認する
。（４５分）

予備　これまでの実験の補足説明あるいはその他の
心理学領域の実験体験とレポート執筆　等30

これまでの成果と課題と振り返る（４５分）これまでの成果を振り返り，疑問点を纏める（４５
分）レポートの講評31

これまでの成果と課題と振り返る（４５分）これまでの成果を振り返り，疑問点を纏める（４５
分）これまでの振り返りと授業改善アンケートの実施32

今回の内容について復習する（４５分）

科目名称 心理学基礎実験Ⅱ

専門科目科目分類区分

吉澤　英里（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

EXP123066（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 実験 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉澤　英里 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

認定心理士および公認心理師である教員の指導のもと、実験実習を行う。

基本情報

開講時期

1 村上香奈・山崎浩一 ミネルヴァ書房 心理学基礎実験Ⅰと
同じ教科書を使用

9784623081455

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『よくわかる心理学実験実習』 2018

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
本講義の対象学年は１年生であることから、受講学生が中小企業論を理解するために、受講方法やノートの取り方等を含めて、専門科目の基礎を学ぶことを目的と
している。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）、（２）、（３）に対応する。

到達目標
本講義の達成目標は，①企業という組織を理解している。②中小企業の特徴について述べることができる。③中小企業の問題点を述べることができる。④中小企業
における現状の問題解決法について自分の視点から述べることができる。⑤これからの中小企業について自分の視点から述べることができる。

授業全体の内容と概要
本講義は，日本の中小企業における基礎的な考察を中心に講義を進める。具体的には，中小企業の経営，経営革新，下請け構造，労働，金融などにポイントを絞り
，事例考察などを織り交ぜたカリキュラム構成にしている。但し，学生の理解度に応じて，カリキュラムは，適宜，変更する場合がある。

授業の方法
本講義は，パワーポイント及び配布物資料で進める。１枚のパワーポイントを掲示して，一連の解説が終了した後，一定の時間，学生がノートを書く時間を取る。
ノートが書ききれない場合は，スマホでの写真撮影を認める。講義の最後に本日のフィードバックとして，講義レポートを実施し，レポートを提出した学生を出席
扱いとする。また、講義を進めるにあたり、アクティブラーニングを活用し、グループワークやディスカッションを行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
本講義では、講義ノートの作成を義務付ける。講義の際、筆記用具やノートを持参しない者は受講を認めない。評価方法の「その他」１０％については、講義ノー
トの評価とする。

資格指定科目
教職課程（商業）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

中小企業論に係るレポート
・試験に対応した文章力

中小企業の特徴について

中小企業の課題について

講義で学んだ以上の内容を
含み、論理性の優れた文章
を書いていた。

講義で学んだ内容を理解し
た上で、自分の言葉で論理
的な文章を書いていた。

講義で学んだ内容を理解し
た上で、自分の言葉で書い
ていた。

講義で学んだ内容が書かれ
ていた。

中小企業の定義を理解した
上で、講義で学んだ考え方
を活用して、大企業との比
較の中で、中小企業の特徴
を述べることができた。

中小企業の定義を理解した
上で、講義で学んだ中小企
業の特徴を３つ以上述べる
ことができた。

中小企業の定義を理解した
上で、講義で学んだ中小企
業の特徴を最低１つでも述
べることができた。

最低限、中小企業の定義を
理解していた。

そもそも中小企業とは何か
を理解していなかった。

講義で学んだ手法を活用し
て、中小企業の課題につい
て、業種別に課題を述べる
ことができた。

講義で学んだ手法を活用し
て、中小企業の課題を３つ
以上述べることができた。

講義の内容から、中小企業
の課題を３つ以上述べるこ
とができた。

最低限、中小企業の課題を
１つでも述べることができ
た。

そもそも中小企業の課題を
見つけることができなかっ
た。

科目名称 中小企業論

専門科目科目分類区分

石山　玄幸（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

MAN413012，MAN523037（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）石山　玄幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

経営コンサルタント会社の代表として、２００社以上の中小企業の経営指導をしてきた経験
を生かして、タイムリーな事例を活用した講義を展開する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１１回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

９０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード当を参照のこと。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

836－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
「中小企業論」ガイダンス、シラバスの説明（講義
全体の概要，講義のやり方，評価方法など）、授業
改善アンケート結果反映の説明

必ずシラバスを読んでから，初回ガイダンスを受講
すること。（９０分）

2 企業の基本　会社とは？企業活動とは？ 中小企業に関する新聞記事やインターネットの記事
を読むこと。（９０分）

定期試験に向けて，これまでの講義レポートを見返
し準備すること。（９０分）

中小企業に関する新聞記事やインターネットの記事
を読むこと。（９０分）3 中小企業の定義　なぜ企業規模で分けるのか？ 定期試験に向けて，これまでの講義レポートを見返

し準備すること。（９０分）

定期試験に向けて，これまでの講義レポートを見返
し準備すること。（９０分）

中小企業に関する新聞記事やインターネットの記事
を読むこと。（９０分）中小企業の研究動向　学術研究とは？4

定期試験に向けて，これまでの講義レポートを見返
し準備すること。（９０分）

中小企業に関する新聞記事やインターネットの記事
を読むこと。（９０分）中小企業の経営問題①　経営とは？5

定期試験に向けて，これまでの講義レポートを見返
し準備すること。（９０分）

中小企業に関する新聞記事やインターネットの記事
を読むこと。（９０分）中小企業の経営問題②　事例考察6

定期試験に向けて，これまでの講義レポートを見返
し（９０分）準備すること。

中小企業に関する新聞記事やインターネットの記事
を読むこと。（９０分）中小企業の経営革新①　経営革新とは？7

定期試験に向けて，これまでの講義レポートを見返
し準備すること。（９０分）

中小企業に関する新聞記事やインターネットの記事
を読むこと。（９０分）中小企業の経営革新②　事例考察8

定期試験に向けて，これまでの講義レポートを見返
し準備すること。（９０分）

中小企業に関する新聞記事やインターネットの記事
を読むこと。（９０分）中小企業と下請けの関係　下請けとは？9

10 中小企業と労働者　賃金とは？ 中小企業に関する新聞記事やインターネットの記事
を読むこと。（９０分）

定期試験に向けて，これまでの講義レポートを見返
し準備すること。（９０分）

定期試験に向けて，これまでの講義レポートを見返
し準備すること。（９０分）

中小企業に関する新聞記事やインターネットの記事
を読むこと。（９０分）中小企業と金融①　財務諸表とは？11

定期試験に向けて，これまでの講義レポートを見返
し準備すること。（９０分）

中小企業に関する新聞記事やインターネットの記事
を読むこと。（９０分）中小企業と金融②　事例考察12

定期試験に向けて，これまでの講義レポートを見返
し準備すること。（９０分）

中小企業に関する新聞記事やインターネットの記事
を読むこと。（９０分）地域経済と地場産業　13

定期試験に向けて，これまでの講義レポートを見返
し準備すること。（９０分）

中小企業に関する新聞記事やインターネットの記事
を読むこと。（９０分）中小企業と産業連関構造　経済効果とは？14

定期試験に向けて，これまでの講義レポートを見返
し準備すること。（９０分）

中小企業に関する新聞記事やインターネットの記事
を読むこと。（９０分）まとめ　試験対策、授業改善アンケートの実施15

試験のフィードバックを受けて中小企業論を総括す
る（９０分）定期試験に向けて準備をする（９０分）定期試験とフィードバック16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

科目名称 中小企業論

専門科目科目分類区分

石山　玄幸（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

MAN413012，MAN523037（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）石山　玄幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

経営コンサルタント会社の代表として、２００社以上の中小企業の経営指導をしてきた経験
を生かして、タイムリーな事例を活用した講義を展開する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 高田亮爾/上野鉱/村杜隆/前田啓
一編著

同友館 9784496047589

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『現代中小企業論(増補版) 』 2011年

2

3

4

5
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評価項目

概要

履修目標
本講義の対象学年は１年生であることから、受講学生が中小企業論を理解するために、受講方法やノートの取り方等を含めて、専門科目の基礎を学ぶことを目的と
している。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）、（２）、（３）に対応する。

到達目標
本講義の達成目標は，①企業という組織を理解している。②中小企業の特徴について述べることができる。③中小企業の問題点を述べることができる。④中小企業
における現状の問題解決法について自分の視点から述べることができる。⑤これからの中小企業について自分の視点から述べることができる。

授業全体の内容と概要
本講義は，日本の中小企業における基礎的な考察を中心に講義を進める。具体的には，中小企業の経営，経営革新，下請け構造，労働，金融などにポイントを絞り
，事例考察などを織り交ぜたカリキュラム構成にしている。但し，学生の理解度に応じて，カリキュラムは，適宜，変更する場合がある。

授業の方法
本講義は，パワーポイント及び配布物資料で進める。１枚のパワーポイントを掲示して，一連の解説が終了した後，一定の時間，学生がノートを書く時間を取る。
ノートが書ききれない場合は，スマホでの写真撮影を認める。講義の最後に本日のフィードバックとして，講義レポートを実施し，レポートを提出した学生を出席
扱いとする。また、講義を進めるにあたり、アクティブラーニングを活用し、グループワークやディスカッションを行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
本講義では、講義ノートの作成を義務付ける。筆記用具やノートを持参しない者は受講を認めない。評価方法の「その他」１０％は、講義ノートの評価とする。

資格指定科目
教職課程（商業）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

中小企業論に係るレポート
・試験に対応した文章力

中小企業の特徴について

中小企業の課題について

講義で学んだ内容を自分の
言葉で要約ができ、かつ自
分の意見があった。

講義で学んだ内容を自分の
言葉で要約できた。

講義で学んだ内容が書かれ
ていた。

最低限、読み手に内容が伝
わった。

中小企業の定義を理解した
上で、講義で学んだ考え方
を活用して、大企業との比
較の中で、中小企業の特徴
を述べることができた。

中小企業の定義を理解した
上で、講義で学んだ中小企
業の特徴を３つ以上述べる
ことができた。

中小企業の定義を理解した
上で、講義で学んだ中小企
業の特徴を最低１つでも述
べることができた。

最低限、中小企業の定義を
理解していた。

そもそも中小企業とは何か
を理解していなかった。

講義で学んだ手法を活用し
て、中小企業の課題につい
て、業種別に課題を述べる
ことができた。

講義で学んだ手法を活用し
て、中小企業の課題を３つ
以上述べることができた。

講義の内容から、中小企業
の課題を３つ以上述べるこ
とができた。

最低限、中小企業の課題を
１つでも述べることができ
た。

そもそも中小企業の課題を
見つけることができなかっ
た。

科目名称 中小企業論（SP)

専門科目科目分類区分

石山　玄幸（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

MAN413012，MAN523037（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）石山　玄幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

経営コンサルタント会社の代表として、２００社以上の中小企業の経営指導をしてきた経験
を生かして、タイムリーな事例を活用した講義を展開する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１１回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

９０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照のこと。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

838－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
「中小企業論」ガイダンス、シラバスの説明（講義
全体の概要，講義のやり方，評価方法など）、授業
改善アンケート結果反映の説明

必ずシラバスを読んでから，初回ガイダンスを受講
すること。（９０分）

2 企業の基本　会社とは？企業活動とは？ 中小企業に関する新聞記事やインターネットの記事
を読むこと。（９０分）

定期試験に向けて，これまでの講義レポートを見返
し準備すること。（９０分）

中小企業に関する新聞記事やインターネットの記事
を読むこと。（９０分）3 中小企業の定義　なぜ企業規模で分けるのか？ 定期試験に向けて，これまでの講義レポートを見返

し準備すること。（９０分）

定期試験に向けて，これまでの講義レポートを見返
し準備すること。（９０分）

中小企業に関する新聞記事やインターネットの記事
を読むこと。（９０分）中小企業の研究動向　学術研究とは？4

定期試験に向けて，これまでの講義レポートを見返
し準備すること。（９０分）

中小企業に関する新聞記事やインターネットの記事
を読むこと。（９０分）中小企業の経営問題①　経営とは？5

定期試験に向けて，これまでの講義レポートを見返
し準備すること。（９０分）

中小企業に関する新聞記事やインターネットの記事
を読むこと。（９０分）中小企業の経営問題②　事例考察6

定期試験に向けて，これまでの講義レポートを見返
し準備すること。（９０分）

中小企業に関する新聞記事やインターネットの記事
を読むこと。（９０分）中小企業の経営革新①　経営革新とは？7

定期試験に向けて，これまでの講義レポートを見返
し準備すること。（９０分）

中小企業に関する新聞記事やインターネットの記事
を読むこと。（９０分）中小企業の経営革新②　事例考察8

定期試験に向けて，これまでの講義レポートを見返
し準備すること。（９０分）

中小企業に関する新聞記事やインターネットの記事
を読むこと。（９０分）中小企業と下請けの関係　下請けとは？9

10 中小企業と労働者　賃金とは？ 中小企業に関する新聞記事やインターネットの記事
を読むこと。（９０分）

定期試験に向けて，これまでの講義レポートを見返
し準備すること。（９０分）

定期試験に向けて，これまでの講義レポートを見返
し準備すること。（９０分）

中小企業に関する新聞記事やインターネットの記事
を読むこと。（９０分）中小企業と金融①　財務諸表とは？11

定期試験に向けて，これまでの講義レポートを見返
し準備すること。（９０分）

中小企業に関する新聞記事やインターネットの記事
を読むこと。（９０分）中小企業と金融②　事例考察12

定期試験に向けて，これまでの講義レポートを見返
し準備すること。（９０分）

中小企業に関する新聞記事やインターネットの記事
を読むこと。（９０分）地域経済と地場産業　13

定期試験に向けて，これまでの講義レポートを見返
し準備すること。（９０分）

中小企業に関する新聞記事やインターネットの記事
を読むこと。（９０分）中小企業と産業連関構造　経済効果とは？14

定期試験に向けて，これまでの講義レポートを見返
し準備すること。（９０分）

中小企業に関する新聞記事やインターネットの記事
を読むこと。（９０分）まとめ　試験対策、授業改善アンケートの実施15

試験のフィードバックを受けて中小企業論を総括す
る（９０分）定期試験に向けて準備をする（９０分）定期試験とフィードバック16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

講義終了時に提示する課題についてレポートを作成
すること。（９０分）

科目名称 中小企業論（SP)

専門科目科目分類区分

石山　玄幸（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

MAN413012，MAN523037（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）石山　玄幸 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

経営コンサルタント会社の代表として、２００社以上の中小企業の経営指導をしてきた経験
を生かして、タイムリーな事例を活用した講義を展開する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 高田亮爾/上野鉱/村杜隆/前田啓
一編著

同友館 9784496047589

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『現代中小企業論(増補版) 』 2011年

2

3

4

5



グラフィックデザインを認
識できていない。

839－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
デザインにおけるグラフィックデザインについて正しい認識を持ち、その可能性と将来の展望ができる知識と技術を身につける。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（１）、（２）、（３）、（５）に対応する。

到達目標
広告、出版、WEB、映像、各種アプリケーションなど、現代の視覚伝達メディアにおけるデザイン制作業務に携わるために必要な知識と技術を身に付けることができ
る。

授業全体の内容と概要
特定の情報を市場に提供する手段として適切なメディアを選択し、それを効果的に運用できるよう企画・設計段階を重視した課題制作を行う。但し、制作内容は単
体のメディアコンテンツが中心となる。
「ＳＤＧ９．産業と技術革新の基盤をつくろう」の関連授業。

授業の方法
始めにグラフィックデザインを正しく認識させるためのワークを行う。
次に単体のメディアによる用途に合わせたバリエーションを制作する実技課題に続く。
後半ではオリジナルメディア広告企画をプレゼンテーションするためのツール（フリップ又はPowerPoint）を制作し発表する。
各種メディアや情報形態に関しての調査・取材は必要に応じて必ず行い企画内で報告させる。
制作中における技術的な指導は個別に行い、質問については随時対応する。
授業で用いた教材は全てTeamsのファイル又はクラウドストレージへアップロードし、学生が任意で閲覧できる資料として蓄積する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

〇 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
主として商業美術を志向する者のための演習が中心の授業である。
中でも情報メディアにおけるデザインとビジネスを前提とした内容であるから、そのスタンスがアート系分野とは相反することを理解し、それを前提として履修し
なければならない。
課題の制作はAdobe IllustratorとPhotoshopを用いるので、その基本的な操作を身につけていなければならない。
授業内でアプリケーションの操作講習などは一切しないということにも留意しなければならない。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能　「グラフィッ
クデザインを分野として正
しく認識できている」

思考力・判断力・表現力　
「グラフィックデザインの
分野としての特性を踏まえ
た作品制作が行える」

主体性・多様性・協働性　
「グラフィックデザインの
分野としての特性を基にし
たメディアの構築を行い、
プレゼンテーションを行え
る」

グラフィックデザインに対
する正しい認識を持ち、適
切なメディアへ効果的な情
報の投下の重要性を認識し
、それが可能な知識と技能
を身につけた。

グラフィックデザインに対
する正しい認識を持ち、適
切なメディアへ効果的な情
報の投下が必要であること
を認識した。

グラフィックデザインに対
する正しい認識を持つこと
はできたが、適切なメディ
アの選択と情報の処理が不
十分であった。

グラフィックデザインに対
する認識が曖昧で、メディ
アと情報の関連性を捉え切
れていない。

グラフィックデザインの特
性を理解し、適切なメディ
アの選択や表現を行うため
技能を基に、完成度の高い
作品制作が行えた。

グラフィックデザインの特
性を理解し、適切なメディ
アの選択や表現を行うため
の技能を作品制作に反映さ
せることができた。

グラフィックデザインの特
性を理解したが、メディア
の選択や表現について、適
切に反映させられていない
。

グラフィックデザインの特
性を理解しきれておらず、
適切なメディアの選択や表
現が不十分であった。

グラフィックデザインの特
性が理解できず、メディア
の選択や表現ができなかっ
た。

グラフィックデザインにお
ける問題解決に対し、積極
的に取り組み、メディアの
特性に準じた完成度の高い
プレゼンテーションを行っ
た。

グラフィックデザインにお
ける問題解決に対し、積極
的に取り組み、適切なプレ
ゼンテーションを行った。

グラフィックデザインにお
ける問題解決に対し、積極
的に取り組んだが、適切な
プレゼンテーションには至
っていない。

グラフィックデザインにお
ける問題解決に対し、積極
的でなく、プレゼンテーシ
ョンも不完全であった。

グラフィックデザインにお
ける問題解決ができず、プ
レゼンテーションが行えな
かった。

科目名称 ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ

専門科目科目分類区分

北嶋　洋一（デザイン学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

DES222022（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・２年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館５階

単位数 2 (単位認定責任者： ）北嶋　洋一 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

デザインの実務経験と研究実績のある教員が、その経験を基にしてデザインの基礎から応用
までを指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は２０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ １0％ ７０％ ０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

840－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス～シラバス及び授業改善アンケート結果
反映の説明
「伝統的なグラフィックデザインの捉え方」

シラバスを一読しておく・グラフィックデザインの
意味を調べておく（４５分）

2 「伝統的なグラフィックデザインの捉え方」
現行分野と制作工程について

シラバスを一読しておく・グラフィックデザインの
意味を調べておく（４５分） 分野への理解を深めるためのノート整理（４５分）

使用する画材と機材の準備・整理（４５分）3
「情報の視覚化」
イラストレーションと写真
～イラストレーションの作画①

課題の継続作業（４５分）

課題の継続作業（４５分）課題の継続作業（４５分）「情報の視覚化」
イラストレーションの作画②4

課題の継続作業（４５分）課題の継続作業（４５分）「情報の視覚化」
写真撮影実習①5

課題の継続作業（４５分）課題の継続作業（４５分）「情報の視覚化」
写真撮影実習②6

分野への理解を深めるためのノート整理（４５分）提出データの確認メディアとは何か？予習する
（４５分）

「情報の視覚化」
講評と展開の可能性について7

分野への理解を深めるためのノート整理（４５分）分野への理解を深めるためのノート整理（４５分）様々な情報メディアの特性について8

課題の選択（４５分）事前に課題一覧に目を通す（４５分）
情報メディアデザイン　“小”
「バナー広告デザイン」
企画・立案

9

10
情報メディアデザイン　“小”
「バナー広告デザイン」
情報の取捨選択・統合

課題の選択（４５分） 課題の選択（４５分）

デザイン案の作成（４５分）材料のダウンロード（４５分）
情報メディアデザイン　“小”
「バナー広告デザイン」
デザインラフ・フォーマット作成①

11

デザイン案の作成（４５分）デザイン案の作成（４５分）
情報メディアデザイン　“小”
「バナー広告デザイン」
デザインラフ・フォーマット作成②

12

デザイン案の作成（４５分）デザイン案の作成（４５分）
情報メディアデザイン　“小”
「バナー広告デザイン」
制作・アップロード①

13

デザイン案の作成（４５分）デザイン案の作成（４５分）
情報メディアデザイン　“小”
「バナー広告デザイン」
制作・アップロード②

14

デザイン案の作成（４５分）デザイン案の作成（４５分）
情報メディアデザイン　“小”
「バナー広告デザイン」
制作・アップロード③

15

アップロードの確認（４５分）デザイン案の作成（４５分）
情報メディアデザイン　“小”
「バナー広告デザイン」
講評

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17
情報メディアデザイン　“中”
「UIデザイン」
企画立案

UIとは何か？（４５分） 分野への理解を深めるためのノート整理（４５分）

18
情報メディアデザイン　“中”
「UIデザイン」
ラフデザイン①

分野への理解を深めるためのノート整理（４５分）デザイン案の作成（４５分）

デザイン案の作成（４５分）19
情報メディアデザイン　“中”
「UIデザイン」
ラフデザイン②

デザイン案の作成（４５分）

デザイン案の作成（４５分）デザイン案の作成（４５分）
情報メディアデザイン　“中”
「UIデザイン」
ラフデザイン③

20

デザイン案の作成（４５分）デザイン案の作成（４５分）
情報メディアデザイン　“中”
「UIデザイン」
ラフデザイン④

21

決定案の制作（４５分）決定案の制作（４５分）
情報メディアデザイン　“中”
「UIデザイン」
制作①

22

決定案の制作（４５分）決定案の制作（４５分）
情報メディアデザイン　“中”
「UIデザイン」
制作②

23

完成データの整理（４５分）決定案の制作（４５分）
情報メディアデザイン　“中”
「UIデザイン」
講評

24

分野への理解を深めるためのノート整理（４５分）課題一覧に目を通しておくこと（４５分）
情報メディアデザイン　“大”
「新聞広告デザイン」
課題選択・広告とは何か？

25

26
情報メディアデザイン　“大”
「新聞広告デザイン」
コピーライティング①

分野への理解を深めるためのノート整理（４５分）分野への理解を深めるためのノート整理（４５分）

コピーの試案（４５分）コピーライティングの資料収集（４５分）
情報メディアデザイン　“大”
「新聞広告デザイン」
コピーライティング②

27

コピーの試案（４５分）コピーの試案（４５分）
情報メディアデザイン　“大”
「新聞広告デザイン」
コピーライティング③

28

コピーの試案（４５分）コピーの試案（４５分）
情報メディアデザイン　“大”
「新聞広告デザイン」
コピーライティング④

29

ビジュアルの構想（４５分）ビジュアルの構想（４５分）
情報メディアデザイン　“大”
「新聞広告デザイン」
ラフデザイン①

30

ビジュアルの構想（４５分）ビジュアルの構想（４５分）
情報メディアデザイン　“大”
「新聞広告デザイン」
ラフデザイン②

31

完成シミュレーション（４５分）全授業内容の総括（４５分）全体講評とグラフィックデザインⅡの展開について
授業改善アンケートの実施32

シラバスを一読しておく・グラフィックデザインの
意味を調べておく（４５分）

科目名称 ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ

専門科目科目分類区分

北嶋　洋一（デザイン学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

DES222022（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・２年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館５階

単位数 2 (単位認定責任者： ）北嶋　洋一 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

デザインの実務経験と研究実績のある教員が、その経験を基にしてデザインの基礎から応用
までを指導する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



現状や問題点を理解できな
かった。

841－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
スポーツや体育の本質を考え、あるべきスポーツや体育の原理原則を学ぶための科目であり、体育の定義、目的、内容、方法などに関する代表的な見解を学習しな
がら、私たちの生活の中におけるスポーツの意味や価値を知り、生涯にわたるスポーツ実践者としての基本的な知識を理解することができる。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（４）に対応する。

到達目標
・スポーツを取り巻く現状や問題点、そして今後生涯スポーツが個人や社会に果たす役割と意義について具体的に述べることができる。

授業全体の内容と概要
・人とスポーツとの多様な関わり方について知るとともに、スポーツの歴史と我が国のスポーツ振興方策の歴史を理解し、これからのスポーツの方向性を把握する
。
・我が国のスポーツの実情と問題点、スポーツが人々にもたらすさまざまな便益や効果について、意見交換しながら自分の意見をまとめ発表する活動を行う。

授業の方法
・各回のテーマに関してのプリント等を使用して説明を行う。
・各回のテーマに基づき必要な事項を講義するとともに、主体的・対話的で深い学びを実現するために、テーマの関連する事項に関して思考・考察、意見交換、発
表等の一連の活動を行う。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・主体的・対話的な学修を行うため、座席を指定する。
・講義で配布するプリント類はクリアファイル等に整然と保管し、必要時に参照できるようにすること。
・講義中、スマホや飲食物等はカバン等に入れておく。但し、指示のあった場合のみ可。
・２０分以上の遅刻は欠席とみなし、遅刻は３回で欠席１回とみなす。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

スポーツの実情と問題点を
理解する

スポーツのかかわり方につ
いて思考・判断できる

ススポーツの果たす役割・
意義について回答できる

現状や問題点を理解し、自
分の意見を述べた。

現状や問題点を自分なりに
説明できた。

現状や問題点を自分なりに
理解できた。

現状や問題点を理解できた
。

多様なかかわり方について
思考・判断し、運用できた
。

多様なかかわり方について
思考・判断し、自分なりに
意見を述べた。

多様なかかわり方について
考え、これからのスポーツ
の方向性を思考し判断し、
理解できた。

多様なかかわり方について
思考・判断できた。

多様な関わり方について考
えることができなかった。

様々な便益や効果について
自分の意見を述べた。

様々な便益や効果について
自分なりに説明できた。

様々な便益や効果について
理解できた。

様々な便益や効果について
多少理解できた。

様々な便益や効果について
理解できなかった。

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂ原理

専門科目科目分類区分

髙井　雅一（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

DMB522054（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）髙井　雅一 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校における勤務経験を活かしてスポーツ原理に関連する諸事項を講義する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は、１１回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

４０％ ２０％ ２０％ ０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等で確認する

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

842－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション　シラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明
なぜ、体育原理を学ぶのか、体育原理はどのような

体育やスポーツであなたが考えることはどんなこと
か、具体的に考えておく

2 体育の理念はどのように変わってきたか 前時に予告した課題について自分の意見をまとめて
おく。（９０分）

話し合った課題に関して自分の意見を述べることが
できるよう準備する。（９０分）

前時に予告した課題について自分の意見をまとめて
おく。（９０分）3 体育とスポーツは何が違いか 話し合った課題に関して自分の意見を述べることが

できるよう準備する。（９０分）

話し合った課題に関して自分の意見を述べることが
できるよう準備する。（９０分）

前時に予告した課題について自分の意見をまとめて
おく。（９０分）

運動の持つ可能性について　
体育における人間形成について4

話し合った課題に関して自分の意見を述べることが
できるよう準備する。（９０分）

前時に予告した課題について自分の意見をまとめて
おく。（９０分）体育とフェアプレイについて5

話し合った課題に関して自分の意見を述べることが
できるよう準備する。（９０分）

前時に予告した課題について自分の意見をまとめて
おく。（９０分）

体育と身体形成について
身体形成とは何か
身体からみた体育の可能性について

6

話し合った課題に関して自分の意見を述べることが
できるよう準備する。（９０分）

前時に予告した課題について自分の意見をまとめて
おく。（９０分）体育で競争をどのように位置づけるか7

話し合った課題に関して自分の意見を述べることが
できるよう準備する。（９０分）

前時に予告した課題について自分の意見をまとめて
おく。（９０分）

技術指導からみた体育について
体育と指導者について8

話し合った課題に関して自分の意見を述べることが
できるよう準備する。（９０分）

前時に予告した課題について自分の意見をまとめて
おく。（９０分）子どもたちからみた体育の存在意義について9

10 社会変化と今後の体育について 前時に予告した課題について自分の意見をまとめて
おく。（９０分）

話し合った課題に関して自分の意見を述べることが
できるよう準備する。（９０分）

話し合った課題に関して自分の意見を述べることが
できるよう準備する。（９０分）

前時に予告した課題について自分の意見をまとめて
おく。（９０分）スポーツとグローバリゼーションについて11

話し合った課題に関して自分の意見を述べることが
できるよう準備する。（９０分）

前時に予告した課題について自分の意見をまとめて
おく。（９０分）スポーツとドーピング、ナショナリズムについて12

話し合った課題に関して自分の意見を述べることが
できるよう準備する。（９０分）

前時に予告した課題について自分の意見をまとめて
おく。（９０分）スポーツとオリンピズム、ルールについて13

話し合った課題に関して自分の意見を述べることが
できるよう準備する。（９０分）

前時に予告した課題について自分の意見をまとめて
おく。（９０分）スポーツメディア・コミュニティについて14

講義の内容を総復習する。（９０分）前時に予告した課題について自分の意見をまとめて
おく。（９０分）

スポーツの制度化と暴力について
スポーツとジェンダーについて
スポーツ障がい者について

15

本時の学修内容をまとめて提出する。（９０分）全講義内容の復習（９０分）定期試験（６０分）、終了後、試験の解説（３０分
）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

話し合った課題に関して自分の意見を述べることが
できるよう準備する。（９０分）

科目名称 ｽﾎﾟｰﾂ原理

専門科目科目分類区分

髙井　雅一（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

DMB522054（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館８階

単位数 2 (単位認定責任者： ）髙井　雅一 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校における勤務経験を活かしてスポーツ原理に関連する諸事項を講義する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 岡出美則、友添秀則、 大修館

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『教養としての体育理論』 2016

2 髙橋徹 みらい『「初めて学ぶ体育・スポーツ哲学」』 2018

3

4

5



近現代日本の政治外交史に
関する基礎事実を理解する
ことができなかった。

843－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
近代日本政治外交の歴史的展開に関する基本的な知識を身につけ、説明することができる。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（１）（２）（３）に対応する。

到達目標
①近現代日本の政治外交史に関する基礎事実を理解することができる。
②正確な基礎事実に基づいて日本政治外交史の展開を説明することができる。
③現代日本政治外交の論点を歴史的に考察することができる。

授業全体の内容と概要
本授業では、近現代日本政治外交の歴史的展開について解説します。とくに、戦争や植民地支配に関する事実と背景を、東アジア諸国との相互関係に配慮しながら
解説します。近代日本の政治と東アジア諸国との関係を学ぶことで現在の日本を取り巻く国際環境の成り立ちを理解するとともに、自国だけでなく他国の立場から
もみた歴史を学びます。
「SDG10.人や国の不平等をなくそう」、「SDG16.平和と公正をすべての人に」の関連授業。

授業の方法
授業は講義形式で行う。書き込み式のレジュメを配布して補足の説明を行う。
書き込む内容は板書またはパワーポイントで示す。
教科書を使用しないので講義をしっかり聴いてメモをとること。
毎回の感想・質問等を記入するリアクションペーパーを配布し、次回授業時にフィードバックを行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業中の私語、スマホの使用は厳禁。受講マナーを守ること。
正当な理由のない２０分以上の遅刻は欠席とみなす。遅刻３回で欠席1回とみなす。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

近現代日本の政治外交史に
関する基礎事実を理解する
ことができる。

正確な基礎事実に基づいて
日本政治外交史の展開を説
明することができる。

現代日本政治外交の論点を
歴史的に考察することがで
きる。

近現代日本の政治外交史に
関する基礎事実を正確に理
解することができた。

近現代日本の政治外交史に
関する基礎事実をほぼ正確
に理解することができた。

近現代日本の政治外交史に
関する基礎事実を理解する
ことができた。

近現代日本の政治外交史に
関する基礎事実を概ね理解
することができた。

正確な基礎事実に基づいて
日本政治外交史の展開を的
確に説明することができた
。

正確な基礎事実に基づいて
日本政治外交史の展開をほ
ぼ説明することができた。

日本政治外交史の展開を説
明することができた。

日本政治外交史の展開を概
ね説明することができた。

日本政治外交史の展開を説
明することができなかった
。

現代日本政治外交の論点を
歴史的に考察し、自分なり
の解釈を説得力をもって説
明することができた。

現代日本政治外交の論点を
歴史的に考察し、自分なり
の解釈を説明することがで
きた。

現代日本政治外交の論点を
歴史的に考察し、説明する
ことができた。

現代日本政治外交の論点を
歴史的に考察し、説明する
ことが概ねできた。

現代日本政治外交の論点を
歴史的に考察し、説明する
ことができなかった。

科目名称 日本政治史（M）

専門科目科目分類区分

後藤　啓倫　（社会福祉学科・専任講師
）

授業担当者（所
属・職名）

POL122120（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 未定

単位数 2 (単位認定責任者： ）後藤　啓倫 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

844－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバス及び授業改善アンケート結果反映の説明 シラバスを読んでおくこと（９０分）

2 日本の近代化 授業中に示したキーワードを調べる（９０分） 配布プリントの整理・再読（９０分）

授業中に示したキーワードを調べる（９０分）3 近代日本と東アジア国際秩序 配布プリントの整理・再読（９０分）

配布プリントの整理・再読（９０分）授業中に示したキーワードを調べる（９０分）日清戦争と日露戦争4

復習（９０分）授業中に示したキーワードを調べる（９０分）韓国併合5

配布プリントの整理・再読（９０分）授業中に示したキーワードを調べる（９０分）日本の植民地支配6

配布プリントの整理・再読（９０分）授業中に示したキーワードを調べる（９０分）対中21カ条要求をめぐる日本と中国7

配布プリントの整理・再読（９０分）授業中に示したキーワードを調べる（９０分）近代日本の政党政治8

配布プリントの整理・再読（９０分）授業中に示したキーワードを調べる（９０分）ワシントン体制と日本9

10 満洲事変 授業中に示したキーワードを調べる（９０分） 配布プリントの整理・再読（９０分）

配布プリントの整理・再読（９０分）授業中に示したキーワードを調べる（９０分）日中戦争11

配布プリントの整理・再読（９０分）授業中に示したキーワードを調べる（９０分）アジア太平洋戦争12

配布プリントの整理・再読（９０分）授業中に示したキーワードを調べる（９０分）戦時下の人々13

配布プリントの整理・再読（９０分）授業中に示したキーワードを調べる（９０分）日本の敗戦と講和14

配布プリントの整理・再読（９０分）授業中に示したキーワードを調べる（９０分）授業のまとめ
授業改善アンケートの実施15

試験のふり返り（９０分）試験の準備（９０分）定期試験（試験６０分＋解説３０分）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布プリントの整理・再読（９０分）

科目名称 日本政治史（M）

専門科目科目分類区分

後藤　啓倫　（社会福祉学科・専任講師
）

授業担当者（所
属・職名）

POL122120（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 未定

単位数 2 (単位認定責任者： ）後藤　啓倫 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 なし。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 適宜紹介する。

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



近現代日本の政治外交史に
関する基礎事実を理解する
ことができなかった。

845－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
近代日本政治外交の歴史的展開に関する基本的な知識を身につけ、説明することができる。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（２）（３）に対応する。

到達目標
①近現代日本の政治外交史に関する基礎事実を理解することができる。
②正確な基礎事実に基づいて日本政治外交史の展開を説明することができる。
③現代日本政治外交の論点を歴史的に考察することができる。

授業全体の内容と概要
本授業では、近現代日本政治外交の歴史的展開について解説します。とくに、戦争や植民地支配に関する事実と背景を、東アジア諸国との相互関係に配慮しながら
解説します。近代日本の政治と東アジア諸国との関係を学ぶことで現在の日本を取り巻く国際環境の成り立ちを理解するとともに、自国だけでなく他国の立場から
もみた歴史を学びます。
「ＳＤＧ１０．.人や国の不平等をなくそう」、「ＳＤＧ１６．平和と公正をすべての人に」の関連授業。

授業の方法
授業は講義形式で行う。書き込み式のレジュメを配布して補足の説明を行う。
書き込む内容は板書またはパワーポイントで示す。
教科書を使用しないので講義をしっかり聴いてメモをとること。
毎回の感想・質問等を記入するリアクションペーパーを配布し、次回授業時にフィードバックを行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業中の私語、スマホの使用は厳禁。受講マナーを守ること。
正当な理由のない２０分以上の遅刻は欠席とみなす。遅刻３回で欠席１回とみなす。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

近現代日本の政治外交史に
関する基礎事実を理解する
ことができる。

正確な基礎事実に基づいて
日本政治外交史の展開を説
明することができる。

現代日本政治外交の論点を
歴史的に考察することがで
きる。

近現代日本の政治外交史に
関する基礎事実を正確に理
解することができた。

近現代日本の政治外交史に
関する基礎事実をほぼ正確
に理解することができた。

近現代日本の政治外交史に
関する基礎事実を理解する
ことができた。

近現代日本の政治外交史に
関する基礎事実を概ね理解
することができた。

正確な基礎事実に基づいて
日本政治外交史の展開を的
確に説明することができた
。

正確な基礎事実に基づいて
日本政治外交史の展開をほ
ぼ説明することができた。

日本政治外交史の展開を説
明することができた。

日本政治外交史の展開を概
ね説明することができた。

日本政治外交史の展開を説
明することができなかった
。

現代日本政治外交の論点を
歴史的に考察し、自分なり
の解釈を説得力をもって説
明することができた。

現代日本政治外交の論点を
歴史的に考察し、自分なり
の解釈を説明することがで
きた。

現代日本政治外交の論点を
歴史的に考察し、説明する
ことができた。

現代日本政治外交の論点を
歴史的に考察し、説明する
ことが概ねできた。

現代日本政治外交の論点を
歴史的に考察し、説明する
ことができなかった。

科目名称 日本政治史（S）

専門科目科目分類区分

後藤　啓倫　（社会福祉学科・専任講師
）

授業担当者（所
属・職名）

POL122120（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 未定

単位数 2 (単位認定責任者： ）後藤　啓倫 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

846－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバス及び授業改善アンケート結果反映の説明 シラバスを読んでおくこと（９０分）

2 日本の近代化 授業中に示したキーワードを調べる（９０分） 配布プリントの整理・再読（９０分）

授業中に示したキーワードを調べる（９０分）3 近代日本と東アジア国際秩序 配布プリントの整理・再読（９０分）

配布プリントの整理・再読（９０分）授業中に示したキーワードを調べる（９０分）日清戦争と日露戦争4

復習（９０分）授業中に示したキーワードを調べる（９０分）韓国併合5

配布プリントの整理・再読（９０分）授業中に示したキーワードを調べる（９０分）日本の植民地支配6

配布プリントの整理・再読（９０分）授業中に示したキーワードを調べる（９０分）対中21カ条要求をめぐる日本と中国7

配布プリントの整理・再読（９０分）授業中に示したキーワードを調べる（９０分）近代日本の政党政治8

配布プリントの整理・再読（９０分）授業中に示したキーワードを調べる（９０分）ワシントン体制と日本9

10 満洲事変 授業中に示したキーワードを調べる（９０分） 配布プリントの整理・再読（９０分）

配布プリントの整理・再読（９０分）授業中に示したキーワードを調べる（９０分）日中戦争11

配布プリントの整理・再読（９０分）授業中に示したキーワードを調べる（９０分）アジア太平洋戦争12

配布プリントの整理・再読（９０分）授業中に示したキーワードを調べる（９０分）戦時下の人々13

配布プリントの整理・再読（９０分）授業中に示したキーワードを調べる（９０分）日本の敗戦と講和14

配布プリントの整理・再読（９０分）授業中に示したキーワードを調べる（９０分）授業のまとめ
授業改善アンケートの実施15

試験のふり返り（９０分）試験の準備（９０分）定期試験（試験６０分＋解説３０分）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布プリントの整理・再読（９０分）

科目名称 日本政治史（S）

専門科目科目分類区分

後藤　啓倫　（社会福祉学科・専任講師
）

授業担当者（所
属・職名）

POL122120（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 未定

単位数 2 (単位認定責任者： ）後藤　啓倫 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 なし。

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 適宜紹介する。

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



講義に参加していない｡

847－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
生理学は生物、特にヒトの正常機能を追求する学問の一分野である。ヒトの生物学的機能を再考察し、生体の働きのメカニズムを理解することを目指す。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（1）、（2）、（５）に対応する。

到達目標
ヒトの身体における正常機能について、理解を深める。

授業全体の内容と概要
われわれ、すなわちヒトの身体を、生命という視点から、生き物の最小単位としてその機能の必然性について理解し、生命活動、疾病、運動時などにおける変化に
つき考察する。

授業の方法
板書および配布資料を活用しながら、呼吸、血液、循環、消化と吸収、代謝、排泄、内分泌等の生体維持に関する機能としくみについて、順次、要点を講義、およ
び対話形式ですすめる。また、理解度の確認のため、各講義終了時に小テストを実施し、成績判定に用いる。前回の講義内容要約を配布するので、復習と定期試験
のために参考とすること。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
小テストと講義内容要約が重要なので、欠席しないように。
首席は表彰される。

資格指定科目
教職課程（保健体育）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

ヒトは生物の、そして動物
の一種であることを科学的
に理解する

ヒトの正常の生命活動と、
機械の働く機序との相同性
、相違性を理解する

講義態度

討論を元に、生命活動のし
くみを科学的に考えられる
。

生命のしくみについて興味
を持ち、理解しようとして
いる｡

ヒトの生物としての特徴が
いえる｡

講義の中心テーマを一つは
理解できている｡

ヒトという生物も、機械も
、活動のしくみは同じだと
理解し、説明できる｡

生物と機械の違いを説明で
きる｡

ヒトの生命活動の特徴が、
いくつか説明できる｡

講義の中心テーマを一つは
理解できている｡

講義に参加していない｡

討論・質疑に参加し、積極
的に意見や考えを述べられ
ていた。

講義や皆の発言に耳を傾け
、書き取っていた。

板書しており、疑問点や不
明点をメモできていた。

板書はできている｡ 講義に参加していない｡

科目名称 生理学

専門科目科目分類区分

黒川　泰任（経営学科・客員教授）授業担当者（所
属・職名）

BAM522064（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科（スポーツマネジメントコース）・３対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）黒川　泰任 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

診療に従事する、脳神経外科専門医、脳卒中専門医、病態栄養学会専門医・指導医であり、
ヒトの生理、病態につき経験がある。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は１０回以上。
定期試験と、各講義終了時の小テストの合計点で目標到達を判断する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ０％ ４０％ ０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 授業改善アンケート結果反映の説明
オリエンテ－ション・シラバスの説明 シラバスを確認しておく（９０分）

2 生き物とは 資料等を活用し、学習内容に関連する事項について
事前に調べておく（９０分）

当日講義内容の確認のため小テストを行うが、これ
を利用して理解を深める（９０分）

講義内容は、互いに関連がある。講義は前回の復習
から始まる。内容の概要を調べておく（９０分）3 細胞と環境 当日の講義内容確認は小テストで、前回の確認は、

要約を配布する（９０分）

当日の講義内容確認は小テストで、前回の確認は、
要約を配布する（９０分）

講義内容は、互いに関連がある。講義は前回の復習
から始まる。内容の概要を調べておく（９０分）細胞と循環4

当日の講義内容確認は小テストで、前回の確認は、
要約を配布する（９０分）

講義内容は、互いに関連がある。講義は前回の復習
から始まる。内容の概要を調べておく（９０分）呼吸、酸素の恩恵5

当日の講義内容確認は小テストで、前回の確認は、
要約を配布する（９０分）

講義内容は、互いに関連がある。講義は前回の復習
から始まる。内容の概要を調べておく（９０分）血液6

当日の講義内容確認は小テストで、前回の確認は、
要約を配布する（９０分）

講義内容は、互いに関連がある。講義は前回の復習
から始まる。内容の概要を調べておく（９０分）神経１　中枢神経と末梢神経7

当日の講義内容確認は小テストで、前回の確認は、
要約を配布する（９０分）

講義内容は、互いに関連がある。講義は前回の復習
から始まる。内容の概要を調べておく（９０分）神経２　脳の機能局在8

当日の講義内容確認は小テストで、前回の確認は、
要約を配布する（９０分）

講義内容は、互いに関連がある。講義は前回の復習
から始まる。内容の概要を調べておく（９０分）神経３　脳の解剖学的特徴9

10 神経と運動 講義内容は、互いに関連がある。講義は前回の復習
から始まる。内容の概要を調べておく（９０分）

当日の講義内容確認は小テストで、前回の確認は、
要約を配布する（９０分）

当日の講義内容確認は小テストで、前回の確認は、
要約を配布する（９０分）

講義内容は、互いに関連がある。講義は前回の復習
から始まる。内容の概要を調べておく（９０分）神経とホルモン、下垂体11

当日の講義内容確認は小テストで、前回の確認は、
要約を配布する（９０分）

講義内容は、互いに関連がある。講義は前回の復習
から始まる。内容の概要を調べておく（９０分）腎臓12

当日の講義内容確認は小テストで、前回の確認は、
要約を配布する（９０分）

講義内容は、互いに関連がある。講義は前回の復習
から始まる。内容の概要を調べておく（９０分）消化器１　消化管13

当日の講義内容確認は小テストで、前回の確認は、
要約を配布する（９０分）

講義内容は、互いに関連がある。講義は前回の復習
から始まる。内容の概要を調べておく（９０分）消化器２　肝臓と膵臓14

当日の講義内容確認は小テストで、前回の確認は、
要約を配布する（９０分）

講義内容は、互いに関連がある。講義は前回の復習
から始まる。内容の概要を調べておく（９０分）免疫15

定期試験内容を参考として、ヒトが生きていく仕組
みについて、参考になる読書をする（９０分）試験準備（９０分）

定期試験
６０分の試験終了後、残り３０分で解説を行う。
授業改善アンケートの実施

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

人の生理について興味ある点を、まとめておく
（９０分）

科目名称 生理学

専門科目科目分類区分

黒川　泰任（経営学科・客員教授）授業担当者（所
属・職名）

BAM522064（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科（スポーツマネジメントコース）・３対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）黒川　泰任 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

診療に従事する、脳神経外科専門医、脳卒中専門医、病態栄養学会専門医・指導医であり、
ヒトの生理、病態につき経験がある。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 坂井ら 成美堂出版

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『ぜんぶわかる人体解剖図』 2017

2 照井直人／編 羊土社『はじめの一歩のイラスト生理学 改訂第2版』 2011

3

4

5



モノの本質を捉えられず、
価値を創造出来なかった。

849－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
モノ、コト、商品等をデザインするプロダクトデザイナーになる為に必要な知識、技術、プロセスを習得する。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ　(1) (3) (5)　に対応する。

到達目標
プロダクトデザイナーとしてモノの見方、考え方、問題解決の為のアイデア展開、造形力、表現技術、
プレゼンテーション技術を習得する。

授業全体の内容と概要
デザインするテーマをマーケットリサーチし、現状を把握、問題点抽出、アイデア展開、造形、
ポスター等、表現方法を考察、可視化しプレゼンテーションして第三者の意見を考察し、自分の力量を認識する。

授業の方法
課題に沿ってマーケットリサーチをグループで行い、現状とモノの潜在価値を把握する。問題点を抽出しアイデアを発想し、デザインして第三者にプレゼンテーシ
ョンする。ディスカッションをして自分の考察し、デザインの深さを認識する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
積み重ねの授業ですので、欠席するとついていけなくなる。欠席しないように。
履修者は鉛筆（ハイユニA3～B4）、PM-PAD　A3(マーカー用紙）,コピックマーカー（クールグレイC1～C8,黒）、パステル用意の事。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

モノの本質を捉え、新しい
価値を創り出せる。

問題解決のアイデアを出せ
る。

新デザインを提案すること
が出来る。

モノの本質を完璧に捉え、
新しい価値を創造出来た。

モノの本質を上手く捉え、
今まで以上の価値を創造出
来た。

モノの本質を捉え、今まで
以上の価値を創造出来た。

モノの本質を捉え、価値を
創造出来た。

問題解決のアイデアを完璧
に出し、従来の価値以上の
ものを創造することに繋げ
られた。

問題解決のアイデアを上手
く出し、従来の価値以上の
ものを創造できた。

問題解決のアイデアを出し
、従来の価値以上のものを
創造できた。

問題解決のアイデアを辛う
じて出し、従来価値以上の
ものを発想できた。

問題解決のアイデアが出せ
ない、従来の価値以上のも
のを作ることが出来なかっ
た。

自分のアイデアを完璧に可
視化出来て、造形力やアプ
ローチも完璧である。周り
を巻き込む力があった。

自分のアイデアを上手に可
視化出来て、造形力やアプ
ローチも上手であった。

自分のアイデアを可視化出
来て、造形力やアプローチ
も出来た。

自分のアイデアを辛うじて
可視化出来て、造形力やア
プローチも辛うじて出来た
。

自分のアイデアを可視化出
来ない、造形力やアプロー
チも出来なかった。

科目名称 ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ

専門科目科目分類区分

林　春生（デザイン学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

DES222026（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・２年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）林　春生 CAP制 X

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

デザイン実務経験４０年間を活かしたプロダクトデザイン講義である。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は２4回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ 80％ ０％ 20％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示板を参照の事

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバス及び授業改善アンケート結果反映の説明
プロダクトデザインとは
デザインテーマ発表

プロダクトデザインとは？調べておく、シラバスを
読む。（４５分）

2 マーケットリサーチ
潜在意識探求、問題点抽出

プロダクトデザインとは？調べておく、シラバスを
読む。（４５分）

プロダクトデザインとは？調べておく、シラバスを
読む。（４５分）

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）3 グループに分かれてブレインストーミング 世の中の製品を良く調べておく。（４５分）

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）マーケットチャート作成4

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）まとめ
グループごとに見解を発表5

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）問題定義から解決アイデアを展開
アイデアスケッチスタート6

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）アイデアスケッチ
多様な方向でスケッチする7

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）アイデアスケッチまとめ１8

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）アイデアスケッチ１プレゼンテーション
第三者の意見を汲む9

10 アイデアスケッチ２
改良し新しい価値を入れ込む 世の中の製品を良く調べておく。（４５分） 世の中の製品を良く調べておく。（４５分）

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）アイデアスケッチ２まとめ
第三者に伝わるように11

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）アイデアスケッチ２プレゼンテーション
デザイン審議会12

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）デザイン方向決定
デザイン作業、　最終デザインの検討13

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）デザイン作業
アイデアスケッチから起こす14

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）デザイン作業
アイデアの中から気づきを探す15

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）デザイン作業
コンセプトを決める16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 デザイン審査
自分で評価を下だす。 世の中の製品を良く調べておく。（４５分） 世の中の製品を良く調べておく。（４５分）

18
デザイン再考
自分で否定して
もう一度、再考する。

世の中の製品を良く調べておく。（４５分） 世の中の製品を良く調べておく。（４５分）

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）19 デザイン修正
完成度を上げる。 世の中の製品を良く調べておく。（４５分）

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）デザイン完成。
確認20

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）レンダリング
特徴が出ているか？21

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）レンダリング
構図は良いか22

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）レンダリング
使用する色味の吟味23

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）レンダリング
適した手法か？24

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）レンダリング
完成度をあげる25

26 レンダリング
細かい調整 世の中の製品を良く調べておく。（４５分） 世の中の製品を良く調べておく。（４５分）

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）レンダリングを完成させる27

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）ポスター作成
プレゼンボード作成28

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）
ポスター作成
プレゼンボード作成
第三者に伝わるか

29

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）
ポスター作成
プレゼンボード作成
最後のチェック

30

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）プレゼンテーション
第三者の意見をしっかりと聞く。31

授業全体を俯瞰して、今後の計画を考察する。
（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）総評

授業改善アンケートの実施32

プロダクトデザインとは？調べておく、シラバスを
読む。（４５分）

科目名称 ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ

専門科目科目分類区分

林　春生（デザイン学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

DES222026（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・２年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）林　春生 CAP制 X

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

デザイン実務経験４０年間を活かしたプロダクトデザイン講義である。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



衛生学及び公衆衛生学の取
組みの現状について列挙で
きていなかった。

851－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
健康管理および疾病予防の実践につなげる衛生学、公衆衛生の取り組みの現状について、国民衛生の動向や健康日本２１から現在の日本人の健康状態について理解
し、その後生活習慣病や感染症などの疾病の原因そして予防方法、また環境要因と健康の関連性などについて理解を深める。

授業の位置づけ
経営学科のDP（１）と（２）と（3）と（４）に対応する。

到達目標
健康を保持・増進するための具体的な支援として、健康と環境の両側面から理解を深める。健康な生活と疾病予防についての衛生及び公衆衛生の地域保健の具体的
取り組みについて理解する。

授業全体の内容と概要
各ライフステージにおける特徴的な健康問題および対策の現状について、衛生統計、地域保健の取り組みの現状や事例を通して理解を確実なものにする。

授業の方法
各ライフステージにおける健康問題の現状等は主として統計資料及びパワーポイントを用いて説明し、加えて視聴覚メディア、具体的な取り組み事例を提示して、
学生自身の健康問題の予防及び改善に関する考えについてグループワークとプレゼンテーションを行う。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
遅刻は講義開始後１０分までとし、その時間以降の受講は欠席扱いとする。なお、私的都合による３回以上の欠席は単位を認定しない。公欠及び病欠は大学で認め
られているものに準ずることとし、その場合は欠席課題を提出する。

資格指定科目
教職課程（保健体育）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

健康管理および疾病予防の
実践につなげる衛生学、公
衆衛生の取り組みの意義、
目的について理解できてい
る。

各ライフステージにおける
健康課題について理解でき
ている。

地域ごとに特徴的な健康課
題の現状について理解でき
ている。

疾病及び健康課題の変遷か
ら衛生学及び公衆衛生学の
歴史と現状を踏まえ、健康
課題の改善、取組み取組み
に関する資料を整理、解釈
できていた。

疾病及び健康課題の現状と
衛生学及び公衆衛生学の取
組みを関連づけて説明でき
ていた。

衛生学及び公衆衛生学の意
義、目的について説明でき
ていた。

衛生学及び公衆衛生学の取
組みの現状について列挙で
きていた。

各ライフステージに特徴的
な健康課題の変遷及び現状
について資料を解釈し、主
体と環境の両側面から健康
課題の改善、予防について
自分の考えを伝えることが
できていた。

各ライフステージに特徴的
な健康課題の現状について
資料を整理し、健康課題の
改善、予防について自分の
考えを伝えることができて
いた。

各ライフステージに特徴的
な健康課題の現状について
資料を基に整理できていた
。

健康課題の現状について列
挙できていた。

健康課題の現状について列
挙できていなかった。

地域ごとに異なる健康課題
の特徴について資料を基に
自分の考えを整理し、主体
と環境の両側面から健康課
題の改善、予防について自
分の考えを伝えることがで
きていた。

地域ごとに異なる特徴的な
健康課題の現状について資
料を整理し、健康課題の改
善、予防について自分の考
えを伝えることができてい
た。

地域ごとの健康課題の特徴
について資料を基に整理で
きていた。

地域に特徴的な健康課題に
ついて列挙できていた。

各々のが抱えている健康課
題について列挙できていな
かった。

科目名称 衛生学及び公衆衛生学

専門科目科目分類区分

宮﨑　剛司（社会福祉学科・講師）授業担当者（所
属・職名）

SOM522065（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科（スポーツマネジメントコース）・３対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 学生便覧参照

単位数 2 (単位認定責任者： ）宮﨑　剛司 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は, １１回以上。
復習を中心に毎回の授業内容を自分で応用できるようにする。授業時間と同様の復習および次回の授業に向けた予習時間を確保するようにする。また、各ライフス
テージにおける健康問題の現状と課題、行政の取組みに関するレポートを計２回提出する。なお、毎回、次回の学習内容に関わる予習課題を提示するので、予習課
題を調べて提出する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ５０％ ３０％ ０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

852－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明
オリエンテーション、日本における健康問題の現状

シラバスを熟読し、本講義について理解しておくこ
と。（９０分）

2 公衆衛生学序論Ⅰ　－公衆衛生の目的と内容－ 資料等を活用し、学習内容に関連する事項について
事前に調べておくこと。（９０分）

学習内容を復習し専門用語について完全に理解して
おくこと。（９０分）

資料等を活用し、学習内容に関連する事項について
事前に調べておくこと。（９０分）3 公衆衛生学序論Ⅱ　－疫学の目的・調査方法－ 学習内容を復習し専門用語について完全に理解して

おくこと。（９０分）

学習内容を復習し専門用語について完全に理解して
おくこと。（９０分）

資料等を活用し、学習内容に関連する事項について
事前に調べておくこと。（９０分）疾病予防と健康管理（Ⅰ）母子保健の現状と取組み4

学習内容を復習し専門用語について完全に理解して
おくこと。（９０分）

資料等を活用し、学習内容に関連する事項について
事前に調べておくこと。（９０分）

疾病予防と健康管理（Ⅱ）：学校保健の現状と取組
み5

学習内容を復習し専門用語について完全に理解して
おくこと。（９０分）

資料等を活用し、学習内容に関連する事項について
事前に調べておくこと。（９０分）

疾病予防と健康管理（Ⅲ）：成人・老人保健の現状
と取組み6

学習内容を復習し専門用語について完全に理解して
おくこと。（９０分）

資料等を活用し、学習内容に関連する事項について
事前に調べておくこと。（９０分）

疾病予防と健康管理（Ⅳ）：産業保健の現状と取組
み7

学習内容を復習し専門用語について完全に理解して
おくこと。（９０分）

資料等を活用し、学習内容に関連する事項について
事前に調べておくこと。（９０分）病予防と健康管理（Ⅴ）：感染症と現状の予防8

学習内容を復習し専門用語について完全に理解して
おくこと。（９０分）

資料等を活用し、学習内容に関連する事項について
事前に調べておくこと。（９０分）環境保健（Ⅰ）環境因子による健康影響と評価9

10 環境保健（Ⅱ）健康を守り育てるための環境条件 資料等を活用し、学習内容に関連する事項について
事前に調べておくこと。（９０分）

学習内容を復習し専門用語について完全に理解して
おくこと。（９０分）

学習内容を復習し専門用語について完全に理解して
おくこと。（９０分）

資料等を活用し、学習内容に関連する事項について
事前に調べておくこと。（９０分）老人保健福祉・地域保健と衛生行政11

学習内容を復習し専門用語について完全に理解して
おくこと。（９０分）

資料等を活用し、学習内容に関連する事項について
事前に調べておくこと。（９０分）老人保健福祉・地域保健と衛生行政12

学習内容を復習し専門用語について完全に理解して
おくこと。（９０分）

資料等を活用し、学習内容に関連する事項について
事前に調べておくこと。（９０分）介護保険制度の現状と課題13

学習内容を復習し専門用語について完全に理解して
おくこと。（９０分）

資料等を活用し、学習内容に関連する事項について
事前に調べておくこと。（９０分）精神保健、保健医療の制度と法規14

学習内容を復習し専門用語について完全に理解して
おくこと。（９０分）

資料等を活用し、学習内容に関連する事項について
事前に調べておくこと。（９０分）国際保健：各国における健康課題の現状と取組み15

講義全体をふりかえり、まとめを行うこと。（９０
分）

資料等を活用し、学習内容に関連する事項について
事前に調べておくこと。（９０分）

まとめ
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

学習内容を復習し専門用語について完全に理解して
おくこと。（９０分）

科目名称 衛生学及び公衆衛生学

専門科目科目分類区分

宮﨑　剛司（社会福祉学科・講師）授業担当者（所
属・職名）

SOM522065（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科（スポーツマネジメントコース）・３対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 学生便覧参照

単位数 2 (単位認定責任者： ）宮﨑　剛司 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 辻一郎、小山洋 南光堂 978-4-524-22878-2

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『シンプル衛生公衆衛生学２０２１』 ２０２１

2 一般財団法人厚生労働統計協会 一般財団法人 厚生
労働統計協会

978-4875118534『図説 国民衛生の動向 2021/2022』 ２０２１

3

4

5



体育・スポーツについての
概念について理解できてい
ない。

853－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
近代体育に・スポーツの特徴とその成立過程を学び、ヨーロッパの近代体育の成立・展開過程を踏まえて、日本の近代体育の成立・展開過程についての認識を深め
体育の特徴と相違点について理解する。

授業の位置づけ
経営学科のDP(１)(２)(４)(５)に対応する。

到達目標
・我が国ならびに欧米における学校体育出現について理解している。
・時代背景や因果関係をおさえながら体育・スポーツの発展・展開について具体例を示しながら説明できる。
・近代オリンピック復興の思想について説明できる。
・オリンピック・ムーブメントの概念と内容について説明できる。

授業全体の内容と概要
体育・スポーツの歴史について、主に日本や欧米諸国の通史を概説する。また、体育・スポーツと関連のある歴史にも触れ、広範な知識を身に付ける。
「SDG3．すべての人に健康と福祉を」の関連授業科目。

授業の方法
・資料に基づき、講述とパワーーポイントによる解説を中心としながら授業を進める。
・毎時間、学修した内容を確認するためのミニレポートを課す。
・パワーポイントで１人１回課題を発表する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

〇 模擬授業

〇 ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇・ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
・積極的に取り組むことを期待します。
・２０分以上の遅刻は欠席とみなします。
・中間テストを行います。
・授業中の飲食および携帯電話の使用は厳禁。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

体育およびスポーツに対す
る概念理解

オリンピックの歴史と定義

体育・スポーツについての
概念について深く理解でき
る。

体育・スポーツについての
概念についておおむね理解
できる。

体育・スポーツについての
概念について理解できる。

体育・スポーツについての
概念について多少理解でき
る。

オリンピックの歴史につい
て知識を深く理解できる。

オリンピックの歴史につい
て知識をおおむね理解でき
る。

オリンピックの歴史につい
て知識を理解できる。

オリンピックの歴史につい
て知識を多少理解できる。

オリンピックの歴史につい
て知識を理解できない。

各スポーツ競技の歴史につ
いて深く理解できる。

各スポーツ競技の歴史につ
いておおむね理解できる。

各スポーツ競技の歴史につ
いて理解できる。

各スポーツ競技の歴史につ
いて多少理解できる。

各スポーツ競技の歴史につ
いて理解できない。

科目名称 体育史

『専門科目』科目分類区分

『尾西則昭 (社会福祉学科・特任教授)』授業担当者（所
属・職名）

SPS522061（科目ナンバリング： ）

前期

『経営学科・３年』対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 『必修』

研究室等所在 『１号館２階』

単位数 2 (単位認定責任者： ）『尾西則昭』 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数１3回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ２０％ １０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

854－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス「シラバス説明」
「授業改善アンケート結果反映の説明」

事前にシラバスを読んで確認する。
(９０分)

2 体育・スポーツの歴史を学ぶ意義 シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
( ９０分)

ノートに記載された内容を復習し、理解する。(
９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
( ９０分)3 競技の歴史調査① ノートに記載された内容を復習し、理解する。(

９０分)

ノートに記載された内容を復習し、理解する。(
９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
( ９０分)競技の歴史調査②4

ノートに記載された内容を復習し、理解する。(
９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
( ９０分)競技の歴史調査③5

ノートに記載された内容をを復習し、理解する。(
９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
( ９０分)競技の歴史調査④6

ノートに記載された内容を復習し、理解する。(
９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
( ９０分)競技の歴史発表①7

ノートに記載された内容をを復習し、理解する。(
９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
( ９０分)競技の歴史発表②8

ノートに記載された内容をを復習し、理解する(
９０分)。

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(( ９０分)古代オリンピックと近代オリンピック9

10 オリンピックの歴史① シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
( ９０分)

ノートに記載された内容をを復習し、理解する。(
９０分)

ノートに記載された内容をを復習し、理解する。(
９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
( ９０分)オリンピックの歴史②11

ノートに記載された内容を復習し、理解する。(
９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
( ９０分)我が国における体育・スポーツ12

ノートに記載された内容を復習し、理解する。(
９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
( ９０分)女性とスポーツ13

ノートに記載された内容を復習し、理解する。(
９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
( ９０分)スポーツとメディア14

ノートに記載された内容を復習し、理解する。(
９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
( ９０分)

各県のスポーツ史
「授業改善アンケートの実施」15

解説の内容を確認する。( ９０分)ノートに記載された内容をを復習し、理解する。(
９０分)まとめ16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(９０分)

科目名称 体育史

『専門科目』科目分類区分

『尾西則昭 (社会福祉学科・特任教授)』授業担当者（所
属・職名）

SPS522061（科目ナンバリング： ）

前期

『経営学科・３年』対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 『必修』

研究室等所在 『１号館２階』

単位数 2 (単位認定責任者： ）『尾西則昭』 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 岸野雄三 大修館書店 978-4-469-26101-1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『体育史講義』 1984年

2 木村吉次 市村出版 978-4-902109-39-9『体育・スポーツ史概論』 2001年

3 『資料配布』

4

5



モノの本質を捉えられない
、今まで以上の価値を出せ
なかった。

855－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
モノ、コト、商品をデザインする、プロダクトデザイナーになる為に必要な知識、技術、人間力を習得する。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ　(1) (3) (5)　に対応する。

到達目標
プロダクトデザイナーとしてモノの見方、考え方、問題解決の為のアイデア展開、造形力、表現技術、
プレゼンテーション技術、デザイナーとしての人間力を習得する。

授業全体の内容と概要
デザインするテーマをマーケットリサーチし、現状を把握、問題点抽出、アイデア展開、造形、
ポスター等、表現方法を考察、プレゼンテーションして第三者の意見を考察し、自分の力量を認識する。

授業の方法
課題に沿ってマーケットリサーチをグループでしてモノの潜在価値を把握する。問題点を抽出しアイデアを発想し、デザインして第三者にプレゼンテーションする
。ディスカッションをして自分の考察し、デザインの深さを認識する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

〇 調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
授業は積み重ねの学習となる為、欠席しないようにすること。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

モノの本質を捉え、新しい
価値を創り出せる。

問題解決のアイデアを出せ
る。

新デザインを提案出来る

モノの本質を完璧に捉え、
今まで以上の価値を完璧に
創造出来た。

モノの本質を上手に捉え、
今まで以上の価値を高めら
れた。

モノの本質を捉え、今まで
以上の価値を出せた。

モノの本質を辛うじて捉え
、今まで以上の価値を辛う
じて出せた。

問題解決のアイデアを完璧
に出せる。従来の価値以上
のものを創造出来た。

自分のアイデアを上手く具
現化出来て、造形力やアプ
ローチも上手であった。

自分のアイデアを具現化出
来て、造形力やアプローチ
も出来た。

自分のアイデアを辛うじて
具現化出来て、造形力やア
プローチも辛うじて出来た
。

自分のアイデアを具現化出
来ない、造形力やアプロー
チも出来なかった。

自分のアイデアを完璧に具
現化出来て、造形力やアプ
ローチも完璧であった。

自分のアイデアを上手く具
現化出来て、造形力やアプ
ローチも上手であった。

自分のアイデアを具現化出
来て、造形力やアプローチ
も出来た。

自分のアイデアを辛うじて
具現化出来て、造形力やア
プローチも辛うじて出来た
。

自分のアイデアを具現化出
来ない、造形力やアプロー
チも出来なかった。

科目名称 ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾝⅢ

専門科目科目分類区分

林　春生（デザイン学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

DES223028（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）林　春生 CAP制 X

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

デザイン実務経験40年間を活かしたプロダクトデザイン講義です。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は２4回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ 80％ ０％ 20％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示板参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

856－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバス及び授業改善アンケート結果反映の説明
プロダクトデザインとは
デザインテーマ発表

プロダクトデザインとは？調べておく、シラバスを
読む。（４５分）

2 マーケットリサーチ
潜在意識探求、問題点抽出 世の中の製品を良く調べておく。（４５分） 世の中の製品を良く調べておく。（４５分）

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）3 グループに分かれてブレインストーミング 世の中の製品を良く調べておく。（４５分）

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）マーケットチャート作成4

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）まとめ
グループごとに見解を発表5

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）問題定義から解決アイデアを展開
アイデアスケッチスタート6

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）アイデアスケッチ7

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）アイデアスケッチまとめ１8

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）アイデアスケッチ１プレゼンテーション9

10 アイデアスケッチ２ 世の中の製品を良く調べておく。（４５分） 世の中の製品を良く調べておく。（４５分）

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）アイデアスケッチ２まとめ11

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）アイデアスケッチ２プレゼンテーション
デザイン審議会12

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）デザイン方向決定
デザイン作業13

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）デザイン作業
コンセプト確認14

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）デザイン作業
造形確認15

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）デザイン作業
プレゼンの方法を考える16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 デザイン審査 世の中の製品を良く調べておく。（４５分） 世の中の製品を良く調べておく。（４５分）

18 デザイン再考
第三者の意見を汲む 世の中の製品を良く調べておく。（４５分） 世の中の製品を良く調べておく。（４５分）

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）19 デザイン修正 世の中の製品を良く調べておく。（４５分）

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）デザイン修正
自分の意志は反映されているか確認20

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）レンダリング
構図を考える21

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）レンダリング
商品の特徴が出ているか22

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）レンダリング
効果的な表現か23

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）レンダリング
色味、色彩構成確認24

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）レンダリング
第三者に伝わるか25

26 レンダリングフィニッシュに向ける 世の中の製品を良く調べておく。（４５分） 世の中の製品を良く調べておく。（４５分）

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）レンダリング完成させる27

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）ポスター作成
プレゼンボード作成28

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）
ポスター作成
プレゼンボード作成
レイアウト等考察

29

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）
ポスター作成
プレゼンボード作成
見せ方を考える

30

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）プレゼンテーション31

授業全体を俯瞰して、今後の計画を考察する。
（４５分）世の中の製品を良く調べておく。（４５分）総評

授業改善アンケートの実施32

世の中の製品を良く調べておく。（４５分）

科目名称 ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾝⅢ

専門科目科目分類区分

林　春生（デザイン学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

DES223028（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）林　春生 CAP制 X

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

デザイン実務経験40年間を活かしたプロダクトデザイン講義です。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



学校における子どもの安全
、健康問題の予防、改善の
現状について列挙できてい
なかった。

857－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
学校保健活動を構成する「保健管理」と「保健教育」の二大領域とこれらの円滑な運営のための保健組織活動について、それぞれに包含される「健康管理・環境管
理」、「保健学習・保健指導」の具体的活動内容と法的背景、またこれを支える組織・体系等について学習・理解する。

授業の位置づけ
経営学科のDP（２）（３）（４）に対応する。

到達目標
児童、生徒の健康問題の解決、改善に関わる学校保健活動について、具体的な取り組みについて理解し、学校教育活動の実践との繋がりを理解する。

授業全体の内容と概要
児童、生徒の健康問題の現状、改善、解決に向けた学校保健の取組みについて、実態把握、学校における児童、生徒の具体的例をもとに討議をまじえ、学校保健に
関する知識を身につける。

授業の方法
児童、生徒の健康問題の現状等については主としてパワーポイントを用いて説明し、加えて視聴覚メディア、具体的事例を提示して学生自身の考えについてグルー
プワークを行う。また、学校で想定される児童、生徒対応に関する学習として、ロールプレイを行う。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

○ ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

○ 調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
遅刻は講義開始後１０分までとし、その時間以降の受講は欠席扱いとする。なお、私的都合による３回以上の欠席は単位を認定しない。公欠及び病欠は大学で認め
られているものに準ずることとし、その場合は欠席課題を提出する。

資格指定科目
教職課程（保健体育）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

学校保健活動の領域構成に
ついて理解できている。

学校保健活動に係る法的根
拠と具体的な活動について
理解できている。

子どもの安全、健康問題の
予防、改善につなげるため
の個別ならびに集団に対す
る具体的な支援について理
解できている。

学校における子どもの安全
、健康問題の変遷と現状を
踏まえ、健康問題の予防、
改善の取組みについて｢保
健教育｣｢保健管理｣｢組織活
動｣の学校保健３領域と関
連づけて具体的な活動内容
例も含めて説明できていた
。

学校における子どもの安全
、健康問題の予防、改善の
現状と取組みについて｢保
健教育｣｢保健管理｣｢組織活
動｣の学校保健３領域と関
連づけて具体的な活動内容
例を列挙しながら説明でき
ていた。

学校における子どもの安全
、健康問題の予防、改善の
現状について、学校保健活
動を構成している｢保健教
育｣｢保健管理｣｢組織活動｣
の各領域ごとに列挙できて
いた。

学校における子どもの安全
、健康問題の予防、改善の
現状について列挙できてい
た。

教育基本法、学校教育法、
学校保健安全法の歴史的変
遷を踏まえ、子どもの安全
、健康にかかわる学校保健
活動の法的根拠を整理し、
具体的な活動内容について
各法と学校保健活動の３領
域を関連づけながら説明で
きていた。

教育基本法、学校教育法、
学校保健安全法に記されて
いる内容を基に、子どもの
安全、健康にかかわる学校
保健活動について各法との
関わりを整理できていた。

学校保健安全法と学校にお
ける子どもの安全、健康に
かかわる学校保健活動を関
連づけて整理できていた。

学校保健安全法における子
どもの安全、健康にかかわ
る学校保健活動について列
挙できていた。

子どもの安全、健康にかか
わる学校保健活動の根拠と
なる関連法規、具体的な学
校保健活動について列挙で
きていなかった。

子どもの発達特徴を踏まえ
、校種ごとに特徴的な安全
、健康問題を関連づけなが
ら整理し、予防、改善につ
なげるための具体的な個別
、集団保健指導について自
分の考えやアイデアを根拠
を持って相手に伝えること
ができていた。

子どもの発達特徴を踏まえ
、校種ごとに特徴的な安全
、健康問題を関連づけなが
ら整理し、予防、改善につ
なげるための具体的な個別
、集団保健指導について自
分の考えをまとめることが
できていた。

校種ごとに特徴的な安全、
健康問題の把握と予防、改
善に向けた取り組みについ
て、主として個別保健指導
の観点から自分の考えをま
とめることができていた。

校種ごとに特徴的な安全、
健康問題の把握と予防、改
善に向けた取り組みの現状
について列挙できていた。

校種ごとに特徴的な安全、
健康問題の把握と予防、改
善に向けた取り組みの現状
について列挙できていなか
った。

科目名称 学校保健

専門科目科目分類区分

天野　雅斗（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

AHS522063（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）天野　雅斗 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は, １１回以上。
復習を中心に毎回の授業内容を自分で応用できるようにする。授業時間と同様の復習および次回の授業に向けた予習時間を確保するようにする。また、学校保健の
現状と課題、子どもの健康問題に関するレポートを計２回提出する。なお、毎回、次回の学習内容に関わる予習課題を提示するので、予習課題を調べて提出する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ５０％ ３０％ ０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

858－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
ガイダンス、子どもの健康課題の現状
授業改善アンケート結果反映の説明

シラバスを熟読し、本講義について理解しておくこ
と。（９０分）

2 学校保健の意義と目的：学校保健の歴史・意義 教科書等を活用し、学習内容に関連する事項につい
て事前に調べておくこと。（９０分）

学習内容を復習し専門用語について完全に理解して
おくこと。（９０分）

教科書等を活用し、学習内容に関連する事項につい
て事前に調べておくこと。（９０分）3 学校保健の構造と内容の現状 学習内容を復習し専門用語について完全に理解して

おくこと。（９０分）

学習内容を復習し専門用語について完全に理解して
おくこと。（９０分）

教科書等を活用し、学習内容に関連する事項につい
て事前に調べておくこと。（９０分）保健教育（保健学習と保健指導）4

学習内容を復習し専門用語について完全に理解して
おくこと。（９０分）

教科書等を活用し、学習内容に関連する事項につい
て事前に調べておくこと。（９０分）

保健管理　①健康診断の法的根拠と意義・実際・健
康観察5

学習内容を復習し専門用語について完全に理解して
おくこと。（９０分）

教科書等を活用し、学習内容に関連する事項につい
て事前に調べておくこと。（９０分）

保健管理　②健康相談の意義・方法(ロールプレイ
を通して)6

学習内容を復習し専門用語について完全に理解して
おくこと。（９０分）

教科書等を活用し、学習内容に関連する事項につい
て事前に調べておくこと。（９０分）

保健管理　③学校安全（児童生徒の事故災害の現状
と対応）、学校環境衛生7

学習内容を復習し専門用語について完全に理解して
おくこと。（９０分）

教科書等を活用し、学習内容に関連する事項につい
て事前に調べておくこと。（９０分）

学校保健活動の展開と運営　①学校保健計画、学校
安全計画8

学習内容を復習し専門用語について完全に理解して
おくこと。（９０分）

教科書等を活用し、学習内容に関連する事項につい
て事前に調べておくこと。（９０分）

学校保健活動の展開と運営　②学校保健における組
織活動9

10 小児保健　①子どもの心と体の発達 教科書等を活用し、学習内容に関連する事項につい
て事前に調べておくこと。（９０分）

学習内容を復習し専門用語について完全に理解して
おくこと。（９０分）

学習内容を復習し専門用語について完全に理解して
おくこと。（９０分）

教科書等を活用し、学習内容に関連する事項につい
て事前に調べておくこと。（９０分）小児保健　②各ライフステージに特徴的な健康問題11

学習内容を復習し専門用語について完全に理解して
おくこと。（９０分）

教科書等を活用し、学習内容に関連する事項につい
て事前に調べておくこと。（９０分）

若年者の飲酒、喫煙、薬物乱用、性感染症等の健康
問題12

学習内容を復習し専門用語について完全に理解して
おくこと。（９０分）

教科書等を活用し、学習内容に関連する事項につい
て事前に調べておくこと。（９０分）健康教育とヘルスプロモーション13

学習内容を復習し専門用語について完全に理解して
おくこと。（９０分）

教科書等を活用し、学習内容に関連する事項につい
て事前に調べておくこと。（９０分）救急処置（実習含む）14

学習内容を復習し専門用語について完全に理解して
おくこと。（９０分）

教科書等を活用し、学習内容に関連する事項につい
て事前に調べておくこと。（９０分）学校健康教育と教育活動とのかかわり15

講義全体をふりかえり、まとめを行うこと。（９０
分）

教科書等を活用し、学習内容に関連する事項につい
て事前に調べておくこと。（９０分）

まとめ
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

学習内容を復習し専門用語について完全に理解して
おくこと。（９０分）

科目名称 学校保健

専門科目科目分類区分

天野　雅斗（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

AHS522063（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 2 (単位認定責任者： ）天野　雅斗 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 文部科学省 双葉レイアウト 978-4-9908130-4-8

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『学校保健統計調査』 ２０１９

2 門田新一朗、大津一義 大学教育出版 978-4-864294102『学校保健』 ２０１６

3

4

5



セミナーに2回以上参加で
きず最終評定時に全く評価
を得られなかった。

859－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
みらいビジネスラボが主催する人材育成セミナーに参加し、実社会で役立つビジネススキルを身につける。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰの（１）（３）（４）に対応する。

到達目標
実社会で必要となる考え方や現実に要求される基本的・実践的な理論・スキルを身につける。
参加するセミナーにおうじて、コミュニケーションやロジカルシンキングなどに関連するビジネス技術を実践できる。

授業全体の内容と概要
ビジネスに関連するさまざまな分野の専門家が講師をつとめる学外セミナーに参加する。どのセミナーに参加して何を学ぶかは、担当教員と受講生が相談して決め
る。各セミナーの内容は、主催するみらいビジネスラボの計画によって変わるため、授業全体の内容もそれに応じて変わる。また、セミナー参加後には、学内にお
いて、セミナーで学んだ内容に関する演習を行う。

授業の方法
１８０分のセミナーに複数回参加する。各セミナーにおいては、板書された内容や配布物の要点はもちろんのこと、専門用語とその定義、事例等をノートにまとめ
ること。セミナーによっては、ディスカッションやグループワーク等がある。積極的な質問は大いに歓迎する。また、セミナー後に演習を行い、興味を持った内容
についてどんどん掘り下げて自分のものとしていくことを励行する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
　受講希望者は原則として通算ＧＰＡ３．０以上のものとする。また、本講座はセミナーへの参加・出席および授業参加度を最重視する。成績評価には、少くとも
複数回のセミナー参加が必要である。やむを得ない理由を除き、セミナーの欠席は認められない。学外のセミナーであるため、セミナーの補講は実施しない。最低
でも２回のセミナー参加を確保できない学生は本科目を履修できない。
　また、各セミナーはZOOMソフトを利用した遠隔で行われるため、ZOOMを快適に使用できるカメラつきノートパソコンやタブレット型端末が原則として必要である
。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性

セミナーに3回以上参加し
最終評定時に90点以上の評
価を得た。

セミナーに3回以上参加し
最終評定時に80点以上の評
価を得た。

セミナーに2回以上参加し
最終評定時に70点以上の評
価を得た。

セミナーに2回以上参加し
最終評定時に60点以上の評
価を得た。

積極的にセミナーに取り組
み、実社会において必要と
なる専門用語や理論の習得
を図り、経営学における実
践力を獲得するための努力
ができた。

セミナーという与えられた
機会に前向きに取り組み、
自分が出会う実践力充足へ
の理解がある程度出来た。

セミナーに取り組み、日々
使用頻度の高い専門用語や
実践理論の理解に対する努
力が見られた。

セミナーに取り組み、専門
用語や実践理論は定着して
いないが、理解するための
努力は認められた。

セミナーへの取り組みが不
十分で、専門用語や実践理
論の理解に対する進歩が見
られなかった。

自分のみならず周囲の学生
も巻き込みながら課題解決
に取り組み、余った時間を
さらなる定義や理論の研究
・理解に振り分けていた。

セミナー中の質問が多く、
研究や実践などの相談も常
であり経営学における専門
用語や実践理論の習得に関
して前向きで、努力がうか
がえた。

積極性は乏しいものの、不
明点を質問するなど前向き
な姿勢がうかがえた。

セミナーにおいて、不明点
を質問したりすることはな
く、ノートも板書の範囲を
超えなかったが、何とかセ
ミナーはこなすことができ
た。

自分から進んで経営学実践
力を身につけようとする姿
勢が見られなかった。

科目名称 経営学特講Ⅰ

専門科目科目分類区分

信濃（経営学科・教授） 河野（経営学科
・教授） 石山（経営学科・准教授） 三

授業担当者（所
属・職名）

MAN422082，MAN522089（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択科目

研究室等所在
信濃２号館６階、河野１号館２
階・石山１号館２階・三嶋１号

単位数 1 (単位認定責任者： ）河野　善文 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
２回以上のセミナー参加とそれに対応する演習への参加

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ４０％ ０％ ０％ ６０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

860－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション：
・シラバスの説明
・授業改善アンケート結果反映の説明

シラバスを読み、わからないことを調べる（４５分
）

2 セミナー（１）：セミナーのテーマに関する演習① 予習課題（４５分） 学習した内容をノートに整理（４５分）

予習課題（４５分）3 セミナー（１）：セミナーへの参加① 学習した内容をノートに整理（４５分）

学習した内容をノートに整理（４５分）予習課題（４５分）セミナー（１）：セミナーへの参加②4

学習した内容をノートに整理（４５分）予習課題（４５分）セミナー（１）：セミナーのテーマに関する演習②5

学習した内容をノートに整理（４５分）予習課題（４５分）セミナー（１）：セミナーのテーマに関する演習③6

学習した内容をノートに整理（４５分）予習課題（４５分）セミナー（２）：セミナーのテーマに関する演習①7

学習した内容をノートに整理（４５分）予習課題（４５分）セミナー（２）：セミナーへの参加①8

学習した内容をノートに整理（４５分）予習課題（４５分）セミナー（２）：セミナーへの参加②9

10 セミナー（２）：セミナーのテーマに関する演習② 予習課題（４５分） 学習した内容をノートに整理（４５分）

学習した内容をノートに整理（４５分）予習課題（４５分）セミナー（２）：セミナーのテーマに関する演習③11

学習した内容をノートに整理（４５分）予習課題（４５分）セミナー（３）：セミナーのテーマに関する演習①12

学習した内容をノートに整理（４５分）予習課題（４５分）セミナー（３）：セミナーへの参加①13

学習した内容をノートに整理（４５分）予習課題（４５分）セミナー（３）：セミナーへの参加②14

学習した内容をノートに整理（４５分）予習課題（４５分）セミナー（３）：セミナーのテーマに関する演習②15

学習した内容をノートに整理（４５分）習課題（４５分）セミナー（３）：セミナーのテーマに関する演習③
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

学習した内容をノートに整理（４５分）

科目名称 経営学特講Ⅰ

専門科目科目分類区分

信濃（経営学科・教授） 河野（経営学科
・教授） 石山（経営学科・准教授） 三

授業担当者（所
属・職名）

MAN422082，MAN522089（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択科目

研究室等所在
信濃２号館６階、河野１号館２
階・石山１号館２階・三嶋１号

単位数 1 (単位認定責任者： ）河野　善文 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



器械運動の基礎技術が身に
付かなかった。

861－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
自己の能力に適した課題をもって器械運動を行い、その技能を高め、技がよりよくできるような指導方法を身につけるため、器械運動の基礎技術の習得を目指す。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰの（２）（４）（５）に対応する。

到達目標
当該種目の歴史・文化的に形成された意義や独自の技術、ルールを理解し、集団や社会に応じて実践できる力を養う。
各種目で修得した技術を発表する能力を養う。

授業全体の内容と概要
器械運動(マット、鉄棒、とび箱)で行われる基本技の技術構造を理解することで、自己の習熟度を高めるとともに、技の指導に関する基本的な知識を得る。また、
新たな技を学習することによって「できないものができるようになる」ということの意義を再認識する。

授業の方法
授業は実技中心に行う。安全性を重視しながら基本技術を習得し、出来ない生徒への指導方法や補助方法についても学ぶ。また、レポート課題や中間課題評価や最
終課題評価も実施する。中間課題評価や最終課題評価は、マット運動、鉄棒、跳び箱の実技を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

○ グループワーク

○ ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
運動のできる服装（上履き必須）。ピアス・ネックレス等は身に付けないこと。携帯電話は持ち込まないこと。
上記のことについて厳守。守れない学生は授業に参加できない。又、授業中の私語、迷惑行為、授業中断等の態度・行為「例えば、授業中に寝る・授業に関係のな
い行為、協調生に欠ける・授業に集中できない」このような学生は場合によっては退席させ、その時間の授業は欠席とみなします。トイレは授業前に済ませること
。やむをえず退席を希望の場合は許可を得ること。許可なく授業途中の退席は欠席とみなす。点呼時に着席していない場合は遅刻とみなす。遅刻２回で一回の欠席
とみなす。１０分以上の遅刻は欠席とみなす」但し、バスや列車が原因で遅れる場合は遅延証明書を提出すること。中間課題評価や各種目の最終課題評価は必ず受
講すること。受講できない学生は、評価の対象となりません。課題提出を課された場合は期日厳守。病欠等の場合、診断書等を提出すること。

資格指定科目
教職課程（保健体育）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

器械運動の基礎技術の習得

技術習得に向けた思考力と
実践力

授業に対する主体的な実践
への取り組み

器械運動の基礎技術が優れ
たレベルで一通り身に付い
た。

器械運動の基礎技術が、十
分なレベルで一通り身に付
いた。

器械運動の基礎技術が、自
己の能力に適したレベルで
身に付いた。

器械運動の基礎技術が、最
低限度身に付いた。

技術習得の過程で、自ら試
行錯誤し、実践できていた
。また、周囲の学生に対し
ても自らの考えを助言や指
導という形で表現できてい
た。

技術習得の過程で、自ら試
行錯誤し、実践できていた
。

技術習得の過程で、考え方
や問題解決に対する努力が
見られた。

技術習得の過程で、考え方
や解決に対する努力は認め
られるが、なかなか定着し
ていなかった。

取り組みにおける考え方や
努力が不十分であった。

自分のみならず周囲の学生
も巻き込みながら授業に取
り組み、余った時間をさら
なる研究・理解に振り分け
、実践力のある指導者とし
ての自覚が出来上がりつつ
あった。

授業中の質問が多く、与え
られた問題解決への相談も
常にみられ、実践力を身に
付けるための努力が窺えた
。

不明点を質問するなど前向
きな姿勢が窺えた。

不明点を質問したりするこ
とは少ないなど、積極性に
乏しく受動的であった。

自分から進んで授業に参加
する姿勢が見られなかった
。

科目名称 器械運動

専門科目科目分類区分

廣田　修平（経営学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

HSS522070（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科（スポーツマネジメントコース）・３対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 1 (単位認定責任者： ）廣田　修平 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
授業回数の１１回以上の出席がなければ成績評価の対象としない。
遅刻は１５分以上で欠席とみなす。遅刻２回で欠席１回とみなす。
授業に対する意欲・態度・技術の上達等を総合的に判断する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

40％ ０％ 0％ 30％ 20％ 1０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

862－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス・シラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明
授業全体の概要と授業のねらいを理解する。

シラバスを読んでおくこと（４５分）

2
マット運動　接転技群「前転」系の学習①
・マット運動の前転（開脚前転含む）に必要な基本
技術を理解し、その技術を身につける。

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（４５分）

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（４５分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（４５分）3

マット運動　接転技群「前転」系の学習②
・マット運動の「前転」系の発展技である「伸膝前
転」や「倒立前転」に必要な基本技術を理解し、そ

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（４５分）

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（４５分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（４５分）

マット運動　接転技群「後転」系の学習①
・マット運動の後転に必要な基本技術を理解し、そ
の技術を身につける。

4

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（４５分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（４５分）

マット運動　接転技群「後転」系の学習②
・マット運動の「後転」系の発展技である「伸膝後
転」や「後転倒立」に必要な基本技術を理解し、そ

5

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（４５分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（４５分）

マット運動　「倒立」及び「側方倒立回転」の学習
・マット運動の「倒立」及び「側方倒立回転」に必
要な基本技術を理解し、その技術を身につける。

6

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（４５分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（４５分）

基本技の評価と教員採用模擬試験の練習①
・教員採用模擬試験を通して基本技術の確認を行う
。

7

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（４５分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（４５分）

基本技の評価と教員採用模擬試験の練習②
・教員採用模擬試験を通して基本技術の確認を行う
。

8

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（４５分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（４５分）

鉄棒運動　後方支持回転技群「後方支持回転」の学
習
・鉄棒運動の後方支持回転に必要な基本技術を理解

9

10
鉄棒運動　前方支持回転技群「前方支持回転」の学
習
・鉄棒運動の前方支持回転に必要な基本技術を理解

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（４５分）

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（４５分）

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（４５分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（４５分）

鉄棒運動　懸垂振動技の学習
・鉄棒運動の懸垂振動技に必要な基本技術を理解し
、その技術を身につける。

11

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（４５分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（４５分）

マット運動　発展技「前方倒立回転とび」　鉄棒運
動　発展技「け上がり」の学習①
・マット運動「前方倒立回転とび」及び鉄棒運動

12

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（４５分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（４５分）

マット運動　発展技「前方倒立回転とび」　鉄棒運
動　発展技「け上がり」の学習②
・マット運動「前方倒立回転とび」及び鉄棒運動

13

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（４５分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（４５分）

とび箱運動　切り返し系運動の学習
・「開脚とび」などの切り返し系運動の基礎技能獲
得と指導方法学習。

14

講義全体をふりかえり、まとめておくこと（４５分
）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（４５分）

とび箱運動　回転系運動の学習
・「台上前転」などの回転系運動の基礎技能獲得と
指導方法学習。

15

解説・フィードバックを受けて学習内容の理解を深
めること（９０分）

講義全体を通して質問事項を整理しておくこと
（９０分）

最終まとめ、フィードバック
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（４５分）

科目名称 器械運動

専門科目科目分類区分

廣田　修平（経営学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

HSS522070（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科（スポーツマネジメントコース）・３対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 1 (単位認定責任者： ）廣田　修平 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 金子明友 大修館書店

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『マット運動』 １９８２

2 金子明友 大修館書店『鉄棒運動』 １９８４

3 金子明友ほか 大修館書店『教師のための運動学』 １９９６

4 文部科学省 東山書房『中学校学習指導要領解説　保健体育編』 ２０１７

5 文部科学省 東山書房『高等学校学習指導要領解説　保健体育編』 ２０１８



体つくり運動の目的や必要
性を理解することができな
かった。

863－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
自己の体に関心を持ち、体力づくりにはどのような運動が効果的であるかを理解し、指導実践できるようにする。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰの（２）（４）（５）に対応する。

到達目標
学校教育において「体つくり運動」が導入された経緯と必要性、その目的・教育の方法を理解する。

授業全体の内容と概要
自己の体を動かしながら、身体について考え、その働きを学習する。また、仲間と交流したりするための手軽な運動や規律的な運動を学習する。

授業の方法
授業は実技を中心に行い、学習内容の課題をグループごとに実施・発表する。
中間課題評価は、体力つくりの基礎技術を見る。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

○ 模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
運動のできる服装（上履き必須）。ピアス・ネックレス等は身に付けないこと。携帯電話は持ち込まないこと。
上記のことについて厳守。守れない学生は授業に参加できない。又、授業中の私語、迷惑行為、授業中断等の態度・行為「例えば、授業中に寝る・授業に関係のな
い行為、協調生に欠ける・授業に集中できない」このような学生は場合によっては退席させ、その時間の授業は欠席とみなします。トイレは授業前に済ませること
。やむをえず退席を希望の場合は許可を得ること。許可なく授業途中の退席は欠席とみなす。点呼時に着席していない場合は遅刻とみなす。遅刻２回で一回の欠席
とみなす。１０分以上の遅刻は欠席とみなす」但し、バスや列車が原因で遅れる場合は遅延証明書を提出すること。中間課題評価は必ず受講すること。受講できな
い学生は、評価の対象となりません。課題提出を課された場合は期日厳守。病欠等の場合、診断書等を提出すること。

資格指定科目
教職課程（保健体育）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

体つくり運動についての理
解・認識

自分や他者の体への意識と
運動の実施

授業に対する主体的な実践
への取り組み

体つくり運動の目的や必要
性を十分に理解し、授業で
登場した運動や指導につい
て具体的に結び付けること
ができ、また自ら運動や指
導法を見出すことができた
。

体つくり運動の目的や必要
性を理解し、授業で登場し
た運動や指導について具体
的に結び付けることができ
た。

体つくり運動の目的や必要
性を理解し、授業で行った
運動と結び付けることがで
きた。

体つくり運動の目的や必要
性は理解することができた
。

自分や他者の体に意識を向
けることができ、運動の効
果を考え、効果的に運動や
指導を実践することができ
た。

自分や他者の体に意識を向
けることができ、運動の効
果を考え、指示された運動
の効果を考えながら運動を
試みていた。

自分や他者の体に意識を向
けることができ、指示され
た運動の効果を考える努力
が窺えた。

指示された運動をとりあえ
ず実施していた。

自分や他者の体に意識を向
けることはなく、運動の実
施もできなかった。

自分のみならず周囲の学生
も巻き込みながら授業に取
り組み、余った時間をさら
なる研究・理解に振り分け
、実践力のある指導者とし
ての自覚が出来上がりつつ
あった。

授業中の質問が多く、与え
られた問題解決への相談も
常にみられ、実践力を身に
付けるための努力が窺えた
。

不明点を質問するなど前向
きな姿勢が窺えた。

不明点を質問したりするこ
とは少ないなど、積極性に
乏しく受動的であった。

自分から進んで授業に参加
する姿勢が見られなかった
。

科目名称 体つくり運動

専門科目科目分類区分

廣田　修平（経営学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

HSS522069（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科（スポーツマネジメントコース）・１対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 1 (単位認定責任者： ）廣田　修平 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
１１回以上の出席がなければ成績評価の対象としない。授業に対する意欲・態度・技術の上達等を総合的に判定する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ２０％ ３０％ ４０％ １０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

864－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明
・体つくり運動とは何か

シラバスを読んでおくこと（４５分）

2
体ほぐしの運動①
・基礎運動①
　　「柔軟体操、ストレッチング」

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（４５分）

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（４５分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（４５分）3

体ほぐしの運動②
・基礎運動②
　　「ペアグループでの柔軟体操、ストレッチン

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（４５分）

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（４５分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（４５分）

体ほぐしの運動③
・一人での発育発達の観点を取り入れた各運動（歩
、走、跳）

4

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（４５分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（４５分）

体ほぐしの運動④
・複数での発育発達の観点を取り入れた各運動（歩
、走、跳）

5

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（４５分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（４５分）

体ほぐしの運動⑤
・器具を使用した各運動（ボール、フープ、ナワ、
棒、シャトル等）

6

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（４５分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（４５分）

体力を高める運動①
・柔軟性向上の運動（ストレッチングの基本）7

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（４５分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（４５分）

体力を高める運動②
・筋力向上の運動（自体重負荷）8

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（４５分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（４５分）

体力を高める運動③
・巧みさ向上の運動9

10 体力を高める運動④
・持久力向上の運動

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（４５分）

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（４５分）

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（４５分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（４５分）

体力を高める運動⑤
・パワー向上の運動（ウェイトトレーニングの基本
）

11

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（４５分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（４５分）

体力を高める運動⑥
・総合的体力向上の運動（レペテーション、サーキ
ット）

12

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（４５分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（４５分）

体力を高める運動⑦
・空中感覚を養うための運動（トランポリン）13

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（４５分）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（４５分）模擬授業①（指導者として）14

講義全体をふりかえり、まとめておくこと（４５分
）

学習内容に関連する事柄について調べておくこと
（４５分）模擬授業②（指導者として）15

解説・フィードバックを受けて学習内容の理解を深
めること（９０分）

講義全体を通して質問事項を整理しておくこと
（９０分）

課題に対する解説・フィードバック
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

学習内容についてふりかえり、まとめておくこと
（４５分）

科目名称 体つくり運動

専門科目科目分類区分

廣田　修平（経営学科・非常勤講師）授業担当者（所
属・職名）

HSS522069（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科（スポーツマネジメントコース）・１対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 1 (単位認定責任者： ）廣田　修平 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 文部科学省 東山書房

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『中学校学習指導要領解説　保健体育編』 ２０１７

2 文部科学省 東山書房『高等学校学習指導要領解説　保健体育編　体育
編』

２０１８

3

4

5

1 東洋館出版社

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『体つくり運動-授業の考え方と進め方-改訂版』 ２０１３

2

3

4

5



建築環境工学の用語の定義
と環境工学各項目の理解に
関する問題を解くことがで
きなかった。

865－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
「資格が無ければ食えない」とも言われる建設業界でその根幹である建築士，その中でも大学卒業後すぐに受験可能な２級建築士試験の学科Ⅰ「建築計画」にター
ゲットを絞り，その傾向と対策を学ぶ。

授業の位置づけ
建築学科のDP（１）、（２）に対応する。

到達目標
提示された建築士の過去問題に対し出題者の意図を探り，試験の決まりごとや回答上の留意点を解説等をもとに理解できる。

授業全体の内容と概要
２級建築士学科試験学科Ⅰに出題される過去問題の回答・解説について網羅する。
「SDG11．住み続けられるまちづくりを」の関連授業

授業の方法
テキストや配布資料をもとに，視聴覚資料も交えて過去問を中心とした出題傾向を分析し，確認のために回答した設問の解説を毎回おこなう。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
資格試験対策は，通常授業とはそのアプローチも異なり，そして学習方法もちがう。しかし３年生までの専門科目の集大成と総まとめとして，そして建築士は建築
学科出身の学生には避けては通れないものなので，覚悟を以って取り組んで欲しい。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

建築環境工学の用語の定義
と環境工学各項目の理解

建築計画の用語の定義と建
築計画各項目の理解

建築設備の用語の定義と建
築設備各項目の理解

建築環境工学の用語の定義
と環境工学各項目の理解に
関する問題をすべて正確に
解くことができた。

建築環境工学の用語の定義
と環境工学各項目の理解に
関する問題を正確に解くこ
とができた。

建築環境工学の用語の定義
と環境工学各項目の理解に
関する問題をほぼ正確に解
くことができた。

建築環境工学の用語の定義
と環境工学各項目の理解に
関する問題を解くことがで
きた。

建築計画の用語の定義と建
築計画各項目の理解に関す
る問題をすべて正確に解く
ことができた。

建築計画の用語の定義と建
築計画各項目の理解に関す
る問題を正確に解くことが
できた。

建築計画の用語の定義と建
築計画各項目の理解に関す
る問題をほぼ正確に解くこ
とができた。

建築計画の用語の定義と建
築計画各項目の理解に関す
る問題を解くことができた
。

建築計画の用語の定義と建
築計画各項目の理解に関す
る問題を解くことができな
かった。

建築設備の用語の定義と建
築設備各項目の理解に関す
る問題をすべて正確に解く
ことができた。

建築設備の用語の定義と建
築設備各項目の理解に関す
る問題を正確に解くことが
できた。

建築設備の用語の定義と建
築設備各項目の理解に関す
る問題をほぼ正確に解くこ
とができた。

建築設備の用語の定義と建
築設備各項目の理解に関す
る問題を解くことができた

建築設備の用語の定義と建
築設備各項目の理解に関す
る問題を解くことができな
かった。

科目名称 建築士演習Ⅰ

専門科目科目分類区分

佐藤　善太郎（建築学科・教授）・向井
　正伸（建築学科・助教）

授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館６階

単位数 1 (単位認定責任者： ）佐藤　善太郎 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

向井 　実務経験
あり

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

設計事務所に勤めた経験を活かして実践的な授業を展開していく。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、10回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

0％ 0％ 0％ 100％ 0％ 0％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明。環境工学―気象・室内環境・屋外
気候・換気・通風
授業改善アンケート結果反映の説明

オリエンテーション時に配布された資料の熟読(45
分)

2 環境工学―伝熱・結露・日照・日射 指定した資料を事前に熟読する(45分) 授業終了時に提示の課題を処理する(45分)

指定した資料を事前に熟読する(45分)3 環境工学―採光・音響・色彩 授業終了時に提示の課題を処理する(45分)

授業終了時に提示の課題を処理する(45分)指定した資料を事前に熟読する(45分)環境工学―環境工学融合・用語4

授業終了時に提示の課題を処理する(45分)指定した資料を事前に熟読する(45分)建築計画―独立住宅5

授業終了時に提示の課題を処理する(45分)指定した資料を事前に熟読する(45分)建築計画―集合住宅6

授業終了時に提示の課題を処理する(45分)指定した資料を事前に熟読する(45分)建築計画―商業建築7

授業終了時に提示の課題を処理する(45分)指定した資料を事前に熟読する(45分)建築計画―公共建築8

授業終了時に提示の課題を処理する(45分)指定した資料を事前に熟読する(45分)建築計画―計画一般9

10 建築計画―都市計画・地域計画 指定した資料を事前に熟読する(45分) 授業終了時に提示の課題を処理する(45分)

授業終了時に提示の課題を処理する(45分)指定した資料を事前に熟読する(45分)建築設備―用語・空気調和設備11

授業終了時に提示の課題を処理する(45分)指定した資料を事前に熟読する(45分)建築設備―給水・給湯・排水・衛生設備12

授業終了時に提示の課題を処理する(45分)指定した資料を事前に熟読する(45分)建築設備―電気設備13

授業終了時に提示の課題を処理する(45分)指定した資料を事前に熟読する(45分)建築設備―照明設備 指14

授業終了時に提示の課題を処理する(45分)指定した資料を事前に熟読する(45分)建築設備―消火・防災・設備融合
授業改善アンケートの実施15

授業終了時に提示の課題を処理する(45分)指定した資料を事前に熟読する(45分)実力診断試験・解説16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業終了時に提示の課題を処理する(45分)

科目名称 建築士演習Ⅰ

専門科目科目分類区分

佐藤　善太郎（建築学科・教授）・向井
　正伸（建築学科・助教）

授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館６階

単位数 1 (単位認定責任者： ）佐藤　善太郎 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

向井 　実務経験
あり

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

設計事務所に勤めた経験を活かして実践的な授業を展開していく。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『『適宜配布』』

2

3

4

5



建築基準法の用語の定義と
建築基準法各条項に関する
問題を解くことができなか
った。

867－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
「資格が無ければ食えない」とも言われる建設業界でその根幹である建築士，その中でも大学卒業後すぐに受験可能な２級建築士試験の学科Ⅱ「建築法規」にター
ゲットを絞り，その傾向と対策を学ぶ。

授業の位置づけ
建築学科のDP（１）、（２）に対応する。

到達目標
提示された建築士の過去問題に対し出題者の意図を探り，試験の決まりごとや回答上の留意点を解説等をもとに理解できる。

授業全体の内容と概要
２級建築士学科試験学科Ⅱに出題される過去問題の回答・解説について網羅する。
「SDG11．住み続けられるまちづくりを」の関連授業

授業の方法
テキストや配布資料をもとに，視聴覚資料も交えて過去問を中心とした出題傾向を分析し，確認のために回答した設問の解説を毎回おこなう。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
資格試験対策は，通常授業とはそのアプローチも異なり，そして学習方法もちがう。しかし３年生までの専門科目の集大成と総まとめとして，そして建築士は建築
学科出身の学生には避けては通れないものなので，覚悟を以って取り組んで欲しい。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

建築基準法の用語の定義と
建築基準法各条項の理解

建築基準法施行令の用語の
定義と建築基準法施行令各
条項の理解

建築基準法以外の関連法律
の用語の定義とそれらの各
条項の理解

建築基準法の用語の定義と
建築基準法各条項に関する
問題をすべて正確に解くこ
とができた。

建築基準法の用語の定義と
建築基準法各条項に関する
問題を正確に解くことがき
た。

建築基準法の用語の定義と
建築基準法各条項に関する
問題をほぼ正確に解くこと
ができた。

建築基準法の用語の定義と
建築基準法各条項に関する
問題を解くことができた。

建築基準法施行令の用語の
定義と建築基準法施行令各
条項に関する問題をすべて
正確に解くことができた。

建築基準法施行令の用語の
定義と建築基準法施行令各
条項に関する問題を正確に
解くことができた

建築基準法施行令の用語の
定義と建築基準法施行令各
条項に関する問題をほぼ正
確に解くことができた。

建築基準法施行令の用語の
定義と建築基準法施行令各
条項に関する問題を解くこ
とができた。

建築基準法施行令の用語の
定義と建築基準法施行令各
条項に関する問題を解くこ
とができなかった

建築基準法以外の関連法律
の用語の定義とそれらの各
条項に関する問題をすべて
正確に解くことができた。

建築基準法以外の関連法律
の用語の定義とそれらの各
条項に関する問題を正確に
解くことができた。

建築基準法以外の関連法律
の用語の定義とそれらの各
条項に関する問題をほぼ正
確に解くことができた。

建築基準法以外の関連法律
の用語の定義とそれらの各
条項に関する問題を解くこ
とができた。

建築基準法以外の関連法律
の用語の定義とそれらの各
条項に関する問題を解くこ
とができなかった。

科目名称 建築士演習Ⅱ

専門科目科目分類区分

佐藤　善太郎（建築学科・教授）・向井
　正伸（建築学科・助教）

授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館６階

単位数 1 (単位認定責任者： ）佐藤　善太郎 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

向井 　実務経験
あり

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

設計事務所での経験を活かして、実践的な授業を展開する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
原則毎回出席すること(最低出席回数１０回以上)

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

0％ 0％ 0％ 100％ 0％ 0％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

868－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明。用語・面積・高さ
授業改善アンケート結果反映の説明

オリエンテーションで配布した資料の熟読（４５分
）

2 手続き 指定した資料を事前に熟読する(45分) 授業終了時に提示の課題を処理する(45分)

指定した資料を事前に熟読する(45分)3 採光・換気 授業終了時に提示の課題を処理する(45分)

授業終了時に提示の課題を処理する(45分)指定した資料を事前に熟読する(45分)階段・傾斜路4

授業終了時に提示の課題を処理する(45分)指定した資料を事前に熟読する(45分)構造強度，構造計算5

授業終了時に提示の課題を処理する(45分)指定した資料を事前に熟読する(45分)法22条区域内・特殊建築物6

授業終了時に提示の課題を処理する(45分)指定した資料を事前に熟読する(45分)木造３階建共同住宅等7

授業終了時に提示の課題を処理する(45分)指定した資料を事前に熟読する(45分)防火地域・準防火地域内8

授業終了時に提示の課題を処理する(45分)指定した資料を事前に熟読する(45分)防火区画・内装制限・用途地域9

10 容積率・建ぺい率・高さの制限 指定した資料を事前に熟読する(45分) 授業終了時に提示の課題を処理する(45分)

授業終了時に提示の課題を処理する(45分)指定した資料を事前に熟読する(45分)道路・壁面線11

授業終了時に提示の課題を処理する(45分)指定した資料を事前に熟読する(45分)雑則・その他，基準法融合12

授業終了時に提示の課題を処理する(45分)指定した資料を事前に熟読する(45分)バリアフリー法・耐震改修法13

授業終了時に提示の課題を処理する(45分)指定した資料を事前に熟読する(45分)建築士法・都市計画法14

授業終了時に提示の課題を処理する(45分)指定した資料を事前に熟読する(45分)品確法・長期優良住宅法
授業改善アンケートの実施15

授業終了時に提示の課題を処理する(45分)指定した資料を事前に熟読する(45分)実力診断試験・解説16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業終了時に提示の課題を処理する(45分)

科目名称 建築士演習Ⅱ

専門科目科目分類区分

佐藤　善太郎（建築学科・教授）・向井
　正伸（建築学科・助教）

授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館６階

単位数 1 (単位認定責任者： ）佐藤　善太郎 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

向井 　実務経験
あり

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

設計事務所での経験を活かして、実践的な授業を展開する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



動画作成の基本を理解せず
、作画ができなかった。

869－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
アニメーション制作の基礎、およびアニメーションにおいて生き生きとした動きを描くための基本原則や表現方法を修得する。

授業の位置づけ
デザイン学科のDP（１）に対応する。

到達目標
アニメーションにおける動画の基本原則を理解し、動画を作成できる。

授業全体の内容と概要
ウォルト・ディズニー・スタジオのアニメーターであるフランク・トーマスとオリー・ジョストンが共著書『Disney Animation / The Illusion of Life』（1981）
にまとめたアニメーションの１２の基本原則を元に、物理原則に沿った動きを理解し、キャラクターを生き生きと動かす表現力を修得する。動画は、紙と鉛筆によ
る手描きで行う。

授業の方法
授業は動画の基本原則について映像で参考作品を鑑賞し、配布物資料で説明した後、課題制作に取り組む。作画に必要な画材（主にアニメーションタップ、ライト
ボックスA4程度）については、初回の授業で詳細説明を受けた後、各自で準備（購入など）する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
出席を重視し、課題作品において評価する。
授業内で提示された課題は次の授業までに仕上げてくること。
制作に必要な画材（アニメーションタップ、ライトボックスなど）を個人購入する場合は、3000円程度必要。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

動画の基本技術

基本原則の表現力

動画撮影と編集

動画作成における原画（キ
ーフレーム）と中割り、フ
レームレート等、動画の基
本・本質を理解して、手で
描く作画力を身につけた。

動画作成における原画（キ
ーフレーム）と中割り、フ
レームレート等、動画の基
本を理解して、手で描く作
画力を身につけた。

動画作成における原画（キ
ーフレーム）と中割り、フ
レームレート等、動画の基
本を理解して、作画するこ
とができた。

動画作成の基本を理解して
、作画することができた。

アニメーションの各基本原
則を理解し、生き生きとし
た動画を描く豊かな表現力
を身につけた。

アニメーションの各基本原
則を理解し、生き生きとし
た動画を描く表現力を身に
つけた。

アニメーションの各基本原
則を理解し、それに適した
動画を描くことができた。

アニメーションの各基本原
則を学び、動画を描くこと
ができた。

アニメーションの各基本原
則を元に、動画を描くこと
ができなかった。

すべての課題において、手
描きの作画をカメラで撮影
して動画を作成し、パソコ
ンに取り込んでデータを整
理して編集できた。ショー
リールとしても通用する完
成度に達した。

すべての課題において、手
描きの作画をカメラで撮影
して動画を作成し、パソコ
ンに取り込んでデータを整
理して編集できた。

課題において、手描きの作
画をカメラで撮影して動画
を作成し、パソコンに取り
込んでデータを整理して編
集できた。

課題において、手描きの作
画をカメラで撮影して動画
を作成し、パソコンに取り
込んで編集できた。

動画の撮影ができなかった
。

科目名称 ｱﾆﾒｰｼｮﾝⅠ

専門科目科目分類区分

梅田　真紀（デザイン学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

PIP223048（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）梅田　真紀 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

アニメーターとして実務経験を有する教員が、その経験を活かしてアニメーション制作を指
導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ７０％ ０％ ０％ ３０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

870－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバス及び授業改善アンケート結果反映の説明
アニメーションとは何か シラバスを読んでくること（90分）

2 アニメーションの基本原則１　Squash and Stretch学習内容に関連する動きを観察すること（90分）動画を描く（90分）

学習内容に関連する動きを観察すること（90分）3 アニメーションの基本原則２　Anticipation 動画を描く（90分）

動画を描く（90分）学習内容に関連する動きを観察すること（90分）アニメーションの基本原則３　Staging4

動画を描く（90分）学習内容に関連する動きを観察すること（90分）アニメーションの基本原則４　Straight Ahead and
Pose to Pose5

動画を描く（90分）学習内容に関連する動きを観察すること（90分）アニメーションの基本原則５　Follow Through and
Overlapping Action6

動画を描く（90分）学習内容に関連する動きを観察すること（90分）アニメーションの基本原則６　Slow In and Slow
Out7

動画を描く（90分）学習内容に関連する動きを観察すること（90分）アニメーションの基本原則７　Arcs8

動画を描く（90分）学習内容に関連する動きを観察すること（90分）アニメーションの基本原則８　Secondary Action9

10 アニメーションの基本原則９　Timing 学習内容に関連する動きを観察すること（90分）動画を描く（90分）

動画を描く（90分）学習内容に関連する動きを観察すること（90分）アニメーションの基本原則１０　Exaggeration11

動画を描く（90分）学習内容に関連する動きを観察すること（90分）アニメーションの基本原則１１　Solid Drawing12

動画を描く（90分）学習内容に関連する動きを観察すること（90分）アニメーションの基本原則１２　Appeal13

動画編集を進める（90分）動画を整理しておくこと（90分）動画編集１14

動画編集を進める（90分）動画を整理しておくこと（90分）動画編集２15

講評・フィードバックをふりかえり講義全体の理解
を深めること(90分)

講義全体を通して質問事項 をまとめておくこと(90
分)

講評　課題に対する解説・フィードバック
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業をふりかえり理解を深めておくこと（90分）

科目名称 ｱﾆﾒｰｼｮﾝⅠ

専門科目科目分類区分

梅田　真紀（デザイン学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

PIP223048（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）梅田　真紀 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

アニメーターとして実務経験を有する教員が、その経験を活かしてアニメーション制作を指
導する。

基本情報

開講時期

1 Richard WilliamsFaber and Faber 0571202284

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『The Animators Survival Kit: A Manual of
Methods, Principles and Formulas for

2001

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



871－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 北海道産業史（M）

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

ECH122136，ECH422039，ECP522041（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択

研究室等所在

単位数 2 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

872－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 北海道産業史（M）

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

ECH122136，ECH422039，ECP522041（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択

研究室等所在

単位数 2 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



873－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 北海道産業史（S）

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

ECH122136，ECH422039，ECP522041（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択

研究室等所在

単位数 2 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

874－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 北海道産業史（S）

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

ECH122136，ECH422039，ECP522041（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択

研究室等所在

単位数 2 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



短距離競技の理解と実践が
できなかった

875－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
記録の向上や競技の楽しさや喜びを味わい、各種目特有の技能を身につけることが出来るようにする。また、計画的な練習法や競技法を工夫できるようにするほか
、競技会の企画・運営に関しても身につける。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。

到達目標
陸上競技に自主的に取り組む。ルールやマナーを大切にする。自己の課題に応じた運動の取り組み方を工夫出来るようにする。

授業全体の内容と概要
陸上競技における走競技種目、躍競技、投てき競技種目の特性を理解し、基本的な技術を習得する。

授業の方法
陸上競技場を中心に授業を進める。陸上競技のＤＶＤを視聴することで競技の特性や特徴などの理解を深める。技能習得場面ではグループワークを通して課題の発
見や指摘をし合い、ディスカッションではＩＣＴ機器の活用をするなどして正しい技術を習得できるように進めていく。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
注意事項及び詳細に関しては、掲示及びオリエンテーションで説明。
大学近郊の陸上競技場を利用し、集中授業として実施予定。

資格指定科目
教職課程（保健体育）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

短距離競技の理解と実践

跳躍競技の理解と実践

投てき競技の理解と実践

短距離競技の理解と実践が
良くできた

短距離競技の理解と実践が
ほぼできた

短距離競技の理解と実践が
ある程度できた

短距離競技の理解と実践が
できた

跳躍競技の理解と実践が良
くできた

跳躍競技の理解と実践がほ
ぼできた

跳躍競技の理解と実践があ
る程度できた

跳躍競技の理解と実践がで
きた

跳躍競技の理解と実践がで
きなかった

投てき競技の理解と実践が
良くできた

投てき競技の理解と実践が
ほぼできた

投てき競技の理解と実践が
ある程度できた

投てき競技の理解と実践が
できた

投てき競技の理解と実践が
できなかった

科目名称 陸上競技

専門科目科目分類区分

戸佐　晃一（経営学科・特任教授）・石
井　祐治（（経営学科・特任講師）

授業担当者（所
属・職名）

HSS522071（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科（スポーツマネジメントコース）・１対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）戸佐　晃一 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
１２回以上の出席がなければ成績評価の対象としない。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ３０％ ５０％ ２０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

876－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス
シラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明

事前にシラバスを読んで確認しておく（４５分）

2 短距離走Ⅰ 短距離走の確認をしておく（４５分） 短距離走を理解しておく（４５分）

短距離走の確認をしておく（４５分）3 短距離走Ⅱ
１００ｍ走（各種スタート法と正しい走り方） 短距離走を理解しておく（４５分）

短距離走を理解しておく（４５分）短距離走の確認をしておく（４５分）
短距離走Ⅲ
１００ｍ走（スタートダッシュ・中間疾走・フィニ
ッシュ・タイムトライアル）

4

ハードル走を理解しておく（４５分）ハードル走の確認をしておく（４５分）ハードル走Ⅰ
（ハードリングとインターバル・安全配慮）5

ハードル走を理解しておく（４５分）ハードル走の確認をしておく（４５分）
ハードル走Ⅱ
（スターティングブロックを使用してのスタート、
インターバル５歩走～３歩）

6

ハードル走を理解しておく（４５分）ハードル走の確認をしておく（４５分）ハードル走Ⅲ
（タイムトライアル）7

跳躍競技を理解しておく（４５分）跳躍競技の確認をしておく（４５分）跳躍競技Ⅰ
（走り幅跳び：助走・歩数・踏切・安全配慮）8

跳躍競技を理解しておく（４５分）跳躍競技の確認をしておく（４５分）跳躍競技Ⅱ
（走り高跳び：助走・歩数・踏切・安全配慮）9

10 跳躍競技Ⅲ
（走り幅跳び・高跳びトライアル） 跳躍競技の確認をしておく（４５分） 跳躍競技を理解しておく（４５分）

投てき競技を理解しておく（４５分）投てき競技の確認をしておく（４５分）
投てき競技Ⅰ
（砲丸投げの基本動作、グライド、構えからつきだ
し・安全配慮）

11

投てき競技を理解しておく（４５分）投てき競技の確認をしておく（４５分）投てき競技Ⅱ
（砲丸投げトライアル）12

リレー競技を理（４５分）リレー競技の確認をしておく（４５分）リレー種目（バトンパスの方法とテークオーバーゾ
ーンの走り方）13

リレー競技を理解しておく（４５分）リレー競技の確認をしておく（４５分）リレー種目（４×１００ｍのタイムトライアル）14

競技会の企画・運営などを理解（４５分）競技会の企画・運営などを確認しておく（４５分）まとめ（競技会の企画・運営など）
授業改善アンケートの実施15

授業内容を理解しておく（４５分）授業内容全体を振り返り確認しておく（４５分）フィードバック16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ガイダンスの内容を理解しておく（４５分）

科目名称 陸上競技

専門科目科目分類区分

戸佐　晃一（経営学科・特任教授）・石
井　祐治（（経営学科・特任講師）

授業担当者（所
属・職名）

HSS522071（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科（スポーツマネジメントコース）・１対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）戸佐　晃一 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 荒木達雄他 大修館 9784469365634

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『ステップアップ高校スポーツ2020』 ２０２０

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



３CDGアプリケーション
（Maya）の基本操作とその
表現特性の理解が６０％未
満であった。

877－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
デザインに於ける３DCG技術の習得。モデリング、シェーディング、レンダリング、アニメーション、シミュレーションを網羅し、制作のための基礎を身につけるた
めのアクティブラーニングである。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（１）、（２）、（３）、（５）に対応する。

到達目標
ビジュアル制作に於ける表現の幅を広げるための、３DCGアプリケーション（Maya）の基本操作を身に付ける。
「自らが学ぶ力」と「汎用的能力」を養うことで、実践力と社会性の伴った専門性を身に付ける。

授業全体の内容と概要
３DCGの制作工程を理解した後、モデリング～レンダリングの基礎、アニメーションの基礎について、アプリケーション（Maya）の基本操作を含めて系統的に学ぶた
めの教材が配信される。
これを基にして、受講者各自が、「体験」、「調査」、「発見」、「課題解決」などの学習を能動的に行う。

授業の方法
専門講師によるオンデマンドでの講義と実技指導の配信を教材として、受講生各自が主体的に学ぶ。
受講生は指定されたアプリケーション（Maya）を用いることが可能な環境と、オンデマンドの受信が可能な環境の構築を事前に行う。
操作講習から課題制作まで、全てを自学自習の形式で行う内容であり、環境の整備以外は全て教員の手を借りない自己解決を常とする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

〇 調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
受講者はオンデマンドの受信から課題の制作まで事前事後の学習を含む全授業内容でコンピュータを用いることになるので、自身のコンピュータを持ち込めること
が望ましい。
さらに、受講者はコンピュータとアプリケーション関する知識と技術に習熟しており、トラブルには自己対応が可能でなければならない。
３DCGはデザインに於ける表現分野の一つであるが、自らの制作活動に於いてその表現技法を必要とする者のための内容である。
習う授業ではなく自学自習を原則とした授業であり、基本操作から課題制作まで自主的に積極的に取り組む姿勢が重要である。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能　「３DCGをデ
ザインの表現分野として正
しく認識できている」

思考力・表現力・判断力　
「デザイン的な志向の基に
３DCGを用いた作品制作が
行える」

主体性・多様性・協調性　
「３DCGの基本操作から課
題制作までの流れを通じて
、主体的に学ぶ姿勢が身に
着いている」

３CDGアプリケーション
（Maya）の基本操作と、そ
の表現特性を９０％以上理
解し、可能性をシミュレー
ションできた。

３CDGアプリケーション
（Maya）の基本操作とその
表現特性を８０％以上理解
していた。

３CDGアプリケーション
（Maya）の基本操作とその
表現特性を７０％以上理解
していた。

３CDGアプリケーション
（Maya）の基本操作とその
表現特性を６０％以上理解
していた。

３CDGアプリケーション
（Maya）を適切に操作し、
その特性を効果的に用いた
完成度の高い作品制作が行
えた。

３CDGアプリケーション
（Maya）を適切に操作し、
その特性を用いた完成度の
高い作品制作が行えた。

３CDGアプリケーション
（Maya）を操作して、その
特性を用いた作品制作が行
えた。

３CDGアプリケーション
（Maya）を操作し、作品制
作が行えた。

３CDGアプリケーション
（Maya）の操作が不十分で
あり、作品制作には至らな
かった。

与えられた教材の習得と課
題提出を９０％以上完了し
ている。
授業の内容を十分に理解し
ており、今後の制作活動に
於いて自主的に応用するこ
とが可能な姿勢を身に付け
ていた。

与えられた教材の習得と課
題提出を８０％以上完了し
ている。
授業の内容を理解しており
、今後の制作活動に於いて
、自主的に応用することが
可能な姿勢を身に付けてい
た。

与えられた教材の習得と課
題提出を７０％以上完了し
ている。
授業の内容を理解しており
、今後の制作活動に於いて
、自主的に応用することの
大切さを理解していた。

与えられた教材の習得と課
題提出を６０％以上完了し
ている。
授業の内容を理解している
が、今後の制作活動に於い
て自主的に応用する意思は
育っていなかった。

与えられた教材の習得と課
題提出が６０％未満である
。
授業の内容理解が不十分で
あり、今後の制作活動に向
けて自主的に学び応用しよ
うとする意思を持っていな
かった。

科目名称 CG技法研究Ⅰ

専門科目科目分類区分

北嶋　洋一（デザイン学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

PIP223036（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館５階

単位数 2 (単位認定責任者： ）北嶋　洋一 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ６０％ ０％ ２０％ ２０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

878－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス～シラバス及び授業改善アンケート結果
反映の説明
教材と受講環境の確認

シラバスの確認
（９０分）

2 第1章　３DCGのワークフローと基本操作 ① 第１章の講義内容を確認しておく
（９０分）

課題制作の継続
（９０分）

課題制作の継続
（９０分）3 第1章　３DCGのワークフローと基本操作 ② 課題制作の継続

（９０分）

課題制作の継続
（９０分）

課題制作の継続
（９０分）第1章　３DCGのワークフローと基本操作 ③4

課題の完成
（９０分）

課題制作の継続
（９０分）第1章　３DCGのワークフローと基本操作 ④5

課題制作の継続
（９０分）

第２章の講義内容を確認しておく
（９０分）第2章 基本操作とモデリング基礎 ①6

課題制作の継続
（９０分）

課題制作の継続
（９０分）第2章 基本操作とモデリング基礎 ②7

課題制作の継続
（９０分）

課題制作の継続
（９０分）第2章 基本操作とモデリング基礎 ③8

課題制作の継続
（９０分）

課題制作の継続
（９０分）第2章 基本操作とモデリング基礎 ④9

10 第2章 基本操作とモデリング基礎 ⑤ 課題制作の継続
（９０分）

課題の完成
（９０分）

課題制作の継続
（９０分）

第３章の講義内容を確認しておく
（９０分）第3章　シェーディング・UV・基礎 ①11

課題制作の継続
（９０分）

課題制作の継続
（９０分）第3章　シェーディング・UV・基礎 ②12

課題制作の継続
（９０分）

課題制作の継続
（９０分）第3章　シェーディング・UV・基礎 ③13

課題制作の継続
（９０分）

課題制作の継続
（９０分）第3章　シェーディング・UV・基礎 ④14

課題の完成
（９０分）

課題制作の継続
（９０分）第3章　シェーディング・UV・基礎 ⑤15

CG技法研究Ⅱのシラバス確認
（９０分）

各章課題の最終確認
（９０分）

各章課題の確認
CG技法研究Ⅱのガイダンス
授業改善アンケートの実施

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

受講環境整備
（９０分）

科目名称 CG技法研究Ⅰ

専門科目科目分類区分

北嶋　洋一（デザイン学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

PIP223036（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館５階

単位数 2 (単位認定責任者： ）北嶋　洋一 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



定期試験・小テストの合計
で６割以下。文法・語彙に
誤りが多く理解に問題あり
。

879－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
英字新聞を読み，語彙力をつける。文法，構文を確認し読解力の向上を目指す。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（2）（4）に対応する。

到達目標
辞書を使い英字新聞を読み，語彙力高め，英文読解に慣れ，外国書講読のための基礎を身につける。

授業全体の内容と概要
毎週 “The Japan Times”の中からホットな話題を選び読解の基礎を身につける。
英文を読み，発音，イントネーションを確認する。　構文，文法の理解を深める。

授業の方法
板書、パワーポイントを用いた授業を展開し、学生参加型授業を目指す。　小テスト、定期試験の解説等のフィードバックを行う。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
出席重視，辞書持参
毎週資料を用意する。テキストなし。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能 (発音・語彙・
文法・読解等）

思考力・判断力・表現力

参加型授業への取り組み姿
勢

定期試験・小テストの合計
で９割以上、文法・語彙に
誤りがなく正確に理解して
いる。

定期試験・小テストの合計
で８割以上、文法・語彙に
誤りがほとんどなく大体理
解できる。

定期試験・小テストの合計
で７割以上、文法・語彙に
若干誤りがあるが理解して
いる。

定期試験・小テストの合計
で６割以上、文法・語彙に
誤りがあり理解できない部
分がある。

表現方法が適切であり誤り
がほとんどない。

表現方法はほぼ適切で、小
さな誤りが若干ある程度。

誤りがあるが、表現方法に
おいて誤解を生じるほどの
大きな誤りはない。

表現方法に誤りがあり、自
分の意思を伝えることに支
障をきたす点がある。

表現方法に誤りが目立ち、
自分の意思が伝わらない。

大いに意欲・関心・興味を
持って授業に参加している
。クラスでの発表も多く積
極的

意欲･関心・興味を持って
授業に参加している。クラ
スでの発表に努め積極的

ある程度意欲・関心・興味
を持って授業に参加してい
る。やや積極的

あまり意欲･関心・興味が
感じられない。無難に授業
を消化している。やや積極
性に欠ける。

全く意欲･関心･興味が感じ
られない。遅刻・欠席が目
立つ。積極性に欠ける。

科目名称 外国書講読

専門科目科目分類区分

岡島　徳昭（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

CME423071，CME523082（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）岡島　徳昭 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
成績評価には１０回以上の出席が必要です。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

４０％ ０％ ０％ ０％ ２０％ ４０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

880－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
授業の進め方，採点に関すること，その他授業に関
するガイダンス。（シラバスの説明）
経済面からの話題（１）

シラバスを読むこと。(９０分）

2 政治面からの話題（１）
単語小テスト（１） リーディングアサイメント及び語彙の学習(９０分)授業中に学んだことを復習。(９０分)

リーディングアサイメント及び語彙の学習(９０分)3 社会面からの話題（１） 授業中に学んだことを復習。
(９０分)

授業中に学んだことを復習。
(９０分)リーディングアサイメント及び語彙の学習(９０分)スポーツ面からの話題（１）

単語小テスト（２）4

授業中に学んだことを復習。
(９０分)リーディングアサイメント及び語彙の学習(９０分)芸能面からの話題（１）5

授業中に学んだことを復習。
(９０分)リーディングアサイメント及び語彙の学習(９０分)経済面からの話題（２）

単語小テスト（３）6

授業中に学んだことを復習。
(９０分)リーディングアサイメント及び語彙の学習(９０分)政治面からの話題（２）7

授業中に学んだことを復習。
(９０分)リーディングアサイメント及び語彙の学習(９０分)社会面からの話題（２）

単語小テスト（４）8

授業中に学んだことを復習。
(９０分)リーディングアサイメント及び語彙の学習(９０分)スポーツ面からの話題（２）9

10 芸能面からの話題（２）
単語小テスト（５） リーディングアサイメント及び語彙の学習(９０分)授業中に学んだことを復習。(９０分)

授業中に学んだことを復習。
(９０分)リーディングアサイメント及び語彙の学習(９０分)経済面からの話題（３）11

授業中に学んだことを復習。
(９０分)リーディングアサイメント及び語彙の学習(９０分)政治面からの話題（３）

単語小テスト（６）12

授業中に学んだことを復習。
(９０分)リーディングアサイメント及び語彙の学習(９０分)社会面からの話題（３）13

授業中に学んだことを復習。
(９０分)リーディングアサイメント及び語彙の学習(９０分)スポーツ面からの話題（3）14

授業中に学んだことを復習。
(９０分)リーディングアサイメント及び語彙の学習(９０分)芸能面からの話題（３）

単語小テスト（７）15

授業中に学んだことを復習。
(９０分)リーディングアサイメント及び語彙の学習(９０分)総合評価　定期試験６０分、解説３０分

授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

科目名称 外国書講読

専門科目科目分類区分

岡島　徳昭（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

CME423071，CME523082（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）岡島　徳昭 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『The Japan Times(英字新聞）』

2

3

4

5



バスケットボールの技術が
身に付かなかった。

881－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
学校教育においてバスケットボールを教材を扱うのに相応しい、態度・能力・指向性のある人材を目指す。そのため、授業において履修者自身のバスケットボール
の上達はもちろんのこと、他者との関わり方や実施環境への配慮といった要素についても留意できるようにする。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）（４）（５）に対応する。

到達目標
まずはバスケットボールの基礎技術を履修者自身が習得する。競技の特性やルールを学び理解するとともに、ゲームの作戦・攻防におけるチーム内の役割を理解す
る。健康・安全に留意でき、適切な授業目標を設定し、達成させられるような教員としての指導能力を身につける。

授業全体の内容と概要
バスケットボールの基礎技術の習得及びゲームを中心に授業を進める。

授業の方法
基礎的練習およびゲーム等の中で、まずは履修者自身がバスケットボールの基礎技術の習得・上達することを目標の中心に据えて授業を展開していく。その過程の
中で、他者からの、また他者に対する指導や助言を経て、履修者自身による指導や授業実施へと結びつけられるようにする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
実技科目のため、運動できる服装および屋内履きを用意すること。
その他注意事項及び詳細に関しては、オリエンテーションで説明する。

資格指定科目
教職課程（保健体育）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

バスケットボールの技術習
得

役割の認識およびその展開

他者との主体的なコミュニ
ケーション

バスケットボールの技術が
高い水準で身に付き、ゲー
ム等、複合的な場面で十分
発揮することができた。

バスケットボールの技術が
高い水準で身に付き、練習
といった基本的な場面で十
分発揮することができた。

バスケットボールの技術が
身に付いており、発揮でき
る場面もあった。

バスケットボールの技術が
最低限度のレベルで身に付
いている。

チームやグループにおいて
、戦術的な提案や技術指導
に関わる進言が、主体的に
できた。

チームやグループにおいて
、戦術的な提案や技術指導
に関わる進言が出来る場面
があった。

チームやグループにおける
、戦術や技術についての発
言に対し、自己の役割を認
識した上で、意見を述べる
ことができた。

チームやグループにおける
役割や、戦術的な自己の働
きを認識することができた
。

チームや練習のグループ・
ペアにおいて、役割を発揮
することができなかった。

他の履修者に対して、提案
やアドバイスといった、主
体的なコミュニケーション
を常にとることができた。

他の履修者に対して、提案
やアドバイスといった、主
体的なコミュニケーション
を十分にとることができた
。

他の履修者に対して、提案
やアドバイスといった、主
体的なコミュニケーション
を自らとるこがあった。

他の履修者とコミュニケー
ションがとれた。

他の履修者と十分なコミュ
ニケーションがとれなかっ
た。

科目名称 球技Ⅰ（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ）

専門科目科目分類区分

天野　雅斗（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

HSS522073（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）天野　雅斗 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は、１１回以上。
授業に対する意欲・態度・技術の上達等を総合的に判定する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

３０％ 0％ 0％ 0％ ６０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

882－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
ガイダンス、レクリエーション
授業改善アンケート結果反映の説明

シラバスの確認　（４５分）

2 バスケットボールの構造把握・スキルチェック 基本技術の確認（４５分） 学習内容の復習（４５分）

基本技術の確認（４５分）3 基本技術①　ドリブルシュート 学習内容の復習（４５分）

学習内容の復習（４５分）基本技術の確認（４５分）基本技術②　ジャンプシュート4

学習内容の復習（４５分）基本技術の確認（４５分）基本技術③　パス・コンビネーション5

学習内容の復習（４５分）習得した技術の確認（４５分）オフェンス①　１対１での攻め方6

学習内容の復習（４５分）習得した技術の確認（４５分）オフェンス②　アウトナンバー7

学習内容の復習（４５分）習得した技術の確認（４５分）ディフェンス①　マンツーマンディフェンス8

学習内容の復習（４５分）習得した技術の確認（４５分）ディフェンス②　ゾーンディフェンス9

10 戦術練習①　ハーフコートでの攻防 基本戦術の確認（４５分） 学習内容の復習（４５分）

学習内容の復習（４５分）基本戦術の確認（４５分）戦術練習②　オールコートでの５体５11

学習内容の復習（４５分）ゲーム展開の確認（４５分）ゲームにおける展開・戦術の組み立て12

学習内容の復習（４５分）ゲーム展開の確認（４５分）課題練習、ゲーム形式13

試験課題の確認（４５分）ゲーム展開の確認（４５分）課題練習、ゲーム形式14

試験の出来の　　振り返り（４５分）試験課題の確認（４５分）実技試験15

身に付いた事の確認（４５分）授業全体の振り返り（４５分）まとめ
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ガイダンス内容の理解（４５分）

科目名称 球技Ⅰ（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ）

専門科目科目分類区分

天野　雅斗（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

HSS522073（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）天野　雅斗 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



デザインの基礎的な知識・
技術を理解できず、課題が
できなかった。

883－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
エディトリアルデザインにおける基礎的な知識・技術を修得し、紙面全体の構成を考えて編集して、効果的なデザインを行うことができる。

授業の位置づけ
デザイン学科のDP（１）に対応する。

到達目標
エディトリアルデザインの基礎的な知識・技術を理解し、制作することができる。

授業全体の内容と概要
印刷物の制作を通して、エディトリアルデザインに必要な知識・技術の修得を目指す。

授業の方法
授業は、制作過程の進捗状況についてチュートリアルを行った後、パワーポイント及び配布物資料等で次の工程の説明をする。
Adobe Illustrator, InDesign, Photoshopを使用する。
制作物は、各自で印刷すること。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
出席を重視し、課題作品において評価する。
授業内で提示された課題は次の授業までに仕上げてくること。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

デザインにおける基礎的な
知識・技術

構成力・編集力

制作過程と完成作品

デザインの基礎的な知識・
技術を理解し、それらを基
に、効果的で説得力のある
デザインに仕上げた。

デザインの基礎的な知識・
技術を理解し、それらを基
に効果なデザインができた
。

デザインの基礎的な知識・
技術を理解し、それらを基
に制作できた。

デザインの基礎的な知識・
技術を理解し、課題に取り
組んだ。

文字・図・写真などを整理
して配置し、美しく効果的
でバランスの良い紙面を構
成・編集できた。

文字・図・写真などを整理
して配置し、美しく効果的
な紙面を構成できた。

文字・図・写真などを整理
して配置し、分かりやすい
紙面を作ることができた。

文字・図・写真などを整理
して配置できた。

情報を文字・図・写真など
に整理することができなか
った。

デザインコンセプトに沿っ
て、読み手のことを考慮し
ながら各過程で検討を重ね
て、印刷・製本までを美し
く仕上げた。

デザインコンセプトに沿っ
て、各過程で検討を重ねて
、印刷・製本までを美しく
仕上げることができた。

デザインコンセプトに沿っ
て、各過程で努力し、印刷
・製本まで仕上げることが
できた。

アイデアに基づいて、作品
を完成させた。

作品が完成しなかった。

科目名称 ｴﾃﾞｨﾄﾘｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ

専門科目科目分類区分

梅田　真紀（デザイン学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

DES222024（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）梅田　真紀 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

フリーランスのグラフィックデザイナーとしての実務経験を元に、エディトリアルデザイン
制作を指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ７０％ ０％ ０％ ３０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

884－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバス及び授業改善アンケート結果反映の説明
エディトリアルデザインとは シラバスを読んでくること（90分）

2 小冊子制作１ 課題について 身の周りのエディトリアルデザインを観察する（90
分） 課題について構想をまとめる（90分）

課題について構想をまとめる（90分）3 小冊子制作２ ラフ制作 ラフ制作を進める（90分）

ページ割りを進める（90分）ラフを仕上げる（90分）小冊子制作３ ページネーション（ページ割り）4

ページ割りを仕上げる（90分）ページ割りを進める（90分）小冊子制作４ ページネーション（ページ割り）5

イラストレーションを進める（90分）イラストレーションの準備をする（90分）小冊子制作５ イラストレーション制作6

イラストレーションを進める（90分）イラストレーションを進める（90分）小冊子制作６ イラストレーション制作7

イラストレーションを仕上げる（90分）イラストレーションを進める（90分）小冊子制作７ イラストレーション制作8

デザインエレメントについて検討する（90分）デザインエレメントについて構想する（90分）小冊子制作８ タイポグラフィ・レイアウト・配色9

10 小冊子制作９ タイポグラフィ・レイアウト・配色 デザインエレメントについて検討する（90分） デザインエレメントについて検討する（90分）

表紙制作を進める（90分）表紙制作の準備をする（90分）小冊子制作１０ 表紙11

表紙を仕上げる（90分）表紙制作を進める（90分）小冊子制作１１ 表紙12

ブラッシュアップに取り組む（90分）試し刷りの準備をする（90分）小冊子制作１２　試し刷り13

データを完成させる（90分）ブラッシュアップに取り組む（90分）小冊子制作１３　ブラッシュアップ14

講評に向けて準備をする（90分）印刷の準備をする（90分）小冊子制作１４　印刷・製本15

講評・フィードバックをふりかえり講義全体の理解
を深めること(90分)

講義全体を通して質問事項 をまとめておくこと(90
分)

講評　課題に対する解説・フィードバック
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業をふりかえり理解を深めておくこと（90分）

科目名称 ｴﾃﾞｨﾄﾘｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝⅠ

専門科目科目分類区分

梅田　真紀（デザイン学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

DES222024（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・３年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 2 (単位認定責任者： ）梅田　真紀 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

フリーランスのグラフィックデザイナーとしての実務経験を元に、エディトリアルデザイン
制作を指導する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



バレーボールの技術が身に
つかなかった。

885－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
学校教育においてバレーボール教材を扱うのに相応しい、態度・能力・嗜好性のある人材を目指す。授業において履修者自身のバレーボールの上達はもちろんのこ
と、他者との関わり方や実施環境への配慮といった要素についても留意できるようにする。

授業の位置づけ
経営学部経営学科のDP（２）（４）（５）に対応する科目

到達目標
まずはバレーボールの基礎技術を履修者全員が習得する。競技の特性やルールを学び理解するとともに、ゲームの作戦・攻防におけるチーム内の役割を理解する。
健康・安全に留意でき、適切な授業目標を設定し、達成させられるような教員としての指導能力を身につける。

授業全体の内容と概要
バレーボールの基礎技術の習得及びゲームを中心に授業を進める。

授業の方法
基礎的練習およびゲーム等の中で、まずは履修者自身がバレーボールの基礎技術の習得・上達することを目標の中心に据えて授業を展開していく。その過程の中で
、他者からの、また他者に対する指導や助言を経て、履修者自身による指導や授業実施へと結びつけられるようにする。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
実技科目のため、運動できる服装および屋内履きを用意すること。その他注意事項および詳細に関しては、オリエンテーションで説明する。

資格指定科目
教職課程（保健体育）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

バレーボールの技術習得

役割の認識およびその展開

他者との主体的なコミュニ
ケーション

バレーボールの技術が高い
水準で身につき、ゲーム等
の複合的な場面で十分発揮
することができた。

バレーボールの技術が高い
水準で身につき、練習とい
った基本的な場面で十分発
揮することができた。

バレーボールの技術が身に
ついており、発揮できる場
面もあった。

バレーボールの技術が最適
限度のレベルで身について
いる。

チームやグループにおいて
、戦術的な提案や技術指導
に関わる進言が主体的にで
きた。

チームやグループにおいて
、戦術的な提案や技術指導
に関わる進言ができる場面
があった。

チームやグループにおける
、戦術や技術についての発
言に対し、自己の役割を認
識した上で、意見を述べる
ことができた。

チームやグループにおける
役割や、戦術的な自己の働
きを認識することができた
。

チームや練習のグループ・
ペアにおいて、役割を発揮
することができなかった。

他の履修者に対して、提案
やアドバイスといった、主
体的なコミュニケーション
を常にとることができた。

他の履修者に対して、提案
やアドバイスといった、主
体的なコミュニケーション
を十分にとることができた
。

他の履修者に対して、提案
やアドバイスといった、主
体的なコミュニケーション
を自らとることがあった。

他の履修者とコミュニケー
ションがとれた。

他の履修者と十分なコミュ
ニケーションがとれなかっ
た。

科目名称 球技Ⅱ（ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ）

専門科目科目分類区分

天野　雅斗（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

HSS522074（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）天野　雅斗 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして、バレーボール教材を活用した
教育方法について指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１１回以上。授業に対する意欲・態度・技術の上達等を総合的に判定する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

３０％ 0％ 0％ 0％ ６０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

886－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバスの説明、ガイダンス、レクリエーション
授業改善アンケート結果反映の説明 シラバスの確認（４５分）

2 バレーボールの構造把握、スキルチェック 基本技術の確認（４５分） 学習内容の復習（４５分）

基本技術の確認（４５分）3 基本技術①　オーバーハンドパスの習得・指導 学習内容の復習（４５分）

学習内容の復習（４５分）基本技術の確認（４５分）基本技術②　アンダーハンドパスの習得・指導4

学習内容の復習（４５分）基本技術の確認（４５分）基本技術③　ボールヒット（サーブ）の習得・指導5

学習内容の復習（４５分）基本技術の確認（４５分）基本技術④　スパイクの習得・指導6

学習内容の復習（４５分）習得した技術の確認（４５分）応用技術①　実践的な場面におけるオーバーハンド
パスの活用について7

学習内容の復習（４５分）習得した技術の確認（４５分）応用技術②　アンダーハンドパスにおけるレセプシ
ョン・ディグの実際8

学習内容の復習（４５分）基本戦術の確認（４５分）応用技術③　ブロックの習得・指導、ディフェンス
におけるチーム戦術の提示9

10 バレーボールにおける複合的練習①　オフェンス（
コンビネーション攻撃） 基本戦術の確認（４５分） 学習内容の復習（４５分）

学習内容の復習（４５分）基本戦術の確認（４５分）バレーボールにおける複合的練習②　ディフェンス
（トータルディフェンス）11

学習内容の復習（４５分）ゲーム展開の確認（４５分）ゲームにおける展開・戦術の組み方12

学習内容の復習（４５分）ゲーム展開の確認（４５分）課題練習、ゲーム形式13

試験課題の確認（４５分）ゲーム展開の確認（４５分）課題練習、ゲーム形式14

試験の出来の振り返り（４５分）試験課題の確認（４５分）実技試験15

身についたことの確認（４５分）授業全体の振り返り（４５分）まとめ
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ガイダンス内容の理解（４５分）

科目名称 球技Ⅱ（ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ）

専門科目科目分類区分

天野　雅斗（経営学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

HSS522074（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 ２号館７階

単位数 1 (単位認定責任者： ）天野　雅斗 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

学校現場における教員経験がある教員がその経験を活かして、バレーボール教材を活用した
教育方法について指導する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



ルールや審判法をほとんど
理解していなかった。

887－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
ソフトボールの基礎からゲームに至るまでの技術や方法を実践し、競技特性やルールを学ぶ。また、中学・高等学校の体育実技に於いて、健康・安全に留意できる
指導能力を身に着ける。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（4）（5）に対応する。

到達目標
ソフトボールの基本技術や練習方法を学び、自主的にゲームが運営できるように導く。また、ゲームを通じてルールや審判法を習得する。

授業全体の内容と概要
前半は、ソフトボールの歴史や競技の特性を概説するとともに、攻撃や守備の基本動作の理論と練習方法を習得し、徐々に応用技術や実践的練習方法へと展開する
。後半は試合形式の練習やゲームの中でルールや審判法も学ぶ。また、少人数での特殊なゲームも体験する。

授業の方法
ソフトボールの実技及びゲームは、野球場で行う。雨天時は、基本的に室内練習場で行うが、ビデオ視聴を利用する場合は、教室で実施する。
授業内での準備運動では不十分な場合は、早めに到着し、自主的に実施してください。基本技術の習得には個人差が生じます。未熟な技術を自覚できた場合は、熟
練者に手伝ってもらい、技術の向上に努めてください。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
ソフトボールまたは野球のユニホームを着用するのが望ましいが、屋外での運動にふさわしい物であれば構わない。金具の付いたスパイクシューズは危険なので使
用禁止。ジョギングシューズで構わない。グローブは数に限りがあるので、できるだけ個人で用意するのが望ましい。

資格指定科目
教職課程（保健体育）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

ルールと審判法の理解

守備の基本技術と動きの理
解

打撃の基本技術と攻撃の理
解

ルールや審判法を熟知し、
競技の特性や歴史的な知識
も備わった。

ルールや審判法を熟知し、
試合を進行させることがで
きた。

ルールや審判法をある程度
は知っていて、試合を進行
させることができた。

ルールや審判法をある程度
は知っているが、周りのア
ドバイスを受けながら試合
を進行させることができた
。

送球と捕球の基本動作に正
確性とスピードがあり、理
想的な動きを理解し、模範
的な動きを示すことができ
た。

送球と捕球の基本動作に正
確性とスピードがあり、理
想的な動きを理解した。

送球と捕球の基本動作にや
や正確性とスピードに欠け
るが模範となる動きを理解
できた。

基本動作にやや正確性とス
ピードに欠けるが正しい動
きは理解できた。

基本動作の正しい動きを理
解できなかった。

打基本動作に充分な正確性
と強さがあり、理想的な動
きを理解し、模範的な動き
を示すことができた。

打基本動作に正確性と強さ
があり、理想的な動きを理
解できた。

基本動作にやや正確性とス
ピードに欠けるが模範とな
る動きを理解できた。

基本動作にやや正確性とス
ピードに欠けるが正しい動
きは理解できた。

基本動作の正しい動きを理
解できなかった。

科目名称 球技Ⅳ（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）（2

専門科目科目分類区分

米野　宏（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

HSS522076（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館３階　　

単位数 1 (単位認定責任者： ）米野　宏 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

本授業の経験年数は５年以上となる。また、中学・高等学校の教員免許更新講習においてソ
フトボールの講習を担当した経験も活かし授業を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は、１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ３０％ ６０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

888－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス（シラバスの説明）
(授業改善アンケート結果反映の説明)
ソフトボールの歴史

シラバスを読んで確認する。（４５分）

2 基本技術（送球・捕球） シラバスを確認し、準備をする。（４５分） 技術の未熟なところは個人的に練習する。（４５分
）

シラバスを確認し、準備をする。（４５分）　3 基本技術（ゴロ捕球・飛球の捕球） 技術の未熟なところは個人的に練習する。（４５分
）　

技術の未熟なところは個人的に練習する。（４５分
）　シラバスを確認し、準備をする。（４５分）　基本技術（打撃）4

技術の未熟なところは個人的に練習する。（４５分
）　シラバスを確認し、準備をする。（４５分）　応用技術（攻撃・守備・走塁）5

技術の未熟なところは個人的に練習する。（４５分
）　シラバスを確認し、準備をする。（４５分）　戦術に関する理解と実践（攻撃、走塁）6

技術の未熟なところは個人的に練習する。（４５分
）　シラバスを確認し、準備をする。（４５分）　戦術に関する理解と実践（守備）7

技術の未熟なところは個人的に練習する。（４５分
）　シラバスを確認し、準備をする。（４５分）　審判法とゲームの進行（実技テスト兼ねる）8

技術の未熟なところは個人的に練習する。（４５分
）　シラバスを確認し、準備をする。（４５分）　審判法とゲームの進行（実技テスト兼ねる）9

10 審判法とゲームの進行（実技テスト兼ねる） シラバスを確認し、準備をする。（４５分）　 技術の未熟なところは個人的に練習する。（４５分
）　

技術の未熟なところは個人的に練習する。（４５分
）　シラバスを確認し、準備をする。（４５分）　審判法とゲームの進行（実技テスト兼ねる）11

技術の未熟なところは個人的に練習する。（４５分
）　シラバスを確認し、準備をする。（４５分）　多人数での実戦練習とゲームの工夫（１０人制のゲ

ーム）12

技術の未熟なところは個人的に練習する。（４５分
）　シラバスを確認し、準備をする。（４５分）　多人数での実戦練習とゲームの工夫（１０人制のゲ

ーム）13

技術の未熟なところは個人的に練習する。（４５分
）シラバスを確認し、準備をする。（４５分）　少人数での実戦練習とゲームの工夫（６人制のゲー

ム）　14

技術の未熟なところは個人的に練習する。（４５分
）シラバスを確認し、準備をする。（４５分）　少人数での実戦練習とゲームの工夫（６人制のゲー

ム）　15

学んだことを再確認する。（４５分）シラバスを確認し、準備をする。（４５分）　ふりかえり、達成度のチエック
（授業改善アンケートの実施回）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

資料は保管し、ノートで確認する。（４５分）

科目名称 球技Ⅳ（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）（2

専門科目科目分類区分

米野　宏（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

HSS522076（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館３階　　

単位数 1 (単位認定責任者： ）米野　宏 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

本授業の経験年数は５年以上となる。また、中学・高等学校の教員免許更新講習においてソ
フトボールの講習を担当した経験も活かし授業を行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



ルールや審判法をほとんど
理解していなかった。

889－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
ソフトボールの基礎からゲームに至るまでの技術や方法を実践し、競技特性やルールを学ぶ。また、中学・高等学校の体育実技に於いて、健康・安全に留意できる
指導能力を身に着ける。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（4）（5）に対応する。

到達目標
ソフトボールの基本技術や練習方法を学び、自主的にゲームが運営できるように導く。また、ゲームを通じてルールや審判法を習得する。

授業全体の内容と概要
前半は、ソフトボールの歴史や競技の特性を概説するとともに、攻撃や守備の基本動作の理論と練習方法を習得し、徐々に応用技術や実践的練習方法へと展開する
。後半は試合形式の練習やゲームの中でルールや審判法も学ぶ。また、少人数での特殊なゲームも体験する。

授業の方法
ソフトボールの実技及びゲームは、野球場で行う。雨天時は、基本的に室内練習場で行うが、ビデオ視聴を利用する場合は、教室で実施する。
授業内での準備運動では不十分な場合は、早めに到着し、自主的に実施してください。基本技術の習得には個人差が生じます。未熟な技術を自覚できた場合は、熟
練者に手伝ってもらい、技術の向上に努めてください。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
ソフトボールまたは野球のユニホームを着用するのが望ましいが、屋外での運動にふさわしい物であれば構わない。金具の付いたスパイクシューズは危険なので使
用禁止。ジョギングシューズで構わない。グローブは数に限りがあるので、できるだけ個人で用意するのが望ましい。

資格指定科目
教職課程（保健体育）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

ルールと審判法の理解

守備の基本技術と動きの理
解

打撃の基本技術と攻撃の理
解

ルールや審判法を熟知し、
競技の特性や歴史的な知識
も備わった。

ルールや審判法を熟知し、
試合を進行させることがで
きた。

ルールや審判法をある程度
は知っていて、試合を進行
させることができた。

ルールや審判法をある程度
は知っているが、周りのア
ドバイスを受けながら試合
を進行させることができた
。

送球と捕球の基本動作に正
確性とスピードがあり、理
想的な動きを理解し、模範
的な動きを示すことができ
た。

送球と捕球の基本動作に正
確性とスピードがあり、理
想的な動きを理解した。

送球と捕球の基本動作にや
や正確性とスピードに欠け
るが模範となる動きを理解
できた。

基本動作にやや正確性とス
ピードに欠けるが正しい動
きは理解できた。

基本動作の正しい動きを理
解できなかった。

打基本動作に充分な正確性
と強さがあり、理想的な動
きを理解し、模範的な動き
を示すことができた。

打基本動作に正確性と強さ
があり、理想的な動きを理
解できた。

基本動作にやや正確性とス
ピードに欠けるが模範とな
る動きを理解できた。

基本動作にやや正確性とス
ピードに欠けるが正しい動
きは理解できた。

基本動作の正しい動きを理
解できなかった。

科目名称 球技Ⅳ（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）（3

専門科目科目分類区分

米野　宏（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

HSS522076（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館３階　　

単位数 1 (単位認定責任者： ）米野　宏 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

本授業の経験年数は５年以上となる。また、中学・高等学校の教員免許更新講習においてソ
フトボールの講習を担当した経験も活かし授業を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる出席回数は、１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ３０％ ６０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

890－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス（シラバスの説明）
(授業改善アンケート結果反映の説明)
ソフトボールの歴史

シラバスを読んで確認する。（４５分）

2 基本技術（送球・捕球） シラバスを確認し、準備をする。（４５分） 技術の未熟なところは個人的に練習する。（４５分
）

シラバスを確認し、準備をする。（４５分）　3 基本技術（ゴロ捕球・飛球の捕球） 技術の未熟なところは個人的に練習する。（４５分
）　

技術の未熟なところは個人的に練習する。（４５分
）　シラバスを確認し、準備をする。（４５分）　基本技術（打撃）4

技術の未熟なところは個人的に練習する。（４５分
）　シラバスを確認し、準備をする。（４５分）　応用技術（攻撃・守備・走塁）5

技術の未熟なところは個人的に練習する。（４５分
）　シラバスを確認し、準備をする。（４５分）　戦術に関する理解と実践（攻撃、走塁）6

技術の未熟なところは個人的に練習する。（４５分
）　シラバスを確認し、準備をする。（４５分）　戦術に関する理解と実践（守備）7

技術の未熟なところは個人的に練習する。（４５分
）　シラバスを確認し、準備をする。（４５分）　審判法とゲームの進行（実技テスト兼ねる）8

技術の未熟なところは個人的に練習する。（４５分
）　シラバスを確認し、準備をする。（４５分）　審判法とゲームの進行（実技テスト兼ねる）9

10 審判法とゲームの進行（実技テスト兼ねる） シラバスを確認し、準備をする。（４５分）　 技術の未熟なところは個人的に練習する。（４５分
）　

技術の未熟なところは個人的に練習する。（４５分
）　シラバスを確認し、準備をする。（４５分）　審判法とゲームの進行（実技テスト兼ねる）11

技術の未熟なところは個人的に練習する。（４５分
）　シラバスを確認し、準備をする。（４５分）　多人数での実戦練習とゲームの工夫（１０人制のゲ

ーム）12

技術の未熟なところは個人的に練習する。（４５分
）　シラバスを確認し、準備をする。（４５分）　多人数での実戦練習とゲームの工夫（１０人制のゲ

ーム）13

技術の未熟なところは個人的に練習する。（４５分
）シラバスを確認し、準備をする。（４５分）　少人数での実戦練習とゲームの工夫（６人制のゲー

ム）　14

技術の未熟なところは個人的に練習する。（４５分
）シラバスを確認し、準備をする。（４５分）　少人数での実戦練習とゲームの工夫（６人制のゲー

ム）　15

学んだことを再確認する。（４５分）シラバスを確認し、準備をする。（４５分）　ふりかえり、達成度のチエック
（授業改善アンケートの実施回）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

資料は保管し、ノートで確認する。（４５分）

科目名称 球技Ⅳ（ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ）（3

専門科目科目分類区分

米野　宏（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

HSS522076（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館３階　　

単位数 1 (単位認定責任者： ）米野　宏 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

本授業の経験年数は５年以上となる。また、中学・高等学校の教員免許更新講習においてソ
フトボールの講習を担当した経験も活かし授業を行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



授業後の感想文をほとんど
書くことができなかった。

891－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
1.精神保健における個別課題への取り組みと実際について理解する。
2.地域精神保健と地域保健について理解する。
3.諸外国における精神保健の概要について理解する。
4.関連法規およひ�施設について理解する。　

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）に対応する。　

到達目標
自分を取り巻く環境と精神保健との関連について理解し,職業人としての精神保健活動における役割について学ふ�ことか�て�きる。　

授業全体の内容と概要
①　現代の精神保健分野の動向と課題と、精神保健の基本的な考え方について。
②　精神保健の基礎知識を理解し,ライフサイクルにおける精神保健,学校,職場,地域にいたるまて�幅広く精神保健を学習し対策について学ふ�。
「SDG3. すべての人に健康と福祉を」の関連授業

授業の方法
パワーポイント、板書、プリント、 DVDを使用しながら講義形式で行うが、内容によってはグループで討論することもある。毎回、授業の最後に学んだことや質問
をまとめて提出する。質問は次の授業で回答する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

○ その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
精神保健に関連する疾患などについて事例を交えて学習する。毎回、授業の最後に学んだことをまとめて提出する。これは出席と成績に反映される。　

資格指定科目
教職課程(保健体育)選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

メンタルヘルス上の問題の
理解

授業に主体的に取り組む態
度

精神保健学的な思考力・判
断力の程度

資料やDVDなどの授業内容
を十分理解し、自分の考え
を含めた感想文を毎回提出
していた。

授業後の感想文に自分の考
えについてある程度述べて
いた。

授業後の感想文に自分が理
解したことを大枠でまとめ
ていた。

内容は乏しいが授業後の感
想文に記入していた。

メンタルヘルスの問題を抱
えた児童・生徒への支援方
法についてわかりやすく説
明できた。

メンタルヘルスの問題を抱
えた児童・生徒への支援方
法についておおむね説明で
きた。　

メンタルヘルスの問題を抱
えた児童・生徒への支援方
法について一定程度説明で
きた。

メンタルヘルスの問題を抱
えた児童・生徒への支援方
法について多少説明できた
。

メンタルヘルスの問題を抱
えた児童・生徒へ支援方法
について説明することがで
きなかった。

精神保健学の基本を踏まえ
てメンタルヘルスに関する
考察を十分行うことができ
た。

精神保健学の基本を踏まえ
てメンタルヘルスに関する
考察をおおむね行うことが
できた。

精神保健学の基本を踏まえ
てメンタルヘルスに関する
考察を一定程度行うことが
できた。

精神保健学の基本を踏まえ
てメンタルヘルスに関する
考察を多少行うことができ
た。

精神保健学の基本を踏まえ
てメンタルヘルスに関する
考察を行うことができなか
った。

科目名称 精神保健Ⅰ

専門科目科目分類区分

佐々木　智城（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

PSS522066（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり　 左記に該当する場合の実務経験と授業関連内容

精神科病院の勤務経験のある精神保健福祉士が経験も交えながら指導する。　

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。　

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ７０％ ０％ ０％ ２０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照　

修学サポート（合理的配慮）
・事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
・講義中の録音･録画･撮影は事前相談を経て、個人利用に限り許可する場合がある。
・板書の量および方法等について配慮する。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

892－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
現代の精神保健分野の動向と基本的考え方について
。
シラバスの説明。授業改善アンケート結果反映の説

資料を事前に読んでおくこと（９０分）

2 精神保健の概要 資料を事前に読んでおくこと（９０分）　 授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

資料を事前に読んでおくこと（９０分）　3 精神保健の意義と課題 授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）資料を事前に読んでおくこと（９０分）　ライフサイクルにおける精神保健1

胎児期およひ�乳幼児期における精神保健4

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）資料を事前に読んでおくこと（９０分）　ライフサイクルにおける精神保健2

学童期における精神保健5

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）資料を事前に読んでおくこと（９０分）　ライフサイクルにおける精神保健3

思春期における精神保健6

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）資料を事前に読んでおくこと（９０分）　ライフサイクルにおける精神保健4

青年期における精神保健7

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）資料を事前に読んでおくこと（９０分）　ライフサイクルにおける精神保健5

成人期における精神保健8

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）資料を事前に読んでおくこと（９０分）　ライフサイクルにおける精神保健6

老年期における精神保健9

10 家庭における精神保健対策 指定した教科書を事前に読んでおくこと（９０分）
　

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）資料を事前に読んでおくこと（９０分）　思春期の精神保健対策11

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）資料を事前に読んでおくこと（９０分）　職場における精神保健対策12

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）資料を事前に読んでおくこと（９０分）　地域における精神保健対策13

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）資料を事前に読んでおくこと（９０分）　アルコール関連問題14

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）資料を事前に読んでおくこと（９０分）　薬物乱用防止対策15

レポートの作成（９０分）レポート作成の準備をすること（９０分）レポートについて、最終回において解説しフィード
バックする。授業改善アンケートの実施。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

科目名称 精神保健Ⅰ

専門科目科目分類区分

佐々木　智城（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

PSS522066（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり　 左記に該当する場合の実務経験と授業関連内容

精神科病院の勤務経験のある精神保健福祉士が経験も交えながら指導する。　

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 日本ソーシャルワーク教育学校
連盟

中央法規出版 4805882530

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新精神保健福祉士養成講座２　現代の精神保
健の課題と支援』

2021

2

3

4

5



技術練習の中でも達成して
いなかった。

893－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
基本からゲームに至るまでの技術や方法を実践し、自らの技術向上のみならず作戦を生かした攻防を展開しゲームが出来るようにする。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（４）（５）に対応する。

到達目標
競技の特性やルールを学び理解するとともに、練習場などの安全を確かめ、健康・安全に留意できる教員としての指導能力をつける。

授業全体の内容と概要
サッカーの基礎技術の習得及びゲームを中心に授業を進める。

授業の方法
実技を中心とし競技の特性を生かしたグループワークから課題解決し（模擬授業を含む）、確認テスト等でより深くサッカー理解を深める。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

〇 模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①服装はトレーニングウエア等を着用。
②グランドでの実技はアップシューズで行う。
③雨天の場合は体育館で行う。

資格指定科目
教職課程（保健体育）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

基本技術の理解と習得　ド
リブル・パス・シュート・
ヘディング・ボールコント
ロール

個人戦術に関する理解と実
践　守備・攻撃

指導の実践

試合形式の中で高いレベル
で正確にできた。

試合形式の中でおおむね正
確にできた。

技術練習の中では一定的達
成していた。

技術練習の中では達成して
いた。

試合形式の中でも高いレベ
ルで理解できていた。

試合形式の中でもおおむね
理解できていた。

導入練習の中ではおおむね
理解できていた。

導入練習の中では一定的理
解できていた。

導入練習の中でも理解でき
ていなかった。

設定と導入が目標を越えた
レベルを達成できた。

設定と導入が目標レベルを
おおむね達成できた。

設定と導入が目標レベルを
一定的達成できた。

設定と導入が理解できてい
た。

目標レベルを達成できてい
なかった。

科目名称 球技Ⅵ（ｻｯｶｰ）

専門科目科目分類区分

木島　敦（経営学科・非常勤講師）　小
助川　真木（経営学科・非常勤講師）

授業担当者（所
属・職名）

HSS522078（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 1 (単位認定責任者： ）木島　敦 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

サッカー指導に関する経験・業績を有する教員が、その経験を基に実践的な授業を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１１回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ３０％ ２０％ ５０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等又はスポーツ課で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

894－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
授業改善アンケート結果反映の説明
シラバスの説明
サッカーガイダンス　授業の進め方

シラバスの確認（４５分）

2 基本技術の理解と習得
①ドリブル・パス

試合映像確認
（４５分） ドリブル・パスの練習（４５分）

試合映像の確認（４５分）3 基本技術の理解と習得
②シュート・ヘディング シュート・ヘディングの練習（４５分）

ボールコントロールの練習（４５分）試合映像の確認（４５分）基本技術の理解と習得
③ボールコントロール4

試合映像の確認（４５分）ドリブル・パス・ヘディングシュートボールコント
ロールの練習（４５分）基本技術の確認5

応用技術の確認練習（４５分）基本技術の確認練習（４５分）応用技術の理解と習得6

試合映像による守備における基本と原則の確認
（４５分）試合映像の確認（４５分）戦術に関する理解と実践

①守備における基本と原則7

試合映像による攻撃における基本と原則の確認
（４５分）試合映像の確認（４５分）戦術に関する理解と実践

②攻撃における基本と原則8

試合映像による守備・攻撃における戦術の確認
（４５分）試合映像の確認（４５分）戦術に関する理解と実践

③攻撃における戦術9

10 レフリングとチーム運営 試合映像の確認（４５分） 試合映像によるレフリングとチーム運営の確認
（４５分）

試合映像によるレフリーの確認（４５分）試合映像の確認（４５分）試合形式によるレフリーの実践11

試合映像の確認（４５分）試合映像の確認（４５分）試合形式による基本・応用・戦術の理解と実践・守
備12

試合映像の確認（４５分）試合映像の確認（４５分）試合形式による基本・応用・戦術の理解と実践・攻
撃13

試合映像の確認（４５分）試合映像の確認（４５分）試合形式による基本・応用・戦術の理解と実践・守
備と攻撃14

試合映像の確認（４５分）試合映像の確認（４５分）試合15

試合映像の確認（４５分）基本・応用のトレーニング（４５分）
実技試験
フィードバック
授業改善アンケートの実施

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

シラバスの再確認（４５分）

科目名称 球技Ⅵ（ｻｯｶｰ）

専門科目科目分類区分

木島　敦（経営学科・非常勤講師）　小
助川　真木（経営学科・非常勤講師）

授業担当者（所
属・職名）

HSS522078（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 1 (単位認定責任者： ）木島　敦 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

サッカー指導に関する経験・業績を有する教員が、その経験を基に実践的な授業を行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



経営学や企業システムの基
礎的な知識を理解していな
い。

895－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
経営学の基礎を学び、組織や人のマネジメントについて理解する。あわせて経営学検定などの取得を目指す。

授業の位置づけ
経営学科のDPの（１）（２）（３）（４）に対応。

到達目標
経営学の基礎的知識と組織＆人のマネジメント力を身につける。

授業全体の内容と概要
企業システムや経営戦略といった経営学の基礎を固め、経営組織や人的資源管理の理論を学ぶ。

授業の方法
テキストを用いての講義に加え、クラウドツールを活用したグループワークなども実施予定。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
学習を妨げる行為（私語等）は厳禁とする。

資格指定科目
教職課程（商業）選択科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

経営学や企業システムの基
礎的な理解

組織構造・組織行動・人的
資源管理論の理解

組織論・人的資源管理論を
活かした関連資格やキャリ
アの理解

経営学や企業システムの基
礎的な知識を具体的な事例
に当てはめ、マネジメント
に活かすことができる。

経営学や企業システムの基
礎的な知識を具体的な事例
に当てはめることができる
。

経営学や企業システムの基
礎的な知識と事例を理解し
ている。

経営学や企業システムの基
礎的な知識を理解している
。

組織構造・組織行動・人的
資源管理論の知識を具体的
な事例に当てはめ、マネジ
メントに活かすことができ
る。

組織構造・組織行動・人的
資源管理論の知識を具体的
な事例に当てはめることが
できる。

組織構造・組織行動・人的
資源管理論の知識と事例を
理解している。

組織構造・組織行動・人的
資源管理論の知識を理解し
ている。

組織構造・組織行動・人的
資源管理論の知識を理解し
ていない。

組織論・人的資源管理論を
活かした関連資格やキャリ
アについて、自身のキャリ
アプランに当てはめ、活用
することができる。

組織論・人的資源管理論を
活かした関連資格やキャリ
アについて、自身のキャリ
アプランに当てはめること
ができる。

組織論・人的資源管理論を
活かした関連資格やキャリ
ア、事例を理解している。

組織論・人的資源管理論を
活かした関連資格やキャリ
アを理解している。

組織論・人的資源管理論を
活かした関連資格やキャリ
アを理解していない

科目名称 人的資源管理論

専門科目科目分類区分

髙見　啓一（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

MAN413013，MAN523038（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 学生便覧参照

単位数 2 (単位認定責任者： ）髙見　啓一 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

中小企業診断士（経営コンサルタント）

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
位認定に必要な最低出席回数は１０回以上（出席数は自身で管理すること）。加えて、指定課題も提出することを単位要件とする。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ 50％ ０％ ０％ 50％ ０％

オフィスアワー メールでのアポイントメントにより随時対応
研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

896－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
イントロダクション（経営学と人的資源管理論）
シラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明

シラバスを読んでおくこと（90分）

2 日本型企業システム①（株式会社のしくみ） テキストの該当箇所を一読すること（90分） 講義内での指定課題に取り組むこと（90分）

テキストの該当箇所を一読すること（90分）3 日本型企業システム②（コーポレート・ガバナンス
） 講義内での指定課題に取り組むこと（90分）

講義内での指定課題に取り組むこと（90分）テキストの該当箇所を一読すること（90分）経営戦略①（企業の戦略とリソース）4

講義内での指定課題に取り組むこと（90分）テキストの該当箇所を一読すること（90分）経営戦略②（企業の戦略と外部環境）5

講義内での指定課題に取り組むこと（90分）テキストの該当箇所を一読すること（90分）組織論・人的資源管理①（経営管理の基礎理論）6

講義内での指定課題に取り組むこと（90分）テキストの該当箇所を一読すること（90分）組織論・人的資源管理②（経営機能と管理機能）7

講義内での指定課題に取り組むこと（90分）テキストの該当箇所を一読すること（90分）組織論・人的資源管理③（リーダーシップ）8

講義内での指定課題に取り組むこと（90分）テキストの該当箇所を一読すること（90分）組織論・人的資源管理④（マネジメント・プロセス
）9

10 日本型企業の経営課題①（M&A、グローバル化など
） テキストの該当箇所を一読すること（90分） 講義内での指定課題に取り組むこと（90分）

講義内での指定課題に取り組むこと（90分）テキストの該当箇所を一読すること（90分）日本型企業の経営課題②（情報化、SDGsなど）11

講義内での指定課題に取り組むこと（90分）テキストの該当箇所を一読すること（90分）検定対策・事例研究①（人的資源管理論を活かした
検定や事例の研究）12

講義内での指定課題に取り組むこと（90分）テキストの該当箇所を一読すること（90分）検定対策・事例研究②（人的資源管理論を活かした
検定や事例の研究）13

講義内での指定課題に取り組むこと（90分）テキストの該当箇所を一読すること（90分）検定対策・事例研究③（人的資源管理論を活かした
検定や事例の研究）14

講義内での指定課題に取り組むこと（90分）テキストの該当箇所を一読すること（90分）まとめ（期末レポートに向けて）
授業改善アンケートの実15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

講義内での指定課題に取り組むこと（90分）

科目名称 人的資源管理論

専門科目科目分類区分

髙見　啓一（経営学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

MAN413013，MAN523038（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 学生便覧参照

単位数 2 (単位認定責任者： ）髙見　啓一 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

中小企業診断士（経営コンサルタント）

基本情報

開講時期

1 一般社団法人日本経営協会 (監
修), 特定非営利活動法人経営能

中央経済社 978-4-502-26111-4

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『経営経営学検定試験公式テキスト／１経営学の
基本』

2018

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入する意義とその必要性
について理解ができなかっ
た。

897－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
学校教育現場にスクール（学校）ソーシャルワーカーが存在する意義・役割、スクールソーシャルワークの広範な専門性について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）と（２）と（３）と（４）と（５）に対応する。

到達目標
１．今日の学校教育現場にスクールソーシャルワーカーを導入する意義とその必要性に理解・説明できる。
２．発展過程と具体的にスクールソーシャルワークの役割について理解・説明できる。
３．スクールソーシャルワークについてジェネリックおよびスペシフィックな視点での広範な知識・技術、支援方法について理解・説明できる。

授業全体の内容と概要
学校教育現場にスクール（学校）ソーシャルワーカーが存在する意義・役割について、いじめ・不登校・学習保障・保護者対応・児童虐待への対応など、具体的な
事例に基づいて、演習形式でスクールソーシャルワークの広範な専門性について理解する。
「ＳＤＧ３．すべての人に健康と福祉を」「ＳＤＧ4．質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
１．授業形態は演習形式である。
２．テキストを使用し、ポイントとするべき箇所は説明,板書を行う。
３．適宜質問を促し、質問に対応する。
４．COVID-１９の状況により、対面授業およびオンライン授業の併用やどちらかに変更になる場合もある。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

〇 ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
１．教員や学生が板書した内容や演習で話し合った内容、フィードバックなどもある授業であるので、しっかりとノートに写し、毎回の授業後にノートの整理をす
る。
２．適宜質問に対応する。
３．COVID-１９の状況により、対面授業およびオンライン授業の併用やどちらかに変更になる場合もある。

資格指定科目
スクール（学校）ソーシャルワーカー資格課程、社会福祉士国家試験受験資格課程
社会福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

【知識】今日の学校教育現
場にスクールソーシャルワ
ーカーを導入する意義とそ
の必要性に理解する。

【知識】発展過程と具体的
にスクールソーシャルワー
クの役割について理解する
。

【知識】スクールソーシャ
ルワークについてジェネリ
ックおよびスペシフィック
な視点での広範な知識・技
術、支援方法について理解
する。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入する意義とその必要性
について非常に理解できた
。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入する意義とその必要性
についておおむね理解でき
た。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入する意義とその必要性
について理解できた。

今日の学校教育現場にスク
ールソーシャルワーカーを
導入する意義とその必要性
について一部理解ができな
かった。

発展過程と具体的にスクー
ルソーシャルワークの役割
について非常に理解できた
。

発展過程と具体的にスクー
ルソーシャルワークの役割
についておおむね理解でき
た。

発展過程と具体的にスクー
ルソーシャルワークの役割
について理解できた。

発展過程と具体的にスクー
ルソーシャルワークの役割
について一部理解ができな
かった。

発展過程と具体的にスクー
ルソーシャルワークの役割
について理解ができなかっ
た。

発展過程と具体的にスクー
ルソーシャルワークの役割
について非常に理解できた
。

発展過程と具体的にスクー
ルソーシャルワークの役割
についておおむね理解でき
た。

発展過程と具体的にスクー
ルソーシャルワークの役割
について理解できた。

発展過程と具体的にスクー
ルソーシャルワークの役割
について一部理解ができな
かった。

発展過程と具体的にスクー
ルソーシャルワークの役割
について理解ができなかっ
た。

科目名称 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｸ演習

専門科目科目分類区分

上原　正希（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS122054（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）上原　正希 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉士・精神保健福祉士・介護支援専門員の資格を持ち、日本・北海道ソーシャルワー
カー協会理事である。
ソーシャルワーカーとして現場経験のある教員が、自分自身のソーシャルワーク経験や体験
談を踏まえ、講義を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
１．教科書は必ず持参する。
２．必要な資料等は適宜配布する。
３．９回目の授業時にノートの確認を行う。
４．出席回数は最低７回なければ試験を受験することはできない。
５．その他について、出席状況、演習における話し合いの態度や発言するなどの取り組みで評価する。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション
・シラバスの説明
・前年度実施した授業改善アンケートの結果反映の

教科書を事前に読んでおくこと(９０分)

2
スクールソーシャルワークと『いじめ・不登校・非
行』への対応
　

教科書を事前に読んでおくこと(９０分) ノート整理を行うこと(９０分)

教科書を事前に読んでおくこと(９０分)3 スクールソーシャルワークと『自殺防止』への対応 ノート整理を行うこと(９０分)

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークと『発達障害・精神疾患
』への対応4

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークと『児童虐待』への対応5

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークと『性的マイノリティ』
への対応6

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)スクールソーシャルワークと『保護者対応-いじめ
・不登校・非行・発達障害・貧困など』への対応7

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分)
スクールソーシャルワークと『災害に備えた学校づ
くり』への対応
授業改善アンケートの実施

8

ノート整理を行うこと(９０分)教科書を事前に読んでおくこと(９０分
スクールソーシャルワークと『新たに求められてい
ること』への対応～演習に取り組んできた事後エッ
センス～

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノート整理を行うこと(９０分)

科目名称 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｸ演習

専門科目科目分類区分

上原　正希（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS122054（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）上原　正希 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉士・精神保健福祉士・介護支援専門員の資格を持ち、日本・北海道ソーシャルワー
カー協会理事である。
ソーシャルワーカーとして現場経験のある教員が、自分自身のソーシャルワーク経験や体験
談を踏まえ、講義を行う。

基本情報

開講時期

1 山野則子など ミネルヴァ書房 978-4-6230-7834-9

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『よくわかるスクールソーシャルワーク』 2016年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『適宜紹介する。』

2

3

4

5



左記の内容が何一つできな
かった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
学校教育法第１条で定める学校のうち原則として18歳未満の児童生徒を対象とした学校、同法で定める学校に関する施設・機関等、地方教育行政の組織及び運営に
関する法律で定める教育委員会等、その他教育基本法及び地方公共団体の条例等で定める学校教育に関する施設・機関・組織その他の施設・機関等（以下、「学校
現場等」という。）において、学校及び日常での生活を営む上で課題の解決を要する児童生徒とその家庭及びその児童を取り巻く環境・学校・社会・制度等を実習
を通して体験的に学ぶスクールソーシャルワーク実習に必要な視点・知識・スキルなどを身につける。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）と（２）と（３）と（４）と（５）に対応する。

到達目標
１．スクール（学校）ソーシャルワーク実習の意義について理解する。
２．学校現場等を知り、学校組織を体験的に学ぶ。
３．スクール（学校）ソーシャルワーク実習にかかる個別指導並びに集団指導を通して学校における相談援助活動やソーシャルワーク実践にかかる知識と技術につ
いて具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。
４．教育の場で生かせる社会福祉士として求められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握等総合的に対応できる能力を習得する。
５．具体的な体験や援助活動を専門的援助技術として概念化し理論化し体系立てていくことができる能力を養う。
６．用意された現場ではなく社会福祉が展開されるべく新しい現場に入るという意味を十分理解し、開拓の視点を養う。

授業全体の内容と概要
次に掲げる事項について個別指導及び集団指導を行うものとする。
ア．スクール（学校）ソーシャルワーク実習の意義
イ．学校、教育委員会、教育センター、適応指導教室など基本的な理解
ウ．実習先で必要とされる相談援助（子ども、家族、教員対象）に係る知識と技術に関する理解
エ．実習先で必要とされるチームで対応する力やケース会議に係る知識と技術に関する理解
オ．実習先の市の子ども相談体制について理解
カ．現場体験学習（個別面接、ケース会議、連携会議など）、見学実習
キ．実習における個人のプライバシー保護と守秘義務等の理解
ク．実習記録ノートへの記録内容及び記録方法に関する理解
ケ．実習生、実習担当専任教員、実習先の実習指導者との三者協議を踏まえた実習計画の作成
コ．巡回指導

授業の方法
１．授業形態は講義・演習・実習形式である。　
２．資料を適宜配布し、ポイントとするべきは説明・板書を行う。
３．適宜質問を促し、対応する。
４．COVID-１９の状況により、対面授業およびオンライン授業の併用やどちらかに変更になる場合もある。
５．学校や教育委員会への訪問・講義受講なども実施予定である。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

〇 模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

〇 フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

〇 ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
１．必要な資料等は適宜配布する。
２．３・４年次に相談援助実習指導および相談援助実習を履修済みおよび履修見込みである。
３．４年次に開講される精神保健福祉援助実習・相談援助実習Ⅱを履修しない。
４．将来、教育の分野でスクールソーシャルワーカーとして勤務することを強く願う、意欲のある学生に開講する。

資格指定科目
スクール（学校）ソーシャルワーカー資格課程、社会福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

実習中の利用者との関りを
ＳＷ理論・技法と位置付け
て説明する。

実習中の他職種・他機関連
携をＳＷ理論・技法と位置
付けて説明する。

実習中の地域連携について
ＳＷ理論・技法と位置付け
て説明する。

実習中の利用者とのコミュ
ニケーション場面における
成功事例と失敗事例を振り
返り、それを具体的論で説
明でき、且つ、具体的技法
との関連を説明できた。

実習中の利用者とのコミュ
ニケーション場面における
成功事例と失敗事例を振り
返り、それを具体的論で説
明でき、且つ、具体的技法
との関連を説明できた。

実習中の利用者とのコミュ
ニケーション場面における
成功事例と、失敗事例を振
り返り、それを具体的理論
によって説明できた。

実習中の利用者とのコミュ
ニケーション場面における
成功事例を振り返り、それ
を具体的理論で説明できた
。

実習中の他職種・他機関連
携について具体的なＳＷ理
論と結び付けて説明でき、
且つ、ジェネリックソーシ
ャルワークの視点から普遍
的なＳＷ理論に昇華できた
。

実習中の他職種・他機関連
携を全て説明でき、実習の
領域の特性と合わせて説明
できた。

実習中の他職種・他機関連
携について、どんな職種・
機関と連携したかを説明で
きた。

実習中の他職種・他機関連
携について具体的なＳＷ理
論と結び付けて説明できた
。

左記の内容が何一つできな
かった。

実習中の地域連携について
説明でき、その具体的業務
をＳＷ理論を用いて説明で
き、且つ、地域ネットワー
ク構築の特徴を考察できた
。

実習中の地域連携について
説明でき、具体的にどんな
機関と連携し、どのような
ＳＷ実践を行ったかを説明
できた。

実習中の地域連携について
説明でき、その具体的な業
務内容をＳＷ理論を用いて
説明できた。

実習中の地域連携について
、どんな機関と連携したか
を説明できた。

左記の内容が何一つできな
かった。

科目名称 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｸ実習指導

専門科目科目分類区分

上原　正希（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS123055（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）上原　正希 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉士・精神保健福祉士・介護支援専門員の資格を持ち、日本・北海道ソーシャルワー
カー協会理事である。
ソーシャルワーカーとして現場経験のある教員が、自分自身のソーシャルワーク経験や体験
談を踏まえ、講義を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
１．授業は１０回開催する。
２．最低８回は出席する。
３．その他については、レポート２０％・その他は出席および出席態度が８０％の評価とする。
４．成績評価分布の目標について「Ｓ」は履修者の１０%以内とし、「Ａ」と「Ｓ」を含めて履修者の４０%以内とする。
但し、履修者が１０人未満の授業科目は、授業形態等を考慮し、成績評価の割合の対象外とする（絶対評価と相対評価を併用する）。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２０％ ０％ ０％ ０％ ８０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

900－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション
・シラバスの説明
・前年度実施した授業改善アンケートの結果反映の

指定した資料を事前に読んでおくこと(９０分）

2 ・実習必要書類の作成 指定した資料を事前に読んでおくこと(９０分） ノート整理を行うこと(９０分）

指定した資料を事前に読んでおくこと(９０分）3
・実習先で必要とされる相談援助（子ども、家族、
教員対象）に係る知識と技術に関する理解
・実習先で必要とされるチームで対応する力やケー

ノート整理を行うこと(９０分）

ノート整理を行うこと(９０分）指定した資料を事前に読んでおくこと(９０分）
・実習先の市の子ども相談体制について理解カ
・現場体験学習（個別面接、ケース会議、連携会議
など）、見学実習

4

ノート整理を行うこと(９０分）指定した資料を事前に読んでおくこと(９０分）
・実習における個人のプライバシー保護と守秘義務
等の理解
・実習記録ノートへの記録内容及び記録方法に関す

5

ノート整理を行うこと(９０分）指定した資料を事前に読んでおくこと(９０分）
・実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理、実習
におけるスクール（学校）ソーシャルワーク実習と
しての不足分のレポート、実習総括レポートの作成

6

ノート整理を行うこと(９０分）指定した資料を事前に読んでおくこと(９０分）
・実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理、実習
におけるスクール（学校）ソーシャルワーク実習と
しての不足分のレポート、実習総括レポートの作成

7

ノート整理を行うこと(９０分）指定した資料を事前に読んでおくこと(９０分）
・実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理、実習
におけるスクール（学校）ソーシャルワーク実習と
しての不足分のレポート、実習総括レポートの作成

8

ノート整理を行うこと(９０分）指定した資料を事前に読んでおくこと(９０分）
・実習記録や実習体験を踏まえた課題の整理、実習
におけるスクール（学校）ソーシャルワーク実習と
しての不足分のレポート、実習総括レポートの作成

9

10 ・実習の評価全体総括会
・授業改善アンケートの実施 指定した資料を事前に読んでおくこと(９０分） ノート整理を行うこと(９０分）

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノート整理を行うこと(９０分）

科目名称 ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｸ実習指導

専門科目科目分類区分

上原　正希（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS123055（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）上原　正希 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉士・精神保健福祉士・介護支援専門員の資格を持ち、日本・北海道ソーシャルワー
カー協会理事である。
ソーシャルワーカーとして現場経験のある教員が、自分自身のソーシャルワーク経験や体験
談を踏まえ、講義を行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『別途指示します。』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『適宜紹介します。』

2

3

4

5



現代社会における社会的養
護の意義と歴史的変遷につ
いて、理解することができ
なかった。

901－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
以下について理解することで、児童福祉施設における援助者としての保育士の役割や援助のあり方について必要なことは何かを考える。
①現代社会における社会的養護の意義と歴史的変遷について理解する。
②子どもの人権擁護を踏まえた社会的養護の基本について理解する。
③社会的養護の制度や実施体系等について理解する。
④社会的養護の対象や形態、関係する専門職等について理解する。
⑤社会的養護の現状と課題について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP（１）（２）（５）に対応する

到達目標
①現代社会における社会的養護の意義と歴史的変遷について理解することができる。
②子どもの人権擁護を踏まえた社会的養護の基本について理解することができる。
③社会的養護の制度や実施体系等について理解することができる。
④社会的養護の対象や形態、関係する専門職等について理解することができる。
⑤社会的養護の現状と課題について理解することができる。

授業全体の内容と概要
①現代社会における社会的養護の意義と歴史的変遷について学ぶ。
②子どもの人権擁護を踏まえた社会的養護の基本について学ぶ。
③社会的養護の制度や実施体系等について学ぶ。
④社会的養護の対象や形態、関係する専門職等について学ぶ。
⑤社会的養護の現状と課題について学ぶ。

授業の方法
授業は、スライドや板書、テキスト、配布資料を活用しながら説明を行う。講義中、テーマを提示し思考・考察、小グループによる意見交換・討論、発表の場面を
設定する。毎回、講義開始時に前回の講義に関する質問事項や理解不足に対する点に対してフィードバックを行う。レポートについても解説によるフィードバック
を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
次回の講義でフィードバックを行うので、受講カードにその日の講義の理解についての記述を求める。子どもの健やかな成長とより良い育ち」を支援する保育士に
必要な事柄を理解するとともに、自らの将来のあるべき保育士像を構築しながら受講することを求める。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

現代社会における社会的養
護の意義と歴史的変遷につ
いて

子どもの人権擁護を踏まえ
た社会的養護の基本につい
て

社会的養護の制度や実施体
系等について

社会的養護の対象や形態、
関係する専門職等について

社会的養護の現状と課題に
ついて

現代社会における社会的養
護の意義と歴史的変遷につ
いて、理解を深めた。

現代社会における社会的養
護の意義と歴史的変遷につ
いて、ほぼ理解を深めた。

現代社会における社会的養
護の意義と歴史的変遷につ
いて、やや理解を深めた。

現代社会における社会的養
護の意義と歴史的変遷につ
いて、理解することができ
た。

子どもの人権擁護を踏まえ
た社会的養護の基本につい
て、理解を深めた。

子どもの人権擁護を踏まえ
た社会的養護の基本につい
て、ほぼ理解を深めた。

子どもの人権擁護を踏まえ
た社会的養護の基本につい
て、やや理解を深めた。

子どもの人権擁護を踏まえ
た社会的養護の基本につい
て、理解することができた
。

子どもの人権擁護を踏まえ
た社会的養護の基本につい
て、理解することができな
かった。

社会的養護の制度や実施体
系等について、理解を深め
た。

社会的養護の制度や実施体
系等について、ほぼ理解を
深めた。

社会的養護の制度や実施体
系等について、やや理解を
深めた。

社会的養護の制度や実施体
系等について、理解するこ
とができた。

社会的養護の制度や実施体
系等について、理解するこ
とができなかった。

社会的養護の対象や形態、
関係する専門職等について
、理解を深めた。

社会的養護の対象や形態、
関係する専門職等について
、ほぼ理解を深めた。

社会的養護の対象や形態、
関係する専門職等について
、やや理解を深めた。

社会的養護の対象や形態、
関係する専門職等について
、理解することができた。

社会的養護の対象や形態、
関係する専門職等について
、理解することができなか
った。

社会的養護の現状と課題に
ついて、理解することがで
きなかった。

社会的養護の現状と課題に
ついて、理解を深めた。

社会的養護の現状と課題に
ついて、ほぼ理解を深めた
。

社会的養護の現状と課題に
ついて、やや理解を深めた
。

社会的養護の現状と課題に
ついて、理解することがで
きた。

科目名称 社会的養護Ⅰ

専門科目科目分類区分

杉本　大輔（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS122071（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）杉本　大輔 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ７０％ ０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照すること

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

902－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス（シラバス確認を含む）、現代社会にお
ける社会的養護の意義（社会的養護の理念と概念） 社会的養護とは（９０分）

2 社会的養護の歴史的変遷 社会的養護の歴史的変遷（９０分） ノート整理、疑問点の解消（９０分）

子どもの権利擁護（９０分）3 社会的養護の基本①子どもの人権擁護と社会的養護 ノート整理、疑問点の解消（９０分）

ノート整理、疑問点の解消（９０分）社会的養護の基本原則（９０分）社会的養護の基本②社会的養護の基本原則4

ノート整理、疑問点の解消（９０分）保育士等の倫理と責務（９０分）社会的養護の基本③社会的養護における保育士等の
倫理と責務5

ノート整理、疑問点の解消（９０分）社会的養護の法体系（９０分）社会的養護の制度と法体系6

ノート整理、疑問点の解消（９０分）社会的養護の実施体系（９０分）社会的養護の仕組みと実施体系7

ノート整理、疑問点の解消（９０分）社会的養護の対象（９０分）社会的養護の対象8

ノート整理、疑問点の解消（９０分）家庭養護と施設養護（９０分）家庭養護と施設養護9

10 社会的養護に関わる専門職 社会的養護に関わる専門職（９０分） ノート整理、疑問点の解消（９０分）

ノート整理、疑問点の解消、レポート作成（９０分
）社会的養護に関する社会的状況（９０分）社会的養護の現状と課題①社会的養護に関する社会

的状況11

ノート整理、疑問点の解消、レポート作成（９０分
）施設等の運営管理（９０分）社会的養護の現状と課題②施設等の運営管理12

ノート整理、疑問点の解消（９０分）被措置児童等の虐待防止（９０分）社会的養護の現状と課題③被措置児童等の虐待防止13

ノート整理、疑問点の解消（９０分）地域福祉とは（９０分）社会的養護の現状と課題④社会的養護と地域福祉14

ノート整理、疑問点の解消（９０分）文献学習（９０分まとめ（事例研究）授業改善アンケートの実施15

文献学習（９０分）文献学習（９０分）課題（レポート）対する解説を行いフィードバック
する16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノート整理、疑問点の解消（９０分）

科目名称 社会的養護Ⅰ

専門科目科目分類区分

杉本　大輔（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS122071（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）杉本　大輔 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



食生活の意義や栄養に関す
る基本的知識を理解できな
かった。

903－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
１．健康な生活の基本としての食生活の意義や栄養に関する基本的知識を学ぶ。
２．子どもの発育・発達と食生活の関連について理解を深める。
３．食育の基本とその内容及び食育のための環境を地域社会・文化とのかかわりの中で理解する。
４．家庭や児童福祉施設における食生活の現状と課題について学ぶ。
５．特別な配慮を要する子どもの食と栄養について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科の ＤＰ（２）、（5）に対応する。

到達目標
小児期の栄養と食生活は生涯にわたる健康と生活の基礎であり小児期から成人にいたる一貫した食生活の意義を理解し、また、保育との関連の中で小児に適切な食
事が提供できることの意義と保育における食生活が心の健康にも影響すること、食生活が家族の健康や生活地域との密接な関係があること、食生活を通じて生活全
般や環境の望ましい姿を理解する。

授業全体の内容と概要
小児期の成長・発達は，最も著しい時期である。とくに小児期の栄養は，生涯を通じての健康の基盤を確立するためにも重要である。小児期の身体発育や運動機能
・精神的発達などを充分に理解し，適正な栄養のあり方を学び，実習を行う。
「ＳＤＧ３．すべての人に健康と福祉を」の関連科目。

授業の方法
授業は板書を中心に、パワーポイントや視聴覚教材(DVD・ブルーレイ)も取り入れながら講義形式で行う。
調理実習も伴うので必要に応じでグループワークやグループ学習も実施し、その都度発生した疑問・質問などにはフィードバックとして解説を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
実習を含む科目（グループで実習）なので欠席は極力さけること。単位認定に必要となる出席回数は１１回以上とする。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能(理解力)

汎用的機能(思考力)

態度・志向性(意欲)

食生活の意義や栄養に関す
る基本的知識を十分に理解
できた。

食生活の意義や栄養に関す
る基本的知識を概ね理解で
きた。

食生活の意義や栄養に関す
る基本的知識を理解できた
。

食生活の意義や栄養に関す
る基本的知識を多少理解で
きた。

子どもの発育・発達と食生
活の関連について十分に理
解し深く考察できた。

子どもの発育・発達と食生
活の関連についてに理解し
概ね考察できた。

子どもの発育・発達と食生
活の関連について十分に理
解し考察できた。

子どもの発育・発達と食生
活の関連について十分に理
解し多少考察できた。

子どもの発育・発達と食生
活の関連について考察でき
なかった。

授業を休まず出席できた。
(１６回)

授業を概ね休まず出席でき
た。(１５回)

授業を休むことがあるが出
席できた。(１４～１３回)

授業を休みがちだが出席で
きた。(１２～１１回)

評価前提条件を満たす事が
できなかった。(１０～０
回)

科目名称 子どもの食と栄養

専門科目科目分類区分

湯浅　頼佳（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

EHS122075（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）湯浅　頼佳 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
定期試験，レポート，出席，その他（授業態度、平常点（活動状況、表等）を上表の基準で評価する。単位認定に必要となる出席回数は１１回以上とする。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

８０％ ５％ ０％ ０％ １０％ ５％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

904－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス及びシラバスの説明と授業改善アンケー
ト結果反映の説明 子どもの食生活に関係した話題を調べる(９０分)

2 子どもの健康と食生活の意義－子どもの心身の健康
と食生活・子どもの食生活の現状と課題 教科書の学習内容部分を数回読んでおく事(９０分)毎回授業後にノート整理を含めた復習を行う(９０分)

教科書の学習内容部分を数回読んでおく事(９０分)3 栄養に関する基本的知識(1)栄養の基本的概念と栄
養素の種類と機能

毎回授業後にノート整理を含めた復習を行う(９０
分)

毎回授業後にノート整理を含めた復習を行う(９０
分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく事(９０分)栄養に関する基本的知識(2)食事摂取基準と献立作

成・調理の基本4

毎回授業後にノート整理を含めた復習を行う(９０
分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく事(９０分)子どもの発育・発達と食生活(1)乳児期の授乳・離

乳の意義と食生活5

毎回授業後にノート整理を含めた復習を行う(９０
分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく事(９０分)子どもの発育・発達と食生活(2)幼児期の心身の発

達と食生活6

毎回授業後にノート整理を含めた復習を行う(９０
分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく事(９０分)子どもの発育・発達と食生活(3)学童期の心身の発

達と食生活・生涯発達と食生活7

毎回授業後にノート整理を含めた復習を行う(９０
分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく事(９０分)食育の基本と内容(1)食育における養護と教育の一

体性8

毎回授業後にノート整理を含めた復習を行う(９０
分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく事(９０分)食育の基本と内容(2)食育の内容と計画及び評価・

食育のための環境9

10 食育の基本と内容(3)地域の関係機関や職員間の連
携・食生活指導及び食を通した保護者への支援 教科書の学習内容部分を数回読んでおく事(９０分)毎回授業後にノート整理を含めた復習を行う(９０分)

毎回授業後にノート整理を含めた復習を行う(９０
分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく事(９０分)家庭や児童福祉施設における食事と栄養11

毎回授業後にノート整理を含めた復習を行う(９０
分)教科書の学習内容部分を数回読んでおく事(９０分)特別な配慮を要する子どもの食と栄養12

うまく行かなかった点や反省点を次回に繋げる様考
える(９０分)

調理実習に必要な要件について調べておく事(９０
分)調理実習(1)13

調理実習についてレポートを作成する(９０分)調理実習に必要な要件について調べておく事(９０
分)調理実習(2)14

受講後の考察をレポートにまとめる(９０分)子どもの栄養について理解したことをまとめる
(９０分)まとめ15

試験のふりかえり（９０分）試験準備（９０分）
授業改善アンケートの実施及び定期試験実施
６０分の試験終了後、残りの３０分で解説を行いま
す。

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

シラバスの確認をする。毎回授業後にノート整理を
含めた復習を行う事(９０分)

科目名称 子どもの食と栄養

専門科目科目分類区分

湯浅　頼佳（社会福祉学科・専任講師）授業担当者（所
属・職名）

EHS122075（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館３階

単位数 2 (単位認定責任者： ）湯浅　頼佳 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 上田玲子 ななみ書房 9784903355986

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『子どもの食生活　第6版 栄養・食育・保育』 2022

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



技法が理解できず、作品を
制作できなかった。

905－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
（金属）：金属（鍛金）の特性を活かした美しい作品を制作することが出来る。
（染色）：広大な染色の世界の一端としての型染めを知る。技法の特質と道具、材料の名称、使用法を知る。型の連続によるデザインの可能性を知る。
（テキスタイルデザイン）：身の回りにあふれるテキスタイルデザインを知り、知識を深める。スクリーンプリント技法を学ぶ。

授業の位置づけ
デザイン学科のＤＰ（１）（３）（５）に対応する。

到達目標
（金属）：金属（鍛金）の特性を理解して作品を制作することが出来る。
（染色）：型染めの歴史と特性を知り説明できる。型染めの道具、材料の使用方法と技法の基礎を知り制作ができる。型染め特有のデザインの方法を知り実践でき
る。
（テキスタイルデザイン）：身の回りにあふれるテキスタイルデザインを知る。スクリーンプリント技法を体験する。

授業全体の内容と概要
（金属）では、「鍛金」を行う。道具の名称や使用方法を実践を通じて学ぶ。制作した作品はポスター（プレゼンテーションボード）にまとめ提出する。
（染色）では、型染めの歴史と技法を学び、自身のデザインで制作に取り組む授業である。オムニバスの少ない授業時間であるが型彫から水元までの型染め全行程
を体験する。
（テキスタイルデザイン）では、身の回りにあふれるテキスタイルデザインに注目し、オリジナルのデザインを考える。スクリーンプリント技法を学び、実践する
。テキスタイル小作品を制作し、発表・展示を行う。作業工程についての簡単なレポートを書く。

授業の方法
（金属）スライドを使って課題の説明を行なった後、各自作品制作を行う。作品完成後、作品評価及び講評を行う。学生は各自で画像を撮影して保存する。最終的
に保存した画像を編集し、ポスターを作成し提出する。

（染色）板書，作例によって歴史と作業の基礎を学び，各自の構想による原画をもとに型染めの制作を行う実技科目である。完成作品の発表を行う機会を設け講評
をする。ここで学ぶ型染めは四方送りの技法である。

（テキスタイルデザイン）授業は板書・パワーポイント・資料配布・実演等の方法で説明する。授業後に説明用動画はTeamｓに保存するので振り返り可能。課題は
添削、講評にてフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
（金属）制作した作品は撮影して保存し、最終的にはポスターにまとめて提出すること。

（染色）限られた時数の中で工程数が多いので遅刻、欠席は極力避けることが肝要である。
染料と水を使う作業なので対応する服装を心がける。

（テキスタイルデザイン）授業開始から３０分間で作業の説明を行うので遅刻しないこと。作業計画のスケジュールは変更できないので必ず出席すること。簡単な
レポート提出あり。

資格指定科目
教職課程（美術・工芸）必修科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

工芸作品の基本的な特性の
理解（知識・理解）

編集と発表の能力（思考力
・表現力・判断力等）

主体的に学習に取り組む態
度（主体性・多様性・協働
性）

工芸における道具の使い方
を理解し、技法の特性を活
用して美しい作品を制作し
た。

工芸における道具の使い方
を理解し、鍛金技法の特性
を活用した作品を制作した
。

工芸における道具の使い方
を理解し、鍛金技法による
を制作した。

工芸技法を使って作品を制
作した。

制作した作品・スケッチ等
を秩序立てて編集し、美し
くデザインされたポスター
を作成した。

制作した作品・スケッチ等
を秩序立てて編集し、ポス
ターを作成した。

制作した作品・スケッチ等
を全て収めたポスターを作
成した。

制作した作品・スケッチ等
のほとんどを収めたポスタ
ーを作成した。

制作した作品・スケッチ等
を収めずポスターを作成し
なかった。

課題を予習・復習をした。
挑戦的な計画をし、制作を
行う事が出来た。また課題
を超えて制作を行なった。

課題の予習・復習をした。
挑戦的な計画をし、制作を
行う事が出来た。

課題の予習または復習をし
た。自ら計画を立て、制作
を行う事が出来た。

授業毎の課題を受け、計画
的に制作を行う事が出来た
。

授業毎の課題を受けて計画
的に制作を行う事が出来な
かった。

科目名称 工芸実習Ⅰ（オムニバ

専門科目科目分類区分

梅田　力（デザイン学科・准教授）中島
　義博（デザイン学科・特任教授）三上

授業担当者（所
属・職名）

AEA222072（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・２年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 アトリエ棟２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）梅田　力 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
オムニバス全体で、２０回以上の出席をする事。
各講座で課される作品等を全て完成させ、期限内に提出をする事。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ７０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション
シラバスの説明、授業改善アンケート結果反映の説
明

シラバスをよく読んでおくこと（４５分）

2 鍛金について 課題に関連するドローイングを描いてくる事（４５
分） ポスター作成（４５分）

課題に関連するドローイングを描いてくる事（４５
分）3 アイススプーン

デザイン案（鍛金） ポスター作成（４５分）

ポスター作成（45分）課題に関連するドローイングを描いてくる事（４５
分）

アイススプーン
デザイン案（鍛金）4

ポスター作成（４５分）課題に関連するドローイングを描いてくる事（４５
分）

アイススプーン
（鍛金）5

ポスター作成（45分）課題に関連するドローイングを描いてくる事（４５
分）

アイススプーン
（鍛金）6

ポスター作成（４５分）課題に関連するドローイングを描いてくる事（４５
分）

アイススプーン
（鍛金）仕上げ7

ポスター作成（４５分）課題に関連するドローイングを描いてくる事（４５
分）

アイススプーン
（鍛金）仕上げ8

講評を再考し、理解を深めること（４５分）事前に質問したい事をまとめておく（４５分）ポスターセッション
（講評）9

10 ポスターセッション
（講評） 事前に質問したい事をまとめておく（４５分） 講評を再考し、理解を深めること（４５分）

課題を理解し、準備を進める事（４５分）シラバスをよく読んでおくこと（４５分）シラバスの説明（染色）11

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

型染めの歴史、特性、技法の説明
型の図案作成12

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）型の図案作成13

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

型彫り
洋型紙に図案を彫る14

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）型彫り15

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

型彫り
糊を作り生地に置く16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 染色
色糊を作り、型の上から引く

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

18 染色 作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）19 蒸し、水元、定着 各自必要なところまで制作作業を進めること（４５

分）

作品を持ち帰り、鑑賞、使用、反省すること（４５
分）事前に質問したい事をまとめておく（４５分）完成作品発表・講評20

課題を理解し、準備を進める事（４５分）
シラバスを読んでどんな作品を作るか考えておくこ
と（４５分）
と（４５分）。

授業改善アンケート結果反映の説明
シラバスの説明21

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

作業が円滑に進むよう必要な事前準備を行うこと
（４５分）

テキスタイルデザインとスクリーンプリント技法に
ついて全体の作業計画を立てる22

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）関連する作品集や作品展で学ぶ（４５分）。ラフデザイン①23

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）関連する作品集や作品展で学ぶ（４５分）。ラフデザイン②24

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）関連する作品集や作品展で学ぶ（４５分）。版下作成①25

26 版下作成② 関連する作品集や作品展で学ぶ（４５分）。 各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）関連する作品集や作品展で学ぶ（４５分）。製版27

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）関連する作品集や作品展で学ぶ（４５分）。刷り28

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）関連する作品集や作品展で学ぶ（４５分）。落版・掃除29

各自必要なところまで制作作業を進めること（４５
分）関連する作品集や作品展で学ぶ（４５分）。発表30

作品を持ち帰り、鑑賞、使用、反省すること（４５
分）事前に質問したい事をまとめておく（４５分）講評31

作品を持ち帰り、鑑賞、使用、反省すること（４５
分）事前に質問したい事をまとめておく（４５分）講評

授業改善アンケートの実施32

オリエンテーションを振り返り、内容を理解する事
（４５分）

科目名称 工芸実習Ⅰ（オムニバ

専門科目科目分類区分

梅田　力（デザイン学科・准教授）中島
　義博（デザイン学科・特任教授）三上

授業担当者（所
属・職名）

AEA222072（科目ナンバリング： ）

前期

デザイン学科・２年対象学科・配当

授業形態 実技 必修・選択 選択

研究室等所在 アトリエ棟２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）梅田　力 CAP制 ×

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



助言しても理解できなかっ
た。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
子どもの心身の健康増進を図る保健活動の意義を理解し、子どもの身体発育や生理機能及び運動機能並びに精神機能の発達と保健について学ぶ。また、子どもに多
い疾病とその予防法及び適切な対応について理解を深める。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）と（２）と（3）と（４）と（５）に対応する。

到達目標
子どもの健康と保健の意義を理解し、子どもの発育・発達及び子どもの疾病と保育について説明できる。

授業全体の内容と概要
子どもの保健の意義、子どもの健康と心身機能、発育・発達と保健及び子どもに多い疾病と予防について
学習する。

授業の方法
講義形式。板書やテキストを活用し、子どもを取り巻く社会問題や背景と関連付けて解説を行う。また、まとめや確認のために小試験やレポート（２回）を課題と
し、検索後返却し、解答・解説を行いフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
なし

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

子どもの保健の意義

子どもの発育・発達

子どもに多い疾病

子どもの特徴や健康と生命
の安全、心身の健やかな育
ちを関連させ非常によく理
解できた。

子どもの特徴や健康と生命
の安全、心身の健やかな育
ちを関連させ概ね理解でき
た。

子どもの特徴や健康、生命
の安全や心身の健やかな育
ちについて部分的に理解で
きた。

子どもの特徴や健康、生命
の安全、心身の健やかな育
ちについて助言により理解
できた。

子どもの発育・発達の原則
を列挙し、心身機能、生理
・運動機能、社会性の発達
過程を詳しく説明できた。

子どもの発育・発達の原則
を列挙し、心身機能、生理
・運動機能、社会性の発達
過程を概ね説明できた。

子どもの発育・発達の原則
、心身機能、生理・運動機
能、社会性について部分的
に説明できた。

子どもの発育・発達の原則
、心身機能、生理・運動機
能、社会性について助言に
より説明できた。

助言しても説明できなかっ
た。
　

子どもの健康状態の把握方
法を学び、子どもに多い病
気を列挙。その病気の特徴
や症状・対応について詳し
く説明できた。

子どもの健康状態の把握方
法を学び、子どもに多い病
気を列挙。その病気の特徴
や症状・対応について概ね
説明できた。

子どもの健康状態の把握方
法、子どもに多い病気とそ
の対応について部分的に説
明できた。

子どもの健康、子どもに多
い病気について助言により
説明できた。

助言しても説明できなかっ
た。

科目名称 子どもの保健

専門科目科目分類区分

宮﨑　剛司（社会福祉学科・講師）授業担当者（所
属・職名）

SOM122074（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 学生便覧参照

単位数 2 (単位認定責任者： ）宮﨑　剛司 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

看護実践、看護教育の実務経験あり。人の生命誕生から成長過程を学び、社会の構成員とし
ての子どもを健全に育む意義・保育の役割を説明する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ １０％ ０％ ２０％ １０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明、ガイダンス
子どもの健康と保健の意義（１）
保健活動の意義と目的

事前に教科書全体に目をとおしておく（９０分）

2 子どもの健康と保健の意義（２）
健康の概念と健康指標

教科書の「子どもの保健の意義」について事前に読
んでおくこと（９０分） 当日の授業で行ったことをまとめておく（９０分）

教科書の「子どもの保健の意義」について事前に読
んでおくこと（９０分）3 子どもの健康と保健の意義（３）

子どもの健康に関する現状と課題 当日の授業で行ったことをまとめておく（９０分）

授業終了時に出す課題についてレポート作成するこ
と（９０分）

教科書の「子どもの保健の意義」について事前に読
んでおくこと（９０分）

子どもの健康と保健の意義（４）
地域における保健活動と児童虐待防止4

返却レポートを見直し子どもの保健の意義を再確認
する（９０分）

教科書の「子どもの発育・発達」について事前に読
んでおくこと（９０分）

子どもの発育・発達と保健（１）
ヒトの成り立ちと身体発育5

当日の授業で行ったことを復習しておくこと（９０
分）

教科書の「子どもの発育・発達」について事前に読
んでおくこと（９０分）

子どもの発育・発達と保健（２）
生理機能の発達と保健6

小テストを行うので前半の授業の復習を欠かさぬこ
と（９０分）

教科書の「子どもの発育・発達」について事前に読
んでおくこと（９０分）

子どもの発育・発達と保健（３）
子どもの運動機能の発達と保健7

確認テスト問題を見直し自己採点しておく（９０分
）

前半の授業・ノートを見直しテストに臨むこと
（９０分）前半の総括と学習到達度の確認テスト8

当日の授業で行ったことを復習しておくこと（９０
分）

教科書の「子どもの精神機能の発達」について事前
に読んでおくこと（９０分）子どもの精神機能の発達と保健9

10 子どもの健康状態の把握（１）
健康観察と健康状態把握

教科書の「子どもの健康状態の把握」について事前
に読んでおくこと（９０分）

当日の授業で行ったことを復習しておくこと（９０
分）

当日の授業で行ったことを復習しておくこと（９０
分）

教科書の「子どもの健康状態の把握」について事前
に読んでおくこと（９０分）

子どもの健康状態の把握（２）
発育・発達の把握と保護者11

当日の授業で行ったことを復習しておくこと（９０
分）

教科書の「子どもの疾病と保育」について事前に読
んでおくこと（９０分）

子どもの疾病と保育（１）
子どもの疾病の特徴12

授業終了時に出す課題について復習すること（９０
分）

教科書の「子どもの疾病と保育」について事前に読
んでおくこと（９０分）

子どもの疾病と保育（２）
子どもの発達と疾病13

授業終了時に出す課題についてレポート作成するこ
と（９０分）

教科書の「子どもの疾病の予防と対応」について事
前に読んでおくこと（９０分）

子どもの疾病と保育（３）
子どもの疾病の予防と適切な対応14

返却レポート結果を見直し子どもの保健の課題に今
後も取り組んでいくこと
（９０分）

これまで授業で行ったことを振り返り準備してくる
こと（９０分）総括と後期に向けて15

試験の振り返りを行うこと（９０分）定期試験の準備をすること（９０分）定期試験６０分の終了後残りの時間で解説します。
授業改善アンケートの実施。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

当日の授業で行ったことをまとめておく（９０分）

科目名称 子どもの保健

専門科目科目分類区分

宮﨑　剛司（社会福祉学科・講師）授業担当者（所
属・職名）

SOM122074（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 学生便覧参照

単位数 2 (単位認定責任者： ）宮﨑　剛司 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

看護実践、看護教育の実務経験あり。人の生命誕生から成長過程を学び、社会の構成員とし
ての子どもを健全に育む意義・保育の役割を説明する。

基本情報

開講時期

1 児童育成協会/松田博雄 中央法規出版 9784805857915

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『子どもの保健』 ２０１９

2

3

4

5

1 編集：大西文子 中山書店 978-4521747774

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『子どもの健康と安全』 ２０１９

2

3

4

5



保育相談支援の特性につい
て、理解することができな
かった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
以下について理解し、事例研究やロールプレイ等を通して自己覚知を行う。
①保育士の行う保育の専門性を背景とした保護者に対する相談、助言、情報提供、行動見本の提示等の支援（保育相談支援）について、その特性と展開について理
解する。
②保育士の行う子育て支援について、様々な場や対象に即した支援の内容と方法及び技術について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP（１）（２）（５）に対応する

到達目標
①保育士の行う保育の専門性を背景とした保護者に対する相談、助言、情報提供、行動見本の提示等の支援（保育相談支援）について、その特性と展開について理
解することができる。
②保育士の行う子育て支援について、様々な場や対象に即した支援の内容と方法及び技術について理解することができる。

授業全体の内容と概要
①保育士の行う保育の専門性を背景とした保護者に対する相談、助言、情報提供、行動見本の提示等の支援（保育相談支援）について、その特性と展開を具体的に
学ぶ。
②保育士の行う子育て支援について、様々な場や対象に即した支援の内容と方法及び技術を、実践事例等を通して具体的に学ぶ。

授業の方法
授業は、演習テーマに基づき思考・考察・意見交換・討論・発表等の一連の活動を行う。小グループでの話し合い、事例分析・ロールプレイング等に基づく各自の
感想、意見、振り返りを毎回述べてもらう。グループ発表、個人発表等に対してコメントを述べフィードバックを行う。レポートについても解説によるフィードバ
ックを行う。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

○ ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
演習テーマに基づき小グループでの話し合い、ロールプレイング等を行うので主体的に参加して欲しい。専門職としての自己を成長させるための時間として活用し
て欲しい。そのためにも「準備学習」については、示したテーマに係るこれまでの学びを踏まえて整理すること。「事後学習」については、その日取り組んだ演習
内容を記録し専門職を目指す者としての自己覚知を重視すること。

資格指定科目
保育士養成課程科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

保育相談支援の特性につい
て

保育相談支援の展開につい
て

保育士の行う子育て支援の
内容について

保育士の行う子育て支援の
方法及び技術について

保育相談支援の特性につい
て、理解を深めた。

保育相談支援の特性につい
て、ほぼ理解を深めた。

保育相談支援の特性につい
て、やや理解を深めた。

保育相談支援の特性につい
て、理解することができた
。

保育相談支援の展開につい
て、理解を深めた。

保育相談支援の展開につい
て、ほぼ理解を深めた。

保育相談支援の展開につい
て、やや理解を深めた。

保育相談支援の展開につい
て、理解することができた
。

保育相談支援の展開につい
て、理解することができな
かった。

保育士の行う子育て支援の
内容について、理解を深め
た。

保育士の行う子育て支援の
内容について、ほぼ理解を
深めた。

保育士の行う子育て支援の
内容について、やや理解を
深めた。

保育士の行う子育て支援の
内容について、理解するこ
とができた。

保育士の行う子育て支援の
内容について、理解するこ
とができなかった。

保育士の行う子育て支援の
方法及び技術について、理
解を深めた。

保育士の行う子育て支援の
方法及び技術について、ほ
ぼ理解を深めた。

保育士の行う子育て支援の
方法及び技術について、や
や理解を深めた。

保育士の行う子育て支援の
方法及び技術について、理
解することができた。

保育士の行う子育て支援の
方法及び技術について、理
解することができなかった
。

科目名称 子育て支援

専門科目科目分類区分

杉本　大輔（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS122095（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）杉本　大輔 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ３０％ ０％ ０％ ７０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボードなどを参照すること

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス（シラバス確認を含む）、子育て支援の
特性①子どもの保育とともに行う保護者の支援 保護者の支援について（４５分）

2 子育て支援の特性②日常的・継続的な関わりを通じ
た保護者との相互理解と信頼関係の形成 信頼関係の形成について（４５分） 演習の記録と自己覚知（４５分）

多面的な理解について（４５分）3 子育て支援の特性③保護者や家庭の抱える支援のニ
ーズへの気づきと多面的な理解 演習の記録と自己覚知（４５分）

演習の記録と自己覚知（４５分）多様な機会や場の提供について（４５分）子育て支援の特性④子ども・保護者が多様な他者と
関わる機会や場の提供4

演習の記録と自己覚知（４５分）クライエントの状況・状態の把握について（４５分
）

子育て支援の展開①子ども及び保護者の状況・状態
の把握5

演習の記録と自己覚知（４５分）支援計画について（４５分）子育て支援の展開②支援計画と環境の構成6

演習の記録と自己覚知（４５分）職員間の連携・協働について（４５分）子育て支援の展開③支援の実践・記録・評価・カン
ファレンス及び職員間の連携・協働7

演習の記録と自己覚知（４５分）社会資源の活用について（４５分）子育て支援の展開④社会資源の活用と自治体・関係
機関や専門職との連携・協働8

演習の記録と自己覚知（４５分）保育所等における支援（４５分）子育て支援とその実際（内容・方法・技術）①保育
所等における支援9

10 子育て支援とその実際（内容・方法・技術）②地域
の子育て家庭に対する支援 地域の子育て家庭に対する支援（45分） 演習の記録と自己覚知（４５分）

レポート作成（４５分）障害のある子どもの家庭に対する支援（９４５）子育て支援とその実際（内容・方法・技術）③障害
のある子ども及びその家庭に対する支援11

レポート作成（９０分）特別な配慮を要する子どもの家庭に対する支援
（４５分）

子育て支援とその実際（内容・方法・技術）④特別
な配慮を要する子ども及びその家庭に対する支援12

演習の記録と自己覚知（４５分）子ども虐待の予防と対応（９０分）子育て支援とその実際（内容・方法・技術）⑤子ど
も虐待の予防と対応13

演習の記録と自己覚知（４５分）要保護児童等の家庭に対する支援（４５分）子育て支援とその実際（内容・方法・技術）⑥要保
護児童等の家庭に対する支援14

事例研究（４５分）多様な支援ニーズを抱える子育て家庭（４５分）
子育て支援とその実際（内容・方法・技術）⑦多様
な支援ニーズを抱える子育て家庭の理解、まとめ（
授業改善アンケートの実施）

15

事例研究（４５分）事例研究（４５分）課題（レポート）対する解説を行いフィードバック
する16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

演習の記録と自己覚知（４５分）

科目名称 子育て支援

専門科目科目分類区分

杉本　大輔（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS122095（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）杉本　大輔 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



助言してもまとめることが
できなかった。
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評価項目

概要

履修目標
養護と教育にかかわる保育内容が、それぞれに関連性を持つことを理解し、総合的に保育を展開していくための知識、技術、判断力を養う。また、子どもの発達を
保育内容の領域を通して捉え、子ども理解を深めながら「健康」について具体的に学ぶ。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）と（２）と（3）と（４）と（５）対応する。

到達目標
健康な子どもを捉える視点を学び子どもの観察を行い、健康を考えた生活・生活習慣について説明できる。
領域「健康」のねらいにつながる具体的な活動（健康につながる遊び）を提案できる。

授業全体の内容と概要
保育内容の各領域を関連させて学ぶことにより、子どもの発達促進、健康生活・活動、安全な生活のための支援方法など健康について具体的に学ぶ。また、子ども
の健康と健康を守る力を育むことの必要性を総合的に検討し理解を深める。

授業の方法
講義と実習形式。参考図書や配布資料を活用。実施前に基本学習事項、事前課題への取り組み方を提示する。
テーマについて説明後、グループワークや課題解決学習の発表・実施、その後レポート提出（２回）を行う。その都度、コメントを返す。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
なし

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

健康な子どもを捉える視点

子どもの健康を考えた生活
・生活習慣

領域「健康」のねらいにつ
ながる具体的な活動

子どもの健康把握の視点を
学び、生活の中の子どもを
観察。その観察結果を非常
によくまとめ発表できた。

子どもの健康把握の視点を
学び、生活の中の子どもを
観察。その観察結果を概ね
まとめ発表できた。

子どもの健康把握の視点か
ら子どもの観察を行い部分
的にまとめることができた
。

子どもの健康把握の視点で
子どもの観察を行い助言に
よりまとめることができた
。

子どもの健康的な生活と生
活習慣獲得過程を項目別に
整理し詳しく説明すること
ができた。

子どもの健康的な生活と生
活習慣獲得過程を項目別に
整理し概ね説明することが
できた。

子どもの健康的な生活と生
活習慣について部分的に整
理し説明することができた
。

子どもの健康的な生活と生
活習慣について、部分的に
説明することができた。

助言しても説明できなかっ
た。

領域「健康」のねらいにつ
ながる具体的な活動を討議
し、非情に良い提案・発表
ができた。

領域「健康」のねらいにつ
ながる具体的な活動を討議
し、提案・発表ができた。

領域「健康」のねらいにつ
ながる具体的な活動を討議
し、一部を提案・発表でき
た。

領域「健康」のねらいにつ
ながる具体的な活動を助言
により提案できた。

助言しても提案できなかっ
た。

科目名称 保育内容演習Ⅰ（健

専門科目科目分類区分

宮﨑　剛司（社会福祉学科・講師）授業担当者（所
属・職名）

CHS122078（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 学生便覧参照

単位数 1 (単位認定責任者： ）宮﨑　剛司 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

看護実践、看護教育の実務経験あり。子どもの観察を行い、健やかな子どもについて理解を
深め、健康を考えた生活習慣と活動（遊び）について演習する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は６回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ４０％ ４０％ ０％ １０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

912－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
ガイダンス、シラバス説明、授業改善アンケート結
果反映の説明。
健康の概念と健やかな子ども、子どもの成長・発達

履修を終えている「保育内容」の概要を理解してお
く（９０分）

2 健康の概念と健やかな子ども
子どもの成長・発達・特徴②（子どもの観察） 調べた課題の討議・発表の準備をしておく９０分）授業で出された課題について要領に沿い調べ、レポート作成する（９０分）

討議・発表準備のため十分に予習して授業に臨む
（９０分）3 子どもの健康生活と習慣①（生理的欲求と習慣） 返されたコメントや他の評価を参考に自己課題を見

直し追加修正しておく（９０分）

当日の授業で行った課題について調べ、ノートにま
とめておく（９０分）

指定した参考図書と配布資料を読んでおく（９０分
）

子どもの健康生活と習慣②（基本的生活習慣の形成
）4

授業で出された課題について要領に沿い調べ、レポ
ート作成する（９０分）

指定した参考図書・配布資料を読んでおく（９０分
）健康的な活動と環境構成①（健康的な遊びの計画）5

返されたコメントや他の評価を参考に自己課題を見
直し整理しておく（９０分）

発表・実施準備のため十分に予習して授業に臨む
（９０分）健康的な活動と環境構成②（健康的な遊びの指導）6

授業で行った課題について調べておく（９０分）指定した参考図書・配布資料を読んでおく（９０分
）事故防止と安全指導7

子どもの健康問題や保育課題に今後も取り組んでい
く（９０分）

これまで授業で行ったことを振り返り、準備してく
る（９０分）

提出レポート・課題について解説、フィードバック
し総括します。授業改善アンケートの実施。8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業で行った課題について調べておく（９０分）

科目名称 保育内容演習Ⅰ（健

専門科目科目分類区分

宮﨑　剛司（社会福祉学科・講師）授業担当者（所
属・職名）

CHS122078（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 学生便覧参照

単位数 1 (単位認定責任者： ）宮﨑　剛司 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

看護実践、看護教育の実務経験あり。子どもの観察を行い、健やかな子どもについて理解を
深め、健康を考えた生活習慣と活動（遊び）について演習する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『指定はしないが授業の中で随時案内する』

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『保育内容「健康」、「子どもの保健Ⅱ」など』

2

3

4

5



領域「環境」について基礎
的な知識を深理解すること
ができなかった。

913－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
この科目は、以下の２つを授業の目的とする。
１．養護と教育にかかわる保育の内容が，それぞれに関連性を持ち，総合的に保育を展開していくための知識，技術，判断力を習得する。
２．子どもの発達を「環境」の領域の観点から捉え，子ども理解を深めながら保育内容について具体的に学ぶ。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（２）（４）に対応する。

到達目標
１．保育を展開していくための方法や技術、援助、関わりについて具体的に理解する。
２．保育所保育指針に示す乳児保育の３つの視点や保育における領域「環境」について理解する。

授業全体の内容と概要
保育における子どもの生活や遊びを総合的に捉え、保育を展開していくための方法や技術、援助の関わりについて具体的に学修する。保育所保育指針に示す乳児保
育の３つの視点や保育における領域「環境」について学修する。

授業の方法
授業は、板書とグループ学習を取り入れ、質疑応答の時間を設定する。
課題やレポートには必ずコメントを記入し、フィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
課題の内容及と提出方法及び課題・平常点の評価方法は、授業時間に説明する。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

領域「環境」に対する知識
・技能（何を知っているか
、何ができるか）

思考力・判断力・表現力等
（知っていること、できる
ことをどう使うか）

主体的に取り組む態度（ど
のように関わるか）

領域「環境」について基礎
的な知識を深く理解できた
。

領域「環境」について基礎
的な知識をおおむね理解で
きた。

領域「環境」について基礎
的な知識を理解できた。

領域「環境」について基礎
的な知識を多少理解できた
。

保育の基本を踏まえた保育
内容「環境」の展開につい
て十分に考察できた。

保育の基本を踏まえた保育
内容「環境」の展開につい
ておおむね考察できた。

保育の基本を踏まえた保育
内容「環境」の展開につい
て考察できた。

保育の基本を踏まえた保育
内容「環境」の展開につい
て多少考察できた。

保育の基本を踏まえた保育
内容「環境」の展開につい
て考察することができなか
った。

環境を通した保育について
理解したことをわかりやす
く説明できた。

環境を通した保育について
理解したことをおおむね説
明できた。

環境を通した保育について
理解したことを説明できた
。

環境を通した保育について
理解したことを多少説明で
きた。

環境を通した保育について
理解したことを説明するこ
とができなかった。

科目名称 保育内容演習Ⅲ（環

専門科目科目分類区分

佐藤　慶知（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

CHS122080（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師控室

単位数 1 (単位認定責任者： ）佐藤　慶知 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場における実践経験を活かし、保育内容の各領域の関連を講義する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は６回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ３０％ ２０％ ０％ ５０％ ０％

オフィスアワー 事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

914－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明、授業改善アンケート結果反映の説
明
保育指針における養護と教育のねらいと内容の理解

保育指針の第一章を事前に読むこと（９０分）。

2 保育指針における環境の領域のねらいと内容、保育
者の関わりについて

保育指針の「環境」の領域を事前に読むこと（９０
分）。 ２回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。

自信が考える環境の重要性についてメモにまとめて
おくこと（９０分）3 環境教育の重要性と留意点、環境設定する際のポイ

ント
３回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。
回目の課題を作成する（90分）。

４回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。保育指針における第二章　乳児保育を事前読むこと
（９０分）。環境教育における保育者の役割と重要性について4

５回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。保育指針における乳児保育及び衛生安全管理を事前
読むこと（９０分）

乳児保育における環境の重要性、安全衛生管理につ
いて5

６回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。保育における物的環境について事前学習しておく
（９０分）。

理想の保育環境を考える
①物的環境6

７回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。保育における人的環境について事前に学習しておく
こと（９０分）。

理想の保育環境を考える
②人的環境7

授業の目的の達成度を自己評価する（９０分）。これまでの授業内容を確認しておく（９０分）。
まとめ　環境を通した保育とは
レポートの作成
授業改善アンケートの実施

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

１回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。

科目名称 保育内容演習Ⅲ（環

専門科目科目分類区分

佐藤　慶知（社会福祉学科・非常勤講師
）

授業担当者（所
属・職名）

CHS122080（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師控室

単位数 1 (単位認定責任者： ）佐藤　慶知 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場における実践経験を活かし、保育内容の各領域の関連を講義する。

基本情報

開講時期

1 厚生労働省 フレーベル館 9784577814482

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『保育所保育指針』 2018/3

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



領域「言葉」の側面から具
体的なな援助技術を理解で
きなかった。

915－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
この科目は、以下の２つを授業の目的とする。
１．養護と教育にかかわる保育の内容が，それぞれに関連性を持ち，総合的に保育を展開していくための知識技術，判断力を習得する。
２．子どもの発達を「言葉」の領域から捉え，子ども理解を深めながら保育内容について具体的に学ぶ。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（３）（４）に対応する。

到達目標
「言葉」の領域を学ぶことにより，子ども理解を深めながら保育内容を理解し、具体的に述べる。

授業全体の内容と概要
保育における領域「言葉」を学修する。「SDG4. 質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
授業は、板書とパワーポイント、グループ学習を取り入れ、意見を出し合う場を多く設定する。
最後に「言葉」「表現」に関するまとめとして発表を行い、お互いに評価しあう。
なお、レポートや課題・作品提出の際にはコメントをつけてフィードバックする。
Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、質問、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

○ グループワーク

○ ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
課題の内容及と提出方法及び課題・平常点の評価は加点方式とし、授業時間に説明する。
遅刻の場合、入室はできるが２０分以上の遅刻は欠席扱いとする。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

領域「言葉」に関する知識
・技能（何を知っているか
、何ができるか）

領域を意識した「言葉」に
関する思考力・判断力・表
現力等（知っていること、
できることをどう使うか）

主体的に取り組む態度（ど
のように関わるか）

領域「言葉」の側面から具
体的なな援助技術を深く理
解できた。

領域「言葉」の側面から具
体的なな援助技術をおおむ
ね理解できた。

領域「言葉」の側面から具
体的なな援助技術を理解で
きた。

領域「言葉」の側面から具
体的なな援助技術をやや理
解できた。

総合的な保育内容の展開に
ついて十分に考察できた。

総合的な保育内容の展開に
ついておおむね考察できた
。

総合的な保育内容の展開に
ついて考察できた。

総合的な保育内容の展開に
ついてやや考察できた。

総合的な保育内容の展開に
ついて考察できなかった。

総合的な保育内容の展開に
ついて学修したことをわか
りやすく説明できた。

総合的な保育内容の展開に
ついて学修したことをおお
むね説明できた。

総合的な保育内容の展開に
ついて学修したことを説明
できた。

総合的な保育内容の展開に
ついて学修したことをやや
説明できた。

総合的な保育内容の展開に
ついて学修したことを説明
することができなかった。

科目名称 保育内容演習Ⅳ（言

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS122081（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場における実践経験を活かし、領域「言葉」と保育内容の関連を指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は６回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２０％ ５０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

916－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明　授業改善アンケートの結果反映の
説明
子どもの言葉と育ち

指定した教科書を事前に読むこと（９０分）。

2 保育所保育指針における「言葉」の理解
乳幼児期の言葉の発達 指針「言葉」を事前学習しておく（９０分）。 ２回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。

環境保育について事前学習しておく（９０分）。3 子どものことばと保育者-どう捉え、どう関わるか- ３回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。

４回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。語彙について事前学習しておく（９０分）。うたや触れ合いを楽しむ（わらべうた、うた遊び）4

５回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。発達過程を理解しておく（９０分）。絵や劇、物語とことばの豊かな世界を楽しむ①（児
童文化財）5

授業終了時に示す課題を作成する（９０分）。発達過程について事前学習しておく（９０分）。絵や劇、物語とことばの豊かな世界を楽しむ②（児
童文化財）6

７回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。ここまでに学んだことを整理しておく（９０分）。絵や劇、物語とことばの豊かな世界を楽しむ③（児
童文化財）7

これまでの授業で理解した点を整理する（９０分）
。「言葉」の意義を事前学習しておく（９０分）。

特別な配慮が必要な子どもの関わり
提出されたレポートの評価と解説をフィードバック
授業改善アンケートの実施

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

１回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。

科目名称 保育内容演習Ⅳ（言

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS122081（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場における実践経験を活かし、領域「言葉」と保育内容の関連を指導する。

基本情報

開講時期

1 松本和美 株式会社みらい 9784860154615

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『保育に役立つ言語表現教材第2版』 ２０１８

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



１１回以下授業に参加して
おり、消極的な学習しかで
きなかった。

917－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
相談援助の理論Ⅰ・Ⅱで学んだ内容技術について，より広げ集団及び家族への援助並びに地域を基盤とした援助等のためのケアマネジメントの基礎などの理解をす
る。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP（１）（２）（３）（４）に対応する。

到達目標
①社会福祉専門職の多様な技術とその効果について理解し、説明できる。
②事例などから，利用者のケアマネジメントを実施できる。

授業全体の内容と概要
①社会福祉援助体系に占める，ケースワークを中心に学ぶ。
②現場で必要とされる面接技術を身につける。
③社会福祉専門職と集団・間接援助技術の関係性を学ぶ。
④SDG 4.質の高い教育をみんなに」の関連科目

授業の方法
知識の獲得はもちろんですが、グループワークや演習、ロールプレイなど、ソーシャルワーカーにとって必要な技術を活用しながら授業を行います。板書やプリン
トなどを使い、確認テストも行い、知識の獲得を図ります。マイクロカウンセリングを行い、自身の課題などをフィードバックして、面接の在り方を意識できるよ
うにします。ＩＣＴ活用（双方向型授業・自主学習支援など）。Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、質問、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①教科書は必ず持参すること。資料等は，適宜配布します。
②相談援助の理論と方法Ⅰ・Ⅱを学んでいることが望ましい。
③試験前の授業では総まとめを行います，大変重要です。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

授業に参加し、ノートを作
成し提出する。

定期試験の成績が６０点以
上である。

マイクロカウンセリングを
意識した面接が行え、ケア
マネジメントサイクルがで
きる。

１５回以上授業に参加し、
ノートが整理され積極的に
学習できた。

１４回授業に参加し、ノー
トが整理され積極的に学習
できた。

１３回授業に参加し、ノー
トが整理され積極的に学習
できた。

１２回授業に参加し、ノー
トが整理され積極的に学習
できた。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が１００～９０
点獲得できた。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が８９～８０点
以上獲得できた。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が７９～７０点
以上獲得できた。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が６９～６０点
以上獲得できた。

確認テストをある程度受け
、定期試験の成績が５９点
以下しか取れなかった。

マイクロカウンセリングを
意識しながら、インテーク
からエバリュエーションま
でできた。

マイクロカウンセリングを
意識しながら、インテーク
からモニタリングまででき
た。

マイクロカウンセリングを
意識しながら、インテーク
からプランニングまででき
た。

マイクロカウンセリングを
意識しながら、インテーク
からアセスメントまででき
た。

演習や模擬面接が出来なか
った。

科目名称 相談援助の理論と方法

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS123024，SWS423083，SWS523094（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉士として相談援助を行っていた教員が相談援助の実際をライブ形式で授業を行いま
す。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１２回以上。手書きのノートの提出があります。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ０％ ２５％ ０％ ２５％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

918－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 相談援助の理論と方法Ⅲの学びについて。シラバス
の説明。授業改善アンケート結果反映の説明。 事前に教科書を確認（９０分）

2 相談援助における対象の理解①概念と定義 事前に教科書を確認（９０分） 板書・教科書の復習（９０分）

事前に教科書を確認（９０分）3 相談援助における対象の理解②対象の捉え方 板書・教科書の復習（９０分）

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）ケースマネジメント①インテーク4

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）ケースマネジメント②アセスメント5

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）ケースマネジメント③プランニング6

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）ケースマネジメント④ケアプランの作成7

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）ケアマネジメントの実際(在宅）について理論8

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）ケアマネジメントの実際(在宅）について実践　事
例研究9

10 ケアマネジメントの実際(施設）について理論 事前に教科書を確認（９０分） 板書・教科書の復習（９０分）

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）ケアマネジメントの実際(施設）について実践　事
例研究11

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）コーディネーションとネットワーキング①12

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）コーディネーションとネットワーキング②13

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）相談援助における社会資源の活用・調整・開発　ソ
ーシャルアークション14

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）ボランティアについて、実習態度、まとめ15

試験の振り返り（９０分）定期試験対策（９０分）定期試験（６０分試験終了後・３０分解説）。授業
改善アンケートの実施。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

板書・教科書の復習（９０分）

科目名称 相談援助の理論と方法

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS123024，SWS423083，SWS523094（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉士として相談援助を行っていた教員が相談援助の実際をライブ形式で授業を行いま
す。

基本情報

開講時期

1 社会福祉士養成講座編集委員会 中央法規 9784805851043

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『『相談援助の理論と方法Ⅱ』』 2009年02月

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



11回以下しか授業に参加で
きなかった。

919－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
相談援助の理論Ⅰ・Ⅱで学んだ内容技術について，より広げ集団及び家族への援助並びに地域を基盤とした援助等のためのケアマネジメントの基礎などの理解する
。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP（１）（２）（３）（４）に対応する。

到達目標
①社会福祉専門職の多様な技術とその効果について理解し、説明できる。
②事例などから，利用者のケアマネジメントを実施できる。

授業全体の内容と概要
①社会福祉援助体系に占める，ケースワークを中心に学ぶ。
②現場で必要とされる面接技術を身につける。
③社会福祉専門職と集団・間接援助技術の関係性を学ぶ。
④SDG 4.質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
知識の獲得はもちろんですが、グループワークや演習、ロールプレイなど、ソーシャルワーカーにとって必要な技術を活用しながら授業を行います。板書やプリン
トなどを使い、確認テストも行い、知識の獲得を図ります。マイクロカウンセリングを行い、自身の課題などをフィードバックして、面接の在り方を意識できるよ
うにします。質問に対してはそのつど対応します。ＩＣＴ活用（双方向型授業・自主学習支援など）。Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、質問
、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
①教科書は必ず持参すること。資料等は，適宜配布します。
②相談援助の理論と方法Ⅰ・Ⅱを学んでいることが望ましい。
③試験前の授業では総まとめを行います，大変重要です。

資格指定科目
スポーツソーシャルワーカー資格課程科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

授業に参加し、ノートを作
成し提出する。

定期試験の成績が６０点以
上である。

マイクロカウンセリングを
意識した面接が行え、ケア
マネジメントサイクルが行
える。

１５回以上授業に参加し、
ノートが整理され積極的に
学習できた。

１４回授業に参加し、ノー
トが整理され積極的に学習
できた。

１３回授業に参加し、ノー
トが整理され積極的に学習
できた。

１２回授業に参加し、ノー
トが整理され積極的に学習
できた。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が１００～９０
点できた。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が８９～８０点
以上できた。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が７９～７０点
以上できた。

確認テストを受けて、定期
試験の成績が６９～６０点
以上できた。

確認テストをある程度受け
、定期試験の成績が５９点
以下しか獲得できなかった
。

マイクロカウンセリングを
意識しながら、インテーク
からエバリュエーションま
でできた。

マイクロカウンセリングを
意識しながら、インテーク
からモニタリングまででき
た。

マイクロカウンセリングを
意識しながら、インテーク
からプランニングまででき
た。

マイクロカウンセリングを
意識しながら、インテーク
からアセスメントまででき
た。

演習や模擬面接ができなか
った。

科目名称 相談援助の理論と方法

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS123024，SWS423083，SWS523094（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉士として相談援助を行っていた教員が相談援助の実際をライブ形式で授業を行いま
す。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１２回以上。手書きのノートの提出があります。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ０％ ２５％ ０％ ２５％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

920－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 相談援助の理論と方法Ⅲの学びについて。シラバス
の説明。授業改善アンケート結果反映の説明。 事前に教科書を確認（９０分）

2 相談援助における対象の理解①概念と定義 事前に教科書を確認（９０分） 板書・教科書の復習（９０分）

事前に教科書を確認（９０分）3 相談援助における対象の理解②対象の捉え方 板書・教科書の復習（９０分）

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）ケースマネジメント①インテーク4

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）ケースマネジメント②アセスメント5

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）ケースマネジメント③プランニング6

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）ケースマネジメント④ケアプランの作成7

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）ケアマネジメントの実際(在宅）について理論8

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）ケアマネジメントの実際(在宅）について実践　事
例研究9

10 ケアマネジメントの実際(施設）について理論 事前に教科書を確認（９０分） 板書・教科書の復習（９０分）

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）ケアマネジメントの実際(施設）について実践　事
例研究11

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）コーディネーションとネットワーキング①12

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）コーディネーションとネットワーキング②13

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）相談援助における社会資源の活用・調整・開発　ソ
ーシャルアークション14

板書・教科書の復習（９０分）事前に教科書を確認（９０分）ボランティアについて、実習態度、まとめ15

試験の振り返り（９０分）定期試験対策（９０分）定期試験（６０分試験終了後・３０分解説）。授業
改善アンケートの実施。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

板書・教科書の復習（９０分）

科目名称 相談援助の理論と方法

専門科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS123024，SWS423083，SWS523094（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉士として相談援助を行っていた教員が相談援助の実際をライブ形式で授業を行いま
す。

基本情報

開講時期

1 社会福祉士養成講座編集委員会 中央法規 9784805851043

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『『相談援助の理論と方法Ⅱ』』 2009年02月

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



領域「表現」の側面から具
体的なな援助技術を理解で
きなかった。

921－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
この科目は、以下の２つを授業の目的とする。
１．養護と教育にかかわる保育の内容が，それぞれに関連性を持ち，総合的に保育を展開していくための知識技術，判断力を習得する。
２．子どもの発達を「表現」の領域から捉え，子ども理解を深めながら保育内容について具体的に学ぶ。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（３）（４）に対応する。

到達目標
「表現」の領域を学ぶことにより，子ども理解を深めながら保育内容を理解し、具体的に述べる。

授業全体の内容と概要
保育における領域「表現」を学修する。「SDG4. 質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
授業は、板書とパワーポイント、グループ学習を取り入れ、意見を出し合う場を多く設定する。
最後に「表現」に関するまとめとして発表を行い、お互いに評価しあう。
なお、レポートや課題・作品提出の際にはコメントをつけてフィードバックする。
Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、質問、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

○ プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

○ グループワーク

○ ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
課題の内容及と提出方法及び課題・平常点の評価は加点方式とし、授業時間に説明する。
遅刻の場合、入室はできるが２０分以上の遅刻は欠席扱いとする。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

領域「表現」に関する知識
・技能（何を知っているか
、何ができるか）

思考力判断力表現力等（知
っていること、できること
をどう使うか）

主体的に取り組む態度（ど
のように関わるか）

領域「「表現」の側面から
具体的なな援助技術を深く
理解できた。

領域「表現」の側面から具
体的なな援助技術をおおむ
ね理解できた。

領域「表現」の側面から具
体的なな援助技術を理解で
きた。

領域「表現」の側面から具
体的なな援助技術をやや理
解できた。

総合的な保育内容の展開に
ついて十分に考察できた。

総合的な保育内容の展開に
ついておおむね考察できた
。

総合的な保育内容の展開に
ついて考察できた。

総合的な保育内容の展開に
ついてやや考察できた。

総合的な保育内容の展開に
ついて考察することができ
なかった。

総合的な保育内容の展開に
ついて学修したことをわか
りやすく説明できた。

総合的な保育内容の展開に
ついて学修したことをおお
むね説明できた。

総合的な保育内容の展開に
ついて学修したことを説明
できた。

総合的な保育内容の展開に
ついて学修したことをやや
説明できた。

総合的な保育内容の展開に
ついて学修したことを説明
することができなかった。

科目名称 保育内容演習Ⅴ（表

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS122082（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場における実践経験を活かし、領域「表現」と保育内容の関連を指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は６回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ２０％ ５０％ ０％ ３０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

922－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明
乳幼児の表現の発達

指定した教科書を事前に読むこと（９０4分）。

2 保育における領域「表現」 指針「表現」を事前学習しておく（９０分）。 ２回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。

環境保育について事前学習しておく（９０分）。3 子どもの表現が生まれる源泉 ３回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。

４回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。表現の基礎について事前学習しておく（９０分）。表現の基礎としてのこころとからだ4

５回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。発達過程を理解しておく（９０分）。遊びにおける子どもの多様な表現5

授業終了時に示す課題を作成する（９０分）。保育の阻害環境について事前学習しておく（９０分
）。表現された子どもの世界6

７回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。ここまでに学んだことを整理しておく（９０分）。子どもの表現と保育者の援助7

８回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。「表現」の意義を事前学習しておく（９０分）。
子どもの表現が育つ環境
提出されたレポートの評価と解説をフィードバック
授業改善アンケートの実施

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

１回目の授業で理解した点を整理する（９０分）。

科目名称 保育内容演習Ⅴ（表

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS122082（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場における実践経験を活かし、領域「表現」と保育内容の関連を指導する。

基本情報

開講時期

1 松本和美 株式会社みらい 9784860154615

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『保育に役立つ言語表現教材第2版』 ２０１８

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



保育実践について基礎的な
知識を理解することができ
なかった。

923－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
保育士として必要な保育に関する専門的知識及び技術、幅広く深い教養及び総合的な判断力、専門職としての倫理観等が習得、形成されたか自らの学びを振り返り
把握する。保育実習等を通じて理解した課題を分析し、その課題への対応として保育士、保育の現場、地域、社会に求められることは何か、多様な視点から考察す
る力が身につく。自己課題の明確化及び保育の実践に際して必要となる基礎的資質・能力が身につく。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（２）（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
保育士として必要な専門的知識、技術、職業倫理観について振り返ることができる。保育実習後の自己課題に気づき、保育士に求められる資質・能力が何かを認識
できる。

授業全体の内容と概要
保育士として必要な専門的知識及び技術、幅広く深い教養及び総合的な判断力、専門職としての倫理観等の習得について振り返る。さらに、保育実習等体験学習を
通し、自己課題を明確にして保育士に求められる資質・能力とは何かを認識する。
「SDG４. 質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
演習を中心とした授業を行っていく中で，実際の保育現場の事例をあげ，子どもや保護者，保育者の様子をイメージしながら，一人ひとり学生の考える場となるよ
うに授業を進めていく。質問については随時対応する。レポートは解説し、フィードバックする。Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、教材配布
等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

〇 模擬授業

〇 ディスカッション

○ グループワーク

○ ロールプレイ

実験・実習・実技

〇 フィールドワーク

調査学習

双方向授業

〇 ＰＢＬ

反転授業

○ その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
出席とレポート提出、発表・発言を重要視する。
遅刻した場合、入室はできるが２０分以上の遅刻は欠席となる。
学外の保育現場等へ出向くこともあるため、社会人としてふさわしい態度を求める。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

保育の実践方法の基礎的知
識・技能（何を知っている
か、何ができるか）

思考力・判断力・表現力等
（知っていること、できる
ことをどう使うか）

主体的に取り組む態度（ど
のように関わるか）

保育実践について基礎的な
知識を深く理解できた。

保育実践について基礎的な
知識をおおむね理解できた
。

保育実践について基礎的な
知識を理解できた。

保育実践について基礎的な
知識を多少理解できた。

保育実践の基本を踏まえた
保育内容の展開について十
分に考察できた。

保育実践の基本を踏まえた
保育内容の展開についてお
おむね考察できた。

保育実践の基本を踏まえた
保育内容の展開について考
察できた。

保育実践の基本を踏まえた
保育内容の展開について多
少考察できた。

保育実践の基本を踏まえた
保育内容の展開について考
察することができなかった
。

保育実習の振り返り及び保
育実践を通して自己課題を
明確にできた。

保育実習の振り返り及び保
育実践を通して自己課題を
おおむね明確にできた。

保育実習の振り返り及び保
育実践を通して自己課題を
理解できた。

保育実習の振り返り及び保
育実践を通して多少自己課
題を理解できた。

保育実習の振り返り及び保
育実践を通して自己課題を
理解できなかった。

科目名称 保育実践演習

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS124102（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場において実務経験がある教員が、実際の保育現場の事例等を活用して、保育実践に
必要な総合力を高める指導を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ６０％ ０％ ０％ ４０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
オリエンテーション　
授業改善アンケート結果反映の説明

シラバスを読んでおくこと。（９０分）

2 学びの振り返り①保育士の意義、役割についてグル
ープ討論 資料を読み、学習しておくこと。（９０分） 講義内容の理解を深め、復習しておくこと。（９０

分）

資料を読み、学習しておくこと。（９０分）3 学びの振り返り②保育士の職務内容、子どもに対す
る責任、倫理についてグループ討論

講義内容の理解を深め、復習しておくこと。（９０
分）

講義内容の理解を深め、復習しておくこと。（９０
分）資料を読み、学習しておくこと。（９０分）学びの振り返り③社会性、対人関係能力についてロ

ールプレイ4

講義内容の理解を深め、復習しておくこと。（９０
分）資料を読み、学習しておくこと。（９０分）学びの振り返り④子どもやその家庭の理解について

ロールプレイ5

講義内容の理解を深め、復習しておくこと。（９０
分）資料を読み、学習しておくこと。（９０分）学びの振り返り⑤職員間、関係機関との連携につい

てロールプレイ6

講義内容の理解を深め、復習しておくこと。（９０
分）資料を読み、学習しておくこと。（９０分）学びの振り返り⑥保育や子育て家庭に対する支援の

展開に関する討論7

講義内容の理解を深め、復習しておくこと。（９０
分）資料を読み、学習しておくこと。（９０分）保育に関わる今日の社会的状況等課題に関するグル

ープワーク①課題について8

講義内容の理解を深め、復習しておくこと。（９０
分）資料を読み、学習しておくこと。（９０分）保育に関わる今日の社会的状況等課題に関するグル

ープワーク②要因、背景について9

10 保育に関わる今日の社会的状況等課題に関するグル
ープワーク③課題解決の内容と方法 資料を読み、学習しておくこと。（９０分） 講義内容の理解を深め、復習しておくこと。（９０

分）

講義内容の理解を深め、復習しておくこと。（９０
分）資料を読み、学習しておくこと。（９０分）保育に関わる今日の社会的状況等課題に関するグル

ープ発表、評価11

講義内容の理解を深め、復習しておくこと。（９０
分）資料を読み、学習しておくこと。（９０分）これまでの学修を踏まえ、自己の課題の明確化12

講義内容の理解を深め、復習しておくこと。（９０
分）資料を読み、学習しておくこと。（９０分）これまでの学修を踏まえ、目指す保育士像について

明確化13

講義内容の理解を深め、復習しておくこと。（９０
分）資料を読み、学習しておくこと。（９０分）自己の課題、保育士像に向けて取り組むべき具体的

手段や方法の明確化14

講義内容の理解を深め、復習しておくこと。（９０
分）資料を読み、学修しておくこと。（９０分）保育士としての資質、能力についての研究発表とま

とめ15

解説を受け、講義全体をふりかえること。（９０分
）

講義全体をとおして質問など整理しておく。（９０
分）

レポートに関する解説及びフィードバック
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

講義内容の理解を深め、復習しておくこと。（９０
分）

科目名称 保育実践演習

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS124102（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場において実務経験がある教員が、実際の保育現場の事例等を活用して、保育実践に
必要な総合力を高める指導を行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



地域福祉の基本的な考え方
について全体的に理解がで
きなかった。

925－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
地域福祉学の学術用語や地域福祉の理念と対象、ソーシャルワークなど地域福祉学の基礎を理解する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰ（２）と（４）と（５）に対応する。

到達目標
１．地域社会における社会福祉の対象について説明ができる。
２．地域福祉学の学術用語の基礎的説明ができる。

授業全体の内容と概要
１．地域福祉学は、その対象理解を学ぶものが地域福祉論、実践方法・技術を学ぶものがコミュニティ・ワークとなる。
２．本科目は、理論的接近により地域社会、地域住民、地域資源とは何か、地域福祉論の基礎を学ぶ。
３．テキストを中心に、関連・参考文献、その他、文献資料も活用する。

授業の方法
１．授業形態は講義形式だが、適宜、グループワークやディスカッションを行う。
２．テキストを使用し,ポイントとするべき箇所は説明・板書を行う。
３．適宜、質疑応答を交える。
４．COVID-１９の状況により、対面授業およびオンライン授業の併用やどちらかに変更になる場合もある。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
１．教科書は必ず持参すること。
２．必要な資料等は適宜配布する。
３．１５回目の授業時にノートの確認を行う。
４．ⅠとⅡは同じ教科書を使用する。
５．COVID-１９の状況により、対面授業およびオンライン授業の併用やどちらかに変更になる場合もある。

資格指定科目
社会福祉主事任用資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

【知識】地域福祉の基本的
な考え方について理解する
。

【知識】地域福祉の組織や
役割について理解する。

【知識】コミュニティソー
シャルワークについて理解
する。

地域福祉の基本的な考え方
について非常に理解してい
る。

地域福祉の基本的な考え方
についておおむね理解して
いる。

地域福祉の基本的な考え方
について理解している。

地域福祉の基本的な考え方
について一部理解ができな
かった。

地域福祉の組織や役割につ
いて非常に理解している。

地域福祉の組織や役割につ
いておおむね理解している
。

地域福祉の組織や役割につ
いて理解している。

地域福祉の組織や役割につ
いて一部理解ができなかっ
た。

地域福祉の組織や役割につ
いて全体的に理解ができな
かった。

コミュニティソーシャルワ
ークについて非常に理解し
ている。

コミュニティソーシャルワ
ークについておおむね理解
している。

コミュニティソーシャルワ
ークについて理解している
。

コミュニティソーシャルワ
ークについて一部理解がで
きなかった。

コミュニティソーシャルワ
ークについて全体的に理解
ができなかった。

科目名称 地域福祉の理論と方法

専門科目科目分類区分

上原　正希（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS123084（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）上原　正希 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉士・精神保健福祉士・介護支援専門員の資格を持ち、日本・北海道ソーシャルワー
カー協会理事である。
ソーシャルワーカーとして現場経験のある教員が、自分自身のソーシャルワーク経験や体験
談を踏まえ、講義を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
１．出席回数は最低１０回なければ試験を受験することはできない。
２．その他については、出席状況１５％・ノート確認１５％の評価となる。
３．成績評価分布の目標について「Ｓ」は履修者の１０％以内とし、「Ａ」と「Ｓ」を含めて履修者の４０％以内とする。
但し、履修者が１０ 人未満の授業科目は、授業形態等を考慮し、成績評価の割合の対象外とする（絶対評価と相対評価を併用する）。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ３０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
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926－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション
・シラバスの説明
・前年度実施した授業改善アンケートの結果反映の

教科書を事前に読んでおくこと（９０分）

2 地域福祉の発展過程について 教科書を事前に読んでおくこと（９０分） ノート整理を行うこと（９０分）

教科書を事前に読んでおくこと（９０分）3 地域福祉の発展過程
－行政と住民の協働・新しい生活課題 ノート整理を行うこと（９０分）

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）地域福祉の発展過程
－新しいサービスシステム・地域福祉の主体4

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）地域福祉の基本的考え方
－地域福祉理論の発展・理念5

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）
地域福祉の基本的考え方
－地域コミュニティ型組織とアソシエーション型組
織

6

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）地域福祉の主体と福祉教育について7

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）行政組織と民間組織の役割と実際
－地域福祉計画8

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）行政組織と民間組織の役割と実際
－社会福祉協議会・社会福祉法人9

10 行政組織と民間組織の役割と実際
－NPO・民生委員児童委員など 教科書を事前に読んでおくこと（９０分） ノート整理を行うこと（９０分）

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）コミュニティーソーシャルワークについて
－考え方11

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）コミュニティーソーシャルワークについて
－展開とシステム12

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）コミュニティーソーシャルワークについて
－方法13

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）コミュニティーソーシャルワークについて
－チームアプローチ14

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）
コミュニティーソーシャルワークについて
－専門職と住民
授業改善アンケートの実施

15

テストの振り返りを行うこと（９０分）テスト勉強をしておくこと（９０分）【定期試験】６０分の試験終了後、残りの３０分で
解説16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノート整理を行うこと（９０分）

科目名称 地域福祉の理論と方法

専門科目科目分類区分

上原　正希（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS123084（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）上原　正希 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉士・精神保健福祉士・介護支援専門員の資格を持ち、日本・北海道ソーシャルワー
カー協会理事である。
ソーシャルワーカーとして現場経験のある教員が、自分自身のソーシャルワーク経験や体験
談を踏まえ、講義を行う。

基本情報

開講時期

1 日本ソーシャルワーク教育学校
連盟

中央法規 978-4-8058-8236-8

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『地域福祉と包括的支援体制』 ２０２１年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『別途指示します。』

2

3

4

5



地域福祉の基本的な考え方
について全体的に理解がで
きなかった。
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
社会福祉士国家試験出題基準にも関連する地域福祉学の学術用語や地域福祉の理念と対象、ソーシャルワークなど地域福祉学の基礎を理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）と（２）と（３）と（４）と（５）に対応する。

到達目標
１．地域社会における社会福祉の対象について説明ができる。
２．地域福祉学の学術用語の基礎的説明ができる。

授業全体の内容と概要
１．地域福祉学は、その対象理解を学ぶものが地域福祉論、実践方法・技術を学ぶものがコミュニティワークになる。
２．本科目は、理論的接近により地域社会、地域住民、地域資源とは何か、地域福祉論の基礎について学ぶ。
３．テキストを中心に関連文献を適宜紹介し、参考文献として、その他文献資料も活用する。
４．授業内容は、社会福祉士国家試験科目｢地域福祉の理論と方法｣の内容についての理論的理解を含む。

授業の方法
１．授業形態は講義形式だが、適宜、グループワークやディスカッションを含む。
２．テキストを使用し、ポイントとするべき箇所は説明、板書を行う。
３．適宜、質疑応答を交える。
４．COVID-１９の状況により、対面授業およびオンライン授業の併用やどちらかに変更になる場合もある。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

○ ディスカッション

○ グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
１．教科書は必ず持参すること。
２．必要な資料等は適宜配布する。
３．１５回目の授業時にノートの確認を行う。
４．ⅠとⅡは同じ教科書を使用する。
５．COVID-１９の状況により、対面授業およびオンライン授業の併用やどちらかに変更になる場合もある。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程，精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

【知識】地域福祉の基本的
な考え方について理解する
。

【知識】地域福祉の組織や
役割について理解する。

【知識】コミュニティソー
シャルワークについて理解
する。

地域福祉の基本的な考え方
について非常に理解できた
。

地域福祉の基本的な考え方
についておおむね理解でき
た。

地域福祉の基本的な考え方
について理解できた。

地域福祉の基本的な考え方
について理解が一部できな
かった。

地域福祉の組織や役割につ
いて非常に理解できた。

地域福祉の組織や役割につ
いておおむね理解できた。

地域福祉の組織や役割につ
いて理解できた。

地域福祉の組織や役割につ
いて理解が一部できなかっ
た。

地域福祉の組織や役割につ
いて全体的に理解ができな
かった。

コミュニティソーシャルワ
ークについて非常に理解で
きた。

コミュニティソーシャルワ
ークについておおむね理解
できた。

コミュニティソーシャルワ
ークについて理解できた。

コミュニティソーシャルワ
ークについて理解が一部で
きなかった。

コミュニティソーシャルワ
ークについて全体的に理解
ができなかった。

科目名称 地域福祉の理論と方法

専門科目科目分類区分

上原　正希（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS123084（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）上原　正希 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉士・精神保健福祉士・介護支援専門員の資格を持ち、日本・北海道ソーシャルワー
カー協会理事である。
ソーシャルワーカーとして現場経験のある教員が、自分自身のソーシャルワーク経験や体験
談を踏まえ、講義を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
１．出席回数は最低１０回なければ試験を受験することはできない。
２．その他については、出席状況１５％・ノート確認１５％の評価となる。
３．成績評価分布の目標について「Ｓ」は履修者の１０％以内とし、「Ａ」と「Ｓ」を含めて履修者の４０％以内とする。
但し、履修者が１０人未満の授業科目は、授業形態等を考慮し、成績評価の割合の対象外とする（絶対評価と相対評価を併用する）。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

７０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ３０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

928－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション
・シラバスの説明
・前年度実施した授業改善アンケートの結果反映の

教科書を事前に読んでおくこと（９０分）

2 地域福祉の発展過程について 教科書を事前に読んでおくこと（９０分） ノート整理を行うこと（９０分）

教科書を事前に読んでおくこと（９０分）3 地域福祉の発展過程
－行政と住民の協働・新しい生活課題 ノート整理を行うこと（９０分）

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）地域福祉の発展過程
－新しいサービスシステム・地域福祉の主体4

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）地域福祉の基本的考え方
－地域福祉理論の発展・理念5

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）
地域福祉の基本的考え方
－地域コミュニティ型組織とアソシエーション型組
織

6

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）地域福祉の主体と福祉教育について7

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）行政組織と民間組織の役割と実際
－地域福祉計画8

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）行政組織と民間組織の役割と実際
－社会福祉協議会・社会福祉法人9

10 行政組織と民間組織の役割と実際
－NPO・民生委員児童委員など 教科書を事前に読んでおくこと（９０分） ノート整理を行うこと（９０分）

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）コミュニティーソーシャルワークについて
－考え方11

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）コミュニティーソーシャルワークについて
－展開とシステム12

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）コミュニティーソーシャルワークについて
－方法13

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）コミュニティーソーシャルワークについて
－チームアプローチ14

ノート整理を行うこと（９０分）教科書を事前に読んでおくこと（９０分）
コミュニティーソーシャルワークについて
－専門職と住民
授業改善アンケートの実施

15

テストの振り返りを行うこと（９０分）テスト勉強をしておくこと（９０分）【定期試験】６０分の試験終了後，残りの３０分で
解説16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノート整理を行うこと（９０分）

科目名称 地域福祉の理論と方法

専門科目科目分類区分

上原　正希（社会福祉学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS123084（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・３年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）上原　正希 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

社会福祉士・精神保健福祉士・介護支援専門員の資格を持ち、日本・北海道ソーシャルワー
カー協会理事である。
ソーシャルワーカーとして現場経験のある教員が、自分自身のソーシャルワーク経験や体験
談を踏まえ、講義を行う。

基本情報

開講時期

1 日本ソーシャルワーク教育学校
連盟

中央法規 978-4-8058-8236-8

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『地域福祉と包括的支援体制』 ２０２１年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『別途指示します。』

2

3

4

5



基本ステップを行わない。
意欲もなくパートナーとで
きなかった。

929－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
自身のダンスの技術の分析をし、自身で課題の克服をする。
ダンスの振り付けを分析し、評価する。
ダンス特有の面白さを理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP(１)(２)(４)(５)」に対応する。

到達目標
ダンスの特性について理解することができる。
ダンスの基礎技術、指導法、発表技法について理解することができる。
主体かつ積極的に課題に取り組むことができる。
仲間と協力して課題に取り組むことができる。
リズムの特徴やイメージをとらえて、即興的かつ自由な身体表現ができる。

授業全体の内容と概要
表現運動・ダンス領域は、社会におけるダンスの広がりに対応し、創作ダンスの現代的なリズムのダンスフォークダンスから構成され幼稚園・保育園において発達
段階に対応した内容で構成されている。
「SDG3. すべての人に健康と福祉を」の関連科目。

授業の方法
授業は板書及び配布物資料で実施し、資料にて説明した後、グループワーク発表
グループ発表(全２回)レポートにはコメントにてフィードバックする。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

〇 模擬授業

〇 ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
積極的に取り組むことを期待します。
学習にはグループワークもあるので、お互い声を掛け合い、協力して実施すること。
自分の健康は自分で管理すること。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

表現活動の基礎技能

創作ダンスの技術の向上

作品創作の発表

基本ステップを行うことが
でき、意欲的にダンステク
ニックを発揮でき、パート
ナーとできた。

基本ステップを行うことが
でき、意欲的にダンステク
ニックをおおむね発揮でき
た。

基本ステップを行うことが
でき、意欲的にダンステク
ニックを発揮できた。

基本ステップを行うことが
でき、意欲的にパートナー
と多少できた。

各種ダンスの技術向上への
姿勢は優れ、充分できた。

各種ダンスの技術向上への
姿勢は７割ほどできた。

各種ダンスの技術向上への
姿勢は5割ほどできた。

各種ダンスの技術向上への
姿勢は3割ほどできた。

各種ダンスの技術向上への
姿勢はできなかった。

創作ダンスの発表でしっか
りと踊ることができた。

創作ダンスの発表で踊るこ
とがおおむねできた。

創作ダンスの発表で踊るこ
とができた。

創作ダンスの発表で多少踊
ることができた。

創作ダンスの発表で踊るこ
とができなかった。

科目名称 身体表現

専門科目科目分類区分

『尾西則昭　(社会福祉学科・特任教授)授業担当者（所
属・職名）

CHS122083（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）尾西　則昭 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

大学及び専門学校において身体表現の授業を担当した経験を活かし指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数１3回

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ １０％ ８０％ ０％ １０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

930－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス 「シラバス説明」
「授業改善アンケート結果反映の説明」 事前にシラバスを読んで確認をする。(９０分)

2 身体表現①  (ダンスの導入) シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(９０分)

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(９０分)3 身体表現②  (ダンスの映像鑑賞) ノートに記載された内容を復習し、理解する。

(９０分)

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(９０分)身体表現③　(外国フォークダンス・日本の民謡)4

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(９０分)身体表現④　(指導案)5

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(９０分)創作ダンス①　(映像鑑賞)6

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(９０分)創作ダンス②　(動き)7

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(９０分)創作ダンス③　(スポーツ動作)8

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(９０分)創作ダンス④　(対極の動きの連続)9

10 創作ダンス⑤　(個人の作品づくり) シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(９０分)

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(９０分)

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(９０分)創作作品①　(個人の作品づくり)11

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(９０分)創作作品②  (個人の作品づくり)12

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(９０分)創作作品③　　(個人の作品づくり)13

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(９０分)創作作品④  (個人の作品づくり)14

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(９０分)

シラバスを参考にし、事前に参考文献で予習する。
(９０分)

創作作品⑤  (個人の作品づくり)
「授業アンケートの実施」15

解説の内容を確認する。(９０分)ノートに記載された内容を再度確認し、理解する。
(９０分)

創作ダンス発表
まとめ16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ノートに記載された内容を復習し、理解する。
(９０分)

科目名称 身体表現

専門科目科目分類区分

『尾西則昭　(社会福祉学科・特任教授)授業担当者（所
属・職名）

CHS122083（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・１年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）尾西　則昭 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

大学及び専門学校において身体表現の授業を担当した経験を活かし指導する。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 新リズム表現研究科会 かもがわ出版 978478030948-5

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『身体表現を楽しむあそび作品集』 2018年

2 『資料配布』

3

4

5



国，都道府県，市町村の役
割を理解できなかった。

931－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
福祉行政，福祉財政および福祉計画，それぞれの主体と目的はもちろん，方法と課題についても理解できるようになる。世界情勢や日本の社会構造の変化が，社会
サービス・システムの構造的変化に大きく関連し、我々の生活に影響を与えることを理解する。

授業の位置づけ
経営学科のＤＰの（２）と（３）に対応する。

到達目標
福祉行政の主体と目的を理解する。
福祉財政の主体と現状を理解する。
福祉計画の根拠法・主体・目的・方法を理解する。
大学の授業としての論理的考察を意識する。

授業全体の内容と概要
国，都道府県，市町村および行政組織・団体の福祉的役割，その裏付けとなる財政のあり方と計画の目的・意義を学ぶことから，マクロ的視点での社会サービス・
システムの変遷意義を理解する。
「SDG３．すべての人に健康と福祉を」の関連授業

授業の方法
ポイントを記したレジュメ（プリント）を配布する。開始５～１０分は，前回の復讐を口頭試問形式で行う。その後は，パワーポイントを使用して、配布済みレジ
ュメの空き行間に重要事項をメモする形の講義形式をとる。理解度の確認のため随時問いかけをさせてもらう。質問には随時対応する。
復習を兼ねて，授業中のメモやテキストなどを参考にノートにまとめることを推奨する。
中間試験（論述）を採点後返す際、解答の仕方など個別に指導する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
これまでに修得した他の授業との関わりに注意する。
授業中の積極性は，授業終了時に名前を呼んでの出席確認を行うことで判定す。
遅刻３回で欠席１回とみなす。

資格指定科目
社会福祉主事任用資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

福祉行政の理解

福祉財政の理解

福祉計画の理解

市町村の役割と相互の関係
を理解するだけでなく，そ
の課題に気付き、対応策を
説明できた。

国，都道府県，市町村の役
割と相互の関係を理解する
だけでなく，その課題を説
明できた。

国，都道府県，市町村の役
割と相互の関係を説明でき
た。

国，都道府県，市町村の役
割を理解した。

福祉財政と所得再分配を関
連付けて説明することがで
きた。

福祉財政全体として，財源
と支出の課題を説明できた
。

国，都道府県，市町村の財
政状況を理解するとともに
，その財源と支出を説明で
きた。

国，都道府県，市町村の財
政状況を理解できた。

国，都道府県，市町村の財
政状況を理解できなかった
。

現実の地域福祉に福祉計画
がどの様な役割を担ってい
るかを説明できた。

地域福祉計画と他の福祉計
画に整合性が必要な理由を
説明できた。

国の方針，都道府県計画と
市町村計画の相互関連を説
明できた。

個々の福祉計画の主体と目
的を理解できた。

個々の福祉計画の主体と目
的を理解できなかった。

科目名称 福祉行財政と福祉計画

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学部・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS112018，SWS423087，SWS523098（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川俊哉 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。
積極的な授業参加（発言する，質問する，回答する，メモを取る，など）を平常点とする。
論述の中間試験と定期試験，平常点の総計で単位認定を行う。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ０％ ０％ ２５％ ２５％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
個別案件は要相談。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

932－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション（シラバスの説明を含む），授
業改善アンケート結果反映の説明
制度改正と行財政のイメージング

シラバスの読み込みと制度改革を調べてくる（９０
分）

2 祉行政の実施体制（1）
統治機構，行政と法規

参考となるテキストを読み本授業のイメージを持て
るようにする（９０分） 用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）

参考となるテキストを読み本授業のイメージを持て
るようにする（９０分）3 福祉行政の実施体制（2）

国，都道府県，市町村の役割 用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）参考となるテキストを読み本授業のイメージを持て
るようにする（９０分）

福祉行政の実施体制（3）
組織・団体と専門職の役割4

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）参考となるテキストを読み本授業のイメージを持て
るようにする（９０分）

福祉財政（1）
税と社会保険料および所得再分配5

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）参考となるテキストを読み本授業のイメージを持て
るようにする（９０分）

福祉財政（2）
国家財政（社会保障財政），地方公共団体の財政6

今回のノートをまとめるとともに中間試験のため見
直しを行う（９０分）

参考となるテキストを読み本授業のイメージを持て
るようにする（９０分）

福祉財政（3）
国民負担率，給付付き税額控除等7

自身の解答を振り返る（９０分）中間試験の準備をする（９０分）福祉行財政の振り返りと中間試験8

今回のノートをまとめるとともに自身の課題克服の
方法を考える（９０分）

参考となるテキストを読み本授業のイメージを持て
るようにする（９０分）

中間試験結果からの個別課題とアドバイス
福祉計画の意義と目的9

10 福祉計画の主体と方法 参考となるテキストを読み本授業のイメージを持て
るようにする（９０分） 用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）参考となるテキストを読み本授業のイメージを持て
るようにする（９０分）

福祉計画の実際（1）
高齢者保健福祉，介護保険11

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）参考となるテキストを読み本授業のイメージを持て
るようにする（９０分）

福祉計画の実際（2）
障害者福祉，保健医療12

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）参考となるテキストを読み本授業のイメージを持て
るようにする（９０分）

福祉計画の実際（3）
子ども家庭福祉，次世代育成，男女共同参画・DV13

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）参考となるテキストを読み本授業のイメージを持て
るようにする（９０分）

福祉計画の実際（4）
地域福祉計画，その他14

定期試験に向け自身のノートの最終チェックを行う
（９０分）

市町村総合計画と福祉計画の関係を確認する（９０
分）まとめとして振り返りと新たな動き15

試験の振り返り（９０分）定期試験の準備をする（９０分）
定期試験（６０分の試験終了後、試験のポイントを
解説）
授業改善アンケートの実施

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）

科目名称 福祉行財政と福祉計画

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学部・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS112018，SWS423087，SWS523098（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川俊哉 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



国，都道府県，市町村の役
割を理解することができな
かった。

933－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
福祉行政，福祉財政および福祉計画，それぞれの主体と目的はもちろん，方法と課題についても理解できるようになる。世界情勢や日本の社会構造の変化が，社会
サービス・システムの構造的変化に大きく関連し、我々の生活に影響を与えることを理解できるようになる。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１），（２），（３）と（５）に対応する。

到達目標
福祉行政の主体と目的を理解できる。
福祉財政の主体と現状を理解できる。
福祉計画の根拠法・主体・目的・方法を理解できる。
大学の授業としての論理的考察および，社会福祉士・精神保健福祉士国家試験共通科目での出題傾向をも把握できる。

授業全体の内容と概要
国，都道府県，市町村および行政組織・団体の福祉的役割，その裏付けとなる財政のあり方と計画の目的・意義を学ぶことから，マクロ的視点での社会サービス・
システムの変遷要因を理解する。
「SDG３．すべての人に健康と福祉を」の関連授業

授業の方法
ポイントを記したレジュメ（プリント）を配布する。開始５～１０分は，前回の復習を口頭試問形式で行う。その後は，パワーポイントを使用し、配布済みレジュ
メに従い空き行間に重要・理解した事項をメモする形の講義形式をとる。理解度の確認のため随時問いかけをさせてもらう。質問には随時対応する。
復習を兼ねて，授業中のメモをテキストなどを参考にノートにまとめることを推奨する。
中間試験（論述）を採点後返す際、解答の仕方など個別に指導する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
これまでに修得した他の授業との関わりに注意する。
授業中の積極性は，授業終了時に名前を呼んでの出席確認を行うことで判定する。
遅刻３回で欠席１回とみなす。　

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程、精神保健福祉士国家試験受験資格課程、保育士養成課程、スクール（学校）ソーシャルワーカー資格課程、子育て支援ソーシャ
ルワーカー資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

福祉行政の理解

福祉財政の理解

福祉計画の理解

国，都道府県，市町村の役
割と相互の関係を理解する
だけでなく，その課題に気
付き対応策を説明できた。

国，都道府県，市町村の役
割と相互の関係を理解する
だけでなく，その課題を説
明することができた。

国，都道府県，市町村の役
割と相互の関係を説明する
ことができた。

国，都道府県，市町村の役
割を理解することができた
。

福祉財政と所得再分配を関
連付けて説明することがで
きた。

福祉財政全体として，財源
と支出の課題を説明するこ
とができた。

国，都道府県，市町村の財
政状況を理解するとともに
，その財源と支出を説明す
ることができた。

国，都道府県，市町村の財
政状況を理解することがで
きた。

国，都道府県，市町村の財
政状況を理解することがで
きなかった。

現実の地域福祉に福祉計画
がどの様な役割を担ってい
るかを説明することができ
た。

地域福祉計画と他の福祉計
画に整合性が必要な理由を
説明することができた。

国の方針，都道府県計画と
市町村計画の相互関連を説
明することができた。

個々の福祉計画の主体と目
的を理解することができた
。

個々の福祉計画の主体と目
的を理解することができな
かった。

科目名称 福祉行財政と福祉計画

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学部・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS112018，SWS423087，SWS523098（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川俊哉 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。
積極的な授業参加（発言する，質問する，回答する，メモを取る，など）を平常点とする。
論述の中間試験と定期試験、平常点の総計で単位認定を行う。　

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

５０％ ０％ ０％ ２５％ ２５％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
個別事案については要相談



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

934－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
オリエンテーション（授業改善アンケート結果反映
の説明、シラバスの説明を含む），制度改正と行財
政のイメージング

シラバスの読み込みと制度改革を調べてくる（９０
分）

2 福祉行政の実施体制（1）
統治機構，行政と法規

参考となるテキストを読み本授業のイメージを持て
るようにする（９０分） 用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）

参考となるテキストを読み本授業のイメージを持て
るようにする（９０分）3 福祉行政の実施体制（2）

国，都道府県，市町村の役割 用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）参考となるテキストを読み本授業のイメージを持て
るようにする（９０分）

福祉行政の実施体制（3）
組織・団体と専門職の役割4

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）参考となるテキストを読み本授業のイメージを持て
るようにする（９０分）

福祉財政（1）
税と社会保険料および所得再分配5

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）参考となるテキストを読み本授業のイメージを持て
るようにする（９０分）

福祉財政（2）
国家財政（社会保障財政），地方公共団体の財政6

中間試験のため見直しを行う（９０分）参考となるテキストを読み本授業のイメージを持て
るようにする（９０分）

福祉財政（3）
国民負担率，給付付き税額控除等7

自身の解答を振り返る　（９０分）自身の解答を振り返る　　（９０分）福祉行財政の振り返りと中間試験8

自身の課題克服の方法を考える（９０分）業のイメージを持てるようにする（９０分）中間試験結果からの個別課題とアドバイス
福祉計画の意義と目的9

10 福祉計画の主体と方法 業のイメージを持てるようにする（９０分） 用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）業のイメージを持てるようにする（９０分）福祉計画の実際（1）
高齢者保健福祉，介護保険11

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）業のイメージを持てるようにする（９０分）祉計画の実際（2）
障害者福祉，保健医療12

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）業のイメージを持てるようにする（９０分）福祉計画の実際（3）
子ども家庭福祉，次世代育成，男女共同参画・DV13

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）業のイメージを持てるようにする（９０分）福祉計画の実際（4）
地域福祉計画，その他14

自身のノートの最終チェックを行う　（９０分）市町村総合計画と福祉計画の関係を確認する（９０
分）

まとめとして振り返りと新たな動き（授業改善アン
ケートの実施）15

試験の振り返り（９０分）定期試験の準備をする（９０分）定期試験（６０分の試験終了後、試験のポイントを
解説）16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

用語の整理とメモ等をノートにまとめる（９０分）

科目名称 福祉行財政と福祉計画

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学部・教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS112018，SWS423087，SWS523098（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）小早川俊哉 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



子どもの遊びを豊かにする
音楽表現の必要性を理解す
ることができた。

935－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
保育士として弾き歌い，伴奏付，ピアノ奏法等「音楽表現Ⅰ」の学習を更に深める。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
子どもの生活と遊びを豊かに展開するために必要な知識、技術を実践的に習得することができる。

授業全体の内容と概要
個人のレベルを重視して，現場で役立つ力を身につけられるようピアノ、歌、弾き歌い、手遊び等の実技をレッスンする。「SDG4. 質の高い教育をみんなに」の関
連科目。

授業の方法
ピアノ，歌唱等実技課題の確認評価を適宜行い，実技課題の学習確認と合わせてレッスンする。教科書や板書を用いて説明し、実技を通した実践形式で行う。質問
や相談等は随時対応する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

○ 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

○ その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
ピアノ，歌唱等実技課題の確認評価を適宜行い，実技課題の学習確認と合わせて採点する。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

福祉・保育における関心、
意欲及び授業態度

音楽の基礎知識と理解

音楽表現における技術と演
習

子どもの遊びを豊かにする
音楽表現の必要性を深く理
解できた。

子どもの遊びを豊かにする
音楽表現の必要性をおおむ
ね理解できた。

子どもの遊びを豊かにする
音楽表現の必要性を理解で
きた。

子どもの遊びを豊かにする
音楽表現の必要性を多少理
解できた。

音楽の基礎的な知識を十分
に理解できた。

音楽の基礎的な知識をおお
むね理解できた。

音楽の基礎的な知識を理解
できた。

音楽の基礎的な知識を多少
理解できた。

音楽の基礎的な知識を理解
することができた。

保育の環境構成を展開する
ための音楽的技術を十分に
修得できた。

保育の環境構成を展開する
ための音楽的技術をおおむ
ね修得できた。

保育の環境構成を展開する
ための音楽的技術を修得で
きた。

保育の環境構成を展開する
ための音楽的技術を多少修
得できた。

保育の環境構成を展開する
ための音楽的技術を修得す
ることができなかった。

科目名称 音楽表現Ⅱ

専門科目科目分類区分

小黒　万里子（社会福祉学科・非常勤講
師）

授業担当者（所
属・職名）

CHS123085（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 1 (単位認定責任者： ）小黒　万里子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は，１０以上。実技による試験。毎回の課題に対する取り組みの態度。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

６０％ ０％ ０％ ３０％ １０％ ０％

オフィスアワー 非常勤教員 入力例：事前連絡後に調整をし、非常勤講師室等で対応。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

936－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
授業改善アンケート結果反映の説明
シラバスの説明
長音階の構成と運指

シラバスを確認すること（４５分）

2 メジャーコード メジャーコードを調べる（４５分） 視唱力を充実させる（４５分）

メジャーコードを調べる（４５分）3 初見視唱力をより充実させる 視唱力を充実させる（４５分）

曲と表現を研究する（４５分）表現方法をイメージする（４５分）短音階の構成と運指4

曲と表現を研究する（４５分）表現方法をイメージする（４５分）個々に応じた曲を与え、よい表現をめざす5

視唱力を高めること（４５分）マイナーコードを調べる（４５分）マイナーコード6

アンサンブルの練習（４５分）マイナーセブンスコードを理解すること（４５分）マイナーコードとマイナーセブンスコード7

和音アレンジについて調べること（４５分）和音を調べること（４５分）前時の学習を深める8

民謡や子守歌を調べておく（４５分）民謡や子守歌を調べておく（４５分）片手練習からアレンジ9

10 各国の民謡、子守歌を歌う 民謡や子守歌を調べておく（４５分） 民謡や子守歌を調べておく（４５分）

伊独の歌曲を聞いておく（４５分）伊独の歌曲を聞いておく（４５分）両手練習（メロディーと伴奏）11

日本の歌曲の詩を理解する（４５分）アレンジの基本を理解しておくこと（４５分）伴奏付けと簡単なアレンジの基本12

初見視唱ができるように工夫すること（４５分）各拍子を調べておくこと（４５分）各拍子の理解と実践13

初見視唱ができるように工夫すること（４５分）各拍子を調べておくこと（４５分）初見視唱で、いろいろな子供の歌14

弾き歌いによる表現力を高めること（４５分）弾き歌いできる曲を練習しておくこと（４５分）弾き歌いのレパートリーを増やす15

解説・フィードバックを受けて講義全体をふりかえ
ること（４５分）実技試験の準備をしておくこと（４５分）定期試験（実技）を実施後、解説を行う。

授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

教科書を読んでおくこと（４５分）

科目名称 音楽表現Ⅱ

専門科目科目分類区分

小黒　万里子（社会福祉学科・非常勤講
師）

授業担当者（所
属・職名）

CHS123085（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館１階非常勤講師室

単位数 1 (単位認定責任者： ）小黒　万里子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



乳児保育について基礎的な
知識を理解できなかった。

937－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
乳児（３歳未満児）期は人間形成の基礎づくりの時期であることを知り，乳児保育の大切さを理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（３）に対応する。

到達目標
３歳未満児の心身諸機能の発達など，乳児保育の知識が身につく。

授業全体の内容と概要
３歳未満児の保育について，心身の発達にそって諸機能の発達と健康と安全の基本を理解する。
「ＳＤＧ４. 質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
講義を中心とした授業を行っていく中で、実際の保育現場の事例をあげ、子どもや保護者、保育者の様子をイメージしなが、，一人ひとり学生の考える場となるよ
うに授業を進めていく。質問については随時対応する。レポートは解説し、フィードバックする。Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、教材配布
等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

〇 ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

○ ＰＢＬ

反転授業

○ その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
出席とレポート提出を重要視する。
遅刻した場合、入室はできるが２０分以上の遅刻は欠席となる。

資格指定科目
保育士養成課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

乳児保育の基礎的知識・技
能（何を知っているか、何
ができるか）

思考力・判断力・表現力等
（知っていること、できる
ことをどう使うか）

主体的に取り組む態度（ど
のように関わるか）

乳児保育について基礎的な
知識を深く理解できた。

乳児保育について基礎的な
知識をおおむね理解できた
。

乳児保育について基礎的な
知識を理解できた。

乳児保育について基礎的な
知識を多少理解できた。

乳児保育の基本を踏まえた
保育内容の展開について十
分に考察できた。

乳児保育の基本を踏まえた
保育内容の展開についてお
おむね考察できた。

乳児保育の基本を踏まえた
保育内容の展開について考
察できた。

乳児保育の基本を踏まえた
保育内容の展開について多
少考察できた。

乳児保育の基本を踏まえた
保育内容の展開について考
察できなかった。

三歳未満児保育の多様な展
開について理解したことを
わかりやすく説明できた。

三歳未満児保育の多様な展
開について理解したことを
おおむね説明できた。

三歳未満児保育の多様な展
開について理解したことを
説明できた。

三歳未満児保育の多様な展
開について理解したことを
多少説明できた。

三歳未満児保育の多様な展
開について理解したことを
説明できなかった。

科目名称 乳児保育Ⅰ

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS122089（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場での実務経験のある教員が，実際の保育現場の事例等を通じて，３歳未満児の心身
諸機能の発達など乳児保育について講義を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１１回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

８０％ ０％ ０％ ０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

938－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
シラバスの説明
乳児保育の意義・目的と歴史的変遷
授業改善アンケート結果反映の説明

シラバスを読んでおくこと（９０分）

2 乳児保育の役割と機能 教科書を読み、学習しておくこと（９０分） 講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）

教科書を読み、学習しておくこと（９０分）3 乳児保育における養護及び教育 講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）乳児保育及び子育て家庭に対する支援をめぐる社会

的状況と課題4

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）保育所における乳児保育5

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）保育所以外の児童福祉施設（乳児院等）における乳

児保育6

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）家庭的保育等における乳児保育7

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）３歳未満児とその過程を取り巻く環境と子育て支援

の場8

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）３歳未満児の生活と環境9

10 ３歳未満児の遊びと環境 教科書を読み、学習しておくこと（９０分） 講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）３歳以上児の保育に移行する時期の保育11

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）３歳未満児の発育・発達を踏まえた保育士等による

援助や関わり12

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）３歳未満児の発育・発達を踏まえた保育における配

慮13

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）乳児保育における計画・記録・評価とその意義14

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）教科書を読み、学習しておくこと（９０分）乳児保育における職員間及び保護者や自治体等関係

機関との連携・協働、まとめ15

解説を受け、講義全体をふりかえること（９０分）講義全体をとおして質問など整理しておく（９０分
）

定期試験　解説およびフィードバック
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

講義内容の理解を深め、復習しておくこと（９０分
）

科目名称 乳児保育Ⅰ

専門科目科目分類区分

吉江　幸子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

CHS122089（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）吉江　幸子 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

保育現場での実務経験のある教員が，実際の保育現場の事例等を通じて，３歳未満児の心身
諸機能の発達など乳児保育について講義を行う。

基本情報

開講時期

1 志村聡子 同文書院 9784810314731

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『はじめて学ぶ乳児保育』 ２０１９

2

3

4

5

1 授業内で適宜紹介

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



助言があっても理解できな
かった。

939－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
実践的な、包括的、総合的なソーシャルワークの知識と技術を理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（２）（３）に対応する科目。

到達目標
実践的な、包括的、総合的なソーシャルワークの知識と技術の基本について理解する。

授業全体の内容と概要
ソーシャルワーカーとして、複雑化、多様化する問題に対応するための理論と方法、および、連携や協働をする人や機関との間で構築する関係について学ぶ。

「SDG３．すべての人に健康と福祉を」の関連授業

授業の方法
教科書に沿って、講義形式で展開していく。授業内で小試験（中間試験）を行い、その中から６０点分定期試験に出題する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
３０分以上の遅刻は欠席とする。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程科目である。

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

総合的、包括的なソーシャ
ルワークの意義について理
解できる

ソーシャルワーカーとクラ
イエントの援助関係につい
て理解できる。

ソーシャルワークにおける
ネットワークについて理解
できる。

事例を用いながら説明でき
た。

基本的な考えかたを説明で
きた。

基本的な考えかたを理解で
きた。

助言があれば理解できた。

援助対象の特性に留意した
知識と技術を説明できた。

原則的な考え方と技術につ
いて説明できた。

原則的な考え方と技術につ
いて理解できた。

助言があれば理解できた。 助言があっても理解できな
かった。

ミクロ、メゾ、マクロ各々
の特性に留意しながら事例
を用いて説明できた。

基本的な意義、方法を説明
できた。

基本的な意義、方法を理解
できた。

助言があれば理解できた。 助言があっても理解できな
かった。

科目名称 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの理論と方法

専門科目分類区分

櫻井　美帆子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS123021（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・2年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 1号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）櫻井　美帆子 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

現場の実務経験から得た事例等を用いて、福祉に対する理解を深めていく。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

50％ 0％ 0％ 30％ 20％ 0％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

940－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバス及び授業改善アンケート結果反映の説明
今日的なソーシャルワークの対象

新聞やインターネットでソーシャルワークの対象と
考えられる記事をスクラップする。（９０分）

2 複雑化、多様化した生活問題への対応 授業該当部分の教科書を読む。（９０分） 授業内容をノートに整理する。（９０分）

授業該当部分の教科書を読む。（９０分）3 家族支援におけるソーシャルワーク 授業内容をノートに整理する。（９０分）

授業内容をノートに整理する。（９０分）授業該当部分の教科書を読む。（９０分）地域支援におけるソーシャルワーク4

授業内容をノートに整理する。（９０分）授業該当部分の教科書を読む。（９０分）非常時、災害時のソーシャルワーク5

授業内容をノートに整理する。（９０分）授業該当部分の教科書を読む。（９０分）地域包括ケアシステムとソーシャルワーク6

授業（９０分）1回から6回の内容を復習する。（９０分）中間試験7

授業内容をノートに整理する。（９０分）授業該当部分の教科書を読む。（９０分）中間試験解説
ソーシャルワークにおける援助関係形成の意義8

授業内容をノートに整理する。（９０分）授業該当部分の教科書を読む。（９０分）援助関係形成方法と留意点9

10 ネットワーキングの意義 授業該当部分の教科書を読む。（９０分） 授業内容をノートに整理する。（９０分）

授業内容をノートに整理する。（９０分）授業該当部分の教科書を読む。（９０分）ネットワーキングの方法と留意点11

授業内容をノートに整理する。（９０分）授業該当部分の教科書を読む。（９０分）コーディネーションの意義12

授業内容をノートに整理する。（９０分）授業該当部分の教科書を読む。（９０分）コーディネーションの方法と留意点13

授業内容をノートに整理する。（９０分）1回から14回の復習し、理解が不十分な点をあげる
。（９０分）まとめ14

試験の自己採点をする。（９０分）1回から14回の復習をする。（９０分）定期試験15

試験の不正解部分を復習する。（９０分）全体を振り返り、質問事項を整理する。（９０分）定期試験解説
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業内容をノートに整理する。（９０分）

科目名称 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの理論と方法

専門科目分類区分

櫻井　美帆子（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

SWS123021（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・2年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 1号館４階

単位数 2 (単位認定責任者： ）櫻井　美帆子 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

現場の実務経験から得た事例等を用いて、福祉に対する理解を深めていく。

基本情報

開講時期

1 荘村明彦 中央法規 978-4-80588249-8

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『ソーシャルワークの理論と方法　社会専門』 ２０２１

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



助言があっても理解できな
かった。

941－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
包括的、総合的なソーシャルワーク実践を効果的かつ効率的に行うために必要な知識と技術を理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（２）（３）に対応する科目。

到達目標
実践的なソーシャルワーク実践に必要な知識と技術を具体的に理解できる。

授業全体の内容と概要
ソーシャルワーカーとして、複雑化、多様化する問題に対応するための理論と方法、および関連する技法について学ぶ。

「SDG３．すべての人に健康と福祉を」の関連授業。

授業の方法
教科書に沿って、講義形式で展開していく。授業内で小試験（中間試験）を行い、その中から６０点分定期試験に出題する。

アクティブラーニングの実施方法

〇 プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

〇 グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
３０分以上の欠席は遅刻とする。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程科目である。

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

社会資源の活用、調整、開
発について実践方法を理解
できる。

事例研究を行い、会議形式
でプレゼンテーションでき
る。

ソーシャルワークの関連技
法について理解できる。

実践モデルを提示しながら
説明できた。

基本的な考え方と実践に必
要な技術を説明できた。

基本的な考え方と実践に必
要な技術を理解できた。

助言があれば理解できた。

ソーシャルワークの視点に
則った発言と議論ができた
。

第三者にも理解できる内容
の発言と議論ができた。

第三者にも理解できる内容
の発言ができた。

助言があればできた。 助言があってもできなかっ
た。

各技法について、ソーシャ
ルワーク実践に活用する場
合の特徴を加えて説明でき
た。

各技法の説明ができた。 各技法の理解ができた。 助言があれば理解できた。 助言があっても理解できな
かった。

科目名称 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの理論と方法

専門科目分類区分

櫻井　美帆子授業担当者（所
属・職名）

SWS123022（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・2年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 1号館4階

単位数 2 (単位認定責任者： ）櫻井　美帆子 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

現場の実務経験から得た事例等を用いて、福祉に関する理解を深めていく。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は、１０回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

50％ 0％ 0％ 30％ 20％ 0％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

942－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 シラバス及び授業改善アンケート結果反映の説明
ソーシャルワーク実践と社会資源

ソーシャルワークの理論と方法（専門）１のノート
を読み返す。

2 社会資源の種類と活用の方法
社会資源の調整方法 授業該当部分の教科書を読む。（９０分） 授業内容をノートに整理する。（９０分）

授業該当部分の教科書を読む。（９０分）3 会資源の開発
ソーシャルアクションの意義、目的 授業内容をノートに整理する。（９０分）

授業内容をノートに整理する。（９０分）授業該当部分の教科書を読む。（９０分）ソーシャルアクションの方法4

授業内容をノートに整理する。（９０分）授業該当部分の教科書を読む。（９０分）カンファレンスの種類と意義、目的
カンファレンスの方法5

授業内容をノートに整理する。（９０分）授業該当部分の教科書を読む。（９０分）ミクロ、メゾ、マクロの会議6

試験を自己採点する。（９０分）１回から６回の内容を復習する。（９０分）中間試験7

試験の不正解部分を復習する。授業内容をノートに
整理する。（９０分）授業該当部分の教科書を読む。（９０分）中間試験解説

事例分析の意義、目的8

授業内容をノートに整理する。（９０分）授業該当部分の教科書を読む。（９０分）事例分析9

10 事例分析
プレゼンテーション 授業該当部分の教科書を読む。（９０分） 授業内容をノートに整理する。（９０分）

授業内容をノートに整理する。（９０分）授業該当部分の教科書を読む。（９０分）交渉の種類と原則
ネゴシエーションの方法11

授業内容をノートに整理する。（９０分）授業該当部分の教科書を読む。（９０分）コンフリクトのとらえ方と対処方法12

授業内容をノートに整理する。（９０分）授業該当部分の教科書を読む。（９０分）ファシリテーションの意義、目的
ファシリテーションの方法13

授業内容をノートに整理する。（９０分）授業該当部分の教科書を読む。（９０分）ソーシャルマーケティング
今後の課題14

試験の自己採点をする。（９０分）1回から14回の復習をする。（９０分）試験15

試験の不正解部分を復習する。（９０分）全体を振り返り、質問事項を整理する。（９０分）試験解説
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業内容をノートに整理する。（９０分）

科目名称 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸの理論と方法

専門科目分類区分

櫻井　美帆子授業担当者（所
属・職名）

SWS123022（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・2年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 1号館4階

単位数 2 (単位認定責任者： ）櫻井　美帆子 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

現場の実務経験から得た事例等を用いて、福祉に関する理解を深めていく。

基本情報

開講時期

1 荘村明彦 中央法規 978-4-8058-8249-8

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『ソーシャルワークの理論と方法　社会専門』 ２０２１

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



左記の専門用語を一つも説
明できなかった。

943－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
ソーシャルワーカーとしての姿勢（自己理解、他者理解、倫理綱領）と相談業務の基本的技法（コミュニケーション、面接技法、記録技法、ケースカンファレンス
、実践評価）をディスカッション、ロールプレイ、ＤＶＤ鑑賞等を通して体得する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（２）（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
様々な援助技術（スキル）を習得することや技法の統合のための理解を深めることができるようになる。また、次年度の相談援助実習に向けて、積極的な討議参加
や自己表現ができる。

授業全体の内容と概要
個人・家族、グループ、地域社会への支援をイメージし、ロールプレイ等の学習を通じて、面接や記録などの技法の実際を学ぶ。

授業の方法
３～４つのグループ（１グループ２０名以内）に分かれて、テキストの事例を実際にロールプレイしたり、小グループに分かれてディスカッションを行う。その中
で教員のスーパービジョンを受け、自己の振り返りを行い、自己覚知を促す。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

◯ ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

◯ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
この科目の単位を取得できなかった場合、次年度の相談援助実習及び保育実習を履修できないので注意すること。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程，精神保健福祉士国家試験受験資格課程，保育士養成課程，スクール（学校）ソーシャルワーカー資格課程，子育て支援ソーシャ
ルワーカー資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

ソーシャルワークにおける
自己理解、他者理解の重要
性を理解する。

ソーシャルワークにおける
面接技法を理解する。

ソーシャルワークにおける
アセスメント、プランニン
グ、ケースカンファレンス
、モニタリング、評価につ
いて理解する。

自己覚知の概念、自己開示
の実践、他者理解における
実践理論を言語で明確に説
明できた。

自己覚知の概念、他者理解
における実践理論を言語で
明確に説明できた。

自己覚知の概念、自己開示
の実践を言語で明確に説明
できた。

自己覚知の概念を言語で明
確に理解できた。

ソーシャルワーク面接の一
連のプロセスと重要ターム
をマイクロカウンセリング
技法の用語を用いて説明で
きた。

ソーシャルワーク面接の一
連のプロセスの重要ターム
を説明できた。

ソーシャルワーク面接の一
連のプロセスを説明できた
。

面接における身体技法を実
践できた。

左記の専門ターム及び実践
技法を一つも説明及び実践
できなかった。

アセスメント、プランニン
グ、ケースカンファレンス
、モニタリング、評価につ
いて明確に言語で説明でき
、且つ各々の矢ｊ区割りを
ロールプレイングで実践で
きた。

アセスメント、プランニン
グ、ケースカンファレンス
、モニタリング、評価にお
ける各々の役割をロールプ
レイングで実践できた。

アセスメント、プランニン
グ、ケースカンファレンス
、評価、モニタリングの理
論と重要性を言語で明確に
説明できた。

アセスメント、プランニン
グ、ケースカンファレンス
、モニタリング、評価の重
要性を説明できた。

左記の用語の説明およびロ
ールプレイング実践を一つ
もできなかった。

科目名称 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ演習（専門）

専門科目科目分類区分

杉本　大輔（社会福祉学科・准教授）・
櫻井　美帆子（社会福祉学科・准教授）

授業担当者（所
属・職名）

SWS122026（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）杉本　大輔 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

ソーシャルワーク、ケアワークの実務経験者が、実践現場における相談業務、介護業務の事
例を参考に講義を展開する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数２０回以上をクリアすること。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ３０％ ０％ ０％ ０％ ７０％

オフィスアワー 各教員の研究室前の掲示ボード等を参照すること

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

944－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション（グループ分け　自己紹介）　
シラバスの説明 １年時の関連科目の復習（９０分）

2 演習に向けての準備（自己紹介　アイスブレーキン
グ） １年時の関連科目の復習（９０分） 自己の言動の振り返り（９０分）

テキストの読み込み（９０分）3 自己理解１「自己概念を学ぶ」 自己の言動の振り返り（９０分）

自己の言動の振り返り（９０分）テキストの読み込み（９０分）自己理解２「自身のルーツ　家族関係を知る」4

自己の言動の振り返り（９０分）テキストの読み込み（９０分）自己開示と他者理解１「自己開示」5

自己の言動の振り返り（９０分）テキストの読み込み（９０分）自己開示と他者理解２「共感について」6

自己の言動の振り返り（９０分）テキストの読み込み（９０分）自己開示と他者理解３「価値観の違い」7

自己の言動の振り返り（９０分）テキストの読み込み（９０分）コミュニケーション１「コミュニケーションの基本
」8

自己の言動の振り返り（９０分）テキストの読み込み（９０分）コミュニケーション２「言語的コミュニケーション
」9

10 コミュニケーション３「非言語的コミュニケーショ
ン」 テキストの読み込み（９０分） 自己の言動の振り返り（９０分）

自己の言動の振り返り（９０分）テキストの読み込み（９０分）ソーシャルワークの価値と倫理１「価値とは何か」11

自己の言動の振り返り（９０分）テキストの読み込み（９０分）ソーシャルワークの価値と倫理２「倫理とは何か」12

ＤＶＤ鑑賞による面接技法ポイントのまとめ（９０
分）テキストの読み込み（９０分）面世技法１「面接の意義」13

ＤＶＤ鑑賞による面接技法ポイントのまとめ（９０
分）テキストの読み込み（９０分）面接技法２「面接の基本」14

記録技法のまとめ（９０分）テキストの読み込み（９０分）記録技法１「面接場面での記録」15

記録技法のまとめ（９０分）テキストの読み込み（９０分）記録技法２「ケース記録」16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17 アセスメント１「アセスメントの意義」 テキストの読み込み（９０分） アセスメントのまとめ（９０分）

18 アセスメント２「利用者の背景を知る」 テキストの読み込み（９０分） アセスメントのまとめ（９０分）

テキストの読み込み（９０分）19 アセスメント３「事例によるロールプレイ」 ロールプレイ中の自己の言動の振り返り（９０分）

ロールプレイ中の自己の言動の振り返り（９０分）テキストの読み込み（９０分）プランニング「アセスメントからの支援計画作成」20

ケースカンファレンスのポイントのまとめ（９０分
）テキストの読み込み（９０分）ケースカンファレンスの方法21

ケースカンファレンスのポイントのまとめ（９０分
）テキストの読み込み（９０分）模擬ケースカンファレンス22

効果測定技法のまとめ（９０分）テキストの読み込み（９０分）評価と効果測定１「利用者の満足度」23

効果測定技法のまとめ（９０分）テキストの読み込み（９０分）評価と効果測定２「支援内容の評価」24

地域診断のまとめ（９０分）テキストの読み込み（９０分）コミュニティワーク１「地域ニーズの把握」25

26 コミュニティワーク２「北広島市の福祉課題明確化
」 テキストの読み込み（９０分） 地域診断のまとめ（90分）

地域支援方法のまとめ（９０分）テキストの読み込み（90分）コミュニティワーク３「課題解決への方法」27

地域支援方法のまとめ（９０分）テキストの読み込み（９０分）コミュニティワーク４「広報誌の作成」28

演習を通しての自己覚知について文章化（９０分）テキストの読み込み（９０分）支援事例を用いたロールプレイング１29

演習を通しての自己覚知について文章化（９０分）テキストの読み込み（９０分）支援事例を用いたロールプレイング２30

自己総括（９０分）テキストの読み込み（９０分）事例研究へのイントロダクション31

自己総括（９０分）テキストの読み込み（９０分）相談援助演習Ⅰ総括32

自己の言動の振り返り（９０分）

科目名称 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ演習（専門）

専門科目科目分類区分

杉本　大輔（社会福祉学科・准教授）・
櫻井　美帆子（社会福祉学科・准教授）

授業担当者（所
属・職名）

SWS122026（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）杉本　大輔 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

ソーシャルワーク、ケアワークの実務経験者が、実践現場における相談業務、介護業務の事
例を参考に講義を展開する。

基本情報

開講時期

1 相澤譲治　植戸貴子 （株）みらい 978-4-86015-123-2

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『ソーシャルワーク演習ワークブック』 ２０１３年

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



授業後の感想文をほとんど
書くことができなかった。

945－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
①　現代の精神保健分野の動向と課題を理解する。
②　精神保健の基本的考え方を理解する。
③　現代社会における精神保健の諸課題の実際を生活環境ごとに理解し、精神保健福祉士の役割について理解する。
④　精神保健の保持・増進と発生予防のための支援及び専門機関や関係職種の役割と連携について理解する。
⑤　国際連合の精神保健活動その他の国々における精神保健の現状と対策について理解する。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（１）（２）（３）（５）に対応する。

到達目標
現代の精神保健の動向と課題を知り、精神保健の保持・増進、予防のための支援及び関係機関との連携方法、精神保健福祉士の役割について理解する。

授業全体の内容と概要
①　現代の精神保健分野の動向と課題と、精神保健の基本的な考え方について。
②　精神保健の保持・増進と発生予防のための支援及び専門機関や関係職種の役割と連携について。
「SDG3. すべての人に健康と福祉を」の関連授業

授業の方法
パワーポイント、板書、プリント、 DVDを使用しながら講義形式で行うが、内容によってはグループで討論することもある。毎回、授業の最後に学んだことや質問
をまとめて提出する。質問は次の授業で回答する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
精神保健に関連する疾患などについて事例を交えて学習する。毎回、授業の最後に学んだことをまとめて提出する。これは出席と成績に反映される。

資格指定科目
精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

メンタルヘルス上の問題の
理解

授業に主体的に取り組む態
度

精神保健学的な思考力・判
断力の程度

資料やDVDなどの授業内容
を十分理解し、自分の考え
を含めた感想文を毎回提出
していた。

授業後の感想文に自分の考
えについてある程度述べて
いた。

授業後の感想文に自分が理
解したことを大枠でまとめ
ていた。

内容は乏しいが授業後の感
想文に記入していた。

精神疾患を抱えた方への支
援方法についてわかりやす
く説明できた。

精神疾患を抱えた方への支
援方法についておおむね説
明できた。

精神疾患を抱えた方への支
援方法について一定程度説
明できた。

精神疾患を抱えた方への支
援方法について多少説明で
きた。

精神疾患を抱えた方への支
援方法について説明するこ
とができなかった。

精神保健学の基本を踏まえ
てメンタルヘルスに関する
考察を十分行うことができ
た。

精神保健学の基本を踏まえ
てメンタルヘルスに関する
考察をおおむね行うことが
できた。

精神保健学の基本を踏まえ
てメンタルヘルスに関する
考察を一定程度行うことが
できた。

精神保健学の基本を踏まえ
てメンタルヘルスに関する
考察を多少行うことができ
た。

精神保健学の基本を踏まえ
てメンタルヘルスに関する
考察を行うことができなか
った。

科目名称 現代の精神保健の課題

専門科目科目分類区分

佐々木　智城（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

PSS122037（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・2年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科病院の勤務経験のある精神保健福祉士が経験も交えながら指導する。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ７０％ ０％ ０％ ２０％ １０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照　

修学サポート（合理的配慮）
・事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。
・講義中の録音･録画･撮影は事前相談を経て、個人利用に限り許可する場合がある。
・板書の量および方法等について配慮する。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

946－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
現代の精神保健の視点から見た現代社会の課題とア
プローチについて。
シラバスの説明。授業改善アンケート結果反映の説

資料を事前に読んでおくこと（９０分）

2 貧困問題と精神保健について 資料を事前に読んでおくこと（９０分） 授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

資料を事前に読んでおくこと（９０分）3 社会的孤立について 授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）資料を事前に読んでおくこと（９０分）LGBTQ+と精神保健について4

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）資料を事前に読んでおくこと（９０分）精神保健の予防の考え方について5

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）資料を事前に読んでおくこと（９０分）アルコール問題に対する対策について6

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）資料を事前に読んでおくこと（９０分）薬物依存対策について7

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）資料を事前に読んでおくこと（９０分）ギャンブル等依存対策について8

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）資料を事前に読んでおくこと（９０分）うつ病と自殺防止対策について9

10 子育て支援と暴力、虐待予防について 資料を事前に読んでおくこと（９０分） 授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）資料を事前に読んでおくこと（９０分）認知症高齢者に対する対策について11

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）資料を事前に読んでおくこと（９０分）社会的ひきこもりに対する対策について12

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）資料を事前に読んでおくこと（９０分）地域精神保健に関する偏見・差別等の課題について13

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）資料を事前に読んでおくこと（９０分）精神保健に関する専門職種（保健師等）と国、都道

府県、市町村、団体等の役割及び連携について14

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）資料を事前に読んでおくこと（９０分）諸外国の精神保健活動の現状及び対策について15

レポートの作成（９０分）レポート作成の準備をすること（９０分）レポートについて、最終回において解説しフィード
バックする。授業改善アンケートの実施。16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業の内容をノートにまとめて復習すること。
（９０分）

科目名称 現代の精神保健の課題

専門科目科目分類区分

佐々木　智城（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

PSS122037（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・2年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 2 (単位認定責任者： ）佐々木　智城 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

精神科病院の勤務経験のある精神保健福祉士が経験も交えながら指導する。

基本情報

開講時期

1 教科書なし

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1 日本ソーシャルワーク教育学校
連盟

中央法規出版 4805882530

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『最新精神保健福祉士養成講座２　現代の精神保
健の課題と支援　』

2021

2

3

4

5



１２回以下の出席しかでき
かなった。

947－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
社会福祉士・精神保健福祉士の国家試験に合格できる力を身に着けるため受験対策をする。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP（１）（２）（５）に対応する。

到達目標
過去３年間の過去問の正答率が８割程度であり、問題の内容、解答を説明できる。

授業全体の内容と概要
科目ごとに過去問を行い、解答の解説を行います。また、問題毎に説明ができるまで、取り組んでもらう。「SDG 4.質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
過去問を回答してもらい、頻出分野を解説します。板書や資料などを用いて学習を進めていきます。質問や疑問点などは解説を行い、そのつど対応します。ＩＣＴ
活用（双方向型授業・自主学習支援など）、Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、質問、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

〇 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
受験科目になるため、基本的には毎回出席をしてもらう必要があります。

資格指定科目
社会福祉士国家試験受験資格課程
精神保健福祉士国家試験受験資格課程

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

授業に出席し、科目ごとに
問題を解説することができ
る。

社会福祉士・精神保健福祉
士国家試験の第３０回の共
通科目を８割以上の点数で
回答できる。

30回の共通科目の解説が行
える。

１５回以上出席し、共通科
目の問題を５科目以上解説
することができた。

１５回以上出席し、共通科
目の問題を４科目解説する
ことができた。

１４回出席し、共通科目の
問題を３科目解説すること
ができた。

１３回出席し、共通科目の
問題を２科目解説すること
ができた。

第３１、３２回の共通科目
の点数が8割以上できた。

第３１、３２回の共通科目
の点数が７割できた。

第３１、３２回の共通科目
の点数が６割できた。

第３１、３２回の共通科目
の点数が５割できた。

第３１、３２回の共通科目
の点数が４割以下しかでき
なかった。

１１科目の解説を行うこと
ができた。

９～１０科目の解説を行う
ことができた。

７～８目の解説を行うこと
ができた。

５～６科目の解説が行うこ
とができた。

解説を行うことができなか
った。

科目名称 社会福祉特講Ⅰ

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学科・教授）、
上原　正希（社会福祉学科・教授）杉本

授業担当者（所
属・職名）

SWS122141（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）小早川　俊哉 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

実際に受験を行った教員が過去問をベースに指導を行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１２回以上

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ２５％ ２５％ ５０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

948－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 オリエンテーション、シラバスの説明.。 過去問の学習（９０分）

2 過去問の学習方法 過去問の学習（９０分） 過去問の振り返り、解説（９０分）

過去問の学習（９０分）3 人体の構想と機能及び疾病 過去問の振り返り、解説（９０分）

過去問の振り返り、解説（９０分）過去問の学習（９０分）心理学理論と心理的支援4

過去問の振り返り、解説（９０分）過去問の学習（９０分）社会理論と社会システム5

過去問の振り返り、解説（９０分）過去問の学習（９０分）現代社会と福祉6

過去問の振り返り、解説（９０分）過去問の学習（９０分）地域福祉の理論と方法7

過去問の振り返り、解説（９０分）過去問の学習（９０分）福祉行財政と福祉計画8

過去問の振り返り、解説（９０分）過去問の学習（９０分）社会保障9

10 中間テスト 中間テストに向けた学習（９０分） 過去問の振り返り、解説（９０分）

過去問の振り返り、解説（９０分）過去問の学習（９０分）障害者に対する支援と障害者自立支援制度11

過去問の振り返り、解説（９０分）過去問の学習（９０分）低所得者に対する支援と生活保護制度12

過去問の振り返り、解説（９０分）過去問の学習（９０分）保健医療サービス13

過去問の振り返り、解説（９０分）過去問の学習（９０分）権利擁護と成年後見制度14

過去問の振り返り、解説（９０分）第30回の予習（30分）第30回共通科目のテスト15

過去問の振り返り、解説（９０分）解説のロールプレイ（90分）各科目の解説16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

過去問の振り返り、解説（９０分）

科目名称 社会福祉特講Ⅰ

専門科目科目分類区分

小早川　俊哉（社会福祉学科・教授）、
上原　正希（社会福祉学科・教授）杉本

授業担当者（所
属・職名）

SWS122141（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・４年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 選択

研究室等所在 １号館２階

単位数 1 (単位認定責任者： ）小早川　俊哉 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

実際に受験を行った教員が過去問をベースに指導を行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



定期試験・中間試験で６割
以下。文法・語彙に誤りが
多く理解に問題があった。

949－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
文法、読解、作文などの演習をとおし英語の運用能力を向上させるとともに、異文化理解を深め、総合的なコミュニケーション能力を身につける。

授業の位置づけ
社会福祉学科のＤＰ（2）（4）に対応する。
デザイン学科のＤＰ（2）（4）に対応する。
建築学科のＤＰ（2）（4）に対応する。

到達目標
基礎的文法や構文を復習し、英文読解、作文力を身につけ、同時に英語によるコミュニケーション能力を高める。

授業全体の内容と概要
英文を読み読解力、語彙力を培う。文法、構文の復習を通し、英語運用能力の向上を図る。

授業の方法
板書、CDを用い、「聞く」「書く」「話す」「読む」の４技能向上を目指し、学生参加型授業を展開する。中間テスト、定期試験に対する答え合わせ等のフィード
バックを実施する。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

○ ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

○ 双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
出席重視、テキスト・辞書持参

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

知識・技能 (発音・語彙・
文法・読解等）

思考力・判断力・表現力

参加型授業への取り組み姿
勢

定期試験・中間試験で９割
以上、文法・語彙に誤りが
なく正確に理解していた。

定期試験・中間試験で８割
以上、文法・語彙に誤りが
ほとんどなく大体理解でき
た。

定期試験・中間試験で７割
以上、文法・語彙に若干誤
りがあるが理解していた。

定期試験・中間試験で６割
以上、文法・語彙に誤りが
あり理解できない部分があ
った。

表現方法が適切であり誤り
がほとんどなかった。

表現方法はほぼ適切で、小
さな誤りが若干ある程度だ
った。

誤りがあるが、表現方法に
おいて誤解を生じるほどの
大きな誤りはなかった。

表現方法に誤りがあり、自
分の意思を伝えることに支
障をきたす点があった。

表現方法に誤りが目立ち、
自分の意思が伝わらなかっ
た。

大いに意欲・関心・興味を
持って授業に参加していた
。クラスでの発表も多く積
極的だった。

意欲･関心・興味を持って
授業に参加していた。クラ
スでの発表に努め積極的だ
った。

ある程度意欲・関心・興味
を持って授業に参加してい
た。やや積極的だった。

あまり意欲･関心・興味が
感じられなかった。無難に
授業を消化していた。やや
積極性に欠けていた。

全く意欲･関心･興味が感じ
られなかった。遅刻・欠席
が目立った。積極性に欠け
ていた。

科目名称 基礎英語Ⅰ

共通教育科目科目分類区分

岡島　徳昭（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 (単位認定責任者： ）岡島　徳昭 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
成績評価には１０回以上の出席が必要。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

４０％ ０％ ０％ ４０％ ２０％ ０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

950－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1
授業の進め方，採点に関すること，その他授業に関
する
ガイダンス。(シラバスの説明)　Practice Test

シラバスを読むこと。
（９０分）

2 Lesson １ 　  語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習　E-mail

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)3 Lesson １ 　  語句空所補充

　　　　　 　読解の基礎練習　E-mail
授業中に学んだことを復習。
(９０分)

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

Lesson ２     語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習 A Large Family4

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

Lesson ２     語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習 A Large Family5

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

Lesson ３     語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習　Robots that
Appear

6

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

Lesson ３    語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習　Robots that
Appear

7

試験の復習。
(９０分)

試験の準備学習。
(９０分)中間テスト8

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

Lesson ４    語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習　Lighthouse　Homes9

10 Lesson ４     語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習　Lighthouse　Homes

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

Lesson ５    語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習　E-mail11

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

Lesson ５     語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習　E-mail12

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

Lesson ６     語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習　Virtual Reality13

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

Lesson ６     語句空所補充
　　　　　 　読解の基礎練習　Virtual Reality14

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)全体復習  Simulation Test (P７４-５)15

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

指示されたリーディングアサイメントと単語学習。
(９０分)

総合評価　定期試験６０分、解説３０分
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

授業中に学んだことを復習。
(９０分)

科目名称 基礎英語Ⅰ

共通教育科目科目分類区分

岡島　徳昭（経営学科・特任教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

前期

経営学科・１年対象学科・配当

授業形態 講義 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館３階

単位数 (単位認定責任者： ）岡島　徳昭 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1 坂部俊行，岡島徳昭　他 南雲堂 978-4-523-17676-3

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『「英検準２級　合格への道」』 ２０１１

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



左記の内容が何一つできて
いない。

951－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
社会福祉学研究に必要なスキルを習得する。具体的には、社会福祉に関係する様々な事象のうち、自分が関心を持つ事象を探究するためのスキル（問題発見・分析
能力の養成・情報文献収集・調査等）を身に付ける。また、ゼミナールごとにキャリア支援教育が組まれており、身に着けたスキルを将来に生かす方法を探求する
。

授業の位置づけ
社会福祉学科のDP（１）（２）（３）（４）（５）に対応する。

到達目標
ソーシャルスキル、グループ方式による作業方法、データの収集や分析・解釈、プレゼン能力の向上、論文作成など、一連の方法を身に付けることが基本となるが
、さらに、下記のことについて達成できるようにする。
・各自の関心に基づく社会福祉関連の研究テーマを見つけることができる。
・関連資料の収集・整理を共同作業で行うことができる。
・研究報告及び研究成果のまとめを行うことができる。

授業全体の内容と概要
それぞれのゼミナール担当教員が学生に提示する「基礎テーマ」に沿った形で進められる。
「SDG4. 質の高い教育をみんなに」の関連科目。

授業の方法
各教員の指導方針のもとに行われるので、講義・ゼミナール・実験・製作・見学・調査など、様々な授業形態がとられる。資料等の提示については、板書、資料配
布、プレゼンテーションソフトウェア等により行われる。課題等に関するフィードバックはコメントにてフィードバックされる。
Microsoft Teams/Forms の諸機能を活用し、意見交換、質問、教材配布等を行う。

アクティブラーニングの実施方法

◯ プレゼンテーション

◯ 模擬授業

◯ ディスカッション

◯ グループワーク

◯ ロールプレイ

◯ 実験・実習・実技

◯ フィールドワーク

◯ 調査学習

◯ 双方向授業

◯ ＰＢＬ

◯ 反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
各担当教員の指示に従い、主体的・積極的な参加に務めること。
大学生として真摯に学ぶ姿勢と自覚が求められる。
後期の「基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠB 」も、この演習の担当教員が継続して担当する。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

ゼミ研究のテーマをが明確
になっている。

研究テーマに関するディス
カッションができる。

自分の研究テーマについて
プレゼンテーションができ
る。

ゼミ研究のテーマが明確に
なっており、そのテーマに
至るまでの文献・ネット検
索のプロセスを説明できる
。

ゼミ研究のテーマが明確に
なっており、そのテーマの
今後の研究予定を説明でき
る。

ゼミ研究のテーマに沿って
章立てができており、研究
を開始している。

ゼミ研究のテーマが明確に
なっている。

ディスカッションにおいて
、自分の研究テーマの意義
と展望、現在の進捗状況を
報告でき、尚且つ、他者の
発表に的確な助言ができる
。

ディスカッションにおいて
、自分の研究テーマの意義
と展望、現在の進捗状況を
報告できる。

ディスカッションにおいて
、自分の研究テーマの意義
と展望を報告できる。

ディスカッションにおいて
、自分の研究テーマを報告
できる。

左記の内容が何一つできて
いない。

自分の研究テーマについて
のプレゼンにおいて、明確
な参考資料を提示でき、報
告でき、且つ、周囲を納得
させることができ、さらに
、他者のプレゼンに対して
的確な助言ができる。

自分の研究テーマについて
のプレゼンにおいて、明確
な参考資料を提示でき、報
告でき、且つ、周囲を納得
させることができる。

自分の研究テーマについて
のプレゼンにおいて、明確
な参考資料を提示でき、報
告できる

自分の研究テーマのプレゼ
ンテーションが一応できる
。

左記の内容が何一つできて
いない。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・1年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館2階

単位数 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位取得の最低出席条件１０回以上をクリアすること。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １００％

オフィスアワー 各教員の研究室前のボードなどを参照。

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

952－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 担当教員によるガイダンス（シラバスの説明を含む
） 所属研究室選択資料の確認（４５分）

2 担当教員による授業2 予習課題（４５分） 授業振り返り課題（４５分）

予習課題（４５分）3 担当教員による授業3 授業振り返り課題（４５分）

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業44

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業55

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業66

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業77

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業88

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業99

10 担当教員による授業10 予習課題（４５分） 授業振り返り課題（４５分）

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業1111

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業1212

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業1313

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業1414

授業振り返り課題（４５分）予習課題（４５分）担当教員による授業1515

全体振り返り（４５分）予習課題（４５分）総括16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

配布資料の確認（４５分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠA

共通教育科目科目分類区分

大島　康雄（社会福祉学科・准教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

前期

社会福祉学科・1年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 １号館2階

単位数 (単位認定責任者： ）大島　康雄 CAP制 ○

実務経験のある
教員の授業科目

実務経験あり 左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

各教員がそれぞれの専門分野の資格、実務経験をもとに課題発見や研究テーマ構築の指導を
行う。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5



水準測量の原理を理解し、
野帳を記入することができ
なかった。

953－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標
測量は建築物を施工する上で欠かせない技術である。建築技術者として必要な測量技術を修得する。主に長さ・高さ・角度を測る測量機器の基本的な操作と測定結
果の整理方法を学習する。

授業の位置づけ
建築学科のDPDP（１）、（２）、（４）に対応する。

到達目標
測量機器の構造、取り扱いおよび使用方法を修得する。測量学講義と並行して測量機器実習を体験することで、建築測量学の理解をより深める。測量したデータの
整理方法およびその評価技術の習得のための計算演習についても併せて行う。

授業全体の内容と概要
アトリエ棟・駐車場周辺で測量実習を行い，レポート（測量成果及び図面）提出をすることによって，測量学の理解を深め，合わせて建築工事測量の基礎を修得す
る。

授業の方法
グループワークによる測量機器の取り扱いを実習形式で行う。周辺の測量を実施して成果をレポートにまとめる。

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

〇 実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

〇 その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項
数学が不得意の学生は基礎となる三角関数の復習に努めること。
実習中に簡単な計算が伴うので、関数電卓を持参すること。
野外実習できる履物・服装をすること。（サンダル禁止）。

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

水準測量の理解

角測量の理解

距離測量の理解

水準測量の原理を理解し、
野帳を正確に記入すること
ができ、他の人に説明する
ことができた。

水準測量の原理を理解し、
野帳を正確に記入すること
ができ、2地点間の高低差
を求めることができた。

水準測量の原理を理解し、
野帳を正確に記入すること
ができた。

水準測量の原理を理解し、
野帳を記入することができ
た。

角測量の原理を理解し、セ
オドライトを用いて倍角法
で水平角の測定ができ、他
の人に説明することができ
た。

角測量の原理を理解し、セ
オドライトを用いて倍角法
で水平角の測定ができた。

角測量の原理を理解し、セ
オドライトを用いた水平角
と鉛直角の測定ができた。

角測量の原理を理解し、セ
オドライトを用いた水平角
の測定ができた。

角測量の原理を理解し、セ
オドライトを用いた水平角
の測定ができなかった。

距離測量における誤差の取
り扱いについて理解し、誤
差の補正を計算でき、他の
人に説明できた。

距離測量における誤差の取
り扱いについて理解し、誤
差の補正を計算ができた。

距離測量について理解し、
誤差の取り扱いについて理
解できた。

距離測量について理解でき
た。

距離測量について理解でき
なかった。。

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

長森　正（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 アトリエ棟１階

単位数 (単位認定責任者： ）長森　正 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

1級土木施工管理技士・測量士・コンクリート技士として建設会社に勤務。実務経験をもと
に講義をします。

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件
単位認定に必要となる最低出席回数は１０回以上。

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

０％ ５０％ ０％ ０％ ０％ ５０％

オフィスアワー 研究室前の掲示ボード等を参照

修学サポート（合理的配慮）
事前相談を受け、本学の基本方針及び規程等に基づき、学生・教員（大学）が同意のもと修学サポートする。



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間

954－ －

授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1 ガイダンス及びシラバスの説明
授業改善アンケート結果反映の説明 シラバスを確認する（45 分）

2 角測量実習（1）機器説明・据付 資料の予習する（45分） 実習内容を確認し復習する（45分）

資料の予習する（45分）3 角測量実習（2）セオドライト据付実習 実習内容を確認し復習する（45分）

実習内容を確認し復習する（45分）資料の予習する（45分）角測量実習（3）単角法4

実習内容を確認し復習する（45分）資料の予習する（45分）角測量実習（4）倍角法5

実習内容を確認し復習する（45分）資料の予習する（45分）トラバース測量（1）6

実習内容を確認し復習する（45分）資料の予習する（45分）トラバース測量（2）7

実習内容を確認し復習する（45分）資料の予習する（45分）トラバース測量（3）8

実習内容を確認し復習する（45分）資料の予習する（45分）トラバース測量（4）トラバース計算9

10 水準測量（1） 資料の予習する（45分） 実習内容を確認し復習する（45分）

実習内容を確認し復習する（45分）資料の予習する（45分）水準測量（2）11

実習内容を確認し復習する（45分）資料の予習する（45分）水準測量（3）12

実習内容を確認し復習する（45分）資料の予習する（45分）距離測量実習（1）13

実習内容を確認し復習する（45分）資料の予習する（45分）距離測量実習（2）14

実習内容を確認し復習する（45分）資料の予習する（45分）距離補正15

総復習及び配布資料の整理（45分）総復習する（45分）まとめ及び要点のフィードバック
授業改善アンケートの実施16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

ガイダンス及びシラバスの理解（45分）

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

共通教育科目科目分類区分

長森　正（建築学科・教授）授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

前期

建築学科・２年対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択 必修

研究室等所在 アトリエ棟１階

単位数 (単位認定責任者： ）長森　正 CAP制 〇

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

1級土木施工管理技士・測量士・コンクリート技士として建設会社に勤務。実務経験をもと
に講義をします。

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考
『配布資料』

2

3

4

5



955－ －

ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 基礎ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡA

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 演習 必修・選択

研究室等所在

単位数 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5
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ルーブリック

評価項目

概要

履修目標

授業の位置づけ

到達目標

授業全体の内容と概要

授業の方法

アクティブラーニングの実施方法

プレゼンテーション

模擬授業

ディスカッション

グループワーク

ロールプレイ

実験・実習・実技

フィールドワーク

調査学習

双方向授業

ＰＢＬ

反転授業

その他（授業の方法参照）

履修上の注意事項

資格指定科目

評価基準

　　履修項目を超えたレベルを　
達成している 履修項目をほぼ達成している 履修目標と到達目標の間にある　

レベルに達成している 到達目標を達成している 到達目標を達成していない

科目名称 専門演習ⅡA

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 必修・選択

研究室等所在

単位数 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

評価方法・基準

評価前提条件

評価方法

定期試験 レポート 課題・作品 中間テスト 平常点 その他

オフィスアワー

修学サポート（合理的配慮）



授業計画

各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
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授業計画

回
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

授業計画

回
各授業回における学習内容及び授業外学修として準備学習・事後学習の内容・時間
学習内容 準備学習（所要時間） 事後学習（所要時間）

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

科目名称 専門演習ⅡA

科目分類区分

授業担当者（所
属・職名）

（科目ナンバリング： ）

前期

対象学科・配当

授業形態 必修・選択

研究室等所在

単位数 (単位認定責任者： ） CAP制

実務経験のある
教員の授業科目

左記に該当する場合の実務
経験と授業関連内容

基本情報

開講時期

1

教科書

教科書・参考文献・資料等

No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5

1

参考文献・資料等
No 書籍名 著者 出版社 出版年 ＩＳＢＮ 備考

2

3

4

5


